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序 
南
極
記
成
る
。
回
顧
す
れ
ば
我
が
南
極
探
檢
の
事
業
は
、
明

治
四
十
三
年
七
月
五
日
錦
輝
館
に
於
け
る
發
表
式
に
緒
を
啓
き
、

爾
來
星
霜
を
閲
す
る
こ
と
三
た
び
。
今
や
本
書
に
由
り
て
探
檢

の
經
過
を
公
表
す
る
に
至
れ
り
。
余
は
之
を
機
會
と
し
て
、
滿

天
下
の
同
情
者
諸
君
に
感
謝
せ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
者
あ
り
。 

歐
米
諸
國
に
於
て
は
、
探
檢
の
風
夙
に
開
け
、
剛
悍
敢
爲
の

士
、
爭
ひ
て
遠
馭
長
駕
を
事
と
し
、
混
沌
未
鑿
の
地
に
向
つ
て
、

學
術
的
若
し
く
は
冒
險
的
蹈
査
を
試
み
、
賴
り
て
以
て
自
然
を

制
服
し
、
領
土
を
擴
拓
し
、
物
産
を
發
見
し
、
人
文
開
進
の
上

に
貢
献
す 
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る
者
多
く
、
一
般
社
會
も
亦
甚
深
な
る
興
味
と
同
情
と
を
以
て

之
を
迎
ふ
。
故
に
其
事
に
從
ひ
功
を
收
む
る
、
必
ず
し
も
難
か

ら
ず
、
然
る
に
我
國
に
は
從
來
絶
え
て
此
種
の
風
尚
な
く
、
間
々

探
檢
の
事
な
き
に
非
ら
ず
と
雖
も
、
一
定
の
規
模
、
組
織
を
立

て
ゝ
、
之
を
行
へ
る
は
殆
ど
あ
る
事
な
し
。
其
こ
れ
有
る
は
實

に
南
極
探
檢
を
以
て
嚆
矢
と
す
。
故
を
以
て
事
に
當
る
者
と
賛

襄
者
と
を
問
は
ず
、
皆
經
驗
の
徴
す
べ
き
無
き
に
苦
め
り
。
當

初
窃
に
以
爲
ら
く
、
南
極
探
檢
の
擧
た
る
、
學
術
上
の
研
究
に

資
益
す
る
所
あ
り
、
航
海
上
に
も
貢
献
す
る
所
あ
れ
ば
、
當
局

者
も
必
ず
や
相
當
の
援
助
を
與
ふ
る
な
ら
ん
と
、
然
る
に
行
政

上
の
煩
瑣
な
る
形
式
等
あ
り
て
事
意
の
如
く
な
ら
ず
、
殆
ど
民

間
の
力
を
以
て
成
就
せ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
至
れ
り
。
然
れ
ど
も 
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是
等
障
害
の
爲
め
に
躊
躇
逡
巡
す
る
が
如
き
は
、
一
旦
勃
興
せ

ん
と
せ
る
國
民
の
遠
征
心
を
挫
折
す
る
の
惧
れ
あ
る
を
以
て
、

資
金
未
だ
充
實
せ
ず
、
準
備
未
だ
完
全
せ
ざ
る
も
、
斷
然
豫
定

の
計
畫
を
實
行
す
る
に
決
せ
り
。
但
だ
開
南
丸
の
品
川
灣
を
出

帆
す
る
、
時
期
已
に
遅
れ
し
が
爲
め
、
其
南
極
圏
に
入
れ
る
頃

に
は
、
寒
氣
殊
に
強
く
、
猛
烈
な
る
氷
威
、
船
體
を
壓
迫
し
て

着
陸
す
る
を
許
さ
ず
。
着
陸
す
べ
き
地
點
を
指
顧
の
間
に
望
み

つ
ゝ
空
し
く
濠
洲
シ
ド
ニ
ー
に
歸
還
す
る
の
已
む
可
か
ら
ざ
る

に
至
り
、
第
一
次
の
探
檢
は
全
く
失
敗
に
畢
れ
り
。 

 

當
時
或
は
議
を
建
て
ゝ
曰
く
、
南
極
上
陸
の
事
竟
に
必
す
可

か
ら
ざ
れ
ば
、
寧
ろ
今
に
及
ん
で
再
擧
を
中
止
す
る
に
若
か
ず
。

開
南
丸
一
た
び
南
極
圏
内
に
入
る
。
社
會
に
對
し
て
中
止
の 
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辭
柄
な
き
を
患
へ
ざ
る
な
り
と
。
然
れ
ど
も
此
の
如
き
は
日
本

男
兒
の
面
目
を
汚
損
す
る
も
の
。
乃
ち
斷
乎
と
し
て
之
を
排
し
、

直
に
第
二
次
の
計
畫
を
立
つ
。
而
か
も
第
二
次
の
計
畫
た
る
復

た
少
な
か
ら
ざ
る
費
用
を
要
す
。
船
舶
は
修
繕
せ
ざ
る
可
か
ら

ず
。
糧
食
防
寒
具
は
補
充
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
。
濠
洲
滞
在
費
は

支
辨
せ
ざ
る
可
ら
ず
。
學
術
部
員
は
増
加
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
。

輓
犬
は
補
足
せ
ざ
る
可
ら
す
。
之
に
要
す
る
の
費
額
は
殆
ど
新

に
探
檢
隊
を
編
成
し
て
出
發
せ
し
む
る
に
等
し
き
も
の
あ
り
。

經
營
最
も
困
難
を
極
め
た
り
。 

 

然
れ
ど
も
第
二
次
計
畫
は
遂
に
斷
行
せ
り
。
國
民
の
多
大
な

る
同
情
に
依
り
て
斷
行
せ
り
。
我
が
開
南
丸
は
孤
帆
一
片
明
治

四
十
四
年
十
一
月
十
九
日
を
以
て
濠
洲
シ
ド
ニ
ー
を
出 
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發
し
、
風
濤
氷
雪
と
戰
ふ
と
二
閲
月
、
翌
年
一
月
十
七
日
無
事
、

本
隊
を
鯨
灣
に
、
同
月
二
十
四
日
沿
岸
隊
を
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世

州
に
上
陸
探
檢
の
事
に
從
は
し
め
、
更
に
東
方
に
航
し
て
西
經

百
五
十
一
度
二
十
分
の
地
點
を
究
め
、
歸
路
に
就
け
り
。 

 

思
ふ
に
十
八
世
紀
の
中
葉
、
キ
ャ
ピ
テ
ン
、
ク
ッ
ク
が
南
洋

遠
航
の
途
を
開
き
し
よ
り
以
來
、
南
極
探
檢
を
企
て
し
者
無
慮

三
十
餘
人
、
各
々
、
一
方
に
雄
飛
し
て
、
特
異
の
光
采
を
放
つ

も
の
あ
り
と
雖
も
、
其
最
南
の
地
點
に
到
達
せ
し
次
序
よ
り
言

へ
ば
、
諾
威
の
ア
ム
ン
ド
セ
ン
、
英
の
ス
コ
ッ
ト
を
以
て
最
優

者
と
爲
し
、
シ
ャ
ッ
ク
ル
ト
ン
之
に
次
ぎ
、
我
が
日
本
探
檢
隊

は
又
之
に
次
ぐ
。
而
し
て
此
等
優
者
中
、
ア
ム
ン
ド
セ
ン
は
能

く
脱
兎
の
勢
を
以
て
種
々
の
困
難
よ
り
免
れ
た
り
と
雖
と
も
、

ス
コ
ッ
ト
は
竟
に 



－（6) － 

 

萬
古
氷
界
の
鬼
と
化
せ
り
。
彼
等
は
皆
積
年
の
研
究
に
賴
り
、

豊
裕
な
る
資
金
を
擁
し
、
之
を
實
行
し
て
す
ら
猶
此
の
如
き
に
、

我
が
陸
上
本
隊
が
、
貧
し
き
資
力
と
乏
し
き
經
驗
と
を
以
て
、

南
緯
八
十
度
五
分
に
到
達
し
、
沿
岸
支
隊
が
前
古
未
だ
曾
て
上

陸
せ
し
者
な
き
ビ
ス
コ
ー
灣
方
面
よ
り
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
州
に

上
陸
し
て
ア
レ
キ
サ
ン
ド
ラ
山
脈
を
探
檢
せ
し
は
、
最
初
の
探

檢
事
業
と
し
て
、
寧
ろ
成
功
に
近
し
と
謂
ふ
べ
し
。
若
し
夫
れ

開
南
丸
が
脆
弱
な
る
二
百
四
噸
の
小
帆
船
を
以
て
前
後
兩
度
南

極
圏
内
に
入
り
、
船
と
し
て
達
し
得
べ
き
最
南
點
な
る
南
緯
七

十
八
度
三
十
一
分
に
達
し
、
更
に
東
方
に
進
み
て
徃
年
ス
コ
ッ

ト
の
到
達
せ
し
最
東
點
を
越
え
、
西
經
百
五
十
壹
度
二
十
分
に

達
し
て
、
一
人
の
死
傷
者
を
出
さ
ず
、
寸
毫
も
船
體
を
毀
損
せ 
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ず
、
無
事
三
萬
餘
哩
の
航
海
を
終
へ
て
歸
還
せ
し
に
至
つ
て
は
、

我
が
船
員
の
優
秀
な
る
伎
倆
を
中
外
に
發
揚
せ
る
も
の
に
し
て
、

本
邦
の
航
海
史
上
に
特
筆
大
書
す
べ
き
偉
業
を
成
就
せ
る
も
の

と
謂
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
。 

 

之
を
要
す
る
に
、
我
が
探
檢
事
業
の
艱
難
を
凌
ぎ
、
障
害
を

排
し
て
兎
に
角
如
上
の
効
果
を
收
む
る
を
得
し
は
、
一
に
全
國

新
聞
社
及
び
有
志
諸
君
の
熱
烈
な
る
同
情
と
援
助
と
に
職
由
せ

る
も
の
に
し
て
、
感
謝
の
已
む
可
か
ら
ざ
る
所
以
な
り
。
余
は

更
に
望
む
、
今
後
我
が
國
民
の
間
に
、
遠
征
探
檢
の
風
盛
ん
に

起
り
て
、
天
涯
地
角
到
る
處
に
欧
米
諸
國
民
と
角
逐
す
る
の
日

あ
ら
ん
こ
と
を
、
併
せ
記
し
て
序
と
爲
す
。 
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緒 

言 
 

一
、 

南
極
探
檢
は
、
本
邦
人
の
行
ひ
し
最
初
の
世
界
的
探
檢
な
り
。
之
を
以
て
經
驗
の
就
い

て
徴
す
べ
き
な
く
、
設
備
又
完
全
を
缺
く
所
な
き
に
あ
ら
ざ
り
き
。
然
れ
ど
も
海
上
隊

員
は
僅
に
二
百
四
噸
の
小
帆
船
を
以
て
、
能
く
船
舶
の
達
し
得
べ
き
最
南
の
地
點
た
る

南
緯
七
十
八
度
三
十
一
分
に
達
し
、
更
に
東
方
に
進
み
て
西
經
百
五
十
一
度
二
十
分
の

地
點
を
究
め
、
往
年
ス
コ
ッ
ト
の
達
せ
し
最
東
點
の
記
録
を
破
り
て
歸
還
し
、
陸
上
隊

員
は
鯨
灣
及
び
ビ
ス
コ
ー
灣
の
二
方
面
よ
り
上
陸
し
て
、
一
は
南
緯
八
十
度
五
分
に
達

し
、
他
は
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
州
の
ア
レ
キ
サ
ン
ド
ラ
山
脈
を
探
檢
し
て
歸
路
に
就
け
り
。

思
ふ
に
初
度
の
探
檢
に
於
て
、
此
の
如
き
の
成
績
を
收
む
る
を
得
し
は
、
是
れ
偏
に
本

邦
及
在
外
の
同
胞
諸
士
が
、
熱
心
に
此
事
業
を
援
助
せ
ら
れ
し
に
因
る
も
の
に
て
、
謹

ん
で
深
く
謝
意
を
表
す
る
所
以
な
り
。 

一
、 

本
書
は
、
此
事
業
に
從
事
せ
る
隊
員
船
員
の
記
録
報
告
及
陳
述
に
基
き
て
編
輯
し
、
壹

年
半
の
歳
月
を
費
し
て
成
り
し
も
の
な
り 
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一
、 

本
書
は
、
一
般
讀
者
諸
士
を
し
て
、
速
に
此
事
業
に
於
け
る
最
大
舞
臺
た
る
第
二
次
計

畫
の
探
檢
狀
況
を
知
ら
し
め
ん
が
爲
め
、
倒
叙
史
の
例
の
倣
ひ
て
、
巻
頭
に
第
二
次
計

畫
の
探
檢
記
を
掲
げ
、
之
に
次
ぎ
て
第
一
次
計
畫
の
探
檢
記
及
濠
洲
シ
ド
ニ
ー
の
露
營

生
活
を
掲
ぐ
る
事
と
爲
せ
り
。 

一
、 

本
書
に
は
、
附
録
と
し
て
、
南
極
圏
採
集
標
品
調
査
報
告
、
氣
象
觀
測
表
、
ペ
ン
グ
イ

ー
ン
鳥
の
胃
中
よ
り
出
で
し
岩
石
破
片
の
研
究
、
探
檢
用
糧
食
の
研
究
、
防
寒
具
の
研

究
、
樺
太
犬
及
橇
の
研
究
、
衛
生
報
告
、
開
南
丸
氷
海
進
航
設
備
、
南
極
圏
航
海
概
要

を
掲
げ
、
更
に
巻
末
に
附
す
る
に
、
南
極
探
檢
後
援
事
業
經
過
の
梗
概
を
以
て
せ
り
。 

一
、 

南
極
圏
採
收
標
品
調
査
報
告
は
、
帝
國
大
學
關
係
の
各
専
門
諸
博
士
諸
學
士
に
依
頼
し

て
調
査
し
た
る
も
の
に
し
て
、
特
に
理
學
博
士
岡
村
金
太
郎
、
理
學
博
士
徳
永
重
康
、

理
學
士
佐
々
木
望
、
理
學
士
田
中
茂
穂
、
理
學
士
寺
尾
新
、
理
學
士
内
田
清
之
助
諸
士

の
熱
心
な
る
援
助
を
受
け
た
り
。
茲
に
其
好
意
を
謝
す
。 

一
、 

ペ
ン
グ
イ
ー
ン
鳥
の
胃
中
よ
り
出
で
た
る
岩
石
破
片
の
研
究
は
、
第
一
高
等
學
校
助
教

授
和
田
八
重
造
氏
に
依
頼
し
て
調
査
せ
し
も
の
、
茲
に
其
好
意
を
謝
す
。 
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一
、 

巻
中
に
挿
入
せ
し
日
本
南
極
探
檢
區
域
圖
に
於
け
る
第
一
次
航
海
及
第
二
次
航
海
の
航

路
は
、
野
村
船
長
及
土
屋
運
轉
士
の
手
に
成
り
し
物
な
り
。 

一
、 
巻
中
の
記
事
と
相
竢
ち
て
、
一
層
極
地
の
狀
況
を
明
白
に
知
悉
せ
し
め
ん
が
爲
め
、
本

書
に
は
日
本
探
檢
隊
が
極
地
に
て
撮
影
せ
る
極
地
光
景
寫
眞
六
十
頁
を
挿
入
し
、
又
極

地
に
て
描
寫
の
絵
畫
五
十
餘
個
、
三
色
版
四
葉
、
コ
ロ
タ
イ
プ
刷
二
葉
を
挿
入
す
る
事

と
為
せ
り
。
極
地
光
景
寫
眞
は
紙
數
頗
る
多
き
を
以
て
最
初
一
冊
の
寫
眞
帖
と
し
て
別

に
發
行
の
豫
定
な
り
し
も
、
讀
者
諸
士
が
購
讀
の
便
を
計
り
全
部
此
書
中
に
挿
入
す
る

事
と
爲
せ
り
。 

一
、 

コ
ロ
タ
イ
プ
刷
と
爲
せ
し
ア
レ
キ
サ
ン
ド
ラ
山
脈
實
景
は
、
世
界
未
曾
有
の
珍
品
な
り
。

英
國
の
ス
コ
ッ
ト
大
佐
が
、
第
一
次
探
檢
の
際
、
大
佐
は
天
候
の
不
良
と
時
期
の
遅
延

と
の
爲
め
上
陸
を
得
ず
、
海
上
よ
り
雲
か
山
か
判
明
せ
ざ
る
も
、
恐
ら
く
山
脈
な
る
べ

し
と
思
は
る
ゝ
物
を
認
め
て
、
之
に
ア
レ
キ
サ
ン
ド
ラ
山
脈
の
名
を
附
し
、
其
物
の
存

在
せ
る
陸
地
を
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
州
と
命
名
せ
り
。
随
つ
て
當
時
、
大
佐
一
行
は
、
其

山
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ら
し
き
物
の
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撮
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す
る
を
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ず
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僅
に
繪
畫
を
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て
雲
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糢
糊
た
る
山
姿
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髣
髴
し
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其
著
書
中
に
之
を
公
け
に
し
得
た
る
に
過
ぎ
ざ
り
き
。
然
る
に
我
が
沿
岸

隊
が
同
地
に
航
せ
し
際
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は
、
幸
に
し
て
天
氣
好
良
な
り
し
を
以
て
、
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り
同
山
脈
に
登
攀
探
檢
を
行
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得
た
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の
み
な
ら
ず
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又
明
白
に
同
山
脈
の
全
景
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撮
影
し
得
た
り
。
是
れ
實
に
開
闢
以
來
神

秘
の
仙
寰
を
人
間
に
向
つ
て
開
示
せ
る
も
の
に
し
て
、
啻
に
日
本
探
檢
隊
の
幸
福
た
る

の
み
な
ら
ず
、
世
界
人
類
の
等
し
く
喜
悦
す
る
所
な
ら
ん
を
思
ふ
。 
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大氷山下の野氷上を進みてアレキサンドラ山脈の探検に向ふ 前者は西川隊員 後者は渡邊隊員、下圖は上圖の続きにて高く聳ゆる野氷上の氷山は壯觀無比也 明治四十五年一月二十四日撮影



tasaka
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帝王ペングイーン鳥 明治四十五年一月二十四日エドワード七世州氷堤下にて捕獲せし物



 

tasaka
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南緯八十度五分の日章旗（向つて左より三井所衞生部長、白瀬隊長、武田學術部長、山邊犬掛）　明治四十五年一月二十八日撮影



tasaka
ノート
鯨灣根據地天幕と三井所衞生部長 明治四十五年二月二日撮影
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鯨灣引揚光景（櫓を手にせるは高川水夫長他の一人は酒井二等運轉士遠方に見ゆるは開南丸）明治四十五年二月四日撮影



 

tasaka
ノート
吹雪中進航の開南丸（中央は福島水夫）明治四十五年二月十五日撮影
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の
活
智

識
・
雪
中
の
貯
藏
所
・
磁
針
と
橇
上
の
鐵
器
・
山
？
蜃
氣
楼
？
・
雪
原
突
進
の
第
三
夜
・
鯨
灣
終
點
の
屈
折
・
案
外
に
も

平
凡
な
る
小
丘
・
輓
犬
大
に
疾
走
に
慣
る
・
犬
に
先
じ
て
道
案
内
・
折
々
行
路
を
誤
る
・
進
む
と
共
に
變
化
す
る
丘
頂
と

雲
形
・
雪
原
上
の
味
噌
汁
・
氷
骨
處
々
に
横
は
る
・
橇
の
顛
覆
・
氷
點
下
廿
二
度
・
第
五
夜
の
露
營
・
怪
し
き
今
日
の
天

候
・
氷
骨
壘
々
一
歩
一
滑
・
大
吹
雪
の
襲
來
・
前
隊
と
後
隊
と
の
聯
絡
を
失
ふ
・
三
四
本
の
竹
柱
・
八
寒
地
獄
・
人
も
犬

も
悄
然
・
方
向
に
迷
ふ
・
氷
骨
上
一
條
の
痕
跡
・
徐
ろ
に
天
候
の
恢
復
を
待
つ
外
な
し
・
氷
上
に
印
せ
る
凍
傷
の
血
痕
・

前
方
幽
か
に
暗
影
・
狂
氣
の
如
く
絶
叫
す
・
漸
く
再
會
す
る
を
得
・
犬
と
馬
と
の
比
較
・
雪
を
入
る
れ
ば
天
幕
よ
り
三
間

の
退
却
・
塵
ッ
氣
一
ッ
無
き
天
地
・
人
間
は
天
幕
吹
飛
し
豫
防
具
・
雲
粉
天
幕
内
を
襲
ふ
・
飲
ま
ず
食
わ
ず
の
廿
六
時
間
・

病
犬
隊
後
に
從
ひ
來
る
・
鳥
か
山
か
四
個
の
峯
頂
・
所
謂
幻
岳
？
・
喘
ぎ
〲
前
進
・
突
進
の
最
終
點
・
西
經
百
五
十
六
度

三
十
七
分
南
緯
八
十
度
五
分
・
國
旗
の
下
に
整
列
す
・
大
和
雪
原
と
命
名
・
千
古
不
滅
の
氷
雪
・
感
慨
無
量
・
耳
に
聽
ゆ

る
も
の
は
風
の
音
の
み
・
糧
食
を
犬
に
割
愛
す
・
道
先
案
内
者
・
怪
鳥
と
思
ひ
し
は
放
棄
さ
れ
し
新
聞
紙
・
灣
内
よ
り
漏

る
ゝ
異
様
の
音
響
・
霧
の
爲
め
に
雲
か
對
岸
か
不
明
・
困
難
な
り
し
濃
霧
中
の
捜
索
・
遥
か
の
方
に
根
據
地
を
發
見
す
・

生
涯
忘
れ
得
ざ
る
喜
悦
・
輓
犬
に
馳
走
・
夢
現
つ
で
箸
を
執
る
・
根
據
地
殘
留
部
員
の
生
活
・
形
ば
か
り
の
中
食
・
海
南

丸
は
如
何
・
フ
ラ
ム
號
は
如
何
・
雪
鳥
の
空
中
に
鳴
く
を
聞
く
・
鑵
詰
箱
の
釘
應
用
頓
智
・
豫
定
は
今
日
一
日
を
餘
す
の

み
・
新
式
輕
便
卓
子
・
氷
上
小
屋
成
る
・
霰
の
天
幕
に
當
り
て 
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碎
く
る
音
・
フ
ラ
ム
號
何
時
し
か
姿
を
消
す
・
雪
野
の
旭
光
鮮
か
也
・
タ
ウ
ゾ
ク
カ
モ
メ
天
幕
を
見
舞
ふ
・
零
下
二
十
三

度
・
大
吹
雪
防
禦
に
忙
殺
さ
る
・
夜
の
無
き
世
界
・
遠
雷
の
如
き
氷
堤
缺
落
の
音
響
・
ア
ム
ン
ド
セ
ン
一
行
の
遺
せ
し
足

跡
か
・
長
靴
形
の
灣
・
數
條
の
大
龜
裂
前
程
を
遮
る
・
フ
ラ
ム
號
灣
内
に
向
ひ
進
航
し
來
る
・
諾
威
探
檢
隊
の
露
營
地
を

訪
ふ
・
彼
我
の
間
隔
僅
に
七
哩
・
諾
威
人
と
熱
情
籠
れ
る
握
手
・
層
雲
棚
曳
く
水
平
線
・
宛
然
一
條
の
瀑
布
を
遠
望
す
る

の
觀
あ
り
・
風
力
計
停
止
四
顧
暗
澹
た
り
・
突
進
隊
員
の
歸
着
・
犬
群
吹
雪
中
に
熟
睡
・
今
後
の
方
略
に
就
き
恊
議
・
コ

ー
ル
マ
ン
島
に
向
ふ
に
決
す
・
ト
オ
〱
カ
イ
〱
の
掛
聲
・
根
據
地
に
向
ふ
嬉
さ
に
犬
群
疾
風
の
如
く
走
る
・
侮
り
難
き
犬

の
速
力
・
微
か
に
滊
笛
を
聽
く
・
天
幕
入
口
の
風
雪
防
禦
工
事
・
開
南
丸
見
ゆ
・
小
春
日
和
・
根
據
地
引
揚
の
準
備
・
乗

船
地
點
の
偵
察
・
荷
物
運
搬
の
橇
幾
度
が
氷
上
を
往
來
す
・
引
揚
の
結
了
・
海
上
一
面
の
濃
霧 

 第
四
章 

エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
州
の
探
檢
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
一
七
九 

 

エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
州
に
向
ふ
・
陸
岸
一
帶
の
尖
氷
・
神
々
し
き
山
脈
・
山
腹
の
黒
點
・
野
氷
中
の
水
溜
・
如
何
な
る
動
物

が
此
地
に
住
む
か
・
美
し
き
皇
帝
ペ
ン
グ
イ
ー
ン
鳥
に
遭
ふ
・
天
工
の
偉
大
・
氷
河
に
遭
う
・
龜
裂
縦
横
に
横
は
る
・
手

橇
を
棄
つ
・
腰
と
腰
と
を
繋
ぐ
一
條
の
縄
・
神
秘
寶
庫
を
藏
す
る
ア
レ
キ
サ
ン
ド
ラ
山
脈
・
疲
る
れ
ば
雪
原
上
に
仰
臥
・

冥
朦
一
間
先
も
見
え
ず
・
新
案
ミ
ル
ク
セ
ー
キ
の
馳
走
・
爪
先
登
り
終
る
・
半
天
よ
り
落
下
す
る
大
雪
崩
・
危
く
一
命
を

拾
ふ
・
地
獄
の
道
と
は
斯
る
處
か
・
記
念
の
木
標
と
撮
影
・
佛
典
中
の
瑠
璃
世
界
・
龜
裂
に
陥
り
救
を
叫
ぶ
・
此
山
脈
を

往
か
ば
南
極
の
中
心
に
達
せ
ん
・
雪
を
喰
ひ
て
咽
喉
を
痛
む
・
二
人
は
生
死
不
明
と
判
斷
・
捜
索
隊
の
出
發
・
五
歩
に
一

休
十
歩
に
一
憇
・
空
腹
を
滿
た
す
冷
え
饂
飩
・
船
長
涙
を
流
し
て
喜
ぶ
・
上
陸
不
可
能
の
地
・
南
極
の
諸
現
象
を
集
め
し

博
覧
會
の
如
き
場
所
・
野
氷
上
の
氷
山
・
大
龜
裂
を
有
せ
る
山
脈
・
海
底
の
地
質 
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第
五
章 

開
南
丸
の
東
方
沿
岸
探
檢
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
二
〇
三 

 
四
六
時
中
太
陽
頭
上
を
廻
る
・
前
人
未
航
の
海
・
氷
島
に
遭
う
・
流
氷
海
を
壓
し
て
來
る
・
開
南
丸
の
達
せ
し
最
終
點
・

既
往
の
レ
コ
ー
ド
を
破
る
・
船
の
周
圍
は
流
氷
又
氷
山
・
茶
褐
色
の
海
と
氷
・
縁
の
多
く
出
入
し
居
る
灣
・
石
塊
採
集
・

一
個
の
氷
山
大
音
響
と
共
に
天
を
指
し
て
上
る
・
塵
睘
に
於
け
る
現
象
と
思
は
れ
ず
・
大
隈
灣
・
空
に
は
氷
堤
海
に
は
極

鯨
・
非
常
な
る
水
烟
・
再
び
鯨
灣
に
入
る
・
諾
威
か
日
本
か
・
今
に
も
海
中
の
藻
屑
・
海
中
に
落
ち
込
む
・
極
海
の
鬼
た

る
を
免
る
・
虫
の
如
き
五
個
の
黒
影
・
手
眞
似
の
挨
拶
・
一
幅
南
極
の
好
畫
圖
・
六
十
尺
の
絶
壁
よ
り
身
を
躍
ら
し
て
降

る
・
突
進
隊
一
行
無
事
海
南
丸
に
乗
船
す
・
犬
に
端
艇
を
曳
か
し
む 

 第
六
章 

南
氷
洋
の
再
航
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
二
二
三 

 

コ
ー
ル
マ
ン
島
に
向
ふ
・
甲
板
上
の
祝
杯
・
太
陽
始
め
て
水
平
線
下
に
没
せ
ん
と
す
・
吹
雪
の
爲
船
を
寄
す
る
は
危
險
な

り
・
幹
部
會
議
・
此
儘
歸
航
と
決
す
・
磁
極
附
近
通
過
・
日
暈
現
は
る
・
怒
濤
幾
度
か
甲
板
を
洗
ふ
・
寒
暖
潮
の
相
合
す

る
處
・
初
め
て
星
光
を
見
文
明
界
に
入
る
・
入
港
に
就
て
の
仕
度
・
新
西
蘭
を
認
む
・
海
豚
群
船
側
に
來
襲
す
・
ウ
ェ
リ

ン
ト
ン
港
に
投
錨
・
長
閑
な
る
出
帆
日
和
・
今
尚
三
千
九
百
餘
海
里
・
鳥
賊
甲
板
に
飛
込
む
・
暴
風
の
爲
め
帆
桁
を
折
ら

る
・
佛
領
サ
ン
タ
、
ク
ル
ー
ス
島
を
見
る
・
南
極
の
垢
を
洗
ふ
・
船
だ
船
だ
と
叫
ぶ
聲
・
小
笠
原
群
島
眼
界
に
入
る
・
父

島
に
碇
泊
す
・
小
學
校
の
探
檢
談
・
燈
臺
の
光
も
見
え
ぬ
眞
の
暗
・
推
進
機
の
空
轉
・
神
風
と
や
云
は
ん
・
三
年
振
り
に

見
る
富
嶽
の
絶
頂
・
漸
く
蘇
生
の
思
あ
り
・
鷹
島
附
近
の
假
泊
す
・
勇
ま
し
き
萬
歳
の
聲
・
海
南
丸
横
濱
港
に
入
る
・
懐

舊
談
に
て
持
切
る
・
芝
浦
灣
頭
に
投
錨
・
隊
船
員
の
上
陸
・
鬼
神
を
泣
か
し
む
・
二
重
橋
畔
の
最
敬
禮
・
雤
中
に
提
灯
行

列
・
大
隈
伯
邸
の
歸
朝
報
告
式 
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第
七
章 

最
初
の
探
檢
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
二
五
五 

 
出
發
準
備
・
伯
爵
夫
人
の
心
を
込
め
し
チ
ョ
ッ
キ
・
大
隈
老
伯
訓
示
的
告
別
の
辭
・
國
民
的
送
別
會
・
悲
壯
の
凄
氣
滿
々

た
り
・
此
目
出
度
き
日
・
五
分
間
演
説
・
二
重
橋
外
に
奉
告
文
を
捧
ぐ
・
空
砲
よ
り
實
彈
・
最
後
の
袂
別
・
五
萬
の
群
衆

一
齊
に
萬
歳
を
叫
ぶ
・
意
氣
衝
天
・
英
國
領
事
の
祝
辭
・
星
斗
爛
た
る
鏡
ヶ
浦
・
さ
ら
ば
！
・
貨
物
の
大
整
理
を
爲
す
・

船
長
の
英
斷
・
冒
險
の
征
帆
を
張
る
・
南
へ
南
へ
・
漂
泊
し
つ
ゝ
夜
を
明
か
す
・
船
暈
に
悩
ま
さ
る
・
船
艙
の
惡
臭
・
奇

抜
な
る
驟
雤
浴
を
行
ふ
・
北
回
歸
線
を
通
過
す
・
甲
板
上
に
鰹
の
山
・
苦
熱
愈
々
迫
る
・
廿
五
貫
餘
の
大
鱶
を
釣
上
ぐ
・

驟
雤
の
度
に
火
事
場
の
騒
ぎ
・
母
國
で
は
炬
燵
船
中
で
は
裸
一
貫
・
洋
中
の
月
と
笛
・
甲
板
上
の
蓄
音
機
・
赤
道
が
見
え

る
・
浴
衣
一
枚
の
年
越
し
・
雪
の
如
き
米
の
飯
・
雲
か
山
か
一
髪
の
青
螺
・
汽
罐
に
故
障
を
生
ず
・
好
日
和
の
お
祝
と
號

外
・
恰
も
彌
生
の
花
曇
り
・
今
日
は
母
國
の
天
神
祭
・
漸
く
新
西
蘭
を
發
見
す
・
富
士
山
に
似
た
る
エ
グ
モ
ン
ト
の
高
峯
・

ウ
エ
リ
ン
ト
ン
港
指
し
て
針
路
を
取
る
・
一
陣
の
旋
風
來
る
・
不
安
の
一
夜
・
ウ
エ
リ
ン
ト
ン
港
に
投
錨
す
・
政
廰
の
多

大
な
る
好
意
・
名
誉
領
事
ヤ
ン
グ
氏
の
斡
旋
・
花
の
如
き
美
人
と
眞
黒
の
勇
士
・
紀
元
節
を
以
て
愈
々
極
地
に
向
ふ
・
瞬

時
も
早
く
南
極
に
達
せ
ん
・
見
送
り
の
快
走
艇
花
に
集
ま
る
蝴
蝶
の
如
し
・
山
な
す
波
濤
の
襲
來
・
南
太
平
洋
の
濃
霧
・

海
獣
に
似
た
る
水
禽
・
寒
氣
漸
く
強
烈
・
恐
る
べ
き
三
角
波
・
線
狀
を
爲
せ
る
奇
雲
・
粲
然
た
る
南
十
字
星
と
三
光
星
・

激
浪
の
爲
め
主
帆
を
損
ず
・
初
め
て
流
氷
を
見
る
・
島
嶼
狀
の
大
氷
山
・
探
海
燈
の
如
き
極
光
・
巨
大
の
鯨
群
氷
山
の
間

に
現
は
る
・
白
皚
々
た
る
南
極
洲
・
仙
境
と
は
コ
ン
ナ
美
景
・
ポ
ッ
セ
ッ
シ
ョ
ン
群
島
の
傍
を
進
航
す
・
海
上
一
面
に
白

蓮
葉
の
如
き
氷
・
終
日
氷
海
を
縫
航
す
・
之
よ
り
以
南
は
一
面
の
結
氷
・
屢
次
航
走
力
を
失
ふ
・
偏
に
天
候
の
恢
復
を
祀

る
の
外
な
し
・
南
緯
七
十
四
度
十
六
分
・
ハ
ッ
タ
と
ば
か
り
停
船
・
漸
く
危
地
を
脱
す
・
上
陸
の
希
望
絶
ゆ
・
一
同
天
を

仰
ぎ
長
嘆
す
・
初
め
て
仰
ぎ
し
月
光
・
自
然
に
流
れ
往
く
・
平
和
な
る
海
上
に
神
武
天
皇
祭
・
信
天
翁
の
群
集
・
南 
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氷
洋
中
最
も
危
險
な
る
處
・
美
し
き
小
鳥
一
羽
・
燐
の
如
き
光
・
豪
雤
疾
風
迅
雷
・
濠
洲
の
陸
地
を
見
る
・
入
港
準
備
・

ダ
ブ
ル
灣
に
投
錨 

 第
八
章 

濠
洲
シ
ド
ニ
ー
の
露
營
生
活
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
三
二
五 

途
方
も
な
き
論
説
・
開
南
丸
は
公
船
・
一
幅
の
活
畫
を
展
せ
し
位
地
・
金
殿
又
玉
樓
・
總
員
の
元
氣
旺
盛
な
り
・
目
的
の

變
更
・
日
本
男
子
の
面
目
を
施
さ
ん 

 
 附 

録 
 

第
一
章  

南
極
圏
採
集
標
品
調
査
報
告
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
三
三
七 

植
物
・
動
物
・
海
燕
属
・
ア
ホ
ウ
ド
リ
・
ウ
ミ
ツ
バ
メ
・
雪
鳥
・
水
凪
鳥
類
・
フ
ル
マ
カ
モ
メ
・
ペ
ン
ギ
ン
・
カ
ツ
ヲ
ド

リ
・
タ
ウ
ゾ
ク
カ
モ
メ
・
魚
類
・
蝦
・
蟹
・
地
質
の
大
略
・
グ
ラ
ハ
ム
地
方
と
ロ
ッ
ス
海
地
方
と
の
岩
石
の
比
較
・
太
古

紀
・
侏
羅
紀
・
白
堊
紀
・
太
古
代
の
岩
石 

 第
二
章  

氣
象
觀
測
表
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
三
五
七 

第
三
章  

ペ
ン
グ
イ
ー
ン
鳥
の
胃
中
よ
り
出
て
し 

 
 

 
 

 
 

岩
石
破
片
研
究
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
三
七
七 

エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
州
地
質
研
究
の
好
標
本
・
結
晶
片
岩
・
凝
灰
岩
片
・
硅
岩
破
片
・
砂
岩
破
片
・
硬 
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砂
岩
片
・
粘
板
岩
片
・
片
麻
岩
片
・
新
火
成
岩
片
・
磁
鐵
に
吸
引
・
此
石
片
を
根
據
と
せ
る
地
質
の
推
定
・
火
山
の
噴
出

も
推
定
し
得
・
地
質
學
地
文
學
上
の
價
値 

 第
四
章  

探
檢
用
糧
食
の
研
究
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
三
八
三 

一
行
廿
七
名
二
年
間
の
糧
食
・
白
米
の
變
味
・
玄
米
は
變
質
せ
ず
・
重
燒
麵
麭
・
ビ
ス
ケ
ッ
ト
類
・
素
麺
と
乾
饂
飩
・
福

神
漬
・
醤
油
・
鯛
味
噌
・
壊
血
病
を
豫
防
し
得
た
る
『
ラ
イ
ム
ジ
ュ
ー
ス
』
・
菓
物
類
・
罐
詰
製
法
の
不
完
全 

 第
五
章  

探
檢
用
防
寒
具
の
研
究
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
三
八
九 

南
極
夏
季
の
防
寒
服
・
毛
布
製
防
寒
服
・
極
地
の
寒
氣
程
度
・
寝
囊
・
此
囊
は
是
非
共
必
要
・
冐
さ
れ
易
き
雪
盲
病
・
理

想
的
の
雪
眼
鏡
・
氷
上
靴
・
便
利
な
る
藁
靴
・
海
豹
靴
は
最
も
良
好 

 第
六
章  

樺
太
犬
及
橇
の
研
究
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
三
九
五 

第
一
次
の
輓
犬
運
搬
・
最
初
の
輓
犬
の
斃
死
・
輓
犬
の
病
症
・
第
二
次
の
輓
犬
輸
送
・
其
原
因
は
縧
蟲
・
先
頭
犬
・
犬
の

運
搬
力
・
荷
物
の
總
重
量
・
人
間
の
目
方
總
締
五
十
九
貫
・
十
一
里
二
十
三
町
・
雪
の
穴
に
安
眠
・
手
橇
・
犬
橇
・
實
驗

よ
り
得
た
る
橇
の
構
造
法
・
外
國
探
檢
隊
の
犬
橇 

 第
七
章  

探
檢
隊
衛
生
報
告
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
四
〇
七 

猛
烈
な
る
船
暈
・
惡
臭
物
の
醗
酵
・
百
度
以
上
の
炎
熱
・
飲
料
水
不
充
分
・
船
中
に
て
冒
さ
れ
易
か
り
し
病
症
・
一
同
歯

痛
に
悩
ま
さ
る
・
一
部
不
健
康
者
の
歸
國
・
シ
ド
ニ
ー
滞
在
中
の
營
舎
生
活
・
山
川
の
秀
麗
と
隊
船
員
の
慰
籍
・
天
候
の

不
定
・
雪
盲
症
の
豫
防
・
凍
傷
の
豫
防
・
第
二
次
の
歯
痛
患
者
・
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酒
精
類
は
絶
對
禁
止
・
一
行
中
一
人
の
病
歿
者
無
し 

 第
八
章  

開
南
丸
氷
海
進
航
設
備
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
四
一
五 

開
南
丸
の
構
造
・
三
本
檣
ス
ク
ー
ナ
ー
型
・
龍
骨
槻
材
・
氷
海
突
入
設
備
・
外
部
の
装
置
・
氷
の
衝
る
個
處
へ
厚
板
・
毛

製
紙
と
鐵
板
・
中
檣
見
張
所
・
内
部
の
構
造
・
汽
鑵
の
据
付
・
鐵
索
及
鐵
帯
寒
氣
の
爲
め
切
斷
・
シ
ド
ニ
ー
港
船
渠
に
於

け
る
修
繕
・
船
首
の
四
分
の
一
は
全
部
鐵
材
張
・
第
二
次
に
は
三
角
帆
・
本
邦
歸
還
後
の
船
體
檢
査 

 第
九
章  

南
極
圏
航
海
概
要
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
四
二
五 

四
回
南
氷
洋
を
航
す
・
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
島
の
北
端
・
天
候
最
も
不
定
に
し
て
險
惡
な
る
個
所
・
ロ
ッ
ス
線
に
入
る
・
薄
白

色
の
海
水
・
午
前
一
時
頃
よ
り
夜
明
け
・
氷
山
の
數
増
加
し
來
る
・
不
夜
の
海
・
高
度
な
る
自
差
・
築
港
防
波
堤
の
如
き

氷
山
・
奇
麗
な
る
青
色
の
雲
・
一
時
氷
圍
を
脱
す
・
日
本
人
は
日
本
人
と
し
て
の
能
力
あ
り
・
依
然
た
る
氷
海
・
一
旦
船

を
南
ヴ
ヰ
ク
ト
リ
ア
州
に
寄
す
る
の
方
針
・
上
陸
地
の
踏
査
・
フ
ラ
ム
號
と
の
邂
逅
・
船
の
往
け
る
處
ま
で
行
か
ん
・
氷

堤
に
接
近
す
る
危
險
・
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
州
の
上
陸
・
開
南
丸
最
終
の
到
達
點
・
氷
島
・
海
底
の
測
量
・
灣
形
の
大
變
化
・

天
候
險
惡
・
新
西
蘭
貴
婦
人
の
開
南
丸
訪
問 

 第
十
章  

南
極
探
檢
後
援
事
業
の
梗
概
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
四
三
九 

錦
輝
館
に
於
け
る
發
表
演
説
會
・
後
援
會
組
織
の
議
成
る
・
大
隈
伯
を
會
長
の
推
す
・
都
下
新
聞
社
の
應
援
・
用
船
に
つ

き
て
の
苦
心
・
各
所
の
演
説
會
・
幹
部
會
議
・
第
二
報
效
丸
購
求
・
東
郷
大
將
の
開
南
丸
命
名
・
議
會
へ
建
議
案
提
出
・

恨
を
呑
み
濠
洲
に
歸
還
・
第
二
次
計
畫
・
名
士
と
婦
人
と
の
大
活 
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動
・
南
極
探
檢
應
援
團
成
る
・
各
地
方
の
遊
説
・
第
二
次
の
出
發
準
備
・
増
派
學
術
部
員
の
出
發
・
富
豪
の
應
援
・
意
外

の
吉
報
・
各
種
採
集
品
の
台
覧
・
盛
大
な
る
歡
迎
會
・
活
動
寫
眞
台
覧
に
入
る
・
展
覧
會
・
各
宮
殿
下
の
御
成
・
大
御
心
・

國
民
に
及
ぼ
せ
し
効
果 

                

目 

次 

終 



 



―（1）― 

 

南 

極 

記 

南
極
探
檢
後
援
會
編
纂 

第
一
章 

發 

端 
 

『

百

發は

つ

の

空

砲

く

う

は

う

は

一

發ぱ

つ

の

實

彈

じ

つ

だ

ん

に

如 し

か

ず

』
と

は

世

界

的

せ

か

い

て

き

偉

人

ゐ

じ

ん

大

隈

お

ほ

く

ま

重

信

し

げ

の

ぶ

伯は

く

が

、
日に

本ほ

ん

南

極

探

檢

隊

な
ん
き
よ
く
た
ん
け
ん
た
い

一

行か

う

の

勇い

さ

ま

し

き

南な

ん

征せ

い

を

送お

く

る

べ

く

、
品

川

し

な

が

は

灣わ

ん

頭と

う

に

試
こ
ゝ
ろ

み

た

悲

壯

ひ

そ

う

な

る
告こ

く

別べ

つ

演

説

え

ん

ぜ

つ

の

一

句く

で

あ

る

。
此こ

の

一

句く

中ち

う

に

は

、
實じ

つ

に

百

萬ま

ん

言げ

ん

の

長
ち
や
う

廣
く
わ
う

舌ぜ

つ

に

も

優ま

さ

れ

る

深

長

し
ん
ち
や
う

の

意

味

い

み

が

寓ぐ

う

せ

ら

れ

て

居ゐ

た

。
當た

う

時じ

此こ

の

一

語ご

を

送を

く

つ

た

大

隈

お

ほ

く

ま

老ら

う

伯は

く

の

聲こ

ゑ

は

涙
な
み
だ

に

打う

ち

顫ふ

る

ひ

、

其そ

の

沈

痛

ち

ん

つ

う

の

語ご

と

悲ひ

壯さ

う

の

調て

う

と

は

、
心

こ
ゝ
ろ

あ

る

聽

者

ち
や
う
し
や

を

し

て

坐そ

ゞ

ろ

に

暗あ

ん

涙る

い

に

咽む

せ

ば

し

め

た

の

で

あ

る

。 

tasaka
ノート
１頁 一發の實彈
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當た

う

時じ

此こ

の

事

業

じ

げ

ふ

に

對た

い

す

る

一

般ぱ

ん

社

會

し
や
く
わ
い

の

狀
じ
や
う

態た

い

を

覩み

る

に

、
悲ひ

觀
く
わ
ん

に

非あ

ら

ざ

れ

ば

嘲

笑

て

う

せ

う

、
嘲て

う

笑せ

う

に

非あ

ら

ざ

れ

ば

冷れ

い

罵ば

で

あ

つ

た

。
老ら

う

伯は

く

は

此こ

の

悲ひ

觀
く
わ
ん

と

、
嘲て

う

笑せ

う

と

、
冷れ

い

罵ば

と

を

以も

つ

て
『

百

發ぱ

つ

の

空く

う

砲は

う

』

で

あ

る

と

斷だ

ん

じ

た

。

而し

か

し

て

南

極

な
ん
き
や
く

に

向む

か

つ

て

發

射

は

つ

し

や

し

た

る

『

一

發ぱ

つ

の

實じ

つ

彈だ

ん

』

の

行ゆ

く

衞ゑ

を

徐
お
も
む

ろ

に

見み

守ま

も

つ

て

居ゐ

た

。
然し

か

る

に

其そ

の

『

實

彈

じ

つ

だ

ん

』
は

不

幸

ふ

か

う

に

し

て

結

氷

け
つ
ぴ
や
う

に

遮
さ
へ
ぎ

ら

れ

、
烈れ

つ

風ふ

う

に

妨
さ
ま
た

げ

ら

れ

井

上

い

の

う

へ

圓ゑ

ん

了れ

う

博

士

は

か

せ

の

所

謂

い

は

ゆ

る『

日

月

じ

つ

げ

つ

不て

ら

㆑

照さ

ず

時と

き

不り

㆑

利
あ
ら
ず

、
氷

山

ひ
や
う
ざ
ん

遮
み
ち
を

㆑

路
さ
へ
き
つ
て

船

難

ふ
ね
す
ゝ
み

㆑

前
が
た
し

』

で

、

萬ば

ん

斛こ

く

の

血

涙

け

つ

る

ゐ

を

呑の

ん

で

、

空む

な

し

く

濠ご

う

洲し

う

シ

ド

ニ

ー

に

引

返

ひ

き

か

へ

し

た

の

で

あ

る

。

老ら

う

伯は

く

當た

う

時じ

の

心し

ん

中ち

う

は

、

そ

も
如

何

い

か

ゞ

で

あ

つ

た

ら

う

か

。 

併し

か

し

老ろ

う

伯は

く

に

は

、

一

片ぺ

ん

抜ぬ

く

べ

か

ら

ざ

る
牢ろ

う

乎こ

た

る

信

念

し

ん

ね

ん

が

あ

つ

た

。

日に

本ほ

ん

國こ

く

民み

ん

に

は

百

折

ひ
や
く
せ
つ

不

撓

ふ

と

う

の

勇ゆ

う

氣き

が

あ

つ

た

。 

『

征ゆ

け

、
再

ふ
た
ゝ

び

征ゆ

け

、
目

的

も

く

て

き

を

達た

つ

す

る

ま

で

は

死し

す

と

も

歸か

へ

る

な

、
』
伯は

く

は

後

援

會

こ
う
ゑ
ん
く
わ
い

を

代

表

だ

い

へ

う

し

、
日に

本ほ

ん

國こ

く

民み

ん

の

意

思

い

し

を
代

表

だ

い

へ

う

し

て

、

直
た
ゞ
ち

に

此こ

の

意

味

い

み

の

電

報

で

ん

ぽ

う

を

シ

ド

ニ

ー

に

送お

く

つ

た

の

で

あ

る

。

天

涯

て

ん

が

い

漂

泊

へ

う

は

く

の

二

十

七
勇ゆ

う

士し

、

此こ

の

一

語ご

に

接せ

つ

し

て

如

何

い

か

に

感か

ん

じ

た

で

あ

ら

う

か

。

そ

は

素も

と

よ

り

論ろ

ん

ず

る

ま

で

も

な

い

事こ

と

で

あ

る

。 

斯か

く

て

、
運う

ん

拙
つ
た
な

く

し

て

、
一

旦た

ん

濠ご

う

洲し

う

に

引ひ

き

揚あ

げ

た

る

勇ゆ

う

士し

は

、
シ

ド

ニ

ー

郊

外

こ
う
ぐ
わ
い

の

露ろ 

tasaka
ノート
２頁　南極記氷山遮レ路船難レ前
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營

 

ゑ
い

に

夢ゆ

め

も

暖
あ
た
ゝ

か

な

ら

ず

、
半

歳

は

ん

さ

い

の

間
あ
ひ
だ

起

臥

き

ぐ

わ

し

て

居ゐ

た

が

、
時と

き

來き

た

つ

て

、
再

ふ
た
ゝ

び

南

征

な

ん

せ

い

の

途と

に

上の

ぼ

つ

た

。
更さ

ら

に

幾い

く

倍ば

い

せ

る

勇

氣

ゆ

う

き

を

以も

つ

て

南

征

な

ん

せ

い

の

途と

に

上の

ぼ

り

氷

山

ひ
や
う
ざ
ん

怒

濤

ど

と

う

と

戰
た
ゝ
か

つ

て
無

事

ぶ

じ

三

萬ま

ん

餘よ

哩
マ
イ
ル

の

航

海

こ

う

か

い

を

遂と

げ

南な

ん

緯ゐ

八

十

度ど

五

分ふ

ん

の

地ち

に

日

章

旗

に

つ

し

よ

う

き

を

飜
ひ
る
が

へ

し

て

歸か

へ

り

來き

た

つ

た

の

で

あ

る

。
其そ

の

旗は

た

を

樹た

て

し

地ち

點て

ん

こ

そ

、
ア

ム

ン

ド

セ

ン

、
ス

コ

ッ

ト

に

比ひ

し

て
遜そ

ん

色
し
よ
く

も

あ

れ

、
探

檢

た

ん

け

ん

船せ

ん

の

到と

う

着
ち
や
く

せ

し

地ち

點て

ん

は

、
船ふ

ね

と

し

て

達た

つ

し

得え

べ

き

最

南

さ

い

な

ん

の

地ち

點て

ん

で

あ

る

。

本

邦

ほ

ん

ぽ

う

の

航

海

こ

う

か

い

史

上

し

じ

や

う

に

特

筆

と

く

ひ

つ

大

書

た

い

し

よ

す

べ

き

偉い

業げ

ふ

を

成

就

じ
や
う
じ
ゆ

し

た

る

は

、

言い

ふ

ま

で

も

な

く

、

本

邦

人

ほ

ん

ぽ

う

じ

ん

の

探

檢

た

ん

け

ん

思

想

し

さ

う

を

鼓

舞

こ

ぶ

し

、

世

界

的

せ

か

い

て

き

事じ

業げ

ふ

に

指ゆ

び

を

染そ

む

る

の

端た

ん

を

開ひ

ら

か

し

め

た

る

の

功こ

う

は

沒ぼ

つ

す

べ

か

ら

ざ

る

も

の

が

あ

る

。
老ら

う

伯は

く

の

所

謂

い

は

ゆ

る

一

發ぱ

つ

の
『

實

彈

じ

つ

だ

ん

』
は

、
果は

た

し

て

相

當

そ

う

た

う

の

効

果

か

う

く

わ

を

奏そ

う

し

た

。
大や

ま

和と

民

族

み

ん

ぞ

く

が

企
く
わ
だ

て

た

る

最

初

さ

い

し

よ

の

世

界

的

せ

か

い

て

き

探

檢

た

ん

け

ん

事

業

じ

げ

う

と

し

て

は

、
決け

つ

し

て

耻は

づ

か

し

か

ら

ざ

る

効

果

か

う

く

わ

を

奏そ

う

し

た

の

で

あ

る

。
い

で

や

讀

者

ど

く

し

や

諸し

よ

士し

が

便び

ん

益え

き

を

計は

か

り

、

第だ

い

二

次じ

計

畫

け
い
く
わ
く

に

於

け

る

、
濠ご

う

洲し

う

シ

ド

ニ

ー

出

發

し
ゅ
つ
ぱ
つ

を

起

點

き

て

ん

と

し

て

筆ふ

で

を

起お

こ

し

、
倒と

う

叙じ

よ

史し

に

做な

ら

ひ

て

、

漸ぜ

ん

次じ

第だ

い

一

次じ

計

畫

け
い
く
わ
く

の

經

過

け

い

く

わ

を

述の

ぶ

る
事こ

と

と

し

や

う

。

是こ

れ

敢あ

へ

て

奇き

を

好こ

の

む

に

あ

ら
ず
諸
士

し

よ

し

を
し
て

速
す
み
や
か

に
、
氷
山

ひ
や
う
ざ
ん

峨
々

が

ゞ

と
し
て
半
空

は
ん
く
う

に
聳そ

び

へ
、
旭
日

き
よ
く
じ
つ

瞳ど
う

々〱

と
し
て
晝ち

う

夜や

沒ぼ
つ

す
る
事こ

と

な
き
南な

ん 

tasaka
ノート
３頁　發端無事に一萬餘哩の航海 八十度五分の日章旗 船にて達し得べき最南點 最初の世界的探檢
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極
き
よ
く

大

陸

た

い

り

く

の

偉ゐ

觀
く
わ
ん

に

接せ

つ

せ

し

め

ん

が

爲た

め

で

あ

る

。 
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第
二
章 

南
極
圈
突
進
の
航
海 

 

第だ

い

一

次じ

航

海

こ

う

か

い

に

際さ

い

し

、

結

氷

け
つ
ぴ
や
う

の

爲た

め

上

陸

じ
や
う
り
く

不

可

能

ふ

か

の

う

の

故ゆ

ゑ

を

以も

つ

て

濠が

う

洲し

う

シ

ド

ニ

ー

港か

う

に

假か

泊は

く

中ち

う

で

あ

つ

た

日

本

に

ほ

ん

南

極

な
ん
き
よ
く

探

檢

た

ん

け

ん

船せ

ん

開か

い

南な

ん

丸ま

る

は

、

爾

來

じ

ら

い

同ど

う

港か

う

ヂ

ブ

リ

ー
船

渠

ド

ツ

ク

に

於お

い

て

新し

ん

武

裝

ぶ

さ

う

を

整
と
ゝ
の

へ

つ

ゝ

あ

つ

た

が

。

明

治

め

い

ぢ

四

十

四

年ね

ん

十

一

月
ぐ
わ
つ

十

九

日に

ち

、

再

征

さ

い

せ

い

の

機き

來き

た

つ

て

、

隊

長

た
い
ち
や
う

以

下

い

か

二

十

七

名め

い

の

隊た

い

船

員

せ

ん

い

ん

と

、
一

行か

う

二

箇か

年ね

ん

分ぶ

ん

の

糧

食

り
や
う
し
よ
く

と

、
極

地

き

よ

く

ち

橇そ

り

輓ひ

き

用よ

う

の

樺か

ば

太ふ

と

犬い

ぬ

三

十

頭と

う

と

を

搭

載

と

う

さ

い

し

て

、

午

後

ご

ゞ

三

時じ

愈
い
よ
い

よ

待ま

ち

焦こ

が

れ

た

る

南

征

な

ん

せ

い

の

帆は

ん

翼よ

く

を

張は

る

こ

と

ゝ

な

つ

た

。 

隊

長

た
い
ち
や
う

以

下

い

か

隊

員

た

い

い

ん

は

貨

物

く

わ

も

つ

の

整

理

せ

い

り

、

船

長

せ
ん
ち
や
う

以

下

い

か

船

員

せ

ん

い

ん

は

出

帆

し
ゆ
つ
ぱ
ん

の

準

備

じ

ゆ

ん

び

と

、

此こ

の

日ひ

昧ま

い

爽さ

う

か

ら

各

々

お

の

〱

其そ

の

部

署

ぶ

し

よ

に

就つ

き

、

多

忙

た

ぼ

う

を

極き

は

め

て

居ゐ

た

が

、

や

が

て

、

午

前

ご

ぜ

ん

十

一

時じ

、

チ

ラ

ホ

ラ

と

見

送

み

お

く

り

者し

や

の

姿
す
が
た

が

、

甲

板

デ

ッ

キ

に

見み

ゆ

る

頃こ

ろ

に

は

、

既す

で

に

諸

般

し

ょ

は

ん

の

準

備

じ

ゅ

ん

び

は

終を

は

つ

て

居ゐ

た

。 

最

後

さ

い

ご

の

握

手

あ

く

し

ゅ

の

爲た

め

に

來ら

い

船せ

ん

し

た

面

々

め

ん

〱

は

、
同

情

家

ど

う

じ

や

う

か

ボ

ー

ス

ウ

ヰ

ッ

キ

氏し

と

其そ

の

家

族

か

ぞ

く

、

顏か

ほ

馴

染

な

じ

み

の

紳し

ん

士し

淑

女

し
ゆ
く
ぢ
よ

團だ

ん

、

江

木

え

ぎ

氏し

夫

妻

ふ

さ

い

及お

よ

び

在

留

ざ

い

り

う

邦

人

ほ

う

じ

ん

有

志

い

う

し

、

其そ

の

他た

篤

志

と

く

し

の

外ぐ
わ
い 

tasaka
ノート
５頁　南極圏突進の航海開南丸再征の機來る 諸般の準備終了 最後の握手
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人じ

ん

等な

ど

で

あ

つ

た

が

、
續つ

ゞ

い

て

午

後

ご

ゞ

二

時じ

、
齊

藤

さ

い

と

う

總そ

う

領

事

れ

う

じ

代だ

い

三

保ほ

副ふ

く

領

事

れ

う

じ

夫

妻

ふ

さ

い

、

林
は
や
し

書

記

し

ょ

き

生せ

い

、

日

本

人

會

に

ほ

ん

じ

ん

く

わ

い

幹

事

か

ん

じ

並
な
ら
び

に

會
く
わ
い

員い

ん

等と

う

約や

く

三

十

餘

名

よ

め

い

、

デ

ビ

ッ

ド

、

シ

ド

ニ

ー

大

學

だ

い

が

く

教

授

け

う

じ

ゆ

、

シ

ド

ニ

ー

植

物

し
ょ
く
ぶ
つ

園

長

ゑ
ん
ち
や
う

及お

よ

び

其そ

の

令

嬢

れ
い
ぢ
や
う

等な

ど

も

來ら

い

船せ

ん

し

、

日

影

ひ

か

げ

麗う

ら

ら

か

な

る

甲

板

デ

ッ

キ

は

、

是こ

れ

等ら

見み

送
お
く
り

者し

ゃ

を

以も

つ

て

埋う

づ

め

ら

れ

、

別

辭

べ

つ

じ

交

換

か
う
く
わ
ん

の

聲こ

ゑ

に

賑に

ぎ

は

つ

た

。 

此こ

の

日ひ

は

快
く
わ
い

晴せ

い

に

加く

は

ふ

る

に

日

曜

に

ち

よ

う

な

の

で

、

一

見

識

け

ん

し

き

な

き

外

人

ぐ
わ
ん
じ
ん

連れ

ん

も

、

快ヨ

ッ

艇ト

、

輕

舸

ボ

ー

ト

、

思お

も

ひ

〱

に

漕こ

ぎ

近ち

か

づ

き

、
開か

い

南

丸

な

ん

ま

る

の
周

圍

ま

わ

り

を

繞め

ぐ

つ

て

、
海

上

か
い
じ
や
う

か

ら

萬ば

ん

歳ざ

い

を

絶

叫

ぜ

つ

き

う

し

て

居ゐ

る

。 

間ま

も

な

く

警け

い

鈴れ

い

は

午

後

ご

ゞ

三

時じ

を

告つ

げ

た

。

見

送

み

お

く

り

の

群

衆

ぐ

ん

し

う

は

船ふ

ね

を

去さ

つ

て

汽

艇

ラ

ン

チ

其そ

の

他た

に

移

乘

い

じ

よ

う

す

る

。
此こ

の

時と

き

野

村

の

む

ら

船

長

せ
ん
ち
や
う

は

水

先

み

づ

さ

き

案

内

者

あ

ん

な

い

し

ゃ

と

共と

も

に

、
後

部

こ

う

ぶ

船

橋

ブ

リ

ッ

ヂ

に

立た

ち

現あ

ら

は

れ

、
汽き

笛て

き

三

聲せ

い

先ま

づ

シ

ド

ニ

ー

の

山

河

さ

ん

が

に
告こ

く

別べ

つ

の

響
ひ
ゞ
き

を

傳つ

た

へ

る

と

、
船

首

せ

ん

し

ゅ

に

は

エ

ン

ャ

〱

と

錨
い
か
り

卷ま

く

水す

い

夫ふ

の

掛

聲

か

け

ご

ゑ

勇い

さ

ま

し

く

起お

こ

る

。
見

送

者

み

お

く

り

し

ゃ

中ち

う

デ

ビ

ッ

ド

教

授

け

う

じ

ゅ

と

、
少

數

せ

う

す

う

日に

本ほ

ん

人じ

ん

と

は

、
途と

中
ち
ゅ
う

ま

で

便

乘

ひ
ん
じ
や
う

と

決け

つ

し

た

の

で

、
船ふ

ね

は

再さ

い

度ど

の

汽

笛

き

て

き

を

鳴な

ら

し

、
機き

關
く
わ
ん

は

緩ゆ

る

や

か

な

る

運

轉

う

ん

て

ん

を

開か

い

始し

し

た

。 

船ふ

ね

の

徐ぢ

よ

航こ

う

を

始は

じ

め

る

と

共と

も

に

、

萬ば

ん

歳ざ

い

の

聲こ

ゑ

は

海

上

か
い
じ
や
う

に

湧わ

き

、

船

内

せ

ん

な

い

か

ら

は

之こ

れ

に

應お
う 

tasaka
ノート
６頁　南極記甲板上別辭交換 シドニー山河に告別 萬歳の聲海上に湧く
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じ

て

叫さ

け

ぶ

。
隊

長

た
い
ち
ゃ
う

は

軍

服

ぐ

ん

ぷ

く

姿
す
が
た

凛

々

り

ゝ

し

く

前

部

ぜ

ん

ぶ

甲

板

ハ

ウ

ス

上
じ
や
う

に

佇ち

ょ

立り

つ

し

、
此こ

の

盛

大

せ

い

だ

い

な

る

光

景

く
わ
う
け
い

に

滿ま

ん

足ぞ

く

せ

る

も

の

ゝ

如ご

と

く

、
絶た

え

ず

手て

の

小

國

せ

う

こ

く

旗き

を

打

振

う

ち

ふ

つ

て

見

送

者

み

お

く

り

し

ゃ

の

歡

聲

く
わ
ん
せ
い

に

應お

う

じ

て

居ゐ

る

。 

や

が

て

船ふ

ね

の

シ

ャ

ー

ク

島
ア
イ
ラ
ン
ド

附ふ

近き

ん

に

至い

た

つ

た

時と

き

、

隊

長

た
い
ち
や
う

は

便

乘

び
ん
じ
よ
う

の

デ

ビ

ッ

ド

教

授

け

う

じ

ゅ

と

三

保

み

ほ

副

領

事

ふ

く

れ

う

じ

及お

よ

び

日

本

人

に

ほ

ん

じ

ん

會
く
わ
い

幹

事

か

ん

じ

連れ

ん

と

乾

杯

か

ん

ぱ

い

の

後の

ち

、
一

場
ぢ
や
う

の

別

辭

べ

つ

じ

を

陳の

べ

、
露

營

ろ

ゑ

い

中ち

う

の

芳

志

ほ

う

し

に

對た

い

す

る

感

謝

狀

か
ん
し
ゃ
じ
や
う

並
な
ら
び

に

來ら

い

國

光

く

に

み

つ

の

白

鞘

し

ら

さ

や

一

振ふ

り

を
記

念

き

ね

ん

の

爲た

め

、
教

授

け

う

じ

ゅ

に

贈そ

う

呈て

い

す

る

と

、

教

授

け

う

じ

ゅ

は

丁

寧

て

い

ね

い

な

る

別

辭

べ

つ

じ

を

述の

べ

、

總

員

そ

う

い

ん

と

握

手

あ

く

し

ゅ

の

後の

ち

下

船

げ

せ

ん

し

、

之こ

れ

に

續つ

ゞ

い

て

他た

の

便

乘

べ
ん
じ
ょ
う

者し

ゃ

も

、
汽

艇

ラ

ン

チ

に

移

乘

い

じ

よ

う

し

た

。
此こ

の

間か

ん

日

本

人

に

ほ

ん

じ

ん

會
く
わ
い

汽

艇

ラ

ン

チ

は

、
本

船

ほ

ん

せ

ん

と

同ど

う

速

度

そ

く

ど

を

以も

つ

て

駢へ

い

進し

ん

し

、
艇

上

て
い
じ
や
う

と

、
船

上

せ
ん
じ
や
う

と

に

は

軍

歌

ぐ

ん

か

隊た

い

歌か

の
合

唱

が
つ
し
や
う

絶た

え

間ま

な

く

、
其そ

の

曲

調

き
ょ
く
て
う

の

移う

つ

る

毎ご

と

に

、
萬ば

ん

歳ざ

い

の

聲こ

ゑ

は

天

地

て

ん

ち

を

撼ゆ

る

が

せ

て

湧わ

き
立た

つ

。 

午

後

ご

ゞ

四

時じ

二

十

分ぷ

ん

、
開か

い

南

丸

な

ん

ま

る

は

、
パ

ー

ス

ル

灣ベ

イ

の

埠

頭

ふ

と

う

附

近

ふ

き

ん

に

一

時じ

停

船

て

い

せ

ん

し

た

。
此こ

の

灣わ

ん

は

、
隊

長

た
い
ち
や
う

以

下

い

か

隊

員

た

い

い

ん

が

、
過く

わ

去こ

七

ヶ

月げ

つ

間か

ん

露

營

キ

ャ

ン

プ

生

活

せ

い

か

つ

を

營
い
と
な

ん

だ

記き

念ね

ん

の

地ち

で

あ

る

。
今い

ま

や

再

征

さ

い

せ

い

の

門

出

か

ど

で

に

際さ

い

し

、

其そ

の

里

人

さ

と

び

と

と

風

光

ふ
う
く
わ
う

と

に
告こ

く

別べ

つ

す

べ

く

、

特と

く

に

命

令

め

い

れ

い

し

て

停

船

て

い

せ

ん

せ

し

め

た

の

で

あ

る

。 

tasaka
ノート
７頁　南極圏突進の航海十一月十九日（晴）汽走後帆走 パースル灣埠頭附近の一時停船
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見み

亘わ

た

せ

ば

、
棧さ

ん

橋ば

し

上
じ
や
う

に

群む

ら

が

れ

る

、
紳

士

し

ん

し

淑

女

し
ゅ
く
ぢ
ょ

の

一

團だ

ん

は

、
皆み

な

顏か

ほ

馴

染

な

じ

み

の

人ひ

と

ば

か

り

、

白し

ろ

き

手

巾

ハ
ン
カ
チ
ー
フ

、
黑く

ろ

き

帽ぼ

う

子し

を

打う

ち

振ふ

り

〱

萬ば

ん

歳ざ

い

の

聲こ

ゑ

と

共と

も

に

見み

送お

く

つ

て

居ゐ

る

。
送お

く

ら

る

ゝ

一

同ど

う

は

、
坐そ

ゞ

ろ

に

、
故こ

郷
き
や
う

を

辭じ

す

る

の

思お

も

ひ

に

堪た

へ

ぬ

。
海

岸

か

い

が

ん

近ち

か

く

の

ド

ク

タ

ー
・
リ

ー

ド

氏し

の

信

號

檣

し
ん
が
う
し
よ
う

に

は

、
中

空

ち

う

く

う

高た

か

く
『

安

全

あ

ん

ぜ

ん

な

る

航

海

こ

う

か

い

と

成

功

せ

い

こ

う

と

を

祈い

の

る

』
と

の

萬

國

ば

ん

こ

く

信し

ん

號が

う

は

掲

揚

け

い

や

う

せ

ら

れ

、
同ど

う

時じ

に

リ

ー

ド

氏

の

汽

艇

ラ

ン

チ

は

波な

み

を

截き

つ

て

來

船

ら

い

せ

ん

し

、
熱

誠

ね

つ

せ

い

な

る

別べ

つ

辭じ

を

述の

べ

ら

れ

た

。 

停

船

て

い

せ

ん

二

十

分ぷ

ん

間か

ん

の

後の

ち

、
午

後

ご

ゞ

四
時じ

四

十

分ぷ

ん

再
ふ
た
ゝ

び

前

進

ぜ

ん

し

ん

を

始は

じ

め

た

。
時と

き

し

も

夕

陽

せ

き

や

う

半な

か

ば

沒ぼ

つ

し

、
暮

風

ぼ

ふ

う

蕭

々

せ

う

〱

と

し

て
別べ

つ

離り

の

情
じ
や
う

を

切せ

つ

な

ら

し

め

た

。
船ふ

ね

が

ワ

ツ

ト

ソ
ン

灣ベ

イ

沖

合

お

き

あ

ひ

に

進し

ん

航こ

う

す

る

と

、

海

岸

か

い

が

ん

に

立た

ち

並な

ら

べ

る

、
見

送

人

み

お

く

り

に

ん

は

、

頻し

き

り

に

萬ば

ん

歳ざ

い

を

連れ

ん

呼こ

し

つ

つ

あ

つ

た

が

、

や

が

て

燈

臺

と

う

だ

い

船せ

ん

を

右み

ぎ

に

見み

、

港か

う

口〱

に

近ち

か

づ

け

ば

、
外

洋

が
わ
い
や
う

の

波な

み

、

漸
や
う
や

く

高た

か

い

、
隊

長

た
い
ち
や
う

は

見

送

み

お

く

り

の

汽

艇

ラ

ン

チ

に

向む

か

ひ 

『

い

ざ

さ

ら

ば

、
此

處

こ

ゝ

に

て

永

別

フ
ァ
ー
ウ
エ
ル

を

告つ

げ

ん

』
と

て

、
先ま

づ

一

場
ぢ
や
う

の

挨

拶

あ

い

さ

つ

を

述の

べ

船せ

ん

上
じ
や
う

、
艇

上

て
い
じ
や
う

の

一

同ど

う

は

互
た
が
ひ

に

舷

頭

げ

ん

と

う

に

立た

ち

並な

ら

ん

で
『

君き

み

が

代よ

』
を

合

唱

が
っ
し
ょ
う

し

、
隊

長

た
い
ち
や
う

の

發

聲

は

つ

せ

い

に

て
、
祖そ

國こ
く

の
萬ば

ん

歳ざ
い

を
三
呼こ

し
、
こ
ゝ
に
、
征ゆ

く
者も

の

と
、
送お

く

る
者も

の

と
の
永
別

グ
ー
ド
バ
イ

は
告つ

げ
ら
れ
た
。 

tasaka
ノート
８頁　南極記十一月廿日（曇後晴）帆走、直航距離五十海里 中空に掲揚されし信號旗 十二月廿一日（晴） 午前帆走午後汽走直航距離百〇四海里 十一月廿二日（晴）汽走後帆走、直航距離三十三海里 いざさらば！ 舷頭の君が代
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水

先

み

づ

さ

き

案

内

者

あ

ん

な

い

し

ゃ

の

下げ

船せ

ん

と

共と

も

に

、
開か

い

南

丸

な

ん

ま

る

は

汽き

走そ

う

を

早は

や

め

、

南

岬

サ
ウ
ス
、
ヘ
ッ
ド

を

廻ま

は

つ

て

、

外

洋

が
わ
い
や
う

に

出で

た

が

、
折を

り

し

も

北

東

き
た
ひ
が
し

の

順

風

じ
ゅ
ん
ぷ
う

徐
お
も
む

ろ

に

來き

た

つ

た

の

で

、

新し

ん

調て

う

の

三

角

ス
リ
ー
コ
ー
タ
ー

帆
セ
ー
ル

は

、

白し

ろ

く

暮く

れ

ゆ

く

洋

上

や
う
じ
や
う

に

展て

ん

開か

い

さ

れ

、

東

南

と

う

な

ん

の

針し

ん

路ろ

に

向む

か

つ

て

心こ

ゝ

地ち

よ

き

帆は

ん

走そ

う

を

始は

じ

め

た

。 

再

擧

さ

い

き

ょ

南

征

な

ん

せ

い

の

第だ

い

一

歩ぽ

は

、

斯か

く

し

て

踏ふ

み

出い

だ

さ

れ

た

の

で

あ

る

。 

シ

ド

ニ

ー

出

帆

し
ゅ
っ
ぱ
ん

後ご

の

開か

い

南

丸

な

ん

ま

る

は

風

波

ふ

う

は

無

事

ぶ

じ

二

週し

う

夜や

を

送お

く

つ

て

、
十

二

月
ぐ
わ
つ

三

日か

を

水み

づ

や

空そ

ら

な

る

洋

上

や
う
じ
や
う

に

迎む

か

へ

た

。
出

帆

し
ゅ
っ
ぱ
ん

以

來

い

ら

い

無

聊

む

り

や

う

に

苦
く
る
し

ん

で

居ゐ

た

隊

員

た

い

い

ん

連れ

ん

は

、

此こ

の

日ひ

午ご

餐さ

ん

後ご

、

船せ

ん

尾び

に

於お

い

て

、

滑

稽

こ

っ

け

い

な

る

鳥と

り

釣つ

り

を

試
こ
ゝ
ろ

み

、
少す

こ

し

く

連

日

れ

ん

じ

つ

の

積せ

き

鬱う

つ

を

散さ

ん

ず

る

こ

と

が

出

來

で

き

た

。 

tasaka
ノート
９頁　南極圏突進の航海十一月廿三日（晴）帆走直航距離八十五海里 十一月廿四日（曇）帆走直航距離百八海里 再擧遠征の第一歩 十一月廿五日（曇後晴）帆走、直航距離七十八海里 十一月廿六日（曇）汽走、直航距離三十海里 滑稽なる鳥釣

tasaka
ノート
濠洲出發前三角帆ニ改メシ開南丸滿帆ニテ帆走ス
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朝

來

て

う

ら

い

の

雲う

ん

翳え

い

は

正

午

し

や

う

ご

に

至い

た

つ

て

散さ

ん

じ

、
麗う

ら

ら

か

な

る

好

晴

こ

う

せ

い

と

な

つ

た

。
す

る

と

船せ

ん

尾び

の

方は

う

に

は

珍め

づ

ら

し

く

も

信

天

翁

し

ん

て

ん

お

う

や

縞

鷗

し

ま

ど

り

等な

ど

が

無

數

む

す

う

に

群ぐ

ん

翔
し
や
う

し

つ

ゝ

、

船ふ

ね

を

追お

う

て

居ゐ

る

。

之こ

れ

は

陸

地

り

く

ち

の

近ち

か

い

證し

る

徴し

で

、
船ふ

ね

は

今い

ま

新

西

蘭

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

の

西せ

い

南

端

な

ん

た

ん

に
當あ

た

る

、
オ

ー

ク

ラ

ン

ド

群

島

ぐ

ん

と

う

附ふ

近き

ん

を

航こ

う

走そ

う

し

て

居ゐ

る

か

ら

で

あ

る

。 

最

初

さ

い

し

ょ

、
此こ

の

群ぐ

ん

鳥て

う

を

認み

と

め

た

安

田

や

す

だ

船

工

せ

ん

こ

う

は

、
一

計け

い

を

案

出

あ
ん
し
ゅ
つ

し

魚う

を

釣つ

り

針ば

り

に

薫ハ

豚ム

の

白

味

し

ろ

み

を

附つ

け

、
細

長

ほ

そ

な

が

い

紐ひ

も

を

ば

二

三

十

間け

ん

も

手

繰

て

ぐ

つ

て

、
船せ

ん

尾び

か

ら

海

上

か
い
じ
や
う

へ

と

流な

が

し

て

見み

た

處
と
こ
ろ

が

計

略

け
い
り
や
く

虚む

な

し

か

ら

ず

、
信

天

翁

し

ん

て

ん

お

う

の

一

群ぐ

ん

は

、
互

た
が
ひ

に

嘴
く
ち
ば
し

を

揃そ

ろ

へ

て

、
珍

味

ち

ん

み

は

拙

者

せ

つ

し

ゃ

が

賞

翫

し
ゃ
う
ぐ
わ
ん

と

先さ

き

を

争
あ
ら
そ

う

て

、
釣

針

つ

り

ば

り

の

薫ハ

豚ム

を

啄
つ
い
ば

む

。
船ふ

ね

か

ら

は

得え

た

り

賢
か
し
こ

し

と

、
徐

々

ぢ

よ

〱

に

紐ひ

も

を

曳ひ

き

初は

じ

め

る

の

で

あ

る

が

、
少す

こ

し

焦あ

せ

ら

せ

氣ぎ

味み

で

一

氣

い

つ

き

に

は

曳ひ

か

ぬ

。
信

天

翁

し

ん

て

ん

お

う

の

方は

う

で

は

此こ

の

珍ち

ん

味み

を

逸い

つ

し

て

堪た

ま

る

も

の

か

と

ば

か

り

嘴
く
ち
ば
し

を

開ひ

ら

き

羽う

翼よ

く

を

擴ひ

ろ

げ

た

ま

ゝ

で

、
波な

み

と

摺す

れ

〱

に

餌え

を

追お

う

て

翔か

け

出だ

す

。
や

が

て

先

鋒

せ

ん

ぽ

う

の

一
鳥て

う

が

、
待ま

ち

兼か

ね

て

一

ト
嘴く

ち

、
啣く

は

へ

て

中ち

う

天て

ん

に

舞

上

ま

ひ

あ

が

ら

う

と

す

る

と

、
ド

ッ

コ

イ
其そ

う

は

問

屋

と

ん

や

で

卸お

ろ

さ

な

い
と

、
船ふ

ね

か

ら

は

聊
い
さ
ゝ

か

強つ

よ

く
曳ひ

き
初は

じ

め
る
途
端

と

た

ん

、
釣
針

つ
り
ば
り

は
口
内

こ
う
な
い

に
引ひ

つ

掛か
ゝ

る
。
信
天
翁

し
ん
て
ん
お
う

は
閉
口

へ
い
こ
う

で
な
く
、
開か

い

口こ
う

し
て
痛い

た

い
〱
で 

tasaka
ノート
１０頁　南極記信天翁、縞鷗の群翔、十一月廿七日（晴後曇）帆走、直航距離百〇五海里 十一月廿八日（雨後晴）帆走、直航距離百十七海里 一月二十九日（曇）帆走直航距離九十五海里 十一月三十日（晴）帆走直航距離 百〇五海里 十二月一日（雨後晴）帆走直航距離百八海里
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已や

む

を

得え

ず

、

釣

針

つ

り

ば

り

に

曳ひ

か

れ

乍な

が

ら

、
翔か

け

て

來き

て

、

紐ひ

も

が

船

尾

せ

ん

び

に

達た

つ

し

、

海

面

か

い

め

ん

を

離は

な

れ

て

も

、

釣つ

ら

る

ゝ

儘ま

ゝ

に

、

羽う

翼よ

く

を

擴ひ

ろ

げ

て

居ゐ

る

。

此こ

の

場

合

ば

あ

い

最
も
っ
と

も

注

意

ち

う

い

を

要え

う

す

る

の

は

、

決け

つ

し

て

其そ

の

羽う

翼よ

く

を

舷げ

ん

に

觸ふ

れ

さ

せ

ぬ

こ

と

で

、
實じ

つ

に

危

機

き

ゝ

一

髪ぱ

つ

の

呼

吸

こ

き

う

で

あ

る

、
安

田

や

す

だ

船

工

せ

ん

こ

う

は

其そ

う

と

は

知し

ら

ず

、
最

早

も

は

や

獲

物

え

も

の

は

手

中

し

ゆ

ち

う

の

物も

の

と

、
油

斷

ゆ

だ

ん

し

て

曳ひ

き

上あ

げ

た

か

ら

、
遂つ

ひ

に

逃に

げ

出だ

さ

れ

、

折

角

せ

っ

か

く

の

苦

心

く

し

ん

も

畫ぐ

わ

餅へ

い

に

歸き

し

た

。 

此こ

の

安

田

や

す

だ

式し

き

新

案

し

ん

あ

ん

鳥と

り

釣

法

つ

り

は

ふ

は

、
見み

る

〱

數す

う

名め

い

の

模

做

も

ほ

う

者し

ゃ

に

よ

り

て

、
實

行

じ

つ

か

う

さ

れ

出だ

し

た

。

併し

か

し

何い

づ

れ

も

危

機

き

き

一

髪ぱ

つ

、
九

分ぶ

九

厘り

ん

と

い

ふ

處
と
こ
ろ

で

、
羽う

翼よ

く

を

舷

邊

げ

ん

ぺ

ん

に
觸ふ

れ

さ

す

爲た

め

に

取と

り

迯に

が

す

の

で

。 

『

ア

ッ

失

敗

し

ま

つ

た

、

殘ざ

ん

念ね

ん

！

』

の
聲こ

ゑ

は

、

口

々

く

ち

〲

に

順
じ
ゅ
ん

を

追お

う

て

唱と

な

へ

ら

れ

る

。 

安

田

や

す

だ

船

工

せ

ん

こ

う

は

、

發は

つ

明

者

め

い

し

ゃ

た

る

の

名

譽

め

い

よ

を

完
ま
つ
た

ふ

せ

ん

が

爲た

め

と

あ

つ

て

、

苦

心

く

し

ん

惨

憺

さ

ん

た

ん

、

幾い

く

た

び

か

の

失

敗

し

っ

ぱ

い

の

後の

ち

、
漸や

つ

と

一

羽は

を

釣つ

り

上あ

げ

る

と

、
他た

の

失

敗

し
ゆ
つ
ぱ
い

連れ

ん

は

、
益ま

す

々〱

焦せ

う

慮り

ょ

し

、
何ど

う

し

て

も

一

羽は

は
捕と

つ

て

や

ろ

う

と

苦

心

く

し

ん

す

る

が

、
何

時

い

つ

も

際き

は

ど

い

瀬

戸

際

せ

と

ぎ

は

で

迯に

げ

ら

れ

て

終し

ま

ふ

。 

一

體た

い

信

天

翁

し

ん

て

ん

お

う

は

、

一

名め

い

を

阿

呆

あ

ほ

う

鳥ど

り

と

云い

は

れ

る

丈だ

け

に

、

餘あ

ま

り

悧

巧

り

こ

う

で

な

い

。

一 
 

tasaka
ノート
１１頁　南極圏突進の航海鳥釣の成功
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度ど

辛か

ら

ふ

じ

て

虎

口

こ

こ

う

を

脱だ

つ

し

て

も

、
一
向か

ふ

に

懲こ

り

ず

、

再
ふ
た
ゝ

び

引ひ

つ

掛か

ゝ

る

。
實じ

つ

に

氣き

の

毒ど

く

な

も

の

で

あ

る

。
兎と

に

角か

く

、
此こ

の

鳥と

り

釣つ

り

は

、
獲

物

え

も

の

の

一

擧き

よ

一

動ど

う

が

眼め

に

見み

え

る

か

ら

、
尋

常

じ
ん
じ
や
う

魚う

を

釣つ

り

以

上

い

じ

や

う

の

興

味

き

や

う

み

が

あ

る

。 

久

方

振

ひ

さ

か

た

ぶ

り

の

此こ

の

釣つ

り

遊
あ
そ
び

も

、
結

局

け
っ
き
ょ
く

安

田

や

す

だ

船

工

せ

ん

こ

う

の

一

羽は

だ

け

で

、
此こ

の

日ひ

は

、
俄に

わ

か

に

來

襲

ら
い
し
ゆ
う

の

急

雨

き

う

う

の

爲た

め

に

、

中

止

ち

う

し

さ

れ

た

。 

翌よ

く

四

日か

も

幸
さ
い
は

ひ

の

快
く
わ
い

晴せ

い

、
鳥

ち
や
う

群ぐ

ん

も

前ぜ

ん

日じ

つ

に

倍ば

い

し

て

多た

數す

う

な

の

で

、
午ご

後ゞ

か

ら
釣つ

り

翁お

う

は

船せ

ん

尾び

舵だ

室し

つ

の

後こ

う

方は

う

に

列れ

つ

を

作つ

く

つ

た

。
よ

く

懸か

ゝ

る

が

又ま

た

よ

く

迯に

げ

る

の

で

、
成せ

い

績せ

き

は

昨き

の

日ふ

と

同ど

う

様や

う

、
處

と
こ
ろ

が

こ

ゝ

に

抜ば

つ

群ぐ

ん

の

功こ

う

名め

う

を

收お

さ

め

た

の

は

三み

井ゐ

所し

よ

衛ゑ

い

生せ

い

部ぶ

長
ち
や
う

で

あ

る

。
遂つ

ひ

に

苦

心

く

し

ん

の

末す

ゑ

釣つ

り

上あ

げ

た

の

は

、

頗
す
こ
ぶ

る
大だ

い

な

る

一

羽は

の

信

天

翁

し

ん

て

ん

お

う

で

あ

つ

た

。

重
ぢ
ゆ
う

量
り
や
う

二

貫
く
わ
ん

目め

、

兩
り
や
う

翼よ

く

の

長な

が

さ

七

尺
し
ゃ
く

と

い

ふ

稀

有

け

う

の

逸

物

い

つ

ぶ

つ

な

の

で

、
一

同ど

う

は

歡

聲

く
わ
ん
せ
い

を

揚あ

げ

、
此こ

の

日ひ

も

此こ

の

一

羽は

を

獲え

た

の

み

で

中

止

ち

う

し

さ

れ

た

。 

此こ

の

大だ

い

信

天

翁

し

ん

て

ん

お

う

は

、

武

田

た

け

だ

學

術

が
く
じ
ゅ
つ

部

長

ぶ

ち

や

う

、
村

松

む

ら

ま

つ

、
西

川

に

し

か

わ

、

兩
り
や
う

隊

員

た

い

い

ん

等ら

の

手て

で

、

漸や

つ

と

水す

ゐ

中ち

う

に

押

付

お

し

つ

け

て

窒

息

ち

っ

そ

く

の

刑け

い

に

處し

よ

し

た

が

、
此こ

の

鳥と

り

却

々

な

か

〱

の

強

力

ご

う

り

き

で

、
平

素

へ

い

そ

力
ち
か
ら

自

慢

じ

ま

ん

の

面

々

め

ん

〱

も

、

屢し

ば

次〱

惡

戰

あ

く

せ

ん

苦

闘

く

と

う

し

た

位
く
ら
ゐ

で

あ

る

。 

tasaka
ノート
１２頁　南極記急雨の來襲、十二月三日（晴後曇）帆走、直航距離百廿二海里 十二月四日（晴）汽走帆走直航距離四十六海里 十二月五日（晴）帆走、直航距離六十二海里 十二月六日（曇）帆走、直航距離百四十五海里 十二月七日（晴）帆走直航距離百六十八海里 十二月八日（曇）帆走、直航距離百〇八海里 十二月九日（曇）帆走直航距離百五十三海里



―（13）― 

 

滑

稽

こ

っ

け

い

奇

抜

き

ば

つ

な

る

鳥と

り

釣つ

り

に

興
き
や
う

を

喚よ

ん

で

か

ら

、
早は

や

一

週し

う

夜や

を

經へ

て

、

十

二

月
ぐ
わ
つ

十

一

日に

ち

の

朝あ

さ

と

な

つ

た

。

一

昨さ

く

九

日か

は

、

氣

溫

き

お

ん

、

結

氷

け
っ
ぴ
ょ
う

點て

ん

に

降く

だ

り

、

昨さ

く

十

日か

に

は

更さ

ら

に

幾

度

い

く

ど

か

の

下

降

か

か

う

を

示し

め

し

、
初

雪

は

つ

ゆ

き

さ

へ

、

チ

ラ

〱

と

降ふ

り

出だ

し

た

の

で

、

今

日

け

ふ

の

寒

氣

か

ん

き

は

豫

想

よ

そ

う

せ

ら

れ

た

。
そ

こ

で

安

田

や

す

だ

船

工

せ

ん

こ

う

は

、
船

首

せ

ん

し

ゅ

に

流

氷

り
う
ひ
や
う

見

張

み

は

り

所じ

ょ

の

新

築

し

ん

ち

く

を

了れ

う

し

。
又ま

た

甲

板

デ

ッ

キ

通

路

つ

う

ろ

の

要

所

え

う

し

ょ

に

は

、
歩

行

ほ

か

う

の

安

全

あ

ん

ぜ

ん

を

保た

も

つ

爲た

め

に

、

棧さ

ん

を

打

付

う

ち

つ

け

、

海

圖

室

チ
ャ
ー
ト
ル
ー
ム

前ま

へ

に

は

蓆
む
し
ろ

を

敷し

き

、
前ぜ

ん

部ぶ

食

堂

し
よ
く
だ
う

に

は

暖

爐

ス

ト

ー

ヴ

を

焚た

き

初は

じ

め

る

な

ど

、

冬ふ

ゆ

支

度

じ

た

く

は

既す

で

に

整
と
ゝ
の

へ

ら

れ

て

居ゐ

た

。 

果

然

く

わ

ぜ

ん

今

朝

け

さ

は

非

常

ひ

じ

や

う

な

る

嚴げ

ん

寒か

ん

で

あ

る

。
上

じ
や
う

甲

板

か

ん

ぱ

ん

の

飲い

ん

料れ

う

水

槽

す

い

そ

う

の

底

板

そ

こ

い

た

に

は

、
氷

柱

つ

ら

ら

が

下さ

が

つ

て

見み

え

る

。
當た

う

直ち
ょ
く

船

員

せ

ん

い

ん

の

髭ひ

げ

も

白し

ろ

く

長な

が

く

凍

結

と

う

け

つ

し

て
居ゐ

る

。 

tasaka
ノート
１３頁　南極圏突進の航海驚くべき信天翁の強力 十二月十日（曇後雪）帆走、直航距離百四十四海里 初雪降り初む 冬支度整ふ 船員の髭白く凍結す

tasaka
ノート
明治四十四年十二月十一日午前十時十分 第一回ニ發見シタル流氷 位置 南緯六十四度十二分 東経百六十六度十一分
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空そ

ら

を

仰あ

ほ

ぐ

と

一

天て

ん

隈く

ま

な

く

搔か

き
曇く

も

り

、
時と

き

々〲

霙
み
ぞ
れ

交ま

じ

り

の

雪

片

せ

つ

ぺ

ん

が

霏

々

ひ

ゝ

と

し

て

降ふ

つ

て

來く

る

。
『

今

日

け

ふ

あ

た

り

は
氷

山

ひ
や
う
ざ
ん

が

出

現

し
ゅ
つ
げ
ん

し

さ

う

だ

』
な

ど

船

室

せ

ん

し

つ

で

噂
う
は
さ

し

て

居ゐ

る

と

、
午

前

ご

ぜ

ん

十

時じ

三

十

分ぷ

ん

頃ご

ろ

に

、

見

張

所

み

は

り

じ

よ

に

居ゐ

た

釜

田

か

ま

だ

水

夫

す

い

ふ

は

、

大

聲

お

ほ

ご

ゑ

を

擧あ

げ

て

、

『

氷

山

ひ
や
う
ざ
ん

が

見み

え

る

〱

、
』
と

叫さ

け

ん

だ

。
今

次

こ

ん

じ

航

海

こ

う

か

い

に

於お

け

る

最

初

さ

い

し

ょ

の

氷

山

ひ
や
う
ざ
ん

と

て

、
總

員

さ

う

い

ん

は

降ふ

り

頻し

き

る

雪ゆ

き

の

中な

か

を

甲

板

デ

ッ

キ

に

立た

ち

出い

で

、
右

舷

う

げ

ん

十

哩
マ
イ
ル

ば

か

り

の

沖お

き

を

流な

が

る

ゝ

Ｍエ

ム

字じ

形け

い

の

氷

山

ひ
や
う
ざ
ん

に

視し

線せ

ん

を

注そ

ゝ

ぐ

。
何

分

な

に

ぶ

ん

南

極

な
ん
き
ょ
く

地

方

ち

ほ

う

は

夏

期

か

き

の

こ

と

ゝ

て

、
流

氷

り
う
ひ
や
う

も

半

解

は

ん

ど

け

の

姿
す
が
た

で

あ

る

。
餘あ

ま

り

大だ

い

な

る

物も

の

で

も

な

か

つ

た

が

、
其そ

の

透

明

體

と

う

め

い

た

い

が

碧

波

へ

き

は

に

映え

い

じ

て

漂
た
ゞ
よ

ふ

雄

大

ゆ

う

だ

い

な

る

さ

ま

は

、
相

變

あ

ひ

か

は

ら

ず

、

一

行か

う

を

活

氣

く

わ

つ

き

立だ

た

せ

る

景

色

け

し

き

で

あ

つ

た

。 

次つ

い

で

、

午

後

ご

ゞ

二

時じ

、

安

田

や

す

だ

船

工

せ

ん

こ

う

は

、

矢や

張は

り

右

舷

う

げ

ん

に

三

四

個こ

の

流

氷

り
う
ひ
や
う

を

認み

と

め

た

が

、

そ

れ

か

ら

は

時

々

じ

ゝ

刻

々

こ

く

〱

に

續

々

ぞ

く

〱

と
出

現

し
ゅ
つ
げ
ん

し

、
其そ

の

光

景

く
わ
う
け
い

は

宛
さ
な
が

ら

、
白

色

は
く
し
ょ
く

艦

隊

か

ん

た

い

が

堂

々

ど

う

〱

舳

艣

じ

ゅ

く

ろ

相あ

ひ

卸ふ

く

ん

で

來

襲

ら
い
し
ゆ
う

す

る

が

如ご

と

く

實じ

つ

に
莊

嚴

そ

う

ご

ん

雄

大

ゆ

う

だ

い

で

あ

る

。 

其そ

の

光

景

く
わ
う
け
い

の

莊

嚴

そ

う

ご

ん

雄

大

ゆ

う

だ

い

な

る

丈だ

け

に

、
危

險

き

け

ん

の

度ど

も

甚
は
な
は

だ

し

い

の

で

、
前

部

ぜ

ん

ぶ

上

甲

板

ハ

ウ

ス

に

は

下

級

か

き

う

船

員

せ

ん

い

ん

、
後

部

こ

う

ぶ

上

甲

板

ハ

ウ

ス

に

は

高

級

こ

う

き

う

船

員

せ

ん

い

ん

、
互

た
が
ひ

に

交

代

か

う

た

い

で

歩

哨

ほ

せ

う

に

立た

つ

事こ

と

と

な

つ

た

。

當た

う

直ち
ょ
く

船

員

せ

ん

い

ん

は

絶た

え

ず

、

甲

板

デ

ッ

キ

を

左

右

さ

い

う

し

て

、

海

上

か
い
じ
や
う

を

注ち

う

視し

す

る

と

共と

も

に

歩

哨

ほ

せ

う 

tasaka
ノート
１４頁　南極記右舷十哩に氷山現はる
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よ

り

の

報

告

ほ

う

こ

く

を

得え

て

は

、
『

卯ス

タ

舵
ボ
ー
ル

ッ

』
『

酉ボ

ー

舵ル

ッ

』

『

垂

直

ス

テ

舵レ

ー

ッ

』
と

、
舵

手

だ

し

ゅ

に

號が

う

令れ

い

し

、
衝

突

し
ょ
う
と
つ

を

避さ

け

つ

ゝ

前

進

ぜ

ん

し

ん

す

る

。 

程ほ

ど

な

く

雪ゆ

き

歇や

み

、

一

群ぐ

ん

の

流

氷

り
う
ひ
や
う

去さ

つ

て

、
先ま

づ

安

心

あ

ん

し

ん

と

思お

も

つ

た

は

束つ

か

の

間ま

、

午

後

ご

ゞ

九

時じ

頃ご

ろ

か

ら

、

流

氷

り
う
ひ
や
う

の

來

襲

ら
い
し
ゅ
う

以

前

い

ぜ

ん

よ

り

も

夥
お
び
た
ゞ

し

く

。
遂つ

ひ

に

船ふ

ね

は

群ぐ

ん

氷
ひ
や
う

中ち

う

を

縫ほ

う

航こ

う

す

る

に

至い

た

つ

た

。
來

襲

ら
い
し
ゅ
う

の

流

氷

り
う
ひ
や
う

は

何い

づ

れ

も

融と

け

殘の

こ

り

で

、

其そ

の

形

狀

け
い
じ
や
う

は

千

狀
じ
や
う

萬

態

ば

ん

た

い

で

あ

る

。

即
す
な
は

ち

門も

ん

の

如ご

と

き

も

あ

り

、

小

山

こ

や

ま

の

如ご

と

き

も

あ

り

、

釣

鐘

つ

り

が

ね

に

似に

て

圓ゑ

ん

頂
ち
や
う

な

る

も

の

や

、

靴

底

く

つ

そ

こ

の

如ご

と

く

中

部

ち

う

ぶ

の

凹

形

お

う

け

い

な

る

も

の

や

、
實じ

つ

に

千

差さ

萬ば

ん

別べ

つ

で

、
大た

い

氷

山

ひ
や
う
ざ
ん

屹き

つ

と

し

て

聳

立

し
ゆ
う
り
つ

す

る

か

と

見み

れ

ば

、

氷

盤

ひ
や
う
ば
ん

平た

い

ら
か
に
浮う

き

出い
だ

し
、
峰み

ね

あ
り
、
洞ほ

ら

あ
り
、
三
角か

く

あ
り
、
四 

tasaka
ノート
１５頁　南極圏突進の航海氷山を避けつゝ前進 群氷中の縫航

tasaka
ノート
明治四十四年十二月十二日午前一時 天候晴朗 位置 南緯六十五度六分 東経百六十七度三十五分
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角か

く

あ

り

、

實じ

つ

に

形

容

け

い

よ

う

の

辭じ

な

き
奇

觀

き

く

わ

ん

で

あ

る

。 

此こ

の

氷
ひ
や
う

群ぐ

ん

中ち

う

縫は

う

航こ

う

の

苦

心

く

し

ん

は

、
到

底

と

う

て

い

筆

紙

ひ

つ

し

に

盡つ

く

さ

れ

な

い

。
殊こ

と

に

氷

塊

ひ
や
う
く
わ
い

が

、
航

路

こ

う

ろ

を

遮さ

へ

ぎ

る

時と

き

、
船ふ

ね

の

舷

端

げ

ん

た

ん

に

衝

突

し
よ
う
と
う

し

て

、
突

如

と

つ

ぢ

ょ

砲

聲

ほ

う

せ

い

に

似に

た

る

異

響

ゐ

き

や

う

を

發は

つ

す

る

光

景

あ

り

さ

ま

は

、

全
ま
つ
た

く

凄

愴

せ

い

そ

う

の

極

度

き

よ

く

ど

で

、

總

員

そ

う

い

ん

の

神し

ん

經け

い

は

頓と

み

に
興

奮

こ

う

ふ

ん

し

た

。 

此こ

の

氣

味

き

み

惡あ

し

き

異

響

ゐ

き

や

う

の

う

ち

に

暮く

れ

、

明あ

け

て

、

翌よ

く

十

二

日に

ち

と

な

つ

た

が

、

相

變

あ

ひ

か

は

ら

ず

の

雪

空

ゆ

き

ぞ

ら

、
流

氷

り
う
ひ
や
う

は

多

々

た

ゝ

益ま

す

々〱

海

上

か
い
じ
や
う

に

浮

遊

ふ

ゆ

う

し

て

居ゐ

る

。
船ふ

ね

は

此こ

の

中な

か

を

ば

、
右み

ぎ

に

避さ

け

、
左

ひ
だ
り

に

轉て

ん

じ

て

、
例れ

い

の

如ご

と

く

縫ぬ

ひ

ゆ

く

の

で

あ

る

が

、
船

首

せ

ん

し

ゅ

に

氷

塊

ひ
や
う
く
わ
い

の

當あ

た

る

響
ひ
ゞ
き

は

、
斷

續

だ

ん

ぞ

く

の

度ど

益ま

す

々〱

急き

う

と

な

り

、

小せ

う

な

る

氷

塊

ひ
や
う
く
わ
い

に

衝

突

し
よ
う
と
う

し

て

は

、

船

首

せ

ん

し

ゅ

之こ

れ

に

打う

ち

勝か

つ

て

碎く

だ

く

が

、

大だ

い

な

る

氷

塊

ひ
や
う
く
わ
い

に

逢あ

つ

て

は

、

時と

き

に

進

航

し

ん

こ

う

を

停て

い

止し

さ

れ

る

こ

と

も

あ

る

。

斯か

く

て

結け

つ

局
き
ょ
く

氷

群

ひ
や
う
ぐ
ん

の

爲た

め

に

、
進

航

し

ん

こ

う

速

力

そ
く
り
ょ
く

大
お
ほ
い

に

阻

害

そ

が

い

せ

ら

れ

、
縫ほ

う

航こ

う

苦

心

く

し

ん

の

度ど

は

、
時

々

刻

々

じ

ゞ

こ

く

〱

に

加く

は

は

る

の

み

で

あ

る

。 

此こ

の

時と

き

、
風

波

ふ

う

は

全
ま
っ
た

く

絶た

え

。
緩

漫

く
わ
ん
ま
ん

な

る

潮て

う

水す

い

は

、
悠

然

ゆ

う

ぜ

ん

た

る

上

下

動

じ

や

う

げ

ど

う

を

無

數

む

す

う

の

流

氷

り
う
ひ
や
う

に

與あ

た

へ

て

居ゐ

る

。

ど

す

黑く

ろ

き

雲

中

う

ん

ち

う

に

純

白

じ
ゆ
ん
ぱ
く

の

色い

ろ

あ

る

は

、

南

極

な
ん
き
ょ
く

産さ

ん

の

雪
ス
ノ
ー
、

鳥
バ
ー
ズ

の

飛と

び

翔か

け

る

の

で

、
皚

々

が

い

〱

た

る

氷

山

ひ
や
う
ざ
ん

上
じ
や
う

、

此

處

こ

ゝ

、
彼

處

か

し

こ

、

に
在あ

る

無

數

む

す

う

の

黑

點

こ

く

て

ん

は

、
云い

は

ず

と

知し

れ 

tasaka
ノート
１６頁　南極記氷塊舷端に衝突して大音響を發す 十二月十一日（曇後雪）直航距離百十四海里 雪鳥の飛翔
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た

名

物

め

い

ぶ

つ

の

ペ

ン

グ

イ

ン
鳥て

う

で

あ

る

。
此こ

の

ペ

ン

グ

イ

ン

鳥て

う

は

、
例れ

い

の

滑

稽

こ

つ

け

い

な

る

歩
あ
ゆ
み

を

運は

こ

ん

で

、
何い

づ

れ

も
船ふ

ね

を

珍
め
づ
ら

し

げ

に

打う

ち

眺な

が

め

、
中な

か

に

は

水

中

す

い

ち

う

を

潜く

ゞ

つ

て
舷

側

げ

ん

そ

く

に

來き

た

り

ガ

ァ

ガ

ァ

と

駄

味

だ

み

聲ご

ゑ

を

發は

つ

し

て

は

、
甲

板

デ

ツ

キ

へ

飛と

び

上あ

が

ら

う

と

す

る

も

あ

れ

ば

、
又ま

た

或あ

る

時と

き

は

船ふ

ね

を

追お

う

て

近ち

か

づ

か

ん

と

す

る

も

、

船

脚

ふ

な

あ

し

の

迅は

や

き

と

潮

流

て

う

り

う

の

工

合

ぐ

あ

い

と

で

失

望

し

つ

ぼ

う

し

、

中

途

ち

う

と

か

ら

元も

と

の

流

氷

り
う
ひ
や
う

へ

泳お

よ

ぎ

歸か

へ

る

も

あ

つ

て

、
先

生

せ

ん

せ

い

却

々

な

か

〱

愛

嬌

あ
い
き
や
う

な

眞ま

似ね

を

や

る

。 

此こ

の

邊へ

ん

海

上

か
い
じ
や
う

の

氷

塊

ひ
や
う
く
わ
い

は

、
氷

ひ
や
う

餅ぺ

い

と

は

違ち

が

ひ

、
盤

狀

ば
ん
じ
や
う

で

は

あ

る

が

、
周

圍

し

う

ゐ

不

規

則

ふ

き

そ

く

で

あ

つ

て

、

上

部

じ

や

う

ぶ

に

は

軟
や
は
ら
か

き

雪ゆ

き

を

戴
い
た
ゞ

い

て

居ゐ

る

。

偶た

ま

に

は

高た

か

さ

數す

う

十

尺
し
ゃ
く

、

周

圍

し

う

ゐ

數

丁

す
う
ち
や
う

に

亘わ

た

る

氷

山

ひ
や
う
ざ
ん

其そ

の

間
あ
い
だ

に

混こ

ん

じ

、

試
こ
ゝ
ろ

み

に

、
眼め

に

入い

つ

た

ゞ

け

の

、
形

狀

け
い
じ
や
う

を

形

容

け

い

よ

う

す

る

と

、
洋

風

や

う

ふ

う

建た

て

物も

の

の

如ご

と

き

、
軍

艦

型

ぐ

ん

か

ん

が

た

を

成な

せ

る

、
眼

鏡

め

が

ね

橋ば

し

型が

た

な

る

、
さ

て

は

食

卓

し
ょ
く
た
く

狀
じ
や
う

な

る

等な

ど

、
種

々

い

ろ

〱

の

奇

形

き

け

い

を

現あ

ら

は

し

て

居ゐ

る

。
此こ

の

大だ

い

な

る

方は

う

の

流

氷

り
う
ひ
や
う

は

、
氷

堤

ア
イ
ス
バ
リ
ア

の

破

片

は

へ

ん

で

あ

つ

て

、
小せ

う

な

る

方は

う

、

即
す
な
は

ち

氷

塊

ひ
や
う
く
わ
い

氷

盤

ひ
や
う
ば
ん

は

多お

ほ

く

は

水

面

す

い

め

ん

上
じ
や
う

三

呎
フ
ヰ
ー
ト

位
ぐ
ら
ゐ

で

あ

る

が

、
皆み

な

冬

期

と

う

き

海

岸

か

い

が

ん

に

張は

り

詰つ

め

ら

れ

た

る

野や

氷
ひ
や
う

の

夏

期

か

き

に

至い

た

り

碎く

だ

け

て
流

出

り
う
し
ゆ
つ

し

た

る

も

の

で

あ

る

。 

此こ

の

夜よ

十

一

時じ

、

花は

な

守も

り

ア

イ

ヌ

は

、

流

氷

り
う
ひ
や
う

の

小

塊

せ
う
く
わ
い

を

拾

集

し

う

し

う

し

て

湯ゆ

を

沸わ

か

せ

た

の

で

、

總

員

そ

う

い

ん

は

交か

は

る

〱

久
ひ
さ
し

振ぶ

り

の

沐

浴

ゆ

あ

み

を

な

し

、

出

帆

し
ゆ
つ
ぱ
ん

以

來

い

ら

い

の

積つ

も

れ

る

垢あ

か

を

洗あ

ら

ひ

落お

と

し

た

。 

tasaka
ノート
１７頁　南極圏突進の航海ペングイーン鳥舷側に集る 種々の形の氷山 流氷を溶解して沐浴す
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進す

ゝ

む

に

随
し
た
が

ひ

、
流

氷

り
う
ひ
や
う

愈
い
よ
い

よ

多お

ほ

く

、
船ふ

ね

は

惡

戰

あ

く

せ

ん

苦く

闘と

う

の

中う

ち

に

夜よ

を

明あ

か

し

て

翌よ

く

十

三
日に

ち

を

迎む

か

へ

た

。

遠

雷

ゑ

ん

ら

い

の

如ご

と

く

、
砲

聲

ほ

う

せ

い

の

如ご

と

き

、

氷
こ
ほ
り

と

船

首

せ

ん

し

ゆ

と

の

衝

突

し
よ
う
と
つ

の

音お

と

は

、
終

夜

し

う

や

少す

こ

し

の

絶た

え

間ま

も

な

く

、
ド

シ

ー

ン

と

突つ

き

當あ

た

つ

て

は

、
ザ

ー

〱

と

舷げ

ん

を

軋き

し

る

音お

と

が

長な

が

く

續つ

ゞ

く

。

漸
や
う
や

く

其そ

の

音お

と

が

消き

え

る

と

又ま

た

、
新あ

た

ら

し

く

ド

シ

ー

ン

。

寢

臺

ね

だ

い

に

横
よ
こ
た

は

つ

て

此こ

の

音

響

ひ

ゞ

き

を

聞き

く

と

、
宛

あ
た
か

も

樽た

る

の

外

側

そ

と

が

は

か

ら

、

棒ぼ

う

で

啄つ

ゝ

か

れ

て

居ゐ

る

心

地

こ

ゝ

ち

が

す

る

。

船

體

せ

ん

た

い

は

其そ

の

都

度

つ

ど

猛

烈

も

う

れ

つ

な

る

反

動

は

ん

ど

う

と

、

氣

味

き

み

惡あ

し

き

動

搖

ど

う

え

う

と

を

起お

こ

し

、

實じ

つ

に

不

快

ふ

く

わ

い

且か

つ

不

安

ふ

あ

ん

の

限か

ぎ

り

で

あ

つ

た

。 

甲

板

デ

ッ

キ

に

出で

て

見み

る

と

、
大

小

だ

い

せ

う

の

氷

群

ひ
や
う
ぐ
ん

は

、
海

上

か
い
じ
や
う

一

面め

ん

を

掩お

ほ

ひ

、

前

後

ぜ

ん

ご

左

右

さ

い

う

、

只た

ゞ

一

白ぱ

く

、

船ふ

ね

は

之こ 

tasaka
ノート
１８頁　南極記十二月十二日（曇後雪）汽走直航距離六十五海里 遠雷の如き音終夜絶えず 海上一面の氷群

tasaka
ノート
明治四十四年十二月十三日 南緯六十四度二十三分 東経百六十九度十分
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れ

を

突

破

と

っ

ぱ

し

て

進す

ゝ

ん

で

居ゐ

る

の

で

あ

る

が

其そ

れ

等ら

の

群ぐ

ん

氷
ひ
や
う

は

一

夜や

の

う

ち

に

著
い
ち
じ

る

し

く

其そ

の

厚あ

つ

さ

を

增ぞ

う

加く

わ

し

、
小せ

う

な

る

も

の

は

船ふ

ね

の

進

航

し

ん

こ

う

を

遮さ

へ

ぎ

り

、

中ち

う

な

る

も

の

は

船ふ

ね

を

停

止

て

い

し

せ

し

め

、

大だ

い

な

る

も

の

は

船ふ

ね

を

し

て

烈は

げ

し

き

震

動

し

ん

ど

う

と

共と

も

に

一

二

寸す

ん

退

却

た
い
き
や
く

せ

し

む

る

程ほ

ど

で

、

其そ

の

航

行

こ

う

か

う

の

困

難

こ

ん

な

ん

名

狀

め
い
じ
や
う

す

べ

く

も

な

い

。
仍よ

つ

て

船ふ

ね

は

、
成な

る

べ

く

厚あ

つ

き

箇

所

か

し

よ

を

避さ

け

て

、

薄

弱

は
く
じ
や
く

な

る

箇

所

か

し

よ

を

擇え

ら

び

、
左

縫

さ

ほ

う

、
右

折

う

せ

つ

、
苦

心

く

し

ん

惨

憺

さ

ん

た

ん

、
人

力

じ
ん
り
よ
く

の

限か

ぎ

り

を

盡つ

く

し

て

、

進す

ゝ

ん

で

ゆ

く

。 

一

天て

ん

を

掩お

ほ

ふ

白は

く

鉛

色

え
ん
し
よ
く

の

雲く

も

は

、
低ひ

く

く

海

面

か

い

め

ん

を

壓あ

つ

し

、
見み

亘わ

た

す

限か

ぎ

り

重

疊

ぢ
ゆ
う
で
う

起き

伏ふ

く

せ

る

氷

塊

ひ
や
う
く
わ
い

の

形

狀

け
い
じ
や
う

は

益ま

す

々〱

奇

態

き

た

い

を

示し

め

し

、
高か

う

臺だ

い

の

如ご

と

き

あ

り

、
逆

鋒

さ

か

ほ

こ

を

立た

て

し

が

如ご

と

き

あ

り

、
又ま

た

白し

ろ

毛

氈

も

う

せ

ん

を

敷し

き

並な

ら

べ

た

る

が

如ご

と

き

も

あ

つ

て

、

近ち

か

く

之こ

れ

を

望の

ぞ

め

ば

壘

々

る

い

〱

た

る

奇

岩

き

が

ん

怪

石

く
わ
い
せ
き

の

一

大だ

い

集

合

し

う

が

ふ

で

、

遠と

ほ

く

之こ

れ

を

望の

ぞ

め

ば

萬ば

ん

里り

に

亘わ

た

る

茫

漠

ぼ

う

ば

く

た

る

一

大だ

い

氷

野

ひ

や

う

や

の 

tasaka
ノート
１９頁　南極圏突進の航海人力の限りを盡して進航す

tasaka
ノート
明治四十四年十二月十三日
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如ご

と

く

で

あ

る

。 

此こ

の

大だ

い

氷

野

ひ

や

う

や

の

處

々

し

よ

〱

に

碧へ

き

色
し
ょ
く

を

呈て

い

す

る

は

、
氷

こ
ほ
り

な

き

蒼

海

そ

う

か

い

の

一

部ぶ

で

、
其

處

そ

こ

に

は

幾

條

い

く

す

じ

の

汐

柱

し
ほ
ば
し
ら

遠

近

ゑ

ん

き

ん

に

立た

ち

並な

ら

び

、
此こ

の

邊へ

ん

海

上

か
い
じ
や
う

鯨げ

い

群ぐ

ん

の

棲

息

せ

い

そ

く

夥
お
び
た
ゞ

し

い

こ

と

が

知し

ら

れ

て

、
壯そ

う

觀
く
わ
ん

無む

比ひ

で

あ

る

。 

午

後

ご

ゞ

二

時じ

、
一

陣ぢ

ん

の

雄ゆ

う

風ふ

う

吹ふ

き

來き

た

る

と

共と

も

に

、
船ふ

ね

は

辛か

ら

ふ

じ

て

氷
ひ
や
う

圍ゐ

を

脱だ

つ

し
、
其そ

の

全
ま
っ
た

く

氷

軍

ひ
や
う
ぐ
ん

を

離は

な

れ

て

、
漫

々

ま

ん

〱

た

る

碧へ

き

波は

上
じ
や
う

に

辷す

べ

り

出で

た

の

は

午

後

ご

ゞ

七

時じ

で

あ

つ

た

。
併し

か

し

流

氷

り
う
ひ
や
う

は

稀

少

き

し

よ

う

に

な

つ

た

と

云い

ふ

の

み

で

、
依

然

い

ぜ

ん

斷

續

だ

ん

ぞ

く

し

て

流な

が

れ

て

來く

る

。
其そ

の

流

氷

り
う
ひ
や
う

上
じ
や
う

に

は

、
例れ

い

の

ペ

ン

グ

イ

ン

鳥て

う

、
三

々

五

々

立た

ち

並な

ら

ん

で

船ふ

ね

を

眺な

が

め

、
白し

ろ

き

信

天

翁

し

ん

て

ん

お

う

、
黑く

ろ

き
南な

ん

極
き
よ
く

鷹だ

か

の

一

群ぐ

ん

は

、

高た

か

く

低ひ

く

く

飛

翔

ひ

し

よ

う

し

つ

ゝ

、
流

氷

り
う
ひ
や
う

を

追お

う

て

居ゐ

る

。 

次

第

し

だ

い

に

進し

ん

航こ

う

す

る

途

上

と

じ

や

う

、
漂

た
ゞ
よ
ひ

來き

た

れ

る

一

箇こ

の

流

氷

り
う
ひ
や
う

上
じ
や
う

に

、
悠

然

ゆ

う

ぜ

ん

身み

を

横
よ
こ
た

へ

て

、
春

夢

し

ゆ

ん

む

正ま

さ

に

濃
こ
ま
や

か

な

る

二

頭と

う

の

海

豹

か

い

へ

う

あ

る

を

發は

つ

見け

ん

し

た

の

で

、
船ふ

ね

か

ら

は

二

人に

ん

の

射

手

し

や

し

ゆ

互
た
が
ひ

に

射

擊

し

や

げ

き

し

、
八

發ぱ

つ

の

彈だ

ん

丸
ぐ
わ
ん

を

其そ

の

長
ち
や
う

驅く

上
じ
や
う

に

浴あ

び

せ

掛か

け

た

。
併し

か

し

海

豹

か

い

へ

う

は

、
頗

す
こ
ぶ

る

平

氣

へ

い

き

な

も

の

で

、

一

發ぱ

つ

毎ご

と

に

首く

び

を

擧あ

げ

て

は
四

圍

ま

わ

り

を

見み

廻ま

わ

し

、

何

處

ど

こ

の

惡

戯

い

た

づ

ら

小

僧

こ

ぞ

う

が

石

片

い

し

き

れ

を

投な

げ

て

、

吾

輩

わ

が

は

い

等ら

の

安

眠

あ

ん

み

ん

を

害が

い

す

る

か

と

云い

は

ぬ

ば

か

り

、

又ま

た

首く

び

を

俛た

れ

て 

tasaka
ノート
２０頁　南極記壯觀無比の鯨群棲息 十二月十三日（曇後晴）帆走汽走直航距離六十海里 船は辛ふして氷圍を脱す 流氷に海豹を發見す
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終し

ま

ふ

、
之こ

れ

に

は

船

上

せ
ん
じ
や
う

の

射

手

し

や

し

ゆ

も

張

合

は

り

あ

ひ

抜ぬ

け

し

て

、
大

切

た

い

せ

つ

の

彈

藥

だ

ん

や

く

を

空

費

く

う

ひ

す

る

も

無

益

む

え

き

の

業わ

ざ

と

、

其そ

の

儘ま

ゝ

射

擊

し

や

げ

き

を

中

止

ち

う

し

し

た

。 
斯か

く

て

船ふ

ね

は

帆は

ん

影ゑ

い

高た

か

く

南

航

な

ん

こ

う

を

急い

そ

い

だ

が

、
妖

魔

え

う

ま

の

境
き
や
う

に

も

似に

た

る

南

極

な
ん
き
ょ
く

海か

い

の

事こ

と

と

て

、
何

時

い

つ

如

何

い

か

な

る

危

險

き

け

ん

に

遭そ

う

遇ぐ

う

す

る

や

も

知し

れ

ず

と

船

員

せ

ん

い

ん

の

警

戒

け

い

か

い

嚴げ

ん

重
ぢ
ゅ
う

を

極き

は

め

、
各か

く

員い

ん

寸

時

す

ん

じ

の

油

斷

ゆ

だ

ん

も

な

い

。 

午

後

ご

ゞ

八

時じ

頃ご

ろ

に

至い

た

り

、
突

如

と

つ

ぢ

ょ

一

條で

う

の

怪

光

く
わ
い
く
わ
う

は

、
赫

灼

か

く

や

く

と

し

て

船ふ

ね

の

右

舷

う

げ

ん

を

照て

ら

し

、
之こ

れ

と

同

時

ど

う

じ

に

一

脈
み
や
く

の

奇き

寒か

ん

は

船ふ

ね

を

襲お

そ

う

て

俄

然

が

ぜ

ん

總

員

そ

う

い

ん

を

戰

慄

せ

ん

り

つ

せ

し

め

た

。

一

同ど

う

驚
お
ど
ろ

い

て

、

甲

板

デ

ッ

キ

に

出で

て

見み

る

と

、
今い

ま

し

稀

有

け

う

の

大だ

い

怪

物

く
わ
い
ぶ
つ

は

、
右

舷

う

げ

ん

一

哩
マ
イ
ル

の

海

上

か
い
じ
や
う

に

出

現

し
ゆ
つ
げ
ん

し

、
火ひ

の

如ご

と

き

夕

陽

ゆ

う

ひ

を

浴あ

び

て

、
燦さ

ん

た

る

光

輝

く

わ

う

き

を

發は

つ

し

て
居ゐ

る

。
此こ

の

怪

物

く
わ
い
ぶ
つ

は

、
高た

か

さ

三

百

五

十

尺
し
ゃ
く

、

周

圍

し

う

ゐ

約や

く

六

哩
マ
イ
ル

の

大だ

い

氷

山

ひ
や
う
ざ
ん

で

、
氣

溫

き

お

ん

爲た

め

に

華

氏

く

わ

し

七

度ど

以

上

い

じ

や

う

の

急

劇

き

う

げ

き

な

る

下

降

か

か

う

を

示し

め

し

た

。 

此こ

の

最

大

さ

い

だ

い

氷

山

ひ
や
う
ざ
ん

は

、
底

部

て

い

ぶ

で

は

一

箇こ

の

も

の

で

あ

る

が

、
海か

い

面め

ん

上
じ
や
う

に

は

二

分ぶ

ん

劃
く
わ
く

を

示し

め

し

、

碧へ

き

瑠

璃

る

り

の

如ご

と

き

海

水

か

い

す

い

は

、
其そ

の

間
あ
い
だ

に

漂
た
ゞ
よ

う

て

居ゐ

る

。
其そ

の

前

方

ぜ

ん

ぽ

う

な

る

は

、
一

大だ

い

山

岳

さ

ん

が

く

の

如ご

と

く

、

之こ

れ

に

續つ

ゝ

け

る

後

方

こ

う

は

う

の

一

部ぶ

は

、

兀て

つ

然ぜ

ん

と

し

て

圓ゑ

ん

塔た

う

の

如ご

と

く

聳そ

び

え

、

怪く
わ
い

姿し

堂

々

だ

う

〱

と 

tasaka
ノート
２１頁　南極圏突進の航海十二月十四日（晴）帆走直航距離廿四海里 帆影高く東航を急ぐ 高さ三百五十尺の大氷山
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し

て

、
急

潮

き

う

て

う

に

漂へ

う

流り

う

し

て

居ゐ

る

。
其そ

の

光

景

く
わ
う
け
い

は

莊

嚴

そ

う

ご

ん

と

も

雄

大

ゆ

う

だ

い

と

も

殆
ほ
と
ん

ど

形

容

け

い

よ

う

の

辭じ

が

な

い

。

田た

泉
い
づ
み

技

師

ぎ

し

は

、

直た

ゞ

ち

に

活

動

く
わ
つ
ど
う

寫し

や

眞し

ん

に

撮

影

さ

つ

え

い

し

、
學

術

が
く
じ
ゅ
つ

部

員

ぶ

い

ん

は

之こ

れ

が

測

量

そ
く
り
や
う

に

從
じ
ゆ
う

事じ

し

、

隊

員

た

い

い

ん

は

爭
あ
ら
そ

う

て

ス

ケ

ッ

チ

帖
ブ
ッ
ク

に

鉛

筆

え

ん

ぴ

つ

を

走は

し

ら

せ

る

等な

ど

、

甲

板

デ

ツ

キ

は

非ひ

常
じ
や
う

な

る

騷さ

わ

ぎ

で

あ

つ

た

。 

大だ

い

氷

山

ひ
や
う
ざ
ん

の

出

現

し
ゆ
つ
げ
ん

か

ら

三

日か

目め

の

十

六

日に

ち

午ご

前ぜ

ん

九

時じ

四

十

分ぷ

ん

、

突

然

と

つ

ぜ

ん

甲

板

デ

ッ

キ

上
じ
や
う

に

一

發ぱ

つ

の

銃

聲

じ

う

せ

い

が

起お

こ

つ

た

。

『

何

事

な

に

ご

と

ッ

？

』

と

飛と

び

出だ

し

て

見み

る

と

、

花は

な

守も

り

ア

イ

ヌ

は

、

折お

り

し

も

右

方

う

は

う

の

舷げ

ん

に

寄よ

り

來く

る

一

頭と

う

の

海

豹

か

い

へ

う

に

向む

か

つ

て

、

一

彈だ

ん

お

見み

舞ま

ひ

申ま

を

し

た

の

で

あ

つ

た

。 

其

處

そ

こ

へ

折を

り

よ

く

通と

ほ

り

合あ

は

せ

た

最さ

い

少

年

し
ょ
う
ね
ん

の

柴

田

し

ば

た

船

員

せ

ん

い

ん

は

一

頭と

う

の

海

豹

か

い

へ

う

が

、
花は

な

守も

り

ア

イ

ヌ

の

一

彈だ

ん

を

見

事

み

ご

と

に

背せ

な

に

受う

け

、

海か

い

水す

い

を

鮮

血

せ

ん

け

つ

に

染そ

め

て

去さ

り

も

敢あ

え

ず

、
稍や

や

苦

悶

く

も

ん

の

體て

い

な

の

を

看み

て

取と

つ

て

、

急い

そ

ぎ

着

衣

ち

や

く

い

を

脱ぬ

ぎ

捨す 

tasaka
ノート
２２頁　南極記十二月十五日（曇後雪）帆走直航距離四十八海里 海豹に一彈を見舞ふ

tasaka
ノート
明治四十四年十二月十九日 船内眞時午后九時 天気快晴無風 位置 南緯六十四度十五分東経百六十九度〇五分 太陽高度約十度



―（23）― 

 

て

腹

部

ふ

く

ぶ

に

一

條で

ふ

の

命
ラ
イ
フ
、

索
ロ
ッ
プ

を

卷ま

い

て

、 

『

花は

な

守も

り

君く

ん

、
賴た

の

む

ぞ

』
と

云い

ふ

や

否い

な

、
ざ

ん

乎ぶ

と

ば

か

り

海

上

か
い
じ
や
う

へ

一

足そ

く

飛と

び

に

躍
を
ど
り
こ

込こ

ん

だ

時と

き

、
甲

板

デ

ッ

キ

に

は

早は

や

多お

ほ

く

の

見

物

け

ん

ぶ

つ

客か

く

來

集

ら

い

し

う

し

て

、

今い

ま

し

も

、

シ

ャ

ツ

一

枚ま

い

の

ま

ゝ

海か

い

中ち

う

で

、
身

長

し
ん
ち
や
う

六

尺
し
や
く

も

あ

ら

う

と

い

ふ

海

豹

か

い

へ

う

と

、
大だ

い

格

闘

か

く

と

う

中ち

う

の

柴

田

し

ば

た

船

員

せ

ん

い

ん

に

、『

し

つ

か

り

遣や

れ

ッ

〱

』

と

聲

援

せ

い

え

ん

を

與あ

た

へ

て

居ゐ

る

。 

此こ

の

時と

き

海

上

か
い
じ
や
う

、
風

波

ふ

う

は

全
ま
っ
た

く

收お

さ

ま

り

、
船ふ

ね

も
漂

泊

へ

う

は

く

中ち

う

で

あ

つ

た

。

大だ

い

海

豹

か

い

へ

う

は

地ち

の

利り

を

得え

た

上う

へ

に

手て

疵き

づ

を

負お

う

て

居ゐ

る

か

ら

、
獅

子

し

ゝ

奮

迅

ふ

ん

じ

ん

の

猛も

う

勢せ

い

で

あ

る

。

柴

田

し

ば

た

船

員

せ

ん

い

ん

は

此こ

の

勁け

い

敵て

き

に

も

屈く

つ

せ

ず

、

巧た

く

み

に

怒い

か

れ

る

牙き

ば

を

避よ

け

乍な

が

ら

、
接

戰

せ

つ

せ

ん

數

合

す

う

が

ふ

に

亘わ

た

つ

た

が

、
何な

に

分ぶ

ん

海

水

か

い

す

い

は

、

攝せ

つ

氏
し

零

下

れ

い

か

五

分ふ

ん

の

低て
い 

tasaka
ノート
２３頁　南極圏突進の航海零點下の海中に海豹との大格闘

tasaka
ノート
十二月十六日 全位置ニ於テ右舷ニ見タルモノ太陽没セレントス（十時四十分）
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溫お

ん

で

あ

る

か

ら

、
三

分ぷ

ん

間か

ん

の

戰

闘

せ

ん

と

う

を

續つ

ゞ

け

た

後の

ち

、
い

ざ

捕と

り

縄な

は

を

打う

た

う

と

す

る

一

刹

那

せ

つ

な

、

鐵て

つ

も

裂さ

け

な

ん

猛

烈

も

う

れ

つ

な

る

寒

氣

か

ん

き

に

、
流

石

さ

す

が

の

勇

士

ゆ

う

し

も

四

肢し

の

自

由

じ

ゆ

う

を

失
う
し
な

ひ

、
遂つ

ひ

に

遺

憾

ゐ

か

ん

乍な

が

ら

手て

を

退ひ

い

た

。 

甲

板

デ

ッ

キ

で

は

、 

『

ソ

ラ

曳ひ

け

！

』
と

、

命
ラ
イ
フ
、

索
ロ
ッ
プ

を

手た

繰ぐ

つ

て

柴

田

し

ば

た

船

員

せ

ん

い

ん

を

甲

板

デ

ッ

キ

ま

で
曳ひ

き

上あ

げ

た

が

、
激げ

き

戰せ

ん

苦

闘

く

と

う

を

經へ

た

に

も

拘か

ゝ

は

ら

ず

、

身

體

か

ら

だ

に

は

少す

こ

し

の

負

傷

け

が

も

な

い

。 

勇

悍

ゆ

う

か

ん

な

る

柴

田

し

ば

た

船

員

せ

ん

い

ん

は

今い

ま

し

も

敵て

き

か

、

水み

な

底そ

こ

深ふ

か

く

潜も

ぐ

り

入い

ら

う

と

す

る

の

を

見み

て

、 

『

殘ざ

ん

念ね

ん

だ

な

ァ

』
と

切は

齒が

み

し

乍な

が

ら

、
同

僚

ど

う

れ

う

に

伴
と
も
な

は

れ

、
暖

氣

だ

ん

き

を

取と

る

べ

く

寢し

ん

室し

つ

へ

と

下く

だ

り

去さ

つ

た

。 

此こ

の

柴

田

し

ば

た

船

員

せ

ん

い

ん

は

、
曾か

つ

て

郡

司

ぐ

ん

じ

大

尉

た

い

ゐ

の

部

下

ぶ

か

に

属ぞ

く

し

、
東

察

カ
ム
チ
ャ
ッ

加カ

、
千

島

ち

し

ま

等と

う

の

北

洋

ほ

く

や

う

の
荒

波

あ

ら

な

み

で

腕う

で

を

鍛き

た

へ

た

勇

士

ゆ

う

し

で

あ

る

。

過

般

こ
の
あ
い
だ

も

隊

員

た

い

い

ん

連れ

ん

が

、

稀

有

け

う

の

大だ

い

動

搖

ど

う

え

う

に

辟

易

へ

き

え

き

し

て

、

船せ

ん

室

内

し

つ

な

い

で

蟄ち

っ

居き

ょ

の

最

中

さ

い

ち

う

、

甲

板

デ

ッ

キ

上
じ
や
う

で

武

田

た

け

だ

部

長

ぶ

ち

ょ

う

が

、 

『

諸

君

し

ょ

く

ん

見み

給た

ま

へ

、
輕

業

か

る

わ

ざ

以

上

い

じ

や

う

の

大お

ほ

輕

業

か

る

わ

ざ

だ

ッ

』
と

叫さ

け

ん

だ

聲こ

ゑ

に

、
何

事

な

に

ご

と

な

ら

ん

と

出で

て 

tasaka
ノート
２４頁　南極記
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見み

る

と

、

成な

る

程ほ

ど

之こ

れ

は

輕か

る

業わ

ざ

以

上

い

じ

や

う

で

あ

る

。 

宛
あ
た
か

も

十

一

月
ぐ
わ
つ

廿

九

日に

ち

の

事こ

と

で

あ

つ

た

。
夜

來

や

ら

い

の

激げ

き

浪ら

う

は

益ま

す

々〱

狂

暴

け

う

ぼ

う

を

逞
た
く
ま
し

ふ

し

、

船ふ

ね

は

宛
さ
な
が

ら

鞠ま

り

の

如ご

と

く

に

翻

弄

ほ

ん

ら

う

せ

ら

れ

、

傾

斜

け

い

し

ゃ

計け

い

三

十

五

度ど

以

上

い

じ

や

う

を

示し

め

す

と

い

ふ

、
出

帆

し
ゅ
っ
ぱ
ん

以

來

い

ら

い

の

大だ

い

動

搖

ど

う

え

う

で

あ

つ

た

が

、
此こ

の

最

中

さ

い

ち

う

を

柴

田

し

ば

た

船

員

せ

ん

い

ん

は

、
職

務

し

ょ

く

む

と

は

云い

ひ

乍な

が

ら

、
大だ

い

危

險

き

け

ん

を

冒を

か

し

て

、
後

部

こ

う

ぶ

帆

檣

マ

ス

ト

の

絶

頂

ぜ
つ
ち
や
う

に

攀よ

ぢ

登の

ぼ

り

、
上

檣

ト
ッ
プ
、
マ
ス
ト

の
縛ば

く

着
ち
や
く

作

業

さ

げ

ふ

に

從じ

う

事じ

し

た

の

で

あ

る

。 
す

べ

て

に

於お

い

て

、
勇

悍

ゆ

う

か

ん

氣き

鋭え

い

の

柴

田

し

ば

た

船

員

せ

ん

い

ん

は

、
今

日

け

ふ

の

海

豹

か

い

へ

う

と

の

格

闘

か

く

と

う

に

、

武

名

ぶ

め

い

を

輝
か
ゞ
や

か

し

た

の

で

、

隊

長

た
い
ち
や
う

は

特と

く

に

果

物

く

だ

も

の

一

罐
く
わ
ん

を

褒

賞

ほ
う
し
よ
う

と

し

て

與あ

た

へ

た

。 

節

約

せ

つ

や

く

に

節

約

せ

つ

や

く

を

重か

さ

ね

て

來き

た

飲

料

水

い

ん

れ

う

す

い

も

、

程ほ

ど 

tasaka
ノート
２５頁　南極圏突進の航海船は鞠の如く狂風に翻弄さる 後部帆檣の絶頂登攀 十二月十六日（晴後曇）帆走汽走直航距離廿七海里

tasaka
ノート
十二月十六日 十時四十分 左舷ニ望ミタル光景
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な

く

缺

乏

け

つ

ぼ

う

を

告つ

げ

る

ら

し

い

の

で

、
一

日に

ち

三

回
く
わ
い

づ

ゝ

多

量

た

り

や

う

の

水み

づ

を

飲の

む

輓ひ

き

犬い

ぬ

共ど

も

に

、
不ふ

自

由

じ

ゆ

う

あ

ら

せ

じ

と

の

懸

念

け

ね

ん

か

ら

、
山

邊

や

ま

べ

、
花は

な

守も

り

の

兩
り
や
う

犬い

ぬ

奉

行

ぶ

ぎ

や

う

は

、
船ふ

ね

の

群

氷

ぐ
ん
ぴ
や
う

圈け

ん

に

入い

つ

て

以

來

こ

の

か

た

、
連

日

れ

ん

じ

つ

舷

側

げ

ん

そ

く

近ち

か

く

に

流な

が

れ

寄よ

る

氷

片

ひ
や
う
へ
ん

の

引

揚

ひ

き

あ

げ

方か

た

に

勞ら

う

し

、
又ま

た

雪

後

せ

つ

ご

に

は

、
日ひ

陰か

げ

に

融

殘

と

け

の

こ

つ

た

積

雪

せ

き

せ

つ

で

、

握

飯

に
ぎ
り
め
し

な

ら

ぬ

握
に
ぎ
り

雪ゆ

き

を

拵こ

し

ら

へ

て

、

犬い

ぬ

共ど

も

に

分

配

ぶ

ん

ぱ

い

し

て

や

る

等な

ど

、

頗
す
こ
ぶ

る

輓ひ

き

犬い

ぬ

の

健

康

け

ん

こ

う

保

護

ほ

ご

に

力つ

と

め

た

。 

此こ

の

輓ひ

き

犬い

ぬ

三

十

頭と

う

は

、
船

内

せ

ん

な

い

へ

收

容

し

う

よ

う

以

來

い

ら

い

、
山

邊

や

ま

べ

、
花は

な

守も

り

の

兩
り
や
う

ア

イ

ヌ

に

よ

り

て

、
朝あ

さ

晝ひ

る

夕ゆ

う

の

三

回
く
わ
い

、
甲

板

デ

ッ

キ

へ

曳ひ

き

出だ

さ

れ

百

目め

許
ば
か
り

の

鯡
に
し
ん

や

鱒ま

す

の

干

物

ひ

も

の

と

、
水み

づ

と

を

與あ

た

へ

て

居ゐ

る

が

、
毎

時

い

つ

も

箱は

こ

か

ら

曳ひ

き

出だ

す

折を

り

は

、
却

々

な

か

〱

の

騷

擾

さ

わ

ぎ

を

演え

ん

ず

る

。
狭せ

ま

い

窮

屈

き

う

く

つ

な

箱

詰

ほ

こ

づ

め

生

活

せ
い
く
わ
つ

を

餘よ

儀ぎ

な

く

せ

し

め

ら

れ

て

居ゐ

る

犬い

ぬ

共ど

も

に

取と

る

と

、
此こ

の

一

日に

ち

三

回
く
わ
い

の

自

由

じ

ゆ

う

が

、
何ど

れ

丈だ

け

の

愉

快

ゆ

く

わ

い

で

あ

る

か

知し

れ

ぬ

、
そ

れ

故ゆ

ゑ

愈

々

い

よ

い

よ

一

方ぽ

う

の

戸と

が

開ひ

ら

か

れ

た

が

最

後

さ

い

ご

、
彼

等

か

れ

ら

は

、
我わ

れ

先さ

き

に

飛

出

と

び

だ

さ

う

と

す

る

の

み

な

ら

ず

、
他た

の

箱ほ

こ

の

犬い

ぬ

等ら

も

、
一

時じ

も

早は

や

く

狹せ

ま

い

天て

ん

地ち

か

ら

廣ひ

ろ

い

世

界

せ

か

い

へ

出で

た

い

と

焦あ

せ

り

、
吠ほ

え

る

、
唸う

な

る

、
戸と

を

嚙か

む

、
箱は

こ

を

蹴け

る

で

實じ

つ

に

耳み

ゝ

を

聾ら

う

せ

む

ば

か

り

の

喧

囂

け

ん

ご

う

を

極き

は

め

る

。 

之こ

れ

は

尤
も
つ
と

も

無

理

む

り

が

な

い

、

平

生

へ

い

ぜ

い

輓ひ

き

犬い

ぬ

等ら

の

押

込

お

し

こ

め

ら

れ

て

居ゐ

る

小

舎

こ

や

と

い

ふ

は

、 

tasaka
ノート
２６頁　南極記飲料水の欠乏を杞憂す 握雪を犬に與ふ 輓犬の箱詰生活
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都

合

つ

が

ふ

三

箇こ

あ

る

が

、
其そ

の

一

は

甲

板

デ

ッ

キ

物ギ

置ヤ

場リ

ー

の
前ま

へ

右

方

う

ほ

う

に

、

高た

か

さ

六

尺
し
ゃ
く

長な

が

さ

五

尺
し
や
く

奥

行

お

く

ゆ

き

三

尺
じ
や
く

五

寸す

ん

を

二

段だ

ん

に

仕

切

し

き

り

之こ

れ

に

十

頭と

う

を

收し

う

容よ

う

し

、
其そ

の

二

は

海

面

チ
ャ
ー
ト
、

室
ル
ー
ム

の

前

方

ぜ

ん

ぱ

う

機

關

き

く

わ

ん

部ぶ

の

右

方

う

は

う

、
短

艇

ボ

ー

ト

前ま

へ

に

三

間げ

ん

許
ば
か
り

の

板い

た

圍
が
こ
ひ

を

な

し

、
之こ

れ

に

十

四

頭と

う

を

收し

う

容よ

う

し

、
其そ

の

三

は

、
其そ

の

板い

た

圍
が
こ
ひ

の

前

面

ぜ

ん

め

ん

に

高た

か

さ

三

尺
じ
ゃ
く

五

寸す

ん

幅は

ゞ

六

尺
し
ゃ
く

奥お

く

行ゆ

き

三さ

ん

尺
じ
や
く

の

區く

劃
く
わ
く

を

な

し

、
之こ

れ

に

四

頭と

う

を

收し

う

容よ

う

し

て

あ

る

。
處

と
こ
ろ

が

之こ

れ

で

は

尙な

ほ

二

頭と

う

の

收し

う

容よ

う

場
ぢ
や
う

が

不

足

ふ

そ

く

で

あ

る

。
仍よ

つ

て

臨

時

り

ん

じ

に

學が

く

術
じ
ゅ
つ

室し

つ

の

戸と

の

外

側

そ

と

が

わ

を

卜ぼ

く

し

て

、
野の

天て

ん

生せ

い

活
く
わ
つ

を

な

さ

し

め

て

居ゐ

る

。
尤

も
っ
と

も

此こ

の

二

頭と

う

に

對た

い

し

て

は

、
出

帆

し
ゅ
っ
ぱ
ん

早

々

さ

う

〱

、
適

當

て

き

た

う

の
小

舎

こ

や

を

新

築

し

ん

ち

く

し

て

や

る

筈は

づ

で

あ

つ

た

が

、

何

分

な

に

ぶ

ん

連

日

れ

ん

じ

つ

の

大だ

い

傾

斜

け

い

し

ゃ

の

爲た

め

に

、

大

工

だ

い

く

仕

事

し

ご

と

は

意

外

い

ぐ

わ

い

に

延

期

え

ん

き

せ

ら

れ

、

雨あ

め

に

は

濡ぬ

れ

次

第

し

だ

い

、

怒

濤

ど

と

う

に

は

浴あ

び

次

第

し

だ

い

、

畜

類

ち

く

る

ゐ

乍な

が

ら 

tasaka
ノート
２７頁　南極圏突進の航海十二月十七日（曇）汽帆走、直航距離四十四海里

tasaka
ノート
明治四十四年十二月十八日 午前十一時 位置 南緯六十四度二十五分 東経百七十三度三十分
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も

嘸さ

ぞ

か

し

不ふ

快
く
わ
い

で

あ

ら

う

と

察さ

つ

せ

ら

れ

る

。 

斯か

か

る

窮

屈

き

う

く

つ

且か

つ

慘

澹

さ

ん

た

ん

た

る

生

活

せ
い
く
わ
つ

で

あ

る

か

ら

、
箱は

こ

の

中な

か

の

連

中

れ

ん

ぢ

う

で

も

傾

斜

け

い

し

や

の

甚
は
な
は
だ

し

い

時と

き

に

は

、
五

寸す

ん

乃

至

な

い

し

一

尺
し
ゃ
く

づ

ゝ

は

、
箱は

こ

中な

か

で

互
た
が
ひ

に

辷す

べ

り

轉こ

ろ

げ

、
身

體

し

ん

た

い

と

身

體

し

ん

た

い

と

の

不ふ

快
く
わ
い

な

る

衝

突

し
よ
う
と
つ

を

な

す

故ゆ

ゑ

に

、
其そ

の

都

度

つ

ど

に

悲

鳴

ひ

め

い

を

揚あ

げ

、
噛

合

か

み

あ

ひ

を

始は

じ

め

る

。
わ

け

て
野の

天て

ん

生

活

せ

い

か

つ

の

二

頭と

う

は

、
不

快

ふ

く

わ

い

と

不

安

ふ

あ

ん

と

の

爲た

め

、
日

夜

に

ち

や

吼ほ

え

叫さ

け

ぶ

聲こ

ゑ

は

、
少

す
く
な

か

ら

ず

、
隊た

い

長
ち
や
う

室し

つ

並
な
ら
び

に

學が

く

術
じ
ゅ
つ

室し

つ

の

人

々

ひ

と

〲

の

安

眠

あ

ん

み

ん

を

害が

い

し

た

。
併し

か

し

此こ

の

厄

介

や

っ

か

い

千

萬

せ

ん

ば

ん

な

る

輓ひ

き

犬い

ぬ

の

世

話

せ

わ

に

任に

ん

ず

る

兩
り
や
う

ア

イ

ヌ

の

勞ら

う

を

思お

も

ひ

、
犬い

ぬ

其そ

の

も

の

ゝ

境

遇

き
や
う
ぐ
う

を

察さ

つ

し

た

な

ら

ば
、
不

平

ふ

へ

い

も

云い

は

れ

す

、
又ま

た

一

方ぱ

う

か

ら

考
か
ん
が

ふ

れ

ば

、
此こ

の

喧

囂

け

ん

ご

う

も

要え

う

す

る

に

犬け

ん

群ぐ

ん

の

強

壯

き
よ
う
そ
う

を

實

證

じ
つ
し
よ
う

す

る

譯わ

け

で

あ

る

か

ら

、

迷

惑

め

い

わ

く

乍な

が

ら

も

心
こ
ゝ
ろ

強づ

よ

く
思お

も

は

れ

た

。 

さ

て

、
元も

と

へ

戻も

ど

つ

て

、
此こ

れ

等ら

の

犬い

ぬ

共ど

も

が

甲

板

デ

ッ

キ

へ

曳ひ

き

出い

た

さ

れ

る

と

、
彼

等

か

れ

ら

は

狂

喜

け

う

き

し

て

、

右

方

う

は

う

左

方

さ

は

う

を

飛と

び

廻ま

わ

る

、
犬い

ぬ

奉

行

ぶ

ぎ

や

う

が

之こ

れ

等ら

を

一

定て

い

の

場

所

ば

し

ょ

に
繋つ

な

ぎ

集あ

つ

め

る

ま

で

に

は

、
少す

く

な

か

ら

ぬ

骨ほ

ね

折を

り

で

、
殊こ

と

に

犬い

ぬ

共ど

も

は

習

慣

し
う
く
わ
ん

と

し

て

、
己お

の

が

小

舎

こ

や

内う

ち

で

は

用よ

う

便べ

ん

せ

ぬ

か

ら

甲

板

デ

ッ

キ

へ

出だ

す

と

、

必
か
な
ら

ず

放

尿

ほ
う
に
よ
う

し

脱

糞

だ

つ

ぷ

ん

す

る

。
そ

れ

が

更さ

ら

に

場

所

ば

し

ょ

を

擇え

ら

ば

な

い

か

ら

、
犬い

ぬ

奉

行

ぶ

ぎ

や

う

は

彼

等

か

れ

ら

に

食

餌

し

よ

く

じ

と

水み

づ

と

を

與あ

た

へ

、

三

四

十

分ぷ

ん

を

經へ

て

、

又ま

た

地

獄

ぢ

ご

く

の

古

巣

ふ

る

す 

tasaka
ノート
２８頁　南極記輓犬の悲鳴と嚙合
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内な

い

に

追お

ひ

込こ

ん

で

後の

ち

の

甲

板

デ

ッ

キ

掃

除

そ

う

ぢ

は

、

随ず

ゐ

分ぶ

ん

辛つ

ら

い

お

役

目

や

く

め

と

云い

は

ね

ば

な

ら

ぬ

。 

そ

れ

も

、
一

日に

ち

三

回
く
わ
い

だ

け

で

濟す

め

ば

よ

い

が

、
時

々

と

き

〲

深

夜

し

ん

や

犬

群

け

ん

ぐ

ん

が

、
箱は

こ

の

戸と

を

蹴け

破や

ぶ

つ

て

、
甲

板

デ

ッ

キ

を

駈か

け

廻ま

わ

り

其そ

の

度た

び

に

例れ

い

の

放ほ

う

尿
に
ょ
う

脱だ

っ

糞ぷ

ん

で

所
と
こ
ろ

嫌き

ら

は

ず

汚よ

ご

し

廻ま

わ

る

か

ら

、
之こ

れ

を

追お

ひ

込こ

ん

で

、

後あ

と

始

末

し

ま

つ

を

す

る

勞ら

う

苦く

は

決け

つ

し

て

尋じ

ん

常
じ
や
う

で

な

い

。 

併し

か

し

職

務

し

よ

く

む

に

忠ち

う

實じ

つ

な

る

犬い

ぬ

奉ぶ

行
ぎ
や
う

は

、

犬け

ん

群ぐ

ん

の

嬉き

々ゝ

と

し

て

打う

ち

騷さ

わ

ぐ

の

を

指
ゆ
び
さ

し

乍な

が

ら

。 

『

之こ

れ

か

ら

の

航こ

う

海か

い

は

、
益ま

す

々〱

寒か

ん

地ち

に

向む

か

ふ

の

で

あ

る

か

ら

、
犬い

ぬ

も

今い

ま

の

元げ

ん

氣き

な

ら

、

前ぜ

ん

回
く
わ
い

と

は

反は

ん

對た

い

に

一

頭と

う

も

殺こ

ろ

さ

ず
無ぶ

事じ

極
き
ょ
く

地ち

へ

上
じ
や
う

陸り

く

さ

せ

る

事こ

と

が

出で

來き

る

で

あ

ら

う
』

と

、

髭ひ

げ

武む

者し

や

面づ

ら

に

得

意

と

く

い

の

微び

笑せ

う

を

浮う

か

べ

て

語か

た

る

。 

山や

ま

邊べ

、
花は

な

守も

り

、
の

兩
り
や
う

ア

イ

ヌ

は

、
斯か

く

日に

ち

夜や

本ほ

ん

職
し
ょ
く

の

犬い

ぬ

の

世せ

話わ

に

勞ら

う

し

た

上う

え

に

帆ほ

の

掛か

け

替か

へ

に

は

必
か
な
ら

ず

船せ

ん

員い

ん

と

共と

も

に

働
は
た
ら

き

、
又ま

た

學が

く

術

部

じ

ゅ

つ

ぶ

の

小こ

使
づ
か
ひ

を

も

、
兩

り
や
う

人に

ん

交か

う

代た

い

で
兼

務

け

ん

む

し

、

其そ

の

他た

隊た

い

員い

ん

に

も

立た

ち

交ま

じ

つ

て

何な

に

く

れ

と
立た

ち

働
は
た
ら

く

の

で

あ

る

。
兩

り
や
う

ア

イ

ヌ

の

常つ

ね

に

勤

勉

き

ん

べ

ん

、
精せ

い

勵れ

い

、

忠ち

う

實じ

つ

な

る

に

は

、

總そ

う

員い

ん

の
齊ひ

と

し

く

感

謝

か

ん

し

や

措を

く

能あ

た

は

ざ

る

所
と
こ
ろ

で

あ

る

。 

こ

ゝ

に

憐あ
は
れ

を

催も
よ
ほ

し

た

の

は

例れ

い

の

野の

天て

ん

生

活

せ

い

か

つ

の

二

頭と

う

で

あ

る

、

十

二

月ぐ
わ
つ

一

日じ

つ

の

夜や 

tasaka
ノート
２９頁　南極圏突進の航海十二月十八日（半晴）帆走直航距離九十海里 深夜犬群箱を破つて甲板を駈け廻る
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半は

ん

、
三

十

度ど

以い

上
じ
や
う

の

大だ

い

傾

斜

け

い

し

ゃ

最

中

さ

い

ち

う

、
件

く
だ
ん

の

二

頭と

う

は

數す

う

回
く
わ
い

の

怒ど

濤と

う

を

浴あ

び

た

と

見み

え

、
全ぜ

ん

身し

ん

づ

ぶ

濡ぬ

れ

に

な

り

て

、
學

術

室

が
く
じ
ゅ
つ
し
つ

に

忍
し
の
び

入い

つ

た

。
之こ

れ

は

餘あ

ま

り

の

苦

痛

く

つ

う

に

、
縄な

は

を

切き

て

飛と

び

込こ

ん

で

來き

た

の

で

あ

つ

た

。
室

内

し

つ

な

い

の

一

同ど

う

は

、
一

種し

ゅ

の

臭

氣

し

う

き

に

よ

り

て

犬い

ぬ

の

入に

ふ

來ら

い

と

知し

り

。

點て

ん

燈と

う

し

て

見み

る

と

果は

た

し

て

例れ

い

の

二
頭と

う

、

さ

も

憐あ

は

哀れ

み

を

乞こ

ふ

の

も

ゝ

如ご

と

く

如

何

い

か

に

も

同

情

ど
う
じ
や
う

に

堪た

へ

ぬ

の

で

、

臭く

さ

い

が
兎と

も

角か

く

一

夜や

の

宿や

ど

を

許ゆ

る

し

て

や

つ

た

。 

一

た

び

群ぐ

ん

氷

海

ぴ
や
う
か
い

を

脱

出

だ
つ
し
ゆ
つ

し

た

る
開か

い

南

丸

な

ん

ま

る

は

、
十

二

月
ぐ
わ
つ

二

十

日か

午

後ご

ゞ

二

時じ

、
又ま

た

も

や

群ぐ

ん

氷
ぴ
や
う

の

包

圍

ほ

う

ゐ

中ち

う

に

陷
お
ち
ゐ

つ

た

。
船

員

せ

ん

い

ん

一

同ど

う

は

一

刻こ

く

も

早は

や

く

之こ

れ

を

横

斷

お

う

だ

ん

せ

ん

も

の

と

、
死

力

し

り

ょ

く

を

盡つ

く

し

た

効か

ひ

あ

つ

て

、
四

十

分ぷ

ん

間か

ん

の

苦

闘

く

と

う

の

後の

ち

漸
や
う
や

く

碧へ

き

海

上

か
い
じ
や
う

に

脱だ

っ

出
し
ゅ
つ

す

る

を

得え

た

が

、
や

が

て

、
午

後

ご

ゞ

四

時じ

に

至い

た

る

や

、
突

如

と

う

ぢ

よ

右

舷

う

げ

ん

に

鋸
の
こ
ぎ
り

狀
じ
や
う

の

大だ

い

氷
ひ
や
う

山ざ

ん

現げ

ん

出
し
ゆ
つ

し

、
同

時

ど

う

じ

に

大お

ほ

吹

雪

ふ

ぶ

き

が

來

襲

ら

い

し

う

し

た

。
船ふ

ね

は

急

遽

き

う

き

よ

針

路

し

ん

ろ

を

轉て

ん

じ

、
南

東

な

ん

と

う

東と

う

東と

う

東

北

と

う

ほ

く

と

、
寸

進

す

ん

し

ん

尺

退

せ

き

た

い

、
數す

う

回
く
わ
い

も

帆ほ

の

掛か

け

替か

へ

を

行
お
こ
な

ふ

等と

う

、
非

常

ひ

じ

や

う

な

る

苦

心

く

し

ん

を

以も

つ

て

航こ

う

走さ

う

し

た

が

、
夜よ

一

夜

ひ

と

よ

の

難な

ん

航こ

う

の

後の

ち

、
翌よ

く

二

十

一

日に

ち

に

至い

た

つ

て

、
漸

や
う
や

く

正

南

せ

い

な

ん

の

針

路

し

ん

ろ

を

航こ

う

す

る

に

至い

た

り

、
午

前

ご

ぜ

ん

八

時じ

東

經

と

う

け

い

百

七

十

七

度ど

線せ

ん

か

ら

、

愈
い
よ
い

よ

南

極

な
ん
き
ょ
く

圈

内

け

ん

な

い

に

進し

ん

航こ

う

し

た

。 

然し

か

る

に

、

午

前

ご

ぜ

ん

十

一

時じ

、

船ふ

ね

も

水み

づ

も

一

時じ

に

凍

結

と

う

け

つ

す

る

か

と

思お

も

は

る

ゝ

一

脈
み
や
く

の

奇き 

tasaka
ノート
３０頁　南極記十二月十九日（曇）帆走直航距離六十六海里 船は群氷の包圍中に陷る 鋸状の大氷山現出す 十二月二十日（曇又晴）帆走直航距離五十二海里 愈々南極圏内に入る
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寒か

ん

と

同

時

ど

う

じ

に

針

路

し

ん

ろ

の

水

平

す

い

へ

い

線

上

せ
ん
じ
や
う

に

大だ

い

範

圍

は

ん

ゐ

に

亘わ

た

る

一

箇こ

の

白

光

は
く
く
わ
う

體た

い

現げ

ん

出
し
ゆ
つ

し

、
次

第

し

だ

い

に

眼が

ん

界か

い

に

近き

ん

接せ

つ

し

て

來く

る

。
見み

る

と

、
一

大だ

い

氷

山

ひ
や
う
ざ
ん

で

あ

る

。
船ふ

ね

で

は

大
お
ほ
い

に

驚
お
ど
ろ

い

て

直た

ゞ

ち

に

船

首

せ

ん

し

ゆ

を

北

東

ほ

く

と

う

に

轉て

ん

じ

た

が

、
從

來

じ

う

ら

い

未い

ま

だ

曾か

つ

て

見み

ざ

る

大だ

い

氷

山

ひ
や
う
ざ
ん

で

、
其そ

の

高た

か

さ

六

十

尺
し
や
く

位
ぐ
ら
ゐ

延

長

え
ん
ち
や
う

何な

ん

十

哩
マ
イ
ル

に

達た

つ

し

て

居ゐ

る

か

解わ

か

ら

ぬ

。
船ふ

ね

で

は

其そ

の

末

端

ま

つ

た

ん

に

達た

つ

せ

ん

も

の

と

、

航

走

こ

う

そ

う

を

急い

そ

ぐ

の

で

あ

る

が

、

進す

ゝ

め

ど

も

〱

更さ

ら

に

末

端

ま

つ

た

ん

を

見み

な

い

。

加く

は

ふ

る

に

猛

烈

も

ふ

れ

つ

な

る

大お

ほ

吹

雪

ふ

ぶ

き

は

數

次

し

ば

〱

來

襲

ら

い

し

う

し

波

浪

は

ら

う

亦ま

た

立た

ち

騷さ

わ

い

で

、
大

お
ほ
い

に

進し

ん

航こ

う

の

困

難

こ

ん

な

ん

を

來き

た

し

た

。 

『

此こ

の

氷

山

ひ
や
う
ざ
ん

を

離は

な

れ

て

南

進

な

ん

し

ん

し

た

ら

、

ロ

ッ

ス

海か

い

で

あ

ら

う

』

と

船

長

せ
ん
ち
や
う

は

云い

ふ

。

併し

か

し

何

時

い

つ

 

tasaka
ノート
３１頁　南極圏突進の航海地平線上に一大白光體見ゆ 猛烈なる大吹雪

tasaka
ノート
明治四十四年十二月二十一日 午前十一時 船側ヨリ約1/4哩ニ見タルモノ 位置 南緯六十九度二十五分 東経百七十七度四十分
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に

至い

た

れ

ば

全
ま
つ
た

く

離は

な

れ

得う

る

も

の

か

、
前ぜ

ん

途と

全
ま
つ
た

く

測は

か

る

べ

か

ら

ず

で

、
加く

は

ふ

る

に

前

面

ぜ

ん

め

ん

に

他た

の

靴

形

く

つ

が

た

の

大だ

い

氷

山

ひ
や
う
ざ
ん

も

現あ

ら

は

れ

不

安

ふ

あ

ん

は

刻こ

く

一
刻こ

く

と

募つ

の

る

の

み

で

あ

る

。 
其そ

の

日ひ

は

終

日

し

う

じ

つ

、
其そ

の

夜よ

は

終

夜

し

う

や

、
魔ま

の

如ご

と

き

氷

山

ひ
や
う
ざ
ん

を

右

舷

う

げ

ん

に

見み

乍な

が

ら

東と

う

東〱

北ほ

く

の

針

路

し

ん

ろ

を
航こ

う

走そ

う

し

た

。
が

相あ

ひ

變か

わ

ら

ず

末

端

ま

つ

た

ん

を

見み

ず

し

て

、
翌よ

く

二

十

二

日に

ち

と

な

つ

た

。
船ふ

ね

は

午

前

ご

ぜ

ん

一

時じ

、

百

八

十

度ど

線せ

ん

を

越こ

え

て

西

經

せ

い

け

い

に
入い

つ

た

が

、

此こ

の

日ひ

も

終

日

し

う

じ

つ

大だ

い

氷

山

ひ
や
う
ざ
ん

か

ら

離は

な

れ

る

事こ

と

が

能で

き

ず

、
翌よ

く

二

十

三

日に

ち

午

前

ご

ぜ

ん

二

時じ

漸
や
う
や

く

其そ

の

東

端

と

う

た

ん

と

覺お

ぼ

し

き

點て

ん

へ

出で

た

。
船ふ

ね

は

そ

れ

よ

り

南な

ん

東と

う

の

航

路

こ

う

ろ

を

採と

つ

た

が

此こ

の

長
ち
や
う

氷

山

ひ
や
う
ざ
ん

は

非

常

ひ

じ

や

う

に
長な

が

き

氷

堤

ひ
や
う
て
ひ

が

崩く

づ

れ

落お

ち

て

、
果は

て

も

知し

れ

ざ

る

程ほ

ど

の

大ば

い

氷

山

ひ
や
う
ざ
ん

と

爲な

つ

た

も

の

と
思な

も

は

れ

る

。 

流

氷

り
う
ひ
や
う

は

進す

ゝ

む

に

從
し
た
が

ひ

漸
や
う
や

く

低ひ

く

く

、
何い

づ

れ

も

大だ

い

氷

盤

ひ
や
う
ば
ん

の

群

集

ぐ

ん

し

う

せ

る

も

の

と

な

り
、
船ふ

ね

は

一

望ぼ

う

皚

々

が

い

〱

た

る

浮

氷

ふ

ひ

や

う

の

野や

に

入い

つ

た

。
氷

上

ひ
や
う
じ
や
う

に

積つ

も

れ

る

雪

中

せ

つ

ち

う

に

は

、
ペ

ン

グ

イ

ン

鳥て

う

海

豹

か

い

へ

う

の

遊あ

そ

ぶ

も

見み

え

、

奇

聲

き

せ

い

は

氷
こ
ほ
り

又ま

た

氷
こ
ほ
り

を

傳つ

た

う

て

天

地

て

ん

ち

の

靜せ

い

寂
ぢ
や
く

を

破や

ぶ

つ

て

居ゐ

る

。 

例れ

い

の

苦

心

く

し

ん

多お

ほ

き

縫ほ

う

航こ

う

で

、

此こ

の

氷

野

ひ

や

う

や

を

前

進

ぜ

ん

し

ん

す

る

こ

と

二

時じ

間か

ん

に

亘わ

た

つ

た

時と

き

、

又ま

た

々〱

群ぐ

ん

氷
ぴ
や
う

の

來

襲

ら

い

し

う

を

受う

け

、
前

進

ぜ

ん

し

ん

頗
す
こ
ぶ

る

危

險

き

け

ん

と

な

つ

た

の

で

、
止や

む

な

く

逆

航

ぎ
や
く
こ
う

に

決け

つ

し
、
急き

う

遽き

よ

船

首

せ

ん

し

ゅ

を

東

北

と

う

ほ

く

の

針

路

し

ん

ろ

に

向む

け

た

。

今

日

け

ふ

此こ

の

頃ご

ろ

の

航

海

こ

う

か

い

は

、

一

た

び

群ぐ

ん

氷ぴ
や
う

を

截き

り

抜ぬ 

tasaka
ノート
３２頁　南極記不安は刻一刻に募る 十二月廿一日（午前晴午後雪）帆走直航距離七十海里 船は西經に入る 終日大氷山より離るゝこと能はず 十二月廿二日（半晴半曇）帆走直航距離七十五海里 一望皚々たる浮氷の野 奇聲天地の静寂を破る 止むなく逆航に決す
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け

る

と

、

直す

ぐ

又ま

た

氷

山

ひ
や
う
ざ
ん

の
出

現

し
ゆ
つ
げ
ん

に

逢あ

ひ

、

辛か

ら

ふ

じ

て

氷

山

ひ
や
う
ざ
ん

を

避さ

け

て

進す

ゝ

ま

ふ

と

す

る

と

、
又ま

た

も

や
群ぐ

ん

氷
ぴ
や
う

に

遮さ

え

ぎ

ら

れ

る

。
前

門

ぜ

ん

も

ん

の

猛も

う

虎こ

、
後

門

こ

う

も

ん

の

兕
き
よ
う

狼ら

う

、
一

難な

ん

去さ

つ

て

又ま

た

一

難な

ん

斯か

く

て

連

日

れ

ん

じ

つ

の

難

航

な

ん

こ

う

の

爲た

め

に

、
船せ

ん

長
ち
や
う

始は

じ

め

船

員

せ

ん

い

ん

の

重お

も

な

る

連

中

れ

ん

ぢ

う

は

、
心

身

し

ん

〱

過

勞

く

わ

ら

う

の

結

果

け

つ

く

わ

、

強

度

き

や

う

ど

の

神し

ん

經け

い

衰

弱

す
ゐ
じ
や
く

に

惱な

や

ま

ん

と

す

る

に

至い

た

つ

た

。 

『

先せ

ん

日し

つ

來ら

い

の

海

上

か
い
じ
や
う

の

狀
じ
や
う

態た

い

か

ら

察さ

つ

す

る

と

、
船ふ

ね

は

餘あ

ま

り

ヴ

ヰ

ク

ト

リ

ア

州し

う

近ち

か

く

を

航こ

う

す

る

よ

り

も

、

寧む

し

ろ

深ふ

か

く

西

經

せ

い

け

い

に

航

入

こ

う

に

ふ

し

、

エ

ド

ワ

ー

ド

七

世せ

い

陸
ラ
ン
ド

に

沿そ

う

て

進す

ゝ

む

方か

た

、

得

策

と

く

さ

く

で

あ

る

。
今い

ま

航こ

う

し

つ

ゝ

あ

る

此こ

の

海

上

か
い
じ
や
う

は

、
エ

ド

ワ

ー

ド

七

世せ

い

陸
ラ
ン
ド

方

面

は

う

め

ん

よ

り

、
氷

堤

ア
イ
ス
、
バ
リ
ア

の

下し

た

を

洗あ

ら

ひ

、

ヴ

ヰ

ク

ト

リ

ア

洲し

う

に

沿そ

う

て

流な

が

る

ゝ

海

流

か

い

り

う

の

爲た

め

に

流

氷

り
う
ひ
や
う

の

多お

ほ

く

は

斯か

く

此

處

こ

ゝ

に

集

滯

し

う

た

い

す

る

も

の

で

あ

ら

う

』
と

の
説せ

つ

、
學

術

部

が

く

じ

ゆ

つ

ぶ

よ

り

出い

で

た

の

で

隊

長

た
い
ち
や
う

は

午ご

后ゞ

三

時じ

よ

り

船

尾

せ

ん

び

室し

つ

に

於お

い

て

、
幹

部

か

ん

ぶ

會

議

く

わ

い

ぎ

を

開ひ

ら

く

こ

と

に

な

つ

た

。
其そ

の

會

議

く

わ

い

ぎ

の

模

様

も

や

う

は

左さ

の

通と

ほ

り

で

あ

る

。 

隊

長
『

今

日

こ

ん

に

ち

ま

で

船

長

せ
ん
ち
や
う

の

苦

心

く

し

ん

は

お

察
さ
つ
し

申ま

を

す

、
併し

か

し

隊

長

た
い
ち
や
う

と

し

て

は

、
一

刻こ

く

も

早は

や

く

上

陸

じ
や
う
り
く

が

し

た

い

。

又ま

た

デ

ビ

ッ

ト
教

授

け

う

じ

ゆ

の

注

意

ち

う

い

を

も

參

考

さ

ん

か

う

に

資し

し

た

く

、

學

術

部

が

く

じ

ゆ

つ

ぶ

よ

り

の

意

見

い

け

ん

も

參さ

ん

酌し
や
く

を

願ね

が

ひ

た

い

』

。

す

る

と

船

長

せ

ん

ち

や

う

は

海

圖

か

い

づ

を

披ひ

ら

き

指さ

し

乍な

が

ら 

tasaka
ノート
３３頁　南極圏突進の航海一難去つて又一難 幹部會議開かる
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船

長
『

最

初

さ

い

し

よ

余よ

の

頭

惱

づ

の

う

に

畫ゑ

が

い

た

考
か
ん
が
へ

で

は

、
ア

ド

ミ

ラ

ル

山

脈

さ
ん
み
や
く

の

一
峰ほ

う

サ

ビ

ネ

山ざ

ん

を

一

度ど

見み

て

航

路

こ

う

ろ

を

定
さ
だ
む

る

目

的

も

く

て

き

で

あ

つ

た

が

、
氷

盤

ひ
や
う
ば
ん

の

一

帶た

い

に

遮さ

へ

ぎ

ら

れ

て

、
果は

た

さ

ず

、
又ま

た

隙す

き

も

あ

ら

ば

南
み
な
み

へ

南
み
な
み

へ

と

突

進

つ

き

す

ゝ

ま

ん

と

焦

慮

せ

う

り

よ

し

た

が

、
途

中

と

ち

う

群ぐ

ん

氷
ひ
や
う

の

爲た

め

に

幾い

く

た

び

か

妨
さ
ま
た
げ

ら

れ

、
右み

ぎ

に

避さ

け

左
ひ
だ
り

に

除よ

け

、
常つ

ね

に

群ぐ

ん

氷
ひ
や
う

を

右

方

う

は

う

に

見み

つ

ゝ
此

處

こ

ゝ

ま

で

進し

ん

航こ

う

し

來き

た

り

、

今

日

け

ふ

は

經け

い

度ど

百

八

十

度ど

線せ

ん

を
往

來

わ

う

ら

い

し

て

居ゐ

る

。

昨

今

さ

く

こ

ん

は

機

關

き

く

わ

ん

の

修

繕

し

う

ぜ

ん

中ち

う

で

あ

る

か

ら

、
明

日

あ

す

か

ら

汽

走

き

そ

う

を

以も

つ

て

流

氷

り
う
ひ
や
う

を

避さ

け

つ

ゝ

、
此こ

の

針

路

し

ん

ろ

を

南

進

な

ん

し

ん

す

る

筈は

づ

で

あ

る

。
此こ

の

二

三

日に

ち

の

狀
じ
や
う

態た

い

を

考
か
ん
が

ふ

る

に

十

分ぶ

ん

南

進

な

ん

し

ん

は

能で

き

る

と

信し

ん

ず

る

』 

武

田

學

術

部

長

『

デ

ビ

ッ

ド

教

授

け

う

じ

ゆ

の

説せ

つ

に

よ

る

と

現

在

げ

ん

ざ

い

船ふ

ね

の

あ

る

地

點

ち

て

ん

の

邊へ

ん

よ

り

西せ

い

經け

い

に

入い

り

南
み
な
み

寒

帶

か

ん

た

い

流
り
ゆ
う

に

随
し
た
が

つ

て

斜
な
な
め

に

エ

ド

ワ

ー

ド

七

世せ

い

州し

う

に

到い

た

り

、

更さ

ら

に

潮

流

ち
よ
う
り
ゆ
う

を

利り

用や

う

し

て

鯨

灣

ホ
エ
ー
ル
、
ベ
イ

に

往ゆ

く

が

可か

な

り

と

の

事こ

と

だ

。

余よ

は

斯か

く

せ

ん

こ

と

を

希

望

き

ぼ

う

す

る

』 

隊

長

『

若も

し

西

經

せ

い

け

い

の

群ぐ

ん

氷
ひ
や
う

に

沿そ

う

て

南

進

な

ん

し

ん

し

て

も

、
又ま

た

前

途

ぜ

ん

と

に

群ぐ

ん

氷
ひ
や
う

あ

る

時と

き

は

、
五

十

海

里

か

い

り

位
ぐ
ら
ゐ

北

航

ほ

く

こ

う

し

、
尙な

ほ

そ

れ

に

て

も

血

路

け

つ

ろ

な

き

時と

き

は

、
已や

む

を

得え

ぬ

か

ら

群り

う

氷
ひ
や
う

や

氷
ひ
や
う

山ざ

ん

の

研

究

け

ん

き

う

を

遂と

げ

て

歸か

へ

る

こ

と

に

な

つ

て

も

、
之こ

れ

は

詮

方

せ

ん

か

た

な

き

事こ

と

で

あ

る

』 

船

長

『

諸

君

し

よ

く

ん

方が

た

に

其そ

れ

丈だ

け

の

決

心

け

つ

し

ん

が

有あ

れ

ば

よ

ろ

し

い

。

然し

か

し

予よ

は

船

長

せ
ん
ち
や
う

と

し 

tasaka
ノート
３４頁　南極記船長海圖を披き指す 十二月廿三日（晴）帆走直航距離十九海里 十二月廿四日（曇後霰）帆走直航距離三十五海里
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て

は

西

經

せ

い

け

い

に

深ふ

か

く

進す

ゝ

め

ば

、
エ

ド

ワ

ー

ド

七

世せ

い

陸
ラ
ン
ド

一

帶た

い

よ

り

の

氷

堤

ア
イ
ス
バ
リ
ア

が

、
數す

う

百

哩
マ
イ
ル

も

突と

つ

出
し
ゆ
つ

し

居を

り

て

、
再

ふ
た
ゝ

び

西

歸

せ

い

き

す

る

の
愚ぐ

を

學ま

な

ぶ

こ

と

の

あ

る

や

も

知し

れ

ざ

る

を

怕を

そ

る

る

の

で

あ

る

。
若も

し

此か

く

の

如ご

と

き

事こ

と

と

な

ら

ば

、
航

海

こ

う

か

い

者し

や

と

し

て

予よ

は

天

下

て

ん

か

の

嘲

笑

て

う

せ

う

を

招ま

ね

ぐ

に

至い

た

る

で

あ

ら

う

。

昨

年

さ

く

ね

ん

（
前

回

ぜ
ん
く
わ
い

）

の

航

路

こ

う

ろ

は

、

予よ

に

十

分ぶ

ん

の

自

信

じ

し

ん

が

あ

る

。

若も

し

不

幸

ふ

か

う

に

し

て

、
不ふ

結

果

け

つ

く

わ

に

終を

は

つ

て

も

、
其そ

の

方ほ

う

が

同お

な

じ

心

配

し

ん

ぱ

い

を

す

る

に

し

て

も

、
國こ

く

民み

ん

に

對た

い

し

申
ま
ほ
し

譯わ

け

が

立た

つ

こ

と

に

な

る

と

思お

も

ふ

』 

以

上

い

じ

や

う

の

如ご

と

く

、

甲

論

こ

う

ろ

ん

、

乙

駁

お

つ

ば

く

、

討

議

と

う

ぎ

を

重か

さ

ね

た

結

果

け

つ

く

わ

、

左さ

の

如ご

と

き

判

決

は

ん

け

つ

と

な

つ

た

。 

（

判

決

は

ん

け

つ

）
東

經

と

う

け

い

百

八

十
度ど

、
西

經

せ

い

け

い

百

七

十

度ど

の

間
あ
ひ
だ

か

ら

、
群ぐ

ん

氷
ひ
や
う

に

沿そ

う

て

進し

ん

航こ

う

す

る

こ

と

。 

斯か

く

て

、
船ふ

ね

は

東

航

と

う

こ

う

の

汽き

走そ

う

を

急い

そ

い

だ

。
折を

り

し

も

南

風

な

ん

ぷ

う

頗
す
こ
ぶ

る

強つ

よ

く

、
密み

つ

雲う

ん

益ま

す

々〱

暗あ

ん

憺た

ん

と

な

り

、

飛ひ

雪せ

つ

粉

々

ふ

ん

ぷ

ん

、

巨き

よ

濤と

う

狂

亂

け

う

ら

ん

、

天

地

て

ん

ち

物も

の

凄す

ご

き

光

景

く
わ
う
け
い

を

呈て

い

し

た

。 

十

二

月
ぐ
わ
つ

二

十

六

日に

ち

午

前

ご

ぜ

ん

一

時じ

か

ら

、

中

部

ち

う

ぶ

甲

板

デ

ッ

キ

に

於お

い

て

餅

搗

も

ち

つ

き

が

始は

じ

ま

つ

た

。 

先ま

づ

炊

事

場

す

ゐ

じ

ば

に

は

、

勇い

さ

ま

し

く

蒸

汽

ス

チ

ー

ム

を
吹ふ

く

大

釜

お

ほ

が

ま

の

上う

へ

に

、

安

田

や

す

だ

船

工

せ

ん

こ

う

の

手て

に

成な

つ

た

二

箇こ

の

蒸

枠

む

し

わ

く

が

載の

せ

ら

れ

て

あ

つ

て

、

其そ

の

外

側

そ

と

が

は

に

は

、

「

初

春

は

つ

は

る

の

壽
こ
と
ぶ
き

立た

つ

や

釜か

ま

の 

tasaka
ノート
３５頁　南極圏突進の航海航路は余に充分の自信あり 群氷に沿ふて進航 巨濤狂亂天地物凄き光景 十二月廿五日（半晴半曇）汽走直航距離十八海里 十二月廿六日（曇）帆走汽走直航距離七海里 甲板上の餅搗
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上う

へ

」
と

か

、
「

松

竹

梅

し
よ
う
ち
く
ば
い

」
と

か

、
「

目め

出で

鯛た

い

」
と

か

、
吉

祥

き
つ
し
よ
う

の

文

字

も

ん

じ

が

記し

る

さ

れ

て

あ

る

。

釜か

ま

の

前ま

へ

に

は

渡

邊

わ

た

な

べ

厨

夫

コ

ツ

ク

や

、
安

田

や

す

だ

船せ

ん

工こ

う

等ら

が

、
餅も

ち

米ご

め

の

世

話

せ

わ

と

餾あ

ん

ご

し

ら

へ

と

の

最

中

さ

い

ち

う

で

、

西

川

に

し

か

は

隊

員

た

い

い

ん

、
高

川

た

か

が

わ

船

員

せ

ん

い

ん

の

兩
り
や
う

人に

ん

は

、
今い

ま

し

も

臼う

す

か

ら

、
移う

つ

し

た

餅も

ち

を

俎

板

ま

な

い

た

に

載の

せ

、
粉こ

な

を

ふ

る

や

ら

、

撫な

で

る

や

ら

で

、

供お

そ

餅な

へ

拵ご

し

ら

へ

に

忙い

そ

が

は

し

い

。 

甲

板

デ

ッ

キ

へ

出で

て

見み

る

と

、
柴

田

し

ば

た

船

員

せ

ん

い

ん

、
花は

な

守も

り

ア

イ

ヌ

の

兩

名

り
や
う
め
い

は

、
調

子

て

う

し

よ

く

雙

方

さ

う

は

う

交

互

か
た
み
が
は
り

に

搗つ

き

下お

ろ

す

。
側そ

ば

に

は

後
う
し
ろ

鉢

卷

は

ち

ま

き

の

藤

平

ふ

ぢ

ひ

ら

火く

わ

夫ふ

長
ち
や
う

が

、
頻し

き

り

に

杵き

ね

の

下し

た

を

く

ぐ

つ

て
、
手て

返が

へ

し

を

す

る

。
處

と
こ
ろ

が

杵

音

き

ね

お

と

は

却

々

な

か

〱

勇い

さ

ま

し

い

が

、
何ど

う

も

搗つ

き

下お

ろ

し

た

時と

き

の

音お

と

が

惡わ

る

い

。

何な

故ぜ

か

と

思お

も

つ

て

、
熟よ

く
視み

る

と

、
之こ

れ

は

尤
も
つ
と
も

千

萬

せ

ん

ば

ん

だ

。
餅も

ち

臼う

す

は

醤

油

し
や
う
ゆ
う

樽だ

る

の

明あ

い

た

の

で

鏡
か
ゞ
み

を

取と

り

去さ

り

、
底そ

こ

に

圓ま

る

木き

を

埋う

づ

め

、
其そ

の

中な

か

に

帆カ

ン

木

綿

パ

ス

を

敷し

い

て

あ

る

と

い

ふ

、
廃

物

は

い

ぶ

つ

利り

用よ

う

の

品

物

し

な

も

の

で

あ

る

。
そ

れ
故ゆ

ゑ

搗

手

つ

き

て

が

力
ち
か
ら

を

出だ

す

割わ

り

に

一

向か

ふ

餅も

ち

の

粒つ

ぶ

々〲

が

消き

え

な

い

。
そ

れ

か

ら

其そ

の

儘ま

ゝ

で

は

動

搖

ぐ

ら

つ

く

の

で

、
二

尺
し
や
く

ば

か

り

の

高た

か

さ

あ

る

船

艙

せ

ん

そ

う

の

水み

づ

除よ

け

へ

頃こ

ろ

合あ

い

の

臺だ

い

と

共と

も

に

鉼
か
す
が
ひ

留ど

め

に

し

て

あ

る

。
兎と

に

角か

く

、
不

完

全

ふ

く

わ

ん

ぜ

ん

乍な

が

ら

も

一

生
し
や
う

懸

命

け

ん

め

い

に

知

恵

ち

ゑ

袋
ぶ
く
ろ

を

絞し

ぼ

つ

た

こ

と

丈だ

け

は

知し

ら

れ

る

。 

そ

こ

で

腕う

で

一

ぱ

い

の

力
ち
か
ら

で

搗つ

い

て

居ゐ

る

う

ち

に

は

何ど

う

か

恁こ

ふ

か

餅も

ち

に

な

る 

tasaka
ノート
３６頁　南極記勇ましき杵の音 餅臼は醤油の空樽



 

tasaka
ノート
明治四十四年十二月十三日撮影 開南丸の出遭ひし大氷山（高さ三百五十尺周圍約六哩の氷山）



 

tasaka
ノート
南極海に於ける元旦祝宴 アデレー、ペングイーン鳥と隊員 南緯六十九度四十分 東經七十一度十五分に海上にて催ふせし 明治四十五年元旦祝宴



―（37）― 

 

が

船ふ

ね

は

動

搖

ど

う

え

う

す

る

、

寒

氣

か

ん

き

は

烈は

げ

し

い

と

來き

て

居ゐ

る

か

ら

、

却

々

な

か

〱

の

骨

折

ほ

ね

お

り

で

あ

る

。

さ

て

柴

田

し

ば

た

、
花は

な

守

組

も

り

ぐ

み

の

一

臼う

す

が

終す

む

と

、
次つ

ぎ

が

三

井

所

み

ゐ

し

よ

、
村

松

む

ら

ま

つ

の

新

組

し

ん

ぐ

み

が

入い

れ

代か

は

つ

て

搗つ

き

初は

じ

め

る

と

、
其そ

の

最

中

さ

い

ち

う

に

雪

片

せ

つ

ぺ

ん

霏

々

ひ

ゝ

と

し

て

飛と

ん

で

來く

る

。
大お

ほ

降ぶ

り

に

な

ら

ぬ

う

ち

に

と

、
杵き

ね

を

早は

や

め

や

う

と

す

る

と

、
杉す

ぎ

丸

太

ま

る

た

の

杵き

ね

は

、
幾

度

い

く

た

び

か

臼う

す

の

緣

邊

ふ

ち

に

當あ

た

り

、
木

屑

き

く

づ

は

餅も

ち

の

中な

か

に

飛

込

と

び

こ

む

と

い

ふ

次

第

し

だ

い

、
漸や

つ

と

一

臼う

す

、
生

命

い

の

ち

か

ら

〲

搗つ

き

終を

は

る

と

、
次つ

ぎ

は

渡

邊

わ

た

な

べ

、
鎌

田

か

ま

だ

組ぐ

み

で

、

杉

崎

す

ぎ

さ

き

船

員

せ

ん

い

ん

も

手

傳

て

つ

だ

ふ

。

そ

れ

が
終す

む

と

其そ

の

次つ

ぎ

が

武

田

た

け

だ

、

多

田

た

ゞ

組ぐ

み

と

い

ふ

風ふ

う

、

斯か

く

て

都

合

つ

が

ふ

五

斗と

の

餅も

ち

を

搗つ

き

終を

は

つ

た

の

は

午

前

ご

ぜ

ん

六

時じ

頃ご

ろ

で

あ

つ

た

。 

餅も

ち

搗つ

き

騷さ

わ

ぎ

て

、

賑に

ぎ

は

つ

て

居ゐ

た

甲

板

デ

ッ

キ

は

、

一

と

頻し

き

り

の

降

雪

か

う

せ

つ

で

白し

ろ

く

な

つ

た

。

や

が

て

、
そ

れ

が

歇や

む

と

、
前

日

ぜ

ん

じ

つ

午ご

前ぜ

ん

頃ご

ろ

か

ら

少す

こ

な

く

な

つ

て

居ゐ

た

流

氷

り
う
ひ
や
う

の

姿
す
が
た

が

、
又ま

た

チ

ラ

〱

と

針

路

し

ん

ろ

に

現あ

ら

は

れ

て

來き

た

。
そ

し

て

午

前

ご

ぜ

ん

九

時じ

に

は

、
又ま

た

も

や

群ぐ

ん

氷
ひ
や
う

の

包

圍

は

う

ゐ

を

受う

け

た

。
船ふ

ね

は

右

曲

う

き

よ

く

、

左

折

さ

せ

つ

、
帆は

ん

、
汽き

兩

走

り
や
う
そ
う

で

長
ち
や
う

時

間

じ

か

ん

の

苦

闘

く

と

う

の

後の

ち

、
辛か

ら

ふ

じ

て
脱

出

だ
つ
し
ゆ
つ

し

得え

た

が

、
午ご

后ゞ

五

時じ

に

至い

た

つ

て

、
高た

か

さ

三

百

尺
し
や
く

、
周

圍

し

う

ゐ

二

哩
マ
イ
ル

位
く
ら
ゐ

の

氷

山

ひ
や
う
ざ
ん

、
右

舷

う

げ

ん

二

三

哩
マ
イ
ル

ば

か

り

に

出

現

し
ゆ
つ
げ
ん

す

る

と

同

時

ど

う

じ

に

、
三

四

町
ち
や
う

乃

至

な

い

し

十

町
ち
や
う

位
く
ら
ゐ

の

氷

盤

ひ
や
う
ば
ん

は

、
群ぐ

ん

を

成な

し

て
來ら

い

襲し

う

し

、

船

體

せ

ん

た

い

は

之こ

れ

に

進

航

し

ん

こ

う

を

遮さ

へ

ぎ

ら

れ

る

と

共と

も

に

背

後

う

し

ろ

よ

り

も

包つ

ゝ

み

込こ

ま 

tasaka
ノート
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れ

て

終し

ま

ひ

、

進

退

し

ん

た

い

維こ

れ

谷き

わ

ま

つ

て
終し

ま

つ

た

。 

此こ

の

時と

き

西

川

に

し

か

は

隊

員

た

い

い

ん

、
安

田

や

す

だ

船

工

せ

ん

こ

う

、
山

邊

や

ま

べ

、
花は

な

守も

り

、

兩
り
や
う

ア

イ

ヌ

の

四

人に

ん

は

、
船ふ

ね

か

ら

氷
ひ
や
う

盤ば

ん

上
じ
や
う

に

下お

り

、
シ

ャ

ビ

ル

、
バ

ケ

ッ

ト

を

以も

つ

て

雪ゆ

き

を

掬す

く

ひ

、
四

斗と

樽だ

る

並
な
ら
び

に

犬い

ぬ

の

料れ

う

水す

い

槽お

け

に

運は

こ

び

込こ

ん

だ

。
此こ

の

機

敏

き

び

ん

な

る

動

作

ど

う

さ

の

う

ち

に

、
船ふ

ね

は

漸
や
う
や

く

血

路

け

つ

ろ

を

開ひ

ろ

き

、
辛か

ら

う

じ

て

突つ

き

貫ぬ

け

る

こ

と

を

得え

た

。
最

初

さ

い

し

よ

汽

走

き

そ

う

の

み

の

時と

き

、
前

進

ぜ

ん

し

ん

を

阻そ

止し

さ

れ

て

終し

ま

つ

た

の

で

、
折を

り

か

ら

の

風

力

ふ
う
り
よ
く

を

利

用

り

よ

う

し

、
總そ

う

帆は

ん

を

展

開

て

ん

か

い

し

て

、
漸

や
う
や

く

突

進

と

つ

し

ん

し

た

の

で

、
氷

ひ
や
う

盤

上

ば
ん
じ
や
う

の

雪ゆ

き

の

掬
す
く
ひ

集
あ
つ
め

は

、

帆ほ

を

張は

る

間ま

の

早は

や

手て

業わ

ざ

で

あ

つ

た

の

だ

。 

斯か

く

て

ホ

ッ

と

一

ト
息い

き

を

吐つ

く

間ま

も

な

く

、
第だ

い

二

の

氷

群

ひ
や
う
ぐ
ん

は

來

襲

ら
い
し
ゆ
う

し

た

。
併し

か

し

幸
さ
い
は
ひ

に

し

て

今

回

こ
ん
く
わ
い

の

は

、
少す

こ

し

軟
や
は
ら

か

で

、
且か

つ

小

型

こ

が

た

で

あ

つ

た

爲た

め

、
前

回

ぜ
ん
く
わ
い

に

比ひ

し

て

容

易

よ

う

い

に

突つ

き

貫ぬ

け

る

こ

と

を

得え

た

。
併し

か

し
骨ほ

ね

の

折を

れ

た

の

は

前

回

ぜ
ん
く
わ
い

同

様

ど

う

や

う

で

あ

つ

た

。
此こ

の

時と

き

に

輓ひ

き

犬い

ぬ

一

頭と

う

を

試
こ
ゝ
ろ

み

に

氷
ひ
や
う

盤

上

ば
ん
じ
や
う

に

下お

ろ

す

と

、
犬い

ぬ

は

喜
よ
ろ
こ

ん

で

走は

し

り

廻ま

わ

つ

た

が

、
結

氷

け
つ
ぴ
や
う

の

薄

弱

は
く
じ
や
く

な

る

部ぶ

分ぶ

ん

へ

行ゆ

く

と

、
前

肢

ま

へ

あ

し

が

海

中

か

い

ち

う

に

陷は

ま

り

さ

う

に

な

る

の

で

、
尻

込

し

り

ご

み

す

る

狀さ

ま

は

頗
す
こ
ぶ

る

滑

稽

こ

つ

け

い

で

あ

つ

た

。
又ま

た

此こ

の

時と

き

下か

方は

う

の

氷

盤

ひ
や
う
ば
ん

と

氷

盤

ひ
や
う
ば
ん

と

の

間
あ
い
だ

か

ら

二

回
く
わ
い

程ほ

ど

海

豹

か

い

へ

う

が

首く

び

を

出だ

し

た

の

で

、

花は

な

守も

り

ア

イ

ヌ

は

早

速

さ

つ

そ

く

銃じ

う

を

持も

つ

て

擊う

た

う

と

し

た

が

、

其そ

れ

つ

限き

り

で

、 

tasaka
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首く

び

を

出だ

さ

な

か

つ

た

。 

恨
う
ら
み

多お

ほ

き

明

治

め

い

ぢ

四

十

四

年ね

ん

も

、
餘あ

ま

す

處
と
こ
ろ

纔わ

づ

か

に

三

日か

な

る

十

二

月
ぐ
わ
つ

二

十

九

日に

ち

は

朝て

う

來ら

い

雲う

ん

翳え

い

な

く

、
出

帆

し
ゆ
つ
ぱ
ん

以

來

い

ら

い

の

快
く
わ
い

晴せ

い

な

の

で

、
甲

板

デ

ッ

キ

も

亦ま

た

出

帆

し
ゆ
つ
ぱ
ん

以

來

い

ら

い

の

賑
に
ぎ
は

ひ

を

呈て

い

し
、
洋

々

や

う

〱

た

る

喜

色

き

し

よ

く

、

靄

々

あ

い

〱

た

る

和

氣

わ

き

は

、
開か

い

南

丸

な

ん

ま

る

に

滿み

ち

充み

ち

た

。 

波

瀾

は

ら

ん

を

經へ

た

る

平

和

へ

い

わ

は

、
活い

け

る

平

和

へ

い

わ

で

あ

る

。
船

長

せ
ん
ち
や
う

は

船ふ

ね

の

安

全

あ

ん

ぜ

ん

の

爲た

め

に

人

事

じ

ん

じ

の

限か

ぎ

り

を

盡つ

く

さ

う

と

す

る

。

隊

長

た
い
ち
や
う

は

少
し
よ
う

々〱

の

危

險

き

け

ん

を

冒を

か

し

て

も

上

陸

じ
や
う
り
く

を

急い

そ

が

う

と

す

る

。

孰い

づ

れ

も

共と

も

に

此こ

の

事

業

じ

げ

ふ

に

生せ

い

を

賭と

し

た
人ひ

と

、

死し

を

決け

つ

し

た

人ひ

と

で

あ

る

以

上

い

じ

や

う

、

雙

方

さ

う

は

う

に

五

分ぶ

々

々
〱

の

理り

は

あ

る

。
そ

こ

で

双

方

さ

う

は

う

は

互
た
が
ひ

に

讓ゆ

づ

つ

て

、
隊

長

た
い
ち
や
う

は

船せ

ん

長
ち
や
う

を

急い

そ

が

せ

乍な

が

ら

も

其そ

の

人ひ

と

を

信し

ん

じ

、
船

長

せ
ん
ち
や
う

は

隊

長

た
い
ち
や
う

の

意い

を

諒
り
や
う

と

し

て

、
益ま

す

々〱

努

力

ど

り

よ

く

の

度ど

を

高た

か

め

る

。
斯か

く

し

て

漸
や
う
や

く

連

日

れ

ん

じ

つ

の

氷

圍

ひ

や

う

ゐ

を

脱だ

つ

し

、
今

日

け

ふ

は

幸
さ
い
は
ひ

に

も

無む

氷

海

ひ
や
う
か
い

に

入い

り

、
出

帆

し
ゆ
つ
ぱ
ん

以

來

い

ら

い

の

快
く
わ
い

晴せ

い

を

迎む

か

へ

、
こ

ゝ

に
双

方

さ

う

は

う

は

、
お

互
た
が
ひ

に

事

業

じ

げ

ふ

の

爲た

め

に

議

論

ぎ

ろ

ん

を

交ま

じ

へ

た
効か

ひ

の

顕あ

ら

は

れ

た

の

を

笑わ

ら

つ

て

喜
よ
ろ
こ

ん

だ

。
之こ

れ

こ

そ

眞し

ん

の

平

和

へ

い

わ

で

あ

る

。
而し

か

し

て

幹

部

か

ん

ぶ

の

融

合

ゆ

う

が

ふ

は

即
す
な
は

ち

部

下

ぶ

か

の

融

合

ゆ

う

が

ふ

で

あ

る

。
前

途

ぜ

ん

と

に

は

目

的

も

く

て

き

の

ロ

ッ

ス

海か

い

が

目

捷

も
く
し
よ
う

の

間
あ
ひ
だ

に

控ひ

か

え

て

居ゐ

る

。
油

斷

ゆ

だ

ん

は

出

來

で

き

ぬ

が

先ま

づ

〱

此

分

こ

の

ぶ

ん

な

ら

ば

大

丈

だ

い

ぢ

や

う

夫ぶ

と

、

總

員

そ

う

い

ん

は

出

帆

し

ゆ

つ

ぱ

ん

以

來

い

ら

い

の

愁

眉

し

う

び

を

開ひ

ら

き 

tasaka
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連

日

れ

ん

じ

つ

の

難

航

な

ん

こ

う

を

語か

た

り

艸ぐ

さ

と

し

た

。 

太

陽

た

い

や

う

は

前

日

ぜ

ん

じ

つ

頃ご

ろ

か

ら

頭

上

づ

じ

や

う

で

環

狀

く
わ
ん
じ
や
う

を

描ゑ

が

く

の

み

で

、

更さ

ら

に

水

平

す

い

へ

い

線せ

ん

下か

に

沒ぼ

つ

し

な

い

。

全
ま
つ
た

く

の

永

晝

え

い

ち

う

で

あ

る

。
甲

板

デ

ッ

キ

よ

り

見み

亘わ

た

す

四

方は

う

の

海う

み

面づ

ら

は

、
波な

み

收を

さ

ま

つ

て

一

片ぺ

ん

の

氷
ひ
や
う

痕こ

ん

も

な

く

、

船ふ

ね

は

和わ

風ふ

う

に

帆ほ

を
張は

り

つ

ゝ

南

進

な

ん

し

ん

し

て

居ゐ

る

。

行

手

ゆ

く

て

の

波な

み

、

間ま

時

々

と

き

〲

鯨

群

げ

い

ぐ

ん

は

潮

柱

し
ほ
ば
し
ら

を

立た

て

、

そ

れ

が

日

光

い
つ
く
わ
う

に
映え

い

じ

て

美う

る

は

し

き

虹に

じ

を

彩い

ろ

ど

る

。 

さ

て

、
甲

板

デ

ッ

キ

に

集
あ
つ
ま

つ

た

連

中

れ

ん

ぢ

う

の

行

動

か

う

ど

う

の

鳥
バ
ア
ド
、

眼
ア
イ
、

瞰
ヴ
ィ
ユ

を

示し

め

す

と

、
隊

長

た
い
ち
や
う

は

多

田

た

ゞ

、
村

松

む

ら

ま

つ

の

兩
り
や
う

隊

員

た

い

い

ん

に

命め

い

じ

て

蓄ち

く

音

機

お

ん

き

に

耳み

ゝ

を

娯
た
の
し

ま

せ

て

居ゐ

る

。
當た

う

直
ち
ょ
く

船

員

せ

ん

い

ん

等ら

は
各

々

お

の

〱

甲

板

デ

ッ

キ

上
じ
や
う

の

作さ

業げ

ふ

に

勞ら

う

し

て

居ゐ

る

。
花は

な

守も

り

、
山

邊

や

ま

べ

の

兩
り
や
う

ア

イ

ヌ

は

、
池

田

い

け

だ

學

士

が

く

し

の

寢ね

袋
ぶ
く
ろ

裁

縫

さ

い

ほ

う

に

餘よ

念ね

ん

な

く

、
床

屋

と

こ

や

は

鋏
は
さ
み

を

バ

チ
付つ

か

せ

て

、
非ひ

番ば

ん

船せ

ん

員い

ん

の

髪か

み

を

チ

ョ

キ

〱

や

つ

て

居を

る

。
安

田

や

す

だ

船

工

せ

ん

こ

う

は

海か

い

深し

ん

計け

い

の

製

作

せ

い

さ

く

を

な

し

、

天

狗

て

ん

ぐ

連れ

ん

の
圍ゐ

碁ご

は

二

三

の

彌や

次じ

馬う

ま

連れ

ん

に

取

圍

と

り

か

こ

ま

れ

て

興
き
や
う

を

湧わ

か

せ

て

居ゐ

る

。
三

井

み

ゐ

所し

よ

部

長

ぶ

ち

や

う

は

寫し

や

眞

機

し

ん

き

の

革か

は

細

工

ざ

い

く

を

試
こ
ゝ
ろ

み

、
武

田

た

け

だ

部

長

ぶ

ち

や

う

は

コ

ン

パ

ス

の

差

異

さ

ゐ

を

調し

ら

べ

て

居ゐ

る

。
又ま

た

中な

か

に

は

銃じ

う

を

手て

に

し

て

甲

板

デ

ッ

キ

を

右う

往わ

う

左さ

往わ

う

す

る

者も

の

あ

れ

ば

、
欄て

す

平り

に

凭よ

つ

て

雲く

も

や
波な

み

の

ス

ケ

ッ

チ

に

夢

中

む

ち

う

に

な

つ

て

居ゐ

る

者も

の

も

あ

る

。
而し

か

し

て

此こ

れ

等ら

の

連

中

れ

ん

ぢ

う

を

田た

泉
い
づ
み

技ぎ

師し

は

、

一

々

活
く
わ
つ

動ど

う

寫し

や

眞し

ん

に

撮

影

さ

つ

え

い

し

て

居ゐ

る

。 
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甲

板

デ

ッ

キ

の

處

々

し

よ

〱

に

は

稀ま

れ

に

逢あ

ふ

た

快
く
わ
い

晴せ

い

と

て

、
好こ

う

機き

逸い

つ

す

べ

か

ら

ず

と

、
久ひ

さ

し

く
日に

つ

光
く
わ
う

に

曝さ

ら

さ

な

か

つ

た

寢し

ん

具ぐ

を
干ほ

し

連つ

ら

ね

て

あ

る

。
す

べ

て

が

恁こ

ふ

し

て

長

閑

の

ど

か

さ

う

で

あ

る

。

太

平

た

い

へ

い

ら

し

く

見み

へ

る

。 

處
と
こ
ろ

が

、
此こ

の

平

和

へ

い

わ

は

、
天

候

て

ん

こ

う

の

劇

變

げ

き

へ

ん

を

以も

つ

て

名な

あ

る

南

極

な
ん
き
よ
く

の

海

上

か
い
じ
や
う

と

て

、
久ひ

さ

し

き

に
亘わ

た

る

こ

と

を

許ゆ

る

さ

な

か

つ

た

。
午

後

ご

ゞ

四

時じ

太

陽

た

い

や

う

が

一

片ぺ

ん

の

雲

中

う

ん

ち

う

に

其そ

の

光
ひ
か
り

を

隠か

く

す

と

共と

も

に

寒か

ん

氣き

急き

う

に

加く

は

は

り

、
や

が

て

午ご

后ゞ

十

時じ

に

至い

た

る

や

、
吹ふ

雪ぶ

き

さ

へ

襲

來

し

う

ら

い

し

た

。
そ

し

て

半は

ん

雪せ

つ

半は

ん

曇ど

ん

の

天

候

て

ん

こ

う

は

、
翌よ

く

三

十

日に

ち

と

、
翌よ

く

々〱

三

十

一

日に

ち

と

に

續つ

ゞ

き

、
氣

溫

き

お

ん

は

著
い
ち
じ

る

し

く

下

降

か

か

う

し

、

船ふ

ね

の

傾

斜

け

い

し

や

は

絶た

え

ず

三

十

五

度ど

位
く
ら
ゐ

に

達た

つ

し

た

。 

併し

か

し

此こ

の

日ひ

の

快
く
わ
い

晴せ

い

は

、
何ど

れ

丈だ

け

總そ

う

員い

ん

の

健

康

け

ん

こ

う

を

增ぞ

う

進し

ん

し

た

か

知し

れ

ぬ

。
殊こ

と

に
此こ

の

日ひ

を

利

用

り

よ

う

し

て

整
と
ゝ
の

へ

ら

れ

た

迎げ

い

年ね

ん

の

準

備

じ

ゆ

ん

び

は

、
他た

の

風

雪

ふ

う

せ

つ

の

日ひ

の

十
日か

以

上

い

じ

や

う

に

相

當

さ

う

た

う

す

る

も

の

で

あ

つ

た

。 

元

旦

ぐ
わ
ん
た
ん

は

來き

た

。
希

望

き

ぼ

う

多お

ほ

き

明

治

め

い

ぢ

四

十

五

年ね

ん

の

元

旦

ぐ
わ
ん
た
ん

は
來き

た

。
總

員

そ

う

い

ん

は

爽

昧

よ

あ

け

よ

り

起お

き

出い

て

、

隊た

い

服ふ

く

隊た

い

帽ぼ

う

整せ

い

然ぜ

ん

と

し

て

、

隊た

い

長ち
や
う

室し

つ

に

至い

た

り

、

先ま

づ
 

上か

み

兩り
や
う

陛へ

い

下か

の

御ご

眞し

ん

影え
い 
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に

禮

拜

ら

い

は

い

し

、
次つ

い

で

各か

く

員い

ん

互た

が

ひ

に

新

春

し
ん
し
ゆ
ん

の

慶け

い

詞し

を

交

換

か
う
く
わ
ん

し

た

。
門か

ど

松ま

つ

〆し

め

飾
か
ざ
り

の

な

い

元
ぐ
わ
ん

朝て

う

で

は

あ

る

が

、
前

途

ぜ

ん

と

に

光

明

く
わ
う
め
う

の
輝か

ゞ

や

い

て

居ゐ

る

年と

し

の

始は

じ

め

と

て

、
一

夜や

明あ

く

れ

ば

氣き

も

變か

は

る

の

諺
こ
と
わ
ざ

に

洩も

れ

ず

、
總

員

そ

う

い

ん

の

顏か

ほ

に

は

何な

ん

と

な

く
元

氣

げ

ん

き

が

溢あ

ふ

れ

て

居ゐ

て

、
笑わ

ら

ひ

さ

ゞ

め

く

聲こ

ゑ

も

、

自
お
の
づ

か

ら

活

氣

く

わ

つ

き

を

帶お

び

て
聞き

か

れ

る

。 

午ご

前ぜ

ん

七

時じ

三

十

分ぷ

ん

、
雑

煮

ざ

う

に

の

祝
い
は
ひ

が

始は

じ

ま

つ

た

。
下

戸

げ

こ

も

上

戸

じ

や

う

ご

も

、
一

盞さ

ん

の

葡

萄

ぶ

ど

う

酒し

ゆ

を

屠

蘇

と

そ

の

盃
さ
か
づ
き

に

代か

へ

、
さ

て

祝い

は

ふ

雑ざ

う

煮に

の

椀わ

ん

數か

ず

、
餅も

ち

の

數か

ず

、
二

年ね

ん

振ぶ

り

の

故

郷

ふ

る

さ

と

の

味
あ
ぢ
は
ひ

を

鱈た

ら

腹ふ

く

賞
し
よ
う

翫
ぐ
わ
ん

し

、

厨

夫

コ

ッ

ク

の

忙せ

わ

し

げ

に

餅も

ち

焼や

く

さ

ま

も

、

亦ま

た

新

春

し
ん
し
ゆ
ん

の

一

畫ぐ

わ

題だ

い

で

あ

る

。 

午

前

ご

ぜ

ん

十

時じ

か

ら

甲

板

デ

ッ

キ

上
じ
や
う

で

、
遙は

る

か

に

皇

居

く
わ
う
き
よ

に

向む

か

ひ

、
遙え

う

拜は

い

の

式し

き

を

擧あ

げ

る

筈は

づ

で

あ

つ

た

が

、
南

風

な

ん

ぷ

う

猛

烈

も

う

れ

つ

を

極き

は

め

、
怒ど

濤と

う

甲

板

デ

ッ

キ

を

洗あ

ら

ふ

と

い

ふ

始し

末ま

つ

ゆ

ゑ

、
已や

む

を

得え

ず

一

兩
り
や
う

日に

ち

延え

ん

期き

す

る

こ

と

に

し

た

。 

正
し
や
う

午ご

一

同ど

う

は

祝
し
ゆ
う

儀ぎ

の

引ひ

き

出で

物も

の

を

分

配

ぶ

ん

ぱ

い

し

た

。
添て

ん

付ぷ

さ

れ

た

る

目も

く

錄ろ

く

を

披ひ

ら

く

と

、
鯣

す
る
め

一

枚ま

い

、
淡あ

は

雪ゆ

き

（

餅も

ち

米ご

め

製せ

い

菓く

わ

）
一

箱は

こ

、
鯛た

い

一

尾び

、
ビ

ス

ケ

ッ

ト

十

五

枚ま

い

と

あ

る

。
一

同ど

う

は

鯛た

い

一

尾び

と

あ

る

の

は

、
何い

づ

れ

滓か

す

漬づ

け

か

乾ひ

物も

の

の

鯛た

い

で

あ

ら

う

と

思お

も

つ

た

處
と
こ
ろ

が

、
豈あ

に

圖は

か

ら

ん

や

、

鯛た

い

と

申ま

を

す

は

立り

つ

派ぱ

な

大お

ほ

鯛だ

い

の

焼や

き

物も

の

、

驚お
ど
ろ

く

な

か

れ

目め

の

下し

た

八

分ぶ

と

い

ふ

稀

代

き

た

い 

tasaka
ノート
４２頁　南極記屠蘇に代ゆる葡萄酒の祝盃
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の

大お

ほ

鯛だ

い

、
正

し
や
う

體た

い

は

ぎ△

す△

け△

煮に

と

知し

れ

た

の

で

、
ド

ッ

と

い

ふ

哄こ

う

笑せ

う

の

聲こ

ゑ

は

船せ

ん

内な

い

に

漲
み
な
ぎ

り

渡わ

た

つ

た

。 
兎と

に

角か

く

風ふ

う

波は

が

荒あ

ら

い

の

で

、
室し

つ

内な

い

餘よ

興
き
や
う

も

延え

ん

期き

と

決け

つ

し

、
煖

爐

ス

ト

ー

ヴ

會
く
わ
い

議ぎ

に

花は

な

を

咲さ

か

せ

て

此こ

の

一

日じ

つ

を

暮く

ら

し

た

が

、
翌よ

く

二

日か

に

至い

た

つ

て

も

、

強
き
や
う

風ふ

う

は

依い

然ぜ

ん

と

し

て

吹ふ

き

荒す

さ

ん

で

居ゐ

る

。
併し

か

し

波な

み

だ

け

は

稍や

や

和や

わ

ら

い

だ

や

う

で

あ

る

。
甲

板

デ

ッ

キ

に

出で

て

見み

る

と

、
空そ

ら

翔か

け

る

海か

い

鳥て

う

漸
や
う
や

く

多お

ほ

く

、
船ふ

ね

の

陸り

く

地ち

に

近ち

か

づ

い

た

こ

と

が

解わ

か

る

。
夕ゆ

う

刻こ

く

花は

な

守も

り

ア

イ

ヌ

は

、
南な

ん

方ぱ

う

雲う

ん

烟え

ん

糢も

糊こ

の

間
あ
ひ
だ

に

、
山さ

ん

岳が

く

を

認み

と

め

た

と

云い

つ

た

が

、
一

天て

ん

の

曇ど

ん

色
し
よ
く

濛も

う

々〱

と

し

て

遂つ

ひ

に

實じ

つ

測そ

く

は

出で

來き

ず

に

終し

ま

つ

た

。 

翌あ

く

れ

ば

三

日か

、
今

日

け

ふ

は

快
く
わ
い

晴せ

い

で

、
波は

濤と

う

靜せ

い

穏お

ん

、
軟な

ん

風ぷ

う

徐
お
も
む

ろ

に

海か

い

面め

ん

を

吹ふ

き

、
飛と

ぶ

水す

い

禽き

ん

の

羽は

翼が

ひ

も

長

閑

の

ど

か

さ

う

に

見み

え

る

。 

午ご

前ぜ

ん

七

時じ

、

島し

ま

事じ

務む

長
ち
や
う

は

、 

『

陸り

く

だ

ッ

〱

、
陸り

く

が

見み

え

た

ぞ

ッ

』
と

、

喜
よ
ろ
こ

ば

し

げ

に

各か

く

室し

つ

へ

觸ふ

れ

廻ま

わ

つ

た

の

で

總そ

う

員い

ん

は

ド

ヤ

〱

と

上
じ
や
う

甲

板

か

ん

ぱ

ん

に

集あ

つ

ま

り
何い

づ

れ

も

萬ば

ん

歳ざ

ん

々

々
〱

を

絶ぜ

つ

叫
き
や
う

し

て

景け

い

氣き

づ

く

。
取と

り

わ

け

隊た

い

長
ち
や
う

の

喜き

面め

ん

と

船せ

ん

長
ち
や
う

の

欣き

ん

顏が

ん

と

は

出
し
ゆ
つ

帆ぱ

ん

以い

來ら

い

の

血け

つ

色
し
よ
く

を
呈て

い

し

た

。 

tasaka
ノート
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身み

に

沁し

み

渡わ

た

る

寒か

ん

風ぷ

う

の

凛り

ん

烈れ

つ

た

る

中な

か

に

佇ち

よ

立り

つ

し

て

遙は

る

か

に

針し

ん

路ろ

を

見み

亘わ

た

す

と

、
卷け

ん

層そ

う

雲う

ん

の

切き

れ

間ま

か

ら

、
白は

く

姿し

の

連れ

ん

山ざ

ん

糢も

糊こ

と

し

て

現あ

ら

は

れ

、

針は

り

の

如ご

と

き

高か

う

峰ほ

う

の

絶ぜ

つ

巓て

ん

奥お

く

へ

〱

と

立た

ち

並な

ら

ぶ

。
此こ

の

雄

大

ゆ

う

だ

い

な

る

陸り

く

影え

い

は

、
幾い

く

多た

日じ

つ

、
水み

づ

と

雲く

も

と

氷
こ
ほ
り

と

の

外ほ

か

何

者

な

に

も

の

を

も

見み

な

か

つ

た

總

員

そ

う

い

ん

の

眼め

に

は

又ま

た

な

く

懐な

つ

か

し

き

景け

い

物ぶ

つ

と

し

て

映え

い

じ

た

の

で

あ

る

。 

『

い

よ

〱

南

極

な
ん
き
よ
く

の

玄

關

げ
ん
く
わ
ん

口ぐ

ち

へ

來き

た

の

だ

群ぐ

ん

山ざ

ん

は

吾わ

れ

等ら

を

出で

迎む

か

へ

て

居ゐ

る

の

だ

』
と

思お

も

へ

ば

、

心
こ
ゝ
ろ

躍お

ど

り

て

覺お

ぼ

え

ず

痛つ

う

快
く
わ
い

！

を

叫さ

け

び

た

く

な

る

。 

是こ

れ

等ら

の

群ぐ

ん

山ざ

ん

、
連

峰

れ

ん

ぽ

う

は

、
サ

ウ

ス

ヴ

ヰ

ク

ト

リ

ア

州
ラ
ン
ド

の

西せ

い

端た

ん

に

位
く
ら
ゐ

す

る

ア

ド

ミ

ラ

ル

山さ

ん

脈
み
や
く

の

一

帶た

い

で

、
ア

ド

ム

ミ

ン

ト

、

ロ

ビ

ン

ソ

ン

等な

ど

の

峻
し
ゆ
ん

巓て

ん

、

萬ば

ん

尺
じ
や
く

高た

か

く

天て

ん

を

衝つ

き

、

壯さ

う

觀
く
わ
ん

無む

比ひ

、

南

極

な
ん
き
よ
く

地

方

ち

は

う

な

ら

で

は

到と

う

底て

い

見み

ら

れ

ぬ
絶

景

ぜ

つ

け

い 

tasaka
ノート
４４頁　南極記雄大なる陸影限界に映ず 愈々南極の玄關口に來れり
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で

あ

る

。 

船ふ

ね

の

進す

ゝ

む

に

隨
し
た
が

ひ

、
陸り

く

影え

い

漸
や
う
や

く

展

開

て

ん

か

い

し

、
ロ

バ

ー

ト

ソ

ン

灣ベ

イ

南な

ん

岸が

ん

の

氷

山

ひ
や
う
ざ
ん

、
雪

野

せ

つ

や

は

皓こ

う

と

し

て

、
視し

界か

い

に

入い

り

、
層そ

う

雲う

ん

中ち

う

よ

り

ア

デ

レ

ー

岬
み
さ
き

の
高か

う

臺だ

い

、
屹き

つ

と

し

て

現あ

ら

は

る

。
此こ

の

邊へ

ん

は

一

帶た

い

の

絶ぜ

つ

壁ぺ

き

で

三

十

度ど

乃

至

な

い

し

四

十

度ど

の

傾

斜

け

い

し

や

を

示し

め

せ

る

雪ゆ

き

畦あ

ぜ

連れ

ん

亙こ

う

し

、
處し

よ

々〱

の

氷
ひ
や
う

雪せ

つ

の

融ゆ

う

解か

い

部ぶ

は

班は

ん

々ぱ

ん

た

る

黑こ

く

點て

ん

を

露あ

ら

は

し

て

居ゐ

る

。
試

こ
ゝ
ろ

み

に

十

五

哩
マ
イ
ル

の

沖お

き

か

ら
望ぼ

う

遠ゑ

ん

鏡
き
や
う

を

透と

ほ

し

て

見み

る

と

、
一

帶た

い

の

丘き

う

陵れ

う

は

悉
こ
ゝ
〲

く

氷
ひ
や
う

岩が

ん

よ

り

成な

つ

た

も

の

で

、
光

く
わ
う

線せ

ん

の

反は

ん

射し

や

の

爲た

め

に

岩が

ん

石せ

き

か

の

如ご

と

く

見み

ゆ

る

の

で

、
融

解

ゆ

う

か

い

部ぶ

の

黑こ

く

色
し
よ
く

を

呈て

い

せ

る

斑は

ん

點て

ん

は

、
全

ま
つ
た

く

火く

わ

山ざ

ん

岩が

ん

の

露ろ

出
し
ゆ
つ

し

た

も

の

で

あ

る

こ

と

が

知し

ら

れ

た

。 

先さ

き

に

見み

え

た

る

連

峰

れ

ん

ぽ

う

は

、
此こ

の

半

島

は

ん

と

う

の

後

方

こ

う

ほ

う

に

聳
し
よ
う

立り

つ

し

、

白

雲

は

く

う

ん

層そ

う

中ち

う

に

隠ゐ

ん

見け

ん

出し
ゆ
つ

沒ぼ

つ

し

て

居ゐ

た

が

、

や

が

て

午

前

ご

ぜ

ん 

tasaka
ノート
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十

時じ

に

至い

た

る

や

、

前ぜ

ん

年ね

ん

ス

コ

ッ

ト

大

佐

た

い

さ

の

地

理

ち

り

研

究

け

ん

き

う

分

隊

ぶ

ん

た

い

の

上

陸

じ
や
う
り
く

し

た

る

、

ア

デ

レ

ー

岬
み
さ
き

も

、
既す

で

に

船

尾

せ

ん

び

の

位

置

ゐ

ち

に

退
し
り
ぞ

き

、
針

路

し

ん

ろ

に

は

ホ

エ

ウ

エ

ル

の

白は

く

姿し

愈
い
よ
い

よ

鮮あ

ざ

や

か

に

眼が

ん

前ぜ

ん

に

立た

ち

、

再さ

い

逢ほ

う

の

サ

ビ

ネ

山ざ

ん

も

次

第

し

だ

い

に

後

方

こ

う

は

う

に

遠と

ほ

ざ

か

り

、

淡あ

わ

く

積せ

き

層そ

う

雲う

ん

中ち

う

に

其そ

の

白は

く

頂
ち
や
う

を

露あ

ら

は

し

て

居ゐ

る

。 

此こ

の

風

景

ふ

う

け

い

を

背

景

は

い

け

い

と

し

て

、
午

後

ご

ゞ

一

時じ

よ

り

學が

く

術
じ
ゆ
つ

室し

つ

外
ぐ
わ
い

上

甲

板

ハ

ウ

ス

に

於お

い

て

、
延

期

え

ん

き

中ち

う

で

あ

つ

た

元

旦

ぐ
わ
ん
た
ん

遙え

う

拜は

い

式し

き

は

擧き

よ

行か

う

さ

れ

た

。
各か

く

員い

ん

は

防ぼ

う

寒か

ん

服

裝

ふ

く

そ

う

に

て

整せ

い

列れ

つ

す

る

や

、
隊た

い

長
ち
や
う

は

北ほ

く

方は

う

に

面め

ん

し

、
遙は

る

か

に

皇

居

く
わ
う
き
よ

に

向む

か

つ

て

式

辭

し

き

じ

を

朗

讀

ら

う

ど

く

し

、
終を

は

つ

て

陛

下

へ

い

か

の
萬ば

ん

歳ざ

い

を

三

唱
し
や
う

し

た

。
此こ

の

式し

き

の
爲た

め

に

特と

く

に

掲

揚

け

い

や

う

せ

ら

れ

た

る

帆

檣

マ

ス

ト

上
じ
や
う

の

國こ

く

旗き

、
隊た

い

旗き

は

、

軟
や
は
ら

か

き

波な

み

風か

ぜ

に

翻
ひ
る
が
へ

り

つ

、

一

波ぱ

動う

ご

か

ぬ

疊
た
ゝ
み

の

如ご

と

き

波

間

な

み

ま

に

は

、

鮪
ま
ぐ
ろ

の

遊

泳

ゆ

う

え

い

か

と

思お

も

は

る

る

態

度

や

う

す

し

て

、

ペ

ン

グ

イ

ン

鳥て

う

の

一

隊た

い

巧た

く

み

に

波

間

は

か

ん

を

出

沒

し
ゆ
つ
ぼ
つ

し

、

又ま

た

遠

近

ゑ

ん

き

ん

の

岸

邊

き

し

べ

に

は

、

ペ

グ

イ

ギ

ン

鳥て

う

の

奇き

聲せ

い

斷だ

ん

又ま

た

續ぞ

く

折お

り

し

も

舷げ

ん

上
じ
や
う

萬ば

ん

歳ざ

い

を

三

唱
し
よ
う

の

聲こ

ゑ

に

和わ

し

て

、
寂せ

き

々〱

た

る

天

地

て

ん

ち

に

反

響

は
ん
き
や
う

し

て

居ゐ

る

。 

や

が

て

、
夕せ

き

陽や

う

斜な

ゝ

め

に

針

路

し

ん

ろ

を

照て

ら

す

と

共と

も

に

、
赤せ

き

色
し
よ
く

の

水

平

す

い

へ

い

線せ

ん

上
じ
や
う

に

帽

子

ぼ

う

し

形が

た

の

大だ

い

小せ

う

數す

う

箇こ

の

島し

ま

影か

げ

は

、

點て

ん

々〱

と

し

て

視し

界か

い

に

入い

り

來き

た

つ

た

。

之こ

れ

は

ペ

ン

グ

イ

ン

鳥て

う 

tasaka
ノート
４６頁　南極記鮮やかに眼前に立つホエウエルの白姿 萬歳三唱 波間に出没せるペングイーン鳥の一隊
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の

巣

窟

さ

う

く

つ

と

し

て

名な

高が

か

き

、

ボ

ッ

セ

ッ

シ

ョ

ン

群ぐ

ん

島と

う

で

あ

る

。 

船ふ

ね

は

斯か

く

陸り

く

岸が

ん

近ち

か

き

航

路

こ

う

ろ

を

進す

ゝ

ん

だ

が

、

程ほ

ど

な

く

ロ

ッ

ス

海か

い

に

突

入

と

つ

に

ふ

せ

ん

と

し

た

時と

き

、

水

平

す

い

へ

い

線せ

ん

忽
た
ち
ま

ち

起き

伏ふ

く

し

、
見み

る

〱

無

數

む

す

う

の

氷

塊

ひ
や
う
く
わ
い

は

、
船ふ

ね

を

目

蒐

め

が

け

て

來

襲

ら

い

し

う

す

る

。

こ

は

大

變

た

い

へ

ん

と

、

船ふ

ね

は

早

々

さ

う

さ

う

沖お

き

へ

〱

と

轉て

ん

進し

ん

し

た

が

、
流り

う

氷
ひ
や
う

の

群ぐ

ん

來ら

い

益ま

す

々ま

す

多お

ほ

く

、
何い

づ

れ

も

解と

け

殘の

こ

り

と

見み

え

て

、
或

あ
る
ひ

は

鼎
か
な
へ

の

如ご

と

く

、
或

あ
る
ひ

は

釣つ

り

鐘が

ね

の

如ご

と

き

、
畸き

形け

い

狀
じ
や
う

の

も

の

も

打う

ち

交
ま
じ
は

り

、
深し

ん

藍ら

ん

色
し
よ
く

の

海か

い

波は

に

隠ゐ

ん

見け

ん

し

つ

ゝ
漂へ

う

流り

う

し

て

來く

る

。

そ

れ

が

、

時と

き

々〲

船ふ

な

端ば

た

に

衝

突

し
よ
う
と
つ

す

る

毎ご

と

に

、
又ま

た

例れ

い

の

不ふ

快
く
わ
い

な

る
異ゐ

響
き
や
う

を

發は

つ

す

る

。

船ふ

ね

は

速

力

そ
く
り
よ
く

を

早は

や

め

て

東と

う

北ほ

く

に

轉て

ん

針し

ん

す

る

こ

と

數す

う

刻こ

く

の

後の

ち

流

氷

り
う
ひ
や
う

漸
や
う
や

く

減げ

ん

じ

た

の

で

、
再

ふ
た
ゝ

び

平

穏

へ

い

お

ん

な 

tasaka
ノート
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る

ロ

ッ

ス

海か

い

の

碧へ

き

波は

上
じ
や
う

に

浮う

か

び
出で

る

こ

と

が

出

來

で

き

た

。 

此こ

の

ロ

ッ

ス

海か

い

の

波な

み

は

、
全

ま
つ
た

く

外
ぐ
わ
い

洋や

う

と

區く

別べ

つ

せ

ら

れ

て

靜せ

い

穏お

ん

な

る

こ

と

油
あ
ぶ
ら

を

流な

が

せ

し

如ご

と

く

、
又ま

た

海か

い

上
じ
や
う

ペ

ン

グ

イ

ン

鳥て

う

の

繁は

ん

殖
し
よ
く

頗
す
こ
ぶ

る

多お

ほ

く

、
奇き

態た

い

な

る

遊ゆ

う

泳え

い

の

態さ

ま

は

、
慥た

し

か

に

極
き
よ
く

海か

い

の

一

景け

い

と

し

て

數か

ぞ

へ

る

丈だ

け

の

價ね

値う

ち

が

あ

る

。 

此こ

の

日ひ

太た

い

陽
や
う
、

は

、
午ご

前ぜ

ん

零

時

れ

い

じ

五

十

四

分ふ

ん

に

、
南

み
な
み

水

平

線

す

い

へ

い

せ

ん

三
度ど

三

十

分ぷ

ん

ま

で

沈ち

ん

下か

し

た

が
、

後の

ち

直た

ゞ

ち

に

旭

日

あ

さ

ひ

と

な

り

て

東

方

と

う

ほ

う

よ

り

北

方

ほ

く

は

う

に

と

上

昇

じ
や
う
し
よ
う

し

た

。
併し

か

し

夕

陽

ゆ

う

ひ

と

朝あ

さ

陽ひ

と

の

光

線

く
わ
う
せ
ん

の

強

弱

き
や
う
じ
や
く

と

か

變

化

へ

ん

く

わ

の

模

様

も

や

う

等な

ど

は

、
普

通

ふ

つ

う

の

日

出

ひ

の

で

、
日

沒

ひ

の

い

り

時ど

き

の

そ

れ

と

、
少す

こ

し

の

差さ

異ゐ

も

無な

い

や

う

で

あ

る

。 

翌よ

く

四

日か

、
右う

舷げ

ん

に

ハ

ー

ス

チ

エ

ー

ル

、
ピ

ー

コ

ッ

ク

等と

う

の

諸し

よ

峰ほ

う

の

聳

立

し
よ
う
り
つ

す

る

を

見み

て

進す

ゝ

む

。
一

帶た

い

の
海

岸

か

い

が

ん

に

は

斷だ

ん

岩が

ん

起

伏

き

ふ

く

連

亘

れ

ん

こ

う

し

、
白

雪

は

く

せ

つ

の

爲た

め

に

斷

續

だ

ん

ぞ

く

と

し

て

處し

よ

々〱

に
黑こ

く

色
し
よ
く

を

呈て

い

し

て

居ゐ

る

。 

流

石

さ

す

が

に

ロ

ッ

ス

海か

い

の

波な

み

は

、
細さ

い

波は

も

立た

て

ぬ
靜し

づ

か

さ

で

、
小せ

う

流

氷

り
う
ひ
や
う

の

極き

は

め

て

稀ま

れ

に

散さ

ん

在ざ

い

す

る

間
あ
ひ
だ

に

、
極

き
よ
く

鯨げ

い

は

悠

然

ゆ

う

ぜ

ん

と

し

て

潮し

ほ

柱
ば
し
ら

を

立た

て

連つ

ら

ね

、
ペ

ン

グ

イ

ン

鳥て

う

、
海う

み

燕
つ
ば
め

、
海う

み

鴨か

も

等な

ど

の

水み

づ

禽ど

り

は

縦じ

う

横わ

う

に

飛ひ

翔
し
よ
う

し

て

居ゐ

る

。 

tasaka
ノート
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此こ

の

邊へ

ん

海か

い

上
じ
や
う

に

海か

い

流り

う

の

存

在

そ

ん

ざ

い

す

る

こ

と

は

、
シ

ド

ニ

ー

に

て

デ

ビ

ッ

ド

教

授

け

う

じ

ゆ

よ

り

の

注ち

う

意い

も

あ

つ

た

が

、
果く

わ

然ぜ

ん

船ふ

ね

は

其そ

の

海

流

か

い

り

う

に

乘
じ
よ
う

じ

て

居ゐ

た

こ

と

が

知し

れ

た

。
海

流

か

い

り

う

の

速

力

そ
く
り
よ
く

は

四

浬
ノ
ッ
ト

強
き
や
う

で

、
陸り

く

岸が

ん

近ち

か

く

を

通

過

つ

う

く

わ

し

て

西

北

さ

い

ほ

く

に

向む

か

う

て

居ゐ

る

が

爲た

め

、
逆

ぎ
や
く

航こ

う

せ

る

船ふ

ね

は

當た

う

然ぜ

ん

、

大
お
ほ
い

に

速

力

そ
く
り
よ
く

を

減げ

ん

殺さ

つ

せ

ら

れ

た

。
現げ

ん

に

今

朝

け

さ

通

過

つ

う

く

わ

し

た

る

、
ダ

ウ

ン

シ

ョ

ー

ア

岬
み
さ
き

も

數

刻

す

う

こ

く

の

後の

ち

な

ほ

船ふ

ね

の

右

舷

う

げ

ん

に

見み

る

と

い

ふ
始

末

し

ま

つ

で

あ

つ

た

。 

そ

こ

で

船

首

せ

ん

し

ゆ

を

東

北

と

う

ほ

く

に

轉て

ん

じ

て

、
只

管

ひ

た

す

ら

陸り

く

岸が

ん

を

離は

な

れ

る

工

夫

く

ふ

う

を

し

て

、
正

午

し

や

う

ご

漸
や
う
や

く

二

十

哩
マ
イ
ル

沖お

き

へ

出で

た

爲た

め

に

先ま

づ

海

流

か

い

り

う

の
範

圍

は

ん

ゐ

を

脱

出

だ
つ
し
ゆ
つ

す

る

こ

と

を

得え

た

。 

折お

り

し

も

陸り

く

影え

い

は

既す

で

に

眼

底

が

ん

て

い

よ

り

去さ

ら

ん

と

し

、
只た

だ

連

峰

れ

ん

ぽ

う

の

絶

巓

ぜ

つ

て

ん

の

み

が
水

平

す

い

へ

い

線せ

ん

上
じ
や
う

に

林

立

り

ん

り

つ

し

て

見み

え

る

。
此こ

の

時と

き

行

手

ゆ

く

て

遙は

る

か

に

一

點て

ん

の

黑こ

く

子し

を

認み

と

め

た

。
隊

長

た
い
ち
や
う

は

、
双

眼

鏡

そ
う
が
ん
き
や
う

を

手て

に

し

乍な

が

ら

、
島し

ま

か

、
船ふ

ね

か

と

、
判

斷

は

ん

だ

ん

に

苦
く
る
し

ん

で

居ゐ

た

が

、
や

が

て

高

川

た

か

が

は

舵だ

手し

ゆ

が

帆

檣

マ

ス

ト

上
じ
や
う

の

見

張

み

は

り

櫓
や
ぐ
ら

よ

り

の

展

望

て

ん

ぼ

う

に

よ

つ

て

、

慥
た
し
か

か

に

一

箇こ

の

氷

山

ひ
や
う
ざ
ん

な

る

こ

と

が

知し

れ

た

。 

午

後

ご

ゞ

八

時じ

太

陽

た

い

や

う

が

、
西

南

せ

い

な

ん

方ぱ

う

水

平

線

す

い

へ

い

せ

ん

上
じ
や
う

三

竿か

ん

の

高た

か

さ

に

至い

た

つ

た

時と

き

、
卷

層

け

ん

そ

う

の

亂ら

ん

雲う

ん

東と

う

北ほ

く

に

長な

が

く

立た

ち

罩こ

め

、

非

常

ひ

じ

や

う

な

る

雲

形

う

ん

け

い

美び

を

現あ

ら

は

し

た

。

又ま

た

月

暈

つ

き

か

さ

の

一

部ぶ

現あ

ら

は

れ

、 

tasaka
ノート
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太

陽

た

い

よ

う

よ

り

右う

方は

う

の

雲う

ん

外
ぐ
わ
い

よ

り

靑あ

を

紫
む
ら
さ
き

、

黄き

、

赤あ

か

と

、

二

尺
し
や
く

許
ば
か
り

の

幅ふ

く

員い

ん

を

以も

つ

て

六

尺
し
や
く

ば

か

り

弧こ

狀
じ
や
う

形け

い

に

現あ

ら

は

れ

、

光
く
わ
う

彩さ

い

燦さ

ん

爛ら

ん

た

る

美び

觀
く
わ
ん

を

呈て

い

し

た

が

、

三

十

分ぷ

ん

の

後の

ち

消

滅

せ

う

め

つ

し

た
。

午ご

後ゞ

十

一

時じ

、
右う

舷げ

ん

に

コ

ー

ル

マ

ン

島と

う

を

水す

い

天て

ん

髣ほ

う

髴ふ

つ

の

間か

ん

に

認み

と

め

た

が

、
時と

き

し

も

夕せ

き

陽や

う

將ま

さ

に

地

平

ち

へ

い

線せ

ん

に

近ち

か

づ

か

ん

と

し

、
銀

山

ぎ

ん

ざ

ん

の

倒と

う

影え

い

は

長な

が

く

海か

い

波は

に

映え

い

じ

つ

ゝ

、
非ひ

常
じ
や
う

な

る

壯

觀

さ
う
く
わ
ん

を

呈て

い

し

た

。 

翌よ

く

五

日か

午ご

前ぜ

ん

八

時じ

、
船ふ

ね

の

進し

ん

行こ

う

中ち

う

、
左さ

舷げ

ん

約や

く

一

哩
マ
イ
ル

の

沖お

き

合あ

ひ

を

流な

が

れ

來く

る

十

間け

ん

四
方は

う

位
く
ら
ゐ

と

思お

も

ふ

一

箇こ

の

氷
ひ
や
う

塊
く
わ
い

上
じ
や
う

に

、
大だ

い

海か

い

豹へ

う

の

横わ

う

臥ぐ

わ

し

て

居ゐ

る

の

を

認み

と

め

た

。
柴

田

し

ば

た

船せ

ん

員い

ん

と

山や

ま

邊べ

、
花は

な

守も

り

の

兩
り
や
う

ア

イ

ヌ

と

は

、
『

こ

り

や

素す

敵て

き

な

逸い

つ

物ぶ

つ

だ

、
前

囘

ぜ
ん
く
わ
い

取と

り

迯に

が

し

た

奴や

つ

と

は

違ち

が

つ

て

、
此こ

れ

位
く
ら
ゐ

の

奴や

つ

に

な

る

と

、
敵て

き

に

し

て

も

手て

應ご

た

へ

が

あ

る

ッ

』
と

云い

ふ

の

で

、
早さ

つ

速そ

く

船せ

ん

長
ち
や
う

に

交か

う

渉
し
よ
う

し

て

船ふ

ね

を

停と

め

て

貰も

ら

ひ

、
短

艇

ボ

ー

ト

を

海

上

か
い
じ
や
う

に

卸を

ろ

す

や

否い

な

や

、
一

挺て

う

の

獵れ

う

銃じ

う

と

二

本ほ

ん

の

六

尺
し
や
く

棒ぼ

う

と

を

用

意

よ

う

い

し

、
三

人に

ん

の

勇

士

ゆ

う

し

は

擢
オ
ー
ル

を

急い

そ

が

せ

つ

ゝ

流り

う

氷
ひ
や
う

目め

蒐が

け

て

一

直

線

ち
よ
く
せ
ん

に

漕こ

ぎ

進す

ゝ

ん

だ

。 

斯か

く

と

は

知し

ら

ぬ

氷
ひ
や
う

上
じ
や
う

の

海

豹

か

い

へ

う

は

、

春
し
ゆ
ん

眠み

ん

曉
あ
か
つ
き

を

覺お

ぼ

え

ず

位
ぐ
ら
ゐ

の

心
こ
ゝ
ろ

持も

ち

で

、
グ
ー

〱

寢ね

込こ

ん

で

居ゐ

る

と

急き

う

航こ

う

し

た

三

勇

士

ゆ

う

し

の

う

ち

花は

な

守も

り

、

柴

田

し

ば

た

の

兩り
や
う

戰

士

せ

ん

し

は

、

ヒ

ラ

リ

と 

tasaka
ノート
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氷

上

ひ
や
う
じ
や
う

に

飛と

び

乘の

る

や

否い

な

や

手て

の

六

尺
し
や
く

棒ぼ

う

に

滿ま

ん

身し

ん

の

力り

き

量
り
や
う

を

打う

ち

籠こ

め

、
バ

タ

〱

〱

と

馳は

せ

付つ

け

て

、
一

人

ひ

と

り

は

眞ま

つ

向か

ふ

か

ら

、
他た

の

一

人

ひ

と

り

は

横

合

よ

こ

あ

ひ

か

ら

不

意

ふ

い

に

一

棒ぼ

う

づ

ゝ

お

見み

舞ま

ひ

申ま

を

し

た

。

す

る

と

海か

い

豹へ

う

の

先

生

せ

ん

せ

い

、
ム

ク

リ

と

首く

び

を

擡も

た

げ

た

が

變へ

ん

な

敵て

き

の

襲

擊

し
ゆ
う
げ
き

に

聊
い
さ
ゝ

か

狼

狽

ら

う

ば

い

し

、
水す

い

中ち

う

へ

潜も

ぐ

り

込こ

ま

ふ

と

し

て

、
の

た

り

〱

と

逃に

げ

出だ

さ

う

と

す

る

、
此こ

方な

た

の

勇

士

ゆ

う

し

は

、
何な

に

を
小こ

癪
し
や
く

な

！

迯に

が

し

て

溜た

ま

る

も

の

か

い

と

、
柴

田

し

ば

た

戰

士

せ

ん

し

が

、
一

生
し
や
う

懸け

ん

命め

い

の

腕う

で

力
ぢ
か
ら

を

集あ

つ

め

た

第だ

い

三

の

棒ぼ

う

を

、
「

エ

ー

イ

ッ

」
の

懸か

け

聲ご

ゑ

と

共と

も

に

擊う

ち

下お

ろ

し

た

。
と

同ど

う

時じ

に

、
機を

り

こ

そ

來き

た

れ

と

銃じ

う

口こ

う

を

擬ぎ

し

て

居ゐ

た

山

邊

や

ま

べ

戰

士

せ

ん

し

は

、
今い

ま

だ

ッ

！

と

ば

か

り

、
轟

然

ズ

ド

ン

一

發ぱ

つ

！

、
又ま

た

一

發ぱ

つ

！

二

彈だ

ん

の

連

發

れ

ん

ぱ

つ

命

中

め

い

ち

う

と

共と

も

に

、

さ

し

も

巨

大

き

ょ

だ

い

の

海

豹

か

い

へ

う

も

、

美み

ン

事ご

と

往

生

わ
う
じ
や
う

仕
つ
か
ま
つ

つ

た

。 

氷

上

ひ
や
う
じ
や
う

の

三

勇

士

ゆ

う

し

は

、
各お

の

々〱

兩

手

り

や

う

て

を

高た

か

く

さ

し

上あ

げ

て

、
船ふ

ね

へ

戰

捷

せ
ん
し
よ
う

の

信

號

し

ん

が

う

を

す

る

と

船ふ

ね

か

ら

は

「

萬

歳

ば

ん

ざ

い

々

々
〱

」

を

連

呼

れ

ん

こ

し

て

立

騷

た

ち

さ

わ

ぐ

。 

や

が

て

黑く

ろ

く

長な

が

き

海

豹

か

い

へ

う

は

、

氷
ひ
や
う

塊
く
わ
い

側が

は

の

短

艇

ボ

ー

ト

内な

い

に

運
は
こ
び

入い

れ

ら

れ

、

艪ろ

音お

と

勇い

さ

ま

し

く
、

凱

歌

が

い

か

を

奏そ

う

し

て

歸

船

き

せ

ん

す

る

と

、
船ふ

ね

か

ら

は

早

速

さ

つ

そ

く

ト

モ

綱づ

な

を

短

艇

ボ

ー

ト

に

投な

げ

、
太ふ

と

綱つ

な

に

て

滑
く
わ
つ

車し

や

を

利

用

り

よ

う

し

つ

ゝ

、

エ

ン

ヤ

〱

と

五

六

人に

ん

で

、

戰せ

ん

利り

品ひ

ん

の

引

揚

ひ

き

あ

げ

を

行
お
こ
な

ふ

。 
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甲

板

デ

ッ

キ

へ

引ひ

き

揚あ

げ

て

見み

る

と

、
強

し
た
ゝ

か

頭

部

と

う

ぶ

に

負

傷

ふ

し

よ

う

し

て

、
既す

で

に

そ

れ

が
致

命

傷

ち

め

い

し

ょ

う

で

絶

命

ぜ

つ

め

い

し

居を

り

、
鶏け

い

卵ら

ん

大だ

い

の

大お

ほ

眼

球

め

だ

ま

は

、
無

慘

む

ざ

ん

に

も

飛

出

と

び

だ

し

て

居ゐ

て

、
淋

璃

り

ん

り

た

る

鮮

血

せ

ん

け

つ

は

甲

板

デ

ッ

キ

を

唐

紅

か
ら
く
れ
な
い

に

染そ

め

成な

し

た

。 

此こ

の

海

豹

か

い

へ

う

は

、
身

長

し
ん
ち
や
う

七

尺
し
ゃ
く

、
胴ど

う

の

太ふ

と

さ

四

尺
し
や
く

、
重

量

ぢ
ゆ
う
り
や
う

四

十

貫
く
わ
ん

、
全

身

ぜ

ん

し

ん

黄

褐

色

く
わ
う
か
つ
し
よ
く

を

帶を

び

、

牝

性

め

す

で

あ

る

。
隊

長

た
い
ち
や
う

は

花は

な

守も

り

、
山や

ま

邊べ

の

兩
り
や
う

ア

イ

ヌ

に

料

理

れ

う

り

方か

た

を

命め

い

ず

る

と

、
兩

人

り
や
う
に
ん

は

早さ

つ

速そ

く

六

寸す

ん

ば

か

り

の

小

刀

ナ

イ

フ

を

手て

に

し

、
多

年

た

ね

ん

鍛き

た

へ

た

海

獸

か
い
じ
ゆ
う

料

理

れ

う

り

の

腕う

で

の

冴さ

へ

工

合

ぐ

あ

ひ

は

、
斯か

く

の

通と

ほ

り

で

厶ご

ざ

い

と

ば

か

り

に

、
先ま

づ

海

豹

か

い

へ

う

を

仰げ

い

臥ぐ

わ

せ

し

め

、
腹は

ら

か

ら

眞ま

一

文も

ん

字じ

に

刀た

う

を

入い

れ

て

、
皮か

は

と

肉に

く

と

を

剥は

ぎ

初は

じ

め

た

。
流

石

さ

す

が

、
極

寒

ご

く

か

ん

の

氷
ひ
や
う

海

中

か

い

ち

う

に

棲

息

せ

い

そ

く

す

る
動

物

ど

う

ぶ

つ

だ

け

に

脂し

肪ば

う

の

厚あ

つ

さ

一

寸す

ん

五

分ぶ

に

達た

つ

し

て
居ゐ

る

。 

指さ

し

揮づ

役や

く

の

隊

長

た
い
ち
や
う

は

、
豫か

ね

て

北

洋

ほ

く

や

う

の

探

檢

た

ん

け

ん

に

於お

い

て

、
十

分ぶ

ん

の

經

驗

け

い

け

ん

あ

る
事こ

と

と

て

却

々

な

か

〱

精く

は

し

い

も

の

で

あ

る

。
其そ

の

説

明

せ

つ

め

い

に

由よ

る

と

、
脂

肪

し

ぼ

う

は

燃

料

ね

ん

れ

う

と

な

り

、
搾さ

く

汁じ

う

に

す

る

と

燈

油

と
も
し
あ
ぶ
ら

の

代

用

だ

い

よ

う

と

も

な

る

。
肉に

く

は

一

種し

ゆ

の
臭

氣

し

う

き

を

有い

う

す

る

も

、
一

度ど

湯

出

ゆ

だ

し

て
煑に

る

と

優ゆ

う

に

食

卓

し
よ
く
た
く

に

上の

ぼ

す

こ

と

が

出

來

で

き

る

。

又ま

た

其そ

の

犬け

ん

牙が

は

、

細

工

物

さ

い

く

も

の

の

材

料

ざ

い

れ

う

に

適て

き

し

て

居ゐ

る

と

。 

tasaka
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切

開

せ

つ

か

い

さ

れ

た

肉に

く

を

見み

る

と

、
其そ

の

色い

ろ

紫

黑

し

こ

く

色
し
ょ
く

を

呈て

い

し

、
體

軀

た

い

く

の

割

合

わ

り

あ

ひ

に

少

量

し
よ
う
り
や
う

で

あ

る

。

即
す
な
は

ち

臟ぞ

う

腑ふ

が

全

身

ぜ

ん

し

ん

の

三

分ぶ

ん

の

二

を
占し

め

て

居ゐ

る

。
武

田

た

け

だ

三

井

所

み

ゐ

し

よ

、
兩

り
や
う

部

長

ぶ

ち

や

う

は
、
胃ゐ

の

腑ふ

の

解

剖

か

い

ぼ

う

研

究

け

ん

き

う

を

試
こ
ゝ
ろ

み

た

が

、
其そ

の

結け

く

果く

わ

食

料

し
よ
く
れ
う

は

、
烏

賊

い

か

、
等な

ど

の

魚

族

ぎ

よ

ぞ

く

で

あ

る

こ

と

が
知し

れ

た

。
又ま

た

胃ゐ

の

囊ふ

中ち

う

に

は

、
約や

く

二

吋
イ
ン
チ

大だ

い

の

帶た

い

褐か

つ

黄

色

く
わ
う
し
よ
く

の

寄

生

き

せ

い

蟲ち

う

約や

く

百

箇こ

の

存

在

そ

ん

ざ

い

を

認み

と

め

た

。
又ま

た

一

分ぶ

乃

至

な

い

し

一

分ぶ

二

厘り

ん

位
ぐ
わ
ゐ

の

無む

數す

う

の

白

球

は

く

き

う

を

も

認み

と

め

た

が

、
之こ

れ

は

食く

ら

へ

る

魚

類

ぎ

よ

る

ゐ

の

眼

球

め

だ

ま

な

る

こ

と

が

知し

れ

た

。
尙な

ほ

十

二

支し

膓
ち
や
う

周

圍

し

う

ゐ

の

壁へ

き

に

一

種し

ゆ

の

房ば

う

狀
じ
や
う

を

成な

し

、
其そ

の

形

狀

け
い
じ
や
う

ひ

る

○

○

の

如ご

と

き

も

の

五

六

十

個こ

、
一

塊
く
わ
い

と

な

り

て

寄き

生せ

い

し

居ゐ

る

を

發は

つ

見け

ん

し

た

。
且か

つ

其そ

の

鰭ひ

れ

は

、
四

足そ

く

の

退

歩

た

い

ほ

し

た

も

の

な

る

こ

と

は

明

白

め

い

は

く

で

あ
る

。

即
す
な
は

ち

前

後

ぜ

ん

ご

四

箇こ

の

扁

平

へ

ん

ぺ

い

三

角か

く

形け

い

の

鰭ひ

れ

の

外

面

ぐ
わ
い
め
ん

に

は

、
明

あ
き
ら

か

に

五

個こ

の

爪つ

め

を

有い

う

し

、
陸り

く

上
じ
や
う

動

物

ど

う

ぶ

つ

の

如ご

と

き

、

指し

骨こ

つ

、

蹠し

よ

骨こ

つ

を

合が

ふ

生せ

い

し

て

居ゐ

る

。 

約や

く

二

時じ

間か

ん

の

後の

ち

、
料

理

れ

う

り

は

終を

は

つ

た

、
四

斗と

樽だ

る

一

杯ぱ

い

の

臟ぞ

う

腑ふ

と

脂

肪

し

ば

う

と

は

、
犬い

ぬ

の

食
し
よ
く

料れ

う

に

す

る

こ

と

と

し

、
最さ

い

上
じ
や
う

肉に

く

は

食

卓

し
よ
く
た
く

用よ

う

に

供
き
や
う

し

、
皮か

は

は

鹽し

ほ

漬づ

け

と

な

し

て

標

本

へ

う

ほ

ん

の

一

に

保ほ

存ぞ

ん

し

、

甲

板

デ

ッ

キ

の

血ち

汐し

ほ

は

、

洗
あ
ら
ひ

流な

が

す

代か

は

り

に

、

綺

麗

き

れ

い

に

犬い

ぬ

に

啜す

ゝ

ら

せ

た

。 

同お

な

じ

日ひ

の

午

後

ご

ゞ

二

時じ

頃ご

ろ

、

コ

ー

ル

マ

ン

島と

う

は

既す

で

に

背

後

は

い

ご

に

沒ぼ

つ

し

、

水す

い

天て

ん

相あ

ひ

接せ

つ

す

る 
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ノート
５３頁　南極圏突進の航海



―（54）― 

 

處
と
こ
ろ

氷

塊

ひ
や
う
く
わ
い

の

遠

近

え

ん

き

ん

に

浮ふ

遊ゆ

う

す

る

を

見み

る

の

み

な

る

時と

き

し

も

、
突

如

と

つ

ぢ

ょ

右

舷

う

げ

ん

に

當あ

た

つ

て

現あ

ら

は

れ

來き

た

つ

た

一

面め

ん

の

流

氷

り
う
ひ
や
う

、
方は

う

一

哩
マ
イ
ル

の

水

晶

す
い
し
よ
う

島と

う

上
じ
や
う

に

、
點

々

て

ん

〱

た

る

黑こ

く

影え

い

を

認み

と

め

た

。
見み

張は

り

船せ

ん

員い

ん

は

。 

『

ア

レ

〱

ペ

ン

グ

イ

ン

が

居ゐ

る

ッ

』
と

叫さ

け

ん

だ

。
其そ

の

聲こ

ゑ

に

應お

う

じ

て

滿ま

ん

船せ

ん

の

勇ゆ

う

士し

は

甲

板

デ

ッ

キ

上
じ
や
う

に

立た

ち

現あ

ら

は

れ

た

、

そ

し

て

異ゐ

口く

同ど

う

音お

ん

に

。 

『

ペ

ン

グ

イ

ン

鳥て

う

狩が

り

を

や

ら

う

』
と

、
動ど

う

議ぎ

と

決け

つ

議ぎ

と

は

同ど

う

時じ

に

成

立

せ

い

り

つ

し

た

。
朝て

う

來ら

い

の

海か

い

豹へ

う

狩が

り

に

勇い

さ

み

立た

つ

た

折を

り

と

て

、

船

長

せ
ん
ち
や
う

も

快
こ
ゝ
ろ
よ

く

再
ふ
た
ゝ

び

停て

い

船せ

ん

命め

い

令れ

い

を

下く

だ

し

た

。

や

が

て

、

短

艇

ボ

ー

ト

が

洋

上

や
う
じ
や
う

に

卸を

ろ

さ

れ

る

と

同

時

ど

う

じ

に

乘の

り

込こ

ん

だ

戰せ

ん

士し

の

面

々

め

ん

〱

は

、
西

川

に

し

か

わ

、
渡

邊

わ

た

な

べ

（

近ち

か

）
、

渡

邊

わ

た

な

べ

（

鬼お

に

）
、
花は

な

守も

り

の

四
人に

ん

、
一

艇て

う

の

鐵て

つ

砲ぽ

う

を

艇て

い

内な

い

に

準

備

よ

う

い

し

、
欵

乃

ふ

な

う

た

勇い

さ

ま

し

く

、
水す

い

晶
し
よ
う

島と

う

指さ

し

て

、

漕こ

ぎ

出だ

し

た

。 

此こ

の

時と

き

甲

板

デ

ッ

キ

に

は

、
隊

長

た
い
ち
や
う

を

始は

じ

め

總そ

う

員い

ん

一

同ど

う

、
結

果

け

つ

く

わ

や

如

何

い

か

に

と

、
片か

た

唾づ

を

呑の

ん

で

監か

ん

視し

し

て

居ゐ

る

と

此こ

な

方た

の

短

艇

ボ

ー

ト

は

や

が

て
氷

面

ひ
や
う
め
ん

の

隆

起

り

う

き

部ぶ

の

背は

い

後ご

に

漕こ

ぎ

寄よ

せ

て

、

先ま

づ

敵て

き

に

悟さ

と

ら

れ

な

い

方は

う

略
り
や
く

、
作さ

く

戰せ

ん

計け

い

畫
く
わ
く

は

却な

か

々〱

巧

妙

こ

う

め

う

な

も

の

で

あ

る

。
と

見み

る

數す

う

分ふ

ん

後ご

、
高か

う

所し

よ

に

立た

ち

居ゐ

た

る

三

羽ば

の

ペ

ン

グ

イ

ン

鳥て

う

は

、

人ひ

と

の

近ち

か

づ

い

た

の

を

知し

つ

た

と

見み

え

、 
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翼
つ
ば
さ

を

擴ひ

ろ

げ

て

聊
い
さ
ゝ

か

恐

怖

き

や

う

ふ

の

態

度

た

い

ど

を

示し

め

す

か

と

見み

た

。
次つ

ぎ

の

瞬

間

し
ゆ
ん
か
ん

濁に

ご

つ

た

ガ

ア

〱

と

い

ふ

鳴な

き

聲ご

ゑ

を

立た

て

た

。
そ

れ

と

同

時

ど

う

じ

に

一

方ぽ

う

の

氷
こ
ほ
り

の

陰か

げ

か

ら

、
突と

つ

如ぢ

よ

渡

邊

わ

た

な

べ

（

鬼お

に

）
戰

士

せ

ん

し

立た

ち

現あ

ら

は

れ

、
素す

早ば

や

く

一

羽ぱ

を

手て

捕ど

り

に

し

、

驚
お
ど
ろ

き

逃に

ぐ

る

他た

の

奴や

つ

を

、
追お

つ

驅か

け

廻ま

わ

し

て

居ゐ

る

う

ち

に

花

守

は

な

も

り

戰

士

せ

ん

し

も

上あ

が

り

來き

た

り

、
大だ

い

活

劇

く
わ
つ
げ
き

の

後の

ち

漸や

つ

と

二

羽は

と

も

小こ

脇わ

き

に

か

い

込こ

み

、

氷
こ
ほ
り

の

陰か

げ

に

姿
す
が
た

を

消け

し

た

が

、
程ほ

ど

な

く

短

艇

ボ

ー

ト

は

二

人

ふ

た

り

を

收し

う

容よ

う

し

逃に

げ
惑ま

ど

ふ

て

居ゐ

る

、
前

方

ぜ

ん

ぽ

う

の

他た

の

二

羽は

を

攻

擊

こ

う

げ

き

す

べ

く

急き

う

漕そ

う

し

た

。 

や

が

て

短

艇

ボ

ー

ト

が

氷

塊

ひ
や
う
く
わ
い

の

岸き

し

に

近ち

か

づ

く

と

、
再

ふ
た
ゝ

び

渡

邊

わ

た

な

べ

（

鬼お

に

）
戰

士

せ

ん

し

は

、
飛ひ

鳥て

う

の

如ご

と

く

ヒ

ラ

リ

と

身み

を

躍お

ど

ら

せ

て
飛と

び

上あ

が

り

、

手て

馴な

付づ

け

る

如ご

と

き

仕し

草ぐ

さ

を

以も

つ

て

、

稍や

や

近ち

か

寄よ

り

か

け

た

が

、
敵て

き

も

さ

る

者も

の

、
何な

ん

條で

う

沈

默

ち

ん

も

く

を

守ま

も

ら

う

ぞ

。
例れ

い

の

ガ

ア

〱

を

連

呼

れ

ん

こ

し

な

が

ら

、
少せ

う

々〱

亂ら

ん

調て

う

子し

で

飛と

び

廻ま

わ

り

、
跳は

ね

廻ま

わ

り

、
容

易

よ

う

い

に

人

手

ひ

と

で

に

入い

り

さ

う

も

無な

い

。
其そ

の

う

ち

花は

な

守も

り

は

、

再
ふ
た
ゝ

び

立た

ち

現あ

ら

は

れ

て

助す

け

太だ

刀ち

に

加く

は

は

つ

た

。 

斯か

く

て

二

人

ふ

た

り

に

二

羽は

の

好こ

う

取

組

と

り

く

み

、
鳥と

り

も

人ひ

と

も

立た

つ

た

り
轉こ

ろ

ん

だ

り

の

大お

ほ

立た

ち

廻ま

わ

り

、
滑こ

つ

稽け

い

と

も

何な

ん

と

も

形

容

け

い

よ

う

の

出で

來き

ぬ

活

劇

く
わ
つ
げ
き

振ぶ

り

に

は

、
見

物

け

ん

ぶ

つ

役や

く

の

甲

板

デ

ッ

キ

の

連

中

れ

ん

ち

う

は

、
各お

の

々〱

腹は

ら

を

抱か

ゝ

へ

て

笑わ

ら

ひ

倒た

ほ

れ

た

。 
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や

が

て

、
此こ

の

二

羽は

も

遂つ

ひ

に
捕ほ

虜り

よ

と

な

つ

て

短

艇

ボ

ー

ト

に

載の

せ

ら

れ

、
凱が

い

歌か

高た

か

く

母ぼ

船せ

ん

へ

漕こ

ぎ

歸か

へ

つ

た

が

、
又ま

た

も

や

前ぜ

ん

方ぽ

う

の

浮ふ

氷
ひ
や
う

上
じ
や
う

に

、
數す

う

羽は

の

敵て

き

を

發は

つ

見け

ん

し

た

の

で

、
短

艇

ボ

ー

ト

は

其そ

の

儘ま

ゝ

船ふ

ね

と

共と

も

に

駢へ

い

進し

ん

し

、

約や

く

二

十

分ぷ

ん

後ご

に

第だ

い

二

の

活

劇

く
わ
つ
げ
き

の

幕ま

く

が

開ひ

ら

か

れ

た

。 

今

回

こ
ん
く
わ
い

の

乘の

り

組く

み

戰せ

ん

士し

は

、
村む

ら

松ま

つ

、
渡

邊

わ

た

な

べ

（

鬼お

に

）
、
花は

な

守も

り

、
吉

野

よ

し

の

の

四

人に

ん

、
何い

づ

れ

も

輕け

い

裝さ

う

し

て

漕こ

ぎ

進す

ゝ

ん

だ

。
前

回

ぜ
ん
く
わ
い

に

は

鐵て

つ

砲ぽ

う

の

必ひ

つ

要え

う

が

無な

か

つ

た

の

に

鑑
か
ん
が

み

、
今

回

こ
ん
く
わ
い

は

携

帶

け

い

た

い

せ

ず

に

出

發

し
ゆ
つ
ぱ
つ

し

た

。 

短

艇

ボ

ー

ト

は

間ま

も

な

く

浮ふ

氷
ひ
や
う

の

岸き

し

に

着つ

い

た

。
見み

る

と

宛
さ
な
が

ら

の

一

小せ

う

島と

う

、
振ふ

り

積つ

む

雪ゆ

き

は

結け

つ

氷
ぴ
や
う

し

て

、
絶た

え

ず

打う

ち

寄よ

る

波な

浪み

の

爲た

め

に

浸し

ん

蝕
し
よ
く

せ

ら

れ

、
宛

ほ
と
ん

ど

船ふ

な

蟲む

し

の

害が

い

を

被
か
う
む

つ

た

木

材

も

く

ざ

い

の

や

う

に

な

つ

て
居ゐ

る

。 

先ま

づ

渡

邊

わ

た

な

べ

戰せ

ん

士し

が

飛と

び

上あ

が

る

と

、
續つ

ゞ

い

て

村む

ら

松ま

つ

、
吉よ

し

野の

、
花は

な

守も

り

と

い

ふ

順
じ
ゆ
ん

で

氷

上

ひ
や
う
じ
や
う

に
立た

つ

。
と

氷
ひ
や
う

面

上

め
ん
じ
や
う

の

水す

い

鳥て

う

特と

う

有い

う

の

惡あ

く

臭し

う

は

、
プ

ン

と

四

人に

ん

の

鼻は

な

を

衝つ

く

。
そ

こ

で
四

人に

ん

は

四

方は

う

か

ら

、
四

羽は

の

ペ

ン

グ

イ

ン

鳥て

う

を

敵て

き

と

し

て

、
包は

う

圍ゐ

攻こ

う

擊げ

き

を

開か

い

始し

し

た

が

、
其そ

の

結け

つ

果く

わ

難な

ん

な

く

三

羽は

は

生い

け

捕と

ら

れ

た

。

即
す
な
は

ち

二

羽は

は

吉

野

よ

し

の

戰せ

ん

士し

の

手し

ゆ

中ち

う

一

羽は

は

村む

ら

松ま

つ

戰せ

つ

士し

の

手

中

し

ゆ

ち

う

に

收お

さ

め

ら

れ

た

。

捕と

ら

は

れ

た

ペ

ン

グ

イ

ン

鳥て

う

は

、

太ふ

と

く

て

短
み
じ
か

い

嘴
く
ち
ば
し

を

開あ

け

、 
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黄き

色い

ろ

の

口こ

う

内な

い

を

見み

せ

、

苦く

る

し

さ

う

な
聲こ

ゑ

を

張は

り

上あ

げ

て

鳴な

い

て

居ゐ

る

。 

こ

ゝ

に

殘ざ

ん

念ね

ん

な

の

は

、
今い

ま

一

羽は

の

敵て

き

の

行ゆ

く

衛ゑ

を

見み

失
う
し
な

つ

た

こ

と

で

あ

る
。
何な

ん

と

か

し

て

搜さ

が

し

出だ

し

、
是

非

ぜ

ひ

と

も

其そ

奴や

つ

も

捕ほ

虜り

よ

と

し

、
此こ

の

水

晶

す
い
し
よ
う

島と

う

の

全ぜ

ん

軍ぐ

ん

鏖

滅

お

う

め

つ

を

完
ま
つ
た

ふ

せ

ね

ば

な

ら

ぬ

と

、

手て

を

分わ

け

て
頻し

き

り

に

捜そ

う

索さ

く

し

た

が

、

見み

當あ

た

ら

ぬ

。 

す

る

と

船ふ

ね

か

ら

隊た

い

長
ち
や
う

が

、
右う

方は

う

の

一

角か

く

を

指さ

し

て

、
『

ア

ッ

居ゐ

る

〱

、
其そ

處こ

に

居ゐ

る

ッ

』

と

注ち

う

意ゐ

呼よ

ば

ゝ

り

し

て

居ゐ

る

の

で

、

早さ

う

々〱

眼め

を

轉て

ん

じ

て

見み

る

と

、

巧た

く

み

に

逃に

げ

た

ペ

ン

先

生

せ

ん

せ

い

、

一

た

び

は

水す

い

中ち

う

に

身み

を

潜ひ

そ

め

た

が

、

同

志

ど

う

し

の

面め

ん

々〱

の

運う

ん

命め

い

見み

届と

ゞ

け

の

爲た

め

と

あ

つ

て

、

氷
ひ
や
う

岸が

ん

の

一

角か

く

に

立た

つ

て

、

此こ

な

方た

を

凝ぢ

つ

と

見み

て

居ゐ

る

。 

『

ソ

レ

ッ

』
と

云い

ふ

の

で

四

人に

ん

一

齊せ

い

に
立た

ち

向む

か

は

ふ

と

し

た

が

、
何

分

な

に

ぶ

ん

其そ

の

位ゐ

置ち

は

、
削け

づ

つ

た

如ご

と

き

危き

壁へ

き

の

彼

方

か

な

た

と

て

、
氣き

は

焦あ

せ

つ

て

も

、
足あ

し

の

踏ふ

み

場ば

も

無な

い

地ち

勢せ

い

。
そ

こ

で

陸り

く

軍ぐ

ん

の

方は

う

は

斷だ

ん

念ね

ん

し

て

、
海

軍

か

い

ぐ

ん

の

方は

う

に

據よ

る

こ

と

ゝ

し

、
村

松

む

ら

ま

つ

渡

邊

わ

た

な

べ

の

二

戰せ

ん

士し

は

、
短

艇

ボ

ー

ト

で

其そ

の

方は

う

に

出で

向む

か

ひ

、

麓
ふ
も
と

か

ら

段

々

だ

ん

〱

と

高か

う

所し

よ

に
追お

ひ

上あ

げ

て

、

辛や

つ

と

生

擒

せ

い

き

ん

の

目

的

も

く

て

き

を

達た

つ

し

た

。 

一
體た

い

此こ
の

強
き
や
う

敵て
き

を
、
何ど

う
し
て
然さ

う
巧た

く

み
に
捕ほ

虜り
よ

に
出で

來き

た
か
と
云い

ふ
に
、
ペ
ン
グ
イ
ン
鳥て

う 

tasaka
ノート
５７頁　南極圏突進の航海生擒の目的を達せり
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は

兎
う
さ
ぎ

と

は

反

對

は

ん

た

い

で

、
高か

う

所し

よ

に

登の

ぼ

る

事こ

と

の

拙

劣

ま

づ

さ

加

減

か

げ

ん

は

、
何な

ん

と

も

形

容

け

い

よ

う

の

出で

來き

ぬ

不ぶ

様ざ

ま

な

態

度

た

い

ど

で

あ

る

。

其そ

の

代か

は

り

低て

い

所し

よ

に

向む

か

ふ

時と

き

の

迅は

や

さ

は

、

却な

か

々〱

侮
あ
な
ど

り

難が

た

き

速

力

そ
く
り
よ
く

で

あ

る

。 
三

十

分ぷ

ん

に

亘わ

た

つ

た

此こ

の

戰せ

ん

闘と

う

の

後の

ち

、
短

艇

ボ

ー

ト

は

船ふ

ね

へ

と

引ひ

き

返か

へ

し

た

。
前ぜ

ん

後ご

二

回
く
わ
い

の

戰
た
ゝ
い

ひ

に
、

八

羽は

の

捕ほ

虜り

よ

を

獲え

た

の

で

、
珍ち

ん

客
き
や
く

と

し

て

特と

く

に

捕ほ

虜り

よ

室し

つ

を

ば

學が

く

術
じ
ゆ
つ

室し

つ

外そ

と

側が

は

の

一

劃
く
わ
く

に

設ま

ふ

け

欵
く
わ
ん

待た

い

至い

た

ら

ざ

る

莫な

き

好こ

う

遇ぐ

う

を

與あ

た

へ

た

。 

是こ

れ

等ら

の

珍

客

ち
ん
き
や
く

は

、
ア

デ

レ

ー

岬
み
さ
き

附ふ

近き

ん

特と

く

産さ

ん

の

ア

デ

レ

ー

、
ペ

ン

グ

イ

ン

で

、
皆み

な

一

様や

う

に

變へ

ん

な

所
と
こ
ろ

へ

來き

た

ワ

イ

と

で

も

思お

も

つ

た

が

、
最

初

さ

い

し

よ

は

甲

板

デ

ッ

キ

上
じ
や
う

は

右う

方は

う

左さ

方は

う

に

飛と

び

廻ま

わ

り
、

人ひ

と

を

見み

て

逃に

げ

る

か

と

思お

も

ふ

と

、
犬い

ぬ

を

見み

て

は

例れ

い

の

駄だ

み

聲ご

ゑ

を

張は

り

上あ

げ

て

大た

い

喝か

つ

一

聲せ

い

威ゐ

嚇
く
わ
く

す

る

如ご

と

き

姿し

勢せ

い

を

示し

め

す

な

ど

、
滑こ

つ

稽け

い

至し

極ご

く

で

あ

る

。
學が

く

術
じ
ゆ
つ

部ぶ

で

は

是ぜ

非ひ

健け

ん

全ぜ

ん

の

儘ま

ゝ

で

母ぼ

國こ

く

へ

携
た
づ
さ
へ

歸か

へ

ら

う

と

云い

ふ

の

で

、
食

し
よ
く

物も

つ

に

就つ

い

て

種い

ろ

々〱

の

研け

ん

究き

う

を

試
こ
ゝ
ろ

み

た

。
取と

り

敢あ

へ

ず

蝦え

び

、

蟹か

に

、

貝か

い

の

柱
は
し
ら

等な

ど

を

與あ

た

へ

て

見み

た

が

此こ

の

文ぶ

ん

明め

い

の

食
し
よ
く

物も

つ

に

は

目め

も

呉く

れ

ず

、

時と

き

々〲

滑こ

つ

稽け

い

の

態

度

た

い

ど

を

し

て

、
仲な

か

間ま

同ど

う

志し

で

突つ

き

合あ

ひ

、
嘴

く
ち
ば
し

と

嘴
く
ち
ば
し

と

で

接せ

つ

吻ぷ

ん

し

て

は

今け

日ふ

の

不ふ

運う

ん

を

嘆か

こ

ち

顏が

ほ

な

の

も

可お

笑か

し

い

。

尾び

籠ら

う

な

話は
な
し

で

あ

る

が

、

牛

乳

ミ

ル

ク

に

コ

コ

ア

を

混ま

じ

へ

た

や

う

な 

tasaka
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脱だ

つ

糞ぷ

ん

を

し

て

、

船せ

ん

中ち

う

の

人ひ

と

々〲

の

鼻は

な

を

摘つ

ま

ま

せ

た

。 

兎と

に

角か

く

、
此こ

の

日ひ

は

愉ゆ

快
く
わ
い

な

一

日じ

つ

で

あ

つ

た

。
殊こ

と

に

此こ

の

場ば

所し

や

は

、
前ぜ

ん

回
く
わ
い

の

航こ

う

海か

い

に

、
惡わ

く

戰せ

ん

苦く

闘と

う

の

末す

へ

、
遂つ

ひ

に

退た

い

却
き
や
く

の

已や

む

な

き

に

至い

た

つ

た

海か

い

上
じ
や
う

で

あ

る

。
斯か

か

る

記き

念ね

ん

の

場ば

所し

よ

に

於お

い

て

、
偶ぐ

う

然ぜ

ん

に

も

海か

い

獣
じ
ゆ
う

と

水す

い

鳥て

う

と

の

征せ

い

服ふ

く

に

大た

い

捷
し
よ
う

を

占し

め

た

こ

と

ゝ

て

幸さ

い

先さ

き

よ

し

と

一

同ど

う

は

、
初は

つ

獵れ

う

祝
い
は
ひ

と

し

て
隊た

い

長
ち
や
う

か

ら

出だ

さ

れ

た

ブ

ラ

ン

デ

ー

の

盞
さ
か
づ
き

を

擧あ

げ

つ

ゝ

、
夜よ

を

徹て

つ

し

て

笑わ

ら

ひ

興
き
や
う

じ

た

の

で

あ

る

。 

翌よ

く

六

日か

朝あ

さ

、
隊た

い

長
ち
や
う

は

吉よ

し

野の

臨り

ん

時じ

厨

手

コ

ッ

ク

に

命め

い

じ

て

、
海か

い

豹へ

う

の

料れ

う

理り

に

取と

り

掛か

ゝ

ら

せ

た
。
前ぜ

ん

日じ

つ

の

晩ば

ん

餐さ

ん

に

、
海か

い

豹へ

う

の

ス

キ

焼や

き

を

試
こ
ゝ
ろ

み

た

が

、
惡あ

く

臭し

う

が

強つ

よ

く

て

一

箸は

し

も

食く

は

れ

な

い

の

で

、

今け

朝さ

は

隊た

い

長
ち
や
う

自
み
づ
か

ら

料れ

う

理り

場ば

に

出
し
ゆ
つ

馬ば

し

て

指し

揮き

す

る

こ

と

に

な

つ

た

の

で

あ

る

。 

先ま

づ

海か

い

水す

い

に

て

丁て

い

寧ね

い

に

二

度ど

ば

か

り

湯ゆ

出だ

し

、
後の

ち

脂し

肪ば

う

に

て

煎い

る

の

で

あ

る

。

試
こ
ゝ
ろ

み

に

之こ

れ

を

食く

ら

ふ

と

牛ぎ

う

肉に

く

の

如ご

と

き
味あ

じ

で

、

些
す
こ
し

の

臭
し
ゆ
う

氣き

な

く

、

却な

か

々〱

の

美び

味み

で

あ

る

。 

『

此こ

の

料れ

う

理り

法は

ふ

は

、

砂さ

糖と

う

も

醤
し
や
う

油ゆ

う

も

要い

ら

ず

、

經け

い

濟ざ

い

的て

き

で

あ

つ

て

、

手て

數す

う

も

掛か

ゝ

ら

ぬ

、

而し

か

も

美び

味み

で

あ

る

か

ら

、

先ま

づ

理り

想さ

う

的て

き

料れ

う

理り

法は

ふ

と

稱
し
や
う

し

て

も

よ

か

ら

う
』

と

御ご

自じ

慢ま

ん

で 

tasaka
ノート
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あ

つ

た

。 

尙な

ほ

海か

い

豹へ

う

の

脂し

肪ば

う

は

、
餅も

ち

切き

れ

大だ

い

一
箇こ

で

湯ゆ

を

沸わ

か

す

に

足た

り

、

拳
こ
ぶ
し

大だ

い

に

切き

つ

て

用も

ち

ふ

る

と

、

機き

罐
く
わ
ん

の

焚

料

ね

ん

れ

う

に

好こ

う

適て

き

し

て

居ゐ

る

。 

ペ

ン

グ

イ

ン

鳥て

う

は

、

其そ

の

後ご

食く

ひ

も

せ

ず

又ま

た

飲の

み

も

せ

ず

只た

ゞ

昨き

の

日ふ

よ

り

は

餘よ

程ほ

ど

落お

ち

着つ

き

氣ぎ

味み

で

あ

る

。
同ど

う

時じ

に

疲ひ

勞ら

う

は

加く

は

は

つ

た

ら

し

く

、
首く

び

を

縮ち

ゞ

め

、
白し

ろ

き

緣ふ

ち

あ

る

眼め

を

閉と

ぢ

て

、
三

十

度ど

と

い

ふ

角か

く

度ど

に

ま

で

兩
り
や
う

翼よ

く

を

擴ひ

ろ

げ

重お

も

き

身か

ら

體だ

の

平

衡

バ

ラ

ン

ス

を

取と

り

つ

ゝ

、
時と

き

々〲

坐

睡

い

ね

む

り

の

體て

い

で

あ

る

。
が

大だ

い

體た

い

に

於お

い

て

別べ

つ

狀
じ
や
う

は

な

い

。
相あ

ひ

變か

は

ら

ず

惡あ

く

臭
し
ゆ
う

は

近ち

か

づ

く

者も

の

の

鼻は

な

を

撲う

つ

こ

と

甚
は
な
は

だ

し

い

。 

此こ

の

朝あ

さ

一

羽は

は

、
高た

か

川が

は

舵だ

手し

ゆ

の

手て

に

よ

り

、
本ほ

ん

剝は

く

製せ

い

と

す

べ

く

絞か

う

殺さ

つ

し

、
皮か

は

を

脱は

い

で

肉に

く

は

早さ

う

々〱

料れ

う

理り

せ

ら

れ

た

。
味み

噌そ

煮に

の

爲た

め

か

一ち

よ

寸つ

と

賞
し
よ
う

味み

に

値
あ
た
ひ

し

た

。
從じ

う

來ら

い

の

探た

ん

檢け

ん

家か

は

、

海か

い

豹へ

う

並
な
ら
び

に

ペ

ン

グ

イ

ン

鳥て

う

の

肉に

く

は

、
到た

う

底て

い

食
し
よ
く

用よ

う

に

値
あ
た
ひ

せ

ぬ

と

云い

つ

て

居ゐ

る

の
は

全
ま
つ
た

く

料れ

う

理り

法は

ふ

の

不ふ

適て

き

當と

う

な

の

に

因よ

る

事こ

と

を

明
あ
き
ら

か

に

し

得え

た

。
解か

い

剖ぼ

う

の

結け

つ

果く

わ

、
胃ゐ

嚢の

う

中ち

う

に

小こ

石い

し

二

三

個こ

（

徑け

い

二

分ぶ

位
ぐ
ら
ゐ

）

を

得え

た

。
之こ

れ

は

消せ

う

化く

わ

を

助た

す

く

る

爲た

め

に

呑の

ん

だ

も

の

だ

ら

う

。 

tasaka
ノート
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ペ

ン

グ

イ

ン

鳥て

う

の

食
し
よ
く

料れ

う

は
研け

ん

究き

ん

の

結け

つ

果く

わ

、
生い

け

る

小こ

魚う

を

で

あ

る

事こ

と

が

解わ

か

つ

た

が

、
到た

う

底て

い

其そ

れ

等ら

の

食
し
よ
く

餌じ

を

給き

ふ

す

る

こ

と

不ふ

可か

能の

う

な

の

で

、
全ぜ

ん

部ぶ

絞か

う

殺さ

つ

に

決け

つ

し

、
コ

ロ

ヽ

ホ

ル

ム

を

用も

ち

ふ

る

こ

と

に

し

た

が

、

却な

か

々〱

絶ぜ

つ

命め

い

し

な

か

つ

た

。 

尙な

ほ

海か

い

豹へ

う

の

臟ぞ

う

腑ふ

及お

よ

び

脂し

肪ぼ

う

を

食
し
よ
く

し

た

。
輓ひ

き

犬い

ぬ

は

五

日か

夜よ

と

六

日か

と

に

亘わ

た

つ

て

、
激げ

き

烈れ

つ

な

る

吐と

瀉し

や

下げ

痢り

を

催も

よ

ふ

し

た

が

、

之こ

れ

は

食
し
よ
く

中あ

た

り

の

爲た

め

か

、

或
あ
る
ひ

は

過く

わ

食
し
よ
く

の

爲た

め

か
、

今い

ま

猶な

ほ

不ふ

明め

い

で

あ

る

。 

十

日か

、
船ふ

ね

は

ロ

ッ

ス

海か

い

の

碧へ

き

波は

を

截き

つ

て

、
東と

う

南な

ん

の

航こ

う

路ろ

に

進す

ゝ

ん

で

居ゐ

る

。
朝て

う

來ら

い

前ぜ

ん

方は

う

の

水す

い

平へ

い

線せ

ん

は

氷
こ
ほ
り

の

反は

ん

射し

や

に

よ

り

、
朦も

う

朧ら

う

と

し

て

白し

ろ

く

輝
か
ゞ
や

い

て

居ゐ

る

。
之こ

れ

は

氷
ア
イ
ス

堤
バ
リ
ア

の

視し

界か

い

に

入い

る

こ

と

の

近ち

か

き

時じ

間か

ん

内な

い

に
在あ

る

を

證
し
ょ
う

す

る

も

の

で

、
吹ふ

き

來き

た

る

寒か

ん

風ぷ

う

は

凛り

ん

烈れ

つ

と

し

て

、

甲

板

デ

ッ

キ

に

立た

つ

者も

の

の

頬ほ

う

を

裂さ

か

ん

ば

か

り

で

あ

る

。 

午ご

後ゞ

二

時じ

、

檣

頭

マ

ス

ト

見み

張は

り

櫓
や
ぐ
ら

よ

り

高た

か

川が

は

舵だ

手し

ゆ

は

、 

『

氷バ

リ

堤キ

が

見み

え

ま

す

！

』
と

當た

う

直
ち
よ
く

船せ

ん

員い

ん

に

報

告

ほ

う

こ

く

を

齎も

た

ら

し

た

の

で

、
總

員

そ

う

い

ん

は

舷ぜ

ん

端た

ん

に

立た

ち

並な

ら

ん

で

今い

ま

か

〱

と

待ま

ち

受う

け

て
居ゐ

る

と

、
や

が

て

、
水

平

す

い

へ

い

線せ

ん

の

朦も

う

朧ら

う

た

る

白は

く

輝き

は

次し

第だ

い

に

其そ

の

光く
わ
う

度ど

を

增ま

し

、

午ご

後ゞ

四

時じ

に

至い

た

つ

て

、

目も

く

測そ

く

二

百

尺し
や
く

位ぐ
ら
ゐ

の

一

大だ

い

氷ひ
や
う

堤て

い

は

、 

tasaka
ノート
６１頁　南極圏突進の航海一月九日（晴）帆走直航距離八十七海里 甲板は頬を裂かんばかりの寒氣 二百尺の大氷堤眼界に入る
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漸
や
う
や

く

眼が

ん

界か

い

に

入い

り

來き

た

つ

た

。 

見み

亘わ

た

せ

ば

船せ

ん

首し

ゆ

よ

り

右う

舷げ

ん

の

水

平

線

す

い

へ

い

せ

ん

に

沿そ

う

て

、

約や

く

三

十

哩
マ
イ
ル

の

延え

ん

長
ち
や
う

を

有い

う

す

る

氷
ひ
や
う

堤て

い

は

、

宛
あ
た
か

も

一

長
ち
や
う

白し

ろ

幕ま

く

を

張は

り

聯つ

ら

ね

た

る

が

如ご

と

く

連れ

ん

亘こ

う

し

、
光

く
わ
う

線せ

ん

の

反は

ん

射し

や

は

白は

く

雲う

ん

に

映え

い

じ
碧へ

き

波は

を

染そ

め

實じ

つ

に

莊さ

う

嚴ご

ん

雄ゆ

う

大だ

い

の

景け

い

致ち

を

示し

め

し

た

。 

風ふ

う

位ゐ

の

順
じ
ゆ
ん

を

得え

ざ

る

爲た

め

、
船ふ

ね

は

此こ

の

氷
ひ
や
う

堤て

い

に

沿そ

う

て
約や

く

十

哩
マ
イ
ル

の

沖お

き

を

東と

う

東〱

北ほ

く

に

航こ

う

し

、
夜よ

は

ペ

ン

グ

イ

ン

鳥て

う

の

聲こ

ゑ

に
夢ゆ

め

幾い

く

度た

び

か

亂み

だ

さ

れ

つ

ゝ

進す

ゝ

ん

だ

が

、

翌よ

く

十

一

日に

ち

朝あ

さ

に

至い

た

れ

ば

、

氷
ひ
や
う

堤て

い

は

近ち

か

く

右う

舷げ

ん

三

哩
マ
イ
ル

の

邊
あ
た
り

に

連れ

ん

亘こ

う

し

居を

り

、
折を

り

し

も

油
あ
ぶ
ら

凪な

ぎ

の

海か

い

上
じ
や
う

に

は

、
鯨げ

い

群ぐ

ん

の

潮し

ほ

柱
ば
し
ら

林
は
や
し

の

如ご

と

く

立た

ち

並な

ら

び

、
吹ふ

き
上あ

ぐ

る

遠え

ん

近き

ん

の

潮
う
し
ほ

の

響
ひ
ゞ
き

は

、
寂せ

き

た

る

天

地

て

ん

ち

の

夢ゆ

め

を

破や

ぶ

つ

て

居ゐ

る

。 

夜や

中ち

う

風ふ

う

位ゐ

の

西さ

い

轉て

ん

せ

る

よ

り

船ふ

ね

は

氷
ひ
や
う

堤て

い

に

沿そ

う

て

東と

う

航こ

う

を

急い

そ

い

だ

が

、

氷ひ
や
う

堤て

い

は

次し

第だ

い

に

其そ

の

延え

ん

長ち
や
う

線せ

ん

を

長な

が

う 

tasaka
ノート
６２頁　南極記ペングイン鳥の聲に征服の夢を亂さる 一月十日（晴）汽走後帆走直航距離七十四海里

tasaka
ノート
明治四十五年一月十日 始メテ氷堤發見
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し

、
見み

亘わ

た

す

前ぜ

ん

後ご

の

水

平

線

す

い

へ

い

せ

ん

に

連れ

ん

亘こ

う

し

、

宛
あ
た
か

も

雪ゆ

き

霽は

れ

し

晨
あ
し
た

、
月つ

き

白し

ろ

き

夕
ゆ
う
べ

、
遙は

る

か

に

萬

里

ば

ん

り

の

長
ち
や
う

城
ぢ
や
う

を

望の

ぞ

む

が

如ご

と

く

で

あ

る

。 

午ご

後ゞ

十

一

時じ

頃ご

ろ

、

夕せ

き

陽や

う

西に

し

に

斜な

ゝ

め

に

し

て

其そ

の

周し

う

圍ゐ

の

白は

く

雲う

ん

い

と

ゞ

密み

つ

な

る

折を

り

し

も

あ

れ

、

太た

い

陽や

う

を

中ち

う

心し

ん

と

し

て

各お

の

々〱

直
ち
ょ
く

角か

く

な

る

箇か

所し

よ

に

四

箇こ

の

幻ハ

ロ

日ー

を

現あ

ら

は

し

た

。

其そ

の

幻ハ

ロ

日ー

は

目も

く

測そ

く

三

間げ

ん

ば

か

り

の

徑け

い

を

以も

つ

て

、

虹に

じ

か

と

思お

も

は

る

ゝ

圓ゑ

ん

を

描え

が

く

の

で

あ

る

が

、
其そ

の

光
く
わ
う

輪り

ん

の

色し

き

彩さ

い

は

、
外

ぐ
わ
い

部ぶ

よ

り

靑あ

を

黄

紫

き
む
ら
さ
き

赤あ

か

の

順
じ
ゆ
ん

序じ

よ

で

、
却な

か

々〱

の

美び

觀
く
わ
ん

で

あ

る

。 卷け

ん

層そ

う

雲う

ん

の

奇く

し

き

戯
た
わ
む

れ

も

、
四

十

分ぷ

ん

間か

ん

の

後の

ち

消せ

う

滅め

つ

す

る

と

同ど

う

時じ

に

、
船ふ

ね

は

何い

時つ

し

か

流り

う

氷
ひ
や
う

海か

い

に

突と

つ

入に

ふ

し

た

の

で

、

直た

ゞ

ち

に

針し

ん

路ろ

を 

tasaka
ノート
６３頁　南極圏突進の航海氷堤は恰も萬里の長城を望む如し 幻日現はる

tasaka
ノート
一月十一日 午后十時三十分所見 航海中 太陽高度氷堤上十度十二分
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北ほ

く

々ほ

く

西せ

い

に

轉て

ん

じ

、
二

百

尺
し
や
く

許
ば
か
り

の

氷
ひ
や
う

堤て

い

に

沿そ

う

て

退
し
り
ぞ

い

た

。
途と

上
じ
や
う

流り

う

氷
ひ
や
う

の

頂
い
た
ゞ
き

に

は

、
ペ

ン

グ

イ

ン

鳥て

う

あ

り

、
海か

い

豹へ

う

あ

り

、
甲

板

デ

ッ

キ

の

勇ゆ

う

士し

は

、
之こ

れ

を

見み

て

曩さ

き

日の

ひ

の

勇ゆ

う

壯さ

う

痛つ

う

快
く
わ
い

な

り

し

狩
し
ゆ
う

獵れ

う

の

光
く
わ
う

景け

い

を

思
お
も
ひ

泛う

か

べ

、
脾ひ

肉に

く

の

嘆た

ん

に

堪た

へ

な

か

つ

た

が

、
前ぜ

ん

途と

を

急い

そ

ぐ

今い

ま

の

場ば

合あ

い

と

て

送お

く

り

て

は

迎む

か

へ

、
迎む

か

へ

て

は

送お

く

り

次し

第だ

い

に

氷
ひ
や
う

圍ゐ

を

離は

な

れ

ゆ

く

。
今け

日ふ

は

日に

つ

誌し

を

認
し
た
ゝ

む

る

に

際さ

い

し

、
ペ

ン

先さ

き

に

イ

ン

キ

氷
ひ
や
う

結け

つ

し

て
意い

に

任ま

か

せ

ぬ

。
氣き

溫お

ん

の

著
い
ち
じ

る

し

き

下か

降か

う

は

之こ

れ

に

よ

つ

て

も

知し

ら

る

ゝ

。 

翌あ

く

れ

ば

十

二

日に

ち

、
上

じ
や
う

陸り

く

地ち

點て

ん

の

鯨
ホ
エ
ー
ル
、

灣ベ

イ

は

次し

第だ

い

に

右う

舷げ

ん

に

近ち

か

づ

い

た

。
併し

か

し

其そ

の

中ち

う

間か

ん

に

一

大だ

い

浮ふ

集し

う

氷
ひ
や
う

の

遊ゆ

う

漂へ

う

す

る

と

、
大だ

い

小せ

う

無む

數す

う

の

氷
ひ
や
う

山ざ

ん

の

群ぐ

ん

立り

つ

と

の

爲た

め

に
船ふ

ね

は

右う

曲
き
よ
く

又ま

た

左さ

折せ

つ

、
例れ

い

の

縫ほ

う

航こ

う

を

以も

つ

て

血け

つ

路ろ

を

開ひ

ら

く

べ

く

苦く

心し

ん

し

た

が

、
帆は

ん

走さ

う

と

汽き

走そ

う

と

の

緩
く
わ
ん

急き

う

は

幸
さ
い
は
ひ

い

宜よ

ろ

し

き

を

得え

た

の

で

、

一

進し

ん

一

退た

い

の

後の

ち

辛か

ら

ふ

じ

て

氷
ひ
や
う

塊
く
わ
い

の

稀き

少
し
よ
う

な

る

海か

い

上
じ
や
う

に

出で

た

。

深し

ん

藍ら

ん

色
し
よ
く

を

呈て

い

す

る

右う

舷げ

ん

海か

い

上
じ
や
う

の

水す

い

平へ

い

線せ

ん

は

氷
ひ
や
う

群ぐ

ん

に

て

白は

く

色
し
よ
く

の

一

線せ

ん

を

成な

し

、

其そ

の

上
じ
や
う

部ぶ

に

連れ

ん

峯ほ

う

は

峨が

々ゞ

と

し

て

聳
し
や
う

立り

つ

し

て
居ゐ

る

。
此こ

の

上
じ
や
う

部ぶ

の

連れ

ん

峯ぽ

う

は

實じ

つ

物ぶ

つ

で

な

く

、
之こ

れ

ぞ

一

種し

ゆ

の

蜃し

ん

氣き

楼ら

う

、

南な

ん

極
き
よ
く

特と

く

有い

う

の

幻げ

ん

嶽が

く

で

あ

る

。 

一

旦た

ん

減げ

ん

少し
よ
う

し

た

氷ひ
や
う

塊く
わ
い

は

、

午

後

ご

ゞ

に

至い

た

つ

て

再ふ
た
ゝ

び

針し

ん

路ろ

を

遮さ

へ

ぎ

ら

う

と

し

た

。

船ふ
ね 

tasaka
ノート
６４頁　南極記ペンサキのインキ氷結す 一月十一日（晴）帆走汽走直航距離五十六海里 南極特有の幻岳
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は

其そ

う

幾い

く

度た

び

も

阻そ

遮し

や

せ

ら

れ

て

は

、
際さ

い

限げ

ん

も

な

い

の

で

、

進す

ゝ

め

る

丈だ

け

は

進す

ゝ

ま

ん

も

の

と

、
前ぜ

ん

進し

ん

に

主し

ゆ

力
り
よ
く

を

盡つ

く

し

た

が

、
氷

ひ
や
う

塊
く
わ
い

は

進す

ゝ

む

に

從
し
た
が

ひ

益ま

す

々〱

厚あ

つ

く

、
且か

つ

密み

つ

な

る

爲た

め

開か

い

南な

ん

丸ま

る

の

小せ

う

馬ば

力り

き

で

は

、
到た

う

底て

い

突と

つ

破ぱ

す

る

こ

と

の
絶ぜ

つ

望ぼ

う

な

る

よ

り

、
遺い

憾か

ん

な

が

ら

又ま

た

々ま

た

退た

い

却
き
や
く

と

決け

つ

し

て

轉て

ん

針し

ん

し

た

。 

去さ

る

九

日か

以い

來ら

い

日に

ち

夜や

、

少す

こ

し

の

怠
お
こ
た

り

な

く

上
じ
や
う

陸り

く

準
じ
ゆ
ん

備び

を

整
と
ゝ
の

へ

つ

ゝ

あ

つ

た
隊た

い

員い

ん

連れ

ん

は

、

又ま

た

も

や

退た

い

却
き
や
く

と

聞き

い

て

非ひ

常
じ
や
う

な

る

落ら

く

膽た

ん

を

し

た

。
一

同ど

う

の

心し

ん

中ち

う

は

誠
ま
こ
と

に

左さ

こ

そ

と

察さ

つ

せ

ら

れ

る

。 

退た

い

却
き
や
く

の

途と

上
じ
や
う

、
午ご

后ゞ

零れ

い

時じ

三

十

分ぷ

ん

頃ご

ろ

、
二

十

餘よ

尾び

よ

り

成な

る

一

隊た

い

の

鯱
ち
や
ち

群ぐ

ん

は

船ふ

ね

を
鯨げ

い

敵て

き

と

や

思お

も

ひ

け

ん

、
太ふ

と

さ

各お

の

々〱

一

丈
じ
や
う

、
長な

が

さ

二

間け

ん

、
頭と

う

部ぶ

よ

り

背は

い

部ぶ

に

幅は

ゞ

六

七

寸す

ん

の

白し

ろ

斑は

ん

紋も

ん

を

有い

う

す

る

此こ

の

一

隊た

い

は

、
各お

の

々〱

三

尺
じ
や
く

許
ば
か
り

、
劍

つ
る
ぎ

の

如ご

と

き

鰭ひ

れ

を

水す

い

上
じ
や
う

に

現あ

ら

は

し

つ
ゝ

、
悠ゆ

う

々〱

と

船ふ

ね

の

舷げ

ん

側そ

く

近ち

か

く

に

來ら

い

襲
し
ゆ
う

し

た

。
最さ

い

初し

よ

一

隊た

い

中ち

う

の

二

三

尾び

は

右う

舷げ

ん

三

四

間け

ん

の

近き

ん

距き

よ

離り

ま

で

迫せ

ま

り

來き

た

り

、
艫と

も

よ

り

左さ

舷げ

ん

へ

と

廻ま

わ

つ

て

、
斥せ

き

候こ

う

の

任に

ん

務む

を

全
ま
つ
た

ふ

し

た

が

正
し
や
う

體た

い

が

知し

れ

た

と

見み

え

て

、
斥せ

き

候こ

う

が

一

隊た

い

に

合が

つ

す

る

と

共と

も

に

、
遂つ

ひ

に

落ら

く

膽た

ん

せ

る

も

の

ゝ

如ご

と

く

南な

ん

方ぱ

う

さ

し

て

逸い

つ

走そ

う

し
去さ

つ

た

。

此こ

の

時と

き

花は

ね

守も

り

、

山

邊

や

ま

べ

の

兩
り
や
う

ア

イ

ヌ

は

海か

い

上
じ
や
う

の

鯱
し
や
ち

群ぐ

ん

に

禮れ

い

拝は

い

し

、 

tasaka
ノート
６５頁　南極圏突進の航海一隊の鯱群悠々舷側に來襲 アイヌの鯱群禮拝
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頻し

き

り

に

祈き

願
ぐ
わ
ん

を

籠こ

む

る

様や

う

子す

で

あ

つ

た

。
後あ

と

に

て

聞き

け

ば

鯱
し
や
ち

と

い

ふ

魚う

を

は

、
海う

み

の

神か

ん

使
づ
か
ひ

で

、
神か

み

と

同ど

う

様や

う

に

尊そ

ん

崇す

う

す

べ

き

も

の

で

あ

る

。

樺か

ば

太ふ

と

に

於お

い

て

は

古こ

來ら

い

の

習し

ふ

慣
く
わ
ん

で

、
毎ま

い

年ね

ん

二

回
く
わ
い

鯨
く
じ
ら

を

捕ほ

獲
く
わ
く

し

て

、
濱は

ま

邊へ

に

繋つ

な

ぎ

置お

き

鯱
し
や
ち

の

神か

み

に

御ご

供く

う

と

し

て

捧さ

ゝ

げ

る

の

で

あ

る

。
兩

り
や
う

ア

イ

ヌ

は

斯こ

ふ

説せ

つ

明め

い

し

て

後の

ち

。 

『

我わ

が

開か

い

南

丸

な

ん

ま

る

も

斯か

く

鯱
し
や
ち

の

神か

み

に

守し

ゆ

護ご

さ

れ

て

居ゐ

る

以い

上
じ
や
う

、
前ぜ

ん

途と

は

必
か
な
ら

ず

大

丈

夫

だ

い

じ

や

う

ぶ

で

あ

る

、
』

と

云い

つ

て

尙な

ほ

も

海か

い

上
じ
や
う

を

幾い

く

た

ゝ

び

禮

拜

ら

い

は

い

し

た

。 十

三

日に

ち

午ご

前ぜ

ん

二

時じ

、
又ま

た

々〱

群ぐ

ん

氷
ぴ
や
う

來ら

い

襲
し
ゆ
う

し
、
同ど

う

四

時じ

に

至い

た

つ

て

最も
つ
と

も

多お

ほ

か

つ

た

が

、

同ど

う

七

時じ 

tasaka
ノート
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三

十

五

分ふ

ん

漸
や
う
や

く

氷
ぴ
や
う

圍ゐ

を

脱だ

つ

し

て

漫ま

ん

々〱

た

る

碧へ

き

波は

上
じ
や
う

に

出で

た

。
其そ

の

時と

き

忽

然

こ

つ

ぜ

ん

山さ

ん

岳が

く

の
如ご

と

き

大だ

い

氷
ひ
や
う

山ざ

ん

右う

舷げ

ん

に

現あ

ら

は

れ

出い

で

、
不

意

ふ

い

の

事こ

と

と

て

大
お
ほ
い

に

乘
じ
や
う

員い

ん

の

膽た

ん

を

寒さ

む

か

ら

し

め

た

が

、

併し

か

し

船せ

ん

首し

ゆ

を

轉て

ん

じ

て

危き

險け

ん

を

逃の

が

れ

得え

た

處
と
こ
ろ

で

、
試

こ
ゝ
ろ

み

に

舷げ

ん

頭と

う

よ

り

之こ

れ

を

望の

ぞ

む

と

、

其そ

の

絶ぜ

つ

景け

い

實じ

つ

に

筆ひ

つ

紙し

に

盡つ

く

し

難が

た

く

、

坐そ

ゞ

ろ

に

畫ぐ

わ

筆ひ

つ

の

才ざ

い

な

き

を

嘆た

ん

ぜ

し

め

た

。 

見み

よ

氷
ひ
や
う

山ざ

ん

の

高た

か

さ

は

數す

う

百

尺
し
や
く

に

達た

つ

し

、
周し

う

圍ゐ

八

九

哩
マ
イ
ル

に

及お

よ

び

、

大だ

い

小せ

う

の

群ぐ

ん

氷
ひ
や
う

之こ

れ

を

圍ゐ

繞ね

う

し

、

海う

み

燕
つ
ば
め

は

點て

ん

々〱

と

し

て

其そ

の

前ぜ

ん

後ご

に

群ぐ

ん

翔
し
よ
う

し

、
又ま

た

な

き

雄ゆ

う

大だ

い

の

景け

い

な

る

さ

へ

あ

る

に

、

折を

り

し

も

一

痕こ

ん

の

半は

ん

月げ

つ

は

淡あ

は

く

檣

頭

し

よ

と

う

に

掛か

ゝ

り

加く

は

ふ

る

に

幻ハ

ロ

日ー

出し

ゆ

つ

現げ

ん

し

て

雲く

も

に

映え

い

じ

波な

み

に

映え

い

じ

、 

tasaka
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又ま

た

氷
ひ
や
う

山ざ

ん

に

反は

ん

映え

い

し

て

、
人ひ

と

を

し

て
南

極

な
ん
き
よ
く

の

自

然

し

ぜ

ん

美び

の

斯か

く

ま

で

に

崇す

う

高か

う

な

る

か

に

驚
き
や
う

嘆た

ん

せ

し

め

、

恍

惚

く
わ
う
こ
つ

た

ら

し

め

た

。 
此こ

の

天

下

て

ん

か

の

絶

景

ぜ

つ

け

い

に

對た

い

し

、
總

員

そ

う

い

ん

し

ば

し

航

路

こ

う

ろ

難な

ん

を

忘わ

す

れ

つ

ゝ

あ

つ

た

う

ち

、
船ふ

ね

は

又ま

た

も

や

大だ

い

氷

群

ひ
や
う
ぐ
ん

に

襲

擊

し
ゆ
う
げ
き

せ

ら

れ

、
一

進し

ん

一

退た

い

、
轉て

ん

針し

ん

定さ

だ

め

な

き

難な

ん

航こ

う

に

陷お

ち

ゐ

つ

た

。
一

望ぼ

う

皚が

い

た

る

浮ふ

氷
ひ
や
う

は

、
針

路

し

ん

ろ

の

海

上

か
い
じ
や
う

よ

り

遠と

ほ

く

水

平

線

す

い

へ

い

せ

ん

に

連
つ
ら
な

り

、
廣

く
わ
う

漠ば

く

た

る

一

大だ

い

氷
ひ
や
う

野や

を

展

開

て

ん

か

い

し

て

居ゐ

る

。
船ふ

ね

は

其そ

の

緣

邊

え

ん

ぺ

ん

に

沿そ

う

て

東と

う

方は

う

に

、
一

大だ

い

迂う

航こ

う

す

る

の

外ほ

こ

な

き

も

、
さ

り

と

て

其そ

の

緣

邊

え

ん

ぺ

ん

の

那

所

い

づ

く

に

至い

た

つ

て

盡つ

く

る

か

を

知し

ら

ず

。
之こ

れ

に

は

流

石

さ

す

が

勇

悍

ゆ

う

か

ん

老

練

ら

う

れ

ん

の

船

長

せ
ん
ち
や
う

も

長
ち
や
う

大だ

い

息そ

く

を

發は

つ

し

、

隊

長

た
い
ち
や
う

は

眉ま

ゆ

を

蹙ひ

そ

め

て
航

路

こ

う

ろ

難な

ん

を

嘆た

ん

じ

た

。 

此こ

の

時と

き

隊

長

た
い
ち
や
う

は

、
船

長

せ
ん
ち
や
う

と

討

議

と

う

ぎ

の

末す

ゑ

、
取と

り

敢あ

え

ず

東と

う

方は

う

へ

迂う

航こ

う

の

こ

と

に

決け

つ

し

た

が

、
船ふ

ね

の

碎さ

い

氷
ひ
や
う

力
り
よ
く

の

薄は

く

弱
じ
や
く

な

る

の

一

事じ

は

、
返か

へ

す

〲

も

總さ

う

員い

ん

の

遺ゐ

憾か

ん

と

す

る

所
と
こ
ろ

で

あ

つ

た
。
そ

こ

で

隊た

い

長
ち
や
う

の

決

心

け

つ

し

ん

は

、
迂う

航こ

う

の

上う

え

、
能あ

た

ふ

丈だ

け

上
じ
や
う

陸り

く

地ち

點て

ん

最

近

さ

い

き

ん

の

位

置

ゐ

ち

ま

で

船ふ

ね

を

進す

ゝ

め

た

る

上う

へ

、

若も

し

不ふ

幸か

う

に

も

其そ

れ

以い

上
じ
や
う

の

突

進

と

つ

し

ん

、

不ふ

可か

能の

う

と

決け

つ

し

た

曉
あ
か
つ
き

は

、

上
じ
や
う

陸り

く

隊た

い

は

こ

ゝ

に

短

艇

ボ

ー

ト

を

艤ぎ

し

、
氷

ひ
や
う

上
じ
や
う

行か

う

軍ぐ

ん

を
決

行

け

つ

こ

う

し

身

命

し

ん

め

い

を

賭と

し

て

上

陸

じ
や
う
り
く

の

目

的

も

く

て

き

を

達た

つ

し

や

う

と

云い

ふ

の

で

あ

つ

た

。

隊

長

た
い
ち
や
う

の

此こ

の

決

心

け

つ

し

ん

は

最も

早は

や

動う

ご

か

す

べ

か

ら

ざ

る

も

の

な

の

で

、 

tasaka
ノート
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上
じ
や
う

陸り

く

準
じ
ゆ
ん

備び

は

更さ

ら

に

完
く
わ
ん

全ぜ

ん

を

期き

す

る

こ

と

ゝ

な

つ

た

。
船

長

せ
ん
ち
や
う

も

隊

長

た
い
ち
や
う

の
此こ

の

賭と

世せ

い

の

大

決

心

だ

い

け

つ

し

ん

を

聞き

い

て

感

激

か

ん

げ

き

し

。 
『

船せ

ん

長
ち
や
う

不ふ

肖せ

う

と

雖
い
へ
ど

も

「

人じ

ん

事じ

の

最

善

さ

い

ぜ

ん

を

盡つ

く

し

て

已や

ま

ん

』

と

誓ち

か

う

た

。 

船ふ

ね

は

豫よ

定て

い

の

航こ

う

路ろ

に

就つ

い

て

進す

ゝ

む

に

從
し
た
が

ひ

、
氷

堤

ひ
や
う
て
い

は

遂つ

ひ

に

視し

界か

い

を

脱だ

つ

し

た

が
、
測そ

く

量
り
や
う

に

よ

れ

ば

、

目

的

も

く

て

き

の

氷

堤

ひ
や
う
て
い

ま

で

は

三

十

哩
マ
イ
ル

乃な

い

至し

四

十

哩
マ
イ
ル

の

距

離

き

よ

り

で

あ

る

。 

翌よ

く

十

四

日か

を

迎む

か

ふ

る

も

、
前ぜ

ん

面め

ん

は

依い

然ぜ

ん

た

る

氷
ひ
や
う

塊
く
わ
い

の

海う

み

で

あ

つ

た

が
、
極

き
よ
く

力
り
よ
く

縫ほ

う

航こ

う

に

努つ

と

め

た

結け

つ

果く

わ

、
漸

や
う
や

く

南な

ん

進し

ん

の

一

航こ

う

路ろ

を

發は

つ

見け

ん

し

、
長

ち
や
う

時じ

間か

ん

の

後の

ち

聊
い
さ
ゝ

か
愁し

う

眉び

を

開ひ

ら

く

を

得え

た

の

は

、
天て

ん

、
全

ま
つ
た

く

決け

つ

死し

的て

き

一

行こ

う

の

切せ

つ

な

る

至し

情
じ
や
う

を

諒
り
や
う

と

し

た

爲た

め

で

も

あ

ら

う

歟か

。 

斯か

く

て

南な

ん

進し

ん

又ま

た

南な

ん

進し

ん

、

航こ

う

し

ゆ

く

海か

い

上
じ
や
う

、

處し

よ

々〱

の

流り

う

氷
ひ
や
う

上
じ
や
う

に

は

、

ペ

ン

グ

イ

ン

鳥て

う

、

海か

い

豹へ

う

の

群ぐ

ん

を

成な

す

も

の

夥
お
び
た
ゞ

し

く

、

滿ま

ん

船せ

ん

の

勇ゆ

う

士し

は

腕う

で

を

扼や

く

し

て

。 

『

捕と

り

た

い

な

ァ

、

捕と

り

た

い

な

ァ

』 

午ご

前ぜ

ん

六

時じ

、
右う

舷げ

ん

數す

十

歩ほ

を

流な

が

る

ゝ

氷
ひ
や
う

塊
く
わ
い

上
じ
や
う

に

、
夢ゆ

め

も

圓ま

ど

か

に

睡ね

む

れ

る

一
頭と

う

の

海か

い

豹へ

う

を

發は

つ

見け

ん

し

た

の

で

、

も

う

矢や

も

楯た

て

も

堪た

ま

ら

な

く

な

つ

た

連れ

ん

中ぢ

う

は

。 
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『

ソ

リ

ャ

海か

い

豹へ

う

だ

、
捕と

ら

う

〱

』
と

、
早さ

う

々〱

短

艇

ボ

ー

ト

を

海か

い

上
じ
や
う

に

卸お

ろ

し

、
柴し

ば

田た

、
花は

な

守も

り

の

二

戰せ

ん

士し

は

、
之こ

れ

に

打う

ち

乘の

り

、
例れ

い

の

六

尺
し
や
く

棒ぼ

う

を

眞ま

つ

向か

ふ

に

振ふ

り

翳か

ざ

し

て

、
難な

ん

な

く

數す

う

擊げ

き

の

下も

と

に

捕ほ

獲
く
わ
く

し

た

。

す

る

と

、

又ま

た

も

や

一

頭と

う

他た

の

氷
ひ
や
う

上
じ
や
う

に

横
よ
こ
た

は

つ

て

居ゐ

る

の

で

、 

『

序つ

い

で

に

や

つ

ゝ

け

ろ

』
と

ば

か

り

、
之こ

れ

も

約や

く

二

十

分ぷ

ん

を

以も

つ

て

捕ほ

獲
く
わ
く

す

る

。
次つ

い

で

、

又ま

た

一

頭と

う

左さ

舷げ

ん

に

來き

た

り

、
續つ

ゞ

い

て

二

頭と

う

又ま

た

は

三

頭と

う

と

、
幾い

く

つ

で

も

氷
こ
ほ
り

に

乘の

つ

て

流な

が

れ

て

來く

る

。
一

體た

い

海か

い

豹へ

う

は

、
氷

ひ
や
う

上
じ
や
う

で

は

活
く
わ
つ

動ど

う

甚
は
な
は

だ

遅ち

鈍ど

ん

な

る

爲た

め

、
發は

つ

見け

ん

す

る

に

從
し
た
が

う

て

此こ

な

方た

の

手し

ゆ

中ち

う

の

物も

の

と

な

る

。
宛

さ
な
が

ら

遺お

ち

た

る

を

拾ひ

ら

ふ

に

異こ

と

な

ら

ぬ

。
斯か

く

て
前ぜ

ん

後ご

數す

う

回
く
わ
い

の

討と

う

伐ば

つ

隊た

い

は

、
成せ

い

績せ

き

何い

づ

れ

も

良
り
や
う

好こ

う

で

、
遂つ

ひ

に

夕ゆ

う

刻こ

く

ま

で

に

十

二

頭と

う

を

捕ほ

獲
く
わ
く

し

た

。
物ぶ

つ

資し

補ほ

充じ

う

に

は

此こ

の

上う

へ

な

き

天て

ん

與よ

の

賜た

ま

物も

の

、

拜は

い

領
り
よ
う

せ

ね

ば

反か

へ

つ

て

天て

ん

罰ば

つ

が

恐お

そ

ろ

し

い

位
く
ら
ゐ

で

あ

る

。 

三み

井ゐ

所し

よ

部ぶ

長
ち
や
う

、
高た

か

川ゞ

は

船せ

ん

員い

ん

、
の

兩
り
や
う

名め

い

は

、
試

こ
ゝ
ろ

み

に

中ち

う

帆は

ん

檣
し
よ
う

の

物も

の

見み

櫓
や
ぐ
ら

に

上の

ぼ

つ

て

沖

合

お

き

あ

い

を

見み

る

と

、
白し

ろ

き

流り

う

氷
ひ
や
う

上
じ
や
う

に

黑く

ろ

き

海か

い

豹へ

う

の

數す

う

は

、
一ち

よ

寸つ

と

數か

ぞ

へ

た

ゞ

け

で

三

十

三

頭と

う

に

も

上の

ぼ

つ

た

。 

翌よ

く

十

五

日に

ち

は

、
捕ほ

獲
く
わ
く

し

た

海か

い

豹へ

う

の

料れ

う

理り

で

、
却な

か

々〱

賑に

ぎ

は

つ

た

。
併し

か

し

船ふ

ね

の

方ほ

う

は

、
又ま

た 

tasaka
ノート
７０頁　南極記六尺棒を振翳して大海豹狩 海豹討伐隊の好成蹟 一月十四日（晴）汽走直航距離廿三海里
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も

や

氷
ひ
や
う

圍ゐ

に

陷お

ち

ゐ

つ

た

の

で

、
例れ

い

の

右う

回
く
わ
い

左さ

轉て

ん

に

努ど

力
り
よ
く

し

、
苦く

心し

ん

慘さ

ん

憺た

ん

の

末す

へ

辛か

ら

ふ

じ

て
、

一

條で

う

の

血け

つ

路ろ

を

得え

た

が

、
此こ

の

日ひ

の

氷
ひ
や
う

群ぐ

ん

は

何い

づ

れ

も

蝙か

ほ

蝠も

り

の

羽う

翼よ

く

狀
じ
や
う

を

成な

し

、
其そ

の

上う

へ

に

は

數す

う

十

の

海か

い

豹へ

う

點て

ん

々〱

と

し

て

横
よ
こ
た

は

つ

て
居ゐ

る

。
前ぜ

ん

日じ

つ

の

大た

い

獵れ

う

で

當た

う

分ぶ

ん

は

十
分ぶ

ん

な

の

で

別べ

つ

に

捕ほ

獲
く
わ
く

は

し

な

か

つ

た

。
海か

い

豹へ

う

を

乘の

せ

た

氷
ひ
や
う

塊
く
わ
い

の

、
舷げ

ん

側そ

く

を

通つ

う

過く

わ

す

る
時と

き

、
折お

り

々〱

甲

板

デ

ッ

キ

上
じ
や
う

か

ら

高か

う

聲せ

い

を

發は

つ

す

る

と

、
海か

い

豹へ

う

の

先

生

せ

ん

せ

い

訝い

ぶ

か

し

げ

に

、
首く

び

を

擧あ

げ

て

四

方

あ

た

り

を

見み

廻ま

は

す

、
其そ

の

態た

い

度ど

の

悠ゆ

う

々〱

迫せ

ま

ら

ざ

る

と

こ

ろ

、

慥た

し

か

に

大だ

い

英

雄

え

い

ゆ

う

の

面お

も

影か

げ

が

あ

る

。 

十

六

日に

ち

、
一

た

び

减げ

ん

少
し
よ
う

し

た

群ぐ

ん

氷
ぴ
や
う

は

又ま

た

々〱

船ふ

ね

を

包は

う

圍ゐ

し

て

、
前

進

ぜ

ん

し

ん

を

阻

止

そ

し

す

る

こ

と

幾い

く

度た

び

か

に

及お

よ

ん

だ

が

、
百

方ぱ

う

難な

ん

航こ

う

の

末す

ゑ

、

漸
や
う
や

く

一

方ぱ

う

に

血け

つ

路ろ

を

開ひ

ら

い

て

突と

つ

破ぱ

し

た

。
午ご

前ぜ

ん

二

時じ

左さ

舷げ

ん

の

水す

い

平へ

い

線せ

ん

上
じ
や
う

に

、

雲く

も

か

山や

ま

か

と

思お

も

は

る

ゝ

一

抹ま

つ

の

淡た

ん

灰
く
わ
い

色
し
よ
く

を

認み

と

め

た

が
、

や

が

て

、
同ど

う

四

時じ

二

十

分ぷ

ん

に

至い

た

つ

て

、
そ

れ

は

氷
ひ
や
う

堤て

い

の

連れ

ん

亘こ

う

せ

る

も

の

と

知し

れ

た

。
船ふ

ね

の

近ち

か

づ

く

と

共と

も

に

愈
い
よ
い

よ

鮮
あ
ざ
や

か

で

一

望は

う

半は

ん

月げ

つ

形け

い

を

示し

め

せ

る

目も

く

測そ

く

百

五

十

尺
し
や
く

位
ぐ
ら
ゐ

の

氷
ひ
や
う

堤て

い

は

、

白し

ろ

屏
び
や
う

風ぶ

を

並な

ら

べ

た

る

が

如ご

と

く

、
又ま

た

大だ

い

白は

く

蛇じ

や

の

横わ

う

臥ぐ

わ

せ

る

に

も

似に

て

居ゐ

る

。
見み

渡わ

た

す

海か

い

上じ
や
う

、

流り

う

氷ひ
や
う

は

幸
さ
い
は
ひ

に

片へ

ん

影え

い

な

く

、

ロ

ツ

ス

海か

い

の

特と

く

徴ち
や
う

と

も

云い

ふ

べ

き

細さ

ゞ

波な

み

は

、 

tasaka
ノート
７１頁　南極圏突進の航海三十餘頭の海豹群を乗せし氷塊 一月十五日（晴）帆汽兩走直航距離廿三海里 半月形を爲せる氷堤
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一

碧ぺ

き

油
あ
ぶ
ら

の

如ご

と

く

で

あ

る

。
其そ

の

上う

へ

を

船ふ

ね

は

今い

ま

帆は

ん

汽き

兩
り
や
う

走そ

う

を
以も

つ

て

、
全ぜ

ん

力
り
よ
く

を

費つ

ひ

や

し

つ

ゝ

駛は

し

つ

て

居ゐ

る

。 
此こ

の

地

點

ち

て

ん

は

鯨

灣

ホ
エ
ー
ル
ベ
イ

の

東と

う

方は

う

三

十

哩
マ
イ
ル

の

海か

い

上
じ
や
う

で

あ

る

處
そ
こ
ろ

か

ら

上
じ
や
う

陸り

く

は

エ

ド

ワ

ー

ド

七

世せ

い

州
ラ
ン
ド

に

變へ

ん

更か

う

す

る

方か

た

、

得と

く

策さ

く

な

ら

ん

と

の

提て

い

議ぎ

も

あ

つ

た

の

で

、

結け

つ

局
き
よ
く

そ

れ

に

一

決け

つ

し

、

氷
ひ
や
う

堤て

い

ま

で

一

哩
マ
イ
ル

と

い

ふ

近き

ん

距き

よ

離り

に

船ふ

ね

を

進す

ゝ

め

、
そ

れ

よ

り

氷
ひ
や
う

堤て

い

に
並へ

い

行か

う

し
て

上
じ
や
う

陸り

く

地ち

點て

ん

の

探た

ん

査さ

を

な

し

つ

ゝ

東と

う

航こ

う

し

た

。 

右う

舷げ

ん

を

見み

る

と

、

氷
ひ
や
う

堤て

い

に

は

、
洞ど

う

穴け

つ

及お

よ

び

龜き

裂れ

つ

處し

よ

々〱

に

在あ

つ

て

、
其そ

の

近ち

か

き

も

の

は
海か

い

水す

い

に

映え

い

じ

て

深し

ん

藍ら

ん

色
し
よ
く

を

呈て

い

し

其そ

の

遠と

ほ

き

も

の

は

點て

ん

々〱

と

し

て

墨ぼ

く

痕こ

ん

を

呈て

い

し

て

居ゐ

る

。
又ま

た

凸と

つ

た

る

斷だ

ん

層さ

う

か

ら

は

、

宛
あ
た
か

も

硝が

ら

子す

棒ぼ

う

を

無む

數す

う

に

、

吊つ

り

下さ

げ

し

が

如ご

と

き

氷つ

ら

柱ゝ

垂た

れ

下さ

が

り

、

堤て

い

下か

を

奔は

し

る

潮て

う

流り

う

は

瑠る

璃り

の

如ご

と

く

、

其そ

の

氷つ

ら

柱ゝ

に
反は

ん

映え

い

し

て

居ゐ

る

。 

此こ

の

時と

き

、
突と

つ

如ぢ

よ

前ぜ

ん

甲

板

デ

ッ

キ

上
じ
や
う

に

一

發ぱ

つ

の

銃じ

う

聲せ

い

轟
と
ゞ
ろ

き

渡わ

た

つ

た

。
之こ

れ

は

武た

け

田だ

學が

く

術
じ
ゅ
つ

部ぶ

長
ち
や
う

が

將ま

さ

に

落お

ち

ん

と

せ

る

、

氷
ひ
や
う

堤て

い

の

强
き
や
う

弱
じ
や
く

を

知し

ら

ん

が

爲た

め

に

、

射し

や

擊げ

き

を

試
こ
ゝ
ろ

み

た

の

で

あ

つ

た

。

其そ

の

結け

つ

果く

わ

件
く
だ
ん

の

氷つ

ゝ

柱ら

は

、

頗
す
こ
ぶ

る

堅

固

け

ん

ご

な

る

氷
ひ
や
う

結け

つ

物ぶ

つ

で

あ

る

こ

と

を

確か

く

證
し
よ
う

し

た

。 

銃じ

う

を

杖つ

ゑ

に

し

た

武た

け

田だ

部ぶ

長
ち
や
う

は

、 

tasaka
ノート
７２頁　南極記氷堤の處々に洞穴及龜裂あり 硝子棒を吊下けし如き氷桂 氷堤試験の實彈一發
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『

十

二

珊
イ
ン
チ

砲は

う

一

發ぱ

う

あ

れ

ば

、
ズ

ド

ン

と

氷
ひ
や
う

堤て

い

に

穴あ

な

を

明あ

け

て

、

随ず

ゐ

意い

の

箇か

所し

よ

に

上
じ
や
う

陸り

く

が

出で

來き

る

に

な

ァ

』

と

長
ち
や
う

大だ

い

息そ

く

！

。 

午ご

前ぜ

ん

七

時じ

三

十

分ぷ

ん

、
船ふ

ね

は

氷
ひ
や
う

堤て

い

の

一

突と

つ

角か

く

に

沿そ

う

て

廻ま

わ

る

と

、
其そ

處こ

に

は

一

小せ

う

灣わ

ん

の

東と

う

西ざ

い

約や

く

二

哩
マ
イ
ル

奥お

く

行ゆ

き

約や

く

一

哩
マ
イ
ル

に

展て

ん

開か

い

さ

れ

て

居ゐ

る

の

を

發は

つ

見け

ん

し

た

。

群ぐ

ん

峰ぽ

う

は

灣わ

ん

の

奥お

く

に

聳

立

し
よ
う
り
つ

し

、
岸き

し

邊べ

は

氷
ひ
や
う

堤て

い

斷だ

ん

絶ぜ

つ

し

て

、
波な

み

打う

ち

際ぎ

は

は

棧さ

ん

橋ば

し

の

如ご

と

く

低ひ

く

く

且か

つ

平
た
ひ
ら

か

で

あ

る

。
兎と

に

角か

く

上
じ
や
う

陸り

く

に

は

適て

き

當た

う

ら

し

い

の

で

、

船ふ

ね

を

灣わ

ん

内な

い

に

進す

ゝ

め

る

こ

と

に

し

た

。 

船ふ

ね

の

停

止

て

い

し

と

共と

も

に

武

田

た

け

だ

學が

く

術
じ
ゆ
つ

部ぶ

長
ち
や
う

、
土

屋

つ

ち

や

一

等と

う

運

轉

士

う

ん

て

ん

し

、

渡

邊

わ

た

な

べ

船

員

せ

ん

い

ん

、

花は

な

守も

り

隊

員

た

い

い

ん

の

四

名め

い

は

、

船

尾

せ

ん

び

に

卸お

ろ

さ

れ

た

る

短

艇

ボ

ー

ト

に

移

乘

い

じ

よ

う

し

、
隊

長

た
い
ち
や
う

の

命め

い

を

含ふ

く

ん

で

灣わ

ん

上
じ
や
う

の

實

地

じ

つ

ち

蹈

査

た

ふ

さ

を

試こ
ゝ
ろ

み

る

べ

く

漕こ

ぎ

進す

ゝ

ん

だ

。

折を

り

し

も

太た

い

陽や

う

は 

tasaka
ノート
７３頁　南極圏突進の航海希くは十二珊砲あれ 上陸し得べく見ゆる一灣あり 灣上實地踏査の爲め端艇派遣

tasaka
ノート
一月十六日 見失ウタル氷塊ヲ再ビ發見セル 位置南緯七十八度〇八分西経百九十二度五十分
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雲く

も

間ま

を

出い

て

、

左さ

右い

う

の

銀ぎ

ん

堤て

い

は

燦

然

さ

ん

ぜ

ん

と

し

て

碧

波

へ

き

は

に

映え

い

じ

て

居ゐ

る

。

短

艇

ボ

ー

ト

は

赤あ

か

旗は

た

高た

か

く

飜
ひ
る
が

へ

し

て

、

次し

第だ

い

に

灣わ

ん

岸が

ん

に

近ち

か

づ

く

と

、

船ふ

ね

は

徐
お
も
む

ろ

に

艇て

い

尾び

を

追お

う

て

進す

ゝ

み

ゆ

く

。 
時と

く

し

も

、

汀
み
ぎ
は

の

右う

方は

う

深し

ん

藍ら

ん

色
し
よ
く

を

呈て

い

せ

る

大だ

い

氷
ひ
や
う

洞ど

う

の

外
ぐ
わ
い

邊へ

ん

に

、

一

大だ

い

海か

い

豹へ

う

の

横
よ
こ
た

は

れ

る

を

見み

る

や

、

船ふ

ね

か

ら

短

艇

ボ

ー

ト

に

注

意

ち

う

い

す

る

と

艇

上

て
い
じ
や
う

の

四

人に

ん

は

坐ざ

氷
ひ
や
う

の

一

角か

く

に

纜
と
も
づ
な

を

繋つ

な

ぎ

、
一

齊せ

い

に
「

好こ

う

敵て

き

御ご

參ざ

ん

な

れ

！

」
と

馳せ

せ

向む

か

う

た

。
四

人に

ん

が

手て

に

せ

る

四

本ほ

ん

の

六

尺
し
や
く

棒ぼ

う

は

、
幾い

く

た

び

か

打う

ち

下お

ろ

さ

れ

た

が

、
敵て

き

も

さ

る

者も

の

頻し

き

り

に

牙き

ば

を

怒い

か

ら

せ
て

應

戰

お

う

せ

ん

す

る

。
其そ

の

開ひ

ら

い

た

口く

ち

は

、

宛
あ
だ
か

も
大

蛇

だ

い

じ

や

の

紅こ

う

舌ぜ

つ

を

吐は

い

た

や

う

で

あ

る

。
や

が

て

、
遂

に

四

方は

う

か

ら

包は

う

圍ゐ

攻

擊

こ

う

げ

き

の

末す

へ

、

滅め

つ

多た

毆う

ち

に

打う

ち

据す

ゑ

、

漸や

つ

と

の

事こ

と

で

敵て

き

を

仕し

止と

め

た

。

格

鬪

か

く

と

う

正ま

さ

さ

に

三

十

分ぷ

ん

間か

ん

、

戰

士

せ

ん

し

は

何い

づ

れ

も
血ち

を

浴あ

び

汗あ

せ

に

塗ま

み

れ

た

。 

激

戰

げ

き

せ

ん

後ご

、
直た

ゞ

ち

に

四

戰せ

ん

士し

は

、
萬ば

ん

歳ざ

い

を

唱と

な

へ

つ

ゝ

直た

ゞ

ち

に

、
傾

斜

け

い

し

や

急き

う

な

る

、

峻
し
ゆ
ん

坂ぱ

ん

を

攀よ

ぢ

て

其そ

の

背

後

は

い

ご

に

入い

り

、
左さ

方は

う

の

堤て

い

上
じ
や
う

に

向む

か

ふ

べ

く

中ち

う

腹ふ

く

に

現あ

ら

は

れ

、
一

列れ

つ

縦

隊

じ

う

た

い

を

以も

つ

て

轉こ

ろ

び

つ

起お

き

つ

益ま

す

々〱

前

進

ぜ

ん

し

ん

し

て

、
程ほ

ど

な

く

堤て

い

上
じ
や
う

に

達た

つ

し

た

が

、
な

ほ

も

四

人に

ん

は

前ぜ

ん

進し

ん

を

讀つ

ゞ

け

て

、

堤て

い

上
じ
や
う

奥お

く

深ふ

か

く

進し

ん

入に

ふ

し

た

。 

tasaka
ノート
７４頁　南極記大海豹と格闘の三十分間
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船

上

せ
ん
し
や
う

で

は

四

人に

ん

の

消

息

せ

う

そ

く

を

待ま

ち

詫わ

び

て

居ゐ

る

と

、
や

が

て

、
四

十

分ぷ

ん

後ご

四

人に

ん

の

影か

げ

は

高た

か

き

氷
ひ
や
う

堤て

い

上
じ
や
う

に

現あ

ら

は

れ

、
お

し

立た

て

し

赤あ

か

旗は

た

の

下も

と

に
整

列

せ

い

れ

つ

の

上う

え

幽か

す

か

に
「

萬ば

ん

歳ざ

い

！

」
を

三

唱
し
や
う

し

、
八

本ほ

ん

の

手て

は

高た

か

く

低ひ

く

く

三

た

び

動う

ご

い

た

。
終を

は

つ

て

、
一

行か

う

は

歸き

路ろ

に

就つ

い

た

が

、
此こ

の

時と

き

先さ

き

の

海か

い

豹へ

う

は

、
俄が

然ぜ

ん

蘇そ

生せ

い

し

、
ム

ク

リ

と

頭
か
し
ら

を

擡も

た

げ

つ

ゝ

徐し

づ

か

に

四

圍

あ

た

り

を

見み

廻ま

わ

し

て

居ゐ

た

が

、

敵て

き

影え

い

無な

し

と

見み

て

取と

る

や

、

ノ

ソ

リ

〱

と

岸き

し

邊べ

を

指さ

し

て

匐は

ひ

初は

じ

め

た

。
甲

板

デ

ッ

キ

上
じ
や
う

か

ら

は

、
『

ソ

ラ

海か

い

豹へ

う

が
生い

き

返か

へ

つ

た

！

、
ア

ッ

〱

逃に

げ

て

終し

ま

ふ

ぞ

！

』
と

口く

ち

々〲

に

叫さ

け

ん

で

、
騷さ

む

ぎ

廻ま

わ

つ

た

が

、
歸き

路ろ

に

就つ

き

つ

ゝ

あ

る
戰

士

せ

ん

し

は

、

ま

だ

急き

う

に

は

現げ

ん

場
ぢ
や
う

へ

歸き

着
ち
や
く

し

な

い

。 

『
無
念

む

ね

ん

だ
ッ
、
殘ざ

ん

念ね
ん

だ
ッ
』
と
地ぢ

段だ
ん

太だ

蹈ふ

ん
で

徒
い
た
づ

ら 

tasaka
ノート
７５頁　南極圏突進の航海四人の影高き氷堤上に現はる 海豹蘇生して頭を擡ぐ

tasaka
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に

口く

惜や

し

が

る

の

み

で

、
何ど

う

す

る

こ

と

も

出で

來き

ぬ

。

其そ

の

う

ち

海か

い

豹へ

う

は

早は

や

岸き

し

邊べ

近ち

か

く

に

匐は

ひ

寄よ

つ

て

、
今い

ま

や

將ま

さ

に

水す

い

中ち

う

に

入い

ら

ん

と

す

る

途と

端た

ん

、
村

松

む

ら

ま

つ

隊

員

た

い

い

ん

堪た

ま

り

兼か

ね

、
銃じ

う

口こ

う

を

向む

け

て

一

發ぱ

つ

射

擊

し

や

げ

き

を

試
こ
ゝ
ろ

み

た

が

、
不ふ

幸か

う

に

し

て

命め

い

中ち

う

せ

ぬ

。
す

る

と

海か

い

豹へ

う

の

方は

う

は

益ま

す

々〱

驚
お
ど
ろ

い

て

歩ほ

を

急い

そ

が

せ

遂つ

ひ

に

水す

い

底て

い

深ふ

か

く

姿
す
が
た

を

沒ぼ

つ

し

て

終し

ま

つ

た

。
海か

い

豹へ

う

は

如

何

い

か

に
陸り

く

上
じ
や
う

で

負ふ

傷
し
や
う

し

て

も

海か

い

水す

い

中ち

う

に

入い

る

と

、
忽

た
ち
ま

ち

平

癒

へ

い

ゆ

す

る

も

の

で

あ

る

。
さ
て

〱

命
い
の
ち

冥め

う

加が

な

奴や

つ

だ

。 

午ご

前ぜ

ん

九

時じ

二

十

分ぷ

ん

頃ご

ろ

、
四

人に

ん

を

載の

せ

た

短

艇

ボ

ー

ト

は

歸き

船せ

ん

し

た

。
武

田

た

け

だ

部

長

ぶ

ち

や

う

は

討

査

と

う

さ

の

狀
じ
や
う

況
き
や
う

を

詳

細

つ
ま
び
ら
か

に

隊

長

た
い
ち
や
う

へ

報

告

ほ

う

こ

く

し

た

。

そ

れ

は

左さ

の

通と

ほ

り

で

あ

る

。 

『

上
じ
や
う

陸り

く

に

は

如

何

い

か

に

も

適

當

て

き

た

う

で

は

あ

る

が

、
見み

亘わ

た

す

如ご

と

く

、
小

山

こ

や

ま

に

似に

た

る

氷
ひ
や
う

峰ほ

う

の

集し

う

合が

う

し

て

居ゐ

る

の

は

、

何な

ん

十
里り

と

い

ふ

延

長

え
ん
ち
や
う

を

有い

う

す

る

大だ

い

氷

河

ひ

や

う

が

の

終

端

し

う

た

ん

で

あ

る

か

ら

、

突

進

と

つ

し

ん

は

殆
ほ
と
ん

ど

不

可

能

ふ

か

の

う

で

あ

る

。

殊こ

と

に

兩
り
や
う

岸が

ん

は

急き

う

傾け

い

斜し

や

の

上う

え

に

、

龜

裂

き

れ

つ

四

方は

う

に

散さ

ん

在ざ

い

し

、

薄は

く

氷
ひ
や
う

之こ

れ

を

掩お

ほ

う

て

居ゐ

て

、
一

見け

ん

平

地

へ

い

ち

の

如ご

と

く

、

眞
ま
こ
と

に

危

險

き

け

ん

で

あ

る

。
現げ

ん

に

先

陣

せ

ん

ぢ

ん

に

立た

つ

た

花は

な

守も

り

隊

員

た

い

い

ん

は

、
一

歩ぽ

を

誤
あ
や
ま

り

て

南
み
な
み

よ

り

北き

た

に
亘わ

た

り

、
幾

里

い

く

り

と

も

判は

か

ら

ぬ

幅は

ゞ

三

尺
じ
や
く

程ほ

ど

の

龜き

裂れ

つ

中ち

う

に

陷か

ん

落ら

く

し

た

。

幸さ
い
は

ひ

土つ

ち

屋や

一

等と

う

運

轉

士

う

ん

て

ん

し

が

助た

す

け

上あ

げ

た

か

ら 

tasaka
ノート
７６頁　南極記水底に沈みし海豹 龜裂散在して突進不可能 花守アイヌの龜裂陷落
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命め

い

は

無

事

ぶ

じ

で

あ

つ

た

が

、
兎と

に
角か

く

危

險

き

け

ん

で

あ

る

。
そ

こ

で

、
吾わ

れ

等ら

は

上

陸

じ
や
う
り
く

を

斷だ

ん

念ね

ん

し

、
隊

長

た
い
ち
や
う

の

名

刺

め

い

し

を

氷

底

ひ
や
う
て
い

に

埋う

づ

め

て

歸き

航こ

う

し

た

の

で

あ

る

』
と

述の

べ

た

。
隊

長

た
い
ち
や
う

始は

じ

め

一

同ど

う

は

大
お
ほ
い

に

落

膽

ら

く

た

ん

し

た

。 

武

田

た

け

だ

部

長

ぶ

ち

や

う

は

一

同ど

う

を

慰
な
ぐ
さ

め

、 

『

併し

か

し

此こ

の

灣わ

ん

上
じ
や
う

の

探

檢

た

ん

け

ん

は

、
決け

つ

し

て

徒

勞

と

ら

う

で

は

な

か

つ

た

。
象

牙

ぞ

う

げ

の

如ご

と

き

彼か

の

氷つ

ら

柱ゝ

の

研

究

け

ん

き

う

を

遂と

げ

來き

た

つ

た

ゞ

け

で

も

、
十

分ぶ

ん

の

價

値

か

ち

は

あ

つ

た

』
と

説と

い

て

、
頻し

き

り

に

氷
ひ
や
う

界か

い

の

莊

嚴

そ

う

ご

ん

を

稱た

ゝ

へ

た

。 

斯か

く

て

隊

長

た
い
ち
や
う

は

、

其そ

の

踏

査

と

う

さ

し

た

る

大だ

い

氷

河

ひ

や

う

が

に

『

四

人に

ん

氷

河

ひ

や

う

が

』

と

命

名

め

い

〱

し

、

又ま

た

此こ

の

灣わ

ん

に

は

、
『

開

南

か

い

な

ん

灣わ

ん

』
の

名な

を

命め

い

じ

た

。
位

置

ゐ

ち

は

西

經

さ

い

け

い

百

六

十

二

度ど

五

十

分ぷ

ん

南

緯

な

ん

ゐ

七

十

八

度ど

十

七

分ふ

ん

で

あ

る

、

命

名

め

い

〱

終を

は

る

と

、

船ふ

ね

は

再
ふ
た
ゝ

び

灣わ

ん

外
ぐ
わ
い

に

出で

た

。 

上

陸

じ
や
う
り
く

地

點

ち

て

ん

に

關
く
わ
ん

し

、
一

同ど

う

協

議

け

う

ぎ

の

上う

え

、
突

進

隊

と

つ

し

ん

た

い

だ

け

は

鯨

灣

ホ
エ
ル
、
ベ
イ

に

上

陸

じ
や
う
り
く

し

、
船ふ

ね

は

沿

岸

え

ん

が

ん

隊た

い

を

載の

せ

て

、
七

世せ

い

州
ラ
ン
ド

の

探

檢

た

ん

け

ん

に

向む

か

ふ

こ

と

に

決

議

け

つ

ぎ

し

、
午

前

ご

ぜ

ん

十
時じ

針

路

し

ん

ろ

を

逆

轉

ぎ
や
く
て
ん

し

て

西

方

せ

い

は

う

に

滊き

走そ

う

を

開

始

か

い

し

し

た

。 

午ご

后ゞ

に

入い

る

や

、

一

天て

ん

次

第

し

だ

い

に

搔か

き

曇く

も

り

、

暗

風

あ

ん

ぷ

う

益ま

す

々〱

寒か

ん

威ゐ

を

帶お

び

、

雪

片

せ

つ

ぺ

ん

は

霏

々

ひ

ゝ 

tasaka
ノート
７７頁　南極圏突進の航海名刺を氷底に埋め歸航 『四人氷河』と命名　『開南灣』と命名
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と

し

て

甲

板

デ

ッ

キ

を

打う

つ

。
此

時

こ

の

と

き

針

路

し

ん

ろ

二

十

哩
マ
イ
ル

の

彼

方

か

な

た

に

、
一

隻せ

き

の

船

影

せ

ん

え

い

を

認み

と

め

た

。
船

員

せ

ん

い

ん

は

、

折を

り

し

も

來き

合あ

は

せ

た

吉よ

し

野の

隊

員

た

い

い

ん

に

。 
『

海

賊

か

い

ぞ

く

船せ

ん

だ

―

』
と

告つ

げ

た

の

で

、
サ

ア

大

變

た

い

へ

ん

だ

。
吉

野

よ

し

の

隊

員

た

い

い

ん

驚

愕

き
や
う
が
く

の

餘あ

ま

り

、
船

内

せ

ん

な

い

を

觸ふ

れ

廻ま

わ

つ

た

の

で

、
一

同ど

う

も

眞ま

逆さ

か

と

は

思お

も

へ

ど

、
ド

ヤ

〱

と

甲

板

デ

ッ

キ

へ

馳は

せ

付つ

け

た

。
や

が

て

、

進

航

し

ん

こ

う

す

る

に

つ

れ

、
一

隻せ

き

の

帆

船

は

ん

せ

ん

の

氷
ひ
や
う

海か

い

中ち

う

に

碇

泊

て

い

は

く

せ

る

を

確
た
し
か

め

得え

た

が

、
果は

た

し

て

何い

づ

處こ

の

船ふ

ね

な

る

や

は

、
も

と

よ

り

不

明

ふ

め

い

で

あ

る

。
開か

い

南な

ん

丸ま

る

か

ら

は

早

速

さ

つ

そ

く

日

章

旗

に

つ

し

よ

う

き

を

檣
し
よ
う

頭と

う

高た

か

く

揭け

い

揚や

う

す

る

と

、
彼か

れ

も

亦ま

た

一

旗き

を

揭か

ゝ

げ

た

が

、
距

離

き

よ

り

遠と

ほ

き

爲た

め

と

、
折を

り

し

も

の

曇ど

ん

天て

ん

と

で

、
十

分ぶ

ん

に

其そ

の

旗

標

は
た
じ
る
し

を

認み

と

め

る

こ

と

が

出で

來き

ぬ

。
斯か

く

て

船ふ

ね

を

進す

ゝ

む

る

う
ち

、
彼ひ

我が

約や

く

五

哩
マ
イ
ル

の

距

離

き

よ

り

に

達た

つ

し

た

時と

き

、
漸

や
う
や

く

旗は

た

標
じ
る
し

を

明
あ
き
ら

か

に

す

る

を

得え

た

。
即

す
な
は

ち

旗は

た

は

赤あ

か

地ぢ

に

靑あ

を

十

字じ

で

あ

る

。
是こ

ゝ

に

於お

い

て

其そ

の

船ふ

ね

は

、

諾
ノ
ー
ル

威エ

ー

の

南

極

な
ん
き
よ
く

探

檢

た

ん

け

ん

船せ

ん

フ

ラ

ム

號が

う

な

る

こ

と

を

確

知

か

く

ち

し

た

。 程ほ

ど

な

く

船ふ

ね

は

目め

指ざ

す

鯨

灣

ホ
エ
ー
ル
、
ベ
イ

に

入

港

に

ふ

こ

う

し

た

が

、
灣わ

ん

内な

い

は

以い

前ぜ

ん

の
『

開

南

か

い

な

ん

灣わ

ん

』
と

は

違ち

が

ひ

結け

つ

氷
ぴ
や
う

夥
お
び
た
ゞ

し

く

し

て

深ふ

か

く

突

入

と

つ

に

ふ

す

る

こ

と

が

出で

來き

ぬ

。
そ

こ

で

、
已や

む

を

得え

ず

、
灣わ

ん

口こ

う

な

る

野や

氷ひ
や
う

の

東と

う

隅ぐ

う

西に

し

一

哩マ
イ
ル

半は

ん

に

、

フ

ラ

ム

號が

う

を

隔へ

だ

て

、

氷ひ
や
う

中ち

う

に

船ふ

ね

を

突つ

き

入い

れ

て

碇

泊

て

い

は

く 

tasaka
ノート
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し

た

。

時と

き

に

午ご

后ゞ

十

時じ

で

あ

つ

た

。 

一

望ぼ

う

の

氷
ひ
や
う

堤て

い

は

此こ

處ゝ

に

灣わ

ん

入に

ふ

し

居を

り

、
灣わ

ん

頭と

う

に

當あ

た

る

氷
ひ
や
う

堤て

い

の

間
あ
ひ
だ

は

約や

く

十

五

哩
マ
イ
ル

も

あ

る

如ご

と

く

目も

く

測そ

く

せ

ら

れ

、
灣わ

ん

内な

い

は

一

望ぼ

う

廣
く
わ
う

濶
く
わ
つ

と

し

て

視し

界か

い

只た

ゞ

渺
び
や
う

茫ぼ

う

た

る

を

覺お

ぼ

え

、
灣わ

ん

口こ

う

を

一

直
ち
よ
く

線せ

ん

に

東と

う

西ざ

い

の

氷
ひ
や
う

堤て

い

を

連

絡

れ

ん

ら

く

せ

る

堅け

ん

氷
ぴ
や
う

は

、
坦た

ん

と

し

て

低ひ

く

く

、

滿ま

ん

目も

く

皚が

い

々〱

た

る

上う

へ

に

は

、

海か

い

豹へ

う

、

ペ

ン

グ

イ

ン

鳥て

う

、

點

々

て

ん

〱

と

し

て

散さ

ん

在ざ

い

し

、

南

極

な
ん
き
よ
く

鷹だ

か

、

雪
ス
ノ
ー

鳥
バ
ー
ズ

、

低ひ

く

く

左

右

さ

い

う

に

飛ひ

翔
し
よ
う

し

て

居ゐ

る

。
又ま

た

波な

み

靜し

づ

か

な

る

深し

ん

碧ぺ

き

の

海か

い

上
じ
や
う

に

は

、

極
き
よ
く

鯨げ

い

の

幾い

く

群む

れ

、

此こ

處ゝ

彼か

し

處こ

と

泳お

よ

ぎ

廻ま

わ

り

、

舷げ

ん

邊ぺ

ん

近ち

か

く

現あ

ら

は

れ

て

は

、

猛

烈

も

う

れ

つ

な

る
音

響

お
ん
き
や
う

を

發は

つ

し

て

例れ

い

の

潮し

ほ

柱
ば
し
ら

を

吹ふ

き

立た

て

る

。 

一

時じ

の

雪ゆ

き

模も

様や

う

も

、
や

が

て

、
暗あ

ん

雲う

ん

の

四

散さ

ん

と

共と

も

に

陽や

う

光
く
わ
う

赫か

く

と

し

て

輝
か
ゞ
や

き

出い

で

た

。

時

刻

じ

こ

く

は

夜

半

や

は

ん

に

近ち

か

き

も

、

南

極

な
ん
き
よ
く

の

太

陽

た

い

や

う

は

終

日

し

う

じ

つ

終

夜

し

う

や

、

惠め

ぐ

み

あ

る

光ひ
か
り

と

熱ね
つ 

tasaka
ノート
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と

を

地ち

上
じ
や
う

に

與あ

た

へ

て

く

れ

る

の

で

、

百

般ぱ

ん

の

行か

う

動ど

う

は

幸
さ
い
は
ひ

に

し

て

理り

想さ

う

の

如ご

と

く

進し

ん

捗せ

う

す

る

。 隊た

い

長
ち
や
う

は

船ふ

ね

の

碇て

い

泊は

く

と

同ど

う

時じ

に

、
隊

員

た

い

い

ん

全

部

ぜ

ん

ぶ

に

令れ

い

し

て

、
陸り

く

上
じ
や
う

踏た

ふ

査さ

の

任に

ん

に

就つ

か

し

め

た

。
總そ

う

員い

ん

は

一

時じ

に

勇ゆ

う

躍や

く

し

、
準

備

じ

ゆ

ん

び

を

嚴げ

ん

重
じ
ゆ
う

に

整
と
ゝ
の

へ

、
船ふ

ね

を

下く

だ

つ

て

出
し
ゆ
つ

發ぱ

つ

し

た

の

は

午ご

后ゞ

十

一

時じ

で

あ

る

。
船ふ

ね

よ

り

眞ま

つ

直す

ぐ

に

氷
ひ
や
う

堤て

い

ま

で

約や

く

二

哩
マ
イ
ル

の

間
あ
ひ
だ

は

、
廣

く
わ
う

漠ば

く

た

る
一

面め

ん

の

野や

氷
ひ
や
う

で

、
其そ

の

厚あ

つ

さ

三

尺
じ
や
く

乃

至

な

い

し

四

尺
し
や
く

、
水す

い

面め

ん

上
じ
や
う

に

は

僅わ

づ

か

に

五

六

寸す

ん

を

現あ

ら

は

し

て

居ゐ

る

。
一

帶た

い

の

平へ

い

盤ば

ん

と

て

、
行か

う

進し

ん

に

は

最
も
つ
と

も

適

當

て

き

た

う

で

あ

る

が

、
目

下

も

く

か

は

野や

氷
ひ
や
う

の

流り

う

出
し
ゆ
つ

季き

に

近ち

か

づ

き

つ

ゝ

あ

り

と

見み

え

、
數す

う

條で

う

の

龜き

裂れ

つ

は

畔は

ん

疇ち

う

の

如ご

と

く

四

方は

う

に

走は

し

り

、
若も

し

南な

ん

風ぷ

う

一

陣ぢ

ん

驀ば

く

然ぜ

ん

と

し

て

至い

た

れ

ば

、
直た

ゞ

ち

に

流り

う

出
し
ゆ
つ

せ

ん

ず

形け

い

勢せ

い

で

あ

る

。
又ま

た

其そ

の

龜き

裂れ

つ

の

間か

ん

隙げ

き

七

八

寸す

ん

位
ぐ
ら
ゐ

の

箇か

所し

よ

に

は

、
深ふ

か

き

海か

い

水す

い

の

碧へ

き

色
し
よ
く

を

湛た

ゝ

へ

、
目め

高だ

か

に
類る

ゐ

す

る

魚う

を

の

樓せ

い

息そ

く

夥
お
び
た
ゞ

し

き

を

見み

る

。

兎と

に

角か

く

、
危

險

き

け

ん

此こ

の

上う

へ

な

く
行か

う

進し

ん

に

は

多た

大だ

い

の

注ち

う

意い

を

要え

う

す

る

の

で

、
一

行か

う

は

眞し

ん

に
薄は

く

氷
ひ
や
う

を

履ふ

む

の

心こ

ゝ

地ち

で

あ

る

。 

斯か

く

て

、

一

隊た

い

は

稍や

や

凍た

う

結け

つ

氣ぎ

味み

な

る

雪せ

つ

路ろ

に

一

歩ぽ

々

々
〱

ギ

ュ

ー

〱

と

氣

味

き

み

惡あ

し

き

音お

と

を

立た

て

つ

ゝ

眞ま

一

文も

ん

字じ

に

前ぜ

ん

方ぱ

う

氷ひ
や
う

堤て

い

に

と

向む

か

つ

た

が

、

途と

中ち

う

に

於お

い

て

二 

tasaka
ノート
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三

の

海か

い

豹へ

う

を

見み

た

。
其そ

の

海か

い

豹へ

う

の

斑は

ん

紋も

ん

あ

る

漆
う
る
し

の

如ご

と

き

深し

ん

黑こ

く

色
し
よ
く

の

皮

膚

ひ

ふ

の

艶つ

や

々〱

し

く

且か

つ

肥ひ

滿ま

ん

せ

る

よ

り

察さ

つ

し

て

、
此こ

の

邊へ

ん

海か

い

中ち

う

に

魚ぎ

ょ

族ぞ

く

の

棲せ

い

息そ

く

の

夥
お
び
た
ゞ

し

き

を

卜ぼ

く

す

る

に

足た

る

。
而し

か

し

て

其そ

れ

等ら

の

海か

い

豹へ

う

は

、
北ほ

く

洋や

う

の

産さ

ん

若も

し

く

は

從じ

う

來ら

い

捕

獲

ほ

く

わ

く

し

た

る

も

の

と

、
多た

少せ

う

其そ

の

種し

ゆ

類る

ゐ

を

異こ

と

に

し

て

居ゐ

る

ら

し

く

思お

も

は

れ

た

。 

一

隊た

い

の

服

裝

ふ

く

そ

う

は

、
各お

の

々〱

シ

ャ

ツ

三

枚ま

い

、
股も

ゝ

引ひ

き

二

枚ま

い

、
其そ

の

上う

へ

に

隊た

い

服ふ

く

を

着

用

ち
や
く
よ
う

し

、
防

寒

ぼ

う

か

ん

頭づ

巾き

ん

を

被か

ぶ

り

、

雪ゆ

き

眼め

鏡が

ね

に

耳み

ゝ

袋
ぶ
く
ろ

、

手て

に

は

手て

袋
ぶ
く
ろ

、

足あ

し

に

は

カ

ン

ジ

キ

付つ

き

の

絨
じ
ゆ
う

靴く

わ

を

穿は

き

、

六

尺
し
や
く

杖づ

ゑ

を

携
た
づ
さ

へ

て

居ゐ

る

の

で

あ

る

が

、
益ま

す

々〱

前ぜ

ん

進し

ん

す

る

う

ち

、
次し

第だ

い

に

照て

り

付つ

く

太た

い

陽や

う

の

熱ね

つ

と

雪ゆ

き

の

反は

ん

射や

と

で

、
少す

く

な

か

ら

ぬ

高か

う

溫お

ん

を

感か

ん

じ

、
流り

う

汗か

ん

淋り

ん

漓り

と

し

て

全ぜ

ん

身し

ん

を

濕う

る

ほ

す

、

そ

れ

故ゆ

ゑ

外
ぐ
わ
い

套た

う

着
ち
や
く

用よ

う

者し

や

は

、
脱ぬ

い

で

そ

れ

を

背は

い

上
じ
や
う

に

負お

ひ

、
喘あ

へ

ぎ

〱

進す

ゝ

む

の

で

あ

る
。
又ま

た

雪せ

つ

盲も

う

病
び
や
う

豫よ

防ぼ

う

の

爲た

め

の

薄う

す

黑ぐ

ろ

い

眼め

鏡が

ね

の

玉た

ま

は

、
皮ひ

膚ふ

よ

り

發は

つ

す

る

湯ゆ

氣げ

が

、
時と

き

々〲

水み

ゐ

蒸
じ
や
う

汽き

と

な

つ

て

附ふ

着
ち
や
く

す

る

の

で

、
甚

は
な
は
だ

し

き

鬱う

つ

陶と

う

し

さ

を

感か

ん

ぜ

し

め

る

。
と

云い

つ

て

外は

づ

す

こ

と

も

な

ら

ぬ

か

ら

、
時と

き

々〲

鏡
き
や
う

面め

ん

を

拭ぬ

ぐ

う

て

は

、
辛か

ら

ふ

じ

て

不ふ

快
く
わ
い

な

る

前ぜ

ん

進し

ん

を

續つ

ゞ

け

る
。 

や

が

て

野や

氷
ひ
や
う

上
じ
や
う

の

行か

う

進し

ん

約や

く

一

時じ

間か

ん

の

後の

ち

、

一

隊た

い

は

氷
ひ
や
う

堤て

い

下か

に

達た

つ

し

た

。

仰あ

ほ

ぎ

見み 

tasaka
ノート
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れ

ば

二

百

尺
し
ゃ
く

以い

上
じ
や
う

の

氷
こ
ほ
り

の

峭せ

う

壁へ

き

は

、
峨が

々ゞ

と

し

て

聳
し
や
う

立り

つ

し

、
紫せ

い

靑し

の

氣き

は

焰
ほ
の
ほ

の

如ご

と

く

燃も

え

立た

ち

て

慄り

つ

然ぜ

ん

肌き

上
じ
や
う

に

粟あ

は

を

生
し
や
う

ぜ

し

め

る

。
殊こ

と

に

其そ

の

絶ぜ

つ

壁ぺ

き

の

面め

ん

は

、
猛も

う

風ふ

う

の

來き

た

る

毎ご

と

に

缺け

つ

落ら

く

す

る

と

見み

え

て

、

突と

つ

角か

く

を
成な

す

あ

り

、

雪

崩

な

だ

れ

を

示し

め

せ

る

あ

り

、

危あ

や

う

く

落ら

く

下か

せ

ん

と

す

る

怪
く
わ
い

氷
ひ
や
う

あ

り

と

見み

れ

ば

、
磨

み
が
き

立た

て

し

白は

く

堊あ

の

如ご

と

き

奇き

氷
ひ
や
う

あ

り

と

い

ふ

有あ

り

様さ

ま

で

、
野や

氷
ひ
や
う

は

絶た

え

ず

落ら

く

下か

し

來き

た

る

氷
ひ
や
う

塊
く
わ
い

の

爲た

め

に

破は

砕さ

い

せ

ら

れ

、
海か

い

水す

い

さ

へ

見み

え

つ

ゝ

、
群ぐ

ん

氷
ぴ
や
う

重
ち
や
う

疊で

ふ

し

、
そ

れ

が

底て

い

部ぶ

を

洗あ

ら

ふ

波は

濤と

う

の

爲た

め

に

、
フ

ァ

〱

と

緩
く
わ
ん

漫ま

ん

な

る

上
じ
や
う

下げ

動ど

う

を

起お

こ

し

乍な

が

ら

、
寂せ

き

た

る

天て

ん

地ち

に

、
ギ

ー

ッ

〱

と

絹き

ぬ

裂さ

く

如ご

と

き

奇き

音お

ん

を

發は

つ

し

て

居ゐ

る

。
而し

か

し

て

氷
ひ
や
う

面め

ん

と

氷
ひ
や
う

面め

ん

と

の

間か

ん

隙げ

き

よ

り

は

、
時じ

々ゞ

海か

い

豹へ

う

其そ

の

頭と

う

部ぶ

を

現あ

ら

は

し

恐お

そ

ろ

し

き

齒し

牙が

を

む

き
出だ

し

て

深し

ん

呼こ

吸き

う

を

な

す

な

ど

、
其そ

れ

等ら

の

光
く
わ
う

景け

い

は

、
極

き
よ
く

地ち

な

ら

で

は

到と

う

底て

い

見み

る

べ

か

ら

ざ

る

凄せ

い

壯さ

う

の

活
く
わ
つ

畫ぐ

わ

で

あ

る

。 

前ぜ

ん

項こ

う

の

如ご

と

き

光あ

り

景さ

ま

で

あ

る

か

ら

氷
ひ
や
う

堤て

い

上
じ
や
う

に

達た

つ

せ

ん

に

は

、
其そ

の

攀は

ん

登と

う

の

困

難

こ

ん

な

ん

な

る

は

勿も

ち

論ろ

ん

、

既す

で

に

堤て

い

下か

の

野や

氷
ひ
や
う

面め

ん

徒と

渉
し
や
う

の

危き

險け

ん

を

も

冒を

か

さ

ね

ば

な

ら

ぬ

の

で

あ

る

。 

そ

こ

で

、
一

隊た

い

は

、
三

部ぶ

に
分わ

か

れ

て

進す

ゝ

む

こ

と

ゝ

な

り

第だ

い

一

部ぶ

は

村

松

む

ら

ま

つ

、
吉

野

よ

し

の

、
花は

な

守も

り

、

の

三

人に

ん

組ぐ

み

、

分ぶ

ん

隊た

い

は

先せ

ん

鋒ぽ

う

と

な

つ

て

進す

ゝ

み

出だ

し

た

。

稍や

や

凍

結

と

う

け

つ

し

て

居ゐ

る

野や

氷
ひ
や
う

上
じ
や
う 

tasaka
ノート
８２頁　南極記二百尺以上の氷の峭壁 極地ならでは見られぬ凄壯の光景
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を

手て

の

六

尺
し
や
く

杖づ

ゑ

を

力
ち
か
ら

に

、
注ち

う

意い

深ぶ

か

く

打う

ち

渡わ

た

り

、
辛か

ら

ふ

じ

て

一

大だ

い

氷
ひ
や
う

塊
く
わ
い

に

這は

ひ
上あ

が

り
、
溪た

に

間ま

を

飛と

び

越こ

え

て

右う

曲
き
よ
く

左さ

折せ

つ

し

乍な

が

ら

、
次し

第だ

い

〱

に

前ぜ

ん

進し

ん

し

、
漸や

つ

と

堤て

い

腹ふ

く

に

ま

で

達た

つ

し

た

。

す

る

と

前ぜ

ん

方ぱ

う

に

は

一

大だ

い

雪ゆ

き

崩
く
づ
れ

あ

つ

て

、
如い

何か

に

も

物も

の

凄す

ご

き

光
く
わ
う

景け

い

を

呈て

い

し

て

居ゐ

る

。
彌

い
よ
い

よ

之こ

れ

よ

り

作さ

業げ

ふ

の

幕ま

く

と

な

る

の

で

あ

る

が

、
此こ

處ゝ

は

何な

に

分ぶ

ん

滑
く
わ
つ

氷
ぴ
や
う

の

傾け

い

斜し

や

面め

ん

で

、
進す

ゝ

む

に

は

何ど

う

し

て

も

其そ

處こ

に

横
よ
こ
た

は

れ

る

、
深ふ

か

き

龜き

裂れ

つ

の

中ち

う

間か

ん

を

過よ

ぎ

ら

ね

ば

な

ら

ぬ

。
頭づ

上
じ
や
う

を

仰あ

う

ぐ

と

、
傾け

い

斜し

や

せ

る

氷
ひ
や
う

堤て

い

の

一

部ぶ

は

、
將ま

さ

に

落ら

く

下か

せ

ん

ず

勢
い
き
ほ
ひ

を

示し

め

し

て

居を

り

、
其そ

の

危き

險け

ん

の

狀
じ
や
う

は

全
ま
つ
た

く

言け

ん

語ご

に

絶ぜ

つ

し

て

居ゐ

る

。
即

す
な
は

ち

若も

し

此こ

の

際さ

い

一ち

よ

寸つ

と

の

注ち

う

意い

を

怠
お
こ
た

つ

た

な

ら

ば

、
氷

ひ
や
う

塊
く
わ
い

に

壓あ

つ

せ

ら

れ

る

か

、
若も

し

く

は

深し

ん

溪け

い

に

陷
お
ち
ゐ

る

か

の

二

途と

、
其そ

の

一

の

運う

ん

命め

い

に

坐ざ

せ

ね

ば

な

ら

ぬ

。
併し

か

し

此こ

の

難な

ん

關
く
わ
ん

を

通つ

う

過く

わ

せ

ぬ

以い

上
じ
や
う

、
迚と

て

も

前ぜ

ん

進し

ん

の

途み

ち

が

な

い

の

で

、
も

と

よ

り

睹と

生せ

い

決け

つ

死し

の

面め

ん

々〱

と

て

、
各お

の

々〱

大だ

い

勇ゆ

う

猛も

う

心し

ん

を

起お

こ

し

て

、
手て

に

ス

コ

ー

プ

を

振ふ

り

上あ

げ

〱

、
奮

闘

ふ

ん

と

う

の

限か

ぎ

り

を

盡つ

く

し

た

。
其そ

の

作さ

業げ

ふ

の

順
じ
ゅ
ん

序じ

ょ

は

、
一ひ

と

人り

が

先ま

づ

ス

コ

ー

プ

を

以も

つ

て

雪ゆ

き

を

搔か

き

除の

け

、
通

路

つ

う

ろ

を

開ひ

ら

く

と

、
後こ

う

方は

う

に

從
し
た
が

ふ

二ふ

た

人り

は

、
萬ま

ん

一い

つ

を

慮
を
も
ん
ぱ
か

つ

て

、
先

頭

せ

ん

と

う

に

立た

つ

者も

の

の

身み

を

縛ば

く

し

た

命
ラ
イ
フ
、

綱
ロ
ツ
プ

を

曳ひ

き

乍な

が

ら

、
守し

ゆ

護ご

し

つ

ゝ

進す

ゝ

む

と

い

ふ

風ふ

う

、
斯か

く

て

高か

う

聲せ

い

を

發は

つ

す

る

さ

へ

憚は
ゞ
か

つ

て

、

所い

は

謂ゆ

る

深し

ん

淵え

ん

に

臨の

ぞ

む

が

如ご

と

く

、

薄は

く

氷ひ
や
う

を

履ふ

む

が

如ご

と

き 

tasaka
ノート
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心こ

ゝ

地ち

を

以も

つ

て

、

交か

う

代た

い

で

作さ

業げ

ふ

の

任に

ん

に

就つ

い

た

。 

併し

か

し

遅ち

々ゝ

た

る

作さ

業げ

ふ

も

、
歩ほ

一

歩ぽ

提て

い

上
じ
や
う

に

近ち

か

づ

き

、
間ま

も

な

く

平へ

い

坦た

ん

の

氷
ひ
や
う

面め

ん

上
じ
や
う

に

達た

つ

し

て

見み

返か

へ

る

と

羊や

う

膓
ち
や
う

た

る

隘

路

あ

い

ろ

は

、
雪せ

つ

中ち

う

に

蜿

蜒

え

ん

え

ん

と

し

て

、
開ひ

ら

か

れ

、
四し

顧こ

す

れ

ば

身み

は

早は

や

堤て

い

上
じ
や
う

の

人ひ

と

で

あ

る

。
ホ

ッ

と

一

ト

息い

き

吐つ

く

と

共と

も

に

、
滿ま

ん

身し

ん

の

流り

う

汗か

ん

拭ぬ

ぐ

ひ

も

あ

え

ず

、

三

人に

ん

各お

の

々〱

双も

ろ

手て

を

高た

か

く

さ

し

上あ

げ

て

。 

『

萬ば

ん

歳ざ

い

！

』

と

大た

い

呼こ

す

る

と

、

第だ

い

二

、

第だ

い

三

の

分ぶ

ん

隊た

い

も

脚あ

し

下も

と

よ

り
『

萬ば

ん

歳ざ

い

！

』
と

和わ

し

つ

ゝ

續ぞ

く

々〱

堤て

い

上
じ
や
う

に

辿た

ど

り

着つ

い

た

。
時と

計け

い

を

見み

る

と

丁
ち
や
う

度ど

午ご

后ゞ

十

二

時じ

で

あ

つ

た

。 

や

が

て

一

分ぷ

ん

の

後の

ち

は

、

翌よ

く

十

七

日に

ち

の

午ご

前ぜ

ん 

tasaka
ノート
８４頁　南極記萬歳萬歳の連發 一月十六日（曇）帆汽兩走直航距離三十四海里
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零れ

い

時じ

で

あ

る

。
氷

ひ
や
う

堤て

い

の

頂
ち
や
う

上
じ
や
う

に

立た

つ

て

、
遙は

る

か

に

沖お

き

合あ

ひ

を

瞰み

下お

ろ

す

と

、

碧へ

き

波は

平た

い

ら

か

に

し

て

流り

う

氷
ひ
や
う

處

々

し

よ

〱

に

白し

ろ

く

點て

ん

在ざ

い

し

、
灣わ

ん

内な

い

一

面め

ん

の

野や

氷
ひ
や
う

盡つ

く

る

處
と
こ
ろ

開か

い

南

丸

な

ん

ま

る

、
フ

ラ

ム

號が

う

の

二

隻せ

き

は

、
寂せ

き

然ね

ん

と

し

て

墨す

み

繪ゑ

の

如ご

と

く

浮う

か

ん

で

居ゐ

る

開か

い

南

丸

な

ん

ま

る

附ふ

近き

ん

の

氷
ひ
や
う

上
じ
や
う

に

は

、
黑く

ろ

き

人じ

ん

影え

い

點て

ん

々〱

と

し

て
右う

方は

う

左さ

方は

う

に

動う

ご

き

廻ま

わ

り

、
時と

き

々〲

銃じ

う

聲せ

い

も

聞き

こ

え

て

來く

る

。
之こ

れ

は

船

員

せ

ん

い

ん

連れ

ん

が

長
ち
や
う

途と

の

航

海

こ

う

か

い

の

勞ら

う

を

慰
な
ぐ
さ

め

ん

が

爲た

め

籠か

ご

を

出い

で

た

る

小こ

鳥と

り

の

如ご

と

く

、
野や

氷
ひ
や
う

上
じ
や
う

を

歩あ

る

き

廻ま

わ

つ

て

は

、
ペ

ン

グ

イ

ン
鳥て

う

や

海か

い

豹へ

う

の

類
た
ぐ
ひ

を

狩し

ゆ

獵れ

う

し

て

居ゐ

る

も

の

と

察さ

つ

し

た

。 

首
こ
う
べ

を

迴め

ぐ

ら

し

て

背う

し

後ろ

を

見み

亙わ

た

す

と

、
一
白ぱ

く

無む

涯が

い

な

る

氷ひ
や
う

原げ

ん

は

、

茫ぼ

う

漠ば

く

と

し

て

碧へ

き

空く

う

と

相あ

ひ 

tasaka
ノート
８５頁　南極圏突進の航海墨繪の如き開南丸とフラム號

tasaka
ノート
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連
つ
ら
な

り

幾い

く

多た

の

秘ひ

密み

つ

を

其そ

の

奧お

く

に

藏ぞ

う

せ

る

か

の

如ご

と

く

想お

も

は

し

め

る

外ほ

か

、
何な

に

一

つ

の

影か

げ

も

目め

に

入い

ら

ぬ

。
殊こ

と

に

輝
か
ゞ
く

く

太た

い

陽や

う

は

白は

く

雪せ

つ

に

映え

い

じ

て

、
一

種し

ゅ

莊さ

う

嚴ご

ん

の

感か

ん

は

、
一

隊た

い

の

胸
き
や
う

宇う

に

深ふ

か

く

〱

泌し

み

入い

つ

た

。 

先せ

ん

鋒ぽ

う

隊た

い

は

、
武た

け

田だ

、
三み

井ゐ

所し

よ

、
西

川

に

し

か

わ

、
山

邊

や

ま

べ

の

第だ

い

二

分ぶ

ん

隊た

い

と

合が

つ

し

て

、
皚が

い

々〱

た

る

無む

人に

ん

の

淸
し
や
う

淨
じ
や
う

界か

い

を

南な

ん

進し

ん

し

初は

じ

め

た

。
大や

ま

和と

男を

の

兒こ

の

鐡て

つ

脚
き
や
く

は

、
今い

ま

よ

り

思お

も

う

が
儘ま

ゝ

に

此こ

の

別べ

つ

乾け

ん

坤こ

ん

を

縦
じ
ゆ
う

横わ

う

に

踏た

ふ

破は

す

る

こ

と

が

出で

來き

る

と

思お

も

ふ

と

、
各か

く

員い

ん

共と

も

に

心
こ
ゝ
ろ

躍お

ど

り

、
痛つ

う

快
く
わ
い

此こ

の

上う

へ

な

し

だ

。 斯か

く

て

、
進す

ゝ

む

こ

と

な

く

南な

ん

進し

ん

す

る

こ

と

約や

く

一

哩
マ
イ
ル

、
其そ

の

途と

上
じ
や
う

氷
ひ
や
う

質し

つ

の

研け

ん

究き

う

を

試
こ
ゝ
ろ

み

た

結け

つ

果く

わ

、
兎と

も

角か

く

、
突と

つ

進し

ん

に

適て

き

當た

う

の

地ち

點て

ん

な

る

を

認み

と

め

得え

た

の

で

、
一

先ま

づ
歸き

船せ

ん

せ

ん

と

踵
き
び
す

を

回め

ぐ

ら

し

た

。
折を

り

柄か

ら

、
平へ

い

坦た

ん

な

る

西せ

い

方は

う

地ち

平へ

い

線せ

ん

に

當あ

た

り

、
岡こ

う

陵
り
よ
う

の

如ご

と

く

凸と

つ

起き

す

る
雪せ

つ

丘き

う

を

望の

ぞ

ん

だ

。 

『

彼あ

の

雪ゆ

き

丘や

ま

は

多た

分ぶ

ん

ア

ム

ン

ド

セ

ン

大た

い

佐さ

の

根こ

ん

據き

よ

地ち

で

あ

ら

う

』

な

ど

ゝ

取

汰

沙

と

り

ざ

た

し

つ

ゝ

、
も

と

來き

し

足あ

し

跡あ

と

を

履ふ

ん

で

以い

前ぜ

ん

の

氷
ひ
や
う

堤て

い

上
じ
や
う

に

歸き

還
く
わ
ん

し

た

。
此こ

の

時と

き

隊た

い

長
ち
や
う

は
、
防

寒

ぼ

う

か

ん

シ

ヤ

ツ

に

毛け

皮が

は

の

チ

ヨ

ツ

キ

を

着つ

け

て

氷ひ
や
う

堤て

い

上じ
や
う

に

來き

た

り

、

先ま

づ

一

白ぱ

く

無む

涯が

い

の 

tasaka
ノート
８６頁　南極記無人の淸淨界を踏破せんとする鐡脚 西方に凸起する雪丘
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乾

坤

け

ん

こ

ん

に

俯

仰

ふ

げ

ふ

し

て

非ひ

常
じ
や
う

に

滿ま

ん

足ぞ

く

ら

し

き

微ほ

ゝ

笑え

み

を

洩も

ら

ら

し

た

が

、
南な

ん

進し

ん

か

ら

歸き

還
く
わ
ん

し

た

一

隊た

い

を

迎む

か

へ

て

後の

ち

徐
お
も
む

ろ

に

東と

う

方ほ

う

を

指
ゆ
び
さ

し

乍な

が

ら

。 
『

此こ

處ゝ

よ

り

も

更さ

ら

に

適て

き

當た

う

な

る
登と

う

攀は

ん

地ち

點て

ん

を

發は

ん

見け

ん

し

た

か

ら

、
兎と

に

角か

く

、
一

旦た

ん

船ふ

ね

へ

引ひ

き

揚あ

げ

暫ざ

ん

時じ

休き

う

養や

う

の

上う

へ

午ご

前ぜ

ん

九

時じ

頃ご

ろ

か

ら

大だ

い

活
く
わ
つ

動ど

う

を

開

始

か

い

し

す

る

事こ

と

に

し

や

う

』

と

云い

ふ

。

そ

こ

で

一

同ど

う

は

、

峻

坂

し
ゆ
ん
ぱ
ん

を

下く

だ

り

野や

氷
ひ
や
う

を

徒と

渉
し
や
う

し

て

歸き

船せ

ん

の

途と

に

就つ

い

た

。 

歸き

船せ

ん

し

て

見み

る

と

甲デ

ツ

板キ

上
じ
や
う

に

は

卓テ

ー

子ブ

ル

の

用よ

う

意い

既す

で

に

整
と
ゝ
の

へ

ら

れ

、
入に

ふ

港か

う

祝
い
は
ひ

の

ウ

ヰ

ス

キ

ー

瓶び

ん

は

、

一

隊た

い

の

勇

士

ゆ

う

し

を

待ま

ち

受う

け

顏が

ほ

に

並な

ら

ん

で

居ゐ

る

。

時と

き

正ま

さ

に

午ご

前ぜ

ん

二

時じ

で

あ

つ

た

。 

午ご

前ぜ

ん

九

時じ

よ

り

活
く
わ
う

動ど

う

を

開か

い

始し

す

る

筈は

づ

で

あ

つ

た

が

、
夜よ

を

徹て

つ

し

た
疲ひ

勞ら

う

の

爲た

め

に

隊た

い

員い

ん

の

起お

き

出で

た

の

は

午ご

前ぜ

ん

十

時じ

頃ご

ろ

で

あ

つ

た

。
甲デ

ツ

板キ

に

出で

て

見み

る

と

一

面め

ん

の

野や

氷
ひ
や
う

は

何い

時つ

し

か

風ふ

う

波は

の

爲た

め

に

幾い

く

分ぶ

ん

の

流り

う

出
し
ゆ
つ

を
示し

め

し

、
爲た

め

に

船ふ

ね

は

餘よ

程ほ

ど

深ふ

か

く

進し

ん

入に

ふ

し

て

錨
い
か
り

を

野や

氷
ひ
や
う

上
じ
や
う

に

投な

げ

て

碇て

い

泊は

く

中ち

う

で

あ

る

。
前

日

ぜ

ん

じ

つ

來ら

い

野や

氷
ひ
や
う

上
じ
や
う

に

曳ひ

き

出い

だ

さ

れ

た

三

十
頭と

う

の

輓ひ

き

犬い

ぬ

は

桝ま

す

の

如ご

と

き

住す

み

家か

か

ら

廣ひ

ろ

い

自じ

由ゆ

う

の

氷
ひ
や
う

上
じ
や
う

に

出で

た

の

で

久ひ

さ

々び

さ

で

樺か

ば

太ふ

と

の

故こ

郷
き
や
う

へ

歸き

省せ

い

し

た

心こ
ゝ

地ち

で
、
嬉き

々ゝ

と
し
て
右み

ぎ

に
驅か

け
廻ま

わ

り

左
ひ
だ
り

に
飛と

び
狂く

る

つ
て
さ
も
愉ゆ

快
く
わ
い

に
堪た

へ
ぬ
と
い
ふ
有あ

り

様さ
ま

。 

tasaka
ノート
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絶た

え

ず

雪ゆ

き

を

嘗な

め

て

は

鼻は

な

を
鳴な

ら

し

て

居ゐ

る

。 

船

員

せ

ん

い

ん

連れ

ん

は

、
今

朝

け

さ

も

亦ま

た

思お

も

ひ

〱

に

狩し

ゆ

獵れ

う

に

從
し
た
が

う

て

居ゐ

る

。
前

日

ぜ

ん

じ

つ

來ら

い

の

獲え

物も

の

の

大だ

い

海か

い

豹
ひ
や
う

七

頭と

う

、
ア

デ

レ

ー

、
ペ

ン

グ

イ

ン
鳥て

う

數す

う

十
羽ぱ

に

上の

ぼ

り

、
何い

づ

れ

も

意い

外
ぐ
わ
い

の

大た

い

獵れ

う

に

、
益ま

す

々〱

調て

う

子し

付づ

い

て

居ゐ

る

。 

や

が

て

、
隊

員

た

い

い

ん

一

同ど

う

は

、
船

員

せ

ん

い

ん

の

手

傅

て

つ

だ

い

を

受う

け

て

、
船ふ

ね

か

ら

氷
ひ
や
う

上
じ
や
う

へ

大だ

い

小せ

う

四

十

個こ

の

荷に

物も

つ

を

卸お

ろ

し

た

。
之こ

れ

は

陸り

く

上
じ
や
う

隊

員

た

い

い

ん

即
す
な
は

ち

、
隊

長

た
い
ち
や
う

と

武

田

た

け

だ

、
三

井

み

ゐ

所し

よ

、
兩

り
や
う

部

長

ぶ

ち

や

う

と

山

邊

や

ま

べ

、

花

守

は

な

も

り

、

兩
り
や
う

ア

イ

ヌ

の

五

人に

ん

の

突

進

と

つ

し

ん

隊

員

た

い

い

ん

の

外ほ

か

氷
ひ
や
う

堤て

い

上
じ
や
う

根

據

こ

ん

き

よ

地ち

觀

測

く
わ
ん
そ
く

掛

員

か
か
り
い
ん

吉

野

よ

し

の

、
村

松

む

ら

ま

つ

、

兩

員

り
や
う
い
ん

以い

上
じ
や
う

都つ

合ご

ふ

七

名め

い

分ぶ

ん

の

被

服

ひ

ふ

く

及お

よ

び

糧

食

り
や
う
し
よ
く

で

あ

る

。

氷
ひ
や
う

上
じ
や
う

に

卸お

ろ

さ

れ

た

是こ

れ

等ら

の

貨

物

く

わ

も

つ

は

山

邊

や

ま

べ

、
花は

な

守も

り

の

兩
り
や
う

人に

ん

に

て

、
氷

ひ
や
う

堤て

い

下し

た

ま

で

犬い

ぬ

橇そ

り

及お

よ

び

手て

橇そ

り

で

運

搬

う

ん

ぱ

ん

さ

れ

る

の

で

あ

る

。 

こ

の

荷に

卸お

ろ

し

の

事じ

業げ

ふ

開か

い

始し

と

同ど

う

時じ

に

、
隊た

い

長
ち
や
う

並
な
ら
び

に
武

田

た

け

だ

部

長

ぶ

ち

や

う

は

花は

な

守も

り

の

馭ぎ

よ

す

る

十

五

頭と

う

立だ

て

の

犬い

ぬ

橇そ

り

に

搭た

ふ

乘
じ
よ
う

し

、
道だ

う

路ろ

開か

い

鑿さ

く

豫よ

定て

い

地ち

點て

ん

な

る

氷
ひ
や
う

堤て

い

下か

に

到い

た

り

、
實じ

つ

地ち

踏た

ふ

査さ

の

上う

え

、

荷に

物も

つ

置

場

お

き

ば

等な

ど

の

指

定

し

て

い

を

な

す

べ

く

赴お
も
む

く

と

、

續つ

ゞ

い

て

道だ

う

路ろ

掛か
ゝ
り

た

る

吉

野

よ

し

の

、

村
む
ら 

tasaka
ノート
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松ま

つ

の

兩
り
や
う

員い

ん

は

、
山

邊

や

ま

べ

の

馭ぎ

ょ

す

る

十

三

頭と

う

立だ

て

の

犬い

ぬ

橇そ

り

に

搭た

ふ

乘
じ
ょ
う

し

、
雪ゆ

き

搔か

き

用よ

う

の

ス

コ

ツ

プ

や

命
ラ
イ
フ
、

索
ロ
ツ
プ

等な

ど

の

準よ

う

備ゐ

抜ぬ

か

り

無な

く

出

發

し
ゅ
つ
ぱ
つ

す

る

。
「

ト

ウ

〱

カ

イ

〱

」
と

、
ア
イ

ヌ

語ご

の

犬い

ぬ

追お

ふ

聲こ

ゑ

も

勇い

さ

ま

し

く

、

兩
り
や
う

橇そ

り

隊た

い

は
約や

く

三

十

分ぷ

ん

の

後の

ち

氷
ひ
や
う

堤て

い

下か

に

到た

う

達た

つ

し

た

。 

一

同ど

う

は

橇そ

り

を

下お

り

、
甲か

う

乙お

つ

の

二

隊た

い

に

分わ

か

れ

、
甲こ

う

隊た

い

は

先ま

づ

坂は

ん

路ろ

を

攀よ

ぢ

て

堤て

い

上
じ
や
う

に

達た

つ

し

龜

裂

き

れ

つ

を

避さ

け

つ

ゝ

四

十
分ぷ

ん

間か

ん

ば

か

り

東と

う

方ほ

う

に

進す

ゝ

む

。
一

方ぽ

う

指さ

し

揮づ

役や

く

の

隊た

い

長
ち
や
う

は

乙

隊

お

つ

た

い

に

合が

つ

す

べ

く

提て

い

下か

に

來き

た

り

昨

日

さ

く

じ

つ

選

定

せ

ん

て

い

の

開か

い

鑿さ

く

地

點

ち

て

ん

を

指

示

し

じ

す

る

。

見み

る

と

險け

は

し

い

絶

壁

ぜ

つ

ぺ

き

で

は

あ

る

が

、
一

丈
ぢ
や
う

許ば

か

り

下さ

が

つ

た

處
と
こ
ろ

か

ら

は

雪ゆ

き

崩
く
づ
れ

に

な

つ

て

居ゐ

る

の

で
、
道だ

う

路ろ

開か

い

鑿さ

く

上
じ
や
う

に

は

比

較

ひ

か

く

的て

き

容よ

う

易ゐ

の

箇か

所し

よ

で

あ

る

。
殊こ

と

に

其そ

の

下し

た

の

野や

氷
ひ
や
う

は

極き

は

め

て

厚あ

つ

く

鎖と

ざ

し

て

居ゐ

る

の

で

、

少せ

う

々〱

迂う

廻
く
わ
い

な

が

ら

工

事

こ

う

じ

は

案あ

ん

外
ぐ
わ
い

易い

々ゝ

た

る

も

の

ら

し

く

思お

も

は

れ

る

。 

開か

い

鑿さ

く

地

點

ち

て

ん

の

確

定

か

く

て

い

と

共と

も

に

大

體

だ

い

た

い

の

計

畫

け
い
く
わ
く

を

も

立た

て

、
乙

隊

お

つ

た

い

は

先ま

づ

堤て

い

上
じ
や
う

の

嶮

崕

け

ん

が

い

よ

り

六

尺
し
や
く

許ば

か

り

後

方

こ

う

は

う

か

ら

工

事

こ

う

じ

に

取

掛

と

り

か

ゝ

る

こ

と

ゝ

し

、
例れ

い

の

順

序

じ
ゆ
ん
じ
よ

で

雪ゆ

き

を

搔か

き

除の

け

氷
こ
ほ
り

を

打う

ち

碎く

だ

き

、
掘ほ

り

下さ

げ

方か

た

に

全

力

ぜ
ん
り
ょ
く

を

盡つ

く

す

。
此

隊

こ

の

た

い

は

つ

ま

り

上
じ
や
う

方は

う

か

ら

下か

方は

う

に

向む

か

つ

て

開

鑿

か

い

さ

く

す

る

の

で

あ

る

。

一

方ぽ

う

、

甲

隊

こ

う

た

い

は

提て

い

下か

を

起

點

き

て

ん

と

し

て

乙

隊

お

つ

た

い

と

は

反は

ん

對た

い

に

下か

方は

う

か

ら 

tasaka
ノート
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次

第

し

だ

い

〱

に

上
じ
や
う

方は

う

に

開か

い

鑿さ

く

し

つ

ゝ

進す

ゝ

む

の

で

、

隊た

い

長
ち
や
う

も

其そ

の

隊た

い

伍ご

の

一

人に

ん

で

、

武た

け

田だ

部ぶ

長
ち
や
う

、

西

川

に

し

か

わ

隊

員

た

い

い

ん

等ら

を

助ぢ

よ

手し

ゆ

と

し

て

、
例れ

い

の

順

序

じ
ゅ
ん
じ
ょ

で

交

代

か

う

た

い

作

業

さ

げ

ふ

に

取と

り

掛か

ゝ

る

。
垂た

れ

下さ

が

り

た

る

氷
ひ
や
う

角か

く

を

打う

ち

落お

と

す

者も

の

、
提て

い

路ろ

の

缺け

つ

隙げ

き

を

雪せ

つ

塊
く
わ
い

で

埋う

づ

め

る

者も

の

、
或

あ
る
ひ

は

斷だ

ん

崖が

い

を
削け

づ

る

者も

の

、
ス

コ

ー

プ

で

雪ゆ

き

を

搔か

く

者も

の

等な

ど

、

各お

の

々〱

命
ラ
イ
フ
、

索
ロ
ツ
プ

を

取と

り

交か

は

し

つ

ゝ

、

奮ふ

ん

闘と

う

數す

う

時じ

間か

ん

に

亘わ

た

つ

た

後の

ち

漸
や
う
や

く

に

し

て

兩
り
や
う

隊た

い

半は

ん

途と

に

相あ

ひ

會
く
わ
い

し

、

こ

ゝ

に

三

尺
じ
ゃ
く

幅は

ゞ

の

崎

嶇

き

く

た

る

坂は

ん

路ろ

は

氷
ひ
や
う

堤て

い

の

上
じ
や
う

下か

に

通つ

う

ぜ

ら

れ

た

。

又ま

た

野や

氷
ひ
や
う

の

間
あ
ひ
だ

な

る

大だ

い

龜き

裂れ

つ

に

は

、

手て

橇ぞ

り

二

臺だ

い

を

架か

け

て

橋は

し

と

な

し

、

通

路

つ

う

ろ

だ

け

は

、

斯か

く

て

一ひ

ト
通と

ほ

り

は

出で

來き

上あ

が

つ

た

。

時と

き

に

午ご

後ゞ

十

時じ

。 

燒や

く

が

如ご

と

き

太た

い

陽や

う

の

光
ひ
か
り

は

過く

わ

激げ

き

な

る

勞ら

う

働ど

う

に

從
し
た
が

う

た

一

同ど

う

の

眞ま

つ

向か

ふ

か

ら

照て

り

付つ

け

寒か

ん

天て

ん

乍な

が

ら

も

大
お
ほ
い

に

時と

き

な

ら

ぬ

苦く

熱ね

つ

を
感か

ん

ぜ

し

め

た

。
殊こ

と

に

一

同ど

う

の

顏が

ん

色
し
よ
く

は

雪ゆ

き

燒や

け

の

爲た

め

に

、
黑く

ろ

き

こ

と

漆
う
る
し

の

如ご

と

く

、
目め

齒は

の

み

白し

ろ

く

見み

ゆ

る

樣さ

ま

は

、
亞ア

非

利

フ

リ

加カ

土ど

人じ

ん

其そ

の

ま

ゝ

な

の

で

。 

『

之こ

れ

な

ら

ば

、

雪せ

つ

中ち

う

で
迷ま

い

兒ご

に

な

つ

て

も

、

大だ

い

丈
ぢ
や
う

夫ぶ

だ

』

と

一

同ど

う

互
た
が
ひ

に

打う

ち

笑わ

ら

ふ

。 

道だ

う

路ろ

開か

い

鑿さ

く

作さ

業げ

ふ

の

竣
し
ゆ
ん

成せ

い

と

同

時

ど

う

じ

に

船ふ

ね

か

ら

卸お

ろ

し

た

荷に

物も

つ

全

部

ぜ

ん

ぶ

は

二

臺だ

い

の

犬い

ぬ

橇そ

り 

tasaka
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で

既す

で

に

氷
ひ
や
う

堤て

い

下か

の

荷に

物も

つ

置お

き

場ば

に

運は

こ

び

盡つ

く

さ

れ

て

あ

つ

た

の

で

。
殘ざ

ん

務む

は

明

日

あ

す

の

事こ

と

に

し

や

う

と

い

ふ

の

で

、

一

同ど

う

は

船ふ

ね

に

歸か

へ

り

、

翌

朝

よ

く

て

う

ま

で

休

養

き

う

や

う

す

る

こ

と

に

し

た

。 
今こ

ん

朝て

う

、
野

村

の

む

ら

船

長

せ
ん
ち
や
う

は

、
隊

長

た
い
ち
や
う

の

命め

い

を

帶お

び

、
三み

宅や

け

通

譯

つ

う

や

く

を

伴
と
も
な

う

て

、
氷

ひ
や
う

上
じ
や
う

か

ら

フ

ラ

ム

號が

う

を

訪は

う

問も

ん

し

、
正

し
や
う

午ご

頃ご

ろ

歸き

船せ

ん

し

た

。
同ど

う

船せ

ん

は

以い

前ぜ

ん

北ほ

く

極
き
よ
く

探

檢

た

ん

け

ん

に

令

名

れ

い

め

い

を

博は

く

せ

る

ナ

ン

セ

ン

博

士

は

か

せ

の

用

船

よ

う

せ

ん

で

あ

つ

て

、
建け

ん

造ざ

う

費ひ

十

九

萬ま

ん

圓ゑ

ん

餘よ

に

上の

ぼ

り

、

氷
ひ
や
う

海か

い

航こ

う

行か

う

に

は
理り

想さ

う

的て

き

の

船ふ

ね

で

あ

る

。
總さ

う

噸と

ん

數す

う

三

百

五

十

五
噸と

ん

、
二

十

五

馬ば

力り

き

の

石せ

き

油ゆ

う

汽エ

ン

罐ヂ

ン

付つ

き

帆は

ん

船せ

ん

で

内な

い

部ぶ

の

構か

う

造ぞ

う

は

頗
す
こ
ぶ

る

完
く
わ
ん

備び

し

て

居ゐ

る

。
な

ほ

其そ

の

堅け

ん

牢ら

う

は

今

日

こ

ん

に

ち

ま

で

の

經

驗

け

い

け

ん

に

徴
ち
や
う

す

る

も

明

白

め

い

は

く

で

あ

る

。

船せ

ん

長
ち
や
う

ニ

イ

ル

ソ

ン

氏し

（

三

十

七

）

歳さ

い

以い

下か

船

員

せ

ん

い

ん

十

一

名め

い

、

何い

づ

れ

も

豪が

う

傑け

つ

揃ぞ

ろ

ひ

で

、

氣き

焰え

ん

却な

か

々〱

高た

か

い

。
昨

年

さ

く

ね

ん

十

月
ぐ
わ
つ

五

日か

南

米

な

ん

べ

い

ア

ル

ゼ

ン

チ

ン

國こ

く

ブ

エ

ノ

ス

、
ア

イ

レ

ス

港こ

う

を

出
し
ゅ
つ

帆ぱ

ん

し

、
此こ

の

地ち

へ

は

十
日か

前ぜ

ん

に

到と

う

着
ち
ゃ
く

し

、
今い

ま

は

此こ

の

灣わ

ん

口こ

う

に

碇て

い

泊は

く

し

て

、
只

管

ひ

た

す

ら

ア

ム

ン

ド

セ

ン

大た

い

佐さ

一

行か

う

の

歸き

來ら

い

を

待ま

ち

つ

ゝ

あ

る

の

で

あ

る

。

尙な

ほ

ア

大た

い

佐さ

一

行か

う

の

突

進

と

つ

し

ん

隊た

い

の

冬と

う

營ゑ

い

地ち

は

、
フ

ラ

ム

號が

う

の

所し

よ

在ざ

い

地ち

か

ら

約や

く

五

哩
マ
イ
ル

の

南な

ん

方ぱ

う

氷
ひ
や
う

原げ

ん

上
じ
や
う

に

あ

る

と

い

ふ

こ

と
だ
。

本ほ

ん

年ね

ん

の

氣き

候か

う

は

昨

年

さ

く

ね

ん

に

比ひ

し

て

暖
あ
た
ゝ

か

く

、
殊こ

と

に

此こ

の

二

三

日に

ち

は

、
此こ

の

地ち

方は

う

稀

有

け

う

の
好

晴

こ

う

せ

い

續つ

ゞ

き

で

あ

る

と

は

、

フ

ラ

ム

號が

う

船

員

せ

ん

い

ん

の

語か

た

つ

た

處
と
こ
ろ

で

あ

つ

た

。 
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十

八

日に

ち

午ご

前ぜ

ん

四

時じ

、
前ぜ

ん

日じ

つ

來ら

い

の

疲ひ

勞ら

う

で

、
隊

員

た

い

い

ん

一

同ど

う

グ

ッ

ス

リ

寢ね

込こ

ん

で

居ゐ

る

最さ

い

中ち

う

。 

『

大

變

た

い

へ

ん

だ

ッ

〱

、
荷に

物も

つ

が

氷
こ
ほ
り

と

一い

つ

所し

よ

に

流な

が

れ

て

終し

ま

ふ

ぞ

ッ

』
と

い

ふ

聲こ

え

が

、
次し

第だ

い

に

船せ

ん

房ぼ

う

へ

近ち

か

づ

い

て

來く

る

。
一

同ど

う

は

我わ

れ

先さ

き

に

と

枕
ま
く
ら

を

蹴け

つ

て

甲デ

ツ

板キ

へ

出で

て

見み

る

と

、
大た

い

切せ

つ

な

荷に

物も

つ

の

置お

か

れ

て

あ

る

箇か

所し

よ

の

野や

氷
ひ
や
う

は

、
今い

ま

し

も

一

盤ぱ

ん

の

浮ふ

氷
ひ
や
う

と

な

つ

て

、
ユ

ラ

〱

と

波な

み

に

浮う

か

み

出だ

さ

う

と

し

て

居ゐ

る

。 

今

朝

こ

ん

て

う

天て

ん

候こ

う

は

相あ

ひ

變か

は

ら

ず

快
く
わ
い

晴せ

い

で

あ

る

が

、
南な

ん

風ぷ

う

頗
す
こ
ぶ

る

烈は

げ

し

く

氷
ひ
や
う

堤て

い

一

帶た

い

か

ら
吹ふ

き

立た

つ

雪ゆ

き

塵ち

り

は

、

輝
か
ゞ
や

く

太た

い

陽や

う

に

映え

い

じ

て

物も

の

凄す

ご

く

、
船ふ

ね

の

帆マ

ス

檣ト

は

ピ

ュ

ー

〱

と
唸う

な

り

を

立た

て

ゝ

寒さ

む

さ

は

身み

を

切き

ら

む

ば

か

り

で

あ

る

。
突

進

と

つ

し

ん

隊た

い

用よ

う

貨

物

か

も

つ

は

、
昨

日

き

の

ふ

犬い

ぬ

橇そ

り

の

都つ

合が

ふ

上
じ
や
う

成な

る

べ

く

輕

減

け

い

げ

ん

し

、

陸り

く

揚あ

げ

は

し

た

も

の

ゝ

當と

う

座ざ

不

用

ふ

よ

う

の

分ぶ

ん

は

淘と

う

汰た

し

て

船ふ

ね

か

ら

二

十

間け

ん

許ば

か

り

の

距き

よ

離り

な

る

氷
ひ
や
う

上
じ
や
う

に

積つ

み

置お

い

た

の

で

あ

つ

た

が

、
何な

に

分ぶ

ん

時じ

期き

が

時じ

期き

と

て

、
強

き
や
う

風ふ

う

の

ま

に

〱

野や

氷
ひ
や
う

の

流り

う

出
し
ゆ
つ

甚
は
な
は

だ

し

く

、
随

し
た
が

つ

て

貨く

わ

物も

つ

の

在あ

る

箇か

所し

よ

も

既す

で

に

浮う

か

び

出い

て

見み

る

〱

奧お

く

の

氷
こ
ほ
り

を

離は

な

れ

、

一

寸す

ん

二

寸す

ん

と

、
次し

第だ

い

に

距き

よ

離り

を

增ま

し

て

來く

る

。 
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そ

こ

で

隊

員

た

い

い

ん

連れ

ん

は

、
當た

う

直
ち
ょ
く

船

員

せ

ん

い

ん

の

加か

勢せ

い

を

受う

け

、
敏び

ん

捷
し
ょ
う

な

る

活
く
わ
つ

動ど

う

の
末す

ゑ

漸
や
う
や

く

全ぜ

ん

部ぶ

を

ば

危
あ
や
う

ふ

き

氷
ひ
や
う

上
じ
や
う

か

ら

船

内

せ

ん

な

い

へ

收し

う

容よ

う

し

た

が

、
此こ

の

活
く
わ
つ

動ど

う

の

終を

は

る

や

否い

な

や

、
貨く

わ

物も

つ

を

取と

り

除の

け

ら

れ

て

輕か

る

く

な

つ

た

氷
ひ
や
う

盤ば

ん

は

、
忽こ

つ

然ぜ

ん

と

し

て

速

力

そ
く
り
ょ
く

を

迅は

や

め

、
見み

守ま

も

る

う

ち

に

沖お

き

へ

〱

と

流な

が

れ

去さ

つ

た

。

其そ

の

間か

ん

眞し

ん

に

危

機

き

ゝ

一

髪ぱ

つ

で

あ

つ

た

。 

野や

氷
ひ
や
う

の

流り

う

出
し
ゆ
つ

と

共と

も

に

、
船ふ

ね

は

又ま

た

更さ

ら

に

前

進

ぜ

ん

し

ん

し

て

、
奧お

く

の

氷
ひ
や
う

端た

ん

に

と

着つ

く

。
時と

き

に

大
お
ほ
い

な

る

二

羽は

の

ペ

ン

グ

イ

ン
鳥て

う

は

突と

つ

然ぢ

よ

氷
ひ
や
う

上
じ
や
う

に

立た

ち

現あ

ら

は

れ

、
例れ

い

の

鷹お

う

揚よ

う

な

る

羽は

叩ば

た

き

を

な

し

つ

ゝ

、
い

と

睦む

つ

ま

じ

げ

に

悠ゆ

う

歩ほ

を

運は

こ

ぶ

。
之こ

れ

を

發は

つ

見け

ん

し

た

、
吉

野

よ

し

の

、
渡

邊

わ

た

な

べ

、
安

田

や

す

だ

、
柴し

ば

田た

、

の

四

勇ゆ

う

士し

は

、
雄ゆ

う

心し

ん

勃ぼ

つ

々〱

禁き

ん

ず

る

能あ

た

は

ず

、
船ふ

ね

を

下お

り

る

と

直す

ぐ

、
吹ふ

き

荒す

さ

ぶ

寒か

ん

風ぷ

う

を

冐お

か

し

つ

ゝ

捕ほ

獲
く
わ
く

に

向む

か

う

た

。
斯か

く

て

現

場

げ
ん
ぢ
ゃ
う

に

至い

た

る

や

、
四

勇ゆ

う

士し

は

二

手

ぶ

た

て

に

分わ

か

れ

一

羽は

に

二ふ

た

人り

づ

ゝ

の

手

配

て

く

ば

り

で

、
難な

ん

な

く

生

擒

せ

い

き

ん

の

目

的

も

く

て

き

を

達た

つ

し

、
早さ

う

々〱

繩な

わ

に

て

縛は

ぐ

し

、
そ

れ

を

氷
ひ
や
う

上
じ
や
う

に

立た

て

ら

れ

た

る

棒ぼ

う

杭ぐ

ひ

に

括く

ゝ

り
付つ

け

、
凱が

い

歌か

を

奏そ

う

し

て

歸き

船せ

ん

し

た

。
見み

る

と

其そ

の

二

羽は

は

、
初う

ひ

見け

ん

參ざ

ん

の

帝

王

エ
ン
ペ
ロ
ア

ペ

ン

グ

イ

ン

鳥て

う

で

、
身み

の

長た

け

三

尺
じ
や
く

五

寸す

ん

、
重

ぢ
ゆ
う

量
り
や
う

六

貫
く
わ
ん

餘よ

も

あ

ら

う

と

い

ふ

逸い

つ

物ぶ

つ

で

あ

る

。

力り

き

量り
や
う

の

絶ぜ

つ

大だ

い

驚お
ど
ろ

く

べ

く

、

麻あ

さ

繩な

は

に

て

八

重へ

十

文も

ん

字じ

に

縛ば

く

さ

れ

乍な

が

ら

も

、 

tasaka
ノート
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尖と

が

つ

た

嘴
く
ち
ば
し

に

て

四あ

た

邊り

を

喙つ

ゝ

き

廻ま

わ

る

其そ

れ

が

爲た

め

一

同ど

う

は

、
萬ま

ん

一

眼め

で

も

突つ

か

れ

て
は

一

大だ

い

事じ

と

迂う

潤
く
わ
つ

に

寄よ

り

付つ

か

ず

、
何い

づ

れ

も

遠と

ほ

卷ま

き

で

ワ

イ

〱

と

囃は

や

し

て

居ゐ

た

。
田た

泉
い
づ
み

技

師

ぎ

し

は

早さ

つ

速そ

く

活
く
わ
つ

動ど

う

寫し

や

眞し

ん

に

撮

影

さ

つ

え

い

し

た

が

、
活

く
わ
つ

動ど

う

寫し

や

眞し

ん

助ぢ

よ

手し

ゆ

兼け

ん

務む

の

池い

け

田だ

農の

う

學が

く

士し

は

、
舷

頭

げ

ん

と

う

の

鐵て

つ

綱づ

な

か

ら

氷
ひ
や
う

上
じ
や
う

に

飛と

び

下お

り

や

う

と

し

て

誤
あ
や
ま

つ

て

身み

を

滑す

べ

ら

し

、
強

し
た
ゝ

か

背せ

骨ぼ

ね

を
撲う

ち

付つ

け

て

氣き

絶ぜ

つ

し

た

。 

『

池い

け

田だ

氏し

が

氣き

絶ぜ

つ

し

た

ッ

』

と

い

ふ

聲こ

ゑ

に

、

一

同ど

う

は

ペ

ン

グ

イ

ン

鳥て

う

ど

こ

ろ

で

な

い

か

ら

、
早さ

つ

速そ

く

現げ

ん

場
ぢ
や
う

に

集
あ
つ
ま

り

、
大お

ほ

勢ぜ

い

で

船

内

せ

ん

な

い

へ

擔か

つ

ぎ

込こ

ん

で

、
水み

づ

よ

藥
く
す
り

よ

と

立た

ち

騷さ

わ

い

だ

が

、

幸
さ
い
わ
ひ

に

し

て

息い

き

吹ふ

き

返か

へ

し

た

も

の

ゝ

一

時じ

は

却な

か

々〱

の

騷さ

わ

ぎ

で

あ

つ

た

。 

其

處

そ

こ

へ

、
フ

ラ

ム

號が

う

の

士し

官
く
わ
ん

二

名め

い

が

、
我わ

が

開か

い

南

丸

な

ん

ま

る

へ

來

訪

ら

い

ほ

う

し

た

の

で

、
早さ

つ

速そ

く

船

内

せ

ん

な

い

へ

伴
と
も
な

ひ

、
茶ち

や

菓く

わ

を

供
き
や
う

し

て

種

々

い

ろ

〱

談だ

ん

話わ

を

交ま

じ

へ

、
又ま

た

請こ

ひ

に

應お

う

じ

て

船

内

せ

ん

な

い

を

一

順
じ
ゆ
ん

案

内

あ

ん

な

い

し

て

見み

せ

た

處
と
こ
ろ

、

彼か

れ

等ら

は

、 

『

恁こ

ん

な

船ふ

ね

で

は

我わ

れ

等ら

は

到

底

と

う

て

い

此

處

こ

ゝ

ま

で

は
扨さ

て

置お

き

、

途と

中ち

う

ま

で

も

來く

る

こ

と

が

出で

來き

ぬ

』

と

云い

つ

て

、

頗
す
こ
ぶ

る

驚
き
や
う

愕が

く

の

色い

ろ

を

示し

め

し

た

。 

烈

風

れ

つ

ぷ

う

は

却な

か

々〱

吹ふ

き

休や

ま

な

い

が

大

切

た

い

せ

つ

の

場ば

合あ

ひ

と

あ

つ

て

、

隊

長

た
い
ち
や
う

始は

じ

め

隊

員

た

い

い

ん

一

同ど

う 

tasaka
ノート
９４頁　南極記フラム號士官の開南丸訪問 此の如き船にては來り得ず
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は

絶

大

ぜ

つ

だ

い

の

勇ゆ

う

氣き

を

鼓こ

し

て

、
昨き

の

日ふ

の

引ひ

き

續つ

ゞ

き

事じ

業げ

ふ

た

る

、
貨く

わ

物も

つ

の

運

搬

う

ん

ぱ

ん

に

死し

力
り
よ
く

を

盡つ

く

し

た

。
今

日

け

ふ

は

前

日

ぜ

ん

じ

つ

來ら

い

の 

經

驗

け

い

け

ん

上
じ
や
う

、
絨ぢ

う

靴く

わ

の

餘あ

ま

り

に

重お

も

く

し

て

、
到

底

と

う

て

い

勞ら

う

働ど

う

用よ

う

と

し

て
不ふ

適

當

て

き

た

う

な

の

を

認み

と

め

、
總さ

う

員い

ん

藁わ

ら

靴ぐ

つ

を

穿せ

ん

用よ

う

す

る

こ

と

と

し

、
又ま

た

眼め

鏡が

ね

も

黑く

ろ

絽ろ

の

掩お

ほ

布ひ

を

用も

ち

ゐ

る

こ

と

と

し

た

。 

一

行か

う

は

二

臺だ

い

の

犬い

ぬ

橇そ

り

に

分

乘

ぶ
ん
じ
よ
う

し

、

野や

氷
ひ
や
う

を

走は

し

つ

て

荷

物

に

も

つ

置

場

お

き

ば

に

來き

て

見み

る

と

、

無む

念ね

ん

！

殘ざ

ん

念ね

ん

！

折

角

せ

つ

か

く

昨

日

き

の

ふ

苦

心

く

し

ん

し

て

開

鑿

か

い

さ

く

し

た

新し

ん

道

路

ど

う

ろ

も

、

粉

々

ふ

ん

〱

た

る

飛ひ

雪せ

つ

の

爲た

め

に

諸し

よ

所し

よ

埋

沒

ま

い

ぼ

つ

し

、
交

通

か

う

つ

う

は

こ

こ

に

遮

斷

し

や

だ

ん

さ

れ

て

居ゐ

る

。
そ

こ

で

其そ

の

箇

所

か

し

よ

を

再
ふ
た
ゝ

び

開か

い

通つ

う

せ

ね

ば

な

ら

ぬ

の

で

、
隊

長

た
い
ち
や
う

並
な
ら
び

に

武

田

た

け

だ

部

長

ぶ

ち

や

う

が

其そ

の

任に

ん

に

當あ

た

る

こ

と

ゝ

し

、
他た

は

荷に

物も

つ

の

運

搬

う

ん

ぱ

ん

方か

た

と

な

つ

て

、

之こ

れ

よ

り

氷
ひ
や
う

堤て

い

を

上
じ
や
う

下か

す

る

困

難

こ

ん

な

ん

な

る

役

割

や

く

わ

り

に

當あ

た

つ

た

。 

猛

烈

も

う

れ

つ

益ま

す

々〱

威ゐ

力
り
よ
く

を

增ま

し

來き

た

る

南

風

な

ん

ぷ

う

を

眞ま

正

面

し
や
う
め
ん

に

受う

け

て

、
運

搬

う

ん

ぱ

ん

の

任に

ん

に

當あ

た

つ

た

各

員

か

く

い

ん

は

、
エ

ッ

サ

〱

と

峻
し
ゆ
ん

坂ぱ

ん

を

攀よ

ぢ

登の

ぼ

る

の

で

あ

る

が

、
其そ

の

困

難

こ

ん

な

ん

は

全
ま
つ
た

く

名め

い

狀
じ
や
う

す

べ

か

ら

ざ

る

も

の

で

あ

る

。
只た

ゞ

身

體

か

ら

だ

一

つ

で

さ

へ

、
一

歩ぽ

に

一

喘ぜ

ん

と

い

ふ

稀

有

け

う

の

峻
し
ゆ
ん

路ろ

で

あ

る

上う

え

に

、

各

員

か

く

い

ん

は

背は

い

上
じ
や
う

に

重お

も

い

貨

物

く

わ

も

つ

を

ば

、

一

々

綱つ

な

に

て

負お

ひ

乍な

が

ら

、

六

尺
し
や
く

棒ぼ

う

を

杖つ

ゑ

と

し

、

先ま

づ

富

士

ふ

じ

の

強

力

ご

う

り

き

と

い

ふ

姿す
が
た

で

辿た

ど

り

登の

ぼ

る

の

で

あ

る

か

ら

、

何い

づ

れ

も

臍へ

そ

の

緒を

切き

つ

て 

tasaka
ノート
９５頁　南極圏突進の航海六尺棒を杖として登攀す
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以い

來ら

い

の

難な

ん

行
ぎ
や
う

苦く

役え

き

で

あ

つ

た

に

相さ

う

違ゐ

な

い

。
殊こ

と

に

烈

風

れ

つ

ぷ

う

に

交ま

じ

つ

て

來く

る

吹ふ

ゞ

雪き

は

、
喘あ

え

い

で

開ひ

ら

く

口く

ち

に

當あ

た

つ

て

今い

ま

に

も

息い

き

の

根ね

が

止と

ま

り

さ

う

、

ま

だ

そ

の

上う

え

に

足あ

し

場ば

が

惡わ

る

い

爲た

め

に

、
最

も
つ
と

も

險け

ん

峻
し
ゆ
ん

の

箇か

所し

よ

で

は

、
五

尺
し
や
く

の

身

體

か

ら

だ

も

吹ふ

き

飛と

ば

さ

れ

ん

と

危
あ
や
ぶ

む

位
く
ら
ゐ

で

、
到

底

と

う

て

い

二

本ほ

ん

足あ

し

で

の

歩ほ

行か

う

が

出で

來き

ぬ

。
そ

の

様や

う

な

場ば

合あ

ひ

に

は

、
何い

づ

れ

も

双

手

も

ろ

て

を

突つ

い

て

馬む

ま

と

な

り

、

僅わ

づ

か

に

之こ

れ

に

結
む
す
び

付つ

け

た

る

鐡か

ね

の

カ

ン

ヂ

キ

を

力
ち
か
ら

と

し

て

匍は

ひ

上の

ぼ

る

の

で

あ

る
。
其そ

の

困

難

こ

ん

な

ん

の

狀さ

ま

は

、

迚と

て

も

形

容

け

い

よ

う

の

出で

來き

る

話
は
な
し

で

は

な

い

。 

斯か

く

て

、
十

人に

ん

の

輸ゆ

送そ

う

隊た

い

は

蟻あ

り

の

如ご

と

く

氷
ひ
や
う

堤て

い

を

行ゆ

き

つ

戻も

ど

り

つ

し

て

、
必ひ

つ

死し

と
立た

ち

働
は
た
ら

く

。

又ま

た

一

方ぱ

う

道だ

う

路ろ

方か

た

は

、

絶た

え

間ま

な

く

降ふ

り

積つ

む

雪ゆ

き

を

搔か

き

分わ

け

て

、

間か

ん

斷だ

ん

な

く

ス

コ

ー

プ

を

動う

ご

か

し

て

居ゐ

る

。
斯か

く

の

如ご

と

く

總そ

う

員い

ん

が

絶

大

ぜ

つ

だ

い

の

奮

闘

ふ

ん

と

う

を

繼

續

け

い

ぞ

く

し

た

結

果

け

つ

く

わ

早は

や

く

も

午ご

後ゞ

二

時じ

に

は

、
貨く

わ

物も

つ

全ぜ

ん

部ぶ

を

無

事

ぶ

じ

に

堤て

い

上
じ
や
う

に

運

搬

う

ん

ぱ

ん

し

盡つ

く

し

、
一

定て

い

の

場

所

ば

し

よ

に

整せ

い

然ぜ

ん

と

山さ

ん

積せ

き

さ

る

ゝ

に

至い

た

つ

た

。 

先ま

づ

之こ

れ

に

て

最

難

さ

い

な

ん

の

事じ

業げ

ふ

た

る

氷
ひ
や
う

堤て

い

上
じ
や
う

、
荷に

物も

つ

運

搬

う

ん

ぱ

ん

の

一

條で

う

は

、
辛か

ら

ふ

じ

て
一

段

落

だ

ん

ら

く

を

告つ

げ

た

の

で

、

氷ひ
や
う

堤て

い

を

下く

だ

つ

て

船ふ

ね

へ

と

向む

か

ふ

。

踏ふ

み

ゆ

く

野や

氷ひ
や
う

は

數す

う

刻こ

く

前ぜ

ん

と

は 

tasaka
ノート
９６頁　南極記蟻の如く氷堤を上下す
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全
ま
っ
た

く

其そ

の

形け

い

態た

い

を

變へ

ん

じ

強

風

き
ゃ
う
ふ
う

、
陣ぢ

ん

一

陣ぢ

ん

、
吹ふ

き

來き

た

る

毎ご

と

に

、
野や

氷
ひ
や
う

の

一
部ぶ

は

其そ

の

結け

つ

氷
ぴ
や
う

の

薄は

く

弱
じ
ゃ
く

な

る

部ぶ

分ぶ

ん

か

ら

裂さ

け

て

氷
ひ
や
う

盤ば

ん

と

な

り

、
次し

第だ

い

〱

に

流り

う

出
し
ゆ
つ

す

る

。
我わ

が
開か

い

南

丸

な

ん

ま

る

も
流り

う

氷
ひ
や
う

の

多お

ほ

き

爲た

め

に

、

危き

險け

ん

を

避さ

け

て
稍や

や

沖お

き

に

出い

で

、

フ

ラ

ム

號が

う

も

亦ま

た

東と

う

方は

う

に

徐じ

ょ

航こ

う

し

つ

ゝ

あ

る

。
低ひ

く

く

平た

い

ら

か

な

る

氷
ひ
や
う

片へ

ん

は

、
波な

み

立だ

つ

碧へ

き

海か

い

に

浮う

き

模も

様や

う

の

如ご

と

く

、
沖お

き

へ

〱

と

連
つ
ら
な

つ

て

流り

う

出
し
ゆ
つ

し

居ゐ

る

。
何な

に

氣げ

な

く
見み

亘わ

た

し

た

流り

う

氷
ひ
や
う

群ぐ

ん

の

中な

か

の

一

片ぺ

ん

、
氷

ひ
や
う

岸が

ん

か

ら

約や

く

二

十

間け

ん

を

離は

な

れ

た

る

、

一

氷
ひ
や
う

片へ

ん

の

上う

へ

に

取と

り

入い

れ

、

殘の

こ

り

の

不ふ

用よ

う

貨く

わ

物も

つ

が

見み

え

る

。 

『

ア

レ

〱

荷に

物も

つ

が
・
・
・
・
』
と

一

同ど

う

指ゆ

び

ざ

し

て

騷さ

わ

ぎ

廻ま

は

つ

た

が

、
さ

て

救き

う

助ぢ

よ

の

途み

ち

が

な

い

、
流な

が

れ

出だ

し

て

、
段だ

ん

々〱

遠と

ほ

ざ

か

る

の

を

、
見み

す

〱

抛ほ

う

棄き

す

る

の

已や

む

を

得え

ざ

る

無む

念ね

ん

さ

！

。
其そ

の

貨く

わ

物も

つ

は

手て

橇ぞ

り

三

台だ

い

、

罐
く
わ
ん

詰づ

め

一

箱ば

こ

、
大だ

い

工く

道だ

う

具ぐ

の

一

部ぶ

等な

ど

で

あ

つ

た

が

、
や

が

て

、

遠と

ほ

き

沖お

き

へ

一

點て

ん

の

黑こ

く

子し

と

な

つ

て

流
な
が
れ

去さ

つ

て

終し

ま

つ

た

。 

此こ

の

灣わ

ん

へ

到と

う

着
ち
ゃ
く

し

た

當た

う

日じ

つ

に

は

、

投と

う

錨
び
や
う

地ち

點て

ん

か

ら

氷
ひ
や
う

堤て

い

ま

で

三

哩
マ
イ
ル

以い

上
じ
や
う

も

あ

つ

た

野や

氷
ひ
や
う

が

、
今い

ま

は

早は

や

其そ

の

過く

わ

半は

ん

も

流り

う

出
し
ゆ
つ

し

去さ

り

、
殘の

こ

る

部ぶ

分ゞ

ん

も

次し

第だ

い

に

流り

う

出
し
ゆ
つ

し

や

う

と

し
て

居ゐ

る

。

其そ

れ

が

爲た

め

見み

亘わ

た

す

海か

い

面め

ん

は

非ひ

常じ
や
う

な

浮ふ

氷ひ
や
う

の

數か

ず

で

あ

る

。

併し

か

し

幸
さ
い
は
ひ

に

も 

tasaka
ノート
９７頁　南極圏突進の航海浮模様の如く見ゆる氷片の流出光景 荷物の一部見るみる流失
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一

方ぱ

う

に

海か

い

路ろ

が

開ひ

ら

け

て

居ゐ

る

か

ら

、
一

同ど

う

は

最さ

い

端た

ん

の

氷
ひ
や
う

角か

く

に

立た

つ

て
大お

ほ

聲ご

ゑ

を

揃そ

ろ

へ

つ

ゝ

。 

『

開か

い

南

丸

な

ん

ま

る

ー

ッ

〱

』
と

叫さ

け

ん

だ

、
が

雪せ

つ

針し

ん

を

含ふ

く

ん

だ

南な

ん

風ぷ

う

強つ

よ

く

吹ふ

き

付つ

け

る

の

で

、
應お

う

答た

ふ

の

聲こ

え

は

聞き

こ

へ

て

居ゐ

る

が

、

短

艇

ボ

ー

ト

を

浮う

か

べ

る

こ

と

の

危き

險け

ん

を

慮
お
も
ん
ぱ
か

つ

て

か

、

容よ

う

易い

に

迎む

か

へ

に

來く

る

様や

う

子す

が

な

い

。 

勞ら

う

働ど

う

中ち

う

は

流り

う

汗か

ん

淋り

ん

漓り

と

し

て

居ゐ

た

が

、
少し

ば

時ら

く

で

も

休き

う

息そ

く

す

る

と

其そ

の

汗あ

せ

が

忽
た
ち
ま

ち

に

凍こ

ほ

つ

て

終し

ま

ふ

。
防ぼ

う

寒か

ん

服ふ

く

上
じ
や
う

に

は

雪せ

つ

片ぺ

ん

と

流り

う

汗か

ん

と

が

、
共と

も

に

凍と

う

結け

つ

し

て

、
何い

づ

れ

も

銀
し
ろ
が
ね

の

鎧
よ
ろ
ひ

を

着
ち
や
く

用よ

う

し

て

居ゐ

る

や

う

で

、

其そ

の

寒さ

む

さ

つ

た

ら

無な

い

。

で

、

何い

づ

れ

も

端

艇

ボ

ー

ト

待ま

つ

間ま

を

足あ

し

踏ふ

み

し

て

僅わ

づ

か

に

寒か

ん

威ゐ

に

抵て

い

抗こ

う

し

て

居ゐ

る
始し

末ま

つ

で

あ

る

。 

其そ

の

う

ち

に

、

現げ

ん

在ざ

い

佇ち

ょ

立り

つ

し

て

居ゐ

る

氷
こ
ほ
り

も

、

忽こ

つ

焉え

ん

と

し

て

流り

う

出
し
ゆ
つ

し

や

う

と

す

る

の

で

、

驚
お
ど
ろ

く

ま

い

こ

と

か

、
一

同ど

う

は
「

大た

い

變へ

ん

々

々
〱

」
を

連れ

ん

呼こ

し

て

、
辛か

ら

ふ

じ

て

他た

の

氷
ひ
や
う

上
じ
や
う

に

退た

い

却
き
ゃ
く

し

た

が

、
其そ

の

間か

ん

實じ

つ

に

危き

機ゝ

一

髪ぱ

つ

、
今い

ま

一

秒べ

う

の

相さ

う

違ゐ

で

一

同ど

う

は

飛と

ん

だ

俊
し
ゆ
ん

寛
く
わ
ん

の

二

代だ

い

目め

を

演え

ん

じ

る

處
と
こ
ろ

で

あ

つ

た

。 

『

實じ

つ

に

危き

險け

ん

だ

な

ア

、
此こ

の

調て

う

子し

で

は

寸し

ば

時し

も

油ゆ

斷だ

ん

が

出で

來き

な

い

ぞ

ッ

』
な

ど

ゝ

互
た
が
ひ

に 

tasaka
ノート
９８頁　南極記防寒服上の雪片銀の鎧の如し
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警け

い

戒か

い

し

て

居ゐ

る

と

、
果は

た

し

て

再
ふ
た
ゝ

び

足あ

し

許も

と

の

氷
こ
ほ
り

が

、
グ

ラ

〱

と

動ど

う

搖え

う

を

起お

こ

し

て

、
流な

が

れ

出だ

さ

う

と

す

る

。 
『

ソ

ラ

又ま

た

流な

が

れ

出だ

す

ぞ

ッ

』
と

叫さ

け

ん

で
『

迯に

げ

ろ

〱

で

』
退た

い

却
き
ゃ
く

し

や

う

と

す

る

と

前ぜ

ん

方ぱ

う

に

見み

ゆ

る

裂さ

け

目め

は

早は

や

八
寸す

ん

許
ば
か
り

も

擴ひ

ら

が

り

、
海か

い

水す

ゐ

も

見み

へ

て

、
波な

み

に

搖ゆ

ら

れ

て

動う

ご

い

て

居ゐ

る

。
一

同ど

う

は

驅か

け

出だ

し

た

が

、
見み

る

〱

其そ

の

裂さ

け

目め

の

幅は

ゞ

が

三

尺
じ
ゃ
く

餘よ

に

達た

つ

し

、
瞬

し
ゅ
ん

一

瞬
し
ゅ
ん

海か

い

水す

い

が

幅は

ゞ

廣ひ

ろ

く

現あ

ら

は

れ

て

來く

る

。

氷
こ
ほ
り

は

早は

や

流な

が

れ

て

居ゐ

る

の

だ

。 

一

同ど

う

は

身み

を

躍お

ど

ら

せ

て

他た

氷
ひ
や
う

に
移う

つ

つ

た

。
途と

端た

ん

氷
こ
ほ
り

と

氷
こ
ほ
り

と

の

距き

ょ

離り

は

早は

や

六

七

尺
し
や
く

に

達た

つ

し

、
間か

ん

一

髪ぱ

つ

の

危あ

や

ふ

き

場ば

合あ

ひ

で

あ

つ

た

。
見み

る

と

そ

の

氷
こ
ほ
り

は

、
東と

う

端た

ん

よ

り

流な

が

れ

初は

じ

め

て

、
一

同ど

う

の
他た

氷
ひ
や
う

に

移う

つ

つ

た

時と

き

は

、
僅わ

づ

か

に

西せ

い

部ぶ

に

一

角か

く

だ

け

連れ

ん

絡ら

く

を

保た

も

つ

て

居ゐ

た

刹せ

つ

那な

で

あ

つ

た

の

で

、
全

ま
っ
た

く

九

死し

に

一

生
し
や
う

を

拾ひ

ろ

ひ
得え

た

譯わ

け

な

の

で

あ

つ

た

。
す

る

と

又ま

た

他た

の

一

方は

う

に

、

約や

く

三

十

間け

ん

四

方は

う

の

、

一

氷
ひ
や
う

盤ぱ

ん

が

流
な
が
れ

出だ

さ

う

と

し

て

居ゐ

る

。

其そ

の

氷
ひ
や
う

上
じ
や
う

に
は
、

山や

ま

邊べ

ア

イ

ヌ

と

三

十

頭と

う

の
輓ひ

き

犬い

ぬ

と

が

載の

つ

て

居ゐ

て

、
山や

ま

邊べ

は

今い

ま「

如い

何か

に

し

て

犬け

ん

群ぐ

ん

と

共と

も

に

無ぶ

事じ

他た

氷
ひ
や
う

に

移う

つ

つ

た

も

の

で

あ

ら

う

か

」
と

、
餘あ

ま

り

の
急き

う

場ば

に

、
救き

う

助ぢ

よ

を

求も

と

む

る

聲こ

え

も

得え

立た

て

ず

、
心

こ
ゝ
ろ

は

周し

う

章
し
ょ
う

狼ら

う

狽ば

い

の

極
き
よ
く

に

達た

つ

し

乍な

が

ら

、
右う

往わ

う

左さ

往わ

う

し

て

居ゐ

る

最さ

い

中ち

う

な

の

で
、 

tasaka
ノート
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之こ

れ

を

逸い

ち

早は

や

く

認み

と

め

た

吉

野

よ

し

の

隊

員

た

い

い

ん

は

、
咄と

っ

嗟さ

に

其そ

の

氷
ひ
や
う

盤ば

ん

上
じ
や
う

に

飛と

び

移う

つ

る

や

否い

な

、
犬け

ん

群ぐ

ん

を

六

尺
し
や
く

棒ぼ

う

で

無む

闇や

み

矢や

鱈た

ら

に

安あ

ん

全ぜ

ん

な

る

方は

う

面め

ん

へ

追お

ひ

立た

て

た

。
山や

ま

邊べ

も

今い

ま

少す

こ

し

で

其そ

の

六

尺
し
ゃ
く

棒ぼ

う

の

お
見み

舞ま

ひ

を

受う

け

る

處
と
こ
ろ

で

あ

つ

た

。
併し

か

し

吉

野

よ

し

の

隊

員

た

い

い

ん

の

此こ

の

過く

わ

激げ

き

な

る

方は

う

法は

ふ

は

最
も
つ
と

も

機き

宜ぎ

に

適て

き

し

た

る

も

の

で

、

幸
さ
い
は
い

に

も

山や

ま

邊べ

ア

イ

ヌ

と

犬け

ん

群ぐ

ん

と

の

生せ

い

命め

い

を

全
ま
つ
た

ふ

せ

し

め

る

こ

と

が

能で

き

た

。
件

く
だ
ん

の

氷
ひ
や
う

盤ば

ん

は

之こ

れ

も

前ぜ

ん

同ど

う

様や

う

、
最さ

い

後ご

に

吉よ

し

野の

隊

員

た

い

い

ん

が

一

躍や

く

し

て

他た

氷
ひ
や
う

に

移う

つ

る

と

殆
ほ
と
ん

ど

同ど

う

時じ

に

、
急き

う

迅じ

ん

な

る

速そ

く

力
り
よ
く

を

以も

つ

て

沖お

き

合あ

ひ

へ

流な

が

れ

出だ

し

た

。
此こ

の

大だ

い

活
く
わ
つ

劇げ

き

の

最さ

い

初し

よ

か

ら

最さ

い

後ご

ま

で

は

、

約や

く

二

分ふ

ん

間か

ん

で

あ

つ

た

。 

是こ

ゝ

に

於お

い

て

一

同ど

う

は

益ま

す

々〱

野や

氷
ひ
や
う

の

危き

險け

ん

な

る

を
知し

つ

て

、
佇ち

ょ

立り

つ

せ

る

箇か

所し

ょ

か

ら

約や

く

二

丁
ち
や
う

餘よ

な

る

、
荷に

物も

つ

置お

き

場ば

へ

と

退た

い

却
き
ゃ
く

し

た

。
吉よ

し

野の

隊

員

た

い

い

ん

は

早さ

つ

速そ

く

有あ

り

合あ

ふ

杭く

ひ

を

打う

ち

込こ

み
、
菰こ

も

蓆
む
し
ろ

を

半は

ん

月げ

つ

形け

い

に

張は

り

て

雪ゆ

き

に

て

埋う

づ

め

、
其そ

の

前ぜ

ん

面め

ん

に

箱は

こ

や

蓆
む
し
ろ

の

類
た
ぐ
ひ

を

積つ

み

北き

た

の

寒か

ん

地ち

で

旅た

び

人び

と

が

、
吹ふ

雪ゞ

き

を

避さ

け

る

專せ

ん

賣ば

い

特と

く

許き

ょ

の
「

雪ゆ

き

除よ

け

小ご

屋や

」
と

い

ふ

の

を

修し

つ

ら

へ

た

。
一

同ど

う

は

兎と

も

角か

く

其そ

の

中な

か

に

も

ぐ

り

込こ

ん

で

、

迎む

か

へ

の

船ふ

ね

の

來く

る

迄ま

で

を

待ま

ち

合あ

は

す

こ

と

に

し

た

が

、

雪ゆ

き

こ

そ

直ち
よ
く

接せ

つ

に

降ふ

り

掛か

ゝ

ら

ね

、

寒か

ん

氣き

は

依い

然ぜ

ん

と

し

て

激げ

き

烈れ

つ

に

身み

に

泌し

み

渡わ

た

る

の

み

な

ら

ず 

tasaka
ノート
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背は

い

後ご

の

氷
ひ
や
う

堤て

い

は

、
時と

き

々〲

百

雷ら

い

の

一

時じ

に

落お

つ

る

が

如ご

と

き

大だ

い

音お

ん

響
き
や
う

を

立た

て

る

。
之こ

れ

は

云い

ふ

ま

で

も

な

く

氷
ひ
や
う

塊
く
わ
い

が

缺け

つ

墜つ

ゐ

す

る

の

で

あ

る

が

、
其そ

の

度た

び

毎ご

と

に

雪ゆ

き

除よ

け

小ご

屋や

の

一

同ど

う

は

今い

ま

に

も

頭づ

上
じ
や
う

へ

大だ

い

氷
ひ
や
う

塊
く
わ
い

が

落ら

く

下か

し

て

、
一

卜

壓お

し

に

潰つ

ぶ

さ

れ

る

の

で

は

あ

る

ま
い

か

と

、
坐そ

ゞ

ろ

に

凄せ

い

愴さ

う

の

感か

ん

を

催も

よ

ふ

し

つ

ゝ
顫ふ

る

え

て

居ゐ

た

。 

斯か

く

て

あ

る

う

ち

、
一

時じ

間か

ん

の

後の

ち

開か

い

南

丸

な

ん

ま

る

は

、
全ぜ

ん

力
り
よ
く

を

以も

つ

て

汽き

走そ

う

し

つ

ゝ

、
最

端

さ

い

た

ん

の

氷
ひ
や
う

岸が

ん

へ

と

横よ

こ

付づ

け

に

な

つ

た

。
雪ゆ

き

除よ

け

小ご

屋や

の

連れ

ん

中ぢ

う

は

、
「

お

待ま

ち

兼か

ね

」

と

ば

か

り
、
舷げ

ん

梯て

い

を

攀よ

ぢ

て

漸
や
う
や

く

入に

ふ

船せ

ん

し

た

が

、

甲

板

デ

ッ

キ

へ

出で

て

時

計

と

け

い

を

見み

る

と

午ご

後ゞ

正
し
ゃ
う

四

時じ

で

あ

つ

た

。 

今け

日ふ

は

上
じ
や
う

來ら

い

の

作さ

業げ

ふ

の

外ほ

か

に

、

氷
ひ
や
う

堤て

う

上
じ
や
う

の

天

幕

テ

ン

ト

建け

ん

設せ

つ

に

着
ち
や
く

手し

ゆ

の

豫よ

定て

い

で

あ

つ

た
が
、

風ふ

う

力
り
よ
く

猛も

う

烈れ

つ

加く

は

ふ

る

に

海か

い

潮て

う

急き

う

迅じ

ん

の

爲た

め

に

今け

日ふ

の

作さ

業げ

ふ

は

之こ

れ

で

切き

り

上あ

げ

と

し

、
何い

づ

れ

も

船せ

ん

内な

い

で

休き

う

養や

う

す

る

こ

と

に

し

た

。
只た

だ

山や

ま

邊べ

、
花は

な

守も

り

、

兩
り
や
う

ア

イ

ヌ

丈だ

け

は

、
輓ひ

き

犬い

ぬ

保ほ

護ご

と

い

ふ

役や

く

目め

が

あ

る

の

で

、

荷に

物も

つ

置お

き

場ば

附ふ

近き

ん

で

露ろ

營え

い

に

決け

つ

し

た

か

ら

、

船ふ

ね

は

直た

ゞ

ち

に

流り

う

氷
ひ
や
う

の

衝
し
や
う

突と

つ

を

避さ

け

つ

ゝ

再さ

い

度ど

沖お

き

合あ

ひ

へ

出で

た

が

、
午ご

後ゞ

十

一

時じ

、
潮て

う

流り

う

の

工ぐ

合あ

ひ

で

、
氷

ひ
や
う

堤て

い

に

近ち

か

づ

い

て

徐ぢ

よ

航こ

う

し

た

。 

翌あ

く

れ

ば

十

九

日に

ち

、
灣わ

ん

内な

い

を

見み

亘わ

た

す

と

、
野や

氷
ひ
や
う

は

始
ほ
と
ん

ど

全
ま
つ
た

く

流り

う

出
し
ゆ
つ

し

去さ

つ
て

、
深し

ん

碧ぺ

き 

tasaka
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の

海か

い

水す

い

は

氷
ひ
や
う

堤て

い

の

直
ち
よ
く

下か

に

ま

で

達た

つ

し

、
巍

峨

ぎ

が

た

る

白は

く

壁へ

き

を

濶
く
わ
つ

然ぜ

ん

た

る

一
大だ

い

鏡
き
や
う

面め

ん

に

映う

つ

し

て

、
繪ゑ

の

如ご

と

き

倒と

う

影え

い

を

描え

が

い

て

居ゐ

る

。
小せ

う

流り

う

氷
ひ
や
う

は

處

々

し

ょ

〱

に

點て

ん

々〱

浮ふ

遊ゆ

う

す

る

も

、
其そ

の

數か

ず

極き

は

め

て

稀

少

ま

れ

で

あ

る

。

空そ

ら

を
仰あ

ほ

げ

ば

卷け

ん

層そ

う

雲ぐ

も

は

魚ぎ

よ

鱗り

ん

の

如ご

と

く

、

又ま

た

昨き

の

日ふ

の

烈れ

つ

風ぷ

う

も

何い

時つ

も

か

歇や

ん

で

、

上
じ
や
う

陸り

く

に

は

申
ま
を
し

分ぶ

ん

の

無な

い

誂
あ
つ
ら
へ

向む

き

の

好

晴

こ

う

せ

い

で

あ

る

。 

陸り

く

上
じ
や
う

突と

つ

進し

ん

隊た

い

五

名め

い

、
根こ

ん

據き

よ

地ち

觀
く
わ
ん

測そ

く

掛
か
ゝ
り

員い

ん

二

名め

い

、
都つ

合が

ふ

七

名め

い

の

一

隊た

い

は

、
愈

い
よ
い

よ

今け

日ふ

を

以も

つ

て

開か

い

南

丸

な

ん

ま

る

と

暫ざ

ん

時じ

の

訣

別

わ

か

れ

を

告つ

げ

、

氷
ひ
や
う

雪せ

つ

界か

い

の

探た

ん

檢け

ん

に

就つ

く

の

で

あ

る

か

ら

、
朝

來

て

う

ら

い

何い

づ

れ

も

其そ

の

準
じ
ゅ
ん

備び

に

忙ぼ

う

殺さ

つ

せ

ら

れ

て

居ゐ

る

。 

や

が

て

、

準
じ
ゅ
ん

備び

の

終を

は

つ

た

時と

き

、
隊

員

た

い

い

ん

船

員

せ

ん

い

ん

一

同ど

う

は

、
船せ

ん

艙さ

う

の

蓋

板

ふ

た

の

上う

へ

に

て

、
心

こ
ゝ
ろ

ば

か

り

の

祝
し
ゅ
く

盃は

い

を

擧あ

げ

た

。

又ま

た

隊た

い

長
ち
や
う

と

船せ

ん

長
ち
や
う

と

は

、

今こ

ん

後ご

の

打う

ち

合あ

は

せ

を

し

た

。

其そ

の

結け

つ

果く

わ

、

開か

い

南

丸

な

ん

ま

る

は

今け

日ふ

よ

り

上
じ
や
う

記き

の

七

名め

い

を

上
じ
や
う

陸り

く

せ

し

め

る

と

直す

ぐ

、
エ

ド

ワ

ー

ド

七

世せ

い

洲
ラ
ン
ド

に

向む

か

つ

て

解

纜

か

い

ら

ん

し

、
沿え

ん

岸が

ん

隊

員

た

い

い

ん

の

上
じ
や
う

陸り

く

探た

ん

檢け

ん

を

終を

へ

て

後の

ち

、
近き

ん

海か

い

の

測そ

く

量
り
や
う

を

遂と

げ
、
豫よ

定て

い

の

日

子

に

つ

し

を

費
つ
ひ
や

し

た

る

上う

へ

、

再
ふ
た
ゝ

び

此こ

の

鯨

灣

ホ
エ
ー
ル
、
ベ
イ

に

引ひ

き

返か

へ

す

こ

と

に

決け

つ

し

た

。 

斯か

く

て

午ご

前ぜ

ん

七

時じ

、

船ふ

ね

は

氷
ひ
や
う

堤て

い

近ち

か

く

進し

ん

入に

ふ

し

た

。

七

名め

い

は

勇い

さ

ん

で

船ふ

ね

を

辭じ

し

た

が

、

分ぶ

ん

袂べ

い

に

臨の

ぞ

み

各か

く

員い

ん

と

握あ

く

手し

ゆ

を

交ま

じ

へ

つ

。 

tasaka
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『

し

つ

か

り

賴た

の

む

ぞ

ッ

』 

『

ウ

ム

大だ

い

丈
ぢ
や
う

夫ぶ

！

』

な

ど

の

勇い

さ

ま

し

き

會
く
わ
い

話わ

も

交か

う

換
く
わ
ん

さ

れ

た

。 

野や

氷
ひ
や
う

の

流り

つ

出
し
ゆ
つ

と

同ど

う

時じ

に

、

前ぜ

ん

日じ

つ

來ら

い

、

苦く

心し

ん

開

鑿

か

い

さ

く

し

た

る

道だ

う

路ろ

も

、

幾い

く

分ぶ

ん

は

缺

落

け

つ

ら

く

し

て

居ゐ

る

の

で

、
更さ

ら

に

上
じ
や
う

陸り

く

地ち

點て

ん

搜さ

う

索さ

く

の

必ひ

つ

要え

う

を

生
し
や
う

じ

た

。

そ

こ

で

上
じ
や
う

陸り

く

隊

員

た

い

い

ん

の

出
し
ゆ
つ

發ぱ

つ

に

先さ

き

だ

ち

、
短

艇

ボ

ー

ト

の

卸お

ろ

さ

れ

る

と

共と

も

に

村む

ら

松ま

つ

、
西に

し

川か

わ

、
高た

か

川ゞ

は

、
柴し

ば

田た

の

四

名め

い

は

、

下

調

査

し

た

し

ら

べ

の

爲た

め

に

氷
ひ
や
う

堤て

い

に

向む

か

う

た

。

櫂
オ
ー
ル

は

時と

き

々〲

氷
ひ
や
う

片へ

ん

に

當あ

た

つ

て

水す

い

中ち

う

に

入い

ら

ず

、
舳

へ
さ
き

に

立た

て

る

西に

し

川か

わ

隊

員

た

い

い

ん

は

、
フ

ッ

ク

に

て

氷
ひ
や
う

塊
く
わ
い

を

推お

し

分わ

け

辛か

ら

ふ

じ

て

岸き

し

に

着つ

い

た

。 

昨さ

く

日じ

つ

來ら

い

吹ふ

き

荒す

さ

ん

だ

強
き
や
う

烈れ

つ

な

る

南な

ん

風ぷ

う

は

、 

tasaka
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啻た

ゞ

に

一

帶た

い

の

野や

氷
ひ
や
う

を

吹ふ

き

裂さ

い

て
沖お

き

へ

流な

が

し

去さ

つ

た

の

み

な

ら

ず

、
氷

ひ
や
う

堤て

い

下か

の

大だ

い

龜き

裂れ

つ 
の

一

岸が

ん

か

ら

全ぜ

ん

部ぶ

を

流り

う

出
し
ゆ
つ

せ

し

め

た

の

で

あ

る

。
爲た

め

に

折せ

つ

角か

く

開

鑿

か

い

さ

く

し

た

る

道だ

う

路ろ

の

一

部ぶ

は

氷
ひ
や
う

山ざ

ん

と

な

つ

て

、
堤て

い

下か

に

漂
た
ゞ
よ

ひ

、
其そ

の

頂
ち
や
う

上
じ
や
う

に

は

足

跡

そ

く

せ

き

猶な

ほ

消き

え

や

ら

ず

、
鮮あ

ざ

や

か

に

印し

る

さ

れ

て

居ゐ

る

と

い

ふ
始し

末ま

つ

、
桑さ

う

田で

ん

碧へ

き

海か

い

の

譬た

と

喩へ

も

道

理

こ

と

わ

り

や

、
形け

い

勢せ

い

全
ま
つ
た

く

一
變ぺ

ん

し

て

、

昨き

の

日ふ

の

名な

殘ご

り

と

し

て

は

僅
わ
づ
か

に

二
臺だ

い

の

橇そ

り

と

藁

蒲

團

わ

ら

ぶ

と

ん

と

を

材ざ

い

料れ

う

と

し

て

、
臨り

ん

時じ

に

架か

し

た

る

橋は

し

の

、

空む

な

し

く

落お

ち

ん

と

せ

る

を

見み

る

の

み

で

あ

る

。 

此こ

の

橋は

し

か

ら

約や

く

三

十

間け

ん

の

東と

う

方は

う

に

、
稍や

や

低ひ

く

い

岸き

し

が

見み

え

る

。
早さ

う

々〱

之こ

れ

に

向む

か

ふ

と

、
宛て

う

ど

胸

高

む

な

だ

か

位
ぐ
ら
ゐ

で

あ

る

か

ら

、
漸

や
う
や

く

氷
ひ
や
う

上
じ
や
う

に

立た

つ

こ

と

を

得え

た

。
そ

こ

で

、
短

艇

ボ

ー

ト

は

西に

し

川か

わ

、
村む

ら

松ま

つ

、
兩

り
や
う

隊

員

た

い

い

ん

を

氷
ひ
や
う

上
じ
や
う

に

殘の

こ

し

、
い

よ

〱

他た

の

上
じ
や
う

陸り

く

隊

員

た

い

い

ん

を

上
じ
や
う

陸り

く

せ

し

む

べ

く
船ふ

ね

へ

と

引ひ

き

返か

へ

し

た

。 

其そ

の

間ま

に

西に

し

川か

わ

隊

員

た

い

い

ん

は

氷
ひ
や
う

岸が

ん

に

上
じ
や
う

陸り

く

足あ

し

場ば

を

作つ

く

り

、
又ま

た

村む

ら

松ま

つ

隊

員

た

い

い

ん

は

、
上

じ
や
う

陸り

く

地ち

點て

ん

か

ら

氷
ひ
や
う

堤て

い

道ど

う

路ろ

ま

で

の

順
じ
ゅ
ん

路ろ

を

探た

ん

査さ

し

つ

ゝ

進す

ゝ

む

。
傾け

い

斜し

ゃ

の

稍や

ゝゝ

緩ゆ

る

や

か

な

る

處
と
こ
ろ

を

辿た

ど

つ

て

、
以い

前ぜ

ん

開か

い

鑿さ

く

し

た

る

道だ

う

路ろ

の

中ち

う

途と

に

達た

つ

し

た

の

で

、
村む

ら

松ま

つ

隊

員

た

い

い

ん

は

堤て

い

腹ふ

く

を

攀よ

ぢ

て

、
荷に

物も

つ

置お

き

場ば

に

至い

た

り

、

露ろ

營ゑ

い

中ち

う

の

山や

ま

邊べ

、

花

守

は

な

も

り

兩
り
や
う

ア

イ

ヌ

を

起お

こ

さ

ん

も

の

と

堤て

い

上
じ
や
う

に

登の

ぼ

り

、 

tasaka
ノート
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約や

く

十

歩ぽ

を

進す

ゝ

む

と

、
昨き

の

日ふ

ま

で

は

平へ

い

氣き

で

歩ほ

行か

う

し

つ

ゝ

あ

つ

た

一

尺
し
ゃ
く

許
ば
か
り

の

處
と
こ
ろ

は

雪ゆ

き

橋は

し

落お

ち

て

深ふ

か

き

龜き

裂れ

つ

を

表あ

ら

は

し

、
試

こ
ゝ
ろ

み

に

其そ

の

内な

い

部ぶ

を

窺
う
か
ゞ

へ

ば

、
紫

色

し

し

ょ

く

を

帶お

び

た
る

龜き

裂れ

つ

特と

く

有い

う

の

靑せ

い

氣き

は

焰
ほ
の
ほ

の

如ご

と

く

立

罩

た

ち

こ

め

て

物も

の

凄す

ご

く

、
猶な

ほ

處し

よ

々〱

に

雪ゆ

き

棚だ

な

を

架か

け

て

、
底そ

こ

は

知し

ら

れ

ぬ

が

其そ

の

危き

險け

ん

名め

い

狀
じ
や
う

す

べ

か

ら

ざ

る

も

の

で

あ

る

。
仍よ

つ

て

早さ

う

々〱

竹
た
け
の

棒ぼ

う

を

樹た

て

ゝ

危き

險け

ん

の

目め

標
じ
る
し

と

な

し

。

更さ

ら

に

進す

ゝ

ん

で

荷に

物も

つ

置お

き

場ば

に

至い

た

つ

た

。 

見み

る

と

、

兩
り
や
う

ア

イ

ヌ

は

、
ア

イ

ヌ

式し

き

に

四

本ほ

ん

の

竹た

け

を

組く

み

合あ

は

せ

、
南な

ん

方ぽ

う

に

麻あ

さ

布ぬ

の

を

張は

つ

て

蓆
む
し
ろ

を

並な

ら

べ

、

其そ

の

中な

か

で

寢ね

袋
ぶ
く
ろ

に

纒く

る

ま

り

つ

ゝ

、

夢ゆ

め

路ぢ

安や

す

ら

け

く

猶な

ほ

睡す

い

眠み

ん

中ち

う

で

あ

る

。

村む

ら

松ま

つ

隊

員

た

い

い

ん

は

早さ

う

々〱

兩
り
や
う

人に

ん

を

呼よ

び

覺さ

ま

し

て

作さ

業げ

ふ

に

從じ

う

事じ

せ

し

め

た

。
聞き

け

ば

前ぜ

ん

航こ

う

海か

い

の

時と

き

の

唯ゆ

い

一

生せ

い

存ぞ

ん

犬い

ぬ

た

る

「

マ

ル

」

の
行ゆ

く

衞ゑ

が

、

昨さ

く

夜や

不ふ

明め

い

と

な

つ

た

の

で

、

花は

な

守も

り

ア

イ

ヌ

は

八

方ぱ

う

搜さ

う

索さ

く

し

た

が

、
遂つ

ひ

に

發は

つ

見け

つ

す

る

こ

と

が

出で

來き

な

か

つ

た

さ

う

で
あ

る

。『

多た

分ぶ

ん

龜き

裂れ

つ

へ

陷か

ん

沒ぼ

つ

し

て

、

非ひ

業げ

ふ

の

最さ

い

後ご

を

遂と

げ

た

の

だ

ら

う

』

と

、

悄せ

う

然ぜ

ん

と

し

て

語か

た

る

。 

船ふ

ね

と

氷
ひ
や
う

岸が

ん

と

の

間
あ
ひ
だ

で

は

、
短

艇

ボ

ー

ト

が
數す

う

回
く
わ
い

の

往わ

う

復ふ

く

を

し

て

、
隊た

い

長
ち
や
う

以い

下か

豫よ

定て

い

員い

ん

一

同ど

う

は

上

陸

じ
や
う
り
く

し

、

寢し

ん

具ぐ

、

學が

く

術じ
ゅ
つ

器

械

き

か

い

等と

う

全

部

ぜ

ん

ぶ

の

運

搬

う

ん

ぱ

ん

を

了れ

う

し

、

い

よ

〱

母ぼ

船せ

ん

と

上じ
や
う

陸り

く

隊た

い

と 

tasaka
ノート
１０５頁　南極圏突進の航海昨日の堅氷今日の龜裂 アイヌ式の睡眠法 上陸隊と母船との聯絡斷たる
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の

聯

絡

れ

ん

ら

く

は

斷た

た

れ

や

う

と

し

た

。
隊た

い

長
ち
や
う

以い

下か

七

名め

い

、
輓ひ

き

犬い

ぬ

三

十

頭と

う

は

、
晴は

れ

渡わ

た

る
日に

つ

光
く
わ
う

を

浴あ

び

て

氷
ひ
や
う

堤て

い

上
じ
や
う

に

並へ

い

立り

つ

し

、

開か

い

南

丸

な

ん

ま

る

の

甲

板

デ

ッ

キ

の

一

同ど

う

と

相あ

い

和わ

し

て

元げ

ん

氣き

な

る

「

萬ば

ん

歳ざ

い

！

」

を

叫さ

け

び

交か

は

し

た

。

時と

き

に

午ご

前ぜ

ん

八

時じ

で

あ

つ

た

。 

や

が

て

、
開か

い

南

丸

な

ん

ま

る

は

、
悠ゆ

う

々〱

灣わ

ん

岸が

ん

を

離は

な

れ

、
灣わ

ん

口こ

う

を

出で

て

、
一
條で

う

の

黑こ

く

烟え

ん

、
一

聲せ

い

の

汽き

笛て

き

を

殘の

こ

し

て

遂つ

ひ

に

其そ

の

姿
す
が
た

は

見み

え

ず

な

つ

た

。 

tasaka
ノート
１０６頁　南極記一月十九日（晴）



 

tasaka
ノート
三葉共明治四十五年一月十八日撮影 鯨灣野氷上のペングイーン鳥狩



 

tasaka
ノート
明治四十五年一月二十日撮影 探檢本隊の鯨灣根據地出發
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第
三
章

  

陸
上
本
隊
の
探
檢 

 

開か

い

南

丸

な

ん

ま

る

は

、
隊た

い

長
ち
や
う

以い

下か

七

名め

い

の

上
じ
や
う

陸り

く

隊た

い

員ゐ

ん

を

氷
ひ
や
う

岸が

ん

に

見み

殘の

こ

し

て

、
先ま

づ

投と

う

錨
べ
よ
う

地ち

變へ

ん

更か

う

の

爲た

め

に

汽き

走さ

う

を

開か

い

始し

し

た

。
氷

ひ
や
う

岸が

ん

上
じ
や
う

の

人ひ

と

も

犬い

ぬ

も

名な

殘ご

り

惜を

し

げ

に

母ぼ

船せ

ん

の

後
う
し
ろ

姿
す
が
た

を

見み

送お

く

つ

て

居ゐ

る

う

ち

、
船せ

ん

影え

い

は

次し

第だ

い

に

遠と

ほ

ざ

か

つ

て

、
殘ざ

ん

烟え

ん

一

抹ま

つ

、
雲く

も

と

合が

つ

し

て

最

早

も

は

や

呼よ

べ

ど

叫さ

け

べ

ど

、

答こ

た

ふ

る

も

の

は

物も

の

凄す

ご

き

氷
ひ
や
う

塊
く
わ
い

と

氷
ひ
や
う

盤ば

ん

と

の

相あ

い

軋き

し

る

奇き

響
ゝ
や
う

の

み

と

な

つ

た

。 

上
じ
や
う

陸り

く

員い

ん

一

同ど

う

は

、
急き

う

に

睡
ね
む
り

か

ら

覺さ

め

た

や

う

に

、
各お

の

々〱

活
く
わ
つ

動ど

う

を

開

始

か

い

し

し

た

。
先ま

づ

海か

い

岸が

ん

に

無む

造ざ

う

作さ

に

積つ

み

上あ

げ

ら

れ

た

る

荷に

物も

つ

全ぜ

ん

部ぶ

を

氷
ひ
や
う

堤て

い

上
じ
や
う

に

運う

ん

搬ぱ

ん

し

、
絶ぜ

つ

崖が

い

に

傾け

い

斜し

や

し

て

架か

け

渡わ

た

さ

れ

た

る

例れ

い

の

橋は

し

ま

で

も

、
苦く

心し

ん

の

末す

ゑ

取と

り

收お

さ

め

た

。

其そ

の

材ざ

い

料れ

う

に

使し

用よ

う

さ

れ

て

あ

つ

た

上

臺だ

い

の

橇そ

り

、
二
本ほ

ん

の

角か

く

材ざ

い

、
一

枚ま

い

の

藁わ

ら

蒲ぶ

團と

ん

及お

よ

び
綱つ

な

の

類
た
ぐ
ひ

は

、
手て

を

分わ

か

つ

て

漸
や
う
や

く

堤て

い

上
じ
や
う

に

運う

ん

搬ぱ

ん

さ

れ

た

。 

運う

ん

搬ぱ

ん

が

濟す

む

と

、

早さ

う

々〱

犬い

ぬ

橇そ

り

を

走は

し

ら

せ

て

堤て

い

上
じ
や
う

よ

り

南な

ん

方ぱ

う

に

向む

か

ひ

、

氷
ひ
や
う

堤て

い

缺け

つ

落ら

く

の 

tasaka
ノート
１０７頁　上陸本隊の探検上陸隊員を氷岸に殘す
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危き

險け

ん

を

怕お

そ

る

ゝ

が

爲た

め

、
能あ

た

ふ

だ

け

氷
ひ
や
う

堤て

い

の

緣ふ

ち

よ

り

距へ

だ

た

り

し

箇か

所し

よ

を

卜ぼ

く

し

て
、
根こ

ん

據き

よ

地ち

に

定さ

だ

め

る

こ

と

に

し

た

。
斯か

く

て

海か

い

岸が

ん

よ

り

、
約や

く

二

哩
マ
イ
ル

の

地

點

ち

て

ん

の

處
と
こ
ろ

を

、
適て

き

當た

う

安あ

ん

全ぜ

ん

と

認み

と

め

た

結け

つ

果く

わ

、
其そ

處こ

に

根こ

ん

據き

よ

地ち

築ち

く

設せ

つ

の

作さ

業げ

ふ

を

起お

こ

し

た

。
此こ

の

地ち

點て

ん

は

宛
あ
だ
か

も

南な

ん

緯ゐ

七

十

八

度ど

參

十

參

分ぷ

ん

、

西せ

い

經け

い

百

六

十

四

度ど

二

十

二

分ふ

ん

に

當あ

た

つ

て

居ゐ

る

。 

一

刻こ

く

を

爭
あ
ら
そ

ふ

突と

つ

進し

ん

の

場ば

合あ

ひ

で

あ

る

か

ら

、
根こ

ん

據き

よ

地ち

の

天

幕

テ

ン

ト

小

舎

ご

や

築ち

く

造ぞ

う

作さ

業げ

ふ

は

、
氣き

象
し
や
う

觀
く
わ
ん

測そ

く

の

爲た

め

に

、
殘

留

ざ

ん

り

う

す

る

、

村

松

む

ら

ま

つ

、

吉

野

よ

し

の

、

の

二

隊

員

た

い

ゐ

ん

に

一

任に

ん

し

、
一

行か

う

は

直す

ぐ

に

も

進し

ん

發ぱ

つ

す

る

筈は

づ

で

あ

つ

た

が

、
何な

に

分ぶ

ん

肝か

ん

腎じ

ん

の

隊た

い

長
ち
や
う

は

雪

盲

病

せ
つ
も
う
び
よ
う

に

罹か

ゝ

り

居を

り

、
吉

野

よ

し

の

隊

員

た

い

ゐ

ん

も

山や

ま

邊べ

ア

イ

ヌ

も

同ど

う

病
び
や
う

に

惱な

や

ん

で
居ゐ

る

爲た

め

に

、
他た

の

一

行か

う

の

疲ひ

勞ら

う

も

其そ

の

極
き
ょ
く

に

達た

つ

し

て

居ゐ

る

際さ

い

と

て

、
旁

々

か

た

〲

今け

日ふ

一

日に

ち

は

休
き
ゆ
う

養や

う

と

決け

つ

し

、
天

幕

テ

ン

ト

小ご

舎や

の

築

設

ち

く

せ

つ

に

、
總そ

う

員ゐ

ん

手て

を

借か

し

て

作さ

業げ

ふ

す

る

こ

と

ゝ

な

つ

た

の

で

あ

る

。 

一

望ぼ

う

千

里り

の

雪せ

つ

野や

と

て

、

猛も

う

烈れ

つ

な

る

南な

ん

風ぷ

う

を

避さ

く

る

に

物も

の

影か

げ

の

な

い

場ば

所し

よ

で

あ

る

か

ら

、
天

幕

テ

ン

ト

小ご

舎や

を

築ち

く

設せ

つ

す

る

に

し

て

も

、
地ち

形け

い

は

少す

く

な

く

も

雪せ

つ

中ち

う

四

尺
し
や
く

位
ぐ
ら
ゐ

は

掘ほ

り

下さ

げ

る

必ひ

つ

要え

う

が

あ

る

。
そ

こ

で

雪ゆ

き

穿ほ

り

役や

く

は

武た

け

田だ

部ぶ

長
ち
や
う

、
三み

井ゐ

所し

ょ

部ぶ

長
ち
や
う

、
村

松

む

ら

ま

つ

、
吉よ

し

野の

、
兩

り
や
う

隊た

い

員ゐ

ん

の

四

名め

い

之こ

れ

に

當あ

た

る

こ

と

ゝ

な

り

、

花は

な

守も

り

、

山や

ま

邊べ

の

兩り
や
う

ア

イ

ヌ

は

、

犬い

ぬ

橇そ

り

を

以も

つ

て

、

tasaka
ノート
１０８頁　南極記根據地を定む 突進一刻を爭ふ 雪盲症に襲はる 一望千里の雪野
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堤

上

て
い
じ
や
う

に

運

搬

う

ん

ぱ

ん

さ

れ

た

る

先さ

き

の
荷に

物も

つ

を

、

此こ

の

根

據

地

こ

ん

き

よ

ち

ま

で

移い

搬は

ん

す

る

役や

く

目め

に

就つ

い

た

。

隊

長

た
い
ち
や
う

は

此こ

れ

等ら

の

仕し

事ご

と

の

總さ

う

指さ

し

揮づ

役や

く

た

る

は

云い

ふ

ま

で

も

な

い

。 
雪ゆ

き

は

掘ほ

る

に

從
し
た
が

う

て

次し

第だ

い

に

堅か

た

き

も

、
幸

さ
い
は

ひ

に

ス

コ

ー

プ

に

は

掛か

か

り

易や

す

く

、
而し

か

も

土つ

ち

よ

り

は

輕か

る

き

と

、

土つ

ち

の
如ご

と

く

に

汚よ

ご

れ

な

い

の

と

で

、

結け

つ

句く

一

同ど

う

は

氣き

持も

ち

よ

し

と

ば

か

り

に

、

鼻は

な

唄う

た

さ

へ

交ま

ぢ

へ

て

の

作さ

業げ

ふ

、

工こ

う

事じ

は

案

外

あ
ん
ぐ
わ
い

に

手て

早ば

や

く

進

捗

し
ん
し
や
う

し

た

。 

縦た

て

横よ

こ

三

間げ

ん

、
深ふ

か

さ

四

尺
し
や
く

の

雪せ

つ

中ち

う

の

開

鑿

か

い

さ

く

工

事

こ

う

じ

が

程ほ

ど

な

く

竣
し
ゆ
ん

成せ

い

す

る

と

、
一

方ぱ

う

兩
り
や
う

ア

イ

ヌ

の

運

搬

う

ん

ぱ

ん

仕

事

し

ご

と

も

全

部

ぜ

ん

ぶ

終

了

し
う
り
や
う

し

た

。
輓ひ

く

犬い

ぬ

は

次し

第だ

い

に

慣な

れ

て

、
八

十

貫
く
わ
ん

目め

位
く
ら
ゐ

の

も

の

を

容や

う

易い

に

曳ひ

く

や

う

に

な

つ

た

の

は
賴た

の

も

し

い

。

犬

群

け

ん

ぐ

ん

總さ

う

數す

う

三

十

頭と

う

、

其そ

の

う

ち

例れ

い

の

「

ま

る

」

一

頭と

う

は

前ぜ

ん

記き

の

如ご

と

く

行ゆ

く

衞ゑ

不ふ

明め

い

で

、

今い

ま

以も

つ

て

所あ

り

在か

が

知し

れ

ず

、

又ま

た

他た

の

一

頭と

う

、

こ

れ

は

先せ

ん

頭と

う

犬い

ぬ

で

あ

つ

た

け

れ

ど

、
仲な

か

間ま

喧け

ん

嘩く

わ

の

末す

へ

、
脚

き
や
く

部ぶ

に

負ふ

傷
し
や
う

し

て

、
歩ほ

行か

う

困こ

ん

難な

ん

で

役や

く

立た

た

ぬ

か

ら

使し

用よ

う

せ

ぬ

こ

と

ゝ

し

、

殘ざ

ん

數す

う

都つ

合が

う

二

十

八

頭と

う

を

二

隊た

い

に

分わ

か

ち

、

内う

ち

十

五

頭と

う

は

花は

な

守も

り

組ぐ

み

、
内う

ち

十

三
頭と

う

は

山や

ま

邊べ

組ぐ

み

と

し

た

が

、
此こ

の

兩
り
や
う

橇そ

り

隊た

い

は

ナ

カ

ナ

カ

の

元

氣

げ

ん

き

に

見み

受う

け

ら

れ

た

。

先ま

づ

〱
好か

う

都つ

合が

う

で

あ

る

。 

早さ

う

朝て

う

か

ら

の

勞ら

う

働ど

う

の

爲た

め

に

、

總そ

う

員ゐ

ん

大
お
ほ
い

に

空く

う

腹ふ

く

を

訴
う
つ
た

へ

出だ

し

た

。

作さ

業げ

ふ

の

一

段だ

ん 

tasaka
ノート
１０９頁　上陸本隊の探検二十八頭を二隊に分割
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落ら

く

と

な

つ

た

處
と
こ
ろ

で

、
七

人に

ん

は

車
く
る
ま

座ざ

と

な

り

、
堀ほ

り

下さ

げ

た

る

劃

内

く
わ
く
な
い

を

食
し
よ
く

堂だ

う

と
し

て

壯さ

う

快
く
わ
い

涯か

ぎ

り

無な

き

奇き

抜ば

つ

の

會
く
わ
い

食
し
よ
く

が

試
こ
ゝ
ろ

み

ら

れ

た

。
極

き
よ
く

地ち

の

太た

い

陽や

う

は

何い

時つ

し

か

白は

く

鉛

色

え
ん
し
よ
く

の

雲く

も

に

蔽お

ほ

は

れ

て

、

雪

片

せ

つ

ぺ

ん

は

パ

ラ

〱

と
降ふ

つ

て

來く

る

。 

や

が

て

、
再

ふ
た
ゝ

び

作さ

業げ

ふ

を

續つ

ゞ

け

た

が

、
天テ

ン

幕ト

の

全
ま
つ
た

く

建け

ん

設せ

つ

を

終を

は

つ

た

の

は

午ご

前ぜ

ん

十

一

時じ

で

あ

つ

た

。
今い

ま

其そ

の

根こ

ん

據き

よ

地ち

小

舎

こ

や

の

説せ

つ

明め

い

を

す

る

と

、
先ま

づ

小こ

舎や

の

入い

り

口く

ち

正
し
や
う

面め

ん

は

北ほ

く

面め

ん

し

て

、
遙は

る

か

に

母ぼ

國こ

く

に

向む

か

ひ

居を

り

、
天テ

ン

幕ト

の

頂
ち
や
う

上
じ
や
う

に

は

、
高た

か

く

日に

つ

章
し
や
う

旗き

を

極
き
よ
く

風ふ

う

に

翻ひ

る

が

へ

し

、
勇い

う

士し

の

夢ゆ

め

も

今こ

宵よ

ひ

は

暖
あ
た
ゝ

か

さ

う

で

あ

る

。
内な

い

部ぶ

中ち

う

央わ

う

の

柱
は
し
ら

は

、
萬ま

ん

一

を

慮
お
も
ん
ば
か

つ

て

、

雪せ

つ

中ち

う

深ふ

か

く

埋う

づ

め

た

の

で

、

外
ぐ
わ
い

部ぶ

よ

り

望の

ぞ

む

と

、
如い

何か

に

も

背せ

丈た

け

の
低ひ

く

い

や

う

に

見み

え

る

が

、
内な

い

部ぶ

は

ナ

カ

〱

廣ひ

ろ

く

、
四

方は

う

共と

も

雪せ

つ

塊
く
わ
い

を

以も

つ

て

、
壘る

ゐ

々〱

と

し

て

天

幕

テ

ン

ト

の

裾す

そ

の

風ふ

う

鎮ち

ん

と

し

て

あ

る

か

ら

、

大た

い

抵て

い

の

烈れ

つ

風ぷ

う

の

襲し

う

來ら

い

を

受う

け

て

も

、

大だ

い

丈
じ
や
う

夫ぶ

で

あ

る

。 

先ま

づ

暖
あ
た
ゝ

か

き

休き

う

養や

う

所じ

よ

が

出で

來き

た

の

で

、
一

同ど

う

は
『

マ

ア

一ひ

と

休や

す

み

だ

、
跡あ

と

は

明

日

あ

す

の

事こ

と

〱

』

と

云い

ふ

の

で

各お

の

々〱

天テ

ン

幕ト

内な

い

に
這は

入い

り

、

疲

勞

ひ

ら

う

の

軀み

を

雪ゆ

き

床ど

こ

の

上う

へ

に

横
よ
こ
た

へ

た

。 

横

臥

わ

う

ぐ

わ

し

て

見み

上あ

げ

る

と

、

天

幕

テ

ン

ト

は

何な

に

分ぶ

ん

シ

ド

ニ

ー

滞た

い

在ざ

い

中ち

う

半は

ん

箇か

年

間

ね

ん

か

ん

も

使し

用よ

う

し 

tasaka
ノート
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た

物も

の

で

あ

る

か

ら

、
淡

黑

た

ん

こ

く

色
し
ょ
く

に

變へ

ん

じ

て

居ゐ

る

。
併し

か

し

之こ

れ

も

客き

く

裏り

天

涯

て

ん

が

い

の

淋さ

び

し

く

佗わ

び

し

い

勇い

う

士し

の

夢ゆ

め

を

護ま

も

つ

て

居ゐ

た

記き

念ね

ん

の

品ひ

な

で

あ

る

と

思お

も

へ

ば

、
懐な

つ

か

し

く

も

あ

る

。
天

幕

テ

ン

ト

の

此こ

の

變へ

ん

色
し
よ
く

に

引ひ

き

代か

へ

、
床

し
よ
う

上
じ
や
う

の

綺き

麗れ

い

な

る

こ

と

は

言

語

げ

ん

ご

に

絶ぜ

つ

し

て

居ゐ

る

。
宛ま

る

で

白

銀

し

ろ

が

ね

を

張は

り

詰つ

め

た

や

う

で

あ

る

。

又ま

た

四

面め

ん

に

積つ

ん

だ

雪ゆ

き

の

間
あ
い
だ

か

ら

は

、

氷
こ
ほ
り

の

年ね

ん

層さ

う

も

見み

え

て
、

光
く
わ
う

線せ

ん

が

屈く

つ

折せ

つ

し

て

射さ

し

込こ

み

、
紫し

色
ゝ
よ
く

勝が

か

つ

た

靑せ

い

氣き

の

現あ

ら

は

る

ゝ

は

、
又ま

た

な

く

美う

る

は

し

い
。

云い

は

ば

自し

然ぜ

ん

の

壁へ

き

畫ぐ

わ

で

あ

る

。
而し

か

も
此こ

の

世よ

に

絶ぜ

つ

對た

い

に

無な

き

一

種し

ゆ

神し

ん

秘ぴ

の

繪ゑ

具の

ぐ

を

以も

つ

て

、
鬼き

神じ

ん

の

描ゑ

が

き

成な

し

た

る

絶ぜ

つ

代だ

い

の

超て

う

人じ

ん

工こ

う

の

傑

作

け

つ

さ

く

で

あ

る

。 

一

同ど

う

は

驚
き
よ
う

異い

の

眼
ま
な
こ

を

見み

張は

つ

て

、

四

壁へ

き

の

美う

る

は

し

さ

に

醉え

う

て

居ゐ

る

！

。 

さ

て

天テ

ン

幕ト

内な

い

で

は

、
入

口

い

り

く

ち

よ

り

の

通

路

つ

う

ろ

を

中ち

う

央わ

う

に

し

て

、
左

ひ
だ
り

に

右み

ぎ

に

、
三

人に

ん

四

人に

ん

と

、

各お

の

自〱

茣

座

ご

ざ

一

枚ま

い

づ

ゝ

を

下

敷

し

た

じ

き

と

な

し

、
毛け

皮が

は

の

寐し

ん

嚢の

う

に

潜も

ぐ

り

込こ

ん

で

眠
ね
む
り

に

入い

つ

た

。
就し

う

寢し

ん

の

時と

き

氣

溫

き

お

ん

を

驗け

ん

す

る

と

、

攝せ

つ

氏し

零

下

れ

い

か

十

三
度ど

に

下か

降か

う

し

て

居ゐ

た

。 

室し

つ

の

中ち

う

央わ

う

に

は

、
手て

製せ

い

火ひ

鉢ば

ち

を

置お

い

て

あ

る

の

で

、
炭

火

す

み

び

の

暖

味

あ
た
ゝ
か
み

は

、
稍や

や

極

地

の

雪せ

つ

中ち

う

に

臥ふ

す

る

體

軀

た

い

く

を

溫あ
た
ゝ

む

る

に

足た

つ

た

が

、

雪ゆ

き

床ど

こ

は

何な

に

分ぶ

ん

凹

凸

で

こ

ぼ

こ

の

甚
は
な
は
だ

し

い

爲た

め 

tasaka
ノート
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に

、
身し

ん

體た

い

處し

よ

々〱

の

痛い

た

み

を

感か

ん

じ

、
ま

こ

と

に

不ふ

快
く
わ
い

で

あ

る

。
併し

か

し

疲ひ

勞ら

う

し

た

身み

の

、
何い

時つ

し

か

各お

の

々〱

深

睡

ね

む

り

に

落お

ち

て

、
や

が

て

鼾

聲

か

ん

せ

い

は

太

古

た

い

こ

以

來

い

ら

い

人じ

ん

跡せ

き

稀ま

れ

な

る

荒
く
わ
う

寥れ

う

の

地ち

上
じ
や
う

に

起お

こ

つ

た

。 

長
ち
や
う

時じ

間か

ん

酣

睡

ね

む

り

を

貪
む
さ
ぼ

つ

た

と

思お

も

ふ

頃こ

ろ

、

武

田

た

け

だ

部ぶ

長
ち
や
う

は
大お

ほ

聲ご

ゑ

を

出だ

し

て

。 

『

オ

イ

最も

う

十

時じ

だ

、
今

日

け

ふ

は

出

發

し
ゆ
つ
ぱ
つ

し

な

き

や

な

ら

ぬ

か

ら

、
起お

き

や

う

！

』
と

云い

つ

た

の

で

、
一

同ど

う

は

元

氣

げ

ん

き

能よ

く

起

床

き

し

よ

う

し

、
鯛た

い

味

噌

み

そ

の

味

噌

み

そ

汁し

る

に

暖だ

ん

を

取と

り

つ

ゝ

朝

餐

あ

さ

げ

を

終し

ま

つ

た

。
處

と
こ
ろ

が

朝

餐

て

う

さ

ん

後ご

に

至い

た

つ

て

何ど

う

も

翌よ

く

朝あ

さ

で

な

い

や

う

な

氣き

が

す

る

。
結け

つ

局
き
よ
く

夜よ

の

な

い

時じ

候こ

う

と

て

午ご

前ぜ

ん

と

午ご

後ゞ

と

を

間ま

違ち

が

へ

た

こ

と

が

自

記

じ

き

機

械

き

か

い

に

よ

つ

て

解わ

か

つ

た

の

で

、

哄

笑

こ
う
し
よ
う

し

な

が

ら

、
一

同ど

う

再
ふ
た
ゝ

び

就

寢

し

う

し

ん

し

た

。
却

々

な

か

〱

の

奇き

寒か

ん

で

五

體た

い

は

凍

結

と

う

け

つ

し

さ

う

で

あ

る

。 

翌あ

く

れ

ば

二は

十つ

日か

、 

今

度

こ

ん

ど

こ

そ

間ま

違
ち
が
ひ

な

し

の

朝あ

さ

で

あ

る

。
フ

ト

氣き

が

附つ

く

と

、
犬い

ぬ

が

非

常

ひ

じ

や

う

に

鳴な

い

て

居ゐ

る

。

一

頭と

う

な

ら

ず

二

頭と

う

な

ら

ず

全

部

ぜ

ん

ぶ

の

犬い

ぬ

が

鳴な

く

や

う

な

の

で

、

天

幕

テ

ン

ト

外
ぐ
わ
い

に

出で

て

み

る

と

、

彼

等

か

れ

ら

は

皆み

な

跼
し
や
が

ん

だ

儘ま

ゝ

口く

ち

を

揃そ

ろ

へ

空そ

ら

を

仰あ

ほ

い

て

鳴な

い

て

居ゐ

る

。

其そ

の

聲こ

ゑ

は

如

何

い

か

に

も 

tasaka
ノート
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悲か

な

し

げ

な

、
長な

が

く

續つ

ゞ

い

た

調て

う

で

あ

る

の

で

、
ア

イ

ヌ

に

其そ

の

事こ

と

を

尋た

づ

ね

た

所
と
こ
ろ

、
永

年

な

が

ね

ん

犬い

ぬ

は

扱
あ
つ
か

つ

て

居を

る

が

、
未ま

だ

斯こ

ん

な

鳴な

き

聲ご

ゑ

は

聽き

い

た

事こ

と

が

な

い

と

云い

ふ

。
で
は

寒さ

む

い

か

ら

早は

や

く

出
し
ゆ
つ

發ぱ

つ

さ

し

て

呉く

れ

よ

と

の

催

促

さ

い

そ

く

だ

ろ

う

と

、
寢

囊

し

ん

の

う

か

ら

跳は

ね

起お

き

た

の

は

、
午ご

前ぜ

ん

七

時じ

で

あ

つ

た

。
一

同ど

う

は

雪ゆ

き

で

口く

ち

を

嗽そ

ゝ

ぎ

、
手て

を

洗あ

ら

ひ

朝あ

さ

餐げ

を

喫き

つ

し

て

武

者

む

し

や

振ぶ

る

ひ

を

爲な

し

、

ス

ッ

ク

と

ば

か

り

立た

ち

上あ

が

つ

た

。
所

と
こ
ろ

が

武

田

た

け

だ

部

長

ぶ

ち

や

う

三み

井ゐ

所し

よ

部ぶ

長
ち
や
う

、
村

松

む

ら

ま

つ

隊

員

た

い

ゐ

ん

の

外ほ

か

は

皆み

な

雪

盲

せ

つ

も

う

病
び
や
う

に

罹か

ゝ

つ

て

居ゐ

る

。
今

朝

け

さ

に

な

り

て

も

未ま

だ

治ち

癒ゆ

せ

ぬ

。
併し

か

し

一

刻こ

く

を

爭
あ
ら
そ

ふ

場

合

ば

あ

ひ

と

て

、
是

非

ぜ

ひ

突

進

と

つ

し

ん

を

決

行

け

つ

か

う

し

や

う

と

、
山

邊

や

ま

べ

、
花は

な

守も

り

の

兩
り
や
う

ア

イ

ヌ

は

、

食
し
よ
く

後ご

先ま

づ

橇そ

り

へ

の

荷に

積づ

み

に

掛か

ゝ

つ

た

。
荷に

は

多お

ほ

く

、

兩
り
や
う

ア

イ

ヌ

も

初は

じ

め

て

ゞ

は

あ

り

、
却

々

な

か

〱

迅
じ
ゆ
ん

速そ

く

に

は
捗は

か

取ど

ら

ぬ

。
の

み

な

ら

ず

何

分

な

に

ぶ

ん

極

寒

ご

く

か

ん

の

地ち

で

あ

る

か

ら

、
寸

時

す

ん

じ

と

雖
い
へ
ど

も

手

袋

て

ぶ

く

ろ

を

脱ぬ

ぐ

こ

と

が

出

來

で

き

ぬ

。
手

袋

て

ぶ

く

ろ

を

着つ

け

て

の

積

荷

つ

み

に

は

却

々

な

か

〱

骨ほ

ね

の

折を

れ

る

も

の

で

あ

る

。
併し

か

し

鬼お

に

を

も

挫ひ

し

ぐ

兩
り
や
う

人に

ん

の

勞ら

う

働ど

う

と

て

、

程ほ

ど

な

く
全ぜ

ん

部ぶ

豫よ

定て

い

通ど

ほ

り

に

進

捗

し
ん
ち
よ
く

し

た

。 

正

午

し

や

う

ご

十

二

時じ

、
愈

い
よ
い

よ

出
し
ゆ
つ

發ぱ

つ

す

る

こ

と

ゝ

な

つ

た

。
陸

上

り
く
じ
や
う

員ゐ

ん

七

名め

い

中ち

う

、
突

進

隊

と

つ

し

ん

た

い

と

も

云い

ふ

べ

き

五

名め

い

の

陸

上

り
く
じ
や
う

本ほ

ん

隊

員

た

い

ゐ

ん

は

、

隊

長

た
い
ち
や
う

以

下

い

か

頗す
こ
ぶ

る

元

氣

げ

ん

き

能よ

く

、

又ま

た

根

據

こ

ん

き

よ

地ち

に

留と
ゞ 

tasaka
ノート
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ま

る

村

松

む

ら

ま

つ

吉

野

よ

し

の

の

兩
り
や
う

隊

員

た

い

ゐ

ん

も

、
矢や

張は

り

元

氣

げ

ん

き

能よ

く

、
此こ

の

兩

人

り
や
う
に
ん

は

氣き

象
し
や
う

觀

測

く
わ
ん
そ
く

の

重

任

じ

う

に

ん

を

帶お

び

て

居ゐ

る

の

で

、
突と

つ

進し

ん

隊た

い

の

出
し
ゆ
つ

發ぱ

つ

か

ら

歸き

着
ち
や
く

ま

で

の

間
あ
い
だ

は

、
留る

守す

居ゐ

の

妻つ

ま

の

役

目

や

く

め

で

あ

る
。

渺

茫

べ

う

ば

う

た

る

氷

野

閴

ひ

や

う

や

げ

き

と

し

て

聲こ

ゑ

な

く

、
南

天

な

ん

て

ん

眸
ま
な
じ
り

を

決け

つ

す

れ

ば

、
孤こ

雲う

ん

飛と

ぶ

。
壯

士

さ

う

し

此こ

の

時と

き

の

別

離

べ

つ

り

誠
ま
こ
と

に

無

限

む

げ

ん

の

感か

ん

が

あ

る

。
兩

者

り
や
う
し
や

は

誠

心

せ

い

し

ん

の

迸
ほ
と
ば

し

れ

る
眼め

に

訣け

つ

別べ

つ

の

思
お
も
ひ

を

托た

く

し
、
握に

ぎ

り

交か

は

す

手て

に

熱

烈

ね

つ

れ

つ

の

情
じ
や
う

を

寄よ

せ

、
『

さ

ら

ば

』

と

ば

か

り

相あ

ひ

別わ

か

れ

た

の

で

あ

る

。 

突

進

と

つ

し

ん

隊

員

た

い

ゐ

ん

の

服

裝

ふ

く

さ

う

は

、

上う

へ

は

シ

ャ

ツ

二
枚ま

い

、

下し

た

は

ズ

ボ

ン

下し

た

一

枚ま

い

と

い

ふ

元

氣

げ

ん

き

、

わ

け

て

、
武

田

た

け

だ

部ぶ

長
ち
や
う

は

、
一

同ど

う

の

如ご

と

く

道ど

う

中ち

う

眼

鏡

め

が

ね

を

掛か

け

た

外ほ

か

に

、
手て

に

コ

ン

パ

ス
を

執と

り

、
胸む

ね

に

バ

ロ

メ

ー

タ

ー

、
腰こ

し

に

ホ

ド

メ

ー

タ

ー

、
と

い

ふ

姿
す
が
た

、
天あ

つ

晴ぱ

れ

な

る

探

檢

た

ん

け

ん

家か

的て

き

服

裝

ふ

く

さ

う

で

あ

つ

た

。 

犬い

ぬ

橇そ

り

は

二

隊た

い

に

分わ

か

れ

、
前

隊

ぜ

ん

た

い

は

十

五

頭と

う

曳び

き

、
花は

な

守も

り

の

橇そ

り

で

、
隊た

い

長
ち
や
う

と
武

田

た

け

だ

部

長

ぶ

ち

や

う

。
後こ

う

隊た

い

は

十

三

頭と

う

曳び

き

、
山

邊

や

ま

べ

の

橇そ

り

で

、
三み

井ゐ

所し

よ

部ぶ

長
ち
や
う

と

い

ふ

順

序

じ
ゆ
ん
じ
よ

。
處

と
こ
ろ

が

出

發

し
ゅ
つ
ぱ
つ

に

際さ

い

し

、
前ぜ

ん

隊た

い

の

元

氣

げ

ん

き

よ

く

、
ア

イ

ヌ

の

發は

つ

す

る
「

ト

ウ

〱

」
の

懸か

け

聲ご

ゑ

諸も

ろ

共と

も

曳ひ

き

出だ

す

に

引ひ

き

代か

へ

、
後こ

う

隊た

い

は

輓ひ

き

犬い

ぬ

の

弱よ

わ

い

爲た

め

か

、

少す

こ

し

も
進す

ゝ

ま

な

い

の

で

あ

る

。

そ

こ

で

、

村

松

む

ら

ま

つ

、

吉

野

よ

し

の

、

の 

tasaka
ノート
１１４頁　南極記突進隊員と殘留員との袂別
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兩
り
や
う

隊

員

た

い

ゐ

ん

は

、
橇そ

り

の

後あ

と

押お

し

と

な

つ

て

五

六

町
ち
や
う

も

押お

し

出だ

し

た

。
而し

か

も

其そ

の

間
あ
ひ
だ

に

橇そ

り

が

三

回
く
わ
い

も

顚

覆

て

ん

ぷ

く

す

る

と

い

ふ

騷さ

わ

ぎ

で

あ

つ

た

。 
斯か

く

て

五

六

町
ち
や
う

後あ

と

押お

し

し

の

後の

ち

、

も

う

走は

し

り

出だ

す

だ

ら

う

と

思お

も

う

て

も

、

押お

さ

ぬ

と

、

矢や

張は

り

進す

ゝ

ま

な

い

。
仍よ

つ

て

已や

む

な

く

鱒ま

す

一

俵ぺ

う

と

副ふ

く

食
し
よ
く

物ぶ

つ

と

、
重

ぢ
ゆ
う

量れ

う

約や

く

十

二

貫
く
わ
ん

目め

ば

か

り

を

卸お

ろ

し

、
漸や

つ

と

徐じ

よ

進し

ん

す

る

や

う

に

な

つ

た

の

で

、
愈い

よ

々〱

此こ

處ゝ

に

三み

井ゐ

所し

よ

山

邊

や

ま

べ

、
村

松

む

ら

ま

つ

、
吉

野

よ

し

の

の

兩
り
や
う

隊

員

た

い

ゐ

ん

四

名め

い

の

最

後

さ

い

ご

の

握

手

あ

く

し

ゆ

と

な

り

、
橇そ

り

は

前ぜ

ん

隊た

い

を

追お

う

て

南な

ん

東と

う

指さ

し

て

疾

走

し

つ

さ

う

を

開か

い

始し

し

た

。
橇そ

り

の

上う

へ

か

ら

根こ

ん

據き

よ

地ち

の

方は

う

を

見み

返か

へ

る

と

、
殘ざ

ん

留り

う

の

兩
り
や
う

隊

員

た

い

ゐ

ん

は

、
橇そ

り

の

影か

げ

の

見み

え

ず

な

る

ま

で

は

と

、
何

時

い

つ

ま

で

も

其

處

そ

こ

に

佇

立

ち

よ

り

つ

し

て

名

殘

な

ご

り

惜お

し

く

見み

送お

く

つ

て

居ゐ

た

。 

進す

ゝ

み

行ゆ

く

雪せ

つ

原げ

ん

の

雪ゆ

き

は

、
五

寸す

ん

、
八

寸す

ん

、
乃な

い

至し

一

尺
し
や
く

の
深ふ

か

さ

で

、
橇そ

り

の

進

行

し

ん

か

う

な

か

〱

、

困

難

こ

ん

な

ん

で

あ

る

。

や

が

て

、

三
時じ

間か

ん

餘よ

も

進す

ゝ

ん

だ

後の

ち

、

凹お

う

凸と

つ

あ

る

箇

所

か

し

よ

に

達た

つ

し

た

の

で

、

一

先ま

づ

休

憩

き

う

け

い

し

て

、

時

計

と

け

い

を

見み

る

と

四

時じ

〇

五

分ふ

ん

で

あ

る

か

ら

、

今い

ま

少す

こ

し

進す

ゝ

ん

だ

後の

ち

、

露

營

ろ

え

い

せ

ん

も

の

と

、

更さ

ら

に
進す

ゝ

む

と

、

右う

方は

う

に

小せ

う

丘き

う

數す

う

個こ

と

、

龜き

裂れ

つ

の

一

帶た

い

と

を

發は

つ

見け

ん

し

た

、
何な

に

分ぶ

ん

初し

よ

日に

ち

の

事こ

と

で

は

あ

り

、
人ひ

と

も

犬い

ぬ

も

疲ひ

勞ら

う

の

極
き
よ
く

に

達た

つ

し

て

居ゐ

る

の

で

、
此

處

こ

ゝ

に 

tasaka
ノート
１１５頁　上陸本隊の探検橇の後押役 最後の握手 右方に龜裂の一帶
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今こ

宵よ

ひ

は

露

營

ろ

え

い

と

決け

つ

し

た

。

時と

き

に

午ご

後ゝ

四

時じ

五

十

分ぷ

ん

で

あ

つ

た

。 

露ろ

營え

い

天

幕

テ

ン

ト

は

速

座

そ

く

ざ

に

張は

ら

れ

た

が

、
天テ

ン

幕ト

内な

い

に

は

雪せ

つ

上
じ
や
う

に

、
ヅ

ツ

ク

二

枚ま

い

を

敷し

き

其そ

の

上う

へ

に

各か

く

自じ

の

毛け

皮が

は

の

胴ど

う

着ぎ

を

布し

き

、
座ざ

の

中ち

う

央わ

う

に

石

油

せ

き

ゆ

焜

爐

こ

ん

ろ

を

置お

い

て

、
暖

爐

だ

ん

ろ

と

厨

爐

ち

う

ろ

と

の

兼

用

け

ん

よ

う

に

備そ

な

へ

た

。 

一

同ど

う

は

、
例れ

い

の

鯛た

い

味

噌

み

そ

の

味

噌

み

そ

汁し

る

に

舌し

た

鼓
つ
ゞ
み

を

打う

ち

、
手

輕

て

が

る

な

晝

餐

ひ

る

げ

を

終し

ま

つ

た
後の

ち

、
武た

け

田だ

、
三み

井ゐ

所し

よ

、

兩
り
や
う

部ぶ

長
ち
や
う

は

、
花は

な

守も

り

の

橇そ

り

に

乘の

つ

て

、
前さ

き

に

發は

つ

見け

ん

し

た

小せ

う

丘き

う

の

研

究

け

ん

き

う

に

と

出
し
ゆ
つ

發ぱ

つ

し

た

。
處

と
こ
ろ

が

往ゆ

け

ど

も

〱

意い

外
ぐ
わ
い

の

遠え

ん

距き

よ

離り

で

容や

う

易い

に

到た

う

達た

つ

し

な

い

。
之こ

れ

は

一

白

皚

ぱ

く

が

い

た

る

雪せ

つ

原げ

ん

、

何な

ん

等ら

眼め

を

遮
さ
へ
ぎ

る

物も

の

無な

き

處
と
こ
ろ

で

は

、

視し

界か

い

の

標
ひ
や
う

準
じ
ゆ
ん

が

立た

た

ぬ

爲た

め
に
、

遠え

ん

近き

ん

の

目も

く

測そ

く

は

兎と

角か

く

錯さ

く

視し

に

陷
お
ち
ゐ

る

も

の

で

あ

る

。 

漸や

つ

と

一

時じ

間か

ん

半は

ん

餘よ

を

費
つ
い
や

し

た

後の

ち

、

研

究

け

ん

き

う

に

十

分ぶ

ん

な

る

箇か

所し

よ

ま

で

辿た

ど

り

着つ

い

た

が

、

其そ

の

結け

つ

果く

わ

件
く
だ
ん

の

小せ

う

丘き

う

は

、
雪ゆ

き

が

吹ふ

き

寄よ

せ

ら

れ

て

自し

然ぜ

ん

に

作つ

く

ら

れ

た

丘き

う

狀
じ
や
う

で

あ

つ

て

、
雪せ

つ

原げ

ん

の

紆う

曲
き
よ
く

等と

う

よ

り

生
し
や
う

ず

る

烈れ

つ

風ぷ

う

の

作さ

用よ

う

で

あ

ら

う

と

の

結け

つ

論ろ

ん

を

得え

、
一

先ま

づ

天

幕

テ

ン

ト

に

歸

營

き

え

い

し

た

の

は

、

午ご

後ゝ

九

時じ

頃ご

ろ

で

あ

つ

た

。 

此こ

の

夜よ

一

同ど

う

の

雪せ

つ

臥ぐ

わ

の

夢ゆ

め

を

暖
あ
た
ゝ

め

た

る

天

幕

テ

ン

ト

は

、
高だ

か

さ

五

尺
し
や
く

、
上

じ
や
う

徑け

い

一

寸す

ん

二

分ぶ

、
足あ

し

五 

tasaka
ノート
１１６頁　南極記數個の小丘研究
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本ほ

ん

、
幕ま

く

の

上
じ
や
う

部ぶ

は

水み

づ

色い

ろ

の

麻あ

さ

布ぬ

の

で

、
裾す

そ

三

尺
じ
ゃ
く

ば

か

り

カ

ー

キ

ー

布ぬ

の

で

作つ

く

ら

れ

た

も

の
で

あ

つ

て

、
天

幕

テ

ン

ト

の

入

口

い

り

く

ち

は

、
特

殊

と

く

し

ゆ

の

設

計

せ

つ

け

い

に

成な

れ

る

帆ほ

木

綿

も

め

ん

製せ

い

の

圖ゑ

ん

筒と

う

狀
じ
や
う

の

も

の

を
裝さ

う

置ち

せ

ら

れ

出
し
ゆ
つ

入に

う

の

時と

き

は

其そ

の

墜ト

ン

道ネ

ル

を

潜く

ゞ

る

の

で

あ

る

。 

此こ

の

第だ

い

一

日に

ち

の

突と

つ

進し

ん

行か

う

程て

い

は

、

三

里り

十

八

町
ち
や
う

、

針し

ん

路ろ

は

東と

う

南な

ん

南〱

を

指ゆ

び

さ

し

た

。 

寒さ

む

き

雪せ

つ

中ち

う

露ろ

營え

い

第だ

い

一

夜や

の

夢ゆ

め

が

覺さ

め

て

、
時

計

と

け

い

を

見み

る

と

、
早は

や

翌よ

く

二

十

一

日に

ち

の

午ご

前ぜ

ん

八

時じ

で

あ

る

。

武

田

た

け

だ

部

長

ぶ

ち

や

う

は

早

速

さ

つ

そ

く

觀

測

く
わ
ん
そ
く

に
取と

り

か

ゝ

る

、

三み

井ゐ

所し

よ

部

長

ぶ

ち

や

う

は

撮

影

さ

つ

え

い

を

す

る

、

山

邊

や

ま

べ

、

花は

な

守も

り

の

兩
り
や
う

ア

イ

ヌ

は

、

炊

事

す

ゐ

じ

の

傍
か
た
は

ら

頻し

き

り

に

輓ひ

き

犬い

ぬ

の

世

話

せ

わ

を

す

る

。

や

が

て

、

朝

餐

あ

さ

げ

を

終を

は

る

と

彼

是

か

れ

こ

れ

十

一

時じ

と

な

つ

た

。
隊た

い

長
ち
や
う

の

眼が

ん

症
し
よ
う

は

追お

ひ

々〱

と

快
く
わ
い

方は

う

、
何な

に

よ

り

も

結け

つ

構か

う

で

あ

る

。 

程ほ

ど

な

く

出
し
ゆ
つ

發ぱ

つ

し

た

時と

き

は

午ご

前ぜ

ん

十

一
時じ

十

二

分ふ

ん

で

あ

つ

た

。
相あ

ひ

變か

は

ら

ず

の

泥ど

ろ

雪ゆ

き

は

、
ズ

ブ

〱

と

し

て

脛は

ぎ

を

沒ぼ

つ

し

、
歩ほ

行か

う

頗
す
こ
ぶ

る

困

難

こ

ん

な

ん

、
橇そ

り

曳ひ

く

犬

群

け

ん

ぐ

ん

も

大
お
ほ
い

に

惱な

や

ん

で

見み

え

る
。
併し

か

し

雪ゆ

き

は

南

進

な

ん

し

ん

と

共と

も

に

次

第

し

だ

い

〱

に

堅か

た

く

な

る

や

う

で

あ

る

。

兎と

も

角か

く

輓ひ

き

犬い

ぬ

の

勞ら

う

を

少す

く

な

う

せ

ん

が

爲た

め

に

、
成な

る

べ

く

乘
じ
よ
う

員ゐ

ん

は

橇そ

り

を

下お

り

て

徒

歩

と

ほ

す

る

事こ

と

に

し

た

。
や

が

て

、
三

時じ

五

十

分ふ

ん

と

な

つ

た

の

で

、

晝

食

ち

う

じ

き

の

爲た

め

進し

ん

行か

う

を

休や

す

め

た

が

、

空そ

ら

を

仰あ

を

ぐ

と 

tasaka
ノート
１１７頁　上陸本隊の探検特殊設計の天幕入口 一月二十日（晴）行程三里十八丁 泥雪脛を没して歩行困難
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雲く

も

の

色い

ろ

は

段だ

ん

々〱

と

險け

ん

惡あ

く

に

な

り

、
雪

片

せ

つ

ぺ

ん

霏

々

ひ

ゝ

と

し

て

降ふ

り

初は

じ

め

た

が

、
天

候

て

ん

か

う

の
劇げ

き

變へ

ん

著
い
ち
じ

る

し

き

極
き
よ
く

地ち

の

事こ

と

と

て

見み

る

〱
雪ゆ

き

は

風ふ

う

伯は

く

に

伴
と
も
な

う

て

吹ふ

雪ゞ

き

と

な

り

、
次し

第だ

い

〱

に

猛

烈

も

う

れ

つ

な

る

大だ

い

風

雪

ふ

う

せ

つ

と

な

つ

た

。
全

ま
つ
た

く

咫

尺

し

せ

き

を

も

辧べ

ん

ぜ

ざ

る

光

景

あ

り

さ

ま

、
迚と

て

も
此こ

の

中な

か

を

前ぜ

ん

進し

ん

す

る

こ

と

は

不ふ

可

能

か

の

う

で

あ

る

。

そ

こ

で

、

已や

む

無な

く

露

營

ろ

え

い

と

決け

つ

し

、

匇

慌

あ

た

ふ

た

と

雪せ

つ

中ち

う

に

天

幕

テ

ン

ト

を

張は

つ

た

。 此こ

の

日ひ

輓ひ

き

犬い

ぬ

は

、

前ぜ

ん

隊た

い

、

後こ

う

隊た

い

、

各
お
の
〱

一

頭と

う

づ

ゝ

隋だ

氣き

を

生
し
や
う

じ

、

橇そ

り

を

曳ひ

か

な

い

の

で

、

列

外

れ
つ
ぐ
わ
い

に

出だ

し

て

、
一

隊た

い

に

隨
し
た
が

は

し

め

る

こ

と

に

し

た

。
列

外

れ
つ
ぐ
わ
い

に

出だ

さ

れ

た

犬い

ぬ

は

、
ヨ

ボ

ヨ

ボ

し

て

橇

隊

そ

り

た

い

か

ら

兎

角

と

か

く

後お

く

れ
勝が

ち

に

隨つ

い

て

來く

る

や

う

で

あ

つ

た

が

、

さ

て

休

憩

き

う

け

い

し

て

見み

返か

へ

る

と

、
犬い

ぬ

の

姿
す
が
た

は

見み

え

な

い

。
何い

づ

れ

も

氣き

遣づ

か

う

て

居ゐ

る

と

、
約や

く

一

時じ

間か

ん

後ご

ト

ボ

〱

と

歩あ

る

い

て

來き

た

。

夜よ

九

時じ

一
同ど

う

就し

う

寢し

ん

し

た

。

此こ

の

日ひ

の

行か

う

程て

い

三

里り

二

十

丁
ち
や
う

で

あ

つ

た

。 

露ろ

營え

い

の

第

二

夜

が

明あ

け

る

と

、
二

十

二

日に

ち

で

あ

る

。
午ご

前ぜ

ん

八

時じ

一

同ど

う

起き

床
し
よ
う

し

た

。『
昨い

ふ

夕べ

は

非

常

ひ

じ

や

う

な

吹

雪

ふ

ゞ

き

だ

つ

た

』
と

隊た

い

長
ち
や
う

は

語か

た

る

。
他た

の

連

中

れ

ん

ぢ

う

は

グ

ッ

ス

リ
寢ね

込こ

ん

で

居ゐ

た

の

で

、

夜

中

や

ち

う

の

大だ

い

風

雪

ふ

う

せ

つ

に

は

夢ゆ

め

を

破や

ぶ

ら

れ

な

か

つ

た

の

で

あ

る

。

武

田

た

け

だ 

tasaka
ノート
１１８頁　南極記猛烈なる大風雪 一月二十一日（大風雪）行程三里廿丁 昨夕は非常な吹雪
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部ぶ

長
ち
や
う

例れ

い

に

よ

り

朝あ

さ

の

觀
く
わ
ん

測そ

く

に

從じ

う

事じ

す

る

。
何ど

う

も

吹

雪

ふ

ゞ

き

襲
し
ゆ
う

來ら

い

の

模も

様や

う

が

あ

る

の
で
、
出

し
ゆ
つ

發ぱ

つ

を

躊ち

う

躇ち

よ

し

た

が

、
幸

さ
い
は
ひ

に

午ご

前ぜ

ん

十

時じ

頃ご

ろ

か

ら

天て

ん

候こ

う

恢
く
わ
い

復ふ

く

の

兆て

う

を

示し

め

し

て

來き

た

。
隊た

い

長
ち
や
う

の

眼が

ん

症
し
や
う

は

今

朝

け

さ

は

益ま

す

々〱

快
く
わ
い

方は

う

に

向む

か

つ

た

の

で

、

一

同ど

う

大
お
ほ
い

に

元げ

ん

氣き

を

得え

。 

『

今け

日ふ

は

大
お
ほ
い

に

奮ふ

ん

發ぱ

つ

し

て

進し

ん

行か

う

を

急い

そ

が

う

』
と

、
異い

口く

同ど

う

音お

ん

に

勇い

さ

み

立た

つ

た

。
輓ひ

き

犬い

ぬ

も

主し

ゆ

人じ

ん

等ら

の

元げ

ん

氣き

に

か

ぶ

れ

た

も

の

か

何い

時つ

に

な

く

元げ

ん

氣き

で

あ

る

。 

今け

日ふ

ま

で

の

經

驗

け

い

け

ん

に

よ

つ

て

、
雪せ

つ

中ち

う

露ろ

營え

い

に

用も

ち

ふ

る

天

幕

テ

ン

ト

に

就つ

い

て

の

智ち

識し

き

を

得え

た

。

即
す
な
は

ち

天

幕

テ

ン

ト

は

色い

ろ

止ど

め

し

た

る

靑あ

を

色い

ろ

が

最
も
つ
と

も

良よ

い

。
シ

ャ

ツ

ク

ル

ト

ン

氏し

の

探

檢

た

ん

け

ん

隊た

い

の

用も

ち

ゐ

た

天

幕

テ

ン

ト

は

、
靑あ

を

色い

ろ

で

は

あ

つ

た

が

、
色い

ろ

止ど

め

を

し

て

な

か

つ

た

爲た

め

に

天テ

ン

幕ト

内な

い

の

煖

爐

ス

ト

ー

ブ

の

火く

わ

氣き

を

受う

け

て

褪た

い

色
し
よ
く

し

た

。
す

べ

て

天

幕

テ

ン

ト

の

色い

ろ

は

、
褪た

い

色
し
よ
く

す

る

と

非ひ

常
じ
や
う

に

眼め

の

爲た

め

に

不ふ

良
り
や
う

で

あ

る

。
故ゆ

ゑ

に

天

幕

テ

ン

ト

は

假

令

た

と

ひ

全ぜ

ん

部ぶ

靑あ

を

色い

ろ

で

な

く

と

も

上
じ
や
う

方は

う

だ

け

は

、
是ぜ

非ひ

褪た

い

色
し
よ
く

の

憂
う
れ
ひ

な

き

靑あ

を

色い

ろ

を

用も

ち

ゐ

る

に

限か

ぎ

る

の

で

あ

る

。
そ

れ

か

ら

天

幕

テ

ン

ト

の

柱
は
し
ら

は

竹ち

く

材ざ

い

よ

り

も

木も

く

材ざ

い

の

方は

う

が

遙
は
る
か

か

に

適て

き

當た

う

し

て

居ゐ

る

。
又ま

た

天

幕

テ

ン

ト

を

出で

る

際と

き

は

、
必

か
な
ら

ず

眼め

鏡が

ね

を

用も

ち

ゐ

ね

ば

な

ら

ぬ

。

是こ

れ

等ら

は

全
ま
つ
た

く

實

地

じ

つ

ち

經

驗

け

い

け

ん

上
じ
や
う

よ

り

得え

た

る

活
く
わ
つ

智

識

ち

し

き

で

あ

る

。 

tasaka
ノート
１１９頁　上陸本隊の探検出發の躊躇 何時になき犬群の元氣 天幕は青色に限る 實地經驗上の活知識
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扨さ

て

愈
い
よ
い

よ

出
し
ゆ
つ

發ぱ

つ

し

た

の

は

、

午ご

后ゝ

一

時じ

で

あ

つ

た

。

處
と
こ
ろ

が

前ぜ

ん

夜や

の

吹ふ

雪ゞ

き

の

爲た

め

に

、

滑ぬ

め

る

箇か

處し

よ

頗
す
こ
ぶ

る

多お

ほ

く

、
加く

は

ふ

る

に

荷に

の

重ぢ

う

量
り
や
う

が

輓ひ

き

犬い

ぬ

の

牽け

ん

引い

ん

力
り
よ
く

に

對た

い

し

て

稍や

や

過く

わ

重
ぢ
ゆ
う

な

の

で

、
兎と

角か

く

後こ

う

隊た

い

は

前ぜ

ん

隊た

い

に

比ひ

し

て

後お

く

れ

勝が

ち

と

な

る

。
そ

こ

で

、
二

時じ

間か

ん

許ば

か

り

隊た

い

長
ち
や
う

と

三み

井ゐ

所し

よ

部ぶ

長
ち
や
う

と

は

、
橇そ

り

の

後あ

と

押お

し

を

試
こ
ゝ
ろ

み

た

。
斯か

く

二

里り

許
ば
か
り

を

進す

ゝ

ん

で

處
と
こ
ろ

で

、
犬い

ぬ

も

人ひ

と

も

疲ひ

勞ら

う

を

感か

ん

じ

た

の

で

、
臨り

ん

時じ

休き

う

憩け

い

を

な

し

、
評

ひ
や
う

議ぎ

の

結け

つ

果く

わ

、
前ぜ

ん

二

日か

間か

ん

の

經

驗

け

い

け

ん

に

鑑
か
ん
が

み

、

荷に

物も

つ

の

大だ

い

節せ

つ

減げ

ん

を

行
お
こ
な

う

こ

と

に

し

た

。
隊た

い

長
ち
や
う

は

毛け

皮が

は

の

防

寒

ぼ

う

か

ん

服ふ

く

、
武

田

た

け

だ

、
三み

井ゐ

所し

よ

、
兩

り
や
う

部ぶ

長
ち
や
う

並
な
ら
び

に

山

邊

や

ま

べ

、
花は

な

守も

り

、
の

兩
り
や
う

ア

イ

ヌ

は

、
互

た
か
ひ

に

寢

囊

し

ん

の

う

を

共
き
や
う

同ど

う

に

す

る

に
決け

つ

し
、
其そ

の

他た

の

防

寒

ぼ

う

か

ん

服ふ

く

と

、
九

日か

間か

ん

の

食

糧

し
よ
く
れ
う

と

、
其そ

の

重
ぢ
ゆ
う

量れ

う

約や

く

四

十

貫
く
わ
ん

目め

許
ば
か
り

を

橇そ

り

よ

り

卸お

ろ

し

、
其

處

そ

こ

の

雪せ

つ

中
ち
ゆ
う

を

直た

ゞ

ち

に

貯ち

よ

藏ざ

う

所し

よ

と

な

し

、

目

標

め

じ

る

し

の

爲た

め

に

三

角か

く

形け

い

の

赤

旗

あ

か

は

た

を

樹た

て

た

。 

之こ

れ

で

橇そ

り

も

餘

程

よ

ほ

ど

輕か

る

く

な

つ

た

の

で

、
午ご

后ゝ

五

時じ

再
ふ
た
ゝ

び

出
し
ゆ
つ

發ぱ

つ

し

た

。
併し

か

し

輓ひ

き

犬い

ぬ

の

疲ひ

勞ら

う

は

相あ

ひ

變か

は

ら

ず

で

、
元

氣

げ

ん

き

頗
す
こ
ぶ

る

沮そ

喪さ

う

し

て

見み

え

た

。
進

行

し

ん

か

う

中ち

う

不

圖

ふ

と

氣き

が

着つ

く

と

磁じ

針し

ん

が

時と

き

折を

り

變

更

へ

ん

か

う

す

る

の

で

、
橇そ

り

上
じ
や
う

の

鐵て

つ

器き

一

切さ

い

を

取と

り

除の

ぞ

く

と

、
漸や

つ

と

變へ

ん

化く

わ

を

受う

け

な

く

な

つ

た

。

こ

れ

が

若も

し

長ち
や
う

時じ

間か

ん

氣き

が

着つ

か

ず

に

進す

ゝ

ん

だ

ら

、

意い

外ぐ
わ
い

の

方は

う

角が

く

違ち

が

ひ

を 

tasaka
ノート
１２０頁　南極記雪中の貯藏所 磁針と橇上の鐵器
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演え

ん

じ

て

居ゐ

た

に

相さ

う

違ゐ

な

い

。 

午ご

後ゝ

九

時じ

頃ご

ろ

南な

ん

西せ

い

方は

う

に

當あ

た

り

、

山さ

ん

岳が

く

ら

し

き
物も

の

數す

う

點て

ん

を

目も

く

擊げ

き

し

た

。 
『

ソ

ラ

山や

ま

が

見み

え

る

！

』 

『

イ

ヤ

彼あ

れ

は

山や

ま

ぢ

や

な

い

、

蜃し

ん

氣き

樓ら

う

だ

！

』 

と

種い

ろ

々〱

の

議ぎ

論ろ

ん

が

出で

る

。

そ

こ

で

、

針し

ん

路ろ

を

變か

へ

て

其そ

の

方は

う

向か

う

に

進す

ゝ

む

べ

く

急い

そ

い

だ

が

、

南

極

な
ん
き
よ
く

は

水す

ゐ

氣き

多お

ほ

き

地ち

と

て

、
遠ゑ

ん

近き

ん

の

度ど

頗
す
こ
ぶ

る

不ふ

明め

い

で

あ

る

。
そ

こ

で

、
一

先ま

づ

露ろ

營え

い

地ち

を

定さ

だ

め

る

こ

と

ゝ

し

、
午ご

后ゝ

十

時じ

、
と

あ

る

雪せ

つ

上
じ
や
う

に

天

幕

テ

ン

ト

を

張は

つ

た

。
武

田

た

け

だ

部ぶ

長
ち
や
う

は

山や

ま

邊べ

花は

な

守も

り

等ら

に

命め

い

じ

て

、

其そ

の

山や

ま

の

視し

察さ

つ

に

向む

か

は

せ

た

。

や

が

て

、

是こ

れ

等ら

ア

イ

ヌ

の

報

告

ほ

う

こ

く

に

よ

る

と

、
其そ

の

地

點

ち

て

ん

は

雪

原

せ

つ

げ

ん

で

は

な

く

し

て

灣わ

ん

で

あ

る

。
山や

ま

の

如ご

と

き

二

百

尺
し
や
く

ば

か

り

の

氷
ひ
よ
う

堤て

い

が

其

處

そ

こ

に

聳そ

び

へ

て

居ゐ

て

灣わ

ん

内な

い

に

は

野や

氷
ひ
よ
う

が

張は

り

詰つ

め

處し

よ

々〱

に

綠
み
ど
り

色い

ろ

の

水み

づ

も

見み

え

る

と

の

事こ

と

で

あ

る

。

先せ

ん

刻こ

く

山

岳

さ

ん

が

く

と

見み

た

の

は

、

此こ

の

大だ

い

氷
ひ
や
う

堤て

い

で

あ

つ

た

の

だ

。

此こ

の

大だ

い

氷
ひ
や
う

堤て

い

は

、

宛
さ
な
が

ら

火く

わ

山ざ

ん

噴ふ

ん

出
し
ゆ
つ

の

痕あ

と

の

如ご

と

く

見み

え

る

此こ

の

日ひ

行か

う

程て

い

は

六

里り

十

二

町
ち
や
う

で

あ

る

。 

雪せ

つ

原げ

ん

突と

つ

進し

ん

の

第だ

い

三

夜や

（

夜よ

る

と

云い

ふ

も

無む

論ろ

ん

當た

う

時じ

太た

い

陽や

う

は

沒ぼ

つ

せ

ず

、

只た

ゞ

時じ

間か

ん

の

示し

め

す 

tasaka
ノート
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所
と
こ
ろ

に

よ

り

普ふ

通つ

う

夜よ

の

時じ

間か

ん

に

當あ

た

る

時と

き

を

便べ

ん

宜ぎ

上
じ
や
う

斯か

く

云い

ふ

の

み

以

下

い

か

之こ

れ

に

同お

な

じ)

は
、

過す

ぎ

て

二

十

三

日に

ち

の

朝あ

さ

と

な

つ

た

。
曉げ

う

來ら

い

武

田

た

け

だ

部ぶ

長
ち
や
う

は

、
前ぜ

ん

夕せ

き

の
花は

な

守も

り

ア

イ

ヌ

の

報

告

ほ

う

こ

く

に

基
も
と
づ

き

、
狀

じ
や
う

況
き
や
う

視し

察さ

つ

の

爲た

め

に

單た

ん

身し

ん

露ろ

營え

い

地ち

を

出

發

し
ゆ
つ
ぱ
つ

し

た

が

、
果は

た

し

て

彼か

れ

の

言げ

ん

の

如ご

と

く

、

此

處

こ

ゝ

に

一

つ

の

灣わ

ん

が

灣わ

ん

入に

う

し

て
居ゐ

て

、
其そ

の

岸き

し

に

大だ

い

氷
ひ
や
う

堤て

い

が

あ

つ

た

。
此こ

の

灣わ

ん

は

鯨

灣

ホ
ー
エ
ル
ベ
ー

の

灣わ

ん

口こ

う

に

於お

い

て

見み

ら

る

ゝ

最さ

い

終し

う

點て

ん

か

ら
東と

う

南な

ん

に

屈く

つ

折せ

つ

し

て

、

三

十

里り

程ほ

ど

も

入い

り

込こ

み

居を

る

や

う

見み

え

た

。
此こ

の

灣わ

ん

の

終

點

し

う

て

ん

が

東と

う

南な

ん

に

屈

折

く

つ

せ

つ

し

て
居ゐ

る

事こ

と

に

就つ

い

て

は

、
他た

の

方

面

は

う

め

ん

よ

り

見み

て

も

充

分

じ

う

ぶ

ん

に

證
し
や
う

據こ

立だ

て

ら

れ

る

。
そ

れ

は

最

初

さ

い

し

よ

開か

い

南

丸

な

ん

ま

る

が

灣わ

ん

口こ

う

に

到た

う

着
ち
や
く

し

た

時と

き

は

薄う

す

い

氷
こ
ほ
り

が

灣わ

ん

内な

い

に

漲
み
な
ぎ

り

詰つ

め

て

居ゐ

た

の

で

、
遙は

る

か

に

遙は

る

か

な

る

此こ

の

灣わ

ん

の

終し

う

點て

ん

は

屈

折

く

つ

せ

つ

し

て

居ゐ

る

も

の

か

、
居ゐ

な

い

物も

の

か

、
充じ

う

分ふ

ん

に

は

判わ

か

ら

な

か

つ

た

が

、
同ど

う

船せ

ん

が

エ

ド

ワ

ー

ド

七

世せ

い

州し

う

よ

り

歸き

還
く
わ
ん

し

た

時と

き

に

は

、
灣わ

ん

の

終し

う

點て

ん

が

東と

う

南な

ん

に

屈く

つ

折せ

つ

し

て

居ゐ

る

や

う

に

見み

ら

れ

た

。
此こ

の

際さ

い

に

は

最も

早は

や

灣わ

ん

内な

い

の

氷
こ
ほ
り

が

解と

け

て

、
靑あ

を

々〱

と

し

た

水み

づ

が

漫ま

ん

々〱

と

湛た

ゞ

へ

て

居ゐ

た

の

で

、
水

面

す

い

め

ん

と

氷
ひ
や
う

堤て

い

と

の

境
さ
か
ひ

等と

う

も

明

白

め

い

は

く

に

見み

ら

れ

た

が

、
灣わ

ん

の

最さ

い

終し

う

點て

ん

の

氷
ひ
や
う

堤て

い

は

東

南

と

う

な

ん

に

向む

か

つ

て

居ゐ

る
事こ

と

が
明
白

め
い
は
く

に
見み

ら
れ
た
。
尙な

ほ

村
松

む
ら
ま
つ

、
吉
野

よ

し

の

兩
り
や
う

隊
員

た
い
い
ん

は
ア
ム
ン
ド
セ
ン
一
行か

う

の
海
岸

か
い
が
ん

天
幕

テ

ン

ト

訪
問

は
う
も
ん

の
際さ

い

同ど

う 

tasaka
ノート
１２２頁　南極記鯨灣終點の屈折
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灣わ

ん

の

最

終

さ

い

し

う

點て

ん

が

東

南

と

う

な

ん

に

屈く

つ

せ

る

事こ

と

を

確た

し

か

に
目

擊

も

く

げ

き

し

た

軈や

が

て

歸き

營え

い

す

る

と

、

午

前

ご

ぜ

ん

八

時じ

で

あ

つ

た

の

で

部ぶ

長
ち
や
う

は

日

々

ひ

ゞ

の

例れ

い

に

依よ

り

、
天

測

て

ん

そ

く

に

從じ

う

事じ

し

た

。
天

測

て

ん

そ

く

は

毎ま

い

日に

ち

午

前

ご

ぜ

ん

八

時じ

と

午

後

ご

ゝ

四

時じ

と

の

二

回
く
わ
い

に

經け

い

度ど

を
測は

か

り

、
正

し
や
う

午ご

に

緯

度

ゐ

ど

を

測は

か

る

こ

と

に

な

つ

て

居ゐ

る
。

此こ

の

時と

き

人

工

じ

ん

こ

う

地ち

平へ

い

儀ぎ

を

取と

り

扱
あ
つ
か

は

ふ

と

す

る

と

、
水

銀

み

ゐ

ぎ

ん

が

全ぜ

ん

部ぶ

酸さ

ん

化く

わ

し

て

居ゐ

る

。
寒

帶

か

ん

た

い

地ち

で

は

却

々

な

か

〱

酸さ

ん

化く

わ

を

防ふ

せ

ぐ

こ

と

は

困

難

こ

ん

な

ん

で

あ

る

。
の

み

な

ら

ず

、
豫か

ね

て

脱だ

つ

脂し

綿め

ん

で

拭ふ

い

て

置お

い

た

、

其そ

の

水

銀

す

ゐ

ぎ

ん

が

、

デ

ツ

キ

、

ウ

オ

ツ

チ

、

に

浸し

ん

蝕
し
よ
く

し

て

居ゐ

る

の

を

も

發は

つ

見け

ん

し

た

の

で

、

部ぶ

長
ち
や
う

は

其そ

の

修

覆

し

ゆ

ふ

く

を

試
こ
ゝ
ろ

み

や

う

と

す

る

と

、
手て

は

セ

キ

ス

タ

ン

ト

の

凍

結

と

う

け

つ

せ

る

鐡

器

て

つ

き

に

附ふ

着
ち
や
く

し

て

、
あ

わ

や

、
凍

傷

と
う
し
や
う

し

や

う

と

し

た

。
此こ

の

一

例れ

い

に

見み

る

も

、
如

何

い

か

に

奇き

寒か

ん

の

烈は

げ

し

い

か

ゞ

知し

ら

れ

る

。

極

地

き

よ

く

ち

に

於お

け

る

機

械

き

か

い

の

取と

り

扱
あ
つ
か
ひ

は

、

此か

く

の

如ご

と

く

、

甚
は
な
は

だ

困

難

こ

ん

な

ん

で

あ

る

。 

午

前

ご

ぜ

ん

十

一

時じ

、
露

營

ろ

え

い

地ち

を

出

發

し
ゆ
つ
ぱ
つ

し

、
南

進

な

ん

し

ん

の

歩ほ

を

急い

そ

い

だ

。
進

路

し

ん

ろ

は

一

里り

二

里り

位
く
ら
ゐ

に

亘わ

た

る

緩

漫

く
わ
ん
ま
ん

の

紆

曲

う

き

よ

く

を

成な

し

、
極

軸

き
よ
く
じ
ゆ
く

に

向む

か

ふ

に

從
し
た
が

ひ

次し

第だ

い

に

高た

か

き

傾

斜

け

い

し

や

を

呈て

い

す

る

が

如ご

と

く

感か

ん

ぜ

ら

れ

た

。
そ

は

何な

に

故ゆ

ゑ

と

云い

ふ

に

、
之こ

れ

を

數す

う

里り

前ぜ

ん

方ぱ

う

か

ら

見み

た

時と

き

に

は

、
一

の

南な

ん

走さ

う

し

た

る

高か

う

原げ

ん

を

明あ
き
ら

か

に

認み

と

め

、

互た
が
ひ

に

之こ

れ

を

指ゆ

び

ざ

し

つ

ゝ

橇そ

り

を

進す

ゝ

め

た

の

で

あ

つ

た

が

、 

tasaka
ノート
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さ

て

二

三

時じ

間か

ん

の

後の

ち

に

至い

た

り

、
其そ

の

指さ

し

た

る

位ゐ

置ち

に

到た

う

達た

つ

す

る

と

、
案あ

ん

外
ぐ
わ
い

に

も

平

凡

へ

い

ぼ

ん

な

る

紆う

曲
き
よ
く

の

小せ

う

丘き

う

に

過す

ぎ

ぬ

こ

と

を

發

見

は

つ

け

ん

し

た

か

ら

で

あ

る

。
又ま

た

後こ

う

隊た

い

の

橇そ

り

、
後お

く

れ

て

、

其そ

の

小
じ
や
う

丘き

う

が

前

後

ぜ

ん

ご

兩
り
や
う

隊た

い

を

隔へ

だ

て

て

、
挾は

さ

ん

だ

時と

き

に

は

、
後こ

う

隊た

い

が

前ぜ

ん

隊た

い

の

姿
す
が
た

を

見み

失
う
し
な

ふ

こ

と

は

屢し

ば

次〱

で

あ

る

。
兎と

に

角か

く

眼

界

が

ん

か

い

は

茫

々

ぼ

う

〱

と

し

て

際さ

い

涯が

い

な

き

處
と
こ
ろ

へ

、
雪ゆ

き

の

反

射

は

ん

し

や

の

爲た

め

に

眼

眩

め

ま

ば

ゆ

く

し

て

前ぜ

ん

方ぱ

う

を

直
ち
よ
く

視し

す

る

こ

と

が

能で

き

ぬ

。
そ

れ

故ゆ

ゑ

に

、
其そ

の

紆う

曲
き
よ
く

傾

斜

け

い

し

や

の

角

度

か

く

ど

な

ど

は

、
眞し

ん

に

想

像

さ

う

ざ

う

に

苦
く
る
し

む

譯わ

け

で

、
只た

ゞ

進

行

し

ん

か

う

の

難

易

な

ん

ゐ

の

比

較

ひ

か

く

や

、
橇そ

り

の

緩

急

く
わ
ん
き
う

か

ら

推お

し

て

之こ

れ

を

知し

る

の

み

で

あ

る

。 

輓ひ

き

犬い

ぬ

も

今

日

け

ふ

は

餘よ

程ほ

ど

曳ひ

き

馴な

れ

て

來き

た

と
見み

え

、

頗
す
こ
ぶ

る

調

子

て

う

し

が

良よ

い

。
此こ

の

分ぶ

ん

な

ら

ば

前ぜ

ん

途と

先ま

づ

安

心

あ

ん

し

ん

で

あ

ら

う

。
進

行

し

ん

か

う

中ち

う

橇そ

り

の

上う

へ

に

在あ

る

時と

き

は

、
シ

ャ

ツ

一
枚ま

い

で

十

分ぶ

ん

な

位
く
ら
ゐ

の

暖

味

あ
た
ゝ
か
み

を

覺お

ぼ

え

る

。
併し

か

し

寸

時

す

ん

じ

で

も
停

止

て

い

し

す

る

と

、
奇き

寒か

ん

は

疾

忽

し

つ

こ

つ

に

肌は

だ

を

襲お

そ

ふ

の

は

勿も

ち

論ろ

ん

で

あ

る

。 

午ご

後ゝ

三

時じ

五

十

二

分ふ

ん

橇そ

り

を

停と

ゞ

め

て
晝

餐

ち

う

さ

ん

を

喫き

つ

し

、
小

憩

せ

う

け

い

の

上う

へ

、
再

ふ
た
ゝ

び

出
し
ゆ
つ

發ぱ

つ

し

た

の

は

午ご

後ゝ

六

時じ

で

あ

つ

た

。

此こ

の

時と

き

雪

片

せ

つ

ぺ

ん

霏

々

ひ

ゝ

と

し

て
降ふ

り

來き

た

り

、

前

隊

ぜ

ん

た

い

の

先

頭

せ

ん

と

う

犬い

ぬ

は

と

も

す

る

と

道み

ち

に

迷ま

よ

う

て

、

一

向か

う

用よ

う

を

爲な

さ

ぬ

。

そ

こ

で

、

三み

井ゐ

所し

よ

部ぶ

長ち
や
う

は

橇そ

り

を

下く

だ 

tasaka
ノート
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り

、

犬い

ぬ

に

先さ

き

ん

じ

て

道

先

み

ち

さ

き

案

内

役

あ

ん

な

い

や

く

と

な

つ

た

。
然し

か

る

に

間ま

も

な

く

小せ

う

飛ひ

雪せ

つ

は

大お

ほ

吹ふ

雪ゞ

き

と

な

り

、

烈れ

つ

風ぷ

う

物も

の

凄す

ご

き

が

中な

か

に

、

雪せ

つ

霧む

四

面め

ん

も

掩お

ほ

ひ

、

全
ま
つ
た

く

三

間げ

ん

先さ

き

す

ら

見み

え

ず

な

り

、

呼

吸

い

き

も

出で

來き

ぬ

位
く
ら
ゐ

と

な

つ

た

。

三み

井ゐ

所し

よ

衞ゑ

い

生せ

い

部ぶ

長
ち
や
う

は

左さ

右い

う

の

手て

に

コ

ン

パ

ス

を

携
た
づ
さ

へ

つ

ゝ

進

路

し

ん

ろ

を

測は

か

つ

て

進す

ゝ

む

の

で

あ

る

が

、
折を

り

々〱

行か

う

路ろ

を

誤
あ
や
ま

り

、
後こ

う

方は

う

の

コ

ン

パ

ス

か

ら

注

意

ち

う

い

を

受う

け

る

こ

と

屢し

ば

次〱

で

あ

る

。 

此こ

の

道み

ち

先さ

き

案あ

ん

内な

い

は

、
假

令

た

と

ひ

晴せ

い

天て

ん

の

時と

き

で

も

、
一

木ぼ

く

一

草さ

う

な

き

雪せ

つ

原げ

ん

で

あ

る

の

み

な

ら

ず

、

一

分ぷ

ん

間か

ん

前ぜ

ん

に

目も

く

標
ひ
や
う

と

し

た

紆う

曲
き
よ
く

の

丘き

う

頂
ち
や
う

や

、
遙

方

え

う

は

う

の

雲う

ん

形け

い

な

ど

は

、
進す

ゝ

む

と

共と

も

に

變へ

ん

化く

わ

す

る

か

ら

甚
は
な
は

だ

困

難

こ

ん

な

ん

で

あ

る

。
却

々

な

か

〱

實じ

つ

驗け

ん

者し

や

以い

外
ぐ
わ
い

の

者も

の

で

は

想さ

う

像ぞ

う

も

及お

よ

ば

ぬ

程ほ

ど

で

あ

る

。 

今

日

け

ふ

は

、
午ご

後ゝ

十

時じ

ま

で

、

強
き
や
う

行か

う

の

筈は

づ

で

あ

つ

た

が

、
輓ひ

き

犬い

ぬ

へ

は
前ぜ

ん

日じ

つ

荷に

物も

つ

減げ

ん

少せ

う

の

際と

き

に

少す

こ

し

許ば

か

り

糧
り
や
う

食
し
よ
く

を

與あ

た

へ

た

の

み

で

あ

つ

た

か

ら

、
流

石

さ

す

が

の

犬

群

け

ん

ぐ

ん

も

大
お
ほ
い

に

疲ひ

勞ら

う

し

盡つ

く

し

て

居ゐ

る

の

と

、
吹

雪

ふ

ゞ

き

の

何

時

い

つ

歇や

む

べ

し

と

も

見み

え

な

い

の

と

で

、
午ご

後ゝ

八

時じ

四

十

五

分ふ

ん

、

第だ

い

四

の

露

營

ろ

え

い

天

幕

テ

ン

ト

を

張は

る

こ

と

に

し

た

。

此こ

の

日ひ

の

行

程

か

う

て

い

八

里り

三

十

町
ち
や
う 

天テ

ン

幕ト

内な

い

で

、

今

日

け

ふ

の

進

行

し

ん

か

う

の

困

難

こ

ん

な

ん

を

語か

た

り

つ

ゝ

、

一

同ど

う

打う

ち

揃そ

ろ

う

て

晩

餐

ば

ん

さ

ん

を

喫き

つ

し

た 

tasaka
ノート
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が

、
鯛た

い

味

噌

み

そ

の

溫
あ
た
ゝ
か

い

味

噌

み

そ

汁し

る

は

、
雪せ

つ

中ち

う

露ろ

營え

い

者し

や

に

如

何

い

か

ば

か

り

の

體

溫

た

い

お

ん

を

與あ

た

へ

た

こ

と

で

あ

ら

う

、
殊こ

と

に

其そ

の

美

味

び

み

は

終

生

し

う

せ

い

一

行か

う

の

忘わ

す

る

ゝ

能あ

た

は

ざ

る

所
と
こ
ろ

で

、
他た

國こ

く

探た

ん

檢け

ん

家か

の

未い

ま

だ

曾か

つ

て

味
あ
ぢ
は

ふ

こ

と

の

出で

來き

ぬ

、
日

本

に

ほ

ん

探

檢

隊

た

ん

け

ん

た

い

の

み

へ

天て

ん

與あ

た

さ

れ

た

美

味

び

み

で

あ

つ

た

こ

と

を

特

記

と

く

き

し

て

置お

く

。 

明あ

く

れ

ば

二

十

四

日か

、
午ご

前ぜ

ん

八

時じ

三

十

五

分ふ

ん

、
一

同ど

う

起き

床
し
や
う

し

た

。
前ぜ

ん

日じ

つ

來ら

い

の

吹ふ

雪ゞ

き

の

爲た

め

か

、
天テ

ン

幕ト

内な

い

の

敷

物

し

き

も

の

に

濕

氣

し

め

り

け

を

生
し
や
う

じ

て

、
其そ

の

不ふ

快
く
わ
い

涯か

ぎ

り

な

い

。
前ぜ

ん

後ご

四

晝ち

う

夜や

の

露ろ

營え

い

生

活

せ
い
く
わ
つ

の

經

驗

け

い

け

ん

に

よ

り

、
陸

軍

り

く

ぐ

ん

用よ

う

の

毛け

皮が

は

胴ど

う

着ぎ

か

、
探

檢

た

ん

け

ん

用よ

う

と

し

て

最
も
つ
と

も

適

當

品

て

き

た

う

ひ

ん

で

あ

る

こ

と

を

知し

つ

た

。
朝て

う

來ら

い

一

天て

ん

搔か

き

曇く

も

つ

て

居ゐ

る

の

で

、
天

測

て

ん

そ

く

不

可

能

ふ

か

の

う

の

爲た

め

、
そ

の

代か

は

り

に

三み

井ゐ

所し

よ

部ぶ

長
ち
や
う

露ろ

營え

い

地ち

の

撮

影

さ

つ

え

い

を

な

し

、
而し

か

る

後の

ち

、
人ひ

と

も

犬い

ぬ

も

元

氣

げ

ん

き

よ

く

南

進

な

ん

し

ん

の
途と

に

就つ

い

た

。

時と

き

正ま

さ

に

午ご

前ぜ

ん

十

一
時じ

二

十

七

分ふ

ん

で

あ

る

。 

一

望ぼ

う

萬ば

ん

里り

、
眸

底

ぼ

う

て

い

に

收お

さ

ま

る

一

白ぱ

く

の

世せ

界か

い

は

、
實じ

つ

に

莊さ

う

嚴ご

ん

無

比

む

ひ

の

絶

景

ぜ

つ

せ

い

で

あ

る

。
併し

か

し

橇そ

り

の

進

行

し

ん

か

う

に

つ

れ

て

、
氷

ひ
や
う

骨こ

つ

の

處

々

し

よ

〱

に

横
よ
こ
た

は

つ

て

居ゐ

る

こ

と

を

知し

つ

た

。
次し

第だ

い

に

進す

ゝ

む

う

ち

、
そ

れ

が

段だ

ん

々〱

と

多お

ほ

く

な

る

。
此こ

の

氷
ひ
や
う

骨こ

つ

は

、
降ふ

り

た

る

積せ

き

雪せ

つ

が

、

極
き
よ
く

の

猛も

う

風ふ

う

に

吹ふ

き

寄よ

せ

ら

れ

て

、

出で

來き

た

も

の

宛あ
だ
か

も

海

豹

あ

ざ

ら

し

の

横よ
こ
た

は

り

た

る

程ほ

ど

の

大お
ほ
き

き

さ

で

あ

る

。 

tasaka
ノート
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そ

れ

が

凍

結

と

う

け

つ

し

て

氷
ひ
や
う

骨こ

つ

と

な

り

、
橇そ

り

が

其そ

の

上う

へ

に

乘の

り

上あ

げ

る

と

滑す

べ

る

、
滑す

べ

つ

て

橇そ

り

が

顚て

ん

覆ぷ

く

す

る

、

全
ま
つ
た

く

橇そ

り

と

氷
ひ
や
う

骨こ

つ

と

の

戰
た
ゝ
か

ひ

で

あ

る

。

出
し
ゆ
つ

發ぱ

つ

以い

來ら

い

顚

覆

て

ん

ぷ

く

既す

で

に

四

五

回
く
わ
い

に

及お

よ

ぶ

と

い

ふ

騷さ

わ

ぎ

で

あ

る

。
斯か

く

橇そ

り

は

氷
ひ
や
う

骨こ

つ

の

爲た

め

に

劇は

げ

し

き

上
じ
や
う

下げ

動ど

う

を

起お

こ

す

の

で

、
遂つ

ゐ

に

コ

ン

パ

ス

の

安

全

あ

ん

ぜ

ん

枠ふ

く

が

外は

づ

れ

て

終し

ま

つ

た

。

武

田

た

け

だ

部ぶ

長
ち
や
う

は

。 

『

大た

い

變へ

ん

だ

〱

、
コ

ン

パ

ス

が

破こ

は

れ

て

は

、
そ

れ

こ

そ

盲

目

者

め

く

ら

が

杖つ

ゑ

を

失
う
し
な

つ

た

や

う

な

も

の

だ

、

』 

と

云い

つ

て

、
早さ

つ

速そ

く

修し

う

繕ぜ

ん

に

取と

り

掛か

ゝ

つ

た

。
だ

が

何な

に

分ぶ

ん

氷
ひ
や
う

點て

ん

下か

十

八

度ど

と

い

ふ

寒か

ん

氣き

で

あ

る

か

ら

、
橇そ

り

を

停と

ゞ

め

て

の

修し

う

繕ぜ

ん

は

、
迚と

て

も

形

容

け

い

や

う

の

出で

來き

ぬ

苦

痛

く

つ

う

で

あ

る

。
宛て

う

ど

其そ

の

時と

き

は

午ご

後ゝ

三

時じ

半は

ん

で

あ

つ

た

か

ら

、
修し

う

繕ぜ

ん

の

終を

は

る

と

共と

も

に

晝

餐

ち

う

さ

ん

を

喫き

つ

し

、
小せ

う

憩け

い

の

後の

ち

、
正

し
や
う

五
時じ

再
ふ
た
ゝ

び

出

發

し
ゆ
つ
ぱ
つ

し

た

。 

然し

か

る

に

、
午ご

後ゝ

七

時じ

三

十

分ぷ

ん

に

至い

た

り

、
矢や

張は

り

氷
ひ
や
う

骨こ

つ

の

與あ

た

ふ

る

激げ

き

烈れ

つ

な

る

上
じ
や
う

下げ

動ど

う

の

爲た

め

に

、
磁じ

針し

や

器く

に

故こ

障
し
や
う

を

生
し
や
う

じ

た

。
此こ

の

時と

き

の

溫を

ん

度ど

は

前ぜ

ん

回
く
わ
い

よ

り

も

降が

う

下か

し

て
、
氷

ひ
や
う

點て

ん

下か

二

十

二

度ど

と

い

ふ

の

で

あ

る

か

ら

、

少

許

す

こ

し

の

油ゆ

斷だ

ん

に

よ

り

て

武

田

た

け

だ

部

長

ぶ

ち

や

う

は

滋じ

針し

や

器く

修し

う

覆ふ

く

中ち

う

に

凍と

う

傷し
や
う

を

受う

け

た

。

實じ

つ

に

危き

險け

ん

な

こ

と

で

あ

る

。

や

が

て

、

更さ

ら

に

南な

ん

進し

ん

を 

tasaka
ノート
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續つ

ゞ

け

た

が

、
餘あ

ま

り

の

寒さ

む

さ

に

辟へ

き

易え

き

し

、
遂つ

ゐ

に

午ご

后ゝ

九

時じ

五

十

分ぷ

ん

を

以も

つ

て

、
第だ

い

五

夜や

の

露ろ

營え

い

天

幕

テ

ン

ト

を

張は

る

こ

と

に

し

た

。
其そ

の

前ぜ

ん

、
午ご

后ゝ

九

時じ

頃ご

ろ

、
後

列

こ

う

れ

つ

の

輓ひ

き

犬い

ぬ

一

頭と

う

、
右う

足そ

く

凍と

う

傷
し
や
う

に

罹か

ゝ

り

、

歩ほ

行か

う

に

堪た

へ

兼か

ね

て

打う

ち

臥ふ

し

、

曳ひ

き

摺ず

ら

れ

つ

ヽ

悲ひ

鳴め

い

を

揚あ

げ

る

や

う

に

な

つ

た

の

で

、

列れ

つ

外
ぐ
わ
い

に

離は

な

し

て

橇そ

り

の

跡あ

と

か

ら

從
し
た
が

は

し

め

た

。 

此こ

の

日ひ

の

行か

う

程て

い

九

里り

半は

ん

、

空そ

ら

は

終し

う

日じ

つ

曇く

も

り

勝が

ち

で

あ

つ

た

が

、

吹

雪

ふ

ゞ

き

の

來

襲

ら

い

し

う

を

受う

け

な

か

つ

た

の

は

先ま

づ

〱

幸
さ
い
は

ひ

で

あ

つ

た

。 

翌よ

く

二

十

五

日に

ち

、
白し

ら

瀬せ

隊た

い

長
ち
や
う

か

ら

喚よ

び

起お

こ

さ

れ

て

起き

床
し
や
う

し

た

の

は

午ご

前ぜ

ん

八
時じ

で

あ

る

。
毎ま

い

朝あ

さ

〱

、
連

日

れ

ん

じ

つ

の

疲

勞

ひ

ら

う

で

、
と

も

す

る

と

寢ね

過す

ご

さ

う

と

す

る

、
曰い

は

く

觀
く
わ
ん

測そ

く

、
曰い

は

く

出
し
ゆ
つ

發ぱ

つ

準
じ
ゆ
ん

備び

、
そ

れ

〲

の

任

務

に

ん

む

を

終を

は

つ

た

の

は

午ご

前ぜ

ん

十

一

時じ

で

あ

つ

た

が

、
空そ

ら

模も

様や

う

次し

第だ

い

に
曇ど

ん

色
し
よ
く

を

增ま

し

て

來き

た

の

で

、

暫し

ば

ら

く

進し

ん

發ぱ

つ

を

躊ち

う

躇ち

よ

し

て

居ゐ

る

う

ち

正
し
や
う

午ご

と

な

つ

た

。 

『

今

日

け

ふ

の

天

候

て

ん

こ

う

は

怪あ

や

し

さ

う

だ

が

、
進す

ゝ

め

る

丈だ

け

進す

ゝ

ま

う

』
と

云い

ふ

の
で

、

正
し
や
う

午ご

露ろ

營え

い

地ち

を

出
し
ゆ
つ

發ぱ

つ

し

た

。
處

と
こ
ろ

が

輓ひ

き

犬い

ぬ

先

生

せ

ん

せ

い

は

、
段だ

ん

々〱

ズ

ル

ク

な

つ

て

、
人

間

に

ん

げ

ん

が

前

方

ぜ

ん

ぱ

う

に

居ゐ

る

と

か

、

或
あ
る
ひ

は

鳥と

り

で

も
居ゐ

る

と

か

で

な

い

と

、
何ど

う

も

進す

ゝ

ま

な

い

、
背

後

う

し

ろ

か

ら

指

揮

し

き

し

た 

tasaka
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位
く
ら
ゐ

で

は

、
歩あ

ゆ

ま

な

く

な

つ

た

。
そ

こ

で

隊た

い

長
ち
や
う

や

武

田

た

け

だ

部ぶ

長
ち
や
う

や

三み

井ゐ

所し

よ

部ぶ

長
ち
や
う

は

、
代か

は

る

〲

橇そ

り

の

前ぜ

ん

方ぱ

う

に

立た

つ

て

、
道み

ち

先さ

き

案あ

ん

内な

い

に

な

る

こ

と

に

し

た

が

、
何な

に

分ぶ

ん

滿ま

ん

地ち

の

氷
ひ
や
う

骨こ

つ

は

壘る

ゐ

々〱

と

し

て

、
一

歩ぽ

に

一

滑か

つ

と

い

ふ

有あ

り

様さ

ま

、
滑す

べ

つ

て

は

轉こ

ろ

ぶ

、
仆た

ほ

れ

る

。
就

中

な
か
ん
づ
く

武

田

た

け

だ

部ぶ

長
ち
や
う

が

最
も
つ
と

も

多お

ほ

く

滑
す
べ
り

轉こ

ろ

げ

る

と

い

ふ

の

は

、
背せ

丈た

け

の

高た

か

い

爲た

め

だ

と

い

ふ

三み

井ゐ

所し

よ

氏し

の

説せ

つ

は

科く

わ

學が

く

的て

き

で

な

い

が

、
結

局

つ

ま

り

、
學

術

が
く
じ
ゆ
つ

部ぶ

長
ち
や
う

だ

け

に

、
重お

も

量み

な

る

機き

械か

い

を

身み

に

帶お

び

て

居ゐ

る

爲た

め

で

あ

る

と

い

ふ

部ぶ

長
ち
や
う

自じ

身し

ん

の

説せ

つ

明め

い

の

方は

う

が

合が

う

理り

的て

き

で

あ

る

。
恁こ

ん

な

騷さ

わ

ぎ

で
、
少せ

う

々〱

疲ひ

勞ら

う

し

た

の

で

、

小せ

う

憩け

い

し

た

の

は 

午ご

後ゝ

二

時じ

半は

ん

で

あ

つ

た

。 

輓ひ

き

犬い

ぬ

も

、

段だ

ん

々〱

慣な

れ

て

來き

た

し

、

そ

れ

に

橇そ

り

の

前

方

ぜ

ん

ぱ

う

へ

立た

つ

て

、

案

内

あ

ん

な

い

し

て

く

れ

る

の

も

よ

い

が

、
歩あ

ゆ

む

よ

り

も

顚

覆

て

ん

ぷ

く

の

方は

う

が

多お

ほ

い

と

い

ふ

工ぐ

合あ

ひ

で

は

、
却か

へ

つ

て

橇そ

り

の

進し

ん

行か

う

の

邪じ

や

魔ま

に

な

る

と

い

ふ

山

邊

や

ま

べ

、
花は

な

守も

り

、

兩
ゝ
や
う

ア

イ

ヌ

の

言げ

ん

に

、
傘

屋

か

さ

や

の

丁で

つ

稚ち

と

同ど

う

様や

う

骨ほ

ね

折を

つ

て

怒し

か

ら

れ

た

連れ

ん

中ち

う

、
そ

れ

で

は

乘の

ら

う

と

云い

ふ

の

で

、
何い

づ

れ

も

橇そ

り

上
じ
や
う

の

人ひ

と

と

な

り

、
午ご

後ゝ

三

時じ

出
し
ゆ
つ

發ぱ

つ

を

始は

じ

め

た

。

斯か

く

て

進す

ゝ

む

う

ち

、

見み

る

〱

氣き

壓あ

つ

計け

い

の

針は

り

は

下か

降か

う

し

始は

じ

め

、

前ぜ

ん

方ぱ

う

を

見み

亘わ

た

す

と

、
雪ゆ

き

は

降ふ

る

の

で

な

く

舞ま

う

て

居ゐ

る

。
之こ

れ

は

無む

論ろ

ん

大お

ほ

吹

雪

ふ

ゞ

き

襲し

う

來ら

い

の

兆て

う

候こ

う

な

の

で

、

一

同ど

う

警け

い

戒か

い

怠
お
こ
た

ら

ず

、

雪せ

つ

中ち

う

の

強
き
や
う

行か

う

を

續つ

ゞ

け

て

居ゐ

る

と

、

果は

た

し

て 

tasaka
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大お

ほ

吹

雪

ふ

ゞ

き

！

。 

ド

ー

ッ

〱

と

い

ふ

猛ま

う

風ふ

う

、
猛ま

う

雪せ

つ

、
極

き
よ
く

地ち

の

寂せ

き

寥
り
ょ
う

々〱

を

破や

ぶ

つ

て

、
物も

の

凄す

ご

き

こ

と

限か

ぎ

り

な

く

、
午ご

後ゝ

五

時じ

頃ご

ろ

に

至い

た

る

と

益ま

す

々〱

猛ま

う

烈れ

つ

を

極き

は

め

、
疾し

つ

風ぷ

う

さ

へ

其そ

の

度ど

を

加く

は

へ

て

、

全
ま
つ
た

く

咫し

尺せ

き

を

辧べ

ん

ぜ

ず

と

い

ふ

光あ

り

景さ

ま

。
實じ

つ

際さ

い

極
き
よ
く

地ち

の

大お

ほ

吹ふ

雪ゞ

き

は

、
内な

い

地ち

人じ

ん

の

想さ

う

像ざ

う

だ

も

及お

よ

ば

ぬ
猛ま

う

烈れ

つ

無

比

む

ひ

の

も

の

で

あ

る

。 

此こ

の

大お

ほ

吹ふ

雪ゞ

き

は

、
端は

し

な

く

も

一

行か

う

に

、
大だ

い

椿ち

ん

事じ

を

與あ

た

へ

や

う

と

し

た

、
と

い

ふ

の

は

他ほ

か

で

も

な

い

。

前ぜ

ん

隊た

い

後こ

う

隊た

い

の

聯れ

ん

絡ら

く

が

絶た

え

様や

う

と

し

た

事こ

と

で

あ

る

。

ド

ー

ッ

と

一

時じ

に

猛ま

う

烈れ

つ

に

吹

雪

ふ

ゞ

き

の

來き

た

時と

き

、
呎し

尺せ

き

濛

々

ま

う

〱

と

な

つ

た

が

、
間ま

も

な

く

前ぜ

ん

隊た

い

の

方は

う

で

見み

返か

へ

つ

て

見み

る

と

、

直す

ぐ

數す

う

間け

ん

の

背

後

う

し

ろ

に

在あ

る

べ

き

筈は

づ

の

後こ

う

隊た

い

の

橇そ

り

の

影か

げ

が

見み

え

な

い

の

で

あ

る

。 

『

サ

ア

大た

い

變へ

ん

だ

、
後あ

と

の

橇そ

り

が

見み

え

な

い

ぞ

ッ

、
荷に

物も

つ

が

分

乘

セ
パ
レ
ー
ト

し

て

あ

る
か

ら

、
若も

し

此こ

の

儘ま

ゝ

で

長
ち
や
う

時じ

間か

ん

に

亘わ

た

る

と

、

双さ

う

方は

う

と

も
飢う

え

死じ

に

だ

』

と

叫さ

け

ぶ

。 

恁こ

ふ

騷さ

わ

い

で

居ゐ

る

う

ち

に

、
髭ひ

げ

は
凍こ

ほ

り

初は

じ

め

る

。
寒か

ん

暖だ

ん

計け

い

は

零れ

い

下か

二

十

五

度ど

を

示し

め

し

、

竦

々

ぞ

く

ぞ

く

と

肌は

だ

に

逼せ

ま

る

寒か

ん

威ゐ

は

、

五

體た

い

を

凍と

う

結け

つ

し

て

終し

ま

ひ

さ

う

で

あ

る

。

此こ

の

時と

き

隊た

い 

tasaka
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長
ち
や
う

は

、
流さ

す

石が

多た

年ね

ん

北ほ

く

方ほ

う

の

寒か

ん

境
き
や
う

を

探た

ん

檢け

ん

し

た

經け

い

驗け

ん

家か

だ

け

に

、
一

同ど

う

が

來こ

し

方か

た

を

眺な

が

め

て

立た

ち

騷さ

わ

い

で

居ゐ

る

隙ひ

ま

に

、
素す

早ば

や

く

三

四

本ほ

ん

の

竹た

け

杖づ

ゑ

を

雪せ

つ

上
じ
や
う

に

立た

て

ゝ
之こ

れ

に

カ

ン

バ

ス

を

張は

り

、

應お

う

急き

う

の

防ぼ

う

寒か

ん

準
じ
ゆ
ん

備び

を

繕し

つ

ら

へ

、

一

同ど

う

を

其そ

の

中な

か

に

招ま

ね

い

て

。 

『

何ど

う

だ

、

恁こ

ふ

す

れ

ば

少す

こ

し

は

凌し

の

げ

る

だ

ら

う

』

と

云い

ふ

。

這は

入い

つ

て

見み

る

と

、

ナ

ル

程ほ

ど

多た

少せ

う

は

暖
あ
た
ゝ

か

い

。
隊た

い

長
ち
や
う

の

此こ

の

新し

ん

案あ

ん

法は

ふ

の

お

蔭か

げ

で

、
一

同ど

う

は

幸
さ
い
は
ひ

に

凍と

う

死し

の

憂う

ぬ

目め

を

免ま

ぬ

か

れ

る

こ

と

が

出

來

で

き

た

。 

暖
あ
た
ゝ

ま

つ

た

の

は

よ

い

が

、
默だ

ま

つ

て

待ま

ち

受う

け

て

居ゐ

る

の

も

能の

う

で

は

な

い

と

、
呼よ

び

笛ぶ

ゑ

を

取と

り

出だ

し

て

吹ふ

か

う

と

す

る

と

、
笛ふ

ゑ

が

凍こ

ほ

つ

て

居ゐ

る

の

で

、
口く

ち

に

凍と

う

着
ち
や
く

し

て

、
と

も

す

る

と

唇し

ん

邊ぺ

ん

に

凍と

う

傷
し
や
う

を

受う

け

る

、
全

ま
つ
た

く

始し

末ま

つ

が

惡わ

る

い

。
氣き

は

揉も

め

る

、
寒さ

む

さ

は

肌は

だ

を

襲お

そ

ふ
、
加

く
は
ふ

る

に

著
い
ち
じ

る

し

く

空ふ

う

腹ふ

く

を

感か

ん

じ

て
來く

る

。
全

ま
つ
た

く

八

寒か

ん

地ぢ

獄ご

く

と

餓が

鬼き

道だ

う

と

へ

一

所し

よ

に

陷は

ま

つ

た

や

う

な

境
き
や
う

遇ぐ

う

、

流

石

さ

す

が

の

花は

な

守も

り

ア

イ

ヌ

も

髯ひ

げ

面づ

ら

を

皺し

わ

め

て

泣な

き

出だ

し

さ

う

に

爲な

つ

て

居ゐ

る

。 

さ

て

待ま

て

ど

も

〱

一
向か

う

後こ

う

隊た

い

の

姿
す
が
た

が

見み

え

ぬ

、

一

同ど

う

聲こ

ゑ

を

揃そ

ろ

へ

て 

『

オ

ー

イ

ッ

〱

』
と

呼よ

ぶ

の

で

あ

る

が

、
口く

ち

を

開あ

け

る

と

、

氷
こ
ほ
り

の

如ご

と

き

寒か

ん

氣き

が

口こ

う

中ち

う 

tasaka
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へ

流
な
が
れ

込こ

ん

で

、
咽

喉

の

ん

ど

の

奥お

く

ま

で

も

知ち

覺か

く

を

失
う
し
な

ひ

さ

う

に

寒さ

む

い

。
併し

か

し

寸す

ん

秒べ

う

も

油ゆ

斷だ

ん

の

出で

來き

ぬ

大た

い

切せ

つ

な

場ば

合あ

ひ

で

あ

る

か

ら

更さ

ら

に

大お

ほ

聾ご

ゑ

打う

ち

揃そ

ろ

へ

て

。 
『

オ

ー

イ

ッ

〱

』
と

叫さ

け

ん

だ

。
斯か

く

て

氣き

を

揉も

む

こ

と

、
約や

く

三

十

分ぷ

ん

間か

ん

に

亘わ

た

つ

た

が

、

一

向か

う

應い

ら

答へ

が

な

い

。
脚あ

し

元も

と

を

見み

る

と

輓ひ

き

犬い

ぬ

共ど

も

は

、
吹ふ

雪ゞ

き

の

中な

か

に

全ぜ

ん

身し

ん

を

埋う

づ

め

、
寒さ

む

さ

の

爲た

め

に

嗅し

う

覺か

く

が

鈍に

ぶ

つ

て

居ゐ

る

の

で

、
身み

動う

ご

き

も

せ

ず

に

各お

の

々〱

悄せ

う

然ぜ

ん

と

蹲
う
づ
く

ま

つ

て
居ゐ

る

。
人ひ

と

も

犬い

ぬ

も

、

心
こ
ゝ
ろ

細ぼ

そ

さ

に

於お

い

て

は

同ど

う

一い

つ

で

あ

る

。
さ

て

も

後

隊

こ

う

た

い

の

橇そ

り

は

何

處

い

づ

こ

の

雪せ

つ

中ち

う

に

踏ふ

み

迷ま

よ

う

て

居ゐ

る

の

で

あ

ら

う

？

。 

一

方ぱ

う

後こ

う

隊た

い

の

橇そ

り

の

消せ

う

息そ

く

を

述の

べ

る

と

、

例れ

い

の

午ご

後ゝ

五

時じ

頃ご

ろ

の

不

意

ふ

い

に

襲

來

し

う

ら

い

し

た

猛ま

う

烈れ

つ

な

る

大お

ほ

吹ふ

雪ゞ

き

の

際さ

い

、
先せ

ん

頭と

う

犬い

ぬ

は

吹ふ

雪ゞ

き

の

寒さ

む

さ

の

爲た

め

に

嗅し

う

覺か

く

の

鈍に

ぶ

つ

た

處
と
こ
ろ

へ

、
前ぜ

ん

隊た

い

の

橇そ

り

跡あ

と

を

、

重お

も

い

雪ゆ

き

で

消け

さ

れ

て

終し

ま

つ

た

の

で

、

突と

つ

然ぜ

ん

方は

う

向か

う

に

迷ま

よ

う

て

歩
あ
ゆ
み

を

停と

ゞ

め

た

。 

山

邊

や

ま

べ

ア

イ

ヌ

は

驚
お
ど
ろ

い

て

、
三み

井ゐ

所し

よ

部ぶ

長
ち
や
う

を

呼よ

び

。
『

前ぜ

ん

隊た

い

の

橇そ

り

跡あ

と

が

消き

え

て
、
大た

い

變へ

ん

だ

ッ

と

叫さ

け

ん

だ

。

三み

井ゐ

所し

よ

部ぶ

長
ち
や
う

は

直た

ゞ

ち

に

橇そ

り

を

飛と

び

下お

り

、

毛も

う

布ふ

を

ス

ポ

リ

と

羽ぱ

織お

り

、

鏡め

眼が

ね

を

外は

づ

し

て

、

右う

方は

う

十

間け

ん

許ば

か

り

半は

ん

圓ゑ

ん

形け

い

に

探た

ん

索さ

く

を

試こ
ゝ
ろ

み

非ひ

常じ
や
う

の

苦く

心し

ん

の

末す

ゑ

、

漸や
う
や 
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く

と

あ

る

氷
ひ
や
う

骨こ

つ

の

上う

へ

に

一

條で

う

の

痕こ

ん

跡せ

き

を

留と

ゞ

め

あ

る

を

發は

つ

見け

ん

し

た

の

で

、
同ど

う

時じ

に

其そ

の

方は

う

向か

う

に

向む

か

か

つ

て

大

聲

お

お

ご

え

を

揚あ

げ

。 
『

オ

ー

イ

ッ

〱

』
と

呼よ

ん

で

見み

た

。
然し

か

る

に

何な

ん

の

返

辭

へ

ん

じ

も

な

い

。
答こ

た

ふ

る

も

の

は

刄
や
い
ば

の

如ご

と

き

寒か

ん

風ぷ

う

の

猛ま

う

雪せ

つ

と

戰
た
ゝ
か

つ

て

荒あ

ら

ぶ

る

音お

と

ば

か

り

。 

サ

ア

心し

ん

配ぱ

い

に

な

つ

て

來き

た

。
若も

し

前ぜ

ん

隊た

い

と

接

續

せ

つ

ぞ

く

が

出で

來き

ぬ

と

大

變

た

い

へ

ん

で

あ

る

。

此こ

の

隊た

い

に

は

コ

ン

パ

ス

が

な

い

、
又ま

た

天

幕

テ

ン

ト

の

脚あ

し

も

な

い

、
只た

だ

糧
り
や
う

餐
し
よ
く

と

石せ

き

油い

う

と

は

此

方

こ

な

た

に

持も

つ

て

居ゐ

る

が

、
そ

れ

で

は

何い

づ

れ

に

し

て

も

双さ

う

方は

う

と

も

大だ

い

困こ

ん

難な

ん

で

あ

る

。
そ

こ

で

、
三み

つ

井ゐ

所し

よ

部ぶ

長
ち
や
う

は

、

心

窃

こ
ゝ
ろ
ひ
そ

か

に

。 

『

い

よ

〱

橇そ

り

跡あ

と

が

不ふ

明め

い

と

な

れ

ば

、
徐

お
も
む

ろ

に

現げ

ん

場
じ
や
う

に

露ろ

營え

い

し

、
一

日に

ち

で

も

二

日か

で

も
、

天て

ん

候こ

う

の

恢
く
わ
い

復ふ

く

を

待ま

つ

の

外ほ

か

は

な

い

』

と

ま

で

決け

つ

心し

ん

し

た

の

で

あ

る

。 

併し

か

し

之こ

れ

は

神し

ん

祐い

う

と

で

も

云い

ふ

べ

き

も

の

か

、
三み

井ゐ

所し

よ

部ぶ

長
ち
や
う

の

心し

ん

頭と

う

に

、
チ

ラ

リ
と

一

點て

ん

の

光
く
わ
う

明
み
や
う

が

閃ひ

ら

め

い

た

。
神か

み

の

導
み
ち
び

き

と

で

も

云い

ふ

べ

き

も

の

で

あ

ら

う

。
早さ

つ

速そ

く

部ぶ

長
ち
や
う

は

歩あ

ゆ

み

出だ

し

た

。
足あ

し

の

向む

く

ま

ゝ

に

歩あ

ゆ

み

出だ

し

た

。
橇そ

り

も

部ぶ

長
ち
や
う

の

先せ

ん

頭と

う

に

信し

ん

賴ら

い

し

て

走は

し

り

出だ

し

た

。 
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す

る

と

果は

た

し

て

、
前ぜ

ん

隊た

い

の

輓ひ

き

犬い

ぬ

が

印い

ん

し

た

凍と

う

傷
し
や
う

の

血け

つ

痕こ

ん

や

ら

、
糞ふ

ん

尿ね

う

な

ど

の

痕こ

ん

跡せ

き

が

處

々

し

よ

〱

に

見み

え

る

。
之こ

れ

に

は

三み

井ゐ

所し

よ

部ぶ

長
ち
や
う

は

大
お
ほ
い

に

意い

を

強つ

よ

ふ

し

、
道み

ち

先さ

き

案あ

ん

内な

い

と

な

つ

て

橇そ

り

隊た

い

を

導
み
ち
び

い

た

。
斯か

く

て

三

十

分ぷ

ん

間か

ん

も

進す

ゝ

ん

で

行ゆ

く

と

前ぜ

ん

方ぱ

う

幽か

す

か

に
暗あ

ん

影え

い

の

一

列れ

つ

を

認み

と

め

た

の

で

、

部ぶ

長
ち
や
う

は

山や

ま

邊べ

ア

イ

ヌ

と

相あ

い

看み

て

微び

笑
し
や
う

、

覺お

ぼ

え

ず

「

萬ば

ん

歳ざ

い

」

を

叫さ

け

ん

だ

。 

そ

し

て

走は

し

り

な

が

ら

。 

『

オ

ー

イ

ッ

〱

』

と
連れ

ん

呼こ

し

た

。 

一

方は

う

前ぜ

ん

隊た

い

の

方は

う

で

は

、
待ま

て

ど

暮く

ら

せ

ど

後こ

う

隊た

い

の

姿
す
が
た

が

見み

え

ぬ

。
隊た

い

長
ち
や
う

も

武た

け

田だ

部ぶ

長
ち
や
う

も

殆
ほ
と
ん

ど

絶ぜ

つ

望ぼ

う

の

極
き
よ
く

に

達た

つ

し

て

、
評へ

う

定
ぢ
や
う

區

々

ま

ち

〱

の

處
と
こ
ろ

へ

、
何い

づ

處こ

か

ら

と

も

知し

ら

ず

、
幽か

す

か

に
遠ゑ

ん

方ぱ

う

か

ら

。 

『

オ

ー

イ

ッ

〱

』

と

い

ふ

聲こ

ゑ

！

。 

『

ソ

リ

ヤ

來き

た

ッ

、

オ

ー

イ

ッ

〱

〱

』

と

、
此

方

こ

な

た

は

一

齊せ

い

に

聲こ

ゑ

を

揃そ

ろ

へ

て

答こ

た

へ

た

。 

併し

か

し

生

憎

あ

い

に

く

の

逆
ぎ
や
く

風ふ

う

な

の

で

、
後こ

う

隊た

い

へ

は

其

聲

そ

の

こ

ゑ

が

達た

つ

し

な

い

や

う

だ

か

ら

、
立た

ち

上あ

が

り

伸の

び

上あ

が

つ

て

、

狂
き
や
う

氣き

の

如ご

と

く

打う

ち

叫さ

け

ん

だ

。 
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す

る

と

程ほ

ど

な

く

一

點

い

つ

て

ん

の

黑こ

く

影え

い

が
視し

界か

い

に

現あ

ら

は

れ

來き

た

り

、
次し

第だ

い

に

近ち

か

づ

い

て

來く

る

。
双さ

う

方は

う

か

ら

は

互
た
が
ひ

に

呼よ

び

交か

は

し

〱

、
漸

や
う
や

く

こ

ゝ

に

再さ

い

會
く
わ
い

す

る

こ

と

が

出で

來き

た

。
あ

ゝ

此こ

の

時と

き

の

嬉う

れ

し

さ

！

筆ふ

で

に

も

言こ

と

葉ば

に

も
盡つ

く

せ

な

い

。
唯た

だ

讀よ

む

人ひ

と

の

想さ

う

像〲

に

一

任に

ん

す

る

の

外ほ

か

は

な

い

。 

兩
り
や
う

隊た

い

無ぶ

事じ

に

相

合

あ

ひ

が

つ

す

る

と

間ま

も

な

く

、
天て

ん

候こ

う

險け

ん

惡あ

く

の

度ど

は

、
層さ

う

一

層さ

う

に

加く

は

は

つ

て
來き

た

。

そ

こ

で

、

露ろ

營え

い

と

決け

つ

し

、

隊た

い

長
ち
や
う

の

例れ

い

の

新し

ん

案あ

ん

防ぼ

う

寒か

ん

壁へ

き

の

下し

た

へ

、

天

幕

テ

ン

ト

を

張は

つ

た

。

其そ

の

時と

き

の

寒さ

む

さ

つ

た

ら

な

い

、

手て

足あ

し

の

指ゆ

び

は

殆
ほ
と
ん

ど

切き

れ

む

ば

か

り

で

あ

つ

た

。 

さ

て

天

幕

テ

ン

ト

の

張は

ら

れ

た

處
と
こ
ろ

で

、
一
同ど

う

其そ

の

中な

か

に

も

ぐ

り

入

り

、
人に

ん

間げ

ん

の

方は

う

は

一

先ま

づ

安あ

ん

全ぜ

ん

に

な

つ

た

が

、
輓ひ

き

犬い

ぬ

の

消せ

う

息そ

く

如い

何か

に

と

、
雪せ

つ

上
じ
や
う

を

見み

亘わ

た

し

て

も

、
一

匹ぴ

き

の

姿
す
が
た

も

見み

え

ぬ

。

試
こ
ゝ
ろ

み

に

雪ゆ

き

に

向む

か

つ

て

呼よ

ぶ

と

、
雪せ

つ

中ち

う

の

其そ

處こ

、
此

處

こ

ゝ

か

ら

、
黑く

ろ

い

鼻は

な

先さ

き

を

ヒ

ョ

コ

リ

〱

と

現あ

ら

は

し

た

。
一

同ど

う

も

之こ

れ

に

は

驚
お
ど
ろ

い

た

が

、
犬い

ぬ

は

斯か

ゝ

る

極

寒

き
よ
く
か
ん

の

地ち

へ

來き

て

は

全ぜ

ん

身し

ん

を

雪せ

つ

中ち

う

に

埋う

づ

め

て

頭
あ
た
ま

丈だ

け

出だ

し

て

眠ね

む

る

も

の

と

見み

え

る

。
そ

こ

で

、
考

か
ん
が

へ

た

、
兎と

に
角か

く

、
極

き
よ
く

地ち

の

探た

ん

檢け

ん

用よ

う

と

し

て

は

犬い

ぬ

は

最
も
つ
と

も
便べ

ん

利り

で

あ

る

。
犬い

ぬ

は

人に

ん

間げ

ん

一ひ

と

人り

の
糧れ

う

食
し
よ
く

で

、
一

人に

ん

半は

ん

の

量れ

う

を

曳ひ

く

と

云い

ふ

の

だ

か

ら

之こ

れ

を

馬

匹

ば

ひ

つ

に

比ひ

す

る

と

、
其そ

の

輕

便

け

い

べ

ん

同ど

う

日じ

つ

の

談だ

ん

で

は

な

い

。 
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一

行か

う

の

此こ

の

突と

つ

進し

ん

の

成せ

い

功か

う

も

全
ま
つ
た

く

犬い

ぬ

の

お

蔭か

げ

で

あ

る

の

だ

。 

天

幕

テ

ン

ト

を

張は

つ

た

の

は

よ

い

が

、
吹ふ

雪ゞ

き

の

烈は

げ

し

い

時と

き

に

は

、
天

幕

テ

ン

ト

を

持も

つ

て

往ゆ

か

れ

る

。

そ

れ

か

ら

用よ

う

便べ

ん

に

立た

つ

者も

の

が

あ

る

と

、

天

幕

テ

ン

ト

を

突つ

き

上あ

げ

る

の

で

、

殘の

こ

る

者も

の

は

天

幕

テ

ン

ト

無な

し

に

我が

慢ま

ん

を

せ

ね

ば

な

ら

ぬ

、
の

み

な

ら

ず

、
出で

て

用よ

う

便べ

ん

を

し

て

歸か

へ

る

と

、
雪

片

せ

つ

ぺ

ん

を
附ふ

着
ち
や
く

し

て

來く

る

、

そ

こ

で

。 

『

若も

し

も

雪ゆ

き

を

入い

れ

た

ら

、
天

幕

テ

ン

ト

か

ら

、
三

間げ

ん

の

退た

い

却
き
や
く

を

命め

い

ず

る

』
と

云い

ふ

規き

約や

く

が

成な

り

立た

つ

た

。

そ

の

結け

つ

果く

わ

、

用よ

う

便べ

ん

は
天テ

ン

幕ト

内な

い

の

其そ

の

場ば

で

用

達

よ

う

た

し

を

す

る

事こ

と

に

な

つ

た

。

す

る

と

尾

籠

び

ら

う

な

話
は
な
し

で

あ

る

が

、

一ひ

と

人り

が

一

方ぱ

う

の

雪せ

つ

上
じ
や
う

で

、

ヂ

ャ

ー

〱

と

小せ

う

便ベ

ん

を

す

る

と

、

他た

の

一

人

ひ

と

り

は

其そ

の

雪ゆ

き

に

隣と

な

つ

た

雪ゆ

き

を

掬す

く

つ

て
湯ゆ

を

沸わ

か

す

と

い

ふ

始し

末ま

つ

、
一

寸

ち

よ

つ

と

聞き

く

と

穢
き
た
な

い

や

う

で

あ

る

が

、
併し

か

し

塵ち

り

つ

氣け

一

つ

な

い

天て

ん

地ち

だ

か

ら

先ま

づ

は

淸

淨

し
や
う
じ
や
う

極き

は

ま

る

も

の

と

し

て

置お

か

ね

ば

な

ら

ぬ

。 

夜よ

の

更ふ

く

る

と

共と

も

に

吹ふ

雪ゞ

き

は

益ま

す

々〱

烈は

げ

し

く

な

り

、
疾し

つ

風ぷ

う

物も

の

凄す

ご

く

、
と

も

す

る

と

天

幕

テ

ン

ト

を

吹ふ

き

飛と

ば

す

の

で

、
糧

り
や
う

食
し
よ
く

箱ば

こ

を

天テ

ン

幕ト

内な

い

に

入い

れ

、
天

幕

テ

ン

ト

の

頂て

う

上
じ
や
う

か

ら

繩な

は

を

か

け

て

、
件

く
だ
ん

の

箱は

こ

に

結む

す

び

付つ

け

、

更さ

ら

に

各

自

め

い

〱

の

身

體

か

ら

だ

を

其そ

の

箱は

こ

に

結む

す

び

付つ

け

た

。

人に

ん

間げ

ん

も

天て
ん 
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幕ま

く

吹ふ

き

飛と

ば

ば

し

豫よ

防ぼ

う

の

道だ

う

具ぐ

と

化く

わ

し

て

は

中な

か

々〱

骨ほ

ね

が

折を

れ

る

。 

此こ

の

夜よ

武た

け

田だ

部ぶ

長
ち
や
う

は

、
コ

ン

パ

ス

の

修し

う

繕ぜ

ん

を

な

し

、
他た

は

翌よ

く

朝て

う

突と

つ

進し

ん

の

準
じ
ゆ
ん

備び

を

整
と
ゝ
の

へ

て
、

就し

う

寢し

ん

し

た

の

は

夜よ

の

十

二
時じ

で

あ

つ

た

。
攝せ

つ

氏し

零れ

い

點て

ん

下か

二

十

二

度ど

の

寒か

ん

氣き

は

、
毛け

皮が

は

の

寢し

ん

嚢の

う

を

襲お

そ

う

て

、
寢ね

て

も

當た

う

座ざ

は

、
非ひ

常
じ
や
う

に

寒か

ん

冷れ

い

を

覺お

ぼ

へ

た

が

、
や

が

て

、

暖
あ
た
ゝ

ま

つ

て

來く

る

と

、

漸
や
う
や

く

凌し

の

げ

る

や

う

に

な

つ

た

。 

夜や

半は

ん

過す

ぎ

眼め

を

覺さ

ま

す

と

、
針は

り

の

如ご

と

き

最
も
つ
と

も

微び

細さ

い

な

る

雪せ

つ

粉ぷ

ん

は

天

幕

テ

ン

ト

を

通と

ほ

し

て

幕ま

く

内な

い

に

入い

り

、
各か

く

自じ

の

寢し

ん

嚢の

う

の

上う

へ

に

白し

ろ

く

降ふ

り

積つ

も

つ

て

居ゐ

た

。
四

圍ゐ

皆み

な

雪ゆ

き

の

銀ぎ

ん

世せ

界か

い

中ぢ

う

に

、
一

同ど

う

は

此か

く

の

如ご

と

き

有あ

り

様さ

ま

で

露ろ

營え

い

第だ

い

六

夜や

の

夢ゆ

め

路ぢ

を
辿た

ど

つ

た

の

で

あ

る

。 

此こ

の

日ひ

行か

う

程て

い

八

里り

半は

ん

！

。 

翌よ

く

二

十

六

日に

ち

、
午ご

前ぜ

ん

五

時じ

、
一

同ど

う

眼め

覺ざ

め

た

が

、
天て

ん

候こ

う

依い

然ぜ

ん

と

し

て

險け

ん

惡あ

く

、
吹ふ

雪ゞ

き

は

益ま

す

々〱

烈
は
げ
し

い

。
依よ

つ

て

何い

づ

れ

も

起き

床
し
や
う

を

躊ち

う

躇ち

よ

し

、
寢し

ん

嚢の

う

か

ら

顏か

ほ

だ

け

出だ

し

て

眺な

が

め

る

と

天

幕

テ

ン

ト

を

通と

ほ

し

て

、
入い

り

來き

た

つ

た

粉こ

な

雪ゆ

き

は
寢し

ん

嚢の

う

を

白し

ら

綸

子

り

ん

ず

の

夜や

具ぐ

の

如ご

と

く

に

し

て

眞ま

白し

ろ

く

、
嚢の

う

内さ

い

か

ら

吐つ

く

呼い

吸き

は

、
顏か

ほ

の

邊あ

た

り

の

毛け

皮が

は

に

凍と

う

結け

つ

し

て

、
霜し

も

の

如ご

と

く

、
天

幕

テ

ン

ト

の

裾す

そ

の

一

大だ

い

部ぶ

は

、

一

尺
し
や
く

ば

か

り

雪ゆ

き

に

埋う

づ

も

れ

、

宛
さ
な
が

ら

雪ゆ

き

山や

ま

の

や

う

で

あ

る

。 
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午ご

前ぜ

ん

十

時じ

、
氣き

壓あ

つ

示し

度ど

十

五

度ど

、
風か

ぜ

は

南な

ん

南〱

西せ

い

で

、
吹ふ

く

毎ご

と

に

肌は

だ

を
刺さ

す

や

う

に

感か

ん

ぜ

ら

れ

る

。 
午ご

後ゝ

二

時じ

、
氣き

壓あ

つ

示し

度ど

十

八

度ど

、
や

が

て

、
吹ふ

雪ゞ

き

は

漸
や
う
や

く

衰
お
と
ろ

へ

た

の

で

、
起お

き

出で

た

の

が

夕い

ふ

刻こ

く

の

五

時じ

頃ご

ろ

で

あ

つ

た

。
空そ

ら

を

見み

る

と

太た

い

陽や

う

の

位ゐ

置ち

が

餘よ

程ほ

ど

變か

は

つ

て

居ゐ

る

。
直た

ゞ

ち

に

食
し
よ
く

事じ

を

喫
し
た
ゝ

め

た

が

、
何な

に

分ぶ

ん

二

十

六

時じ

間か

ん

に

亘わ

た

つ

た

大お

ほ

吹ふ

雪ゞ

き

で

、
其そ

の

間か

ん

飮の

ま

ず

食く

は

ず

で

あ

つ

た

の

で

、

一

同ど

う

は

腹は

ら

の

減へ

つ

た

事こ

と

夥
お
び
た
ゞ

し

い

。

丁
ち
や
う

度ど

繪ゑ

に

書か

い

た

餓が

鬼き

の

や

う

に

貪

食

た
ん
し
よ
く

し

た

。 

や

が

て

、
一

同ど

う

出
し
ゆ
つ

發ぱ

つ

の

仕

度

し

た

く

に

取と

り

掛か

ゝ

つ

た

が

、
天

幕

テ

ン

ト

の

内な

い

部ぶ

に

焜こ

ん

爐ろ

を

焚た

く

と

、
天テ

ン

幕ト

内な

い

面め

ん

に

附ふ

着
ち
や
く

し

た

居ゐ

た

雪ゆ

き

が

融と

け

て

、
ポ

ト

リ

〱

と

雫
し
づ
く

し

て

落お

ち

る

に

は

少す

く

な

か

ら

ず

閉へ

い

口こ

う

し

た

。 

糧
り
や
う

食
し
よ
く

を

調し

ら

べ

て

見み

る

と

ソ

ロ

〱

缺け

つ

乏ぼ

う

を

告つ

げ

さ

う

な

の

で

、
協け

ふ

議ぎ

の

末す

ゑ

。
茲こ

ゝ

に
『

今こ

ん

、

明め

う

兩
り
や
う

日じ

つ

間か

ん

出で

來き

得う

る

丈だ

け

進す

ゝ

ん

だ

後の

ち

、

引ひ

き

返か

へ

さ

う

』

と

云い

ふ

こ

と

に

決け

つ

し

。

其そ

の

豫よ

定て

い

で

、

天て

ん

候こ

う

の

恢
く
わ
い

復ふ

く

を

待ま

つ

て

進し

ん

發ぱ

つ

し

た

の

は

、
午ご

後ゝ

九

時じ

三

十

分ぷ

ん

で

あ

つ

た

。
途と

上
じ
や
う

は

相あ

い

變か

は

ら

ず

氷ひ
や
う

骨こ

つ

壘る

ゐ

々〱

と

し

て

雪せ

つ

中ち

う

に

横よ
こ
た

は

り

、

橇そ

り

旅り

よ

行か

う

に

は

頗す
こ
ぶ

る

困こ

ん

難な

ん

で

あ 
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る

。 か

く

て

、

約や

く

三

十

分ぷ

ん

許ば

か

り

進し

ん

行か

う

し

て

來き

た

時と

き

、

こ

れ

ま

で

最
も
つ
と

も

能よ

く

働
は
た
ら

き

し

斑ぶ

ち

犬い

ぬ

、

前ま

へ

右み

ぎ

足あ

し

に

凍と

う

傷
し
や
う

を

受う

け

、
悲ひ

鳴め

い

し

て

打う

ち

臥ふ

し

、
曳ひ

き

摺ず

ら

れ

ゆ

く

故ゆ

ゑ

、
三み

井ゐ

所し

よ

氏し

診し

ん

察さ

つ

の

末す

ゑ

、
列れ

つ

外
ぐ
わ
い

に

離は

な

し

て

や

る

と

、
背は

い

後ご

よ

り

鳴な

き

な

が

ら

從つ

い

て

走は

し

つ

て

來き

た

が

、
見み

る

〱

中う

ち

に

十

五

六

町
ち
や
う

も

後お

く

れ

た

。

實じ

つ

に

愍び

ん

然ぜ

ん

の

至い

た

り

で

あ

つ

た

。 

『

何い

づ

れ

橇そ

り

跡あ

と

を

見み

て

、
次つ

ぎ

の

露ろ

營え

い

地ち

へ

來ら

い

着
ち
や
く

す

る

で

あ

ら

う

か

ら

』
と

、
其そ

の

儘ま

ゝ

見み

棄す

て

ゝ

進し

ん

行か

う

し

た

。

此こ

の

日ひ

夜や

半は

ん

ま

で

の
行か

う

程て

い

五

里り

二

十

二

町
ち
や
う

で

あ

る

。 

翌よ

く

二

十

七

日に

ち

、
午ご

前ぜ

ん

二

時じ

半は

ん

、
一

先ま

づ

休き

う

憩け

い

し

て

、

食
し
よ
く

事じ

を

取と

つ

た

。

食
し
よ
く

事じ

中ち

う

果は

た

し

て

病
び
や
う

犬け

ん

は

び

つ

こ

曳び

き

〱

到た

う

着
ち
や
く

し

た

。
や

が

て

、
再

ふ
た
ゝ

び

出
し
ゆ
つ

發ぱ

つ

し

た

の

は

午ご

前ぜ

ん

五

時じ

半は

ん

で

あ

つ

た

。

今こ

ん

曉げ

う

二

時じ

頃ご

ろ

か

ら

東と

う

方は

う

に

當あ

た

つ

て

、

島し

ま

か

山や

ま

か

、

四

箇こ

の

峰ほ

う

頭と

う

を

認み

と

め

た

の

で

、

針し

ん

路ろ

を

其そ

の

方は

う

に

取と

つ

て

二
時じ

間か

ん

餘よ

も

進す

ゝ

ん

だ

が

、

少す

こ

し

の

變へ

ん

化く

わ

も

な

い

。

距き

よ

離り

に

し

て

十

里り

餘よ

を

進す

ゝ

ん

で

も
少す

こ

し

の

變へ

ん

化く

わ

を

見み

な

い

。

全
ま
つ
た

く

不ふ

得と

く

要え

う

領
り
や
う

に

終を

は

つ

た

。 

そ

こ

で

、

之こ

れ

は

多た

分ぶ

ん

蜃し

ん

氣き

樓ら

う

で

あ

ら

う

と

云い

ふ

の

で

、

其そ

の

方は

う

向か

う

に

進す

ゝ

む

こ

と

の 
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徒と

勞ら

う

を

悟さ

と

つ

て

、
午ご

前ぜ

ん

八

時じ

半は

ん

、
一

先ま

づ

天

幕

テ

ン

ト

を

張は

つ

た

。
輓ひ

き

犬い

ぬ

も

今け

日ふ

は

餘よ

程ほ

ど

疲ひ

勞ら

う

し

て

居ゐ

る

の

で

、
日に

つ

中ち

う

は

休き

う

憩け

い

す

る

こ

と

ゝ

し

。
各お

の

々〱

寢し

ん

嚢の

う

に

親
し
た
し

し

ん

だ

が

、
夕い

ふ

刻こ

く

に

至い

た

つ

て

、
曩さ

き

の

蜃し

ん

氣き

樓ら

う

を

見み

る

と

、
何い

時つ

の

間ま

に

か

位ゐ

置ち

を

更か

へ

て

居ゐ

る

。
之こ

れ

が

所い

は

謂ゆ

る

幻げ

ん

岳が

く

と

稱
し
よ
う

せ

ら

る

ゝ

も

の

で

あ

ら

う

。 

前ぜ

ん

夜や

午ご

前ぜ

ん

零れ

い

時じ

以い

後ご

の

行か

う

程て

い

十

二

里り

十

四

町
ち
や
う

。 

午ご

后ゝ

六

時じ

半は

ん

、
再

ふ
た
ゝ

び

出
し
ゆ
つ

發ぱ

つ

す

る

こ

と

に

な

つ

た

。
又ま

た

素も

と

の

正せ

い

南な

ん

針し

ん

路ろ

に

轉て

ん

じ

て

進し

ん

行か

う

し

た

が

、
輓ひ

き

犬い

ぬ

の

疲ひ

勞ら

う

益ま

す

々〱

甚
は
な
は
だ

し

い

の

で

、
總さ

う

員ゐ

ん

交こ

う

代だ

い

て

、
徒と

歩ほ

す

る

に

如し

か

ず

と

、

雪せ

つ

上
じ
や
う

を

、
ト

ボ

〱

と

辿た

ど

つ

た

が

、
例れ

い

の

氷
ひ
や
う

骨こ

つ

は

相あ

い

變か

は

ら

ず

一

同ど

う

を

苦
く
る
し

め

た

。
此こ

の

時と

き

溫お

ん

度ど

、

攝せ

つ

氏し

零れ

い

下か

十

二

度ど

で

あ

つ

た

。 

軈や

が

て

、
進し

ん

行か

う

を

續つ

ゞ

け

た

が

、
氷

ひ
や
う

骨こ

つ

壘る

ゐ

々〱

と

し

て

橇そ

り

の

進し

ん

行か

う

を

妨
さ
ま
た

ぐ

る

こ

と

甚
は
な
は
だ

し

く

、

殊こ

と

に

坂さ

か

路み

ち

の

こ

と

と

て

、
兎と

も

す

れ

ば

顛て

ん

倒た

う

し

さ

う

に

な

る

。
喘あ

え

ぎ

に

喘あ

え

い

で

、
前ぜ

ん

進し

ん

を

強
き
ゃ
う

行か

う

し

た

末す

ゑ

、
橇そ

り

の

進し

ん

行か

う

を

止と

め

た

の

は

、
翌よ

く

二

十

八

日に

ち

の

午ご

前ぜ

ん

零れ

い

時じ

三

十

分ぷ

ん

で

あ

つ

た

。

昨さ

く

二

十

七

日に

ち

午ご

後ゝ

六

時じ

半は

ん

よ

り
同ど

う

日じ

つ

夜や

半は

ん

ま

で

の

行か

う

程て

い

十

一

里り

夜や

半は

ん

よ

り

二

十

八

日に

ち

午ご

前ぜ

ん

零れ

い

時じ

半は

ん

迄ま

で

の

行か

う

程て

い

壹

里り

で

あ

る

。 
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此こ

の

地ち

點て

ん

が

即
す
な
は

ち

我わ

が

突と

つ

進し

ん

隊た

い

員ゐ

ん

一

行か

う

が

到た

う

達た

つ

し

た

る

、
最さ

い

終し

う

の

所
と
こ
ろ

で

あ

る

。
氣き

溫お

ん

を

驗け

ん

す

る

と

正ま

さ

に

攝せ

つ

氏し

零れ

い

下か

十

九

度ど

半は

ん

、

な

か

〱

の

嚴げ

ん

寒か

ん

で

あ

つ

た

。 
晩ば

ん

餐さ

ん

の

後の

ち

、
隊た

い

長
ち
や
う

は

寢し

ん

に

就つ

い

た

が

、
三み

井ゐ

所し

よ

部ぶ

長
ち
や
う

は

尙な

ほ

眠ね

む

ら

ず

毛け

皮が

は

の

胴ど

う

着ぎ

の

綻
ほ
こ
ろ

び

を

縫ぬ

ひ

つ

ゝ

、
花は

な

守も

り

、
山や

ま

邊べ

、
兩

り
や
う

ア

イ

ヌ

に

犬い

ぬ

の

世せ

話わ

な

ど

に

就つ

き

何な

に

呉く

れ

と

な

く

話は

な

し

て

居ゐ

た

。
斯か

く

て

、
三み

井ゐ

所し

よ

部ぶ

長
ち
よ
う

並
な
ら
び

び

に

兩
り
や
う

ア

イ

ヌ

の

寢し

ん

に

就つ

い

た

の

は

午ご

前ぜ

ん

二

時じ

で

あ

る

。

唯た

ゞ

、

武た

け

田だ

部ぶ

長
ち
や
う

の

み

は
夜よ

を

徹て

つ

し

て

觀
く
わ
ん

測そ

く

に

從じ

う

事じ

し

て

居ゐ

た

。 

經け

い

度ど

は

毎ま

い

日に

ち

午ご

前ぜ

ん

八

時じ

に

測そ

く

定て

い

す

る

筈は

づ

で

あ

る

か

ら

、
武

田

た

け

だ

部ぶ

長
ち
や
う

は

、
時じ

針し

ん

の

午ご

前ぜ

ん

八

時じ

を

報ほ

う

ず

る

と

共と

も

に

觀
く
わ
ん

測そ

く

を
遂と

げ

た

結け

つ

果く

わ

。
此こ

の

地ち

點て

ん

は

西せ

い

經け

い

百

五

十

六

度ど

三

十

七

分ふ

ん

で

あ

る

こ

と

を

知し

つ

た

。
然し

か

し

緯い

度ど

は

正
し
や
う

午ご

に

な

ら

な

け

れ

ば

分わ

か

ら

ぬ

の

で

あ

る

。 

軈や

が

て

、
一

同ど

う

起き

床
し
や
う

し

た

の

は

、
午ご

前ぜ

ん

十

一

時じ

で

あ

つ

た

。
程ほ

ど

な

く

朝て

う

餐さ

ん

の

後の

ち

、
時じ

針し

ん

の

正
し
や
う

午ご

を

指さ

す

の

を

待ま

つ

て

、
武

田

た

け

だ

部ぶ

長
ち
や
う

は

緯い

度ど

の

觀
く
わ
ん

測そ

く

を

遂と

げ

た

結け

つ

果く

わ

、
南な

ん

緯い

八

十

度ど

五

分ふ

ん

な

る

を

知し

つ

た

。

一

行か

う

は

此こ

處ゝ

ま

で

來き

た

つ

て

、

此こ

の

地ち

點て

ん

を

最さ

い

終し

う

點て

ん

と

し

た

。

そ

れ

は

此こ

の

隊た

い

の

主し

ゆ

た

る

目も

く

的て

き

な

る

學が

く

理り

上じ
や
う

の

觀く
わ
ん

察さ

つ

を

略ほ

ぼ

爲な

し

得え

た

と

考か
ん
が

へ

た 
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か

ら

で

あ

る

。
是こ

ゝ

に

於お

い

て

先ま

づ

天て

ん

幕ま

く

の

傍
か
た
は
ら

に

穴あ

な

を

掘ほ

り

、
携

た
づ
さ

へ

來き

た

れ

る

芳は

う

名め

い

簿ぼ

を

入い

れ

し

銅ど

う

製せ

い

の

箱は

こ

を

埋う

づ

め

。
其そ

の

傍
か
た
は
ら

に

一

間け

ん

許ば

か

り

の

竹た

け

竿ざ

ほ

を

樹た

て

、
其そ

の

上う

へ

に

豫か

ね

て

用よ

う

意い

の

大だ

い

國こ

く

旗き

を

翻
ひ
る
が

へ

し

、
更さ

ら

ら

に

之こ

れ

に

隣と

な

つ

て

赤あ

か

ペ

ン

キ

を

塗ぬ

つ

た

る

三

角か

く

形け

い

ブ

リ

キ

製せ

い

の

回
く
わ
い

轉て

ん

旗き

を

樹た

て

、
其そ

れ

等ら

の

旗は

た

の

下し

た

に

突と

つ

進し

ん

隊た

い

員ゐ

ん

全ぜ

ん

部ぶ

整せ

つ

列れ

つ

し

た

。
此こ

の

時と

き

、
白し

ら

瀬せ

隊た

い

長
ち
や
う

は

國こ

く

旗き

の

下も

と

に

嚴
お
ご
そ

か

に

一

般ぱ

ん

同ど

う

情
じ
や
う

者し

や

諸し

よ

士し

に

感か

ん

謝し

や

す

る

旨う

ね

の

式し

き

辭じ

を

述の

べ

、
謹

つ
ゝ
し

ん

で

陛へ

い

下か

の

萬ば

ん

歳ざ

い

を

三

唱
し
や
う

し

奉
た
て
ま
つ

つ

た

。
一

同ど

う

は

之こ

れ

に

和わ

し

て

續つ

ゞ

い

て

萬ば

ん

歳ざ

い

を

三

唱
し
や
う

し

た

が

、
そ

れ

が

終を

は

る

と

、
隊た

い

長
ち
や
う

は

此こ

の

露ろ

營え

い

地ち

を

中ち

う

心し

ん

と

し

て

、
目め

の

届と

ゞ

く

限か

ぎ

り

、
渺べ

う

茫ぼ

う

際さ

い

な

き

大だ

い

雪せ

つ

原げ

ん

に

『

大

和

や

ま

と

雪

原

ゆ

き

は

ら

』

と

命め

い

名〱

し

た

。

時と

き

正ま

さ

に

午ご

後ゝ

零れ

い

時じ

二

十

分ぷ

ん

で

あ

つ

た

。 

其そ

の

間
あ
い
だ

三み

井ゐ

所し

よ

部ぶ

長
ち
や
う

は

、

此こ

の

莊そ

う

嚴ご

ん

な

る

光

景

く
わ
う
け
い

の

撮さ

つ

影え

い

を

爲な

し

た

。 

小せ

う

憩け

い

の

御の

ち

、
此こ

の

記き

念ね

ん

す

べ

き

、
最さ

い

終し

ゆ

點て

ん

を

出
し
ゆ
つ

發ぱ

つ

し

た

の

は

午ご

後ゝ

二

時じ

三

十

分ぷ

ん

で

あ

つ

た

。
途み

ち

す

が

ら

橇そ

り

の

上う

へ

か

ら

幾い

く

度た

び

と

な

く

記き

念ね

ん

の

最さ

い

終し

う

點て

ん

を

振ふ

り

向む

い

て

見み

る

と

、
漠ば

く

々〱

た

る

此こ

の

雪せ

つ

原げ

ん

の

中ち

う

央わ

う

に

樹た

て

ら

れ

た

る

國こ

く

旗き

は

、
翻

翻

へ

ん

ぼ

ん

と

し

て

極
き
よ
く

風ふ

う

に

翻
ひ
る
が

へ

り
、
其そ

の

眞し

ん

紅く

の

色い

ろ

は

皚が

い

々〱

た

る

千せ

ん

古こ

不ふ

滅め

つ

の

氷
ひ
や
う

雪せ

つ

に

映え

い

發は

つ

し

て

壯さ

う

觀
く
わ
ん

無む

比ひ

で

あ

つ

た

。 
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嗚あ

呼ゝ

大や

ま

和と

雪ゆ

き

原は

ら

よ

！

。
今い

ま

よ

り

以い

後ご

千せ

ん

歳さ

い

、
萬ば

ん

歳さ

い

、
地ち

球き

う

の

存そ

ん

續ぞ

く

せ

ん

限か

ぎ

り

、
永え

い

遠ゑ

ん

に

我わ

が

國く

に

の

領
り
や
う

土ど

と

し

て

榮さ

か

え

よ

。
今い

ま

は

無む

人じ

ん

の

陸り

く

と

し

て

知し

ら

る

ゝ

此こ

の

南な

ん

極
き
よ
く

の

大た

い

陸り

く

も
、

幾い

く

千せ

ん

歳さ

い

の

後の

ち

に

は

必か

な

ら

ず

や

、

人じ

ん

烟え

ん

揚あ

が

り

車し

や

馬ば

來ら

い

往わ

う

す

る

の

街

衢

が

い

く

と

化く

わ

せ

ん

。

希
こ
い
ね
が
は

く

は

光
く
わ
う

榮え

い

あ

れ

よ

と

、

感か

ん

慨
ぐ
わ
い

は

誠
ま
こ
と

に

無む

量
り
や
う

で

あ

つ

た

。 

さ

て

、
前ぜ

ん

方ぱ

う

の

橇そ

り

に

は

隊た

い

長
ち
や
う

と

武

田

た

け

だ

部ぶ

長
ち
や
う

と

が

搭と

う

乘
じ
よ
う

し

、
花は

な

守も

り

ア

イ

ヌ

馭ぎ

よ

者し

や

と

な

つ

て

、
犬い

ぬ

を

急せ

ぎ

立た

て

歸き

途と

に

就つ

い

た

が

進す

ゝ

む

時と

き

に

骨ほ

ね

の

折を

れ

た

る

反は

ん

對た

い

に

、
歸き

途と

は

一

般ぱ

ん

の

地ち

勢せ

い

が

傾け

い

斜し

や

し

て

下く

だ

り

坂さ

か

と

爲な

つ

て

る

の

で

、
犬い

ぬ

の

歩
あ
ゆ
み

が

非ひ

常
じ
や
う

に

早は

や

く

、
午ご

後ゝ

五

時じ

三

十

分ぷ

ん

頃ご

ろ

に

は

既す

で

に

前ぜ

ん

夜や

の

露ろ

營え

い

地ち

に

到た

う

達た

つ

し

て

居ゐ

た

。
三み

井ゐ

所し

よ

部ぶ

長
ち
や
う

は

後こ

う

方は

う

の

橇そ

り

に

乘の

り

、
山や

ま

邊べ

ア

イ

ヌ

馭ぎ

よ

者し

や

と

な

り

前ぜ

ん

隊た

い

を

追お

う

て

歸き

路ろ

を

急い

そ

い

で

居ゐ

た

が

、
絶た

え

ず

背は

い

後ご

を

振ふ

り

回か

へ

つ

て

見み

る

と

、

懐
な
つ
か

し

き

國こ

く

旗き

の

影か

げ

は

、
軈や

が

て

、
雪ゆ

き

か

空そ

ら

か

、
白は

く

雲う

ん

漠ば

く

々〱

た

る

地ち

平へ

い

線せ

ん

下か

に

沒ぼ

つ

し

て

終し

ま

つ

た

。

最も

早は

や

眼め

に

見み

ゆ

る

物も

の

は

雪ゆ

き

の

野の

原は

ら

の

み

、

耳み

ゝ

に

聽き

こ

ゆ

る

も

の

は

、

風か

ぜ

の

音お

と

の

み

。
悄せ

う

然ぜ

ん

と

し

て

歸き

路ろ

を

急い

そ

い

だ

。 

斯か

く

て

、
午ご

後ゝ

七

時じ

二

十

分ぷ

ん

、
後お

く

れ

勝か

ち

の

後こ

う

隊た

い

は

前ぜ

ん

夜や

の

露ろ

營え

い

地ち

に

休き

う

憩け

い

中ち

う

の

先せ

ん

隊た

い

と

合が

つ

し

た

が

、

今け

日ふ

は

是ぜ

非ひ

共と

も

次つ

ぎ

の

露ろ

營え

い

地ち

ま

で

強
き
や
う

行か

う

を

繼け

い

續ぞ

く

し

よ

う

と

云い

ふ

の

で

、 
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間ま

も

な

く

兩
り
や
う

橇そ

り

共と

も

進し

ん

行か

う

を

始は

じ

め

た

。
所

と
こ
ろ

が

雪せ

つ

霧む

が

烈は

げ

し

く

程ほ

ど

な

く

之こ

れ

が

吹ふ

雪ゞ

き

と

な

つ

て

襲し

う

來ら

い

せ

ん

ず

徴
ち
よ
う

候こ

う

を

呈て

い

し

た

の

で

、
橇そ

り

は

眞ま

一

文も

ん

字じ

に

一

生
し
や
う

懸け

ん

命め

い

！

烟
け
む
り

の

如ご

と

く

吹ふ

き

送お

く

る

粉こ

な

雪ゆ

き

を

突つ

い

て

進し

ん

行か

う

し

た

。
全ぜ

ん

速そ

く

力
り
よ
く

の

結け

つ

果く

わ

夜や

半は

ん

十

二

時じ

に

は

貳

捨

里り

七

町
ち
や
う

を

進す

ゝ

ん

だ

の

で

、
天

幕

テ

ン

ト

を

張は

つ

て

其そ

處こ

に

休き

う

泊は

く

し

た

。
翌あ

く

れ

ば

、
二

十

九

日に

ち

で

あ

る

。
午ご

前ぜ

ん

九

時じ

、
一
同ど

う

起き

床
し
や
う

、
同

十

一

時じ

三

十

分ぷ

ん

出
し
ゆ
つ

發ぱ

つ

し

た

。
徐ぢ

よ

行か

う

の

後の

ち

更さ

ら

に

午ご

後ゝ

二

時じ

三

十

分ぷ

ん

か

ら

大だ

い

強
き
や
う

行か

う

で

進す

ゝ

ん

だ

が

、
第だ

い

一

番ば

ん

に

疲つ

か

れ

た

の

は

犬い

ぬ

で

あ

る

。
一

度ど

休き

う

憩け

い

し

て

更さ

ら

に

出
し
ゆ
つ

發ぱ

つ

と

云い

ふ

時と

き

に

な

る

と

、

先せ

ん

頭と

う

の

犬い

ぬ

を

始は

じ

め

と

し

て

全ぜ

ん

群ぐ

ん

容や

う

易い

に

立た

ち

上あ

が

ら

な

い

。

依よ

つ

て

一

同ど

う

掛か

け

聲ご

ゑ

勇い

さ

ま

し

く

、
彼か

れ

等ら

を

勵は

げ

ま

し

た

が

、
中な

か

々〱

立た

ち

上あ

が

ら

な

い

。
是こ

ゝ

に

於お

い

て

出
し
ゆ
つ

發ぱ

つ

時じ

間か

ん

は

大
お
ほ
い

に

延え

ん

引い

ん

し

た

が

偖さ

て

其そ

の

後ご

犬い

ぬ

の

機き

嫌げ

ん

も

少す

こ

し

く

回
く
わ
い

復ふ

く

し

、
イ

ザ

出
し
ゆ
つ

發ぱ

つ

と

云い

ふ

時と

き

に

な

る

と

、
四

方は

う

俄に

わ

か

に

暗

憺

あ

ん

た

ん

と

し

て

、
密み

つ

雲う

ん

低ひ

く

垂た

れ

、
西せ

い

方は

う

よ

り

風か

ぜ

に

伴
と
も
な

ふ

て

雪せ

つ

片ぺ

ん

が

頻ひ

ん

々〱

と

襲お

そ

ふ

て

來き

た

。
其そ

の

雪ゆ

き

を

衝つ

い

て

、
此こ

の

邊へ

ん

特と

く

有い

う

の

下く

だ

り

氣き

味み

な

る

平へ

い

原げ

ん

を

進し

ん

行か

う

し

、
午ご

後ゝ

零れ

い

時じ

五

十

分ぷ

ん

第だ

い

五

露ろ

營え

い

地ち

を

後あ

と

に

見み

て

、
小せ

う

時じ

間か

ん

進し

ん

行か

う

の

後の

ち

、
一

ト

先ま

づ

休き

う

憩け

い

す

る

こ

と

ゝ

し

た

。 
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玆こ

ゝ

に

氣き

の

毒ど

く

な

の

は

、
輓ひ

き

犬い

ぬ

の

糧
り
や
う

食
し
よ
く

缺け

つ

乏ぼ

う

で

あ

る

。
犬い

ぬ

奉ぶ

行
ぎ
よ
う

た

る
花は

な

守も

り

、
山や

ま

邊べ

、
兩

り
や
う

ア

イ

ヌ

は

何な

に

よ

り

も

是こ

れ

を

心し

ん

配ぱ

い

し

、
流さ

す

石が

、
犬い

ぬ

奉ぶ

行
ぎ
や
う

だ

け

に
密ひ

そ

か

に

自じ

分ぶ

ん

の

糧
り
や
う

食
し
よ
く

た

る
、

ビ

ス

ケ

ッ

ト

、
を

割か

つ

愛あ

い

し

、
彼か

れ

等ら

が

食
し
よ
く

料
り
や
う

の

不ふ

足そ

く

を

補
お
ぎ
な

ふ

た

の

で

あ

る
が

、
情

な
さ
け

は

却か

へ

つ

て

仇あ

だ

と

な

り

、
之こ

れ

が

爲た

め

輓ひ

き

犬い

ぬ

は

頻し

き

り

に

下げ

痢り

を

催も

よ

ふ

し

た

。
然し

か

し

後あ

と

橇そ

り

は

前ま

へ

橇そ

り

の

犬い

ぬ

の

下げ

痢り

の

爲た

め

に

案あ

ん

外
ぐ
わ
い

道み

ち

標し

る

目べ

を

得え

た

の

で

、
此こ

の

點て

ん

か

ら

言い

へ

ば

好か

う

都つ

合が

ふ

で

あ

り

、
又ま

た

滑こ

つ

稽け

い

で

あ

つ

た

と

言い

は

ね

ば

な

ら

ぬ

。 

程ほ

ど

な

く

、
又ま

た

前ぜ

ん

進し

ん

を

継け

い

續ぞ

く

し

、
午ご

後ゝ

六

時じ

十

分ぷ

ん

再
ふ
た
ゝ

び

休き

う

憩け

い

、
餓う

ゑ

を

ビ

ス

ケ

ッ

ト

に
凌し

の

ぎ

つ

ゝ

二

十

分ぷ

ん

の

後の

ち

進し

ん

行か

う

を
始は

じ

め

た

が

、
午ご

後ゝ

八

時じ

よ

り

前ぜ

ん

隊た

い

の

輓ひ

き

犬い

ぬ

は

非ひ

常
じ
や
う

に

疲ひ

勞ら

う

し

た

。
そ

こ

で

山や

ま

邊べ

、
花は

な

守も

り

、
兩

り
や
う

ア

イ

ヌ

は

橇そ

り

を

下お

り

て

前ぜ

ん

方ぱ

う

に

進す

ゝ

み
隊た

い

長
ち
や
う

と

三み

井ゐ

所し

よ

部ぶ

長
ち
や
う

と

は

橇そ

り

の

馭ぎ

よ

者し

よ

と

な

り

、
武た

け

田だ

部ぶ

長
ち
や
う

は

折を

り

々〱

兩
り
や
う

人に

ん

の

交か

う

代だ

い

を

勤つ

と

め

つ

ゝ

進す

ゝ

ん

だ

が

、

其そ

の

進し

ん

行か

う

中ち

う

輓ひ

き

犬い

ぬ

の

吐と

瀉し

や

が

甚
は
な
は
だ

し

い

の

で

、

一

頭と

う

又ま

た

一

頭と

う

と

次し

第だ

い

に

病
び
や
う

犬け

ん

を

列れ

つ

外
ぐ
わ
い

に

離は

な

し

、
橇そ

り

の

後
う
し
ろ

か

ら

從
し
た
が

は

し

め

ね

ば

な

ら

な

か

つ

た

。
所

と
こ
ろ

が

病
び
や
う

犬け

ん

共ど

も

は

後の

ち

に

は

血ち

を

吐は

き

始は

じ

め

た

の

で

、

其そ

の

血け

つ

痕こ

ん

が

斑は

ん

々〱

と

し

て

雪せ

つ

上
じ
や
う

に

印い

ん

し

、

誠
ま
こ
と

に

憫び

ん

然ぜ

ん

に

堪た

へ

な

か

つ

た

。

午ご

後ゝ

十

時じ

三

十

分ぷ

ん

に

至い

た

り

案あ

ん

内な

い

者し

や

た

る

花は

な

守も

り

ア

イ

ヌ

も

疲ひ

勞ら

う

し

た

と

見み

え

て 

tasaka
ノート
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一

語ご

も

發は

つ

せ

ず

、
橇そ

り

に

腰こ

し

を

掛か

け

た

儘ま

ゝ

、
如い

何か

に

勵は

げ

ま

し

て

も

動う

ご

か

な

く
な

つ

た

。
三み

井ゐ

所し

よ

衛ゑ

い

生せ

い

部ぶ

長
ち
や
う

は

、
此こ

の

體て

い

を

見み

る

よ

り

直
た
ゞ
ち

に

焜こ

ん

爐ろ

を

橇そ

り

か

ら
下お

ろ

し

て

、
雪せ

つ

上
じ
や
う

で

湯ゆ

を

沸わ

か

し

、

そ

れ

を

花は

な

守も

り

、

其そ

の

他た

に

與あ

た

へ

、
暫し

ば

ら

く

休き

う

憩け

い

と

決け

つ

し

た

の

は

午ご

後ゝ

十

一

時じ

三

十

分ぷ

ん

で

あ

つ

た

。

此こ

の

日ひ

の

行か

う

程て

い

貳

十

四

里り

十

一

丁
ち
や
う

で

あ

る

。 

晩ば

ん

餐さ

ん

の

後の

ち

出
し
ゆ
つ

發ぱ

つ

し

た

の

は

翌よ

く

三

十

日

午ご

前ぜ

ん

零れ

い

時じ

三

十

分ぷ

ん

て

あ

る

。
途と

中ち

う

何な

に

事ご

と

も

な

く

割わ

り

合あ

い

に

早は

や

く

進し

ん

行か

う

し

た

が

、
露ろ

營え

い

し

た

の

は

同ど

う

四

時じ

三

十

分ぷ

ん

で

あ

つ

た

。
斯か

く

て

、
午ご

後ゝ

四

時じ

迄ま

で

休き

う

憩け

い

し

た

が

、
軈や

が

て

疲ひ

勞ら

う

も

幾い

く

分ぶ

ん

休や

す

ま

つ

た

の

で

、
正

し
や
う

五

時じ

露ろ

營え

い

地ち

を

出
し
ゆ
つ

發ぱ

つ

し

た

。
花は

な

守も

り

ア

イ

ヌ

と

三み

井ゐ

所し

よ

部ぶ

長
ち
や
う

と

は

道み

ち

先さ

き

案あ

ん

内な

い

者し

や

で

あ

る

。
交か

う

代だ

い

に

之こ

れ

を

勤つ

と

め

て

進し

ん

行か

う

す

る

と

、
午ご

後ゞ

十

時じ

頃ご

ろ

に

至い

た

り

右う

方は

う

約や

く

二

三

十

間け

ん

の

所
と
こ
ろ

に

當あ

た

り

、
霧き

り

を

通と

ほ

し

て

鷹た

か

の

如ご

と

き

も

の

二

三

を

認み

と

め

た

。

其そ

の

物も

の

は

右う

方は

う

、

左さ

方は

う

に

飛と

ん

で

居ゐ

る

の

で

、

一

同ど

う

は

偖さ

て

こ

そ

何な

に

者も

の

か

現あ

ら

は

れ

た

り

！
未い

ま

だ

甞か

つ

て

人に

ん

間げ

ん

界か

い

に

知し

ら

れ

ざ

る

、
怪

く
わ
い

鳥て

ふ

に

て

も

あ

ら

ば

早さ

つ

速そ

く

に

捕と

ら

へ

呉く

れ

ん

と

現げ

ん

場
じ
や
う

へ

馳か

け

つ

け

見み

る

に

、
こ

は

如い

何か

に

、
そ

れ
は

新し

ん

聞ぶ

ん

紙し

の

風か

ぜ

に

舞ま

ふ

て

居ゐ

る

の

で

あ

つ

た

。
最さ

い

初し

よ

、
突と

つ

進し

ん

隊た

い

の

一

行か

う

が

途と

中ち

う

で

棄す

て

し

新し

ん

聞ぶ

ん

紙し

は

、
如い

何か

な

る

風か

ぜ

の

吹ふ

ぎ

廻ま

は

し

か

飛と

び
來き

た

つ

て

此

處

こ

ゝ

に

舞ま

つ

て

居ゐ

た

の

で

あ

る

。 

tasaka
ノート
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之こ

れ

は

〱

と

ば

か

り

尙な

ほ

も
進し

ん

行か

う

を

續つ

ゞ

け

て

一

時じ

間か

ん

程ほ

ど

往ゆ

く

と

、

前ぜ

ん

面め

ん

の

少す

こ

し

左さ

方は

う

に

當あ

た

り

一

個こ

の

氷

堤

ひ
や
う
て
い

を

發は

つ

見け

ん

し

た

。
そ

こ

で

、
一

同ど

う

考
か
ん
が

ふ

る

に

、
最

早

も

は

や

根

據

地

こ

ん

き

よ

ち

迄ま

で

一

里り

内な

い

外
ぐ
わ
い

の

地ち

點て

ん

に

は

相さ

う

違ゐ

な

い

が

、
左さ

り

と

て

外
ぐ
わ
い

洋や

う

に

面め

ん

す

る

氷
ひ
や
う

堤て

い

と

し

て

は

、
少す

こ

し

く

早は

や

き

に

失し

つ

す

る

感か

ん

が

あ

る

。
け

れ

ど

も

高か

う

原げ

ん

性せ

い

の

氷
ひ
や
う

原げ

ん

を

滑す

べ

り

つ

ゝ

歸か

へ

つ

た

の

だ

か

ら

道み

ち

は

案あ

ん

外
ぐ
わ
い

に

進

捗

は

か

ど

つ

た

に

は

違ち

が

い

な

い

。
今い

ま

は

濃の

う

霧む

だ

か

ら

充じ

う

分ぶ

ん

の

判は

ん

別べ

つ

も

着つ

か

ぬ

が

、
兎と

も

角か

く

研け

ん

究き

う

し

て

見み

や

う

と

、

天

幕

テ

ン

ト

を

立た

て

て

小せ

う

憩け

い

の

後の

ち

、

氷
ひ
や
う

堤て

い

の

上う

へ

に

立た

つ

て

眺な

が

む

る

に

、

鯨
ホ
エ
ー
ル
ス

灣わ

ん

の

内な

い

灣わ

ん

か

外
ぐ
わ
い

灣わ

ん

か

は

知し

れ

な

い

が

、

兎と

も

角か

く

一

つ

の

灣わ

ん

が

あ

つ

て

、

其そ

の

灣わ

ん

内な

い

か

ら

物も

の

悽す

ご

き

音お

と

が

聞き

こ

へ

て

居ゐ

る

。
寂

々

せ

き

〱

寥
り
や
う

々〱

た

る

此こ

の

天て

ん

地ち

も

其そ

の

物も

の

悽す

ご

き

音お

と

の

爲た

め

に
寂

寞

せ

き

ば

く

を

破や

ぶ

ら

れ

つ

ゝ

あ

る

。
耳み

ゝ

を

傾
か
た
む

け

て

之こ

れ

を

聽き

け

ば

幾い

く

多た

の

鯨

群

げ

い

ぐ

ん

が

潮
う
し
ほ

を

吹

揚

ふ

き

あ

ぐ

る

音お

と

な

の

だ

！

。 

萬ば

ん

里り

人じ

ん

影え

い

を

絶ぜ

つ

す

る

、

此こ

の

南な

ん

極
き
よ
く

大た

い

陸り

く

に

來き

た

つ

て

、

然し

か

も

幾い

く

分ぶ

ん

道み

ち

を

失し

つ

し

た

る

危き

懼ぐ

心し

ん

に

捕と

ら

は

れ

つ

ゝ

、
白は

く

濛ま

う

々〱

た

る

濃の

う

霧む

の

中う

ち

に

あ

つ

て

、
此こ

の

異い

様や

う

な

る

音お

ん

響
き
や
う

を

聽き

く

一

行か

う

は

、
唯

々

た

ゞ

悽せ

い

惨さ

ん

と

壯さ

う

大だ

い

と

の

感か

ん

に

打う

た

れ

て

居ゐ

た

が

、
兎と

も

角か

く

、

氷
ひ
や
う

堤て

い

に

沿そ

ふ

て

進す

ゝ

ま

う

と

、

西せ

い

方は

う

に

向む

か

ひ

約や

く

十

四

町ち
や
う

程ほ

ど

も

進す

ゝ

ん

で

見み

た

。

所と
こ
ろ

が

、

少す

こ

し

も

得う

る 

tasaka
ノート
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所
と
こ
ろ

が

な

い

。
霧き

り

の
幾い

く

分ぶ

ん

晴は

れ

た

場ば

所し

よ

よ

り

見み

る

に

、
外が

い

灣わ

ん

と

し

て

は

、
餘あ

ま

り

に

波な

み

が

靜し

づ

か

で

あ

る

。
内な

い

灣わ

ん

と

し

て

は

少す

こ

し

も

對た

い

岸が

ん

が

見み

え

な

い

。
勿も

ち

論ろ

ん

遠ゑ

ん

距き

よ

離り

は

霧き

り

の

爲た

め

に

雲く

も

か

對た

い

岸が

ん

か

、
判は

ん

然ぜ

ん

せ

ぬ

の

で

あ

る

が

、
兎と

に

角か

く

、
此こ

の

地ち

點て

ん

は

一

行か

う

の

記き

憶お

く

に

な

き

地ち

點て

ん

た

る

は

疑
う
た
が

ひ

な

き

所
と
こ
ろ

で

あ

る

。
一

同ど

う

は

大
お
ほ
ひ

に

失し

つ

望ぼ

う

し

て

居ゐ

る

と

、
武た

け

田だ

部ぶ

長
ち
や
う

は

聲こ

え

を

高た

か

め

『

僕ぼ

く

が

今い

ま

少す

こ

し

西せ

い

方は

う

へ

往ゆ

つ

て

見み

届と

ゞ

け

て

來く

る

か

ら

待ま

つ

て

居ゐ

玉た

ま

へ

』

と

云い

つ

て

、

ズ

ン

〱

西に

し

の

方は

う

へ

進す

ゝ

ん

で

往ゆ

つ

た

。
此こ

の

時と

き

又ま

た

も

濃の

う

霧む

が

襲し

う

來ら

い

し

て

、

五

六

間け

ん

先さ

き

も

見み

え

な

い

程ほ

ど

と

な

つ

た

の

で

、
根こ

ん

據き

よ

地ち

の

研け

ん

究き

う

は

武た

け

田だ

部ぶ

長
ち
や
う

一

人に

ん

に
任ま

か

せ

て

置お

き

、
隊た

い

長
ち
や
う

と

三み

井ゐ

所し

よ

氏し

は

、
一

先ま

づ

此こ

處ゝ

に

天

幕

テ

ン

ト

を

張は

り

霧き

り

の

晴は

る

ゝ

を

待ま

つ

事こ

と

と

し

た

。
そ

こ

で

、

前ま

へ

に

天

幕

テ

ン

ト

を

建た

て

置お

き

し

場ば

所し

よ

に

花は

な

守も

り

を
遣や

り

、

山や

ま

邊べ

ア

イ

ヌ

と

犬い

ぬ

群ど

も

と

を

此こ

方な

た

へ

連つ

れ

來き

た

る

や

う

命め

い

じ

た

が

、

出
し
ゆ
つ

發ぱ

つ

後ご

、
相さ

う

當た

う

の

時じ

間か

ん

を

經へ

て

も

歸か

へ

り

來き

た

ら

ぬ

の

で

、
其そ

の

方は

う

面め

ん

に

向む

か

ひ

花は

な

守も

り

ィ

！ 

〱

と

呼よ

ん

だ

が

、
中な

か

々〱

や

つ

て

來こ

な

い

。
只た

ゞ

遠ゑ

ん

方は

う

の

霧き

り

の

中な

か

に

犬い

ぬ

の

聲こ

え

が

微
か
す
か

に

聽き

こ

へ

る

の

み

で

あ

る

。
そ

こ

で

、
又ま

た

も
絶ぜ

つ

叫き

う

を

續つ

ゞ

け

て

居ゐ

た

が

、
す

る

と

二
十
分ぷ

ん

ば
か
り
の
後の

ち

に
漸

や
う
や

く
到た

う

着
ち
や
く

し
た
。
雙さ

う

方は
う

は
大

お
ほ
ひ

に
喜

よ
ろ
こ

ん
で
天
幕

テ

ン

ト

の
前ま

へ

で
握あ

く

手し
ゆ

し
た
。
此こ

の

後ゝ
ち

暫
し
ば
ら

く
を 

tasaka
ノート
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經へ

る

と

地ぢ

獄ご

く

の

底そ

こ

か

ら

で

も

呼よ

ん

で

居ゐ

る

や

う

な

、
最

も
つ
と

も

微か

す

か

な

呼よ

び

聲ご

ゑ

が

傳つ

た

は

つ

て

來き

た

。
何な

に

か

と
思お

も

つ

て

能よ

く

聽き

く

と

、
之こ

れ

は

武た

け

田だ

部ぶ

長
ち
や
う

が

濃の

う

霧む

に

包つ

ゝ

ま

れ

つ

ゝ

一

行か

う

の

所し

よ

在ざ

い

を

發は

つ

見け

ん

せ

ん

爲た

め

に

呼よ

ん

だ
聲こ

ゑ

な

る

事こ

と

が

知し

れ

た

。

そ

こ

で

、

オ

ー

イ

〱

と

答こ

た

へ

る

と

、
先せ

ん

方ぱ

う

で

も

オ

ー

イ

〱

と

呼よ

ぶ

。
漸だ

ん

々〱

其そ

の

聲こ

ゑ

が

接せ

つ

近き

ん

す

る

と

、
竟つ

い

に

霧き

り

の

中な

か

か

ら

朧
お
ぼ
ろ

氣げ

な

か

ら

部ぶ

長
ち
や
う

の

姿
す
が
た

が

見み

え

る

や

う

に

爲な

つ

た

。 

「

や

ア

〱

大た

い

變へ

ん

〱

」
と

言い

ひ

つ

ゝ

天

幕

テ

ン

ト

に

入い

り

來き

た

り

し

武た

け

田だ

部ぶ

長
ち
や
う

の

姿
す
が
た

を

見み

れ

ば

全ぜ

ん

身し

ん

は

全ま

る

然で

汗あ

せ

に

濡ぬ

れ

、
頭

あ
た
ま

か

ら

は

盛
さ
か
ん

に

湯ゆ

氣げ

が

立た

つ

て

居ゐ

る

。
其そ

の

話
は
な
し

も

途と

切ぎ

れ

〱

で

呼こ

吸き

う

が

急せ

は

し

い

。

濃の

う

霧む

中ち

う

の

搜さ

う

索さ

く

が

如い

何か

に

に

困こ

ん

難な

ん

で

あ

つ

た

か

は

、

之こ

れ

に

因よ

つ

て

も

推す

ゐ

察さ

つ

せ

ら

れ

る

。

所
と
こ
ろ

が

結け

つ

果く

わ

は

依い

然ぜ

ん

と

し

て

居ゐ

る

、
根こ

ん

據き

よ

地ち

の

所し

よ

在ざ

い

は

少す

こ

し

も

判わ

か

ら

な

い
。
そ

こ

で

、
其そ

の

儘ま

ゝ

露ろ

營え

い

と

決け

つ

し

た

の

は

翌よ

く

三

十

壹

日に

ち

午ご

前ぜ

ん

二

時じ

十

分ぷ

ん

で

あ

る

。
斯か

く

て

何い

時つ

晴は

る

べ

し

と

も

見み

え

な

か

つ

た

、
濃の

う

霧む

は

午ご

前ぜ

ん

四

時じ

頃ご

ろ

に

至い

た

つ

て

、
名な

殘ご

り

な

く
晴は

れ

た

。

悦
よ
ろ
こ

ん

で

天

幕

テ

ン

ト

外
ぐ
わ
い

に

出で

て

見み

る

と

、
嬉う

れ

し

や

前ぜ

ん

方ぱ

う

に

氷
ひ
や
う

堤て

い

が

現あ

ら

は

れ

て

居ゐ

る

。
是こ

ゝ

に

於お

い

て

一

行か

う

が

露ろ

營え

い

し

た

地ち

點て

ん

は

疑
う
た
が

ひ

も

な

く

、

鯨
ホ
エ
ー

灣わ

ん

口こ

う

に

於お

け

る

一

地ち

點て

ん

で

あ

る

事こ

と

が

知し

れ

た

。

そ

れ

と

同ど

う

時じ

に

眸
し
と
み

を

凝こ

ら

す

と

遙
は
る
か

に

西せ

い

方は

う

に

一

個こ

の

黑こ

く

點て

ん

が

見み

え

る

。 
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望ぼ

う

遠ゑ

ん

鏡
き
や
う

を

取と

り

出だ

し

て

、
之こ

れ

を

眺な

が

め

る

に

、
何ど

う

も

己
お
の
れ

等ら

が

根こ

ん

據き

よ

地ち

に

建た

て

し

小こ

屋や

ら

し

い

の

で

あ

る

。
是こ

ゝ

に

於お

い

て

武た

け

田だ

、
三み

井ゐ

所し

よ

の

兩
り
や
う

人に

ん

は

花は

な

守も

り

ア

イ

ヌ

を

先せ

ん

導だ

う

と

し

て
、
急い

そ

ぎ

其そ

の

方は

う

向か

う

へ

探た

ん

究き

う

に

往ゆ

つ

た

所
と
こ
ろ

、
果は

た

し

て

然し

か

り

！

果は

た

し

て

然し

か

り

！

、
己

お
の
れ

等ら

が

前ぜ

ん

夜や

來ら

い

尋た

づ

ね

に

、
尋た

づ

ね

た

小こ

屋や

な

の

で

あ

る

。
萬ば

ん

歳ざ

い

！

萬ば

ん

歳ざ

い

！

と

聲こ

ゑ

を

揚あ

げ

つ

ゝ

、
三み

井ゐ

所し

よ

氏し

は

歸か

へ

つ

て

此こ

の

事こ

と

を

隊た

い

長
ち
や
う

に

報は

う

告こ

く

す

る

と

、
今い

ま

や

眼が

ん

病
び
や
う

に

惱な

や

ま

さ

れ

て

居ゐ

た

隊た

い

長
ち
や
う

も

喜
よ
ろ
こ

び

勇い

さ

ん

で

ニ

コ

〱

顏が

ほ

、
山や

ま

邊べ

ア

イ

ヌ

を

し

て

直
た
ゞ
ち

に

天て

ん

幕ま

く

の

取と

り

片か

た

附つ

け

を

爲な

さ

し

め

、
ヘ

コ

タ

レ

た

れ

ど

も

、

歸か

へ

途り

を

急い

そ

ぐ

輓ひ

き

犬い

ぬ

に
鞭む

ち

を

加く

は

へ

て

、

其そ

の

方は

う

向か

う

に

向む

か

つ

て

橇そ

り

を

馳は

せ

た

。 

隊た

い

長
ち
や
う

と

山や

ま

邊べ

は

前ま

へ

橇そ

り

に

、
三み

井ゐ

所し

よ

氏し

は

後あ

と

橇そ

り

に

乘の

り

つ

ゝ

、
進す

ゝ

ん

で

往ゆ

く

と

、
軈や

が

て

、

午ご

前ぜ

ん

五

時じ

五

十

分ぷ

ん

根こ

ん

據き

よ

地ち

の

前ま

へ

へ

來き

た

。
留る

守す

を

預
あ
ず
か

り

居ゐ

た

る

村む

ら

松ま

つ

書し

よ

記き

は

、
之こ

れ

を
認み

と

め

て

迎む

か

へ

て

呉く

れ

た

。
吉よ

し

野の

隊た

い

員ゐ

ん

も

雪ゆ

き

下げ

駄た

を

穿は

き

つ

、
愴

惶

あ
は
た
ゞ
し
く

走は

し

り

出い

で

ゝ

迎む

か

へ

て

呉く

れ

た

。
噫あ

ゝ

、
此こ

の

時と

き

の

喜
よ
ろ
こ

び

！

生
し
や
う

涯が

い

忘わ

す

る

ゝ

を

得え

ざ

る

喜
よ
ろ
こ

び

で

あ

つ

た

と

は

、
一

同ど

う

の

語か

た

る

所
と
こ
ろ

で

あ

る

。 

斯か

く

て

、
一

行か

う

は

隊た

い

長
ち
や
う

の

命め

い

に

因よ

つ

て

、
根こ

ん

據き

よ

地ち

の

前ま

へ

に

整せ

い

列れ

つ

し

、
紀き

念ね

ん

の

爲た

め

に 
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撮さ

つ

影え

い

し

た

。
歡

く
わ
ん

喜き

の

情
じ
や
う

に

充み

ち

て

、
手て

を

携
た
づ
さ

へ

て

躍お

ど

ら

ん

ば

か

り

で

あ

る
。
け

れ

ど

も

、

此こ

の

時と

き

ま

で

忘わ

す

れ

て

居ゐ

た

事こ

と

が

あ

る

。

そ

れ

は

何な

ん

ぞ

と

云い

へ

ば

犬い

ぬ

の

事こ

と

で

あ

る

。

今い

ま

ま

で

は

嘻う

れ

し

い

餘あ

ま

り

に

話
は
な
し

の

み

し

て

、
夢む

中ち

う

に

爲な

つ

て

居ゐ

た

が

、
此こ

の

旅り

よ

行か

う

で

非ひ

常
じ
や
う

に

骨ほ

ね

折を

つ

た

輓ひ

き

犬い

ぬ

の

事こ

と

は

全す

つ

然か

り

忘わ

す

れ

て

居ゐ

た

。
そ

こ

で

、
山や

ま

邊べ

花は

な

守も

り

に

命め

い

じ

て

殘ざ

ん

存ぞ

ん

せ

る

二

十

六

頭と

う

の

輓ひ

き

犬い

ぬ

に

馳ち

走さ

う

さ

す

事こ

と

と

し

た

。
幸

さ
い
は
ひ

に

殘の

こ

し

置お

き

た

る

鱒ま

す

が

あ

つ

た

の

で

、
そ

れ

を

與あ

た

へ

る

事こ

と

と

し

た

。

所
と
こ
ろ

が

犬い

ぬ

も

久ひ

さ

し

ぶ

り

の

御ご

馳ち

走さ

う

に

尾を

を

振ふ

り

、
鼻は

な

を

ク

ン

〱

言い

は

せ

て

喜
よ
ろ
こ

ん

で

居ゐ

た

。 

所
と
こ
ろ

で

、
人に

ん

間げ

ん

の

方は

う

は

何ど

う

か

と

云い

ふ

と

、
村む

ら

松ま

つ

吉よ

し

野の

の

兩
り
や
う

人に

ん

が

何な

に

呉く

れ

と

な
く

世せ

話わ

し

て

呉く

れ

、

溫を

ん

情
じ
や
う

實じ

つ

に

掬き

く

す

る

ば

か

り

で

あ

る

。

先ま

づ

一

行か

う

の

爲た

め

に

溫
あ
た
た
か

い

柔
や
は
ら

か

な

雑

炊

お

ぢ

や

を
煑に

て

呉く

れ

た

。

其そ

の

美う

味ま

さ

は
又ま

た

特と

く

別べ

つ

で

あ

る

。

八や

百ほ

膳ぜ

ん

植う

ゑ

半は

ん

の

料れ

う

理り

も

物も

の

か

は

で

あ

る

。 

久ひ

さ

し

く

、

此こ

の

様や

う

な

物も

の

に

有あ

り

つ

か

な

か

つ

た

一

同ど

う

は

腹は

ら

も

張は

り

裂さ

け

ん

ば

か

り

詰つ

め

込こ

ん

だ

が

、
偖さ

て

其そ

の

後ゝ

ち

は

如い

何か

ん

と

云い

へ

ば

、
睡ね

む

く

な

つ

た

事こ

と

で

あ

る

。
晝ち

う

夜や

の

別べ

つ

な

く

、
雪ゆ

き

や

氷
こ
ほ
り

と

奮ふ

ん

戰せ

ん

す

る

こ

と

十

二

晝ち

う

夜や

で

あ

つ

た

一

同ど

う

は

、

今い

ま

や

食
し
よ
く

事じ

を

終を

は

る

と 
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共と

も

に

、
其そ

の

疲ひ

勞ら

う

が

一

時じ

に

發は

つ

し
『

何い

づ

れ

話
は
な
し

は

後ご

刻ゝ

く

と

し

て

少す

こ

し

く
睡ね

む

ら

し

て

呉く

れ

給た

ま

へ

』
と

て

小こ

屋や

内な

い

へ

横よ

こ

に

な

つ

た

。
吉よ

し

野の

、
村む

ら

松ま

つ

の

兩
り
や
う

人に

ん

は

、
寢し

ん

嚢の

う

の

世せ

話わ

ま

で

し

て

呉く

れ

る

。
隊た

い

長
ち
や
う

を

始は

じ

め

一

同ど

う

グ

ッ

ス

リ

と

寢ね

込こ

ん

で

終し

ま

つ

た

。
其そ

の

後ご

折を

り

々〱

食
し
よ
く

事じ

の

時と

き

に

起お

こ

さ

れ

て

夢ゆ

め

現
う
つ
ゝ

で

箸は

し

を

執と

り

、
食く

つ

て

は

寢い

ね

、
寢い

ね

て

は

食く

ひ

、
又ま

た

起お

こ

さ

れ

て

は

箸は

し

を

執と

る

と

云い

ふ

風ふ

う

に

、
何い

時つ

迄ま

で

寢ね

ら

れ

る

か

寢ね

飽あ

く

ま

で

寢ね

續つ

ゞ

け

や

う

と

、
遂つ

ゐ

に

五

人に

ん

は

一

日に

ち

半は

ん

の

睡す

ゐ

眠み

ん

を

繼け

い

續ぞ

く

し

た

。
然し

か

し

未ま

だ

一
行か

う

の

疲ひ

勞ら

う

は

止や

ま

な

か

つ

た

。
五

人に

ん

の

睡す

ゐ

眠み

ん

中ち

う

、
吉よ

し

野の

、
村む

ら

松ま

つ

、

兩
り
や
う

隊た

い

員ゐ

ん

は

相あ

ひ

變か

は

ら

ず

、
八

時じ

間か

ん

交か

う

代た

い

で

觀
く
わ
ん

測そ

く

を

勤つ

と

め

て

居ゐ

る

。
然そ

し

て

交か

う

代だ

い

で

非ひ

番ば

ん

に

な

つ

た
方は

う

が

湯ゆ

を

沸わ

か

し

た

り

、
食

し
よ
く

事じ

の

支し

度た

く

な

ど

も

す

る

の

で

あ

る

。 

突と

つ

進し

ん

隊た

い

員ゐ

ん

が

、
根こ

ん

據き

よ

地ち

へ

歸き

來ら

い

し

て

、
グ

ッ

ス

リ

と

寢ね

て

居ゐ

る

隙す

き

を

利り

用よ

う

し

て

、
少す

こ

し

く

爰こ

ゝ

に

根こ

ん

據き

よ

地ち

に

留と

ゞ

ま

り

居ゐ

た

る

、
測そ

く

量
り
や
う

部ぶ

員ゐ

ん

の

生せ

い

活
く
わ
つ

を

述の

べ

て

見み

や

う

。 

曩さ

き

に

一

行か

う

の

出
し
ゆ
つ

發ぱ

つ

し

た

る

日ひ

、
卽

す
な
は

ち

一

月
ぐ
わ
つ

二

十

日か

の

午ご

後ゝ

、
村む

ら

松ま

つ

、
吉よ

し

野の

の

二
測そ

く

量
り
や
う

部ぶ

員ゐ

ん

は

無む

限げ

ん

の

感か

ん

慨が

い

に

打う

た

れ

つ

ゝ

寂
じ
や
く

と

し

た

天テ

ン

幕ト

内な

い

に

休き

う

憩け

い

し

て

居ゐ

た

が

、
吉よ

し

野の

隊た

い

員ゐ

ん

は

尙な

ほ

眼め

が

惡わ

る

く

、

今け

日ふ

は

特と

く

に

甚
は
な
は
だ

し

い

の

で

、

凍こ

ほ

つ

た

眼め

藥ぐ
す
り

を

解と

か

し

て 

tasaka
ノート
１５２頁　南極記夢現で箸を執る 一月三十一日（濃霧）歸程三里三十二丁 根拠地殘留部員の生活



tasaka
ノート
明治四十五年一月三十一日撮影 探檢隊本隊の根據地歸還 花守犬掛 白瀬隊長 山邊犬掛、武田學術部長



 

 

tasaka
ノート
明治四十五年二月二日撮影 鯨灣根據地天幕外に於ける吉野隊員



―（153）― 

 

點て

ん

眼が

ん

の

後の

ち

、

寢し

ん

嚢の

う

に

這は

入い

つ

て

寢ね

て

終し

ま

つ

た

。
後あ

と

に

殘の

こ

つ

た

の

は

、

村む

ら

松ま

つ

隊た

い

員ゐ

ん

の

み

で

あ

る

。
獨ひ

と

り

鑵
く
わ
ん

詰づ

め

を

溫あ
た
ゝ

め

、
ビ

ス

ケ

ッ

ト

を

噛か

み

つ

ゝ

、
兎と

も

角か

く

形か

た

ば

か

り

の

中ち

う

食じ

き

を

濟す

ま

し

。
そ

れ

か

ら

氣き

象
し
や
う

觀
く
わ
ん

測そ

く

用よ

う

の

箱は

こ

を

建た

て

る

事こ

と

に

取と

り

掛か

ゝ

つ

た

。
高た

か

さ

が

七

尺
し
や
く

も

あ

る

の

で

、
土ど

臺だ

い

は

是ぜ

非ひ

共と

も

埋う

づ

め

な

く

て

は

な

ら

ぬ

。
そ

こ

で

、
ス

コ

ッ

プ

を

以も

つ

て

雪ゆ

き

堀ほ

り

を

始は

じ

め

た

。

傍
か
た
は

ら

を

見み

れ

ば

、
之こ

れ

も

取と

り

殘の

こ

さ

れ

た

る

犬い

ぬ

一

頭と

う

、
自じ

分ぶ

ん

の

體た

い

溫を

ん

の

爲た

め

に

少す

こ

し

く

窪く

ぼ

み

し

雪ゆ

き

の

中な

か

に

、
頻し

き

り

に

負ふ

傷
し
や
う

し

た

る

足あ

し

を

甞な

め

て

、

悄せ

う

然ぜ

ん

と

し

て

居ゐ

る

。 

偖さ

て

村む

ら

松ま

つ

隊た

い

員ゐ

ん

は

柱
は
し
ら

を

建た

て

桁け

た

を

入い

れ

て

、
釘く

ぎ

を

打う

つ

段だ

ん

と

爲な

つ

た

が

、
其そ

の

釘く

ぎ

が
見み

附つ

か

ら

な

い

。
百

ひ
や
く

方は

う

搜さ

が

し

た

が

見み

つ

か

ら

な

い

。
多た

分ぶ

ん

運う

ん

搬ぱ

ん

の

際さ

い

、
氷

ひ
や
う

堤て

い

上
じ
や
う

に

置お

き

忘わ

す

れ

た

に

相さ

う

違ゐ

な

い

と

、
其そ

の

方は

う

に

足あ

し

を

運は

こ

ん

だ

所
と
こ
ろ

、
其そ

の

序
つ
い
で

に

何な

ん

と

な

く

開か

い

南な

ん

丸ま

る

の

消せ

う

息そ

く

が

知し

り

た

く

な

つ

た

。
同ど

う

船せ

ん

は

最も

早は

や

出
し
ゆ
つ

帆ぱ

ん

し

た

に

相さ

う

違ゐ

な

い

と

は

思お

も

つ

て

居ゐ

た

が

、
そ

う

思お

も

つ

て

も

若も

し

や

と

考
か
ん
が

へ

る

の

は

人に

ん

情
じ
や
う

で

あ

る

。
で

眸
し
と
み

を

凝こ

ら

し

め

て

眺な

が

め

た

所
と
こ
ろ

そ

れ

ら

し

い

物も

の

は

少す

こ

し

も

見み

え

な

い

。
多た

分ぶ

ん

昨さ

く

夕い

ふ

か

今こ

ん

朝て

う

頃ご

ろ

、
目も

く

的て

き

地ち

に

向む

け

て

出
し
ゆ
つ

帆ぱ

ん

し

た

の

に

相さ

う

違ゐ

な

い

。

フ

ラ

ム

號が

う

は

如い

何か

と

見み

渡わ

た

す

に

、

同ど

う

船せ

ん

も

居ゐ

な

い

や

う

で

あ

る

。 
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灣わ

ん

内な

い

の

野や

氷
ひ
や
う

が

風か

ぜ

の

爲た

め

に

殆ほ

と

ん

ど
流な

が

れ

去さ

つ

た

の

で

、
多た

分ぶ

ん

奥お

く

の
方は

う

へ

這は

入い

つ

て

碇て

い

泊は

く

し

た

の

だ

ら

う

。 
此こ

の

時と

き

、
凝じ

つ

と

海か

い

面め

ん

を

見み

て

居ゐ

る

と

、
所

と
こ
ろ

々〱

に

水み

づ

柱
ば
し
ら

が

立た

つ

て

、
そ

れ

か

ら

悽
す
さ
ま

し

い

響ひ

ゞ

き

が

聽き

こ

え

る

。
何な

ん

で

あ

る

か

と

注ち

う

視し

す

る

と

、

驚
お
ど
ろ

く

べ

し

、
之こ

れ

は

幾い

く

十

と

な

き

鯨げ

い

群ぐ

ん

が

彼

方

か

な

た

に

も

此

方

こ

な

た

に

も

居ゐ

て

、
波な

み

を

蹴け

立だ

て

ゝ

其そ

の

背せ

な

よ

り

潮
う
し
ほ

を

吐は

い

て
居ゐ

る

の

で

あ

つ

た

。

鯨
く
じ
ら

灣わ

ん

の

名な

は

誠
ま
こ
と

に

偶ぐ

う

然ぜ

ん

で

な

い

事こ

と

が

知し

ら

れ

る

。 

此こ

の

時と

き

、
又ま

た

空く

う

中ち

う

で

雪
ス
ノ
ー

鳥
バ
ー
ド

の

鳴な

く

聲こ

ゑ

を

聽き

い

た

。
其そ

の

聲こ

ゑ

は

丁
ち
や
う

度ど

蝉せ

み

の

兒こ

の

鳴な

く

や

う

な

聲こ

え

で

、
そ

れ

が

斷だ

ん

續ぞ

く

し

て

は

聽き

こ

え

る

の

み

で

あ

る

。
斯か

ゝ

る

閑か

ん

寂
じ
や
く

な

地ち

で

、
斯か

ゝ

る

異い

禽き

ん

の

聲こ

ゑ

を

聽き

く

と

、

寂
さ
び
し

さ

は
益ま

す

々〱

增ま

し

て

來く

る

。
其そ

の

時と

き

又ま

た

も

釘く

ぎ

の

事こ

と

を

思お

も

ひ

出だ

し

た

。
そ

こ

で

心
こ
ゝ
ろ

當あ

た

り

の

場ば

所し

よ

を

搜さ

が

し

た

所
と
こ
ろ

、

又ま

た

少す

こ

し

も

見み

當あ

た

ら

な

い

、

非ひ

常
じ
や
う

に

困こ

ま

つ

て

居ゐ

た

が
、

フ

ト

薪ま

き

と

し

て

用も

ち

ゐ

ん

と
毀こ

は

し

た

鑵
く
わ
ん

詰づ

め

の

箱は

こ

の

事こ

と

に

心
こ
ゝ
ろ

附づ

き

、
根こ

ん

據き

よ

地ち

に

歸か

へ

つ

て

其そ

の

釘く

ぎ

を

抜ぬ

き

始は

じ

め

た

。
す

る

と

漸
や
う
や

く

釘く

ぎ

も

出で

來き

、
氣き

象
し
や
う

觀
く
わ
ん

測そ

く

の

箱は

こ

も

建た

て

ら

れ

た

。
箱は

こ

の

内う

ち

に

は

最さ

い

低て

い

寒か

ん

暖だ

ん

計け

い

、
普ふ

通つ

う

寒か

ん

暖だ

ん

計け

い

が
置お

か

れ

、
屋や

根ね

に

は

ロ

ビ

ン

ソ

ン

風ふ

う

力
り
よ
く

計け

い

が

据す

ゑ

ら

れ

た

。 
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斯か

く

て

此こ

の

日ひ

は

臥ふ

し

床ど

に

入い

つ

た

。
翌よ

く

日じ

つ

は

一

月
ぐ
わ
つ

廿

一

日に

ち

で

あ

る

。
午ご

前ぜ

ん

七

時じ

頃ご

ろ

、
村む

ら

松ま

つ

、
吉よ

し

野の

の

兩
り
や
う

人に

ん

は

、
一

齊せ

い

に

眼め

を

覺さ

ま

し

た

。
前ぜ

ん

夜や

の

爐ろ

火く

わ

は

早は

や

消き

え

果は

て

ゝ

火ひ

鉢ば

ち

は

元も

と

の

ブ

リ

キ

罐か

ん

と

な

り

、
其そ

の

寒さ

む

さ

は

一

方か

た

で

な

い

。
殊こ

と

に

吐は

く

息い

き

は

眞ま

つ

白し

ろ

く

、
液え

き

體た

い

は

直す

ぐ

凍こ

ほ

る

と

云い

う

風ふ

う

で

あ

る

か

ら

、
兩

り
や
う

人に

ん

の

五

體た

い

以い

外
ぐ
わ
い

の

物も

の

に

熱ね

つ

氣き

の

あ

ら

う

筈は

づ

が

な

い

。
觸ふ

る

ゝ

所
と
こ
ろ

皆み

な

氷
こ
ほ
り

で

、
其そ

の

冷
つ
め
た

さ

は

格か

く

別べ

つ

で

あ

る

。
二

人

ふ

た

り

の

會
く
わ
い

話わ

は
『

何ど

う

も

寒さ

む

い
ね
』

か

ら

始は

じ

ま

つ

て

、
話

は
な
し

は

動や

ゝ

も

す

る

と

、
突と

つ

進し

ん

隊た

い

一

行か

う

の

噂
う
は
さ

と

な

る

。
豫よ

定て

い

は

今け

日ふ

一

日に

ち

で

、
天て

ん

幕ま

く

内な

い

外
ぐ
わ
い

の

整せ

い

頓と

ん

を
濟す

ま

さ

う

と

云い

ふ

の

で

あ

る

か

ら

、
早は

や

く

火ひ

を

燃た

き

炭す

み

を

起お

こ

し

、

朝あ

さ

飯は

ん

を

終を

は

り

、
八

時じ

半は

ん

よ

り

防

寒

ば

う

か

ん

の

仕し

度た

く

に

身み

を

固か

た

め

、

兩
り
や
う

人に

ん

各お

の

々〱

分ぶ

ん

擔た

ん

の

作さ

業げ

ふ

に

就つ

い

た

。
金き

ん

城
じ
や
う

鐵て

つ

壁ぺ

き

と

賴た

の

む

天

幕

テ

ン

ト

も

、
時と

き

々〱

吹ふ

く

風か

ぜ

に

バ

タ

リ

〱

と

叩た

ゝ

か

れ

る

の

で

、
南な

ん

極
き
よ
く

特と

く

有い

う

の

猛ま

う

烈れ

つ

な

る

朝あ

さ

風か

ぜ

が

何い

時つ

お

見み

舞ま

ひ

に

來く

る

も

知し

れ

ず

と

、
先ま

づ

天

幕

テ

ン

ト

の

支し

柱ち

う

と

も

云い

ふ

べ

き

、
十

八

本ほ

ん

の

小こ

綱づ

な

を

引ひ

き

締し

め

た

。
そ

れ

か

ら

周し

う

圍ゐ

五

尺
し
や
く

高た

か

の

所
と
こ
ろ

に

標め

じ

目る

し

旗は

た

の

棒ぼ

う

を

繼つ

き

合あ

は

せ

た

。
そ

れ

よ

り
天

幕

テ

ン

ト

一

パ

イ

の

竹た

け

の

輪わ

を

作つ

く

つ

て

、
内う

ち

側が

は

よ

り

取と

り

付つ

け

、

緩ゆ

る

み

の

な

き

迄ま

で

張は

り

合あ

は

せ

て

、
要え

う

所し

よ

要え

う

所し

よ

に

同お

な

じ

く

竹た

け

の

筋す

ぢ

違ち

が

ひ

を

入い

れ

、
頗

す
こ
ぶ

る

丈
ぢ
や
う

夫ぶ

に

出で

來き

上あ

が

ら

せ

た

。 
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勿も

ち

論ろ

ん

地ち

下か

は

一

様や

う

に

、
四

尺
し
や
く

程ほ

ど

の

深ふ

か

さ

に

掘ほ

り

下さ

げ

て

あ

る

が

、
こ

れ

で

天て

ん

幕ま

く

内な

い

は

先ま

づ

五

坪つ

ぼ

ば

か

り

の

住す

ま

居ゐ

と

な

つ

た

の

で

あ

る

。
入い

り

口く

ち

か

ら

左
ひ
だ
り

手て

に

寢し

ん

室し

つ

、
書し

よ

齊さ

い

、
食

し
よ
く

堂だ

う

勝か

つ

手て

、
兼け

ん

帶た

い

の

室し

つ

と

云い

ふ

順
じ
ゆ
ん

序じ

よ

に

そ

れ

〱

整せ

い

頓と

ん

す

る

事こ

と

と

爲な

つ

た

。
其そ

の

三

方ぱ

う

は

胸む

ね

高だ

か

に

蓆
む
し
ろ

の

圍
か
こ
ゐ

を

作つ

く

つ

た

。
仕し

切き

り

の

方は

う

は

菰こ

も

を

吊つ

る

し

て

出で

入い

り

口ぐ

ち

と

な

せ

る

外ほ

か

、
竹た

け

骨ほ

ね

に

麻あ

さ

布ぬ

の

を

張は

つ

て

戸と

の

代だ

い

用よ

う

と

し

た

。
寢ね

床ど

こ

の

上う

へ

は

、
六

尺
し
や
く

の

高た

か

さ

へ

麻あ

さ

布ぬ

の

を

用も

ち

ゐ

て

吊つ

り

天て

ん

井
じ
や
う

を

造つ

く

つ

た

。

先ま

づ

和わ

洋や

う

、

折せ

つ

衷ち

う

最さ

い

新し

ん

式し

き

の

建け

ん

築ち

く

と
謂い

ふ

べ

き

で

あ

る

。 

奥お

く

の

一

坪つ

ぼ

餘よ

の

所
と
こ
ろ

に

は

、
何な

ん

人ひ

と

が

運は

こ

び

來き

た

り

け

ん

、
幸

さ
い
は
ひ

に

も

一

枚ま

い

の

藁

蒲

團

わ

ら

ぶ

と

ん

が

轉こ

ろ

が

つ

て

居ゐ

た

の

で

、
其そ

の

中な

か

の

藁わ

ら

を

取と

り

出だ

し

て

、
地ち

上
じ
や
う

に

蒔ま

き

散ち

ら

し

た

。
其そ

の

上う

へ

に

筵
む
し
ろ

二

枚ま

い

を

敷し

い

て

寢し

ん

嚢の

う

二

個こ

を

並な

ら

べ

て

見み

る

と
立り

つ

派ぱ

な

床と

こ

が

出で

來き

上あ

が

つ

た

。
尙な

ほ

傍
か
た
は

ら

に

、
衣い

類る

ゐ

箱ば

こ

二

個こ

を

並な

ら

べ

て

見み

る

と

、
そ

れ

で

、
新し

ん

式し

き

輕

便

け

い

べ

ん

の

卓

子

テ

ー

ブ

ル

も

出で

來き

上あ

が

つ

た

。
こ

れ

で

寢し

ん

室し

つ

及
お
よ
び

書し

よ

齊さ

い

の

體て

い

裁さ

い

は

先ま

づ

備そ

な

は

つ

た

と
謂い

ふ

べ

き

だ

。 

入い

り

口く

ち

の

一

坪つ

ぼ

に

は

鑵か

ん

詰づ

め

、
ビ

ス

ケ

ッ

ト

、
炭す

み

、
米こ

め

袋
ぶ
く
ろ

、

味み

噌そ

其そ

の

他た

の

雜ざ

つ

品ひ

ん

を

積つ

み

重か

さ

ね

、

中ち

う

央わ

う

に

は

例れ

い

の

ブ

リ

キ

箱ば

こ

の

火ひ

鉢ば

ち

が

置お

い

て

あ

る

。

こ

れ

に

て

兩

人

ふ

た

り

が

畢

生

ひ

つ

せ

い

の 
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知ち

慧え

を

絞し

ぼ

り

、

有あ

ら

ん

限か

ぎ

り

の

材ざ

い

料れ

う

を

利り

用よ

う

し

て

造つ

く

り

上あ

げ

た

苦く

心し

ん

の

氷
ひ
や
う

上
じ
や
う

小ご

屋や

は

、

出で

來き

上あ

が

つ

た

譯わ

け

で

あ

る

。 
此こ

の

日ひ

は

朝あ

さ

か

ら

曇
く
も
り

で

あ

つ

た

が

、

午ご

後ゝ

四

時じ

頃ご

ろ

よ

り

降か

う

雪せ

つ

霏ひ

々ゝ

と

し

て

襲お

そ

ひ

來き

た

り

。

軈や

が

て

八

時じ

に

至い

た

つ

て

霰
あ
ら
れ

と

な

つ

た

。
そ

れ

が

天て

ん

幕ま

く

に

當あ

た

つ

て

碎く

だ

く

る

音お

と

は

、
芭ば

蕉せ

ふ

葉は

に

雨あ

め

の

訪
お
と
な

ふ

よ

り

も

、
悽

も
の
す

ご

く

轉

々

う

た

た

極
き
よ
く

地ち

風ふ

う

物ぶ

つ

の

荒
く
わ
う

凉
り
や
う

た

る

に

驚
お
ど
ろ

い

た

が

、
軈や

が

て
、
程ほ

ど

な

く

雪く

も

も

晴は

れ

て

、

日ひ

現あ

ら

は

れ

、

續つ

ゞ

い

て

南な

ん

風ぷ

う

吹ふ

き

起お

こ

り

、

稍や

々ゝ

好か

う

天て

ん

氣き

の

徴
ち
や
う

を

示し

め

し

た

。

去さ

れ

ど

、
之こ

れ

も

瞬
し
ゆ
ん

間か

ん

、
又ま

た

々〱

一

天て

ん

暗あ

ん

黑こ

く

の

雲く

も

に

鎖と

ざ

さ

れ

、
風か

ぜ

は

飇
ひ
や
う

々〱

と

し

て

吹ふ

き

起お

こ

つ

た

。

灣わ

ん

内な

い

に

見み

え

た

フ

ラ

ム

號が

う

も

、
此こ

の

雲く

も

に

恐お

そ

れ

を

な

し

て

か

、
何い

時つ

の

間ま

に

や

ら

沖お

き

に

出
し
ゆ
つ

動ど

う

し

て

、

程ほ

ど

な

く

姿
す
が
た

を

消け

し

た

の

で

あ

る

。 

此こ

の

空そ

ら

模も

様や

う

は

軈や

が

て

雪ゆ

き

を

降ふ

ら

し

た

の

で

、
天て

ん

幕ま

く

外
ぐ
わ
い

の

物ぶ

つ

品ぴ

ん

取と

り

込こ

み

は

明め

う

日に

ち

の

事こ

と

と

な

し

、

二

人に

ん

は

一

切さ

い

の

作さ

業げ

ふ

を

中ち

う

止し

し

て

、
晩ば

ん

餐さ

ん

を

喫き

つ

し

、
例れ

い

の

火ひ

鉢ば

ち

を

取と

り

圍か

こ

ん

で

雜ざ

う

談だ

ん

に

耽ふ

け

つ

た

。
昨さ

く

日じ

つ

送お

く

り

出だ

し

た

、
突と

つ

進し

ん

隊た

い

の

安あ

ん

否ぴ

な

ど

を

氣き

遣づ

か

ひ

な

が

ら

、
愉ゆ

快
く
わ
い

に

寢し

ん

嚢の

う

に

潜も

ぐ

り

込こ

ん

だ

の

は

午ご

後ゝ

十

時じ

で

あ

る

。 

明あ

く

れ

ば

、

廿

二

日に

ち

で

あ

る

。

前ぜ

ん

日じ

つ

の

作さ

業げ

ふ

で

大だ

い

體た

い

の

取と

り

片か

た

付づ

け

を

終を

は

つ

た

の

で

、 
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愈い

よ

々〱

本ほ

ん

職
し
よ
く

の

氣き

象
し
や
う

觀
く
わ
ん

測そ

く

を

始は

じ

め

た

。
其そ

の

觀
く
わ
ん

測そ

く

の

條で

う

項こ

う

は

、
天て

ん

候こ

う

、
氣き

溫お

ん

、
風ふ

う

位ゐ

、
風ふ

う

力
り
よ
く

、

晴せ

い

曇ど

ん

等と

う

で

あ

る

が

、
之こ

れ

は

二

時じ

間か

ん

毎ご

と

に

測そ

く

量
り
や
う

す

る

こ

と

に

極き

め

、
兩

り
や
う

隊た

い

員ゐ

ん

は

八

時じ

間か

ん

交か

う

代だ

い

と

し

、
先ま

づ

午ご

前ぜ

ん

八

時じ

よ

り

午ご

後ゝ

四

時じ

ま

で

の

當た

う

直
ち
よ
く

は

村む

ら

松ま

つ

隊た

い

員ゐ

ん

よ

り

始は

じ

め

る

こ

と

に

し

た

。
今け

日ふ

は

月げ

つ

曜え

う

日び

で

あ

る

か

ら

、
天て

ん

幕ま

く

内な

い

に

据す

ゑ

あ

る

、
自じ

記き

寒か

ん

暖だ

ん

計け

い

、
同ど

う

濕し

つ

度ど

計け

い

、

晴せ

い

雨う

計け

い

等と

う

の

用よ

う

紙し

を

受と

り

換か

へ

、

又ま

た

經け

い

緯ゐ

儀ぎ

の

螺

旋

卷

子

ヂ

ま

き

を

な

し

た

。 

白は

く

皚

々

が

い

〱

た

る

雪せ

つ

野や

に

は

、
旭

光

き
よ
く
ゝ
わ
う

鮮あ

ざ

や

か

に

風か

ぜ

も

收お

さ

ま

り

、
四

邊へ

ん

寂せ

き

寞ば

く

と

し

て

南な

ん

極
き
よ
く

と

し

て

は

、
甚

は
な
は

だ

閑の

ど

か

な

る

天て

ん

候こ

う

で

あ

る

。
昨

日

き

の

ふ

の

南な

ん

風ふ

う

に

、
灣わ

ん

内な

い

一

面め

ん

の

野や

氷
ひ
や
う

も

大だ

い

部ぶ

分ゝ

ん

は

流り

う

失し

つ

し

盡つ

く

し

、
フ

ラ

ム

號が

う

の

檣
マ
ス
ト

は

氷
ひ
や
う

堤て

い

近ち

か

く

見み

え

た

。
午ご

後ゞ

に

至い

た

り

、
雪ゆ

き

曇ぐ

も

り

の

氣き

味み

を

呈て

い

し

、
北ほ

く

西せ

い

の

和わ

風ふ

う

は

西に

し

に

轉て

ん

じ

、
更さ

ら

に

又ま

た

南な

ん

東と

う

に

轉て

ん

じ

、
程ほ

ど

な

く

又ま

た

北ほ

く

方は

う

に

轉て

ん

じ

た

。 

其そ

の

翌よ

く

二

十

三

日に

ち

午ご

前ぜ

ん

四

時じ

よ

り

濃の

う

霧む

深ふ

か

く

、
全

ま
つ
た

く

咫

尺

し

せ

き

を

辧べ

ん

せ

ざ

る

に

至い

た

り

、
氣き

溫お

ん

は

氷
ひ
や
う

點て

ん

下か

十

度ど

に

下か

降こ

う

し

、
天て

ん

幕ま

く

の

張は

り

綱づ

な

は
杉す

ぎ

の

葉は

の

如ご

と

き

垂つ

ら

氷ら

一

面め

ん

に

附ふ

着
ち
や
く

し

た

が

、

午ご

前ぜ

ん

八

時じ

よ

り

、
霧き

り

晴は

れ

、
凍こ

ほ

れ

る

雲く

も

も

漸
や
う
や

く

動う

ご

き

始は

じ

む

る

と

共と

も

に

薄う

す

き

日に

つ

光
く
わ
う

も

時と

き

々〲

漏も

れ

射さ

し

た

。

露ろ

營え

い

以い

來ら

い

時じ

間か

ん

の

早は

や

き

こ

と

は

、

實じ

つ

に

驚お
ど
ろ

く

ば

か

り

で

、

八

時じ

間か

ん

の
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當た

う

直
ち
よ
く

も

八

時じ

間か

ん

の

休き

う

憩け

い

も

空く

う

々〱

裡り

に

去き

よ

來ら

い

す

る

如ご

と

く

感か

ん

ず

る

。

遠と

ほ

く

世せ

塵じ

ん

を

離は

な

れ

た

る

、
深し

ん

山ざ

ん

幽ゆ

う

谷こ

く

の

仙せ

ん

者じ

や

も

斯か

く

や

と

思お

も

は

る

ゝ

程ほ

ど

で

あ

る

。
晴せ

い

天て

ん

な

れ

ば

、
沿え

ん

岸が

ん

探た

ん

檢け

ん

を

行
お
こ
な

は

ん

も

の

と

豫よ

期き

せ

し

も

、

晴せ

い

雨う

計け

い

の

徴
ち
や
う

候こ

う

面お

も

白し

ろ

か

ら

ざ

る

に

躊
ち
ゆ
う

躇ち

よ

し

居を

る

う

ち

、

果は

た

し

て

午ご

後ゞ

二

時じ

よ

り

雪ゆ

き

模も

様や

う

と

な

り

、
雪ゆ

つ

片へ

ん

霏

々

ひ

ゝ

と

し

て

降ふ

り

、
や

が

て

吹ふ

ゞ

雪き

に

も

變へ

ん

化く

わ

せ

ん

ず

る

狀あ

り

態さ

ま

を

呈て

い

し

た

。
兩

り
よ
う

員い

ん

は

今い

ま

は

雪せ

つ

中
ち
ゆ
う

行か

う

軍ぐ

ん

中
ち
ゆ
う

な

る

突と

つ

進し

ん

隊た

い

の

勞ら

う

苦く

も

左さ

こ

そ

と

推す

ゐ

し

つ

ゝ

、

當た

う

直
ち
よ
く

交か

う

代た

い

の
時じ

間か

ん

を

利り

用ち

う

し

て

各お

の

々〱

睡す

い

眠み

ん

に

就つ

い

て

居ゐ

た

。 

二

十

四

日か

は

前ぜ

ん

日じ

つ

と

同お

な

じ

く
曇く

も

つ

て

居ゐ

て

、
氣き

溫お

ん

も

氷
ひ
や
う

點て

ん

下か

十

度ど

よ

り

十

一

度ど

に

上
じ
や
う

下か

し

て

居ゐ

た

。
然し

か

る

に

午ご

前ぜ

ん

十

時じ

頃こ

ろ

よ

り

晴せ

い

天て

ん

と

な

り

、
空そ

ら

に

一

點て

ん

の

雲く

も

も

な

く

晴は

れ

渡わ

た

つ

た

。
元

ぐ
わ
ん

來ら

い

今い

ま

は

永え

い

日じ

つ

の

時じ

期き

な

れ

ば

、
交か

う

代た

い

に

喫き

つ

す

る

食
し
よ
く

事じ

も

常つ

ね

に

晝
ち
ゆ
う

餐さ

ん

の

如ご

と

き

心
こ
ゝ
ろ

地ち

が

せ

ら

れ

兎と

も

す

れ

ば

、
晝

ち
ゆ
う

夜や

の

界
さ
か
い

を

忘わ

す

れ

て

時じ

日じ

つ

を

誤あ

や

ま

ら

う

と

す

る

こ

と
が

屡し

ば

々〱

で

あ

る

。

此こ

の

日ひ

の

暮く

れ

方か

た

に

至い

た

り

南

極

タ

ウ

ゾ

ク

鷹
カ
モ
メ

が

珍め

づ

ら

し

く

も

此こ

の

天て

ん

幕ま

く

を

見み

舞ま

ふ

て

來き

た

。

村む

ら

松ま

つ

隊た

い

員い

ん

は

手て

早は

や

く

村む

ら

田た

銃
じ
ゆ
う

を

持も

ち

出だ

し

、
實じ

つ

彈だ

ん

一

發ぱ

つ

美み

事ご

と

射ゐ

止と

め

た

が

、
南な

ん

極
き
よ
く

に

始し

終じ

う

住す

み

慣な

れ

た

黑く

ろ

鷹た

か

も

、

今け

日ふ

の

寒か

ん

氣き

の

爲た

め

に

腹ふ

く

部ぶ

の

毛け

は

硬か

た

く

氷ひ
や
う

結け

つ

し

て

居ゐ

た

。
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突と

つ

進し

ん

隊た

い

出
し
ゆ
つ

發ぱ

つ

の

際さ

い

負ふ

傷
し
や
う

の

爲た

め

留る

守す

居ゐ

を

仰
お
ほ
せ

付つ

け

た

黑く

ろ

犬い

ぬ

は

此こ

の

時と

き

ま

で

天て

ん

幕ま

く

外
ぐ
わ
い

に

繋
つ
な
い

で

あ

つ

た

が

、

今け

日ふ

は
如い

何か

に

も

寒さ

む

さ

う

な

の

で

此こ

の

日ひ

か

ら

天て

ん

幕ま

く

内な

い

に

同ど

う

居き

よ

せ

し

む

る

こ

と

ゝ

し

た

。 

犬い

ぬ

を

天て

ん

幕ま

く

に

入い

れ

て

か

ら

、
食

し
よ
く

事じ

時じ

間か

ん

後ご

は

吉よ

し

野の

隊た

い

員い

ん

の

睡す

い

眠み

ん

中
ち
ゆ
う

で

あ

る

の

で
、
相あ

ひ

手て

な

き

ま

ゝ

村む

ら

松ま

つ

隊た

い

員い

ん

は

コ

ト

〱

と

時と

き

を

刻き

ざ

む

時と

計け

い

の

音お

と

の

高た

か

さ

を

聽き

ゝ

つ

つ

出
し
ゆ
つ

帆ぱ

ん

の

際さ

い

有い

う

志し

者し

や

か

ら

贈お

く

ら

れ

た

雑さ

つ

書し

よ

を

繙
ひ
も
と

い

て

居ゐ

た

が

、
不ふ

思し

議ぎ

や

此こ

の

時と

き

天て

ん

幕ま

く

の

外そ

と

に

微か

す

か

に

人ひ

と

の

話
は
な
し

聲こ

ゑ

ら

し

い

の

を

聞き

い

た

。
此こ

の

無む

人じ

ん

の

極
き
よ
く

地ち

に

人ひ

と

聲こ

ゑ

の

す

る

は

、
不ふ

思し

議ぎ

の

事こ

と

よ

と

四

邊

あ

た

り

を

見み

廻ま

わ

し

、
尙な

ほ

も

耳み

み

を

澄す

ま

し

て

居ゐ

る

と

、
又ま

た

も

や

人ひ

と

の

話
は
な
し

聲ご

ゑ

！

さ

て

は

、
フ

ラ

ム

號が

う

の

船せ

ん

員い

ん

で

も

無

聊

ぶ

れ

う

の

餘あ

ま

り

、
來ら

い

訪は

う

し

た

の

で

あ

ら

う

と

天て

ん

幕ま

く

の

外そ

と

に

出で

や

う

と

す

る

と

、
何な

ん

の

こ

と

だ

、
馬ば

鹿か

々

々
〱

し

い

。
先さ

き

程ほ

ど

の

黑く

ろ

犬い

ぬ

が

炭す

み

俵
た
は
ら

の

側そ

ば

で

頻し

き

り

に

咽

喉

の

ど

を

鳴な

ら

し

て

居ゐ

た

の

で

あ

つ

た

。
村む

ら

松ま

つ

隊た

い

員ゝ

ん

は

獨ひ

と

り

苦く

笑
し
や
う

し

た

が

、
一

時じ

は

飛と

び

出だ

し

て

見み

や

う

と

ま

で

思お

も

つ

た

の

で

あ

る

。 

二

十

五

日に

ち

午ご

前ぜ

ん

二

時じ

氣き

溫お

ん

は

零れ

い

下か

二

十

三
度ど

に

達た

つ

し

、
猛ま

う

烈れ

つ

な

る

寒か

ん

氣き

で

あ

る

。
吉よ

し

野の

隊た

い

員ゝ

ん

は

此こ

の

日ひ

沿え

ん

岸が

ん

視し

察さ

つ

に

出で

掛か

け

て

往い

つ

た

が

、

程ほ

ど

な

く

天て

ん

幕ま

く

に

歸か

へ

り

來き 

tasaka
ノート
１６０頁　南極記一月廿四日（曇後晴）零下二十三度
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た

つ

た

。
午ご

後ゝ

六

時じ

晴せ

い

雨う

計け

い

七

百

四

十

九

示し

度ど

に

下く

だ

り

、
濕し

つ

度ど

計け

い

百
以い

上
じ
や
う

に

昇の

ぼ

つ

て

居ゐ

る

。
猛ま

う

烈れ

つ

な

る

北き

た

風か

ぜ

吹ふ

雪ぶ

き

を

催
も
よ
ほ

し

、
天て

ん

地ち

は

暗

瞻

あ

ん

た

ん

凄

愴

せ

い

そ

う

な

る

光
く
わ
う

景け

い

を
呈て

い

し

た

が

、
此こ

の

際さ

い

北ほ

く

方は

う

に

入い

り

口ぐ

ち

を

設ま

う

け

あ

る

此こ

の

天て

ん

幕ま

く

は

少す

く

な

か

ら

ず

風ふ

う

雪せ

つ

の

襲
し
ゆ
う

擊げ

き

を

受う

け

た

。
是こ

ゝ

に

於お

い

て

、

種し

ゆ

々〲

防ば

う

禦ぎ

よ

の

策さ

く

を

講こ

う

じ

た

が

、
此こ

の

日ひ

は

中な

か

々〱

の

大

雪

お

ほ

ゆ

き

で

、
降こ

う

雪せ

つ

は

天て

ん

幕ま

く

外
ゞ
わ
い

に

小こ

山や

ま

を

築き

づ

き

、
天て

ん

幕ま

く

内な

い

も

隙す

き

間ま

よ

り

の

粉こ

な

雪ゆ

き

の

爲た

め

に

、
白は

く

色
し
よ
く

と

化く

わ

し

た

、
果は

て

は

寢し

ん

室し

つ

迄ま

で

も

雪せ

つ

中ち

う

に

埋う

づ

も

れ

ん

と

し

た

の

で

、
二

人

ふ

た

り

は

大お

ほ

騷
さ
わ
ぎ

で

活
く
わ
つ

動ど

う

し

た

。
外

ぐ
わ
い

套と

う

を

擴ひ

ろ

げ

る

や

ら
、
風ふ

呂ろ

敷し

き

を

張は

る

や

ら

、
漸

や
う
や

く

に

し

て

事こ

と

無な

き

を

得え

た

。
軈や

が

て

防ぼ

う

禦ぎ

よ

法は

ふ

も

終を

へ

て

、
觀

く
わ
ん

測そ

く

の

爲た

め

に

出で

や

う

と

す

る

と

、

入い

り

口く

ち

外
ぐ
わ
い

の

積せ

き

雪せ

つ

は

堆
う
づ
た
か

く

行か

う

路ろ

を

妨
さ
ま
た

げ

て

居ゐ

る

。

ス

コ

ッ

プ

を

以も

つ

て

搔か

き

退の

け

〱

、
漸

や
う
や

く

に

し

て

幕ま

く

外
ぐ
わ
い

に

出で

た

。
幕ま

く

外
ぐ
わ
い

に

出で

て

見み

れ

ば

、
吹ふ

く

風か

ぜ

も

餘あ

ま

り

強つ

よ

く

は

感か

ん

じ

な

い

が

、
天て

ん

幕ま

く

は

廣
く
わ
う

原げ

ん

に

於お

け

る

唯ゆ

一い

つ

の

障
し
や
う

害が

い

物ぶ

つ

な

の

で

、
盛さ

か

ん

に

吹ふ

き

付つ

け

ら

れ

る

の

で

あ

る

。

此こ

の

日ひ

一

日に

ち

は

吹ふ

雪ぶ

き

に

鎖と

ざ

さ

れ

た

が

、

二

十

六

日に

ち

朝あ

さ

に

な

る

と

一

天て

ん

カ

ラ

リ

と

晴は

れ

渡わ

た

り

、
稀ま

れ

な

る

好か

う

晴せ

い

で

あ

る

。
け

れ

ど

も

、
寒か

ん

冷れ

い

な

る

南な

ん

風ぷ

う

は

肌は

だ

を

刺さ

し

、
氣き

溫を

ん

は

氷
ひ
や
う

點て

ん

下か

十

六

度ど

に

下く

だ

つ

て

居ゐ

る

。
フ

ト

海か

い

岸が

ん

を

見み

る

に

、
昨き

の

日ふ

迄ま

で

は

灣わ

ん

口こ

う

一

體た

い

に

靑あ

を

波な

み

よ

り

外ほ

か

眼め

に

入い

ら

な

か

つ

た

が

、

今け

朝さ

は

小こ

島じ

ま

の

如ご

と

き

氷
ひ
や
う

山ざ

ん

が 

tasaka
ノート
１６１頁　上陸本隊の探検大吹雪防禦に忙殺さる 一月廿五日（晴後吹雪）
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二

三

個こ

屹き

つ

然ぜ

ん

と

し

て

沖お

き

に

流な

が

れ

て
居ゐ

る

。
多た

分ぶ

ん

昨

日

き

の

う

の

大お

ほ

荒あ

れ

の

爲た

め

に

、
海か

い

岸が

ん

の

氷
こ
ほ
り

が

壊こ

は

れ

て

流な

が

れ

出い

で

た

の

で

あ

ら

う

。 
今け

日ふ

は

二

十

四

時じ

間か

ん

一

片ぺ

ん

の

雲く

も

だ

に

起お

こ

ら

な

い

。
太た

い

陽や

う

は

常つ

ね

に

嚇

々

か

く

〱

と

し

て

輝
か
ゞ
や

い

て

居ゐ

る

。

觀
く
わ
ん

測そ

く

に

は

此こ

の

上う

へ

も

な

い

天て

ん

氣き

で

あ

る

。
先ま

づ

大だ

い

體た

い

の

目も

く

測そ

く

で

は
今け

日ふ

此こ

の

頃ご

ろ

の

太た

い

陽や

う

は

、

正
し
よ
う

午ご

よ

り

午ご

後ゞ

二

時じ

に

北ほ

く

方は

う

四

十

五

度ど

許
ば
か
り

を

昇の

ぼ

り

、
そ

れ

か

ら

、
西に

し

を

過す

ぎ

て

南
み
な
み

に

至い

た

り

、
午ご

前ぜ

ん

一

時じ

よ

り

同ど

う

二

時じ

の

間
あ
ひ
だ

は

最
も
つ
と

も

低ひ

く

く

凡
お
よ
そ

十

五

度ど

許ば

か

り

下く

だ

り

、
又ま

た

東
ひ
が
し

に

向む

か

つ

て

環
く
わ
ん

狀
じ
や
う

運ゝ

ん

動ど

う

を

な

す

の

で

、
恰

あ
だ
か

も

此こ

の

天て

ん

幕ま

く

の

十

二

通と

ほ

り

の

縫ぬ

ひ

目め

を

二

十

四

時じ

間か

ん

に

一

週
し
ゆ
う

す

る

都つ

合が

ふ

で

あ

る

。
必ひ

つ

竟
き
や
う

縫ぬ

い

目め

の

間
あ
ひ
だ

一

間ま

の

巾は

ゞ

を

二

時じ

間か

ん

を

費
つ
ひ
や

し

て

運う

ん

動ど

う

す

る

譯わ

け

な

の

だ

か

ら

、
此こ

の

天て

ん

體た

い

時と

計け

い

さ

へ

見み

て

居を

れ

ば

、
夜よ

る

の

無な

い

此こ

の

南な

ん

方ぱ

う

の

世せ

界か

い
（

但た

ゞ

し

冬ふ

ゆ

は

殆
ほ
と
ん

ど

夜よ

ば

か

り

）

に

居ゐ

て

も

、

午ご

前ぜ

ん

午ご

後ゞ

を

間ま

違ち

が

ふ

や

う

な

事こ

と

は

な

い

の

で

あ

る

。 

翌よ

く

二

十

七

日に

ち

は

天て

ん

候こ

う

依い

然ぜ

ん

と

し

て

快
く
わ
い

晴せ

い

で

あ

る

、
豫か

ね

て

よ

り

宿
し
ゆ
く

望ぼ

う

の
灣わ

ん

内な

い

探た

ん

檢け

ん

を

試
こ
ゝ
ろ

み

ん

と

、

兩り
や
う

人に

ん

打う

ち

連つ

れ

て

天て

ん

幕ま

く

を

出で

た

。

各か

く

自じ

の

肩か

た

に

は

散さ

ん

彈だ

ん

を

裝そ

う

塡て

ん

し

た 

tasaka
ノート
１６２頁　南極記夜の無き世界 一月廿六日（好晴）
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銃
じ
ゆ
う

が

懸か

ゝ

つ

て

居ゐ

る

。
先ま

づ

海う

み

に

沿そ

ふ

て

西せ

い

南な

ん

方は

う

に

歩あ

ゆ

み

を

運は

こ

ん

だ

。
旭

き
よ
く

日じ

つ

は

靑せ

い

空く

う

に

懸か

ゝ

つ

て

滿ま

ん

目も

く

の

風ふ

う

光
く
わ
う

皆み

な

白し

ろ

く

、
時と

き

々〲

何い

づ

處こ

か

の

氷
ひ
や
う

堤て

い

の

缺け

つ

落ら

く

す

る

音お

と

で

あ

ら

う

、
遠え

ん

雷ら

い

の

如ご

と

く

悽
も
の
す

ご

く

響ひ

ゞ

い

て

來く

る

。
又ま

た

強つ

よ

き

南な

ん

風ぷ

う

が

常つ

ね

に

雪ゆ

き

野の

を

荒あ

れ

狂く

る

ふ

も

の

と

見み

え

、
種し

ゆ

々〲

な

模も

様や

う

が

雪せ

つ

上
じ
や
う

に

印い

ん

し

て

あ

る

、
恰

あ
だ
か

も

洪こ

う

水ず

ゐ

に

押お

し

流な

が

さ

れ

し

砂す

な

地ぢ

を

水み

づ

の

去さ

つ

た

後の

ち

眺な

が

む

る

や

う

な

感か

ん

が

あ

る

。
二

人

ふ

た

り

は

過く

わ

日じ

つ

一

行か

う

の

登と

う

攀は

ん

し

た

る

地ち

點て

ん

を

眺な

が

め

つ

ゝ

三

哩
マ
イ
ル

程ほ

ど

も

進す

ゝ

み

し

に

、
朧

お
ぼ
ろ

氣げ

な

が

ら

橇そ

り

の

跡あ

と

、
板い

た

カ

ン

ジ

キ

の

跡あ

と

、
犬い

ぬ

の

足あ

し

跡あ

と

等と

う

が

己
お
の
れ

等ら

の

進し

ん

路ろ

を

横よ

こ

切ぎ

り

て

海か

い

岸が

ん

よ

り

Ｓエ

ス

字じ

形が

た

に

走は

し

る

を
見み

た

。

孰い

づ

れ

ア

ム

ン

ド

セ

ン

大た

い

佐さ

一

行か

う

の

何な

に

者も

の

か

ゞ

遺の

こ

し

た

跡あ

と

に

相さ

う

違ゐ

な

い

。
二

人

ふ

た

り

は

己
お
の
れ

等ら

の

天て

ん

幕ま

く

を

見み

返か

へ

り

〱

軈や

が

て

日に

つ

章
し
や
う

旗き

を

視し

圜
く
わ
ん

外
ぐ
わ
い

に

遺の

こ

し

て

、
灣わ

ん

内な

い

へ

突と

つ

出
し
ゆ
つ

す

る

氷

堤

上

ひ
や
う
て
い
じ
や
う

へ

と

出で

た

。
灣わ

ん

内な

い

の

氷
ひ
や
う

堤て

い

は

龜き

裂れ

つ

が

多お

ほ

い

の

で

、
其そ

の

縁へ

り

に

迄ま

で

は

進す

ゝ

め

な

い

が

、
目も

く

測そ

く

に

依よ

る

と

高た

か

さ

は

確た

し

か

に

百

五
十

尺
し
や
く

以い

上
じ
や
う

で

あ

る

。
對た

い

岸が

ん

一

體た

い

の

氷
ひ
や
う

堤て

い

は

之こ

れ

よ

り

も

餘よ

程ほ

ど

低ひ

く

く

、
北き

た

よ

り

南
み
な
み

に

走は

し

つ

て

居を

り

、
兩

り
や
う

岸が

ん

の

距き

よ

離り

は

漸
や
う
や

く

五

哩
マ
イ
ル

位
く
ら
ゐ

の

も

の

で

あ

る

。
今い

ま

や

灣わ

ん

内な

い

の

野や

氷
ひ
や
う

流り

う

失し

つ

し
盡つ

く

し

て

碧へ

き

波は

動う

ご

き
、
兩

り
や
う

人に
ん

の
立た

て
る
直す

ぐ
左さ

方は
う

の
灣わ

ん

口こ
う

か
ら
十
哩

マ
イ
ル

を
隔へ

だ

て
ゝ
、
其そ

の

正
し
や
う

面め
ん

に
立た

つ
氷

ひ
や
う

堤て
い

の
東と

う

端た
ん

は
低ひ

く

く 

tasaka
ノート
１６３頁　上陸本隊の探検遠雷の如きは氷堤缺落の音響 アムンドセン一行の遺せし足跡が
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陷か

ん

沒ぼ

つ

し

て

、
海か

い

水す

ゐ

も

餘よ

程ほ

ど

深ふ

か

く

浸し

ん

入に

ふ

し

て

居ゐ

る

。
灣わ

ん

内な

い

水す

ゐ

面め

ん

の

形
か
た
ち

は

丁
ち
や
う

度ど

長な

が

靴ぐ

つ

の

や

う

に

見み

え

る

。 
數す

う

日じ

つ

前ぜ

ん

吉よ

し

野の

隊た

い

員ゐ

ん

は

此こ

の

氷
ひ
や
う

堤て

い

ま

で

來き

た

り

、
沿

岸

え

ん

が

ん

を

視し

察さ

つ

し

て

歸か

へ

り

し

が

、
其そ

の

際さ

い

、
長な

が

靴ぐ

つ

形が

た

の

灣わ

ん

の

踵
か
ゝ
と

に

當あ

た

れ

る

地

點

ち

て

ん

に

、
一

大だ

い

氷
ひ
や
う

山ざ

ん

の

存そ

ん

在ざ

い

せ

し

事こ

と

を

語か

た

つ

て

居ゐ

た

。
然し

か

る

に

今い

ま

來き

た

つ

て

之こ

れ

を

見み

れ

ば

、
既す

で

に
跡あ

と

方か

た

も

無な

く

消き

え

失う

せ

て

居ゐ

る

。
思お

も

ふ

に

變へ

ん

化く

わ

多お

ほ

き

南な

ん

極
き
よ
く

氷
ひ
や
う

海か

い

の

事こ

と

と

て

、

沖お

き

に

向む

か

つ

て

流な

が

れ

出い

で

た

の

に

相さ

う

違ゐ

な

い

。 

試
こ
ゝ
ろ
み

に

雙そ

う

眼

鏡

が
ん
き
ょ
う

を

取と

つ

て

眺な

が

む

る

と

、

其そ

の

氷
ひ
や
う

山ざ

ん

あ

り

し

と

云い

へ

る

地

點

ち

て

ん

の

後こ

う

方は

う

に

空そ

ら

高た

か

く

黑く

ろ

き

物も

の

が

見み

え

る

。
或

あ
る
ひ

は

是こ

れ

諾
ノ
ー
ル

威エ

ー

探た

ん

檢け

ん

隊た

い

の

旗は

た

に

て

は

な

き

や

、
兩

り
や
う

人に

ん

の

好か

う

奇き

心し

ん

は

大
お
ほ
い

に

動う

ご

い

た

。

若も

し

然し

か

り

と

す

れ

ば

是ぜ

非ひ

共と

も

之こ

れ

を

視し

察さ

つ

せ

ん

け

れ

ば

な

ら

ぬ

と

、

足あ

し

は

直
た
ゞ
ち

に

之こ

れ

に

向む

か

つ

た

。

往ゆ

く

〱

氷
ひ
や
う

上
じ
や
う

を

注ち

う

視し

す

る

に

五

寸す

ん

乃な

い

至し

一

尺
し
や
く

位
ぐ
ら
ゐ

の

龜き

裂れ

つ

は

幾

條

い

く

で

う

と

な

く

前ぜ

ん

程て

い

を

遮
さ
え
ぎ

り

、
然し

か

も

雪ゆ

き

が

之こ

れ

を

掩お

ほ

ふ

て

居ゐ

る

の

で

危き

險け

ん

言い

ふ

ば

か

り

な

し

で

あ

る

。
携

た
づ
さ

ふ

る

所
と
こ
ろ

の

竹た

け

杖づ

ゑ

を

以も

つ

て

安あ

ん

全ぜ

ん

な

る

や

否い

な

や

を

確
た
し
か

め

つ

ゝ
進す

ゝ

む

光
く
わ
う

景け

い

は

宛さ

な

然が

ら

按あ

ん

摩ま

の

橋は

し

渡わ

た

り

で

あ

る

。
注ち

う

視し

す

る

に

此こ

の

龜き

裂れ

つ

の

大だ

い

動ど

う

脈
み
や
く

と

も

云い

ふ

べ

き

も

の

は

、
大だ

い

な

る

環
く
わ
ん

圓ゑ

ん

を

爲な

し

て

、

東と

う

方は

う

よ

り

來き

た

り

、

而し

か

し

て

南な

ん

西せ

い

に

奔は

し

る

も

の

ゝ

如ご

と

く

で

あ

る

。 
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其そ

の

衝
し
よ
う

路ろ

に

當あ

た

つ

た

雪ゆ

き

は

、
異い

様や

う

に

隆り

う

起き

し

又ま

た

は

缺か

け

落お

ち

て
裂さ

け

目め

を

生
し
や
う

じ

て

居ゐ

る

。
兩

り
や
う

人に

ん

は

此こ

の

動ど

う

脈
み
や
く

の

中ち

う

心し

ん

に

向む

か

つ

て

進す

ゝ

む

の

だ

か

ら

、
其そ

の

危き

險け

ん

は

言い

ふ

ば

か

り

も

な

い

が

、
進す

ゝ

む

に

隨
し
た
が

つ

て

雪せ

つ

野や

は

次し

第だ

い

に

高た

か

ま

り

漸
や
う
や

く

安あ

ん

全ぜ

ん

の

地ち

點て

ん

へ

出で

た

。
斯か

く

て

氷
ひ
や
う

堤て

い

を

右み

ぎ

に

沿そ

ひ

て

曲ま

が

り

、
灣わ

ん

口こ

う

を

正
し
や
う

面め

ん

に

見み

た

地ち

點て

ん

ま

で

往ゆ

く

と

、
今い

ま

ま

で
見み

え

ざ

り

し

フ

ラ

ム

號が

う

は

、

遙は

る

か

沖お

き

よ

り

灣わ

ん

内な

い

に

向む

か

つ

て

進し

ん

行か

う

し

て

來く

る

。

是こ

れ

必ひ

つ

竟
き
や
う

風か

ぜ

も

和
や
は
ら

い

だ

の

で

、

灣わ

ん

内な

い

で

氷
ひ
や
う

山ざ

ん

に

衝
し
よ
う

突と

つ

す

る

惧お

そ

れ

も

な

い

か

ら

入い

り

來き

た

つ

て

碇て

い

泊は

く

す

る

も

の

に

相さ

う

違ゐ

な

し

と

考
か
ん
が

へ

た

。 

斯か

く

て

又ま

た

前ぜ

ん

進し

ん

を

續つ

ゞ

け

て

居ゐ

る

と

、
一

度ど

見み

失
う
し
な

つ

た

彼か

の

黑く

ろ

き

物も

の

は

確
た
し
か

に

飜へ

ん

々〱

た

る

旗は

た

で

あ

る

事こ

と

が

知し

れ

た

。

そ

れ

と

同ど

う

時じ

に

後こ

う

方は

う

に

更さ

ら

に

一

個こ

の

黑く

ろ

い

物も

の

の

あ

る

事こ

と

も

知し

れ

た

。

是こ

ゝ

に

於お

い

て

兩
り
や
う

人に

ん

は

愈い

よ

々〱

ア

ム

ン

ド

セ

ン

一

行か

う

の

露ろ

營え

い

地ち

な

る

に

相さ

う

違ゐ

な

し

と

、

勇ゆ

う

を

鼓こ

し

て

突と

つ

進し

ん

す

る

と

軈や

が

て

、
諾

ノ
ー
ル

威エ

ー

の

國こ

く

旗き

が

立た

ち

天て

ん

幕ま

く

の

建た

て

ら

れ

て

あ

る
地ち

點て

ん

ま

で

着つ

い

た

。
其そ

の

天

幕

テ

ン

ト

は

樺か

ば

色い

ろ

の

褪あ

せ

た

キ

ャ

ラ

コ

地ぢ

の

如ご

と

き

麻あ

さ

布ぬ

の

製せ

い

の

天

幕

テ

ン

ト

で

、
中ち

う

央お

う

に

柱
は
し
ら

一

本ぽ

ん

を

立た

て

、
細ほ

そ

き

多た

數す

う

の

控
ひ
か
へ

綱づ

な

を

以も

つ

て

龜
か
め
の

甲か

う

形が

た

に

張は

ら

れ

て

あ

る

。
入い

り

口く

ち

は

矢や

張は

り

北き

た

向む

き

で

袋ふ
く
ろ

式し

き

に

造つ

く

ら

れ

、

頗す
こ
ぶ

る

携け

い

帶た

い

に

便べ

ん

な

も

の

で

あ

る

。

我わ

が

根こ

ん

據き

よ

地ち

を
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距さ

る

こ

と

七

哩
マ
イ
ル

な

る

此こ

の

地ち

點て

ん

に

同ど

う

一

研け

ん

究き

う

に

從
じ
ゆ
う

事じ

す

る

人に

ん

間げ

ん

が

住す

ん

で

居ゐ

る

と

思お

も

へ

ば

、

誠
ま
こ
と

に

心
こ
ゝ
ろ

強づ

よ

い

感か

ん

が

あ

る

。 
英え

い

語ご

を

以も

つ

て
『

今こ

ん

日に

ち

は

〱

』
と

や

る

が

、
誰た

れ

も

出で

て

來こ

な

い

。
能よ

く

〱

注ち

う

視し

す

る

に

何ど

う

も

一

人に

ん

も

居ゐ

な

い

ら

し

い

。
多た

分ぶ

ん

海か

い

岸が

ん

へ

で

も

用よ

う

が

あ

つ

て

往い

つ

た

に

相さ

う

違ゐ

な

い

。
此こ

の

樣や

う

子す

で

見み

る

と

、
之こ

れ

は

諾
ノ
ー
ル

威エ

ー

隊た

い

の

根こ

ん

據き

よ

地ち

で

は

な

い

。
只た

ゞ

見み

張は

り

所じ

よ

位
く
ら
ゐ

に

過す

ぎ

ぬ

も

の

だ
。

此こ

處ゝ

よ

り

見み

る

に

、
海う

み

は

靴く

つ

の

踵
き
び
す

と

見み

し

處
と
こ
ろ

を

頂
ち
や
う

點て

ん

と

し

て

更さ

ら

に

三

角か

く

形け

い

の

如ご

と

く

東と

う

西ざ

い

に

擴ひ

ろ

が

り

、
今け

日ふ

も

尚な

ほ

氷
こ
ほ
り

解と

け

ず

し

て

一

望ぼ

う

漠ば

く

々〲

只た

ゞ

氷
ひ
や
う

堤て

い

の

聳そ

び

ゆ

る

を

見み

て

海う

み

か

と

思お

も

ふ

位
く
ら
ゐ

で

あ

る

。
尚な

ほ

思お

も

ふ

に

、
此こ

の

氷
こ
ほ
り

の

解と

け

ず

し

て

東
ひ
が
し

に

入い

り

込こ

み

し
地ち

點て

ん

は

或
あ
る
ひ

は

前ま

へ

見み

し

龜き

裂れ

つ

と

連れ

ん

絡ら

く

し

、
今い

ま

兩
り
や
う

人に

ん

の

立た

て

る

地ち

點て

ん

の

如ご

と

き

は

日ひ

な

ら

ず

し

て

漸ざ

ん

次じ

缺か

け

て

流り

う

出
し
ゆ
つ

し

、

灣わ

ん

内な

い

は

頭
あ
た
ま

な

き

瓢
ひ
さ
ご

の

形
か
た
ち

を

爲な

さ

ず

や

と

推す

い

察さ

つ

せ

ら

れ

た

。 

斯か

く

て

尙な

ほ

此こ

の

地ち

點て

ん

に

あ

つ

て

、
眺て

う

望ば

う

を

擅
ほ
し
い
ま

ま

に

し

て

居ゐ

る

と

、
三

十

分ぷ

ん

ば

か

り

の

後の

ち

、
此こ

の

灣わ

ん

内な

い

に

向む

か

つ

て

諾
ノ
ー
ル

威エ

ー

探た

ん

檢け

ん

船せ

ん

は

突と

つ

進し

ん

し

て

來き

た

。
そ

れ

と

共と

も

に

、
此こ

の

海う

み

の

東と

う

岸が

ん

を

沿そ

ふ

て

來く

る

人ひ

と

の

あ

る

の

を

見み

た

。

是こ

ゝ

に

於お

い

て

此こ

の

天て

ん

幕ま

く

は

陸り

く

上じ
や
う

隊た

い

と

船ふ

ね 
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と

の

連れ

ん

絡ら

く

を

取と

る

爲た

め

の

物も

の

で

あ

る
事こ

と

が

推す

い

察さ

つ

せ

ら

れ

た

。

待ま

つ

間ま

程ほ

ど

な

く

一

個こ

の

壯そ

う

漢か

ん

が

現あ

ら

は

れ

た

。
ジ

ャ

ケ

ッ

ト

を
以も

つ

て

身み

を

固か

た

め

、

頭
か
し
ら

に

は

防ぼ

う

寒か

ん

頭づ

巾き

ん

を

冠か

む

り

雪ゆ

き

眼め

鏡が

ね

を

懸か

け

た

探た

ん

檢け

ん

家か

ら

し

い

男
を
と
こ

で

あ

る

。
諾

ノ
ー
ル

威エ

ー

式し

き

の

六

尺
し
や
く

も

あ

ら

う

と

云い

ふ

細ほ

そ

長な

が

き

板い

た

カ

ン

ジ

キ

に

て

雪せ

つ

上
じ
や
う

を

滑
く
わ
つ

走さ

う

し

つ

ゝ

目も

く

前ぜ

ん

に

現あ

ら

は

れ

た

。
知し

ら

ぬ

外
ぐ
わ
い

國こ

く

の

人ひ

と

な

が

ら

斯か

ゝ

る

無む

人じ

ん

の

境
き
や
う

に

於お

い

て

面め

ん

會
く
わ
い

す

る

は

、
雙さ

う

方は

う

共と

も

無む

限げ

ん

の

感か

ん

あ

り

、
熱ね

つ

情
じ
や
う

籠こ

も

れ
る

握あ

く

手し

ゆ

を
交か

う

換
く
わ
ん

し

て

後の

ち

、
彼か

れ

は

船せ

ん

中ち

う

に

於お

い

て

白し

ら

瀬せ

隊た

い

長
ち
や
う

の
肖せ

う

像ざ

う

を

見み

た

り

し

事こ

と

な

ど

喜
よ
ろ
こ

ば

し

げ

に

語か

た

り
、

尙な

ほ

昨さ

く

年ね

ん

冬と

う

營え

い

中ち

う

に

は

寒か

ん

暖だ

ん

計け

い

非ひ

常
じ
や
う

に

降く

だ

り

、

犬い

ぬ

も

爲た

め

に

凍と

う

死し

し

て

甚
は
な
は
だ

し

き
危き

險け

ん

に

陷
お
ち
い

り

た

り

し

事こ

と

、
己お

の

れ

は

他た

の

一

人に

ん

と

共と

も

に

目も

つ

下か

此こ

の

天て

ん

幕と

の

留

守

る

す

居ゐ

を

爲な

し

居を

る

が

、

先せ

ん

日じ

つ

來ら

い

二

個か

月げ

つ

に

八

百

哩
マ
イ
ル

を

踏た

う

破は

し

て

此こ

の

地ち

に

歸か

へ

り

來き

た

り

し

事こ

と

、
及

お
よ
び

此こ

の

カ

ン

ジ

キ
を

以も

つ

て

す

れ

ば

、
一

日に

ち

に

四

十

哩
マ
イ
ル

乃な

い

至し

五

十

哩
マ
イ
ル

の

旅り

よ

行か

う

は
爲な

し

得う

べ

き

事こ

と

な

ど

語か

た

つ

た

。
村む

ら

松ま

つ

、
吉よ

し

野の

の

二

人

ふ

た

り

は

尙な

ほ

も

語か

た

り

續つ

ゞ

け

ん

と

し

た

が

、
折を

り

し

も

附ふ

近き

ん

に

來き

た

る

フ

ラ

ム

號が

う

と

信し

ん

號が

う

交か

う

換
く
わ
ん

の

用よ

う

事じ

あ

り

と

の

事こ

と

に

、
再さ

い

會
く
わ
い

を

期き

し

て

立た

ち

別わ

か

れ

た

。
歸き

路ろ

に

雪ゆ

き

と

も

思お

も

は

る
ゝ
程ほ

ど

白し
ろ

き

雪

鳥

ス
ノ
ー
バ
ー
ド

及
お
よ
び

海う
み

燕
つ
ば
め

等と
う

を
獵あ

さ

り
、

緩
く
わ
ん

慢ま
ん

な
る
波な

み

の
ウ
ネ
リ
の
如ご

と

き
高か

う

低て
い

あ
る
雪ゆ

き

野の

を
辿た

ど

り 
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無ぶ

事じ

我わ

が

根こ

ん

據き

よ

地ち

へ

と

歸か

へ

つ

て

來き

た

。 

翌よ

く

二

十

八

日に

ち

は

引ひ

き

續つ

ゞ

い

て

晴せ

い

天て

ん

で

、
氣き

溫お

ん

も

十
度ど

乃な

い

至し

十

一

度ど

を

示し

め

し

、
見み

渡わ

た

す

空そ

ら

は

拭ぬ

ぐ

ふ

が

如ご

と

く

、
唯た

ゞ

北ほ

く

西せ

い

水す

ゐ

平へ

い

線せ

ん

と

も

思お

も

ふ

邊あ

た

り

、
墨す

み

を

流な

が

し

た

る

如ご

と

き

低ひ

く

き

層そ

う

雲う

ん

の

棚た

な

曳び

く

の

が

見み

ゆ

る

の

み

で

あ

る

。 

其そ

の

黑こ

く

雲う

ん

の

東と

う

方は

う

面め

ん

の

氷
ひ
や
う

堤て

い

は

以い

前ぜ

ん

よ

り

一

行か

う

に

危き

險け

ん

を

豫よ

測そ

く

せ

し

め

た

脆も

ろ

き

も

の

で

あ

つ

た

が

、
今け

朝さ

見み

れ

ば

最も

早は

や

諸し

よ

所〱

缺け

つ

落ら

く

し

て

、
新あ

た

ら

し

き

斷だ

ん

壁ぺ

き

が

一

層そ

う

目め

立だ

つ

て

見み

え

た

。
午ご

後ご

四

時じ

か

ら

暗あ

ん

雲う

ん

空そ

ら

を

蔽お

ほ

ふ

て

雪ゆ

き

催も

よ

ひ

と

な

り

、
氣き

溫お

ん

八

度ど

許ば

か

り

上
じ
や
う

昇
し
や
う

し

た

が

、

こ

れ

も

暫ざ

ん

時じ

に

し

て
濃の

う

霧む

と

な

り

、

や

が

て

、

又ま

た

晴は

れ

た

。 

二

十

九

日に

ち

、
午ご

前ぜ

ん

八

時じ

、
自じ

記き

器き

械か

い

の

用よ

う

紙し

取と

り

換か

へ

を

し

た

時と

き

、
其そ

の

示し

め

す

所
と
こ
ろ

に

依よ

る

と

前ぜ

ん

週
し
ゆ
う

最さ

い

低て

い

溫お

ん

度ど

は

二

十

五

日に

ち

午ご

前ぜ

ん

二

時じ

の

氷
ひ
や
う

點て

ん

下か

二

十

三

度ど

で

あ

る

。
濕し

つ

度ど

は

二

十

五

日に

ち

の

午ご

後ゞ

六

時じ

よ

り

、
二

十

六

日に

ち

の

午ご

前ぜ

ん

十

時じ

の

間
あ
ひ
だ

に

渉わ

た

る

百

以い

上
じ
や
う

、
又ま

た

同ど

う

氣き

壓あ

つ

は

二

十

七

日に

ち

の

正
し
や
う

子し

の

七

五

八

粁
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

を

最さ

い

低て

い

と

し

て

居ゐ

る

。
風ふ

う

位ゐ

は

重お

も

に

南な

ん

風ぷ

う

に

て

二

十

五

日に

ち

の

一

六

九

六

〇

を

最さ

い

強
き
や
う

風ふ

う

力
り
よ
く

と

す

る

。
先ま

づ

概が

い

し

て
平へ

い

穏お

ん

の

天て

ん

候こ

う

で

あ

る

。
さ

て

今け

日ふ

は

朝あ

さ

か

ら

曇ど

ん

天て

ん

で

氣き

溫お

ん

高た

か

く

風か

ぜ

無な

く

、

午ご

前ぜ

ん

十

時じ

頃ご

ろ

よ

り

濃の

う

霧む

を

生し
や
う

じ

た

。 
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間ま

も

な

く

晴は

れ

て

北ほ

く

方は

う

に

卷ま

き

雲ぐ

も

が

現
あ
ら
は

れ

た

が

、
其そ

の

雲く

も

よ

り

洩も

れ

る

日に

つ

光
く
わ
う

が

海う

み

を

照て

ら

す

爲た

め
、

海か

い

上
じ
や
う

一

面め

ん

金こ

ん

色
し
よ
く

を

呈て

い

し

、

驚
お
ど
ろ

く

ば

か

り

の

近き

ん

距き

よ

離り

に

見み

え

た

。

尙な

ほ

又ま

た

水す

ゐ

平へ

い

線せ

ん

上
じ
や
う

に
は
、

南な

ん

極
き
よ
く

特と

く

有い

う

の

暗あ

ん

黑こ

く

な

る

卷け

ん

層そ

う

雲う

ん

長な

が

く

棚た

な

曳び

き

て

、
其そ

の

頂
い
た
ゞ

き

と

思お

も

ふ

所
と
こ
ろ

は
、
矢や

張は

り

光
く
わ
う

線せ

ん

を

受う

け

て

白し

ろ

く

見み

え

る

。

言い

は

ゞ

一
條で

う

の

瀑ば

く

布ふ

を

遠ゑ

ん

望ば

う

す

る

と

云い

ふ

狀あ

り

態さ

ま

で

あ

つ

た

が

、

そ

れ

が

程ほ

ど

な

く

消き

え

る

と

、
今こ

ん

度ど

は

白は

く

鉛え

ん

色
し
よ
く

の

雪ゆ

き

曇
ぐ
も
り

と

な

つ

た

。
極

き
よ
く

地ち

天て

ん

候こ

う

の

變へ

ん

化く

わ

は

實じ

つ

に

此か

く

の

如ご

と

く

で

あ

る

。

此こ

の

日ひ

午ご

前ぜ

ん

四

時じ

頃ご

ろ

寒か

ん

暖だ

ん

計け

い

は

氷
ひ
や
う

點て

ん

下か

三

度ど

ま

で

昇の

ぼ

つ

た

。 

翌よ

く

三

十

日に

ち

氣き

溫お

ん

は

依い

然ぜ

ん

と

し

て

溫
あ
た
ゝ

か

く

、
根こ

ん

據き

よ

地ち

に

留る

守す

役や

く

の

身み

に

取と

つ

て

は

何な

に

よ

り

の

幸か

う

福ふ

く

で

あ

る

。
然し

か

し

何な

に

分ぶ

ん

に

も

變へ

ん

化く

わ

激は

げ

し

き

極
き
よ
く

地ち

の

空そ

ら

と

て

、
或

あ
る
ひ

は

此こ

の

反は

ん

動ど

う

は

慘さ

ん

憺た

ん

た

る

荒あ

れ

の

天て

ん

候こ

う

を

生
し
や
う

ず

る

に

あ

ら

ず

や

と

危あ

や

ぶ

ま

し

む

る

。
突と

つ

進し

ん

隊た

い

も

出
し
ゆ
つ

發ぱ

つ

以い

來ら

い

大だ

い

分ぶ

ん

に

、
時と

き

を

要え

う

し

た

が

、
目め

出で

度た

く

目も

く

的て

き

を

達た

つ

し

て

歸か

へ

つ

て

呉く

れ

ゝ

ば

善よ

い

が

と
、

兩
り
や
う

人に

ん

は

祈い

の

つ

て

居ゐ

る

。
午ご

前ぜ

ん

十

時じ

頃ご

ろ

よ

り

空そ

ら

は

一

様や

う

に

灰は

い

色い

ろ

を

帶お

び

た

雲く

も

に

蔽お

ほ

は

れ

、
午ご

後ご

に

入い

り

寒か

ん

暖だ

ん

計け

い

が

稍や

や

下く

だ

る

と

濛も

う

々〱

た

る

霧き

り

、
此こ

の

白は

く

大た

い

陸り

く

を

包つ

ゝ

み

、
四

顧こ

暗あ

ん

憺た

ん

風ふ

う

力
り
よ
く

計け

い

も

一

時じ

停て

い

止し

し

た

。

翌よ

く

三

十

一

日に

ち

氣き

溫お

ん

は

氷
ひ
や
う

點て

ん

下か

十

度ど

を

示し

め

し

、

空そ

ら

は

相あ

ひ

變か

は

ら

ず 
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薄う

す

暗ぐ

ら

く

、
風か

ぜ

は

珍め

づ

ら

し

く

東と

う

南な

ん

方ぽ

う

よ

り

吹ふ

き

來き

た

り

、
天て

ん

幕ま

く

の

旭
き
よ
く

旗き

を

弄
も
て
あ
そ

ん

で

居ゐ

る

。
午ご

前ぜ

ん

四

時じ

の

交か

う

代た

い

時じ

刻こ

く

に

觀
く
わ
ん

測そ

く

所じ

よ

よ

り

天て

ん

幕ま

く

内な

い

に

入い

り
來き

た

つ

た

村む

ら

松ま

つ

隊た

い

員ゐ

ん

は

頻し

き

り

に

味み

噌そ

汁し

る

の

料れ

う

理り

中ち

う

、
天て

ん

幕ま

く

外
ぐ
わ
い

に

人ひ

と

の

來き

た

つ

た

氣け

色は

い

が

し

た

。
近き

ん

來ら

い

黑く

ろ

（

犬い

ぬ

の

名な

）
も

餘よ

程ほ

ど

快
こ
ゝ
ろ
よ

い

方は

う

で

頻し

き

り

に

天て

ん

幕ま

く

内な

い

に

出
し
ゆ
つ

入に

ふ

し

得う

る

の

で

あ

る

。

最さ

い

初し

よ

は

犬い

ぬ

で

あ

ら

う

と

思お

も

つ

て

居ゐ

た

が

、

雪ゆ

き

を

踏ふ

む

音お

と

が
犬い

ぬ

よ

り

も

高た

か

く

勇い

さ

ま

し

い

の

で

、

何ど

う

も

今こ

ん

度ど

は

人ひ

と

ら

し

い

、
そ

れ

に

し

て

も

、
吉よ

し

野の

隊た

い

員ゐ

ん

の

足あ

し

音お

と

に

し

て

は

早は

や

過す

ぎ

る

と

思お

も

つ

た

の

で

、

試
こ
ゝ
ろ

み

に

『

吉よ

し

野の

君く

ん

！

』

と

云い

つ

て

天て

ん

幕ま

く

の

外そ

と

を

見み

る

と

、

彼あ

な

方た

か

ら

ま

だ

容よ

う

易い

に

歸か

へ

る

ま

い

と

思お

も

つ

た

花は

な

守も

り

ア

イ

ヌ

が
黑く

ろ

い

顏か

ほ

の

眞ま

ん

中な

か

に

兩
り
や
う

眼が

ん

を

光ひ

か

ら

か

し

て
『

ホ

ー

〱

』
と

ア

イ

ヌ

流り

う

の

挨あ

い

拶さ

つ

を

し

て

や

つ

て

來き

た

。

全
ま
つ
た

く

夢ゆ

め

で

は

無な

い

か

と

思お

も

つ

た

が

、
そ

う

で

も

な

い

。 す

る

と

其そ

處こ

へ

、
吉よ

し

野の

隊た

い

員ゐ

ん

も

飛と

ん

で

來き

た

、
で

二ふ

た

人り

揃そ

ろ

つ

て

花は

な

守も

り

を

捉と

ら

へ

一

行か

う

の

消せ

う

息そ

く

如い

か

何ん

に

と

聽き

い

て

居ゐ

る

と

、
程ほ

ど

な

く

、
黑く

ろ

ジ

ャ

ケ

ッ

ト

の

武た

け

田だ

部ぶ

長
ち
や
う

が

兩
り
や
う

手て

に

コ

ン

パ

ス

を

抱か

ゝ

へ

た

儘ま

ゝ

、
雪ゆ

き

を

踏ふ

み

鳴な

ら

か

し

て

急い

そ

ぎ

駆か

け

付つ

け

來き

た

。
白し

ら

瀬せ

隊た

い

長
ち
や
う

三み

井ゐ

所し

よ

衛ゑ

ん

生せ

い

部ぶ

長
ち
や
う

も

喜
よ
ろ
こ

ば

し

げ

に

橇そ

り

に

乘の

つ

て

や

つ

て

來き

た

。
か

く

て

突と

つ

進し

ん

隊た

い

の

五

人に

ん

と

殘ざ

ん

留り

う

隊た

い

の 
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二ふ

た

人り

と

は

、
茲こ

ゝ

に

十

有い

う

二

日に

ち

目め

に

無ぶ

事じ

根こ

ん

據き

よ

地ち

に

於お

い

て

顏か

ほ

を

合あ

は

す

る

事こ

と

と

爲な

つ

た

。
其そ

の

悦
よ
ろ
こ

び

は

到た

う

底て

い

筆ひ

つ

紙し

の

盡つ

く

す

べ

き

所
と
こ
ろ

で

な

い

。 
午ご

後ゞ

よ

り

北き

た

風か

ぜ

烈は

げ

し

く

、
一

天て

ん

搔か

き

曇く

も

り

程ほ

ど

な

く
吹ふ

雪ぶ

き

と

變へ

ん

じ

て

來き

た

。
突と

つ

進し

ん

隊た

い

一

行か

う

は

長な

が

き

疲ひ

勞ら

う

に

、

二

三

談だ

ん

話わ

の

後の

ち

、

忽
た
ち
ま

ち

夢ゆ

め

路ぢ

の

人ひ

と

と

爲な

つ

た

。 

二

月
ぐ
わ
つ

一

日じ

つ

、
隊た

い

長
ち
や
う

以い

下か

突と

つ

進し

ん

隊た

い

一

同ど

う

の

高た

か

き

鼾い

び

き

の

間ひ

ま

に

村む

ら

松ま

つ

、
吉よ

し

野の

、
兩

り
や
う

隊た

い

員ゐ

ん

は

相あ

い

變か

は

ら

ず

交か

う

代た

い

に

觀
く
わ
ん

測そ

く

を

な

し

、
又ま

た

小こ

屋や

内う

ち

の

世せ

話わ

に

從
じ
ゆ
う

事じ

し

た

。
午ご

後ゞ

六

時じ

頃ご

ろ

よ

り

雪せ

つ

片ぺ

ん

霏ひ

々ゝ

と

し

て

、
降ふ

り

南な

ん

風ぷ

う

吹ふ

き

荒す

さ

む

と

共と

も

に

、
軈や

が

て

、
猛ま

う

烈れ

つ

な

る

吹ふ

雪ぶ

き

と

な

り

、
凄せ

い

愴さ

う

な

る

光
く
わ
う

景け

い

を

呈て

い

し

た

。
然し

か

し

風ふ

う

位ゐ

が

惡わ

る

く

な

い

の

で

、
天て

ん

幕ま

く

内な

い

は

左さ

程ほ

ど

に

な

い

、
只た

ゞ

出で

入い

り

口ぐ

ち

を

雪ゆ

き

で

鎖と

ざ

さ

れ

た

丈だ

け

で

あ

る

が

、
天て

ん

幕ま

く

の

外そ

と

は

非ひ

常
じ
や
う

な

る

光
く
わ
う

景け

い

で

あ

る

。
二

列れ

つ

に

繋つ

な

が

れ

た

る

犬い

ぬ

群ど

も

は

、
雪せ

つ

中ち

う

に

深ふ

か

く

身み

を

沒ぼ

つ

し

、
體た

い

を

縮ち

ゞ

め

て

吹ふ

雪ぶ

き

の

中う

ち

に

熟
じ
ゆ
く

睡す

ゐ

し

て

居ゐ

る

。
其そ

の

状
じ
や
う

は

白は

く

銀ぎ

ん

世せ

界か

い

の

黑こ

く

一

點て

ん

で

、
僅

わ
ず
か

に

毛け

の

一

部ぶ

分ぶ

ん

を

外そ

と

に

現あ

ら

は

し

て

居ゐ

る

の

み

で

あ

る

。
餘よ

程ご

と

の

疲ひ

勞ら

う

と

見み

え

て

、
打う

つ

も

蹴け

る

と

平へ

い

氣き

に

て

、

殆
ほ
と
ん

ど

死し

せ

る

が

如ご

と

き

深ふ

か

き

睡す

い

眠み

ん

に

耽ふ

け

つ

て

居ゐ

る

。
僅

わ
ず
か

に

一

頭と

う

の

頭
か
し
ら

を

擡も

た

げ

し

を

見み

れ

ば

頭
か
し
ら

よ

り

背は

い

部ぶ

に

至い

た

る

ま

で

、

宛さ

な

然が

ら

銀ぎ

ん

の

鎧
よ
ろ
ひ

を

着つ

け

た

や

う

で

あ

る

。 
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寒か

ん

國こ

く

の

犬い

ぬ

で

な

け

れ

ば

、

斯か

く

の

如ご

と

き

寒か

ん

氣き

に

堪た

え

得え

な

い

で

あ

ら

う

と

感か

ん

心し

ん

し

た

。 

午ご

後ゞ

八

時じ

頃ご

ろ

よ

り

、
空そ

ら

幾い

く

分ぶ

ん

晴は

れ

、
雲く

も

間ま

よ

り

太た

い

陽や

う

を

見み

る

と

同ど

う

時じ

に

、
日

暈

に

ち

う

ん

が

現あ

ら

は

れ

た

。
吹ふ

雪ぶ

き

は

尙な

ほ

時と

き

々〲

來き

た

つ

た

が

、
風ふ

う

位ゐ

が

西に

し

に

轉て

ん

ず

る

と

同ど

う

時じ

に

ハ

タ

と

止や

ん

だ

。

此こ

の

日ひ

の

晩ば

ん

餐さ

ん

は

隊た

い

長
ち
や
う

初は

じ

め

總そ

う

員ゐ

ん

七

名め

い

久ひ

さ

方か

た

振ぶ

り

に

て

食
し
よ
く

卓た

く

を

圍か

こ

ん

だ

。
此こ

の

夜よ

一

同ど

う

は

今こ

ん

後ご

の

行か

う

動ど

う

に

就つ

い

て

、
協け

ふ

議ぎ

し

た

結け

つ

果く

わ

、
先ま

づ
天て

ん

候こ

う

の

定さ

だ

ま

る

と

共と

も

に

第だ

い

二

根こ

ん

據き

よ

地ち

を

去さ

つ

て

、
ア

ム

ン

ド

セ

ン

大た

い

佐さ

の

根こ

ん

據き

よ

地ち

を

訪は

う

問も

ん

し

、
鯨

ホ
エ
ー
ル
ス

灣わ

ん

沿え

ん

岸が

ん

の

探た

ん

檢け

ん

等と

う

を

試
こ
ゝ
ろ

む

る

事こ

と

と

な

つ

た

。
又ま

た

一

方ぱ

う

に

は

我わ

が

開か

い

南な

ん

丸ま

る

の

着
ち
や
く

船せ

ん

も

今い

ま

數す

う

日じ

つ

の

内う

ち

と

見み

て

、
そ

れ

迄ま

で

に

是ぜ

非ひ

共と

も

全ぜ

ん

部ぶ

設せ

つ

計け

い

し

、
然し

か

る

後の

ち

能あ

た

ふ

丈だ

け

迅じ

ん

速そ

く

に

乘
じ
よ
う

船せ

ん

を

了れ

う

し

、
豫よ

定て

い

の

如ご

と

く

、
コ

ー

ル

マ

ン

島と

う

に

向む

か

は

ん

と

決け

つ

し

た

。 

曇く

も

れ

る

空そ

ら

も

漸
や
う
や

く

二

日か

午ご

前ぜ

ん

八

時じ

頃ご

ろ

よ

り
晴は

れ

渡わ

た

り

、
天て

ん

候こ

う

全
ま
つ
た

く

恢
く
わ
い

復ふ

く

し

た

ら

し

い

の

で

、

天て

ん

候こ

う

甚
は
な
は
だ

し

く

變か

は

ら

ぬ

内う

ち

に

と

、

第だ

い

二

露ろ

營え

い

地ち

よ

り

三

哩
マ
イ
ル

計ば

か

り

先ふ

き

に

殘ざ

ん

留り

う

せ

る

突と

つ

進し

ん

隊た

い

の

荷に

物も

つ

の

收し

う

容よ

う

の

爲た

め

に

橇そ

り

二
臺だ

い

を

仕し

立た

て

た

。
其そ

の

同ど

う

勢ぜ

い

は

四

人は

ん

で

あ

る

。
前ま

へ

橇そ

り

に

は

武た

け

田だ

部ぶ

長
ち
や
う

と

花は

な

守も

り

ア

イ

ヌ

と
乘の

り

て

十

三

頭と

う

の

犬い

ぬ

に

曳ひ

か

せ

、
後あ

と

橇そ

り

に

は

村む

ら

松ま

つ

、

吉よ

し

野の

兩
り
や
う

人に

ん

乘の

り

犬い

ぬ

十

五

頭と

う

を

し

て

曳ひ

か

せ

、

午ご

後ゞ

三

時じ

二

十

五

分ふ

ん

に

出
し
ゆ
つ

發ぱ

つ

し

た

。 
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方は

う

向か

う

は

武た

け

田だ

氏し

の

示し

め

す

所
と
こ
ろ

に

随
し
た
が

つ

て

、
南な

ん

少せ

う

東と

う

に

取と

り
「

ト

ウ

ト

ウ

」
「

カ

イ

〱

」
の

懸か

け

聲こ

ゑ

勇い

さ

ま

し

く

馳は

せ

て

往ゆ

く

。
所

と
こ
ろ

が

前ま

へ

橇そ

り

の

犬い

ぬ

は

後あ

と

橇そ

り

の

よ

り

も

強つ

よ

し

と

見み

え

て

稍や

々ゝ

と

も

す

れ

ば

距き

よ

離り

を

生
し
や
う

ず

る

。
村む

ら

松ま

つ

、
吉よ

し

野の

兩
り
や
う

人に

ん

は

憤い

き

激
ど
ほ
り

に

堪た

へ

ず

、
頻

し
き
り

に

勵は

げ

ま

し
責せ

き

立た

つ

れ

ど

犬い

ぬ

に

は

格か

く

別べ

つ

の
効か

う

も

な

い

。 

此こ

の

時と

き

二

羽は

の

南タ

ウ

極ゾ

ク

鷹
カ
モ
メ

あ

り

、
後こ

う

方は

う

よ

り

飛と

び

來き

た

つ

て

後あ

と

橇そ

り

の

上う

え

を

過す

ぎ

た

が

、
犬い

ぬ

群ど

も

は

之こ

れ

を

見み

て

追お

ひ

往ゆ

か

ん

と

で

も

思お

も

ひ

し

か

、
疾し

つ

風ぷ

う

の

如ご

と

く

に

駈か

け

出だ

し

た

。
橇そ

り

上
じ
や
う

の

二ふ

た

人り

は

振ふ

り

落お

と

さ

れ

ん

ば

か

り

で

あ

る

。
け

れ

ど

も

頗
す
こ
ぶ

る

得と

く

意い

で

あ
る

。
根こ

ん

據き

よ

地ち

の

留る

守す

居ゐ

の

み

し

た

勞ら

う

も

今い

ま

一

時じ

に

償
つ
ぐ
の

は

れ

た

や

う

な

顏か

ほ

し

て

乘の

つ

て

往ゆ

く

。 

前ぜ

ん

程て

い

は

只た

ゞ

茫ぼ

う

々〲

た

る

雪せ

つ

野や

で

あ

る

。
け

れ

ど

も

處
と
こ
ろ

々〲

に

高か

う

低て

い

も

あ

る

。
恰

あ
だ
か

も

海か

い

上
じ
や
う

の

濤う

畔ね

り

の

如ご

と

き

狀さ

ま

の

高か

う

低て

い

が

あ

る

。
犬い

ぬ

は

此こ

の

間
あ
ひ
だ

を

馳は

せ

て

往ゆ

く

。
一

時じ

間か

ん

ば

か

り

の

後の

ち

砂し

や

丘き

う

に

似に

た

る

雪ゆ

き

の

吹ふ

き

寄よ

せ

を
右う

方は

う

三

哩
マ
イ
ル

ば

か

り

の

地ち

點て

ん

に

見み

た

。
又ま

た

同ど

う

方は

う

面め

ん

の

地ち

平へ

い

線せ

ん

上
じ
や
う

に

氷
ひ
や
う

堤て

い

の

聳そ

び

え

立た

つ

の

を

見み

た

。
此こ

の

氷
ひ
や
う

堤て

い

は

鯨
ホ
エ
ー
ル
ス

灣わ

ん

と

連れ

ん

續ぞ

く

し

居を

る

物も

の

に

違ち

が

い

な

い

。 
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犬い

ぬ

は

頻
し
き
り

に

突と

つ

進し

ん

す

る

。
軈や

が

て

午ご

後ゞ

八

時じ

三

十

分ぷ

ん

、
首し

ゆ

尾び

能よ

く

十

七

哩
マ
イ
ル

の

道み

ち

を

走は

し

つ

て

荷に

物も

つ

の

殘ざ

ん

留り

う

し

あ

る

地ち

點て

ん

に

着つ

い

た

。
或

あ
る
ひ

は

屡し

ば

々〲

此こ

の

邊へ

ん

の

氷
ひ
や
う

野や

を

掠か

す

む

る

吹ふ

ゞ

雪き

の

爲た

め

に

埋ま

い

沒ぼ

つ

せ

ら

る

ゝ

事こ

と

な

き

や

と

心し

ん

配ぱ

い

し

た

が

、

荷に

物も

つ

は

何な

ん

等ら

の

異い

變へ

ん

な

く

立た

つ

て

置お

き

し

赤せ

き

旗ゝ

さ

へ

依い

然ぜ

ん

と

し

て

翻
ひ
る
が
へ

つ

て

居ゐ

た

。

け

れ

ど

も

外
ぐ
わ
い

面め

ん

は

總す

べ

て

厚あ

つ

い

氷
こ
ほ
り

に

纒ま

と

は

れ

て

居ゐ

た

。 

荷に

物も

つ

は

全ぜ

ん

部ぶ

で

十

二

個こ

で

あ

る

。
之こ

れ

を

二

臺だ

い

の

橇そ

り

に

載の

せ

て

走は

し

る

に
其そ

の

重
ぢ
ゆ
う

量
り
や
う

は

總そ

う

計け

い

四

十

貫
く
わ
ん

、
來き

た

り

し

時と

き

よ

り

も

重
ぢ
ゆ
う

量
り
や
う

多お

ほ

き

に

係
か
ゝ
は

ら

ず

、
犬い

ぬ

は

根こ

ん

據き

よ

地ち

に

向む

か

ふ

嬉
う
れ
し

さ

に

疾し

つ

風ぷ

う

の

如ご

と

く

に

駆か

け

出だ

し

た

。
軈や

が

て

寒か

ん

氣き

は

氷
ひ
や
う

點て

ん

下か

十

五

度ど

に

下か

降こ

う

し

、
雪ゆ

き

を

捲ま

く
雄ゆ

う

風ふ

う

飇
ひ
や
う

々〱

と

し

て

吹ふ

き

起お

こ

り

し

に

拘か

ゝ

は

ら

ず

、
犬い

ぬ

は

驀ま

つ

直
し
ぐ
ら

に

馳は

せ

て

、
午ご

後ゞ

十

一

時じ

五

十

分ぷ

ん

根こ

ん

據き

よ

地ち

へ

は

歸き

還
く
わ
ん

し

た

。
行か

う

程て

い

は

往わ

う

返へ

ん

三

十

四

哩
マ
イ
ル

、
一

時じ

間か

ん

の

速そ

く

力
り
よ
く

四

哩
マ
イ
ル

餘よ

で

あ

る

。
輓ひ

き

犬い

ぬ

の

速そ

く

力
り
よ
く

は

實じ

つ

に

侮
あ
な
ど

る

べ

か

ら

ざ

る

も

の

で

あ

る

。 

吉よ

し

野の

、
村む

ら

松ま

つ

等ら

の

不ふ

在ざ

い

中ち

う

、
氣き

象
し
よ
う

の

觀
く
わ
ん

測そ

く

は

三み

つ

井ゐ

所し

よ

部ぶ

長
ち
や
う

其そ

の

任に

ん

に

當あ

た

つ

た

。
す
る

と

微
か
す
か

に

汽き

笛て

き

の

音お

と

を

聽き

い

た

の

で

、
若も

し

や

開か

い

南

丸

な

ん

ま

る

が

目も

く

的て

き

を

達た

つ

し

、
エ

ド

ワ

ー

ド
七

世せ

い

州し

う

の

方は

う

か

ら

歸き

着ち
や
く

し

た

の

で

は

あ

る

ま

い

か

と

、

山や

ま

邊べ

ア

イ

ヌ

を

連つ

れ

て

視し

察さ

つ 
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に

往い

つ

た

か

、
何ど

う

も

其そ

の

姿
す
が
た

は

見み

え

な

か

つ

た

。
若も

し

や

氷
ひ
や
う

堤て

い

の

蔭か

げ

に

碇て

い

泊は

く

し

て

居ゐ

る

の

で

は

な

い

か

と

眺な

が

め

た

が

、

船ふ

ね

ら

し

い

影か

げ

は

更さ

ら

に

視し

界か

い

に

入い

ら

ぬ

。

併し

か

し

尙な

ほ

も

一

哩
マ
イ
ル

許ば

か

り

奥お

く

に

進す

ゝ

ん

だ

が

結け

つ

局
き
よ
く

要え

う

領
り
や
う

を

得え

ず

し

て

引ひ

き

返か

へ

し

た

。

途と

中ち

う

犬い

ぬ

の

鳴な

き

聲ご

ゑ

を

聞き

き

、

其そ

の

方は

う

を

見み

る

と

今い

ま

し

も

荷に

物も

つ

收し

う

容え

う

の

橇そ

り

隊た

い

は

、
將ま

さ

に

根こ

ん

據き

よ

地ち

に

達た

つ

せ

ん

と

す

る

時と

き

で

あ

つ

た

。 

此こ

の

時と

き

、
太た

い

陽や

う

は

漸
や
う
や

く
南な

ん

西せ

い

の

空そ

ら

に

低ひ

く

く

懸か

ゝ

り

、
氣き

溫お

ん

も

大
お
ほ
い

に

下か

降か

う

し

た

。
其そ

の

夜よ

は

開か

い

南

丸

な

ん

ま

る

の

姿
す
が
た

は

見み

え

ず

、
汽き

笛て

き

の

み

聞き

こ

へ

る

と

云い

ふ

事こ

と

が

話わ

題だ

い

と

な

り

。
今い

ま

は

一

刻こ

く

も

早は

や

く

乘
じ
よ
う

船せ

ん

せ

ん

と

思お

も

ふ

故ゆ

ゑ

、
今け

日ふ

の
汽き

笛て

き

も

我わ

が

母ぼ

船せ

ん

に

て

あ

れ

か

し

と

心
こ
ゝ
ろ

々〱

に

祈い

の

ら

ぬ

は

無な

か

つ

た

。 

翌よ

く

三

日か

午ご

前ぜ

ん

二

時じ

半は

ん

よ

り

南な

ん

々〱

東と

う

の

吹ふ

雪ぶ

き

盛さ

か

ん

に

來ら

い

襲し

ふ

し

た

、

天て

ん

幕ま

く

入い

り

口く

ち

は

風ふ

う

雪せ

つ

防ぼ

う

禦ぎ

よ

工こ

う

事じ

の

爲た

め

に

、
吉よ

し

野の

隊た

い

員ゐ

ん

と

三み

井ゐ

所し

よ

部ぶ

長
ち
や
う

と

力
ち
か
ら

を

併あ

は

せ

、
必ひ

つ

死し

と

爲な

つ

て

働
は
た
ら

い

た
。

や

が

て

そ

れ

も

一

時じ

に

て

收お

さ

ま

り

、

午ご

前ぜ

ん

七

時じ

に

は

一

天て

ん

曇く

も

り

な

が

ら

雪ゆ

き

を

見み

な

か

つ

た

。
朝て

う

餐さ

ん

の

最さ

い

中ち

う

花は

な

守も

り

ア

イ

ヌ

は

慌あ

わ

た

ゞ

し

く
天て

ん

幕ま

く

に

入い

り

來き

た

り
『

船ふ

ね

が

見み

え

た

開か

い

南

丸

な

ん

ま

る

ら

し

い

！

』

と

の

御ご

注ち

う

進し

ん

で

あ

る

。

偖さ

て

は

、

昨き

の

日ふ

の

汽き

笛て

き

も

空そ

ら

耳み

ゝ

で

は

な

か

つ

た

か

と

、 
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早さ

う

々〱

双さ

う

眼が

ん

鏡
き
や
う

を

取と

り

出い

だ

し

て

見み

た

。
遙は

る

か

沖お

き

や
空そ

ら

な

る

彼あ

な

方た

に

南な

ん

風ぷ

う

に

船せ

ん

旗き

を

輕か

ろ

く

翻
ひ
る
が

へ

し

、
海か

い

上
じ
や
う

に

浮う

か

ん

だ

る

姿
す
が
た

は

疑
う
た
が
ひ

も

な

く

懐
な
つ
か

し

き

我わ

が

開か

い

南な

ん

丸ま

る

で

恰
あ
だ
か

も

氷
ひ
や
う

堤て

い

よ

り

十

哩
マ
イ
ル

許ば

か

り

の

沖お

き

合あ

い

に

浮う

か

ん

で

居ゐ

る

。 

そ

こ

で

、
兎と

に

角か

く

、
海か

い

陸り

く

相さ

う

互ご

の

連れ

ん

絡ら

く

を

附つ

け

る

に

如し

か

ず

と

、
一

同ど

う

は

氷
ひ
や
う

堤て

い

に

赴
お
も
む

い

た

。
然し

か

し

風ふ

う

波は

荒あ

ら

き

爲た

め

か

、
船ふ

ね

は

一

向か

う

灣わ

ん

内な

い

に

入い

り

來き

た

ら

ず

、
見み

渡わ

た

す

と

船ふ

ね

は
非ひ

常
じ
や
う

に

傾け

い

斜し

や

動ど

う

搖え

う

し

て

居ゐ

る

様や

う

子す

、
何な

に

分ぶ

ん

相さ

う

互ご

の

距き

よ

離り

が

遠と

ほ

い

の

で

、
定て

い

規き

信し

ん

號が

う

も

な

ら

ず

、

唯た

ゞ

徒
い
た
づ

ら

に

外
ぐ
わ
い

套た

う

を

振ふ

る

や

ら

、
二

三

の

發は

つ

砲ぱ

う

を

し

て

相あ

ひ

圖づ

を

す

る

や

ら

思お

も

ひ

思お

も

ひ

の

信し

ん

號が

う

を

試
こ
ゝ
ろ

み

た

。
所

と
こ
ろ

が

船ふ

ね

で

は

汽き

笛て

き

一

聲せ

い

微か

す

か

に

此こ

な

方た

に

應こ

た

え

た

、
斯か

く
て

氷
ひ
や
う

堤て

い

上
じ
や
う

に

待ま

つ

事こ

と

一

時じ

間か

ん

に

及お

よ

ん

だ

が

容よ

う

易い

に
船ふ

ね

の

入い

り

來く

る

様や

う

子す

も

な

い

の

で

一

ト

先ま

づ

根こ

ん

據き

よ

地ち

に

歸か

へ

る

事こ

と

に

し

た

。
途と

中ち

う

雪
ス
ノ
ー

鳥バ

ド

、
南

極

ト

オ

ゾ

ク

鷹
カ
モ
メ

を

狩か

り

、
二

三

羽ば

の

戰せ

ん

利り

品ひ

ん

を

獲え

つ

ゝ

天て

ん

幕ま

く

に

歸か

へ

つ

た

の

は

、

午ご

前ぜ

ん

十

一
時じ

で

あ

つ

た

。 

折を

り

し

も

、
空そ

ら

晴は

れ

渡わ

た

り
風か

ぜ

止や

み

、
小こ

春は

る

日び

和よ

り

と

も

云い

ふ

べ

き

日に

つ

光
く
わ
う

と

氣き

溫お

ん

と

に

な

つ

た

の

で

濡ぬ

れ

物も

の

を

乾ほ

す

や

ら

、
其そ

の

他た

各か

く

自じ

部ぶ

署し

よ

を

定さ

だ

め

て

根こ

ん

據き

よ

地ち

引ひ

き

揚あ

げ

の

準
じ
ゆ
ん

備び

を

整
と
ゝ
の

へ

た

。

午ご

後ゞ

十

一

時じ

頃ご

ろ

船ふ

ね

は

氷ひ
や
う

堤て

い

に

沿そ

い

つ

ゝ

灣わ

ん

内な

い

に

突と

つ

入に

ふ

し

た

。

そ

こ

で 
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四

日か

午ご

前ぜ

ん

一

時じ

、
武た

け

田だ

部ぶ

長
ち
や
う

、
村む

ら

松ま

つ

隊た

い

員ゐ

ん

、
山や

ま

邊べ

、
花

守

は

な

も

り

兩
ゝ
や
う

ア

イ

ヌ

の

四

人に

ん

は

、
橇そ

り

に

乘の

り

船ふ

ね

と

も

連れ

ん

絡ら

く

を

取と

り

乘
じ
よ
う

船せ

ん

地ち

點て

ん

の

搜さ

う

索さ

く

に

從
じ
ゆ
う

事じ

し

た

。 
橇そ

り

隊た

い

が

乘
じ
よ
う

船せ

ん

箇か

所し

よ

の

仕し

度た

く

を

終を

へ

た

結け

つ

果く

わ

、
何な

に

分ぶ

ん

に

も

一

刻こ

く

も

早は

や

く

乘
じ
よ
う

船せ

ん

せ

ん

け

れ

ば

な

ら

ぬ

、
寧む

し

ろ

瞬
し
ゆ
ん

時じ

を

爭
あ
ら
さ

ふ

此こ

の

地ち

の

狀
じ
や
う

態た

い

で

あ

る

か

ら

迅じ

ん

速そ

く

に

乘の

り

移う

つ

ら

ね

ば

な

ら
ぬ

と

一

同ど

う

荷に

造づ

く

り

に

着
ち
や
く

手し

ゆ

し

た

。

全
ま
つ
た

く

火く

わ

事じ

場ば

騷さ

わ

ぎ

で

あ

る

。 

斯か

く

て

準
じ
ゆ
ん

備び

を

終を

は

る

と

共と

も

に

、
橇そ

り

は

幾い

く

度た

び

か

氷
ひ
や
う

上
じ
や
う

を

往わ

う

還
く
わ
ん

し

つ

ゝ

あ

る

隙す

き

に
、
或

あ
る
ひ

は

荷に

物も

つ

を

運は

こ

ぶ

者も

の

、
寫し

や

眞し

ん

を

撮と

る

者も

の

な

ど

、
各お

の

々〱

必ひ

つ

死し

と

な

つ

て

活
く
わ
つ

動ど

う

し

た

。
又ま

た

船ふ

ね

の

方は

う

よ

り

は

土つ

ち

屋や

運う

ん

轉て

ん

士し

の

外ほ

か

、
渡わ

た

邊な

べ

、
柴し

ば

田た

、
西に

し

川か

は

の

三

船せ

ん

員ゐ

ん

を

應お

う

援え

ん

隊た

い

と

し
て

上
じ
や
う

陸り

く

助じ

よ

勢せ

い

せ

し

め

た

の

で

、
爰こ

ゝ

に

上
じ
や
う

下げ

相あ

ひ

和わ

し

、
荷に

物も

つ

運う

ん

搬ぱ

ん

の

道み

ち

付つ

け

を

終を

は

つ

た

。
斯か

く

て

午ご

前ぜ

ん

六

時じ

二

十

分ぷ

ん

に

入に

ふ

船せ

ん

を

初は

じ

め

八
時じ

三

十

分ぷ

ん

を

以も

つ

て

全ぜ

ん

部ぶ

の

收し

う

容よ

う

を

終を

は

つ

た

。

引ひ

き

揚あ

げ

を

了れ

う

す

る

と

共と

も

に

一

面め

ん

の

濃の

う

霧む

海か

い

上
じ
や
う

に

立た

ち

籠こ

め

咫し

尺せ

き

迷め

い

濛ま

う

た

る

光
く
わ
う

景け

い

と

爲な

つ

た

の

で

あ

る

。 
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第
四
章 

エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
州
の
探
檢 

 

一

月
ぐ
わ
つ

十

九

日に

ち

、
陸り

く

上
じ
や
う

隊た

い

員ゐ

ん

七

名め

い

を

鯨
ホ
エ
ー
ル
ス

灣わ

ん

上
じ
や
う

の

根こ

ん

據き

よ

地ち

に

殘の

こ

し

て

、
午ご

後ゝ

五

時じ

三

十

分ぷ

ん

、
開か

い

南

丸

な

ん

ま

る

は

キ

ン

グ

、
エ

ド

ワ

ー

ド

七

世せ

い

州し

う

に

向む

げ

出
し
ゆ
つ

帆は

ん

し

た

。
氷

ひ
や
う

堤て

い

を

右う

舷げ

ん

一

哩
マ
イ
ル

半は

ん

、
乃

至

な

い

し

三

哩
マ
イ
ル

の

距き

よ

離り

に

見み

つ

ゝ

進し

ん

行か

う

し

た

が

、
天て

ん

氣き

が
靜せ

い

穩を

ん

な

の

で

、
海か

い

上
じ
や
う

は

何な

に

事ご

と

も

な

い

の

で

あ

る

。
其そ

の

翌よ

く

廿

日か

も

、
廿

一

日に

ち

も

、

頗
す
こ
ぶ

る

靜せ

い

穩を

ん

な

天て

ん

候こ

う

な

の

で

、
安あ

ん

全ぜ

ん

な

る

航か

う

海か

い

を

續つ

づ

け

て

往ゆ

く

。
然し

か

る

に
午ご

後ゝ

八

時じ

頃こ

ろ

に

至い

た

り

、
猛ま

う

烈れ

つ

な

る

吹ふ

雪ゞ

き

の

來ら

い

襲し

う

を

受う

け

た

。
甲か

ん

板ぱ

ん

は

見み

る

〱

中う

ち

に
積せ

き

雪せ

つ

に

埋う

づ

め

ら

れ

た

。
此こ

の

雪ゆ

き

は

、
翌よ

く

二

十

二

日に

ち

の

曉
あ
か
つ
き

に

至い

た

つ

て

、

稍

々

や

ゝ

稀き

薄は

く

と

な

つ

た

。

午ご

前ぜ

ん

四

時じ

よ

り

汽き

帆は

ん

兩

走

り
や
う
そ
う

と

し

た

。

同ど

う

七

時じ

半は

ん

頃こ

ろ

に

至い

た

つ

て

、
前ぜ

ん

日じ

つ

來ら

い

の

天て

ん

候こ

う

の

爲た

め

、
少す

こ

し

く

吹ふ

き

流な

が

さ

れ

て

居ゐ

た

航か

う

路ろ

か

ら

船せ

ん

首し

ゆ

を

轉て

ん

じ

て

舊き

う

針し

ん

路ろ

に

復ふ

く

し

た

。 

明あ

く

れ

ば

、
一

月
ぐ
わ
つ

二

十

三

日に

ち

で

あ

る

。
午ご

前ぜ

ん

七

時じ

、
目も

く

的て

き

地ち

た

る

、
エ

ド

ワ

ー

ド

七

世せ

い

州し

う

の

陸り

く

岸が

ん

を

遙は
る
か

に

望ば

う

見け

ん

し

た

。

此こ

の

時と

き

右う

舷げ

ん

の

方か

た

を

眺な

が

め

る

と

、

長な

が

さ

二

十

哩マ
イ
ル

幅は

ゞ

三
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哩
マ
イ
ル

に

亘わ

た

り

、
陸り

く

岸が

ん

一

帶た

い

鋭
す
る
ど

く

尖と

が

つ

た

氷
こ
ほ
り

が

林
は
や
し

を

爲な

し
て

生
し
や
う

じ

て

居ゐ

る

の

を

見み

た

。
遠ゑ

ん

方ぱ

う

か

ら

之こ

れ

を

望の

ぞ

め

ば

、
宛さ

な

然が

ら

百
ひ
や
く

方ま

ん

の

白
び
や
く

衣え

兵へ

い

が

呼い

吸き

を

凝こ

ら

し

て

潜ひ

そ

ん

で

居ゐ

る

や

う

に

思お

も

は

れ

る

。
船ふ

ね

は

此こ

處ゝ

を

過す

ぎ

て

、
注ち

う

意い

深ふ

か

く

、

沿え

ん

岸が

ん

に

近ち

か

づ

き

、
午ご

後ゝ

四

時じ

、
南な

ん

緯ゐ

七

十

六

度ど

五

十

六

分ぷ

ん

、

西さ

い

經け

い

百

五

十

五

度ど

五

十

五

分ぷ

ん

な

る

ビ

ス

コ

ー

灣わ

ん

の

野や

氷
ひ
や
う

上
じ
や
う

に

碇
い
か
り

を

卸お

ろ

し

た

。
前ぜ

ん

面め

ん

に

は

、
ア

レ

キ

サ

ン

ド

ラ

山さ

ん

脈
み
や
く

が

神か

う

々〱

し

く

聳そ

び

へ

て

居ゐ

る

。
萬ば

ん

古こ

の

氷
ひ
や
う

界か

い

史し

を

語か

た

ら

ん

と

す

る

も

の

ゝ

如ご

と

く

聳そ

び

へ

て

居ゐ

る

。
打う

ち

見み

た

る

所
と
こ
ろ

、

此こ

の

山や

ま

の

根こ

ん

基き

は

一

ッ

で

あ

る

が

、

其そ

の

峯み

ね

は

三

ッ

に

分わ

か

れ

て

居ゐ

る

。
根こ

ん

基き

の

一

ッ

で

あ

る

こ

と

は

例た

と

へ

ば

、
富ふ

士じ

山さ

ん

と

寳ほ

う

永え

い

山さ

ん

と

の

關
く
わ
ん

係け

い

の

や

う

な

も

の

だ

が

、
特と

く

に
中ち

う

央あ

う

の

峯み

ね

が

大お

ほ

き

く

其そ

の

西せ

い

方は

う

の

峯み

ね

は

之こ

れ

に

次つ

ぎ

中ち

う

央あ

う

の

峯み

ね

の

東と

う

方は

う

に

聳そ

び

ゆ

る

物も

の

は

又ま

た

之こ

れ

に

次つ

ぐ

。

以い

上
じ
や
う 

tasaka
ノート
１８０頁　南極記陸岸一帶の尖氷 神々しき山脉
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三

個こ

の

峯み

ね

の

山さ

ん

腹ぷ

く

八

合が

ふ

目め

邊へ

ん

に

は

何ど

の
峯み

ね

に

も

黑く

ろ

い

も

の

が

見み

え

る

。
之こ

れ

は

山さ

ん

皮ぴ

の

露ろ

出
し
ゆ
つ

に

相さ

う

違ゐ

な

い

。
其そ

の

中う

ち

最
も
つ
と

も
西せ

い

端た

ん

に

あ

る

峯み

ね

は

、
船ふ

ね

の

位ゐ

置ち

に

最
も
つ
と

も

近
ち
か
い

い

の

で

、

其そ

の

黑こ

く

點て

ん

を

硏け

ん

究き

う

す

る

が

た

め

、

隊た

い

員ゐ

ん

船せ

ん

員ゐ

ん

の

中う

ち

よ

り

多た

數す

う

の

者も

の

を

上
じ
や
う

陸り

く

せ

し

む

る

事こ

と

と

爲な

つ

た

。
其そ

の

隊た

い

は

二

個こ

に

分わ

か

れ

、
一

隊た

い

は

土つ

ち

屋や

運う

ん

轉て

ん

士し

之こ

れ

を

率ひ

き

ゐ

、
島し

ま

、
渡わ

た

邊な

べ

（

鬼

太

郎

）
、
多た

田ゞ

柴し

ば

田た

の

四

人に

ん

が

從
し
た
が

ふ

こ

と

ゝ

な

つ

た

。 

他た

の

一

隊た

い

は

西に

し

川か

は

渡わ

た

邊な

べ

（

近

三

郎
）
兩

り
や
う

隊た

い

員い

ん

及
お
よ
び

田た

泉
い
づ
み

寫し

や

眞し

ん

技ぎ

師し

の

三

人に

ん

を

以も

つ

て

組そ

織し

き

す

る

こ

と

ゝ

な

つ

た

。

先ま

づ

二

隊た

い

共と

も

開か

い

南

丸

な

ん

ま

る

の

繋け

い

留り

う

し

あ

る

前ぜ

ん

面め

ん

の

大だ

い

野や

氷
ひ
や
う

を

通つ

う

過く

わ

し

て

氷
ひ
や
う

堤て

い

に

上の

ぼ

ら

ね

ば

な

ら

ぬ

が

、
此こ

の

氷
ひ
や
う

堤て
い

に
上の

ぼ

る
に
は
、
眞ま

つ

直す
ぐ

に
南

み
な
み

に
向む

つ
て
往ゆ

く
の
と
、
西せ

い

方
は
う 

tasaka
ノート
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を

迂う

回
く
わ
い

し

て

行ゆ

く

の

と

の

二

方は

う

面め

ん

が

あ

る

。
土つ

ち

屋や

、
島し

ま

等ら

の

一

行か

う

は

眞ま

つ

直す

ぐ

に

南
み
な
み

を

指さ

し

て

往ゆ

く

事こ

と

と

爲な

つ

た

。
長な

が

い

間
あ
ひ
だ

待ま

ち

に

待ま

つ

た

沿え

ん

岸が

ん

支し

隊た

い

の

任に

ん

務む

を

果は

た

す

は

此こ

の

時と

き

に

あ

る

の

で

、
勢

い
き
ほ

ひ

籠こ

も

つ

た

眼め

に

前ぜ

ん

方は

う

を

見み

る

に

、
此こ

處ゝ

の

野や

氷
ひ
や
う

は

船ふ

ね

の

繋け

い

留り

う

地ち

よ

り

氷
ひ
や
う

堤て

い

ま

で

、
南な

ん

北ぼ

く

に

亙わ

た

り

て

幅は

ゞ

二

哩
マ
イ
ル

半は

ん

ば

か

り

も

あ

り

、
長な

が

さ

は

氷
ひ
や
う

堤て

い

と

相あ

ひ

並な

ら

ん

で
、
東と

う

方は

う

及
お
よ
び

西せ

い

方は

う

共と

も

氷
ひ
や
う

堤て

い

の

屈く

つ

折せ

つ

す

る

處
と
こ
ろ

ま

で

續つ

ゞ

い

て

居ゐ

る

が

、

此こ

の

野や

氷
ひ
や
う

の

中ち

う

央あ

う

に

高た

か

さ

二

百

尺
し
や
く

長な

が

さ

五

十

間け

ん

位
く
ら
ゐ

の

氷
ひ
や
う

山ざ

ん

が

三

個こ

程ほ

ど

も

屹き

つ

然ぜ

ん

と

し

て

靑せ

い

空く

う

に

聳そ

び

へ

て

居ゐ

る
。
水す

ゐ

晶
し
や
う

の

如ご

と

き

其そ

の

英え

い

姿し

を

仰あ

を

ぎ

つ

ゝ

進す

ゝ

ん

で
往ゆ

く

と

、
約や

く

二

十

町
ち
や
う

ば

か

り

に

し

て

、
長な

が

き

水み

づ

溜
た
ま
り

に

遭あ

つ

た

。
此こ

の

水み

づ

溜だ

ま

は

幅は

ゞ

二

十

間け

ん

位
く
ら
ゐ

長な

が

さ

二

哩
マ
イ
ル

位
く
ら
ゐ

で

、
東と

う

西ざ

い

に

亘わ

た

つ

て

長な

が

い

も

の

で

あ

つ

た

が

、
河か

は

の

如ご

と

く

其そ

處こ

に

横
よ
こ
た

は

つ

て

居ゐ

る

の

で

、
越こ

ゆ

る

事こ

と

が

出で

來き

ず

、
少す

こ

し

く

東と

う

方は

う

を

迂う

回
く
わ
い

し

て

氷
ひ
や
う

堤て

い

の

下し

た

に

達た

つ

し

た

。
が

、
悲か

な

し

い

哉か

な

、
此こ

處ゝ

の

氷
ひ
や
う

堤て

い

は

絶ぜ

つ

壁ぺ

き

の

如ご

と

く

險け

は

し

い

。
其そ

の

高た

か

さ

は

二

百
ひ
や
く

尺
し
や
く

も

あ

つ

て

、
到た

う

底て

い

登の

ぼ

る

こ

と

が

出で

來き

な

い

の

で

、
止や

む

を

得え

ず

歸き

路ろ

に

就つ

い

た

。
歸き

途と

試
こ
ゝ
ろ
み

に

前ま

へ

の

水み

づ

溜
だ
ま
り

に

到い

た

り

、
其そ

の

水み

づ

を

掬す

く

つ

て

嘗な

め

て

見み

た

所
と
こ
ろ

、
幾い

く

分ぶ

ん

鹽し

ほ

氣け

は

あ

る

が

餘あ

ま

り

辛か

ら

い

も

の

で

は

な

か

つ

た

。 

tasaka
ノート
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他た

の

一

隊た

い

た

る

、

西に

し

川か

は

、

渡わ

た

邊な

べ

、

の

一

行か

う

は

如い

何か

ん

と

云い

ふ

に

、

手て

橇ぞ

り

を

曳

き

つ

ゝ

、

田た

泉
い
づ
み

技ぎ

師し

と

共と

も

に

、
西せ

い

南な

ん

を

指さ

し

て

氷
ひ
や
う

提て

い

に

向む

か

つ

て

往い

つ

た

が

、
往ゆ

く

こ

と

二

哩
マ
イ
ル

許ば

か

り

で

、
フ

ト

、
大お

ほ

き

な

鳥と

り

の

足あ

し

跡あ

と

ら

し

い

も

の

を

發は

つ

見け

ん

し

た

。

大
お
ほ
い

に

勇い

さ

み

、
如い

何か

な

る

も

の

が

此こ

の

地ち

に

住す

む

か

、

若も

し

前ぜ

ん

世せ

界か

い

の

巨き

よ

動ど

う

物ぶ

つ

に

て

も

住す

ま

ば

、

最
も
つ
と

も

面お

も

白し

ろ

し

な

ど

、

語か

た

り

合あ

ひ

つ

ゝ

、
其そ

の

跡あ

と

を

辿た

ど

つ

て

往ゆ

く

と

、
軈や

が

て

、
東と

う

西ざ

い

南な

ん

の

三

方は

う

、
高た

か

き

氷

壁

ひ
や
う
へ
き

に

圍か

こ

ま

れ

、
北き

た

の

一

方ぱ

う

の

み

開ひ

ら

き

居ゐ

る

地ち

點て

ん

に

達た

つ

し

た

。

試
こ
ゝ
ろ
み

に

其そ

の

中な

か

を

窺
う
か
ゞ

ふ

に

、
驚

お
ど
ろ

く

べ

し

。

此こ

處ゝ

に

は

美
う
つ
く

し

き

大お

ほ

き

な

、
ペ

ン

グ

イ

ン

鳥て

う

が

居ゐ

た

。
頸く

び

に

黄き

色い

ろ

の

輪わ

を

掛か

け

、
其そ

の

丈た

け

四

尺
し
や
く

五

寸す

ん

程ほ

ど

も

あ

る

美
う
つ
く

し

き

帝て

い

王わ

う

ペ

ン

グ

イ

ン

鳥て

う

が

居ゐ

た

。
然し

か

も

其そ

の

の

數す

う

は

一

羽は

な

ら

ず

二

羽は

な

ら

ず

、
六

羽ぱ

程ほ

ど

も

居ゐ

た

の

で

、
三
人に

ん

は

大
お
ほ
ひ

に

喜
よ
ろ
こ

ん

だ

。
今い

ま

や

毛け

の

替か

は

る

時じ

期き

だ

か

ら

、
北き

た

だ

け

開あ

い

て

居ゐ

る

此こ

の

暖
あ
た
ゝ

か

い

場ば

所し

よ

へ

來き

て

溫あ
た
ゝ

ま

つ

て

居ゐ

る

も

の

で

あ

ら

う

と

想さ

う

像ぞ

う

し

つ

ゝ

三

人に

ん

は

、
之こ

れ

に

近ち

か

寄よ

り

往ゆ

く

に

、
人に

ん

間げ

ん

の

顏か

ほ

を

見み

し

事こ

と

な

き

彼か

れ

等ら

は

、

友と

も

逹だ

ち

に

て

も

來き

た

り

し

も

の

と

思お

も

ひ

て

か

、
少す

こ

し

も

驚
お
ど
ろ

ひ

た

風ふ

う

も

な

い

。
で

試
こ
ゝ
ろ
み

に

一

ッ

、

拳げ

ん

骨こ

つ

を

お

見み

舞ま

ひ

申ま

う

し

て

見み

た

處
と
こ
ろ

、
愚ぐ

物ぶ

つ

の

彼か

れ

等ら

は

、
人に

ん

間げ

ん

の

毆な

ぐ

つ

た

も

の

と

は

少す

こ

し

も

思お

も

は

ず

、

隣と

な

り

の

ペ

ン

グ

イ

ン

鳥て

う

が

つ

ゝ

い

た

も

の

と

心こ
ゝ
ろ

得え

て

、

其そ

の

細ほ

そ

長な

が

い

嘴
く
ち
ば
し

を 

tasaka
ノート
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以も

つ

て

、
直す

ぐ

隣
と
な
り

な

る

ペ

ン

グ

イ

ン

鳥て

う

を

つ

ゝ

い

た

。
す

る

と

、

隣
と
な
り

に
居ゐ

た

ペ

ン

グ

イ

ン

鳥て

う

は

、
又ま

た

、
其そ

の

隣
と
な
り

の

ペ

ン

グ

イ

ン

鳥て

う

を

つ

ゝ

い

た

の

で

、
到た

う

頭と

う

最さ

い

終し

う

の

六

羽ぱ

目め

ま

で

悉
こ
と
〲

く

つ

ゝ

か

れ

て

終し

ま

つ

た

の

で

あ

る

。
三

人に

ん

は

大お

ほ

笑
わ
ら
ひ

し

て

偖さ

て

、
之こ

れ

を

何ど

う

し

や

う

か

と

相さ

う

談だ

ん

し

た

。
此こ

の

儘ま

ゝ

置お

け

ば

他た

へ

逃に

げ

て

行ゆ

く

惧
お
そ
れ

も

な

い

故ゆ

ゑ

、
今い

ま

は

捕と

ら

へ

ず

に

措お

き

、
歸き

途と

挽ひ

き

犬い

ぬ

の

代か

は

り

に

橇そ

り

を

曳ひ

か

せ

て

歸か

へ

ら

う

な

ど

戯
た
は
む

れ

つ

ゝ

、
此こ

の

地ち

點て

ん

を

去さ

つ

た

。
斯か

く

て

尙な

ほ

も

進す

ゝ

ん

で

往ゆ

く

と

、
其そ

處こ

に

大だ

い

氷
ひ
や
う

堤て

い

が

聳そ

び

へ

て

居ゐ

る

。
高た

か

さ

は

約や

く

二

百
ひ
や
く

尺
し
や
く

。
偉ゐ

觀
く
わ
ん

實じ

つ

に

形け

い

容よ

う

の

辭じ

な

き

程ほ

ど

で

あ

る

。

仰げ

ふ

視し

し

て

、

倩

々

つ

ら

〱

天て

ん

工こ

う

の

偉ゐ

大だ

い

な

る

を

感か

ん

嘆た

ん

し

、

通つ

う

路ろ

も

が

な

と

索も

と

む

る

に

、
こ

の

氷
ひ
や
う

堤て

い

に

約や

く

三

十

度ど

位
く
ら
ゐ

傾け

い

斜し

や

し

居ゐ

る

點て

ん

が

あ

る

。
其そ

處こ

に

は

無む

論ろ

ん

水み

づ

は

少す

こ

し

も

流な

が

れ

て

、
居ゐ

な

い

が

、
極

き
よ
く

地ち

氷
ひ
や
う

河が

の

實じ

つ

質し

つ

を

備そ

な

へ

た

氷
ひ
や
う

河が

が

あ

る

。
底て

い

部ぶ

に

滑
な
め
ら

か

な

氷
こ
ほ
り

の

凸で

こ

凹ぼ

こ

が

あ

つ

て

、
明め

い

確か

く

に

氷
ひ
や
う

河が

た

る

を

證
し
よ
う

明め

い

し

て
居ゐ

る

。
其そ

の

兩
り
や
う

岸が

ん

に

は

、
又ま

た

大
お
ほ
ひ

な

る

氷つ

ゝ

柱ら

が

垂た

れ

て

居ゐ

る

。
光

く
わ
う

彩さ

い

實じ

つ

に

眼め

を

奪う

ば

ふ

ば

か

り

で

あ

る

。
此こ

の

氷
ひ
や
う

河が

を

左さ

方は

う

に

見み

つ

ゝ

、
傾け

い

斜し

や

せ

る

氷
ひ
や
う

堤て

い

を

攀よ

づ

る

こ

と

、
一

時じ

間か

ん

許ば

か

り

に

し

て

、
漸

や
う
や

く

氷
ひ
や
う

堤て
い

上
じ
や
う

に
達た

つ

し
た
。
す
る
と
、
此こ

處ゝ

に
は
前ぜ

ん

方は
う

一
面め

ん

肉に
く

眼が
ん

の
達た

つ

し
得う

る
限か

ぎ

り
幾い

く

多た

の
龜き

裂れ
つ

が
縦じ

う

横わ
う 

tasaka
ノート
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に

走は

し

つ

て

居ゐ

た

。
其そ

の

狀
じ
や
う

態た

い

を

譬た

と

ふ

れ

ば

龜
か
め
の

甲か

ふ

の

劈ひ

痕び

れ

と

も

云い

ふ

べ

く

、
龜き

裂れ

つ

な

る

文も

字じ

が

最
も
つ
と

も

適て

き

當た

う

し

て

居ゐ

た

。

で

此こ

の

龜き

裂れ

つ

の

幅は

ゞ

は

何な

に

程ほ

ど

ぞ

と

云い

ふ

に

一

尺
し
や
く

よ

り

三

尺
じ
や
く

、
四

尺
し
や
く

五

尺
し
や
く

に
及お

よ

び

中な

か

に

は

三

間げ

ん

五

間げ

ん

の

幅は

ゞ

の

物も

の

も

あ

る

。
試

こ
ゝ
ろ
み

に

緣ふ

ち

に

接せ

つ

し

て

覗の

ぞ

く

に

幾い

く

十

百
ひ
や
く

尺
し
や
く

と

も

知し

れ

ざ

る

深ふ

か

さ

で

、
靑あ

を

い

物も

の

悽す

ご

い

光
ひ
か
り

を

發は

つ

し

て

輝
か
ゞ
や

い

て

居ゐ

る

。

一

度た

び

之こ

れ

に

陷
お
ち
い

れ

ば

永え

い

劫が

う

浮う

か

む

瀨せ

の

無な

い

の

は

判わ

か

り

き

つ

て

居ゐ

る

。

龜き

裂れ

つ

の

研け

ん

究き

う

に

は

此こ

の

上う

へ

な

い

場ば

所し

よ

で

あ

る

が

、

去さ

り

と

て

、

危き

險け

ん

は

之こ

れ

よ

り

甚
は
な
は

だ

し

い

も

の

が

な

い

の

で

田た

泉
い
づ
み

技ぎ

師し

は

前ぜ

ん

進し

ん

を

躊ち

う

躇ち

よ

し

た

。
西に

し

川か

わ

、
渡わ

た

邊な

べ

、
兩

り
や
う

隊た

い

員ゐ

ん

も

、

此こ

の

儘ま

ゝ

前ぜ

ん

進し

ん

す

る

は

不ふ

可か

能の

う

と

考か
ん
が

へ

た

。

然し

か

し 
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な

が

ら

此こ

處ゝ

ま

で

來き

て

、
目も

く

的て

き

を
達た

つ

せ

ず

歸か

へ

る

は

遺ゐ

憾か

ん

だ

か

ら

、
此こ

の

地

點

ち

て

ん

で

三

人に

ん

合が

ふ

議ぎ

の

上う

へ

、
田た

泉
い
づ
み

技ぎ

師し

は

此こ

處ゝ

か

ら

歸か

へ

り

、
西に

し

川か

は

、
渡わ

た

邊な

べ

、

兩
り
や
う

隊た

い

員ゐ

ん

は

荷に

と

爲な

る

べ

き

手て

橇ぞ

り

を

棄す

て

、
一

旦た

ん

氷
ひ
や
う

堤て

い

を

下く

だ

り

て

後の

ち

、
更さ

ら

に

進し

ん

路ろ

を

索も

と

め

る

事こ

と

と

し

た

。
其そ

の

携け

い

帶た

い

品ひ

ん

は

、
ビ

ス

ケ

ッ

ト

二

食
し
よ
く

分ぶ

ん

、
牛ぎ

う

肉に

く

一

鑵
く
わ
ん

、
ミ

ル

ク

一

鑵
く
わ
ん

で

、
そ

れ

に

鑛
く
わ
う

石せ

き

用よ

う

の

金ハ

ン

槌マ

ー

一

挺て

う

、
寫し

や

眞し

ん

機き

一

臺だ

い

、

木も

く

標
ひ
や
う

一

本ほ

ん

、

防ぼ

う

寒か

ん

衣い

二

着
ち
や
く

で

あ

る

。 

一

旦た

ん

氷
ひ
や
う

堤て

い

を

下お

り

し

兩
り
や
う

人に

ん

の

左さ

方は

う

に

は

、

高た

か

さ

百

五

十

尺
し
や
く

位
ゝ
ら
い

の

氷
ひ
や
う

堤て

い

が

聳そ

び

え

て

居ゐ

る

。
其そ

の

氷
ひ
や
う

堤て

い

は

頗
す
こ
ぶ

る

急き

う

峻
し
ゆ
ん

で

、
殆

ほ
と
ん

ど

七

十

度ど

の

角か

く

度ど

を

爲な

し

て

斬さ

ん

然ぜ

ん

と

し

て

居ゐ

る

か
ら
、

之こ

れ

を

登の

ぼ

る

の

は

容よ

う

易い

な

業わ

ざ

で

な

い

。
け

れ

ど

も

、
勇ゆ

う

氣き

凛り

ん

々〱

た

る

兩
り
や
う

人に

ん

、
何な

ん

條で

う

之こ

れ

等ら

の

困こ

ん

難な

ん

に

屈く

つ

す

べ

き

、
連れ

ん

絡ら

く

を

失
う
し
な

は

ぬ

や

う

雙さ

う

方は

う

の

腰こ

し

を

一

條で

う

の
繩な

は

を

以も

つ

て

繫つ

な

ぎ

つ

ゝ

鐡て

つ

カ

ン

ジ

キ

固か

た

く

踏ふ

み

締し

め

て

、

エ

ッ

サ

と

ば

か

り

登の

ぼ

り

始は

じ

め

た

。

足あ

し

元も

と

如い

何か

に

と

眺な

が

む

れ

ば

、
直

ち
よ
く

徑け

い

五

寸す

ん

四

方は

う

も

あ

ら

ん

と

思お

も

は

る

ゝ

幾い

く

多た

圓ゑ

ん

形け

い

の

氷
こ
ほ
り

が

魚ぎ

よ

鱗り

ん

の

如ご

と

く

重か

さ

な

り

合あ

つ

て

堤て

い

側そ

く

に

生
し
や
う

じ

て

居ゐ

る

。
そ

れ

を

踏ふ

め

ば

、
カ

ラ

ン

カ

ラ

ン

と

異い

様や

う

の

音お

と

し

て

恰
あ
だ
か

も

音お

ん

樂が

く

を

奏そ

う

す

る

如ご

と

く

砕く

だ

け

散ち

る

が

、
兩

り
や
う

人に

ん

は

斯か

ゝ

る

音お

と

を

も

聽き

い

て

は

居ゐ

ら

れ

ず

、
尖せ

ん

端た

ん

を

有い

う

す

る

杖つ

え

と

鐡て

つ

カ

ン

ジ

キ

と

を

唯ゆ

ゐ

一い

つ

の

伴は

ん

侶り

よ

と

し

て

一

心し

ん

不ふ

亂ら

ん

、

專せ

ん

念ね

ん

一

意い

、 
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機は

た

を

織お

る

如ご

と

く

縦じ

う

横わ

う

に

傳つ

た

ひ

。

二
時じ

間か

ん

の

後の

ち

漸
や
う
や

く

氷
ひ
や
う

堤て

い

上
じ
や
う

に

達た

つ

し

た

。 

辛か

ら

ふ

じ

て

攀よ

ぢ

登の

ぼ

つ

た

兩
り
や
う

人に

ん

は

甚
は
な
は
だ

し

く

疲ひ

勞ら

う

を

覺お

ぼ

え

た

の

で

、

一

ト

先ま

づ

堤て

い

上
じ
や
う

に

腰こ

し

を

据す

え

、
十

分ぷ

ん

ば

か

り

休き

う

憩け

い

し

た

。
見み

れ

ば

前ぜ

ん

面め

ん

に

は

、
ア

レ

キ

サ

ン

ド

ラ

山さ

ん

脈
み
や
く

が

嚴げ

ん

然ぜ

ん

と

し

て

聳そ

び

へ

て

居ゐ

る

。

千せ

ん

古こ

未い

ま

だ

曾か

つ

て

此こ

の

方は

う

面め

ん

よ

り

人じ

ん

類る

ゐ

の

登の

ぼ

り

し

事こ

と

な

き

此こ

の

山や

ま

は

何な

ん

萬ま

ん

年ね

ん

の

間
あ
い
だ

待ま

ち

た

り

し

か

、
人ひ

と

待ま

ち

顏か

ほ

に

嚴げ

ん

然ぜ

ん

と

し

て

聳そ

び

え

て

居ゐ

る

の

で

、
可よ

し

！

我わ

れ

等ら

日に

つ

東と

う

男だ

ん

子じ

、
此こ

の

方は

う

面め

ん

よ

り

先せ

ん

登と

う

し

て

、
神じ

ん

秘ぴ

の

寳ほ

う

庫こ

を

人に

ん

間げ

ん

界か

い

に
開ひ

ら

き

呉く

れ

ん

と

、

二

人に

ん

は

、
キ

ッ

ト

見み

渡わ

た

し

た

。
極

き
よ
く

地ち

と

は

言い

ひ

な

が

ら

太た

い

陽や

う

は

煌
く
わ
う

々〱

と

し

て

照て

り

つ

け

、

そ

れ

が

雪ゆ

き

に

反は

ん

射し

や

し

て

來く

る

の

て

、
中な

か

々〱

に

暑あ

つ

い

、
兩

り
や
う

人に

ん

は

背は

い

部ぶ

に

荷に

物も

つ

を

負お

ひ

つ

ゝ

、

汗あ

せ

を

流な

が

し

て

進す

ゝ

ん

で

往い

つ

た

が

、
其そ

の

進し

ん

路ろ

に

は

處し

よ

々〱

に

寛
ゆ
る
や

か

な

る

窪く

ぼ

地ち

の

あ

る

爪つ

ま

先さ

き

登の

ぼ

り

の

氷
ひ
や
う

原げ

ん

が

白し

ろ

く

横
よ
こ
た
は

つ

て

居ゐ

る

。

で

疲つ

か

る

れ

ば

雪せ

つ

上
じ
や
う

に

大だ

い

の

字じ

形な

り

に

仰げ

う

臥が

し

て
休き

う

憩け

い

し

つ

ゝ

只

管

ひ

た

す

ら

進し

ん

行か

う

を

續つ

ゞ

け

た

が

、
二

十

三
日に

ち

の

夜や

半は

ん

十

二

時じ

に

な

る

と

、
天て

ん

候こ

う

が

俄
に
わ
か

に

一

變へ

ん

し

て

、
非ひ

常
じ
や
う

の

寒か

ん

氣き

を

加く

は

へ

て

來き

た

。
暫し

ば

ら

く

す

る

と

、
そ

れ
が

大
お
ほ
ひ

な

る

吹ふ

雪ゞ

き

と

爲な

つ

て

や

つ

て

來き

た

。

斯か

ゝ

る

氷ひ
や
う

原げ

ん

に

霏ひ

々ゝ

と

し

て

降ふ

る

雪ゆ

き

は

、

最も
つ
と

も

征せ

い

客か

く

を

し

て
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寂

廖

じ
や
く
り
や
う

を

覺お

ぼ

え

し

む

る

も

の

で

あ

る

。
兩

り
や
う

人に

ん

は

悄せ

う

然ぜ

ん

と

し

て

進す

ゝ

ん

で

往い

つ

た

が

、
す

る

と

、

雪ゆ

き

は

益ま

す

々〱

烈は

げ

し

く

な

り

、
冥

朦

め

い

ま

う

と

し

て

一

間け

ん

先さ

き

も

見み

え

ぬ

程ほ

ど

と

な

つ

た

。
斯か

ゝ

る

際さ

い

に

進す

ゝ

め

ば

方は

う

向こ

う

を

誤
あ
や
ま

り

、
又ま

た

は

龜き

裂れ

つ

に

陷
お
ち
い

る

恐お

そ

れ

も

あ

る

の

で

、
兩

り
や
う

人に

ん

は

進し

ん

行か

う

を

中ち

う

止し

し
、
外

ぐ
わ
い

套と

う

を

被か

む

つ

て

暫し

ば

ら

く

雪せ

つ

中ち

う

に

蹲う

づ

居く

ま

つ

て

居ゐ

た

。
す

る

と

、

大
お
ほ
ひ

に

空く

う

腹ふ

く

を

感か

ん

じ

て

來き

た

の

で

、
大た

い

切せ

つ

に

携た

づ

さ

へ

來き

た

れ

る

ミ

ル

ク

一

鑵
く
わ
ん

を

出い

だ

し

、
そ

の

場ば

で

啜す

ゝ

る

こ

と

ゝ

し

た

。
け

れ

ど

も

其そ

の

儘ま

ゝ

で

は

冷つ

め

た

く

て

仕し

方か

た

が

な

い

の

で

、
時と

き

に

取と

つ

て

の

機き

轉て

ん

で

氷
ひ
や
う

原げ

ん

に

深ふ

か

さ

一

尺
し
や
く

ば

か

り

の

穴あ

な

を

掘ほ

り

ミ

ル

ク

に

雪ゆ

き

を

混こ

ん

じ

た

鑵
く
わ
ん

を

上
じ
や
う

部ぶ

に

置お

き

下し

た

へ

は

古ふ

る

綿わ

た

に

、

ア

ル

コ

ー

ル

を

含ふ

く

ま

せ

、
そ

れ

に

火ひ

を

點て

ん

じ

た

の

を

置お

き

暖
あ
た
ゝ

め

る

事こ

と

に

し

た

。
ジ

ハ

リ

〱

と

暖
あ
た
ゝ

め

た

所
と
こ
ろ

が

火く

わ

氣き

の

微び

弱
じ
や
く

な

爲た

め

か

、
容よ

う

易ゐ

に

暖
あ
た
ゝ
ま

ら

な

か

つ

た

が

、
然し

か

し

丁
ち
や
う

度ど

ミ

ル

ク

セ

ー

キ

の

や

う

な

も

の

が

出で

來き

上あ

が

つ

た

の

で

之こ

れ

は

大た

い

層そ

う

な

御ご

馳ち

走さ

う

と

、
大

お
ほ
ひ

に

喜
よ
ろ
こ

ん

で

之こ

れ

を

味
あ
じ
は

ふ

事こ

と

と

し

た

。
約や

く

一

時じ

間か

ん

ば

か

り

の

後の

ち

、
吹ふ

雪ゞ

き

も

歇や

み

元げ

ん

氣き

も

回
く
わ
い

復ふ

く

し

た

の

で

、
又ま

た

々〱

前ぜ

ん

進し

ん

を

續つ

ゞ

く

る
事こ

と

と

し

た

。

所
と
こ
ろ

が

前ぜ

ん

方ぱ

う

に

見み

ゆ

る

山さ

ん

峯ほ

う

は
進す

ゝ

め

ば

進す

ゝ

む

丈だ

け

峯み

ね

も

進す

ゝ

む

か

と

思お

も

は

る

ゝ

程ほ

ど

遠と

ほ

い

の

で

あ

る

。

容よ

う

易い

に

達た

つ

し

得え

な

か

つ

た

が

、 
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竟つ

い

に

氷
ひ
や
う

原げ

ん

を

進す

ゝ

む

こ

と

十

哩
マ
イ
ル

、
廿

四

日か

午ご

前ぜ

ん

六

時じ

に

至い

た

つ

て

。
辛か

ら

ふ

じ

て

爪つ

ま

先さ

き

上の

ぼ

り

の

地ち

域ゐ

き

を

終を

は

り

、
急き

う

峻
し
ゆ
ん

に

聳そ

び

え

居を

る

地ち

點て

ん

の

下し

た

ま

で

到た

う

着
ち
や
く

し

た

の

で

あ

る

。
二

十

三

日に

ち

の

午ご

後ゝ

四

時じ

半は

ん

開か

い

南

丸

な

ん

ま

る

の

繋け

い

留り

う

地ち

を

出
し
ゆ
つ

發ぱ

つ

し

て

よ

り

數か

ぞ

ふ

れ

ば

、
正ま

さ

に

十

四

時じ

間か

ん

を

費
つ
い
や

し

た

譯わ

け

な

の

だ

。 

急き

う

峻
し
ゆ
ん

に

聳そ

び

ゆ

る

地ち

點て

ん

の

下し

た

ま

で

到た

う

着
ち
や
く

せ

し

兩
り
や
う

人に

ん

は

、
漸

や
う
や

く

に

し

て

、
此こ

處こ

ま

で

來き

た

り

得え

た

の

で

、
暫し

ば

ら

く

休き

う

憩け

い

す

べ

し

と

て

、
氷

ひ
や
う

上
じ
や
う

に

腰こ

し

を

下お

ろ

し

、
少す

こ

し

〱

雜ざ

つ

談だ

ん

に

耽ふ

け

つ

て

居ゐ

た

が

、
此こ

の

時と

き

突と

つ

然ぜ

ん

背は

い

後ご

の

方か

た

に

當あ

た

り

、
非ひ

常
じ
や
う

な

る

物も

の

悽す

ご

い

音お

と

が

し

た

の

で

、
思お

も

は

ず

之こ

れ

を

振ふ

り

返か

へ

る

と

、

今い

ま

し

も

千せ

ん

丈
ぢ
や
う

の

白し

ら

絹き

ぬ

を

干ほ

し

た

る

如ご

と

き

大お

ほ

雪な

崩だ

れ

が

猛ま

う

烈れ

つ

な

る

勢
い
き
ほ
ひ

を

以も

つ

て

半は

ん

天て

ん

か

ら

落ら

く

下か

す

る

の

で

あ

る

。
之こ

れ

は

と

ば

か

り

驚
お
ど
ろ

い

て

、
兩

り
や
う

人に

ん

は

後こ

う

方は

う

に

飛と

び

去さ

る

と

、
其そ

の

途と

端た

ん

、
ド

ド

ド

ド

ド

ー

！

と

ば

か

り

、
天て

ん

地ち

も

張は

り

裂さ

け

ん

程ほ

ど

の

音お

ん

響
き
や
う

を

立た

て

ゝ

、
百

間け

ん

ば

か

り

の

間
あ
ひ
だ

、
大お

ほ

雪な

崩だ

れ

が

落ら

く

下か

し

た

。
雪ゆ

き

煙
け
む
り

は

爲た

め

に

朦ま

う

々〱

と

し

て

立た

ち

上の

ぼ

る

。

暫
し
ば
ら

く

は

前ぜ

ん

方は

う

白し

ろ

き

雪ゆ

き

煙
け
む
り

に

鎖
と
ざ
さ

れ

て

何な

に

物も

の

も

見み

な

い

程ほ

ど

で

あ

つ

た

。 

兩
り
や
う

人に

ん

は

危
あ
や
う

く

一

命め

い

を

取と

ら

る

ゝ

所
と
こ
ろ

で

あ

つ

た

が

、

幸
さ
い
は
ひ

に

し

て

免
ま
ぬ
か

れ

た

の

で
、
頭づ

上
じ
や
う

遙
は
る
か

に

望の

ぞ

ん

で

見み

る

と

、

山や

ま

の

上
じ
や
う

部ぶ

に

は

、

己
お
の
れ

等ら

が

目め

指ざ

し

て

來き

た

黑こ

く

色
し
よ
く

の

巖が

ん

石せ

き

が

露ろ 

tasaka
ノート
１８９頁　エドワード七世州の探検爪先上り終る 半天より落下する大雪崩 危く一命を拾ふ



―（190）― 

 

出
し
ゆ
つ

し

て

居ゐ

る

。
周し

う

圍ゐ

が

白し

ろ

い

の

で

、
そ

れ

が

明め

い

白は

く

に

見み

ら

れ

る

。
今い

ま

は

猶い

う

豫よ

す

べ

き

で

は

な

い

と

、
直

た
ゞ
ち

に

前ぜ

ん

進し

ん

を

開か

い

始し

し

た

が

、
非ひ

常
じ
や
う

に

急き

う

峻
し
ゆ
ん

の

坂さ

か

な

の

で

容よ

う

易い

に

、
其そ

處こ

に

達た

つ

す

る

こ

と

が

出で

來き

な

い

。
喘あ

え

ぎ

〱

往ゆ

く

と

、
數す

う

刻こ

く

の

後の

ち

、
一

大だ

い

龜き

裂れ

つ

に

遭そ

う

遇ぐ

う

し

た

。
其そ

の

龜き

裂れ

つ

は

幅は

ゞ

二

間け

ん

許
ば
か
り

、
長な

が

さ

は

山さ

ん

腹ぷ

く

一

帶た

い

に

亘わ

た

り

て

、
其そ

の

端た

ん

を

見み

る

能あ

た

は

ざ

る

程ほ

ど

長な

が

い

も

の

で

あ

る

。

試
こ
ゝ
ろ
み

に

緣ふ

ち

に

手て

を

掛か

け

下し

た

を

覗の

ぞ

け

ば

、
龜き

裂れ

つ

の

深ふ

か

さ

は

、
五

十

尺
し
や
く

ば

か

り

、

底そ

こ

に

は

、
靑せ

い

色
し
よ
く

の

物も

の

悽す

ご

き

光
ひ
か
り

が

漂
た
ゞ
よ

つ

て

居ゐ

て

、
腥

風

せ

い

ふ

う

地ち

を

捲ま

い

て

襲お

そ

ひ

來き

た

る

の

感か

ん

が

あ

る

。
地ぢ

獄ご

く

の

道み

ち

と

は

斯か

ゝ

る

處
と
こ
ろ

を

云い

ふ

な

ら

ん

と

、
坐そ

ゞ

ろ

に

悽せ

い

愴さ

う

の

感か

ん

に

打う

た

れ

て

居ゐ

る

と

、
折を

り

か

ら

吹ふ

き

來く

る

一

嵐
あ
ら
し

、
煙

け
む
り

の

如ご

と

き

雪せ

つ

粉ぷ

ん

を

我わ

れ

に

浴あ

び

せ

て

後
う
し
ろ

の

溪た

に

へ

と

吹ふ

き

去さ

つ

た

。

此こ

の

様や

う

な

龜き

裂れ

つ

に

遭あ

つ

て

は

、
如い

何か

な

る

勇ゆ

う

士し

も

到た

う

底て

い

前ぜ

ん

進し

ん

が

出で

來き

無な

い

の

で

、
記き

念ね

ん

の

爲た

め

、
此こ

の

地ち

點て

ん

に

木も

く

標へ

う

を

樹た

て

、
上

じ
や
う

方は

う

約や

く

七

十

尺
し
や
く

位
ゝ
ら
ゐ

の

處
と
こ
ろ

に

露ろ

出
し
ゆ
つ

せ

る

岩が

ん

石せ

き

も

、
一

望ぼ

う

の

裡う

ち

に

收お

さ

め

て

撮さ

つ

影え

い

し

た

。 

此こ

の

露ろ

出
し
ゆ
つ

せ

る

岩が

ん

石せ

き

は

、
花く

わ

崗こ

う

岩が

ん

よ

り

成な

り

て

、

上
じ
や
う

層そ

う

は

薄う

す

墨ゞ

み

色い

ろ

を

呈て

い

し

、
又ま

た

赤あ

か

土つ

ち

の

如ご

と

き

個か

所し

よ

も

あ

つ

た

。

記き

念ね

ん

の
木も

く

標へ

う

に

は

、

左さ

の

如ご

と

き

文も

ん

字じ

が

書か

い

て

あ

る

。 

表へ

う

面め

ん 

tasaka
ノート
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大だ

い

日に

本ほ

ん

南な

ん

極
き
よ
く

探た

ん

檢け

ん

隊た

い

沿え

ん

岸が

ん

隊た

い

上
じ
や
う

陸り

く

記き

念ね

ん

標へ

う 

右み

ぎ

横よ

こ

面
め
ん  

隊た

い

員ゐ

ん 
池い

け

田だ

政ま

さ

吉き

ち

、

西に

し

川か

は

源げ

ん

藏ざ

う

、

渡わ

た

邊な

べ

近ち

か

三

郎ら

う

、

多た

田ゞ

惠け

い

一

、

田た

泉
い
づ
み

保や

す

直な

を

、 

左
ひ
だ
り

横よ

こ

面
め
ん  

船せ

ん

員ゐ

ん 

野の

村む

ら

直な

を

吉き

ち

、

土つ

ち

屋や

友と

も

治ぢ

、

酒さ

か

井ゐ

兵へ

ん

太た

郎ら

う

、

高た

か

川ゞ

は

才さ

い

次じ

郎ら

う

、

安や

す

田だ

伊い

三

郎ら

う

、 

渡わ

た

邊な

べ

鬼を

に

太た

郎ら

う

、

釜か

ま

田だ

儀ぎ

作さ

く

、

柴し

ば

田た

兼か

ね

次じ

郎ら

う

、

福ふ

く

島し

ま

吉き

ち

治ぢ

、

三み

宅や

け

幸ゆ

き

彦ひ

こ

。 

淸し

水み

づ

光み

つ

太た

郎ら

う

、

藤ふ

ぢ

平ひ

ら

量
り
や
う

平へ

い

、

杉す

ぎ

崎さ

き

六

五

郎ら

う

、

濱は

ま

崎さ

き

三み

男を

作さ

く 

裏う

ら

に

は

明め

い

治ぢ

四

十

五

年ね

ん

一

月
ぐ
わ
つ

廿

四
日か

建
こ
れ
を

㆑

之た

つ

と

書か

い

て

あ

る

。 

西に

し

川か

は

隊た

い

員ゐ

ん

は

此こ

の

地ち

點て

ん

に

て

、

渡わ

た

邊な

べ

隊た

い

員ゐ

ん

と

別わ

か

れ

、

更さ

ら

に

右う

方は

う

に

向む

か

つ

て

進す

ゝ

ん

で

往い

つ

た

。

其そ

の

登の

ぼ

つ

た

の

は

、

此こ

の

山や

ま

の

背は

い

部ぶ

八

合が

う

目め

と

も

云い

ふ

べ

き

場ば

所し

よ

で

あ

る

。

此こ

の

地ち

點て

ん

よ

り

眺な

が

む

る

と

、
今こ

ん

日に

ち

ま

で
人に

ん

間げ

ん

世せ

界か

い

に

知し

ら

れ

ざ

り

し

此こ

の

山さ

ん

脈
み
や
く

の

背は

い

後ご

の

光
く
わ
う

景け

い

が

幾い

く

分ぶ

ん

見み

ら

れ

る

。
此こ

處こ

ま

で

來き

た

甲か

斐い

も

あ

り

、
喜き

悦え

つ

の

情
じ
や
う

は

限か

ぎ

り

な

い

の

で

、
試

こ
ゝ
ろ

み

に

眼
ま
な
こ

を

放は

な

つ

て

展て

ん

望ぼ

う

す

る

と

、
上

じ
や
う

部ぶ

で

別わ

か

れ

て

居ゐ

る

此こ

の

ア

レ

キ

サ

ン

ド

ラ

山さ

ん

脈
み
や
く

の

三

個こ

の

峯み

ね

の

中う

ち

比ひ

較か

く

的て

き

大
お
ほ
ひ

な

る

中ち

う

央あ

う

の

峯み

ね

の

山さ

ん

脚
み
や
く

が

南な

ん

々〱

西せ

い

に

向む

か

つ

て

、

六

哩
マ
イ
ル

許
ば
か
り

走は

し

つ

て 

tasaka
ノート
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盡つ

き

て

居ゐ

る

。
其そ

の

他た

は

此こ

の

地ち

點て

ん

か

ら

眺な

が

め

た

所
と
こ
ろ

で

は

、
大お

ほ

概む

ね

氷
ひ
や
う

原げ

ん

で

、
一

望ば

う

只た

ゞ

是こ

れ

多お

ほ

く

の

起き

伏ふ

く

な

き

氷
ひ
や
う

野や

を

見み

る

が
如ご

と

く

で

あ

る

。
其そ

の

狀
じ
や
う

は

恰
あ
だ
か

も

佛ぶ

つ

典て

ん

中ち

う

の

瑠る

璃り

の

世せ

界か

い

を

見み

る

や

う

な

も

の

で

、
殆

ほ
と
ん

ど

一

片ぺ

ん

の

塵ち

り

だ

に

な

い

。
西に

し

川か

は

隊た

い

員ゐ

ん

は

此こ

の

光
く
わ
う

景け

い

に

見み

惚と

れ

て
、

獨
ひ
と
り

り

茫ぼ

う

然ぜ

ん

と

立た

つ

て

居ゐ

た

が

、
最も

早は

や

此こ

處ゝ

ま

で

來き

た

土み

産や

げ

も

あ

る

の

で

、
下く

だ

り

來き

た

り

て

渡わ

た

邊な

べ

隊た

い

員ゐ

ん

を

呼よ

び

、
歸き

途と

に

就つ

い

た

。
す

る

と

憐
あ
は
れ

む

べ

し

、
西に

し

川か

は

は

一

ッ

の

龜き

裂れ

つ

に

陷
お
ち
い

つ

た

。
雪ゆ

き

が

積つ

も

つ

て

普ふ

通つ

う

の

表へ

う

面め

ん

の
如ご

と

く

な

つ

て

居ゐ

た

の

で

、
何な

ん

の

氣き

な

し

に

踏ふ

む

と

、

其そ

の

幅は

ゞ

貳

尺
し
や
く

位
ゝ
ら
ゐ

の

龜き

裂れ

つ

に

陷
お
ち
ゐ

つ

た

の

で

あ

る

。
け

れ

ど

も

幅は

ゞ

が

狭せ

ま

い

の

で

、
背せ

に

負お

ふ

て

居ゐ

た

外
ぐ
わ
い

套と

う

が

龜き

裂れ

つ

の

緣ふ

ち

に

懸か

ゝ

り

、
漸

や
う
や

く

に

し

て

陷か

ん

沒ぼ

つ

だ

け

は

免
ま
ぬ
か

れ

て

居ゐ

る

。
所

と
こ
ろ

が
前ぜ

ん

面め

ん

は

雪ゆ

き

が

高た

か

く

積つ

も

り

て

搔か

い

て

も

〱
滑す

べ

り

、
後こ

う

方は

う

は

幾い

く

何な

ん

丈
ぢ
や
う

と

も

知し

れ

ざ

る

崖が

け

で

、
危き

險け

ん

此こ

の

上う

へ

な

く

、
底そ

こ

は

例れ

い

の

底そ

こ

無な

し

穴あ

な

の

龜き

裂れ

つ

な

の

で

、
如い

何か

ん

と

も

す

る

こ

と

が

出で

來き

ず

、
穴あ

な

の

中な

か

で

手て

足あ

し

を

突つ

ゝ

張ぱ

り

眼め

を

バ

チ

ツ

カ

せ

な

が

ら

應お

う

イ

〱

！

と

叫さ

け

ぶ

と

、

其そ

の

中う

ち

に

渡わ

た

邊な

べ

が

飛と

び

來き

た

つ

て

助た

す

け

て

呉く

れ

た

。

で

更さ

ら

に

左さ

方は

う

に

向む

か

ひ

素も

と

來き

し

道み

ち

を

尋た

づ

ね

て

歸き

路ろ

に

就つ

い

た

が

、

此こ

の

失し

つ

敗ぱ

い

よ

り

一

層そ

う

警け

い

戒か

い

を

嚴げ

ん

に

し

て

歩ほ

を

進す

ゝ

む

る

事こ

と

と

爲な

つ

た

。

軅や

が 

tasaka
ノート
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て

大お

ほ

雪な

崩だ

れ

あ

り

し

場ば

所し

よ

よ

り

一

哩
ま
い
る

ば

か

り

も

歩あ

ゆ

み

し

と

思お

も

ふ

頃こ

ろ

氷
ひ
や
う

原げ

ん

の

一

段だ

ん

隆り

う

起き

し

て

、

最
も
つ
と

も

遠

距

離

ゑ

ん

き

よ

り

の

展て

ん

望ぼ

う

に

便べ

ん

利り

な

る

地ち

點て

ん

が

あ

つ

た

。
其そ

の

地ち

點て

ん

に

達た

つ

せ

し

際さ

い

、
渡わ

た

邊な

べ

隊た

い

員ゐ

ん

は

ア

レ

キ

サ

ン

ド

ラ

山さ

ん

の

背は

い

後ご

を

望の

ぞ

み

て

前さ

き

に

西に

し

川か

は

隊た

い

員ゐ

ん

が

認み

と

め

た

る

南な

ん

々〱

西せ

い

に

走は

し

れ

る

六

哩
マ
イ
ル

ば

か

り

の

山さ

ん

脚
き
や
く

の

外ほ

か

更さ

ら

に

同ど

う

山ざ

ん

よ

り

南な

ん

々〱

東と

う

に

向む

か

ひ

雪ゆ

き

を

戴
い
た
ゞ

け

る

二

十

哩
マ
イ
ル

以い

上
じ
や
う

の

山

脉

さ
ん
み
や
く

（

高た

か

さ

約や

く

千

尺
し
や
く

位
ゞ
ら
ゐ

）

走は

し

り

、

其そ

の

端は

し

が

灰は

い

色ゝ

ろ

せ

る

雲く

も

に

入い

れ

る

を
見み

た

。

此こ

の

時と

き

同ど

う

隊た

い

員ゐ

ん

は

若も

し

此こ

の

山さ

ん

脉
み
や
く

を

傳つ

た

ふ

て

往ゆ

か

ば

南な

ん

極
き
よ
く

の

中ち

う

心し

ん

に

達た

つ

す

る

事こ

と

も

難か

た

か

ら

ざ

る

べ

し

と

語か

た

つ

た

。
此こ

の

際さ

い

眼
ま
な
こ

を

轉て

ん

じ

て

同ど

う

山ざ

ん

の

表へ

う

面め

ん

た

る

北き

た

側が

は

を

望の

ぞ

み

し

に

東と

う

方は

う

の

海か

い

岸が

ん

に

島し

ま

の

如ご

と

き

形
か
た
ち

の

物も

の

あ

り

、

電で

ん

光
く
わ
う

の

如ご

と

く

ピ

カ

リ

〱

と

光ひ

か

つ

て

居ゐ

る

の

を

見み

た
。

其そ

の

光
く
わ
う

線せ

ん

が

山さ

ん

腹ぷ

く

の

氷
こ
ほ
り

に

反は

ん

射し

や

し

て

、

四

方は

う

を

射い

る

光
く
わ
う

景け

い

は

誠
ま
こ
と

に

偉ゐ

大だ

い

壯そ

う

嚴ご

ん

の

極
き
よ
く

で

あ

つ

た

が

、
後の

ち

に

至い

た

つ

て

之こ

れ

は

此こ

の

近き

ん

海か

い

の

氷
ひ
や
う

島た

う

で

あ

る

事こ

と

が

知し

れ

た

。
兩

り
や
う

人に

ん

は

此か

く

の

如ご

と

き

壯さ

う

嚴ご

ん

な

る

光
く
わ
う

景け

い

を

目も

く

擊げ

き

し

つ

ゝ

疲つ

か

れ

た

る

足あ

し

を

引ひ

き

づ

り

〱

下お

り

來き

た

る

に

、
何い

づ

れ

に

往ゆ

き

し

や

懷な

つ

か

し

き

開か

い

南

丸

な

ん

ま

る

の

姿
す
が
た

が

見み

え

な

い

。
何ど

う

し

た

事こ

と

ぞ

と

尋た

づ

ぬ

る

に

、
何ど

う

も

野や

氷
ひ
や
う

上
じ
や
う

の

氷
ひ
や
う

山ざ

ん

の

蔭か

げ

に

な

つ

て

見み

え

な

い

も

の

ら

し

い

。
け

れ

ど

も

同ど

う

船せ

ん

の

あ

る

べ

き 

tasaka
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位ゐ

地ち

よ

り

少す

こ

し

く

東と

う

方は

う

に

當あ

た

り

恰か

つ

好か

う

な

る

入い

り

江え

を

見み

た

の

で

、

此こ

の

入い

り

江え

よ

り

登の

ぼ

ら

ば

却か

へ

つ

て

近ち

か

か

り

し

な

る

べ

し

な

ど

語か

た

り

合あ

ひ

つ

ゝ

歸き

路ろ

を

急い

そ

い

だ

。
此こ

の

時と

き

二

人に

ん

共と

も

唇
く
ち
び
る

を

傷い

た

め

咽い

ん

喉こ

う

を

荒あ

ら

し

て

頗
す
こ
ぶ

る

困こ

ん

難な

ん

し

た

。
之こ

れ

は

水み

づ

の

代か

は

り

に

雪ゆ

き

を

口く

ち

に

し

た

爲た

め

で

あ

る

。
元

ぐ
わ
ん

來ら

い

雪ゆ

き

は

ア

ン

モ

ニ

ア

を

多た

量
り
や
う

に

含ふ

く

ん

で

居ゐ

る

か

ら

決け

つ

し

て

登と

山ざ

ん

者し

や

の

口く

ち

に

す

べ

き

も

の

で

は

な

い

が

、

飮い

ん

料れ

う

水す

ゐ

の

無な

き

爲た

め

止や

む

を

得え

ず

之こ

れ

を

食く

ら

ひ

、

斯か

ゝ

る

困こ

ん

難な

ん

に

遭そ

う

遇ぐ

う

し

た

の

で

あ

る

。 

之こ

れ

よ

り

前さ

き

、
船ふ

ね

の

繫け

い

留り

う

地ち

で

は
西に

し

川か

は

、
渡わ

た

邊な

べ

の

兩
り
や
う

人に

ん

が

午ご

後ゝ

十

二

時じ

に

至い

た

る

も

歸き

船せ

ん

せ

ぬ

の

で

、
之こ

れ

を

搜さ

う

索さ

く

の

爲た

め

、
池い

け

田だ

、
多た

田ゞ

の

兩
り
や
う

人に

ん

が

出
し
ゆ
つ

發ぱ

つ

す

る

事こ

と

と

爲な

つ

た

。
先ま

づ

道み

ち

を

西せ

い

南な

ん

に

取と

り

、
足あ

し

跡あ

と

を

辿た

ど

り

つ

ゝ

進し

ん

行か

う

し

た

が

、
す

る

と

、
田た

泉
い
づ
み

技ぎ

師し

が

先せ

ん

方ぱ

う

よ

り

一

人に

ん

歸か

へ

り

來き

た

る

に

遭あ

つ

た

。
同ど

う

人に

ん

が

言い

ふ

に

は

、

二

人に

ん

は

既す

で

に

前ぜ

ん

進し

ん

し

て

追お

ひ

付つ

け

な

い

か

ら

駄だ

目め

で

あ

る

。
け

れ

ど

も

、
大お

ほ

き

い

ペ

ン

グ

イ

ン

鳥て

う

が

數す

う

羽は

、
彼か

た

方な

の

氷
こ
ほ
り

の

蔭か

げ

に

居ゐ

る

と

云い

ふ

た

。

そ

こ

で

、
其そ

の

方は

う

面め

ん

に

急い

そ

い

だ

處
と
こ
ろ

、

果は

た

し

て

、

首く

び

の

黄き

色い

ろ

い

、
丈た

け

の

四

尺
し
や
く

五

寸す

ん

も

あ

ろ

う

と

思
お
も
は

る

ゝ

立

派

り

つ

ぱ

な

ペ

ン

グ

イ

ン

鳥て

う

が

六

羽は

程ほ

ど

遊あ

そ

ん

で

居ゐ

た

。
そ

こ

で

之こ

れ

を

生せ

い

擒き

ん

し

や

う

と

し

た

が

、
生せ

い

擒き

ん

す

る

も

生な

ま

魚う

を

の

食
し
よ
く

料れ

う

が

無な

く

て

は

駄だ

目め

ゆ

ゑ 

tasaka
ノート
１９４頁　南極記雪を喰ひて咽喉を痛む



―（195）― 

 

一い

つ

層そ

殺こ

ろ

し

て

持も

つ

て

往ゆ

か

う

と

考
か
ん
が

へ

、
携

た
づ
さ

へ

た

る

竹た

け

棒ぼ

う

を

以も

つ

て

ペ

ン

グ

イ

ン

鳥て

う

に

打う

つ

て

掛か

つ

た

。
ペ

ン

グ

イ

ン

鳥て

う

は

不ふ

意い

を

喰く

ら

つ

て

、
吃び

つ

驚く

り

仰
ぎ
や
う

天て

ん

周あ

わ

章て

狼ふ

た

狽め

い

て

逃に

げ

出だ

し

た

が

、
さ

は

さ

せ

じ

と

お

面め

ん

お

胴ど

う

と

打う

ち

伏ふ

せ

た

の

で

、
流さ

す

石が

の

ペ

ン

グ

イ

ン

も

閉へ

い

口こ

う

頓と

ん

首し

ゆ

、

半は

ん

死し

半は

ん

生
し
や
う

の

體て

い

と

な

つ

た

の

で

あ

る

。
そ

こ

で

、
兩

り
や
う

人に

ん

は

西に

し

川か

は

一

行か

う

の

棄す

て

置お

き

し

橇そ

り

を

近き

ん

傍ば

う

よ

り

持も

ち

來き

た

り

、

之こ

れ

に

ペ

ン

グ

イ

ン

鳥て

う

を

積せ

き

載さ

い

し

て

歸か

へ

ろ

う

と

し

た

が

、

其そ

の

目め

方か

た

最
も
つ
と

も

重お

も

く

、
到た

う

底て

い

兩
り
や
う

人に

ん

の

力
ち
か
ら

で

は

動う

ご

か

ね

の

で

、
其そ

の

儘ま

ゝ

措
さ
し
お

き

、
二

人に

ん

走は

し

り

て

、
船ふ

ね

の
繫け

い

留り

う

地ち

に

歸か

へ

り

船せ

ん

員ゐ

ん

一

同ど

う

の

助じ

よ

勢せ

い

を

請か

う

ふ

た

。
す

る

と

船ふ

ね

よ

り

は

、
酒さ

か

井ゐ

、
柴し

ば

田た

、
高た

か

川ゞ

は

、

藤ふ

ぢ

平ひ

ら

、

杉す

ぎ

崎ざ

き

等ら

一

騎き

當た

う

千せ

ん

の

武む

者し

や

揃ぞ

ろ

ひ

に

て

『

コ

リ

ャ

面お

も

白し

ろ

し

』

と

宙ち

う

を

飛と

ん

で

駈か

け

つ

け

た

の

で

あ

る

。 

駈か

け

付つ

け

見み

れ

ば

、
果は

た

し

て

ペ

ン

グ

イ

ン

鳥て

う

の

大お

ほ

き

な

奴や

つ

が

六

羽ぱ

と

も

半は

ん

死し

半は

ん

生
し
や
う

に

さ

れ

て

、
橇そ

り

に

積つ

ま

れ

て

居ゐ

た

の

で

、
先ま

づ

〲

安あ

ん

心し

ん

と

獲え

物も

の

は

其そ

の

儘ま

ゝ

に

し

て

氷
ひ
や
う

堤て

い

上
じ
や
う

に

上の

ぼ

り

、
四

方は

う

の

光
く
わ
う

景け

い

を

眺な

が

め

た

者も

の

も

あ

つ

た

。
處

と
こ
ろ

が

突と

つ

然ぜ

ん

高た

か

川ゞ

は

船せ

ん

員ゐ

ん

は

氷
ひ
や
う

堤て

い

上
じ
や
う

の

龜き

裂れ

つ

に

陷
お
ち
ゐ

つ

た

。
陷

お
ち
ゐ

つ

て

、
頭

あ
た
ま

丈だ

け

出だ

し

て

叫さ

け

ん

で

居ゐ

る

。
一

同ど

う

は

驚
お
ど
ろ

ひ

て

駈か

け

付つ

け

之こ

れ

を

助た

す

け

た

が

、

其そ

の

騷さ

わ

ぎ

は

實じ

つ

に

一

通と

ほ

り

で
無な

か

つ

た

。 

tasaka
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是こ

ゝ

に

於お

い

て

益ま

す

々〱

案あ

ん

じ

ら

れ

る

の

は

西に

し

川か

は

、
渡わ

た

邊な

べ

の

身み

の

上う

へ

で

あ

る

。
到た

う

底て

い

生せ

い

死し

不ふ

明め

い

と

判は

ん

斷だ

ん

す

る

の

外ほ

か

は

な

い

。

け

れ

ど

も

之こ

れ

が

爲た

め

に

は

、

一

大だ

い

搜そ

う

索さ

く

隊た

い

を

組そ

織し

き

せ

ん

け

れ

ば

な

ら

ぬ

の

で

、
兎と

も

角か

く

、
一

旦た

ん

船ふ

ね

ま

で

歸か

へ

る

こ

と

ゝ

し

た

。
勿も

ち

論ろ

ん

ペ

ン

グ

イ

ン

鳥て

う

は

持も

つ

て

歸か

へ

る

こ

と

ゝ

す

る

。
け

れ

ど

も

、
手て

橇そ

り

に

積つ

ん

で

歸か

へ

つ

て

は

面お

も

白し

ろ

く

な

い

。
一

つ

珍ち

ん

案あ

ん

を

行や

つ

て

見み

や

う

と

云い

ふ
事こ

と

に

爲な

つ

て

、
兩

り
や
う

翼よ

く

の

下し

た

に

綱つ

な

を

付つ

け

引ひ

つ

張ぱ

り

な

が

ら

歸か

へ

る

事こ

と

と

し

た

。
其そ

の

無ぶ

恰か

つ

好か

う

な

姿
す
が
た

で

、
氷

ひ
や
う

上
じ
や
う

を

滑す

べ

り

な

が

ら

歩あ

ゆ

ん

で

來く

る

光
く
わ
う

景け

い

は

實じ

つ

に
奇き

觀
く
わ
ん

で

あ

つ

た

。 

斯か

く

て

評
ひ
よ
う

議ぎ

の

結け

つ

果く

わ

、
愈い

よ

々〱

搜そ

う

索さ

く

隊た

い

は

組そ

織し

き

せ

ら

れ

た

。
其そ

の

人じ

ん

名め

い

は

、
島し

ま

義よ

し

武た

け

、
渡わ

た

邊な

べ

鬼を

に

太た

郎ら

う

、
柴し

ば

田た

兼か

ね

次じ

郎ら

う

、
多た

田ゞ

惠け

い

一

の

四

人に

ん

で

あ

る

。
廿

四

日か

午ご

前ぜ

ん

八

時じ

三

十

分ぷ

ん

愈い

よ

々〱

出
し
ゆ
つ

發ぱ

つ

す

る

こ

と

ゝ

な

つ

た

。
光ま

づ

行ゆ

く

衞ゑ

不ふ

明め

い

な

る

兩
り
や
う

人に

ん

の

雪せ

つ

上
じ
や
う

に

印い

ん

し

た

足あ

し

痕あ

と

を

辿た

ど

り

つ

ゝ

進す

ゝ

ん

で

往い

つ

た

が

、
な

か

〱

彼か

れ

等ら

に

邂

逅

め

ぐ

り

あ

は

な

い

。
軈や

が

て

氷
ひ
や
う

堤て

い

を

登の

ぼ

り

、
更さ

ら

に

氷
ひ
や
う

原げ

ん

を

指さ

し

て

進す

ゝ

ん

で

往ゆ

つ

た

が

、
途と

中ち

う

よ

り

吹ふ

雪ゞ

き

の

爲た

め

に

西に

し

川か

は

等ら

の

足あ

し

跡あ

と

が

消き

え

て

居ゐ

る

。
如い

何か

に

尋た

づ

ね

て

も

少す

こ

し

も

知し

れ

な

い

。
之こ

れ

に

は

殆
ほ
と
ん

ど

困こ

ん

却
き
や
く

し

た

が

、
尙な

ほ

も

屈く

つ

せ

ず

、

進す

ゝ

ん

で

往ゆ

く

に

、

只た

ゞ

眼め

に

映え

い

ず

る

は

、

漠ば

く

々〱

た

る

氷
ひ
や
う

原げ

ん

の

み

、

何な

に

等ら

の

消せ

う

息そ

く

も 

tasaka
ノート
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知し

れ

な

い

の

で

、
止や

む

な

く

船ふ

ね

に

引ひ

き

返か

へ

し

た

。
其そ

の

歸き

還
く
わ
ん

し

た

の

は

午ご

後ゝ

の

十

一

時じ

だ

か

ら

、

搜そ

う

索さ

く

の

爲た

め

に

費
つ
ひ
や

し

た

る

時じ

間か

ん

は

殆
ほ
と
ん

ど

十

五

時じ

間か

ん

で

あ

る

。 
一

方は

う

行ゆ

く

衞ゑ

不ふ

明め

い

の

當た

う

人に

ん

た

る

西に

し

川か

は

渡わ

た

邊な

べ

は

如い

何か

ん

と

云い

ふ

に

、

東と

う

方は

う

に

光ひ

か

る

物も

の

を

見み

て

よ

り

以い

來ら

い

、

五

歩ほ

に

一

休き

う

、

十
歩ほ

に

一

憇け

い

、

辛か

ら

ふ

じ

て

疲ひ

勞ら

う

し

た

る

身か

ら

體だ

を

運は

こ

び

つ

ゝ

あ

つ

た

が

、
遙は

る

か

後こ

う

方は

う

よ

り

、
オ

ー

イ

〱

と

呼よ

ぶ

聲こ

ゑ

が

す

る

の

で

、
偖さ

て

は

己
お
の
れ

等ら

の

歸き

船せ

ん

が

遲お

そ

ひ

の

で

、
迎む

か

ひ

に

來き

て

呉く

れ

た

の

か

と

見み

渡わ

た

す

と

、
遙は

る

か

彼あ

な

方た

の

氷
ひ
や
う

原げ

ん

上
じ
や
う

に

、
四

個こ

の

黑こ

く

影え

い

が

點て

ん

々〱

と

し

て

數か

ぞ

へ

ら

れ

る

。

で

、

テ

ッ

キ

リ

そ

れ

に

相さ

う

違ゐ

な

し

と

此こ

方な

た

の

兩
り
や
う

人に

ん

も

能あ

た

ふ

限か

ぎ

り

大お

ほ

聲ご

ゑ

に

て

答こ

た

へ

た

が

、
聽き

こ

へ

な

い

の

か

、
何な

ん

の

返へ

ん

事じ

も

な

い

。
注ち

う

視し

す

る

と

其そ

の

中う

ち

に

四

個こ

の

黑こ

く

影え

い

は
窪く

ぼ

地ち

の

方は

う

へ

沒ぼ

つ

し

て

終し

ま

つ

た

の

で

、

多た

分ぶ

ん

安あ

ん

心し

ん

し

て

歸き

船せ

ん

せ

し

な

ら

ん

と

考
か
ん
が

へ

な

が

ら

、
此こ

ち

方ら

で

も

歸き

船せ

ん

を

急い

そ

ぐ

。
す

る
と

、
進し

ん

路ろ

に

當あ

た

つ

て

多お

ほ

く

の

足あ

し

跡あ

と

を

發は

つ

見け

ん

し

た

。
是こ

ゝ

に

於お

い

て

此こ

の

足あ

し

痕あ

と

こ

そ

、
彼か

の

四

人に

ん

の

者も

の

か

印い

ん

せ

し

に

相さ

う

違ゐ

な

し

と

、
そ

れ

を

便た

よ

り

に

以い

前ぜ

ん

の

氷
ひ
や
う

堤て

い

を

下く

だ

り

、
そ

れ

よ

り

橇そ

り

を

置お

き

し

處
と
こ
ろ

に

到い

た

り

し

に

、

不

思

議

ふ

し

ぎ

や

橇そ

り

は

無な

い

。

之こ

れ

も

多た

分ぶ

ん

彼か

の

四

人に

ん

が

持も

ち

去さ

つ

た

も

の

で

あ

ら

う

と 

tasaka
ノート
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考
か
ん
が

へ

つ

ゝ

尙な

ほ

も

下く

だ

つ

て

曩さ

き

に

ペ

ン

グ

イ

ン

鳥て

う

の

居ゐ

た

處
と
こ
ろ

に

到い

た

る

と

、
此こ

處ゝ

に

も

鳥と

り

は

一

羽は

も

見み

え

ぬ

。
そ

し

て

多た

勢ぜ

い

に

て
雪ゆ

き

を

踏ふ

み

蹂に

ぢ

り

し

如ご

と

き

跡あ

と

が

印し

る

さ

れ

て

居ゐ

る

。
で

は

之こ

れ

も

彼か

の

四

人に

ん

の

仕し

業わ

ざ

に

相さ

う

違ゐ

な

く

、

ペ

ン

グ

イ

ン

鳥て

う

も

捕と

ら

へ

去さ

つ

た

に

相さ

う

違ゐ

な

し

と

斷だ

ん

定て

い

し

た

。
之こ

れ

よ

り

兩
り
や
う

人に

ん

は

益ま

す

々〱

道み

ち

を

急い

そ

ぎ

、
船ふ

ね

を

去さ

る

こ

と

約や

く

一

哩
マ
イ
ル

位
く
ら
ゐ

の

點て

ん

に

至い

た

つ

た

所
と
こ
ろ

、
濱は

ま

崎さ

き

、
福ふ

く

島し

ま

の

二

船せ

ん

員い

ん

が

、
此こ

の

二

人

ふ

た

り

を

迎む

か

へ

に

來

た

の

に

出

會

で

つ

か

は

し

た

。
濱は

ま

崎さ

き

等ら

は

、

兩
り
や
う

人に

ん

の

空く

う

腹ふ

く

を

察さ

つ

し

、

溫

飩

う

ど

ん

の

冷ひ

え

た

の

を

持ぢ

參さ

ん

し

た

の

で

あ

る

。

一

晝ち

う

夜や

半は

ん

の

間
あ
ひ
だ

、

少せ

う

量
り
や
う

の

ビ

ス

ケ

ッ

ト

と

雪ゆ

き

の

外ほ

か

口く

ち

に

し

な

か

つ

た

、
兩

り
や
う

人に

ん

は

、
非ひ

常
じ
や
う

な

る

珍ち

ん

味み

と

し

て
、

此こ

の

贈ぞ

う

品ひ

ん

を

味あ

ぢ

は

つ

た

。
斯か

く

て

幾い

く

分ぶ

ん

か

勇い

う

氣き

を

恢

復

く
わ
い
ふ
く

し

、
出

迎

人

で

む

か

に

ん

の

肩か

た

に

扶た

す

け

ら

れ

つ

ゝ

歸き

船せ

ん

し

た

の

は

、

廿

四

日か

午ご

後ゝ

十

時じ

三

十

分ぷ

ん

で

あ

る

。 

船ふ

ね

よ

り

は

行

衞

ゆ

く

ゑ

不ふ

明め

い

で

あ

つ

た

兩
り
や
う

人に

ん

が

、
歸き

船せ

ん

し

た

の

で

、
其そ

の

喜
よ
ろ
こ

び

は

非ひ

常
じ
や
う

で

あ

る
。

萬ば

ん

歳ざ

い

の

聲こ

ゑ

は

寂
じ
や
く

莫ば

く

た

る

天て

ん

地ち

に

響ひ

ゞ

い

て

繫け

い

留り

う

地ち

の

氷
ひ
や
う

原げ

ん

を

撼
ゆ
る
が

す

ば

か

り

だ

。

船せ

ん

長
ち
や
う

は

喜
よ
ろ
こ

ば

し

さ

に

、

淚
な
ん
だ

さ

へ

流な

が

し

て

無ぶ

事じ

を

祝
し
ゆ
く

し

て

居ゐ

た

。 

西に

し

川か

は

、
渡わ

た

邊な

べ

、

兩
り
や
う

隊た

い

員ゐ

ん

が

、
此こ

の

探た

ん

檢け

ん

に

於お

け

る

行か

う

程て

い

は

日に

本ほ

ん

里り

程て

い

約や

く

拾

五

里り

之こ

れ

に

要え

う 

tasaka
ノート
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せ

し

時じ

間か

ん

は

丁
ち
や
う

度ど

三

十

時じ

間か

ん

で

あ

つ

た

。 

元
ぐ
わ
ん

來ら

い

、
此こ

の

エ

ド

ワ

ー

ド

七

世せ

い

州し

う

は

、
西せ

い

曆れ

き

千せ

ん

九

百
ひ
や
く

二

年ね

ん

二

月
ぐ
わ
つ

、
英え

い

人じ

ん

ス

コ

ッ

ト

が

第だ

い

一

探た

ん

檢け

ん

の

際さ

い

發は

つ

見け

ん

し

た

も

の

で

、
英え

い

國こ

く

皇
ゝ
わ
う

帝て

い

陛へ

い

下か

の

御お

ん

名な

を

取と

つ

て

之こ

れ

に

冠
く
わ
ん

し

た

も

の

で

あ

る

。
然し

か

る

に

、
此こ

の

附ふ

近き

ん

の

氷

堤

ひ
や
う
て
い

が

非ひ

常
じ
や
う

に

高た

か

く

し

て

、
登と

う

攀は

ん

に

便べ

ん

な

ら

ず

加く

は

ふ

る

に

海か

い

水す

ゐ

が

氷
ひ
や
う

結け

つ

し

始は

じ

め

た

の

で

、
海か

い

上
じ
や
う

よ

り

陸り

く

地ち

上
じ
や
う

の

山さ

ん

脈
み
や
く

を

眺な

が

め

た

丈だ

け

で

之こ

れ

に

命め

い

名〱

し

、
上

じ
や
う

陸り

く

せ

ず

し

て

歸か

へ

り

去さ

つ

た

の

で

あ

る

。
爾じ

來ら

い

此こ

の

地ち

は

上
じ
や
う

陸り

く

不ふ

可か

能の

う

と

目も

く

さ

れ

て

居ゐ

た

が

、

我わ

が

沿え

ん

岸が

ん

隊た

い

が

此こ

の

地ち

へ

來き

た

時と

き

に

は

氷
ひ
や
う

堤て

い

下か

の

海か

い

氷
ひ
や
う

が

離り

散さ

ん

せ

ず

、
野や

氷
ひ
や
う

を

形け

い

成せ

い

し

て

居ゐ

た

の

で

、
直

た
ゞ
ち

に

船ふ

ね

を

横よ

こ

附つ

け

に

す

る

事こ

と

が

出で

來き

、
遂つ

ひ

に

古
い
に
し
へ

よ

り

以い

來ら

い

、
何な

に

人び

と

も

上じ
や
う

陸り

く

し

得え

ざ

り

し

、

此こ

の

方は

う

面め

ん

よ

り

、

上じ
や
う

陸り
く 

tasaka
ノート
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探た

ん

檢け

ん

を

行
お
こ
な

ひ

得え

た

の

で

あ

る

。 

此こ

の

エ

ド

ワ

ー

ド

七

世せ

い

州し

う

の
探た

ん

檢け

ん

に

於お

い

て

、
特と

く

に

喜
よ
ろ
こ

ぶ

べ

き

は

、
此こ

の

地ち

域ゐ

き

が

最
も
つ
と

も

多お

ほ

く

極
き
よ
く

地ち

の

現げ

ん

象
し
や
う

に

富と

ん

で

居を

り

、

殆
ほ
と
ん

ど

氷
ひ
や
う

界か

い

に

於お

け

る

各か

く

種し

ゆ

の

標へ

う

本ほ

ん

を

集あ

つ

め

し

南な

ん

極
き
よ
く

博は

く

覽ら

ん

會
く
わ
い

の

觀
く
わ
ん

の

あ

つ

た

こ

と

で

あ

る

。
先ま

づ

沿え

ん

岸が

ん

に

は

廣ひ

ろ

く

野や

氷
ひ
や
う

が

張は

り

詰つ

め

居を

る

に
、
其そ

の

野や

氷
ひ
や
う

上
じ
や
う

に

氷
ひ
や
う

山ざ

ん

が

突

兀

と

つ

こ

つ

と

し

て

聳そ

び

へ

て

居ゐ

る

。

海か

い

上
じ
や
う

に

流な

が

る

ゝ

氷
ひ
や
う

山ざ

ん

は

珍
め
づ
ら

し

か

ら

ざ

る

も

、
原げ

ん

野や

の

如ご

と

く

張は

り

詰つ

め

居を

る

斯か

ゝ

る

野や

氷
ひ
や
う

上
じ
や
う

に

氷
ひ
や
う

山ざ

ん

を

見み

る

は

、
最

も
つ
と

も

珍ち

ん

と

す

べ

き

が

上う

へ

に

、
此こ

の

野や

氷
ひ
や
う

に

接せ

つ

し

て

、
絶ぜ

つ

大だ

い

な

る

氷
ひ
や
う

堤て

い

が

あ

つ

て

、
人ひ

と

の

眼め

を

驚
お
ど
ろ

か

し

。
其そ

れ

を

登の

ぼ

れ

は

、
氷

ひ
や
う

界か

い

に
於お

け

る

最
も
つ
と

も

注ち

う

意い

す

べ

き

現げ

ん

象
し
や
う

の

一

な

る

龜き

裂れ

つ

が

縦じ

う

横わ

う

に

横
よ
こ
た

は

つ

て

居ゐ

る

。
氷

ひ
や
う

堤て

い

の

側そ

く

面め

ん

に

は

氷
ひ
や
う

河が

が

あ

つ

て

學が

く

者し

や

の

研け

ん

究き

う

に

便べ

ん

な

る

が
上う

へ

に

、
其そ

の

近き

ん

傍ぱ

う

に

鱗
う
ろ
こ

形が

た

の

氷
こ
ほ
り(

之こ

れ

は

多た

分ぶ

ん

氷
ひ
や
う

堤て

い

が

龜き

裂れ

つ

の

爲た

め

に

顚て

ん

覆ぷ

く

し

其そ

の

下か

部ぶ

の

水す

ゐ

中ち

う

に

沒ぼ

つ

し

居を

り

し

部ぶ

分ゞ

ん

が

現
あ
ら
は

れ

斯か

く

の

如ご

と

く

鱗
う
ろ
こ

形が

た

と

な

り

て

澎ぼ

う

漲
ち
や
う

し

居ゐ

る

も

の

と

推す

ゐ

定て

い

す)

及
お
よ
び

大
お
ほ
ひ

な

る

氷つ

ら

柱ゝ

が

あ

つ

て

、
極

き
よ
く

地ち

に

於お

け

る

氷
こ
ほ
り

の

結け

つ

晶
し
や
う

を

知し

る

事こ

と

が

出で

來き

る

。
其そ

の

外ほ

か

起き

伏ぷ

く

せ

る

爪つ

ま

先さ

き

登の

ぼ

り

の

氷
ひ
や
う

原げ

ん

が

あ

り

。
大だ

い

龜き

裂れ

つ

を

有い

う

せ

る

山さ

ん

脈
み
や
く

が

あ

り

。
其そ

の

山さ

ん

脈
み
や
く

の

上
じ
や
う

部ぶ

に

地ち

質し

つ

を 
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知し

る

の

便べ

ん

あ

る

黑こ

く

色
し
よ
く

の

山さ

ん

骨こ

つ

の

露ろ

出
し
ゆ
つ

が

あ

り

。
歸き

路ろ

に

於お

い

て
眺な

が

め

し

氷
ひ
や
う

島た

う

が

あ

り

。
而し

か

し

て

又ま

た

野や

氷
ひ
や
う

の

中ち

う

央あ

う

に

は

細ほ

そ

長な

が

き

形
か
た
ち

を

爲な

せ

る

水み

づ

溜
た
ま
り

あ

り

。

繫け

い

留り

う

地ち

に

接せ

つ

近き

ん

せ

る

西せ

い

方は

う

の

沿え

ん

岸が

ん

に

は

、
上

じ
や
う

部ぶ

の

尖と

が

り

居を

る

氷
こ
ほ
り

の

林
は
や
し

あ

り

。
最

も
つ
と

も

各か

く

種し

ゆ

の

現げ

ん

象
し
や
う

に

富と

ん

で
居ゐ

る
。

幸
さ
い
は
ひ

に

し

て

斯か

ゝ

る

場ば

所し

よ

に

上
じ
や
う

陸り

く

し

得え

た

の

は

、

我わ

が

探た

ん

檢け

ん

隊た

い

の

一

大だ

い

幸か

う

福ふ

く

で

あ

つ

た

と

謂い

は

ね

ば

な

ら

ぬ

。 

繫け

い

留り

う

地ち

に

在あ

つ

て

ア

レ

キ

サ

ン

ド

ラ

山さ

ん

脈
み
や
く

の

高た

か

さ

を

測は

か

る

に

、

其そ

の

最さ

い

高か

う

の

峯み

ね

は

海か

い

抜ば

つ

壹

千

六

百

尺
し
や
く

あ

つ

た

。
又ま

た

此こ

の

灣わ

ん

の

深ふ

か

さ

を

測は

か

る

に

百

四

十

尋ひ

ろ

あ

り

、
海か

い

底て

い

の

地ち

質し

つ

を

調し

ら

べ

し

に

細こ

ま

か

き

灰は

い

色い

ろ

の

粘ね

ん

土ど

な

る
事こ

と

を

知し

つ

た

。 
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第
二
次
計
畫
探
檢
隊
員
姓
名 

上
陸
隊
員 

隊

長 
 

 
 

 
 

 
 

白

瀬

矗 

第

一

學

術

部

長 
 

 
 

武

田

輝

太

郎 

第

二

學

術

部

長

支

隊

長 

池

田

政

吉 

衞

生

部

長

兼

寫

眞

班

長 

三

井

所

淸

造 

被

服

係 
 

 
 

 
 

 

吉

野

義

忠 

糧

食

係 
 

 
 

 
 

 
西

川

源

藏 

隊

長

秘

書 
 

 
 

 
 

村

松

進 

學

術

部

其

他

助

手 
 

 

多

田

惠

一 

炊

事

專

務 
 

 
 

 
 

渡

邊

近

三

郎 

活

動

寫

眞

技

師 
 

 
 

田

泉

保

直 

輓

犬

係 
 

 
 

 
 

 

山

邊

安

之

助 

同

上 
 

 
 

 
 

 
 

花

守

信

吉 

  

船
員 

船

長 
 

 
 

野

村

直

吉 

一

等

運

轉

士 

土

屋

友

治 

機

關

長 
 

 

淸

水

光

太

郎 

事

務

長 
 

 

島

義

武 

二

等

運

轉

士 

酒

井

兵

太

郎 

木

工 
 

 
 

安

田

伊

三

郎 

水

夫

長 
 

 

高

川

才

次

郎 

機

關

士 
 

 

藤

平

量

平 

運

轉

士

見

習 

三

宅

幸

彦 

舵

取 
 

 
 

渡

邊

鬼

太

郎 

同 
 

 
 

 

釜

田

儀

作 

油

差 
 

 
 

杉

崎

六

五

郎 

水

夫 
 

 
 

柴

田

兼

次

郎 
同 

 
 

 
 

福

島

吉

治 

火

夫 
 

 
 

濱

崎

三

男

作 
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第
五
章 

開
南
丸
の
東
方
沿
岸
探
檢 

 

一

月
ぐ
わ
つ

二

十

四

日か

午ご

後ゞ

十

二

時じ

、
開か

い

南

丸

な

ん

ま

る

は

繫け

い

留り

う

地ち

點て

ん

を

出
し
ゆ
つ

發ぱ

つ

し

た

。
午ご

後ゞ

十

二

時じ

と

云い

へ

ば

本ほ

ん

邦ぽ

う

に

於お

い

て

は

夜よ

半な

か

で

あ

る

が

、

此こ

の

地ち

に

於お

け

る

二

月
ぐ
わ
つ

二

十

四

日か

の

午ご

後ゞ

十

二

時じ

は

夜よ

の

景け

色し

き

ら

し

い

物も

の

は

微み

塵ぢ

ん

も

無な

い

。

午ご

前ぜ

ん

と

か

午ご

後ゞ

と

か

の

區く

別べ

つ

は

僅
わ
づ
か

に

時と

計け

い

と

太た

い

陽や

う

の

位ゐ

置ち

と

に

依よ

つ

て

知し

る

の

み

で

あ

る

。
此こ

の

時じ

分ぶ

ん

、
南な

ん

極
き
よ
く

は

太た

い

陽や

う

が

何い

時つ

も

斜
な
ゝ
め

に

頭づ

上
じ
や
う

を

廻ま

わ

つ

て

居を

り

、
少す

こ

し

も

地ち

平へ

い

線せ

ん

下か

に

入は

い

る

事こ

と

は

無な

か

つ

た

。
只た

ゞ

太た

い

陽や

う

最さ

い

低て

い

の

時と

き

を

以も

つ

て

其そ

の

地ち

に

於お

け

る

夜や

半は

ん

（

正
し
や
う

子し

）
十

二

時じ

と

す

る

。
最

も
つ
と

も

高た

か

く

上の

ぼ

つ

た

時と

き

を

以も

つ

て

正
し
や
う

午ご

と

す

る

の

み

で

あ

る

。
斯か

く

て

開か

い

南

丸

な

ん

ま

る

は

、
同ど

う

地ち

を

出
し
ゆ
つ

帆ぱ

ん

し

て

東と

う

方は

う

に

向む

か

つ

た

が

、
其そ

の

目も

く

的て

き

と

す

る

所
と
こ
ろ

は

、
同ど

う

方は

う

面め

ん

に

前ぜ

ん

人じ

ん

未み

航か

う

の

海う

み

が

あ

り

、
海か

い

上
じ
や
う

常つ

ね

に

游ゆ

う

氷
ひ
や
う

に

滿み

ち

て

居ゐ

る

と

云い

ふ

説せ

つ

が

あ

る

の

で

、

之こ

れ

を

確
た
し
か

か

め

ん

爲た

め

に

航か

う

海か

い

す

る

の

で

あ

る

。

此こ

の

方は

う

面め

ん

に

は

、

ス

コ
ッ
ト
も
嘗か

つ

て
進す

ゝ

ん
だ
事こ

と

が
あ
る
が
、
其そ

の

航か
う

路ろ

は
非ひ

常
じ
や
う

に
エ
ド
ワ
ー
ド
州し

う

の
沿え

ん

岸が
ん

に
接せ

つ

近き
ん

し
て
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氷
ひ
や
う

島た

う

の

内う

ち

側が

は

の

方は

う

を

進す

ゝ

ん

だ

の

で

、
竟つ

ひ

に

氷
こ
ほ
り

に

閉と

ぢ

ら

れ

て

、
進し

ん

行こ

う

不ふ

可か

能の

う

と

爲な

り

引ひ

き

返か

へ

し

た

の

で

あ

る

。

開か

い

南

丸

な

ん

ま

る

は

此か

く

の

如ご

と

き

運う

ん

命め

い

に

陷
お
ち
ひ

ら

ざ

る

や

う

、

ス

コ

ッ

ト

の

航か

う

路ろ

よ

り

少す

こ

し

く

北き

た

を

東
ひ
が
し

に

向む

か

ひ

、

氷
ひ
や
う

島た

う

の

外そ

と

を

通つ

う

過く

わ

し

て

航か

う

海か

い

せ

ん

と

し

た

の

で

あ

る

。

二

十

五

日に

ち

午ご

前ぜ

ん

零れ

い

時じ

三

十

分ぷ

ん

、
船ふ

ね

は

多た

數す

う

の

氷
ひ
や
う

山ざ

ん

に

遭あ

つ

た

。
同ど

う

八

時じ

又ま

た

も

一

個こ

の

大だ

い

氷
ひ
や
う

山ざ

ん

に

遭あ

つ

た

が

、

天て

ん

氣き

は

幸
さ
い
は
ひ

に

快
く
わ
い

晴せ

い

で

あ

る

。

同ど

う

十

一

時じ

四

十

五

分ふ

ん

、

左さ

舷け

ん

に

轉て

ん

じ

た

。

午ご

後ゞ

八

時じ

右う

舷げ

ん

に

當あ

た

り

て

數す

う

個こ

の

氷
ひ
や
う

島た

う

を

見み

た

。
此こ

の

氷
ひ
や
う

島た

う

は

周し

う

圍ゐ

八

哩
マ
イ
ル

よ

り

二

十

哩
マ
イ
ル

位
く
ら
ゐ

の

も

の

だ

が

、
形

か
た
ち

は

楕だ

圓え

ん

形け

い

で

上
じ
や
う

部ぶ

は

扁へ

ん

平ぺ

い

で

あ

る

。
其そ

の

水す

ゐ

面め

ん

上
じ
や
う

に

表あ

ら

は

れ

て

居ゐ

る

高た

か

さ

は

、
普ふ

通つ

う

の

氷
ひ
や
う

堤て

い

と

同お

な

じ

く

百

五

十

尺
し
や
く

乃な

い

至し

二

百

尺
し
や
く

位
く
ら
ゐ

の

も

の

で

あ

る

。

殆
ほ
と
ん

ど

島し

ま

と
思お

も

は

る

ゝ

程ほ

ど

大お

ほ

き

く

、
定て

い

着
ち
や
く

し

て

動う

ご

か

な

い

氷
こ
ほ
り

と

考
か
ん
が

へ

ら

る

ゝ

の

で

、
氷

ひ
や
う

島た

う

と

呼よ

ん

で

居ゐ

る
。

同ど

う

十

時じ

頃ご

ろ

少す

こ

し

く

雪ゆ

き

降ふ

り

し

も

暫し

ば

ら

く

に

し

て

歇や

ん

だ

。
ス

コ

ッ

ト

の

探た

ん

檢け

ん

記き

に

は

、
此こ

の

邊へ

ん

に

於お

け

る

陸り

く

の

存そ

ん

在ざ

い

に

就つ

き

、
下し

も

の

如ご

と

き

記き

事じ

が

あ

る

。
『

熱ね

つ

心し

ん

に

陸り

く

は

な

き

や

と

凝み

つ

視め

し

結け

つ

果く

わ

、
高た

か

き

雪ゆ

き

の

坂さ

か

を

有い

う

す

る

少す

こ

し

く

起き

伏ふ

く

狀
じ
や
う

あ

る

線せ

ん

を

見み

た

。
然し

か

れ

ど

も

只た

ゞ

薄う

す

暗く

ら

き
白し

ろ

き
空そ

ら

を
見み

る
の
み
に
て
、
岩が

ん

石せ
き

の
露ろ

出
し
ゆ
つ

等と
う

は
認み

と

め
ず
、
尙な

ほ
、
此か

く

の
如ご

と

く
見み

ゆ
る
山さ

ん

脈
み
や
く

す
ら
太た

い

陽や
う 

tasaka
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が

南
み
な
み

に

低ひ

く

く

な

る

際さ

い

に

は

消せ

う

失し

つ

し

た

』
と

書か

い

て

あ

る

が

、
開か

い

南

丸

な

ん

ま

る

の

船せ

ん

員ゐ

ん

等ら

は

ア

レ

キ

サ

ン

ド

ラ

山さ

ん

脈
み
や
く

が

一

行こ

う

の

記き

念ね

ん

標
ひ
や
う

を

建た

て

し

地ち

點て

ん

よ

り

東と

う

方は

う

に

向む

か

ひ

約や

く

三

十

餘よ

哩
マ
イ
ル

の

間
あ
ひ
だ

、
連れ

ん

亙か

う

し

て

氷
ひ
や
う

堤て

い

に

至い

た

つ

て

盡つ

く

る

を

見み

し

外ほ

か

、
同ど

う

山さ

ん

脈
み
や
く

が

更さ

ら

に

東と

う

方は

う

に

延え

ん

長
ち
や
う

し

て

居ゐ

る

の

は

認み

と

め

な

か

つ

た

。
只た

ゞ

山さ

ん

脈
み
や
く

の

見み

え

ず

な

り

し

後の

ち

も

尙な

ほ

暫
し
ば
ら

く

の

間
あ
ひ
だ

氷
ひ
や
う

堤て

い

だ
け

は

東
ひ
が
し

に

向む

か

つ

て

走は

し

る

の

を

見み

た

。
之こ

れ

は

開か

い

南

丸

な

ん

ま

る

の

航か

う

路ろ

が

ス

コ

ッ

ト

の

航か

う

路ろ

に

比ひ

し

て

北ほ

く

方は

う

を

通つ

う

過く

わ

し

た

爲た

め

で

も

あ

ろ

う

が

、
同ど

う

船せ

ん

員ゐ

ん

等ら

は

此こ

れ

以い

外
ぐ
わ
い

に

は

何な

に

者も

の

も

認み

と

め

得え

な

か

つ

た

の

で

あ

る

。
十

二

時じ

半は

ん

頃ご

ろ

高た

か

さ

百

五

十

尺
し
や
く

周し

う

圍ゐ

一

哩
マ
イ
ル

位
く
ら
ゐ

の

氷
ひ
や
う

山ざ

ん

に

遭あ

つ

た

。
直

ち
よ
く

径け

い

五

、
六

間け

ん

乃な

い

至し

十

間け

ん

位
く
ら
ゐ

の

流り

う

氷
ひ
や
う

に

も

多お

ほ

く

遭あ

つ

た

。
其そ

の

流り

う

氷
ひ
や
う

は

頗
す
こ
ぶ

る

猛ま

う

烈れ

つ

に

海う

み

を

壓あ

つ

し

て

來く

る

の

で

、

之こ

れ

に

は

少す

く

な

か

ら

ず

困こ

ん

難な

ん

し

た

。 

是こ

れ

等ら

の

流り

う

氷
ひ
や
う

、
氷

ひ
や
う

山ざ

ん

等と

う

を

警け

い

戒か

い

し

つ

ゝ

氷
ひ
や
う

島と

う

を

右う

舷げ

ん

七

哩
マ
イ
ル

に

見み

て

尙な

ほ

も

航か

う

海か

い

を

續つ

ゞ

け

て

往ゆ

く

と

、
廿

六

日に

ち

午ご

前ぜ

ん

三

時じ

三

十

分ぷ

ん

、
前

面

ぜ

ん

め

ん

一

帶た

い

は

流り

う

氷
ひ
や
う

及
お
よ
び

積せ

き

氷
ひ
や
う

（

之こ

れ

は
幾い

く

多た

の

氷
こ
ほ
り

が

密

集

み

つ

し

ふ

し

て

積つ

み

重か

さ

な

り

殆
ほ
と
ん

ど

堤て

い

防ば

う

の

如ご

と

く

に

な

り

居を

る

を

云い

ふ

、
然し

か

れ

ど

も

沿え

ん

岸が

ん

に

聳そ

び

ゆ

る

百

尺し
や
く

乃な

い

至し

百

五

十

尺し
や
く

の

高た

か

さ

の

氷ひ
や
う

堤て

い

と

は

異こ
と
な

る

を

以も

つ

て

茲こ

ゝ

に

は

單た

ん

に 

tasaka
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積せ

き

氷
ひ
や
う

と

云い

ふ

）
と

爲な

つ

た

。
で

之こ

れ

を

避さ

け

つ

ゝ

汽き

帆は

ん

兩
り
や
う

走さ

う

を

以も

つ

て

氷
ひ
や
う

海か

い

を

縫ぬ

つ

て

往い

つ

た

が

午ご

前ぜ

ん

四

時じ

に

至い

た

つ

て

雪ゆ

き

が

チ

ラ

チ

ラ

降ふ

り

出だ

し

た

。
波な

み

は

積せ

き

氷
ひ
や
う

の

多お

ほ

い

爲た

め

、
比ひ

較か

く

的て

き

靜し

づ

か

で

あ

る

。

同ど

う

八

時じ

に

至い

た

つ

て

右う

舷げ

ん

一

帶た

い

積せ

き

氷
ひ
や
う

の

み

と

爲な

つ

た

。

そ

れ

を

避さ

け

つ

ゝ

尙な

ほ

も

勇ゆ

う

氣き

を

鼓こ

し

て

進す

ゞ

む

に

正
し
や
う

午ご

に

至い

た

り

て

右う

舷げ

ん

一

帶た

い

又ま

た

も

や

積せ

き

氷
ひ
や
う

を

認み

と

む

る

の

み

な

ら

ず

、

大だ

い

氷
ひ
や
う

山ざ

ん

も

其そ

の

間
あ
ひ
だ

に

少す

く

な

く

な

い

の

で

、

船ふ

ね

は

非ひ

常
じ
や
う

の

困こ

ん

難な

ん

に

陷
お
ち
い

つ

た

。

試
こ
ゝ
ろ
み

に

檣
し
よ
う

頭と

う

の

見み

張は

り

臺だ

い

よ

り

東と

う

方は

う

一

帶た

い

を

見み

渡わ

た

す

に

前ぜ

ん

方ぱ

う

約や

く

貳

十

海か

い

里り

は

眼が

ん

裏り

に

映え

い

じ

來き

た

る

も

只た

ゞ

是こ

れ

、

氷
ひ
や
う

山ざ

ん

流り

う

氷
ひ
や
う

の

密み

つ

集し

ふ

に

て

一

望ば

う

際さ

い

な

く

、

白は

く

皚が

い

々〲

た

る

光
く
わ
う

景け

い

で

あ

る

。

殆
ほ
と
ん

ど

進し

ん

行か

う

不ふ

可か

能の

う

で

あ

る

上う

へ

、
開か

い

南

丸

な

ん

ま

る

が

シ

ド

ニ

ー

よ

り

積つ

み

來き

た

り

し

石せ

き

炭た

ん

及
お
よ
び

水み

づ

は
最も

早は

や

殘の

こ

り

少す

く

な

く

爲な

り

て

五

十

五

噸と

ん

の

石せ

き

炭た

ん

は

十

六

噸と

ん

に

四

十

五

噸と

ん

の

飲い

ん

料れ

う

水す

ゐ

は

、

十

五

噸と

ん

に

も

減げ

ん

じ

て

來き

た

の

で

、

止や

む

な

く

船せ

ん

首し

ゆ

を

返か

へ

す

事こ

と

に

し

た

。

此こ

の

地ち

點て

ん

は

西せ

い

經せ

い

百

五

十

一

度ど

廿

分ぷ

ん

、

南な

ん

緯ゐ

七

十

六

度ど

六

分ぷ

ん

で

あ

る

。

ス

コ

ッ

ト

が

先せ

ん

年ね

ん

進す

ゝ

み

た

る

西せ

い

經け

い

百

五

十

二

度ど

に

比ひ

す

れ

ば

丁
ち
や
う

度ど

四

十

分ぷ

ん

丈だ

け

多お

ほ

く

東と

う

方は

う

に

進す

ゝ

み

、
更さ

ら

に

檣
し
よ
う

頭と

う

よ

り

東と

う

方は

う

二

十
海か

い

里り

を
展て

ん

望ば

う

し
得え

た
の
で
あ
る
。
此こ

の

點て

ん

よ
り
見み

れ
ば

慥
た
し
か

に
既き

往わ

う

に
於お

け
る
記
錄

レ

コ
ー

ド

を
破や

ぶ

つ
て
居ゐ

る
の 

tasaka
ノート
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で

あ

る

。 

開か

い

南

丸

な

ん

ま

る

は

是こ

れ

よ

り

、
陸り

く

上
じ
や
う

本ほ

ん

隊た

い

根こ

ん

據き

よ

地ち

た

る

鯨
ホ
エ
ー
ル

灣わ

ん

に

向む

か

は

ね

ば

な

ら

ぬ

が

、
其そ

の

途と

中ち

う

に

於お

い

て

、

西せ

い

經け

い

百

五

十

八

度ど

四

十

分ぷ

ん

、

南な

ん

緯ゐ

七

十

七

度ど

五

十

分ぷ

ん

の

附ふ

近き

ん

に

、

帝て

い

王わ

う

ペ

ン

グ

イ

ー

ン

鳥て

う

の

群

集

ぐ

ん

し

ふ

し

居を

る

小せ

う

灣わ

ん

あ

る

を

聞き

い

て

居ゐ

た

の

で

、

其

灣

そ

の

わ

ん

に

立た

ち

寄よ

る

こ

と

に

決け

つ

定て

い

し

た

。
斯か

く

て

方は

う

向か

う

を

其そ

の

方は

う

面め

ん

に

取と

り

航か

う

海か

い

す

る

と

、
右う

舷げ

ん

は

一

帶た

い

の

流り

う

氷
ひ
や
う

に

て

、

其そ

の

物も

の

凄す

ご

さ

言い

は

ん

方か

た

な

し

、
左さ

舷げ

ん

に

は

遙
は
る
か

に

、
氷

ひ
や
う

島た

う

、
氷

ひ
や
う

山ざ

ん

、
流り

う

氷
ひ
や
う

等と

う

が

見み

え

る
。
之こ

れ

を

眺ひ

が

め

つ

ゝ

西せ

い

方は

う

に

向む

か

ひ

て

航か

う

海か

い

す

る

と

廿

七

日に

ち

の

午ご

前ぜ

ん

四

時じ

に

至い

た

つ

て

左さ

舷げ

ん

遙
は
る
か

に

、

エ

ド

ワ

ー

ド

七

世せ

い

州し

う

の

ア

レ

キ

サ

ン

ド

ラ

山さ

ん

脈
み
や
く

を

望の

ぞ

ん

だ

。
此こ

の

山さ

ん

脈
み
や
く

こ

そ

、
我わ

れ

等ら

が

苦く

戰せ

ん

奮

闘

ふ

ん

と

う

の

跡あ

と

な

の

で

、
一

同ど

う

相あ

ひ

顧
か
へ
り
み

て

感

慨

か

ん

が

い

無む

量
り
や
う

で

あ

つ

た

。
同ど

う

日じ

つ

の

正
し
や
う

午ご

に

至い

た

る

も

右う

舷げ

ん

は

尙な

ほ

一

帶た

い

の

積せ

き

氷
ひ
や
う

で

あ

つ

た

。
午ご

後ゞ

四

時じ

に

は

流り

う

氷
ひ
や
う

氷〱

山ざ

ん

等と

う

が

最も

早は

や

ポ

ツ

リ

〱

と

來く

る

の

み

と

爲な

つ

た

。
同ど

う

日じ

つ

夜や

半は

ん

十

二

時じ

に

至い

た

り

て

船ふ

ね

の

周し

う

圍ゐ

は

流り

う

氷
ひ
や
う

及
お
よ
び

氷
ひ
や
う

山ざ

ん

に

依よ

つ

て

取と

り

圍か

こ

ま

れ

た

。
け

れ

ど

も

汽き

帆は

ん

兩
り
や
う

走そ

う

を

以も

つ

て

之こ

れ

を

脱だ

つ

出
し
ゆ
つ

し

た

。
元

ぐ
わ
ん

來ら

い

エ

ド

ワ

ー

ド

七

世せ

い

州し

う

の

海う

み

は

日に

本ほ

ん

沿え

ん

岸が

ん

隊た

い

の

上
じ
や
う

陸り

く

點て

ん

を

中ち

う

心し

ん

と

し

て

十

哩
マ
イ
ル

ば

か

り

の

間
あ
ひ
だ

、
海か

い

水す

ゐ

が

藍あ

ひ

色い

ろ

を

爲な

し

て

居ゐ

る

外ほ

か

、

皆み

な

薄う

す

き

茶ち

や

褐か

つ

色
し
よ
く

を

帶お

び

て

居ゐ

る

。 

tasaka
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之こ

れ

が

影え

い

響
き
や
う

を

受う

け

て

か

流り

う

氷
ひ
や
う

中ち

う

に

も

往わ

う

々〱

茶ち

や

褐か

つ

色
し
よ
く

の

物も

の

が

見み

え

る

。
此こ

の

日ひ

流り

う

氷
ひ
や
う

上
じ
や
う

に

幾い

く

多た

の

ペ

ン

グ

イ

ー

ン

鳥て

う

が

快
こ
ゝ
ろ
よ

げ

に

眠ね

む

り

、
其そ

の

中う

ち

一

頭と

う

が

立た

つ

て

見み

張は

り

を

し

て

居ゐ

る

の

を

見み

た

。

廿

八

日に

ち

午ご

前ぜ

ん

一

時じ

三

十

分ぷ

ん

船せ

ん

首し

ゆ

を

東と

う

南な

ん

東と

う

に

向む

け

た

。
又ま

た

も

時じ

々ゞ

多お

ほ

く

の

氷
ひ
や
う

山ざ

ん

流り

う

氷
ひ
や
う

等と

う

に

遭そ

う

遇ぐ

う

し

た

が

、

午ご

後ご

二

時じ

に

至い

た

つ

て

、

目

的

も

く

て

き

地ち

に

於お

け

る

氷
ひ
や
う

堤て

い

の

東と

う

端た

ん

に

近ち

か

き

地ち

點て

ん

に

到い

た

つ

た

。
所

と
こ
ろ

が

又ま

た

も

時と

き

々〱

吹ふ

ゞ

雪き

が

あ

つ

て

、

風ふ

う

波は

も

尠す

く

な

く

な

い

の

で

漂

蹰

へ

う

ち

う

を

續つ

ゞ

け

て

居ゐ

る

と

、
軈や

が

て

、
廿

九

日に

ち

午ご

前ぜ

ん

五

時じ

天て

ん

候こ

う

快
く
わ
い

晴せ

い

と

な

つ

た

の

で

、
船

首

せ

ん

し

ゆ

を

灣わ

ん

内な

い

に

向む

け

、
午ご

後ゝ

二

時じ

目

的

も

く

て

き

地ち

地

點

ち

て

ん

に

到た

う

達た

つ

し

た

。

最さ

い

初し

よ

此こ

の

地ち

點て

ん

を

探

檢

た

ん

け

ん

せ

ん

と

せ

し

目

的

も

く

て

き

は

無む

論ろ

ん

多た

數す

う

の

ペ

ン

グ

イ

ー

ン

鳥て

う

を

捕と

ら

ふ

る

に 

tasaka
ノート
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あ

つ

た

が

、
來き

て

見み

れ

ば

少す

こ

し

も

鳥て

う

類る

ゐ

は

居ゐ

な

い

。

只た

ゞ

灣わ

ん

形け

い

が

種し

ゆ

々〲

に

出
し
ゆ
つ

入に

う

し

て

、
其そ

の

緣ふ

ち

に

氷
ひ
や
う

堤て

い

が

高た

か

く

聳そ

び

え

、
頗

す
こ
ぶ

る

美び

觀
く
わ
ん

を

呈て

い

し

て

居ゐ

る

だ

け

で

あ

る

。

試
こ
ゝ
ろ
み

に

灣わ

ん

内な

い

を

視み

る

に

、

灣わ

ん

内な

い

に

は

今い

ま

や

三

個こ

の

氷
ひ
や
う

山ざ

ん

と

無む

數す

う

の

流り

う

氷
ひ
や
う

と

が

浮う

い

て

居ゐ

る

。
其そ

の

浮う

い

て

居ゐ

る

流り

う

氷
ひ
や
う

上
じ
や
う

に

、
少す

こ

し

く

點て

ん

々〱

た

る

黑こ

く

色
し
よ
く

の

物も

の

が

見み

え

る

の

で

何

者

な

に

も

の

な

ら

ん

と

、

研

究

け

ん

き

う

に

出

掛

で

か

け

る

事こ

と

に

し

た

。
其そ

の

指

揮

し

き

役や

く

は

土

屋

つ

ち

や

運

轉

う

ん

て

ん

士し

で

あ

る

。

釜

田

か

ま

だ

、
渡

邊

わ

た

な

べ

の

兩
り
や
う

水

夫

す

ゐ

ふ

に

短

艇

ボ

ー

ト

を

漕こ

が

し

め

て

接せ

つ

近き

ん

し

て

往ゆ

く

と

、
高た

か

さ

三

十

間け

ん

周し

う

圍ゐ

四

丁
ち
や
う

ば

か

り

の

巍ぎ

然ぜ

ん

た

る

氷
ひ
や
う

山ざ

ん

の

傍
か
た
は

ら

に

、
長な

が

さ

三

間け

ん

幅は

ゞ

二

間け

ん

位
く
ら
ゐ

の

流り

う

氷
ひ
や
う

が

あ

る

。

其そ

の

流り

う

氷
ひ
や
う

上
じ
や
う

に

黑こ

く

色
し
よ
く

の

土つ

ち

に

混こ

ん

じ

て

石せ

き

塊
く
わ
い

が

多お

ほ

く

附ふ

着
ち
や
く

し

て

居ゐ

る

。
で

之こ

れ

を

取と

り

て

短

艇

ボ

ー

ト

中ち

う

に

收お

さ

め

た

所と
こ
ろ

、

重ぢ

う

量り
や
う

は

孰い

づ

れ 

tasaka
ノート
２０９頁　開南丸の東方沿岸探検緣の多く出入し居る灣 石塊採集
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も

六

百
ぴ
や
く

匁
も
ん
め

位
く
ら
ゐ

あ

り

、

其そ

の

數す

う

は

十

個こ

以い

上
じ
や
う

も

あ

つ

た

。

尙な

ほ

左さ

方は

う

大だ

い

氷
ひ
や
う

堤て

い

の

下し

た

を

眺な

が

む

る

に

、
黑こ

く

色
し
よ
く

の

物も

の

が

見み

え

た

の

で

、
そ

れ

を

研

究

け

ん

き

う

せ

ん

と

進す

ゝ

ん

で

行ゆ

く

と

、
之こ

れ

も

流り

う

氷
ひ
や
う

に

黑く

ろ

き

泥ど

ろ

の

附ふ

着
ち
や
く

せ

る

も

の

で

あ

つ

た

。
け

れ

ど

も

、
未

知

み

ち

の

海う

み

へ

來き

て

氷
ひ
や
う

堤て

い

に

接

近

せ

つ

き

ん

し

て

は

、
危

險

き

け

ん

で

あ

る

の

で

、
其そ

の

物も

の

の

何な

に

か

を

確
た
し
か

め

た

だ

け

で

、
少す

こ

し

く

本ほ

ん

船せ

ん

の

方は

う

へ

漕こ

ぎ

始は

じ

め

た

。
す

る

と

其そ

の

一

瞬
し
ゆ
ん

、
天

地

て

ん

ち

も

碎く

だ

け

よ

と

ば

か

り

い

一

大だ

い

音

響

お
ん
き
や
う

が

し

た

。

驚
お
ど
ろ

い

て

振

返

ふ

り

か

へ

る

と

、
タ

ッ

タ

今い

ま

自

分

じ

ぶ

ん

等ら

が

石

塊

せ
き
く
わ
い

を

取と

つ

た

流り

う

氷
ひ
や
う

の

傍
か
た
は

ら

に

あ

り

し

一

個こ

の

氷
ひ
や
う

山ざ

ん

が

、
此こ

の

大

音

響

だ
い
お
ん
き
や
う

と

共と

も

に

、
突

然

と

つ

ぜ

ん

海

中

か

い

ち

う

よ

り

天て

ん

を

指さ

し

て

浮う

き

上あ

が

り

つ

ゝ

あ

る

の

だ

。
浮う

き

上あ

が

り

つ

ゝ

水

中

す

い

ち

う

よ

り

大

小

だ

い

せ

う

幾い

く

百
ひ
や
く

の

氷

塊

ひ
や
う
く
わ
い

を

空

中

く

う

ち

う

に

向む

か

つ

て

飛

散

ひ

さ

ん

し

つ

ゝ

あ

る

の

で

あ

る

。
近き

ん

傍ぱ

う

に

在あ

る

も

の

は

、
人ひ

と

も

船ふ

ね

も

氷
こ
ほ
り

も

石い

し

も

、
木

端

こ

つ

ぱ

微

塵

み

ぢ

ん

に

砕く

だ

け

よ

と

ば

か

り

飛

散

ひ

さ

ん

せ

し

め

つ

ゝ

あ

る

の

で

あ

る

。
只た

ゞ

氷

塊

ひ
や
う
く
わ
い

を

飛

散

ひ

さ

ん

せ

し

む

る

ば

か

り

で

な

く

、
猛ま

う

烈れ

つ

無

雙

む

さ

う

、
龍

卷

た

つ

ま

き

の

如ご

と

き

勢
い
き
ほ
ひ

を

以も

つ

て

、
海

水

か

い

す

ゐ

を

中

空

ち

う

く

う

に

吹

上

ふ

き

あ

げ

つ

ゝ

あ

る

の

で

あ

る

。
氷

ひ
や
う

山ざ

ん

の

頂
い
た
ゞ
き

に

あ

つ

た

白

雪

し

ら

ゆ

き

を

雲く

も

か

と

ば

か

り

海

中

か

い

ち

う

に

吹ふ

き

落お

と

し

つ

ゝ

あ

る

の

で

あ

る

。
見み

る

間ま

二

分ふ

ん

間か

ん

に

三

十

間け

ん

ば

か

り

の

氷

山

ひ
や
う
ざ
ん

は

、
其そ

の

姿
す
が
た

を

三

倍ば

い

以

上

い

じ

や

う

も

水す

ゐ

上
じ
や
う

に

現あ

ら

は

し

て

、
百

ひ
や
く

間け

ん

許ば

か

り

の

氷
こ
ほ
り

の

姿
す
が
た

！

悠

然

い

う

ぜ

ん

と

し

て

靑せ

い

空く

う

に

聳そ

び

え

た

の

で

あ

る

。 

tasaka
ノート
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其そ

の

壯さ

う

！

其そ

の

悽せ

い

！

誠
ま
こ
と

に

塵
睘

ぢ
ん
く
わ
ん

に

於お

け

る

現

象

げ
ん
し
や
う

と

は

想

像

そ

う

ぞ

う

さ

れ

な

い

程ほ

ど

で

あ

つ

た

。

熟

視

じ

ゆ

く

し

す

れ

ば

氷

山

ひ
や
う
ざ
ん

は

高た

か

さ

が

增ま

し

た

と

共と

も

に

、
其そ

の

體た

い

は

著
い
ち
じ

る

し

く

右う

方は

う

に

傾
か
た
む

い

て

來き

た

。

殆
ほ
と
ん

ど

六

十

度ど

の

角

度

か

く

ど

位
く
ら
ゐ

に

傾
か
た
む

い

て

來き

た

。 

本

船

ほ

ん

せ

ん

で

は

此こ

の

光

景

く
わ
う
け
い

を

見み

て

、
三

人に

ん

は

必
か
な
ら

ず

殺こ

ろ

さ

れ

て

終し

ま

つ

た

に

相

違

さ

う

ゐ

な

い

と

思お

も

つ

て

居ゐ

た

が

、
幸

さ
い
は
ひ

に

し

て

歸か

へ

り

來き

た

つ

た

の

で

、

大お

ほ

喜
よ
ろ
こ

び

で

あ

つ

た

。

互
た
が
ひ

に

今

日

こ

ん

に

ち

の

無

事

ぶ

じ

を

祝
し
ゆ
く

し

、
且か

つ

未

曾

有

み

そ

う

な

る

奇き

現

象

げ
ん
し
や
う

を

評

論

へ

う

ろ

ん

し

合あ

つ

た

。 端

艇

ボ

ー

ト

の

指

揮

し

き

役や

く

で

あ

つ

た

土

屋

つ

ち

や

運

轉

う

ん

て

ん

士し

は

此こ

の

灣わ

ん

に

向む

か

つ

て

大

隈

お

ほ

く

ま

灣わ

ん

と

命め

い

名〱

し

た

。

此こ

の

日ひ

は

天

候

て

ん

こ

う

の

都

合

つ

が

ふ

で

近き

ん

傍ぱ

う

の

海

上

か
い
じ
や
う

を

漂

蹰

へ

う

ち

う

し

て

居ゐ

た

。

翌よ

く

三

十

日に

ち

午

前

ご

ぜ

ん

十

時じ

又ま

た

々〱

端

艇

ボ

ー

ト

を

下お

ろ

し

て

、

前

日

ぜ

ん

じ

つ

實

見

じ

つ

け

ん

せ

し

氷

上

ひ
や
う
じ
や
う

の 

tasaka
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黑く

ろ

い

物も

の

を

取と

り

に

往い

つ

た

。

其そ

の

人

名

じ

ん

め

い

は

、

酒さ

か

井ゐ

、

西

川

に

し

か

は

、

渡

邊

わ

た

な

べ

（

鬼お

に

太た

郎ら

う

）

柴

田

し

ば

た

等と

う

で

あ

る

。 
斯か

く

く

て

又ま

た

も

流

氷

り
う
ひ
や
う

に

近ち

か

づ

い

て

調し

ら

べ

て

見み

る

と

、
昨

日

き

の

ふ

見み

た

る

、
黑く

ろ

き

泥ど

ろ

は

、

氷
こ
ほ
り

と

泥ど

ろ

と

の

凝

結

ぎ
や
う
け
つ

し

た

も

の

で

中な

か

に

小こ

砂

利

じ

や

り

を

含ふ

く

ん

で

居ゐ

る

事こ

と

を

發は

つ

見け

ん

し

た

。

其そ

の

傍
か
た
は

ら

に

昨

日

き

の

ふ

多お

ほ

く

の

石い

し

を

取と

り

し

流

氷

り
う
ひ
や
う

が

昨

日

き

の

ふ

と

は

異
こ
と
な

り

た

る

面め

ん

を

現あ

ら

は

し

て

居ゐ

た

が

、
其そ

の

面め

ん

に

大だ

い

な

る

石い

し

を

含ふ

ん

で

居ゐ

た

の

で

採さ

い

收し

う

し

た

。
此こ

の

石い

し

は

目め

方か

た

が

三

十

貫
く
わ
ん

程ほ

ど

も

あ

り

、
素す

敵て

き

に

大お

ほ

き

い

も

の

で

あ

つ

た

。 

此こ

の

邊へ

ん

に

は

何

故

な

に

ゆ

ゑ

流

氷

り
う
ひ
や
う

に

石い

し

が

附ふ

着
ち
や
く

し

居を

る

ぞ

と

云い

ふ

に

、
之こ

れ

は

海

底

か

い

て

い

に

氷

結

ひ
や
う
け
つ

し

て

居ゐ

た

氷
こ
ほ
り

が

、
或あ

る

作

用

さ

よ

う

に

因よ

り

海

底

か

い

て

い

を

離は

な

る

ゝ

時と

き

、
そ

れ

と

共と

も

に

巌が

ん

石せ

き

土

砂

ど

さ

等と

う

を

銜く

は

へ

來く

る

も

の

と

思お

も

は

れ

る

。
若も

し

遠と

ほ

く

よ

り

來き

た

れ

り

と

す

れ

ば

、
石い

し

は

鋭

角

え

い

か

く

で

な

く

、
土

砂

ど

さ

は

洗あ

ら

ひ

去さ

ら

れ

て

居ゐ

る

筈は

づ

だ

が

、
そ

れ

が

細

粉

さ

い

ふ

ん

狀
じ
や
う

を

爲な

し

、
石い

し

が

鋭

角

え

い

か

く

を

爲な

し

て

居ゐ

る

點て

ん

か

ら

見み

れ

ば

、
此こ

の

地

點

ち

て

ん

の

も

の

が

或あ

る

作

用

さ

よ

う

に

よ

り

流

氷

り
う
ひ
や
う

に

附

着

ふ

ち

や

く

し

た

も

の

と

考
か
ん
が

へ

ら

れ

る

。

此こ

の

珍め

づ

ら

し

き

標

本

へ

う

ほ

ん

を

得え

た

の

で

喜
よ
ろ
こ

ん

で

、

本

船

ほ

ん

せ

ん

に

歸か

へ

ら

う

と

す

る

と

、

其そ

の

途

端

と

た

ん

、

端

艇

ボ

ー

ト

の

傍
か
た
は

ら

へ

一

頭と

う

の

大お

ほ

鯨
く
ぢ
ら

が

現
あ
ら
は

は

れ

た

。
ニ

ュ

ッ

ト

ば

か

り

黑こ

く

色
し
よ
く

の

背せ

な

を

表あ

ら

は

し

て
、 

tasaka
ノート
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尙な

ほ

も

潮し

ほ

で

も

吹ふ

き

出だ

し

そ

う

な

の

で

、
驚

お
ど
ろ

い

て

眺な

が

め

て

居ゐ

る

と

、
軈や

が

て

悠

然

い

う

ぜ

ん

と

し

て

、

其そ

の

拾

間け

ん

ば

が

り

の

雄

姿

い

う

し

を

海

中

か

い

ち

う

に

沒ぼ

つ

し

て

終し

ま

つ

た

。
上う

へ

を

眺な

が

む

れ

ば

數す

う

百
ひ
や
く

尺
し
や
く

の

氷
ひ
や
う

堤て

い

聳そ

び

え

、
下し

た

を

望の

ぞ

め

ば

氷
ひ
や
う

海か

い

横わ

う

行か

う

の

極
き
よ
く

鯨け

い

潜ひ

そ

む

。
其そ

の

中

間

ち

う

か

ん

に

一

葉え

ふ

の

小こ

舟ふ

ね

を

浮う

か

べ

て

活

動

く
わ
つ
ど
う

す

る

危
あ
や
う

さ

は

、
殆

ほ
と
ん

ど

風

前

ふ

う

ぜ

ん

の

燈
と
も
し
び

の

如ご

と

き

も

の

で

あ

つ

た

が

、
無

事

ぶ

じ

本

船

ほ

ん

せ

ん

に

歸か

へ

る

事こ

と

が

出

來

で

き

た

。 本

船

ほ

ん

せ

ん

で

は

此こ

の

灣わ

ん

口こ

う

を

測そ

く

量
り
や
う

し

見み

た

る

に

、
口

径

こ

う

け

い

東

西

と

う

ざ

い

參

哩
マ
イ
ル

半は

ん

南

北

な

ん

ぼ

く

約や

く

貳

哩
マ
イ
ル

程ほ

ど

も

あ

つ

た

。
そ

れ

よ

り

又ま

た

深ふ

か

さ

を

測そ

く

量
り
や
う

し

見み

る

に

、

百
ひ
や
く

三

十

尋ひ

ろ

あ

り

、
底そ

こ

は

皆み

な

硬か

た

い

石い

し

で

あ

る

こ

と

が

知し

ら

れ

た

。

此こ

の

灣

内

わ

ん

な

い

の

海

水

か

い

す

ゐ

は

開か

い

南

丸

な

ん

ま

る

の

到

著

た
う
ち
や
く

當た

う

時じ

よ

り

茶ち

や

褐

色

か
つ
し
よ
く

を

帶お

び

て

居ゐ

た

が

何な

ん

の

原

因

げ

ん

ゐ

ん

に

基
も
と
づ

く

か

は

不

明

ふ

め

い

で

あ

る

。
海

上

か
い
じ
や
う

に

は

小ち

い

さ

き

海ゑ

老び

が

居ゐ

た

の

で

之こ

れ

を

採

取

さ

い

し

う

し

た

。 

一

月
ぐ
わ
つ

三

十

日に

ち

午ご

後ゝ

一

時じ

十

五

分ふ

ん

此こ

の

灣わ

ん

を

出で

て

、
鯨

ホ
エ
ー
ル

灣わ

ん

に

向む

か

つ

た

。
午ご

後ゝ

四

時じ

若
じ
や
く

干か

ん

の

降

雪

か

う

せ

つ

が

あ

つ

た

。
左

舷

さ

げ

ん

約や

く

一

海

里

か

い

り

半は

ん

乃

至

な

い

し

三

海

里

か

い

り

に

氷

堤

ひ
や
う
て
い

を

望の

ぞ

み

つ

ゝ

進す

ゝ

ん

だ

。
此こ

の

日ひ

巨き

よ

大だ

い

な

る

氷

堤

ひ
や
う
て
い

の

海

中

か

い

ち

う

に

落ら

つ

下か

す

る

を

見み

た

。

氷

堤

ひ
や
う
て
い

の

方は

う

に

當あ

た

り

突

然

と

つ

ぜ

ん

大

砲

た

い

は

う

の

如ご

と

き

大だ

い

音

響

お
ん
き
や
う

を

聽き

い

た

の

で

、

何

事

な

に

ご

と

な

ら

ん

と

眺な

が

め

る

と

、

非

常

ひ

じ

や

う

な

る

水み

づ

烟け
む
り

が

立た

つ

て

、
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其そ

の

後
う
し
ろ

か

ら

長な

が

さ

五

十

間け

ん

も

あ

ら

ん

と

思お

も

は

る

ゝ

大お

ほ

き

な

氷

山

ひ
や
う
ざ
ん

が

浮う

い

て

來き

た

。

之こ

れ

は

氷

堤

ひ
や
う
て
い

が

缺か

け

て

落お

ち

た

の

で

あ

る

。

何ど

の

氷

堤

ひ
や
う
て
い

に

も

大

抵

た

い

て

い

上

部

じ

や

う

ぶ

に

は

亀

裂

き

れ

つ

が

あ

る

が

此こ

の

亀

裂

き

れ

つ

が

初は

じ

め

は

一

寸す

ん

位
く
ら
ゐ

の

幅は

ゞ

な

の

が

晩ば

ん

方か

た

に

は

五

寸す

ん

と

爲な

り

翌よ

く

朝あ

さ

は

一

間け

ん

と

爲な

る

と

云い

ふ

風ふ

う

に

增ぞ

う

加か

し

て

、
竟つ

い

に

長
ち
や
う

距

離

き

よ

り

の

間
あ
ひ
だ

が

缺か

け

て

落お

ち

、
そ

れ

が

氷

山

ひ
や
う
ざ
ん

と

爲な

つ

て

流な

が

れ

出だ

す

の

で

あ

る

。
其そ

の

光

景

く
わ
う
け
い

は

實じ

つ

に

悽
す
さ
ま

し

い

も

の

で

あ

る

。
三

十

一

日に

ち

午

前

ご

ぜ

ん

二

時じ

頃こ

ろ

よ

り

濃

霧

の

う

む

襲

來

し

う

ら

い

し

時と

き

々〱

晴は

れ

て

又ま

た

霧き

り

と

な

つ

た

が

、

正

午

し

や

う

ご

に

至い

た

つ

て

全
ま
つ
た

く

晴は

れ

た

。 

午ご

後ゝ

零れ

い

時じ

三

十

分ぷ

ん

、

甞か

つ

て

一

度た

び

上

陸

じ
や
う
り
く

せ

ん

と

せ

し

事こ

と

あ

る

開

南

灣

か

い

な

ん

わ

ん

の

灣わ

ん

口こ

う

を

距さ

る

二

海

里

か

い

り

半は

ん

の

地

點

ち

て

ん

を

通

過

つ

う

く

わ

し

た

。
灣わ

ん

は

元も

と

の

如ご

と

く

存そ

ん

在ざ

い

し

て

居ゐ

た

が

、
一

行か

う

が

上

陸

じ
や
う
り
く

の

時と

き

踏た

う

破は

せ

し

野や

氷
ひ
や
う

は

悉
こ
と
〲

く

流な

が

れ

去さ

つ

て

居ゐ

た

。
彼か

の

海

豹

か

い

へ

う

と

戰
た
ゝ
か

ひ

た

り

し

所
と
こ
ろ

な

ぞ

は
、
無

論

む

ろ

ん

影か

げ

も

形
か
た
ち

も

無な

く

な

つ

て

居ゐ

た

。
只た

ゞ

切

斷

せ

つ

だ

ん

し

た

る

が

如ご

と

き

氷

堤

ひ
や
う
て
い

が

斬ざ

ん

然ぜ

ん

と

し

て

高た

か

く

峙
そ
ば
だ

て

る

の

み

で

あ

つ

た

。
此こ

の

時と

き

風

位

ふ

う

ゐ

惡あ

し

く

、
船ふ

ね

は

徒
い
た
づ
ら

に

開か

い

南な

ん

灣わ

ん

と

鯨
ホ
エ
ー
ル
ス

灣わ

ん

と

の

中

間

ち

う

か

ん

の

洋や

う

上
じ
や
う

を

漂
た
ゞ
よ

ふ

の

み

で

あ

つ

た

が

、
二

月
ぐ
わ
つ

一

日に

ち

も

同

様

ど

う

や

う

の

天

候

て

ん

こ

う

で

殊こ

と

に

降

雪

か

う

せ

つ

さ

へ

あ

り

、
咫し

尺せ

き

を

辧べ

ん

ぜ

ざ

る

事こ

と

も

少す

く

な

く

な

か

つ

た

の

で

、

前ぜ

ん

日じ

つ

と

相あ

ひ

似に

た

る

位

地

ゐ

ち

を 

tasaka
ノート
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一

進し

ん

一

退た

い

し

て

居ゐ

た

。
二

月
ぐ
わ
つ

二

日か

も

或
あ
る
ひ

は

風ふ

う

浪は

高た

か

く

、
或

あ
る
ひ

は

吹

雪

ふ

ゞ

き

あ

り

容

易

よ

う

い

に

灣わ

ん

内 な

い

へ

入い

り

得え

な

か

つ

た

が

、

午ご

後ゝ

十

時じ

愈い

よ

々〱

鯨
ホ
エ
ル
ス

灣わ

ん

内な

い

に

突

入

と

つ

に

う

し

た

。

然し

か

る

に

灣わ

ん

内な

い

の

光

景

く
わ
う
け
い

は

前さ

き

に

己
お
の
れ

等ら

が

此こ

の

灣わ

ん

を

抜ば

つ

錨べ

う

せ

し

後の

ち

、

著
い
ち
ゞ

る

し

く

變

化

へ

ん

く

わ

し

た

。
抜ば

つ

錨べ

う

の

當た

う

時じ

は

灣わ

ん

内な

い

全

部

ぜ

ん

ぶ

、
野や

氷
ひ
や
う

を

以も

つ

て

張は

り

詰つ

め

ら

れ

て

居ゐ

た

が

、

今い

ま

歸か

へ

つ

て

見み

る

と

、

流

石

さ

す

が

に

廣ひ

ろ

き

灣わ

ん

内な

い

の

野や

氷
ひ
や
う

も

概
お
ほ
む

ね

海

上

か
い
じ
や
う

、
遙

は
る
か

に

流な

が

れ

出い

で

、
船ふ

ね

も

深ふ

か

く

入い

り

込こ

み

得う

る

よ

う

に

爲な

つ

て

居ゐ

た

。

抜ば

つ

錨べ

う

の

當た

う

時じ

灣わ

ん

内な

い

に

碇

泊

て

い

は

く

し

て

居ゐ

た

フ

ラ

ム

號が

う

も

、

何

時

い

つ

の

間ま

に

や

ら

、

何い

づ

處こ

へ

か

往い

つ

て

終し

ま

い

、

今い

ま

は

其そ

の

影か

げ

さ

へ

見み

ら

れ

な

い

の

で

あ

る

。
灣わ

ん

口こ

う

の

光
く
わ
う

景け

い

が

斯か

く

變か

は

つ

て

は

、

根こ

ん

據き

よ

地ち

の

位ゐ

地ち

が

判は

ん

定て

い

さ

れ

な

い 
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ノート
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の

で

、

船せ

ん

員ゐ

ん

は

午ご

後ゝ

十

一

時じ

檣
し
よ
う

上
じ
や
う

の

見み

張は

り

臺だ

い

に

上の

ぼ

つ

て

見み

た

處
と
こ
ろ

、

左さ

舷げ

ん

氷
ひ
や
う

堤て

い

上
じ
や
う

に

、

ポ

ッ

ト

し

た

黑く

ろ

い

物も

の

を

見み

た

。
之こ

れ

は

天

幕

て

ん

ま

く

に

は

相そ

う

違ゐ

無な

い

が

、
そ

れ

が

諾
ノ
ー
ル

威エ

ー

の

か

、
日

本

に

ほ

ん

の

か

、

少す

こ

し

も

判わ

か

ら

な

い

の

で

あ

る

。

け

れ

ど

も

、

大だ

い

體た

い

日

本

に

ほ

ん

の

物も

の

に

相さ

う

違ゐ

な

か

る

べ

し

と

の

推す

ゐ

定て

い

を

附つ

け

た

の

で

、
其そ

の

方は

う

面め

ん

に

進す

ゝ

み

、

氷
ひ
や
う

堤て

い

に

接せ

つ

近き

ん

し

。
汽き

笛て

き

を

鳴な

ら

し

た

が

、

答こ

た

ふ

る

も

の

は

、

氷
ひ
や
う

原げ

ん

に

吹ふ

き

荒す

さ

む

風か

ぜ

の

音お

と

の

み

で

あ

つ

た

。 

三

日か

午ご

前ぜ

ん

一

時じ

、
船ふ

ね

は

灣わ

ん

内な

い

適て

き

當た

う

の

地ち

に

到い

た

り

て

陸り

く

上
じ
や
う

隊た

い

と

聯

絡

れ

ん

ら

く

を

取と

る

爲た

め

端

艇

ボ

ー

ト

を

卸お

ろ

す

事こ

と

と

爲な

つ

た

。
之こ

れ

に

乘の

り

込こ

み

し

は

、
西に

し

川か

は

、
多た

田ゞ

、
渡わ

た

邊な

べ

（

近ち

か

三

郎ら

う

）
の

三

隊た

い

員ゐ

ん

釜か

ま

田だ

、
渡わ

た

邊な

べ

（

鬼お

に

太た

郎た

う

）
の

二

船せ

ん

員ゐ

ん

で

あ

る

。

彌い

や

が

上う

へ

に

荒あ

れ

狂く

る

ふ

海か

い

上
じ
や
う

も

何な

ん

の

も

の

か

は

と

一

上
じ
や
う

一

下げ

し

つ

ゝ

進す

ゝ

ん

で

往い

つ

た

が

端

艇

ボ

ー

ト

の

危

險

き

け

ん

は

此こ

の

上う

へ

も

な

い

。
今い

ま

に

も

海か

い

中ち

う

の

藻も

屑く

づ

と

な

ら

ん

と

思お

も

は

れ

る

位
く
ら
ゐ

で

あ

つ

た

が

、
漸

や
う
や

く

に

し

て

少す

こ

し

く

傾け

い

斜し

や

す

る

場ば

所し

よ

を

發は

つ

見け

ん

し

た

の

で

、
漕こ

ぎ

手て

を

し

て

、
其そ

處こ

に

艇て

い

を

繋つ

な

が

し

め

、
隊た

い

員ゐ

ん

、
船せ

ん

員ゐ

ん

、
打う

ち

揃そ

ろ

つ

て

氷
ひ
や
う

堤て

い

を

攀よ

ぢ

登の

ぼ

ら

う

と

し

た

。
西に

し

川か

は

隊た

い

員ゐ

ん

は

第だ

い

一

に

氷
ひ
や
う

上
じ
や
う

に

踊お

ど

り

上あ

が

つ

た

。
續

つ
ゞ
い

て
多た

田ゞ

隊た

い

員ゐ

ん

が

船ふ

ね

を

出い

で

ん

と

す

る

途と

端た

ん

、
西に

し

川か

は

隊た

い

員ゐ

ん

の

立た

て

る

足あ

し

元も

と

の

氷
こ
ほ
り

は

急き

う

に

裂さ

け

初は

じ

め

、

異

様

い

や

う

の

音

響

お
ん
き
や
う

を

發は

つ

し

て

二

坪つ

ぼ

程ほ

ど

の

氷
ひ
や
う

塊
く
わ
い

と

な

り

渡わ

た

邊な

べ

諸も

ろ

共と

も

海

中

か

い

ち

う

に

落お

ち

込こ

ん

だ

。 
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其そ

の

氷
こ
ほ
り

は

憐
あ
は
れ

む

べ

し

、
フ

カ

リ

〱

と

流
な
が
れ

出い

だ

し

た

の

で

一

同ど

う

之こ

れ

に

は

驚
お
ゞ
ろ

い

た

。
其そ

の

際さ

い

西に

し

川か

は

隊た

い

員ゐ

ん

は

兩
り
や
う

足あ

し

海か

い

中ち

う

に

沒ぼ

つ

し

、
兩

手

り

や

う

て

の

み

氷

塊

ひ
や
う
く
わ
い

に

取

付

と

り

ち

き

つ

ゝ
『

助た

す

け

て

呉く

れ

ッ

』
と

の

聲こ

ゑ

も

出だ

し

得え

ず

只ひ

た

管す

ら

藻も

搔が

い

て

居ゐ

た

の

で

あ

る

が

、

渡わ

た

邊な

べ

隊

員

た

い

ゐ

ん

は

之こ

れ

を

見み

る

よ

り

急い

そ

ぎ

同ど

う

隊

員

た

い

ゐ

ん

の

頭
あ
た
ま

を

押お

さ

へ

た

。
そ

れ

が

爲た

め

頭
あ
た
ま

は

全
ま
つ
た

く

雪せ

つ

中ち

う

に

沒ぼ

つ

し

た

が

時と

き

し

も

あ

れ

、
氷

こ
ほ
り

の

裂さ

け

し

反は

ん

動ど

う

に

て

、
五

六

間け

ん

後こ

う

方は

う

に

押お

し

遣や

ら

れ

た

端

艇

ボ

ー

ト

は

、
此

處

こ

ゝ

へ

漕こ

ぎ

來き

た

り

急い

そ

ぎ

兩
り
や
う

名め

い

を

收し

う

容よ

う

し

た

の

で

、
同ど

う

隊

員

た

い

ゐ

ん

等ら

も

漸
や
う
や

く

極
き
よ
く

海か

い

の

鬼お

に

と

な

る

を

免ま

ぬ

が

れ

た

。
此こ

の

時と

き

全

員

ぜ

ん

ゐ

ん

は

氷
こ
ほ
り

の

裂

壊

れ

つ

か

い

が

、
何

時

い

つ

如

何

い

か

な

る

範は

ん

圍ゐ

ま

で

、
危き

險け

ん

を

及お

よ

ぼ

さ

ず

と

も

知し

れ

な

い

の

で

、

警

戒

け

い

か

い

の

結

果

け

つ

く

わ

、
短

艇

ボ

ー

ト

の

準
じ
ゆ
ん

備び

を

完

全

く
わ
ん
ぜ
ん

に

し

、
い

ざ

と

言い

は

ば

危き

急き

う

を

救す

く

ふ

べ

き

充

分

じ

う

ぶ

ん

の

手て

筈は

づ

を

整
と
ゝ
の

へ

た

。
兎と

角か

く

す

る

中う

ち

、
一

大だ

い

吹ふ

雪ゞ

き

は

突と

つ

如ぢ

よ

と

し

て

襲お

そ

ひ

來き

た

つ

た

。
天て

ん

地ち

は

爲た

め

に

冥

濛

め

い

ま

う

と

し

て

前

方

ぜ

ん

は

う

僅
わ
づ
か

に

十

五

六

間け

ん

し

か

見み

え

な

い

。
是こ

れ

で

は

暇

令

た

と

へ

上

陸

じ
や
う
り
く

が

出

來

で

き

る

も

、
到

底

た

う

て

い

根

據

こ

ん

き

よ

地ち

ま

で

は

進す

ゝ

む

事こ

と

が

出

來

で

き

ぬ

。
そ

れ

故ゆ

ゑ

寧む

し

ろ

雪ゆ

き

の

晴は

る

ゝ

を

待ま

つ

て

、
作さ

業げ

ふ

す

る

に

如し

か

ず

と

云い

ふ

者も

の

も

あ

つ

た

が

、
西に

し

川か

は

隊

員

た

い

ゐ

ん

は

そ

れ

を

肯が

へ

ん

じ

な

い

。
吹ふ

雪ゞ

き

何な

に

か

あ

ら

ん

、

折

角

せ

つ

か

く

此

處

こ

ゝ

ま

で

來き

た

り

な

が

ら

。

目

的

も

く

て

き

の

根

據

こ

ん

き

よ

地ち

に

達た

つ

し

な

い

と

云い 

tasaka
ノート
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う

法は

ふ

あ

ら

ん

や

。
尙な

ほ

も

前

進

ぜ

ん

し

ん

を

續つ

ゞ

け

や

う

と

主し

ゆ

張
ち
や
う

し

た

の

で

、
一

同ど

う

も

之こ

れ

に

從
し
た
が

ひ
前

進

ぜ

ん

し

ん

を

續つ

ゞ

け

て

居ゐ

た

。
然し

か

る

に

吹ふ

雪ゞ

き

は

益ま

す

々〱

烈は

げ

し

く

な

り

、
最も

早は

や

一

歩ほ

も

進す

ゝ

む

こ

と

が

出

來

で

き

な

く

爲な

つ

た

の

で

流さ

す

石が

の

勇い

う

士し

も

竟つ

ひ

に

進し

ん

行か

う

を

思お

も

ひ

止と

ゞ

ま

り

、

一

旦た

ん

本

船

ほ

ん

せ

ん

に

ま

で

引

返

ひ

き

か

へ

す

事こ

と

と

し

た

。

す

る

と

天

候

て

ん

こ

う

險

惡

け

ん

あ

く

の

爲た

め

本

船

ほ

ん

せ

ん

は

一

旦た

ん

灣わ

ん

外
ぐ
わ
い

に

出で

る

事こ

と

と

爲な

つ

た

。 

午ご

前ぜ

ん

十

一

時じ

頃ご

ろ

幾い

く

分ぶ

ん

天

候

て

ん

こ

う

も

回
く
わ
い

復ふ

く

し

た

の

で

、
遙は

る

か

氷

堤

ひ
や
う
て
い

の

上う

へ

を

眺な

が

む

る

と

、
五

個こ

の

黑こ

く

影え

い

が

蟲む

し

の

如ご

と

く

氷

堤

ひ
や
う
て
い

上
じ
や
う

に

見み

え

て

居ゐ

る

。
船

員

せ

ん

ゐ

ん

は

之こ

れ

を

見み

て

、
是こ

れ

は
「

畢ひ

つ

竟
き
や
う

探

檢

た

ん

け

ん

本ほ

ん

隊

員

た

い

ゐ

ん

の

根

據

こ

ん

き

よ

地ち

に

歸き

還か

ん

し

居ゐ

る

に

相さ

う

違ゐ

無な

し

」
と

て

大
お
ほ
ひ

に

喜
よ
ろ
こ

ん

だ

。
其そ

の

理り

由い

う

は
根

據

こ

ん

き

よ

地ち

に

留
と
ゞ
ま

り

居ゐ

た

る

は

、
僅

わ
づ
か

に

二

名め

い

な

る

に

今い

ま

此こ

の

黑こ

く

影え

い

は

五

個こ

あ

る

か

ら

で

あ

る

。
午ご

後ゝ

一

時じ

半は

ん

、
天

候

て

ん

こ

う

は

殆
ほ
と
ん

ど

回
く
わ
い

復ふ

く

し

た

の

で

、
船ふ

ね

は

氷
ひ
や
う

堤て

い

近ち

か

く

進す

ゝ

ん

で

往い

つ

た

。
此こ

の

時と

き

陸り

く

上
じ
や
う

に

て

も

開か

い

南

丸

な

ん

ま

る

の

姿
す
が
た

を

認み

と

め

し

と

覺お

ぼ

し

く

、
前ま

へ

の

黑こ

く

影え

い

は

氷
ひ
や
う

堤て

い

の

端は

し

に

歩あ

ゆ

み

寄よ

り

、
出で

來き

得え

る

丈だ

け

船ふ

ね

に

接

近

せ

つ

き

ん

せ

ん

と

試
こ
ゝ
ろ

み

つ

ゝ

あ

る

。

暫
し
ば
ら

く

に

し

て

氷
ひ
や
う

堤て

い

上
じ
や
う

と

本

船

ほ

ん

せ

ん

の

檣
し
よ
う

上
じ
や
う

と

の

手て

眞ま

似ね

の

挨

拶

あ

い

さ

つ

が

始は

じ

ま

つ

た

。
全

然

ま

る

で

菎こ

ん

蒻
に
や
く

屋や

の

六

兵

衛

べ

ゑ

問

答

も

ん

ど

う

の

や

う

な

態て

い

で

あ

つ

た

が

、

そ

れ

で

も

意

思

い

し

は

通つ

う

じ

た

と

見み

え

、

本

船

ほ

ん

せ

ん

は

間ま

も

な

く

灣わ

ん

内な

い

深ふ

か

く

入い

り

込こ

ん

で 

tasaka
ノート
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往ゆ

く

。
す

る

と

陸り

く

上
じ
や
う

で

も

之こ

れ

に

遅お

く

れ

じ

と

で

も

思お

も

つ

た

か

、
多た

數す

う

の

犬い

ぬ

に

橇そ

り

を

曳ひ

か

せ

、

本

船

ほ

ん

せ

ん

と

並

行

へ

い

か

う

し

て

氷
ひ
や
う

堤て

い

上
じ
や
う

を

疾

走

し

つ

そ

う

し

つ

ゝ

あ

る

。
正ま

さ

に

是こ

れ

一

幅ぷ

く

南な

ん

極
き
よ
く

の

好か

う

書ぐ

わ

圖と

と

で

も

評
ひ
や
う

す

べ

き

で

あ

ら

う

。
其そ

の

光
く
わ
う

景け

い

は

實じ

つ

に

見み

事こ

と

な

も

の

で

あ

つ

た

。
午ご

後ゝ

八

時じ

に

至い

た

り

一

隻せ

き

の

短

艇

ボ

ー

ト

を

卸お

ろ

し

て

土つ

ち

屋や

運

轉

う

ん

て

ん

士し

之こ

れ

に

乘
じ
よ
う

じ

、
隊

員

た

い

ゐ

ん

三

名め

い

船

員

せ

ん

ゐ

ん

貳

名め

い

と

共と

も

に

今こ

ん

朝て

う

登と

う

攀は

ん

を

試
こ
ゝ
ろ

み

し

地ち

點て

ん

に

向む

か

つ

た

。
一

方は

う

は

短

艇

ボ

ー

ト

上
じ
や
う

他た

方は

う

は

氷
ひ
や
う

堤て

い

上
じ
や
う

で

談だ

ん

話わ

を

爲な

し

、
双さ

う

方は

う

の

無

事

ぶ

じ

を

語か

た

り

合あ

つ

た

上う

へ

、
海

陸

か

い

り

く

兩
り
や
う

者し

や

の

聯

絡

れ

ん

ら

く

を

附つ

け

た

。
其そ

の

地ち

點て

ん

は

氷
ひ
や
う

堤て

い

の

高た

か

さ

約や

く

五

十

尺
し
や
く

で

あ

つ

た

が

、
そ

れ

よ

り

縄な

は

梯ゝ

し

子ご

を

以も

つ

て

、
人

間

に

ん

げ

ん

と

荷に

物も

つ

と

を

卸お

ろ

さ

ん

こ

と

を

約

束

や

く

そ

く

し

た

。
氷

ひ
や
う

堤て

い

の

上う

へ

で

は

、
山や

ま

邊べ

花は

な

守も

り

の

兩
り
や
う

ア

イ

ヌ

が

氷
こ
ほ
り

を

搔か

い

て

荷に

物も

つ

を

卸お

ろ

す

場ば

所し

よ

を

作つ

く

つ

て

居ゐ

る

。
本

船

ほ

ん

せ

ん

で

は

更さ

ら

に

傳で

ん

馬ま

船せ

ん

一

隻せ

き

短

艇

ボ

ー

ト

一

隻せ

き

を

卸お

ろ

し

て

、

氷
ひ
や
う

堤て

い

の

下し

た

へ

到い

た

ら

し

め

た

が

、
風か

ぜ

と

潮し

ほ

と

の

加か

減げ

ん

で

、
灣わ

ん

の

奥お

く

よ

り

續ぞ

く

々〱

氷
ひ
や
う

塊
く
わ
い

が

流な

が

れ

來き

た

り

、
到

底

た

う

て

い

小こ

船ぶ

ね

を

繋つ

な

ぎ

得え

な

か

つ

た

。
で

少す

こ

し

く

沖お

き

へ

傳で

ん

馬ま

船せ

ん

を

遣や

り

荷に

物も

つ

を

積つ

ま

う

と

し

た

が

、

此こ

處ゝ

の

氷
ひ
や
う

堤て

い

は

前ぜ

ん

の

よ

り

も

高た

か

い

。
六

十

尺
し
や
く

も

綱つ

な

を

下お

ろ

さ

ね

ば

な

ら

ぬ

の

で

あ

る

。
け

れ

ど

も

荷に

物も

つ

は

大

抵

た

い

て

い

此こ

の

場ば

所し

よ

か

ら

卸お

ろ

し

た

。

荷に

物も

つ

ば

か

り

で

な

く

人

間

に

ん

げ

ん

も

一

人に

ん

此こ

の

場ば

所し

よ 

tasaka
ノート
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か

ら

降お

り

た

。
そ

れ

は

船

員

せ

ん

ゐ

ん

柴

田

し

ば

た

で

あ

る

。
柴

田

し

ば

た

は

何な

に

！

日に

本ほ

ん

男だ

ん

兒じ

が

此こ

の

位
く
ら
ゐ

の

處
と
こ
ろ

を

降お

り

得え

な

い

事こ

と

が

あ

る

も

の

か

と

、
己お

の

れ

の

身か

ら

體だ

に

麻あ

さ

縄な

わ

を

確し

か

と

結む

す

び

附つ

け

、
此こ

の

銀き

ん

壁へ

き

の

如ご

と

き

大た

い

氷
ひ
や
う

堤て

い

を

降お

り

ん

と

企
く
わ
だ

て

た

の

で

あ

る

。
氷

堤

ひ
や
う
て
い

上
じ
や
う

に

は

船

員

せ

ん

ゐ

ん

渡わ

た

邊な

べ

鬼お

に

太た

郎ら

う

、
木も

く

工こ

う

安や

す

田だ

伊い

三さ

ぶ

郎ら

う

の

兩
り
や
う

人に

ん

が

氷

上

ひ
や
う
じ
や
う

に

除じ

よ

雪せ

つ

鍬く

は

を

立た

て

麻あ

さ

縄な

は

の

端は

し

を

そ

れ

に

卷ま

い

て

持も

つ

て

居ゐ

る

。
柴

田

し

ば

た

は

我わ

が

勇

悍

い

う

か

ん

な

る

氷

堤

ひ
や
う
て
い

降く

だ

り

の

光

景

く
わ
う
け
い

を

見み

よ

や

と

ば

か

り

、
六

十

尺
し
や
く

の

絶

壁

せ

つ

ぺ

き

よ

り

身み

を

踊お

ど

ら

し

ス

ル

リ

〱

と

下し

た

に

降く

だ

る

。

其そ

の

勇い

う

悍か

ん

さ

は

人ひ

と

か

鬼お

に

か

日

本

に

ほ

ん

男だ

ん

兒じ

に

あ

ら

ざ

れ

ば

爲な

し

能あ

た

は

ざ

る

所
と
こ
ろ

で

あ

る

。
軈や

が

て

無

事

ぶ

じ

降く

だ

り

終を

は

る

や

堤て

い

上
じ
や
う

と

堤て

い

下か

と

に

は

期き

せ

ず

し

て

萬ば

ん

歳さ

い

の

聲こ

ゑ

が

湧わ

い

た

。 

他た

の

一

方は

う

で

は

出

來

で

き

る

丈だ

け

奥お

く

へ

短

艇

ボ

ー

ト

を

遣や

つ

た

。
す

る

と

氷

堤

ひ
や
う
て
い

の

壊こ

は

れ

て

斜
な
ゝ
め

に

爲な

つ

て

居ゐ

る

場ば

所し

よ

が

あ

つ

た

の

で

其

處

そ

こ

よ

り

陸り

く

上
じ
や
う

本ほ

ん

隊

員

た

い

ゐ

ん

を

乘
じ
や
う

船せ

ん

せ

し

め

た

。
大

體

だ

い

た

い

此か

く

の

如ご

と

き

有

様

あ

り

さ

ま

で

船

員

せ

ん

ゐ

ん

隊

員

た

い

ゐ

ん

共と

も

殆
ほ
と
ん

ど

晝ち

う

夜や

兼

行

け

ん

か

う

の

姿
す
が
た

て

此こ

の

引

揚

ひ

き

あ

げ

事じ

業げ

ふ

に

は

働
は
た
ら

い

た

が

、
其そ

の

間
あ
い
だ

に

は

屢し

ば

々〱

肌
は
だ
へ

に

粟あ

は

を

生
し
や
う

ず

る

や

う

な

危き

險け

ん

を

冒を

か

し

た

事こ

と

も

あ

る

。
或あ

る

時と

き

の

如ご

と

き

は

數す

う

十

尺し
や
く

の

氷

堤

ひ
や
う
て
い

が

傘か

さ

の

如ご

と

く

海

上

か
い
じ
や
う

に

覆お

ほ

ひ

懸か

ゝ

り

今い

ま

に

も

壊こ
わ
れ

崩く

づ

れ

ん

と

す

る

大だ

い

危

險

き

け

ん

の 

tasaka
ノート
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場

所

ば

し

よ

を

急い

そ

ぎ

小こ

船ぶ

ね

に

乘の

つ

て

通つ

う

過く

わ

し

た

事こ

と

な

ど

が

あ

る

。 此こ

の

様や

う

な

困こ

ん

難な

ん

に

遇あ

ひ

つ

ゝ

、
二

月
ぐ
わ
つ

三

日か

の

午ご

後ゝ

八

時じ

か

ら

四

日か

の

午ご

後ゝ

十

時じ

ま

で

に

諸

般

し

よ

は

ん

の

物も

の

を

運は

こ

び

終を

は

つ

た

が

、
天て

ん

幕ま

く

と

氣き

象
し
や
う

觀
く
わ
ん

測そ

く

臺だ

い

と

は

記き

念ね

ん

の

爲た

め

に

陸り

く

上
じ
や
う

に

遺の

こ

し

て

措お

い

た

。
處

と
こ
ろ

が

天て

ん

候こ

う

が

漸ぜ

ん

々〱

惡あ

し

く

な

り

始は

じ

め

た

。
流り

う

氷
ひ
や
う

が

續ぞ

く

々〱

流
な
が
れ

込こ

ん

で

來き

た

。
人ひ

と

を

乘の

せ

た

場ば

所し

よ

、
荷に

物も

つ

を

載の

せ

た

場ば

所し

よ

も

所
と
こ
ろ

嫌き

ら

は

ず

氷
こ
ほ
り

が

張は

り

詰つ

め

る

に

至い

た

つ

た

。

其そ

の

變へ

ん

化く

わ

の

迅は

や

い

事こ

と

は

實じ

つ

に

驚
お
ど
ろ

く

ば

か

り

で

あ

る

。
で

止や

む

を

得え

ず

六

頭と

う

の

犬い

ぬ

に

端

艇

ボ

ー

ト

を

曳ひ

か

せ

て

新
あ
ら
た

に

張は

り

詰つ

め

た

る

氷
ひ
や
う

上
じ
や
う

を

走は

し

ら

せ

、
而し

か

る

後の

ち

急い

そ

ぎ

小こ

船ふ

ね

へ

飛と

び

乘の

つ

た

の

で

あ

る

。
此こ

の

時と

き

に
當あ

た

つ
て
南な

ん

方は
う

の
風か

ぜ

は
強つ

よ

く
雲く

も

を
捲ま

い
て
起お

こ

り
、
殊こ

と

に
盛さ

か

ん 

tasaka
ノート
２２１頁　開南丸の東方沿岸探検犬に端艇を曳かしむ

tasaka
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に

雪ゆ

き

さ

へ

加く

は

は

つ

た

の

で

其そ

の

物も

の

悽す

ご

さ

は

一

方か

た

で

な

か

つ

た

。 

船せ

ん

中ち

う

で

は

遙
は
る
か

に

此こ

の

光
く
わ
う

景け

い

を

見み

て

急い

そ

ぎ

端

艇

ボ

ー

ト

を

扶た

す

け

し

め

、
辛か

ら

ふ

じ

て

本ほ

ん

船せ

ん

に

入い

ら

し

め

た

。
斯か

く

て

雪ゆ

き

は

益ま

す

々〱

烈
は
げ
し

く

な

り

て

咫し

尺せ

き

を

辧べ

ん

ぜ

ず

、
風か

ぜ

は

頗
す
こ
ぶ

る

強つ

よ

く

し

て

飇
ひ
や
う

々〱

と

し

て

吹ふ

き

荒す

さ

む

の

で

、

竟つ

ひ

に

灣わ

ん

内な

い

に

留と

ゞ

ま

る

事こ

と

が

出

來

で

き

ず

、

急き

う

遽き

よ

此こ

の

地ち

を

出
し
ゆ
つ

帆ぱ

ん

し

た

。

今い

ま

や

人

間

に

ん

げ

ん

の

生

命

い

の

ち

の

危
あ
や
う

い

場ば

合あ

い

で

あ

る

の

で

、
廿

頭と

う

の

犬い

ぬ

は

可か

憐れ

ん

に

堪た

へ

ぬ

け

れ

ど

も

、

止や

む

を

得え

ず

此こ

處ゝ

に

措お

い

て

立た

ち

去さ

つ

た

。 

tasaka
ノート
２２２頁　南極記二月三日（吹雪）汽走直航距離五海里
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第
六
章 

南
氷
洋
の
再
航 

 

危

機

き

ゝ

一

髪ぱ

つ

、
漸

や
う
や

く

に

し

て

逃の

が

れ

出い

で

し

開か

い

南

丸

な

ん

ま

る

は

、
二

月
ぐ
わ
つ

四

日か

午

前

ご

ぜ

ん

十

一

時じ

出

帆

し
ゆ
つ
ぱ
ん

後ご

、

絶た

え

ず

吹

雪

ふ

ゞ

き

と

流

氷

り
う
ひ
や
う

と

に

襲お

そ

は

れ

つ

ゝ

進す

ゝ

ん

で

往い

つ

た

が

、
明あ

く

れ

ば

五

日か

、
船ふ

ね

は

今い

ま

し

も

目め

指ざ

す

コ

ー

ル

マ

ン

島た

う

方

面

は

う

め

ん

に

向む

か

つ

て

、
氷

海

ひ
や
う
か
い

を

駛し

走そ

う

し

て

居ゐ

る

。
之こ

れ

は

同ど

う

島た

う

に

立た

ち

寄よ

り

て

、
ペ

ン

グ

イ

ー

ン

島て

う

及
お
よ
び

鑛

物

く
わ
う
ぶ
つ

を

採

取

さ

い

し

う

せ

ん

爲た

め

で

あ

る

。
船

中

せ

ん

ち

う

に

て

は

兎と

も

角か

く

、

今

回

こ
ん
く
わ
い

の

成

功

せ

い

こ

う

を

祝
し
ゆ
く

さ

ん

心
こ
ゝ
ろ

に

て

、
甲

板

か

ん

ぱ

ん

上
じ
や
う

に

於お

い

て

、
祝

し
ゅ
く

抔は

い

を

擧あ

げ

た

。
先ま

づ

兩
り
や
う

陛

下

へ

い

か

の

萬ば

ん

歳ざ

い

を

唱と

な

へ

た

上う

へ

、
探た

ん

檢け

ん

隊た

い

の

萬ば

ん

歳ざ

い

を

唱と

な

へ

た

。
其そ

の

聲こ

ゑ

は

海

波

か

い

は

に

響ひ

ゞ

い

て

氷

海

ひ
や
う
か
い

の

鯨け

い

鯢げ

い

を

驚
お
ど
ろ

か

し

め

た

が

、
前

日

ぜ

ん

じ

つ

來ら

い

の

疲ひ

勞ら

う

の

爲た

め

折

角

せ

つ

か

く

の

馳ち

走そ

う

も

味
あ
じ
あ

ふ

者も

の

な

く

、
ソ

コ

〱

に

し

て

各お

の

々〱

寢

室

し

ん

し

つ

に

急い

そ

い

だ

。 

翌よ

く

六

日か

。
午

後

ご

ゝ

四

時じ

頃ご

ろ

よ

り

降

雪

か

う

せ

つ

頻
し
き
り

に

至い

た

り

て

咫し

尺せ

き

を

辧べ

ん

ぜ

ず

、
甲

板

か

ん

ぱ

ん

上
じ
や
う

に

寸す

ん

餘よ

も

積つ

ん

だ

。

海

上

か
い
じ
や
う

に

は

チ

ラ

ホ

ラ

と

流

氷

り
う
ひ
や
う

も

漂
た
ゞ
よ

ふ

て

居ゐ

た

。 

翌よ

く

七

日か

も

。

翌よ

く

々〱

八

日か

も

。

氷

山

ひ
や
う
ざ
ん

海

上

か
い
じ
や
う

に

漂
た
ゞ
よ

ひ

、

點て

ん

々〱

と

し

て

碧へ

き

波は

と

水す

ゐ

晶
し
や
う

と 

tasaka
ノート
２２３頁　南氷洋の再航二月四日（晴後吹雪）直航距離十五海里 コールマン島に向ふ 甲板上の祝杯 二月五日（曇） 帆走汽走直航距離七十七海里 二月六日（雪）帆走汽走直航距離三十四海里 二月七日（曇後晴）
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相あ

ひ

映え

い

發は

つ

す

る

状さ

ま

は

、

實じ

つ

に

又ま

た

な

き

美び

觀
く
わ
ん

で

あ

つ

た

。 

八

日か

船せ

ん

内な

い

眞し

ん

時じ

十

一

時じ

三

十

分ぷ

ん

太た

い

陽や

う

の

高か

う

度ど

は

零れ

い

度ど

五

十

九

分ふ

ん

四

十

秒べ

う

で

あ

つ

た

。

其そ

の

方は

う

位ゐ

は

羅ら

盤ば

ん

方は

う

位ゐ

西せ

い

東と

う

で

あ

る

。
最さ

い

底て

い

高か

う

度ど

は

二

月
ぐ
わ
つ

九

日か

午

前

ご

ぜ

ん

零れ

い

時じ

二

十

分ぷ

ん

に

し

て

、

其そ

の

高か

う

度ど

は

殆
ほ
と
ん

ど

水

平

す

ゐ

へ

い

に

近ち

か

き

零れ

い

度ど

四

十

分ぷ

ん

で

あ

つ

た

。
此こ

の

第だ

い

二に

次じ

航

海

か

う

か

い

で

、
太

陽

た

い

や

う

の

水す

ゐ

平へ

い

線せ

ん

下か

に

沒ぼ

つ

せ

ざ

る

を

發

見

は

つ

け

ん

し

た

の

は

、
明め

い

治ぢ

四

十

四

年ね

ん

十

二

月
ぐ
わ
つ

二

十

七

日に

ち

の

夜や

半は

ん

で

あ

つ

た

が

、
そ

れ

よ

り

南
み
な
み

に

進す

ゝ

む

に

随
し
た
が

つ

て

、
太

陽

た

い

や

う

の

最

底

さ

い

て

い

高か

う

度ど

も

次し

第だ

い

に

高た

か

く

、
南な

ん

緯ゐ

七

十

八

度ど

三

十

一

分ぷ

ん

な

る

鯨
ホ
エ
ー
ル

灣わ

ん

附ふ

近き

ん

に

於お

い

て

は

其そ

の

最さ

い

底て

い

高か

う

度ど

は

十

二

度ど

以い

上
じ
や
う

で

、

殆
ほ
と
ん

ど

晝ち

う

夜や

の

區く

別べ

つ

も

判は

か

ら

な

い

程ほ

ど

で

あ

つ

た

の

だ

。
然し

か

る

に

今い

ま

や

歸き

途と

此こ

の

地ち

點て

ん

ま

で

來く

る

と

、
太

陽

た

い

や

う

が

正ま

さ

に

水す

ゐ

平へ

い

線せ

ん

下か

に

沒ぼ

つ

せ

ん

と

す

る

に

至い

た

り

、
一

晝ち

う

夜や

中ち

う

に

夜よ

る

と

云い

ふ

物も

の

も

少す

こ

し

づ

ゝ

生
し
や
う

ぜ

ん

と

す

る

に

至い

た

つ

た

の

で

あ

る

。 

九

日か

朝て

う

來ら

い

雪ゆ

き

降ふ

り

來き

た

り

、
又ま

た

霰
あ
ら
れ

の

甲

板

か

ん

ぱ

ん

を

打う

つ

音お

と

を

聽き

い

た

。
十

一

日に

ち

、
午ご

後ゝ

十

一

時じ

半は

ん

頃ご

ろ

、
コ

ー

ル

マ

ン

島た

う

の

影か

げ

が

船ふ

ね

の

行ゆ

く

手て

に

現あ

ら

は

れ

た

。
隊

員

た

い

ゐ

ん

船

員

せ

ん

ゐ

ん

は

是

非

ぜ

ひ

と

も

船ふ

ね

を

適

當

て

き

た

う

の

個か

所し

よ

へ

寄よ

せ

た

い

と

思お

も

つ

た

が

、

此こ

の

附ふ

近き

ん

一

帶た

い

に

は

非ひ

常
じ
や
う

な

る

流り

う

氷
ひ
や
う

あ

る

上う

へ

、 

tasaka
ノート
２２４頁　南極記帆走汽走直航距離四十五海里 太陽始めて水平線下に没せんとす 二月八日（晴後曇）帆走汽走直航距離七十海里 二月九日（雪後霰）帆走汽走直航距離七十五海里 二月十日（曇）帆走汽走直航距離貮十五海里



―（225）― 

 

風か

ぜ

は

烈は

げ

し

く

吹ふ

雪ゞ

き

は

起お

こ

り

、

船ふ

ね

を

寄よ

す

る

事こ

と

は

頗
す
こ
ぶ

る

危き

險け

ん

で

あ

る

の

で

遙は

る

か

沖お

き

の

方は

う

へ

と

出で

た

。 

 

翌よ

く

十

二

日に

ち

は

。
風か

ぜ

益ま

す

々〱

烈は

げ

し

く

、
波な

み

愈い

よ

々〱

荒あ

ら

く

、

船ふ

ね

の

傾

斜

け

い

し

や

は

二

十

五

度ど

乃

至

な

い

し

三

十

度ど

を

示し

め

し

て

居ゐ

る

。
是こ

れ

船

足

ふ

な

あ

し

の

浮う

け

る

爲た

め

、
傾

斜

け

い

し

や

が

特と

く

に

甚
は
な
は
だ

し

い

の

で

あ

る

。
此こ

の

暴

風

ぼ

う

ふ

う

怒ど

濤た

う

は

翌よ

く

十

三

日に

ち

に

續つ

ゞ

き

、
更さ

ら

に

猛

烈

ま

う

れ

つ

な

る

吹ふ

雪ゞ

き

を

伴
と
も
な

う

て

盛さ

か

ん

に

襲

來

し

う

ら

い

し

た

が

、

十

四

日か

に

至い

た

つ

て

探

檢

た

ん

け

ん

行

動

か

う

ど

う

の

將

來

し
や
う
ら
い

に

就つ

い

て

幹か

ん

部ぶ

會
く
わ
い

議ぎ

が

開ひ

ら

か

れ

た

。

隊

長

た
い
ち
や
う

、

船

長

せ
ん
ち
や
う

始は

じ

め

た

隊

中

た

い

ち

う

の

重お

も

な

る

者も

の

皆み

な

列

席

れ

つ

せ

き

の

上う

へ

學

術

が
く
じ
ゆ
つ

室し

つ

に

於お

い

て

會

議

く

わ

い

ぎ

が

開ひ

ら

か

れ

た

。

議

題

ぎ

だ

い

の

主お

も

な

る

も

の

は

、

十

一

日に

ち

來ら

い

の

東

南

と

う

な

ん

風ふ

う

の

爲た

め

、

船ふ

ね

は

今い

ま

や

南

緯

な

ん

ゐ

七

十

一

度ど

附

近

ふ

き

ん 

tasaka
ノート
２２５頁　南氷洋の再航吹雪の爲め船を寄するは危險なり 二月十一日（吹雪）汽走帆走直航距離七十八海里 二月十二日（暴風）帆走汽走直航距離四十海里 二月十三日（暴風雪）帆走汽走直航距離六十四海里 幹部會議
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ま

で

漂へ

う

流り

う

せ

し

め

ら

れ

て

居ゐ

る

が

、
此

處

こ

ゝ

二

三

日に

ち

天

候

て

ん

こ

う

囘
く
わ
い

復ふ

く

を

待ま

つ

て

、
豫よ

定て

い

の

如ご

と

く

、

再
ふ
た
ゝ

び

南な

ん

緯ゐ

七

十

三

度ど

ま

で

引ひ

き

返か

へ

し

、
コ

ー

ル

マ

ン

島た

う

に

上

陸

じ
や
う
り
く

す

べ

き

や

否い

な

や

と

云い

ふ

事こ

と

に

あ

つ

た

。
所

と
こ
ろ

が

今い

ま

や

石

炭

せ

き

た

ん

及
お
よ
び

水み

づ

等と

う

が

非

常

ひ

じ

や

う

に

缺け

つ

乏ぼ

う

し

居を

る

上う

へ

、
烈れ

つ

風ふ

う

濃

霧

の

う

む

も

頻
し
き
り

に

來き

た

る

の

で

船ふ

ね

が

意い

外
ぐ
わ
い

の

危

險

き

け

ん

に

遭さ

う

遇ぐ

う

せ

ず

と

も

限か

ぎ

ら

ず

と

云い

ふ

者も

の

あ

り

。

或
あ
る
ひ

は

隊

員

た

い

ゐ

ん

、

船

員

せ

ん

ゐ

ん

、
共と

も

に

頗
す
こ
ぶ

る

疲

勞

ひ

ら

う

し

、
中な

か

に

は

神し

ん

經け

い

衰

弱

す
ゐ
じ
や
く

に

罹か

ゝ

り

居を

る

者も

の

も

あ

る

故ゆ

ゑ

、
此こ

の

儘ま

ゝ

歸き

途と

に

就つ

く

は

止や

む

を

得え

ざ

る

事こ

と

な

り

と

云い

ふ

者も

の

も

あ

つ

た

。

結

局

け
つ
き
よ
く

遂つ

ゐ

に

評

議

ひ

や

う

ぎ

は

此こ

の

儘ま

ゝ

歸き

航か

う

と

云い

ふ

事こ

と

に

決け

つ

し

。
船

長

せ
ん
ち
や
う

は

直
た
ゞ
ち

に

帆

走

は

ん

そ

う

を

開

始

か

い

し

し

て

、
進

路

し

ん

ろ

を

北ほ

く

北〱

西せ

い

に

取と

り

、

再
ふ
た
ゝ

び

襲し

う

來ら

い

せ

る

吹ふ

雪ゞ

き

の

中な

か

を

進し

ん

航か

う

し

た

。 

此こ

の

邊へ

ん

は

羅ら

針し

ん

が

微

動

び

ど

う

し

て

少す

く

な

か

ら

ず

横よ

こ

に

向む

か

ひ

、
往

航

わ

う

か

う

の

際さ

い

非ひ

常
じ
や
う

に

困

却

こ
ん
き
や
く

し

た

場ば

所し

よ

で

あ

る

。
磁じ

極
き
よ
く

は

南な

ん

緯ゐ

七

十

二

度ど

餘よ

の

地

點

ち

て

ん

に

あ

る

の

で

、
開か

い

南

丸

な

ん

ま

る

が

コ

ー

ル

マ

ン

島た

う

に

達た

つ

す

る

二

三

晝ち

う

夜や

前ぜ

ん

よ

り

磁

針

じ

し

ん

は

絶た

え

ず

微

動

び

ど

う

し

て

兩

側

り
や
う
が
は

へ

二

十

度ど

位
ぐ
ら
ゐ

づ

ゝ

も

往ゆ

き

、
完

全

く
わ
ん
ぜ
ん

な

る

針

路

し

ん

ろ

を

取と

る

に

尠す

く

な

か

ら

ず

困

難

こ

ん

な

ん

し

た

場

所

ば

し

よ

で

あ

る

。
今い

ま

や

歸き

途と

に

際さ

い

し

て

も

、
磁

針

じ

し

ん

の

微

動

び

ど

う

は

同

様

ど

う

や

う

だ

が

、
船ふ

ね

の

操

縦

者

そ

う

じ

う

し

や

は

餘よ

程ほ

ど

極

地

き

よ

く

ち

の

航

海

か

う

か

い

に

慣な

れ

た

爲た

め

不

安

ふ

あ

ん

の

念ね

ん

が

少す

く

な

い

の

で

あ

る

。 

tasaka
ノート
２２６頁　南極記此儘歸航と決す 二月十四日（吹雪）帆走汽走直航距離八十三海里 極磁附近通過 二月十五日（曇）帆走汽走直航距離四十五海里
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二
月

ぐ
わ
つ

十
六
日に

ち

。
午
前

ご

ぜ

ん

九
時じ

。
左さ

舷げ
ん

半は
ん

哩
ま
い
る

の
邊へ

ん

に
、

高た
か

さ
五
十

呎
フ
イ
ー
ト

、
周し

う

圍ゐ

二
百
間け

ん

餘よ

の
盤ば

ん

狀
じ
や
う

氷
ひ
や
う

山さ
ん

を
見み

た
が
、
更さ

ら

に
同ど

う

十
一
時じ

三
十
分ぷ

ん

に
至い

た

り
、
右う

舷げ
ん

四
十

間け
ん

許ば
か

り
の
海
上

か
い
じ
や
う

に
、
高た

か

さ
十
五

呎
フ
イ
ー
ト

周し
う

圍ゐ

五
十
間け

ん

餘よ

の
異
形

い

け

い

の

氷
ひ
や
う

山ざ
ん

を
發は

つ

見け
ん

し
た
。
今
後

こ

ん

ご

暫
し
ば
ら

く
は
尙な

ほ

多お
ほ

く
の
氷

ひ
や
う

山ざ
ん

に
遭さ

う

遇ぐ
う

す
る
事こ

と

で
あ
ら
う
。 

二

月
ぐ
わ
つ

十
九
日に

ち

。
午ご

後ゝ

十
二
時じ

近ち
か

き
頃こ

ろ

、
日
暈

に
ち
う
ん

が
現あ

ら

は
れ
た
。
一
同ど

う

甲
板

か
ん
ぱ
ん

上
じ
や
う

に
立た

つ
て
是こ

れ

を
眺な

が

め
た
が
、

頗
す
こ
ぶ

る
美び

觀
く
わ
ん

を
呈て

い

し
た
。 

二

月
ぐ
わ
つ

二
十
二
日に

ち

に
至い

た

り
、
氣き

溫を
ん

著
い
ち
じ
る

し
く
昻
騰

か
う
た
う

し
、

外
氣

ぐ
わ
い
き

既す
で

に
三
四
度ど

に
昇の

ぼ

つ
た
。 

翌よ
く

二
十
三
日に

ち

。
午ご

後ゝ

三
時じ

頃ご
ろ

。
非
常

ひ
じ
や
う

に

大
お
ほ
い

い
な

る

一

羽は

の

帝

王

て

い

わ

う

ペ

ン

グ

イ

ー

ン

鳥て

う

何い
づ 

tasaka
ノート
２２７頁　南氷洋の再航二月十六日（曇）帆走汽走直航距離三十八海里 二月十七日（曇）帆走汽走直航距離百海里 二月十八日（曇）帆走直航距離七十八海里 二月十九日（曇）帆走直航距離四十五海里日暈現はる 二月二十日（曇）帆走直航距離七十六海里 二月二十一日（雨）帆走直航距離七十六海里 二月二十二日（曇）帆走直航距離百二十海里

tasaka
ノート
二月十六日 午前八時二十分 高サ約八十尺周囲約二百尺 西経百七十七度附近
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れ

よ

り

迷ま

よ

ひ

來き

た

り

け

ん

頗
す
こ
ぶ

る

疲ひ

勞ら

う

し

た

る

様

子

や

う

す

に

て

船

側

せ

ん

そ

く

に

來き

た

り

、
頻し

き

り

に

甲

板

か

ん

ぱ

ん

上
じ
や
う

に

飛と

び

上あ

が

ら

う

と

し

て

居い

る

。
淸

水

し

み

づ

機き

關
く
わ
ん

長
ち
や
う

最

初

さ

い

し

よ

之こ

れ

を

發は

つ

見け

ん

し

、
ヤ

ー

〱

と

叫さ

け

ぶ

所
と
こ
ろ

に

、
續つ

ゞ

い

て

杉

崎

す

ぎ

さ

き

、
釜

田

か

ま

だ

、

兩
り
や
う

水

夫

す

ゐ

ふ

來き

合あ

は

せ

、

力
ち
か
ら

を

協あ

は

せ

て

投

網

な

げ

あ

み

を

被か

ぶ

せ

た

。
す

る

と

ペ

ン

グ

イ

ー

ン

の

首く

び

だ

け

へ

は

掛か

ゝ

つ

た

が

、

餘あ

ま

り

舷

側

げ

ん

そ

く

に

近ち

か

い

爲た

め

、

遂つ

い

に

甘う

ま

々〱

と

逃に

げ

ら

れ

て

終し

ま

つ

た

の

は

殘ざ

ん

念ね

ん

で

あ

つ

た

。 

二

月
ぐ
わ
つ

二

十

五

日に

ち

。
氣

壓

き

あ

つ

は

急き

ふ

に

斜し

や

角か

く

を

爲な

し

て

降く

だ

つ

た

。
波な

み

強つ

よ

く

、
微

雨

び

う

更さ

ら

に

降ふ

り

來き

た

り

何な

に

と

な

く

暴ぼ

う

風ふ

う

の

徴
ち
よ
う

を

呈て

い

し

た

。
と

思お

も

ふ

と

間ま

も

な

く

北

西

ほ

く

せ

い

の

暴

風

ぼ

う

ふ

う

は

、
午

後

ご

ゝ

に

至い

た

つ

て

正ま

西に

し

に

轉て

ん

じ

、
傾

斜

け

い

し

や

三

十

度ど

。
怒ど

濤た

う

幾い

く

度た

び

と

な

く

甲

板

か

ん

ぱ

ん

を

洗あ

ら

ひ

、
船ふ

ね

は

爲た

め

に

少す

こ

し

く

東

方

と

う

ほ

う

に

流な

が

さ

れ

た

が

、
辛か

ら

ふ

し

て

此こ

の

急

激

き

ふ

げ

き

な

る

天

候

て

ん

こ

う

の

怒い

か

り

を

避さ

け

て

、

幸
さ
い
は

ひ

に

遅

々

ち

ゝ

た

る

速

度

そ

く

ど

な

が

ら

も

進

航

し

ん

か

う

を

續つ

ゞ

け

た

。

翌よ

く

廿

六

日に

ち

に

至い

た

り

て

も

、

怒ど

濤た

う

は

尙な

ほ

止や

ま

ず

、
氣

壓

計

き

あ

つ

け

い

益ま

す

々〱

下か

降か

う

し

、
總

員

そ

う

ゐ

ん

は

頗
す
こ
ぶ

る

不ふ

愉ゆ

快
く
わ
い

な

る

状

態

じ
や
う
た
い

に

あ

つ

た

。
今い

ま

や

航

路

か

う

ろ

は

新

西

蘭

ニ
ウ
ジ
ー
ラ
ン
ド

の

東

部

と

う

ぶ

、
寒

暖

か

ん

だ

ん

潮
ち
や
う

の

相あ

ひ

合が

つ

す

る

處
と
こ
ろ

と

し

て

有

名

い

う

め

い

な

る

荒

海

あ

ら

う

み

に

入い

つ

て

居ゐ

る

。
頃こ

の

日ご

ろ

來ら

い

荒あ

れ

續つ

ゞ

き

の

爲た

め

に

、

船ふ

ね

は

全
ま
つ
た

く

有

名

い

う

め

い

な

る

荒

海

あ

ら

う

み

に

飛

込

と

び

こ

ん

だ

の

で

あ

る

。 

tasaka
ノート
２２８頁　南極記二月二十三日（曇）帆走直航距離三十五海里 二月二十四日（曇）帆走直航距離二十海里 二月二十五日（風雨）帆走直航距離五十八海里 怒涛幾度か甲板を洗ふ 二月二十六日（曇）帆走直航距離三十八海里 寒暖潮の相合する處 二月二十七日（暴風）帆走汽走直航距離八十八海里
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越こ

ゑ

て

二

十

八

日に

ち

に

至い

た

る

も

暴

風

ぼ

う

ふ

う

激

浪

げ

き

ら

う

は

尙な

ほ

止や

ま

ず

。
前

日

ぜ

ん

じ

つ

の

西に

し

及
お
よ
び

び

北

西

き

た

に

し

の

風か

ぜ

の

爲た

め

に

船ふ

ね

は

少す

く

な

か

ら

ず

流な

が

さ

れ

て

居ゐ

る

。
船

員

せ

ん

ゐ

ん

は

晝ち

う

夜や

是こ

れ

等ら

の

風

浪

ふ

う

ら

う

と

闘
た
ゝ
か

つ

て

居ゐ

る

。

此こ

の

暴

風

ぼ

う

ふ

う

怒ど

濤た

う

は

三

月
ぐ
わ
つ

一

日じ

つ

午

後

ご

ゞ

に

至い

た

つ

て

漸
や
う
や

く

收
お
さ
ま

り

、
二

日か

は

頗
す
こ
ぶ

る

平

穏

へ

い

を

ん

な

る
海

上

か
い
じ
や
う

と

な

つ

た

。 

然し

か

る

に

其そ

の

翌よ

く

三

日か

午

前

ご

ぜ

ん

、

西

方

せ

い

は

う

よ

り

驟

雨

ス

コ

ー

ル

來き

た

り

、

一

天て

ん

暗

雲

あ

ん

う

ん

に

閉と

ざ

さ

れ

四

顧こ

暗

瞻

あ

ん

た

ん

な

り

し

も

、
や

が

て

雨あ

め

歇や

み

星

光

せ
い
く
わ
う

燦さ

ん

と

し

て

輝
か
ゞ
や

き

、
始は

じ

め

て

文

明

ぶ

ん

め

い

界か

い

に

入い

り

し

心

地

こ

ゝ

ち

が

し

た

。
怒ど

濤た

う

は

遠

慮

ゑ

ん

り

よ

な

く

空そ

ら

を

拍う

つ

て

白は

く

龍り

う

の

縦

横

じ

う

わ

う

に

驅

馳

く

ち

す

る

如ご

と

く

、
空そ

ら

と

海う

み

と

相あ

ひ

映え

い

發は

つ

す

る

壯さ

う

觀
く
わ
ん

は

誠
ま
こ
と

に

壯さ

う

絶ぜ

つ

凄せ

い

絶ぜ

つ

で

あ

つ

た

。 

今い

ま

や

船ふ

ね

は

南な

ん

緯ゐ

五

十

七

度ど

附ふ

近き

ん

の

海か

い

上
じ
や
う

に

入い

つ

て

居ゐ

る

。
今い

ま

五

六

日に

ち

の

後の

ち

に

は

第だ

い

一

寄き

航か

う

地ち

と

目

指

め

ざ

す

新

西

蘭

ニ
ウ
ジ
ー
ラ
ン
ド

に

到た

う

着
ち
や
く

す

る

豫よ

定て

い

で

あ

る

。 

三

月
ぐ
わ
つ

四

日か

、
又ま

た

も

や

激

烈

げ

き

れ

つ

な

る

風

波

ふ

う

は

の

爲

め

に
た

、
船ふ

ね

は

大た

い

傾け

い

斜し

や

を

爲な

し

た

が

、
翌よ

く

五

日か

に

至い

た

る

も

同

様

ど

う

や

う

風ふ

う

波は

荒あ

ら

く

、
六

日か

又ま

た

同ど

う

様や

う

、
翌よ

く

七

日か

午

後

ご

ゞ

に

至い

た

つ

て

漸
や
う
や

く

風

浪

ふ

う

ら

う

が

收お

さ

ま

つ

た

。 

翌よ

く

八

日か

は

終

日

し

う

じ

つ

、

平

和

へ

い

わ

の

天

候

て

ん

こ

う

で

あ

つ

た

が

、

其そ

の

翌よ

く

九

日か

に

至い

た

り

又ま

た

も

や

、

暴

風

ぼ

う

ふ

う

襲し

う

tasaka
ノート
２２９頁　南氷洋の再航二月二十八日（暴風）帆走汽走直航距離七十六海里 二月二十九日（曇）帆走汽走直航距離八十二海里 三月一日（曇後晴）帆走直航距離三十五海里 三月二日（曇）帆走直航距離五十五海里 三月三日（曇）帆走直航距離八十三海里 初めて星光を見文明界に入る 三月四日（曇）帆走直航距離二十七海里 三月五日（曇）帆走直航距離六十四海里 三月六日（曇） 帆走直航距離三十四海里 三月七日（曇後晴）
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來ら

い

し

、
然し

か

も

風ふ

う

位ゐ

頻し

き

り

に

變へ

ん

更か

う

し

。
船ふ

ね

は

爲た

め

に

或
あ
る
ひ

は

南

航

な

ん

か

う

し

、

或
あ
る
ひ

は

西

航

せ

い

か

う

し

、
若も

し

く

は

西

北

せ

い

ほ

く

航か

う

す

る

と

云い

ふ

風ふ

う

に

、

頗
す
こ
ぶ

る

航か

う

海か

い

難な

ん

を

感か

ん

じ

た

が

、
こ

れ

も

十

日か

朝あ

さ

に

至い

た

つ

て

和
や
わ
ら

い

だ

の

で

あ

る

。 

十

九

日に

ち

。
朝て

う

來ら

い

船

員

せ

ん

ゐ

ん

、
隊

員

た

い

ゐ

ん

一

同ど

う

は

或
あ
る
ひ

は

髪か

み

を

刈か

り

或
あ
る
ひ

は

入

浴

に

ふ

よ

く

を

爲な

し

。
或

あ
る
ひ

は
衣

服

い

ふ

く

を

着き

更か

へ

、
其そ

の

他た

行か

う

李り

な

ど

の

整

理

せ

い

り

を

爲な

し

頻し

き

り

に

立た

ち

働
は
た
ら

い

て

居ゐ

る

。
是こ

れ

は

船ふ

ね

が

追お

ひ

々〱

と

新

西

蘭

ニ
ユ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

に

近ち

か

付づ

い

た

爲た

め

で

あ

る

。
極

き
よ
く

地ち

無む

人に

ん

の

郷
き
や
う

に

長な

が

ら

く

生せ

い

活
く
わ
つ

し

て

、
身

體

し

ん

た

い

の

裝

飾

さ
う
し
よ
く

を

閑

却

か
ん
き
や
く

し

た

連

中

れ

ん

ち

う

が

、
此こ

の

日ひ

の

晝ち

う

飯は

ん

の

食

卓

し
よ
く
た
く

に

就つ

い

た

の

を

見み

る

と

、

全
ま
つ
た

く

別べ

つ

人じ

ん

種し

ゆ

に

な

つ

た

様や

う

な

心

地

こ

ゝ

ち

が

し

た

。 

翌よ

く

二

十

日

。
午ご

前ぜ

ん

十

時じ

。
待ま

ち

に

待ま

つ

た

る

新

西

蘭

ニ
ユ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

南

島

な

ん

た

う

の

影か

げ

を

左さ

上
じ
や
う

舷げ

ん

遙は

る

か

に

認み

と

め

た

。

全

員

ぜ

ん

ゐ

ん

急き

ふ 

に

多た

忙ば

う

を

極き

は

め

た

。 

翌よ

く

二

十

一

日に

ち

。
午

前

ご

ぜ

ん

。
左さ

舷げ

ん

五

海

里

か

い

り

許ば

か

り

の

處
と
こ
ろ

に

、
四

分ぶ

ん

の

一

以

上

い

じ

や

う

雪ゆ

き

を

戴い

た

だ

く

ル

ー

カ

ー

山

脈

さ
ん
み
や
く

を

認み

と

め

た

。
十

二

時じ

頃ご

ろ

海

豚

い

る

か

群ぐ

ん

は

船

側

せ

ん

そ

く

に

來

襲

ら

い

し

う

し

、
甲

板

か

ん

ぱ

ん

は

銃じ

う

を

持も

つ

射い

手て

の

群む

れ

に

滿み

た

さ

れ

た

。
其そ

の

結

果

け

つ

く

わ

一

頭と

う

を

銃

殺

じ

う

さ

つ

し

た

の

で

、
直

た
ゞ
ち

に

鈎か

ぎ

を

懸か

け

し

網あ

み

に

て

引ひ

き

上あ

げ

、

豫か

ね

て

腕う

で

に

覺お

ぼ

え

の

あ

る

山

邊

や

ま

べ

、

花

守

は

な

も

り

兩
ゝ
や
う

ア

イ

ヌ

に

執

刀

し

つ

た

う

を

托た

く

し

、

肉に

く

を

取と

り 

tasaka
ノート
２３０頁　南極記帆走直航距離四十五海里 三月八日（曇）帆走直航距離三十三海里 三月九日（曇）帆走汽走直航距離三十二海里 三月十日（曇）帆走直航距離四十一海里 三月十一日（曇）帆走直航距離二十八海里 三月十二日（曇）帆走直航距離百十海里 三月十三日（曇）帆走直航距離二十海里 三月十四日（曇）帆走直航距離七十海里 三月十五日（曇）帆走直航距離九十海里 三月十六日（曇）帆走直航距離百十海里
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皮か

は

は

鹽し

ほ

漬づ

け

と

し

た

。
高

川

た

か

が

は

水

夫

す

ゐ

ふ

の

料

理

れ

う

り

で

肉に

く

を

味

噌

み

そ

料

理

れ

う

り

と

し

て

、

味
あ
じ
は

つ

た

が

、
久ひ

さ

し

く

生

肉

な

ま

に

く

に

饑う

え

た

る

一

行か

う

は

、

此こ

の

海

豚

い

る

か

の

肉に

く

に

舌

皷

し
た
つ
ゞ
み

を

打う

ち

南

極

な
ん
き
よ
く

海

豹

あ

ざ

ら

し

の

肉に

く

よ

り

も

更さ

ら

に

美

味

び

み

な

り

と

評
ひ
や
う

し

合あ

つ

た

。
此こ

の

海

豚

い

る

か

は

長な

が

さ

五

尺
し
や
く

に

餘あ

ま

り

皮か

は

の

色い

ろ

も

頗
す
こ
ぶ

る

美び

麗れ

い

で

あ

つ

た

。 

船ふ

ね

は

今

日

こ

ん

に

ち

カ

イ

コ

ー

ラ

沿

岸

え

ん

が

ん

に

沿そ

ふ

て

進

航

し

ん

か

う

を

續つ

ゞ

け

て

居ゐ

る

。 

翌よ

く

二

十

二

日か

。
午ご

前ぜ

ん

五

時じ

。
右み

ぎ

前ぜ

ん

方ぱ

う

に

北ほ

く

島た

う

の

シ

ー

バ

リ

サ

ー

を

認み

と

め

た

が
、
昨さ

く

夜や

よ

り

北ほ

く

西せ

い

の

風か

ぜ

に

て

進し

ん

航か

う

を

妨
さ
ま
た

げ

ら

れ

て

居ゐ

た

船ふ

ね

も

、

今こ

ん

夕せ

き

中ち

う

に

は

灣わ

ん

内な

い

に

入い

ら

ん

と

し

て

居ゐ

る

。 

翌よ

く

二

十

三

日に

ち

。
午ご

前ぜ

ん

三

時じ

半は

ん

。
開か

い

南

丸

な

ん

ま

る

は

長
ち
や
う

途と

の

航

海

か

う

か

い

を

終を

へ

、
久ひ

さ

し

ぶ

り

に

て

ウ

エ

リ

ン

ト

ン

港か

う

に

錨
い
か
り

を

卸お

ろ

し

た

。

全

員

ぜ

ん

ゐ

ん

は

最
も
つ
と

も

多

忙

た

ば

う

を

極き

は

め

た

。 

朝て

う

來ら

い

南

東

な

ん

と

う

の

疾

風

し

つ

ぷ

う

は

細さ

い

雨う

を

伴
と
も
な

ひ

て

波な

み

が

高た

か

い

。
午

前

ご

ぜ

ん

九

時じ

水み

づ

先さ

き

案あ

ん

内な

い

船ぶ

ね

來き

た

り

、
檢け

ん

疫え

き

所じ

よ

ま

で

導
み
ち
び

か

れ

て

進す

ゝ

む

。

十

一

時じ

四

十

分ぷ

ん

檢け

ん

疫え

き

を

了
り
や
う

し

、

檢け

ん

疫え

き

官
く
わ
ん

の

好

意

こ

う

い

に

よ

り

、

尙な

ほ

棧さ

ん

橋ば

し

五

丁
ち
や
う

近ち

か

く

ま

て

進す

ゝ

む

事こ

と

を

許ゆ

る

さ

れ

た

。
其そ

の

到

着

た
う
ち
や
く

し

た

時と

き

は

丁

度

ち

や

う

ど

午

後

ご

ゝ

一

時じ

五

分ふ

ん

で

あ

つ

た

。 

tasaka
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そ

こ

で

檢け

ん

疫

官

え
き
く
わ
ん

の

ラ

ン

チ

を

利

用

り

よ

う

し

、
白

瀬

し

ら

せ

隊

長

た
い
ち
や
う

、
武

田

た

け

だ

部

長

ぶ

ち

や

う

、
池い

け

田だ

學が

く

士し

、
西

川

に

し

か

は

、

村む

ら

松ま

つ

の

諸し

よ

隊た

い

員ゐ

ん

は

手て

別わ

け

を

な

し

、
或

あ
る
ひ

は

領
り
や
う

事じ

館
く
わ
ん

に

赴
お
も
む

く

者も

の

も

あ

り

、
又ま

た

は
電で

ん

信し

ん

局
き
よ
く

に

赴
お
も
む

く

者も

の

も

あ

る

。
そ

れ

〱

任に

ん

務む

に

就つ

い

た

。
三み

井ゐ

所し

よ

部

長

ぶ

ち

や

う

は

山や

ま

邊べ

、
花は

な

守も

り

兩
ゝ
や
う

ア

イ

ヌ

を

督と

く

し

て

船せ

ん

内な

い

整せ

い

理り

に

從
し
た
が

ふ

た

。 

此こ

の

朝あ

さ

は

一

般ぱ

ん

に

上
じ
や
う

陸り

く

を

禁き

ん

ぜ

ら

れ

て

あ

つ

た

が

、
夜よ

に

入い

つ

て

一

同ど

う

上
じ
や
う

陸り

く

を

許き

よ

可か

さ

れ

た

。
で

隊た

い

員ゐ

ん

は

思お

も

ひ

〱

に

市し

中ち

う

に

出で

掛か

け

て

其そ

の

夜よ

を

過す

ご

し

た

。
翌よ

く

二

十

四

日か

、
相あ

ひ

變か

は

ら

ず

市し

中ち

う

見け

ん

物ぶ

つ

に

費
つ
ひ
や

し

た

が

、
其そ

の

間
あ
ひ
だ

船ふ

ね

に

は

當た

う

市し

の

領
り
や
う

事じ

館
く
わ
ん

員ゐ

ん

、
新

聞

し

ん

ぶ

ん

記き

者し

や

な

ど

が

續ぞ

く

々〱

と

押お

し

掛か

け

て

來き

た

。 

二

十

五

日に

ち

も

同ど

う

様や

う

、

有い

う

志し

婦ふ

人じ

ん

連れ

ん

な

ど

の

訪は

う

問も

ん

を

受う

け

た

。 

二

十

六

日に

ち

、
朝て

う

來ら

い

疾

風

し

つ

ふ

う

に

微

雨

び

う

を

伴
と
も
な

ひ

、
何な

に

と

な

く

不

穏

ふ

を

ん

の

天

候

て

ん

こ

う

で

あ

る

。
昨

今

さ

く

こ

ん

の

大た

い

洋や

う

は

兎と

角か

く

荒あ

れ

勝が

ち

に

て

船ふ

ね

よ

り

波は

止と

場ば

迄ま

で

の

短

艇

ボ

ー

ト

も

波な

み

高た

か

き

爲た

め

往わ

う

還
く
わ
ん

に

屢し

ば

々〱

飛ひ

沫ま

つ

を

受う

け

た

。 

二

十

七

日に

ち

も

滞た

い

在ざ

い

し

た

。
翌よ

く

二

十

八

日に

ち

、
隊た

い

長
ち
や
う

は

一ひ

と

先ま

づ

此こ

の

處
と
こ
ろ

に

て

開か

い

南

丸

な

ん

ま

る

と

袂
た
も
と

を

分わ

か

ち

、

郵

船

い

う

せ

ん

に

て

シ

ド

ニ

ー

經け

い

由い

う

、

歸き

國こ

く

の

途と

に

就つ

く

事こ

と

に

な

つ

た

。

其そ

の

理り

由い

う 

tasaka
ノート
２３２頁　南極記三月二十三日（晴後風雨）三月二十四日（曇後晴）三月二十五日（晴後曇）三月二十六日（雨）三月二十七日（晴）三月二十八日（曇）
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は

、
能あ

た

ふ

べ

き

丈だ

け

速
す
み
や

か

に

歸き

國こ

く

し

て

後こ

う

援ゑ

ん

會
く
わ
い

を

援ゑ

ん

助じ

よ

し

船せ

ん

員ゐ

ん

給き

う

料れ

う

、
隊た

い

員ゐ

ん

手て

當あ

て

等と

う

を

作つ

く

り

置お

か

か

ん

と

す

る

に

あ

る

。
此こ

の

歸き

國こ

く

人じ

ん

員ゐ

ん

中ち

う

に

は

武た

け

田だ

學が

く

術
じ
ゆ
つ

部ぶ

長
ち
や
う

、
池い

け

田だ

學が

く

士し

、
田た

泉
い
づ
み

寫し

や

眞し

ん

技ぎ

師し

、
安や

す

田だ

木も

く

工こ

う

等と

う

も

加く

は

は

つ

て

居ゐ

た

が

、
前ぜ

ん

三

者し

や

は

、
學が

く

術
じ
ゆ
つ

報は

う

告こ

く

及
お
よ
び

活
く
わ
つ

動ど

う

映

畫

フ

ヰ

ル

ム

調て

う

製せ

い

の

必ひ

つ

要え

う

よ

り

、
後の

ち

の

一

人に

ん

は

病
び
や
う

氣き

保ほ

養え

う

の

必ひ

つ

要え

う

よ

り

歸か

へ

る

事こ

と

と

爲な

つ

た

の

で

あ

る

。

滊き

船せ

ん

の

都つ

合が

う

に

て

前ぜ

ん

記き

數す

う

人に

ん

の

歸き

國こ

く

は

い

よ

〱

三

十

日に

ち

と

決け

つ

定て

い

し

た

。 

翌よ

く

二

十

九

日に

ち

。
は

副ふ

く

食
し
よ
く

物ぶ

つ

の

買か

い

入い

れ

等と

う

に

て

船ふ

ね

は

多た

忙ぼ

う

を

極き

は

め

、
其そ

の

翌よ

く

三

十

日に

ち

は
隊た

い

長
ち
や
う

以い

下か

の

歸き

國こ

く

日ひ

と

て

一

同ど

う

其そ

の

準
じ
ゆ
ん

備び

に

忙ぼ

う

殺さ

つ

さ

れ

た

。
同ど

う

一

行か

う

の

乘
じ
よ
う

船せ

ん

は

ユ

ニ

オ

ン

會
く
わ
い

社し

や

の

ア

オ

レ

ン

ヂ

號が

う

で

あ

つ

た

。

出
し
ゆ
つ

帆ぱ

ん

は

午ご

後ゝ

十

時じ

三

十

分ぷ

ん

に

行
お
こ
な

は

れ

た

。 

明あ

く

れ

ば

三

十

一

日に

ち

。
隊た

い

長
ち
や
う

其そ

の

他た

不ふ

在ざ

い

と

な

り

し

よ

り

、
寢し

ん

室し

つ

の

移い

轉て

ん

等と

う

に

終し

う

日じ

つ

を

費
つ
い
や

し

、

又ま

た

船

長

せ
ん
ち
や
う

以

下

い

か

船

員

せ

ん

ゐ

ん

は

明め

う

早さ

う

朝て

う

出
し
ゆ
つ

帆ぱ

ん

の

爲た

め

、

其そ

の

準
じ
ゆ
ん

備び

に

取と

り

掛か

ゝ

つ

た

。 

所
と
こ
ろ

が

翌よ

く

四

月
ぐ
わ
つ

一

日に

ち

に

至い

た

り

、
尙な

ほ

一

日に

ち

滯た

い

在ざ

い

す

る

事こ

と

と

爲な

り

、
二

日か

出
し
ゆ
つ

帆ぱ

ん

と

變へ

ん

更か

う

し

た

。

軈や

が

て

二

日か

と

爲な

る

と

近き

ん

來ら

い

稀ま

れ

な

る

快
く
わ
い

晴せ

い

で

あ

る

。

灣わ

ん

内な

い

殆
ほ
と
ん

ど

油
あ
ぶ
ら

を

流な

が

し

た 

tasaka
ノート
２３３頁　南氷洋の再航三月二十九日（曇）三月三十日（曇）三月三十一日（曇）四月一日（晴）四月二日（快晴）帆走
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如ご

と

く

、
水み

づ

禽と

り

が

愉ゆ

快
く
わ
い

さ

う

に

遊あ

そ

ん

で

居ゐ

る

。
港

み
な
と

の

内う

ち

外そ

と

に

は

快ヨ

走ツ

艇ト

の

群む

れ

が

漸だ

ん

々〱

と

多お

ほ

く

な

り

、
軈や

が

て

、
開か

い

南

丸

な

ん

ま

る

の

周し

う

圍ゐ

を

取と

り

圍か

こ

ん

で

見け

ん

物ぶ

ん

し

て

居ゐ

る

。
如

何

い

か

に

も

長

閑

の

ど

か

な

出
し
ゆ
つ

帆ぱ

ん

日

和

び

よ

り

で

あ

る

。

正

午

し

や

う

ご

に

至い

た

つ

て

愈い

よ

々〱

出
し
ゆ
つ

帆ぱ

ん

の

汽き

笛て

き

を

鳴な

ら

し

た

。 

此こ

の

日ひ

は

海か

い

上
じ
や
う

極き

は

め

て

穩
お
だ
や

か

で

あ

つ

た

が

、
翌よ

く

三

日か

に

至い

た

り

北ほ

く

西せ

い

の

風か

ぜ

が

ソ

ヨ

ソ

ヨ

吹ふ

き

初は

じ

め

た

。
け

れ

ど

も

幸
さ
い
は
ひ

に

強
き
や
う

風ふ

う

と

も

な

ら

ず

、
四

日か

も

終し

う

日じ

つ

極き

は

め

て

長の

ど

閑か

で

あ

つ

た

。

五

日か

午ご

後ゝ

に

至い

た

り

ポ

ッ

〱

又ま

た

不ふ

良
り
や
う

の

天て

ん

候こ

う

と

な

つ

た

。

然し

か

し

幸
さ
い
は
ひ

に

船ふ

ね

の

進し

ん

行か

う

を

妨
さ
ま
た

ぐ

る

程ほ

ど

で

は

な

か

つ

た

。 

久ひ

さ

し

振ぶ

り

に

て

船ふ

ね

は

次し

第だ

い

に

進し

ん

航か

う

し

て

、
早は

や

く

も

四

月
ぐ
わ
つ

十

四

日か

と

な

つ

た

。
今け

日ふ

は

傾け

い

斜し

や

頗
す
こ
ぶ

る

烈は

げ

し

く

、
折を

り

々〱

船せ

ん

側そ

く

に

打う

ち

上あ

げ

る

激げ

き

浪ら

う

は

、
甲か

ん

板ぱ

ん

に

躍お

ど

り

上あ

が

り

凄す

さ

ま

じ

き

音お

と

を

發は

つ

し

て

居ゐ

る

。
風か

ぜ

は

南な

ん

西せ

い

位ゐ

に

し

て

、
船ふ

ね

は

北ほ

く

北〱

西せ

い

を

指ゆ

び

さ

し

、
五

海

里

ノ

ツ

ト

乃な

い

至し

六

海

里

ノ

ツ

ト

の

速そ

く

力
り
よ
く

で

駃と

ん

で

居ゐ

る

。
時じ

々ゝ

刻こ

く

々〱

船ふ

ね

は

三

年ね

ん

振ぶ

り

の

懷
な
つ
か

し

き

故こ

郷
き
や
う

に

近ち

か

附づ

き

つ

ゝ

あ

る

と

思お

も

へ

ば

、
今い

ま

尙な

ほ

三

千

九

百

餘よ

海か

い

里り

の

南な

ん

方は

う

に

漂
た
ゞ
よ

ふ

て

居を

る

一

行か

う

も

、
聊

い
さ
ゝ

か

意い

を

慰
な
ぐ
さ

む

る

に

足た

る

も

の

が

あ

る

。 

翌よ

く

十

五

日に

ち

。

午ご

前ぜ

ん

十

一

時じ

頃ご

ろ

よ

り

南な

ん

方ぱ

う

に

大お

ほ

鳥と

り

の

純
じ
ゆ
ん

白は

く

色
し
よ
く

を

呈て

い

せ

る

者も

の

一

羽は 

tasaka
ノート
２３４頁　南極記長閑な出帆日和 四月三日（晴）帆走直航距離八十三海里 四月四日（晴）帆走直航距離四十八海里 四月五日（晴後曇）帆走直航距離五十一海里 四月六日（曇後晴）帆走直航距離九十七海里 四月七日（半晴）帆走直航距離三十三海里 四月八日（晴後曇）帆走直航距離五十一海里 四月九日（雨）帆走直航距離三十八海里
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を

見み

た

が

、
翌よ

く

十

六

日に

ち

は

烏い

賊か

の

五

寸す

ん

許
ば
か
り

の

物も

の

が

甲

板

か

ん

ぱ

ん

に

飛と

び

込こ

ん

だ

の

で

、
早さ

つ

速そ

く

刺さ

し

身み

に

し

て

食
し
よ
く

卓た

く

に

上の

ぼ

し

た

。 
翌よ

く

十

七

日に

ち

。

船ふ

ね

は

快
こ
ゝ
ろ
よ

く

帆は

ん

走そ

う

し

て

居ゐ

る

。

船せ

ん

長
ち
や
う

は

今こ

宵よ

ひ

若も

し

く

は

明め

う

拂ふ

つ

曉げ

う

は

東と

う

經け

い

百

七

十

度ど

弱
じ
や
く

、
南な

ん

緯ゐ

二

十

度ど

十

分ぷ

ん

の

地ち

點て

ん

に

在あ

る

佛ふ

つ

領
り
や
う

ア

ネ

リ

ウ

島た

う

を

見み

る

筈は

ず

で

あ

る

と

言い

つ

た

。
で

、
船せ

ん

長
ち
や
う

初は

じ

め

見み

張は

り

の

船せ

ん

員ゐ

ん

等ら

は

、
眼め

を

放は

な

さ

ず

前ぜ

ん

方は

う

を

注ち

う

視し

し

て

居ゐ

る

。

然し

か

し

今け

日ふ

は

朝あ

さ

よ

り

霧き

り

深ふ

か

く

、
氣き

溫を

ん

蒸む

し

熱あ

つ

く

、
濕し

つ

度ど

は

九

十

度ど

以い

上
じ
や
う

に

至い

た

り

、
海か

い

上
じ
や
う

は

一

海か

い

里り

以い

上
じ
や
う

を

透と

う

視し

す

る

事こ

と

も

出で

來き

ぬ

の

で

、

甚
は
な
は
だ

遺ゐ

憾か

ん

で

あ

つ

た

。 

翌よ

く

十

八

日に

ち

。
午ご

前ぜ

ん

六

時じ

、
果は

た

し

て

船せ

ん

長
ち
や
う

の

言げ

ん

の

如ご

と

く

彼か

の

島し

ま

を

認み

と

め

た

。
島し

ま

は

右う

舷げ

ん

一

哩
ま
い
る

の

距

離

き

よ

り

に

あ

つ

た

が

、

依い

然ぜ

ん

と

し

て

霧き

り

深ふ

か

き

爲た

め

三

分ぶ

の

二

以い

上
じ
や
う

の

頂
い
た
ゞ
き

は

見み

え

な

い

。

然し

か

し

其そ

の

形

状

け
い
じ
や
う

は

鈍ど

ん

鋸き

よ

齒し

狀
じ
や
う

を

な

す

の

を

見み

る

と

、

疑
う
た
が
ひ

も

な

く

是こ

れ

は

火く

わ

山ざ

ん

岩が

ん

よ

り

成な

れ

る

島し

ま

で

あ

る

事こ

と

が

知し

ら

れ

た

。 

十

九

日に

ち

午ご

前ぜ

ん

八

時じ

頃ご

ろ

よ

り

、

氣き

壓あ

つ

計け

い

は

斜し

や

角か

く

を

示し

め

し

た

が

、

十

一

時じ

四

十

分ぷ

ん

、

七

五

三

を

示し

め

し

暴ぼ

う

風ふ

う

雨ゝ

は

間ま

も

な

く

來ら

い

襲し

う

し

た

。
午ご

後ゝ

二

時じ

頃ご

ろ

に

至い

た

り

異い

様や

う

な

る

音お

ん

響
き
や
う

が

甲か

ん

板ぱ

ん

上
じ
や
う

に

響ひ

ゞ

い

た

の

で

、

何な

に

物も

の

な

ら

ん

と

赴
お
も
む

き

見み

れ

ば

、

帆ほ

桁け

た

が

暴ぼ

う

風ふ

う

の

爲た

め 

tasaka
ノート
２３５頁　南氷洋の再航四月十日（晴）帆走直航距離六海里 四月十一日（晴後雨）帆走直航距離九十二海里 四月十二日（雨）帆走直航距離百四海里 四月十三日（曇後晴）帆走直航距離百十三海里 四月十四日（晴）帆走直航距離八十四海里 今尚三千九百餘海里 四月十五日（風雨）帆走直航距離百四十六海里 四月十六日（曇）帆走直航距離百二十九海里 鳥賊甲板に飛込む 四月十七日（曇霧）帆走直航距離百七十七海里 四月十八日（曇霧）
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に

破は

碎さ

い

し

た

の

で

、
船せ

ん

員ゐ

ん

一

同ど

う

應お

う

急き

う

工こ

う

事じ

の

作さ

業げ

ふ

を

し

て

居ゐ

る

の

で

あ

つ

た

。

兩
り
や
う

三

日に

ち

來ら

い

の

天て

ん

候こ

う

を

危
あ
や
ぶ

み

夜よ

る

も

帶お

び

を

解と

か

ず

、
唯た

ゞ

海か

い

圖づ

室し

つ

に

て

、
腰こ

し

掛か

け

の

儘ま

ゝ

、
假か

睡す

ゐ

中ち

う

の
船せ

ん

長
ち
や
う

も

此こ

の

物も

の

音お

と

に

夢ゆ

め

を

覺さ

ま

し

、

今い

ま

や

必ひ

つ

死し

に

應お

う

急き

う

修し

う

理り

を

爲な

し

つ

ゝ

あ

る

。 

昨さ

く

今こ

ん

船せ

ん

室し

つ

の

溫お

ん

度ど

は

華く

わ

氏し

八

十

四

度ど

二

分ふ

ん

で

あ

る

。

襯し

や

衣つ

又ま

た

は

浴よ

く

衣い

一

枚ま

い

に

て

も

尙な

ほ

蒸む

し

熱あ

つ

く

覺お

ぼ

え

る

。 

四

月
ぐ
わ
つ

二

十

一

日に

ち

、
室し

つ

内な

い

溫お

ん

度ど

華く

わ

氏し

八

十

六

度ど

で

あ

る

。
一

同ど

う

は

昨さ

く

今こ

ん

室し

つ

内な

い

の

餘あ

ま

り

に

暑あ

つ

き

に

窮き

う

し

、
甲か

ん

板ぱ

ん

上
じ
や
う

に

出い

て

來き

た

り

て

凉
り
や
う

を

取と

り

、
睡

ね
む
り

に

就つ

く

は

、
概

お
ほ
む

ね

午ご

後ゝ

十

一

時じ

過す

ぎ

で

あ

つ

た

。 

二

十

四

日か

、
船ふ

ね

は

南な

ん

東と

う

の

風か

ぜ

を

受う

け

て

快
く
わ
い

走そ

う

し

て

居ゐ

る

。
速そ

く

力
り
よ
く

四

海

里

ノ

ツ

ト

乃な

い

至し

五
海

里

ノ

ツ

ト

で

あ

る

。
午ご

後ゝ

船せ

ん

長
ち
や
う

は

海か

い

圖づ

を

示し

め

し

て

一

島た

う

嶼し

よ

を

指ゆ

び

さ

し

、
是こ

れ

は

佛ふ

つ

領
り
や
う

サ

ン

タ

ク

ル

ー

ス

島た

う

で

あ

る

。
島た

う

内な

い

に

は

所
と
こ
ろ

々〱

に

部ふ

落ら

く

あ

り

、
酋

し
ゆ
う

長
ち
や
う

あ

り

と

の

事こ

と

な

る

が

、
住ぢ

う

民み

ん

の

性せ

い

質し

つ

不ふ

明め

い

な

れ

ば

、
迂う

濶
く
わ
つ

に

上
じ
や
う

陸り

く

は

出で

來き

ぬ

と

云い

ふ

た

。
之こ

れ

よ

り

以い

後ご

海か

い

上
じ
や
う

は
每ま

い

日に

ち

無ぶ

事じ

に

て

、

船ふ

ね

は

只た

ゞ

豫よ

定て

い

の

航か

う

路ろ

を

豫よ

定て

い

の

速そ

く

力
り
よ
く

を

以も

つ

て

進し

ん

航か

う

し

つ

ゝ

あ

る

の

み

で

あ

る

。 

tasaka
ノート
２３６頁　南極記帆走直航距離百八十五海里 四月十九日（暴風）帆走直航距離百四十七海里 暴風の爲め帆桁を折らる 四月二十日（曇後晴）帆走直航距離百五海里 四月二十一日（晴）帆走直航距離五十四海里 四月二十二日（晴）帆走直航距離四十七海里 四月二十三日（晴）帆走直航距離十六海里 仏領サンタクルース島を見る 四月二十四日（晴）帆走直航距離十六海里 四月二十五日（曇後晴） 帆走直航距離百三十七海里
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五

月
ぐ
わ
つ

一

日に

ち

は

來き

た

つ

た

。
此こ

の

日ひ

猛ま

う

烈れ

つ

な

る

驟

雨

ス

コ

ー

ル

が

來き

た

の

で

、
隊た

い

船せ

ん

員ゐ

ん

は

皆み

な

裸ら

體た

い

に

な

つ

て

甲か

ん

板ぱ

ん

上
じ
や
う

で

水す

ゐ

浴よ

く

を

試
こ
ゝ
ろ

み

て

居ゐ

た

。
六

頭と

う

の

犬い

ぬ

も

久ひ

さ

し

く

洗せ

ん

滌で

う

し

な

い

の

で

積つ

も

れ

る

南な

ん

極
き
よ
く

の

垢あ

か

を

洗
ゑ
ら
ひ

落お

と

し

て

吳く

れ

て

居ゐ

た

。
然し

か

る

に

突と

つ

然ぜ

ん

霹へ

き

靂れ

き

一

聲せ

い

耳み

ゝ

を

劈
つ
ん
ざ

き

眼め

を

射い

る

如ご

と

き

雷ら

い

鳴め

い

が

起お

こ

つ

た

の

で

、
一

同ど

う

思お

も

は

ず

臍へ

そ

を

抱か

ゝ

へ

て

室し

つ

内な

い

に

馳か

け

込こ

ん

だ

。

尤
も
つ
と

も

船ふ

ね

に

は

不ふ

完
く
わ
ん

全ぜ

ん

な

が

ら

避ひ

雷ら

い

針し

ん

の

設せ

つ

備び

も

あ

る

が

、
數す

う

回
く
わ
い

に

渉わ

た

り

電で

ん

光
く
わ
う

雷ら

い

鳴め

い

の

凄
す
さ
ま

じ

き

に
は

少す

く

な

か

ら

ず

一

同ど

う

喫び

つ

驚く

り

し

た

。 

今こ

ん

朝て

う

よ

り

西せ

い

南な

ん

の

輕け

い

風ふ

う

吹ふ

き

來き

た

り

、
船ふ

ね

は

遅ち

々ゝ

と

し

て

帆は

ん

走そ

う

し

て

居ゐ

る

。

回
く
わ
い

顧こ

す

れ

ば

去き

よ

年ね

ん

の

今け

日ふ

は

恰
あ
だ
か

も

シ

ド

ニ

ー

、
ジ

ャ

ッ

ク

ソ

ン

灣わ

ん

入に

ふ

港か

う

の

記き

念ね

ん

日び

で

あ

る

か

ら

多た

少せ

う

の

感か

ん

慨が

い

な

き

を

得え

な

い

。
今け

日ふ

は

近き

ん

來ら

い

に

な

い

好よ

い

凪な

ぎ

で

あ

つ

た

。
翌よ

く

二

日か

は

東
ひ
が
し

の

輕け

い

風ふ

う

で

あ

る

の

と

潮て

う

流り

う

等と

う

の

關
く
わ
ん

係け

い

で

、
船ふ

ね

は

殆
ほ
と
ん

と

現げ

ん

位ゐ

置ち

を

保た

も

つ

て

居を

る

。
帆は

ん

船せ

ん

の

身み

に

取と

つ

て

は

近き

ん

來ら

い

の

如ご

と

く

風ふ

う

力
り
よ
く

の

尠
す
く
な

い

の

に

は

困こ

ま

る

。
日に

ち

沒ぼ

つ

よ

り

南な

ん

南〱

東と

う

の

方は

う

位ゐ

に

當あ

た

り

、

奇き

怪
く
わ
い

な

る 

黑こ

く

雲う

ん

起お

こ

り

。
軈や

が

て

驟し

う

雨ゝ

の

來ら

い

襲し

ふ

と

な

つ

た

が

、
二

時じ

に

至い

た

り

、
雲く

も

忽
た
ち
ま

ち

散さ

ん

じ

た

。
此こ

の

日ひ

午

後

ご

ゝ

四

時じ

、
三

尺
じ
や
く

ば

か

り

の

レ

ー

ラ

ー

魚う

を

四

五

尾び

宛づ

ゝ

各お

の

々〱

群む

れ

を

な

し

て

、
船せ

ん

側そ

く

に

現あ
ら
は

れ

た

の

で

大お

ほ

勢ぜ

い

の

者も

の

は

、

或あ
る
ひ

は

銛も

り

、

或あ
る
ひ

は

釣つ

り

針ば

り

な

ど

を

持も

ち

出い

だ

し

て

、 

tasaka
ノート
２３７頁　南氷洋の再航四月二十六日（晴後曇）帆走直航距離百二十海里 四月二十七日（曇又晴）帆走直航距離百十二海里 四月二十八日（晴）帆走直航距離九十八海里 四月二十九日（曇後晴）帆走直航距離十一海里 四月三十日（晴）帆走直航距離七十五海里 南極の垢を洗ふ 五月一日（晴）帆走直航距離八十八海里 五月二日（晴）帆走直航距離六十一海里 五月三日（雨）帆走直航距離二十海里 五月四日（晴）帆走直航距離五十五海里
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百

性
し
や
う

一

揆き

の

如ご

と

く

騷
さ
わ
ぎ

立た

つ

た

。

然し

か

し

何な

に

物も

の

も

獲え

な

か

つ

た

。 

廿

二

日に

ち

。

午

後

ご

ゝ

一

時じ

十

分ぷ

ん

『

船ふ

ね

だ

〱

』

と

叫さ

け

ぶ

聲こ

ゑ

が

甲か

ん

板ぱ

ん

に

聞き

こ

え

る

。

一

同ど

う

何な

に

事ご

と

な

ら

ん

と

出で

て

見み

る

と

、
遙は

る

か

北ほ

く

方は

う

の

水す

い

平へ

い

線せ

ん

上
じ
や
う

に

、
何

物

な

に

も

の

か

が

黑こ

く

烟え

ん

を

吐は

き

つ

ゝ

往ゆ

く

。

船せ

ん

長
ち
や
う

は

、 

『

あ

れ

は

マ

リ

ア

ナ

群

島

ぐ

ん

た

う

方

面

は

う

め

ん

に

赴
お
も
む

く

定て

い

期き

船せ

ん

で

あ

ら

う

』 

と

言い

つ

た

。
海か

い

上
じ
や
う

で

船ふ

ね

に

遇あ

ふ

事こ

と

は

尋じ

ん

常
じ
や
う

茶ち

や

飯は

ん

の

事こ

と

な

が

ら

、
水み

づ

や

空そ

ら

な

る

渺べ

う

茫ぼ

う

た

る

海か

い

上
じ
や
う

に

何な

に

一

つ

眼
ま
な
こ

を

遮さ

へ

ぎ

る

も

の

も

な

き

時と

き

に

あ

つ

て

は

、
平

凡

へ

い

ぼ

ん

な

る

汽

船

き

せ

ん

の

影か

げ

も

一

つ

の

慰
な
ぐ
さ

み

で

あ

る

。 

爾じ

來ら

い

無ぶ

事じ

の

航

海

か

う

か

い

を

續つ

ゞ

け

て

六

月
ぐ
わ
つ

四

日か

と

な

つ

た

。
船ふ

ね

は

北ほ

く

北〱

東と

う

の

風か

ぜ

を

受う

け

、
東と

う

方は

う

に

向む

か

つ

て

汽き

帆は

ん

兩
り
や
う

走そ

う

を

續つ

ゞ

け

、
午

前

ご

ぜ

ん

十

時じ

、
小

笠

原

を

が

さ

は

ら

群

島

ぐ

ん

た

う

の

母

島

は

ゝ

じ

ま

、
外ほ

か

二

三

の

島

嶼

た

う

し

よ

を

七

哩
ま
い
る

許ば

か

り

左さ

舷げ

ん

に

見み

て

進し

ん

航か

う

し

て

居ゐ

る

。
午

後

ご

ゝ

に

至い

た

り

母

島

は

ゝ

し

ま

は

益ま

す

々〱

眼が

ん

界か

い

に

近ち

か

づ

き

來き

た

り

、

西に

し

の

方か

た

に

手て

に

取と

る

如ご

と

く

見み

え

る

。

明め

う

朝て

う

此こ

の

島し

ま

に

寄よ

る

べ

き

由よ

し

を

語か

た

り

つ

ゝ

船せ

ん

長
ち
や
う

は

船せ

ん

員ゐ

ん

を

獎
し
や
う

勵れ

い

し

て

居ゐ

る

。

其

中

そ

の

う

ち

に

父ち

ゝ

島じ

ま

も

遙
は
る
か

に

現
あ
ら
は

れ

た

。 

tasaka
ノート
２３８頁　南極記五月五日（晴後曇）帆走直航距離七十海里 五月六日（曇後晴）帆走直航距離十海里 五月七日（晴又曇）帆走直航距離八十八海里 五月八日（曇）帆走直航距離六十四海里 五月九日（曇）帆走直航距離四十六海里 五月十日（曇後晴）帆走直航距離六十三海里 五月十一日（曇）帆走直航距離四十八海里 五月十二日（曇後晴）帆走直航距離四十二海里 五月十三日（曇又晴）帆走直航距離四十二海里



―（239）― 

 

母

島

は

ゝ

じ

ま

と

父ち

ゝ

島じ

ま

の

間
あ
ひ
だ

は

、

十

八

海か

い

里り

で

あ

る

。 

翌よ

く

五

日か

。
午ご

前ぜ

ん

七

時じ

父ち

ゝ

島じ

ま

と

開か

い

南

丸

な

ん

ま

る

と

は

三

哩
ま
い
る

許ば

か

り

の

距き

よ

離り

と

な

つ

た

。
斯か

く

て

次し

第だ

い

に

徐じ

よ

行か

う

を

續つ

ゞ

け

、
遂つ

い

に

午ご

前ぜ

ん

十

一

時じ

四

十

五

分ぷ

ん

、
二

見み

港

内

か

う

な

い

に

投

錨

と

う

べ

う

し

た

。
午

後

ご

ゝ

一

時じ

半は

ん

檢け

ん

疫え

き

を

終お

は

り

、
第だ

い

二

虎と

ら

丸ま

る

に

導
み
ち
び

か

れ

て

、
そ

れ

〱

部ぶ

署し

よ

を

分わ

け

、
上

じ
や
う

陸り

く

し

て

、
島た

う

廰
ち
や
う

に

往ゆ

く

者も

の

も

あ

り

、

買か

ひ

物も

の

に

往ゆ

く

者も

の

も

あ

り

、

中な

か

〱

の

多た

忙ぼ

う

で

あ

つ

た

。

夜や

半は

ん

頃ご

ろ

よ

り

二

回
く
わ
い

驟

雨

ス

コ

ー

ル

來

襲

ら

い

し

う

し

た

が

、
久ひ

さ

方か

た

振ぶ

り

に

上
じ
や
う

陸り

く

し

て

睡す

ゐ

眠み

ん

し

、
非ひ

常
じ
や
う

な

安

眠

あ

ん

み

ん

を

貪
む
さ
ぼ

り

得え

た

者も

の

も

あ

つ

た

。 

翌よ

く

六

日か

は

雨あ

め

で

あ

つ

た

が

、
小お

笠が

さ

原は

ら

島た

う

靑せ

い

年ね

ん

會
く
わ
い

の

代だ

い

表へ

う

者じ

や

並
な
ら
び

に
、
同ど

う

島た

う

小せ

う

學が

く

校か

う

長
ち
や
う

職
し
よ
く

員ゐ

ん

等と

う

來ら

い

船せ

ん

し

、

盛
さ
か
ん

に

謝

辭

し

や

じ

を

述の

べ

し

上う

へ

、
探

檢

隊

た

ん

け

い

た

い

の

萬ば

ん

歳ざ

い

を

三

唱
し
や
う

し

て

呉く

れ

た

。
此こ

の

日ひ

は

雨

中

う

ち

う

な

が

ら

上

陸

じ
や
う
り
く

を

試
こ
ゝ
み

み

、
熱ね

つ

帶た

い

果く

わ

實じ

つ

の

新

鮮

し

ん

せ

ん

な

る

を

味
あ
ぢ
は

ひ

、
一

同ど

う

は

絶た

え

て

久ひ

さ

し

き

野

菜

や

さ

い

の

缺

乏

け

つ

ぼ

う

を

補
お
ぎ
な

ひ

得え

た

の

で

胃ゐ

の

腑ふ

は

、

大
お
ほ
ひ

に

滿ま

ん

足ぞ

く

を

表へ

う

し

た

。 

翌よ

く

七

日か

は

船せ

ん

長
ち
や
う

並
な
ら
び

に

隊

員

た

い

ゐ

ん

、
船

員

せ

ん

ゐ

ん

、
一

同ど

う

、
同

島

ど

う

た

う

の

有い

う

志し

者し

や

よ

り

招ま

ね

か

れ

て

扇
あ
ふ
ぎ

ヶ

浦う

ら

の

小せ

う

學が

く

校か

う

に

赴
お
も
む

き

、
南な

ん

極
き
よ
く

探た

ん

檢け

ん

の

講

話

か

う

わ

を

爲な

せ

し

上う

へ

、
同ど

う

島た

う

有い

う

志し

者し

や

主し

ゆ

催さ

い

の

歡
く
わ
ん

迎げ

い

會
く
わ
い

に

出
し
ゆ
つ

席せ

き

し

て

各か

く

自じ

十

二

分ぷ

ん

の

歡
く
わ
ん

を

盡つ

く

し

た

。 

tasaka
ノート
２３９頁　南氷洋の再航 五月十四日（晴又曇）帆走直航距離五十六海里 五月十五日（曇又晴）帆走直航距離九十五海里 五月十六日（曇又晴）帆走直航距離七十七海里 五月十七日（曇又晴）帆走直航距離百三海里 五月十八日（晴）帆走直航距離百五海里 五月十九日（晴）帆走直航距離八十八海里 五月二十日（晴）帆走直航距離百二十四海里 五月二十一日（晴）帆走直航距離九十三海里 五月二十二日（晴）帆走直航距離百十五海里船だ〱と叫ぶ聲
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翌よ

く

八

日か

も

又ま

た

講

話

か

う

わ

若も

し

く

は

港

内

か

う

な

い

の

見

物

け

ん

ぶ

つ

に

費
つ
い
や

さ

れ

た

。 

九

日か

の

午

前

ご

ぜ

ん

十

時じ

愈い

よ

々〱

此こ

の

島し

ま

を

出
し
ゆ
つ

帆ぱ

ん

す

る

事こ

と

と

爲な

つ

た

。
同

島

ど

う

と

う

の

有い

う

志し

は

、
三

艘さ

う

の

船ふ

ね

を

艤ぎ

し

て

送お

く

つ

て

呉く

れ

た

が

、
此こ

の

日ひ

は

風ふ

う

位ゐ

の

爲た

め

竟つ

い

に

出
し
ゆ
つ

帆ぱ

ん

を

翌よ

く

朝て

う

ま

で

延え

ん

期き

す

る

こ

と

ゝ

な

つ

た

。 

明あ

く

れ

ば

十

日か

午ご

前ぜ

ん

八

時じ

十

分ぷ

ん

。
漸

や
う
や

く

眞し

ん

に

出
し
ゆ
つ

帆ぱ

ん

し

得う

る

事こ

と

と

な

つ

た

。
其そ

の

時と

き

濱は

ま

邊べ

に

は

小せ

う

學が

く

校か

う

の

職
し
よ
く

員ゐ

ん

生せ

い

徒と

、
島た

う

廰
ち
や
う

の

吏り

員ゐ

ん

、
有い

う

志し

等と

う

數す

う

百

人に

ん

數す

う

旒り

う

の

旗は

た

を

押お

し

立た

て

て

整せ

い

列れ

つ

し

、

一

齊せ

い

に

開か

い

南

丸

な

ん

ま

る

の

萬ば

ん

歳ざ

い

を

祝
し
ゆ
く

し

た

。
開か

い

南

丸

な

ん

ま

る

は

汽

笛

き

て

き

を

以も

つ

て

之こ

れ

に

答た

ふ

禮れ

い

し

徐じ

よ

々〱

と

港か

う

口こ

う

に

向む

か

つ

て

進す

ゝ

ん

だ

。
萬ば

ん

歳ざ

い

の

聲こ

ゑ

は

尙な

ほ

止や

ま

ぬ

。
斯か

く

て

船ふ

ね

は

進す

ゝ

ん

で

正

午

し

や

う

ご

過す

ぐ

る

頃こ

ろ

島し

ま

を

離は

な

れ

た

が

、
夕

刻

ゆ

う

こ

く

に

は

父ち

ゝ

島し

ま

よ

り

約や

く

四

十

海か

い

里り

、
兄あ

に

島し

ま

を

東
ひ
が
し

五

海か

い

里り

許ば

か

り

に

見み

る

地

位

ち

ゐ

に

ま

で

到た

う

達た

つ

し

た

。 

夕

刻

ゆ

う

こ

く

よ

り

は

風か

ぜ

が

凪な

い

だ

の

で

船ふ

ね

が

殆
ほ
と
ん

ど

現げ

ん

位ゐ

地ち

を

離は

な

れ

な

い

。
此こ

の

時と

き

は

西

北

せ

い

ほ

く

の

微

風

び

ふ

う

で

あ

つ

た

が

、
十

一

日に

ち

漸
や
う
や

く

西せ

い

西〱

北ほ

く

に

轉て

ん

じ

兄け

う

弟だ

い

島じ

ま

の

中ち

う

央お

う

二

哩
マ
イ
ル

附

近

ふ

き

ん

の

處
と
こ
ろ

を

通

過

つ

う

く

わ

し

た

。

此こ

の

頃ご

ろ

よ

り

風

位

ふ

う

ゐ

の

爲た

め

汽き

走そ

う

を

開

始

か

い

し

し

た

。 

十

二

日

。

東と

う

南な

ん

風ふ

う

吹ふ

き

、

午

後

ご

ゝ

よ

り

氣き

壓あ

つ

計け

い

少す

こ

し

く

下く

だ

り

始は

じ

め

た

。

バ

ラ

〱

と 

tasaka
ノート
２４０頁　南極記五月二十三日（晴）帆走直航距離六十七海里 五月二十四日（晴）帆走直航距離百十三海里 五月二十五日（曇又晴）帆走直航距離四十八海里 五月二十六日（晴）帆走直航距離九十二海里 五月二十七日（曇又晴）帆走直航距離百五十八海里 五月二十八日（晴後曇）帆走直航距離六十三海里 五月二十九日（晴）帆走直航距離三十六海里 五月三十日（晴）帆走直航距離四十海里 五月三十一日（晴）帆走直航距離六十五海里
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微び

雨う

降ふ

り

、
軈や

が

て

風ふ

う

位ゐ

は

正
し
や
う

東と

う

に

轉て

ん

じ

、
更さ

ら

に

東と

う

北ほ

く

に

轉て

ん

じ

船ふ

ね

は

傾

斜

け

い

し

ゃ

甚
は
な
は
だ

し

く

、
天て

ん

候こ

う

頗
す
こ
ぶ

る

危あ

や

ぶ

ま

れ

た

。
然し

か

し

十

三

日に

ち

に

至い

た

り

風ふ

う

位ゐ

變へ

ん

じ

拂ふ

つ

曉け

う

よ

り

一

天て

ん

名な

殘ご

り

な

く

睛は

れ

て

、
東

ひ
が
し

並
な
ら
び

に

東と

う

北ほ

く

の

風か

ぜ

に

送お

く

ら

れ

て

駛し

走そ

う

し

て

居ゐ

る

。
然し

か

し

全ぜ

ん

體た

い

か

ら

云い

へ

ば

船ふ

ね

の

進し

ん

航か

う

が

餘あ

ま

り

捗は

か

々〱

し

く

な

い

。 

朝あ

さ

七

時じ

。
七

八

哩
マ
イ
ル

の

前ぜ

ん

方は

う

に

鳥と

り

島し

ま

を

見み

た

が

夕ゆ

う

刻こ

く

に

は

東と

う

方は

う

約や

く

四

哩
マ
イ
ル

許ば

か

り

の

地ち

點て

ん

に

之こ

れ

を

見み

た

。 

翌よ

く

十

四

日か

も

依い

然ぜ

ん

と

し

て

船ふ

ね

は

進す

ゝ

ま

な

い

。
漸

や
う
や

く

鳥と

り

島し

ま

が

四

五

哩
マ
イ
ル

許ば

か

り

後こ

う

方は

う

に

見み

え

る

位ゐ

地ち

に

進す

ゝ

ん

だ

に

過す

ぎ

ぬ

。 

其そ

の

頃ご

ろ

よ

り

全ぜ

ん

體た

い

の

船せ

ん

員ゐ

ん

は

ペ

ン

キ

塗ぬ

り

替か

へ

、

其そ

の

他た

の

裝さ

う

飾
し
よ
く

に

着
ち
や
く

手し

ゆ

し

た

。 

元
ぐ
わ
ん

來ら

い

鳥と

り

島し

ま

は

岩が

ん

石せ

き

を

以も

つ

て

蔽お

ほ

は

れ

し

島し

ま

に

て

海か

い

岸が

ん

は

頗
す
こ
ぶ

る

險け

ん

阻そ

な

る

斷だ

ん

崖が

い

で

あ

る

、

其そ

の

斷だ

ん

崖が

い

よ

り

赤せ

き

褐か

つ

色
し
よ
く

の

土ど

質し

つ

が

見み

え

て

居ゐ

る

。
西に

し

側が

は

は

頂
ち
や
う

上
じ
や
う

よ

り

海か

い

面め

ん

ま

で

草さ

う

木も

く

な

き

禿は

げ

地ち

で

あ

る

か

、

是こ

れ

は

重お

も

に

前

年

ぜ

い

ね

ん

噴

火

ふ

ん

く

わ

の

際さ

い

溶よ

う

岩が

ん

を

流な

が

し

た

痕

跡

こ

ん

せ

き

の

や

う

で

あ

る

。 

十

五

日に

ち

矢

張

や

は

り

東
ひ
が
し

の

輕け

い

風ふ

う

で

靑あ

を

ヶ

島し

ま

を

望の

ぞ

ん

で

進す

ゝ

ん

だ

が

、
夕ゆ

う

刻こ

く

同ど

う

島た

う

を

東
ひ
が
し

一

哩
マ
イ
ル

の 

tasaka
ノート
２４１頁　南氷洋の再航六月一日（晴）帆走直航距離七十八海里 六月二日（曇又晴）帆走直航距離八十海里 六月三日（曇又晴）帆走直航距離七十五海里 六月四日（晴）直航距離四十八海里 小笠原群島眼界に入る 六月五日（晴）父島に碇泊す 六月六日（雨）六月七日（晴）小學校に於ける探檢談 六月八日（晴）六月九日（曇）六月十日（晴）帆走直航距離十二海里 六月十一日（曇）帆走直航距離三十海里
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方

向

は

う

か

う

に

眺な

が

め

た

。
熟

じ
ゆ
く

視し

す

る

に

此こ

の

島し

ま

は

全ぜ

ん

島た

う

殆
ほ
と
ん

ど

草さ

う

木も

く

を

以も

つ

て

蔽お

ほ

は

れ

、
宛さ

な

然が

ら

靑あ

を

毛も

う

氈せ

ん

を

敷し

き

詰つ

め

た

や

う

で

あ

る

。
靑あ

を

ヶ

島し

ま

の

名な

は

之こ

れ

か

ら

起お

こ

つ

た

も

の

で

あ

ら

う

。
唯た

ゞ

西せ

い

方は

う

の

一

部ぶ

が

開

拓

か

い

た

く

さ

れ

な

い

だ

け

で

、

其そ

の

他た

は

草さ

う

木も

く

が

井

然

せ

ゐ

ぜ

ん

と

し

て

栽

培

さ

い

ば

い

さ

れ

て

居ゐ

る

や

う

に

見み

え

る

。

人じ

ん

家か

も

其そ

の

間
あ
い
だ

に

點て

ん

在ざ

い

し

て

居ゐ

る

。 

夕ゆ

う

刻こ

く

よ

り

一

天て

ん

俄
に
わ
か

に

搔か

き

曇も

く

つ

た

。
今い

ま

迄ま

で

鮮
あ
ざ
や

か

に

眺な

が

め

ら

れ

て

居ゐ

た

靑あ

を

ヶ

島し

ま

は

南な

ん

方は

う

の

雲く

も

に

鎖と

ざ

さ

れ

て

終し

ま

い

。
唯た

ゞ

左さ

方は

う

に

八

丈
ぢ
や
う

島し

ま

の

三み

原は

ら

山や

ま

、
西に

し

山や

ま

、
小こ

島し

ま

等と

う

が

微か

す

か

に

靑せ

い

黛た

い

色
し
よ
く

を

呈て

い

し

て

、

北ほ

く

方は

う

の

雲う

ん

上
じ
や
う

に

聳そ

び

え

て

居ゐ

る

だ

け

で

あ

る

。 

十

六

日に

ち

は

南な

ん

東と

う

の

輕け

い

風ふ

う

で

あ

る

。
昨

夕

さ

く

ゆ

う

八

丈

島

ぢ
や
う
じ
ま

が

八

哩
マ
イ
ル

許ば

か

り

の

東
ひ
が
し

に

あ

つ

た

が

、
此こ

の

方

位

は

う

ゐ

に

は

今い

ま

や

御み

倉く

ら

島し

ま

が

恰
あ
だ
か

も

盆ぼ

ん

に

載の

せ

た

餅も

ち

の

如ご

と

き

形
か
た
ち

を

な

し

て

見み

え

て

居ゐ

る

。 

午

後

ご

ゝ

四

時じ

半は

ん

よ

り

三み

宅や

け

島じ

ま

を

右み

ぎ

に

、
新に

ひ

島じ

ま

を

左
ひ
だ
り

に

各

々

お

の

〱

呼よ

べ

ば

應こ

た

へ

ん

許ば

か

り

の

距

離

き

よ

り

に

見み

て

進す

ゝ

ん

だ

。

午

後

ご

ゝ

六

時じ

此こ

處ゝ

を

通

過

つ

う

く

わ

し

た

。

前

方

ぜ

ん

は

う

に

は

雨う

中ち

う

の

大お

ほ

島し

ま

が

朦ま

う

朧ろ

う

と

し

て

見み

え

て

居ゐ

る

。
今こ

ん

日に

ち

は

午

後

ご

ゝ

四

時じ

頃ご

ろ

よ

り

降こ

う

雨う

と

爲な

り

、
夜よ

に

入い

つ

て

は

盛
さ
か
ん

に

降ふ

り

頻し

き

つ

て

居ゐ

る

。 

tasaka
ノート
２４２頁　南極記六月十二日（雨）帆走直航距離七十四海里 六月十三日（晴）帆走直航距離七十四海里 六月十四日（晴）帆走直航距離五十八海里半 六月十五日（曇）帆走直航距離六十五海里
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午

後

ご

ゝ

八

時じ

十

分ぷ

ん

、
船ふ

ね

は

猛ま

う

雨う

の

爲た

め

に

大お

ほ

島し

ま

沖お

き

を

通

過

つ

う

く

わ

す

る

こ

と

が

出

來

で

き

な

い

の

で

、

一

旦た

ん

船せ

ん

首し

ゆ

を

同

島

ど

う

と

う

の

東

南

と

う

な

ん

隅ぐ

う

に

向む

け

、
内

海

う

ち

う

み

か

ら

通つ

う

過く

わ

す

る

こ

と

に

定さ

だ

め

、
而そ

し

て

同ど

う

九

時じ

、
針し

ん

路ろ

を

西

南

西

せ

い

な

ん

せ

い

に

轉て

ん

じ

た

。
此こ

の

夜よ

密

雲

天

み

つ

う

ん

て

ん

を

鎖と

ざ

し

、
細さ

い

雨う

肅せ

う

々〱

と

し

て

降

頻

ふ

り

し

き

り

、
黑あ

や

白め

も

分わ

か

ぬ

眞し

ん

の

闇や

み

で

あ

る

。

斯か

か

る

時と

き

、

航か

う

海か

い

上
じ
や
う

唯ゆ

一い

つ

の

賴た

の

み

は

燈と

う

臺だ

い

で

あ

る

が

、

其そ

の

生

命

せ

い

め

い

と

す

る

燈

臺

と

う

だ

い

の

光
ひ
か
り

は

更さ

ら

に

見み

え

ぬ

。
爲た

め

に

船

員

せ

ん

ゐ

ん

の

苦く

心し

ん

は

一

ト

通と

ほ

り

で

は

な

い

。 明あ

く

れ

ば

十

七

日に

ち

、
午ご

前ぜ

ん

六

時じ

頃ご

ろ

、
甲

板

か

ん

ぱ

ん

は

俄に

わ

か

に

騷さ

う

々〲

し

い

の

で

、
總そ

う

員ゐ

ん

は

急き

ふ

遽き

よ

と

し

て

驅か

け

付つ

け

た

。

見み

る

と

、

右

舷

う

げ

ん

密

雲

み

つ

う

ん

の

隙す

き

に

現あ

ら

は

れ

居を

る

の

は

、

正ま

さ

し

く

沿

岸

え

ん

が

ん

で

あ

る

。
併し

か

し

そ

れ

は

島た

う

嶼し

よ

で

あ

る

か

陸り

く

地ち

で

あ

る

か

ゞ

不ふ

明め

い

で

あ

る

。
而そ

し

て

其そ

の

一

方は

う

は

灣わ

ん

形け

い

を

示し

め

し

、
其そ

の

灣わ

ん

邊へ

ん

に

二

三

の

黑こ

く

影え

い

、
そ

れ

が

人ひ

と

の

影か

げ

の

如ご

と

く

見み

え

て

居ゐ

る

が

、
何な

に

分ぶ

ん

遠ゑ

ん

望ぽ

う

で

あ

る

か

ら

何ど

う

も

判は

ん

然ぜ

ん

し

な

い

。 

今い

ま

海か

い

上
じ
や
う

は

、
山や

ま

陰か

げ

の

爲た

め

無む

風ふ

う

な

る

の

み

な

ら

ず

、
三

角か

く

波な

み

頗
す
こ
ぶ

る

高た

か

く

、
推す

ゐ

進し

ん

機き

は

、

と

も

す

れ

ば

、
空く

う

轉て

ん

す

る

。
斯か

く

て

船せ

ん

體た

い

は

、
刻こ

く

一

刻こ

く

波な

み

に

揉も

ま

れ

、
沿

岸

え

ん

が

ん

の

方は

う

へ

と

運は

こ

び

込こ

ま

れ

や

う

と

す

る

。

即
す
な
は

ち

船せ

ん

體た

い

の

危き

險け

ん

は

、

次し

第だ

い

〱

に

急き

ふ

を

告つ

げ

る

や 
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う

に

な

つ

て

來き

た

。
此こ

の

時と

き

船せ

ん

長
ち
や
う

は

、
最

早

も

は

や

避

難

ひ

な

ん

の

策さ

く

盡つ

き

た

り

と

見み

て

取と

り

、
火く

わ

急き

ふ

に

投と

う

錨べ

う

の

準
じ
ゆ
ん

備び

を

整
と
ゝ
の

へ

し

め

た

。

太ふ

と

き

錨
い
か
り

綱づ

な

は

、

何な

ん

十

尋ひ

ろ

と

な

く

錨
い
か
り

の

傍
か
た
は
ら

に

束つ

か

ね

ら

れ

て

あ

る

。
開か

い

南

丸

な

ん

ま

る

の

運

命

う

ん

め

い

は

最

早

も

は

や

寸

秒

す

ん

べ

う

の

間
あ
ひ
だ

に

決け

つ

せ

ら

れ

や

う

と

し

た

時と

き

、
其そ

の

刹せ

つ

那な

！

天て

ん

公こ

う

未い

ま

だ

我わ

れ

を

見み

棄す

て

ず

、
神か

み

風か

ぜ

と

も

云い

は

ん

か

、
今い

ま

ま

で

の

無む

風ふ

う

に

引ひ

き

變か

へ

、
一

脈
み
や
く

の

微び

風ふ

う

は

忽こ

つ

然ぜ

ん

と

し

て

吹ふ

き

起お

こ

つ

た

。 

『

ソ

レ

帆ほ

だ

ッ

〱

』
と

、

船せ

ん

員ゐ

ん

は

急き

ふ

に

活
く
わ
つ

氣き

付づ

き

、
直た

ゞ

ち

に

帆ほ

を

張は

り

、
同ど

う

時じ

に

之こ

れ

に

應お

う

じ

て

汽き

鑵
く
わ
ん

は

全ぜ

ん

速そ

く

力
り
よ
く

を

出い

だ

し

、

こ

ゝ

に

帆は

ん

力
り
よ
く

と

汽き

力
り
よ
く

と

の

有あ

ら

ん

限か

ぎ

り

を

盡つ

く

し
、

遂つ

い

に

二

時じ

間か

ん

の

惡あ

く

戰せ

ん

苦く

闘た

う

を

經へ

て

、

辛か

ら

ふ

じ

て

船せ

ん

體た

い

坐ざ

礁せ

う

の

危き

難な

ん

を

免ま

ぬ

か

る

ゝ

事こ

と

を

得え

た

。

全
ま
つ
た

く

九

死し

に

一

生
し
や
う

を

得え

た

次し

第だ

い

で

あ

る

。 

斯か

く

て

、
船ふ

ね

は

沖

合

お

き

あ

ひ

に

出で

た

が

、
漂へ

う

流り

う

す

る

こ

と

約や

く

十

時じ

間か

ん

に

亘わ

た

り

、

漸
や
う
や

く

深し

ん

霧む

の

中う

ち

に

、
一

髪は

つ

の

陸り

く

影え

い

を

認み

と

め

得え

た

。
之こ

れ

は

伊

豆

い

づ

の

東

岸

と

う

が

ん

で

あ

る

と

認

定

に

ん

て

い

せ

ら

れ

た

が

確か

く

定て

い

が

出で

來き

ず

に

半は

ん

信し

ん

半は

ん

疑ぎ

の

處
と
こ
ろ

へ

、
宛

あ
だ
か

も

午

後

ご

ゝ

六

時じ

二

十

分ぷ

ん

に

至い

た

り

、
懐な

つ

か

し

き

山さ

ん

頂
ち
や
う

―

そ

れ

は

三

年ね

ん

振ぶ

り

に

見み

る

富ふ

嶽が

く

の

絶ぜ

つ

頂
ち
や
う

―

を

天

半

て

ん

ぱ

ん

に

仰あ

ふ

い

だ

の

で

、
之こ

れ

で

始は

じ

め

て

凡す

べ

て

の

位

置

ゐ

ち

を

確か

く

然ぜ

ん

と

知し

る

こ

と

が

出

來

で

き

た

。 
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後の

ち

に

て

船せ

ん

長
ち
や
う

の

發は

つ

表ぺ

う

せ

る

調て

う

査さ

報は

う

告こ

く

に

よ

る

と

、
今け

朝さ

危き

險け

ん

に

遭そ

う

遇ぐ

う

し

た

る

彼か

の

地ち

點て

ん

は

、
伊

豆

い

づ

の

稲い

な

取と

り

岬
み
さ
き

で

あ

つ

た

。
そ

れ

に

よ

り

一

同ど

う

は

、
扨さ

て

は

前ぜ

ん

夜や

闇あ

ん

中ち

う

の

航か

う

海か

い

に

於お

い

て

、

潮て

う

流り

う

の

爲た

め

に

流な

が

さ

れ

た

の

で

あ

つ

た

か

と

、

今い

ま

更さ

ら

の

如ご

と

く

竦ぞ

然つ

と

し

た

。 

船ふ

ね

は

進し

ん

航か

う

中ち

う

で

は

あ

る

が

、
海か

い

霧む

密み

つ

に

し

て

、
船せ

ん

首し

ゆ

の

位ゐ

置ち

も

判は

ん

明め

い

せ

ず

、

寔
ま
こ
と

に

寒か

ん

心し

ん

の

至い

た

り

で

、
船せ

ん

長
ち
や
う

殆は

じ

め

船せ

ん

員ゐ

ん

等ら

は

、
窃ひ

そ

か

に

眉ま

ゆ

を

蹙し

わ

め

て

、
不ふ

安あ

ん

の

前ぜ

ん

進し

ん

を

續つ

ゞ

け

て

居ゐ

る

う

ち

、

午ご

後ゝ

三

時じ

半は

ん

に

至い

た

り
『

島し

ま

だ

ッ

〱

』
と

叫さ

け

ぶ

聲こ

ゑ

に

、
一

同ど

う

蘇そ

生せ

い

の

思
お
も
ひ

を

爲な

し

た

。

此こ

れ

は

即
す
な
は

ち

上
じ
や
う

記き

の

伊い

豆づ

東と

う

岸が

ん

で

あ

つ

た

の

で

あ

る

。 

此こ

の

日ひ

氣き

壓あ

つ

計け

い

の

最さ

い

低て

い

度ど

は

、
午ご

前ぜ

ん

九

時じ

半は

ん

の

七

百

五

十

三

粍ミ

リ

で

、
仝ど

う

十

二

時じ

頃ご

ろ

よ

り

少す

こ

し

く

恢
く
わ
い

復ふ

く

の

兆て

う

を

示し

め

し

た

。
而し

か

し

て

午ご

後ゝ

六

時じ

に

至い

た

り

、
風か

ぜ

の

み

は

和や

は

ら

い

だ

。
唯た

だ

波は

浪ら

う

は

依い

然ぜ

ん

と

し

て

荒あ

れ

狂く

る

う

て

居ゐ

る

。 

翌よ

く

十

八

日に

ち

に

至い

た

り

、
前ぜ

ん

日じ

つ

來ら

い

の

暴ぼ

う

風ふ

う

怒ど

濤た

う

は

、

大
お
ほ
い

に

平へ

い

穏を

ん

に

歸き

し

、
曇ど

ん

天て

ん

な

が

ら

時と

き

折を

り

日に

つ

光
く
わ
う

は

雲く

も

間ま

を

洩も

れ

た

。
今け

朝さ

船ふ

ね

は

大お

ほ

島し

ま

を

東と

う

方は

う

に

近ち

か

く

見み

、
相さ

が

模み

の

陸り

く

影え

い

を

西せ

い

方は

う

に

遠ゑ

ん

望ば

う

し

つ

、

館た

て

山や

ま

港
み
な
と

に

向む

か

ひ

、

汽き

帆は

ん

兩
り
や
う

走そ

う

を

以も

つ

て

急き

ふ

航か

う

し

て

居を

る

。

併し

か

し 
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生あ

や

憎に

く

の

逆
ぎ
や
く

風ふ

う

な

の

で

、
船ふ

ね

は

已や

む

な

く

連れ

ん

針し

ん

航か

う

法は

ふ

を

執と

つ

て

、
午ご

後ゝ

四

時じ

十

五

分ふ

ん

、
漸

や
う
や

く

館た

て

山や

ま

灣わ

ん

外
ぐ
わ
い

の

鷹た

か

島し

ま

附ふ

近き

ん

に

投と

う

錨べ

う

し

た

。 
だ

が

何な

に

分ぶ

ん

檢け

ん

疫え

き

未み

了
り
や
う

の

爲た

め

上
じ
や
う

陸り

く

を

許ゆ

る

さ

れ

ず

、
唯た

だ

船せ

ん

長
ち
や
う

と

、
館た

て

山や

ま

出
し
ゆ
つ

身し

ん

の
藤

平

ふ

ぢ

ひ

ら

機き

關
く
わ
ん

士し

と

の

二

名め

い

の

み

、

上
じ
や
う

陸り

く

の

特と

く

許き

よ

を

得え

た

。

此こ

の

時と

き

陸り

く

上
じ
や
う

よ

り

、

堀ほ

り

内う

ち

事じ

務む

長
ち
や
う

は 

後こ

う

援ゑ

ん

會
く
わ
い

代だ

い

表へ

う

者じ

や

と

し

て

出で

迎む

か

へ

、
武た

け

田だ

部ぶ

長
ち
や
う

は

、
隊た

い

長
ち
や
う

代だ

い

理り

と

し

て

出で

迎む

か

へ

、
其そ

の

他た

出で

迎
む
か
へ

人に

ん

は

、

北ほ

う

條で

う

町ま

ち

有い

う

志し

、

澤さ

は

安あ

房は

郡ぐ

ん

長
ち
や
う

、

加か

藤と

う

北ほ

う

條で

う

町
ち
や
う

長〱

其そ

の

他た

で

あ

つ

た

。 

翌よ

く

十

九

日に

ち

、
東と

う

方は

う

の

微び

風ふ

う

は

追お

ひ

手て

で

あ

る

が

、
三

海

里

ノ

ツ

ト

の

汽き

走そ

う

と

て

、

殆
ほ
と
ん

ど

帆ほ

の

用よ

う

を

爲な

さ

ぬ

、
午ご

前ぜ

ん

九

時じ

船せ

ん

長
ち
や
う

歸き

船せ

ん

す

る

や

、
間ま

も

な

く

抜ば

つ

錨べ

う

に

際さ

い

し

、
陸り

く

上
じ
や
う

よ

り
訪は

う

問も

ん

者し

や

相あ

ひ

次つ

い

で

至い

た

り

、

互
た
が
ひ

に

一

別べ

つ

來ら

い

の

健け

ん

康か

う

を

祝
し
ゆ
く

し

合あ

ふ

う

ち

、

定て

い

刻こ

く

と

な

つ

た

の

で

、

汽き

笛て

き

一

聲せ

い

船ふ

ね

は

、

横よ

こ

濱は

ま

港
み
な
と

指さ

し

て

進し

ん

航か

う

し

た

の

は

、

午ご

前ぜ

ん

九

時じ

三

十

分ぷ

ん

で

あ

つ

た

。 

此こ

の

際さ

い

、
仝ど

う

灣わ

ん

碇て

い

泊は

く

中ち

う

の
「

第だ

い

一

報は

う

効か

う

丸ま

る

」
よ

り

、
萬ば

ん

歳ざ

い

は

叫さ

け

び

出い

だ

さ

れ

た

。
開か

い

南

丸

な

ん

ま

る

と

此こ

の

船ふ

ね

と

は

、
以

前

い

ぜ

ん

報

効

義

會

は

う

か

う

ぎ

く

わ

い

の

姉

妹

し

ま

い

船せ

ん

で

あ

つ

た

の

で

、
非

情

ひ

じ

や

う

の

船

舶

せ

ん

ぱ

く

も

心
こ
ゝ
ろ

あ

ら

ば

感か

ん

慨が

い

を

催も

よ

ふ

し

た

事こ

と

で

あ

ら

う

。 

午

前

ご

ぜ

ん

十

一

時じ

五

十

二

分ふ

ん

、

港か

う

口こ

う

を

出い

で

ん

と

す

る

時と

き

、

軍

艦

ぐ

ん

か

ん

鞍

馬

く

ら

ま

の

檣

頭

し
よ
う
と
う

に

、

信し

ん

號が

う 
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を

掲

揚

け

い

や

う

し

た

。

船ふ

ね

よ

り

望ぼ

う

遠ゑ

ん

鏡
き
や
う

を

透と

う

し

て

凝
ぎ
よ
う

視し

し

た

が

、

風か

ぜ

弱よ

わ

き

爲た

め

旗き

布ふ

垂す

ゐ

下か

し

、

其そ

の

信し

ん

號が

う

判は

ん

明め

い

せ

ず

、
斯か

く

と

知し

り

た

る

鞍く

ら

馬ま

は

、
態わ

ざ

々〱

船ふ

ね

に

近ち

か

づ

い

て

迂う

回
く
わ
い

し

、
總そ

う

員ゐ

ん

登と

う

舷げ

ん

し

て

帽ぼ

う

子し

を

打う

ち

振ふ

り

、

勇い

さ

ま

し

き

萬ば

ん

歳ざ

い

の

聲こ

ゑ

を

浴あ

び

せ

た

。 

午ご

後ゝ

一

時じ

十

分ぷ

ん

、
觀

く
わ
ん

音の

ん

岬
み
さ
き

の

燈と

う

臺だ

い

よ

り

、
「

汝
な
ん
ぢ

は

運は

こ

び

得う

る

や

」
の

信し

ん

號が

う

旗き

は
掲け

い

揚や

う

せ

ら

れ

た

。
此こ

の

時と

き

逆
ぎ
や
く

流り

う

頗
す
こ
ぶ

る

強つ

よ

く

、
進し

ん

航か

う

遅ち

々ゝ

と

し

て

居ゐ

た

の

で

あ

る

。
仝ど

う

燈と

う

臺だ

い

よ

り

は

、
次つ

い

で

再
ふ
た
ゝ

び

信し

ん

號が

う

旗き

を

掲か

ゝ

げ

た

。
其そ

の

文も

字じ

は

、
「

汝
な
ん
ぢ

の

成せ

い

功こ

う

を

祝
し
ゆ
く

す

」
と

云い

ふ

の

で

あ

つ

た

。 

開か

い

南

丸

な

ん

ま

る

の

着
ち
や
く

陸り

く

が

遅お

そ

い

の

で

、
之こ

れ

に

先さ

き

だ

つ

數す

う

日じ

つ

前ぜ

ん

よ

り

後こ

う

援ゑ

ん

會
く
わ
い

幹

事

か

ん

じ

村

上

濁

浪

む

ら

か

み

だ

く

ら

う

氏し

は

、
横よ

こ

濱は

ま

の

西

村

に

し

む

ら

旅

館

り
よ
く
わ
ん

に

出
し
ゆ
つ

張
ち
や
う

し

て

待ま

つ

て

居ゐ

た

が

、
丁て

い

末び

倶く

樂ら

部ぶ

の

寺て

ら

田だ

四

郎ら

う

、
粟も

み

山や

ま

博
ひ
ろ
し

、
加か

藤と

う

正せ

い

人じ

ん

、
猪ぬ

の

毛け

利り

榮え

い

、
都つ

ゞ

筑き

懋つ

と

鎮む

、
の

諸し

よ

氏し

も

又ま

た

來き

た

つ

て

大
お
ほ
ひ

に

斡あ

つ

旋せ

ん

す

る

所
と
こ
ろ

が

あ

つ

た

。
然し

か

る

に

今い

ま

や

開か

い

南

丸

な

ん

ま

る

は

無

事

ぶ

じ

館

山

た

て

や

ま

に

到

着

と
う
ち
や
く

し

て

、
本

日

ほ

ん

じ

つ

横よ

こ

濱は

ま

へ

入

港

に

う

か

う

と

確か

く

定て

い

し

た

の

で

、
午ご

後ゝ

四

時じ

艀
は
し
け

に

乘の

つ

て

迎む

か

へ

に

出で

た

。
田

中

た

な

か

捨

身

し

や

し

ん

佐

々

木

さ

ゝ

き

照

山

せ

う

ざ

ん

等と

う

の

後

援

こ

う

ゑ

ん

會
く
わ
い

幹

事

か

ん

じ

も

又ま

た

港か

う

務む

部ぶ

の

汽き

船せ

ん

に

乘の

つ

て

迎む

か

へ

に

出で

た

。
午ご

後ゝ

四

時じ

三

十

分ぷ

ん

、
開か

い

南

丸

な

ん

ま

る

の

英

姿

え

い

し

は

堂だ

う

々〱

波な

み

を

切き

つ

て

、
港

内

か

う

な

い

に

入い

り

來き

た

つ

た

。
檣

し
よ
う

頭と

う

高た

か

く

探た

ん

檢け

ん

旗き

と

日に

つ

章
し
や
う

旗き

と

を 

tasaka
ノート
２４７頁　南氷洋の再航勇ましき萬歳の聲 海南丸横濱港に入る
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翻
ひ
る
が
へ

し

つ

ゝ

入い

り

來き

た

つ

た

。
萬ば

ん

歳ざ

い

萬

歳
〱

の

聲こ

ゑ

は

海う

み

を

動う

ご

か

し

て

起お

こ

る

。
波

止

場

は

と

ば

は

皆

人

み

な

ひ

と

を

以も

つ

て

埋う

づ

ま

り

、
其そ

の

人ひ

と

々〲

の

口く

ち

よ

り

も

雷
い
か
づ
ち

の

如ご

と

き

萬ば

ん

歳ざ

い

の

聲こ

ゑ

は

叫さ

け

び

出い

だ

さ

れ

た

。
午ご

後ゝ

六

時じ

、
船ふ

ね

は

港か

う

内な

い

第だ

い

一

區く

に

投

錨

と

う

べ

う

し

一

行か

う

悉
こ
と
〲

く

西

村

に

し

む

ら

旅

館

り

よ

か

ん

に

入い

つ

た

。
茲こ

ゝ

に

は

野

村

の

む

ら

夫

人

ふ

じ

ん

、

土

屋

つ

ち

や

夫

人

ふ

じ

ん

、
東

京

と

う

け

い

各

新

聞

か

く

し

ん

ぶ

ん

記

者

き

し

や

諸

氏

し

よ

し

等ら

も

居ゐ

て

絶た

え

て

久ひ

さ

し

き

對

面

た

い

め

ん

に

互
た
が
ひ

に

無

事

ぶ

じ

を

祝
し
ゆ
く

し

合あ

つ

た

。

探

檢

た

ん

け

ん

勇

士

い

う

し

の

面

上

め
ん
じ
や
う

に

は

一

種し

ゆ

言い

ひ

知し

ら

れ

ぬ

喜き

悦え

つ

の

情
じ
や
う

が

動う

ご

い

て

居い

た

。

出で

迎
む
か
ひ

者し

や

の

顏か

ほ

に

も

無む

論ろ

ん

滿ま

ん

足ぞ

く

の

念
お
も
ひ

が

漲
み
な
ぎ

つ

て

居ゐ

た

。 

軈や

が

て

、
十

九

日に

ち

は

暮く

れ

て

、
廿

日

は

つ

か

の

朝あ

さ

は

來き

た

。
此こ

の

日ひ

は

愈い

よ

々〱

芝し

ば

浦う

ら

埋う

め

立た

て

地ち

に

於お

い

て

歡
く
わ
ん

迎げ

い

の

式し

き

を

行
お
こ
な

ふ

日ひ

で

あ

る

。
午

前

ご

ぜ

ん

十

時じ

開か

い

南

丸

な

ん

ま

る

は

徐
お
も
む

ろ

に

碇
い
か
り

を

捲ま

い

て

横よ

こ

濱は

ま

新し

ん

港か

う

を

出
し
ゆ
つ

帆ぱ

ん

し

た

。

日に

本ほ

ん

郵ゆ

う

船せ

ん

會
く
わ
い

社し

や

の

汽き

艇て

い

は

防ぼ

う

波は

堤て

い

ま

で

見み

送お

く

り

呉く

れ

た

。

此こ

の

時と

き

恰
あ
だ
か

も

汽き

船せ

ん

春

日

か

す

が

丸ま

る

は

歐お

う

州し

う

に

向む

か

つ

て

同

港

ど

う

か

う

を

抜

錨

ば

つ

べ

う

す

る

時と

き

で

あ

つ

た

が

此こ

の

偉ゐ

大だ

い

な

る

使

命

し

め

い

を

果は

た

せ

し

開か

い

南

丸

な

ん

ま

る

が

同

船

ど

う

せ

ん

に

近ち

か

く

進す

ゝ

み

し

時と

き

、
同

船

ど

う

せ

ん

の

甲

板

上

か
ん
ぱ
ん
じ
や
う

に

は

身み

に

綾
り
よ
う

羅ら

を

纏ま

と

へ

る

美

人

び

じ

ん

が

數す

う

名め

い

現あ

ら

は

れ

て

此

方

こ

な

た

に

向む

か

ひ

紅
く
れ
な
ゐ

の

ハ

ン

カ

チ

を

打う

ち

振ふ

り

萬ば

ん

歳ざ

い

を

唱と

な

へ

て

呉く

れ

た

。
斯か

く

て

開か

い

南

丸

な

ん

ま

る

は

南
み
な
み

十じ

う

字じ

星せ

い

の

探

檢

た

ん

け

ん

旗き

を

折を

り

か

ら

の

朝

風

あ

さ

か

ぜ

に

翻
ひ
る
が
へ

し

つ

ゝ

懐
な
つ
か

し

き 

tasaka
ノート
２４８頁　南極記六月十九日（晴）
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東

京

と

う

け

い

の

天て

ん

を

指さ

し

て

進

行

し

ん

か

う

し

た

。 

船

中

せ

ん

ち

う

に

は

、
佐

々

木

さ

ゝ

き

、
田

中

た

な

か

、
村

上

む

ら

か

み

等と

う

の

諸

幹

事

し

よ

か

ん

じ

及お

よ

び

此こ

の

事じ

業げ

ふ

に

最
も
つ
と

も

同ど

う

情
じ
や
う

厚あ

つ

き

東と

う

京け

い

其そ

の

他た

の

新

聞

し

ん

ぶ

ん

記

者

き

し

や

諸

士

し

よ

し

が

乘の

つ

て

居ゐ

た

が

談
は
な
し

は

知し

ら

ず

〱

一

昨

年

さ

く

ね

ん

十

一

月
ぐ
わ
つ

出

發

し
ゆ
つ
ぱ
つ

の

際さ

い

の

事こ

と

に

及お

よ

ん

で

、

最
も
つ
と

も

痛

快

つ
う
く
わ
い

に

當た

う

時じ

の

事こ

と

を

談

論

だ

ん

ろ

ん

し

て

居ゐ

た

。
軈や

が

て

甲

板

上

か
ん
ぱ
ん
じ
や
う

で

は

南な

ん

極

圈

き
よ
く
ゝ
わ
ん

ま

で

往わ

う

復ふ

く

せ

し

と

云い

ふ

米こ

め

の

饗

應

き
や
う
お
う

が

あ

つ

て

。
同

上

ど
う
じ
や
う

の

注ち

う

釋
し
や
く

附つ

き

の

牛ぎ

う

肉に

く

鑵
く
わ
ん

詰づ

め

、
鯛た

い

味

噌

み

そ

等と

う

の

馳ち

走さ

う

が

あ

つ

た

。
一

同ど

う

不

味

ま

づ

い

な

が

ら

舌

鼓

し
た
つ
ゞ
み

を

打う

つ

て

食く

ら

ふ

た

。
軈や

が

て

羽は

ね

田だ

の

沖お

き

に

達た

つ

す

る

や

、
滊き

艇て

い

一

隻せ

き

矢や

の

如ご

と

く

進

行

し

ん

か

う

し

來き

た

り

、
紅

白

こ

う

は

く

の

旗は

た

を

打う

ち

振ふ

り

開か

い

南

丸

な

ん

ま

る

の

安あ

ん

着
ち
や
く

を

祝
し
ゆ
く

す

と

信

號

し

ん

が

う

し

た

。

之こ

れ

は

水す

ゐ

上
じ
や
う

署し

よ

の

快
く
わ
い

進し

ん

丸ま

る

で

あ

つ

た

。

第だ

い

三

臺

場

だ

い

ば

の

傍
か
た
は
ら

よ

り

十

二

の

櫂
オ
ー
ル

を

有い

う

す

る

カ

ッ

タ

ー

は

勢
い
き
ほ
ひ

鋭
す
る
ど

く

此

方

こ

な

た

に

向む

か

つ

て

、
漕こ

ぎ

寄よ

せ

た

。
萬ば

ん

歳ざ

い

の

聲こ

ゑ

は

海う

み

に

響ひ

ゞ

い

て

、
時と

き

な

ら

ざ

る

に

鷗
か
も
め

を

驚
お
ど
ろ

か

し

た

。
之こ

れ

は

是こ

れ

商せ

う

船せ

ん

學が

く

校か

う

の

生

徒

せ

い

と

で

あ

る

。
軈や

が

て

又ま

た

早

稲

田

わ

せ

だ

大

學

だ

い

が

く

の

歡
く
わ
ん

迎げ

い

船せ

ん

來き

た

り

。
水す

ゐ

難な

ん

救き

う

濟ざ

い

會
く
わ
い

の

歡
く
わ
ん

迎げ

い

船せ

ん

、
攻こ

う

玉
ぎ
よ
く

社し

や

の

歡
く
わ
ん

迎げ

い

船せ

ん

、
其

他

そ

の

た

數す

う

十

隻せ

き

の

歡
く
わ
ん

迎げ

い

船せ

ん

が

來き

た

つ

て

各お

の

々〱

萬ば

ん

歳ざ

い

を

絶

叫

ぜ

つ

き

う

し

て

呉く

れ

た

。
や

が

て

芝

浦

し

ば

う

ら

埋う

め

立た

て

地ち

な

る

歡
く
わ
ん

迎げ

い

式し

き

場
じ
や
う

の

前ま

へ

に

到い

た

れ

ば

、
ズ

ト

ン

と

一

發ぱ

つ

勇い

さ

ま

し

き

音お

と

が

空そ

ら

に

聽き

こ

へ

て 

tasaka
ノート
２４９頁　南氷洋の再航懐舊談にて持ち切る
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美み

事ご

と

な

る

煙は

な

火び

は

一

行か

う

が

無

事

ぶ

じ

の

到た

う

着
ち
や
く

を

祝
し
ゆ
く

し

た

。
そ

れ

と

同

時

ど

う

じ

に

船ふ

ね

は

陸り

く

岸が

ん

を

距さ

る

五

間け

ん

位
く
ら
ゐ

の

地ち

に

碇
い
か
り

を

卸お

ろ

し

た

。 
三み

井ゐ

所し

よ

衛ゑ

い

生せ

い

部ぶ

長
ち
や
う

は

ウ

エ

リ

ン

ト

ン

よ

り

品し

な

川が

は

灣わ

ん

ま

で

隊た

い

長
ち
や
う

代だ

い

理り

と

し

て

、
開か

い

南

丸

な

ん

ま

る

に

留と

ゞ

ま

り

し

關
く
わ
ん

係け

い

よ

り

、
幾

多

い

く

た

の

苦く

闘た

う

に

色い

ろ

も

褪あ

せ

し

探た

ん

檢け

ん

旗き

を

先せ

ん

頭と

う

に

、
陸り

く

上
じ
や
う

隊た

い

員ゐ

ん

を

引

率

い

ん

そ

つ

し

て

上

陸

じ
や
う
り
く

し

た

。
之こ

れ

に

續つ

ゞ

い

て

野の

村む

ら

船せ

ん

長
ち
や
う

は

百
ひ
や
く

折せ

つ

不ふ

撓と

う

の

面め

ん

貌ば

う

に

喜

悦

き

え

つ

の

情
じ
や
う

は

掩お

ほ

は

ん

と

し

て

掩お

ほ

ふ

能あ

た

は

ず

、
高か

う

級き

う

部ぶ

員ゐ

ん

及
お
よ
び

船せ

ん

員ゐ

ん

等ら

を

引

率

い

ん

そ

つ

し

て

上

陸

じ
や
う
り
く

し

た

。
雲く

も

か

霞
か
す
み

か

、

人ひ

と

を

以も

つ

て

埋う

づ

み

し

幾い

く

萬ま

ん

の

群ぐ

ん

集し

う

よ

り

萬ば

ん

歳ざ

い

の

聲こ

ゑ

は

百

雷

ひ
や
く
ら
い

の

一

時じ

に

落お

つ

る

が

如ご

と

く

地ち

を

搖ゆ

る

か

し

て

起お

こ

つ

た

。
南

極

探

檢

後

援

會

な
ん
き
よ
く
た
ん
け
ん
こ

う
ゑ
く
わ
い

長
ち
や
う

大

隈

お

ほ

く

ま

伯は

く

は

是こ

れ

等ら

の

群

衆

ぐ

ん

し

う

に

擁え

う

さ

れ

つ

ゝ

此

處

こ

ゝ

に

出

迎

で

む

か

へ

居を

ら

れ

た

が

、
一

行か

う

の

無

事

歸

ぶ

じ

か

へ

り

來き

た

る

を

見み

て

喜

悦

き

え

つ

の

情
じ
や
う

禁き

ん

ず

る

能あ

た

は

ず

、
其そ

の

不

自

由

ふ

じ

い

う

な

る

體

軀

た

い

く

を

運は

こ

ん

で

熱

心

ね

つ

し

ん

な

る

握

手

あ

く

し

ゆ

を

與あ

た

へ

た

。
野

村

の

む

ら

船

長

せ
ん
ち
や
う

、
三

井

所

み

ゐ

し

よ

衛ゑ

い

生せ

い

部

長

ぶ

ち

や

う

、
其そ

の

他た

一

同ど

う

歡
く
わ
ん

極き

は

ま

つ

て

覺お

ぼ

え

ず

涙
な
ん
だ

を

垂た

れ

た

。
其

中

そ

の

う

ち

に

又ま

た

も

萬ば

ん

歳ざ

い

〱

の

聲こ

ゑ

は

起お

こ

つ

た

。
軈や

が

て

一

同ど

う

高た

か

く

設ま

う

け

ら

れ

た

る

式

場

し
き
じ
や
う

に

向む

か

へ

ば

、
同

所

ど

う

し

よ

に

は

肝き

も

付つ

き

中ち

う

將
し
や
う

、
頭と

う

山や

ま

滿
み
つ
る

氏し

、
徳と

く

永な

が

博は

か

士せ

、
及

お
よ
び

後こ

う

援ゑ

ん

會
く
わ
い

幹か

ん

事じ

、
三み

宅あ

け

雪せ

つ

嶺れ

い

、
押お

し

川か

は

方は

う

義ぎ

の

諸

氏

し

よ

し

も

集あ

つ

ま

り

一

行か

う

を

待ま

つ

て

居ゐ

る

。 

tasaka
ノート
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群

衆

ぐ

ん

し

う

中ち

う

特と

く

に

目め

を

惹ひ

き

し

は

早

稲

田

わ

せ

だ

、
慶

應

け

い

お

う

、
明

治

め

い

じ

、
日

本

に

ほ

ん

、
中

央

ち

う

わ

う

、
法

政

は

ふ

せ

い

、
の

各か

く

大だ

い

學が

く

生せ

い

、

攻こ

う

玉
ぎ
よ
く

社し

や

、

高た

か

、

輪な

は

、

芝し

ば

、

錦き

ん

城
し
や
う

等と

う

の

各か

く

中ち

う

學が

く

生せ

い

、

一

萬ま

ん

有い

う

餘よ

の

列れ

つ

で

あ

つ

た

が

、

今い

ま

一

行か

う

の

場
じ
や
う

に

上の

ぼ

る

を

見み

る

や

手て

に

手て

に

南

星

な

ん

せ

い

の

小こ

旗は

た

を

打う

ち

振ふ

り

聲こ

ゑ

勇い

さ

ま

し

く

探た

ん

檢け

ん

隊た

い

歡
く
わ
ん

迎げ

い

の

歌う

た

を

謠う

た

つ

た

。

蠻

音

ば

ん

お

ん

を

帶お

び

じ

其

聲

そ

の

こ

ゑ

は

、

本ほ

ん

邦ぱ

う

男だ

ん

兒じ

の

意

氣

い

き

を

表あ

ら

は

し

て

壯

烈

さ

う

れ

つ

鬼き

神じ

ん

を

泣な

か

し

む

る

に

足た

る

も

の

が

あ

つ

た

。 

一

同

席

ど

う

せ

き

に

着つ

く

や

大

隈

お

ほ

く

ま

伯は

く

は

立た

つ

て

群

衆

ぐ

ん

し

う

に

演

説

え

ん

ぜ

つ

し

た

。

『

國こ

く

民み

ん

が

久ひ

さ

し

く

憂い

う

慮り

よ

し

た

り

し

我わ

が

探

檢

た

ん

け

ん

隊た

い

も

兎と

に

角か

く

大た

い

略
り
や
く

の

目

的

も

く

て

き

を

遂と

げ

て

歸き

國こ

く

し

た

。
此こ

の

擧き

よ

た

る

當た

う

初し

よ

に

於お

い

て

は

尠
す
く
な

か

ら

ず

世

人

せ

じ

ん

の

嘲て

う

笑せ

う

も

買か

つ

た

が

僅き

ん

々〱

二

百
ひ
や
く

四

噸と

ん

の

小せ

う

船せ

ん

を

以も

つ

て

海か

い

路ろ

三

萬ま

ん

哩
マ
イ
ル

の

大だ

い

航か

う

海か

い

を

遂と

げ

、
船ふ

ね

と

し

て

達た

つ

し

得う

べ

き

最

南

さ

い

な

ん

の

地

點

ち

て

ん

ま

で

達た

つ

し

、
氷

ひ
や
う

海か

い

の

航か

う

海か

い

に

於お

い

て

少
す
く
な

か

ら

ざ

る

經

驗

け

い

け

ん

を

得え

て

歸か

へ

つ

て

來き

た

と

云い

ふ

こ

と

は

日に

本ほ

ん

航か

う

海か

い

史し

上
じ
や
う

に

特と

く

筆し

つ

大た

い

書し

よ

す

べ

き

事こ

と

で

あ

る

と

共と

も

に

陸り

く

上
じ
や
う

に

於お

い

て

は

鯨

灣

ホ
エ
ー
ル
ベ
ー

と

、
エ

ド

ワ

ー

ド

七

世せ

い

州し

う

と

の

兩
り
や
う

所し

よ

よ

り

上
じ
や
う

陸り

く

し

能あ

た

ふ

べ

き

丈だ

け

の

探

檢

た

ん

け

ん

を

遂と

げ

歸か

へ

つ

て

來き

た

と

云い

ふ

事こ

と

は

我

國

わ

が

く

に

の

歴

史

れ

き

し

に

於お

い

て

は

嘗か

つ

て

無な

か

つ

た

極
き
よ
く

地ち

探た

ん

檢け

ん

な

る

事こ

と

を

爲な

し

得え

た

も

の

で

誠
ま
こ
と

に

喜
よ
ろ
こ

ば

な

く

て

は

な

ら

な

い

事こ

と

で

あ

る

。

殊こ

と

に

此こ

の

遠

征

ゑ

ん

せ

い

た

る

一

人に

ん

の

生せ

い

命め

い

を

も

損そ

ん

せ

ず 

tasaka
ノート
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無ぶ

事じ

此こ

處ゝ

に

歸き

着
ち
や
く

し

得え

た

と

云い

ふ

事こ

と

は

實じ

つ

に

人に

ん

間げ

ん

の

體た

い

力り

き

と

精せ

い

神し

ん

力
り
よ
く

と

の

偉ゐ

大だ

い

な

る

を

示し

め

す

も

の

で

、
事こ

と

の

茲こ

ゝ

に

到い

た

り

し

に

つ

い

て

は

誠
ま
こ
と

に

此こ

の

事じ

業げ

ふ

に

同ど

う

情
じ
や
う

し

呉く

れ

し
日に

本ほ

ん

全ぜ

ん

國こ

く

民み

ん

に

向む

か

つ

て

感か

ん

謝し

や

せ

ね

ば

な

ら

ぬ

次し

第だ

い

で

あ

る

』
と

演の

べ

少
す
く
な

な

ら

ず

群ぐ

ん

衆し

う

を

感か

ん

動ど

う

せ

し

め

た

。
之こ

れ

に

續つ

ゞ

い

て

三み

宅あ

け

雪せ

つ

嶺れ

い

、
田た

中な

か

舎し

や

身し

ん

、
村む

ら

上か

み

濁た

く

浪ら

う

、
佐

々

木

さ

ゝ

き

照

山

せ

う

ざ

ん

、
粟も

み

山や

ま

博
ひ
ろ
し

諸し

よ

氏し

の

演

説

え

ん

ぜ

つ

あ

り

、
最

後

さ

い

ご

に

白し

ら

瀬せ

隊た

い

長
ち
や
う

、
野

村

の

む

ら

船

長

せ
ん
ち
や
う

等と

う

の

答

辭

と

う

じ

が

あ

つ

た

。
斯か

く

て

大

隈

お

ほ

く

ま

伯は

く

の

發

聲

は

つ

せ

い

で

天

皇

て

ん

の

う

陛

下

へ

い

か

の

萬ば

ん

歳ざ

い

を

三

唱
し
や
う

し

數す

萬ま

ん

の

群ぐ

ん

衆し

う

は

之こ

れ

に

和わ

し

歡
く
わ
ん

呼こ

聲せ

い

裡り

に

式し

き

を

閉と

ぢ

た

。 

そ

れ

よ

り

隊た

い

長
ち
や
う

、
船せ

ん

長
ち
や
う

等ら

は

隊

員

た

い

ゐ

ん

船

員

せ

ん

ゐ

ん

一

同ど

う

を

率ひ

き

ゐ

て

、
二

重ぢ

う

橋ば

し

外
ぐ
わ
い

に

至い

た

り

整せ

い

列れ

つ

し

て

最

敬

禮

さ

い

け

い

れ

い

を

行
お
こ
な

ふ

た

。 

隊た

い

長
ち
や
う

は

此こ

の

時と

き

恭
う
や
〱

し

く

奉ほ

う

告と

う

文ぶ

ん

を

朗ら

う

讀ど

く

し

た

。
時と

き

正ま

さ

に

午

後

ご

ゝ

五

時じ

半は

ん

で

あ

つ

た

が

、
此こ

の

時と

き

一

方は

う

で

は

粟

山

も

み

や

ま

丁て

い

末び

倶く

樂ら

部ぶ

幹

事

か

ん

じ

の

斡

旋

あ

つ

せ

ん

で

提
ち
や
う

灯ち

ん

行
ぎ
や
う

列れ

つ

が

催
も
よ
ほ

さ

れ

た

。

集
あ
つ
ま

る

も

の

は

早

稲

田

わ

せ

だ

大だ

い

學が

く

、
中ち

う

央わ

う

大だ

い

學が

く

、
法は

ふ

政せ

い

大だ

い

學が

く

、
明め

い

治ぢ

大だ

い

學が

く

、
早

稲

田

わ

せ

だ

中ち

う

學が

く

其そ

の

他た

の

五

六

校か

う

で

午

後

ご

ゝ

六

時じ

よ

り

續ぞ

く

々〱

日ひ

比ゞ

谷や

公こ

う

園ゑ

ん

に

集
あ
つ
ま

り

、
準

備

じ

ゅ

ん

び

せ

し

五

千せ

ん

五

百

個

ひ

や

く

こ

の

赤

提

灯

あ
か
ち
や
う
ち
ん

は

日ひ

比ゞ

谷や

公こ

う

園ゑ

ん

の

空そ

ら

に

映え

い

じ

て

美う
つ
く

し

く

、

其そ

れ

に

從し
た
が

ふ

も

の

は

無

慮

む

り

よ

一

萬ま

ん

餘よ

人に

ん

、

探た

ん

檢け

ん

隊た

い

歡く
わ
ん

迎げ

い

の 

tasaka
ノート
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歌う

た

を

謠う

た

つ

て

練ね

り

出だ

し

た

。
向む

か

ふ

所
と
こ
ろ

は

二

重ぢ

う

橋ば

し

外
ぐ
わ
い

の

大お

ほ

廣ひ

ろ

場ば

で

あ

る

、
同ど

う

所し

よ

に

着
ち
や
く

す

る

や

學が

く

生せ

い

群ぐ

ん

衆し

う

は

恭
う
や
〱

し

く

其

所

そ

こ

に

整せ

い

列れ

つ

し

て

提
ち
や
う

灯ち

ん

指さ

し

揚あ

げ

謹
つ
ゝ
し

ん

で

天

皇

て

ん

の

う

陛

下

へ

い

か

、
皇

后

く

わ

う

ご

陛

下

へ

い

か

の

萬ば

ん

歳ざ

い

を

三

唱
し
や
う

し

奉
た
て
ま
つ

つ

た

。

其

聲

そ

の

こ

ゑ

雲く

も

の

上う

へ

に

も

達た

つ

せ

し

に

や

、

今い

ま

ま

で

點て

ん

じ

あ

ら

ざ

り

し

二

重ぢ

う

橋ば

し

外
ぐ
わ
い

の

大だ

い

ア

ー

ク

燈

點

と

う

て

ん

せ

ら

れ

忽
た
ち
ま

ち

秋し

う

夜や

の

名

月

め
い
ぐ
わ
つ

の

如ご

と

く

照て

り

輝
か
ゞ
や

い

た

。
一

同ど

う

は

深ふ

か

く

大

御

心

お

ほ

み

ご

ゝ

ろ

に

感か

ん

涙る

ゐ

を

流な

が

し

つ

ゝ

最さ

い

敬け

い

禮れ

い

の

後の

ち

、
順

路

じ

ゅ

ん

ろ

鍛か

治ぢ

橋ば

し

疊
た
ゝ
み

町
ち
や
う

新し

ん

道だ

う

路ろ

を

經へ

て

京
き
や
う

橋ば

し

電で

ん

車し

や

通ど

ほ

り

を

進す

ゝ

み

行ゆ

く

。
折

柄

を

り

か

ら

降ふ

り

出い

だ

せ

し

雨あ

め

は

探

檢

た

ん

け

ん

歌か

を

謠う

た

ひ

つ

ゝ

進す

ゝ

む

此こ

の

一

行か

う

を

少
す
く
な

か

ら

す

惱な

や

ま

し

た

が

、
そ

れ

に

も

屈く

つ

せ

ず

、
提

灯

ち
や
う
ち
ん

差さ

し

揚あ

げ

雨あ

め

を

衝つ

い

て

進

行

し

ん

か

う

す

る

光

景

く
わ
う
け
い

は

最
も
つ
と

も

勇
い
さ
ま

し

き

も

の

が

あ

つ

た

。

行

列

ぎ
や
う
れ
つ

は

軈や

が

て

日

本

に

ほ

ん

橋ば

し

、

今い

ま

川が

は

橋ば

し

を

通と

ほ

り

須

田

町

す

だ

ち

や

う

、

廣

瀬

ひ

ろ

せ

中

佐

ち

う

さ

銅

像

ど

う

ぞ

う

の

前ま

へ

ま

で

來き

た

が

此

處

こ

ゝ

に

て

一

同ど

う

勇い

さ

ま

し

く

萬ば

ん

歳ざ

い

を

唱と

な

へ

て

解

散

か

い

さ

ん

し

た

。 

翌よ

く

廿

一

日に

ち

は

、

白

瀬

し

ら

せ

隊

長

た
い
ち
や
う

、

野

村

の

む

ら

船

長

せ
ん
ち
や
う

等ら

隊

員

た

い

ゐ

ん

、

船せ

ん

員ゐ

ん

一

同ど

う

と

共と

も

に

大

隈

お

ほ

く

ま

邸て

い

を

訪と

ふ

て

無ぶ

事じ

歸き

朝て

う

報ほ

う

告こ

く

の

式し

き

を

擧あ

げ

た

。
三

宅

み

あ

け

、
田

中

た

な

か

、
村

上

む

ら

か

み

、
佐

々

木

さ

ゝ

き

等と

う

の

諸

幹

事

し

よ

か

ん

じ

も

參さ

ん

集し

ふ

し

た

。
此こ

の

時と

き

伯

爵

は
く
し
や
く

は

既

往

滿

き

わ

う

ま

ん

二

年

間

ね

ん

か

ん

に

於お

け

る

非

常

ひ

じ

や

う

な

る

苦く

辛し

ん

は

昨

日

き

の

ふ

の

國こ

く

民み

ん

的て

き

大だ

い

歡
く
わ
ん

迎げ

い

に

因よ

つ

て

報む

く

ひ

ら

れ

た

る

感か

ん

が

あ

る

。

國こ

く

民み

ん

も

此こ

の

事じ

業げ

ふ

に

よ

つ

て

、

探

檢

た

ん

け

ん

の

眞し

ん

価か

を 

tasaka
ノート
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了
り
や
う

解か

い

す

る

に

至い

た

り

し

は

喜
よ
ろ
こ

ば

し

き

こ

と

な

り

、
只た

ゞ

今こ

ん

後ご

に

望の

ぞ

む

處
と
こ
ろ

は

更さ

ら

に

奮

勵

ふ

ん

れ

い

努

力

ど

り

き

し

て

有い

う

終
し
ゆ
う

の

美び

を

濟な

す

に

努つ

と

む

べ

き

で

あ

る

と

述の

べ

、
田た

中な

か

舎し

や

身し

ん

氏し

は

人に

ん

間げ

ん

は

逆
ぎ
や
く

境
き
や
う

の

時と

き

は

過く

わ

失し

つ

少
す
く
な

く

し

て

順
じ
ゆ
ん

境
き
や
う

の

際さ

い

は

反か

へ

つ

て

過く

わ

失し

つ

多お

ほ

し

、
今

日

こ

ん

に

ち

の

盛

名

せ

い

め

い

が

持

續

じ

ぞ

く

す

る

や

否い

な

や

は

諸

君

し

よ

く

ん

が

今

後

こ

ん

ご

順

境

じ
ゆ
ん
き
や
う

に

處し

よ

す

る

心
こ
ゝ
ろ

掛が

け

の

如

何

い

か

ん

に

よ

つ

て

決け

つ

す

、
深ふ

か

く

身み

を

慎
つ
ゝ
し

み

て

名な

を

汚け

が

す

勿な

か

れ

と

訓

戒

く

ん

か

い

し

た

。

白

瀬

し

ら

せ

隊

長

た
い
ち
や
う

は

誓ち

か

つ

て

伯

爵

は
く
し
や
く

閣

下

か

く

か

と

田

中

た

な

か

幹か

ん

事じ

等ら

の

訓

戒

く

ん

か

い

に

背そ

む

か

ざ

る

べ

き

由よ

し

を

述の

べ

て

答

辭

と

う

じ

と

し

た

。

此こ

の

時と

き

伯

爵

は
く
し
や
く

夫

人

ふ

じ

ん

は

此

席

こ

の

せ

き

に

入い

り

來き

た

ら

れ

た

。

す

る

と

隊

長

た
い
ち
や
う

等ら

は

出
し
ゆ
つ

發ぱ

つ

の

際さ

い

賜た

ま

は

り

し

御

守

お

ま

も

り

及お

よ

び

チ

ョ

ッ

キ

等と

う

に

就つ

き

て

深し

ん

謝し

や

せ

し

に

、
夫

人

ふ

じ

ん

も

喜
よ
ろ
こ

び

の

顏が

ん

色
し
よ
く

を

以も

つ

て

一

同ど

う

に

對た

い

せ

ら

れ

、
之こ

れ

よ

り

各か

く

神し

ん

佛ぶ

つ

に

御

禮

詣

お

れ

い

ま

ゐ

り

に

往ゆ

く

つ

も

り

で

す

と

語か

た

ら

れ

た

。

此

席

こ

の

せ

き

へ

は

樺か

ら

太ふ

と

ア

イ

ヌ

花は

な

守も

り

新し

ん

吉き

ち

山や

ま

邊べ

安や

す

之の

助す

け

等ら

も

列れ

つ

し

て

居ゐ

た

が

、
花は

な

守も

り

は

大お

ほ

き

な

る

手て

に

南な

ん

極
き
よ
く

鷹た

か

の

片か

た

羽は

ね

を

新

聞

紙

し

ん

ぶ

ん

し

に

包つ

ゝ

み

た

る

を

持も

ち

之こ

れ

は

自

分

じ

ぶ

ん

が

極

地

き

よ

く

ち

に

て

得え

た

る

も

の

な

れ

ば

と

て

恭
う
や
〱

し

く

伯

爵

は
く
し
や
く

夫ふ

人じ

ん

に

贈そ

う

呈て

い

し

た

。

夫

人

ふ

じ

ん

は

限か

ぎ

り

な

く

此こ

の

無む

邪じ

や

氣け

な

る

贈

物

お
く
り
も
の

を

喜
よ
ろ
こ

ん

で

受

納

じ

ゆ

の

う

せ

ら

れ

た

。
軈や

が

て

庭

内

て

い

な

い

に

於お

い

て

記

念

き

ね

ん

撮

影

後

さ

つ

え

い

ご

伯

爵

は
く
し
や
く

の

萬ば

ん

歳ざ

い

を

唱と

な

へ

て

散

會

さ
ん
く
わ
い

し

た

。 

tasaka
ノート
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第
七
章 

最
初
の
探
檢 

 
 

抑
そ
も
そ

も

南な

ん

極
き
よ
く

探た

ん

檢け

ん

の

事じ

業げ

ふ

が

普
あ
ま
ね

く

社し

や

會
く
わ
い

に

紹せ

う

介
く
わ
い

さ

れ

た

の

は

、

實じ

つ

に

明め

い

治ぢ

四

十
三

年ね

ん

七

月
ぐ
わ
つ

五

日か

錦き

ん

輝き

館
く
わ
ん

に

於お

い

て

發は

つ

表ぺ

う

演え

ん

説ぜ

つ

會
く
わ
い

を

開ひ

ら

い

た

時と

き

に

淵え

ん

源げ

ん

す

る

の

で

あ

る

。

其そ

の

詳

細

し
や
う
さ
い

は

卷け

ん

末ま

つ

に

附ふ

し

た

南な

ん

極
き
よ
く

探た

ん

檢け

ん

後こ

う

援え

ん

會
く
わ
い

の

經
き
ょ
う

過か

に

述の

べ

て

あ

る

か

ら

、
茲こ

ゝ

に

は

略
り
や
く

す

が

兎と

に

角か

く

、
此こ

ん

前

古

ぜ

ん

こ

未

曾

有

み

そ

う

の

事じ

業げ

ふ

は

白

瀬

し

ら

せ

中

尉

ち

ゆ

う

い

が

再

三

さ

い

さ

ん

の

懇

請

こ

ん

せ

い

に

因よ

り

、
同ど

う

事じ

業げ

ふ

の

爲た

め
錦き

ん

輝き

館
く
わ
ん

に
於お

い

て
發は

つ

表ぺ

う

演え

ん

説ぜ

つ

會
く
わ
い

を
開ひ

ら

き
、
田
中

た

な

か

弘
之

ひ

ろ

ゆ

き

、
佐
々
木
安

さ

ゝ

き

や

す

五
郎ら

う

、

櫻
さ
く
ら

井ゐ

熊く

ま

太た

郎ら

う

、

押お

し

川か

は

方は

う

義ぎ

、
三み

宅や

け

雄ゆ

う

二じ

郎ら

う

、
の

五

氏し

は

後こ

う

援え

ん

會
く
わ
い

幹

事

か

ん

じ

に

村

上

俊

藏

む
ら
か
み
し
ゆ
ん
ざ
う

氏し

は

同

専

任

ど

う

せ

ん

に

ん

幹

事

か

ん

じ

に

任に

ん

じ

、
大

隈

お

お

く

ま

伯

爵

は
く
し
や
く

は

、
南な

ん

極
き
よ
く

探た

ん

檢け

ん

後こ

う

援え

ん

會
く
わ
い

長
ち
や
う

の

位

置

ゐ

ち

に

就つ

き

白し

ら

瀬せ

矗
ち
よ
く

氏し

探た

ん

檢け

ん

隊た

い

長
ち
や
う

に

任に

ん

じ

、
始は

じ

め

ら

れ

た

の

で

あ

る

。
其そ

れ

よ

り

後の

ち

、
滿ま

ん

天

下

て

ん

か

幾

多

い

く

た

新

聞

社

し

ん

ぶ

ん

し

や

の

同

情

ど
う
じ
や
う

、
朝

日

あ

さ

ひ

新

聞

し

ん

ぶ

ん

社し

や

の

募ぼ

金

上

き
ん
じ
や
う

に

於お

け

る

盡

力

じ
ん
り
よ
く

等と

う

に

依よ

り

て

急

速

力

き
う
そ
く
り
よ
く

を

以も

つ

て

發は

つ

達た

つ

し

た

の

で

あ

る

。

最

初

用

さ

い

し

よ

よ

う

船せ

ん

問

題

も

ん

だ

い

に

就つ

き

て

幾

多

い

く

た

の

苦

心

く

し

ん

を

甞な

む

る

も

得う

る

所
と
こ
ろ

な

か

り

し

が

竟つ

ひ

に

郡

司

ぐ

ん

じ

大

尉

た

い

ゐ

よ

り

第だ

い

二

報ほ

う

効か

う

丸ま

る

を

買

入

か

ひ

い

れ

（

東と

う

郷が

う

大た

い

將し
や
う

之こ

れ

に

開か

い

南

丸

な

ん

ま

る

と

命め

い

名〱

す

） 

tasaka
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之こ

れ

を

用も

ち

ゆ

る

事こ

と

と

爲な

り

、
十

一

月
ぐ
わ
つ

末ば

つ

を

以も

つ

て

出

發

し
ゆ
つ
ぱ
つ

し

得う

る

ま

で

の

運は

こ

び

に

至い

た

つ

た

の

で

あ

る

。 
之こ

れ

よ

り

前さ

き

、
探

檢

隊

た

ん

け

ん

た

い

の

支

部

し

ぶ

を

深ふ

か

川が

は

區く

熊く

ま

井ゐ

町
ち
や
う

に

設ま

う

け

、
白

瀬

し

ら

せ

中

尉

ち

う

ゐ

は

此

處

こ

ゝ

に

あ

り

て

、
隊

員

た

い

ゐ

ん

の

募

集

ぼ

し

ふ

携

帶

品

け

い

た

い

ひ

ん

の

買

入

か

ひ

い

れ

等と

う

に

從
じ
ゆ
う

事じ

し

て

居ゐ

た

が

、
之こ

れ

が

狭

隘

け

ふ

あ

い

を

感か

ん

じ

た

の

で

、

更さ

ら

に

芝

區

し

ば

く

な

る

芝

浦

し

ば

う

ら

埋

立

地

う

め

た

て

ち

に

移う

つ

つ

て

盛さ

か

ん

に

出

發

し
ゆ
つ
ぱ
つ

準

備

じ

ゆ

ん

び

を

急い

そ

い

で

居ゐ

た

。

用

船

よ

う

せ

ん

の

修

繕

し

う

ぜ

ん

工

事

こ

う

じ

も

濟す

ん

で

愈い

よ

々〱

出
し
ゆ
つ

發ぱ

つ

の

期き

日じ

つ

も

決け

つ

定て

い

し

た

が

、
其そ

の

決

定

け

つ

て

い

し

た

出

發

し
ゆ
つ
ぱ
つ

期

日

き

じ

つ

は

十

一

月
ぐ
わ
つ

二

十

八

日に

ち

で

あ

る

。 

十

一

月
ぐ
わ
つ

二

十

六

日に

ち

正

午

し

や

う

ご

よ

り

後こ

う

援え

ん

會
く
わ
い

長
ち
や
う

大

隈

お

ほ

く

ま

伯は

く

の

厚

意

こ

う

い

に

因よ

り

早

稲

田

わ

せ

だ

の

伯は

く

邸て

い

に

於お

い

て

、

南な

ん

極
き
よ
く

探た

ん

檢け

ん

隊た

い

員ゐ

ん

一

同ど

う

の

告こ

く

別べ

つ

式し

き

が

行
お
こ
な

は

れ

た

。

白

瀬

し

ら

せ

中

尉

ち

う

ゐ

以

下

い

か

之こ

れ

に

赴
お
も
む

い

た

。

式し

き

場
ぢ
や
う

は

庭て

い

園ゑ

ん

に

面め

ん

せ

し

日に

本ほ

ん

室し

つ

の

大お

ほ

廣ひ

ま

間ま

、
玄げ

ん

關
く
わ
ん

前ま

へ

で

告こ

く

別べ

つ

記き

念ね

ん

の

撮さ

つ

影え

い

を

終を

は

る

と

直す

ぐ

に

式し

き

は

開か

い

始し

さ

れ

た

。
隊た

い

長
ち
や
う

は

陸り

く

軍ぐ

ん

中ち

う

尉ゐ

の

制せ

い

服ふ

く

で

あ

る

が

他た

の

隊た

い

員ゐ

ん

は

新
あ
た
ら

し

い
制せ

い

服ふ

く

制せ

い

帽ぼ

う

で

あ

る

。

二

人に

ん

の

ア

イ

ヌ

人じ

ん

が

偉ゐ

大だ

い

な

る

體た

い

格か

く

だ

け

に

一

番ば

ん

目め

立だ

つ

て

立り

つ

派ぱ

に

見み

え

る

。
一

同ど

う

の

席せ

き

が

定さ

だ

ま

る

と

、
大お

ほ

隈く

ま

伯は

く

は

令れ

い

夫ふ

人じ

ん

綾あ

や

子こ

女ぢ

よ

史し

を

隊た

い

員ゐ

ん

に

紹せ

う

介か

い

さ

れ

た

。

夫ふ

人じ

ん

は

鬼を

に

と

も

取と

り

組く

み

兼か

ね

ま

じ

き

面つ

ら

構が

ま

へ

の

連れ

ん

中ぢ

う

に

向む

か

つ

て

溫お

ん

情
じ
や
う

籠こ

も

る 

tasaka
ノート
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送そ

う

別べ

つ

の

辭じ

を

述の

べ

て

後の

ち

、
豫か

ね

て

用よ

う

意い

せ

し

三

崎さ

き

稲い

な

荷り

の

守
ま
も
り

札ふ

だ

を

縫ぬ

い

込こ

み

た

る

眞ま

綿わ

た

の

チ

ョ

ッ

キ

を

渡わ

た

さ

れ

た

。
伯は

く

爵
し
や
く

は

續つ

ゞ

い

て

松ま

つ

木き

男だ

ん

爵
し
や
く

よ

り

特と

く

に

依い

賴ら

い

し

來き

た

り

し

伊い

勢せ

太だ

い

神じ

ん

宮ぐ

う

の

神し

ん

御ぎ

よ

衣い

の

守
ま
も
り

札ふ

だ

を

一

同ど

う

に

手て

渡わ

た

さ

れ

た

。
今こ

ん

度ど

は

夫ふ

人じ

ん

が

ス

ル

〱

と

各か

く

隊た

い

員ゐ

ん

の

前ま

へ

に

進す

ゝ

み

朱し

ゆ

塗ぬ

り

の

木も

く

杯は

い

に

滿ま

ん

々〱

と

酌
し
や
く

を

さ

れ

た

。
流

石

さ

す

が

頑
ぐ
わ
ん

健け

ん

無む

類る

ゐ

な

隊た

い

員ゐ

ん

も

、
伯は

く

爵
し
や
く

夫ふ

人じ

ん

自
み
づ
か

ら

の

厚あ

つ

き

待た

い

遇ぐ

う

に

感か

ん

激げ

き

し

た

が

、
鐵て

つ

の

如ご

と

き

手て

に

支さ

ゝ

へ

持も

つ

其そ

の

木も

く

杯は

い

が

ブ

ル

〱

と

震ふ

る

ふ

た

。
中な

か

に

も

二

人に

ん

の

ア

イ

ヌ

人じ

ん

は

生う

ま

れ

て

始は

じ

め

て

祖そ

國こ

く

の

貴き

婦ふ

人じ

ん

に

接せ

つ

し

て

、
而し

か

も

手て

づ

か

ら

の

酌
し
や
く

に

驚
お
ど
ろ

き

恐お

そ

れ

て

、
さ

ら

ぬ

だ

に

大お

ほ

き

い

兩
り
や
う

眼が

ん

を

キ

ョ

ロ

〱

さ

せ

て

居ゐ

た

が

、

感か

ん

極き

は

ま

つ

て

か

ハ

ラ

〱

と

落ら

く

涙る

ゐ

し

た

。

此こ

の

ア

イ

ヌ

の

感か

ん

涙る

ゐ

を

見み

た

る

滿ま

ん

堂だ

う

何い

づ

れ

も

引ひ

き

入い

れ

ら

れ

て

か

、
密ひ

そ

か

に

ハ

ン

ケ

チ

を

取と

り

出だ

す

人ひ

と

も

あ

つ

た

。
殊こ

と

に

血け

つ

氣き

盛さ

か

り

の

丁て

い

未び

倶く

樂ら

部ぶ

學が

く

生せ

い

諸し

よ

士し

は

悲ひ

壯さ

う

の

光
く
わ
う

景け

い

に

胸む

ね

迫せ

ま

つ

て

顏か

ほ

を

背そ

む

け

て

居ゐ

た

。
斯か

く

て

伯は

く

爵
し
や
く

は

一

同ど

う

へ

向む

か

つ

て

一

場
ぢ
や
う

の

訓く

ん

示じ

的て

き

告こ

く

別べ

つ

の

辭じ

を

餞せ

ん

し

白し

ら

瀬せ

隊た

い

長
ち
や
う

答と

う

辭じ

を

述の

べ

、
萬ま

ん

歳ざ

い

聲せ

い

裡り

に

式し

き

を

了を

は

つ

た

。
之こ

れ

よ

り

日ひ

比ゞ

谷や

公こ

う

園ゑ

ん

に

催
も
よ
う

さ

る

ゝ

送そ

う

別べ

つ

式し

き

が

あ

る

の

で

、
一

行か

う

は

名

殘

な

ご

り

惜を

し

く

も

、

直
た
ゞ
ち

に

伯は

く

邸て

い

を

辭じ

し

去さ

つ

た

。 

tasaka
ノート
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同ど

う

日じ

つ

午ご

後ゞ

三

時じ

、
日ひ

比ゞ

谷や

公こ

う

園ゑ

ん

音お

ん

樂が

く

堂だ

う

前ま

へ

式し

き

場
ぢ
や
う

に

於お

い

て

、
熱ね

つ

烈れ

つ

な

る

國こ

く

民み

ん

的て

き

送さ

う

別べ

つ

會
く
わ
い

は

催
も
よ
ほ

さ

れ

た

。
大お

ほ

隈く

ま

伯は

く

爵
し
や
く

邸て

い

を

辭じ

し

た

る

一

行か

う

は

、
此

處

こ

ゝ

へ

直
ち
よ
く

行か

う

し

た

の

だ

。
見み

渡わ

た

す

所
と
こ
ろ

音お

ん

樂が

く

堂だ

う

の

前ま

へ

に

は

南

面

な

ん

め

ん

し

て

式し

き

場
ぢ
や
う

が

設ま

う

け

ら

れ

、
靑せ

い

々〱

た

る

杉す

ぎ

葉は

、
紅

白

こ

う

は

く

の

慢ま

ん

幕ま

く

が

小

春

日

和

こ

は

る

び

よ

り

の

柔や

わ

ら

か

な

日

光

に
つ
く
わ
う

に

輝て

り

榮は

え

て

、
見み

る

か

ら

に

平へ

い

和わ

な

此こ

の

式し

き

場
ぢ
や
う

も

、
愈い

よ

々〱

三

時じ

の

開か

い

會
く
わ
い

と

共と

も

に

悲ひ

壯さ

う

の

凄せ

い

氣き

に

滿み

た

さ

れ

た

。
隊

員

た

い

ゐ

ん

は

白

瀬

し

ら

せ

中

尉

ち

う

ゐ

を

前ま

へ

に

し

て

廿

七

名め

い

、

ズ

ラ

リ

と

式し

き

場
ぢ
や
う

の

正
し
や
う

面め

ん

に

腰こ

し

を

下を

ろ

す

、

待ま

ち

焦こ

が

れ

た

群ぐ

ん

集し

ふ

は

一

時じ

に

『

萬ば

ん

歳ざ

い

！

』

と

動ど

搖よ

め

き

渡わ

た

る

。

後
う
し
ろ

の

方は

う

か

ら

は
『

ヤ

ー

素す

敵て

き

だ

、
豪え

ら

い

ぞ

ッ

』
と

一

行か

う

の

新
あ
た
ら

し

い

制せ

い

服ふ

く

制せ

い

帽ぼ

う

姿
す
が
た

を

祝い

は

ふ

蠻ば

ん

聲せ

い

も

響ひ

ゞ

く

。
一

同ど

う

の

席せ

き

が

定さ

だ

ま

る

と

佐さ

々ゝ

木き

照せ

う

山ざ

ん

君く

ん

の

巨き

よ

軀く

が

壇だ

ん

上
じ
や
う

に

現
あ
ら
は

れ

、
例れ

い

の

蠻ば

ん

聲せ

い

一

番ば

ん

『

諸し

よ

君く

ん

！

一

行か

う

が

此

度

こ

の

た

び

出
し
ゆ
つ

發ぱ

つ

せ

ん

と

す

る

廿

八

日に

ち

は

恰
あ
だ
か

も

マ

ゼ

ラ

ン

が

太

平

洋

た

い

へ

い

や

う

を

横

斷

わ

う

だ

ん

し

た

首か

ど

途で

の

日ひ

で

あ

る

。

此こ

の

目

出

度

め

で

た

い

日ひ

に

吾わ

が

白

瀬

し

ら

せ

中ち

う

尉ゐ

以

下

い

か

の

壯さ

う

擧き

よ

を

送を

く

る

の

は

實じ

つ

に

幸さ

い

先さ

き

が

好よ

い

で

は

な

い

か

』

と

吼ほ

ゆ

る

が

如ご

と

き

開か

い

會
く
わ
い

の

辭じ

を

了を

は

れ

ば

今こ

ん

度ど

は

、
五

分

間

ふ

ん

か

ん

の

飛

入

と

び

い

り

演

説

え

ん

ぜ

つ

を

許ゆ

る

し

た

處
と
こ
ろ

、
忽

た
ち
ま

ち

登

壇

と

う

だ

ん

し

た

の

は

早

大

さ

う

だ

い

の

稲い

ね

田だ

直ち
よ
く

道だ

う

日に

本ほ

ん

力り

き

行か

う

會く
わ
い

の

南

波

な

ん

ば

秀ひ

で

雄を

等と

う

の

靑せ

い

年ね

ん

諸し

よ

士し

で 

tasaka
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何い

づ

れ

も

熱

烈

悲

壯

ね

つ

れ

つ

ひ

そ

う

の

氣き

を

吐は

い

た

。
之こ

れ

が

終を

は

る

と

、
次つ

ぎ

は

小を

川が

は

運う

ん

平ぺ

い

、
田た

中な

か

舎し

や

身し

ん

の

二

君く

ん

が

萬ば

ん

丈
じ
や
う

の

氣き

焰え

ん

を

吐は

い

て

此こ

の

行か

う

を

壯
さ
か
ん

に

す

る

、
其そ

の

次つ

ぎ

に

一

風ぷ

う

變か

は

つ

た

人じ

ん

物ぶ

つ

が

現あ

ら

は

れ

た

と

思お

も

ふ

と

、
之こ

れ

は

魚う

を

河が

岸し

に

今い

ま

一

心し

ん

太た

助す

け

と

謳う

た

は

る

ゝ

名め

い

物ぶ

つ

男
を
と
こ

、
坪つ

ぼ

野の

房ふ

さ

次じ

郎ら

う

と

云い

ふ

江

戸

え

ど

ッ

兒こ

で

あ

る

。

今い

ま

一

心し

ん

太た

助す

け

は

五

つ

紋も

ん

の

袖そ

で

を

捲ま

く

り

〱

小こ

氣き

味み

好よ

い

江え

戸ど

ッ

兒こ

式し

き

の

氣き

焰え

ん

を

吐は

い

て

壇だ

ん

を

下く

だ

つ

た

。
夫そ

れ

か

ら

幾い

く

人に

ん

か

の

演え

ん

説ぜ

つ

あ

つ

て

後の

ち

、
午

後

ご

ゞ

四

時じ

三

宅や

け

博は

か

士せ

は

會
く
わ
い

長
ち
や
う

大

隈

お

ほ

く

ま

伯は

く

の

代だ

い

理り

と

し

て

南

極

な
ん
き
よ
く

に

埋

沒

ま

い

ぼ

つ

し

て

歸か

へ

る

べ

き

銅

箱

ど

う

ば

こ

と

、
極

き
よ
く

地ち

の

天て

ん

に

翻
ひ
る
が
へ

す

べ

き

日

章

旗

に

つ

し

や

う

き

と

探

檢

旗

た

ん

け

ん

き

と

を

白

瀬

し

ら

せ

隊

長

た
い
ち
や
う

に

渡わ

た

す

。

銅

箱

ど

う

ば

こ

は

一

尺
し
や
く

五

寸す

ん

に

八

寸す

ん

位
く
ら
ゐ

の

堅

固

け

ん

ご

な

も

の

で

、
中な

か

に

は

義ぎ

金き

ん

者し

や

の

姓

名

せ

い

め

い

を

記き

入に

ふ

し

た

物も

の

を

入い

れ

て

あ

る

の

だ

。
二

旒り

う

の

大

旗

お

ほ

は

た

が

群

集

ぐ

ん

し

ふ

に

向む

か

つ

て

バ

ッ

と

廣ひ

ろ

げ

ら

る

ゝ

と

萬

歳

ば

ん

ざ

い

々

々
〱

と

、

さ

ら

ぬ

だ

に

熱

狂

ね
つ
き
や
う

し

た

人ひ

と

々〲

は

喚
く
わ
ん

呼こ

狂
き
や
う

奔ほ

ん

す

る

。
伯

爵

は
く
し
や
く

の

告こ

く

別べ

つ

の

辭じ

は

、
櫻

さ
く
ら

井ゐ

熊く

ま

太た

郎ら

う

氏し

が

讀よ

み

上あ

げ

た

。
白

瀬

し

ら

せ

中

尉

ち

う

ゐ

は

答

辭

た

う

じ

を

讀よ

ん

だ

。
隊

員

た

い

ゐ

ん

も

群

集

ぐ

ん

し

ふ

も

來ら

い

賓ひ

ん

も

一

種し

ゆ

悲ひ

壯さ

う

の

感

慨

か

ん

が

い

に

打う

た

れ

て

謹き

ん

聽
ち
よ
う

し

た

。
夕せ

き

陽や

う

の

光ゑ

か

り

は

物

凄

も

の

す

ご

く

此こ

の

光
く
わ
う

景け

い

を

斜
な
ゝ
め

に

射い

て

、
熱ね

つ

し

た

る

人

々

ひ

と

〲

の

顏か

ほ

に

は

送を

く

る

者も

の

に

も

送を

く

ら

る

ゝ

者も

の

に

も

一

種し

ゆ

の

相あ

ひ

關
く
わ
ん

聯れ

ん

し

た

る

感

情

か
ん
じ
や
う

が

脈
み
や
く

々〱

と

相あ

ひ

通か

よ

つ

て 

tasaka
ノート
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居ゐ

る

様や

う

に

思お

も

は

れ

た

。
越こ

ゑ

て

二

十

八

日に

ち

午ご

前ぜ

ん

七

時じ

隊た

い

員ゐ

ん

一

同ど

う

は

凛

然

り

ん

ぜ

ん

と

し

て

歩ほ

武ぶ

粛
し
ゆ
く

々〱

、
白し

ら

瀬せ

隊た

い

長
ち
や
う

に

率ひ

き

ゐ

ら

れ

て

丸ま

る

の

内う

ち

二

重
ぢ
ゆ
う

橋ば

し

前ま

へ

に

伺し

候こ

う

し

た

。
先ま

づ

整せ

い

列れ

つ

し

て

恭
う
や
〱

し

く

最

敬

禮

さ

い

け

い

れ

い

を

終を

は

る

と

、

隊

長

た
い
ち
や
う

白

瀬

し

ら

せ

中

尉

ち

う

ゐ

は

列れ

つ

を

離は

な

れ

て

三

歩ほ

を

進す

ゝ

み

、

奉

告

ほ

う

こ

く

文ぶ

ん

を

捧さ

ゝ

げ

て

朗

讀

ら

う

ど

く

し

た

。 

臣し

ん

白し

ら

瀬せ

矗
ち
よ
く

誠せ

い

恐
く
わ
う

誠せ

い

惶
く
わ
う

頓と

ん

首し

ゆ

百

拜ぱ

い

し

て

今き

ん

上
じ
や
う

陛へ

い

下か

の

闕け

つ

下か

に

伏ふ

く

奏そ

う

し

奉
た
て
ま
つ

る

臣し

ん

矗
ち
よ
く

茲こ

ゝ

に

今

日

こ

ん

に

ち

を

期き

し

南な

ん

極
き
よ
く

探た

ん

檢け

ん

の

途と

に

就つ

か

ん

と

し

今い

ま

や

一

行か

う

の

部

下

ぶ

か

を

率ひ

き

ゐ

て 

今き

ん

上
じ
や
う

陛へ

い

下か

の

闕け

つ

下か

を

辭じ

す

る

に

當あ

た

り

一

は

以も

つ

て

鴻こ

う

大だ

い

無む

邊へ

ん

な

る

聖せ

い

恩お

ん

を

謹き

ん

謝し

や

し

奉
た
て
ま
つ

り

一

は

以も

つ

て

臣し

ん

等ら

一

行か

う

の

素

志

そ

し

を

貫

徹

く
わ
ん
て
つ

せ

ん

事こ

と

を

誓ち

か

ひ

奉
た
て
ま
つ

ら

ん

と

す 

今

上

き
ん
じ
や
う

陛

下

へ

い

か

克よ

く

臣し

ん

等ら

の

微び

衷ち

う

を

嘉か

納の

う

し

給た

ま

は

ら

ん

事こ

と

を

誠せ

い

恐
き
よ
う

誠せ

い

惶
く
わ
う

頓と

ん

首し

ゆ

百

拜ぱ

い

し

て

白ま

を

す 

豫

備

陸

軍

輜

重

兵

中

尉

從

七

位

勲

六

等 

白 

瀬 

矗 

言げ

ん

々〲

句

々

く

ゝ

悲ひ

愴さ

う

を

極き

わ

め

た

。
や

が

て

白

瀬

し

ら

せ

中

尉

ち

う

ゐ

が

奉

告

ほ

う

こ

く

文ぶ

ん

を

す

ら

〱

と

捲ま

い

て

懐
ふ
と
こ
ろ

に

納を

さ

め

た

時と

き

一

同ど

う

は

二

度ど

三

度ど

宮

城

き
う
じ
や
う

を

伏ふ

し

拜を

が

み

て

底て

い

徊
く
わ
い

去さ

り

難が

た

き

狀さ

ま

健け

な

氣げ

に

も

轉う

た

た

涙
な
み
だ

を

催
も
よ
ほ

さ

し

む

る

も

の

が

あ

つ

た

。 

tasaka
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同

日

ど

う

じ

つ

午

後

ご

ゞ

一

時じ

か

ら

後

援

會

こ
う
え
ん
く
わ
い

其そ

の

他た

有

志

い

う

し

主

催

し

ゆ

さ

い

の

送そ

う

別

式

べ

つ

し

き

は

芝

浦

し

ば

う

ら

埋

立

地

う

め

た

て

ち

に

開ひ

ら

か

れ

た

。
式

場

し
き
ぢ
や
う

の

入

口

い

り

く

ち

な

る

芝し

ば

橋ゞ

し

に

は

、
紅

白

こ

う

は

く

の

布ぬ

の

を

以も

つ

て

包つ

ゝ

め

る

大

門

ア

ー

チ

を

作つ

く

り

鉤

玄

闡

幽

く
わ
う
げ
ん
せ
ん
ゆ
う

の

額が

く

を

掲か

ゝ

げ

兩
り
や
う

方は

う

の

柱
は
し
ら

に

は

、
推す

い

倒た

う

一

世せ

い

之の

智ち

勇ゆ

う

。
開か

い

拓た

く

萬ば

ん

古こ

之

心し

ん

胸
き
や
う

と

大

書

た

い

し

よ

し

、
場

ぢ
や
う

は

大

天

幕

だ

い

て

ん

ま

く

を

張は

つ

て

人ひ

と

を

入い

れ

、
其そ

の

前ま

へ

に

高

壇

か

う

だ

ん

を

設ま

う

け

て

、
隊た

い

員ゐ

ん

來ら

い

賓ひ

ん

新

聞

し

ん

ぶ

ん

記

者

き

し

や

等と

う

の

席せ

き

に

充あ

て

數し

う

百

旒り

う

の

萬

國

ば

ん

こ

く

々〱

旗き

は

潮

風

し

ほ

か

ぜ

に

翻
ひ
る
が
へ

り

、
沖

合

お

き

あ

ひ

遙は

る

か

に

日

章

旗

に

つ

し

や

う

き

と

探

檢

た

ん

け

ん

隊

旗

た

い

き

と

を

掲か

ゝ

げ

た

る

白し

ろ

塗ぬ

り

の

開か

い

南

丸

な

ん

ま

る

は

待ま

ち

遠ど

ほ

し

さ

う

に

浮う

か

ん

で

居ゐ

る

。
や

が

て

午

後

ご

ゞ

一

時じ

半は

ん

、
専せ

ん

任に

ん

幹か

ん

事じ

村む

ら

上か

み

濁だ

く

浪ら

う

氏し

幹か

ん

事じ

一

同ど

う

を

代

表

だ

い

へ

う

し

て

開か

い

會
く
わ
い

の

辭じ

を

述の

べ

、
各

新

聞

社

か

く

し

ん

ぶ

ん

し

や

を

初は

じ

め

國こ

く

民み

ん

の

熱

誠

ね

つ

せ

い

な

る

同ど

う

情
じ
や
う

を

謝し

や

し

、
東

京

藥

學

と
う
き
や
う
や
く
が
く

校

長

か
う
ち
や
う

は

、
同

校

ど

う

か

う

出

身

し
ゆ
つ
し
ん

の

三み

井ゐ

所し

よ

氏し

に

送そ

う

別べ

つ

の

辭じ

を

呈て

い

し

、
其そ

の

他た

早

稲

田

わ

せ

だ

、

明

治

め

い

ぢ

、
中ち

う

央あ

う

商
し
よ
う

業げ

ふ

の

代

表

者

だ

い

へ

う

し

や

等と

う

、

皆み

な

熱ね

つ

心し

ん

に

一

行か

う

を

勵は

げ

ま

し

、
大お

ほ

隈く

ま

伯は

く

は

拍

手

は

く

し

ゆ

の

中う

ち

に

立た

つ

て

、
此こ

の

有い

う

史し

以い

來ら

い

の

大

遠

征

だ

い

ゑ

ん

せ

い

は

先せ

ん

人じ

ん

未み

發は

つ

の

秘ひ

密み

つ

を

露あ

ば

く

も

の

な

る

が

、
宜よ

ろ

し

く

空く

う

砲ほ

う

で

な

く

實

彈

じ

つ

だ

ん

を

發は

つ

射し

や

す

べ

し

と

快

辧

く
わ
い
べ
ん

を

揮ふ

る

ひ

、
又ま

た

前ぜ

ん

南な

ん

禪ぜ

ん

寺じ

派は

管
ん
わ
ん

長
ち
や
う

勝か

つ

峯み

ね

大だ

い

徹て

つ

和お

尙
し
よ
う

は

八

十

三

歳さ

い

の

老ら

う

軀く

を

運は

こ

ん

で

一

行か

う

が

船

中

せ

ん

ち

う

の

安

全

あ

ん

ぜ

ん

を

祈い

の

る
爲た

め
、
大
般
若
經
轉
讀

だ
い
は
ん
に
や
き
や
う
て
ん
ど
く

の
お
守

ま
も
り

を
授さ

づ

け
、
次つ

ぎ

に
白
瀬

し

ら

せ

隊
長

た
い
ち
や
う

は
吾わ

れ

等ら

一
行か

う

は
天て

ん

神し
ん

地
祗

ち

ぎ

の
冥
護

め

い

ご

に
依よ

り
、 

tasaka
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四

十

五

年ね

ん

の

六

月
ぐ
わ
つ

か

七

月
ぐ
わ
つ

に

は

間ま

違
ち
が
ひ

な

く

此こ

の

品ひ

な

川が

は

灣わ

ん

に

歸き

帆は

ん

し

得う

べ

し

と

信し

ん

ず

と

述の

べ

、

後の

ち

に

佐さ

々ゝ

木き

照せ

う

山ざ

し

氏し

は

白

瀬

し

ら

せ

中

尉

ち

う

ゐ

一

行か

う

が

血

判

け

つ

ぱ

ん

の

誓

書

せ

い

し

よ

を

示し

め

し

、

諸

君

し

よ

く

ん

是こ

れ

を

見み

よ

〱

と

絶ぜ

つ

叫き

う

し

て

悲

壯

ひ

さ

う

な

る

一

場
ぢ
や
う

の

演

説

え

ん

ぜ

つ

を

し

た

。 

其そ

の

他た

福

本

ふ

く

も

と

日

南

に

ち

な

ん

、
嘉か

悦え

つ

孝た

か

子こ

女ぢ

よ

史し

等ら

演

壇

え

ん

だ

ん

に

立た

ち

、

終
を
は
り

に

大お

ほ

隈く

ま

伯は

く

の

音お

ん

頭ど

で 

陛へ

い

下か

の

萬ば

ん

歳ざ

い

を

三

唱
し
や
う

し

、
三み

宅や

け

博は

か

士せ

に

依よ

つ

て

南な

ん

極
き
よ
く

探

檢

隊

た

ん

け

ん

た

い

の

萬ば

ん

歳ざ

い

は

唱と

な

へ

ら

れ

、
之こ

れ

に

て

閉へ

い

會
く
わ
い

と

な

つ

た

。
式し

き

場
ぢ
や
う

に

は

白し

ら

瀬せ

中ち

う

尉ゐ

夫ふ

人じ

ん

安や

す

子こ

、
長

ち
や
う

女ぢ

よ

文ふ

み

子こ

列れ

つ

席せ

き

し

、
尙な

ほ
大お

ほ

木き

伯は

く

、
伊い

澤ざ

は

修し

う

二じ

、
頭と

う

山や

ま

滿
み
つ
る

の

諸し

よ

氏し

を

初は

じ

め

、
野の

村む

ら

船せ

ん

長
ち
や
う

の

紹せ

う

介か

い

者し

や

な

る

秀ひ

で

島し

ま

海か

い

軍ぐ

ん

大た

い

佐さ

矢や

島じ

ま

船せ

ん

長
ち
や
う

等ら

も

來ら

い

會
く
わ
い

し

て

居ゐ

た

。 

送そ

う

別べ

つ

の

式し

き

が

終を

は

る

と

、
隊た

い

長
ち
や
う

白し

ら

瀬せ

中ち

う

尉ゐ

以

下

い

か

二

十

七

名め

い

の

一

行か

う

は

、
大お

ほ

隈く

ま

伯は

く

爵
し
や
く

を

中ち

う

央わ

う

に

擁え

う

し

、
後

援

會

こ
う
え
ん
く
わ
い

幹

事

か

ん

じ

諸し

よ

士し

に

圍か

こ

ま

れ

、
南な

ん

極
き
よ
く

星せ

い

を

染そ

め

出だ

し

た

る

小こ

旗ば

た

を

打う

ち

振ふ

る

數す

う

萬ま

ん

の

學が

く

生せ

い

團だ

ん

に

取と

り

卷ま

か

れ

て

乘
じ
よ
う

船せ

ん

場ば

た

る

ロ

セ

ッ

タ

棧さ

ん

橋ば

し

の

附ふ

近き

ん

へ

來く

る

と

、
此

處

こ

ゝ

に

は

一

行か

う

を

本

船

ほ

ん

せ

ん

へ

送を

く

る

べ

き

大お

ほ

傳て

ん

馬ま

船せ

ん

を

始は

じ

め

、
其そ

の

他た

二

十

餘よ

隻せ

き

の

各か

く

團だ

ん

體た

い

の

見み

送
を
く
り

船せ

ん

が

居ゐ

て

、
國こ

く

旗き

彩さ

い

旗き

美
う
つ
く

し

く

飾か

ざ

り

立た

て

、
中ち

う

尉ゐ

の

乘
じ
や
う

船せ

ん

に

は

福ふ

く

寶ほ

う

堂だ

う

寄き

附ふ

の

樂が

く

隊た

い

樂が

く

手し

ゆ

を

早は

や

め

て

頻し

き

り

に

行か

う

を

壯さ
か
ん

に

し

た

。

軈や

が

て

一

行か

う

は

岸

頭

が

ん

と

う

に

整せ

い

列れ

つ

し

て 

tasaka
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茲こ

ゝ

に

見み

送
を
く
り

者し

や

に

對た

い

し

て

最さ

い

後ご

の

訣け

つ

別べ

つ

の

挨あ

い

拶さ

つ

を

述の

べ

、
傳て

ん

馬ま

船せ

ん

へ

と

乘の

り

移う

つ

つ

た

、
と

見み

た

船せ

ん

夫ぷ

は

直す

ぐ

に

繋
つ
な
ぎ

綱つ

な

を

解と

く

と

、
傳て

ん

馬ま

船せ

ん

は

ス

ル

〱

と

岸き

し

を

離は

な

れ

た

。
樂

隊

が

く

た

い

の

奏そ

う

樂が

く

水す

ゐ

上
じ
や
う

に

起お

こ

れ

ば

、
天て

ん

上
じ
や
う

に

は

數す

う

發は

つ

の

烟え

ん

火か

打う

ち

揚あ

げ

ら

れ

、
其そ

の

隙す

き

に

陸り

ん

岸が

ん

數す

う

萬ま

ん

の

見み

送
を
く
り

人に

ん

が

、
一

齊さ

い

に

旗は

た

を

振ふ

つ

て

、
フ

レ

〱

白し

ら

瀬せ

！

を

絶ぜ

つ

叫き

う

す

る

、
捧さ

ゝ

ぐ

る

帽ぼ

う

子し

、
打う

ち

振ふ

る

旗は

た

數す

う

、

群ぐ

ん

集し

ふ

監か

く

督と

く

の

警け

い

部ぶ

は

正ま

さ

に

五

萬ま

ん

人に

ん

以い

上
じ
や
う

だ

と

語か

た

つ

た

の

に

見み

て

も

其そ

の

盛せ

い

况
き
や
う

以も

つ

て

知し

る

べ

し

で

あ

ら

う

。
此こ

の

間
あ
ひ
だ

白し

ら

瀬せ

隊た

い

長
ち
や
う

は

一

齊さ

い

に

唱と

な

ふ

る

萬ば

ん

歳ざ

い

の

聲こ

ゑ

す

る

方か

た

に

脱だ

つ

帽ぼ

う

の
答た

う

禮れ

い

を

な

し

、

最さ

い

後ご

の

挨あ

い

拶さ

つ

に

忙
い
そ
が

し

い

。

傳て

ん

馬ま

船せ

ん

は

次し

第だ

い

に

岸き

し

か

ら

沖お

き

へ

出で

や

う

と

す

る

、

そ

こ

へ

競
あ
ら
そ

ふ

て

端

艇

ボ

ー

ト

で

艚こ

ぎ

寄よ

せ

來く

る

大だ

い

學が

く

生せ

い

等ら

は

、
中ち

う

尉ゐ

を

圍か

こ

ん

で

記き

念ね

ん

の

筆ひ

つ

蹟せ

き

を

乞こ

ふ

、

中ち

う

尉ゐ

は

乞こ

は

れ

て

一

々

書か

き

與あ

た

へ

る

其そ

の

文も

ん

字じ

は

何い

づ

れ

も

己お

の

が

決け

つ

心し

ん

を

示し

め

す

者も

の

な

ら

ぬ

は

な

い

。
曰い

は

く

堅け

ん

忍に

ん

不ふ

抜ば

つ

、
曰い

は

く

百

折せ

つ

不ふ

撓と

う

、
曰い

は

く

千

挫ざ

不ふ

屈く

つ

、
曰い

は

く

開か

い

南な

ん

萬ば

ん

里り

、

曰い

は

く

何な

に

、
曰い

は

く

何な

に

、
か

く

て

暮ぼ

色
し
よ
く

何い

時つ

し

か

海か

い

上
じ
や
う

を

包つ

ゝ

ん

で

、
四

顧こ

暗あ

ん

憺た

ん

た

る

光
く
わ
う

景け

い

と

な

つ

た

。 

之こ

れ

よ

り

前さ

き

、
開か

い

南な

ん

丸ま

る

は

芝し

ば

浦う

ら

埋う

め

立た

て

地ち

を

距さ

る

數す

う

町
ち
や
う

の

沖お

き

合あ

ひ

に

繋つ

な

が

れ

て

居ゐ

た

が

、
潮

う
し
ほ

の

關く
わ
ん

係け

い

上じ
や
う

長な

が

く

留と

ゞ

ま

る

事こ

と

が

出で

事き

な

い

の

で

、

午

後

ご

ゞ

四

時じ

半は

ん

頃ご

ろ

、

臺だ

い

場ば

外ぐ
わ
い

へ

出で

て 

tasaka
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往い

つ

て

、
そ

こ

へ

碇て

い

泊は

く

し

た

。
一

行か

う

を

乘の

せ

た

傳て

ん

馬ま

船せ

ん

は

之こ

れ

を

目め

が

け

て

來く

る

の

だ

が

、

何な

に

分ぶ

ん

荷に

積つ

み

の

都つ

合が

ふ

も

二

十

八

日に

ち

中ち

う

に

は

充
じ
ゆ
う

分ぶ

ん

運は

こ

ば

な

か

つ

た

の

で

、
已や

む

な

く

、
此こ

の

日ひ

の

出
し
ゆ
つ

發ぱ

つ

は

中ち

う

止し

し

廿

九

日に

ち

に

出
し
ゆ
つ

帆ぱ

ん

す

る

事こ

と

と

し

た

。 

翌あ

く

れ

ば

、

十

一

月
ぐ
わ
つ

二

十

九

日に

ち

。

此こ

の

日ひ

一

天て

ん

晴ぱ

れ

渡わ

た

り

誰た

れ

言い

ふ

と

な

く

『

探た

ん

檢け

ん

日び

和よ

り

』

と

叫さ

け

ば

れ

た

。
白し

ら

瀬せ

中ち

う

尉ゐ

を

始は

じ

め

後こ

う

援え

ん

會
く
わ
い

幹か

ん

事じ

新し

ん

聞ぶ

ん

記き

者し

や

其そ

の

他た

隊た

い

員ゐ

ん

の

近き

ん

親し

ん

、
有い

う

志し

見み

送
お
く
り

人に

ん

等ら

を

乘の

せ

た

艀は

し

艇け

は

、
午ご

前ぜ

ん

十

一

時じ

ロ

セ

ッ

タ

の

棧さ

ん

橋ば

し

側そ

ば

か

ら

纜ら

ん

を

解と

い

て

本ほ

ん

船せ

ん

に

向む

か

つ

た

。
岸き

し

を

離
は
な
れ

る

と

、
萬ば

ん

歳ざ

い

の

聲こ

ゑ

を

陸り

く

上
じ
や
う

と

船せ

ん

中ち

う

か

ら

迭か

た

み

に

交か

は

し

つ

ゝ

、
波な

み

を

蹶け

つ

て

一

哩
マ
イ
ル

餘よ

の

沖

合

お

き

あ

ひ

に

假か

泊は

く

せ

る

開か

い

南

丸

な

ん

ま

る

の

舷げ

ん

側そ

く

に

達た

つ

し

、
爰こ

ゝ

で

も

一

頻し

き

り

萬ば

ん

歳ざ

い

を

絶ぜ

つ

叫き

う

し

つ

ゝ

本ほ

ん

船せ

ん

に

乘の

り

移う

つ

り

、

少

時

し

ば

し

の

程ほ

ど

は

見み

送お

く

る

者も

の

も

見み

送お

く

ら

る

ゝ

者も

の

も

盡つ

き

ぬ

名な

殘ご

り

を

惜お

し

ん

だ

が

一

行か

う

の

意い

氣き

は

天て

ん

を

も

衝つ

か

ん

ば

か

り

で

、
希き

望ぼ

う

の

色い

ろ

は

其そ

の

面め

ん

上
じ
や
う

に

輝
か
ゞ
や

き

渡わ

た

つ

た

。
斯か

く

て

出
し
ゆ
つ

發ぱ

つ

の

時じ

刻こ

く

も

迫せ

ま

り

、
正

し
や
う

午ご

と

な

る

や

見み

送
お
く
り

人に

ん

の

一

部ぶ

は

再
ふ
た
ゝ

び

元も

と

の

艀は

し

艇け

に

乘の

り

移う

つ

り

綿

々

め

ん

〱

と

し

て

盡つ

き

ざ

る

名な

殘ご

り

の

情
じ
や
う

を

包つ

ゝ

み

つ

本

船

ほ

ん

せ

ん

を

去さ

る

。
開か

い

南

丸

な

ん

ま

る

後こ

う

部ぶ

の

錨べ

う

鎖さ

は

忽
た
ち
ま

ち

に

し

て

數す

う

人に

ん

の

船せ

ん

員ゐ

ん

に

依よ

つ

て

キ

リ

〱

と

捲ま

き

揚あ

げ

ら

れ

、
午ご

後ゞ

零れ

い

時じ

二

十

分ぷ

ん

開か

い

南

丸

な

ん

ま

る

は

黑こ

く

烟ゑ

ん

を

揚あ

げ

て

徐お
も
む

ろ

に

動う

ご

き

初は

じ

め

、

艀は

し

艇け

と

本ほ

ん

船せ

ん

と

は 

tasaka
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刻こ

く

々〱

に

遠と

ほ

ざ

か

つ

た

。
船せ

ん

名め

い

を

示し

め

せ

る

萬こ

く

國し

ん

信が

う

號き

旗

エ

ル

エ

フ

ピ

ー

エ

ム

、

南
み
な
み

十ぢ

う

字じ

星せ

い

を

描
ゑ
が
き

出い

だ

せ

る

探た

ん

檢け

ん

隊た

い

旗き

及お

よ

び

船せ

ん

籍せ

き

の

儀ぎ

表へ

う

た

る

爛ら

ん

々〱

た

る

日に

つ

章
し
や
う

旗き

は

開か

い

南

丸

な

ん

ま

る

の

檣
し
よ
う

頭と

う

高た

か

く

飜
ひ
る
が

へ

る

。 

此こ

の

時と

き

水す

ゐ

上
じ
や
う

署し

よ

の

八や

重ゑ

洲す

丸ま

る

か

ら

、
貴き

艦か

ん

の

成せ

い

功こ

う

を

祈い

の

る

と

別わ

か

れ

の

信

號

し

ん

が

う

を

し

て

呉く

れ

た

の

で

、
開か

い

南

丸

な

ん

ま

る

は

好こ

う

意い

を

謝し

や

す

る

信し

ん

號が

う

を

返か

へ

し

、
斯か

く

て

羽は

ね

田だ

沖お

き

に

差さ

し

蒐か

ゝ

る

や

、
第だ

い

五

辰た

つ

丸ま

る

に

遭そ

う

遇ぐ

う

し

、

謹
つ
ゝ
し
ん

で

成

功

せ

い

こ

う

を

祈い

の

る

と

の

信し

ん

號が

う

を

受う

け

た

の

で

、
之こ

れ

に

も

好こ

う

意い

を

謝し

や

す

と

答こ

た

へ

つ

つ

船ふ

ね

は

進す

ゝ

ん

で

横よ

こ

濱は

ま

港こ

う

外
ぐ
わ
い

に

達た

つ

し

た

。
間ま

も

な

く

同ど

う

港か

う

を

出
し
ゆ
つ

帆ぱ

ん

し

た

の

は

午ご

後ゞ

五

時じ

頃ご

ろ

で

あ

つ

た

。
船ふ

ね

が

横よ

こ

濱は

ま

港こ

う

外
ぐ
わ
い

に

出で

る

と

、
其そ

處こ

に

碇て

い

泊は

く

し

て

居ゐ

た

巨き

よ

艦か

ん

が

あ

る

。
そ

れ

は

軍ぐ

ん

艦か

ん

津つ

輕が

る

で

あ

る

。
我わ

が

船ふ

ね

が

其そ

の

舷

側

げ

ん

そ

く

を

通つ

う

過く

わ

す

る

や

。
一

聲せ

い

の

喇ら

つ

叭ぱ

は

劉り

う

亮
り
よ
う

と

し

て

響ひ

ゞ

い

た

。
そ

れ

と

共と

も

に

艦か

ん

員ゐ

ん

全ぜ

ん

部ぶ

は

舷げ

ん

上
じ
や
う

に

整せ

い

列れ

つ

し

、
我わ

が

船ふ

ね

に

向む

か

つ

て

萬ば

ん

歳ざ

い

を

三

呼こ

し

た

。
我わ

が

船ふ

ね

で

は

隊

長

た
い
ち
や
う

白

瀬

し

ら

せ

中

尉

ち

う

ゐ

が

出で

て

之こ

れ

に

答た

う

禮れ

い

し

、
且か

つ

一

同ど

う

萬ば

ん

歳ざ

い

！

を

絶ぜ

つ

叫き

う

し

た

。
夫そ

れ

か

ら

本ほ

ん

牧も

く

沖お

き

を

通つ

う

過く

わ

す

る

と

、
横よ

こ

濱は

ま

英え

い

國こ

く

領
り
や
う

事じ

館
く
わ
ん

員ゐ

ん

は

本

船

ほ

ん

せ

ん

の

前ぜ

ん

途と

を

祝
し
ゆ
く

せ

ん

と

小こ

蒸
じ
や
う

滊き

を

疾

走

し

つ

さ

う

し

來き

た

つ

た

の

で

、
速そ

く

力
り
よ
く

を

緩ゆ

る

め

て

館
く
わ
ん

員ゐ

ん

を

迎む

か

へ

、
其そ

の

祝
し
ゆ
く

詞し

を

受う

け

、

斯か

く

て

靜し

づ

か

な

る

鏡か
ゞ
み

の

如ご

と

き

海う

み

を

南

東

な

ん

と

う

を

指さ

し

て

進す

ゝ

ん

だ

が

、 
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夕せ

き

陽ゆ

う

正ま

さ

に

沒ぼ

つ

せ

ん

と

す

る

際さ

い

、
遙

は
る
か

に

西に

し

の

空そ

ら

に

當あ

た

つ

て

神か

う

々〲

し

き

富

士

ふ

じ

の

姿
す
が
た

が

見み

ら

れ

た

。

一

同ど

う

は

之こ

れ

を

見み

て

喜
よ
ろ
こ

び

、

富

士

ふ

じ

は

是こ

れ

本

邦

ほ

ん

ぱ

う

秀し

う

麗れ

い

の

氣き

の

化く

わ

し

て

山や

ま

と

爲な

り

し

物も

の

、

我わ

れ

等ら

が

前ぜ

ん

途と

を

祝
し
ゆ
く

福ふ

く

す

る

の

佳か

瑞ず

ゐ

な

り

と

勇い

さ

み

立た

つ

た

。
萬ば

ん

歳ざ

い

！

の

聲こ

ゑ

は

又ま

た

も

海か

い

波は

を

搖う

ご

か

し

て

起お

こ

る

。 

斯か

く

て

機き

關
く
わ
ん

の

音お

と

滑
な
め
ら

か

に

砥と

の

如ご

と

き

海か

い

上
じ
や
う

を

進す

ゝ

ん

で

往ゆ

く

と

數す

う

時じ

間か

ん

の

後の

ち

無ぶ

事じ

館

山

灣

た

て

や

ま

わ

ん

に

到

着

た
う
ち
や
く

し

た

。

時と

き

正ま

さ

に

夜よ

十

一

時じ

三

十

五

分ふ

ん

で

あ

る

。 

此こ

の

地ち

は

遠

征

ゑ

ん

せ

い

勇ゆ

う

士し

と

見み

送
お
く
り

人に

ん

と

の

告こ

く

別べ

つ

の

場ば

所し

よ

で

あ

る

。
眺な

が

む

れ

ば

鏡
か
ゞ
み

ヶ

浦う

ら

波な

み

靜
し
ず
か

に

し

て

、
星せ

い

斗と

の

影か

げ

を

宿や

ど

し

風か

ぜ

肅せ

う

々〱

と

し

て

別べ

つ

離り

の

情
じ
や
う

切せ

つ

な

り

、
今い

ま

別わ

か

れ

て

は

何い

づ

れ

の

時と

き

に

か

又ま

た

相あ

ひ

見み

ん

、

誠
ま
こ
と

に

生せ

い

別べ

つ

死し

別べ

つ

を

兼か

ぬ

る

の

思お

も

ひ

が

あ

る

。
『

願
ね
が
は

く

は

健け

ん

康か

う

に

し

て

萬ば

ん

里り

の

遠

征

ゑ

ん

せ

い

を

遂と

げ

よ

』
『

一

意い

只た

ゞ

進す

ゝ

ん

で

目

的

も

く

て

き

を

貫
く
わ
ん

徹て

つ

せ

ら

れ

よ

』
一

語ご

は

一

語ご

よ

り

沈ち

ん

痛つ

う

で

あ

る

。
熱ね

つ

せ

る

手て

は

熱ね

つ

せ

る

手て

と

握に

ぎ

り

合あ

ひ

、
涙

な
ん
だ

は

落お

ち

て

兩
り
や
う

者し

や

の

頬ほ

う

を

傳つ

た

ふ

。
『

さ

ら

ば

』

と

ば

か

り

一

同ど

う

は

舷げ

ん

を

下く

だ

り

去さ

ら

ん

と

す

る

。

外
ぐ
わ
い

面め

ん

暗あ

ん

黑こ

く

、

咫し

尺せ

き

を

辧べ

ん

せ

ざ

る

の

有あ

り

様さ

ま

で

あ

る

。
隊た

い

長
ち
や
う

は

燭
し
よ
く

を

執と

つ

て

階

段

か

い

だ

ん

の

上う

へ

に

立た

つ

た

。
火く

わ

光
く
わ
う

は

ポ

ッ

ト

赤あ

か

く

照て

ら

し

て

兩
り
や
う

者し

や

の

頬ほ

う

を

染そ

め

た

。

仰あ

ほ

ぎ

見み

て

又ま

た

『

さ

ら

ば

！

』

。 
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兩
り
や
う

者し

や

は

漸
や
う
や

く

相あ

ひ

別わ

か

れ

た

。
此こ

の

時と

き

何な

に

者も

の

の

奏そ

う

し

け

ん

一

聲せ

い

裂れ

つ

帛ぱ

く

悲か

な

し

き

尺
し
や
く

八

の

音ね

は

起お

こ

つ

た

。
此こ

の

音お

ん

悲ひ

壯さ

う

萬ば

ん

里り

遠ゑ

ん

征せ

い

を

送お

く

る

の

人ひ

と

を

し

て

膓
は
ら
は
た

爲た

め

に

寸す

ん

斷だ

ん

せ

し

む

る

の

思お

も

ひ

が

あ

る

。
軈や

が

て

岸き

し

邊べ

に

達た

つ

せ

し

時と

き

紙し

片へ

ん

に

火ひ

を

點て

ん

じ

て

飛と

ば

す

も

の

が

あ

つ

た

。
其そ

の

狀
じ
や
う

花は

な

火び

の

揚あ

が

る

に

似に

て

、
暗あ

ん

中ち

う

に

一

道だ

う

の

光
く
わ
う

明め

う

を

示し

め

し

た

。
船せ

ん

中ち

う

の

者も

の

は

之こ

れ

を

見み

て

萬ば

ん

歳ざ

い

を

叫さ

け

ん

だ

。
見み

送
お
く
り

の

者も

の

又ま

た

岸き

し

に

あ

つ

て

萬ば

ん

歳ざ

い

を

連れ

ん

呼こ

し

た

。
其そ

の

聲こ

ゑ

海う

み

に

響ひ

ゞ

い

て

暫
し
ば
ら

く

は

鳴な

り

も

止や

ま

な

ん

だ

が

、

竟つ

ひ

に

鳥う

羽ば

玉た

ま

の

暗や

み

の

海う

み

に

消き

え

て

終し

ま

つ

た

。 

翌あ

く

れ

ば

三

十

日に

ち

午ご

前ぜ

ん

五

時じ

開か

い

南

丸

な

ん

ま

る

は

、
汽き

笛て

き

一

聲せ

い

館

山

灣

た

て

や

ま

わ

ん

を

解
く
わ
い

繿ら

ん

し

、
同ど

う

六

時じ

灣わ

ん

内な

い

大お

ほ

賀が

村む

ら

沖お

き

に

一

先ま

づ

投と

う

錨べ

う

の

上う

へ

、
貨く

わ

物も

つ

短

艇

ボ

ー

ト

等と

う

の

整せ

い

理り

に

着
ち
や
く

手し

ゆ

し

た

。
そ

れ

が

終し

う

了れ

う

す

る

と

直た

ゞ

ち

に

出
し
ゆ
つ

發ぱ

つ

の

豫よ

定て

い

で

あ

つ

た

が

、
天て

ん

候こ

う

頗
す
こ
ぶ

る

險

惡

け

ん

あ

く

の

狀
じ
や
う

を

呈て

い

し

た

の

で

、
遺い

憾か

ん

な

が

ら

も

午ご

後ゞ

三

時じ

十

二

分ふ

ん

、

再
ふ
た
ゝ

び

館

山

港

た

て

や

ま

か

う

に

引

返

ひ

き

か

へ

し

て

投

錨

と

う

べ

う

し

た

。 

處
と
こ
ろ

が

天て

ん

候こ

う

は

、
翌よ

く

一

日に

ち

に

至い

た

る

も

依い

然ぜ

ん

と

し

て

不ふ

良
り
や
う

で

北ほ

く

位ゐ

の

強
き
や
う

風ふ

う

吹ふ

き
荒す

さ

み
海か

い

上
じ
や
う

の

物も

の

凄す

ご

き

こ

と

云い

は

ん

方か

た

な

き

光あ

り

景さ

ま

、

併し

か

し

一

刻こ

く

を

争
あ
ら
さ

ふ

大た

い

切せ

つ

の

場ば

合あ

ひ

で

あ

る

か

ら

、

午ご

前ぜ

ん

七

時じ

二

十

分ぷ

ん

に

至い

た

り

、

野の

村む

ら

船せ

ん

長ち
や
う

の

英え

い

斷だ

ん

に

依よ

り

、

斷だ

ん

然ぜ

ん

出し
ゆ
つ

帆ぱ

ん

と

決け

つ

し

、 
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船せ

ん

首し

ゆ

を

數す

う

千せ

ん

哩
マ
イ
ル

を

距さ

る

新

西

蘭

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

ウ

エ

リ

ン

ト

ン

港か

う

の

方は

う

位ゐ

に

向む

け

て

抜ば

つ

錨べ

う

し

た

。
さ

て

出
し
ゆ
つ

帆ぱ

ん

後ご

は

以い

前ぜ

ん

に

增ま

し

た

る

強
き
や
う

風ふ

う

に

て

激げ

き

浪ら

う

數し

ば

次〲

甲か

ん

板ぱ

ん

を

洗あ

ら

ふ

。
普ふ

通つ

う

船せ

ん

な

ら

ば

斯か

か

る

天て

ん

候こ

う

に

は

出
し
ゆ
つ

帆ぱ

ん

を

見み

合あ

は

す

が

當た

う

然ぜ

ん

で

あ

る

が

、
我わ

が

開か

い

南

丸

な

ん

ま

る

は

遠ゑ

ん

征せ

い

當た

う

初し

よ

の

腕う

で

試だ

め

し

と

し

て

先ま

づ

冒ば

う

險け

ん

の

征せ

い

帆は

ん

を

張は

つ

た

の

で

あ

る

。 

之こ

れ

に

反は

ん

し

、
他た

の

船せ

ん

舶ぱ

く

は

一

時じ

航か

う

海か

い

を

中ち

う

止し

し

、
先さ

き

を

争
あ
ら
さ

う

て

館

山

た

て

や

ま

へ

入に

ふ

港か

う

避ひ

難な

ん

し

、

爲た

め

に

通つ

う

航か

う

の

船せ

ん

舶ぱ

く

一

隻せ

き

も

其そ

の

影か

げ

を

認み

と

め

な

い

。
や

が

て

沖お

き

合あ

ひ

に

乘の

り

出だ

す

と

、
激げ

き

浪ら

う

怒ど

濤と

う

の

爲た

め

我わ

が

開か

い

南

丸

な

ん

ま

る

の

船せ

ん

體た

い

は

傾け

い

斜し

や

十

五

六

度ど

を

示し

め

し

た

が

、

兎と

も

角か

く

滿ま

ん

帆ぱ

ん

に

風か

ぜ

を

孕は

ら

ま

せ

て

、
南

み
な
み

へ

〱

と

航か

う

走さ

う

し

た

。
午ご

後ゞ

六

時じ

前ぜ

ん

後ご

よ

り

海

風

か

い

ふ

う

は

、
一

時じ

收お

さ

ま

り

か

け

た

が

、

浪な

み

は

尙な

ほ

高た

か

く

し

て

、
豫よ

定て

い

の

針し

ん

路ろ

を

航か

う

走さ

う

す

る

こ

と

が

能で

き

な

か

つ

た

。
同ど

う

十

一

時じ

頃ご

ろ

に

至い

た

り

、
野の

島じ

ま

崎さ

き

燈と

う

臺だ

い

の

警け

い

火く

わ

を

左さ

舷げ

ん

正せ

い

横わ

う

約や

く

十

海か

い

里り

北ほ

く

東と

う

の

距き

よ

離り

を

望
の
ぞ
み

見み

て

漂へ

う

泊は

く

し

つ

ゝ

夜よ

を

明あ

か

し

た

。 

夜や

來ら

い

晴せ

い

雨う

計け

い

は

依い

然ぜ

ん

と

し

て

降か

う

下か

し

つ

ゝ

あ

つ

た

が

、
翌よ

く

二

日か

午ご

前ぜ

ん

四

時じ

頃ご

ろ

に

至い

た

り

、

西せ

い

北ほ

く

の

和わ

風ふ

う

が

吹ふ

き

初は

じ

め

た

の

で

、
目も

く

的て

き

の

針し

ん

路ろ

に

向む

か

つ

て

南な

ん

進し

ん

を

初は

じ

め

た

。
同ど

う

八

時じ

頃ご

ろ

に

は

再ふ
た
ゝ

び

降か

う

雨う

を

見み

、

船せ

ん

體た

い

は

高た

か

浪な

み

の

爲た

め

に

激は

げ

し

き

動

搖

ど

う

え

う

を

起お

こ

す

の 

tasaka
ノート
２６８頁　南極記冒險の征帆を張る 南へ南へ 十二月一日（暴風雨）帆走直航距離九海里 漂泊しつゝ夜を明かす
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で

船せ

ん

員

 

ゐ
ん

は

上
じ
や
う

甲か

つ

板ぱ

ん

に

在あ

る

燃ね

ん

料れ

う

石せ

き

炭た

ん

及お

よ

び

食
し
よ
く

糧れ

う

貨く

わ

物も

つ

の

取と

り

片か

た

付づ

け

に

多た

忙ば

う

を

極き

わ

め

た

。
同ど

う

十

一

時じ

頃ご

ろ

に

至い

た

り

、

西せ

い

方は

う

遠と

ほ

く

伊い

豆づ

の

大お

ほ

島し

ま

を

認み

と

め

た

。

隊た

い

員ゐ

ん

は

斯か

か

る

小せ

う

帆は

ん

船せ

ん

に

て

は

何な

ん

分ぷ

ん

初し

よ

航か

う

海か

い

の

事こ

と

と

て

、
大だ

い

多た

數す

う

船せ

ん

暈う

ん

に

惱な

や

み

、

食
し
よ
く

事じ

を

喫き

つ

す

る

こ

と

も

出

來

で

き

ぬ

様や

う

子す

な

の

で

船せ

ん

員ゐ

ん

等ら

は

多た

少せ

う

の

懸け

念ね

ん

の

無な

か

つ

た

譯わ

け

で

も

な

い

が

既す

で

に

箭や

は

弦げ

ん

上
じ
や
う

を

離は

な

れ

た

や

う

な

今こ

ん

日に

ち

の

場ば

合あ

ひ

、
一

刻こ

く

一

瞬
し
ゆ
ん

の

猶ゆ

う

豫よ

も

出で

來き

ず

、
氣

遣

き

づ

か

ひ

乍な

が

ら

も

極
き
よ
く

力
り
よ
く

南な

ん

進し

ん

を

急い

そ

い

だ

の

で

あ

る

。 

午ご

后ゞ

六

時じ

頃ご

ろ

よ

り

は

強
き
や
う

風ふ

う

全
ま
つ
た

く

西せ

い

位ゐ

に

轉て

ん

じ

て

吹ふ

き

出だ

し

た

爲た

め

、
航か

う

海か

い

は

極き

わ

め

て

愉ゆ

快
く
わ
い

と

な

つ

た

。 

翌よ

く

三

日か

、
八

丈
じ
や
う

島じ

ま

を

遙は

る

か

に

見み

て

、
針し

ん

路ろ

を

加か

減げ

ん

し

、
全ぜ

ん

帆は

ん

に

西せ

い

風ふ

う

を

受う

け

て

進し

ん

航か

う

し

た

。
隊た

い

船せ

ん

員ゐ

ん

の

大だ

い

部ぶ

分ぶ

ん

は

前ぜ

ん

日じ

つ

來ら

い

の

船せ

ん

暈う

ん

猶な

ほ

全
ま
つ
た

く

癒い

え

な

い

と

見み

え

て

、
終し

う

日じ

つ

食
し
よ
く

堂だ

う

は

寥れ

う

々〱

た

る

も

の

で

あ

つ

た

。 

夜や

來ら

い

の

海か

い

風ふ

う

漸
や
う
や

く

靜し

づ

ま

り

、

四

日か

の

空そ

ら

に

は

灰は

い

色い

ろ

の

曇ど

ん

雲う

ん

密み

つ

に

打う

ち

鎖と

ざ

し

て

居ゐ

た

が

、

風ふ

う

位ゐ

は

北ほ

く

西せ

い

で

あ

つ

た

爲た

め

、
航か

う

海か

い

に

は

最
も
つ
と

も

都つ

合が

ふ

が

好よ

か

つ

た

。
此こ

の

日ひ

の

朝て

う

餐さ

ん

に

は

船せ

ん

暈う

ん

者し

や

の

爲た

め

特と

く

に

粥か

ゆ

を

調て

う

理り

し

た

が

、

そ

の

粥か

ゆ

さ

へ

二

三

人に

ん

が

箸は

し

を

執と 

tasaka
ノート
２６９頁　最初の探検船暈に悩まさる 十二月二日（曇）帆走直航距離八十五海里 十二月三日（半晴半曇）帆走直航距離百十二海里 十二月四日（曇後晴）帆走直航距離八十二海里
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つ

た

ば

か

り

で

、
多お

ほ

く

は

猶な

ほ

食
し
よ
く

を

斷た

つ

て

居ゐ

た

。
午ひ

る

頃ご

ろ

か

ら

朝て

う

來ら

い

の

密み

つ

雲う

ん

漸
や
う
や

く

薄う

す

れ

、

程ほ

ど

な

く

日に

つ

光
く
わ
う

は

雲く

も

間ま

を

洩も

れ

、
全ぜ

ん

員ゐ

ん

を

し

て

勇ゆ

う

氣き

を

恢
く
わ
い

復ふ

く

せ

し

め

た

。
そ

こ

で

夕ゆ

う

餐め

じ

の

食
し
よ
く

卓た

く

は

航か

う

海か

い

後ご

初は

じ

め

て

の

珍ち

ん

味み

を

以も

つ

て

飾か

ざ

ら

れ

た

が

厨ち

う

夫ふ

の

心
こ
ゝ
ろ

盡づ

く

し

も

豫よ

想さ

う

ほ

ど

に

酬む

く

ゐ

ら

れ

な

か

つ

た

。 

前ぜ

ん

日じ

つ

午ご

后ゞ

に

續つ

ゞ

い

て

、
五

日か

の

朝あ

さ

は

快
く
わ
い

晴せ

い

で

、
加く

わ

ふ

る

に

南な

ん

進し

ん

に

都つ

合が

ふ

よ

き

風ふ

う

位ゐ

で

あ

つ

た

。
氣き

候こ

う

も

輕け

い

暖た

ん

を

覺お

ぼ

え

、
日に

つ

光
く
わ
う

も

吹ふ

く

風か

ぜ

も

、
人ひ

と

の

肌は

だ

に

快
こ
ゝ
ろ
よ

く

、
總そ

う

員ゐ

ん

は

珍め

づ

ら

し

く

も

甲か

ん

板ぱ

ん

に

集つ

ど

う

て

閑か

ん

談た

ん

を

交ま

ぢ

ふ

る

ほ

ど

の

元げ

ん

氣き

と

な

つ

た

。

併し

か

し

一

利り

一

害が

い

は

數す

う

の

免ま

ぬ

が

れ

ざ

る

所
と
こ
ろ

で

、
氣き

候こ

う

が

溫お

ん

暖だ

ん

に

な

る

に

從
し
た
が

ひ

、
艙そ

う

内な

い

か

ら

異い

臭し

う

の

瓦が

斯す

を
放は

う

散さ

ん

す

る

の

で

、

乘の

り

組く

み

員ゐ

ん

一

同ど

う

は

殊こ

と

に

衛ゑ

い

生せ

い

上
じ
や
う

に

注ち

う

意い

を

拂は

ら

ふ

こ

と

に

な

つ

た

。 

晩ば

ん

餐さ

ん

の

卓た

く

上
じ
や
う

で

は

、
漸

や
う
や

く

隊た

い

員ゐ

ん

の

食
し
よ
く

事じ

の

小こ

言ご

と

が

洩も

れ

出だ

し

て

、
炊す

ゐ

事じ

方か

た

を

困こ

ま

ら

せ

る

よ

う

に

な

つ

た

。

以も

つ

て

船せ

ん

暈う

ん

者し

や

の

胃ゐ

の

腑ふ

の

回
く
わ
い

復ふ

く

さ

れ

た

こ

と

が

知し

れ

る

。 

翌よ

く

六

日か

頃ご

ろ

よ

り

時と

き

々〲

驟

雨

ス

コ

ー

ル

が

襲し

う

來ら

い

す

る

や

う

に

な

つ

た

の

で

、
乘の

り

組く

み

員ゐ

ん

は

甲か

ん

板ぱ

ん

上
じ
や
う

に

裸ら

體た

い

の

ま

ゝ

飛と

び

出だ

し

、

奇き

抜ば

つ

な

る

驟

雨

ス

コ

ー

ル

浴よ

く

を

試こ
ゝ
ろ

み

、

又ま

た

慾よ

く

の

深ふ

か

い

連れ

ん

中ぢ

う

は

シ

ャ

ッ

を 

tasaka
ノート
２７０頁　南極記船艙の惡臭 十二月五日（晴）帆走直航距離八十一海里 奇抜なる驟雨浴を行ふ
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洗あ

ら

つ

た

り

、

犢ふ

鼻ん

褌ど

し

を

濯あ

ら

つ

た

り

し

て

嬉

々

き

ゝ

と

し

て

騷さ

わ

い

だ

。 

船ふ

ね

は

箭や

の

如ご

と

く

征せ

い

南な

ん

の

針し

ん

路ろ

を

取と

つ

て

、
七

日か

の

海か

い

上
じ
や
う

を

駛し

走さ

う

し

た

。
暑あ

つ

氣さ

は

日ひ

一

日に

ち

に

加く

は

は

り

、
乘の

り

組く

み

員ゐ

ん

の

多お

ほ

く

は

、
甲か

ん

板ぱ

ん

宿
し
ゆ
く

泊は

く

を

好こ

の

ん

で

試
こ
ゝ
ろ

み

る

や

う

に

な

つ

た
。
元

ぐ
わ
ん

來ら

い

甲か

ん

板ぱ

ん

宿
し
ゆ
く

泊は

く

は

直
ち
よ
く

接せ

つ

外
ぐ
わ
い

氣き

に

觸ふ

れ

る

の

で

あ

る

か

ら

、
非ひ

衛ゑ

い

生せ

い

的て

き

の

も

の

で

は

あ

る

が

、

暑し

よ

氣き

と

例れ

い

の

室し

つ

内な

い

の

惡あ

く

臭し

う

と

を

避さ

く

る

爲た

め

止や

む

を

得え

ず

實じ

つ

行か

う

す

る

こ

と

ゝ

な

つ

た

。

殊こ

と

に

北ほ

く

寒か

ん

の

地ち

に

育そ

だ

つ

た

樺か

ら

太ふ

と

犬い

ぬ

と

、
花は

な

守も

り

山や

ま

邊べ

の

兩
り
や
う

ア

イ

ヌ

は

暑あ

つ

さ

の

嚴
き
び
し

さ

を

他ひ

と

一

倍ば

い

感か

ん

じ

た

ら

し

い

。 

折を

り

し

も

八

日に

ち

午ご

後ゞ

一

時じ

頃ご

ろ

の

こ

と

鰹
か
つ
を

の

一

大だ

い

群ぐ

ん

が

隊た

い

伍ご

を

組く

ん

で

船せ

ん

首し

ゆ

に

出
し
ゆ
つ

現げ

ん

し

た

。
花は

な

守も

り

ア

イ

ヌ

は

習な

ら

ひ

覺お

ぼ

え

た

銛も

り

を

執と

つ

て

、

大
お
ほ
い

に

手し

ゆ

腕わ

ん

を

示し

め

さ

ん

も

の

と

之こ

れ

が

捕ほ

獲
く
わ
く

を

試
こ
ゝ
ろ

み

た

が

、
惜お

し

い

か

な

皆み

な

水み

づ

際ぎ

わ

を

離は

な

れ

る

と

同ど

う

時じ

に

銛も

り

か

ら

墜を

ち

て

、
一

尾び

も

手て

に

入い

ら

な

か

つ

た

。 

九

日に

ち

朝て

う

來ら

い

大た

い

空く

う

雲う

ん

影え

い

を

認み

と

め

ぬ

が

、
風ふ

う

位ゐ

南な

ん

方ぱ

う

に

轉て

ん

じ

た

の

で

、
針し

ん

路ろ

を

東
ひ
が
し

に

轉て

ん

じ

て

航か

う

海か

い

を

續つ

ゞ

け

た

。
風ふ

う

位ゐ

は

次し

第だ

い

に

南な

ん

進し

ん

の

帆は

ん

走さ

う

に

不ふ

適て

き

當た

う

と

な

る

の

で

あ

る

が

、
征せ

い

途と

猶な

ほ

遼
り
や
う

遠ゑ

ん

で

あ

る

か

ら

、

今い

ま

よ

り

汽き

走さ

う

な

ぞ

と

云い

ふ

贅ぜ

い

澤た

く

は

出

來

で

き

な

い

。 

tasaka
ノート
２７１頁　最初の探検十二月六日（晴）帆走直航距離九十七海里 十二月七日（晴）帆走直航距離九十海里 十二月八日（晴）帆走直航距離百四十二海里二分の一
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目も

つ

下か

航か

う

進し

ん

中ち

う

の

海か

い

上
じ
や
う

は

回
く
わ
い

歸き

線せ

ん

近き

ん

傍ば

う

と

て

、

暑あ

つ

熱さ

は

極き

わ

め

て

甚
は
な
は
だ

し

く

寒か

ん

暖だ

ん

計け

い

は

日に

つ

中ち

う

八

十

度ど

を

示し

め

し

て

居ゐ

る

。
船せ

ん

室し

つ

内な

い

生せ

い

活
く
わ
つ

の

苦く

痛つ

う

は

益ま

す

々〱

加く

は

は

り

、
晝ち

う

夜や

大だ

い

部ぶ

分ぶ

ん

の

時じ

間か

ん

は

、
甲か

ん

板ぱ

ん

上
じ
や
う

で

過す

ご

す

工く

夫ふ

う

を

す

べ

く

餘よ

儀ぎ

な

く

さ

れ

た

。
船せ

ん

艙さ

う

内な

い

か

ら

洩も

れ

て

來く

る

臭し

う

氣き

は

、
魚ぎ

よ

油ゆ

う

と

硫い

黄わ

う

と

よ

り

發は

つ

散さ

ん

す

る

瓦が

斯す

の

混こ

ん

合が

ふ

し

た

も

の

で

、
眼め

に

多た

大だ

い

の

害が

い

を

與あ

た

へ

る

。 

前

日

ぜ

ん

じ

つ

船

首

せ

ん

し

ゆ

に

現あ

ら

は

れ

た

鰹
か
つ
を

の

大お

ほ

群む

れ

は

、
今け

日ふ

も

亦ま

た

再さ

い

現げ

ん

し

て

來き

た

の

で

、
甲か

ん

板ぱ

ん

か

ら

は

吾わ

れ

れ

も

〱

と

釣つ

り

を

試
こ
ゝ
ろ

み

た

。
す

る

と

釣つ

り

は

頗
す
こ
ぶ

る

容よ

う

易い

で

、
瞬

ま
た
ゝ

く

間ま

に

船せ

ん

上
じ
や
う

は

忽
た
ち
ま

ち

鰹
か
つ
を

の

山や

ま

が

築き

づ

か

れ

た

。
晩ば

ん

餐さ

ん

に

は

久
ひ
さ
し

振ぶ

り

に

鮮せ

ん

魚ぎ

よ

の

馳ち

走さ

う

に

一

同ど

う

舌し

た

鼓
づ
ゝ
み

を

打う

つ

こ

と

が

出で

來き

た

。 

翌よ

く

十

日か

も

昨き

の

日ふ

と

同お

な

じ

く

快
く
わ
い

晴せ

い

で

あ

る

が

、
風ふ

う

位ゐ

は

極き

わ

め

て

不ふ

定て

い

で

、
且か

つ

輕け

い

風ふ

う

で

あ

る

爲た

め

に

、
海か

い

上
じ
や
う

は

頗
す
こ
ぶ

る

靜せ

い

穏お

ん

だ

が

、
暑あ

つ

熱さ

は

一

層そ

う

烈は

げ

し

さ

を

加く

は

へ

、
隊た

い

員ゐ

ん

等ら

は

殆
ほ
と
ん

ど

丸ま

る

裸
は
だ
か

で

日ひ

陰か

げ

を

追お

う

て

甲か

ん

板ぱ

ん

上
じ
や
う

の

隅す

み

々〲

に

坐ざ

を

移う

つ

し

巡め

ぐ

る

程ほ

ど

で

あ

つ

た

。 

昨き

の

日ふ

釣つ

つ

た

鰹
か
つ
を

の

臟ざ

う

腑ふ

を

釣つ

り

針ば

り

に

附つ

け

て

、
船せ

ん

尾び

に

流な

が

し

て

置お

い

た

ら

、
何な

に

者も

の

か

が

來き

て

、

そ

れ

を

一

嘑く

ち

に

嚥の

ん

だ

も

の

と

見み

え

、

苦く

る

し

さ

に

藻

搔

も

が

い

て

曳ひ

く

力
ち
か
ら

に

、

綸い

と 

tasaka
ノート
２７２頁　南極記北回歸線を通過す 甲板上に鰹の山 十二月九日（晴）帆走直航距離七十七海里 苦熱愈々迫る
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の

切き

れ

む

ば

か

り

の

様や

う

子す

、
之こ

れ

を

發は

つ

見け

ん

し

た

連れ

ん

中ぢ

う

は

、
聲こ

ゑ

を

揃そ

ろ

え

て

曳ひ

き

上あ

げ

て

見み

る

と

、

長な

が

さ

一

丈
じ
や
う

に

垂な

ん

な

ん

と

す

る

二

十

五

貫
く
わ
ん

目め

以い

上
じ
や
う

も

有あ

ら

う

と

思お

も

は

る

ゝ

大お

ほ

鱶ふ

か

で

あ

つ

た

。
萬ば

ん

歳ざ

い

々

々
〱

の

歡
く
わ
ん

呼こ

は

、
暫し

ば

し

甲か

ん

板ぱ

ん

上
じ
や
う

に

鳴な

り

響ひ

ゞ

い

た

。
厨ち

う

夫ふ

は

早

速

さ

つ

そ

く

執

刀

し

つ

た

う

し

た

。
太た

い

平へ

い

洋や

う

の

珍ち

ん

味み

は

、

意い

外
ぐ
わ
い

に

も

此こ

の

夕ゆ

う

一

同ど

う

の

腹は

ら

の

蟲む

し

を

驚
お
ど
ろ

か

せ

た

。 

翌よ

く

十

一

日に

ち

の

天

候

て

ん

こ

う

は

東

北

東

と

う

ほ

く

と

う

の

輕け

い

風ふ

う

吹ふ

き

、
海か

い

上
じ
や
う

極き

は

め

て

靜せ

い

穏お

ん

、
涼

り
よ
う

氣き

自
お
の
づ
か

ら

爽さ

う

快
く
わ
い

で

、

昨

日

き

の

ふ

捕ほ

獲
く
わ
く

し

た

三

十

二

尾び

の

鰹
か
つ
を

鯖さ

ば

に

舌し

た

鼓
づ
ゝ
み

を

打う

つ

て

愉ゆ

快
く
わ
い

な

る

一

日に

ち

の

航か

う

海か

い

を

し

た

。 

十

二

日に

ち

は

黎れ

い

明め

い

よ

り

マ

リ

ア

ナ

群ぐ

ん

島た

う

の

東と

う

端た

ん

一

孤こ

島た

う

附ふ

近き

ん

を

通つ

う

過く

わ

し

た

。

午

後

ご

ご

二

時じ

五

十

五

分ふ

ん

視し

界か

い

遙
は
る
か

に

火く

わ

山ざ

ん

を

見み

る

。

其そ

の

狀
じ
や
う

恰
あ
だ
か

も

摺す

り

鉢ば

ち

を

伏ふ

せ

る

が

如ご

と

く

山さ

ん

頂
ち
や
う

噴ふ

ん

烟え

ん

盛
さ
か
ん

也な

り

。
白し

ら

瀬せ

隊た

い

長
ち
や
う

を

始は

じ

め

隊た

い

員ゐ

ん

連れ

ん

中ぢ

う

は

甲か

ん

板ぱ

ん

上
じ
や
う

に

集あ

つ

ま

つ

て

、
左さ

眄へ

ん

右う

顧こ

し

つ

ゝ
『

之こ

れ

が

南

極

な
ん
き
よ
く

の

陸り

く

影え

い

で

あ

つ

た

な

ら

ば

・

・

・

』

な

ぞ

と

歡
く
わ
ん

語ご

し

つ

ゝ

頗
す
こ
ぶ

る

元げ

ん

氣き

で

あ

つ

た

。 

十

三

日に

ち

は

、
天て

ん

氣き

好こ

う

晴せ

い

、
東

南

東

と

う

な

ん

と

う

の

和わ

風ふ

う

吹ふ

き

、
波な

み

高た

か

く

、
船せ

ん

體た

い

は

動ど

う

搖え

う

し

て

、
左さ

右ゆ

う

約や

く

十

一

二

度ど

の

傾け

い

斜し

や

を

示し

め

し

た

。

隊た

い

員ゐ

ん

中ち

う

に

は

猶な

ほ

船

暈

せ

ん

う

ん

に

惱な

や

ま

さ

れ

て

居ゐ

る

者も
の 

tasaka
ノート
２７３頁　最初の探検二十五貫餘の大鱶を釣り上ぐ 十二月十日（晴）帆走直航距離九十五海里 十二月十一日（半晴）帆走汽走直航距離百十海里四分ノ三 十二月十二（晴）直航距離二十四海里 十二月十三日（晴）帆走直航距離百二十七海里
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も

あ

る

。
中な

か

に

は

南な

ん

洋や

う

群ぐ

ん

島た

う

へ

の

寄き

航か

う

を

希き

望ぼ

う

す

る

者も

の

も

出で

た

が

、
豫よ

定て

い

の

航か

う

程て

い

を

急い

そ

ぐ

爲た

め

船せ

ん

長
ち
や
う

は

之こ

れ

を

聞き

ゝ

流な

が

し

て

一

直
ち
よ
く

線せ

ん

に

針し

ん

路ろ

を

進す

ゝ

ん

だ

。
赤せ

き

道ど

う

も

近ち

か

づ

い

た

の

で

、
彈だ

ん

藥や

く

の

爆ば

く

發は

つ

や

、

食
し
よ
く

糧
り
や
う

の

腐ふ

敗は

い

な

ど

が

起お

こ

つ

て

は

大た

い

變へ

ん

と

、
注ち

う

意い

に

注ち

う

意い

を

加く

は

へ

た

。
天て

ん

氣き

は

極き

は

め

て

麗う

ら

ら

か

で

は

あ

る

が

、
時と

き

々〲

驟

雨

ス

コ

ー

ル

の

來ら

い

襲し

う

が

あ

る

。
例れ

い

の

天て

ん

然ね

ん

浴よ

く

や

洗せ

ん

濯た

く

な

ど

の

盛さ

か

ん

に

行
お
こ
な

は

れ

た

の

は

云い

ふ

ま

で

も

無な

い

。 

館た

て

山や

ま

港か

う

出
し
ゆ
つ

發ぱ

つ

以い

來ら

い

、

今こ

ん

日に

ち

で

南な

ん

東と

う

へ

の

航か

う

程て

い

正ま

さ

に

九

百

〇

六

海か

い

里り

半は

ん

に

達た

つ

し

た

。 

天て

ん

氣き

は

今こ

ん

十

四

日か

も

快
く
わ
い

晴せ

い

で

あ

る

。
驟

雨

ス

コ

ー

ル

も

日に

つ

課か

の

如ご

と

く

時と

き

々〲

襲し

う

來ら

い

す

る

。
驟

雨

ス

コ

ー

ル

襲し

う

來ら

い

の

際さ

い

は

午ご

睡す

ゐ

の

夢ゆ

め

凉す

ゞ

し

き

隊た

い

員ゐ

ん

等ら

は

遽に

わ

か

に

目め

覺ざ

め

て

、
大お

ほ

狼ら

う

狽ば

い

の

滑こ

つ

稽け

い

を

演え

ん

出
し
ゆ
つ

し

、

又ま

た

船せ

ん

員ゐ

ん

の

方は

う

も

帆ほ

の

始し

末ま

つ

に

忙ぼ

う

殺さ

つ

さ

れ

て

、

甲

板

か

ん

ぱ

ん

は

何

時

い

つ

も

火か

事じ

場ば

の

や

う

な

混こ

ん

雑ざ

つ

を

呈て

い

し

た

。 

十

五

日に

ち

の

午ご

後ゞ

、
始は

じ

め

て

鑵
く
わ
ん

詰づ

め

果く

わ

實じ

つ

を

開ひ

ら

い

て

總

員

そ

う

ゐ

ん

に

分

配

ぶ

ん

ぱ

い

し

た

。
暑あ

つ

熱さ

も

餘よ

程ほ

ど

加く

は

は

つ

た

の

で

、
各か

く

自じ

衛ゑ

い

生せ

い

の

注ち

う

意い

を

怠
お
こ
た

ら

ぬ

や

う

に

し

た

。
白し

ら

瀬せ

隊た

い

長
ち
や
う

は

常つ

ね

に

洋や

う

服ふ

く

で

居を

つ

た

が

、
他た

の

隊た

い

員ゐ

ん

は

和わ

服ふ

く

姿
す
が
た

で

居ゐ

た

。
船せ

ん

長
ち
や
う

は

船せ

ん

員ゐ

ん

に

對た

い

し

て

は

一

切さ

い

和わ

服ふ

く

を

許ゆ

る

さ

ぬ

事こ

と

に

定さ

だ

め

た

。

此こ

の

日ひ

輓ひ

き

犬い

ぬ

一

頭と

う

病
び
や
う

死し

し

た

。 

tasaka
ノート
２７４頁　南極記驟雨の度に火事場の騒ぎ 十二月十四日（晴）帆走直航距離百海里 十二月十五日（晴）帆走直航距離八十九海里二分ノ一
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翌よ

く

十

六

日に

ち

よ

り

十

七

日に

ち

に

か

け

て

、
天て

ん

氣き

は

、
或

あ
る
ひ

は

晴は

れ

、
或

あ
る
ひ

は

曇
く
も
り

、
風ふ

う

位ゐ

は

逆
ぎ
や
く

風ふ

う

に

て

船ふ

ね

の

進し

ん

航か

う

は

思お

も

は

し

く

な

か

つ

た

。
十

八

日に

ち

は

朝て

う

來ら

い

殷い

ん

々〱

た

る

遠ゑ

ん

雷ら

い

が

聞き

こ

え

た

。
風か

ぜ

は

不ふ

定て

い

、
浪な

み

に

は

南

東

な

ん

と

う

の

蜒う

ね

り

が

あ

つ

て

、
船せ

ん

體た

い

は

頗
す
こ
ぶ

る

動ど

う

搖え

う

し

た

。
船ふ

ね

は

午ご

前ぜ

ん

七

時じ

汽き

帆は

ん

兩
り
や
う

走さ

う

で

南

東

な

ん

と

う

の

針し

ん

路ろ

に

急き

う

駛し

を

開か

い

始し

し

、
午

後

ご

ゞ

よ

り

風か

ぜ

順
じ
ゆ
ん

位ゐ

に

復ふ

く

し

た

の

で

、
夕ゆ

う

暮ぐ

れ

か

ら

汽き

走そ

う

を

休き

う

止し

し

て

帆は

ん

走そ

う

を

續つ

ゞ

け

た

。 

十

九

日に

ち

も

例れ

い

に

依よ

つ

て

朝あ

さ

の

う

ち

は

涼す

ゞ

し

か

つ

た

が

日ひ

の

冲ち

う

天て

ん

と

共と

も

に

暑し

よ

氣き

加く

は

は

り

、

季き

節せ

つ

冬と

う

至じ

に

近ち

か

き

今こ

ん

日に

ち

此こ

の

頃ご

ろ

、
母ぼ

國こ

く

で

は

炬こ

燵た

つ

を

擁え

う

す

る

時

季

じ

き

な

の

に

、
船せ

ん

中ち

う

は

裸
は
だ
か

一

貫
く
わ
ん

で

居ゐ

て

も

暑あ

つ

さ

焼や

く

が

如ご

と

く

で

あ

る

。 

二

十

日か

の

風ふ

う

位ゐ

は

東と

う

北ほ

く

東と

う

で

、
風ふ

う

波は

極き

は

め

て

靜せ

い

穏お

ん

で

あ

る

。
午ご

前ぜ

ん

六

時じ

船せ

ん

長
ち
や
う

は

汽き

走そ

う

の

用よ

う

意い

を

命め

い

じ

た

。
同ど

う

七

時じ

頃ご

ろ

か

ら

風ふ

う

力
り
よ
く

を

借か

り

て

、
汽き

帆は

ん

兩
り
や
う

走そ

う

を

試
こ
ゝ
ろ

み

た

。
此こ

の

日ひ

も

隊た

い

員ゐ

ん

の

中な

か

に

は

南な

ん

洋や

う

群ぐ

ん

島た

う

に

寄き

航か

う

せ

ん

こ

と

を

申
ま
を
し

出い

で

た

者も

の

も

あ

つ

た

が

船せ

ん

長
ち
や
う

は

豫よ

定て

い

の

航か

う

程て

い

の

遅ち

延え

ん

し

て

居ゐ

る

こ

と

を

陳の

べ

て

、

其そ

の

要え

う

求き

う

を

容い

れ

な

か

つ

た

。 

乘の

り

組く

み

員ゐ

ん

は

此こ

の

夜よ

涼
り
よ
う

を

趁お

う

て

甲か

ん

板ぱ

ん

上
じ
や
う

に

集
あ
つ
ま

り

、
一

輪り

ん

の

皎か

う

月げ

つ

を

仰あ

ほ

ぎ

つ

ゝ

互
た
が
ひ

に
打う

ち

語か

た

ら

う

て

居ゐ

る

と

、

何い

づ

處こ

の

舷げ

ん

端た

ん

よ

り

か

、

尺し
や
く

八

の

低て

い

音お

ん

は

濤た

う

聲せ

い

に

和わ

し

て

傳つ

た

は 

tasaka
ノート
２７５頁　最初の探検十二月十六日（晴）帆走直航距離 百四十海里二分ノ一 十二月十七日（半晴）帆走直航距離七十一海里 十二月十八日（半晴）雷雨、汽走帆走直航距離二百〇六海里 十二月十九日（半晴）帆走直航距離三十七海里三分ノ一 母国では炬燵船中では裸一貫 洋上の月と尺八 十二月廿日（晴）汽走帆走直航距離八十九海里五分ノ一
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り

來き

た

つ

た

。 

二

十

一

日に

ち

は

北

東

ほ

く

と

う

の

好こ

う

風ふ

う

で

、

稍や

や

強つ

よ

く

吹ふ

き

、

船せ

ん

體た

い

の

傾け

い

斜し

や

左さ

右ゆ

う

七

八

度ど

に

及お

よ

ん

だ

。
午ご

後ゞ

三

時じ

頃ご

ろ

輓ば

ん

犬け

ん

一

頭と

う

病
び
や
う

死し

し

た

。
之こ

れ

が

二

頭と

う

目め

で

あ

る

。
直

た
ゞ
ち

に

水す

ゐ

葬さ

う

に

附ふ

し

た

。

今

後

こ

ん

ご

輓ひ

き

犬い

ぬ

の

健

康

け

ん

こ

う

に

就つ

い

て

は

大
お
ほ
い

に

心

配

し

ん

ぱ

い

せ

ざ

る

を

得え

な

く

な

つ

た

。 

翌よ

く

二

十

二

日に

ち

は

、

午ご

前ぜ

ん

中ち

う

よ

り

頻
し
き
り

に

雷

鳴

ら

い

め

い

を

聞き

き

、

驟

雨

ス

コ

ー

ル

の

襲

來

し

う

ら

い

も

時と

き

々〲

あ

つ

た

。

之こ

れ

が

爲た

め

に

船

員

せ

ん

ゐ

ん

は

必ひ

つ

死し

と

な

つ

て

帆ほ

の

操さ

う

縦
じ
ゆ
う

に

忙ぼ

う

殺さ

つ

せ

ら

れ

た

。
正

し
や
う

午ご

に

は

快
く
わ
い

晴せ

い

と

な

り

、

午

後

ご

ゞ

一

時じ

十

五

分ふ

ん

よ

り

は

汽き

走そ

う

を

止と

め

て

帆

走

は

ん

さ

う

の

み

に

由よ

る

こ

と

に

し

た

。 

二

十

三

日に

ち

は

、
朝て

う

來ら

い

天て

ん

氣き

晴せ

い

朗ら

う

、
海か

い

上
じ
や
う

極き

わ

め

て

平へ

い

穏お

ん

で

あ

る

。
風ふ

う

位ゐ

も

亦ま

た

北

東

ほ

く

と

う

に

定さ

だ

ま

つ

て

帆

走

は

ん

そ

う

に

は

好か

う

都つ

合が

ふ

で

あ

つ

た

。 

翌よ

く

二

十

四

日か

午ご

前ぜ

ん

五

時じ

に

至い

た

り

、
海か

い

上
じ
や
う

風か

ぜ

全
ま
つ
た

く

死し

し

た

の

で

、
帆は

ん

走そ

う

を

中ち

う

止し

し

、
唯た

だ

汽き

走そ

う

す

る

の

外ほ

か

は

な

か

つ

た

。

此こ

の

日ひ

頃ご

ろ

よ

り

益ま

す

々〱

暑あ

つ

氣さ

が

加く

は

は

つ

て

來き

て

、

到た

う

底て

い

汽き

鑵
く
わ
ん

室し

つ

に

長
ち
や
う

時じ

間か

ん

の

就し

う

業げ

ふ

は

困こ

ん

難な

ん

で

あ

つ

た

か

ら

、
船せ

ん

長
ち
や
う

は

水す

ゐ

夫ふ

二

名め

い

を

火

夫

か

ふ

の

助

手

じ

よ

し

ゆ

と

し

て

汽き

鑵
く
わ
ん

部ぶ

に

送お

く

つ

た

。

此こ

の

頃ご

ろ

は

毎ま

い

夜よ

甲か

ん

板ぱ

ん

上
じ
や
う

で

、

餘よ

興
き
よ
う

と

し

て

蓄ち

く

音を

ん 

tasaka
ノート
２７６頁　南極記十二月二十一日（晴）帆走汽走直航距離五十九海里 十二月二十二日（半晴）帆走汽走直航距離六十三海里四分ノ三 十二月二十三日（快晴）帆走直航距離百二十海里 十二月二十四日（晴）汽走帆走直航距離百三十六海里五分ノ二 甲板上の蓄音機
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機き

を

聽き

い

た

。 

二

十

五

日に

ち

。
天て

ん

氣き

は

快
く
わ
い

晴せ

い

で

あ

る

が

、
風ふ

う

位ゐ

は

不ふ

順
じ
ゆ
ん

な

の

で

、
全

ま
つ
た

く

帆ほ

を

撤て

つ

し

て

汽き

走そ

う

し

た

。
此こ

の

日ひ

は

朝て

う

來ら

い

蒸む

し

暑あ

つ

い

の

で

、
船せ

ん

艙さ

う

か

ら

洩も

る

ゝ

臭し

う

氣き

殊こ

と

に

烈は

げ

し

く

船せ

ん

室し

つ

に

居ゐ

る

と

殆
ほ
と
ん

ど

眩け

ん

目も

く

昏こ

ん

倒た

う

せ

む

ば

か

り

で

あ

つ

た

。
而し

か

し

て

船せ

ん

中ち

う

裝そ

う

具ぐ

の

金か

な

物も

の

類る

ゐ

は

總す

べ

て

灰

色

は

い

い

ろ

に

變へ

ん

じ

た

の

に

は

全
ま
つ
た

く

一

驚
き
や
う

の

外ほ

か

は

な

か

つ

た

。
午

後

ご

ゞ

四

時じ

頃ご

ろ

に

至い

た

つ

て

風ふ

う

位ゐ

定さ

だ

ま

つ

た

の

で

、

汽き

走そ

う

を

罷や

め

て

帆ほ

を

張は

つ

た

。 

二

十

六

日に

ち

は

、
天て

ん

候こ

う

も

良よ

く

、
風ふ

う

位ゐ

も

好よ

い

の

で

、
船ふ

ね

は

箭や

の

如ご

と

く

目

的

も

く

て

き

の

方

向

は

う

か

う

に

向む

か

つ

て

駛は

し

る

こ

と

が

出

來

で

き

た

。

二

十

七

日に

ち

の

午

前

ご

ぜ

ん

に

至い

た

つ

て

風か

ぜ

死し

し

浪な

み

に

東

北

と

う

ほ

く

か

ら

推お

し

寄よ

す

る

蜓う

ね

り

が

出

來

で

き

て

、
左さ

右ゆ

う

各お

の

々〱

七

八

度ど

の

動

搖

ど

う

え

う

を

起お

こ

し

た

。
同ど

う

九

時じ

頃ご

ろ

か

ら

全ぜ

ん

帆ぱ

ん

を

徹て

つ

し

て

汽き

走そ

う

に

代か

へ

た

。
午

後

ご

ゞ

九

時じ

頃ご

ろ

に

は

又ま

た

多た

少せ

う

の

風ふ

う

力
り
よ
く

を

見み

た

の

で

、
總そ

う

帆は

ん

を

展て

ん

開か

い

す

る

こ

と

に

し

た

。 

二

十

八

日に

ち

、
例れ

い

に

よ

つ

て

驟

雨

ス

コ

ー

ル

が

時と

き

々〲

來ら

い

襲し

う

す

る

の

で

、
其そ

の

度た

び

毎ご

と

に

帆ほ

の

上あ

げ

下
お
ろ
し

に

忙ぼ

う

殺さ

つ

せ

ら

れ

た

。
船せ

ん

員ゐ

ん

の

中う

ち

に

は

此こ

の

多た

忙ぼ

う

を

厭い

と

う

て

、『

隊た

い

員ゐ

ん

に

な

れ

ば

よ

か

つ

た

』
と

愚

痴

ぐ

ち

る

者も

の

も

あ

つ

た

。

之こ

れ

と

云い

ふ

も

隊た

い

員ゐ

ん

中ち

う

の

甲か

う

乙を

つ

は

、

此こ

の

多た

忙ば

う

な

操そ

う

帆は

ん

の 

tasaka
ノート
２７７頁　最初の探検十二月二十五日（晴）汽走帆走直航距離六十海里 十二月二十六日（晴）帆走直航距離百三十三海里 十二月二十七日（晴）帆走汽走直航距離九十四海里二分ノ一 十二月二十八日（半晴）汽走帆走直航距離百十五海里
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作さ

業げ

ふ

を

呑の

ん

氣き

に

寢ね

轉こ

ろ

ん

で

見み

て

居ゐ

た

か

ら

で

あ

る

。 

 
二

十

九

日に

ち

は

天て

ん

候こ

う

半は

ん

晴せ

い

で

、

西せ

い

位ゐ

の

輕け

い

風ふ

う

で

あ

る

。

海か

い

波は

に

前ぜ

ん

日じ

つ

來ら

い

の

北ほ

く

東と

う

の

蜓う

ね

り

が

矢や

張は

り

高た

か

か

つ

た

。
船ふ

ね

は

漸
や
う
や

く

赤せ

き

道だ

う

の

眞ま

下し

た

に

近ち

か

づ

い

た

の

で

、
乘の

り

組く

み

員ゐ

ん

は

隊た

い

員ゐ

ん

と

な

く

船せ

ん

員ゐ

ん

と

な

く
『

赤せ

き

道だ

う

は

何ど

の

邊へ

ん

だ

』
と

云い

つ

て

騷さ

わ

ぎ

出だ

し

た

、
そ

こ

で

一

行か

う

中ち

う

の

惡い

た

戯づ

ら

者も

の

は

望ぼ

う

遠ゑ

ん

鏡
き
や
う

の

鏡れ

ん

面す

に

赤あ

か

の

横わ

う

線せ

ん

を

引ひ

い

て

、
之こ

れ

を

此こ

處ゝ

彼か

し

處こ

へ

見み

せ

廻ま

わ

つ

た

。
此こ

の

日ひ

午ご

前ぜ

ん

六

時じ

二

十

分ぷ

ん

、
東と

う

經け

い

百

五

十

三

度ど

五

十

八

分ふ

ん

の

子し

午ご

線せ

ん

よ

り

愈
い
よ
い

よ

赤せ

き

道だ

う

を

通

過

つ

う

く

わ

し

た

の

で

あ

つ

た

。

午

後

ご

ゞ

七

時じ

頃ご

ろ

海か

い

鳥て

う

が

船せ

ん

尾び

へ

來き

た

の

で

水す

ゐ

夫ふ

の

一

人に

ん

が

之こ

れ

を

手て

摛ど

り

に

し

た

の

は

一

興
き
よ
う

で

あ

つ

た

。
今け

日ふ

は

母ぼ

國こ

く

を

出
し
ゆ
つ

帆ぱ

ん

し

て

宛て

う

ど

一

箇か

月げ

つ

目め

で

あ

る

と

い

ふ

の

で

、

船せ

ん

内な

い

は

出
し
ゆ
つ

發ぱ

つ

當た

う

時じ

の

回
く
わ
い

顧こ

談だ

ん

で

持も

ち

切き

つ

た

。 

 

三

十

日に

ち

は

、
風ふ

う

位ゐ

風ふ

う

力
り
よ
く

が

極き

は

め

て

不ふ

定て

い

で

あ

つ

た

の

で

、
勢

い
き
ほ

ひ

針し

ん

路ろ

も

不ふ

定て

い

な

ら

ざ

る

を

得え

な

か

つ

た

。

船せ

ん

長
ち
や
う

の

意い

思し

で

は

ソ

ロ

モ

ン

群ぐ

ん

島た

う

の

ギ

ン

ゲ

イ

ン

ヴ

イ

ル

嶋た

う

と

、

コ

イ

ゼ

ウ

ル

島た

う

と

の

中ち

う

間か

ん

を

通つ

う

航か

う

す

る

目も

く

的て

き

で

あ

つ

た

の

だ

が

、

風か

ぜ

の

都つ

合が

ふ

も

思お

も

は

し

く

な

い

の

と

、

天て

ん

候こ

う

險け

ん

惡あ

く

の

兆ち
よ
う

が

見み

え

た

處と
こ
ろ

か

ら

、

針し

ん

路ろ

を

東

方

と

う

は

う

に

向む

け

、 

tasaka
ノート
２７８頁　南極記赤道が見える 十二月廿九日（半晴）帆走汽走直航距離百五十海里 十二月三十日（半晴）汽走直航距離百四十五海里
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横わ

う

帆は

ん

と

ヂ

ブ

と

二

枚ま

い

を

用も

ち

ゐ

て

航か

う

走そ

う

し

た

。

此こ

の

日ひ

何い

づ

れ

の

方は

う

向か

う

か

ら

來き

た

も

の

か

無む

數す

う

の

流り

う

木ぼ

く

を

認み

と

め

た

。 

 

翌よ

く

日じ

つ

は

十

二

月
ぐ
わ
つ

三

十

一

日に

ち

。
記き

念ね

ん

深ふ

か

き

今こ

年と

し

も

今け

日ふ

で

愈
い
よ
〱

よ

終

焉

し

う

ゑ

ん

を

告つ

げ

る

こ

と

ゝ

な

つ

た

。
天て

ん

候こ

う

の

險け

ん

惡あ

く

益ま

す

々〱

甚
は
な
は
だ

し

き

を

加く

は

へ

た

の

で

、
船ふ

ね

は

荒
く
わ
う

天て

ん

航か

う

走さ

う

の

準
じ
ゆ
ん

備び

を

整
と
ゝ
の

へ

た

。

昨き

の

日ふ

赤せ

き

道だ

う

を

通つ

う

過く

わ

し

た

計ば

か

り

な

の

で

、

炎え

ん

熱ね

つ

猶な

ほ

焼や

く

が

如ご

と

く

乘の

り

組く

み

員ゐ

ん

一

同ど

う

は

シ

ャ

ツ

一

枚ま

い

に

な

つ

て

、

元
ぐ
わ
ん

旦た

ん

の

晴は

れ

の

馳ち

走さ

う

を

用よ

う

意い

す

べ

く

、
例れ

い

の

臭く

さ

い

艙さ

う

内な

い

か

ら

品し

な

々〲

を

取と

り

出だ

し

た

。
浴ゆ

か

衣た

一

枚ま

い

で

大お

は

晦み

そ

日か

を

迎む

か

へ

た

一

同ど

う

は

、
少す

く

な

か

ら

ず

奇

異

き

い

の

感か

ん

に

打う

た

れ

た

。 

 

翌あ

く

れ

ば

明め

い

治ぢ

四

十

四

年ね

ん

の

元
ぐ
わ
ん

旦た

ん

で

あ

る

。

夜や

來ら

い

の

風ふ

う

雨う

次し

第だ

い

に

烈は

げ

し

さ

を

加く

は

へ

、

午ご

前ぜ

ん

二

時じ

前ぜ

ん

後ご

は

、
迅じ

ん

雷ら

い

轟
と
ゞ
ろ

き

、
最

も
つ
と

も

凄

惨

せ

い

さ

ん

な

る

光
く
わ
う

景け

い

を

呈て

い

し

、
滿ま

ん

船せ

ん

の

勇ゆ

う

士し

も

聊
い
さ
ゝ

か

荒あ

ら

膽ぎ

も

を

冷ひ

や

し

た

。

船せ

ん

長
ち
や
う

機き

關
く
わ
ん

士し

等ら

は

最
も
つ
と

も

針し

ん

路ろ

に

注ち

う

意い

を

拂は

ら

つ

て

航か

う

走そ

う

を

續つ

ゞ

け

た

。 

 

午ご

前ぜ

ん

九

時じ

新し

ん

年ね

ん

を

祝
し
ゆ
く

福ふ

く

す

べ

く

、
總そ

う

員ゐ

ん

一

同ど

う

は

前ぜ

ん

甲か

ん

板ぱ

ん

に

集
あ
つ
ま

つ

た

。
隊た

い

長
ち
や
う

は

先ま

づ

祝
し
ゆ
く

辭じ

を

述の

べ

、

總そ

う

員ゐ

ん

一

同ど

う

、

遙
は
る
か

に

母ぼ

國こ

く

の

空そ

ら

を

拜は

い

し

て

、

天て

ん

皇の

う

陛へ

い

下か

の

萬ば

ん

歳ざ

い

を

三

唱
し
や
う 

tasaka
ノート
２７９頁　最初の探検浴衣一枚の年越し 十二月三十一日（曇）帆走汽走直航距離百十七海里
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し

た

。
式し

き

終を

は

る

や

否い

な

や

、
制せ

い

服ふ

く

制せ

い

帽ぼ

う

に

窮き

う

屈く

つ

を

感か

ん

じ

て

居ゐ

た

隊た

い

船せ

ん

員ゐ

ん

は

、

忽
た
ち
ま

ち

シ

ャ

ツ

一

枚ま

い

の

無ぶ

禮れ

い

講か

う

と

な

つ

て

、
葡

萄

ブ

ド

ー

酒し

ゆ

の

祝
し
ゆ
く

盃は

い

を

擧あ

げ

た

。
此こ

の

日ひ

の

馳ち

走そ

う

は

乾ほ

し

餅も

ち

の

雑ざ

ふ

煑に

、

韶ご

陽

魚

ま

め

、
數か

づ

の

子こ

、
鮭さ

け

、
鯨

く
ぢ
ら

、
鰯

い
わ
し

、
蛉は

ま

蜊ぐ

り

等と

う

の

鑵
く
わ
ん

詰づ

め

を

原げ

ん

料け

う

と

し

た

る

も

の

で

あ

つ

た

。

就
な
か
ん

中づ

く

最
も
つ
と

も

一

同ど

う

を

喜
よ
ろ
こ

ば

し

た

の

は

、
平へ

い

素そ

衛ゑ

い

生せ

い

上
じ
や
う

用も

ち

ゐ

來き

た

つ

た

麦む

ぎ

飯め

し

に

引ひ

き

代か

へ

て
、
雪ゆ

き

の

如ご

と

き

米こ

め

の

飯め

し

で

あ

つ

た

事こ

と

で

あ

る

。 

 

二

日か

か

ら

三

日か

に

亘わ

た

つ

て

は

、

殆
ほ
と
ん

ど

間か

ん

斷だ

ん

な

き

降こ

う

雨う

の

爲た

め

に

、

海か

い

上
じ
や
う

に

は

南
み
な
み

の

波

動

う

ね

り

を

起お

こ

し

、
船せ

ん

體た

い

は

頗
す
こ
ぶ

る

動ど

う

搖え

う

し

た

。
其そ

の

爲た

め

か

測そ

く

程て

い

器き

に

故こ

障
し
や
う

を

起お

こ

し

た

の

で

止や

む

を

得え

ず

、
手し

ゆ

用よ

う

測そ

く

程て

い

器き

を

用も

ち

ゐ

て

之こ

れ

に

代か

へ

た

。
三

日か

夜よ

十

時じ

頃ご

ろ

猛ま

う

烈れ

つ

な

る

驟

雨

ス

コ

ー

ル

襲お

そ

ひ

來き

た

り

、

風ふ

う

位ゐ

は

西に

し

に

轉て

ん

じ

た

。 

四

日か

は

朝て

う

來ら

い

の

半は

ん

晴せ

い

で

、

目

的

も

く

て

き

の

南

方

な

ん

ぱ

う

指さ

し

て

進し

ん

航か

う

を

續つ

ゞ

け

る

こ

と

が

出

來

で

き

る

や

う

に

な

つ

た

。 

五

日か

午ご

前ぜ

ん

九

時じ

頃ご

ろ

に

至い

た

り

、
東

方

と

う

は

う

水

天

す

ゐ

て

ん

髣

髴

は

う

ふ

つ

の

邊へ

ん

に

、
雲く

も

か

山や

ま

か

、
一

髪ぱ

つ

の

靑せ

い

螺ら

を

認み

と

め

た

、
そ

れ

は

無む

名め

い

の

一

小せ

う

島た

う

で

あ

つ

た

が

、
實じ

つ

測そ

く

の

結け

つ

果く

わ

、
海か

い

圖づ

と

は

其そ

の

位

置

ゐ

ち

に

少す

こ

し

く

相さ

う

違ゐ

が

あ

つ

た

の

で

、

他た

の

方

法

は

う

は

ふ

に

由よ

り

測そ

く

量
り
や
う

す

る

と

、

全
ま
つ
た

く

時じ

辰し

ん

儀ぎ

の 

tasaka
ノート
２８０頁　南極記雪の如き米の飯 明治四十四年一月一日（強雨雷鳴）汽走帆走直航距離八十五海里 一月二日（雨）汽走帆走直航距離九十海里 一月三日（雨）汽走帆走直航距離六十海里 一月四日（半晴）帆走直航距離百十海里 雲か山か一髪の青螺
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日に

つ

差さ

の

異
こ
と
な

れ

る

に

因よ

る

こ

と

を

確
た
し
か

め

得え

た

。

其そ

の

島し

ま

の

位

置

ゐ

ち

は

、

南な

ん

緯ゐ

七

度ど

二

十

五

分ふ

ん

東

經

と

う

け

い

百

六

十

二

度ど

四

十

分ぷ

ん

で

あ

る

。 
此こ

の

日ひ

乘
じ
や
う

員ゐ

ん

一

同ど

う

は

汁し

る

粉こ

に

舌し

た

鼓
づ
ゝ
み

を

打う

つ

た

。 

六

日か

か

ら

八

日か

ま

で

は

、
天て

ん

候こ

う

不ふ

良
り
や
う

で

あ

つ

た

が

、
九

日に

ち

に

至い

た

つ

て

、
連れ

ん

日じ

つ

の

密み

つ

雲う

ん

漸
や
う
や

く

薄う

す

れ

、
風ふ

う

位ゐ

南な

ん

東と

う

に

轉て

ん

じ

た

の

で

、
船せ

ん

體た

い

は

頗
す
こ
ぶ

る

動ど

う

搖え

う

し

た

け

れ

ど

も

、
航か

う

走そ

う

に

は

頗
す
こ
ぶ

る

都つ

合が

ふ

が

好よ

か

つ

た

。
此こ

の

邊へ

ん

海か

い

上
じ
や
う

は

、
赤せ

き

道だ

う

を

離は

な

れ

て

早は

や

南な

ん

緯ゐ

十

五

度ど

に

も

達た

つ

し

て

居ゐ

る

が

、

暑し

よ

氣き

は

猶な

ほ

却な

か

々〱

に

烈は

げ

し

く

、

驟

雨

ス

コ

ー

ル

も

毎ま

い

日に

ち

時と

き

々〲

來ら

い

襲し

う

し

た

。 

十

二

日に

ち

の

午

後

ご

ゞ

に

至い

た

つ

て

、
征せ

い

襟き

ん

漸
や
う
や

く

一

掬き

く

の

涼
り
よ
う

味み

を

覺お

ぼ

ゆ

る

や

う

に

な

り

、
又ま

た

此こ

の

邊へ

ん

の

海か

い

水す

ゐ

の

色い

ろ

は

、
一

種し

ゆ

異い

様や

う

の

薄う

す

白は

く

色
し
よ
く

を

帶お

び

て

居ゐ

る

こ

と

を

認み

と

め

た

。
而し

か

し

て

南

東

な

ん

と

う

の

波

動

う

ね

り

は

、
高た

か

さ

十

五

六

呎
フ
ィ
ー
ト

幅は

ゞ

約や

く

五

間け

ん

ぐ

ら

ゐ

の

も

の

が

あ

つ

た

が

十

四

日か

に

至い

た

つ

て

、
波

動

う

ね

り

は

漸
や
う
や

く

減げ

ん

少せ

う

し

、
随

し
た
が

つ

て

船

體

せ

ん

た

い

の

動

搖

ど

う

え

う

も

鎮し

づ

ま

り

、
隊

員

た

い

ゐ

ん

連れ

ん

は

爲た

め

に

非ひ

常
じ
や
う

に

喜
よ
ろ
こ

ん

で

居ゐ

た

。
併し

か

し

船せ

ん

長
ち
や
う

は

、
風ふ

う

力
り
よ
く

が

不ふ

足そ

く

な

の

で

、
大

お
ほ
い

に

澁じ

ふ

面め

ん

を

造つ

く

つ

て

居ゐ

た
、

此こ

の

日ひ

高た

か

川が

は

水す

ゐ

夫ふ

は

、

見み

張は

り

所じ

よ

の

中な

か

で

、

ボ

ー

シ

ン

と

名な

づ

く

る

一

羽ぱ

の

海か

い

鳥て

う

を

生せ

い

擒き

ん

し

た

。

尙な

ほ

此こ

の

日ひ

厨ち

う

房ば

う

に

蔬そ

菜さ

い

が

缺け

つ

乏ぼ

う

を

告つ

げ

た

の

で

、

以

後

い

ご

ラ

イ

ム

ジ

ュ

ー

ス

を 

tasaka
ノート
２８１頁　最初の探検一月五日（雨）汽走帆走直航距離百廿海里 一月六日（雨）汽走帆走直航距離五十五海里 一月七日（曇）帆走汽走直航距離八十七海里 一月八日（半晴）汽走直航距離八十海里 一月九日（晴）帆走汽走直航距離八十五海里 一月十日（半晴）帆走直航距離九十七海里 一月十一日（半晴）汽走帆走直航距離九十海里 一月十二日（半晴）帆走直航距離九十二海里 一月十三日（快晴）帆走直航距離百三十五海里 一月十四日（快晴）汽走帆走直航距離八十海里
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代だ

い

用よ

う

す

る

こ

と

に

し

た

。 

十

五

日に

ち

か

ら

十

八

日に

ち

ま

で

は

近き

ん

來ら

い

稀け

有う

の

快
く
わ
い

晴せ

い

で

、
森し

ん

茫ば

う

た

る

海か

い

洋や

う

上
じ
や
う

も

、
宛

さ
な
が

ら

靑あ

を

疊
た
ゝ
み

を

敷し

い

た

や

う

で

、
絶ぜ

つ

好か

う

の

航か

う

海か

い

日び

和よ

り

で

あ

つ

た

。
併し

か

し

風ふ

う

力
り
よ
く

が

不ふ

足そ

く

な

の

で

、
多お

ほ

く

は

汽き

走そ

う

を

以も

つ

て

駛は

し

り

、
時と

き

に

又ま

た

帆は

ん

走そ

う

を

も

試
こ
ゝ
ろ

み

つ

ゝ

、
南

み
な
み

へ

〱

と

豫よ

定て

い

の

針し

ん

路ろ

を

南な

ん

進し

ん

し

た

。
此こ

の

頃ご

ろ

は

乘
じ
よ
う

員ゐ

ん

一

同ど

う

海か

い

上
じ
や
う

生せ

い

活
く
わ
つ

に

慣な

れ

て

、
晝ひ

る

は

船せ

ん

尾び

の

甲か

ん

板ぱ

ん

に

集
あ
つ
ま

り
、
蓄ち

く

音を

ん

機き

な

ど

を

持も

ち

出い

だ

し

て

大
お
ほ
い

に

興
き
よ
う

じ

、
夜よ

は

皎こ

う

々〱

た

る

月げ

つ

下か

に

打う

ち

寛
く
つ
ろ

い

て

、
得と

く

意い

の

隠
か
く
し

藝げ

い

を

演え

ん

じ

な

ど

し

て

夜よ

の

更ふ

く

る

を

忘わ

す

れ

る

程ほ

ど

で

あ

つ

た

。 

十

九

日に

ち

に

は

、
汽き

鑵
く
わ
ん

に

故こ

障
し
や
う

を

生
し
や
う

じ

た

の

で

、
一

刻こ

く

千

金き

ん

の

貴
た
つ
と

き

時じ

間か

ん

で

は

あ

る

が
、

止や

む

な

く

一

時じ

航か

う

進し

ん

を

中ち

う

止し

し

て

、

之こ

れ

に

修し

う

理り

を

施
ほ
ど
こ

し

た

。

一

方ぱ

う

船せ

ん

體た

い

を

檢け

ん

す

る

に

、

連れ

ん

日じ

つ

連れ

ん

夜や

の

暴ば

う

風ふ

う

怒ど

濤と

う

の

迫は

く

害が

い

の

爲た

め

に

、
白は

く

帆は

ん

の

一

面め

ん

は

灰
く
わ
い

白は

く

色
し
よ
く

と

な

り

、
又ま

た

船ふ

ね

の

外
ぐ
わ
い

板ば

ん

水す

ゐ

平へ

い

面め

ん

は

、
多お

ほ

く

の

水み

づ

垢あ

か

、
海か

い

草さ

う

、
貝か

い

類る

ゐ

な

ど

の

附ふ

着
ち
や
く

物ぶ

つ

が

生
し
や
う

じ

て

、
爲た

め

に

流さ

す

石が

の

鋼こ

う

鐵て

つ

板ば

ん

も

、
水み

づ

錆さ

び

を

生
し
や
う

じ

、
殊こ

と

に

留と

め

釘く

ぎ

の

箇か

所し

よ

は

腐ふ

蝕
し
よ
く

し

て

將ま

さ

に

離は

な

れ

ん

と

し

て

居ゐ

る

の

を

發は

つ

見け

ん

し

た

。 

二

十

日か

、

二

十

一

日に

ち

の

兩り
や
う

日じ

つ

は

風ふ

う

位ゐ

が

不ふ

定て

い

な

の

で

減げ

ん

帆は

ん

し

て

多お

ほ

く

は

汽き

走そ

う

を 

tasaka
ノート
２８２頁　南極記一月十五日（晴）帆走汽走直航距離八十五海里 一月十六日（快晴）汽走帆走直航距離四十海里 一月十七日（快晴）帆走汽走直航距離七十五海里 一月十八日（快晴）汽走帆走直航距離百十海里 一月十九日（半晴）帆走汽走直航距離百十五海里 一月二十日（半晴）帆走汽走直航距離百十海里 一月二十一日（曇）帆走汽走直航距離百十七海里
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用も

ち

ゐ

た

。
又ま

た

時と

き

々

遠ゑ

ん

雷ら

い

殷い

ん

々〱

と

し

て

轟
と
ゞ
ろ

き

、
驟

雨

ス

コ

ー

ル

も

亦ま

た

來ら

い

襲し

う

し

て

、

大
お
ほ
い

に

船せ

ん

員ゐ

ん

を

忙ば

う

殺さ

つ

せ

し

め

た

。 
二

十

二

日に

ち

に

至い

た

つ

て

、
天て

ん

候こ

う

は

漸
や
う
や

く

平へ

い

調て

う

に

歸き

し

、
風ふ

う

位ゐ

も

東と

う

方は

う

に

定さ

だ

ま

つ

た

の

で

、

總そ

う

帆は

ん

を

展て

ん

開か

い

し

て

南な

ん

方ぱ

う

に

急き

う

駛し

し

た

。
此こ

の

日ひ

は

風か

ぜ

淸き

よ

く

氣き

朗ほ

が

ら

か

で

、
坐そ

ゞ

ろ

に

人ひ

と

の

心
こ
ゝ
ろ

を

樂た

の

し

ま

し

め

る

の

で

、

船せ

ん

長
ち
や
う

は

一

等と

う

運う

ん

轉て

ん

士し

に

對た

い

し

て

、

『

今け

日ふ

は

天て

ん

氣き

も

好よ

し

、

風ふ

う

位ゐ

も

申
ま
を
し

分ぶ

ん

の

な

い

お

祝
い
は
ひ

に

、
御ご

馳ち

走そ

う

を

奮ふ

ん

發ぱ

つ

し

や

う

ぢ

や

な

い

か

』
と

諮は

か

つ

た

。
之こ

れ

を

洩も

れ

聞き

い

た

隊た

い

員ゐ

ん

の

一

人に

ん

は

、
鬼お

に

の

首く

び

で

も

捕と

ら

へ

た

や

う

に

、
『

號が

う

外
ぐ
わ
い

〱

ッ

』
と

全ぜ

ん

船せ

ん

に

觸ふ

れ

廻ま

わ

つ

た

の

で

、

食く

は

ぬ

先さ

き

か

ら

歡
く
わ
ん

呼こ

の

聲こ

ゑ

は

其そ

處こ

此こ

處こ

に

起お

こ

つ

た

。 

二

十

三

日に

ち

の

天て

ん

候こ

う

は

恰
あ
だ
か

も

母ぼ

國こ

く

に

於お

け

る

彌

生

や

よ

ひ

の

花

曇

は

な

ぐ

も

り

の

や

う

で

、
風か

ぜ

は

東

方

と

う

は

う

よ

り

吹ふ

い

て

頗
す
こ
ぶ

る

航

海

か

う

か

い

に

は

便べ

ん

利り

で

あ

つ

た

。
船せ

ん

長
ち
や
う

は

朝て

う

來ら

い

飲い

ん

料れ

う

水す

ゐ

や

食
し
よ
く

物も

つ

な

ど

の
檢け

ん

査さ

を

し

て

、
一

同ど

う

に

衛ゑ

い

生せ

い

上
じ
や
う

の

注ち

う

意い

を

與あ

た

へ

た

。
連れ

ん

日じ

つ

來ら

い

輓ひ

き

犬い

ぬ

が

相あ

ひ

尋つ

ゐ

で

八

頭と

う

病
び
や
う

死し

し

た

。

其そ

の

原げ

ん

因い

ん

を

調し

ら

べ

て

見み

る

と

、

乘の

り

組く

み

員ゐ

ん

の

殘ざ

ん

飯ぱ

ん

の

み

を

食く

は

し

め

た

爲た

め

で

は

な

い

か

と

疑
う
た
が

つ

て

見み

た

が

、
後ご

日じ

つ

に

至い

た

つ

て

其そ

の

死し

因い

ん

は

縧で

う

蟲ち

う

の

寄き

生せ

い

し

た

結け

つ

果く

わ

で

あ

る

こ

と

が

知し

れ

た

。

三み

井ゐ

所し

よ

衛ゑ

い

生せ

い

係
が
ゝ
り

も

手て

當あ

て

の

盡つ

く

し

様や

う

は

な

い

と

云い

つ

て

匙さ

ぢ

を

投な

げ

た

。 

tasaka
ノート
２８３頁　最初の探検一月二十二日（半晴）帆走直航距離九十五海里 好日和のお祝と號外 恰も彌生の花曇り 一月二十三日（曇）帆走汽走直航距離十四海里
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夜よ

る

十

時じ

頃ご

ろ

船せ

ん

尾び

遙は

る

か

の

海か

い

上
じ
や
う

に

、
漁ぎ

よ

火く

わ

の

如ご

と

き

二

箇こ

の

光
ひ
か
り

を

認み

と

め

た

。
之こ

れ

は

汽き

船せ

ん

が

航か

う

海か

い

し

つ

ゝ

あ

つ

た

の

で

あ

ら

う

。 
二

十

四

日か

か

ら

二

十

五

日に

ち

へ

か

け

て

は

、
内な

い

地ち

の

五

月
ぐ
わ
つ

頃ご

ろ

の

氣き

候こ

う

で

、
頗

す
こ
ぶ

る

心こ

ゝ

地ち

よ

く

、
海か

い

面め

ん

上
じ
や
う

東と

う

南な

ん

の

波

動

う

ね

り

の

爲た

め

に

船せ

ん

體た

い

は

左さ

右ゆ

う

七

八

度ど

の

傾け

い

斜し

や

を

示し

め

し

た

が

東と

う

位ゐ

の

和わ

風ふ

う

甚
は
な
は

だ

帆は

ん

走そ

う

に

適て

き

し

、

目

的

も

く

て

き

の

方は

う

向か

う

に

向む

か

つ

て

航か

う

進し

ん

を

繼け

い

續ぞ

く

す

る

こ

と

が

出

來

で

き

た

。

殊こ

と

に

二

十

五

日に

ち

は

、
天て

ん

神じ

ん

の

祭さ

い

日じ

つ

に

當あ

た

る

の

で

、
遙

は
る
か

に

母ぼ

國こ

く

郷
き
や
う

里り

の

祭さ

い

典て

ん

を

思お

も

ひ

型か

た

ば

か

り

の

馳ち

走そ

う

が

卓た

ん

上
じ
や
う

に

並な

ら

べ

ら

れ

た

。
船せ

ん

長
ち
や
う

は

一

刻こ

く

も

早は

や

く

寄き

航か

う

地ち

た

る

新

西

蘭

ニ
ユ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

に

到た

う

着
ち
や
く

せ

ね

ば

、
後こ

う

援え

ん

會
く
わ
い

で

は

大
お
ほ
い

に

心

配

し

ん

ぱ

い

す

る

で

あ

ろ

う

と

考
か
ん
が

へ

て

少す

く

な

か

ら

ず

急き

う

駛し

の

方は

う

法は

ふ

を

講か

う

じ

た

。 

二

十

六

日に

ち

は

風ふ

う

位ゐ

不ふ

順
じ
ゆ
ん

の

爲た

め

、
殆

ほ
と
ん

ど

東と

う

方は

う

に

向む

か

つ

て

航か

う

走そ

う

し

た

。
船せ

ん

體た

い

の

動ど

う

搖え

う

は

昨

日

き

の

ふ

に

も

增ま

し

て

激は

げ

し

く

、
船ふ

ね

の

進し

ん

程て

い

遅ち

々ゝ

と

し

て

頗
す
こ
ぶ

る

不ふ

愉ゆ

快
く
わ
い

で

あ

つ

た

。
二

十

七

日に

ち

か

ら

二

十

八

日に

ち

へ

か

け

て

、

風か

ぜ

は

益ま

す

々〱

強つ

よ

く

な

つ

て

、

氣き

溫を

ん

は

急き

ふ

に

涼す

ゞ

し

く

な

つ

た

の

で

、
今こ

ん

朝て

う

か

ら

食
し
よ
く

卓た

く

を

甲か

ん

板ぱ

ん

上
じ
や
う

か

ら

室し

つ

内な

い

食
し
よ
く

堂だ

う

に

移う

つ

し

た

。
副ふ

く

食
し
よ
く

物ぶ

つ

と

し

て

は

奈な

良ら

漬づ

け

、

鮭さ

け

、

福ふ

く

神じ

ん

漬づ

け

等と

う

が

其そ

の

重お

も

な

る

も

の

で

あ

る

。 

tasaka
ノート
２８４頁　南極記一月二十四日（曇）帆走直航距離八十海里 今日ば母國の天神祭 一月二十五日（半晴）帆走直航距離五十八海里 一月二十六日（晴）汽走直航距離二十五海里 一月二十七日（半晴）汽走直航距離百二十海里 一月二十八日（半晴）汽走直航距離百海里
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翌よ

く

二

十

九

日に

ち

も

、
風ふ

う

位ゐ

依い

然ぜ

ん

と

し

て

帆は

ん

走そ

う

に

適て

き

せ

ず

、
汽き

力
り
よ
く

を

以も

つ

て

東

方

と

う

は

う

に

航か

う

走さ

う

を

續つ

ゞ

け

た

。

涼
り
よ
う

氣き

は

益ま

す

々〱

加く

は

は

つ

た

の

で

、
此こ

の

日ひ

か

ら

靑あ

を

天て

ん

井
じ
や
う

の

甲か

ん

板ぱ

ん

寢ね

を

禁き

ん

じ

て

、
室し

つ

内な

い

に

起き

臥が

す

る

こ

と

ゝ

定さ

た

め

た

。

折を

り

し

も

午ご

前ぜ

ん

十

時じ

頃ご

ろ

遙は

る

か

東と

う

南な

ん

方は

う

に

當あ

た

つ

て

新

西

蘭

ニ
ユ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

北ほ

く

島た

う

の

西せ

い

北ほ

く

端た

ん

を

發は

つ

見け

ん

し

た

の

で

、
乘

じ
よ
う

員ゐ

ん

は

拍は

く

手し

ゆ

喝か

つ

采さ

い

し

て

歡
く
わ
ん

呼こ

の

聲こ

ゑ

を

擧あ

げ

た

。
思お

も

へ

ば

我わ

が

開か

い

南

丸

な

ん

ま

る

が

品し

な

川が

は

灣わ

ん

頭と

う

を

辭じ

し

て

以い

來ら

い

、
陸り

く

影え

い

を

見み

る

こ

と

之こ

れ

で

僅わ

ず

か

に

第だ

い

三

回
く
わ
い

目め

で

あ

る

。 

三

十

日に

ち

早さ

う

朝て

う

白し

ら

瀬せ

隊た

い

長
ち
や
う

は

起お

き

出い

づ

る

や

否い

な

や

、
船せ

ん

長
ち
や
う

に

對た

い

し

新

西

蘭

ニ
ユ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

寄き

港か

う

の

豫よ

定て

い

を

訊た

づ

ね

た

が

船せ

ん

長
ち
や
う

が
『

風ふ

う

位ゐ

の

不ふ

良
り
や
う

の

爲た

め

、
昨さ

く

夜や

半は

ん

か

ら

沖お

き

に

向む

か

つ

て

船ふ

ね

を

回
く
わ
い

轉て

ん

し

た

の

で

、

ウ

エ

リ

ン

ト

ン

方は

う

面め

ん

に

直
ち
よ
く

航か

う

す

る

こ

と

の

出

來

で

き

な

い

の

は

頗
す
こ
ぶ

る

遺い

憾か

ん

で

あ

る

』

兎と

に

角か

く

此こ

の

場ば

合あ

ひ

、

風ふ

う

位ゐ

の

順
じ
ゆ
ん

調て

う

に

向む

か

ふ

を

待ま

つ

よ

り

外ほ

か

に

良
り
や
う

策さ

く

が

な

い

』

と

答こ

た

へ

た

。 

夜や

來ら

い

の

天て

ん

候こ

う

は

依い

然ぜ

ん

と

し

て

險け

ん

惡あ

く

で

あ

る

が

、

三

十

一

日に

ち

の

午ご

後ゞ

一

時じ

頃ご

ろ

か

ら

風ふ

う

雨う

が

稍や

や

穏
お
だ
や

か

に

な

つ

た

の

で

、
針し

ん

路ろ

を

南
み
な
み

に

轉て

ん

じ

滿ま

ん

帆は

ん

に

順
じ
ゆ
ん

風ぷ

う

を

受う

け

て

進す

ゝ

ん

だ

。
午ご

前ぜ

ん

十

時じ

頃ご

ろ

再
ふ
た
ゝ

び

陸り

く

地ち

が

視し

界か

い

に

現あ

ら

は

れ

初は

じ

め

た

の

で

、
一

時じ

は

落ら

く

膽た

ん

し

た

隊た

い

長
ち
や
う

を

始は

じ

め 

tasaka
ノート
２８５頁　最初の探検一月二十九日（半晴）汽走直航距離八十八海里 漸く新西蘭を發見す 一月三十日（雨）汽走直航距離三十海里 一月三十一日（雨）汽走帆走直航距離八十海里
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總そ

う

員ゐ

ん

は

手て

を

拍う

つ

て

大
お
ほ
い

に

喜
よ
ろ
こ

ん

だ

。
併し

か

し

船せ

ん

長
ち
や
う

を

初は

じ

め

船

員

せ

ん

ゐ

ん

等ら

は

南

方

な

ん

ぱ

う

の

波

動

う

ね

り

の

激は

げ

し

き

を

氣き

遣づ

か

つ

て

居ゐ

た

、

と

云い

ふ

の

は

陸り

く

岸が

ん

附ふ

近き

ん

で

あ

る

の

で

暗あ

ん

礁せ

う

な

ど

の

危き

險け

ん

が

無な

い

と

も

限か

ぎ

ら

ぬ

か

ら

で

あ

る

。 

翌あ

く

れ

ば

二

月
ぐ
わ
つ

一

日に

ち

、
昨

日

き

の

ふ

に

變か

は

ら

ず

風ふ

う

波は

高た

か

く

、
船せ

ん

體た

い

の

動ど

う

搖え

う

随
し
た
が

つ

て

甚
は
な
は
だ

し

く

隊た

い

長
ち
や
う

初は

じ

め

隊た

い

員ゐ

ん

等ら

は

、
『

全ぜ

ん

體た

い

船ふ

ね

の

針し

ん

路ろ

は

新

西

蘭

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

の

方は

う

向か

う

に

向む

か

つ

て

居ゐ

る

の

か

』
と

云い

つ

て

訝
い
ぶ
か

り

出だ

し

た

。
船せ

ん

長
ち
や
う

は

之こ

れ

に

答こ

た

へ

た

、
『

風ふ

う

位ゐ

の

不ふ

順
じ
ゆ
ん

と

夜や

來ら

い

屢し

ば

々〲

來ら

い

襲し

う

し
た

狂
き
や
う

風ふ

う

驟し

う

雨ゝ

の

危き

險け

ん

を

避さ

け

る

爲た

め

、
多た

少せ

う

進し

ん

程て

い

に

加か

減げ

ん

を

加く

は

へ

て

逆
ぎ
や
く

航か

う

し

た

か

ら

諸し

よ

君く

ん

の

訝
い
ぶ
か

る

の

も

無む

理り

は

無な

い

』

と

云い

つ

た

。 

二

日か

午

後

ご

ゞ

二

時じ

頃ご

ろ

エ

グ

モ

ン

ト

山や

ま

の

山さ

ん

頂
ち
よ
う

を

認み

と

め

た

。
此こ

の

山や

ま

形
か
た
ち

は

宛
さ
な
が

ら

我わ

が
富ふ

士じ

山さ

ん

に

髣は

う

髴ふ

つ

た

る

死し

火く

わ

山ざ

ん

で

あ

る

。
海か

い

抜ば

つ

八

千

二

百

六

十

呎
フ
イ
ト

、
山さ

ん

頂
ち
よ
う

に

は

白は

く

雪せ

つ

を

戴
い
た
ゞ

い

て

居ゐ

る

の

が

見み

え

る

。
一

同ど

う

は

地ち

平へ

い

線せ

ん

遙
は
る
か

に

此

山

こ

の

や

ま

を

望
の
ぞ
み

見み

て

、
遠と

ほ

く

母ぼ

國こ

く

の

懐な

つ

か

し

き
風ふ

う

景け

い

を

回
く
わ
い

想さ

う

し

た

。
船ふ

ね

は

エ

グ

モ

ン

ト

岬
み
さ
き

附ふ

近き

ん

に

向む

か

は

う

と

し

た

が

風ふ

う

位ゐ

不ふ

調て

う

の

爲た

め

、
危き

險け

ん

を

避さ

け

て

中ち

う

止し

す

る

の

已や

む

な

き

に

至い

た

つ

た

。

夜よ

の

十

時じ

頃ご

ろ

に

至い

た

り

、

エ

グ

モ

ン

ト

岬
み
さ
き

を

左さ

舷げ

ん

に

見み

て

進し

ん

航か

う

し

た

。 

tasaka
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翌よ

く

三

日か

午ご

前ぜ

ん

一

時じ

、
エ

グ

モ

ン

ト

岬
み
さ
き

の

燈と

う

臺だ

い

前ま

へ

を

通つ

う

過く

わ

し

て

、
同ど

う

三

時じ

半は

ん

の

頃こ

ろ

か

ら

、

ウ

エ

リ

ン

ト

ン

港か

う

指さ

し

て

針し

ん

路ろ

を

取と

つ

た

。
隊た

い

員ゐ

ん

の

幹か

ん

部ぶ

連れ

ん

は

眛

爽

ま

い

そ

う

か

ら

上
じ
や
う

陸り

く

準
じ
ゆ
ん

備び

に

多た

忙ば

う

を

極き

は

め

て

居ゐ

た

が

、
船せ

ん

長
ち
や
う

は

晴せ

い

雨う

計け

い

が

次し

第だ

い

に

降か

う

下か

し

て

刻こ

く

一

刻こ

く

天て

ん

候こ

う

險け

ん

惡あ

く

の

兆
ち
や
う

を

示し

め

す

を

見み

大
お
ほ
い

に

懸け

念ね

ん

は

し

た

が

兎と

も

角か

く

汽き

力
り
よ
く

と

風ふ

う

力
り
よ
く

と

を

能あ

た

ふ

丈だ

け

利り

用よ

う

し

港か

う

口こ

う

を

指さ

し

て

急き

ふ

航か

う

し

た

。 

此こ

の

日ひ

、
日に

ち

沒ぼ

つ

の

模も

様や

う

は

最
も
つ
と

も

危き

險け

ん

な

る

暴ば

う

風ふ

う

の

前ぜ

ん

兆
ち
や
う

を

呈て

い

し

た

の

で

、
船せ

ん

長
ち
や
う

初は

じ

め

船せ

ん

員ゐ

ん

一

同ど

う

は

大
お
ほ
い

に

警

戒

け

い

か

い

し

て

居を

つ

た

。
す

る

と

果く

わ

然ぜ

ん

夜よ

の

九

時じ

頃ご

ろ

に

至い

た

つ

て

、
一

陣ぢ

ん

の

旋せ

ん

風ぷ

う

來き

た

る

よ

と

思お

も

ふ

間ま

も

あ

ら

せ

ず

、

波は

濤と

う

怒い

か

り

て

船ふ

ね

を

弄ら

う

す

る

こ

と

木こ

の

葉は

の

如ご

と

く

爲た

め

に

傾

斜

け

い

し

や

二

十

度ど

に

達た

つ

し

、

ウ

エ

リ

ン

ト

ン

へ

の

入に

ふ

港か

う

は

、

一

時じ

絶ぜ

つ

望ば

う

に

終を

は

つ

た

。 

加

之

し
か
の
み
な
ら
ず

。
海か

い

上
じ
や
う

は

一

面め

ん

濃の

う

霧む

に

鎖と

ざ

さ

れ

、
濛ま

う

々〱

と

し

て

咫し

尺せ

き

を

辧べ

ん

ず

る

こ

と

す

ら

出

來

で

き

な

か

つ

た

か

ら

成な

る

べ

く

沖を

き

合あ

ひ

の

安あ

ん

全ぜ

ん

な

る

海か

い

上
じ
や
う

に

漂へ

う

泊は

く

し

つ

ゝ

夜よ

の

明あ

く

る

を

待ま

つ

た

。 

圓
ま
ど
や

か

な

る

夢ゆ

め

を

結む

す

び

得え

ざ

る

不ふ

安あ

ん

の

一

夜や

は

明あ

け

た

が

、

翌よ

く

四

日か

も

風ふ

う

波は

は

更さ

ら 

tasaka
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に
收お

さ

ま
ら
ず
、
加く

は

ふ
る
に
午ご

后ゞ

一
時じ

半は
ん

頃ご
ろ

非ひ

常
じ
や
う

な
る
豪ご

う

雨う

來き
た

り
、
同ど

う

六
時じ

ま
で
降ふ

り

續つ
ゞ

い
た
。 

翌よ

く

五

日か

も

昨

日

き

の

ふ

に

變か

は

ら

ぬ

強
き
や
う

風ふ

う

怒ど

濤と

う

で

汽き

罐
く
わ
ん

の

全ぜ

ん

力
り
よ
く

を

使し

用よ

う

す

る

も

、
一

切さ

い

進し

ん

航か

う

の

効か

う

を

奏そ

う

さ

な

か

つ

た

。
此こ

の

邊へ

ん

の

海う

み

は

ク

ー

ク

海か

い

峡
き
や
う

か

ら

流
な
が
れ

來き

た

る

潮て

う

流り

う

が

驚
お
ど
ろ

く

ば

か

り

の

迅

度

は

や

さ

で

あ

つ

た

。
そ

こ

で

六

日か

か

ら

七

日か

へ

か

け

て

、
船ふ

ね

は

同ど

う

海か

い

峡
き
や
う

内な

い

を

斜し

や

走そ

う

し

て

目も

く

的て

き

地ち

に

接せ

つ

近き

ん

す

る

方は

う

法は

ふ

を

講か

う

じ

た

が

、

遂つ

ひ

に

無む

効か

う

に

歸き

し

た

。 

八

日か

も

亦ま

た

前ぜ

ん

日じ

つ

來ら

い

の

斜し

や

走そ

う

を

續ぞ

く

行か

う

し

て

辛か

ら

ふ

じ

て

目も

く

的て

き

地ち

に

近ち

か

づ

く

こ

と

が

出

來

で

き

た

。

午ご

前ぜ

ん

八

時じ

頃ご

ろ

ペ

ン

カ

ロ

ー

燈と

う

臺だ

い

に

並へ

い

航か

う

し

て

、

サ

ム

ス

島と

う

燈と

う

臺だ

い

を

指さ

し

て

進

入

し

ん

に

ふ

し

た

。
サ

ム

ス

島た

う

附ふ

近き

ん

水す

ゐ

路ろ

誌し

に

據よ

れ

ば

同

島

ど

う

た

う

に

は

檢け

ん

疫ゑ

き

所じ

よ

が

あ

る

と

誌し

ゐ

さ

れ

て

あ

る

が

、

正
し
や
う

午ご

頃ご

ろ

同ど

う

島た

う

に

近ち

か

づ

く

も

、
更さ

ら

に

檢け

ん

疫ゑ

き

の

模も

様や

う

が

無な

い

の

で

直
ち
よ
く

路ろ

ウ

エ

リ

ン

ト

ン

港か

う

内な

い

さ

し

て

進し

ん

航か

う

し

た

。
午ご

後ゞ

二

時じ

頃ご

ろ

に

至い

た

り

、
檢け

ん

疫ゑ

き

の

小こ

蒸
じ
よ
う

汽き

艇て

い

が

我わ

が

開か

い

南

丸

な

ん

ま

る

を

目め

蒐が

け

て

近ち

か

づ

い

て

來き

た

の

で

、
直た

ゞ

ち

に

錨
い
か
り

を

投と

う

じ

各か

く

員ゐ

ん

は

檢け

ん

疫ゑ

き

を

受う

け

た

。
幸

さ
い
は
ひ

に

し

て

船せ

ん

員ゐ

ん

中ち

う

一

名め

い

の

故こ

障
し
や
う

者し

や

も

な

く

、
同ど

う

二

時じ

三

十

分ぷ

ん

終し

う

了れ

う

し

た

の

で

、
再

ふ
た
ゝ

び

錨
い
か
り

を

抜ぬ

い

て
港

内

か

う

な

い

に

向む

か

つ

た

。

此こ

の

際さ

い

檢け

ん

疫ゑ

き

船せ

ん

に

白し

ら

瀬せ

隊た

い

長ち
や
う

武た

け

田だ

學が

く

術じ
ゆ
つ

部ぶ

長ち
や
う

三み

井ゐ

所し

よ

衛ゑ

い

生せ

い

部ぶ

長ち
や
う

、 

tasaka
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島し

ま

事じ

務む

長
ち
や
う

外ほ

か

一

名め

い

便び

ん

乘
じ
よ
う

し

て

先さ

き

に

上
じ
や
う

陸り

く

し

た

。
開か

い

南

丸

な

ん

ま

る

は

同ど

う

三

時じ

四

十

分ぷ

ん

頃ご

ろ

、
港か

う

内な

い

西せ

い

南な

ん

部ぶ

英え

い

國こ

く

商
し
や
う

船せ

ん

棧さ

ん

橋ば

し

の

附ふ

近き

ん

に

碇て

い

泊は

く

し

た

。 
此こ

の

邊へ

ん

の

風ふ

う

景け

い

は

、
洵

ま
こ
と

に

美び

で

、
久ひ

さ

し

く

海か

い

上
じ
や
う

に

怒ど

濤と

う

と

の

み

闘
た
ゝ
か

つ

て

居ゐ

た

總そ

う

員ゐ

ん

の

眼め

に

は

言い

ふ

ベ

か

ら

ざ

る

快
く
わ
い

感か

ん

を

與あ

た

へ

た

。
海か

い

濱ひ

ん

近ち

か

き

陸り

く

上
じ
や
う

に

は

、
教け

う

會
く
わ
い

堂だ

う

ら

し

き
大だ

い

建け

ん

築ち

く

物ぶ

つ

が

あ

つ

て

、
多た

數す

う

の

靑せ

い

年ね

ん

男だ

ん

女ぢ

よ

の

運う

ん

動ど

う

嬉

戯

き

ゞ

す

る

さ

ま

は

、
宛

あ
だ
か

も

人に

ん

形
ぎ
や
う

の

や

う

に

見み

え

た

。

電

車

で

ん

し

や

も

海

岸

か

い

が

ん

ま

で

通つ

う

じ

て

居ゐ

る

。 

乘の

り

組く

み

員ゐ

ん

は

甲か

ん

板ぱ

ん

上
じ
や
う

に

集
あ
つ
ま

つ

て

、

喜
よ
ろ
こ

び

勇い

さ

ん

で

陸り

く

上
じ
や
う

を

指し

顧こ

し

つ

ゝ

語
か
た
り

合あ

つ

て

居ゐ

る

と

、

同ど

う

四

時じ

三

十

分ぷ

ん

頃ご

ろ

、

港か

う

務む

員ゐ

ん

が

來ら

い

船せ

ん

し

て

、

碇て

い

泊は

く

地ち

を

移う

つ

す

べ

く

請せ

い

求き

う

し

た

。

そ

う

し

て

其そ

の

指し

定て

い

さ

れ

た

碇て

い

泊は

く

地ち

は

英え

い

國こ

く

軍ぐ

ん

艦か

ん

コ

ン

ピ

オ

ン

號が

う

の

艦か

ん

尾び

近ち

か

き

箇か

所し

よ

で

あ

つ

て

、
此こ

處ゝ

に

投と

う

錨べ

う

を

許ゆ

る

さ

れ

た

の

は

、
ウ

エ

リ

ン

ト

ン

政せ

い

廰
ち
よ
う

の

多た

大だ

い

な

る

好か

う

意い

で

あ

つ

た

こ

と

を

後の

ち

に

て

知し

つ

た

。 

此こ

の

夕ゆ

う

英え

い

艦か

ん

乘の

り

組く

み

員ゐ

ん

や

新し

ん

聞ぶ

ん

記き

者し

や

や

港こ

う

務む

官
く
わ
ん

吏り

等と

う

の

來ら

い

訪は

う

が

續ぞ

く

々〲

あ

つ

た

。 

翌よ

く

九

日か

午

前

ご

ぜ

ん

八

時じ

、
港か

う

務む

官
く
わ
ん

來ら

い

船せ

ん

し

間ま

も

な

く

税ぜ

い

關
く
わ
ん

吏り

も

來き

た

り

、
他た

に

四

名め

い

の
來ら

い

客か

く 

tasaka
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も

あ

つ

た

。
今こ

ん

日に

ち

政せ

い

廰
ち
や
う

と

領
り
や
う

事じ

官
く
わ
ん

と

の

命め

い

令れ

い

に

よ

つ

て

、
開か

い

南

丸

な

ん

ま

る

を

棧さ

ん

橋ば

し

へ

横よ

こ

付づ

け

に

せ

よ

と

云い

ふ

事こ

と

で

あ

つ

た

が

、
種い

ろ

々〱

都つ

合が

ふ

も

あ

る

こ

と

で

、
其そ

の

命め

い

令れ

い

に

從
し
た
が

う

こ

と

を

辭じ

し

た

。
同ど

う

九

時じ

三

十

分ぷ

ん

頃ご

ろ

船せ

ん

長
ち
や
う

は

税ぜ

い

關
く
わ
ん

、
領

り
や
う

事じ

館
く
わ
ん

、
港か

う

務む

部ぶ

等と

う

へ

の

用よ

う

事じ

と

、
船せ

ん

用よ

う

の

買か

ひ

物も

の

と

を

兼か

ね

て

上
じ
や
う

陸り

く

し

た

。

各か

く

乘の

り

組く

み

員ゐ

ん

も

半は

ん

數す

う

づ

ゝ

交か

う

互ご

に

上
じ
や
う

陸り

く

を

許ゆ

る

さ

れ

る

こ

と

ゝ

な

つ

た

。 

上
じ
や
う

陸り

く

後ご

船せ

ん

長
ち
や
う

は

、
石せ

き

炭た

ん

三

十

二

噸と

ん

、
飲い

ん

料れ

う

水す

ゐ

三

十

六

噸と

ん

、
其そ

の

他た

重
ぢ
ゆ
う

要え

う

の

船せ

ん

具ぐ

購こ

う

入に

ふ

の

約や

く

束そ

く

を

了を

は

つ

て

歸き

船せ

ん

し

た

。
此こ

の

日ひ

は

石せ

き

炭た

ん

飲い

ん

料れ

う

水す

ゐ

な

ど

の

積つ

み

入い

れ

で

、
船ふ

ね

で

は

非ひ

常
じ
や
う

に

多た

忙ば

う

を

極き

は

め

た

上う

へ

、
更さ

ら

に

領
り
や
う

事じ

館
く
わ
ん

員ゐ

ん

や

新し

ん

聞ぶ

ん

記き

者し

や

等と

う

の

來ら

い

訪は

う

者し

や

が

多た

數す

う

で

、
一

々

之こ

れ

に

面め

ん

會
く
わ
い

せ

ね

ば

な

ら

ぬ

の

で

、
幹か

ん

部ぶ

連れ

ん

は

品し

な

川が

は

出
し
ゆ
つ

帆ぱ

ん

當た

う

時じ

の

多た

忙ば

う

よ

り

も

、
更さ

ら

に

多た

忙ば

う

で

あ

る

と

云い

つ

て

愚ぐ

痴ち

つ

た

位
ぐ
ら
ゐ

で

あ

る

。 

翌あ

く

れ

ば

十

日か

は

、
一

天て

ん

拭ぬ

ぐ

ふ

が

如ご

と

き

好

晴

か

う

せ

い

で

あ

る

。
彌

い
よ
い

よ

明め

う

十

一

日に

ち

に

は

氷
ひ
よ
う

海か

い

指さ

し

て

出
し
ゆ
つ

發ぱ

つ

す

る

豫よ

定て

い

な

の

で

、
今け

日ふ

は

十

二

分ぶ

ん

の

休き

う

養や

う

を

と

る

べ

く

總そ

う

員ゐ

ん

に

交

代

か

う

た

い

の

上
じ
や
う

陸り

く

を

許ゆ

る

し

た

。
領

り
や
う

事じ

館
く
わ
ん

よ

り

の

通つ

う

知ち

に

よ

る

に

、
前ぜ

ん

日じ

つ

白し

ら

瀬せ

隊た

い

長
ち
や
う

と

の

打う

ち

合あ

は

せ

の

通と

ほ

り

幹か

ん

部ぶ

一

同ど

う

上
じ
や
う

陸り

く

せ

よ

と

の

事こ

と

で

あ

る

の

で

短

艇

ボ

ー

ト

を

艤ぎ

し

て

海

岸

か

い

が

ん

に

到た

う

着
ち
や
く

す

る

と 

tasaka
ノート
２９０頁　南極記
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我わ

が

名め

い

譽よ

領
り
や
う

事じ

ヤ

ン

グ

氏し

は

自じ

動ど

う

車し

や

を

用よ

う

意い

し

て

一

行か

う

を

待ま

ち

受う

け

て

居ゐ

た

。
一

行か

う

は

得と

く

意い

然ぜ

ん

と

し

て

打う

つ

乘の

る

と

、
ヤ

ン

グ

氏し

は

自
み
づ
か

ら

ハ

ン

ド

ル

を

把と

つ

て

市し

内な

い

各か

く

所し

よ

の

案あ

ん

内な

い

を

し

て

く

れ

た

。
領

り
や
う

事じ

館
く
わ
ん

、
公こ

う

園ゑ

ん

、
公こ

う

會
く
わ
い

堂だ

う

の

三

箇か

所し

よ

に

は

數あ

ま

多た

の

貴き

婦ふ

人じ

ん

打う

ち

集つ

ど

う

て

、
一

行か

う

に

手て

篤あ

つ

き

饗け

う

應お

う

を

し

て

呉く

れ

た

。
又ま

た

會
く
わ
い

衆し

う

中ち

う

の

花は

な

の

如ご

と

き

令れ

い

嬢
ぢ
や
う

は

、
一

行か

う

に

勸す

ゝ

め

て

庭

球

テ

ニ

ス

の

競
き
や
う

技ぎ

を

強し

い

な

ど

し

て

款
く
わ
ん

待た

い

し

て

く

れ

た

。
花は

な

の

如ご

と

き

是こ

れ

等ら

の

美び

人じ

ん

と

、
赤せ

き

道だ

う

直
ち
よ
く

下か

の

炎え

ん

熱ね

つ

に

、
眞ま

つ

黑く

ろ

々〱

に

焼や

き

付つ

け

ら

れ

た

荒あ

ら

く

れ

男
を
と
こ

と

が

、
一

つ

コ

ー

ト

に

相あ

ひ

對た

い

球き

う

し

た

の

は

、
一

種し

ゆ

の

奇き

觀
く
わ
ん

で

あ

つ

た

。
凡す

べ

て

客
き
や
く

を

待た

い

遇ぐ

う

す

る

こ

と

に

就つ

い

て

は

外
ぐ
わ
い

國こ

く

婦ふ

人じ

ん

は

實じ

つ

に

優す

ぐ

れ

た

手し

ゆ

腕わ

ん

を

有も

つ

て

居ゐ

る

。
到た

う

底て

い

我わ

が

日に

つ

本ぽ

ん

婦ふ

人じ

ん

な

ど

の

遠と

ほ

く

及お

よ

ぶ

所
と
こ
ろ

で

は

な

い

。
之こ

れ

が

爲た

め

に

我わ

が

一

行か

う

は

連れ

ん

日じ

つ

の

辛し

ん

苦く

を

一

掃さ

う

し

去さ

つ

て

、

新
あ
ら
た

に

南な

ん

征せ

い

の

勇ゆ

う

氣き

を

保た

も

つ

こ

と

が

出

來

で

き

た

。 

歸き

途と

寫し

や

眞し

ん

材ざ

い

料れ

う

な

ど

を

買か

つ

て

、
市し

民み

ん

の

好か

う

意い

に

よ

る

特と

く

別べ

つ

無む

賃ち

ん

の

電で

ん

車し

や

に

搭と

う

乘
じ
よ
う

し

て

夕ゆ

う

刻こ

く

歸き

船せ

ん

し

た

。
此こ

の

夜よ

多た

數す

う

の

學が

く

生せ

い

が

來ら

い

船せ

ん

し

た

。
彼か

れ

等ら

は

日に

つ

中ち

う

は

日に

つ

課く

わ

の

嚴げ

ん

な

る

爲た

め

止や

む

を

得え

ず

夜や

間か

ん

の

休き

う

暇か

を

利り

用よ

う

し

來ら

い

訪は

う

し

た

の

で

あ

る

と

語か

た

つ

て

居ゐ

た

。

シ

ド

ニ

ー

日に

本ほ

ん

人じ

ん

會く
わ
い

と

、

新

西

蘭

ニ
ユ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

北ほ

く

島た

う

に

居ゐ

る

唯ゆ

い

一

の

本ほ

ん

邦ぱ

う

人じ

ん

三

宅あ

け

幸ゆ

き

彦ひ

こ

氏し

と

か

ら

、 

tasaka
ノート
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我わ

が

壯そ

う

擧き

よ

の

成せ

い

功こ

う

と

、

一

行か

う

の

健

康

け

ん

こ

う

と

を

祈い

の

る

と

の

祝
し
ゆ
く

電で

ん

が

あ

つ

た

。 

二

月
ぐ
わ
つ

十

一

日に

ち

の

紀き

元げ

ん

節せ

つ

、
此こ

の

好か

う

箇こ

の

記き

念ね

ん

日び

を

以も

つ

て

、
我わ

が

開か

い

南

丸

な

ん

ま

る

は

愈
い
よ
い

よ

其そ

の

目も

く

的て

き

と

す

る

極
き
よ
く

地ち

に

向む

か

つ

て

、
ウ

エ

リ

ン

ト

ン

港か

う

を

抜ば

つ

錨べ

う

す

る

事こ

と

に

決け

つ

し

た

。
母ぼ

國こ

く

の

後こ

う

援え

ん

會
く
わ
い

か

ら

送そ

う

金き

ん

が

あ

つ

た

の

で

、
午ご

前ぜ

ん

八

時じ

三

十

分ぷ

ん

、
白し

ら

瀬せ

隊た

い

長
ち
や
う

は

、
四

五

名め

い

の

隊た

い

員ゐ

ん

と

共と

も

に

之こ

れ

を

領
り
よ
う

收し

う

の

爲た

め

上
じ
や
う

陸り

く

し

た

。
同ど

う

九

時じ

船ふ

ね

は

全
ま
つ
た

く

出
し
ゆ
つ

帆ぱ

ん

の

準
じ
ゆ
ん

備び

が

整
と
ゝ
の

つ
た

。
此こ

の

時と

き

領
り
や
う

事じ

か

ら

書し

よ

面め

ん

が

あ

つ

て

、
出

し
ゆ
つ

發ぱ

つ

期き

を

翌よ

く

日じ

つ

に

延え

ん

期き

す

る

こ

と

は

出

來

で

き

ぬ

か

、
出

し
ゆ
つ

發ぱ

つ

の

際さ

い

は

盛せ

い

大だ

い

な

る

送そ

う

別べ

つ

式し

き

が

催
も
よ
ほ

し

た

い

か

ら

、
能あ

た

ふ

べ

く

ば

明め

う

日に

ち

の

日に

ち

曜え

う

に

し

て

は

如

何

い

か

ゞ

と

の

事こ

と

で

あ

つ

た

け

れ

ど

、
一

行か

う

は

瞬
し
ゆ
ん

時じ

も

早は

や

く

南な

ん

極
き
よ
く

に

達た

つ

せ

ん

こ

と

を

急き

ふ

務む

と

し

て

居ゐ

た

か

ら

遺い

憾か

ん

な

が

ら

其そ

の

申
ま
を
し

込こ

み

を

謝
し
ゆ
つ

絶ぜ

つ

す

る

旨む

ね

を

答こ

た

へ

た

。

す

る

と

第だ

い

二

回
く
わ
い

の

申
ま
を
し

込こ

み

に

出
し
ゆ
つ

帆ぱ

ん

は

午ご

後ゞ

ま

で

延え

ん

期き

し

て

く

れ

よ

と

あ

つ

た

の

で

、

之こ

れ

は

謝し

や

絶ぜ

つ

も

出

來

で

き

な

い

の

で

、

承
し
よ
う

諾だ

く

の

旨む

ね

を

答こ

た

へ

た

。 

正

午

し

や

う

ご

か

ら

見み

送
お
く
り

の

快

走

ヨ

ツ

艇ト

は

、
陸り

く

續ぞ

く

と

し

て

春は

る

の

野の

の

胡こ

蝶て

う

の

群む

れ

が

、
花は

な

を

目め

蒐が

け

て

集つ

ど

ふ

が

如ご

と

く

開か

い

南

丸

な

ん

ま

る

を

取と

り

圍か

こ

ん

だ

。

中な

か

に

は

四

百

噸ト

ン

に

も

餘あ

ま

ら

む

ば

か

り 

tasaka
ノート
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異い

様や

う

な

四

階か

い

造づ

く

り

の

汽き

船せ

ん

も

あ

つ

て

欄ら

ん

干か

ん

に

は

綺

羅

き

ら

を

飾か

ざ

つ

た

男

女

だ

ん

に

よ

が

歡
く
わ
ん

呼こ

し

つ

ゝ

見み

送お

く

つ

て

居ゐ

た

。
總そ

う

員ゐ

ん

は

手

巾

ハ
ン
カ
チ
ー
フ

を

振ふ

り

又ま

た

は

帽ば

う

を

振ふ

つ

て

之こ

れ

に

應こ

た

へ

、
船ふ

ね

は

徐
お
も
む

ろ

に

錨
い
か
り

を

上あ

げ

て

出
し
ゆ
つ

發ぱ

つ

し

た

。
や

が

て

碇て

い

泊は

く

中ち

う

の

英え

い

艦か

ん

の

傍
か
た
は
ら

を

過す

ぐ

る

や

艦

内

か

ん

な

い

よ

り
『

貴き

隊た

い

の

無ぶ

事じ

成せ

い

功こ

う

を

祈い

の

る

』
と

の

信し

ん

號が

う

が

あ

つ

た

の

で

、
開か

い

南

丸

な

ん

ま

る

よ

り
『

貴き

艦か

ん

の

同ど

う

情
じ
や
う

を

感か

ん

謝し

や

す

』
と

の

信し

ん

號が

う

を

返か

へ

し

た

。
船ふ

ね

が

灣わ

ん

口こ

う

を

過す

ぐ

る

頃こ

ろ

か

ら

、
天て

ん

候こ

う

は

見み

る

〱

不ふ

良
り
や
う

の

兆
ち
よ
う

を

現あ

ら

は

し

、

波な

み

高た

か

く

、

風か

ぜ

強つ

よ

く

豫よ

定て

ん

の

進し

ん

航こ

う

が

困こ

ん

難な

ん

に

な

つ

た

。 

明あ

け

て

十

二

日に

ち

も

、
天て

ん

は

曇く

も

り

、
風ふ

う

位ゐ

も

不ふ

定て

い

で

、
船ふ

ね

は

南
み
な
み

へ

直
ち
よ
く

航か

う

す

る

こ

と

が

出

來

で

き

な

い

の

で

斜し

や

走そ

う

し

た

。
殊こ

と

に

不ふ

愉ゆ

快
く
わ
い

な

の

は

潮て

う

流り

う

の

迅は

や

い

こ

と

で

あ

る

。
十

三

日に

ち

に

至い

た

つ

て

風ふ

う

力
り
よ
く

が

餘よ

程ほ

ど

減げ

ん

じ

た

の

で

、

專
も
つ
ぱ

ら

機き

關
く
わ
ん

を

使し

用よ

う

し

て

進し

ん

航こ

う

し

た

。 

十

四

日か

は

、
山や

ま

成な

す

ば

か

り

の

波は

濤と

う

が

殆
ほ
と
ん

ど

間か

ん

斷だ

ん

な

く

襲し

う

來ら

い

し

て

、
船せ

ん

長
ち
や
う

を

し

て

多た

年ね

ん

の

經け

い

驗け

ん

中ち

う

此か

く

の

如ご

と

く

大だ

い

波は

濤と

う

を

見み

た

る

こ

と

が

無な

い

と

絶ぜ

つ

叫き

う

せ

し

め

た

程ほ

ど

で

、

船せ

ん

體た

い

の

動ど

う

搖え

う

は

甚
は
な
は

だ

し

き

も

の

で

あ

つ

た

。 

十

五

日に

ち

に

及お

よ

ん

で

、

波は

濤と

う

の

大だ

い

波は

動ど

う

は

餘よ

程ほ

ど

減げ

ん

じ

た

が

、

朝て

う

來ら

い

非ひ

常
じ
や
う

な

る

濃の

う

霧む

が 

tasaka
ノート
２９３頁　最初の探検二月十一日（晴後曇）二月十二日（曇）汽走 二月十三日（曇）汽走直航距離二十四海里山成す波濤の襲來 二月十四日（半晴）汽走直航距離七十五海里
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立た

ち

罩こ

め

た

の

で

、
航こ

う

海か

い

上
じ
や
う

昨

日

き

の

う

に

優ま

さ

る

の

困こ

ん

難な

ん

を

感か

ん

じ

つ

ゝ

汽き

走そ

う

を

續つ

ゞ

け

た

。
新

西

蘭

ニ
ウ
ジ
ー
ラ
ン
ド

碇て

い

泊は

く

中ち

う

、
元も

と

一

商
し
や
う

船せ

ん

の

船せ

ん

長
ち
や
う

を

永な

が

年ね

ん

勤つ

と

め

て

居ゐ

た

と

い

ふ

某ぼ

う

英え

い

國こ

く

人じ

ん

か

ら

此こ

の

沿え

ん

岸が

ん

の

天て

ん

候こ

う

の

概が

い

略
り
や
く

を

聞き

い

た

が

、
其そ

の

人ひ

と

の

話
は
な
し

に

據よ

る

と

、
西せ

い

海か

い

岸が

ん

の

冬と

う

期き

に

は

變へ

ん

化く

わ

が

多お

ほ

い

が

、
東と

う

海か

い

岸が

ん

の

方は

う

は

何い

時つ

も

天て

ん

候こ

う

が

良
り
や
う

好か

う

で

あ

る

と

の

事こ

と

で

あ

つ

た

。
併し

か

し

事じ

實じ

つ

は

之こ

れ

に

反は

ん

し

て

居ゐ

る

こ

と

を

經け

い

驗け

ん

し

た

。 

十

六

日に

ち

は

、
空そ

ら

は

曇く

も

つ

て

南

東

な

ん

と

う

の

高

大

か

う

だ

い

な

る

波

動

う

ね

り

が

あ

つ

た

が

、

乘
じ
よ
う

員ゐ

ん

は

ウ

エ

リ

ン

ト

ン

で

買か

ひ

込こ

ん

だ

新し

ん

鮮せ

ん

な

る

食
し
よ
く

品ひ

ん

に

舌し

た

鼓
づ
ゝ
み

を

打う

つ

た

。
風か

ぜ

は

餘よ

程ほ

ど

輕け

い

減げ

ん

し

た

が

、
漸

や
う
や

く

順
じ
ゆ
ん

風ぷ

う

と

な

つ

た

の

で

目も

く

的て

き

地ち

に

向む

か

つ

て

航か

う

走そ

う

す

る

に

好か

う

都つ

合が

ふ

で

あ

つ

た

。 

翌よ

く

十

七

日に

ち

の

午ご

前ぜ

ん

二

時じ

頃ご

ろ

か

ら

、
非ひ

常
じ
や
う

な

る

濃の

う

霧む

立た

ち

罩こ

め

て

打う

ち

見み

る

海か

い

上
じ
や
う

は
白は

く

濛ま

う

々〱

た

る

世せ

界か

い

と

化く

わ

し

た

。
船せ

ん

長
ち
や
う

は

此こ

の

狀さ

ま

を

見み

て

、
南

み
な
み

太た

い

平へ

い

洋や

う

の

霧き

り

の

豫よ

想さ

う

以い

上
じ
や
う

に

深ふ

か

き

こ

と

を

新
あ
ら
た

に

經け

い

驗け

ん

し

た

。
此こ

の

頃こ

ろ

に

至い

た

つ

て

天て

ん

候こ

う

の

然し

か

ら

し

む

る

所
と
こ
ろ

か

、
乘の

り

組く

み

員ゐ

ん

の

中う

ち

に

頭づ

痛つ

う

に

惱な

や

む

者も

の

續ぞ

く

出
し
ゆ
つ

し

た

。
同ど

う

八

時じ

三

十

分ぷ

ん

頃ご

ろ

、
海か

い

獣
じ
ゆ
う

類る

ゐ

に

似に

た

る

水す

ゐ

禽き

ん

が

船せ

ん

側そ

く

を
目め

蒐が

け

て

遊ゆ

う

泳え

い

し

て

來き

た

。
三み

井ゐ

所し

よ

氏し

は

長な

が

竿さ

を

の

尖せ

ん

端た

ん

に

袋
ふ
く
ろ

を

着つ

け

て

之こ

れ

を

取と

り

押お

さ

へ

た

。
熟つ

ら

々〱

視み

る

と

、

新

西

蘭

ニ
ウ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

の

博は

く

物ぶ

つ

館
く
わ
ん

で

見み

た

こ

と

の

あ

る

ペ

ン

ギ

ン

鳥て

う

に

相そ

う

違ゐ

な

き 

tasaka
ノート
２９４頁　南極記二月十五日（半晴）汽走直航距離百〇三海里二分ノ一 二月十六日（曇）帆走汽走直航距離九十三海里 南太平洋の濃霧 海獸に似たる水禽



 

tasaka
ノート
雲中飛翔の信天翁



 

tasaka
ノート
清水機關長とアドレー、ペングイーン鳥（明治四十四年二月十七日生擒）



―（295）― 

 

こ

と

を

確
た
し
か

め

得え

た

。
此こ

の

鳥と

り

の

姿
す
が
た

は

宛
あ
だ
か

も

人

間

に

ん

げ

ん

が

外
ぐ
わ
う

套と

う

を

着き

て

立た

つ

て

歩あ

る

く

如ご

と

き

風

采

ふ

う

さ

い

で

歩あ

ゆ

む

の

で

あ

つ

た

。
仍よ

つ

て

直た

ゞ

ち

に

船

工

せ

ん

こ

う

に

命め

い

じ

て

鳥

箱

と

り

ば

こ

を

作つ

く

ら

し

め

、
之こ

れ

に

食
し
よ
く

物も

つ

を

與あ

た

へ

た

が

、
一

向か

う

に

食く

は

な

い

の

で

、
麵

麭

パ

ン

を

粉

末

ふ

ん

ま

つ

に

な

し

、
之こ

れ

を

丸ま

ろ

め

て

嘴ハ

口ス

中ち

う

に

入い

れ

與あ

た

へ

た

。 

十

八

日に

ち

は

幸
さ
い
は
ひ

に

も

前ぜ

ん

日じ

つ

來ら

い

の

濃の

う

霧む

霽は

れ

て

、
半は

ん

晴せ

い

の

澄す

め

る

天て

ん

氣き

と

な

つ

た

。
海か

い

上
じ
や
う

東

南

と

う

な

ん

の

波は

動ど

う

は

相あ

ひ

變か

は

ら

ず

、
船せ

ん

體た

い

を

動ど

う

搖え

う

せ

し

め

た

。
此こ

の

邊へ

ん

か

ら

寒か

ん

氣き

が

漸
や
う
や

く

強
き
や
う

烈れ

つ

に

な

つ

て

來き

た

。
上

じ
や
う

陸り

く

隊た

い

員ゐ

ん

は

此こ

の

寒か

ん

氣き

で

、
往ゆ

く

〱

身

體

か

ら

だ

を

鍛き

た

へ

て

往ゆ

け

ば

極
き
よ
く

地ち

に

向む

か

つ

た

際さ

い

に

困

難

こ

ん

な

ん

を

感か

ん

ず

る

こ

と

が

少す

く

な

く

な

る

で

あ

ら

う

な

ぞ

と

云い

ひ

合あ

つ

た

。 

十

九

日に

ち

は

天て

ん

候こ

う

不ふ

定て

い

で

、
波は

動ど

う

の

高た

か

き

こ

と

前ぜ

ん

日じ

つ

の

如ご

と

く

で

あ

つ

た

。
二

十

日か

は

荒あ

れ

模も

様や

う

で

、

時と

き

々〲

驟

雨

ス

コ

ー

ル

が

來ら

い

襲し

う

し

た

。

風ふ

う

位ゐ

は

北ほ

く

西せ

い

で

頗
す
こ
ぶ

る

強つ

よ

い

、

二

十

一

日に

ち

に

至い

た

り

、

夜や

來ら

い

の

荒あ

れ

模も

様や

う

愈
い
よ
い

よ

甚
は
な
は
だ

し

く

な

り

、
波は

濤と

う

は

益ま

す

々〱

狂
き
や
う

怒ど

し

、
船せ

ん

體た

い

は

木こ

の

葉は

の

如ご

と

く

揉も

ま

れ

た

。
午

後

ご

ゞ

に

は

恐お

そ

る

べ

き

三

角

波

か

く

な

み

が

來

襲

ら

い

し

う

し

た

の

で

、
船ふ

ね

で

は

急き

ふ

遽き

よ

漂

蹰

法

へ

う

ち

う

は

ふ

を

施
ほ
ど
こ

し

た

。 

tasaka
ノート
２９５頁　最初の探検二月十七日（曇）汽走直航距離八十七海里 寒氣漸く強烈 二月十八日（半晴）汽走直航距離九十三海里 二月十九日（曇）汽走直航距離八十八海里 二月二十日（曇）汽走帆走直航距離百三十五海里 二月二十一日（曇）汽走直航距離百二十三海里 恐るべき三角波
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二

十

二

日に

ち

も

前ぜ

ん

日じ

つ

に

引ひ

き

續つ

ゞ

き

漂へ

う

蹰ち

う

法は

ふ

を

施
ほ
ど
こ

し

つ

ゝ

進し

ん

航か

う

し

た

。
猛ま

う

烈れ

つ

な

る

驟

雨

ス

コ

ー

ル

は

此こ

の

日ひ

も

朝て

う

來ら

い

時と

き

々〲

襲し

う

來ら

い

し

た

。
風ふ

う

位ゐ

が

突と

つ

然ぜ

ん

變へ

ん

化く

わ

す

る

の

で

、
航か

う

海か

い

の

困こ

ん

難な

ん

は

到た

う

底て

い

筆ひ

つ

紙し

に

盡つ

く

す

こ

と

の

出

來

で

き

ぬ

も

の

が

あ

つ

た

。
而し

か

し

て

二

十

三

日に

ち

に

至い

た

り

、
天て

ん

候こ

う

は

益ま

す

々〱

險け

ん

惡あ

く

と

な

つ

た

の

で

、
船せ

ん

員ゐ

ん

は

極
き
よ
く

力
り
よ
く

避ひ

航か

う

安あ

ん

全ぜ

ん

法は

ふ

を

講か

う

じ

た

が

、
午ご

後ご

六

時じ

頃ご

ろ

か

ら

俄が

然ぜ

ん

天て

ん

候こ

う

恢
く
わ
い

復ふ

く

の

兆
ち
よ
う

が

見み

え

た

の

で

、
展て

ん

帆は

ん

し

て

快
く
わ
い

進し

ん

し

た

。
隊た

い

員ゐ

ん

中ち

う

に

は

檣

柱

マ

ス

ト

の

周し

う

圍ゐ

を
飛と

び

廻ま

わ

つ

て

居ゐ

る

無む

數す

う

の

信あ

天は

う

翁ど

り

を

捕と

ら

へ

ん

と

工く

夫ふ

う

し

た

者も

の

も

あ

つ

た

が

、

す

べ

て

徒と

勞ら

う

に

終を

は

つ

た

。 

二

十

四

日か

激げ

き

浪ら

う

は

相あ

ひ

變か

は

ら

ず

高た

か

く

、
船せ

ん

體た

い

の

動ど

う

搖え

う

も

亦ま

た

相あ

ひ

變か

は

ら

ず

甚
は
な
は
だ

大ゞ

い

で

あ

つ

た

。

正
し
や
う

午ご

近ち

か

く

晴せ

い

雨う

計け

い

は

急き

ふ

に

降か

う

下か

し

た

。
而し

か

し

て

午ご

後ゞ

に

至い

た

つ

て

天

候

て

ん

こ

う

は

再
ふ
た
ゝ

び

險け

ん

惡あ

く

と

な

り

、
船ふ

ね

は

揉も

ま

れ

に

揉も

ま

れ

つ

ゝ

、
翌よ

く

二

十

五

日に

ち

を

迎む

か

へ

る

と

、

朝
ち
よ
う

來ら

い

風ふ

う

雨う

激は

げ

し

く

船ふ

ね

の

傾け

い

斜し

や

は

左さ

右い

う

二

十

度ど

を

示し

め

す

に

至い

た

つ

た

。
午

後

ご

ゞ

に

及お

よ

ぶ

も

天

候

て

ん

こ

う

は

更さ

ら

に

恢
く
わ
い

復ふ

く

の

兆
ち
よ
う

が

無な

か

つ

た

が

、
時と

き

々〲

飛ひ

雲う

ん

が

あ

つ

て

、
半

晴

は

ん

せ

い

の

狀
じ
や
う

を

呈て

い

す

る

こ

と

も

あ

つ

た

。
此こ

の

夜よ

十

一

時じ

半は

ん

頃ご

ろ

、

中

天

ち

う

て

ん

の

雲

間

う

ん

か

ん

に

細ほ

そ

き

線せ

ん

狀
じ
や
う

を

爲な

せ

る

赤せ

き

色
し
よ
く

又ま

た

は

白は

く

色
し
よ
く

の

奇き

雲う

ん

が

現あ

ら

は

れ

、

一

消せ

う

一

現げ

ん

し

て

美び

觀
く
わ
ん

云い

ふ

ベ

か

ら

ざ

る

も

の

が

あ

つ

た

。 

tasaka
ノート
２９６頁　南極記二月二十二日（曇）汽走直航距離六十五海里 二月二十三日（曇）汽走直航距離四十二海里 二月二十四日（曇）汽走直航距離七十八海里 線狀を爲せる奇雲
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之こ

れ

と

同ど

う

時じ

に

我わ

が

南な

ん

極
き
よ
く

探た

ん

檢け

ん

旗き

に

現あ

ら

は

し

て

あ

る

南
み
な
み

十

字じ

星せ

い

が

、
南

み
な
み

八

十

度ど

の

高た

か

さ

に

其そ

の

燦さ

ん

然ぜ

ん

た

る

光
ひ
か
り

を

放は

な

つ

て

居ゐ

る

。
又ま

た

三

光
く
わ
う

星せ

い

を

北き

た

五

十

度ど

位
く
ら
ゐ

の

高た

か

さ

に

仰あ

を

い

だ

。 

昨さ

く

日じ

つ

に

引ひ

き

續つ

ゞ

き

二

十

六

日に

ち

も

晴せ

い

曇ど

ん

相あ

ひ

半
な
か
ば

し

て

、
は

つ

き

り

せ

ぬ

空そ

ら

模も

様や

う

で

あ

る

。
風か

ぜ

は

餘よ

程ほ

ど

穏
を
だ
や
か

に

な

つ

た

が

、
暴ば

う

風ふ

う

後ご

の

事こ

と

と

て

激げ

き

浪ら

う

は

未い

ま

だ

全
ま
つ
た

く

收お

さ

ま

ら

ず

、
船せ

ん

體た

い

の

動ど

う

搖え

う

甚
は
な
は
だ

し

く

帆は

ん

面め

ん

へ

の

反は

ん

動ど

う

が

激げ

き

烈れ

つ

で

あ

つ

た

。

そ

れ

が

爲た

め

に

主し

ゆ

帆は

ん

及お

よ

び

ガ

フ

に

故こ

障
し
や
う

を

生
し
や
う

じ

て

、

之こ

れ

が

修し

う

理り

に

手て

間ま

取ど

つ

た

。

夕ゆ

ふ

刻こ

く

の

六

時じ

頃ご

ろ

、

始は

じ

め

て

降か

う

雪せ

つ

に

遭そ

う

遇ぐ

う

し

た

。 

tasaka
ノート
２９７頁　最初の探検燦然たる南十字星と三光星 二月二十五日（雨後半晴）汽走直航距離百六十九海里 激浪の爲め主帆を損ず 二月廿六日（半晴）汽走帆走直航距離四十海里

tasaka
ノート
二月廿六日午前十一時 始メテ見タル氷山 高二百五十呎周圍一浬
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二

十

七

日に

ち

も

亦ま

た

降か

う

雪せ

つ

で

、
海か

い

上
じ
や
う

の

激げ

き

浪ら

う

も

昨

日

き

の

ふ

に

異こ

と

な

ら

ぬ

。

正

午

し

や

う

ご

か

ら

一

層そ

う

天て

ん

候こ

う

不ふ

良
り
や
う

に

な

つ

て

、
霧き

り

雨あ

め

を

催も

よ

ふ

し

、
寒か

ん

威ゐ

が

一

時じ

に

加く

は

は

つ

て

來き

た

。
船せ

ん

員ゐ

ん

等ら

は

何い

時つ

流り

う

氷
ひ
や
う

に

逢あ

ふ

か

も

知し

れ

ぬ

と

、
各お

の

々〱

深ふ

か

き

注ち

う

意い

を

海か

い

上
じ
や
う

に

拂は

ら

つ

て

居ゐ

た

。 

二

十

八

日に

ち

の

天て

ん

候こ

う

は

夜や

來ら

い

の

霧き

り

雨さ

め

で

加く

は

ふ

る

に

北ほ

く

西せ

い

の

風か

ぜ

強つ

よ

く

、

險け

ん

惡あ

く

な

日ひ

和よ

り

で

あ

つ

た

。

船ふ

ね

の

動ど

う

搖え

う

も

昨

日

き

の

う

の

如ご

と

く

烈は

げ

し

く

、

船せ

ん

尾び

か

ら

逆さ

か

卷ま

き

來き

た

る

怒ど

濤と

う

の

爲た

め

に

、
備

そ
な
へ

附つ

け

の

寒か

ん

暖だ

ん

計け

い

一

箇こ

を

破は

壊
く
わ
い

流り

う

失し

ん

せ

ら

れ

た

。
帆ほ

は

半な

か

ば

以い

上
じ
や
う 

tasaka
ノート
２９８頁　南極記 二月二十七日（雪）汽走直航距離百二十海里

tasaka
ノート
二月廿八日午後七時 左舷七浬計ノ處ヲ流ルヽ大氷山周圍約二浬
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減げ

ん

じ

て

、
多お

ほ

く

は

汽き

走そ

う

に

よ

つ

て

、
南な

ん

進し

ん

し

た

。
進す

ゝ

む

に

從
し
た
が

つ

て

寒か

ん

氣き

は

益ま

す

々〱

加く

は

は

る

の

で

、
常つ

ね

に

流り

う

氷
ひ
や
う

に

注ち

う

意い

を

怠
お
こ
た

ら

ず

拂は

ら

つ

て

居ゐ

た

。
折を

り

し

も

左さ

舷げ

ん

甲か

ん

板ぱ

ん

側が

は

に

當あ

た

つ

て

、

前ぜ

ん

方ぱ

う

の

航か

う

路ろ

に

白は

く

色
し
よ
く

の

島た

う

嶼し

よ

と

も

思お

も

は

る

ゝ

物も

の

を

發は

つ

見け

ん

し

た

。

次し

第だ

い

に

近ち

か

づ

き

進す

ゝ

む

と

波は

濤と

う

の

爲た

め

に

破は

壊
く
わ
い

さ

れ

た

る

二

三

の

小せ

う

流り

う

氷
ひ
や
う

に

出で

遇あ

つ

た

。

之こ

れ

が

我わ

が

開か

い

南

丸

な

ん

ま

る

が

流り

う

氷
ひ
や
う

に

出で

遇あ

つ

た

抑そ

も

々〱

の

初は

じ

め

で

あ

つ

て

、

時と

き

に

午ご

前ぜ

ん

十

一

時じ

四

十

分ぷ

ん

で

あ

つ

た

。
此こ

の

時と

き

海か

い

水す

ゐ

溫を

ん

は

非ひ

常
じ
や
う

に

降く

だ

つ

て

來き

た

の

で

、
前ぜ

ん

方ぷ

う

に

見み

ゆ

る

島た

う

嶼し

よ

狀
じ
や
う

の

物も

の

は

、

慥た

し

か

に

氷ひ
や
う

山ざ

ん

で

あ

る

と

い

ふ 

tasaka
ノート
２９９頁　最初の探検初めて流氷を見る

tasaka
ノート
三月一日午前十一時半 右舷西方ニ見タル大氷山
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斷だ

ん

定て

い

を

下く

だ

す

こ

と

が

出

來

で

き

た

。
や

が

て

、
午ご

後ゝ

零れ

い

時じ

四

十

五

分ふ

ん

に

至い

た

り

、
曩さ

き

の

島た

う

嶼し

よ

狀
じ
や
う

の

物も

の

は

正ま

さ

し

く

一

大だ

い

氷
ひ
や
う

山ざ

ん

で

あ

る

こ

と

が

、
更さ

ら

に

確か

く

實じ

つ

に

判は

ん

明め

い

し

た

。
其そ

の

形け

い

狀
じ
や
う

は

牛う

し

の

頭と

う

部ぶ

を

水す

ゐ

中ち

う

に

沒ぼ

つ

し

て

、

背は

い

部ぶ

の

み

を

海か

い

面め

ん

に

現あ

ら

は

し

た

や

う

で

、

高た

か

さ

約や

く

二

百

六

十

呎
ヒ
イ
ト

、
周し

う

圍ゐ

約や

く

一

哩
マ
イ
ル

位
く
ら
ゐ

あ

ら

う

と

思お

も

は

れ

た

。
此こ

の

日ひ

は

此こ

の

大だ

い

氷
ひ
や
う

山ざ

ん

を

最さ

い

初し

よ

と

し

て

、
次つ

ぎ

か

ら

次つ

ぎ

と

、
續ぞ

く

々〱

大だ

い

小せ

う

の

氷
ひ
や
う

山ざ

ん

や

流り

う

氷
ひ
や
う

に

出で

遇あ

つ

た

。
此こ

の

夜よ

九

時じ

三

十

分ぷ

ん

頃ご

ろ

極
き
よ
く

光
ゝ
わ
う

と

も

思お

も

は

る

ゝ

光
ひ
か
り

を

認み

と

め

た

。

其そ

の

狀
じ
や
う

宛
あ
だ
か

も

探た

い

海か

い

燈と

う

の

光
ひ
か
り

の

薄う

す

い

や

う

な

も

の

で

あ

つ

た

。 

一

日に

ち

午ご

前ぜ

ん

零れ

い

時じ

三

十

分ぷ

ん

、

再
ふ
た
ゝ

び

極
き
よ
く

光
ゝ
わ
う

を

見み

た

。

其そ

の

光
く
わ
う

景け

い

は

宛
あ
だ
か

も

花は

な

火び

の

様や

う

で

あ

つ

た

。
續つ

ゞ

い

て

同ど

う

一

時じ

五

十

分ぷ

ん

、
昨

日

き

の

ふ

出で

遇あ

つ

た

物も

の

に

優ま

さ

る

大だ

い

氷
ひ
や
う

山ざ

ん

に

遭あ

つ

た

。
其そ

の

氷
ひ
や
う

山ざ

ん

は

高た

か

さ

約や

く

三

百
び
や
く

呎
フ
イ
ー
ト

、

周し

う

圍ゐ

は

三

海か

い

里り

に

も

達た

つ

す

る

と

思お

も

は

る

ゝ

様や

う

な

雄い

う

大だ

い

な

る

姿
す
が
た

で

色い

ろ

は

靑あ

を

味み

を

帶お

び

て

居ゐ

た

。
船ふ

ね

で

之こ

れ

を

注ち

う

視し

し

て

居ゐ

る

と

、
氷

ひ
や
う

山ざ

ん

は

右み

ぎ

に

左
ひ
だ
り

に

位ゐ

置ち

を

轉て

ん

々〱

し

て

動や

ゝ

と

も

す

る

と

船せ

ん

體た

い

に

衝
し
よ
う

突と

つ

す

る

か

の

如ご

と

き

危き

險け

ん

が

生
し
や
う

じ

さ

う

な

の

で

非ひ

常
じ
や
う

な

る

警け

い

戒
く
わ
い

を

し

て

居を

つ

た

。
併し

か

し

氷
ひ
や
う

山ざ

ん

の

流な

が

る

ゝ

速そ

く

度ど

う

は

頗
す
こ
ぶ

る

緩ゆ

る

や

か

な

る

も

の

で

、

潮て

う

流り

う

に

乘
じ
や
う

じ

て

流
な
が
さ

れ

て

來く

る

の

で

あ

る

か

ら

、

注ち

う

意い

さ

へ

怠
お
こ
た

ら

な

け

れ

ば

、 

tasaka
ノート
３００頁　南極記島嶼狀の大氷山 二月二十八日（雨）汽走帆走直航距離百二十三海里 探海燈の如き極光 三月一日（半晴後雪）汽走直航距離八十五海里
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大た

い

抵て

い

の

場ば

合あ

ひ

は

危き

險け

ん

を

避さ

け

る

こ

と

が

出で

來き

る

も

の

で

あ

る

。
此こ

の

附ふ

近き

ん

の

潮て

う

流り

う

は

、
幾い

く

條で

う

も

あ

つ

て

、

す

べ

て

針し

ん

路ろ

は

東と

う

北は

く

方は

う

に

向む

か

つ

て

居ゐ

る

。 
午ご

前ぜ

ん

八

時じ

頃ご

ろ

か

ら

海か

い

上
じ
や
う

一

面め

ん

の

濃の

う

霧む

と

な

つ

た

の

で

、
見み

張は

り

番ば

ん

の

當た

う

直
ち
よ
く

者し

や

は

、
一

層そ

う

流り

う

氷
ひ
や
う

に

注ち

う

意い

を

拂は

ら

は

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ

こ

と

ゝ

な

つ

た

。
之こ

れ

に

加く

は

ふ

る

に

午

後

ご

ゝ

か

ら

飛ひ

雪せ

つ

霏ひ

々ゝ

と

し

て

來き

た

り

晴せ

い

雨う

計け

い

は

頗
す
こ
ぶ

る

險け

ん

惡あ

く

の

兆て

う

を

示し

め

し

た

。
此こ

の

日ひ

出で

遇あ

つ

た

重お

も

な

る

大だ

い

氷
ひ
や
う

山ざ

ん

の

數す

う

は

四

個こ

で

あ

る

。 

前ぜ

ん

日じ

つ

來ら

い

の

降か

う

雪せ

つ

は

翌よ

く

二

日か

に

亘わ

た

つ

て

降ふ

り

し

き

り

、

時と

き

々〱

疾し

つ

風ぷ

う

が

吹ふ

き

起お

こ

つ

て

、

時と

き

な

ら

ぬ

吹ふ

雪ゞ

き

と

な

る

の

で

、
船ふ

ね

は

名め

い

狀
じ
や
う

す

べ

か

ら

ざ

る

困こ

ん

難な

ん

を

感か

ん

じ

、
船せ

ん

員ゐ

ん

等ら

は

甲か

ん

板ぱ

ん

上
じ
や
う

の

積せ

き

雪せ

つ

を

掃は

き

去さ

る

作さ

業げ

ふ

に

多た

忙ぼ

う

で

あ

つ

た

。
又ま

た

時と

き

々〲

激げ

き

浪ら

う

が

甲か

ん

板ぱ

ん

上
じ
や
う

に

打う

ち

揚あ

げ

る

の

は

物も

の

凄す

ご

く

も

ま

た

怖お

そ

ろ

し

い

。 

此こ

の

日ひ

遭そ

う

遇ぐ

う

し

た

大だ

い

氷
ひ
や
う

山ざ

ん

の

數す

う

は

三

箇こ

で

あ

つ

た

が

、
す

べ

て

氷
ひ
や
う

山ざ

ん

に

出で

遇あ

つ

た
場ば

合あ

ひ

は

汽き

力
り
よ
く

風ふ

う

力
り
よ
く

を

巧た

く

み

に

利り

用よ

う

し

て

、

注ち

う

意い

深ふ

か

き

避ひ

航か

う

を

以も

つ

て

進す

ゝ

む

こ

と

に

し

て

居ゐ

た

。 

三

日か

も

朝あ

さ

か

ら

雪ゆ

き

で

、

非ひ

常
じ
や
う

に

寒さ

む

く

、

甲か

ん

板ぱ

ん

上
じ
や
う

は

一

面め

ん

に

氷
ひ
や
う

結け

つ

し

た

。

船ふ

ね

で

は

雪ゆ

き 

tasaka
ノート
３０１頁　最初の探検三月二日（雪）汽走帆走直航距離百十海里 三月三日（雪）汽走帆走直航距離七十五海里
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の

途

斷

と

た

え

た

間ま

を

見み

て

天て

ん

測そ

く

を

行
お
こ
な

う

た

。
夜よ

の

八

時じ

三

十

分ぷ

ん

、
風ふ

う

位ゐ

が

順
じ
ゆ
ん

調て

う

に

な

つ

た

の

で

機き

關
く
わ
ん

を

停と

ゞ

め

て

帆は

ん

走そ

う

し

た

。 
此こ

の

日ひ

出で

逢あ

つ

た

大だ

い

氷
ひ
や
う

山ざ

ん

の

數す

う

六

箇こ

小せ

う

氷
ひ
や
う

塊
く
わ
い

は

無む

數す

う

で

あ

つ

た

。 

翌よ

く

四

日か

の

午ご

前ぜ

ん

零れ

い

時じ

二

十

五

分ぷ

ん

船せ

ん

首し

ゆ

に

當あ

た

つ

て

、
一

大だ

い

氷
ひ
や
う

山ざ

ん

の

浮ふ

動ど

う

せ

る

を

發ほ

つ

見け

ん

し

た

。

之こ

れ

を

避さ

け

る

爲た

め

、

急き

う

遽き

よ

機き

關
く
わ
ん

を

使し

用よ

う

し

て

、

摺す

れ

違ち

が

ひ

な

が

ら

之こ

れ

を

檢け

ん

す

る

に

、

水す

ゐ

面め

ん

上
じ
や
う

に

現あ

ら

は

れ

た

る

高た

か

さ

三

百
び
や
く

呎
フ
イ
ー
ト

周し

う

圍ゐ

は

二

哩
マ
イ
ル

程ほ

ど

も

あ

つ

た

。 

五

日か

午ご

前ぜ

ん

十

時じ

頃ご

ろ

、
巨き

よ

大だ

い

な

る

鯨
く
ぢ
ら

の

群む

れ

が

、
無む

數す

う

に

氷
ひ
や
う

山ざ

ん

の

間
あ
ひ
だ

に

集し

う

合が

ふ

し

て

居ゐ

る

の

を

發は

つ

見け

ん

し

た

。
其そ

の

壯そ

う

觀
く
わ
ん

、
實じ

つ

に

形け

い

容よ

う

の

辭じ

な

き

程ほ

ど

で

あ

つ

た

。
午ご

後ゝ

に

至い

た

つ

て

又ま

た

も

や

雪ゆ

き

降ふ

り

出だ

し

、
寒か

ん

氣き

は

一

層そ

う

強つ

よ

く

な

つ

た

。
夜よ

の

九

時じ

頃ご

ろ

極
き
よ
く

光
ゝ
わ
う

を

見み

た

。
此こ

の

日ひ

も
大だ

い

氷
ひ
や
う

山ざ

ん

に

は

數か

ず

知し

れ

ぬ

程ほ

ど

遭あ

つ

た

が

、

今こ

ん

日に

ち

ま

で

の

經け

い

驗け

ん

に

よ

り

其そ

の

危き

險け

ん

に

對た

い

す

る

心し

ん

配ぱ

い

は

餘よ

程ほ

ど

薄う

す

ら

い

で

、
却か

へ

つ

て

其そ

の

莊さ

う

嚴ご

ん

に

し

て

凄せ

い

壯さ

う

な

る

光
く
わ
う

景け

い

に

對た

い

し

て

實じ

つ

地ち

其そ

の

境
き
や
う

に

臨の

ぞ

ま

な

け

れ

ば

、

迚と

て

も

想さ

う

像ぞ

う

だ

に

及お

よ

ば

ぬ

底て

い

の

壯さ

う

快
く
わ
い

を

味め

じ

ふ

や

う

に

な

つ

た

。 

六

日か

は

午ご

前ぜ

ん

か

ら

半は

ん

晴せ

い

と

な

つ

た

。

昨

日

き

の

ふ

か

ら

の

測そ

く

量
り
や
う

に

よ

つ

て

、

船ふ

ね

は

南な

ん

極
き
よ
く 

tasaka
ノート
３０２頁　南極記三月四日（曇）汽走帆走直航距離六十五海里 巨大の鯨群氷山の間に現はる 三月五日（曇後雪）帆走汽走直航距離九十八海里
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大た

い

陸り

く

に

餘よ

程ほ

ど

接せ

つ

近き

ん

し

た

こ

と

が

解わ

か

つ

た

の

で

若も

し

や

陸り

く

影え

い

の

目め

に

入い

る

こ

と

も

や

と

瞬し

ば

時し

の

油ゆ

斷だ

ん

な

く

行ゆ

く

手て

に

注ち

う

意い

を

し

て

居ゐ

た

。

す

る

と

午ご

前ぜ

ん

五

時じ

過す

ぎ

に

至い

た

つ

て

東と

う

南な

ん

東と

う

約や

く

四

十

海か

い

里り

の

邊へ

ん

に

、

雲く

も

の

如ご

と

く

又ま

た

山や

ま

の

如ご

と

く

見み

ゆ

る

白は

く

皚が

い

々〱

た

る

陸り

く

影え

い

を

發は

つ

見け

ん

し

た

。

此こ

の

時と

き

總そ

う

員ゐ

ん

は

連れ

ん

日じ

つ

の

疲ひ

勞ら

う

を

打う

ち

忘わ

す

れ

て

踊お

ど

り

狂く

る

は

む

ば

か

り

に

喜
よ
ろ
こ

ん

だ

。 

次し

第だ

い

に

近ち

か

づ

く

に

從
し
た
が

つ

て

陸り

く

影え

い

は

、
峨か

々ゞ

た

る

白は

く

色
し
よ
く

の

高か

う

山さ

ん

脈
み
や
く

の

連れ

ん

亘か

う

で

其そ

の

高か

う

峰ほ

う

の

中な

か

に

は

、
一

見け

ん

富ふ

士じ

山さ

ん

位
く
ら
ゐ

の

も

の

が

多た

數す

う

で

あ

つ

た

。
其そ

の

外
ぐ
わ
い

觀
く
わ
ん

は

尖と

が

つ

た

摺す

り

鉢ば

ち

を

伏ふ

せ

た

る

が

如ご

と

き

有あ

り

様さ

ま

を 

tasaka
ノート
３０３頁　最初の探検白皚々たる南極洲

tasaka
ノート
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な

し

て

、
天て

ん

に

聳そ

び

え

て

居ゐ

る

。
打う

ち

見み

た

る

處
と
こ
ろ

草さ

う

木も

く

の

繁

茂

は

ん

も

せ

る

狀さ

ま

は

少す

こ

し

も

な

く

、
僅わ

ず

か

に

山さ

ん

麓ろ

く

と

も

思お

も

は

る

ゝ

斷だ

ん

崖が

い

絶ぜ

つ

壁ぺ

き

の

處
と
こ
ろ

に

、
黑こ

く

色
し
よ
く

の

點て

ん

々〱

を

見み

得う

る

だ

け

で

、
滿ま

ん

目も

く

只た

ゞ

一

白ぱ

く

で

あ

る

。 

一

行か

う

の

目も

く

的て

き

と

す

る

南な

ん

極
き
よ
く

洲し

う

の

陸り

く

地ち

は

、
愈

い
よ
い

よ

目も

く

前ぜ

ん

に

近ち

か

づ

い

た

。
今こ

ん

日に

ち

ま

で

或
あ
る
ひ

は

狂
き
や
う

瀾ら

ん

と

闘
た
ゝ
か

ひ

、
或

あ
る
ひ

は

暴ぼ

う

風ふ

う

と

戰
た
ゝ
か

つ

て

、
幾い

く

千せ

ん

海か

い

里り

の

烟え

ん

波は

、
一

百
ひ
や
く

日に

ち

に

埀
な
ん
な

ん

と
す
る

日に

つ

子し

、

此こ

の

間か

ん

の

苦く

心し

ん

と

困こ

ん

難な

ん

と

が

今い

ま

や

將ま

さ

に

酬む

く

ゐ

ら

れ

ん

と

す

る

の

時じ

期き

に

達た

つ

し

た

の

で

あ

る

。
隊た

い

員ゐ

ん

は

爲た

め

に

勇い

う

氣き

百
ひ
や
く

倍ば

い

し

て

、
未い

ま

だ

錨
い
か
り

を

も

卸お

ろ

し

得え

な

い

の

に

、
早は

や

諸し

よ

般は

ん

の

準
じ
ゆ
ん

備び

に

取と

り

掛か

ゝ

つ

て

、

今い

ま

に

も

上
じ
や
う

陸り

く

せ

ん

心
こ
ゝ
ろ

組ぐ

み

で

居ゐ

た

。 

此こ

處ゝ

は

南
み
な
み

ヴ

ヰ

ク

ト

リ

ア

洲し

う

の

ア

ド

ミ

ラ

ル

チ

ー

附ふ

近き

ん

に

當あ

た

る

の

で

あ

る

。 

七

日に

ち

の

午ご

前ぜ

ん

一

時じ

三

十

五

分ふ

ん

、
我わ

が

開か

い

南

丸

な

ん

ま

る

と

並へ

い

行か

う

し

て

大だ

い

氷
ひ
や
う

山ざ

ん

が

流な

が

れ

る

の

を

認み

と

め

た

。
其そ

の

高た

か

さ

約や

く

二

百
ひ
や
く

五

十

尺
し
や
く

位
ゝ
ら
ゐ

で

周し

う

圍ゐ

は

二

哩
マ
イ
ル

と

も

思お

も

は

れ

る

位
く
ら
ゐ

で

あ

つ

た

。
此こ

の

外ほ

か

に

も

大だ

い

小せ

う

無む

數す

う

の

氷
ひ
や
う

山ざ

ん

が

流な

が

れ

て

居ゐ

た

。
其こ

の

氷
ひ
や
う

山ざ

ん

の

頂
ち
や
う

上
じ
よ
う

に

降ふ

り

積つ

も

つ

た

雪ゆ

き

が

、
烈れ

つ

風ぷ

う

に

吹ふ

き

捲ま

か

れ

て

、
其そ

の

附ふ

近き

ん

の

海か

い

上
じ
や
う

一

面め

ん

は

、
宛

あ
だ
か

も

白し

ら

烟け

む

の

濛ま

う

々〱

と

し

て

立た

ち

罩こ

め

た

る

が

如ご

と

き

壯さ

う

觀
く
わ
ん

を

呈て

い

し

て

居ゐ

た

。

午ご

後ゝ

五

時じ

、

ベ

ル

カ

ー

山さ

ん

の

附ふ

近き

ん

に

、

六

箇こ

の

大だ

い

氷
ひ
や
う

山ざ

ん 

tasaka
ノート
３０４頁　南極記三月六日（半晴）帆走汽走直航距離七十三海里
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の

浮う

か

ん

で

居ゐ

る

の

を

見み

た

が

、
そ

れ

は

殆
ほ
と
ん

ど

品し

な

川が

は

沖お

き

の

臺だ

い

場ば

を

見み

る

が

如ご

と

き

形
か
た
ち

を

示し

め

し

て

居ゐ

て

、
上

じ
や
う

部ぶ

は

平へ

い

坦た

ん

で

あ

つ

た

。
其そ

れ

等ら

の

氷
ひ
や
う

山さ

ん

の

中な

か

に

は

、
洞ど

う

穴け

つ

の

あ

る

物も

の

も

あ

つ

て

、

其そ

の

洞ど

う

中ち

う

に

波は

濤た

う

が

出
し
ゆ
つ

入に

う

し

て

居ゐ

る

様さ

ま

も

見み

え

た

。 

折を

り

し

も

、
夕せ

き

陽や

う

が

南な

ん

極
き
よ
く

の

山や

ま

に

映え

い

じ

て

、
是こ

れ

等ら

の

氷
ひ
や
う

山ざ

ん

を

彩
い
ろ
ど

つ

た

光
く
わ
う

景け

い

は

、
話

は
な
し

に

聞き

く

仙せ

ん

境
き
や
う

と

は

、

恁こ

ん

な

美び

景け

い

を

云い

ふ

の

で

あ

ら

う

と

思お

も

つ

た

。 

八

日か

も

連れ

ん

日じ

つ

の

如ご

と

き

無む

數す

う

の

氷
ひ
や
う

山ざ

ん

氷
ひ
や
う

塊
く
わ
い

の

漂へ

う

流り

う

す

る

の

に

遭あ

つ

た

。

氷
ひ
や
う

山ざ

ん

は

極
き
よ
く

地ち

へ

近ち

か

づ

く

に

從
し
た
が

つ

て

、
全ぜ

ん

然〱

其そ

の

形
か
た
ち

が

小ち

い

さ

く

は

な

る

が

、
併し

か

し

十

分ぶ

ん

の

注ち

う

意い

を

拂は

ら

は

な

け

れ

ば

頗
す
こ
ぶ

る

危き

險け

ん

で

あ

る

。
午ご

前ぜ

ん

六

時じ

頃ご

ろ

チ

ヨ

レ

ツ

ト
・
ポ

イ

ン

ト

の

陸り

く

岸が

ん

約や

く

六

海か

い

里り

の

處
と
こ
ろ

に

接せ

つ

近き

ん

し

た

が

、
風ふ

う

位ゐ

が

思お

も

は

し

く

な

い

の

で

、
船ふ

ね

は

斜し

や

走そ

う

す

る

の

止や

む

な

き

に

至い

た

つ

た

。
や

が

て

、
一

箇こ

の

島た

う

影え

い

が

眼が

ん

界か

い

に

現あ

ら

は

れ

た

。
そ

れ

は

ポ

ツ

セ

ツ

シ

ヨ

ン

群ぐ

ん

島た

う

で

あ

つ

て

、
其そ

の

數す

う

は

六

箇こ

よ

り

成な

り

、
北き

た

よ

り

南
み
な
み

に

向む

か

つ

て

、
殆

ほ
と
ん

ど

整せ

い

列れ

つ

の

形
か
た
ち

を

成な

し

て

居ゐ

た

。

其そ

の

傍
か
た
は
ら

を

進し

ん

航か

う

し

ゆ

く

と

、

又ま

も

氷
ひ
や
う

塊
く
わ
い

氷
ひ
や
う

盤ば

ん

の

海う

み

に

出で

た

。 

翌よ

く

九

日か

午ご

前ぜ

ん

三

時じ

頃ご

ろ

夜よ

が

明あ

け

離は

な

れ

、

風か

ぜ

は

順
じ
ゆ
ん

調て

う

に

復ふ

く

し

た

の

で

、

增ぞ

う

帆は

ん

し

て

進し

ん 

tasaka
ノート
３０５頁　最初の探検仙境とは恁んな美景 三月七日（半晴）帆走汽走直航距離七十一海里 ポツセツシヨン群島の傍を進航す 三月八日（曇又降雪）帆走汽走直航距離五十二海里
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航か

う

し

た

。

同ど

う

八

時じ

三

十

分ぷ

ん

前ぜ

ん

後ご

か

ら

、

海か

い

上
じ
や
う

全ぜ

ん

面め

ん

凍と

う

結け

つ

し

つ

ゝ

あ

る

こ

と

を

認み

と

め

た

。

初は

じ

め

は

小こ

形が

た

の

蓮は

す

の

葉は

の

如ご

と

き

物も

の

で

あ

る

と

見み

て

居ゐ

る

う

ち

に

、

そ

れ

が

次し

第だ

い

に

海か

い

面め

ん

に

擴ひ

ろ

が

つ

て

行ゆ

く

の

で

あ

る

。
そ

こ

で

、
船ふ

ね

は

成な

る

べ

く

結け

つ

氷
ひ
や
う

の

少す

く

な

き

方は

う

向か

う

を

選え

ら

ん

で

南な

ん

進し

ん

し

た

。

此こ

の

時と

き

右う

舷げ

ん

前ぜ

ん

方は

う

に

當あ

た

つ

て

、

雪ゆ

き

に

掩お

う

は

れ

し

コ

ー

ル

マ

ン

島た

う

を

見み

た

。

此こ

の

島し

ま

は

可か

な

り

大
お
ほ
き

い

島し

ま

で

、
中ち

う

央あ

う

に

山や

ま

と

も

思お

も

は

る

ゝ

突と

つ

起き

し

た

場ば

所し

よ

が

、

二

箇か

所し

よ

ば

か

り

あ

つ

た

。

此こ

の

邊へ

ん

で

特と

く

に

驚
お
ど
ろ

く

べ

き

こ

と

は

、

羅ら

針し

ん

盤ば

ん

に

狂く

る

ひ

を

生
し
や
う

ず

る

事こ

と

で

あ

る

。
此こ

の

日ひ

は

終し

う

日じ

つ

結け

つ

氷
ひ
や
う

し

つ

ゝ

あ

る

、

海う

み

を

右う

縫け

う

左さ

航か

う

し

つ

ゝ

困こ

ん

難な

ん

を

極き

は

め

た

。 

十

日か

は

概が

い

し

て

半は

ん

晴せ

い

で

あ

つ

た

が

、
又ま

た

時と

き

に

降か

う

雪せ

つ

を

見み

た

。

海か

い

上
じ
や
う

の

波は

濤た

う

は

高た

か

く

、
結け

つ

氷
ひ
や
う

海か

い

に

於お

け

る

船せ

ん

體た

い

の

動ど

う

搖え

う

と

其そ

の

危き

險け

ん

と

は

、

名め

い

狀
じ
や
う

し

難が

た

き

も

の

で

あ

つ

た

。 

tasaka
ノート
３０６頁　南極記海上一面に白蓮の葉の如き氷 終日氷海を縫航す 三月九日（曇）帆走汽走直航距離五十一海里
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特と

く

に

風か

ぜ

が

逆
ぎ
や
く

風ふ

う

で

あ

つ

た

の

で

、
斜し

や

走そ

う

し

て

進し

ん

航か

う

す

る

外ほ

か

は

な

か

つ

た

。

船せ

ん

員ゐ

ん

等ら

は

注ち

う

意い

に

注ち

う

意い

を

加く

は

へ

て

、
結け

つ

氷
ひ
や
う

の

模も

様や

う

、

羅ら

針し

ん

盤ば

ん

の

錯さ

く

誤ご

等と

う

の

研け

ん

究き

う

に

多た

忙ば

う

を

極き

は

め

た

。 

初は

じ

め

蓮は

す

の

葉は

を

水す

ゐ

面め

ん

に

散ち

ら

し

た

如ご

と

く

に

見み

え

る

直
ち
よ
く

徑け

い

一

尺
し
や
く

厚あ

つ

さ

一

寸す

ん

許
ば
か
り

の

結け

つ

氷
ひ
や
う

は

次し

第だ

い

に

方は

う

二

間け

ん

位
く
ら
ゐ

も

あ

る

氷
ひ
や
う

盤ば

ん

と

爲な

つ

て

、
海か

い

面め

ん

上
じ
や
う

に

流な

が

れ

る

の

で

あ

つ

た

。

南な

ん

緯ゐ

七

十

三

度ど

二

十

六

分ぷ

ん

の

海か

い

上
じ
や
う

に

於お

け

る

測そ

く

量
り
や
う

に

據よ

れ

ば

、
結け

つ

氷
ひ
や
う

の

厚あ

つ

さ

は

五

吋
イ
ン
チ

乃な

い

至し

一

呎
フ
イ
ト

餘よ

と

な

つ

て

居ゐ

た

。
そ

れ

が

見み

亘わ

た

す

限
か
ぎ
り

の

海か

い

上
じ
や
う

に

張は

り

詰つ

め

て

、

動や

ゝ

と

も

す

る 

tasaka
ノート
３０７頁　最初の探検

tasaka
ノート
三月八日 正午所見
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と

船ふ

ね

の

進し

ん

航か

う

力
り
よ
く

を

失
う
し
な

は

し

め

ん

と

す

る

に

至い

た

つ

た

。
之こ

れ

か

ら

以い

南な

ん

は

一

面め

ん

の

結け

つ

氷
ひ
や
う

な

る

こ

と

を

發は

つ

見け

ん

し

た

の

で

、
全

ま
つ
た

く

航か

う

路ろ

を

變へ

ん

じ

て

、

他た

の

方は

う

面め

ん

か

ら

目も

く

的て

き

地ち

點て

ん

に

進し

ん

入に

う

せ

ん

と

試
こ
ゝ
ろ

み

た

。
其そ

の

結け

つ

果く

わ

午ご

後ゝ

五

時じ

三

十

分ぷ

ん

頃ご

ろ

に

至い

た

つ

て

、
辛か

ら

ふ

じ

て

、
結け

つ

氷
ひ
や
う

の

厚あ

つ

き

場ば

所し

よ

を

離は

な

れ

る

こ

と

が

出

來

で

き

た

。

此こ

の

日ひ

は

二

回
く
わ
い

迄ま

で

も

氷
ひ
や
う

結け

つ

の

爲た

め

に

、
船ふ

ね

は

進し

ん

航か

う

力
り
よ
く

を

失
う
し
な

つ

た

の

で

あ

つ

た

。 

夜や

來ら

い

の

降か

う

雪せ

つ

未い

ま

だ

歇や

ま

ず

、

十

一

日に

ち

午ご

前ぜ

ん

中ち

う

雪ゆ

き

で

あ

つ

た

。

船ふ

ね

は

天て

ん

候こ

う

が

險け

ん

惡あ

く

な

の

で

、

結け

つ

氷
ひ
や
う

海か

い

の

附ふ

近き

ん

を

航か

う

走そ

う

し

つ

ゝ

、

天て

ん

候こ

う

の

恢
く
わ
い

復ふ

く

す

る

の

を

待ま

つ

て

居

 

ゐ

た

。 

tasaka
ノート
３０８頁　南極記之より以南は一面の結氷 三月十日（半晴又降雪）直航距離八十五海里

tasaka
ノート
三月八日午後七時 右舷ニ見テ過グ大陸地 サピネ山 ハーカート山 ポツセツシヨン嶋
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幸
さ
い
は
ひ

に

し

て

正
し
や
う

午ご

近ち

か

く

か

ら

波は

濤た

う

も

鎭
し
づ
ま

つ

た

の

で

、
警け

い

戒か

い

を

嚴げ

ん

重ぢ

う

に

し

つ

ゝ

、
船せ

ん

首し

ゆ

を

南な

ん

西せ

い

方は

う

に

向む

け

た

。

午ご

後ゝ

二

時じ

三

十

分ぷ

ん

頃ご

ろ

に

至い

た

つ

て

漸
や
う
や

く

船ふ

ね

を

目も

く

的て

き

の

方は

う

面め

ん

に

進す

ゝ

め

る

こ

と

が

出で

來き

た

。
其そ

の

後ご

の

海か

い

上
じ
や
う

は

、
到い

た

る

處
と
こ
ろ

す

べ

て

氷
ひ
や
う

結け

つ

で

、
船ふ

ね

は

そ

れ

を

破は

砕さ

い

し

つ

ゝ

進し

ん

航か

う

し

た

け

れ

ど

も

、
氷

こ
ほ
り

の

厚あ

つ

き

爲た

め

に

數し

ば

次〱

航か

う

走そ

う

力
り
よ
く

を

失
う
し
な

ふ

の

で

あ

つ

た

。
此こ

の

邊へ

ん

の

氷
ひ
や
う

上
じ
や
う

に

は

南な

ん

極
き
よ
く

名め

い

物ぶ

つ

ペ

ン

グ

イ

ン

鳥て

う

の

群む

れ

が

無む

數す

う

に

居ゐ

た

。
又ま

た

、
海か

い

獣じ

う

も

此こ

處ゝ

は

我わ

が

黨た

う

の

王わ

う

國こ

く

で

あ

る

と

云い

は

む

ば

か

り

に

遊あ

そ

び

集つ

ど

う

て

居ゐ

た

。 

tasaka
ノート
３０９頁　最初の探検數次航走力を失ふに偏天候の恢復を祈るの外なし

tasaka
ノート
三月九日午前八時 所見ノ大陸地 ローセット嶋 後ヨリ見タルハーカート山
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午ご

後ゝ

六

時じ

頃ご

ろ

辛か

ら

ふ

じ

て

結け

つ

氷
ひ
や
う

海か

い

を

離は

な

れ

る

こ

と

が

出で

來き

た

が

、

降か

う

雪せ

つ

粉ふ

ん

々〲

咫し

尺せ

き

を

辧べ

ん

ぜ

ぬ

や

う

な

有あ

り

様さ

ま

な

の

で

、

少す

く

な

か

ら

ぬ

困こ

ん

難な

ん

を

し

た

。

今い

ま

は

偏ひ

と

へ

に

天て

ん

候こ

う

の

恢
く
わ
い

復ふ

く

を

祈い

の

る

の

外ほ

か

は

無な

い

。 

翌よ

く

十

二

日に

ち

も

前ぜ

ん

日じ

つ

と

異か

は

ら

ぬ

降か

う

雪せ

つ

で

、

且か

つ

時じ

々ゝ

不ふ

定て

い

の

強
き
や
う

風ふ

う

が

吹ふ

い

て

、
船せ

ん

員ゐ

ん

の

作さ

業げ

ふ

を

妨
さ
ま
た

ぐ

る

こ

と

が

夥
お
び
た
ゞ

し

か

つ

た

。

此こ

の

邊へ

ん

の

天て

ん

候こ

う

は

瞬
し
ゆ
ん

間か

ん

に

轉て

ん

々で

ん

變へ

ん

化く

わ

し

て

、

海か

い

上
じ
や
う

生せ

い

活
く
わ
つ

に

慣な

れ

た

船せ

ん

員ゐ

ん

も

、
少す

く

な

か

ら

ぬ

苦

楚

く

そ

を

甞な

め

た

。
正

し
や
う

午ご

頃こ

ろ

船ふ

ね

は

結け

つ

氷
ひ
や
う

の

最
も
つ
と

も

厚あ

つ

き

場ば

所し

よ

に

乘の

り

入い

れ

た

。
此こ

處ゝ

は

南な

ん

緯ゐ

七

十

四

度ど

十

六

分ぷ

ん

、

東と

う

經け

い

百

七

十

二

度ど 

tasaka
ノート
３１０頁　南極記三月十一日（降雪降雨）帆走汽走直航距離十四海里 南緯七十四度十六分

tasaka
ノート
氷盤（氷餅）三月九日 午後一時半・・二時頃 最初見タルトキハ煎餅大ノ極メテ薄弱ノモノナリシガ二時ニハ小ナルガ方五寸位大ナルハ（Ａ）二三尺位ノモニ交ハルヲ見
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零れ

い

七

分ふ

ん

の

地ち

點て

ん

で

、
悲か

な

し

い

哉か

な

我わ

が

南な

ん

極
き
よ
く

探た

ん

檢け

ん

船せ

ん

開か

い

南な

ん

丸ま

る

の

第だ

い

一

次じ

南な

ん

征せ

い

航か

う

海か

い

に

於お

い

て

達た

つ

し

得え

た

る

最さ

い

南な

ん

最さ

い

後ご

の

緯ゐ

度ど

で

あ

つ

た

。 

最さ

い

初し

よ

海か

い

面め

ん

は

一

面め

ん

に

凍と

う

結け

つ

し

て

は

居ゐ

た

が

、
然し

か

し

そ

れ

程ほ

ど

に

氷
こ
ほ
り

が

厚あ

つ

く

な

い

の

で

、

船せ

ん

首し

ゆ

で

突つ

き

破や

ぶ

つ

て

進す

ゝ

ん

で

往ゆ

く

と

、

其そ

の

度た

び

毎こ

と

に

砕さ

い

氷
ひ
や
う

の

響
ひ
ゞ
き

が

ガ

ッ

ガ

ッ

と

傳
つ
た
は

つ

て

何な

ん

と

な

く

不ふ

快
く
わ
い

で

あ

る

、
然し

か

し

そ

れ

に

も

屈く

つ

せ

ず

進す

ゝ

ん

で

、
往ゆ

く

と

、
軈や

が

て

結け

つ

氷
ひ
や
う

は

增ま

し

て

約や

く

一

尺
し
や
く

に

達た

つ

し

た

。
船ふ

ね

は

憶お

く

せ

ず

此こ

の

堅け

ん

氷
ひ
や
う

の

中な

か

を

も

進す

ゝ

む

に

、
氷

こ
ほ
り

は

裂さ

け

て

兩
り
や
う

側が

は

に

白し

ろ

き

堤て

い

防ぼ

う

の

形
か
た
ち

を

爲な

す

。 

tasaka
ノート
３１１頁　最初の探検

tasaka
ノート
三月九日 午後六時 所見ペンギン氷盤ニ乗リテ旅行ノ処 ペンギン高二尺
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一

面め

ん

の

海か

い

上
じ
や
う

見み

渡わ

た

す

限
か
ぎ
り

銀ぎ

ん

色
し
よ
く

皚が

い

々〱

、
宛

あ
だ
か

も

湖こ

水す

ゐ

の

結け

つ

氷
ひ
や
う

の

如ご

と

く

、
波な

み

無な

く

し

て

平へ

い

坦た

ん

な

る

有あ

り

様さ

ま

で

あ

る

。

け

れ

ど

も

往ゆ

け

る

丈た

け

は

往ゆ

か

ん

と

、
尙な

ほ

も

船ふ

ね

を

進す

ゝ

め

た

所
と
こ
ろ

、
竟つ

い

に

帆は

ん

力
り
よ
く

は

素も

と

よ

り

汽き

力
り
よ
く

を

以も

つ

て

す

る

も

効か

う

を

奏そ

う

せ

ず

、

ハ

ツ

タ

と

ば

か

り

停て

い

船せ

ん

す

る

に

至い

た

つ

た

。
見み

れ

ば

今い

ま

や

氷
こ
ほ
り

の

厚あ

つ

さ

は

增ま

し

て

二

尺
し
や
く

に

達た

つ

し

て

居ゐ

る

。 

此こ

の

時と

き

フ

ト

振ふ

り

返か

へ

る

と

、

元も

と

來き

し

方か

た

は

砕さ

い

氷
ひ
や
う

で

兩
り
や
う

岸が

ん

を

爲な

し

、
高か

う

堤て

い

を

築き

づ

い

て

居ゐ

る

が

、
そ

れ

が

又ま

た

海か

い

上
じ
や
う

に

浮う

き

出だ

し

流な

が

れ

て

居ゐ

る

。
何い

づ

れ

は

又ま

た

凍と

う

結け

つ

し

て

終し

ま

ふ

ら

し

い

。

斯か

く

て

は

出し
ゆ
つ

入に

う

の

航か

う

路ろ

を

閉へ

い

塞さ

く

さ 

tasaka
ノート
３１２頁　南極記ハッタと計り停船

tasaka
ノート
三月九日 午後八時 所見ペンギン群
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さ

れ

氷
ひ
や
う

海か

い

中ち

う

に

立た

ち

往わ

う

生
じ
や
う

せ

ね

ば

な

ら

ぬ

事こ

と

と

爲な

る

か

ら

、

頗
す
こ
ぶ

る

危き

險け

ん

と

見み

て

取と

つ

て

、
急い

そ

ぎ

船せ

ん

首し

ゆ

を

廻ま

は

す

こ

と

に

し

た

。 

此こ

の

船せ

ん

首し

ゆ

を

廻ま

は

す

時と

き

の

苦く

心し

ん

は

、

一

通と

ほ

り

や

二

通と

ほ

り

で

は

な

か

つ

た

。

船せ

ん

員ゐ

ん

隊た

い

員ゐ

ん

總そ

う

掛が

ゝ

り

で

非ひ

常
じ
や
う

の

苦く

心し

ん

を

し

た

。
何な

に

分ぶ

ん

に

も

機き

關
く
わ
ん

は

小ち

い

さ

い

か

ら

、

船せ

ん

體た

い

を

後あ

と

退す

ら

せ

る

譯わ

け

に

も

往ゆ

か

ず

、

ホ

ト

〱

閉へ

い

口こ

う

し

た

。 

辛や

つ

と

堅け

ん

氷
ひ
や
う

を

碎く

だ

き

な

が

ら

風か

ざ

下し

も

の

方は

う

へ

と

船せ

ん

首し

ゆ

を

向む

け

た

。
そ

し

て

進す

ゝ

む

と

、

氷
ひ
や
う

片へ

ん

が

船ふ

ね

に

觸ふ

れ

て

高か

う

音お

ん

を

發は

つ

し

、
船せ

ん

體た

い

の

損そ

ん

傷
し
や
う

は

免
ま
ぬ
か

れ

ぬ

か

と

思お

も

は

れ

た

が

、

時じ

期き

を

失し

つ

し

て

は

閉へ

い

塞さ

く

さ

れ

て

終し

ま

ふ

虞お

そ

れ

が

あ

る

の

で

、 

tasaka
ノート
明治四十四年三月十日 開南丸流氷ヲ衝ツテ進ム 此帆ハスクーナー型ニテ第一次航海ニ際シ開ク

tasaka
ノート
３１３頁　最初の探検
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大だ

い

辛し

ん

苦く

の

末す

ゑ

漸
や
う
や

く

危き

地ち

か

ら

脱だ

つ

出
し
ゆ
つ

す

る

事こ

と

が

出で

來き

た

。
そ

の

時と

き

の

愉ゆ

快
く
わ
い

は

又ま

た

別べ

つ

で
、
全

ま
つ
た

く

生

命

ゐ

の

ち

拾ひ

ろ

ひ

の

感か

ん

が

あ

つ

た

。 
そ

れ

か

ら

漸
や
う
や

く

に

し

て

氷
こ
ほ
り

の

無な

い

處
と
こ
ろ

ま

で

逃に

げ

出だ

し

た

が

、
さ

て

目も

く

前ぜ

ん

に

南な

ん

極
き
よ
く

の

山や

ま

を

眺な

が

め

て

居ゐ

な

が

ら

上
じ
や
う

陸り

く

し

得え

ぬ

と

云い

ふ

は

、
如い

何か

に

も

殘ざ

ん

念ね

ん

の

至
い
た
り

と

一

等と

う

運う

ん

轉て

ん

士し

に

計は

か

つ

て

、
見み

張は

り

臺だ

い

か

ら

遠ゑ

ん

方ぱ

う

を

視し

察さ

つ

さ

し

て

貰も

ら

つ

た

所
と
こ
ろ

、
一

望ぼ

う

只た

ゞ

氷
ひ
や
う

界か

い

！

殆
ほ
と
ん

ど

千

里り

の

氷
ひ
や
う

野や

の

如ご

と

く

な

り

と

の

事こ

と

で

あ

る

。

遺ゐ

憾か

ん

は

言い

ふ

ば

か

り

も

な

い

。 

引ひ

き

返か

へ

し

て

見み

る

と

、
氷

ひ
や
う

海か

い

に

居を

つ

た

時と

き

は

波な

み

立た

た

ず

頗
す
こ
ぶ

る

平へ

い

穏お

ん

で

あ

つ

た

が

、
さ

て

結け

つ

氷
ひ
や
う

點て

ん

を

離は

な

れ

る

に

從
し
た
が

つ

て

波は

濤た

う

も

烈は

げ

し

く

な

り

、

船せ

ん

體た

い

の

動ど

う

搖え

う

も

激は

げ

し

く

な

つ

た

。 

十

三

日に

ち

午ご

後ゝ

五

時じ

頃ご

ろ

の

風ふ

う

位ゐ

は

殆
ほ
と
ん

ど

東と

う

北ほ

く

東
ひ
が
し

に

變か

は

つ

て

居ゐ

た

。
そ

こ

で

羅ら

針し

ん

々し

ん

路ろ

を

北き

た

に

向む

け

、

自じ

差さ

八

度ど

東と

う

偏へ

ん

差さ

四

十

八

度ど

東
ひ
が
し

を

指さ

し

て

航か

う

走そ

う

し

た

。 

翌よ

く

十

四

日

の

天て

ん

候こ

う

は

、
時じ

々ゝ

降か

う

雪せ

つ

を

催ま

よ

ふ

し

て

、
海か

い

上
じ
や
う

の

波な

み

高た

か

く

、
甲か

ん

板ぱ

ん

の

氷
ひ
や
う

結け

つ

す

る

こ

と

亦ま

た

甚
は
な
は
だ

し

く

、
烈れ

つ

風ふ

う

は

吹ふ

雪ゞ

き

を

送お

く

つ

て

困こ

ん

難な

ん

云い

ふ

ば

か

り

な

か

つ

た

。
午ご

後ゝ

四

時じ

頃こ

ろ

か

ら

天て

ん

候こ

う

は

益ま

す

々〱

險け

ん

惡あ

く

と

な

つ

て

、

觀く
わ
ん

測そ

く

に

よ

る

と

當た

う

分ぶ

ん

恢く
わ
い

復ふ

く

の

見み

込こ

み

も 

tasaka
ノート
３１４頁　南極記漸く危地を脱す 三月十二日（降雪）帆走汽走直航距離三十七海里 三月十三日（半晴）汽走直航距離二十四海里 三月十四日（雪）汽走直航距離十三海里二分の一
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な

く

、
今い

ま

は

全
ま
つ
た

く

絶ぜ

つ

望ば

う

す

る

に

至い

た

つ

た

。
南な

ん

極
き
よ
く

洲し

う

上
じ
や
う

陸り

く

の

目も

く

的て

き

を

抱い

だ

い

て

、
遙は

る

々〲

氷
ひ
や
う

海か

い

を

渉わ

た

り

、
幾い

く

多た

の

艱か

ん

難な

ん

を

排は

い

し

て

來き

た

が

、
目も

く

的て

き

の

地ち

點て

ん

に

上
じ
や
う

陸り

く

す

る

の

希き

望ば

う

が

絶た

え

た

。
殊こ

と

に

昨さ

く

今こ

ん

は

、
南な

ん

極
き
よ
く

圈
ゝ
わ
ん

で

は

夏か

期き

を

去さ

つ

て

段だ

ん

々〱

寒さ

む

さ

に

向む

か

は

ん

と

し

て

居ゐ

る

時じ

期き

で

あ

る

か

ら

、

逡ぐ

づ

巡〱

し

て

居ゐ

る

と

忽
た
ち
ま

ち

に

し

て

船ふ

ね

が

氷
こ
ほ
り

に

鎖
と
ざ
さ

れ

る

憂
う
れ
ひ

が

あ

る

。
即

す
な
は

ち

若も

し

一

た

び

氷
こ
ほ
り

に

鎖
と
ざ
さ

れ

た

が

最さ

い

後ご

、
冬と

う

季き

間か

ん

は

到た

う

底て

い

其そ

處こ

か

ら

脱だ

つ

出
し
ゆ
つ

す

る

こ

と

が

出で

來き

な

い

。

又ま

た

其そ

の

鎖さ

氷
ひ
や
う

中ち

う

に

於お

け

る

船せ

ん

體た

い

の

損そ

ん

傷
し
や
う

な

ど

を

考
か
ん
が

へ

て

、
進す

ゝ

む

べ

き

か

將は

た

引ひ

き

返か

へ

す

べ

き

か

の

議ぎ

題だ

い

に

就つ

い

て

、

午ご

後ゞ

八

時じ

幹か

ん

部ぶ

會
く
わ
い

議ぎ

を

開か

い

催さ

い

す

る

事こ

と

に

な

つ

た

。 

處
と
こ
ろ

が

此こ

の

會
く
わ
い

議ぎ

の

席せ

き

上
じ
や
う

で

は

、
誰た

れ

一

人に

ん

口く

ち

を

開ひ

ら

く

者も

の

も

な

く

何い

づ

れ

も

落ら

く

膽た

ん

失し

つ

望ば

う

の

色い

ろ

に

沈し

づ

ん

で

居ゐ 

tasaka
ノート
３１５頁　最初の探検上陸の希望絶ゆ

tasaka
ノート
三月十六日 午前三時半 所見ノ氷山群
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た

が

、
結け

つ

局
き
よ
く

遺ゐ

憾か

ん

な

が

ら

一

た

び

船ふ

ね

を

濠ご

う

洲し

う

シ

ド

ニ

ー

港か

う

に

引ひ

き

返か

へ

す

こ

と

に

決け

つ

議ぎ

し

た

。 

翌よ

く

十

五

日

は

昨さ

く

夜や

の

決け

つ

議ぎ

に

從
し
た
が

つ

て

、
船せ

ん

首し

ゆ

を

濠ご

う

洲し

う

の

方は

う

向か

う

に

轉て

ん

じ

て

、
歸き

港か

う

を

急い

そ

い

だ

。
此こ

の

日ひ

も

吹ふ

雪ゞ

き

の

烈は

げ

し

い

不ふ

良
り
や
う

の

天て

ん

候こ

う

で

、
且か

つ

大だ

い

小せ

う

無む

數す

う

の

氷
ひ
や
う

山ざ

ん

氷
ひ
や
う

塊
く
わ
い

は

船ふ

ね

の

進し

ん

路ろ

を

妨
さ
ま
た

げ

た

。
乘の

り

組く

み

員ゐ

ん

等ら

は

終し

う

日じ

つ

船せ

ん

尾び

の

甲か

ん

板ぱ

ん

に

集
あ
つ
ま

つ

て

、
目も

く

的て

き

地ち

た

る

南な

ん

極
き
よ
く

洲し

う

を

眼が

ん

前ぜ

ん

に

見み

な

が

ら

、
上

じ
や
う

陸り

く

の

出で

來き

な

か

つ

た

の

は

頗
す
こ
ぶ

る

殘ざ

ん

念ね

ん

で

あ

る

と

、
一

同ど

う

天て

ん

を

仰あ

を

い

で

長
ち
や
う

嘆た

ん

し

た

の

は

、

無む

理り

な

ら

ぬ

次し

第だ

い

で

あ

る

。 
十

六

日に

ち

か

ら

十

七

日に

ち

へ

か

け

て

も

、

亦ま

た

連れ

ん

日じ

つ

の

如ご

と

き

流り

う

氷
ひ
や
う

波は

濤た

う

と

闘
た
ゝ
か

つ

た

航か

う

海か

い

で

あ

つ

た

。
十

七

日に

ち

の

黎れ

い

明め

い

に

月げ

つ

光
く
わ
う

の

現あ

ら

は

れ

た

の

を

見み

た

が

、

之こ

れ

が

南な

ん

氷ひ
や
う

洋や

う

に

入は

い

つ

て

以い

來ら

い

始は

じ

め

て

仰あ

ふ

い

だ 

tasaka
ノート
３１６頁　南極記一同天を仰ぎ長嘆す 三月十五日（雪）汽走直航距離七十八海里 三月十六日（曇）帆走汽走直航距離九十二海里 初めて仰ぎし月光

tasaka
ノート
三月十六日 午前八時 所見ノ氷山
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月つ

き

で

あ

つ

た

。
周し

う

圍ゐ

の

群ぐ

ん

氷
ひ
や
う

に

映え

い

ず

る

月げ

つ

光
く
わ
う

は

、
宛

あ
だ
か

も

白は

く

晝ち

う

の

如ご

と

く

で

あ

つ

た

。

此こ

の

日ひ

の

午ご

後ゝ

か

ら

天て

ん

候こ

う

は

益ま

す

々〱

險け

ん

惡あ

く

と

な

つ

て

、

激げ

き

浪ら

う

の

爲た

め

に

船せ

ん

首し

ゆ

の

ジ

ッ

プ
・
ブ

ー

ム

を

挫ざ

折せ

つ

さ

れ

た

が

、
直た

ゞ

ち

に

應お

う

急き

う

の

修し

う

理り

を

施
ほ
ど
こ

し

て

航か

う

走さ

う

し

た

。 

十

八

日に

ち

か

ら

二

十

四

日か

ま

で

の

天て

ん

候こ

う

は

、

概が

い

し

て

不ふ

良
り
や
う

で

、
吹ふ

雪ゞ

き

あ

り

。
高た

か

浪な

み

あ

り

、
氣き

候こ

う

の

激げ

き

變へ

ん

あ

り

、
又ま

た

流り

う

氷
ひ
や
う

の

危き

險け

ん

な

ど

が

あ

つ

て

、
航か

う

走さ

う

に

非ひ

常
じ
や
う

な

る

苦く

心し

ん

を

し

た

が

、
二

十

五

日に

ち

に

至い

た

つ

て

、
天て

ん

候こ

う

は

依い

然ぜ

ん

と

し

て

變か

は

り

が

な

い

が

、
風か

ぜ

が

順
じ
ゆ
ん

位ゐ

に

復ふ

く

し

た

の

で

減げ

ん

帆は

ん

し

て

走は

し

つ

た

。
此こ

の

日ひ

も

降か

う

雪せ

つ

が

あ

り

、

時と

き

々ど

き

猛も

う

烈れ

つ

な

る

驟

雨

ス

コ

ー

ル

の

來ら

い

襲し

う

が

あ

つ

た

。 

二

十

六

日に

ち

に

は

稍や

や

天て

ん

候こ

う

が

良
り
や
う

好か

う

に

な

つ

た

が

翌よ

く

二

十

七

日に

ち

に

は

再ふ
た
ゝ

び

變へ

ん

じ

て

險け

ん

惡あ

く

の

兆て

う

を 

tasaka
ノート
３１７頁　最初の探検三月十七日（半晴）帆走汽走直航距離百十五海里 三月十八日（降雪）帆走直航距離七十海里 三月十九日（半晴降雪）帆走直航距離五十八海里 三月二十日（降雪）帆走直航距離七十六海里

tasaka
ノート
三月十六日 午前十時二十分 右舷ニ見エ過ギシ氷山群
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呈て

い

し

、
四

十

呎
フ
イ
ー
ト

も

あ

ら

う

と

思お

も

は

る

ゝ

激げ

き

浪ら

う

が

、
船せ

ん

體た

い

を

弄
も
て
あ
そ

び

、
又ま

た

過く

わ

日じ

つ

來ら

い

の

如ご

と

き

驟

雨

ス

コ

ー

ル

と

風ふ

う

雪せ

つ

と

が

猛ま

う

烈れ

つ

に

來ら

い

襲し

う

し

た

。 
二

十

八

日に

ち

に

は

降か

う

雪せ

つ

變へ

ん

じ

て

強が

う

雨う

と

な

つ

た

。
怒ど

濤た

う

の

爲た

め

に

船せ

ん

體た

い

の

動ど

う

搖え

う

が

甚
は
な
は
だ

し

い

の

で

、
漂へ

う

蹰ち

う

を

行
お
こ
な

ひ

、
測そ

く

程て

い

器き

を

引ひ

き

揚あ

げ

て

、
船ふ

ね

が

東と

う

北ほ

く

東と

う

の

方は

う

向こ

う

に

自し

然ぜ

ん

に

流な

が

れ

ゆ

く

ま

ゝ

に

放は

う

任に

ん

し

た

。 

漂へ

う

蹰ち

う

は

翌よ

く

二

十

九

日に

ち

に

至い

た

る

も

撤て

つ

す

る

こ

と

が

出で

來き

ず

、
又ま

た

船せ

ん

員ゐ

ん

は

船せ

ん

體た

い

の

故こ

障
し
や
う

や

帆ほ

布ぬ

の

の

破は

損そ

ん

修し

う

理り

な

ど

に

眼め

を

廻ま

は

す

ほ

ど

多た

忙ぼ

う

を

極き

は

め

て

居ゐ

た

。

隊た

い

員ゐ

ん

の

方は

う

で

は

讀ど

く

書し

よ

な

ど

し

て

居ゐ

た

。 

三

十

日に

ち

に

は

薄う

す

き

極
き
よ
く

光
ゝ
わ
う

の

中ち

う

天て

ん

に

出
し
ゆ
つ

現げ

ん

せ

る

を

見み

た

。
三

十

一

日に

ち

は

相あ

い

變か

は

ら

ず
天て

ん

候か

う

惡あ

し

く

、
海か

い

上
じ
や
う

波は

濤た

う

の

狂
き
よ
う

亂ら

ん

の

爲た

め

に

十

分ふ

ん

の

航か

う

走さ

う

を

す

る

こ

と

が

出で

來き

ぬ

上う

へ

、
搗か

て

て

加く

は

へ

て

其そ

の

午ご

後ゝ

に

は

烈は

げ

し

き

降か

う

雨う

が

あ

つ

て

、

海か

い

上
じ
や
う

暗あ

ん

憺た

ん

の

光
く
わ
う

景け

い

を

呈て

い

し

た

。 

天て

ん

候こ

う

は

連れ

ん

日じ

つ

の

如ご

と

く

で

あ

つ

て

、
四

月
ぐ
わ
つ

一

日に

ち

の

午ご

後ゝ

ま

で

續つ

ゞ

い

た

。
そ

れ

か

ら

二

日か

に

至い

た

つ

て

忽

焉

こ

つ

え

ん

と

し

て

一

天て

ん

拭ぬ

ぐ

ふ

が

如ご

と

く

晴は

れ

渡わ

た

り

、

風ふ

う

力り
よ
く

も

亦ま

た

微び

弱じ
や
く

な 

tasaka
ノート
３１８頁　南極記三月二十一日（降雪）帆走直航距離九十三海里 三月二十二日（雪）帆走直航距離五十七海里 三月二十三日（降雪）帆走直航距三十海里 三月二十四日（曇）帆走直航距離七十海里 三月二十五日（晴）帆走直航距離百十二海里 自然に流れゆく 三月二十六日（晴）帆走直航距離八十五海里 三月二十七日（雨）帆走直航距離七十八海里 三月二十八日（雨）帆走直航距離五十一海里 三月廿九日（雨）帆走直航距離五十二海里 三月三十日（半晴）帆走直航距離五十七海里 三月三十一日（雨）帆走直航距離八十七海里
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が

ら

も

順
じ
ゆ
ん

位ゐ

に

復ふ

く

し

た

の

で

、
全ぜ

ん

帆は

ん

を

張は

つ

て

快
こ
ゝ
ろ

よ

き

航か

う

走さ

う

を

し

た

。
翌よ

く

三

日

未み

明め

い

に

雨あ

め

が

あ

つ

た

が

、
午ご

前ぜ

ん

中ち

う

に

晴は

れ

上あ

が

つ

た

。
平

和

へ

い

わ

な

る

海か

い

上
じ
や
う

に

神じ

ん

武む

天て

ん

皇の

う

祭さ

い

を

迎む

か

へ

た

の

で

、

船せ

ん

員ゐ

ん

等ら

は

作さ

業げ

ふ

を

休や

す

ん

で

祝
し
ゆ
く

意い

を

表へ

う

し

た

。
午ご

後ゝ

六

時じ

頃こ

ろ

か

ら

再
ふ
た
ゝ

び

天て

ん

候こ

う

は

險け

ん

惡あ

く

と

な

つ

た

の

で

減げ

ん

帆は

ん

し

た

。 

四

日か

に

は

午ご

前ぜ

ん

中ち

う

か

ら

非ひ

常
じ
や
う

な

大お

ほ

雨あ

め

が

あ

つ

て

、
風ふ

う

位ゐ

も

亦ま

た

逆
ぎ
や
く

風ふ

う

と

變か

は

り

、
殊こ

と

に

濃の

う

霧む

な

ど

生
し
や
う

じ

て

航か

う

海か

い

頗
す
こ
ぶ

る

困こ

ん

難な

ん

に

な

つ

た

。
而し

か

し

て

翌よ

く

五

日に

ち

か

ら

六

日に

ち

へ

掛か

け

て

、
海か

い

上
じ
や
う

の

波は

動ど

う

高た

か

く

、
又ま

た

濃の

う

霧む

も

續つ

ゞ

い

て

立た

ち

罩こ

め

た

。
此こ

の

邊へ

ん

に

は

信あ

天は

う

翁と

り

が

群ぐ

ん

集し

う

し

て

居ゐ

る

の

で

、

短

艇

ボ

ー

ト

を

卸お

ろ

し

て

狩し

ゆ

獵
り
や
う

を

試
こ
ゝ
ろ

み

た

。 

七

日か

は

概が

い

し

て

半は

ん

晴せ

い

で

あ

つ

た

が

、

時と

き

々〱

濃の

う

霧む

が

起お

こ

つ

た

。

風ふ

う

力り
よ
く

は

少す

く

な

か

つ

た

が

順じ
ゆ
ん

位ゐ

で

あ

つ

た

の

で 

tasaka
ノート
３１９頁　最初の探検四月一日（雨）帆走直航距離八十八海里 四月二日（晴）帆走直航距離百〇五海里 四月三日（晴）帆走直航距離四十七海里二分の一 平和なる海上に神武天皇祭 四月四日（雨）帆走直航距離十九海里 四月五日（曇）帆走直航距離廿七海里 信天翁の群集 四月六日（曇）帆走直航距離十海里 四月七日（半晴）帆走直航距離九海里

tasaka
ノート
三月十六日 午前十時九分 左舷ニ見ル 過ギシ大氷山群
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增ぞ

う

帆は

ん

し

て

進す

ゝ

む

こ

と

が

出で

來き

た

。

八

日か

か

ら

九

日か

へ

か

け

て

降か

う

雨ゝ

時と

き

々〱

來き

た

り

、

海か

い

面め

ん

の

波は

濤た

う

も

高た

か

か

つ

た

。
野の

村む

ら

船せ

ん

長
ち
や
う

の

觀
く
わ
ん

察さ

つ

に

よ

る

と

此こ

の

邊へ

ん

は

南
み
な
み

太た

い

平へ

い

洋や

う

中ち

う

で

も

航か

う

海か

い

上
じ
や
う

最
も
つ
と

も

危き

險け

ん

な

る

所
と
こ
ろ

で

あ

つ

た

。
さ

れ

ば

風ふ

う

位ゐ

の

變へ

ん

轉て

ん

す

る

こ

と

が

多お

ほ

く

、

船せ

ん

體た

い

は

潮て

う

流り

う

又ま

た

は

波は

濤た

う

の

爲た

め

に

流な

が

さ

る

ゝ

こ

と

が

數し

ば

次〱

で

あ

つ

た

。
十

日か

の

夜よ

は

晴は

れ

て

、
月つ

き

明
あ
き
ら

か

に

星ほ

し

稀ま

れ

に

、
測そ

く

量
り
や
う

も

思お

も

ふ

や

う

に

出で

來き

た

が

、
此こ

の

頃ご

ろ

風ふ

う

位ゐ

波は

濤た

う

の

爲た

め

多お

ほ

く

石せ

き

炭た

ん

を

消せ

う

費ひ

し

た

の

が

、
幹か

ん

部ぶ

で

の

心し

ん

配ぱ

い

の

種た

ね

で

あ

つ

た

。
午ご

後ゝ

七

時じ

頃ご

ろ

船せ

ん

首し

ゆ

索さ

く

具ぐ

に

故こ

障
し
や
う

を

生
し
や
う

じ

た

。
間ま

も

な

く

殷い

ん

々〱

た

る

雷ら

い

鳴め

い

轟と
ゞ
ろ

き

渡か

た

つ

て

大だ

い

豪が

う

雨う 

tasaka
ノート
３２０頁　南極記四月八日（半晴）帆走直航距離百二海里 四月九日（半晴）帆走直航距離五十四海里 南氷洋中最も危險なる處 四月十日（晴）帆走直航距離百〇三海里 四月十一日（半晴）帆走直航距離廿海里

tasaka
ノート
極光之圖（南極圏内）三月廿五日 所見
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と

な

つ

た

。 

明あ

く

れ

ば

十

一

日に

ち

、
半は

ん

晴せ

い

の

天て

ん

氣き

と

な

つ

て

、
時と

き

々〲

驟ス

コ

雨ー

ル

の

通つ

う

過く

わ

に

遭あ

う

た

。
十

二

日に

ち

か

ら

十

六

日に

ち

へ

か

け

て

は

、
天て

ん

候こ

う

は

半は

ん

晴せ

い

半は

ん

曇ど

ん

で

、
時と

き

々〱

驟

雨

ス

コ

ー

ル

の

來ら

い

襲し

う

と

猛も

う

烈れ

つ

な

る

波は

浪ら

う

の

動ど

う

搖え

う

と

が

あ

つ

た

。
十

六

日に

ち

の

午ご

後ゝ

の

こ

と

、
船せ

ん

首し

ゆ

の

外
ぐ
わ
い

板は

ん

一

枚ま

い

、
怒ど

濤た

う

の

爲た

め

に

、

破は

損そ

ん

し

て

居ゐ

た

の

を

發は

つ

見け

ん

し

た

。

此こ

の

日ひ

柏か

し

鳥と

り

に

似に

た

黑こ

く

白は

く

斑は

ん

の

海か

い

鳥て

う

一

羽は

を

射し

や

擊げ

き

し

た

が

、

海か

い

中ち

う

に

落お

ち

て

其そ

の

姿
す
が
た

を

見み

失
う
し
な

つ

た

。 

十

七

日に

ち

は

何な

に

事ご

と

も

な

く

、
翌よ

く

十

八

日に

ち

の

午ご

後ゝ

六

時じ

頃ご

ろ

、
赤せ

き

白は

く

交ま

じ

り

の

美
う
つ
く

し

き

小こ

鳥ど

り

一

羽は

、
甲か

ん

板ぱ

ん

上
じ
や
う

に

舞ま

ひ

來き

た

つ

た

の

で

、
船せ

ん

長
ち
や
う

は

生せ

い

擒き

ん

し

て

大た

い

切せ

つ

に

飼し

育い

く

し

た

が

直す

ぐ

死し

ん

で

終し

ま

つ

た

。
此こ

の

鳥と

り

は

多た

分ぶ

ん

新

西

蘭

ニ
ウ
ジ
ー
ラ
ン
ド

か

ら

迷ま

よ

ひ

來き

た

つ

た

者も

の

で

あ

ら

う

。
此こ

の

頃ご

ろ

は

毎ま

い

日に

ち

信

天

翁

あ

は

う

ど

り

や

其そ

の

他た

の

海か

い

鳥て

う

類る

ゐ

の

射し

や

擊げ

き

な

ど

で

、

乘
じ
よ
う

員ゐ

ん

一

同ど

う

は

大
お
ほ
ひ

に

興
き
よ
う

じ

て

居ゐ

た

。 

十

九

日に

ち

の

深し

ん

夜や

、
甲か

ん

板ぱ

ん

に

立た

つ

て

居ゐ

る

と

、
久

ひ
さ
し

振ぶ

り

に

南
み
な
み

十

字じ

星せ

い

の

靑あ

を

白し

ろ

き

光
ひ
か
り

を

船ふ

ね

の

現げ

ん

在ざ

い

の

位ゐ

置ち

の

眞ま

上う

へ

よ

り

、

少す

こ

し

く

南な

ん

方は

う

の

空そ

ら

に

仰あ

を

い

だ

。 

十

八

日に

ち

か

ら

二

十

二

日に

ち

ま

で

は

、

天て

ん

候こ

う

概が

い

し

て

同ど

う

一

で

、

船せ

ん

内な

い

無ぶ

事じ

別べ

つ

に

誌し

る

す

べ

き

こ

と

も

な

か

つ

た

。

二

十

三

日に

ち

は

日に

ち

曜え

う

の

事こ

と

と

て

、

船せ

ん

内な

い

の

掃さ

う

除じ

よ

を

終を

へ

る

と 

tasaka
ノート
３２１頁　最初の探検四月十二日（半晴半曇）帆走直航距離百二十海里 四月十三日（半晴）帆走直航距離五十五海里 四月十四日（半晴半曇）帆走直航距離百海里 四月十五日（半晴半曇）帆走直航距離四十三海里 四月十六日（半晴半曇）帆走直航距離四十二海里 美しき小鳥一羽 四月十七日（半晴）帆走直航距離百十五海里 四月十八日（晴）帆走直航距離六十海里 四月十九日（半晴半曇）帆走直航距離四十七海里 四月二十日（半晴）帆走直航距離十二海里 四月二十一日（半晴）帆走直航距離七十五海里
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休き

う

業げ

ふ

し

た

。
驟

雨

ス

コ

ー

ル

は

時と

き

々〱

來ら

い

襲し

う

し

た

が

、
良

り
や
う

風ふ

う

ゆ

ゑ

愉ゆ

快
く
わ
い

に

航か

う

走さ

う

す

る

こ

と

が

出で

來き

た

。

此こ

の

日ひ

土つ

ち

屋や

運う

ん

轉て

ん

士し

が

、

信

天

翁

あ

は

う

ど

り

一

羽は

を

射ゐ

留と

め

て

、

そ

れ

が

海か

い

中ち

う

に

落お

ち

た

の

を

認み

と

め

て

渡わ

た

邊な

べ

水す

ゐ

夫ふ

が

、
そ

れ

を

捕と

ら

ふ

べ

く

抜ぬ

き

手て

を

切き

つ

て

海か

い

中ち

う

に

飛と

び

込こ

ん

だ

處
と
こ
ろ

が

、
船ふ

ね

と

の

距き

よ

離り

が

餘あ

ま

り

に

遠と

ほ

ざ

か

つ

た

の

で

、

歸き

船せ

ん

す

る

の

に

甚
は
な
は

だ

困こ

ん

難な

ん

ら

し

く

見み

え

た

の

で

、

木も

く

片へ

ん

に

綱つ

な

を

付つ

け

て

そ

れ

を

船ふ

ね

か

ら

海か

い

中ち

う

に

流な

が

し

、
乘

じ
や
う

員ゐ

ん

總そ

う

掛が

ゝ

り

で

渡わ

た

邊な

べ

水す

ゐ

夫ふ

を

引ひ

き

揚あ

げ

る

こ

と

が

出で

來き

た

。 

二

十

四

日か

の

正
し
や
う

午ご

か

ら

天て

ん

候こ

う

が

不ふ

良
り
や
う

に

な

り

、
午ご

後ゝ

二

時じ

頃ご

ろ

に

は

猛も

う

烈れ

つ

な

る

降か

う

雨う

が

あ

つ

て

、
ジ

ブ

シ

ー

ト

が

切せ

つ

斷だ

ん

さ

れ

た

。
此こ

の

夜よ

海か

い

上
じ
や
う

一

面め

ん

燐り

ん

の

如ご

と

き

光
ひ
か
り

を

放は

な

ち

、
云い

ふ

ば

か

り

な

き

美び

觀
く
わ
ん

を

呈て

い

し

た

。

定さ

だ

め

し

魚ぎ

よ

族ぞ

く

の

一

種し

ゆ

が

放は

な

つ

た

光
ひ
か
り

な

の

で

あ

ら

う

。 

二

十

五

日に

ち

の

夜よ

も

亦ま

た

燐り

ん

光
く
わ
う

の

流な

が

る

ゝ

の

を

見み

た

。

其そ

の

大だ

い

な

る

は

三

呎
フ
イ
ー
ト

位
ぐ
ら
ゐ

小せ

う

な

る

は

五

吋
イ
ン
チ

位
く
ら
ゐ

で

あ

つ

た

。
土つ

ち

屋や

氏し

は

其そ

の

一

尾び

を

捕ほ

獲
く
わ
く

す

る

と

、
そ

れ

が

水

母

く

ら

げ

の

一

種し

ゆ

で

あ

る

こ

と

が

解わ

か

つ

た

。 

二

十

六

日に

ち

か

ら

二

十

七

日に

ち

へ

か

け

て

、

豪が

う

雨う

疾し

つ

風ぷ

う

迅
じ
ゆ
ん

雷ら

い

の

三

大だ

い

敵て

き

が

、

鋒ほ

こ

を

揃そ

ろ

へ 

tasaka
ノート
３２２頁　南極記四月二十二日（半晴）帆走直航距離五十六海里 四月二十三日（半晴）帆走直航距離百二十海里 四月二十四日（半晴又降雨）帆走直航距離五十九海里 燐の如き光あり 四月二十五日（半晴）帆走直航距離三十海里 四月廿六日（雨）帆走直航距離八十海里 四月廿七日（雨）帆走直航距離八十海里
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て

襲し

う

來ら

い

し

た

の

で

、
我わ

が

開か

い

南

丸

な

ん

ま

る

は

宛
あ
だ
か

も

木こ

の

葉は

の

如ご

と

く

、
翻は

ん

弄ら

う

せ

ら

れ

た

。
二

十

七

日に

ち

の

午

後

ご

ゝ

に

至い

た

つ

て

餘よ

程ほ

ど

靜せ

い

穏お

ん

に

歸き

し

た

が

、
宛

あ
だ
か

も

遙は

る

か

水す

ゐ

天て

ん

髣は

う

髴ふ

つ

の

間
あ
ひ
だ

に

、
濠ご

う

洲し

う

の

陸り

く

地ち

が

、

雲う

ん

烟え

ん

を

隔へ

た

て

ゝ

其そ

の

姿
す
が
た

を

現あ

ら

は

し

た

。 

二

十

九

日に

ち

は

半は

ん

晴せ

い

の

天て

ん

候こ

う

で

、
驟

雨

ス

コ

ー

ル

の

來ら

い

襲し

う

は

時と

き

々〱

あ

つ

た

が

、
順

じ
ゅ
ん

風ふ

う

ゆ

ゑ
帆は

ん

走さ

う

上
じ
や
う

頗
す
こ
ぶ

る

都つ

合が

ふ

が

良よ

か

つ

た

。
前ぜ

ん

日じ

つ

來ら

い

風ふ

う

雨ゝ

の

折を

り

に

飛と

び

込こ

ん

だ

も

の

か

、
甲か

ん

板ぱ

ん

上
じ
や
う

で

見み

廻ま

は

り

の

者も

の

か

、
二

尾び

の

飛と

び

魚う

を

を

拾ひ

ろ

つ

た

。
こ

れ

を

調て

う

理り

し

て

久
ひ
さ
し

振ぶ

り

に

一

同ど

う

は

生な

ま

魚う

を

の

臭
に
ほ
ひ

を

齅か

い

だ

。 

三

十

日に

ち

は

略ほ

ぼ

前ぜ

ん

日じ

つ

と

同お

な

じ

天て

ん

候こ

う

で

、
愉ゆ

快
く
わ
い

に

航か

う

走さ

う

す

る

こ

と

が

出で

來き

た

。
午ご

前ぜ

ん

八

時じ

頃ご

ろ

濠ご

う

洲し

う

の

東と

う

海か

い

岸が

ん

が

見み

え

た

の

で

、

乘
じ
よ
う

員ゐ

ん

一

同ど

う

は

久ひ

さ

方か

た

振ぶ

り

に

陸り

く

影え

い

を

前ま

へ

に

し

、
嬉う

れ

し

く

も

亦ま

た

悲か

な

し

く

感か

ん

じ

た

。 

翌よ

く

五

月
ぐ
わ
つ

一

日に

ち

午ご

前ぜ

ん

四

時じ

頃ご

ろ

、
風ふ

う

位ゐ

が

突と

つ

然ぜ

ん

南
み
な
み

に

變へ

ん

じ

た

の

で

、
針し

ん

路ろ

を

北ほ

く

西せ

い

に

向む

け

て

航か

う

進し

ん

し

た

爲た

め

、
濠が

う

洲し

う

東と

う

海か

い

岸が

ん

の

山や

ま

姿
す
が
た

が

何い

時つ

し

か

視し

界か

い

か

ら

消き

え

た

。
仍よ

つ

て

、
種し

ゆ

々〲

工く

夫ふ

う

し

て

、
時じ

辰し

ん

儀ぎ

の

遅ち

早そ

く

に

差さ

異ゐ

が

あ

る

も

の

と

思お

も

ひ

、
兎と

に

角か

く

機き

關
く
わ
ん

部ぶ

に

命め

い

を

傳つ

た

へ

、

汽き

走さ

う

帆は

ん

走さ

う

の

全ぜ

ん

力
り
よ
く

を

傾
か
た
む

け

て

、

シ

ド

ニ

ー

に

當あ

た

る

方は

う

向か

う

へ

急き

う

駛し

し

た

。 

tasaka
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す

る

と

正
し
や
う

午ご

頃こ

ろ

我わ

が

開か

い

南

丸

な

ん

ま

る

と

同お

な

じ

位
く
ら
ゐ

の

汽き

船せ

ん

が

突と

つ

然ぜ

ん

行ゆ

く

手て

に

現あ

ら

は

れ

た

が

、
や

が

て

近ち

か

づ

い

て
『

沖お

き

合あ

ひ

で

一

隻せ

き

の

帆は

ん

船せ

ん

を

見み

受う

け

な

か

つ

た

か

』
と

問と

ふ

。
否い

な

と

答こ

た

へ

る

と

今こ

ん

度ど

は

『

貴き

船せ

ん

若も

し

シ

ド

ニ

ー

に

入に

う

港か

う

す

る

な

ら

、

曳ひ

き

船ふ

ね

し

や

う

で

は

な

い

か

』

と

の

相さ

う

談だ

ん

で

あ

つ

た

が

、
開か

い

南な

ん

丸ま

る

は

汽き

走さ

う

力
り
よ
く

が

あ

る

か

ら

其そ

の

必ひ

つ

要え

う

が

無な

い

と

云い

つ

て

謝し

や

絶ぜ

つ

し

た

。
濛ま

う

氣き

で

前ぜ

ん

方は

う

が

糢も

糊こ

と

し

て

居ゐ

る

が

、

此こ

の

汽き

船せ

ん

の

來ら

い

航か

う

に

卜ぼ

く

し

て

、

シ

ド

ニ

ー

港か

う

は

正ま

さ

し

く

船せ

ん

首し

ゆ

に

當あ

た

つ

て

居ゐ

る

こ

と

を

確
た
し
か

め

た

の

で

、

船せ

ん

長
ち
や
う

は

乘
じ
や
う

員ゐ

ん

一

同ど

う

に

入に

う

港か

う

準
じ
ゆ
ん

備び

を

促
う
な
が

し

た

。 

斯か

く

て

、
諸し

よ

帆は

ん

を

收お

さ

め

、

專
も
つ
ぱ

ら

汽き

走さ

う

を

以も

つ

て

港
み
な
と

口ぐ

ち

に

到い

た

つ

た

時と

き

、
水み

づ

先さ

き

案あ

ん

内な

い

船せ

ん

が

來き

て

居ゐ

た

。
依よ

つ

て

導
み
ち
び

か

れ

て

、
午ご

後ゝ

三

時じ

四

十

分ぷ

ん

、
檢け

ん

疫え

き

の

終し

う

了
り
や
う

と

共と

も

に

、
開か

い

南な

ん

丸ま

る

は

、

シ

ド

ニ

ー

港か

う

内な

い

ダ

ブ

ル

灣わ

ん

の

海か

い

深し

ん

四

尋ひ

ろ

半は

ん

の

場ば

所し

よ

に

碇
い
か
り

を

卸お

ろ

し

た

。 
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第
八
章 

濠
洲
シ
ド
ニ
ー
の
露
營
生
活 

南な

ん

極
き
よ
く

洲し

う

の

山さ

ん

姿し

陸り

く

影え

い

を

認み

と

め

な

が

ら

群ぐ

ん

氷
ひ
や
う

の

爲た

め

に

前ぜ

ん

進し

ん

す

る

を

得え

ず

、
恨

う
ら
み

を

呑の

ん

で

空む

な

し

く

濠が

う

洲し

う

シ

ド

ニ

ー

港か

う

へ

引ひ

き

還か

へ

し

て

來き

た

開か

い

南な

ん

丸ま

る

は

、
明め

い

治ぢ

四

十

四

年ね

ん

五

月
ぐ
わ
つ

一

日に

ち

無ぶ

事じ

同ど

う

港か

う

へ

投と

う

錨べ

う

は

し

た

が

、
困こ

ま

つ

た

事こ

と

に

は

、
此こ

の

地ち

は

例れ

い

の

排は

い

日に

ち

思し

想さ

う

の

盛さ

か

ん

な

る

場ば

所し

よ

で

あ

る

。
同ど

う

地ち

の

官
く
わ
ん

民み

ん

は

種し

ゆ

々〲

猜さ

い

疑ぎ

の

眼
ま
な
こ

を

以も

つ

て

我わ

が

探た

ん

檢け

ん

隊た

い

を

眺な

が

め

始は

じ

め

た

。
殊こ

と

に

同ど

う

市し

の

サ

ン

新し

ん

聞ぶ

ん

の

如ご

と

き

は

我わ

が

南な

ん

極
き
よ
く

探た

ん

檢け

ん

隊た

い

一

行か

う

を

誤ご

解か

い

し
『

隊た

い

長
ち
や
う

以い

下か

隊た

い

員ゐ

ん

一

同ど

う

は

何い

づ

れ

も

豫よ

備び

軍ぐ

ん

人じ

ん

に

て

、
名な

を

南な

ん

極
き
よ
く

探た

ん

檢け

ん

に

籍か

る

も

實じ

つ

は

此こ

の

地ち

に

何な

に

等ら

か

の

野や

心し

ん

を

有い

う

す

る

軍ぐ

ん

事じ

的て

き

日に

つ

探た

ん

で

あ

る

。
宜よ

ろ

し

く

上
じ
や
う

陸り

く

を

拒き

よ

絶ぜ

つ

し

て

、
萬ま

ん

一

の

危き

險け

ん

を

保ほ

障
し
や
う

す

べ

き

だ

』

な

ど

ゝ

途と

方は

う

も

無な

い

論ろ

ん

説せ

つ

を

掲か

ゝ

げ

た

の

で

あ

る

。 

す

る

と

他た

の

新し

ん

聞ぶ

ん

紙し

も

之こ

れ

に

雷ら

い

同ど

う

し

、

種し

ゆ

々〱

誤ご

解か

い

を

含ふ

く

め

る

漫ま

ん

畫ぐ

わ

な

ど

を

掲け

い

載さ

い

し

始は

じ

め

た

。

同ど

う

地ち

の

陸り

く

軍ぐ

ん

は

神し

ん

經け

い

過く

わ

敏び

ん

に

も

、

要え

う

塞さ

い

の

警け

い

戒か

い

を

一

層そ

う

嚴げ

ん

重ぢ

う

に

す

べ 

tasaka
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く

哨せ

う

兵へ

い

を

增そ

う

加か

す

る

な

ど

の

事こ

と

も

演え

ん

ぜ

ら

れ

た

の

で

あ

る

。 

併し

か

し

本も

と

來〱

誤ご

解か

い

で

あ

る

か

ら

、
同ど

う

地ち

駐

劄

ち

う

さ

つ

の

齊さ

い

藤と

う

總そ

う

領
り
や
う

事じ

を

始は

じ

め

、
領

り
や
う

事じ

舘
く
わ
ん

員ゐ

ん

、
及お

よ

び

日に

本ほ

ん

人じ

ん

會
く
わ
い

員ゐ

ん

諸し

よ

士し

の

斡あ

つ

旋せ

ん

に

よ

り

、
同ど

う

地ち

官
く
わ
ん

憲け

ん

と

の

意い

志し

こ

ゝ

に

疏そ

通つ

う

し

、
漸

や
う
や

く

八

日か

に

至い

た

り

、

濠が

う

洲し

う

聯れ

ん

邦ぱ

う

政せ

い

府ふ

か

ら

左さ

の

如ご

と

き

通つ

う

牒て

ふ

を

接せ

つ

受じ

ゆ

す

る

こ

と

が

出で

來き

た

の

で

あ

る

。 濠が

う

洲し

う

政せ

い

府ふ

は

、
今こ

ん

回
く
わ
い

當た

う

港か

う

に

來ら

い

着
ち
や
く

せ

ら

れ

た

る

日に

本ほ

ん

南な

ん

極
き
よ
く

探た

ん

檢け

ん

隊た

い

の

上
じ
や
う

陸り

く

に

關
く
わ
ん

し
、

別べ

つ

に

何な

に

等ら

の

制せ

い

限げ

ん

を

附ふ

せ

ず

、
且か

つ

開か

い

南な

ん

丸ま

る

在ざ

い

港か

う

中ち

う

は

公こ

う

船せ

ん

と

看み

做な

し

、
定て

い

規き

の

課く

わ

税せ

い

を

爲な

さ

ず

。

（

寫

） 

斯か

く

て

開か

い

南な

ん

丸ま

る

は

、
入に

う

港か

う

後ご

一

週し

う

日に

ち

目め

を

以も

つ

て

同ど

う

港か

う

内な

い

バ

ー

ス

レ

ー

灣わ

ん

外
ぐ
わ
い

に

碇て

い

泊は

く

す

る

こ

と

ゝ

な

り

、
隊た

い

員ゐ

ん

は

灣わ

ん

上
じ
や
う

の

一

地ち

劃
く
わ
く

に

露

營

小

舎

キ

ヤ

ン

プ

を

建け

ん

設せ

つ

し

て

漸
や
う
や

く

陸り

く

上
じ
や
う

起き

臥ぐ

わ

の

自じ

由い

う

を

得う

る

こ

と

ゝ

な

つ

た

の

で

あ

る

。 

我わ

が

隊た

い

員ゐ

ん

の

露

營

小

舎

キ

ヤ

ン

プ

造ぞ

う

營え

い

地ち

は

、
同ど

う

市し

の

親し

ん

日に

ち

派は

紳し

ん

士し

ヂ

エ

ー
・
ホ

ー

ン

氏し

が

、
義ぎ

侠け

う

的て

き

に

無む

代だ

い

貸た

い

與よ

せ

ら

れ

た

同ど

う

氏し

所し

よ

有い

う

の

林り

ん

地ち

で

あ

る

が

、
今い

ま

其そ

の

地ち

理り

を

説せ

つ

明め

い

す

る

と

、
此こ

の

シ

ド

ニ

ー

埠ふ

頭と

う

サ

ー

キ

ュ

ラ

ー

キ

ー

か

ら

約や

く

四

哩マ
イ
ル

の

南な

ん

方は

う

に

位く
ら
ゐ

す

る

半は

ん

島た

う

は 

tasaka
ノート
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之こ

れ

を

總さ

う

稱
し
よ
う

し

て

ボ

ウ

ク

ラ

ス

區く

と

云い

ふ

て

居ゐ

る

。
其そ

の

南な

ん

端た

ん

は

對た

い

岸が

ん

の

北き

た

岬
み
さ
き

に

對た

い

し

て

南
み
な
み

岬さ

き

と

呼よ

び

、
北き

た

岬
み
さ
み

と

共と

も

に

港か

う

口こ

う

を

阨や

く

し

て

、
宛さ

な

然が

ら

一

大だ

い

防ぼ

う

波は

堤て

い

の

如ご

と

き

觀
く
わ
ん

を

呈て

い

し

て

居ゐ

る

。
外そ

と

海か

い

岸が

ん

一

帶た

い

は

懸け

ん

崖が

い

絶ぜ

つ

壁ぺ

き

で

高た

か

さ

數す

う

十

丈
ぢ
や
う

に

達た

つ

し

、
其そ

の

頂
い
た
ゞ

き

に

は

、
砲は

う

臺だ

い

あ

り

、

兵へ

い

舎し

や

あ

り

、
探た

ん

海か

い

燈と

う

燈と

う

臺だ

い

、

信し

ん

號が

う

所じ

よ

、
無む

線せ

ん

電で

ん

信し

ん

局
き
よ
く

等と

う

の

設せ

つ

備び

も

あ

つ

て

、

同ど

う

地ち

樞す

う

要え

う

の

要え

う

塞さ

い

地ち

帶た

い

で

あ

る

。
其そ

の

内う

ち

海う

み

、
即

す
な
は

ち

ポ

ー

ト
・
ヂ

ャ

ク

ソ

ン

に

於お

い

て

、
南

み
な
み

岬
ゝ
さ
き

に

近ち

か

き

一

小せ

う

灣わ

ん

を

、

ワ

ツ

ト

ソ

ン

灣わ

ん

と

稱
し
よ
う

し

、

其そ

の

陸り

く

上
じ
や
う

に

は

タ

ウ

ン

・

ホ

ー

ル

、

小せ

う

學が

く

校か

う

、

教け

う

會
く
わ
い

堂だ

う

、
公こ

う

園ゑ

ん

等と

う

あ

つ

て

、

街か

い

衢く

稍や

や

整せ

い

然ぜ

ん

と

し

て

居ゐ

る

。

此こ

處ゝ

か

ら

市し

の

電で

ん

車し

や

、
灣わ

ん

又ま

た

灣わ

ん

の

小せ

う

蒸
じ
や
う

汽き

艇て

い

と

相あ

い

通つ

う

じ

て

交か

う

通つ

う

の

便べ

ん

頗
す
こ
ぶ

る

宜よ

ろ

し

き

を

得え

て

居ゐ

る

。
而し

か

し

て

、
之こ

れ

よ

り

北ほ

つ

方は

う

に

當あ

た

れ

る

灌か

ん

木ぼ

く

の

生お

ひ

茂し

げ

る

間
あ
ひ
だ

を

ば

、
内な

い

海か

い

岸が

ん

に

沿そ

う

て

約や

く

十

町
ち
や
う

許
ば
か
り

も

行ゆ

く

と

深ふ

か

い

入い

り

江え

に

架か

け

ら

れ

た

る

雅が

致ち

あ

る

白し

ろ

塗ぬ

り

の

釣つ

り

橋ば

し

が

あ

る

。
之こ

れ

が

即
す
な
は

ち

バ

ー

ス

レ

ー

灣わ

ん

の

釣つ

り

橋ば

し

で

、
其そ

の

彼ひ

岸が

ん

が

即
す
な
は

ち

バ

ー

ス

レ

ー

灣わ

ん

で

あ

る

。
此こ

の

灣わ

ん

内な

い

小こ

蒸
じ
よ
う

汽き

艇て

い

の

棧さ

ん

橋ば

し

か

ら

、

眞ま

つ

直す

ぐ

に

バ

ー

ス

レ

ー
・
ロ

ー

ド

に

從
し
た
が

ひ

、
左さ

右い

う

十

數す

う

軒け

ん

の

宏
く
わ
う

壯そ

う

な

る

邸て

い

宅た

く

を

見み

つ

ゝ

約や

く

七

町
ち
や
う

餘よ

進す

ゝ

む

と

、
其そ

處こ

に

は

右う

側そ

く

の

樹じ

ゆ

林り

ん

の

間
あ
ひ
だ

か

ら

、
日に

つ

章
し
や
う

旗き

の

高た

か

く

翻
ひ
る
が

へ

つ

て

居ゐ

る

の

を

望ぼ

う

見け

ん

す

る

こ

と

が

出で

來き

る

の

で

あ

る

。 
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是こ

れ

が

即
す
な
は

ち

我わ

が

隊た

い

員ゐ

ん

の

露

營

小

舎

キ

ヤ

ン

プ

に

て

其そ

の

周し

う

圍ゐ

に

は

、
同ど

う

地ち

の

名め

い

産さ

ん

た

る

、
ガ

ン

、
ハ

ニ

サ

カ

樫か

し

、
松ま

つ

等と

う

の

老ら

う

木ぼ

く

欝う

つ

葱そ

う

と

し

て

繁は

ん

茂も

し

、

綠
り
よ
く

陰ゐ

ん

風か

ぜ

を

送お

く

つ

て

極き

は

め

て

閑か

ん

靜せ

い

で

あ

る

。
又ま

た

後こ

う

方は

う

の

臺だ

い

地ち

に

立た

つ

と

、
眼が

ん

下か

に

は

碧へ

き

海か

い

を

望の

ぞ

み

、
背は

い

後ご

に

は

邱を

壑か

を

仰あ

ふ

ぎ

、

海う

み

を

隔へ

だ

て

ゝ

遠と

ほ

く

ノ

ー

ス
・
ハ

ー

バ

ー

・
マ

ン

レ

ー

等と

う

の

地ち

點て

ん

を

雲う

ん

烟え

ん

摸も

糊こ

の

間
あ
ひ
だ

に

眺な

が

め

得え

ら

れ

て

、

全
ま
つ
た

く

一

幅ぷ

く

の

活
く
わ
つ

畫ぐ

わ

を

展て

ん

し

た

か

の

如ご

と

く

で

あ

る

。 

此こ

の

露

營

小

舎

キ

ヤ

ン

プ

は

、
前

年

ぜ

ん

ね

ん

芝

浦

し

ば

う

ら

で

種

々

し

ゆ

〲

研

究

け

ん

き

う

の

上う

へ

、
輕

便

け

い

べ

ん

堅け

ん

牢ら

う

を

旨む

ね

と

し

て

造つ

く

ら

れ

た

木も

く

造ぞ

う

平ひ

ら

屋や

建だ

て

の

切き

り

崩く

づ

し

た

も

の

で

、
今い

ま

此こ

の

地ち

で

之こ

れ

を

組く

み

立た

て

た

の

で

あ

る

。
而し

か

し

て

全
ま
つ
た

く

小こ

舎や

の

建た

て

上あ

が

つ

た

の

は

、

五

月
ぐ
わ
つ

十

六

日に

ち

で

あ

つ

た

。 

此こ

の

小

舎

こ

や

は

、
桁け

た

行ゆ

き

が

五

間け

ん

半は

ん

、
梁は

り

間ま

が

二

間け

ん

半は

ん

、
都つ

合が

ふ

十

三

坪つ

ぼ

七

合が

ふ

五

勺
し
や
く

の

營え

い

舎し

や

で

あ

る

。
其そ

の

組く

み

付つ

け

は

、

頗
す
こ
ぶ

る

嚴げ

ん

重ぢ

う

に

な

し

、
一

々

鐵

材

か

な

も

の

に

て

締し

め

付つ

け

、
屋

根

や

ね

は

取

外

と

り

は

づ

し

に

都つ

合が

ふ

よ

き

や

う

板い

た

戸ど

を

以も

つ

て

巧た

く

み

に

張は

ら

れ

、
内う

ち

側が

は

か

ら

掛か

け

金か

ね

で

母お

も

屋や

に

固こ

着
ち
や
く

せ

し

め

て

あ

る

。
而し

か

し

て

降か

う

雨ふ

の

際さ

い

は

帆ほ

布ぬ

の

を

張は

り

詰つ

め

て

雨あ

ま

漏も

り

を

防ふ

せ

ぐ

こ

と

ゝ

し

た

。
又ま

た

周し

う

壁へ

き

間ま

仕し

切き

り

等と

う

も

板い

た

戸ど

を

以も

つ

て

建た

て

込こ

み

、
尙な

ほ

窓ま

ど

と

し

て

は

六

尺
し
や
く

毎ご

と

に

一

平へ

い

方は

う

尺
し
や
く

位
ゝ
ら
い

の

厚あ

つ

き

硝が

ら

子す

板い

た

を

張は

つ

た

の

で

、

室し

つ

内な

い

は

十

分ぶ

ん

に

明あ

か

る

い

。 
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間ま

取ど

り

の

具ぐ

合あ

ひ

は

、
床ゆ

か

は

全ぜ

ん

部ぶ

板い

た

張ば

り

と

し

、
夜よ

は

藁わ

ら

蒲ぶ

團と

ん

と

毛ま

う

布ふ

四

枚ま

い

と

で

、

暖
あ
た
ゝ

か

き

夢ゆ

め

を

包つ

ゝ

ん

だ

。
建け

ん

築ち

く

上
じ
や
う

少す

こ

し

の

裝さ

う

飾
し
よ
く

も

な

い

が

、
風か

ぜ

に

倒た

を

れ

る

や

う

な

粗そ

造ぞ

う

の

も

の

で

は

な

い

か

ら

、
久ひ

さ

し

く

開か

い

南な

ん

丸ま

る

に

在あ

つ

て

、
棚た

な

の

如ご

と

き

寢し

ん

室し

つ

に

起き

臥ぐ

わ

し

た

こ

と

を

思お

も

へ

ば

、
此こ

の

小せ

う

舎し

や

は

隊た

い

員ゐ

ん

に

取と

つ

て

は

、
金き

ん

殿で

ん

で

も

あ

り

、
又ま

た

玉
ぎ
よ
く

楼ら

う

と

も

云い

は

ね

ば

な

ら

ぬ

。
又ま

た

便べ

ん

所じ

よ

は

別べ

つ

個こ

に

建け

ん

設せ

つ

し

、
又ま

た

別べ

つ

に

天て

ん

幕ま

く

三

個こ

を

張は

つ

て

、
食

し
よ
く

糧
り
や
う

器き

具ぐ

一

切さ

い

を

格か

く

納な

う

し

、

其そ

の

一

つ

は

浴よ

く

場
じ
や
う

に

充あ

て

た

。 

尙な

ほ

家か

屋お

く

の

周し

う

圍ゐ

に

は

、
深ふ

か

き

溝み

ぞ

を

穿う

が

つ

て

水す

ゐ

利り

に

便べ

ん

し

、
後こ

う

方は

う

か

ら

來く

る

雨う

水す

ゐ

の

流り

う

出
し
ゆ
つ

を

計は

か

り

、

爲た

め

に

林り

ん

中ち

う

の

濕し

つ

地ち

も

乾か

ん

燥さ

う

を

保た

も

つ

こ

と

が

出で

來き

た

。

又ま

た

其そ

の

外そ

と

緣べ

り

に

は

、

近き

ん

傍ば

う

か

ら

灌
く
わ
ん

木ぼ

く

、
テ

ー

ツ

リ

ー
（

杉す

ぎ

に

類る

ゐ

似じ

し

て

枝し

葉え

ふ

の

一

層そ

う

柔じ

う

軟な

ん

な

る

も

の

）
等と

う

を

移い

栽さ

い

し

て

生い

け

垣が

き

と

な

し

、
正

し
や
う

面め

ん

及お

よ

び

側そ

く

面め

ん

に

は

風ふ

う

雅が

な

る

枝し

折を

り

扉
と
び
ら

を

結む

す

び

、
庭て

い

内な

い

珍ち

ん

木ぼ

く

奇き

草さ

う

の

間
あ
ひ
だ

に

怪
く
わ
い

石せ

き

を

散さ

ん

在ざ

い

せ

し

め

、
雅が

致ち

あ

る

石い

し

燈ど

う

籠ら

う

は

、
坐そ

ゞ

ろ

に

故こ

國こ

く

を

偲し

の

ぶ

に

足た

る

唯ゆ

一い

つ

の

材ざ

い

料れ

う

で

あ

つ

た

。 

此こ

の

瀟
し
や
う

洒し

や

た

る

露

營

小

舎

キ

ヤ

ン

プ

は

却か

へ

つ

て

外
ぐ
わ
い

人じ

ん

の

眼め

に

珍め

づ

ら

し

く

映え

い

ず

る

と

見み

え

て

、
敷し

き

地ち

の

所し

よ

有い

う

者し

や

ホ

ー

ン

氏し

を

始は

じ

め

、

幾い

く

多た

の

同ど

う

情
じ
や
う

家か

に

滿ま

ん

足ぞ

く

の

感か

ん

を

與あ

た

へ

た

の

で

あ

る

。 

tasaka
ノート
３２９頁　濠洲シドニーの露営生活金殿又玉樓



―（330）― 

 

露

營

小

舎

キ

ヤ

ン

プ

は

此か

く

の

如ご

と

く

に

し

て

出で

來き

上あ

が

つ

た

が

、
一

方は

う

に

は

種し

ゆ

々〲

協け

ふ

議ぎ

の

結け

つ

果く

わ

、
野の

村む

ら

船せ

ん

長
ち
や
う

、
多た

田ゞ

書し

よ

記き

長
ち
や
う

の

二

人に

ん

が

、
一

旦た

ん

事じ

情
じ
や
う

報は

う

告こ

く

の

爲た

め

本ほ

ん

國ご

く

に

歸き

還
く
わ
ん

す

る

事こ

と

と

爲な

つ

た

。

其そ

の

出
し
ゆ
つ

發ぱ

つ

し

た

の

は

五

月
ぐ
わ
つ

十

七

日に

ち

で

あ

る

。 

佗わ

び

し

き

露

營

小

舎

キ

ヤ

ン

プ

生せ

い

活
く
わ
つ

に

在あ

つ

て

、
各か

く

員ゐ

ん

が

唯ゆ

一い

つ

の

慰ゐ

樂ら

く

は

食
し
よ
く

事じ

で

あ

る

が

、
萬ば

ん

事じ

儉け

ん

約や

く

を

主し

ゆ

と

せ

ざ

る

を

得え

ざ

る

現げ

ん

在ざ

い

の

境
き
や
う

遇ぐ

う

で

は

、
決け

つ

し

て

贅ぜ

い

澤た

く

な

る

食
し
よ
く

事じ

を

許ゆ

る

さ

な

い

。
先ま

づ

米こ

め

は

船せ

ん

艙そ

う

内な

い

に

貯ち

よ

藏ぞ

う

せ

ら

る

ゝ

こ

と

久ひ

さ

し

き

に

亘わ

た

つ

た

爲た

め

、
一

種し

ゆ

の

異い

臭し

う

を

放は

な

つ

て

居ゐ

る

物も

の

、
鑵

く
わ
ん

詰づ

め

類る

ゐ

は

多お

ほ

く

變へ

ん

味み

し

て

居ゐ

る

物も

の

で

あ

る

。
此こ

の

米こ

め

と

此こ

の

鑵
く
わ
ん

詰づ

め

と

が

常
じ
や
う

食
し
よ
く

で

あ

る

が

、
其そ

の

外ほ

か

に

は

僅
わ
づ
か

に

少す

こ

し

ば

か

り

の

野や

菜さ

い

を

買か

つ

て

來き

て

煮に

る

位
く
ら
ゐ

の

も

の

で

あ

る

。 

併し

か

し

隊た

い

員ゐ

ん

は

、
こ

れ

に

不ふ

平へ

い

は

云い

は

な

か

つ

た

。
母ぼ

國こ

く

に

於お

け

る

我わ

が

後こ

う

援ゑ

ん

會
く
わ
い

の

惨さ

ん

憺た

ん

た

る

苦く

心し

ん

を

思お

も

ひ

、
又ま

た

極
き
よ
く

地ち

に

於お

け

る

冬と

う

營え

い

の

勞ら

う

苦く

を

思お

も

へ

ば

此こ

の

米こ

め

此こ

の

鑵
く
わ
ん

詰づ

め

も

誠
ま
こ
と

に

感か

ん

謝し

や

せ

ね

ば

な

ら

な

い

の

で

あ

る

。 

即す
な
は

ち

か

ゝ

る

生せ

い

活く
わ
つ

で

は

あ

る

が

、

總そ

う

員ゐ

ん

の

元げ

ん

氣き

は

却な

か

々〱

旺わ

う

盛せ

い

で

血け

つ

色し
よ
く

も

次し

第だ

い

に 
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佳か

良
り
や
う

と

な

り

、
肉に

く

も

肥ふ

と

つ

て

來き

て

居ゐ

る

。
こ

れ

と

云い

ふ

も

再さ

い

擧き

よ

て

ふ

前ぜ

ん

途と

の

希き

望ぼ

う

が

胸
き
よ
う

宇ゝ

に

充み

ち

滿み

ち

て

居ゐ

る

か

ら

で

あ

る

。
麥む

ぎ

飯め

し

の

握
に
ぎ
り

に

梅う

め

干ぼ

し

一

箇こ

で

、
征せ

い

戰せ

ん

の

野や

に

起き

臥ぐ

わ

し

た

日に

本ほ

ん

軍ぐ

ん

人じ

ん

の

兄け

い

弟て

い

で

あ

る

を

思お

も

ふ

か

ら

で

あ

る

。 

尙な

ほ

此こ

の

休き

う

養や

う

期き

を

利り

用よ

う

し

て

、
體た

い

育い

く

の

鍛た

ん

錬れ

ん

を

行
お
こ
な

ふ

必ひ

つ

要え

う

が

あ

る

と

云い

ふ

の

で

風か

ぜ

の

晨
あ
し
た

、
雨あ

め

の

日ひ

も

、
勉つ

と

め

て

舎し

や

外
ぐ
わ
い

に

動ど

う

作さ

し

、
市し

人じ

ん

の

誤ご

解か

い

を

招ま

ね

か

ぬ

範は

ん

圍ゐ

に

於お

い

て

、
山さ

ん

野や

を

跋ば

つ

渉せ

う

し

、
海か

い

岸が

ん

を

逍せ

う

遙え

う

し

、
或

あ
る
ひ

は

山や

ま

に

入は

い

つ

て

は

枯か

れ

木き

を

伐ば

つ

採さ

い

し

て

薪し

ん

料れ

う

と

な

し

、

海う

み

に

出い

で

て

は

釣

綸

つ

り

を

垂た

れ

て

鮮せ

ん

魚ぎ

よ

を

味
あ
じ
は

ふ

等と

う

、
頗

す
こ
ぶ

る

體た

い

育い

く

的て

き

原げ

ん

始し

時じ

代だ

い

的て

き

の

生せ

い

活
く
わ
つ

を

送お

く

つ

た

。 

随
し
た
が

つ

て

被ひ

服ふ

く

の

如ご

と

き

も

、
外

ぐ
わ
い

出
し
ゆ
つ

用よ

う

の

他た

は

、
常つ

ね

に

弊へ

い

衣い

を

纏ま

と

ひ

、
能あ

た

ふ

丈だ

け
被ひ

服ふ

く

費ひ

の

支し

出
ゝ
ゆ
つ

を

節せ

つ

約や

く

す

る

こ

と

に

し

た

。 

露

營

小

舎

キ

ヤ

ン

プ

生せ

い

活
く
わ
つ

も

、
日ひ

數か

ず

を

經ふ

る

に

つ

れ

、
市し

人じ

ん

も

我わ

が

眞し

ん

意ゐ

を

諒
り
や
う

し

大
お
ほ
ひ

に
同ど

う

情
じ
や
う

を

表へ

う

し

。
時と

き

々〱

種し

ゆ

々〲

の

贈そ

う

品ひ

ん

を

齎も

た

ら

し

て

慰ゐ

問も

ん

し

て

く

れ

た

。
取と

り

わ

け

隣り

ん

家か

等と

う

と

は

、
常つ

ね

に

相あ

い

往わ

う

來ら

い

し

て

幾い

く

多た

の

厚か

う

意い

に

浴よ

く

し

た

。
又ま

た

毎ま

た

週し

う

土ど

、
日に

ち

雨
り
や
う

曜え

う

の

午ご

後ゝ

な

ど

に

は

、
來ら

い

訪は

う

者し

や

頗
す
こ
ぶ

る

多お

ほ

く

、

各か

く

員ゐ

ん

其そ

の

應お

う

接せ

つ

に

遑
い
と
ま

な

き

ば

か

り

で

あ

つ

た

。 
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茲こ

ゝ

に

一

言げ

ん

す

べ

き

は

、
第だ

い

一

次じ

計け

い

畫
く
わ
く

に

於お

い

て

は

極
き
よ
く

の

中ち

う

心し

ん

に

達た

つ

す

る

事こ

と

を

目も

く

標へ

う

と

し

て

居ゐ

た

が

第だ

い

二

次じ

計け

い

畫
く
わ
く

の

際さ

い

に

は

既す

で

に

ス

コ

ッ

ト

、
ア

ム

ン

ド

セ

ン

等と

う

が

上
じ
や
う

陸り

く

し

て

居ゐ

る

の

で

、
到た

う

底て

い

是こ

れ

等ら

と

極
き
よ
く

の

中ち

う

心し

ん

を

競き

そ

ふ

の

不ふ

可か

能の

う

な

る

を

知し

り

、
出で

來き

得う

る

丈だ

け

學が

く

術
じ
ゆ
つ

的て

き

の

探た

ん

檢け

ん

を

行
お
こ
な

ふ

に

決け

つ

し

た

事こ

と

で

あ

る

。
後こ

う

援ゑ

ん

會
く
わ
い

で

は

此こ

の

事こ

と

に

就つ

い

て

の

希き

望ば

う

を
探た

ん

檢け

ん

隊た

い

に

通つ

う

知ち

し

て

遣や

る

と

、

同ど

う

隊た

い

で

は

西せ

い

經け

い

百

六

十

度ど

よ

り

百

七

十

度ど

南な

ん

緯ゐ

七

十

八

度ど

半は

ん

の

附ふ

近き

ん

へ

上
じ
や
う

陸り

く

し

て

東と

う

南な

ん

に

向む

か

ひ

探た

ん

檢け

ん

を

行
お
こ
な

ふ

べ

き

事こ

と

を

定さ

だ

め

、
又ま

た

沿え

ん

岸が

ん

隊た

い

を

組そ

織し

き

し

て

エ

ド

ワ

ー

ド

七

世せ

い

州し

う

に

上
じ
や
う

陸り

く

せ

し

め

、
能あ

た

ふ

べ

き

丈だ

け

の

探た

ん

檢け

ん

を

行
お
こ
な

ふ

べ

き

事こ

と

及
お
よ
び

更さ

ら

に

開か

い

南な

ん

丸ま

る

を

以も

つ

て

出で

來き

得う

べ

き

丈だ

け

東と

う

方は

う

の

氷
ひ
や
う

海か

い

を

探た

ん

檢け

ん

す

べ

き

事こ

と

等と

う

を

定さ

だ

め

た

。

幸
さ
い
は
ひ

に

し

て

シ

ド

ニ

ー

に

は

嘗か

つ

て

シ

ャ

ッ

ク

ル

ト

ン

一

行

に

加
く
わ
は

つ

て

南
み
な
み

磁じ

極
き
よ
く

を

探た

ん

檢け

ん

し

た

同ど

う

大だ

い

學が

く

教け

う

授じ

ゆ

デ

ビ

ッ

ド

博は

か

士せ

等ら

が

居ゐ

た

の

で

武た

け

田だ

學が

く

術
じ
ゆ
つ

部ぶ

長
ち
や
う

等ら

は

同ど

う

氏し

に

就つ

い

て

少す

く

な

か

ら

ず

實じ

つ

驗け

ん

談だ

ん

を

聽き

い

て

益え

き

す

る

所
と
こ
ろ

が

あ

つ

た

。 

船せ

ん

員ゐ

ん

の

方は

う

で

は

又ま

た

此こ

の

期き

間か

ん

に

於お

い

て

開か

い

南な

ん

丸ま

る

の

修し

ゆ

繕ぜ

ん

を

行
お
こ
な

つ

た

。
丹た

ん

野の

一

等と

う

運う

ん

轉て

ん

士し

は

ジ

ブ

リ

ー

船

渠

ど

つ

く

に

交か

う

渉せ

う

し

て

各か

く

種し

ゆ

の

修し

う

繕ぜ

ん

を

施
ほ
ど
こ

し

た

。 
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次つ

ぎ

に

露

營

小

舎

キ

ヤ

ン

プ

生せ

い

活
く
わ
つ

の

二

十

四

時じ

間か

ん

を

記き

述
じ
ゆ
つ

し

て

見み

る

と

、
先ま

づ

午ご

前ぜ

ん

六

時じ

三

十

分ぷ

ん

、

當た

う

番ば

ん

の

吹ふ

き

鳴な

ら

す

笛て

き

聲せ

い

に

、
一

同ど

う

は

起き

床
し
や
う

す

る

の

で

あ

る

。
各か

く

自じ

毛ま

う

布ふ

を

疊た

ゝ

み

、
便べ

ん

宜ぎ

戸と

を

外は

づ

し

て

、
直

た
ゞ
ち

に

室し

つ

の

内な

い

外
ぐ
わ
い

を

掃さ

う

除じ

よ

し

、
同ど

う

七

時じ

に

至い

た

る

と

、
各お

の

々〱

水す

ゐ

道だ

う

の

淨
じ
や
う

水す

ゐ

に

身み

を

淸き

よ

め

、
衣い

を

拂は

ら

う

て

後の

ち

應お

う

接せ

つ

室し

つ

に

奉ほ

う

安あ

ん

し

あ

る

御ご

眞し

ん

影え

い

に

對た

い

し

て

最さ

い

敬け

い

禮れ

い

を

行
お
こ
な

ひ

、
終を

は

つ

て

隊た

い

員ゐ

ん

及お

よ

び

隊た

い

員ゐ

ん

間か

ん

の

挨あ

い

拶さ

つ

を

交か

う

換
く
わ
ん

し

、
そ

れ

よ

り

三

十

分ぷ

ん

間か

ん

は

思お

も

ひ

〱

に

朝て

う

餐さ

ん

前ぜ

ん

の

行
ぎ
や
う

事じ

を

執と

る

。 

七

時じ

三

十

分ぷ

ん

に

至い

た

る

や

朝て

う

餐さ

ん

の

卓

子

テ

ー

ブ

ル

は

整
と
ゝ
の

へ

ら

れ

總そ

う

員ゐ

ん

は

酸す

つ

ぱ

い

味み

噌そ

汁し

る

と

香か

う

の

物も

の

と

で

箸は

し

を

執と

る

。

そ

れ

が

終を

は

る

と

八

時じ

か

ら

十

二

時じ

半は

ん

ま

で

が

學が

く

課く

わ

時じ

間か

ん

で

此こ

の

時じ

間か

ん

内な

い

に

探た

ん

檢け

ん

に

必ひ

つ

要え

う

な

る

天て

ん

文も

ん

地ち

理り

等と

う

の

書し

よ

を

讀よ

み

或
あ
る
ひ

は

突と

つ

進し

ん

準
じ
ゆ
ん

備び

の

講か

う

究き

う

其そ

の

他た

の

雑ざ

つ

業げ

ふ

を

執と

る

。
午

後

ご

ゝ

一

時じ

例れ

い

の

變へ

ん

味み

せ

る

鑵
く
わ
ん

詰づ

め

で

晝ち

う

餐さ

ん

を

終を

は

る

と

二

時じ

よ

り

五

時じ

ま

で

が

、

前ぜ

ん

述
じ
ゆ
つ

せ

る

遠ゑ

ん

足そ

く

等と

う

の

專
も
つ
ぱ

ら

體た

い

育い

く

を

主し

ゆ

と

す

る

課く

わ

業げ

ふ

に

入い

る

の

で

あ

る

が

、
や

が

て

五

時じ

三

十

分ぷ

ん

、
一

汁じ

う

一

菜さ

い

の

晩ば

ん

餐さ

ん

を

終を

は

る

と

、
そ

れ

よ

り

就し

う

寢し

ん

ま

で

は

自じ

由い

う

の

時じ

間か

ん

で

、
雑ざ

つ

談だ

ん

す

る

者も

の

、
讀ど

く

書し

よ

す

る

者も

の

思お

も

ひ

〱

に

九

時じ

三

十

分ぷ

ん

の

就し

う

寢し

ん

時じ

刻こ

く

ま

で

を

費つ

ひ

や

す

の

で

あ

る

。 
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尙な

ほ

毎ま

い

土ど

曜え

う

は

被ひ

服ふ

く

の

洗せ

ん

濯だ

く

を

す

る

日ひ

で

、
此こ

の

日ひ

は

淸せ

い

潔け

つ

檢け

ん

査さ

を

行
お
こ
な

ひ

互
た
が
ひ

に

衛ゑ

い

生せ

い

上
じ
や
う

の

注ち

う

意い

を

す

る

。
日に

ち

曜え

う

は

休き

う

養や

う

日び

と

し

て

、
終し

う

日じ

つ

各か

く

員ゐ

ん

の

自じ

由ゆ

う

に

任ま

か

せ

、
入に

う

浴よ

く

は

毎ま

い

週し

う

水す

ゐ

土ど

の

二

回
く
わ
い

の

定さ

だ

め

で

あ

る

。 

斯か

く

て

隊た

い

員ゐ

ん

一

同ど

う

は

毎ま

い

日に

ち

上
じ
や
う

述
じ
ゆ
つ

の

如ご

と

き

日に

つ

課く

わ

を

繰

返

く

り

か

へ

し

、
船せ

ん

員ゐ

ん

等ら

も

船せ

ん

中ち

う

に

起き

臥ぐ

わ

し

て

之こ

れ

に

劣お

と

ら

ざ

る

日に

つ

課く

わ

を

繰

返

く

り

か

へ

し

つ

ゝ

、
一

日に

ち

千せ

ん

秋し

う

の

思
お
も
ひ

を

爲な

し

て

再さ

い

擧き

よ

出
し
ゆ
つ

帆ぱ

ん

の

日ひ

の

到た

う

着
ち
や
く

を

待ま

つ

て

居ゐ

た

が

、

光
く
わ
う

陰ゐ

ん

は

誠
ま
こ
と

に

矢や

よ

り

も

速は

や

く

十

月
ぐ
わ
つ

十

八

日に

ち

に

は

本ほ

ん

國ご

く

に

歸き

還
く
わ
ん

中ち

う

な

り

し

野の

村む

ら

船せ

ん

長
ち
や
う

は

再さ

い

擧き

よ

用よ

う

の

糧
り
や
う

食
し
よ
く

船せ

ん

具ぐ

其そ

の

他た

の

準
じ
ゆ
ん

備び

品ひ

ん

を

携
た
づ
さ

へ
て

歸き

還
く
わ
ん

し

來き

た

り

、
十

一

月
ぐ
わ
つ

十

六

日に

ち

に

は

熊く

ま

野の

丸ま

る

便び

ん

に

よ

り

新
あ
ら
た

に

農の

う

學が

く

士し

池い

け

田だ

政ま

さ

吉き

ち

、
活

く
わ
つ

動ど

う

寫し

や

眞し

ん

技ぎ

師し

、

田た

泉
い
づ
み

保や

す

直な

ほ

及
お
よ
び

本ほ

ん

國ご

く

歸き

還
く
わ
ん

中ち

う

の

多た

田ゞ

惠け

い

一

、
犬い

ぬ

の

世せ

話わ

役や

く

橋は

し

村む

ら

彌や

八

等と

う

は

多た

數す

う

の
補ほ

充じ

う

品ひ

ん

と

二

十

九

頭と

う

の

犬い

ぬ

と

を

率ひ

き

ゐ

て

到た

う

着
ち
や
く

し

た

。

一

行か

う

の

勇い

う

氣き

は

凛り

ん

々〱

た

る

も

の

で

あ

る

。

今こ

ん

回
く
わ
い

は

必
か
な
ら

ず

無

事

ぶ

じ

南な

ん

極
き
よ
く

洲し

う

に

上
じ
や
う

陸り

く

し

て

日に

本ほ

ん

男だ

ん

兒じ

の

面め

ん

目も

く

を

施
ほ
ど
こ

さ

ば

や

と

心
こ
ゝ
ろ

は
勇い

さ

ん

で

踊
お
ど
り

上あ

が

ら

ん

ば

か

り

と

爲な

つ

た

。
之こ

れ

よ

り

前さ

き

一

行か

う

中ち

う

身し

ん

體た

い

の

健け

ん

康か

う

を

缺か

け

る

者も

の

は

本ほ

ん

國ご

く

に

歸か

へ

ら

し

む

る

事こ

と

と

爲な

し

船せ

ん

員ゐ

ん

佐さ

藤と

う

、
高た

か

取と

り

、

及
お
よ
び

コ

ッ

ク

三み

浦う

ら

の

三

名め

い

は

郵い

う

船せ

ん

便び

ん

に

て

歸き

還
く
わ
ん

せ

し

め

た

が

今い

ま

又ま

た

丹た

ん

野の

一

等と

う

運う

ん

轉て

ん

士し

は

病
び
や
う

氣き

の

故ゆ

ゑ

を

以も

つ

て

歸き

還
く
わ
ん

す

る

事こ

と

と

な

り

、 

tasaka
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其そ

の

位

地

ゐ

ち

は

土つ

ち

屋や

運う

ん

轉て

ん

士し

代か

は

つ

て

占し

む

る

事こ

と

と

爲な

つ

た

。
其そ

の

外ほ

か

新
あ
ら
た

に

シ

ド

ニ

ー

よ

り

加く

は

は

つ

た

者も

の

に

は

船せ

ん

員ゐ

ん

と

し

て

三み

宅あ

け

幸ゆ

き

彦ひ

こ

、

濱は

ま

崎さ

き

三み

男を

作さ

く

の

二

氏し

が

あ

る

。

噫あ

ゝ

シ

ド

ニ

ー

郊か

う

外
ぐ
わ
い

の

夢ゆ

め

！

半

歳

は

ん

さ

い

の

間
あ
ひ
だ

辿た

ど

つ

た

儚は

か

な

い

効か

う

外
ぐ
わ
い

の

夢ゆ

め

は

破や

ぶ

れ

て

、
今い

ま

よ

り

震し

ん

天て

ん

動ど

う

地ち

の
偉ゐ

業げ

ふ

に

從じ

う

事じ

せ

ね

ば

な

ら

ぬ

。

一

行か

う

の

任に

ん

務む

は

益ま

す

々〱

重お

も

き

を

加く

は

へ

た

。 
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第
一
次
計
畫
探
檢
隊
員
姓
名 

上
陸
隊
員 

隊

長 
 

 
 

白

瀬

矗 

學

術

部

長 
 

武

田

輝

太

郎 

衞

生

部

長 
 

三

井

所

淸

造 

書

記

長 
 

 

多

田

惠

一 

糧

食

係 
 

 

西

川

源

藏 

被

服

係 
 

 

吉

野

義

忠 

炊

事

係 
 

 

三

浦

幸

太

郎 

犬

係 
 

 
 

山

邊

安

之

助 

犬

係 
 

 
 

花

守

信

吉 

   

船
員 

船

長 
 

 
 

野

村

直

吉 

一

等

運

轉

士 

丹

野

善

作 

機

關

長 
 

 

淸

水

光

太

郎 

二

等

運

轉

士 

土

屋

友

治 

三

等

運

轉

士 

酒

井

兵

太

郎 

事

務

長 
 

 

島

義

武 

木

工 
 

 
 

安

田

伊

三

郎 

油

差 
 

 
 

藤

平

量

平 

機

關

士 
 

 

村

松

進 

水

夫

長 
 

 

高

川

才

次

郎 

舵

取 
 

 
 

佐

藤

市

松 

同

上 
 

 
 

渡

邊

鬼

太

郎 

同

上 
 

 
 

釜

田

儀

作 

火

夫 
 

 
 

杉

崎

六

五

郎 

同

上 
 

 
 

高

取

壽

美

松 
料

理

人 
 

 

渡

邊

近

三

郎 
水

夫 
 

 
 

柴

田

兼

次

郎 

同

上 
 

 
 

福

島

吉

治 

tasaka
ノート
３３６頁　南極記



 

tasaka
ノート
皇帝ペングイーン鳥



 



―（337）― 

 

附 

録 第
一
章 

南
極
圈
採
集
標
品
調
査
報
告 

日
本
探
檢
隊
採
集
の
動
植
物 

 

日に

本ほ

ん

探た

ん

檢け

ん

隊た

い

の

極

地

き

よ

く

ち

よ

り

採さ

い

集し

ふ

し

來き

た

り

し

標へ

う

品ひ

ん

中ち

う

、
植

し
よ
く

物ぶ

つ

に

属ぞ

く

す

る

者も

の

は

、
僅

わ
づ
か

に

褐か

つ

色
し
よ
く

を

呈て

い

せ

る

藻も

類る

ゐ

の

一

小せ

う

品ひ

ん

に

過す

ぎ

ず

。
數す

う

尺
し
や
く

も

あ

る

可べ

き

も

の

ゝ

僅わ

づ

か

に

數す

う

寸す

ん

の

破は

片へ

ん

な

る

を

以も

つ

て

到た

う

底て

い

種し

ゆ

族ぞ

く

を

明め

い

瞭
り
や
う

に

定さ

だ

め

難が

た

し

と

雖
い
へ
ど
も

、

多た

分ぶ

ん

褐か

つ

藻さ

う

類る

ゐ(
P
h
a
e
o
p
h
y
c
e
a
e
)

中ち

う

の

「

フ

ー

ク

ス

」

科く

わ(
F
u
c
a
c
e
a
e
)

の

「

サ

ル

ガ

ス

ス

ム

」(
S
a
r
g
a
s
s
u
m
)

に

属ぞ

く

す

る

如ご

と

し

。 

 

動ど

う

物ぶ

つ

に

至
い
た
つ

て

は

、

海あ

ざ

豹ら

し(
S
t
e
n
o
r
h
y
n
c
u
s
 
l
e
p
t
o
n
y
x
(
D
E
 
B
L
A
I
N
V
I
L
L
E
)
=
 
O
g
m
o
r
h
i
n
u
s
 

l
e
p
t
o
n
y
x
)

の
毛け

皮か
は

を
持も

ち
歸か

へ

り
し
外ほ

か

、
鳥て

う

類る
ゐ

、
魚ぎ

ょ

類る
ゐ

、
蝦ゑ

び

類る
ゐ

、
蟹か

に

類る
ゐ

を
採さ

い

集し
ふ

せ
り
。
次つ

ぎ

に
其そ

の

各お
の

に〱

就つ 

tasaka
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き

鑑か

ん

定て

い

せ

る

記き

載さ

い

を

掲か

ゝ

ぐ

。 

 
 

 
 

南
極
圈
内
採
集
の
鳥
類 

探た

ん

檢け

ん

隊た

い

採さ

い

集し

ふ

の

鳥て

う

類る

ゐ

は

十

一

種し

ゆ

類る

ゐ

に

て

、

其そ

の

内う

ち

濠が

う

洲し

う

産さ

ん

の

二

種し

ゆ

を

除の

ぞ

き

、

凡す

で

て

海か

い

鳥て

う

に

し

て

就

中

な
か
ん
づ
く

海う

み

燕つ

ば

目め

に

属ぞ

く

す

る

も

の

多お

ほ

し

。
左さ

に

各か

く

種し

ゆ

を

列れ

つ

記き

す

れ

ば

、
海う

み

燕つ

ば

目め

に

属ぞ

く

す

る

鳥て

う

類る

ゐ

は

次つ

ぎ

の

五

種し

ゆ

類る

ゐ

な

り

。
此こ

の

目も

く

に

属ぞ

く

す

る

鳥て

う

類る

ゐ

の

特と

く

徴
ち
よ
う

は

鼻び

孔こ

う

普ふ

通つ

う

の

鳥て

う

類る

ゐ

の

如ご

と

く

孔こ

う

狀
じ
や
う

を

な

さ

ず

し

て

、

嘴
く
ち
ば
し

の

基も

と

に

縦た

て

に

附ふ

着
ち
や
く

す

る

管か

ん

狀
じ
や
う

物ぶ

つ

の

中な

か

を

開か

い

通つ

う

し

。

翼
つ
ば
さ

は

長
ち
や
う

大だ

い

に

し

て
能よ

く

長
ち
や
う

途と

の

飛ひ

行か

う

に

堪た

へ

得う

。

脚あ

し

に

は

極き

は

め

て

よ

く

發は

つ

達た

つ

せ

る

蹼
み
づ
か
き

を

有い

う

る

。 

 

第

一
「

ア

ホ

ウ

ド

リ

」
の

一

種(
D
i
o
m
e
d
e
a
 m
e
l
a
n
o
p
h
r
i
s
 B
O
I
E
.
)

本ほ

ん

邦ぱ

う

に

産さ

ん

す

る

信し

ん

天て

ん

翁お

う

に

類る

ゐ

し

、

體た

い

軀く

偉い

大だ

い

に

し

て

、

體た

い

長
ち
や
う

二

尺
し
や
く

七

八

寸

に

達た

つ

し

、

翼よ

く

長
ち
や
う

（

翼
つ
ば
さ

を

疊た

ゝ

み

た

る

も

の
）

一

尺

一

寸

餘よ

あ

り

。
體た

い

の

地ち

色い

ろ

は

大だ

い

體た

い

白は

く

色
し
よ
く

に

し

て

、
目め

の

前ぜ

ん

後ご

に

黑こ

く

色
し
よ
く

の

條ス

ヂ

あ

り

。
背せ

及お

よ

び

翼
つ
ば
さ

は

黑こ

く

褐か

つ

色
し
よ
く

に

し

て

脊せ

の

兩
り
や
う

翼よ

く

の

間
あ
ひ
だ

は

黄き

色い

ろ

を

呈て

い

す

。
尾を

は

灰は

い

色い

ろ

に

し

て

羽は

ね

の

軸ぢ

く

の

み
白は

く

色
し
よ
く

な

り

。

嘴
く
ち
ば
し

も

偉い

大だ

い

に

し

て

四

寸

五

分ぶ

計ば

か

り

あ

り

。 
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黄
く
わ
う

白は

く

色
し
よ
く

に

し

て

先せ

ん

端た

ん

薄う

す

黑く

ろ

く

脚あ

し

は

黄
く
わ
う

色
し
よ
く

を

呈て

い

す

。 

 
本ほ

ん

種し

ゆ

は

主し

ゆ

と

し

て

南な

ん

氷
ひ
や
う

洋よ

う

地ち

方は

う

に

分ぶ

ん

布ぷ

し

、
北き

た

は

往わ

う

々〱

大た

い

西せ

い

洋よ

う

北ほ

く

部ぶ

邊へ

ん

迄ま

で

達た

つ

す

る

事こ

と

あ

り

。

平へ

い

時じ

は

海か

い

洋よ

う

中ち

う

を

遊い

う

泳え

い

す

る

も

、

繁は

ん

殖
し
よ
く

時じ

期き

に

至い

た

れ

ば

絶ぜ

つ

海か

い

の

孤こ

島た

う

に

無む

數す

う

に

集し

ふ

合が

う

し

て

。

高た

か

き

圓ゑ

ん

錐す

ゐ

形け

い

の

巣す

を

營
い
と
な

み

、

一

腹ぷ

く

只た

ゞ

一

個こ

の

卵
た
ま
ご

を

産さ

ん

す

。 

 

第

二
「

ウ

ミ

ツ

バ

メ

」
の

類

C
y
m
o
d
r
o
m
a
 m
e
l
a
n
o
g
a
s
t
e
r
(
G
O
U
L
D
)

此こ

の

の

種し

ゆ

は

本ほ

ん

邦ぱ

う

に

産さ

ん

す

る

海う

み

燕
つ
ば
め

類る

ゐ

に

近ち

か

き

種し

ゆ

類る

ゐ

な

る

も

、
脚あ

し

の

前ぜ

ん

面め

ん

の

鱗
う
ろ
こ

一

列れ

つ

な

る

事こ

と

（
「

ウ

ミ

ツ

バ

メ

」
類る

ゐ

ハ
數す

う

列れ

つ

ニ

シ

テ

網あ

み

目め

狀
じ
や
う

ヲ

ナ

ス

）

及
お
よ
び

爪つ

め

が

極き

は

め

て

扁へ

ん

平ぺ

い

な

る

事こ

と

（
「

ウ

ミ

ツ

バ

メ

」
類る

ゐ

ハ

細ほ

そ

ク

シ

テ

釣こ

う

曲
き
よ
く

ス

）

に

よ

り

異こ

と

な

れ

り

。 

 

形け

い

態た

い

細さ

い

長
ち
や
う

に

し

て

少ち

ひ

さ

く

、

體た

い

長
ち
や
う

は

七

寸

餘よ

翼
つ
ば
さ

は

比ひ

較か

く

的て

き

長な

が

く

六

寸

に

達た

つ

す

。 

體た

い

色
し
よ
く

は

主し

ゆ

と

し

て

黑こ

く

褐か

つ

色
し
よ
く

に

て

頭と

う

部ぶ

は

色い

ろ

濃こ

く

翼
つ
ば
さ

の

基き

部ぶ

は

色い

ろ

淡う

す

し

。

腰こ

し

は

純
じ
ゆ
ん

白ぱ

く

色
し
よ
く

を

呈て

い

し

腹ふ

く

部ぶ

の

中ち

う

央あ

う

は

褐か

つ

色
し
よ
く

な

り

。

嘴
く
ち
ば
し

及お

よ

び

脚あ

し

は

黑こ

く

色
し
よ
く

な

り

。 

 

此こ

の

種し

ゆ

は

弘ひ

ろ

く

南な

ん

氷
ぴ
や
う

洋よ

う

に

分ぶ

ん

布ぷ

し

、
北き

た

は
「

ベ

ン

ガ

ル

」
灣わ

ん

又ま

た

大た

い

西せ

い

洋よ

う

に

て

は

回
く
わ
い

歸き

線せ

ん

の
邊へ

ん

迄ま

で

達た

つ

す

。 

 

第
三
雪
鳥

P
a
g
o
d
r
o
m
a
 
n
i
v
e
a
(
G
M
E
L
I
N
)

本ほ
ん

種し
ゆ

は
前ぜ

ん

種し
ゆ

よ
り
も
一
層そ

う

本ほ
ん

邦ぱ
う

の
「
ウ
ミ
ツ
バ
メ
」 

tasaka
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類る

ゐ

に

類る

ゐ

緣え

ん

せ

る

も

の

な

れ

ど

も

、
羽ぱ

色い

ろ

は

全
ま
つ
た

く

異こ

と

な

れ

り

。
其そ

の

名な

の

如ご

と

く

全ぜ

ん

體た

い

純
じ
ゆ
ん

白ぱ

く

色
し
よ
く

に

し

て

嘴
く
ち
ば
し

と

脚あ

し

の

み

は

色い

ろ

を

異こ

と

に

し

、
前ぜ

ん

者し

や

は

黑こ

く

色
し
よ
く

後こ

う

者し

や

は

黄わ

う

色
し
よ
く

な

り

。
形

か
た
ち

は

前ぜ

ん

種し

ゆ

に

似に

る

も

大
お
ほ
ひ

さ

大だ

い

な

り

。
本ほ

ん

種し

ゆ

は

個こ

體た

い

に

よ

り

て

大だ

い

小せ

う

不ふ

同ど

う

あ

り

。
大だ

い

な

る

は

體た

い

長
ち
や
う

一

尺

四

寸

翼よ

く

長
ち
や
う

九

寸

小せ

う

な

る

は

體た

い

長
ち
や
う

一

尺

一

寸

翼よ

く

長
ち
や
う

八

寸

位
ぐ
ら
ゐ

な

り

。 

 

本ほ

ん

種し

ゆ

は

南な

ん

氷
ぴ
や
う

洋よ

う

中ち

う

氷
ひ
や
う

結け

つ

せ

る

地ち

方は

う

に

多お

ほ

く

、
北ほ

く

方ぱ

う

に

産さ

ん

せ

ず

。
從じ

う

前ぜ

ん

響ラ

ツ

尾ト

ル

蛇ス

ク

號ー

ダ

「

チ

ャ

レ

ン

ジ

ャ

ー

」
號が

う

等と

う

の

探た

ん

檢け

ん

船せ

ん

に

よ

り
「

ル

イ

フ

ヰ

リ

ッ

プ

ラ

ン

ド

」
「

ビ

ク

ト

リ

ア

ラ

ン

ド

」

「

フ

ォ

ー

ク

ラ

ン

ド

」

等と

う

の

地ち

に

て

採さ

い

集し

う

せ

ら

れ

た

る

報ほ

う

告こ

く

あ

り

。 

 

第

四

水

凪

鳥

の

類

T
h
a
l
a
s
s
o
i
c
a
 a
n
t
a
r
c
t
i
c
a
(
G
M
E
L
I
N
)

此こ

の

種し

ゆ

は

本ほ

ん

邦ぽ

う

産さ

ん

水ミ

ヅ

凪ナ

ギ

鳥と

り

に

稍や

ゝ

類る

ゐ

似じ

す

る

鳥て

う

類る

ゐ

に

し

て

、
大

お
ほ
ひ

さ

も

略ほ

ゞ

水み

づ

凪な

ぎ

鳥と

り

に

近ち

か

く

、
體た

い

長
ち
や
う

一

尺

四

寸

翼よ

く

長
ち
や
う

一

尺

あ

り

、
嘴

く
ち
ば
し

比ひ

較か

く

的て

き

長な

が

く

一

寸

四

五

分

に

達た

つ

す

。
體た

い

色
し
よ
く

は

背は

い

面め

ん

は

褐か

つ

色
し
よ
く

に

し

て

翼
つ
ば
さ

は

大だ

い

部ぶ

分ゝ

ん

白は

く

色
し
よ
く

な

る
も

翼よ

く

緣え

ん

は

褐か

つ

色
し
よ
く

を

呈て

い

し

尾を

筒づ

ゝ

及お

よ

び

尾を

は

白は

く

色
し
よ
く

に

し

て

尾び

端た

ん

褐か

つ

色
し
よ
く

を

帶お

ぶ

。
頭

あ
た
ま

及お

よ

び

頸く

び

は
下か

面め

ん

も
褐か

つ

色
し
よ
く

な

れ

ど

も

胸
き
よ
う

腹ふ

く

以い

下か

は

白は

く

色
し
よ
く

な

り

。

嘴
く
ち
ば
し

は

黑こ

く

色
し
よ
く

に

し

て

脚あ

し

は

黄わ

う

色
し
よ
く

を

呈て

い

す

。 

tasaka
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本ほ

ん

種し

ゆ

の

分ぶ

ん

布ぷ

は

南な

ん

氷
ひ
や
う

洋よ

う

に

限か

ぎ

ら

る

。 

 
第

五

「

フ

ル

マ

カ

モ

メ

」D
a
p
t
i
o
n
 
c
a
p
e
n
s
e
(
L
.
)

本ほ

ん

種し

ゆ

は

一

見け

ん

鷗
か
も
め

に

類る

ゐ

す

る

形け

い

態た

い

な

る

も

、
實じ

つ

は

海う

み

燕つ

ば

目め

に

属ぞ

く

す

る

鳥て

う

類る

ゐ

な

る

を

以も

つ

て

、
嘴

く
ち
ば
し

に

は

管
く
わ
ん

狀
じ
や
う

鼻び

孔こ

う

あ

り

。
此こ

の

類る

ゐ

の

特と

く

徴
ち
よ
う

は

嘴
く
ち
ば
し

の

内な

い

面め

ん

に

櫛せ

つ

齒し

狀
じ
や
う

の

溝み

ぞ

あ

る

を

以も

つ

て

、

普ふ

通つ

う

の

海う

み

燕
つ
ば
め

類る

ゐ

と

異
こ
と
な

な

れ

り

。 

 

頭
あ
た
ま

は

黑こ

く

色
し
よ
く

に

し

て

其そ

の

以い

下か

の

背は

い

面め

ん

の

羽う

毛も

う

は

先せ

ん

端た

ん

黑こ

く

色
し
よ
く

な

る

も

基き

部ぶ

は

白は

く

色
し
よ
く

な

り

。

翼
つ
ば
さ

は

中ち

う

央あ

う

に

白は

く

斑は

ん

を

混こ

ん

じ

風か

ぜ

切き

り

羽は

ね

は

黑く

ろ

と

白し

ろ

と

染そ

め

分わ

け

ら

る

。
下か

面め

ん

は

胸む

ね

以い

下か

は

凡す

べ

て

純
じ
ゆ
ん

白ぱ

く

色
し
よ
く

に

し

て

胸む

ね

に

は

黑く

ろ

色い

ろ

の

差
ち
が
ひ

毛け

を

有い

う

す

。

尾を

は

白は

く

色
し
よ
く

に

し

て

先せ

ん

端た

ん

褐か

つ

色
し
よ
く

を

呈て

い

し

嘴
く
ち
ば
し

と

脚あ

し

は

共と

も

に

黑こ

く

色
し
ょ
く

な

り

。

體た

い

長
ち
や
う

は

約や

く

一

尺

三

寸

翼よ

く

長
ち
や
う

八

寸

五

分ぶ

あ

り

。 

 

本ほ

ん

種し

ゆ

は

弘ひ

ろ

く

南な

ん

洋よ

う

の

海か

い

上
じ
や
う

に

棲せ

い

息そ

く

す

る

種し

ゆ

類る

ゐ

に

し

て

、

北き

た

は

錫せ

い

倫ろ

ん

島た

う

邊へ

ん

に

迄ま

で

分ぶ

ん

布ぷ

す

。 

 

第

六

「

ペ

ン

ギ

ン

」

の

類

、

探た

ん

檢け

ん

隊た

い

採さ

い

集し

う

の

「

ペ

ン

ギ

ン

」

鳥て

う

は

二

種し

ゆ

類る

ゐ

に

し

て

一

つ

は

「
ペ
ン
ギ
ン
」
中ち

う

最さ
い

大だ
い

な
る
帝て

い

王わ
う

「
ペ
ン
ギ
ン
」A

p
t
e
n
o
d
y
t
e
s
 
f
o
r
s
t
e
r
i
(
G
R
A
Y
)

に
し
て
他た

は 

tasaka
ノート
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之こ

れ

よ

り

遙は

る

か

に

小せ

う

形け

い

な

る

P
y
g
o
s
c
e
l
i
s
 a
d
e
l
i
a
e
 H
O
M
B
.
&
J
A
C
G
.

と

稱
し
よ
う

す

る

種し

ゆ

類る

ゐ

な

り

。「

ペ

ン

ギ

ン

」
鳥て

う

は

南な

ん

氷
ぴ
や
う

洋よ

う

特と

く

産さ

ん

の

鳥て

う

類る

ゐ

に

し

て

、
他た

に

全
ま
つ
た

く

之こ

れ

を

産さ

ん

せ

ず

。
其そ

の

體た

い

形け

い

頗
す
こ
ぶ

る
奇き

異い

に

し

て

一

般ぱ

ん

に

他た

鳥て

う

と

特と

く

異ゐ

な

る

點て

ん

多お

ほ

し

。
體た

い

軀く

は

重じ

う

大だ

い

に

し

て

脚あ

し

は

體た

い

の

後こ

う

方は

う

に

附ふ

着
ち
や
く

す

る

を

以も

つ

て

陸り

く

上
じ
や
う

に

あ

る

時と

き

は

他た

鳥て

う

の

如ご

と

く

體た

い

水す

ゐ

平へ

い

に

位ゐ

置ち

せ

ず

し

て

恰
あ
だ
か

も

人じ

ん

頭と

う

の

如ご

と

く

直
ち
よ
く

立り

つ

し

て

歩ほ

行か

う

す

る

事こ

と

普
あ
ま
ね

く

人ひ

と

の

知し

る

る

所
と
こ
ろ

な

り

。
翼

つ
ば
さ

は

極き

は

め

て

小せ

う

に

し

て

扁へ

ん

平ぺ

い

に

て

魚ぎ

よ

類る

ゐ

の
鰭ひ

れ

の

如ご

と

く

、
普ふ

通つ

う

の

鳥て

う

類る

ゐ

に

見み

る

風か

ぜ

切き

り

羽ば

ね

は

甚
は
な
は
だ

し

く

退た

い

化く

わ

し

て

判は

ん

然ぜ

ん

せ

ず

。
其そ

の

作さ

用よ

う

も

全
ま
つ
た

く

魚う

を

の

鰭ひ

れ

の

如ご

と

く

な

る

を

以も

つ

て

他た

の

水み

づ

禽と

り

に

て

は

脚あ

し

が

鰭ひ

れ

の

作さ

用よ

う

を

營
い
と
な

む

も

の

な

れ

ど

も
「

ペ

ン

ギ

ン

」

に

て

は

脚あ

し

は

單た

ん

に

舵か

じ

の

作さ

用よ

う

を

な

す

に

止
と
ゞ
ま

る

。 

「

ペ

ン

ギ

ン

」
の

羽う

毛ま

う

は

他た

鳥て

う

の

そ

れ

に

異
こ
と
な

り

、
短た

ん

小せ

う

に

し

て

體た

い

に

密み

つ

接せ

つ

し

恰
あ
だ
か

も

魚ぎ

よ

鱗り

ん

の
如ご

と

く

鳥て

う

體た

い

一

面め

ん

に

密み

つ

生せ

い

す

。
而し

か

し

て

羽う

毛ま

う

は

年せ

ん

一

回
く
わ
い

秋し

う

期き

に

脱だ

つ

更か

う

す

。
羽う

毛ま

う

脱だ

つ

更か

う

は

他た

鳥て

う

と

異こ

と

な

り

體た

い

の

諸し

よ

部ぶ

の

羽う

毛ま

う

塊
く
わ
い

狀
じ
や
う

を

な

し

て

脱だ

つ

落ら

く

す

。
極

き
よ
く

寒か

ん

地ち

方は

う

の

鳥て

う

類る

ゐ

な

る

を

以も

つ

て

皮ひ

下か

の
脂し

肪ぼ

う

層そ

う

著
い
ち
じ
る

し

く

厚あ

つ

く

、
體た

い

溫を

ん

高た

か

く

し

て

華く

わ

氏し

百

度ど

以い

上
じ
や
う

に

達た

つ

す

。
繁は

ん

殖
し
よ
く

時じ

期き

に

至い

た

れ

ば

、
岩が

ん

石せ

き

島た

う

嶼し

よ

等と

う

に

無む

數す

う

に

集し

ふ

合が

う

し

、

平へ

い

地ち

又ま

た

は

洞ほ

ら

穴あ

な

中ち

う

に

草く

さ

葉ば

小こ

石い

し

枯か

れ

葉は

等と

う

を

以も

つ

て 
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極き

め

て

阻そ

造ぞ

う

な

る

巣す

を

營
い
と
な

み

、

之こ

れ

に

白は

く

色
し
よ
く

又ま

た

は

帶た

い

綠
り
よ
く

白は

く

色
し
よ
く

の

卵
た
ま
ご

二

個こ

を

産さ

ん

附ぷ

す

。 
「

ペ

ン

ギ

ン

」
の

食
し
よ
く

餌じ

は

主お

も

に

甲か

い

殻が

ら

類る

ゐ

頭と

う

足そ

く

類る

ゐ

其そ

の

他た

の

軟な

ん

體た

い

動ど

う

物ぶ

つ

魚ぎ

よ

類る

ゐ

等と

う

に

し

て

、
其そ

の

他た

少
す
こ
し

許
ば
か
り

の

植
し
よ
く

物び

つ

質ひ

つ

及お

よ

び

多た

量
り
や
う

に

小こ

石い

し

を

食
し
よ
く

す

。 

帝て

い

王わ

う

「

ペ

ン

ギ

ン

」

は

「

ビ

ク

ト

リ

ア

ラ

ン

ド

」

及お

よ

び

其そ

の

附ふ

近き

ん

に

廣ひ

ろ

く

棲せ

い

息そ

く

す

る

種し

ゆ

類る

ゐ

に

し

て

體た

い

軀く

偉ゐ

大だ

い

、
體た

い

長
ち
や
う

四

尺

以い

上
じ
や
う

に

達た

つ

し

重ぢ

う

量
り
や
う

六

十

乃な

い

至し

八

十

封

度

ぽ

ん

ど

あ

り

。
背は

い

面め

ん

は

灰
く
わ
い

黑こ

く

色
し
よ
く

を

呈て

い

し

、
頭

あ
た
ま

腮あ

ご

喉の

ど

は

黑こ

く

色
し
よ
く

に

し

て

胸む

ね

及お

よ

び

腹ふ

く

部ぶ

は

白は

く

色
し
よ
く

な

り

。
頭

あ
た
ま

の

兩
り
や
う

側が

は

に

は
楕だ

圓ゑ

ん

形け

い

の
美び

麗れ

い

な

る

黄き

色い

ろ

斑
ま
だ
ら

あ

り
「

ア

デ

リ

ア

、
ペ

ン

ギ

ン

」
は

前ぜ

ん

者し

や

よ

り

も

遙は

る

か

に

少せ

う

に

し

て

、
體た

い

長
ち
や
う

色し

き

彩さ

い

稍や

ゝ

前ぜ

ん

種し

ゆ

に

類る

ゐ

す

る

も

頭
あ
た
ま

の

圓ゑ

ん

斑ぱ

ん

を

缺か

ぎ

尾を

は

著
い
ち
じ
る

し

く

長な

が

し

。

南な

ん

極
き
よ
く

に

近ち

か

き

氷
ひ
や
う

塊が

い

上
じ
や
う

に

棲せ

い

息そ

く

す

。 

第

七

「

カ

ツ

ヲ

ド

リ

」

の

類

S
u
l
a
 s
e
r
r
a
t
o
r

（

鶴

型

目

に

属ぞ

く

す

る

一

種し

ゆ

類る

ゐ

）

此こ

の

鳥と

り

は

嘴
く
ち
ば
し

極き

は

め

て

偉ゐ

大だ

い

に

し

て

嘴
く
ち
ば
し

の

噛し

緣え

ん

は

、
鋸き

よ

嚙し

狀
ゞ
や
う

を

呈て

い

し

、
下か

嘴し

よ

り

喉の

ど

に

亘わ

た

り

無む

毛ま

う

節せ

つ

あ

り

體た

い

の

地ち

色い

ろ

は

白は

く

色
し
よ
く

に

し

て

背せ

な

顏か

ほ

及お

よ

び

頸く

び

は

微
か
す
か

に

黄
く
わ
う

褐か

つ

色
し
よ
く

を

呈て

い

し

、
翼

つ
ば
さ

の

風か

ぜ

切き

り

羽ば

ね

は

黑こ

く

色
し
よ
く

な

り
。

體た

い

長ち
や
う

三

尺

翼よ

く

長ち
や
う

一

尺

五

寸

嘴し

長ち
や
う

三

寸

あ

り

。

濠が

う

洲し

う

沿え

ん

海か

い

「

ニ

ュ

ー

ジ

ー

ラ

ン

ド

」 

tasaka
ノート
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島た

う

附ふ

近き

ん

等と

う

（

此

分

は

極

地

捕

獲

な

ら

ざ

る

故

標

本

寫

眞

抄

略

す

）

に

分ぶ

ん

布ぷ

す

る

種し

ゆ

類る

ゐ

な

り

。 

 
第

八
「

タ

ウ

ゾ

ク

カ

モ

メ

」
の

類

M
e
g
a
l
e
s
t
r
i
s
 m
a
c
c
o
r
m
i
c
k
i
(
S
A
U
N
D
E
R
S
)

（

鷗か

も

目め

に

属ぞ

く

す

る

一

種し

ゆ

類る

ゐ

）
、
此こ

の

種し

ゆ

は

鷗
か
も
め

類る

ゐ

に

属ぞ

く

す

る

も

普ふ

通つ

う

の

鷗
か
も
め

と

異こ

と

な

り

、
嘴し

基き

に

鷹た

か

鷲わ

し

の

嘴
く
ち
ば
し

に

あ

る

が

如ご

と

き

蝋ら

う

膜ま

く

を

有い

う

す

。
全ぜ

ん

身し

ん

褐か

つ

色
し
よ
く

な

れ

共ど

も

背は

い

面め

ん

よ

り

腹ふ

く

面め

ん

の

方か

た

色い

ろ

淡う

す

く

頸く

び

及お

よ

び

胸む

ね

は

稍や

ゝ

黄き

色い

ろ

を

帶お

ぶ

。
翼

つ
ば
さ

及お

よ

び

尾を

は

色い

ろ

濃こ

く

、
翼

つ
ば
さ

の

中ち

う

央あ

う

に

近ち

か

く

顕け

ん

著ち

よ

な

る

白は

く

斑は

ん

あ

り

體た

い

長
ち
や
う

二

尺

七

八

寸

翼よ

く

長
ち
や
う

一

尺

三

寸

嘴
く
ち
ば
し

二

寸

あ

り

。 

 

本ほ

ん

種し

ゆ

も

南な

ん

氷
ぴ
や
う

洋よ

う

に

の

み

棲せ

い

息そ

く

す

る

種し

ゆ

類る

ゐ

に

し

て

、
千

八

百

四

十

一

年
「

マ

ツ

ク

、
コ

ル

ミ

ツ

ク

」

氏し

の

「

エ

レ

ベ

ス

」

號が

う

の

探た

ん

檢け

ん

の

結け

つ

果く

わ

初は

じ

め

て

知し

ら

れ

た

る

鳥て

う

類る

ゐ

な

り

。 

  
 

 
 

南
極
圈
内
採
集
の
魚
類 

 

探た

ん

檢け

ん

隊た

い

が

明め

い

治ぢ

四

十

五

年ね

ん

一

月

に

西さ

い

經け

い

百

六

十

四

度ど

三

十

分ぷ

ん

南な

ん

緯ゐ

七

十

八

度ど

卅

分ぷ

ん

な

る

鯨
ホ
エ
ー
ル
ス

灣わ

ん

の

一

地ち

點て

ん

に

て

得え

た

る

一

尾び

の

魚ぎ

よ

類る

ゐ

は

「

プ

レ

ウ

ロ

グ

ラ

ン

マ

、

ア

ン

ト

ア

ル

ク

チ

イ

ム

」(
P
l
e
u
r
a
g
r
a
m
m
a
 
a
n
t
a
r
c
t
i
c
u
m
.
B
O
U
L
E
N
G
E
R
)

な

る

學が

く

名め

い

を

有い

う

す

る

魚う

を

に

し

て

、 

tasaka
ノート
３４４頁　南極記タウゾクカモメ 魚類
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從じ

う

來ら

い

「

レ

プ

ト

ス

コ

プ

ス

」
科く

わ

の

も

の

と

考
か
ん
が

へ

ら

る

。
此こ

の

科く

わ

の

も

の

に

て

日に

本ほ

ん

に

産さ

ん

す

る

は

「

ト

ラ

ギ

ス

」
の

類る

ゐ

な

り

。
本ほ

ん

種し

ゆ

の

初は

じ

め

て

學が

く

會か

い

に

知し

ら

れ

た

る

は

英え

い

國こ

く

の

南な

ん

極
き
よ
く

探た

ん

檢け

ん

船せ

ん
「

サ

ウ

ザ

ー

ン

ク

ロ

ッ

ス

」

號が

う

が

明め

い

治ぢ

三

十

一

年ね

ん

よ

り

三

十

二

年ね

ん

に

亘わ

た

り

て

な

し

た

る

採さ

い

集し

ふ

物ぶ

つ

に

就つ

い

て

。
英え

い

國こ

く

の

魚ぎ

よ

學が

く

者し

や

「

ブ

ラ

ン

ジ

ェ

」
氏し

が

明め

い

治ぢ

卅

五

年ね

ん

に

發は

つ

表
ぴ
や
う

し

た

る

魚ぎ

よ

類る

ゐ

の

報は

う

告こ

く

に

基
も
と
づ

け

り

。
當た

う

時じ

採さ

い

集し

ふ

し

た

る

本ほ

ん

種し

ゆ

の

標
ひ
や
う

品ひ

ん

は

數す

う

尾び

に

し

て

南な

ん

緯ゐ

七

十

八

度ど

卅

五

分ふ

ん

の

地ち

よ

り

得え

た

る

も

の

に

し

て

、
從じ

う

來ら

い

世せ

界か

い

の

魚ぎ

よ

類る

ゐ

に

て

最
も
つ
と

も

南な

ん

方ぱ

う

よ

り

採さ

い

集し

ふ

せ

ら

れ

た

る

者も

の

と

し

て

有い

う

名め

い

な

り

。
當た

う

時じ

の

標
ひ
や
う

品ひ

ん

は

百

六

十

五
「

ミ

リ

メ

ー

ト

ル

」
の

體た

い

長
ち
や
う

を

有い

う

し

た

る

物も

の

な

り

と

の

事こ

と

な

る

が

、
今こ

ん

回
く
わ
い

得え

來き

た

れ

る

一

尾び

の

本ほ

ん

種し

ゆ

は

百

七

十
「

ミ

リ

メ

ー

ト

ル

」
の

體た

い

長
ち
や
う

を

有い

う

せ

り

。
尾を

鰭ひ

れ

は

破は

損そ

ん

し

て

毫が

う

も

其そ

の

外
ぐ
わ
い

形け

い

を

知し

る

に

由よ

し

な

か

り

し

を

以も

つ

て
「

ブ

ラ

ン

ジ

エ

」
氏し

の

載の

せ

た

る

圖づ

に

よ

り

て

其そ

の

缺け

つ

を

補
お
ぎ
な

へ

り

。
背せ

鰭ひ

れ

は

二

基き

に

し

て

第だ

い

一

の

背せ

鰭ひ

れ

は

七

棘
き
よ
く

、
第

二

背せ

鰭ひ

れ

は

三

十

六

軟な

ん

條で

う

臀し

り

鰭ひ

れ

は

三

十

七

軟な

ん

條で

う

、
胸む

ね

鰭ひ

れ

は

十

九

軟な

ん

條で

う

、
腹は

ら

鰭ひ

れ

は

六

軟な

ん

條で

う

よ

り

成な

る

一

縦じ

う

線せ

ん

の

鱗
う
ろ
こ

は

五

十

三

個こ

一

横わ

う

線せ

ん

の

鱗
う
ろ
こ

は

十

四

個こ

也な

り

。 



―（346）― 

 

 
 

 
 

南
極
圈
内
採
集
の
蝦 

 

ユ

ー

フ

ァ

ウ

シ

ア

の

一

種(
E
u
p
h
a
u
s
i
a
 
s
p
.
)
 

標
ひ
や
う

本ほ

ん

の

全ぜ

ん

數す

う

十

八

個こ

に

し

て

酒あ

る

精
こ
ほ
る

漬づ

け

標
ひ
や
う

本ほ

ん

な

る

が

、
凡す

べ

て

第だ

い

一

觸
し
よ
く

角か

く

及お

よ

び

第だ

い

二

觸
し
よ
く

角か

く

の

大だ

い

部ぶ

分ゝ

ん

缺け

つ

損そ

ん

せ

り

。
故ゆ

ゑ

に

鞭む

ち

毛げ

を

具ぐ

備び

せ

る

も

の

は

一

つ

も

あ

る

事こ

と

な

し

。
此こ

の

内う

ち

眼め

の

缺け

つ

如ぢ

よ

せ

る

も

の

八は

ち

個こ

尙な

ほ

ほ

胸
き
よ
う

脚
き
や
く

の

大だ

い

部ぶ

分ゝ

ん

な

き

も

の

、
背せ

楯た

て

の

破は

損そ

ん

せ

る

も

の

な

ど

あ

り

。
保ほ

存ぞ

ん

良
り
や
う

好か

う

と

云い

ひ

難が

た

く

査さ

定て

い

困こ

ん

難な

ん

な

れ

共ど

も

「

ユ

ー

フ

ァ

ウ

シ

ア

」
属ぞ

く

の

一

種し

ゆ

た

る

事こ

と

は

胸
き
よ
う

脚
き
よ
く

の

構か

う

造ざ

う

各か

く

對つ

い

略ほ

ゞ

同ど

う

一

な

る

事こ

と

に

て

知し

ら

る

可べ

し

。

扨さ

て

「

ユ

ー

フ

ァ

ウ

シ

ア

」

属ぞ

く

中ち

う

の

何な

ん

種し

ゆ

な

る

か

を

「

ザ

ー

ス

」

氏し

著ち

よ

『
「

チ

ア

レ

ン

ヂ

ァ

ー

」

號が

う

採さ

い

集し

う

裂れ

つ

脚
き
や
く

類る

ゐ

報ほ

う

告こ

く

』
を

参さ

ん

照せ

う

し

て

考か

う

察さ

つ

す

る

に

第だ

い

二

觸
し
よ
く

角か

く

鱗り

ん

片ぺ

ん

の

外ほ

か

先せ

ん

端た

ん

が

突と

つ

出
し
ゆ
つ

せ

る
事じ

實ゝ

つ

に

よ

れ

ば
「

ユ

ー

フ

ァ

ウ

シ

ア

、
ア

ン

タ

ー

ク

チ

カ

」
に

近き

ん

似じ

す

れ

共と

も

、
尾び

脚
き
や
く

が

尾び

節せ

つ

よ

り

少す

こ

し

く

短
み
じ
か

き

事こ

と

其そ

の

外が

い

板は

ん

が

内な

い

板は

ん

よ

り

微
か
す
か

に

長な

が

き

事こ

と

な

ど

の

點て

ん

に

於お

ひ

て

異こ

と

な

り

。
背せ

楯た

て

の
下か

緣え

ん

に

顕け

ん

著ち

よ

に

若も

し

く

は

稍や

々ゝ

不ふ

分ぶ

ん

明め

い

に

一い

つ

對つ

ゐ

の

小こ

棘ば

ら

あ

る

事こ

と

な

ど

に

よ

れ

ば

E
u
p
h
a
u
s
i
a
 

m
u
r
r
a
y
i

に

酷ご

く

似じ

す

れ

共ど

も

不ふ

幸か

う

に

し

て

第だ

い

一

觸し
よ
く

角か

く

が

此こ

の

種し

ゆ

の

特と

く

徴ち
よ
う

に

吻ふ

ん

合が

ふ

せ 

tasaka
ノート
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り

や

を

確
た
し
か

む

る

事こ

と

を

得え

ず

。

口こ

う

部ぶ

附ふ

属ぞ

く

肢し

の

形け

い

狀
じ
や
う

は

E
.
a
n
t
a
r
c
t
i
c
a

に

頗
す
こ
ぶ

る

よ

く

適て

き

合が

ふ

す

れ

共ど

もE
.
m
u
r
r
a
y
i

に

て

は

如い

何か

な

る

形け

い

狀
じ
や
う

を

呈て

い

す

る

か

は

其そ

の

記き

載さ

い

も

圖づ

畫ぐ

わ

も

無な

け

れ

ば

知し

る

に

由よ

し

な

し

。
上

じ
や
う

述
じ
ゆ
つ

の

理り

由い

う

に

よ

り

種し

ゆ

名め

い

を

決け

つ

定て

い

せ

ざ

る

方は

う

反
か
へ
つ

て

妥だ

當た

う

な

ら

ん

と

思し

考か

う

す

。
標

ひ
や
う

本ほ

ん

は

全ぜ

ん

部ぶ

雌め

す

に

し

て

最さ

い

大だ

い

な

る

は

其そ

の

長な

が

さ

五

糎み

り

に

垂な

ん

ん〱

と

す

。 

「

チ

ア

レ

ン

ジ

ァ

」

號が

う

報ほ

う

告こ

く

に

よ

る

時と

き

は

E
.
a
n
t
a
r
c
t
i
c
a
 

は

南な

ん

緯ゐ

六

十

五

度ど

四

十

二

分ふ

ん

東と

う

經け

い

七

十

九

度ど

四

十

九

分ふ

ん

「

ス

テ

ー

シ

ョ

ン

」
百

五

十

三

）
に

て

採さ

い

集し

ふ

せ

ら

れ

、
尙な

ほ

此こ

の

種し

ゆ

の

幼え

う

期き

の

も

の

を

程ほ

ど

遠と

ほ

か

ら

ぬ

所
と
こ
ろ

（
「

ス

テ

ー

シ

ョ

ン

」
百

五

十

二

、
百

五

十

六

）
に

て

獲え

た

れ

ば

特と

く

に

南な

ん

極
き
よ
く

地ち

方は

う

に

限か

ぎ

ら

る

ゝ

も

の

な

ら

ん

と

推す

ゐ

定て

い

し

て

、
ザ

ー

氏し

は
「

ア

ン

タ

ー

ク

チ

カ

」
と

名な

づ

け

た

る

な

り

。
又ま

た

「

ム

ラ

イ

」
は

南な

ん

氷
ぴ
や
う

洋よ

う

（
「

ス

テ

ー

シ

ョ

ン

」
百

五

十

四

）
及お

よ

び
「

ケ

ル

ゲ

レ

ン

」K
e
r
g
u
e
l
e
n

沖お

き

に

て

採さ

い

集し

ふ

せ

ら

れ

た

り

。
即

す
な
は

ち

兩
り
や
う

種し

ゆ

と

も

南
み
な
み

半は

ん

球き

う

に

産さ

ん

す

る

種し

ゆ

な

る

を

知し

る

べ

し

。 

「

ユ

ー

フ

ア

ウ

シ

ア

」
属ぞ

く

は
「

ユ

ー

フ

ァ

ウ

シ

ア

」
目も

く

中ち

う

の
「

ユ

ー

フ

ァ

ウ

シ

ア

」
科く

わ

に

属ぞ

く

す

。

「

ユ

ー

フ

ア

ウ

シ

ア

」

目も

く

は

「

ボ

ア

ス

」

氏し

の

一

千

八

百

八

十

三

年ね

ん

に

創さ

う

設せ

つ

し

た

る 
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も

の

に

し

て

、

其そ

の

以い

前ぜ

ん

は

此こ

の

類る

ゐ

は

ア

ミ

類る

ゐ

と

共と

も

に

裂れ

つ

脚
き
や
く

類る

ゐ

に

編へ

ん

入に

う

せ

し

も

の

な

り

。
「

ザ

ー

ス

」
氏し

著ち

よ

の
「

チ

ア

レ

ン

ジ

ア

」
號が

う

報ほ

う

告こ

く

の

如ご

と

き

其そ

の

一

例れ

い

な

り

。
此こ

の

目も

く

は

B
e
n
t
h
e
u
p
h
a
u
s
i
a
 

属ぞ

く

を

除の

ぞ

き

他た

は

凡す

べ

て

發は

つ

光
く
わ
う

器き

を

有い

う

し

て

發は

つ

光
く
わ
う

す

る

を

以も

つ

て

著ち

よ

名め

い

な

り

と

す

。
大た

い

洋よ

う

性せ

い

の
甲か

い

殻が

ら

類る

ゐ

に

し

て

大た

い

洋よ

う

の

海か

い

表へ

う

浮ふ

遊い

う

生せ

い

物ぶ

つ

と

し

て

採さ

い

集し

ふ

せ

ら

れ

又ま

た

深ふ

か

き

所
と
こ
ろ

に

も

産さ

ん

す

。 

  
 

 
 

南
極
圈
内
採
集
の
蟹 

  

蟹

の

一

種

S
e
s
a
r
m
a
 
s
p
.
 

標
ひ
や
う

本ほ

ん

一

個こ

左さ

側そ

く

は

た

ゞ

第だ

い

五

脚
き
や
く

の

み

存そ

ん

し

他た

は

皆み

な

之こ

れ

無な

く

右み

ぎ

側が

は

の

第だ

い

三

脚
き
や
く

は

今い

ま

や

再さ

い

生せ

い

の

最さ

い

中ち

う

に

あ

り

。
尙な

ほ

觸
し
よ
く

角か

く

、
口こ

う

部ぶ

附ふ

属ぞ

く

肢し

甲か

ふ

尻じ

り

な

ど

に

缺け

つ

損そ

ん

あ

り

て

査さ

定て

い

に

苦
く
る
し

め

ど

も
「

セ

サ

ル

マ

」
属ぞ

く

の

蟹か

に

な

る

は

第だ

い

三

顎が

く

脚
き
や
く

の

長
ち
や
う

節せ

つ

及お

よ

び

坐ざ

節せ

つ

に
毛ま

う

列れ

つ

あ

る

を

以も

つ

て

知し

る

を

得う

べ

し

。

標
ひ
や
う

本ほ

ん

は

雌め

す

に

し

て

背は

い

甲か

ふ

の

横わ

う

經け

い

十

四

粍
み
り
め
い
と
る

縦じ

う

徑け

い

十

二

粍
み
り
め
い
と
る

あ

り

。 

  
 

 
 

地
質
及
び
岩
石 
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南な

ん

極
き
よ
く

大た

い

陸り

く

の

地ち

質ひ

つ

に

關
く
わ
ん

し

て

は

今こ

ん

日に

ち

知し

ら

る

ゝ

處
と
こ
ろ

僅わ

づ

か

に

一

部ぶ

分ゝ

ん

に

過す

ぎ

ず

。
こ

れ

沿え

ん

岸が

ん

の

探た

ん

檢け

ん

未い

ま

だ

洽あ

ま

ね

か

ら

ざ

る

爲た

め

な

り

と

雖
い
へ
ど
も

、

亦ま

た

南な

ん

極
き
よ
く

地ち

方は

う

一

帶た

い

常つ

ね

に

氷
ひ
や
う

雪せ

つ

の

覆お

ほ

ふ

所
と
こ
ろ

と

な

り

。
岩が

ん

石せ

き

の

露ろ

出
し
ゆ
つ

を

見み

る

事こ

と

甚
は
な
は

だ

少す

く

な

き

が

其そ

の

大だ

い

原げ

ん

因い

ん

を

な

す

な

る

可べ

し

。
今い

ま

茲こ

ゝ

に
種し

ゆ

々〲

の

探た

ん

檢け

ん

記き

を

總そ

う

合が

ふ

し

て

今こ

ん

日に

ち

迄ま

で

に

知し

り

得え

た

る

地ち

質ひ

つ

の

大た

い

略
り
や
く

を

述の

べ

ん

に

先ま

づ

比ひ

較か

く

的て

き

精せ

い

密み

つ

に

研け

ん

究き

う

せ

ら

れ

た

る

は

南な

ん

米べ

い

に

面め

ん

せ

る
「

グ

ラ

ハ

ム

ラ

ン

ド

」(
G
r
a
h
a
m
 L
a
n
d
)

地ち

方は

う

と
「

ニ

ュ

ー

ジ

ー

ラ

ン

ド

」

に

面め

ん

せ

る

「

ロ

ツ

ス

」

海か

い

方は

う

面め

ん

と

な

り

。 

南な

ん

米べ

い

智ち

利り

い

の

「

ア

ン

デ

ス

」

山さ

ん

脈
み
や
く

は

「

ス

タ

ー

テ

ン

」

島た

う(
S
t
a
t
e
n
 
I
s
l
a
n
d
)

「

ブ

ル

ド

ウ

ー

ド

バ

ン

ク

」(
B
u
r
d
w
o
o
d
 
I
s
l
a
n
d
)

「

シ

ャ

ツ

グ

」

岩(
S
h
a
g
 
R
o
c
k
)

よ

り

南
み
な
み

「

ジ

ョ

ル

ジ

ア

」(S
o
u
t
h
 G
e
o
r
g
i
a
)

に

至い

た

り

此こ

れ

よ

り

南な

ん

東と

う

に

偏へ

ん

し

て
「

ク

ラ

ー

ク

」
岩(

C
l
e
r
k
e
 R
o
c
k
)

よ

り

「

ト

ラ

バ

ル

セ

ー

」

島た

う(
T
r
a
v
e
r
s
e
y
 
I
s
l
a
n
d
)

に

進す

ゝ

み

「

サ

ン

ド

ウ

ヰ

ッ

チ

」

島た

う

(
S
a
n
d
w
i
c
h
 I
s
l
a
n
d
)

に

達た

つ

す

。
此こ

處ゝ

に

於お

い

て

西せ

い

西せ

い

南な

ん

の

方は

う

向か

う

を

取と

り

南
み
な
み

「

ヲ

ル

ク

エ

ー

」
島た

う

(
S
o
u
t
h
 O
r
k
n
e
y
 I
s
l
a
n
d
)

「

ク

ラ

ー

レ

ン

ス

、

エ

レ

フ

ァ

ン

ト

」

島た

う(
C
l
a
r
e
n
c
e
-
E
l
e
p
h
a
n
t
 

I
s
l
a
n
d
s
)

を

越こ

ゑ

、

南な

ん

極
き
よ
く

大た

い

陸り

く

に

接せ

つ

せ

る

南
み
な
み

「

セ

ッ

ト

ラ

ン

ド

」(
S
o
u
t
h
 
S
h
e
t
l
a
n
d
s
)

よ

り

南な

ん

極
き
よ
く

陸り

く

北ほ

く

端た

ん

の

「

ヂ

ル

ク

ゲ

リ

ツ

」

半は

ん

島た

う(
D
i
r
k
-
G
h
e
r
r
i
t
z
 
A
r
c
h
i
p
e
l
a
g
o
)

に

達た

つ

す

。 

tasaka
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其そ

の

方は

う

向か

う

南な

ん

北ぼ

く

亜あ

米め

利り

加か

間か

ん

の
「

ア

ン

チ

ー

ル

」
と

全
ま
つ
た

く

同ど

う

様や

う

の

弧こ

狀
じ
や
う

を

な

せ

り

。
以い

上
じ
や
う

の
大だ

い

山さ

ん

骨こ

つ

の

外ほ

か

、
南な

ん

極
き
よ
く

大た

い

陸り

く

と

他た

大た

い

陸り

く

と

の

連れ

ん

絡ら

く

を

見み

る

他た

の

一

山さ

ん

骨こ

つ

あ

り

。

即
す
な
は

ち
「

ニ

ュ

ー

ジ

ー

ラ

ン

ド

」

よ

り

「

ロ

ツ

ス

」

海か

い

に

進す

ゝ

む

も

の

に

し

て

、
「

ヲ

ー

ク

ラ

ン

ド

」

島た

う(
A
u
c
k
l
a
n
d
 

I
s
l
a
n
d
)

「

カ

ム

ペ

ル

」

島た

う(
C
a
m
p
b
e
l
l
 
I
s
l
a
n
d
)

よ

り

南な

ん

極
き
よ
く

大た

い

陸り

く

に

接せ

つ

せ

る

「

バ

レ

ニ

ー

」

島た

う(
B
a
l
l
e
n
y
 
I
s
l
a
n
d
)

に

進す

ゝ

み

、

南な

ん

極
き
よ
く

大た

い

陸り

く

に

入い

り

て

「

ア

ド

ミ

ラ

ル

チ

ー

」

山さ

ん

脈
み
や
く

(
A
d
m
i
r
a
l
t
y
 R
a
n
g
e
)

「

プ

リ

ン

ス

ア

ル

バ

ル

ト

」
山さ

ん

脈
み
や
く(

P
r
i
n
c
e
 A
l
b
e
r
t
 R
a
n
g
e
)

を

經へ

「

エ

レ

バ

ス

」
「

テ

ロ

ル

」(
E
r
e
b
u
s
 
T
e
r
r
o
r
)

等と

う

の

諸し

よ

火く

わ

山ざ

ん

を

含ふ

く

み

て

、

南な

ん

極
き
よ
く

内な

い

地ち

深ふ

か

く

走は

し

れ

る

一

帶た

い

の

山さ

ん

骨こ

つ

此こ

れ

な

り

。
以い

上
じ
や
う

二

大だ

い

山さ

ん

骨こ

つ

は

、
相そ

う

互ご

に

連れ

ん

絡ら

く

せ

る

者も

の

な

る

や

其そ

の

間
あ
ひ
だ

の

關
く
わ
ん

係け

い

如ゝ

何か

ん

は

、
今こ

ん

日に

ち

種し

ゆ

々〲

論ろ

ん

議ぎ

を

有い

う

す

る

興
き
よ
う

味み

あ

る

問も

ん

題だ

い

な

り

と

雖
い
へ
ど
も

、
今

日

こ

ん

に

ち

茲こ

ゝ

に

明
あ
き
ら

か

な

る

斷だ

ん

定て

い

を

下く

だ

し

難が

た

し

。
但た

ゞ

し

南な

ん

極
き
よ
く

の
「

グ

ラ

ハ

ム

ラ

ン

ド

」「

シ

ェ

ツ

ト

ラ

ン

ド

」
に

存そ

ん

在ざ

い

せ

る

安あ

ん

山ざ

ん

岩が

ん

玄げ

ん

武ぶ

岩が

ん

等と

う

よ

り

成な

る

新し

ん

火く

わ

山ざ

ん

は

、

是こ

れ

れ

南な

ん

米べ

い

の

「

ア

ン

デ

ス

」

火く

わ

山ざ

ん

の

續つ

ゞ

き

な

る

事こ

と

は

已す

で

に

「

グ

ル

ド

ン

」
博は

か

士せ(
G
o
u
r
d
o
n
)

に

由よ

り

論ろ

ん

ぜ

ら

れ

た

る

所
と
こ
ろ

に

し

て

、
其そ

の

他た

岩が

ん

石せ

き

上
じ
や
う

の

關
く
わ
ん

係け

い

よ

り

南な

ん

極き
よ
く

と

南な

ん

米べ

い

と

の

連れ

ん

絡ら

く

を

求も

と

む

る

は

、

容や

う

易い

な

る

事じ

實ゝ

つ

な

り

と

す

。

然し

か

れ

共ど

も 
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「

ニ

ユ

ー

ジ

ー

ラ

ン

ド

」
と
「

ロ

ツ

ス

」
方は

う

面め

ん

と

の

關
く
わ
ん

係け

い

に

至
い
た
つ

て

は

、
「

エ

レ

バ

ス

」
「

テ

ロ

ル

」
よ

り
「

ボ

ス

セ

ッ

シ

ョ

ン

」(
P
o
s
s
e
s
s
i
o
n
)

「

コ

ー

ル

マ

ン

」(
C
o
u
l
m
a
n
)

「

フ

ラ

ン

ク

リ

ン

」(
F
r
a
n
k
l
i
n
)

「

ボ

イ

ホ

ア

ル

ト

」(
B
e
a
u
f
o
r
t
)

諸し

よ

島た

う

に

亘わ

た

れ

る

約や

く

南な

ん

北ぼ

く

に

走は

し

れ

る

新し

ん

火く

わ

山ざ

ん

線せ

ん

が
「

ニ

ュ

ー

ジ

ー

ラ

ン

ド

」
に

現あ

ら

は

れ

居を

る

安あ

ん

山ざ

ん

岩が

ん

玄げ

ん

武ぶ

岩が

ん

等と

う

の

火く

わ

山さ

ん

脈
み
や
く

と

同ど

う

一

時じ

代だ

い

の

噴ふ

ん

出
し
ゆ
つ

に

属ぞ

く

す

る

や

否い

な

や

は

未い

ま

だ

確た

し

か

な

る

論ろ

ん

據き

よ

を

得え

ざ

る

者も

の

と

す

。 

今い

ま

「

グ

ラ

ハ

ム

」

地ち

方は

う

と

「

ロ

ツ

ス

」

海か

い

地ち

方は

う

と

の

岩が

ん

石せ

き

を

比ひ

較か

く

す

る

に

、
「

グ

ラ

ハ

ム

」

に

は

基

礎

き

そ

に

片へ

ん

麻ま

岩が

ん(
G
n
e
i
s
s
)

と

之こ

れ

に

類る

ゐ

似じ

せ

る

花み

崗か

け

岩い

は(
G
r
a
n
i
t
e
)

と

を

有い

う

し

、
南

み
な
み

「

シ

エ

ツ

ト

ラ

ン

ド

」
島た

う

に

は

此こ

の

外ほ

か

に

結け

つ

晶
し
や
う

片へ

ん

岩が

ん(
C
r
y
s
t
a
l
l
i
n
e
 S
c
h
i
s
t
)

硅け

い

岩が

ん(
Q
u
a
r
t
z
i
t
e
)

あ

り

。
此こ

の

古こ

代だ

い

の

片へ

ん

麻ま

岩が

ん

雲う

ん

母ぼ

片へ

ん

岩が

ん

は

硅け

い

石せ

き

を

挟は

さ

み

て

、
南な

ん

緯ゐ

六

十

六

度ど

四

十

八

分

東と

う

經け

い

八

十

九

度ど

卅

分ぷ

ん

の

地ち

に

も

現あ

ら

は

れ

太た

い

古こ

紀き

な

る

事こ

と

を

知し

ら

し

む

。

古こ

代だ

い

火く

わ

成せ

い

岩が

ん

に

は

猶な

ほ

石せ

き

英え

い

閃せ

ん

綠
り
よ
く

岩が

ん(
Q
u
a
r
t
z
 
D
i
o
r
i
t
e
)

と

飛

白

岩

か

す

り

い

は(
U
r
a
l
i
t
i
c
 
G
a
b
b
r
o
)

と

を

見み

る

。

又ま

た

南
み
な
み

「

オ

ル

ケ

ニ

ー

」
島た

う

に

於お

い

て

は

同

島

ど

う

た

う

に

露ろ

出
し
ゆ
つ

せ

る

放は

う

散さ

ん

蟲ち

う

を

有い

う

す

る

硅

岩

け

い

が

ん

と

伴
と
も
な

ひ

て
「

グ

ラ

プ

ト

ラ

イ

チ

ス

」(
G
r
a
p
t
o
l
i
t
e
s
)

の

化く

わ

石せ

き

を

發は

つ

見け

ん

せ

し

よ

り
「

ヲ

ル

ド

ウ

ヰ

シ

ア

ン

」(
O
r
d
o
v
i
c
i
a
n
)

に

属ぞ

く

す

る

事こ

と

明
あ
き
ら
か

に

な

り

ぬ

。
又ま

た

「

グ

ラ

ハ

ム

ラ

ン

ド

」
の

東と

う

北ほ

く

「

ホ

ー

プ

」
灣わ

ん(
H
o
p
e
 B
a
y
)
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に

て

は

蘋ひ

ん

類る

ゐ

、

蘇そ

鐵て

つ

類る

ゐ

、

松
し
や
う

柏は

く

類る

ゐ

に

属ぞ

く

す

る

「

サ

ゲ

ノ

プ

テ

リ

ス

」(
S
a
g
e
n
o
p
t
e
r
i
s
)

「

シ

ン

フ

ェ

ル

ジ

ア

」(
T
h
i
n
n
f
e
l
d
i
a
)

「

ク

ラ

ド

フ

レ

ビ

ス

」(
C
l
a
d
o
p
h
l
e
b
i
s
)

「

プ

テ

ロ

フ

ヰ

ー

ル

ム

」(
P
t
e
r
o
p
h
y
l
l
u
m
)

「

ヲ

ト

ザ

マ

イ

テ

ス

」(
O
t
o
z
a
m
i
t
e
s
)

の

化く

わ

石せ

き

を

發は

つ

見け

ん

し

て

侏し

ゆ

羅ら

期き(
J
u
r
a
s
s
i
c
 
P
e
r
i
o
d
)

に

属ぞ

く

す

る

を

知し

り

得え

た

り

。

而し

か

し

て

此こ

れ

等ら

の

化く

わ

石せ

き

属ぞ

く

は

濠が

う

洲し

う

東と

う

部ぶ

、

印い

ん

度ど

、
南

み
な
み

亞あ

非ふ

利り

加か

、「

ア

ル

ゼ

ン

チ

ン

」
の

三

疊で

ふ

侏し

ゆ

羅ら

兩
り
や
う

期き

に

發は

つ

見け

ん

さ

る

ゝ

事こ

と

は

已す

で

に

洽
あ
ま
ね

く

知し

ら

る

ゝ

所と

こ

な

る

が

、
猶な

ほ

「

ゴ

ン

ダ

ワ

ナ

ラ

ン

ド

」(
G
o
n
d
w
a
n
a
 L
a
n
d
)

に

は
「

グ

ロ

ソ

プ

テ

リ

ス

」(
G
l
o
s
s
o
p
t
e
r
i
s
)

「

フ

ァ

ル

ク

ラ

ン

ド

」
島た

う(
F
a
l
k
l
a
n
d
 I
s
l
a
n
d
)

に

は
「

フ

ヰ

ロ

セ

ー

カ

」(
P
h
y
l
l
o
t
h
e
c
a
)

發は

つ

見け

ん

さ

れ

て

益ま

す

々〱

侏し

ゆ

羅ら

紀き

の

存そ

ん

在ざ

い

は

確
た
し
か

め

ら

れ

合あ

は

せ

て

當た

う

時じ

南な

ん

極
き
よ
く

の

氣き

候こ

う

の

溫を

ん

暖だ

ん

な

り

し

事こ

と

を

想さ

う

像ぞ

う

し

得え

ら

る

ゝ

な

り

。
次じ

期き

白は

く

堊あ

紀き

に

属ぞ

く

す

る

類る

ゐ

と

し

て
「

グ

ラ

ハ

ム

ラ

ン

ド

」

の

東
ひ
が
し

「

ス

ノ

ー

ヒ

ル

」

島た

う(
S
n
o
w
h
i
l
l
 I

s
.
)

に

數あ

ま

多た

の

菊き

く

石せ

き(
A
m
m
o
n
i
t
e
)

を

發は

つ

見け

ん

す

又

第だ

い

三

紀き

に

属ぞ

く

す

る

類る

ゐ

と

し

て

「

セ

イ

モ

ア

」

島た

う(
S
e
y
m
o
u
r
 
I
s
l
a
n
d
)

に

「

ア

ラ

ウ

カ

リ

ア

」「

ビ

ー

チ

」 
(
A
r
a
u
c
a
r
i
a
 B
e
e
c
h
)

あ

り

て

當た

う

時じ

猶な

ほ

溫を

ん

暖だ

ん

の

氣き

候こ

う

を

續つ

ゞ

け

た

り

と

知し

ら

る

。

又ま

た

上
じ
や
う

部ぶ

「

オ

リ

ゴ

シ

ー

ン

」
若も

し

く

は

下

部

か

ぶ

「

ミ

オ

シ

ー
ン

」

と

思お

も

は

る

ゝ

海か

い

層そ

う

中ち

う

に

械か

い

齒し

鯨げ

い(
Z
e
u
g
l
o
d
o
n
)

の

背は

い

骨こ

つ

と

「

ペ

ン

ギ

ン

」

鳥て

う

の

五ご

属ぞ

く

種し

ゆ

の

骨こ

つ

片ぺ

ん

を

得え 

tasaka
ノート
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南な

ん

極
き
よ
く

固こ

有い

う

の
「

ペ

ン

ギ

ン

」
鳥て

う

が

既す

で

に

數す

う

十

萬

年ね

ん

前ぜ

ん

よ

り

同ど

う

地ち

に

生せ

い

息そ

く

し

居ゐ

た

る

を

證
し
よ
う

せ

ら

れ

た

り

。
猶な

ほ

「

セ

イ

モ

ア

」
島た

う

の

北き

た

「

コ

ツ

ク

バ

ル

ン

」
島た

う(
C
o
c
k
b
u
r
n
 I
s
l
a
n
d
)

に

は
「

プ

リ

ヲ

シ

ー

ン

」

期き

に

属ぞ

く

す

る

帆ほ

立だ

て

貝か

い(
P
e
c
t
e
n
)

含

有

が

ん

い

う

の

蠻ば

ん

岩が

ん

海

上

か
い
じ
や
う

百

六

十

米め

い

突と

る

の

高た

か

さ

に

存そ

ん

在ざ

い

し
「

ア

ル

ゼ

ン

チ

ン

」
の

北き

た

の
「

バ

ラ

ナ

」
層そ

う(
P
a
r
a
n
a
 B
e
d
)

南
み
な
み

「

パ

タ

ゴ

ニ

ア

」
の
「

フ

エ

ア

ウ

エ

ザ

ー

」
層そ

う(
C
a
p
e
 F
a
i
r
w
e
a
t
h
e
r
 B
e
d
)

と

同ど

う

一い

つ

層そ

う

な

る

事こ

と

を

研け

ん

究き

う

せ

ら

れ

た

り

。
新し

ん

火く

わ

山ざ

ん

岩が

ん

は

所し

よ

々〱

に

噴ふ

ん

出
し
ゆ
つ

し

南
み
な
み

「

シ

ャ

ツ

ト

ラ

ン

ド

」
島た

う

に

安あ

ん

山ざ

ん

岩が

ん

及お

よ

び

其そ

の

凝
ぎ
や
う

灰
く
わ
い

岩が

ん

と

玄げ

ん

武ぶ

岩が

ん

と

を

見み

南な

ん

緯ゐ

六

十

六

度ど

四

十

八

分ふ

ん

、
東と

う

經け

い

八

十

九

度ど

卅

分ぷ

ん

の

地ち

に

火く

わ

山ざ

ん

口こ

う

の

殘の

こ

り

あ

り

て

、
白は

く

榴り

う

石せ

き

玄げ

ん

武ぶ

岩が

ん(
L
e
u
c
i
t
e
 B
a
s
a
l
t
)

と

其そ

の

凝
ぎ
や
う

灰か

い

岩が

ん

と

を

發は

つ

見け

ん

せ

り

。
轉て

ん

じ

て
「

ロ

ツ

ス

」
海か

い

方

面

は

う

め

ん

の

地ち

質ひ

つ

を

檢け

ん

す

る

に

基き

礎そ

岩が

ん

と

し

て

は

全
ま
つ
た

く
「

グ

ラ

ハ

ム

ラ

ン

ド

」
と

同ど

う

一い

つ

に

し

て

、
片へ

ん

麻ま

岩が

ん

及お

よ

び

此こ

れ

に

類る

ゐ

似じ

せ

る

花く

わ

崗か

う

岩が

ん

閃せ

ん

綠
り
よ
く

岩が

ん

の

外ほ

か

雲う

ん

母ぼ

片へ

ん

岩が

ん

、
硅け

い

岩が

ん

「

コ

ン

ド

ロ

ラ

イ

ト

」
を

有い

う

す

る

結け

つ

晶
し
や
う

質ひ

つ

石せ

き

灰か

い

岩が

ん

の

如ご

と

き

大だ

い

古こ

代だ

い

の

岩が

ん

石せ

き

を

見み

、

又ま

た

「

カ

ム

プ

ト

ナ

イ

ト

」

(
C
a
m
p
t
o
n
i
t
e
)

「

ケ

ル

ザ

ン

タ

イ

ト

」(
K
e
r
s
a
n
t
i
t
e
)

「

バ

ナ

カ

イ

ト

」(
B
a
n
a
k
i
t
e
)

等と

う

あ

り
此こ

れ

等ら

の
基き

礎そ

岩が
ん

の
上う

へ

に
非ひ

常
じ
や
う

に
廣

く
わ
う

大だ
い

な
る
區く

域ゐ
き

を
占し

む
る
「
ビ
ー
コ
ン
」
砂さ

岩が
ん(

B
e
a
c
o
n
 
s
a
n
d
s
t
o
n
e
) 

tasaka
ノート
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あ

り

て

、

南な

ん

緯ゐ

七

十

五

度ど

邊へ

ん

の

「

ナ

ン

セ

ン

」

山ざ

ん(
M
t
.
 N

a
n
s
e
n
)

よ

り

約や

く

七

百

哩
ま
い
る

を

隔へ

だ

つ

る

南な

ん

緯ゐ

八

十

五

度ど

迄ま

で

に

亘わ

た

り

厚あ

つ

さ

二

千

呎
フ
イ
ー
ト

以い

上
じ
や
う

に

達た

つ

す

る

所
と
こ
ろ

あ

り

。

南な

ん

緯ゐ

八

十

五

度ど

の

地ち

に

三

呎
フ
イ
ー
ト

乃

至

な

い

し

七

呎
フ
イ
ー
ト

の

厚あ

つ

さ

を

有い

う

す

る

石せ

き

灰か

い

層そ

う

七

枚ま

い

あ

り

て

、
内う

ち

に

松ま

つ(
P
i
n
u
s
)

の

幹み

き

の

化く

わ

石せ

き

を

有い

う

す

。
此こ

の

重ぢ

う

要え

う

な

る

厚こ

う

層そ

う

は

上
じ
や
う

部ぶ

泥で

い

孟ま

う

紀き

若も

し

く

は

上
じ
や
う

部ぶ

石せ

き

灰か

い

紀き

に

属ぞ

く

す

。
此こ

れ

よ

り

多た

分ぶ

ん

下か

部ぶ

と

思お

も

は

る

ゝ

石せ

き

灰か

い

岩が

ん

が

「

ロ

イ

ド

」

岬
み
さ
き(

C
a
p
e
 R

o
y
d
s
)

に

あ

り

て

内う

ち

に

赤あ

か

色い

ろ

の

層そ

う

を

挟は

さ

み

、
内う

ち

に

放は

う

散さ

ん

蟲ち

う

の

化く

わ

石せ

き

を

含ふ

く

み

厚あ

つ

さ

數す

う

百
ひ
や
く

呎
フ
イ
ー
ト

あ

り

、
但た

ゞ

し

石せ

き

灰か

い

岩が

ん

は

又ま

た

「

ビ

ー

コ

ン

」

砂し

や

岩が

ん

中
ち
ゆ
う

に

夾は

さ

ま

る

ゝ

物も

の

も

發は

つ

見け

ん

さ

る(

「

グ

ラ

ニ

ツ

ト

」

港か

う

の

東と

う

南な

ん

十

里り

南な

ん

緯ゐ

七

十

七

度ど

の

地ち)

以い

上
じ
や
う

の

外ほ

か

に
「

グ

ラ

ハ

ム

ラ

ン

ド

」
に

見み

る

如ご

と

き

中
ち
ゆ
う

生せ

い

代だ

い

の

岩が

ん

石せ

き

は

、
「

ロ

ツ

ス

」
方は

う

面め

ん

に

發は

つ

見け

ん

さ

れ

ず

。

火く

わ

山ざ

ん

岩が

ん

及
お
よ
び

其そ

の

凝
ぎ
よ
う

灰か

い

岩が

ん

と

し

て

は

「

ド

レ

ラ

イ

ト

」

(
D
o
l
e
r
i
t
e
)

響
き
や
う

岩が

ん

(
P
h
o
n
o
l
i
t
e
)

粗そ

面め

ん

岩が

ん(
T
r
a
c
h
y
t
e
)

「

キ

ー

ナ

イ

ト

」(
K
e
n
y
t
e
)

角か

く

閃せ

ん

玄げ

ん

武ぶ

岩が

ん(
H
o
r
n
b
l
e
n
d
e
 

B
a
s
a
l
t
)

橄か

ん

攬ら

ん

玄げ

ん

武ぶ

岩が

ん(
O
l
i
v
i
n
e
 B
a
s
a
l
t
)

玄げ

ん

武ぶ

凝
ぎ
や
う

灰か

い

岩が

ん

等と

う

あ

り

て
「

ロ

ツ

ス

」
海か

い

中ち

う

の

多お

ほ

く

の

火く

わ

山ざ

ん

島た

う

に

は

粗そ

面め

ん

岩が

ん

「

キ

ー

ナ

イ

ト

」
玄げ

ん

武ぶ

岩が

ん

の

順
じ
ゆ
ん

序じ

よ

を

以も

つ

て

、
噴ふ

ん

出
し
ゆ
つ

せ

る

如ご

と

し

。
以い

上
じ
や
う

新し

ん

火く

わ

山ざ

ん

岩が

ん

と

古こ

代だ

い

岩が

ん

と

の

關
く
わ
ん

係け

い

等と

う

を

論ろ

ん

ず

る

に

、
右み

ぎ

火く

わ

山ざ

ん

線せ

ん

は
「

エ

レ

バ

ス

」「

テ

ル

ロ

」
兩

り
や
う

活
く
わ
つ

火く

わ

山ざ

ん

よ

り

「

ポ

ス

セ

ス

シ

ョ

ン

」
「

ク

ル

マ

ン

」
「

フ

ラ

ン

ク

リ

ン

」
「

ボ

イ

フ

ォ

ル

ト

」 
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諸し

よ

島た

う

を

結む

す

べ

る

約や

く

南

北

な

ん

ぼ

く

に

走は

し

れ

る

者も

の

に

し

て

最
も
つ
と

も

興
き
よ
う

味み

あ

る

問も

ん

題だ

い

は

此こ

ゝ

に

接せ

つ

し

、
數す

う

百

哩
ま
い
る

に

亘わ

た

れ

る

古こ

代だ

い

水す

い

成せ

い

岩が

ん

な

る
「

ビ

ー

コ

ン

」
砂し

や

岩が

ん

が

或あ

る

特と

く

別べ

つ

の

地ち

方は

う

的て

き

小せ

う

變へ

ん

動ど

う

を

除の

ぞ

き

、
總す

べ

て

殆
ほ
と
ん

ど

水す

ゐ

平へ

い

に

堆た

い

積せ

き

し

居を

る

こ

と

な

り

。
此こ

れ

新し

ん

火く

わ

山ざ

ん

線せ

ん

の

噴ふ

ん

出
し
ゆ
つ

は

南な

ん

極
き
よ
く

大た

い

陸り

く

の

成せ

い

生〱

に

關
く
わ
ん

す

る

地ち

殻か

く

の

皺す

う

曲
き
よ
く

等と

う

の

重ぢ

う

大だ

い

な

る

地ち

質し

つ

學が

く

的て

き

原げ

ん

因ゐ

ん

に

由よ

る

に

非あ

ら

ず

し

て

、
或

あ
る
ひ

は

小せ

う

陷か

ん

落ら

く

に
起き

因ゐ

ん

す

る
「

ロ

ツ

ス

」
海か

い

の

成せ

い

生〱

に

際さ

い

せ

る

一

小せ

う

割
く
わ
つ

目も

く

に

噴ふ

ん

出
し
ゆ
つ

せ

る

に

は

非あ

ら

ず

や

と

思お

も

は

る

。
今こ

ん

回
く
わ
い

白し

ら

瀬せ

隊た

い

の
「

エ

ド

ワ

ー

ド

」
七

世せ

い

州し

う

よ

り

採さ

い

集し

ふ

せ

る

岩が

ん

石せ

き

は

海か

い

上
じ
や
う

に

轉て

ん

倒た

う

せ

る

流り

う

氷
ひ
や
う

に
附ふ

着
ち
や
く

せ

る

者も

の

に

し

て

、
其そ

の

數す

う

大だ

い

小せ

う

合が

ふ

し

て

數す

う

十

に

達た

つ

す

れ

ど

も

皆み

な

花く

わ

崗か

う

岩が

ん

（

殊こ

と

に

角か

く

閃せ

ん

石せ

き

に

富と

め

る

者も

の

多お

ほ

く

内う

ち

に

構か

う

造ざ

う

片へ

ん

麻ま

岩が

ん

狀
じ
や
う

に

剝は

く

性せ

い

を

有い

う

す

る

者も

の

も

あ

り

閃せ

ん

綠
り
よ
く

岩が

ん(
Q
u
a
r
t
z
-
b
i
o
t
i
t
e
 

D
i
o
r
i
t
e

多

し)

に

属ぞ

く

し

、

其そ

の

岩が

ん

質し

つ

「

ロ

ツ

ス

」

海か

い

西せ

い

部ぶ

地ち

方は

う

の

基き

礎そ

岩が

ん

と

全
ま
つ
た

く

同ど

う

一

な

り

。

新し

ん

期き

水す

ゐ

成せ

い

岩が

ん

又ま

た

は

新し

ん

火く

わ

山ざ

ん

岩が

ん

の

破は

片へ

ん

だ

も

認み

と

む

る

こ

と

能あ

た

は

ざ

る

の

事じ

實じ

つ

は

、

南
み
な
み

「

ヴ

ヰ

ク

ト

リ

ア

」
州し

う

と
「

エ

ド

ワ

ー

ド

」
七

世せ

い

州し

う

と

は

、
基

礎

き

そ

に

於お

い

て

同ど

う

一

の

岩が

ん

石せ

き

よ

り

成な

れ

る

者も

の

に

し

て

、
火く

わ

山ざ

ん

線せ

ん

は

單た

ん

に

前

者

ぜ

ん

し

や

に

の

み

有い

う

し

、
後

者

こ

う

し

や

は

其そ

の

影え

い

響
き
や
う

を

受う

け

居を

ら

ざ

る

こ

と

を

推

測

す

ゐ

そ

く

し

得う

べ

し

。 
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此こ

の

氣き

象
し
や
う

觀
く
わ
ん

測そ

く

表
ひ
や
う

中ち

う

、
緯

度

ひ

ど

の

部ぶ

に

於お

い

て

南な

ん

と

あ

る

は

南な

ん

緯い

を

指さ

し

、
北ほ

く

と

あ

る

は

北ほ

く

緯い

を
指さ

せ

し

も

の

な

り

、

又ま

た

經け

い

度ど

の

部ぶ

に

於お

い

て

東と

う

と

あ

る

は

東と

う

經け

い

、

西せ

い

と

あ

る

は

西せ

い

經け

い

を

指さ

せ

し

も

の

な

り

、
又ま

た

經け

い

度ど

の

部ぶ

及
お
よ
び

緯い

度ど

の

部ぶ

に

於お

い

て

數す

う

字ぢ

の

中ち

う

間か

ん

に
『

○

』

印
し
る
し

あ

る

は

度ど

を

表あ

ら

は

せ

し

も

の

な

り

。

曇ど

ん

降こ

う

晴せ

い

、
氣き

壓あ

つ

、
氣き

溫お

ん

、

濕し

つ

度ど

、
風ふ

う

向こ

う

、

風ふ

う

力
り
よ
く

、
雲う

ん

量
り
よ
く

、

波は

浪ら

う

、
海か

い

水す

ゐ

溫お

ん

等と

う

は

毎ま

い

二

時じ

間か

ん

之こ

れ

を

測そ

く

量
り
よ
う

せ

し

も

紙し

數す

う

に

限か

ぎ

り

あ

る

を

以も

つ

て

此こ

の

觀
く
わ
ん

測そ

く

表
ひ
や
う

に

は

毎ま

ひ

日に

ち

の

平へ

い

均き

ん

數す

う

量
り
や
う

を

示し

め

せ

り

。

氣き

象
し
や
う

觀
く
わ
ん

測そ

く

表
ひ
や
う

は

明め

い

治ぢ

四

十

三

年ね

ん

十

一

月け

つ

三

十

日に

ち

房ぼ

う

州
し
ゆ
う

館

山

た

て

や

ま

出
し
ゆ
つ

發ぱ

つ

を

起き

點て

ん

と

し

て

明め

い

治ぢ

四

十

四

年ね

ん

五

月
ぐ
わ
つ

一

日に

ち

濠ご

う

洲
し
ゆ
う

シ

ド

ニ

ー

歸き

還か

ん

ま

で

第だ

い

一

次ぢ

航

海

こ

う

か

い

の

全ぜ

ん

部ぶ

觀
く
わ
ん

測そ

く

を

掲か

か

げ

、
更さ

ら

に

明め

い

治ぢ

四

十

四

年ね

ん

十

一

月
ぐ
わ
つ

十

九

日に

ち

濠ご

う

洲
し
ゆ
う

シ

ド

ニ

ー

出
し
ゆ
つ

發ぱ

つ

よ

り

新

西

蘭

ニ
ユ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

ウ

エ

リ

ン

ト

ン

歸き

還か

ん

ま

で

第だ

い

二

次じ

航こ

う

海か

い

及
お
よ
び

上
じ
や
う

陸り

く

中ち

う

の

觀
く
わ
ん

測そ

く

を

掲か

か

ぐ

、

上
じ
や
う

陸り

く

中ち

う

の

觀
く
わ
ん

測そ

く

は

明め

い

治ぢ

四

十

五

年ね

ん

一

月
ぐ
わ
つ

二

十

日か

よ

り

二

月
ぐ
わ
つ

三

日か

ま

で

上
じ
や
う

陸り

く

本ほ

ん

隊た

い

の

行
お
こ
な

ひ

し

觀
く
わ
ん

測そ

く

を

掲か

か

ぐ

る

事こ

と

と

せ

り

。

歸き

途と

新

西

蘭

ニ
ユ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

出
し
ゆ
つ

發ぱ

つ

よ

り

本ほ

ん

邦ぱ

う

歸き

還か

ん

ま

で

の

觀
く
わ
ん

測そ

く

は

興
き
や
う

味み

乏と

ぼ

し

き

が

上う

へ

、
紙し

數す

う

に

限か

ぎ

り

あ

る

を

以も

つ

て

之こ

れ

を

掲か

か

げ

ず

。
觀

く
わ
ん

測そ

く

表
ひ
や
う

に

於お

け

る

氣き

壓あ

つ

は

粁
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

を

單た

ん

位ゐ

と

爲な

し

、
氣

溫

き

お

ん

、
海か

い

水す

い

溫お

ん

は

摂せ

つ

氏し

を

用も

ち

ゐ

た

り

。
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第
三
章 

ペ
ン
グ
イ
ー
ン
鳥
の
胃
中
よ
り 

 

出
で
し
岩
石
破
片
研
究 

 

日に

本ほ

ん

南な

ん

極
き
よ
く

探た

ん

檢け

ん

隊た

い

の

極
き
よ
く

地ち

に

於お

け

る

採

集

品

中

さ
い
し
ふ
ひ
ん
ち
ゆ
う

最
も
つ
と

も

面

白

お

も

し

ろ

く

感か

ん

ぜ

ら

る

ゝ

の

は

帝

王

て

い

わ

う

ペ

ン

グ

イ

ー

ン

鳥て

う

の

胃ゐ

の

腑ふ

中ち

う

に

存そ

ん

在ざ

い

し

て

居ゐ

た

幾い

く

多た

岩が

ん

石せ

き

の

破は

片へ

ん

で

あ

る

。
余よ

の

考
か
ん
が
へ

で

は

穀

類

こ

く

る

ゐ

を

食
し
よ
く

す

る

鳥

類

て

う

る

ゐ

は

消

化

せ

う

く

わ

を

助た

す

く

る

必

要

ひ

つ

え

う

上
じ
や
う

必か

な

ら

ず

岩

片

が

ん

へ

ん

、
石

片

せ

き

へ

ん

等と

う

を

呑の

ん

で

居ゐ

る

も

の

で

あ

る

が

、
肉

食

に
く
し
よ
く

の

鳥

類

て

う

る

ゐ

は

概
お
ほ
む

ね

是こ

れ

等ら

の

必

要

ひ

つ

え

う

が

無な

い

や

う

で

あ

る

か

ら

ペ

ン

グ

イ

ー

ン

鳥て

う

の

如ご

と

く

魚

類

ぎ

よ

る

ゐ

を

常

食

じ
や
う
し
よ
く

と

し

て

居ゐ

る

も

の

に

は

、
石せ

き

片へ

ん

類る

ゐ

を

胃ゐ

中ち

う

に

取と

り

込こ

ん

で

消

化

せ

う

く

わ

を

助た

す

く

る

の

必

要

ひ

つ

え

う

は

無な

い

と

思お

も

ふ

。
け

れ

ど

も

其そ

の

胃ゐ

の

腑ふ

中ち

う

か

ら

多お

ほ

く

の

魚
さ
か
な

の

目め

玉だ

ま

等と

う

と

共と

も

に

小こ

石い

し

（

岩が

ん

石せ

き

の

破は

片へ

ん

）
の

出で

た

處
と
こ
ろ

を

考
か
ん
が

へ

て

見み

る

と

、
つ

ま

り

石い

し

を

呑の

ん

で

居ゐ

た

所
と
こ
ろ

の

魚う

を

を

ペ

ン

グ

イ

ー

ン

鳥て

う

が

食く

つ

て

、

其そ

の

魚う

を

の

胃ゐ

中ち

う

に

在あ

つ

た

小こ

石い

し

が

、

遂つ

ひ

に

ペ

ン

グ

イ

ー

ン

鳥て

う

の

胃ゐ

の

腑ふ

中ち

う

に 

tasaka
ノート
３７７頁　ペングイーン鳥の胃中より出でし岩石破片研究
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留と

ま

つ

て

居ゐ

た

も

の

と

判は

ん

定て

い

す

る

が

適て

き

當た

う

で

あ

ら

う

と

思お

も

ふ

。
が

そ

れ

は

何い

づ

れ

に

し

て

も

、
兎と

に

角か

く

ペ

ン

グ

イ

ー

ン

鳥て

う

の

胃ゐ

の

腑ふ

中ち

う

か

ら

、
此こ

の

百

四

十

餘よ

個こ

の

岩

石

が

ん

せ

き

の

破は

片へ

ん

を

得え

た

の

だ

か

ら

、

同

鳥

ど

う

て

う

を

捕ほ

獲
く
わ
く

せ

し

地ち

點て

ん

（

南な

ん

緯ゐ

七

十

六

度ど

五

十

八

分ぷ

ん

、
西

經

せ

い

け

い

百

五

十

四

度ど

五

十

分ぷ

ん

）
た

る

エ

ド

ワ

ー

ド

七

世せ

い

州し

う

附ふ

近き

ん

の

海か

い

底て

い

及
お
よ
び

陸り

く

地ち

の

地ち

質し

つ

を

知し

る

に

は

、
此こ

の

上う

へ

も

な

い

好よ

い

材

料

ざ

い

れ

う

を

得え

た

も

の

と

謂い

は

ね

ば

な

ら

ぬ

。 

 

是こ

れ

等ら

岩

石

が

ん

せ

き

の

破は

片へ

ん

は

ペ

ン

グ

イ

ー

ン

鳥て

う

が

自
み
づ
か

ら

啄
つ
い
ば

ん

だ

に

せ

よ

、
魚う

を

が

食く

つ

て

更さ

ら

に

ペ

ン

グ

イ

ー

ン

鳥て

う

が

其

魚

そ

の

う

を

を

食く

つ

た

に

せ

よ

、
兎と

に

角か

く

最

初

さ

い

し

よ

之こ

れ

を

海

底

か

い

て

い

若も

し

く

は

陸

上

り
く
じ
や
う

か

ら

啄
つ
い
ば

む

時と

き

に

は

、
無む

意い

識し

き

的て

き

に

啄
つ
い
ば

ん

だ

も

の

で

、
此

處

こ

ゝ

の

海か

い

岸が

ん

彼か

し

處こ

の

沖

合

お

き

あ

ひ

、
若も

し

く

は

彼

方

か

な

た

の

陸

上

り
く
じ
や
う

と

云い

ふ

風ふ

う

に

、
諸し

よ

處〱

か

ら

啄
つ
い
ば

み

來き

た

つ

た

も

の

に

相

違

そ

う

ゐ

な

い

。
之こ

れ

に

據よ

つ

て

觀み

る

と

、
是こ

れ

等ら

の

岩

石

が

ん

せ

き

の

破は

片へ

ん

は

、

其そ

の

目め

方か

た

に

於お

い

て

は

決け

つ

し

て

多お

ほ

し

と

は

云い

へ

ぬ

が

、

然し

か

し

彼

等

か

れ

ら

が

來ら

い

往わ

う

棲せ

い

息そ

く

す

る

エ

ド

ワ

ー

ド

七

世せ

い

州し

う

附ふ

近き

ん

の

海か

い

底て

い

及
お
よ
び

陸り

く

上
じ
よ
う

に

於お

け

る

地ち

質し

つ

の

標
ひ
や
う

本ほ

ん

と

し

て

は

最
も
つ
と

も

適

當

て

き

た

う

な

る

も

の

と

謂い

は

ね

ば

な

ら

ぬ

。

然し

か

ら

ば

ペ

ン

グ

イ

ー

ン

鳥て

う

の

胃ゐ

中ち

う

に

は

如

何

い

か

な

る

石い

し

が

存そ

ん

在ざ

い

し

て

居ゐ

た

か

。

次つ

ぎ

に

其そ

の

種し

ゆ

類る

ゐ

を

列

擧

れ

つ

き

よ

し

て

見み

や

う

。 

tasaka
ノート
３７８頁　南極記エドワード七世州地質研究の好標本
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第

一

、
結

晶

片

岩

ジ

ス

ト

ー

ス

ロ

ツ

ク(
S
c
h
i
s
t
o
s
e
 r
o
c
k
)

が

存

在

そ

ん

ざ

い

し

て

居ゐ

た

。
今こ

ん

回
く
わ
い

採さ

い

收し

う

し

た

分ぶ

ん

は

綠
り
よ
く

色
し
よ
く

を
帶お

び

て

居ゐ

る

が

、
此こ

の

岩い

は

は

元
ぐ
わ
ん

來ら

い

變へ

ん

質し

つ

岩が

ん

に

属ぞ

く

す

る

太た

い

古こ

代だ

い

の

岩

石

が

ん

せ

き

で

、
片へ

ん

狀
じ
や
う

に

削へ

げ

る

性

質

せ

い

し

つ

を
有い

う

し

て

居ゐ

る

。 

第

二

、
凝

灰

岩

片

タ

ツ

フ

(
T
u
f
f
)

が

存

在

そ

ん

ざ

い

し

て

居ゐ

た

。
此こ

の

岩

片

が

ん

へ

ん

は

元
ぐ
わ
ん

來ら

い

新し

ん

火く

わ

山ざ

ん

或
あ
る
ひ

は

古こ

生せ

い

代だ

い

の
火

山

く

わ

ざ

ん

の

灰は

い

の

凝

結

ぎ
よ
う
け
つ

し

た

る

も

の

で

あ

る

。
今

回

こ
ん
く
わ
い

採

收

さ

い

し

う

し

た

分ぶ

ん

は

稍や

や

綠
り
よ
く

白は

く

色
し
よ
く

を

帶お

び

、
比

較

的

ひ

か

く

て

き

輕か

る

く

且か

つ

軟
や
は
ら

か

い

性

質

せ

い

し

つ

を

有も

つ

て

居ゐ

る

。
尙な

ほ

採さ

い

收し

う

品ひ

ん

中ち

う

に

は

古ふ

る

き

凝シ

ヤ

灰ル

ス

岩タ

片イ

ン

も

あ

る

。
之こ

れ

は

稍や

ゝ

帶た

い

綠
り
よ
く

黑こ

く

紫し

色
し
よ
く

の

も

の

で

、

比

較

的

ひ

か

く

て

き

硬か

た

く

且か

つ

重お

も

い

。 

第

三

、
硅コ

ー

岩ル

ト

破ヂ

ツ

片ト(
Q
u
a
r
t
z
i
t
e
)

が

存

在

そ

ん

ざ

い

し

て

居ゐ

る

。
此こ

の

岩い

は

は

元
ぐ
わ
ん

來ら

い

水す

ゐ

成せ

い

岩が

ん

に

属ぞ

く

し

古こ

成せ

い

代だ

い

に

出

來

で

き

た

も

の

で

あ

る

。
今

回

こ
ん
く
わ
い

採

集

分

さ

い

し

ふ

ぶ

ん

の

色い

ろ

は

白

色

は
く
し
よ
く

を

帶お

び

て

其そ

の

質し

つ

頗
す
こ
ぶ

る

硬か

た

く

鋼

鐵

か

う

て

つ

と

打う

て

は

火ひ

を

發は

つ

す

る

位
く
ら
ゐ

の

も

の

で

あ

る

。 

第

四

、
砂

岩

サ

ン

ド

破

片

ス

ト

ー

ン(
S
a
n
d
 s
t
o
n
e
)

が

存

在

そ

ん

ざ

い

し

て

居ゐ

る

。
此こ

の

岩

石

が

ん

せ

き

は

元
ぐ
わ
ん

來ら

い

風

化

ふ

う

く

わ

作

用

さ

よ

う

を

受う

け

砂

礫

さ

れ

き

と

な

つ

て

流な

が

れ

、
そ

れ

が

河か

海か

い

等と

う

の

底そ

こ

に

沈

澱

ち

ん

で

ん

し

て

固か

た

ま

つ

た

も

の

で

、

即
す
な
は

ち

水

成

岩

す

ゐ

せ

い

が

ん

に

属ぞ

く

す

る

も

の

で

あ

る

。

今

回

こ
ん
く
わ
い

採

集

さ

い

し

ふ

の

分ぶ

ん

は

黄
く
わ
う

色
し
よ
く

を

帶お

び

、

粟あ

は

粒つ

ぶ

を

固か

た

め

た

や

う

の

物も

の

で

あ

る

。 

tasaka
ノート
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第

五

、

砂

硬

岩

片

グ
レ
イ
ワ
ツ
ケ
サ
ン
ド
ス
ト
ー
ン(

G
r
e
y
w
a
c
k
e
 
S
a
n
d
 
s
t
o
n
e
)

が

存

在

そ

ん

ざ

い

し

て

居ゐ

る

。

之こ

れ

は

矢や

張は

り

水す

ゐ

成せ

い

岩が

ん

の

一

種し

ゆ

で

あ

る

。
今こ

ん

回
く
わ
い

採さ

い

收し

う

の

岩

片

が

ん

へ

ん

は

、
稍や

や

黑く

ろ

味み

を

有い

う

す

る

鼠

色

ね
づ
み
い
ろ

で

、
非

常

ひ

じ

や

う

に

質し

つ

の

硬か

た

き

も

の

で

あ

る

。 

第

六

、

粘

板

岩

片

グ

レ

ー

ス

レ

ー

ト(
C
l
a
y
 
s
l
a
t
e
)

が

存

在

そ

ん

ざ

い

し

て

居ゐ

る

。

古

生

代

こ

せ

い

だ

い

の

水

成

岩

す

ゐ

せ

い

が

ん

に

属ぞ

く

す

る

も

の

で

あ

る

。

今こ

ん

回
く
わ
い

採さ

い

收し

う

の

岩

片

が

ん

へ

ん

は

眞

黑

ま

つ

く

ろ

の

緻ち

密み

つ

の

泥ど

ろ

を

固か

た

め

た

如ご

と

き

も

の

で

あ

る

。 

第

七

、

片

麻

岩

片

グ

ニ

ー

ス(
G
n
e
i
s
s
)

が

存

在

そ

ん

ざ

い

し

て

居ゐ

る

。

太た

い

古こ

代だ

い

の

岩

石

が

ん

せ

き

で

、

變へ

ん

成せ

い

岩が

ん

に

属ぞ

く

す

る

も

の

で

あ

る

。

今こ

ん

回
く
わ
い

採さ

い

收し

う

の

分ぶ

ん

は

花く

わ

崗か

う

岩が

ん

と

略ほ

ぼ

同ど

う

一

の

色い

ろ

を

有い

う

し

て

居ゐ

る

。 

第

八

、

新

火

成

岩

片

ヴ

ル

カ

ニ

ー

ロ

ツ

ク(
V
o
l
c
a
n
y
 
r
o
c
k
)

が

存

在

そ

ん

ざ

い

し

て

居ゐ

る

。

之こ

れ

は

第だ

い

三

期き

以

後

い

ご

に

噴

出

ふ
ん
し
ゆ
つ

し

た

る

火く

わ

山ざ

ん

岩が

ん

の

一

種し

ゆ

で

あ

る

。
今こ

ん

回
く
わ
い

採さ

い

收し

う

せ

し

物も

の

は

何い

づ

れ

も

眞

黑

し

ん

こ

く

色
し
よ
く

を

帶お

び

多

量

た

り

や

う

の

磁じ

鐵て

つ

鑛
く
わ
う

若も

し

く

は

チ

タ

ン

鐵て

つ

鑛
く
わ
う

を

含ふ

く

ん

で

居ゐ

る

。
其そ

れ

れ

ゆ

ゑ

試
こ
ゝ
ろ
み

に

今こ

ん

回
く
わ
い

採さ

い

收し

う

の

是こ

れ

等ら

の

岩

石

が

ん

せ

き

に

向む

か

ひ

、
磁じ

鐵て

つ

を

接

近

せ

つ

き

ん

せ

し

む

る

と

直
た
ゞ
ち

に

吸き

う

引い

ん

せ

ら

れ

て

附

着

ふ

ち

や

く

し

、
搖ゆ

れ

ど

も

容

易

よ

う

ゐ

に

落お

ち

ざ

る

も

の

も

尠
す
く
な

く

な

い

。 

tasaka
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天

然

て

ん

ね

ん

磁

石

じ

せ

き

と

稱
し
よ
う

す

る

も

の

は

即
す
な
は

ち

之こ

れ

で

あ

る

。
若も

し

是こ

れ

等ら

の

鐵て

つ

分ぶ

ん

が

多

量

た

り

や

う

に

存

在

そ

ん

ざ

い

す

る

な

ら

ば

、

立

派

り

つ

ぱ

な

る

製

鐵

せ

い

て

つ

の

原

料

げ

ん

れ

う

と

な

り

得う

る

の

で

あ

る

。 

 

以

上

い

じ

や

う

を

總さ

う

合が

ふ

し

て

見み

る

と

、

兎と

に

角か

く

此こ

の

ペ

ン

グ

イ

ー

ン

鳥て

う

の

胃

中

ゐ

ち

う

に

在あ

つ

た

小

石

こ

い

し

に

よ

つ

て

左さ

の

結

論

け

つ

ろ

ん

に

到た

う

達た

つ

す

る

こ

と

が

出

來

で

き

る

。 

 

エ

ド

ワ

ー

ド

七

世せ

い

州し

う

附

近

ふ

き

ん

一

帶た

い

の

地

質

ち

し

つ

は

、

第だ

い

三

期き

以

前

い

ぜ

ん

の

粘

板

岩

ね

ん

ば

ん

が

ん

と

硬か

う

砂

岩

し

や

が

ん

と

火

山

く

わ

ざ

ん

の

噴

出

ふ
ん
し
ゆ
つ

に

よ

り

て

、

出

來

で

き

し

新し

ん

古こ

凝
ぎ
や
う

灰
く
わ
い

岩が

ん

等と

う

と

に

よ

り

て

、

成な

れ

る

を

推

定

す

ゐ

て

い

し

得う

べ

し

。 

 

そ

れ

と

同

時

ど

う

じ

に

是こ

れ

等ら

の

破

片

は

へ

ん

に

據よ

り

て

、

左さ

の

推

定

す

ゐ

て

い

を

す

る

事こ

と

が

出

來

で

き

る

。 

 

エ

ド

ワ

ー

ド

七

世

州

せ

い

し

う

附

近

ふ

き

ん

に

は

甞か

つ

て

火

山

く

わ

ざ

ん

の

噴

出

ふ
ん
し
ゆ
つ

あ

り

き

。 

 

之こ
れ

を

鑛
く
わ
う

物ぶ
つ

學が
く

上
じ
や
う

か
ら
見み

た

所
と
こ
ろ

で
は
、
ペ
ン
グ
イ
ー
ン
の
胃
中

ゐ

ち

う

の
岩
石

が
ん
せ
き

の
破は

片へ
ん

百
四
十
餘よ

個こ

中ち

う

に

は

磁じ

鐵て
つ

鑛
く
わ
う

若も
し

く
は
チ
タ
ン
鐵て

つ

鑛
く
わ
う

の
一
部ぶ

を
含が

ん

有い
う

す
る
岩
石

が
ん
せ
き

の
破
片

は

へ

ん

三
十
個こ

を
認み

と

む
る
丈だ

け

で
あ
る

が

、

之こ

れ

を
地
質
學

ち

し

つ

が

く

上
じ
や
う

、
地
文
學
上

ち
ぶ
ん
が
く
じ

や
う

か
ら
見み

れ
ば
、
ペ
ン
グ
イ
ー
ン
鳥て

う

胃
中

ゐ

ち

う

の
岩
石

が
ん
せ
き

の
破
片

は

へ

ん

は

尠
す
く
な

か
ら
ざ

る 

tasaka
ノート
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光

明

く
わ
う
め
い

を

斯

界

し

か

い

に

與あ

た

ふ

る

も

の

と

思お

も

ふ

。

tasaka
ノート
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第
四
章 

探
檢
用
糧
食
の
研
究

 

  

當た

う

探

檢

隊

た

ん

け

ん

た

い

が

携

帶

け

い

た

い

し

た

糧

食

り
や
う
し
よ
く

は

左

記

さ

き

の

種

類

し

ゆ

る

ゐ

で

、
其そ

の

數す

う

量
り
や
う

は

一

行か

う

二

十

七

名め

い

二

ヶ

年

間

分

ね

ん

か

ん

ぶ

ん

と

し

て

用

意

よ

う

ゐ

し

た

の

で

あ

る

。

第だ

い

二

次

計

畫

じ

け

い

く

わ

く

の

際さ

い

に

は

、

更さ

ら

に

多

量

た

り

や

う

の

補ほ

充じ

う

を

行
お
こ
な

つ

た

が

、

其そ

の

種

類

し

ゆ

る

ゐ

は

大

抵

た

い

て

い

第だ

い

一

次じ

の

分ぶ

ん

と

同ど

う

一

で

あ

る

。 

白

米

は

く

ま

ひ

、
玄

米

げ

ん

ま

ひ

、
糯も

ち

米ご

め

、
大

麥

お

ほ

む

ぎ

、
大

豆

だ

い

ず

、
小

豆

あ

づ

き

、
麥む

ぎ

粉こ

、
砂

糖

さ

た

う

、
米こ

め

餅も

ち

、
ビ

ス

ケ

ツ

ト

、
重お

も

焼や

き

麵パ

麭ン

（

軍

用

ぐ

ん

よ

う

）

菓く

わ

子し

類る

ゐ

、

鹽し

ほ

鮭さ

け 

コ

ン

ビ

ー

フ

、
牛

肉

ぎ

う

に

く

、
鶏

肉

け

い

に

く

、
鮭さ

け

、

鰹
か
つ
を

、

鮪
ま
ぐ
ろ

、

鯨
く
ぢ
ら

、

鰯
い
わ
し

、

鰹
か
つ
を

デ

ン

ブ

、
鯛た

い

デ

ン

ブ

、
螺

蠑

さ

ゞ

え

蛤
は
ま
ぐ
り

、
北

寄

ほ

つ

き

貝が

い

、
帆

立

ほ

た

て

貝が

ひ

、
鮑

あ
は
び

、
蟹か

に

、
海

鰻

あ

な

ご

、
海

老

ゑ

び

、
小

沙

魚

海

老

は

せ

ゑ

び

、

筍
た
け
の
こ

、
人

蔘

に

ん

じ

ん

、
牛ご

蒡ば

う

、

蕗ふ

き

、
蓮

根

れ

ん

こ

ん

、
茸

き
の
こ

、
菎

蒟

こ
ん
に
や
く

、
福

神

ふ

く

じ

ん

漬づ

け

、
水

蜜

す

ゐ

み

つ

桃た

う

、
金

柑

き

ん

か

ん

、
牡ぼ

丹た

ん

杏
き
よ
う

、
パ

イ

ン

ア

ツ

プ

ル

、
桃も

ゝ

、

梨な

し

、

於お

多

福

た

ふ

く

豆ま

め

、

味

付

あ

じ

つ

け

飯め

し

、

鯛た

い

味

噌

み

そ

（

以

上

い

じ

や

う

鑵
く
わ
ん

詰づ

め

） 

干

瓢

か
ん
ぴ
や
う

、
氷

こ
ほ
り

豆

腐

ど

う

ふ

、
芋

柄

い

も

が

ら

、
昆

布

こ

ん

ぶ

、
麩ふ

、
椎

茸

し

い

た

け

、
ゼ

ン

マ

イ

、
海

鼠

な

ま

こ

、
乾ほ

し

海

苔

の

り

、
若

菜

わ

か

め

、
白

魚

し

ら

う

を

、

鰑
す
る
め

、

海

老

ゑ

び

、

葡

萄

ぶ

だ

う

、

片

栗

か

た

く

り

粉こ

、

晒
さ
ら
し

飴あ

め

、

素

麺

そ

う

め

ん

、

干ほ

し

饂

飩

う

ど

ん

（

以

上

い

じ

や

う

乾

物

か

ん

ぶ

つ

） 

tasaka
ノート
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澤た

く

庵あ

ん

、

生

姜

し

や

う

が

、

奈

良

漬

な

ら

づ

け

、

梅

干

う

め

ぼ

し

、

味

噌

み

そ

、

醤

油

し

よ

う

ゆ

、

大

根

だ

い

こ

ん

、

味

噌

漬

み

そ

づ

け

（

以

上

い

じ

や

う

樽た

る

詰づ

め

） 

チ

ー

ス

、

ラ

ー

ド

、

ソ

ー

ス

、

バ

タ

、

燻

豚

ハ

ム

、

ジ

ャ

ミ

、

芥

子

か

ら

し

末ま

つ

、

食

鹽

し
よ
く
え
ん

、

ラ

イ

ム

ジ

ュ

ー

ス

、
レ

モ

ン

油ゆ

、
錯さ

く

酸さ

ん

、
玉

葱

た

ま

ね

ぎ

、
馬

齢

じ
や
が
た
ら

薯い

も

、
赤せ

き

白は

く

甲

州

か

ふ

し

う

葡

萄

ぶ

ど

う

酒し

ゆ

、
ブ

ラ

ン

デ

ー

、
淸せ

い

酒し

ゆ

ウ

ヰ

ス

キ

ー 

是こ

れ

等ら

の

糧
り
や
う

食

品

し
よ
く
ひ
ん

は

總す

べ

て

、
開か

い

南

丸

な

ん

ま

る

中

部

ち

う

ぶ

甲

板

か

ん

ぱ

ん

な

る

大

船

艙

だ

い

せ

ん

そ

う

に

貯

藏

ち

よ

ぞ

う

し

て

置お

い

た

が

素も

と

よ

り

通

風

つ

う

ふ

う

な

ど

の

設

備

せ

つ

び

は

無な

し

、
殊こ

と

に

は

機

關

き

く

わ

ん

室し

つ

に

隣
と
な
り

し

て

居ゐ

る

の

で

、
熱ね

つ

帶た

い

通つ

う

過く

わ

後ご

に

は

變へ

ん

味み

し

た

物も

の

、

腐

敗

ふ

は

い

し

た

物も

の

が

澤た

く

山さ

ん

あ

つ

た

。 

白

米

は

く

ま

ひ

な

ど

も

百

度ど

以

上

い

じ

や

う

も

あ

る

船

艙

内

せ

ん

そ

う

な

い

に

、
犬い

ぬ

の

食

糧

し
よ
く
り
や
う

と

な

る

べ

き

干

鯡

に

し

ん

、
或

あ
る
ひ

は

漬

物

類

つ

け

も

の

る

ゐ

と

共と

も

に

在あ

る

事

故

こ

と

ゆ

ゑ

、

變

味

へ

ん

み

す

る

は

勿

論

も

ち

ろ

ん

、

臭

味

し

う

み

を

も

帶お

び

、

丁

度

ち

や

う

ど

南

京

な

ん

き

ん

米ま

ひ

の

如ご

と

き

も

の

と

な

つ

た

。
他た

に

食く

ら

ふ

べ

き

米こ

め

の

無な

き

が

爲た

め

、
一

同ど

う

も

喰く

ら

つ

て

居ゐ

た

が

、
一

度ど

歸

國

き

こ

く

し

て

普

通

ふ

つ

う

の

米こ

め

を

口く

ち

に

し

て

は

、

再
ふ
た
ゝ

び

食く

ら

ふ

事こ

と

は

到

底

出

來

と

う

て

い

で

き

な

い

。 

玄

米

げ

ん

ま

ひ

は

如

何

い

か

に

と

云い

ふ

と

、
是こ

れ

は

大
お
ほ
ひ

な

る

變

質

へ

ん

し

つ

を

認み

と

め

な

か

つ

た

。
糯も

ち

米ご

め

は

如

何

い

か

に

と

云い

ふ

に

、

之こ

れ

も

幾

分

惡

い

く

ぶ

ん

わ

る

く

な

り

、
餅も

ち

に

す

れ

ば

丁

度

ち

や

う

ど

陸

稲

を

か

ぼ

に

て

製せ

い

せ

し

如ご

と

き

餅も

ち

と

な

つ

た

。
大

麥

お

ほ

む

ぎ

は

差さ

し

た

る

事こ

と

も

無な

い

や

う

で

あ

つ

た

が

、
麥む

ぎ

粉こ

は

甚
は
な
は

だ

し

く

害が

い

さ

れ

て

、
歸き

航か

う

の

際さ

い

に

は

、
薄

赤

う

す

あ

か

く

變へ

ん

色
し
よ
く

し

て

、

虫む

し

の

巣す

の

如ご

と

き

も

の

を

生
し
や
う

じ

、

遂つ

い

に

七

八

袋
ふ
く
ろ

は

食

用

し
よ
く
よ
う

と

な

ら

ず

、 

tasaka
ノート
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海

中

か

い

ち

う

に

投

棄

と

う

き

す

る

に

至い

た

つ

た

。 

重ぢ

う

焼せ

う

麵パ

麭ン

（

陸

軍

り

く

ぐ

ん

よ

り

試

驗

し

け

ん

的て

き

に

寄

贈

き

ぞ

う

の

も

の

）

中う

ち

に

は

少す

こ

し

く

苦

味

く

み

を

帶お

び

た

る

も

の

も

あ

り

し

が

、

大

體

だ

い

た

い

に

於お

い

て

は

、
完

全

く
わ
ん
ぜ
ん

で

あ

つ

た

。

陸

上

り
く
じ
や
う

に

於お

い

て

も

、
海

上

か
い
じ
や
う

に

於お

い

て

も

最
も
つ
と

も

適

當

て

き

た

う

な

る

も

の

と

思お

も

つ

た

。 

ビ

ス

ケ

ツ

ト

に

は

、
五

十

斤

罐

き
ん
く
わ
ん

の

箱

入

は

こ

い

り

に

、
ミ

ヅ

ホ

印
じ
る
し

、
王わ

う

花く

わ

印
じ
る
し

、
ホ

マ

レ

印
じ
る
し

等と

う

の
數す

う

種し

ゆ

が

あ

つ

た

が

、
此こ

の

中う

ち

ミ

ヅ

ホ

印
じ
る
し

は

可か

な

り

し

が

、
王わ

う

花く

わ

印
じ
る
し

、
ホ

マ

レ

印
じ
る
し

等と

う

は

苦

味

く

み

甚
は
な
は

だ

し

く

な

り

廢

物

は

い

ぶ

つ

と

な

つ

た

。

此

外

こ

の

ほ

か

テ

イ

印
じ
る
し

、

戰せ

ん

勝
し
よ
う

印
じ
る
し

、

開か

い

南な

ん

印
じ
る
し

等と

う

上
じ
や
う

等と

う

の

ビ

ス

ケ

ッ

ト

が

あ

つ

た

。
是こ

れ

等ら

は

食

用

し
よ
く
よ
う

と

云い

ふ

よ

り

は

、
茶ち

や

菓ぐ

わ

子し

的て

き

の

物も

の

で

何い

づ

れ

も

美

味

び

み

で

あ

つ

た

が

、

價
あ
た
ひ

も

亦ま

た

他た

の

五

倍ば

い

以

上

い

じ

や

う

で

あ

つ

た

。

素

麺

そ

う

め

ん

、

乾ほ

し

饂

飩

う

ど

ん

等と

う

は

中な

か

々〱

に

善よ

か

り

し

も

、

水み

づ

を

多お

ほ

く

要え

う

す

る

故ゆ

ゑ

、
突

進

用

と

つ

し

ん

よ

う

に

は

絶ぜ

つ

對た

い

不ふ

適て

き

當た

う

な

る

上う

へ

、
航

海

中

か

う

か

い

ち

う

に

も

不

適

當

ふ

て

き

た

う

な

り

と

謂い

は

ね

ば

な

ら

ぬ

。

味

付

あ

じ

つ

け

飯め

し

（

罐
く
わ
ん

詰づ

め

）
呉く

れ

罐
く
わ
ん

詰づ

め

會
く
わ
い

社し

や

よ

り

寄

贈

き

ぞ

う

の

も

の

は

飯め

し

に

シ

ン

あ

り

て

海

陸

か

い

り

く

共と

も

に

適て

き

せ

な

か

つ

た

。
牛

肉

ぎ

う

に

く

に

は

コ

ン

ド

ビ

ー

フ

及
お
よ
び

ロ

ー

ス

ビ

ー

フ

の

二

種し

ゆ

あ

り

、
前

者

ぜ

ん

し

や

は

味あ

じ

を

附つ

け

し

も

の
に
て
、
後
者

こ
う
し
や

は
鹽し

ほ

煮に

な
る
が
呉く

れ

二
川か

は

罐
く
わ
ん

詰づ
め

合が
ふ

資し

會
く
わ
い

社し
や

よ
り
寄
贈

き

ぞ

う

の
物も

の

は
變へ

ん

味み

せ
な
か
つ
た
が
、 

tasaka
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他た

の

罐
く
わ
ん

詰

店

づ

め

て

ん

よ

り

購

入

か

う

に

ふ

せ

し

分ぶ

ん

は

、
極

地

き

よ

く

ち

に

於お

い

て

は

全
ま
つ
た

く

腐

敗

ふ

は

い

し

て

食
し
よ
く

す

る

を

得え

な

か

つ

た

。 

罐
く
わ
ん

詰づ

め

魚

貝

類

ぎ

よ

か

い

る

ゐ

の

中う

ち

に

て

、
味あ

じ

の

餘あ

ま

り

變へ

ん

せ

ず

佳か

良
り
や
う

で

あ

つ

た

物も

の

は

、
鯛た

い

デ

ン

ブ

、
鰹

か
つ
を

デ

ン

ブ

、
海

鰻

あ

な

ご

、

海

老

ゑ

び

、
蟹か

に

、

螺

蠑

さ

ゝ

え

、

鮑
あ
わ
び

、

北ほ

く

寄き

貝か

い

、
鮎あ

ゆ

等と

う

で

あ

る

が

其そ

の

以い

外
ぐ
わ
い

の

も

の

は

、
變

味

へ

ん

み

或
あ
る
ひ

は

腐

敗

ふ

は

い

し

て

、

食

用

し
よ
く
よ
う

に

な

ら

な

か

つ

た

。
此こ

の

外ほ

か

福ふ

く

神じ

ん

漬づ

け

、
金こ

ん

比ぴ

羅ら

牛ご

蒡ぼ

う

、
き

ゃ

ら

蕗ふ

き

等と

う

も

佳か

良
り
や
う

に

て

人に

ん

蔘じ

ん

、
牛

蒡

ご

ぼ

う

、

筍
た
け
の
こ

、
蕗ふ

き

、
蓮

根

れ

ん

こ

ん

、
茸

き
の
こ

等と

う

の

水み

づ

煑に

は

、
先ま

づ

〱

差さ

し

た

る

事こ

と

も

無な

か

つ

た

が

、
人に

ん

蔘じ

ん

、
牛

蒡

ご

ぼ

う

、

筍
た
け
の
こ

等と

う

は

半

分

は

ん

ぶ

ん

は

腐

敗

ふ

は

い

し

て

居ゐ

た

。
燻は

豚む

は

尤
も
つ
と

も

善よ

く

、
牛

酪

ぎ

う

ら

く

も

變へ

ん

味み

せ

ず

、

コ

ン

デ

ン

ス

ミ

ル

ク

の

中う

ち

鷹た

か

印
し
る
し

は

良

好

り
や
う
か
う

で

あ

つ

た

。 

チ

ー

ス

は

全

部

ぜ

ん

ぶ

變

質

へ

ん

し

つ

し

て

、
海

中

か

い

ち

う

に

投

棄

と

う

き

し

た

、
醤

油

し

よ

う

ゆ

は

ヤ

マ

サ

印
し
る
し

、
龜き

つ

甲か

ふ

萬ま

ん

印
し
る
し

、
上

十

印

、
ヒ

ゲ

タ

印
し
る
し

、
山

十

印
し
る
し

等と

う

最さ

い

上
じ
や
う

等と

う

の

物も

の

の

み

携

帶

け

い

た

い

せ

し

が

、
熱ね

つ

帶た

い

寒か

ん

帶た

い

共と

も

聊
い
さ
ゝ

か

も

變

味

へ

ん

み

せ

な

か

つ

た

。
味

噌

み

そ

は

仙

臺

せ

ん

だ

い

味み

噌そ

に

て

、
樽

入

た

る

い

れ

と

罐
く
わ
ん

入い

り

と

の

二

種し

ゆ

が

あ

つ

た

が

、

罐
く
わ
ん

入い

り

の

方は

う

は

、
航か

う

海か

い

中ち

う

船ふ

ね

の

動

搖

だ

う

え

う

を

爲な

す

度た

び

に

、
顛こ

ろ

げ

廻ま

は

り

て

罐
く
わ
ん

を

破や

ぶ

り

、
又ま

た

は

赤

道

せ

き

だ

う

直

下

ち

よ

く

か

通

過

つ

う

く

わ

に

際さ

い

し

、
中な

か

よ

り

膨

脹

ぼ
う
ち
や
う

せ

る

爲た

め

罐
く
わ
ん

破や

ぶ

れ

、
十

分ぷ

ん

の

四

は

廃

物

は

い

ぶ

つ

と

な

つ

た

が

、
樽た

る

詰づ

め

の

分ぶ

ん

は

更さ

ら

に

異

常

い

じ

や

う

が

な

か

つ

た

。 
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突

進

用

と

つ

し

ん

よ

う

の

味

噌

み

そ

と

し

て

は

、
仙

臺

せ

ん

だ

い

味

噌

み

そ

よ

り

は

、
鯛た

い

味

噌

み

そ

の

罐
く
わ
ん

詰づ

め

に

な

り

し

も

の

が

、
最

も
つ
と

も

適

當

て

き

た

う

と

認み

と

め

た

、

航か

う

海か

い

中ち

う

に

は

大

豆

だ

い

づ

小

豆

あ

づ

き

豌

豆

ゑ

ん

ど

う

等と

う

は

善よ

く

、

晒
さ
ら
し

飴あ

め

は

不

適

當

ふ

て

き

た

う

と

認み

と

め

た

。 
樽た

る

詰づ

め

の

酢す

は

腐

敗

ふ

は

い

を

免ま

ぬ

が

れ

ぬ

故ゆ

ゑ

錯さ

く

酸さ

ん

は

熱ね

つ

帶た

い

を

通

過

つ

う

く

わ

す

る

に

は

、

最
も
つ
と

も

必

要

ひ

つ

え

う

で

あ

る

。

靑

物

あ

を

も

の

の

代

用

だ

い

よ

う

と

し

て

使

用

し

よ

う

す

れ

ば

、
能よ

く

壊
く
わ
い

血け

つ

病
び
や
う

を

防ふ

せ

ぎ

得え

た

ラ

イ

ム

ジ

ュ

ー

ス

は

、
最

も
つ
と

も

多お

ほ

く

斯か

ゝ

る

場

合

ば

あ

ひ

に

携

帶

け

い

た

い

す

る

が

善よ

い

。

水み

づ

を

欲ほ

つ

す

る

際さ

い

、

水み

づ

を

煮に

て

冷ひ

や

し

、

ラ

イ

ム

ジ

ュ

ー

ス

と

砂

糖

さ

た

う

を

入い

れ

て

用も

ち

ゆ

れ

ば

、
美

味

び

み

に

し

て

身

體

し

ん

た

い

に

有い

う

益え

き

で

あ

る

。
菓く

わ

物ぶ

つ

類る

ゐ

は

罐
く
わ
ん

詰づ

め

に

し

た

の

が

、

最
も
つ
と

も

善よ

い

。
酒

類

さ

け

る

ゐ

は

概が

い

し

て

變へ

ん

味み

し

な

か

つ

た

。
乾か

ん

物ぶ

つ

類る

ゐ

は

半な

か

ば

蟲む

し

が

附つ

き

、

或
あ
る
ひ

は

黴か

び

を

生
し
や
う

じ

た

が

、

調て

う

理り

法は

ふ

に

依よ

つ

て

は

食
し
よ
く

す

る

を

得え

た

。 

以

上

い

じ

や

う

は

概

略

が
い
り
や
く

で

あ

る

が

、
罐

く
わ
ん

詰づ

め

類る

ゐ

が

或
あ
る
ひ

は

腐

敗

ふ

は

い

し

、
或

あ
る
ひ

は

變へ

ん

味み

す

る

原

因

げ

ん

ゐ

ん

は

多

々

た

ゝ

あ

ら

ん

が

、

罐
く
わ
ん

詰づ

め

製

法

せ

い

は

ふ

の

不

完

全

ふ

く

わ

ん

ぜ

ん

も

、

確
た
し
か

に

一

因ゐ

ん

を

爲な

し

て

居ゐ

る

と

思お

も

ふ

。 

現げ

ん

に

海

老

え

び

の

水み

づ

煮に

な

ど

は

、
製

罐

せ
い
く
わ
ん

好よ

か

り

し

爲た

め

、
一

個こ

だ

に

腐ふ

敗は

い

變へ

ん

味み

し

た

も

の

は

無な

か

つ
た
。
尙な

ほ

罐
く
わ
ん

の

外
ぐ
わ
い

面め
ん

が
生
地

き

ぢ

な
る
分ぶ

ん

は
塗ぬ

り
た
る

罐
く
わ
ん

に
比ひ

し
て
、
何い

づ

れ
も
損
害

そ
ん
が
い

が
多お

ほ

か
つ
た
が
、 

tasaka
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罐
く
わ
ん

は

是ぜ

非ひ

共と

も

塗と

料れ

う

を

施
ほ
ど
こ

し

た

い

。

是こ

れ

は

錆さ

び

を

生
し
や
う

じ

内

部

な

い

ぶ

の

腐

敗

ふ

は

い

を

起お

こ

さ

な

い

の

と

、

殊こ

と

に

寒

地

か

ん

ち

で

は

生

地

き

ぢ

な

る

罐
く
わ
ん

は

普

通

ふ

つ

う

の

鐵て

つ

物も

の

同ど

う

様や

う

其そ

の

面め

ん

に

水す

ゐ

蒸
じ
よ
う

氣き

を

帶お

び

て

膠
う
る
し

の

如ご

と

く

に

手て

な

ど

に

付つ

き

て

、

往わ

う

々〱

皮ひ

膚ふ

を

損そ

ん

す

る

事こ

と

が

在あ

る

が

、

塗ぬ

り

鑵
く
わ
ん

に

は

此こ

の

心

配

し

ん

ぱ

い

は

更さ

ら

に

な

い

。 
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第
五
章 

探
檢
用
防
寒
具
の
研
究 

 

南

極

な
ん
き
よ
く

は

極

寒

き
よ
く
か
ん

の

地ち

に

相

違

さ

う

ゐ

な

い

が

然し

か

し

日

本

に

ほ

ん

探

檢

隊

た

ん

け

ん

た

い

の

行い

つ

た

の

は

勿

論

も

ち

ろ

ん

夏

季

か

き

で

あ

つ

た

か

ら

、

防

寒

服

ぼ

う

か

ん

ふ

く

も

格

別

か

く

べ

つ

厚あ

つ

い

物も

の

は

必

要

ひ

つ

え

う

が

な

か

つ

た

。 

先ま

づ

平

常

へ
い
じ
や
う

は

メ

リ

ヤ

ス

の

シ

ャ

ツ

三

枚ま

い

に

、
毛

織

け

を

り

の

ジ

ャ

ケ

ツ

二

枚ま

い

位
く
ら
い

で

、
充

分

じ

う

ぶ

ん

で

あ

つ

た

。
氷

上

ひ
や
う
じ
や
う

で

、
活

動

く
わ
つ
ど
う

す

る

時と

き

な

ど

は

是こ

れ

で

も

大
お
ほ
ひ

に

汗あ

せ

を

流な

が

す

様や

う

な

場

合

ば

あ

ひ

も

あ

つ

た

。
然し

か

し
風か

ぜ

の

吹ふ

く

寒さ

む

い

日ひ

な

ど

に

は

、

其

上

そ

の

う

へ

に

陸

軍

り

く

ゞ

ん

か

ら

試

驗

し

け

ん

の

爲た

め

寄

贈

き

ぞ

う

せ

ら

れ

た

毛

皮

け

か

は

の

長な

が

チ

ョ

ッ

キ

や

、
毛け

襟ゑ

り

の

附つ

い

た

外

套

ぐ
わ
い
た
う

も

着き

た

が

、
彼か

の

毛け

皮

製

が

は

せ

い

の

防ぼ

う

寒か

ん

服ぶ

く

な

ど

は

、
只た

だ

氷

上

ひ
や
う
じ
や
う

に

於お

い

て

寢し

ん

具ぐ

の

代か

は

り

に

時と

き

々〱

用も

ち

ゐ

た

位
く
ら
ゐ

の

も

の

で

あ

る

。 

此こ

の

毛け

皮が

は

製せ

い

防ぼ

う

寒か

ん

服ぶ

く

と

云い

ふ

の

は

、

樺か

ら

太ふ

と

産さ

ん

の

犬い

ぬ

の

皮か

は

を

、

裏

表

う
ら
お
も
て

二

重ぢ

う

に

縫ぬ

ひ

合あ

わ

せ

た

も

の

で

、

之こ

れ

を

着き

た

姿
す
が
た

は

全ぜ

ん

然〱

獣

類

じ

う

る

ゐ

が

人

間

に

ん

げ

ん

に

化ば

け

た

様や

う

だ

が

其そ

の

仕

立

方

し

た

て

か

た

は

普

通

ふ

つ

う

の

西

洋

服

せ

い

や

う

ふ

く

と

同
様

ど

う
や

う

で
あ
る
。
只た

ゞ

上う

は

衣ぎ

丈だ

け

は
着
脱

き

ぬ

ぎ

の
折を

り

の
便
利

べ

ん

り

に
、
水
兵
服

す

ゐ
へ

い
ふ

く

の
如ご

と

く
潜く

ゞ

り
込こ

み
式し

き

に
し
て
あ
る
。 
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又ま

た

袴
ズ
ボ
ン

は

辷す

べ

り

落お

ち

な

い

様や

う

、
肩か

た

に

眞さ

な

田だ

紐ひ

も

で

釣つ

り

上あ

げ

、
腰こ

し

は

同

紐

ど

う

ひ

も

で

結む

す

び

締し

め

、
足た

袋び

形か

た

の

頭

巾

づ

き

ん

は

小

紐

こ

ひ

も

で

上

衣

う

は

ぎ

に

綴と

ぢ

附つ

け

ら

れ

、
拇

指

お

や

ゆ

び

の

み

別べ

つ

に

縫ぬ

ひ

た

る

手

袋

て

ぶ

く

ろ

は

、
左さ

右い

う

共と

も

眞さ

な

田だ

紐ひ

も

が

附つ

い

て

肩か

た

に

懸か

け

て

あ

る

。
此こ

の

防ば

う

寒か

ん

服ぷ

く

は

一

式し

き

で

、
三

貫
く
わ
ん

目め

餘よ

も

あ

る

。
嚴げ

ん

寒か

ん

の

冬

季

と

う

き

に

は

必

要

ひ

つ

え

う

で

あ

る

に

相

違

そ

う

ゐ

な

い

。 

 

尙な

ほ

第だ

い

二

次じ

計け

い

畫
く
わ
く

の

折を

り

和わ

漢か

ん

洋や

う

防ば

う

寒か

ん

服ふ

く

と

稱
し
よ
う

し

て

、
新

あ
ら
た

に

黑く

ろ

綾あ

や

羅ら

紗し

や

を

表
お
も
て

と

し

、
裏う

ら

に

は

ネ

ル

を

用も

ち

ゐ

、
中な

か

に

眞ま

綿わ

た

を

入い

れ

た

支

那

し

な

服ふ

く

仕

立

し

た

て

の

も

の

を

作つ

く

つ

て

、
着

用

ち
や
く
よ
う

し

て

見み

た

が

、
餘あ

ま

り

効

果

か

う

く

わ

は

な

か

つ

た

。 

兎と

に

角か

く

極

地

き

よ

く

ち

の

寒さ

む

さ

は

、

眞ま

綿わ

た

な

ど

で

は

迚と

て

も

凌し

の

げ

る

も

の

で

な

い

。 

序
つ
ひ
で

に

寢

囊

し

ん

の

う

の

事こ

と

に

就つ

い

て

、
一

言ご

ん

す

る

。
是こ

れ

も

防ぼ

う

寒か

ん

服ふ

く

同ど

う

様や

う

犬い

ぬ

皮か

は

製せ

い

で

あ

る

が

、
皮か

は

は

内

部

な

い

ぶ

の

み

で

、

毛け

を

中な

か

へ

這

入

は

い

る

人

間

に

ん

げ

ん

の

身

體

か

ら

だ

に

當あ

た

る

や

う

に

爲な

し

、

外そ

と

に

は

茶

褐

色

ち
や
か
つ
し
よ
く

の

洋

服

地

よ

う

ふ

く

ぢ

を

用も

ち

ゐ

て

作つ

く

る

。

長な

が

さ

は

七

尺
し
や
く

幅は

ゞ

四

尺
し
や
く

で

、

足あ

し

の

方は

う

は

幾

分

い

く

ぶ

ん

か

細

目

ほ

そ

め

の

袋
ふ
く
ろ

と

す

る

。

携

帶

け

い

た

い

の

折を

り

は

、
ク

ル

〱

捲ま

き

て

附

属

ふ

ぞ

く

の

紐ひ

も

で

、
縛し

ば

る

様や

う

に

出

來

で

き

て

居ゐ

る

の

で

、
非

常

ひ

じ

や

う

に

便

利

べ

ん

り

で

、

突

進

と

つ

し

ん

の

折を

り

な

ど

露

營

地

ろ

え

い

ち

に

至い

た

る

と

、

直

接

ち
よ
く
せ
つ

是こ

れ

を

氷

上

ひ
や
う
じ
や
う

に

展の

べ

て

寢ね

る

の

で

あ

る

が

、 

tasaka
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中な

か

々〱

暖
あ
た
ゝ

か

で

頗
す
こ
ぶ

る

具

合

ぐ

あ

ひ

が

宜よ

か

つ

た

。
無む

人じ

ん

境
き
や
う

雪せ

つ

中ち

う

行か

う

進し

ん

に

は

此

囊

こ
の
ふ
く
ろ

は

是ぜ

非ひ

共と

も

必ひ

つ

要え

う

な

も

の

で

あ

る

。 
白は

く

皚が

い

々〱

た

る

氷

野

ひ

や

う

や

に

上

陸

じ
や
う
り
く

し

て

、
第だ

い

一

着
ち
や
く

に

冐お

か

さ

れ

易や

す

き

も

の

は

、
雪ゆ

き

の

反

射

は

ん

し

や

よ

り

來き

た

る

雪せ

つ

盲ま

う

病
び
や
う

で

あ

る

。
初は

じ

め

此こ

の

病
び
や
う

氣き

を

防ふ

せ

ぐ

爲た

め

に

、
二

種し

ゆ

の

雪ゆ

き

眼め

鏡が

ね

を

携

帶

け

い

た

い

し

た

が

、
二

つ

な

が

ら

具

合

ぐ

あ

ひ

が

惡わ

る

く

、
鯨

灣

ホ
エ
ー
ル
ベ
ー

上
じ
や
う

陸り

く

當た

う

時じ

既す

で

に

三

四

名め

い

の

患

者

か

ん

じ

や

を

出い

だ

し

た

の

は

誠
ま
こ
と

に

殘ざ

ん

念ね

ん

で

あ

つ

た

。 

 

其そ

の

眼め

鏡が

ね

と

云い

ふ

の

は

一

個こ

は

、
潜せ

ん

水す

ゐ

用よ

う

眼め

鏡が

ね

の

如ご

と

き

も

の

で

、
黑こ

く

色
し
よ
く

レ

ン

ズ

の

周

圍

し

う

ゐ

に

は

皮か

は

を

縫ぬ

ひ

附つ

け

眼め

の

緣ふ

ち

に

密

着

み
つ
ち
や
く

す

る

様や

う

に

出

來

で

き

て

居ゐ

る

の

だ

、

過

激

く

わ

げ

き

の

勞

働

ら

う

ど

う

に

從じ

う

事じ

す

る

折を

り

な

ど

、
眼

緣

め

ぶ

ち

よ

り

發は

つ

す

る

溫

氣

を

ん

き

は

、
レ

ン

ズ

に

當あ

た

り

て

氷

結

ひ
や
う
け
つ

す

る

の

で

、

直
た
ゞ
ち

に

透

明

と

う

め

い

を

缺か

き

永な

が

く

、

使

用

し

よ

う

に

堪た

へ

な

い

。

他た

の

一

個こ

は

黑

絽

く

ろ

ゝ

の

布ぬ

の

で

眼め

隠か

く

し

す

る

、

と

云い

ふ

至し

極ご

く

簡か

ん

便べ

ん

の

も

の

で

如

何

い

か

に

も

、
汗あ

せ

の

氷

結

ひ
や
う
け
つ

す

る

恐お

そ

れ

は

な

い

が

、
吹

雪

ふ

ゞ

き

の

折を

り

な

ど

布

目

ぬ

の

め

よ

り

、
雪

片

せ

つ

ぺ

ん

が

飛と

び

込こ

ん

で

眼め

を

刺さ

し

堪た

へ

難が

た

い

苦

痛

く

つ

う

を

與あ

た

へ

た

。
斯か

ゝ

る

始

末

し

ま

つ

で

此こ

の

眼が

ん

鏡
き
や
う

に

就つ

い

て

は

、
何い

づ

れ

も
辛か

ら

い
經
驗

け
い
け
ん

を
甞な

め
た
結
果

け
つ
く
わ

、
茲こ

ゝ

に
理り

想さ
う

的て
き

の
物も

の

を
考
案

か
う
あ
ん

す
る
に
至い

た

つ
た
。
そ
れ
は
約や

く

幅は
ゞ

一
寸す

ん

五
分ぶ

位
く
ら
ゐ

で
、 

tasaka
ノート
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兩
り
や
う

眼が

ん

を

覆お

ほ

ふ

べ

き

長な

が

さ

の

皮か

は

に

、
眼

球

が

ん

き

う

の

當あ

た

る

處
と
こ
ろ

を

切き

り

抜ぬ

き

、
其そ

の

左さ

右い

う

に

適て

き

宜ぎ

切き

り

口く

ち

を

付つ

け

て

、
是こ

れ

に

所

要

し

よ

え

う

の

硝

子

が

ら

す

を

嵌は

め

込こ

み

て

、
使

用

し

よ

う

す

る

の

で

あ

る

。
之こ

れ

な

ら

ば

汗あ

せ

の

硝

子

が

ら

す

に

氷

結

ひ
や
う
け
つ

す

る

事こ

と

は

な

く

、
又ま

た

同

色

ど
う
し
よ
く

の

眼め

鏡が

ね

は

、
視し

力
り
よ
く

を

非ひ

常
じ
や
う

に

疲ひ

勞ら

う

さ

す

も

の

で

、
二

三

日に

ち

に

一

回
く
わ
い

位
ぐ
ら
ゐ

づ

ゝ

異こ

と

な

り

た

る

色い

ろ

硝が

ら

子す

と

交

換

か
う
く
わ
ん

せ

ね

ば

な

ら

ぬ

が

、
そ

れ

も

此こ

の

眼め

鏡が

ね

な

ら

ば

出

來

で

き

至

極

し

ご

く

實じ

つ

用よ

う

的て

き

の

も

の

で

あ

る

。 

 

氷
ひ
や
う

上
じ
や
う

用よ

う

の

靴く

つ

と

し

て

は

、
陸り

く

軍ゞ

ん

よ

り

試

驗

し

け

ん

の

爲た

め

寄

贈

き

ぞ

う

せ

ら

れ

た

、
絨じ

う

靴く

つ

を

澤た

く

山さ

ん

携け

い

帶た

い

し

た

が

、

之こ

れ

は

騎

兵

き

へ

い

の

乘
じ
よ
う

馬ば

用よ

う

の

も

の

で

あ

る

か

ら

、

單た

ん

に

防

寒

ぼ

う

か

ん

の

効か

う

力
り
よ
く

は

あ

る

に

し

て

も

、

氷
ひ
よ
う

上
じ
や
う

歩ほ

行か

う

の

際さ

い

に

用も

ち

ゆ

る

に

は

適

當

て

き

た

う

と

は

云い

ひ

得え

ら

れ

な

い

。 

 

彼か

の

鯨

灣

ホ
エ
ー
ル
ベ
イ

に

於お

い

て

活

動

く
わ
つ
ど
う

せ

る

際さ

い

な

ど

、
初は

じ

め

は

絨じ

う

靴く

つ

に

鐵て

つ

カ

ン

ヂ

キ

を

結む

す

び

付つ

け

て

使

用

し

よ

う

し

て

見み

た

が

、

餘あ

ま

り

重お

も

い

の

で

暫

時

ざ

ん

じ

の

後の

ち

、

一

様や

う

に

之こ

れ

を

捨す

て

ヽ

藁わ

ら

靴ぐ

つ

を

用も

ち

ゐ

た

。

木

綿

も

め

ん

と

毛

織

け

を

り

の

靴

下

く

つ

し

た

三

枚ま

い

に

藁わ

ら

靴ぐ

つ

で

あ

る

か

ら

至し

極ご

く

輕か

ろ

く

、

暇た

と

令ひ

内な

い

部ぶ

に

濕し

つ

氣き

が

入は

い

つ

て

も

勞ら

う

働ど

う

の

お

陰か

げ

で

更さ

ら

に

寒さ

む

さ

を

感か

ん

ぜ

な

か

つ

た

。 

 

加
し
か
の
み

㆑

之
な
ら
す

此こ

の

藁わ

ら

靴ぐ

つ

は

氷
ひ
や
う

堤て

い

に

於お

け

る

荷に

物も

つ

運う

ん

搬ぱ

ん

の

折を

り

な

ど

、
胸む

ね

突つ

き

の

雪

坂

ゆ

き

さ

か

を

登の

ぼ

る

に

少す

こ

し

も

滑す

べ

ら

な

い

の

で

、

カ

ン

ヂ

キ

の

必

要

ひ

つ

え

う

も

無な

く

、

頗
す
こ
ぶ

る

便

利

べ

ん

り

で

あ

つ

た

。

が

材ざ

い

料れ

う

が

材ざ

い

料れ

う 

tasaka
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で

あ

る

か

ら

、

永

持

な

が

も

ち

せ

ず

一

日に

ち

一

足そ

く

乃

至

な

い

し

二

足そ

く

位
ゝ
ら
い

穿は

き

切き

る

の

で

之こ

れ

に

は

大
お
ほ
ひ

に

閉

口

へ

い

こ

う

し

た

。 

 
此こ

の

藁わ

ら

靴ぐ

つ

の

特

色

と
く
し
よ
く

を

有い

う

し

、
然し

か

も

其そ

の

缺

點

け

つ

て

ん

を

補
お
ぎ
な

ひ

得う

る

の

は

、
ア

イ

ヌ

人じ

ん

の

海あ

ざ

豹ら

し

靴ぐ

つ

で

あ

つ

た

。

是こ

れ

は

海あ

ざ

豹ら

し

の

皮か

は

を

以も

つ

て

作つ

く

つ

た

長

靴

な

が

ぐ

つ

で

あ

る

が

、

第だ

い

一

濕

氣

し

つ

き

が

内

部

な

い

ぶ

に

透と

ほ

す

心

配

し

ん

ぱ

い

も

な

く

、

至し

極ご

く

輕か

ろ

く

し

て

雪ゆ

き

に

ぬ

か

り

も

せ

ず

、

突と

つ

進し

ん

隊た

い

は

皆み

な

之こ

れ

を

用も

ち

ゐ

て

充じ

う

分ぶ

ん

其そ

の

効か

う

果く

わ

を

認み

と

め

た

の

で

あ

る

。 
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第
六
章 

樺
太
犬
及
橇
の
研
究 

當た

う

初し

よ

第だ

い

一

次じ

計け

い

畫
く
わ
く

に

於お

い

て

、
探た

ん

檢け

ん

隊た

い

が

本ほ

ん

邦ぱ

う

を

出
し
ゆ
つ

發ぱ

つ

す

る

際さ

い

に

は

三

十

頭と

う

の
樺か

ら

太ふ

と

犬い

ぬ

を

手て

に

入い

れ

、

開か

い

南な

ん

丸ま

る

に

乘の

せ

て

南

征

な

ん

せ

い

の

途と

に

就つ

い

た

。

而し

か

し

て

其そ

の

犬い

ぬ

小ご

屋や

と

云い

ふ

べ

き

も

の

も

、
二

〇

四

噸ト

ン

の

同ど

う

船せ

ん

の

事こ

と

で

あ

る

か

ら

、
中な

か

々〱

充じ

う

分ぶ

ん

の

容よ

う

積せ

き

が

取と

れ

な

い

。
僅わ

づ

か

幅は

ゞ

六

尺
し
や
く

高た

か

さ

五

尺
し
や
く

奥

行

お

く

ゆ

き

四

尺
し
や
く

の

箱は

こ

を

作つ

く

り

、
上

下

じ

や

う

か

二

段だ

ん

に

都つ

合ご

ふ

八

區く

劃
く
わ
く

を

設ま

う

け
、
是こ

れ

に

收し

う

容よ

う

し

た

の

で

あ

る

か

ら

、
内な

い

地ち

産さ

ん

よ

り

餘よ

程ほ

ど

大お

ほ

抦が

ら

の

樺か

ら

太ふ

と

犬い

ぬ

に

は

、
餘あ

ま

り

に

狭
き
よ
う

猛あ

い

で

あ

つ

た

の

だ

、
而し

か

も

晝あ

さ

朝ひ

る

晩ば

ん

の

食
し
よ
く

事じ

時ど

き

の

外ほ

か

は

絶た

え

て

甲か

ん

板ぱ

ん

に

出い

だ

さ

な

か

つ

た

の

で

、

其そ

の

窮き

う

屈く

つ

さ

加か

減げ

ん

は

畜ち

く

性
し
や
う

と

は

云い

へ

又ま

た

同ど

う

情
じ
や
う

に

堪た

へ

ん

も

の

で

あ

つ

た

。
斯か

く

し

て
愈

々

い

よ

〱

赤せ

き

道だ

う

直
ち
よ
く

下か

に

差さ

し

掛か

ゝ

る

や

、
焼や

く

が

如ご

と

き

炎え

ん

熱ね

つ

は

、
寒

氣

か

ん

き

に

馴な

れ

た

る

彼

等

か

れ

ら

に

、
一

層そ

う

の

苦く

痛つ

う

を

與あ

た

へ

し

も

の

ゝ

如ご

と

く

、
其そ

の

運う

ん

動ど

う

不ふ

充じ

う

分ぶ

ん

な

る

と

共と

も

に

、

大
お
ほ
ひ

に

元げ

ん

氣き

衰
お
ど
ろ

へ

た

。
南な

ん

緯ゐ

に

入い

る

頃こ

ろ

よ

り

、

一

頭と

う

斃た

を

れ

二

頭と

う

斃た

を

れ

ロ

ッ

ス

海か

い

に

到い

た

る

折を

り

は

無む

殘ざ

ん

に

も

一

頭と

う

を

殘の

こ

し

て

、

全ぜ

ん

部ぶ

斃へ

い

死し

し

た

の

で

あ

る

。 
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其そ

の

經け

い

過く

わ

の

模も

様や

う

は

最さ

い

初し

よ

食
し
よ
く

欲よ

く

が

減げ

ん

ず

る

と

同ど

う

時じ

に

脚

氣

か

つ

け

か

レ

ウ

マ

チ

ス

の

様や

う

に

、
足

部

そ

く

ぶ

に

異ゐ

狀
じ
や
う

を

呈て

い

し

て

來く

る

。
軈や

が

て

全
ま
つ
た

く

歩ほ

行か

う

が

出

來

で

き

な

く

な

る

や

、
癲て

ん

癇か

ん

の

如ご

と

く

口く

ち

か

ら

泡あ

わ

を

吹ふ

い

て

は

身

體

か

ら

だ

を

悶も

だ

え

て

苦く

る

し

む

が

、
此こ

の

泡あ

わ

を

吹ふ

き

初は

じ

め

た

が

最

後

さ

い

ご

、
最

早

も

は

や

一

時じ

間か

ん

も

保た

も

た

ず

し

て

絶ぜ

つ

息そ

く

す

る

の

で

あ

る

が

、

種し

ゅ

々〲

手て

を

盡つ

く

し

藥や

く

品ひ

ん

な

ど

與あ

た

へ

て

も

更さ

ら

に

甲

斐

か

ひ

な

く

、

多お

ほ

い

時と

き

に

は

三

四

頭と

う

も

一

時じ

に

、

水

葬

す

ゐ

さ

う

し

た

事こ

と

が

あ

つ

た

。 

 

斯か

ゝ

る

始し

末ま

つ

で

輓ひ

き

犬い

ぬ

も

全ぜ

ん

滅め

つ

し

た

の

で

、

再さ

い

擧き

よ

に

際さ

い

し

て

は

更さ

ら

に

三

十

頭と

う

を

樺か

ら

太ふ

と

よ

り

取と

り

寄よ

す

る

事こ

と

と

な

つ

た

。
で

今こ

ん

回
く
わ
い

は

增ぞ

う

派は

學が

く

術
じ
ゆ
つ

部ぶ

員ゐ

ん

と

共と

も

に

、
ア

イ

ヌ

橋は

し

村む

ら

彌や

八

附つ

き

添そ

ひ

の

上う

へ

、
シ

ド

ニ

ー

迄ま

で

熊く

ま

野の

丸ま

る

で

到た

う

着
ち
や
く

し

、
更さ

ら

に

開か

い

南な

ん

丸ま

る

に

收し

う

容よ

う

せ

ら

れ

て

、
極

き
よ
く

地ち

に

向む

か

つ

た

が

、
今こ

ん

度ど

は

全ぜ

ん

部ぶ

無ぶ

事じ

極
き
ょ
く

地ち

へ

上
じ
ょ
う

陸り

く

し

、
非ひ

常
じ
ょ
う

の

効か

う

力
り
ょ
く

が

あ

つ

た

。
第だ

い

一

次じ

の

犬い

ぬ

は

三

十

頭と

う

共と

も

殆
ほ
と
ん

ど

全ぜ

ん

部ぶ

死し

滅め

つ

し

、
第だ

い

二

次じ

の

犬い

ぬ

は

殆
ほ
と
ん

ど

全ぜ

ん

部ぶ

無ぶ

事じ

で

あ

つ

た

。
原げ

ん

因ゐ

ん

は

何い

づ

れ

に

基
も
と
づ

く

か

と

云い

ふ

に

、
後こ

う

援ゑ

ん

會
く
わ
い

で

は

第だ

い

一

次じ

の

失し

つ

敗ぱ

い

に

鑑
か
ん
が

み

第だ

い

二

次じ

の

折を

り

に

は

犬い

ぬ

が

横よ

こ

濱は

こ

へ

到た

う

着
ち
ゃ
く

す

る

や

直
た
ゞ
ち

に

獸じ

う

醫い

に

診し

ん

察さ

つ

し

て

貰も

ら

ひ

、
又ま

た

其そ

の

糞ふ

ん

便べ

ん

を

農の

う

科く

わ

大だ

い

學が

く

に

送お

く

つ

て

檢け

ん

査さ

し

て

貰も

ら

つ

た

所
と
こ
ろ

、
此こ

の

糞ふ

ん

に

は

縧で

う

蟲ち

う

が

居ゐ

る

。
前ぜ

ん

回
く
わ
い

の

死し

歿ぼ

つ

も

恐お

そ

ら

く
縧で

う

蟲ち

う
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に

基
も
と
づ

く

で

あ

ら

う

。
之こ

れ

を

驅く

除じ

よ

し

な

く

て

は

な

ら

ぬ

と

云い

ふ

て

藥
く
す
り

を

與あ

た

へ

ら

れ

た

。
船せ

ん

中ち

う

に

於お

い

て

も

時と

き

々〱

注ち

う

意い

し

て

此こ

の

藥
く
す
り

を

與あ

た

へ

た

と

云い

ふ

事こ

と

は

恐お

そ

ら

く

歿ぼ

つ

死し

を

免
ま
ぬ
が

れ

た

原げ

ん

因ゐ

ん

の

主し

ゆ

な

る

も

の

で

あ

ら

う

。 

 

一

體た

い

樺か

ら

太ふ

と

犬い

ぬ

は

多た

種し

ゆ

の

輓ひ

き

犬い

ぬ

中ち

う

尤
も
つ
と

も

牽け

ん

引い

ん

力
り
よ
く

多お

ほ

く

性せ

い

質ひ

つ

又ま

た

溫を

ん

順
じ
ゆ
ん

で

能よ

く

人ひ

と

に

馴な

れ

る

の

で

、
今こ

ん

回
く
わ
い

の

探た

ん

檢け

ん

に

も

、
非ひ

常
じ
や
う

に

役や

く

に

立た

つ

た

。
此こ

の

犬い

ぬ

が

橇そ

り

を

引ひ

く

に

は

橇そ

り

の

先せ

ん

端た

ん

へ

海あ

ざ

豹ら

し

の

皮か

は

で

造つ

く

つ

た

丈
ぢ
や
う

夫ぶ

な

引ひ

き

索づ

な

を

結む

す

び

付つ

け

其そ

の

先さ

き

に

先せ

ん

頭と

う

犬う

ぬ

を

繼つ

な

き

他た

は

優い

う

等と

う

の

犬い

ぬ

よ

り

順
じ
ゆ
ん

次じ

索つ

な

の

左さ

右い

う

へ

千ち

鳥ど

り

形が

た

に

配は

い

置ち

す

る

の

で

あ

る

。
所

と
こ
ろ

が

此こ

の

先せ

ん

頭と

う

犬い

ぬ

は

最
も
つ
と

も

撰せ

ん

擇た

く

を

要え

う

す

る

の

で

其そ

の

一

擧き

よ

一

動ど

う

は

實じ

つ

に

一

隊た

い

の

安あ

ん

危き

に

係か

ゝ

は

る

。
で

餘よ

程ほ

ど

怜れ

い

悧り

に

し

て

溫お

ん

順
じ
ゆ
ん

而し

か

も

勤き

ん

勉べ

ん

で

衆し

う

犬け

ん

の

模も

範は

ん

と

な

る

資し

格か

く

を

備そ

な

へ

た

者も

の

を

撰え

ら

ば

な

く

て

は

な

ら

ぬ

。
偖さ

て

其そ

の

進し

ん

行か

う

の

模も

樣や

う

は

如い

何か

ん

と

云い

ふ

に

、
先ま

づ

馭ぎ

よ

者し

や

が

板い

た

カ

ン

ヂ

キ

を

穿は

き

て

橇そ

り

の

先せ

ん

端た

ん

に

打う

ち

跨
ま
た
が

り

、
ト

オ

〱
（

引ひ

く

引ひ

く

）
の

號が

う

令れ

い

を

下く

だ

す

時と

き

は

先せ

ん

頭と

う

犬い

ぬ

は

第だ

い

一

番ば

ん

に

身み

を

躍お

ど

ら

し

て

引ひ

き

出い

だ

し

、

以

下

い

か

の

犬い

ぬ

亦ま

た

是こ

れ

に

做な

ら

ふ

て

飛と

び

出い

だ

す

。

右み

ぎ

に

曲ま

が

る

に

も

左
ひ
だ
り

に

析を

れ

る

に

も

一

に

馭ぎ

よ

者し

や

の

號が

う

令れ

い

に

從
し
た
が

ふ

て

進す

ゝ

む

の

で

あ

る

。 

tasaka
ノート
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其そ

の

運う

ん

搬ぱ

ん

力
り
よ
く

は

如い

何か

程ほ

ど

あ

る

ぞ

と

云い

へ

ば

、

先ま

づ

左さ

に

突と

つ

進し

ん

隊た

い

が

携け

い

帶た

い

の

物ぶ

つ

品ぴ

ん

及
お
よ
び

目め

方か

た

を

示し

め

し

て

見み

や

う

。 

突と

つ

進し

ん

隊た

い

携け

い

帶た

い

品ひ

ん 

被ひ

服ふ

く 防ば

う

寒か

ん

服ふ

く

（

表へ

う

裏り

犬い

ぬ

毛け

皮が

は

製せ

い

、

製せ

い

頭づ

巾き

ん

手て

袋
ぶ
く
ろ

付つ

き

）

五

着
ち
や
く 

 

一

六

貫

三

七

五

匁 

防ば

う

寒か

ん

外
ぐ
わ
い

套と

う

（

カ

ー

キ

絨じ

ゆ

毛ま

う

製せ

い

頭づ

巾き

ん

手て

袋
ぶ
く
ろ

付つ

き

）

五

着
ち
や
く 

 
 
 

三

貫

二

〇

〇

匁 

寢し

ん

嚢の

う

（

表へ

り

裏り

犬い

ぬ

毛け

皮が

は

製せ

い

） 
 

 
 

 
 

 

三

着
ち
や
く 

 
 
 

六

貫

三

〇

〇

匁 

防ば

う

寒か

ん

服ふ

く

（

眞ま

綿わ

た

製せ

い

、

頭づ

巾き

ん

手て

袋
ぶ
く
ろ

付つ

き

） 
 

 

一

着
ち
や
く 

 
 
 
 
 
 
 

八

七

二

匁 

換か

へ

襦じ

ゆ

袢ば

ん 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

二

十

着
ち
や
く 

 
 
 

四

貫

四

〇

〇

匁 

換か

へ

手て

袋
ぶ
く
ろ(

茶ち

や

毛け

糸い

と

メ

リ

ヤ

ス

） 
 

 
 

 

十

五

着
ち
や
く 

 
 
 
 
 
 
 
 

四

〇

五

匁 

耳み

ゝ

覆お

ひ

（

鼠
ね
ず
み

皮

製

か

は

せ

い

） 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

五

組く

み 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一

五

匁 

黑こ

く

色
し
よ
く

目め

鏡が

ね

（

豫よ

備び

） 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

三

個こ 

鞭く

つ

下し

た

（

茶ち

や

メ

リ

ヤ

ス

） 
 

 
 

 
 

 

二

十

五

足そ

く 
 
 
 
 
 
 

七

五

〇

匁 

金カ

ン

樏ジ

キ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 

十

組く

み 
 
 
 
 
 
 
 

六

〇

〇

匁

tasaka
ノート
３９８頁　南極記犬の運搬力
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絨じ

う

毛も

う

製

靴

せ

い

く

つ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

八

足そ

く 

二

貫

七

二

〇

匁 

毛も

う

布ふ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一

枚ま

い 
 
 
 
 

三

五

〇

匁 
天て

ん

幕ま

く

（

三

人

住

） 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一

折お

り 

三

貫

三

二

〇

匁 
キ

ャ

ン

パ

ス

（

一

間=

二

間 

一

間 

四

方

） 
 

各

一

枚ま

い 
 

一

貫

八

六

〇

匁 

犬い

ぬ

靴ぐ

つ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

百

足そ

く 
 
 
 
 

六

〇

〇

匁 

食
し
よ
く

物も

つ 

重ぢ

う

焼せ

う

パ

ン 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

百

五

十

食
し
よ
く 

ビ

ス

ケ

ッ

ト

（

ミ

ズ

ホ

） 
 

 
 

 
 

 
 

五

十

斤き

ん 

同 
 
 
 
 
 
 
 

（

ホ

マ

レ

） 
 

 
 

 
 

 

二

十

五

斤き

ん 

副ふ

く

食
し
よ
く

品も

つ 

牛ぎ

う

肉に

く

大や

ま

和と

煑に 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

二

百

罐
く
わ
ん 

鶏

肉

け

い

に

く 
 
 
 
 
 

（

磅
ポ
ン
ド

入い

れ

） 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

五

罐
く
わ
ん 

魚う

を

煎せ

ん

餅べ

い 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

五

磅
ポ
ン
ド 

螺さ

ゞ

蠑え 
 
 
 
 
 

（

磅
ポ
ン
ド

入い

れ

） 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

五

罐
く
わ
ん
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小こ 

鮎あ

い 
 

 

（

磅
ポ
ン
ド

入い

れ

） 
 

 
 

 
 

 
 

 

五

罐
く
わ
ん 

鮑
あ
わ
び 

 
 

 
 

（

磅
ポ
ン
ド

入い

れ

） 
 

 
 

 
 

 
 

 

十

罐
く
わ
ん 

鯛た

い

味

噌

み

そ 
 

 

（

磅
ポ
ン
ド

入い

れ

） 
 

 
 

 
 

 
 

 

十

罐
く
わ
ん 

海え 

老び 
 

 

（

磅
ポ
ン
ド

入い

れ

） 
 

 
 

 
 

 
 

 

三

罐
く
わ
ん 

鯛た

い

デ

ン

ブ 
 

（

半は

ん

磅
ポ
ン
ド

入い

れ

） 
 

 
 

 
 

 
 

三

罐
く
わ
ん 

燻ハ 

豚ム 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

二

個こ 

牛ぎ

う

酪ら

く 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

三

磅
ポ
ン
ド 

乾ほ

し

海の

苔り 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一

磅
ポ
ン
ド 

松ま

つ 

茸だ

け 
 

 

（

磅
ポ
ン
ド

入い

れ

） 
 

 
 

 
 

 
 

 

六

磅
ポ
ン
ド 

シ

メ

ジ 
 

 

（

磅
ポ
ン
ド

入い

れ

） 
 

 
 

 
 

 
 

 

六

磅
ポ
ン
ド 

ト

ロ

ロ

昆こ

ん

布ぶ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一

斤き

ん 

ミ

ル

ク 
 

 

（

磅
ポ
ン
ド

入い

れ

） 
 

 
 

 
 

 
 

 

二

十

磅
ポ
ン
ド 

お

多た

福ふ

く

豆め 
 

（

磅
ポ
ン
ド

入い

れ

） 
 

 
 

 
 

 
 

 

五

罐か

ん 

コ

ン

ペ

イ

糖と

う 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

五

百

匁
も
ん
め 
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角か

く

砂ざ

糖と

う 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

五

百

匁
も
ん
め 

焼や

き 

鹽し

ほ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

二

磅
ポ
ン
ド 

胡こ 

椒
し
よ
う(

唐)
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

四

十

匁
も
ん
め 

パ

イ

ン

ア

ッ

プ

ル 
 

 
 

 
 

 
 

 

十

罐
く
わ
ん 

金き

ん 

柑か

ん 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

三

罐
く
わ
ん 

茶ち

や 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

廿

匁
も
ん
め 

味あ

じ

の

元も

と 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一

瓶び

ん 

醤
し
よ
う 

油ゆ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一

磅
ポ
ン
ド 

犬い

ぬ

食
し
よ
く

物も

つ

、

鰊
に
し
ん 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

四

俵へ

う 

四

〇

貫

〇

〇

〇

匁 

石せ

き

油ゆ

コ

ン

ロ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

壹

個こ 

二

〇

〇

匁 

鍋な

べ

（

瀬せ

戸と

引ひ

き

一

升
し
や
う

入い

れ

蓋ふ

た

付つ

き

） 
 

 
 
 
 

一

個こ 

一

二

〇

匁 

マ

ッ

チ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
二

十

個こ 

衞ゑ

い

生せ

い

材ざ

い

料れ

う 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

三

個こ 

三

六

〇

匁 

寫し

や

眞し

ん

材ざ

い

料れ

う 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

一

貫

八

一

〇

匁 
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石せ

き 

油ゆ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一

罐
く
わ
ん 

四

貫

〇

〇

〇

匁 

竹た

け 

竿さ

を 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

十

本ほ

ん 

一

貫

一

〇

〇

匁 
目も

く

標
ひ
や
う

旗き

（

金

属

製

） 
 

 
 

 

十

枚ま

い 

八

〇

〇

匁 
輓ひ

き

犬い

ぬ

係
が
ゝ
り

、

山や

ま

邊べ

安や

す

之の

助す

け

體た

い

重ぢ

う

（

被ひ

服ふ

く

共と

も

）

廿

一

貫
く
わ
ん 

輓ひ

き

犬い

ぬ

係
が
ゝ
り

、

花は

な

守も

り

信し

ん

吉き

ち

體た

い

重ぢ

う

（

被ひ

服ふ

く

共と

も

） 

十

九

貫
く
わ
ん 

外そ

と

に

學が

く

術
じ
ゆ
つ

器き

械か

い 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

四

貫
く
わ
ん 

被ひ

服ふ

く

計け

い 
 

四

十

二

貫
く
わ
ん

七

百

七

十

七

匁
も
ん
め 

食
し
よ
く

物も

つ

計け

い 
 

二

十

七

貫
く
わ
ん 

副ふ

く

食
し
よ
く

物も

つ

計け

い 

三

十

七

貫
く
わ
ん

八

百

二

十

匁
も
ん
め 

犬い

ぬ

食
し
よ
く

物も

つ

以

下

い

か

學が

く

術
じ
ゆ
つ

器き

械か

い

迄ま

で

計け

い

九

十

二

貫
く
わ
ん

三

百

九

十

匁
も
ん
め 

總そ

う

重ぢ

う

量
り
や
う 

壹

百

九

十

九

貫
く
わ
ん

九

百

八

十

七

匁
も
ん
め 

犬い

ぬ

一

頭と

う

の

負

擔

ふ

た

ん

量
り
や
う

七

貫
く
わ
ん

百

四

十

二

匁
も
ん
め

強
き
や
う 

此こ

の

表へ

う

に

據よ

れ

ば

總そ

う

重ぢ

う

量
り
や
う

は

壹

百

九

十

九

貫
く
わ
ん

九

百

八

十

七

匁
も
ん
め

で

之こ

れ

を

實じ

つ

際さ

い

運う

ん

搬ぱ

ん

に

使し

用よ

う

し

得え

た

輓ひ

き

犬い

ぬ

二

十

八

頭と

う

に

割

當

わ

り

あ

つ

る

と

、

一

頭と

う

の

運は

こ

ぶ

べ

き

重ぢ

う

量り
や
う

七

貫く
わ
ん

百

四 

tasaka
ノート
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十

貳

匁
も
ん
め

強
き
や
う

と

爲な

る

。
探た

ん

檢け

ん

本ほ

ん

隊た

い

は

二

臺だ

い

の

橇そ

り

を

用も

ち

ゐ

一

臺だ

い

に

十

四

頭と

う

宛づ

ゝ

犬い

ぬ

を

使し

用よ

う

し

た

が

前ま

へ

の

橇そ

り

を

牽ひ

く

十

四

頭と

う

は

能よ

く

是こ

れ

等ら

の

重ぢ

う

量
り
や
う

を

積つ

ん

で

、
駈か

け

出だ

し

た

が

、
後あ

と

の

橇そ

り

を

牽ひ

く

十

四

頭と

う

は

之こ

れ

に

堪た

へ

な

い

。
屢

々

し

ば

〱

顚

覆

て

ん

ぷ

く

す

る

。
そ

こ

で

副ふ

く

食
し
よ
く

物も

つ

五

貫
く
わ
ん

五

百

匁
も
ん
め

と

犬い

ぬ

の

糧
り
や
う

食
し
よ
く

十

貫
く
わ
ん

目め

程ほ

ど

を

減げ

ん

じ

漸
や
う
や

く

に

走は

し

り

出だ

す

や

う

に

爲な

つ

た

。

即
す
な
は

ち

前せ

ん

橇そ

り

の

犬い

ぬ

の

牽け

ん

引い

ん

力
り
よ
く

は

一

頭と

う

七

貫
く
わ
ん

百

四

十

二

匁
も
ん
め

だ

が

後あ

と

橇そ

り

の

牽け

ん

引い

ん

力
り
よ
く

は

一

頭と

う

六

貫
く
わ
ん

卅

五

匁
も
ん
め

で

あ

る

。

所
と
こ
ろ

が

久ひ

さ

し

く

船せ

ん

中ち

う

に

あ

つ

て

疲つ

か

れ

て

居ゐ

る

爲た

め

か

犬い

ぬ

の

疲ひ

勞ら

う

が

甚
は
な
は

だ

し

い

。

漸
や
う
や

く

最さ

い

初し

よ 

の

日ひ

は

三

里り

十

八

丁
ち
や
う

を

進す

ゝ

ん

だ

に

過す

ぎ

ぬ

。
次つ

ぎ

の

日ひ

は

如

何

い

か

ん

と

云い

ふ

に

是こ

れ

又ま

た

三

里り

二

十

丁
ち
や
う

を

進す

ゝ

ん

だ

の

み

で

あ

る

。
そ

こ

で

到た

う

底て

い

荷に

物も

つ

の

大だ

い

削さ

く

減げ

ん

を

行
お
こ
な

は

ざ

る

べ

か

ら

ず

と

決け

つ

心し

ん

し

、
前ぜ

ん

日じ

つ

の

削さ

く

減げ

ん

の

外ほ

か

、
更さ

ら

に

五

十

四

貫
く
わ
ん

二

百

七

十

匁
も
ん
め

を

減げ

ん

じ

た

。
最さ

い

初し

よ

の

重ぢ

う

量
り
や
う

百

九

十

九

貫
く
わ
ん

九

百

八

十

七

匁
も
ん
め

か

ら

引ひ

く

と

百

三

十

貫
く
わ
ん

二

百

十

七

匁
も
ん
め

で

あ

る

。
輓ひ

き

犬い

ぬ

一

頭と

う

の

運う

ん

搬ぱ

ん

す

べ

き

目め

方か

た

は

四

貫
く
わ
ん

六

百

五

十

匁
も
ん
め

と

爲な

る

。
そ

こ

で

、
此こ

の

削さ

く

減げ

ん

を

行
お
こ
な

ひ

置お

き

て

隊た

い

長
ち
や
う

、
武た

け

田だ

、
三み

井ゐ

所し

よ

の

三

氏し

は

屢

々

し

ば

〱

橇そ

り

に

乘の

る

事こ

と

と

し

た

。
其そ

の

目め

方か

た

は

左さ

の

如ご

と

く

で

あ

る

。 白し

ら

瀬せ

隊た

い

長
ち
や
う 

被ひ

服ふ

く

共と

も 

廿

一

貫
く
わ
ん 
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武た

け

田だ

學が

く

術
じ
ゆ
つ

部ぶ

長
ち
や
う 

 

被ひ

服ふ

く

共と

も 

二

十

貫
く
わ
ん 

三み

井ゐ

所し

よ

衞ゑ

い

生せ

い

部ぶ

長
ち
や
う 

被ひ

服ふ

く

共と

も 

十

八

貫
く
わ
ん 

合が

ふ

計け

い 
 

 
 

五

十

九

貫
く
わ
ん 

之こ

れ

に

前さ

き

の

削さ

く

減げ

ん

後ご

荷に

持も

つ

の

總そ

う

目め

方か

た

を

加く

わ

ふ

れ

ば

壹

百

八

十

九

貫
く
わ
ん

貳

百

十

七

匁
も
ん
め

で

あ

る

。
輓ひ

き

犬い

ぬ

一

頭と

う

が

牽ひ

く

べ

き

目め

方か

た

は

結け

つ

局
き
よ
く

六

貫
く
わ
ん

七

百

五

十

七

匁
も
ん
め

と

爲な

る

の

で

あ

る

。
此か

く

の

如ご

と

く

爲な

し

て

か

ら

犬い

ぬ

の

牽け

ん

引い

ん

力
り
よ
く

は

大
お
ほ
ひ

に

增ぞ

う

加か

し

た

。
一

日に

ち

に

六

里り

十

二

町
ち
や
う

進す

ゝ

ん

だ

日ひ

も

あ

れ

ば

、
八

里り

三

十

町
ち
や
う

進す

ゝ

ん

だ

日ひ

も

あ

り

、
九

里り

十

八

町
ち
や
う

進す

ゝ

ん

だ

日ひ

も

あ

れ

ば

、
十

二

里り

進す

ゝ

ん

だ

日ひ

も

あ

る

、
最

も
つ
と

も

善よ

く

走は

し

つ

た

日ひ

に

は

二

十

三

里り

餘よ

走は

し

つ

た

日ひ

も

あ

る

の

で

あ

る

。

平へ

い

均き

ん

す

れ

ば

先ま

づ

日に

本ほ

ん

里り

程て

い

で

拾

壹

里り

廿

三

町
ち
や
う

に

な

る

の

で

あ

る

。 

進し

ん

行か

う

中ち

う

の

彼か

れ

等ら

の

食
し
よ
く

物も

つ

は

矢や

張は

り

鯡
に
し
ん

鱒ま

す

の

干ひ

物も

の

で

あ

る

が

船せ

ん

中ち

う

な

ど

で

は

食
し
よ
く

事じ

の

折を

り

は

必
か
な
ら

ず

三

、
四

合が

ふ

の

水み

づ

を

與あ

た

へ

て

居ゐ

た

。
氷

ひ
や
う

上
じ
や
う

で

は

勝か

つ

手て

に

雪ゆ

き

や

氷
こ
ほ
り

を

食く

つ

て

は

渇か

つ

を

醫い

し

て

居ゐ

た

。
尚お

ほ

犬い

ぬ

は

人ひ

と

や

馬う

ま

の

や

う

に

雪ゆ

き

の

反は

ん

射し

や

の

爲た

め

雪せ

つ

盲ま

う

症
し
や
う

に

罹か

ゝ

つ

て

失し

つ

明め

い

す

る

と

云い

ふ

事こ

と

が

な

く

、

又ま

た

寢ね

る

に

は

雪ゆ

き

の

上う

へ

に

丸ま

る

く

な

つ

て

寢ね

る

の

で

、 

tasaka
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體た

い

溫を

ん

で

次し

第だ

い

に

雪ゆ

き

が

融と

け

身か

ら

體だ

の

形
か
た
ち

に

窪く

ぼ

む

。
其そ

所こ

を

口く

ち

で

掘ほ

つ

て

穴あ

な

を

作つ

く

り

其そ

の

内う

ち

に

安あ

ん

眠み

ん

す

る

と

云い

ふ

始し

末ま

つ

で

寒か

ん

氣き

に

は

中な

か

々〱

強つ

よ

い

も

の

で

あ

る

。 
本ほ

ん

隊た

い

で

使し

用よ

う

し

た

橇そ

り

は

、
手て

橇ぞ

り

犬い

ぬ

橇そ

り

の

二

種し

ゆ

で

あ

る

。
手て

橇そ

り

と

云い

ふ

の

は

勿も

ち

論ろ

ん

人に

ん

間げ

ん

の

曳ひ

く

橇そ

り

で

あ

る

か

ら

最
も
つ
と

も

輕け

い

便べ

ん

に

出

來

で

き

て

居ゐ

る

。
此こ

の

橇そ

り

は

越ゑ

ち

後ご

で

作つ

く

ら

し

た

も

の

で

高た

か

さ

四

寸す

ん

幅は

ゝ

一

尺
し
や
く

五

寸す

ん

、
長な

が

さ

四

尺
し
や
く

、
之こ

れ

に

五

尺
し
や
く

の

梶か

ぢ

棒ぼ

う

が

附つ

い

て

居ゐ

て

、
一ち

よ

寸つ

と

短た

ん

距き

よ

離り

の

荷に

物も

つ

運う

ん

搬ぱ

ん

の

時と

き

な

ど

、

大
お
ほ
ひ

に

便

利

べ

ん

り

で

あ

つ

た

。
只た

だ

其そ

の

缺け

つ

點て

ん

と

云い

ふ

の

は

丈た

け

が

餘あ

ま

り

低ひ

く

い

爲た

め

、
雪ゆ

き

の

軟や

わ

ら

か

き

處
と
こ
ろ

な

ど

で

は

、
深ふ

か

く

嵌は

ま

り

込こ

み

、
荷に

物も

つ

が

雪ゆ

き

に

支さ

へ

ら

る

ゝ

と

云い

ふ

始し

末ま

つ

で

あ

る

か

ら

、
初は

じ

め

四

十

貫
く
わ
ん

位
く
ら
ゐ

は

引ひ

け

る

豫よ

算さ

ん

が

、
全

ま
つ
た

く

齟そ

齬ご

し

て

先ま

づ

二

十

貫
く
わ
ん

位
く
ら
ゐ

し

か

引ひ

け

な

か

つ

た

が

、
高た

か

さ

を

六

寸す

ん

位
く
ら
ゐ

に

し

、
全ぜ

ん

體た

い

の

用よ

う

材ざ

い

を

一
層そ

う

手て

輕が

る

に

し

た

な

ら

ば

、

三

十

貫
く
わ
ん

位
く
ら
ゐ

の

荷に

物も

つ

運う

ん

搬ぱ

ん

は

易ゐ

々ゝ

た

る

も

の

で

あ

ら

う

。 

犬い

ぬ

橇そ

り

は

樺か

ら

太ふ

と

出で

來き

の

、
十

一

尺
し
や
く

の

も

の

で

あ

る

が

、
是こ

れ

は

又ま

た

手て

橇そ

り

と

反は

ん

對た

い

に

、
高た

か

さ

が

一

尺
し
や
く

も

あ

り

、

而し

か

も

幅は

ゞ

が

一

尺
し
や
く

二

寸す

ん

位
く
ら
ゐ

で

あ

る

か

ら

、

荷に

物も

つ

の

積せ

き

載さ

い

量
り
や
う

は

少
す
く
な

く

、

二

尺し
や
く

の

高た

か

さ

に

荷に

物も

つ

を

積つ

む

と

直た
ゞ
ち

に

横よ

こ

倒た

を

れ

に

倒た

を

れ

る

も

の

で

、

突と

つ

進し

ん

隊た

い

も

是こ

れ

に
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は

非ひ

常
じ
や
う

に

困こ

ん

難な

ん

し

た

。
然し

か

し

是こ

れ

等ら

の

辛つ

ら

き

經け

い

驗け

ん

か

ら

、
其そ

の

改か

い

良
り
や
う

の

點て

ん

を

云い

ふ

て

見み

れ

ば

、

長な

が

さ

は

十

一

尺
し
や
く

、
高た

か

さ

は

六

、
七

寸す

ん

幅は

ゞ

は

一

尺
し
や
く

七

八

寸

位
く
ら
ゐ

に

し

た

い

。
尙な

ほ

日に

本ほ

ん

で
出

來

で

き

る

橇そ

り

は

皆み

な

一

様や

う

に

滑す

べ

り

板い

た

が

極ご

く

狹せ

ま

く

殊こ

と

に

本

隊

ほ

ん

た

い

の

犬い

ぬ

橇そ

り

な

ど

は

、
一

寸す

ん

七

分ぶ

位
く
ら
ゐ

で

殆
ほ
と
ん

ど

角か

く

材ざ

い

の

よ

う

で

、
雪ゆ

き

に

摺ず

り

込こ

み

進し

ん

行か

う

を

非ひ

常
じ
や
う

に

妨
さ
ま
た

げ

た

。
是こ

れ

は

是ぜ

非ひ

三

寸ず

ん

か

ら

四

寸す

ん

位
く
ら
ゐ

に

し

て

、
底そ

こ

の

方は

う

に

一

條で

う

の

溝み

ぞ

を

掘ほ

る

必ひ

つ

要え

う

が

あ

る

。
夫そ

れ

は

傾け

い

斜し

や

せ

る

個か

處し

よ

を

進し

ん

行か

う

の

際さ

い

、

横よ

こ

に

滑す

べ

ら

な

い

爲た

め

で

あ

る

。

尤
も
つ
と

も

日に

本ほ

ん

製せ

い

の

も

の

は

、

皆み

な

此こ

の

目も

く

的て

き

の

爲た

め

、

幅は

ゞ

四

分ぶ

厚
あ
つ
さ

一

分ぶ

位
く
ら
ゐ

の

鐵て

つ

板い

た

を

釘く

ぎ

打う

ち

付つ

け

で

あ

る

が

、
極ご

く

寒か

ん

の

地ち

で

は

鐵て

つ

物も

の

は

、
却か

へ

つ

て

滑す

べ

り

が

惡あ

し

く

、
橇そ

り

は

重お

も

く

な

る

の

で

、
鐵て

つ

板い

た

の

代か

は

り

に

溝み

ぞ

を

付つ

け

た

方は

う

が

總す

べ

て

の

點て

ん

に

於お

い

て

有い

う

効か

う

で

あ

る

と

思お

も

ふ

。 

外
ぐ
わ
い

國こ

く

の

探た

ん

檢け

ん

家か

に

は

此こ

の

犬い

ぬ

橇そ

り

の

外ほ

か

に

帆ほ

を

懸か

け

た

橇そ

り

な

ど

を

用よ

う

意い

し

た

も

の

も

あ

る

。
又ま

た

諾
ノ
ー
ル

威
ウ
エ
ー

の

ア

ム

ン

ド

セ

ン

隊た

い

な

ど

は

、
各か

く

人じ

ん

ス

キ

ー

を

用よ

う

意い

し

て

之こ

れ

を

馳は

せ

て

突と

つ

進し

ん

し

非ひ

常
じ
や
う

の

効か

う

果く

わ

を

奏そ

う

し

た

よ

う

で

あ

る

。
今こ

ん

後ご

の

雪せ

つ

上
じ
や
う

探た

ん

檢け

ん

家か

は

此こ

の

ス

キ

ー

の

研け

ん

究き

う

と

練れ

ん

習し

ふ

と

を

怠
お
こ
た

つ

て

は

な

ら

ぬ

。
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第
七
章 

探
檢
隊
衛
生
報
告 

 
南な

ん

極
き
よ
く

探た

ん

檢け

ん

隊た

い

が

本ほ

ん

邦ぱ

う

出
し
ゆ
つ

帆ぱ

ん

後ご

に

於お

け

る

健け

ん

康か

う

狀
じ
や
う

態た

い

に

就つ

い

て

其そ

の

大た

い

略
り
や
く

を

述の

べ

て

見み

る

と

、
先ま

づ

館た

て

山や

ま

出
し
ゆ
つ

帆ぱ

ん

後ご

直
た
ゞ
ち

に

非ひ

常
じ
や
う

な

る

大た

い

波は

に

遭あ

つ

て

、
船せ

ん

員ゐ

ん

の

半は

ん

數す

う

と
陸り

く

上
じ
や
う

隊た

い

の

全ぜ

ん

部ぶ

と

が

猛ま

う

烈れ

つ

な

る

船せ

ん

暈う

ん

に

罹か

ゝ

つ

た

。

之こ

れ

は

船せ

ん

體た

い

の

傾け

い

斜し

や

も

一

原げ

ん

因ゐ

ん

に

相さ

う

違ゐ

な

い

が

一

ツ

は

船せ

ん

室し

つ

内こ

れ

に

發は

つ

生せ

い

し

た

る

、
三

メ

チ

ー

ル

ア

ミ

ン

其そ

の

他た

の

瓦

斯

が

す

中

毒

ち

う

ど

く

の

關
く
わ
ん

係け

い

も

あ

つ

た

の

だ

。
就

中

な
か
ん
づ
く

高た

か

取と

り

機き

關
く
わ
ん

部ぶ

員ゐ

ん

の

如ご

と

き

は

平へ

い

素そ

多た

少せ

う

、
心し

ん

臟ぞ

う

病
び
や
う

の

氣き

味み

が

あ

る

の

で

氏し

の

職
し
よ
く

務む

は

著
い
ち
ゞ
る

し

く

健け

ん

康か

う

を

害が

い

し

種し

ゆ

々〲

手て

當あ

て

を

施
ほ
ど
こ

し

て

後の

ち

漸
や
う
や

く

恢か

い

復ふ

く

し

た

位
く
ら
ゐ

で

あ

つ

た

。

何な

に

し

ろ

船せ

ん

内な

い

最さ

い

底て

い

部ぶ

の

木も

く

材ざ

い

に

滲じ

ん

入に

う

し

た

鮭さ

け

、
鱒ま

す

鱈た

ら

、
等と

う

魚ぎ

よ

類る

ゐ

の

血け

つ

液え

き

や

脂し

肪ぼ

う

や

硫り

う

化く

わ

物ぶ

つ

等と

う

の

惡あ

く

臭し

う

が

容よ

う

易ゐ

に

除ぢ

よ

去き

よ

す

る

こ

と

が

出

來

で

き

ぬ

の

で

、
途と

中
ち
ゆ
う

は

左さ

程ほ

ど

で

も

な

い

が

、
赤せ

き

道だ

う

附ふ

近き

ん

に

赴
お
も
む

く

に

從
し
た
が

つ

て

、

そ

れ

等ら

惡あ

く

臭し

う

物ぶ

つ

が

醗は

つ

酵か

う

を

始は

じ

め

て

三

メ

チ

ー

ル

ア

ミ

ン

、

其そ

の

他た

の

有い

う

害が

い

瓦が

斯す

を

熾さ

か

ん

に

發は

つ

生せ

い

し

、
一ひ

と

方か

た

な

ら

ず

乘の

り

組く

み

員ゐ

ん

を

苦
く
る
し

め

た

。
此こ

の

瓦

斯

が

す

中
ち
ゆ
う

毒ど

く

に

罹か

ゝ

る

と

、

頭づ

痛ゝ

う

眩げ

ん

暈う

ん

等と

う

の

症
し
や
う

狀
じ
や
う

を

起お

こ

し

實じ

つ

に

不ふ

快
く
わ
い

に

堪た

へ

ぬ

。 
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終し

う

日じ

つ

之こ

れ

を

嗅か

い

で

翌よ

く

日じ

つ

に

至い

た

る

と

、

到た

う

底て

い

執し

つ

務む

に

耐た

へ

ぬ

や

う

に

な

る

。

そ

れ

が

爲た

め

に

乘の

り

組く

み

員ゐ

ん

は

豫よ

定て

い

の

室し

つ

内な

い

に

起き

臥ぐ

わ

す

る

を

廢や

め

て

何い

づ

れ

も

甲か

ん

板ぱ

ん

上
じ
や
う

に

到い

た

り

或
あ
る
ひ

は
「

セ

ー

ル

」
を

張は

つ

て

假か

り

屋や

を

造つ

く

り

或
あ
る
ひ

は

斜
な
ゝ
め

に

伏ふ

せ

ら

れ

た

る

短

艇

ボ

ー

ト

の

下し

た

に

潜く

ゞ

り

込こ

む

等と

う

、
不ふ

便べ

ん

な

が

ら

成な

る

べ

く

船せ

ん

室し

つ

内な

い

に

入は

い

ら

ぬ

工く

夫ふ

う

を

講か

う

じ

た

。 

 

館た

て

山や

ま

解か

い

纜ら

ん

後ご

新
ニ
ウ
ー

西ジ

ー

蘭
ラ
ン
ド

ウ

エ

リ

ン

ト

ン

ま

で

七

十

三

日に

ち

間か

ん

を

費
つ
い
や

し

た

が

其そ

の

長
ち
や
う

途と

の

航か

う

海か

い

に

は

百

度ど

以い

上
じ
や
う

の

炎え

ん

熱ね

つ

に

も

苦く

る

し

め

ら

れ

、
又ま

た

糧
り
や
う

食
し
よ
く

の

如ご

と

き

は

赤せ

き

道だ

う

を

通つ

う

過く

わ

せ

し

爲た

め

、

一

部ぶ

の

物も

の

は

全ぜ

ん

然〱

腐ふ

敗は

い

し

た

る

も

の

も

あ

り

、

或
あ
る
ひ

は

腐ふ

敗は

い

せ

ざ

る

ま

で

も

著
い
ち
じ
る

し

く

變へ

ん

味み

せ

し

物も

の

多お

ほ

く

加く

わ

ふ

る

に

飲い

ん

料れ

う

水す

ゐ

不ふ

充じ

う

分ぶ

ん

で

あ

る

か

ら

其そ

の

苦く

痛つ

う

た

る

や

全
ま
つ
た

く

言ご

ん

語ご

に

絶ぜ

つ

し

て

居ゐ

る

。 

 

之こ

れ

よ

り

後の

ち

、

南な

ん

緯ゐ

三

十

六

度ど

四

十

八

分ふ

ん

邊へ

ん

で

暴ば

う

風ふ

う

に

遭あ

つ

た

時と

き

丹た

ん

野の

一

等と

う

運う

ん

轉て

ん

士し

が

過
あ
や
ま

つ

て

前せ

ん

額が

く

及
お
よ
び

左さ

腕わ

ん

等と

う

に

負ふ

傷
し
や
う

し

た

又ま

た

「

ウ

エ

リ

ン

ト

ン

」
港か

う

口こ

う

で

激げ

き

浪ら

う

に

遭あ

つ

た

時と

き

白し

ら

瀬せ

隊た

い

長
ち
や
う

が

重ぢ

う

心し

ん

を

失う

し

な

つ

て

蹣

跚

よ

ろ

め

き

甲カ

ン

板パ

ン

上
じ
や
う

の

端

艇

ボ

ー

ト

の

尖せ

ん

端た

ん

へ

突つ

き

當あ

た

り

轉て

ん

倒た

う

氣き

絶ぜ

つ

し

た

事こ

と

も

あ

つ

た

が

之こ

れ

等ら

は

日ひ

な

ら

ず

し

て

全ぜ

ん

快か

い

し

た

。

兎と

角か

く

前ぜ

ん

進し

ん

す

る

時と

き

は

勇い

う

氣き

が 
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全ぜ

ん

身し

ん

に

滿み

ち

て

居を

つ

て

少す

こ

し

の

油ゆ

斷だ

ん

も

無な

い

爲た

め

中な

か

々〱

病
び
や
う

氣き

な

ぞ

に

は

罹か

ゝ

る

も

の

で

は

無な

い

が

、
イ

ザ

目も

く

的て

き

を

達た

つ

し

た

と

か

、

或
あ
る
ひ

は

歸き

還
く
わ
ん

と

か

云い

ふ

場ば

合あ

ひ

に

な

る

と

、
元げ

ん

氣き

が

挫く

ぢ

け

た

り

或
あ
る
ひ

は

油ゆ

斷だ

ん

す

る

爲た

め

随ず

ゐ

分ぶ

ん

自
み
づ
か

ら

求も

と

め

て

健け

ん

康か

う

を

傷
き
づ
ゝ

く

る

や

う

の

こ

と

が

多お

ほ

い

。

そ

こ

で

此こ

の

點て

ん

に

就つ

い

て

は

、

船ふ

ね

が

空む

な

し

く

中ち

う

途と

か

ら

引ひ

き

還か

へ

す

の

餘よ

儀ぎ

な

き

に

至い

た

つ

た

當た

う

時じ

か

ら

、
隊た

い

員ゐ

ん

船せ

ん

員ゐ

ん

に

向む

か

つ

て

懇こ

ん

々〱

と

注ち

う

意い

を

促
う
な
が

し

た

の

で

あ

る

が

、
果は

た

し

て

歸き

航か

う

の

船せ

ん

中ち

う

に

於お

い

て

は

病
び
や
う

人に

ん

が

多お

ほ

か

つ

た

。

其そ

の

種し

ゆ

類る

ゐ

は

腦の

う

充じ

う

血け

つ

、

氣き

鬱う

つ

症
し
や
う

、

消せ

う

化く

わ

不ふ

良
り
や
う

、

脚か

つ

氣け

等と

う

で

、

中な

か

に

も

吉よ

し

野の

隊た

い

員ゐ

ん

は

胃

加

答

皃

ゐ

か

た

る

に

黄
く
わ
う

疸だ

ん

を

併へ

い

發は

つ

し

て

中な

か

々〱

苦く

る

し

ん

だ

が

、

船ふ

ね

が

シ

ド

ニ

ー

に

入は

い

る

と

同ど

う

時じ

に

陸り

く

上
じ
や
う

靜せ

い

養れ

う

を

し

て

全ぜ

ん

快
く
わ
い

し

た

。 

 

船ふ

ね

が

シ

ド

ニ

ー

に

到た

う

着
ち
や
く

す

る

と

、
永な

が

ら

く

船せ

ん

中ち

う

で

閑か

ん

暇か

無ぶ

聊
り
よ
う

に

苦
く
る
し

め

ら

れ

て

氣き

鬱う

つ

症
し
や
う

に

罹か

ゝ

つ

て

居ゐ

る

隊た

い

員ゐ

ん

は

、
上

じ
や
う

陸り

く

の

際さ

い

一

時じ

に

随ず

い

分ぶ

ん

過く

わ

激げ

き

な

る

勞ら

う

働ど

う

を

行
お
こ
な

つ

た

爲た

め

に

其そ

の

疲ひ

勞ら

う

が

發は

つ

し

て

來き

て

何い

づ

れ

も

輕け

い

度ど

の

衰す

ゐ

弱
じ
や
く

症
し
や
う

狀
じ
や
う

を

呈て

い

し

た

。
三

浦う

ら

厨ち

う

夫ふ

は

劇げ

き

動ど

う

の

結け

つ

果く

わ

、

腦の

う

充じ

う

血け

つ

を

起お

こ

し

一

時じ

人じ

ん

事じ

不ふ

省
し
や
う

に

陷
お
ち
ゐ

つ

た

が

應お

う

急き

う

療れ

う

法は

ふ

を

施
ほ
ど
こ

し

週し

う

餘よ

日じ

つ

に

し

て

快
く
わ
い

復ふ

く

し

た

。 
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隊た

い

員ゐ

ん

廿

七

名め

い

中ち

う

白し

ら

瀬せ

隊た

い

長
ち
や
う

、
及お

よ

び

二

三

の

隊た

い

員ゐ

ん

を

除の

ぞ

く

の

他た

は

皆み

な

齒し

痛つ

う

に

惱な

や

ま

さ

れ

た

が

、

之こ

れ

は

氣き

候こ

う

と

食
し
よ
く

物も

つ

と

の

關
く
わ
ん

係け

い

が

主お

も

な

る

原げ

ん

因ゐ

ん

で

あ

つ

た

。 
三

浦う

ら

厨ち

う

夫ふ

は

脳な

う

充じ

う

血け

つ

を

患
わ
づ
ら

つ

て

病
び
や
う

後ご

の

衰す

ゐ

弱
じ
や
く

が

却な

か

々〱

容よ

う

易い

に

舊き

う

に

復ふ

く

し

さ

う

も

な

い

其そ

の

上う

へ

に

齒し

痛つ

う

も

、
時と

き

々〱

や

つ

て

來く

る

の

で

極
き
よ
く

地ち

の

活
く
わ
つ

動ど

う

に

は

到た

う

底て

い

堪た

へ

ざ

る

も

の

と

認み

と

め

此こ

の

地ち

か

ら

本ほ

ん

國ご

く

へ

歸き

還
く
わ
ん

せ

し

む

る

こ

と

ゝ

し

た

。
高た

か

取と

り

火く

わ

夫ふ

は

シ

ド

ニ

ー

滞た

い

在ざ

い

中ち

う

脚か

つ

氣け

兼け

ん

神し

ん

經け

い

性せ

い

心し

ん

悸き

亢か

う

進し

ん

に

罹か

ゝ

り

、
佐さ

藤と

う

舵だ

夫ふ

は

脱

膓

症

ヘ

ル

ニ

ア

に

、
丹た

ん

野の

運う

ん

轉て

ん

士し

は

痔じ

疾し

つ

に

罹か

ゝ

り

て

何い

づ

れ

も

極
き
よ
く

地ち

に

向む

か

ふ

に

は

不

可

ふ

か

と

認み

と

め

た

る

に

よ

り
「

シ

ド

ニ

ー

」
よ

り

歸き

國こ

く

に

決け

つ

し

た

。 

「

シ

ド

ニ

ー

」
滞た

い

在ざ

い

中ち

う

の

營え

い

舎し

や

は

極
き
よ
く

地ち

冬と

う

營え

い

の

目も

く

的て

き

を

以も

つ

て

準
じ
ゆ
ん

備び

し

ゆ

き

た

る

四

間け

ん

半は

ん

に

二

間

半

け

ん

は

ん

の

木

造

も

く

ぞ

う

平

屋

建

ひ

ら

や

だ

て

の

組

立

く

み

た

て

家

屋

か

お

く

で

あ

つ

た

が

、
位

置

ゐ

ち

は
「

ジ

ャ

ク

ソ

ン

」
灣わ

ん

の

左

岸

さ

が

ん

パ

ー

ス

ル

灣わ

ん

の

南

端

な

ん

た

ん

の

丘

上

き
う
じ
や
う

だ

が

後

方

こ

う

は

う

に

は

稍や

や

高た

か

き

丘を

か

を

控ひ

か

へ

左

右

さ

い

う

の

兩
り
や
う

側が

は

も

三

十

度ど

計ば

か

り

の

傾

斜

け

い

し

や

を

有い

う

す

る

小

丘

せ

う

き

う

あ

り

て

、
恰

あ
だ
か

も

丘

上

き
う
じ
や
う

の

谷

間

た

に

ま

と

で

も

云い

ふ

べ

き

場

所

ば

し

よ

な

る

故ゆ

ゑ

、
餘あ

ま

り

に

衛

生

的

ゑ

い

せ

い

て

き

の

地

勢

ち

せ

い

で

な

い

。
一

帶た

い

に

濕

氣

し

つ

き

多お

ほ

く

殊こ

と

に

降

雨

か

う

う

時じ

の

如ご

と

き

は

後

方

こ

う

は

う

の

丘

上

き
う
じ
や
う

か

ら

瀧た

き

の

如ご

と

く

雨

水

う

す

ゐ

が

營え

い

舎し

や

の

背

部

は

い

ぶ

に

注ち

う

下か

す

る

。

處
と
こ
ろ

が

幸
さ
い
は
ひ

に

も

、 
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地

質

ち

し

つ

が

砂

地

す

な

ち

で

あ

る

か

ら

營え

い

舎し

や

の

周し

う

圍ゐ

に

菱

形

ひ

し

が

た

の

溝み

ぞ

を

設ま

う

け

て

排

水

は

い

す

ゐ

工

事

こ

う

じ

を

施
ほ
ど
こ

し

た

。

其

爲

そ

の

た

め

に

土

地

と

ち

も

非ひ

常
じ
や
う

に

乾

燥

か

ん

さ

う

し

た

。 
氣き

候こ

う

は

年

中

ね
ん
ち
ゆ
う

を

通つ

う

じ

て

我

國

わ

が

く

に

春

秋

し
ゆ
ん
し
う

の

二

季き

に

等ひ

と

し

い

。
寒か

ん

中ち

う

と

雖
い
へ
ど

も

若

干

じ
や
く
か
ん

の

降

霜

か

う

そ

う

を

二

三

回
く
わ
い

見み

る

の

み

で

、

又ま

た

夏

季

か

き

に

て

も

日に

つ

中ち

う

汗あ

せ

を

流な

が

す

と

い

ふ

や

う

の

こ

と

は

稀ま

れ

で

、

山

野

さ

ん

や

の

草さ

う

木も

く

四

時じ

綠
り
よ
く

色
し
よ
く

を

帶お

び

代か

は

る

〱

紅
く
れ
な
ゐ

の

花は

な

の

絶た

ゆ

る

こ

と

が

無な

い

と

云い

ふ

位
く
ら
ゐ

で

あ

る

。

實じ

つ

に

此こ

の

秀し

う

麗れ

い

の

美び

と

季

候

き

こ

う

の

順
じ
ゆ
ん

と

は

慥た

し

か

に

半

歳

は

ん

さ

い

の

間
あ
ひ
だ

窮

屈

き

う

く

つ

な

る

船

房

内

せ

ん

ぼ

う

な

い

に

乾

燥

か

ん

さ

う

無

味

む

み

な

る

生

活

せ
い
く
わ
つ

を

續つ

ゞ

け

て

居ゐ

た

隊た

い

員ゐ

ん

一

同ど

う

の

苦

痛

く

つ

う

を

醫い

す

る

に

大
お
ほ
ひ

に

力
ち
か
ら

あ

つ

た

の

で

あ

る

。
そ

れ

か

ら

、
此こ

の

滞

在

中

た

い

ざ

い

ち

う

は

注

意

ち

う

い

し

て

毎ま

い

日に

ち

體た

い

操さ

う

擊げ

き

劒け

ん

柔じ

う

術
じ
ゆ
つ

角す

力ま

ふ

等と

う

を

も

奬
し
や
う

勵れ

い

し

た

。
是こ

れ

等ら

は

云い

ふ

ま

で

も

な

く

士

氣

し

き

の

鼓

舞

こ

ぶ

に

も

な

り

、
衛

生

上

ゑ
い
せ
い
じ
や
う

に

も

大
お
ほ
ひ

に

直

接

ち
よ
く
せ
つ

の

効

果

か

う

く

わ

が

あ

つ

た

。 

第だ

い

二

次じ

航か

う

海か

い

に

於お

い

て

シ

ド

ニ

ー

出
し
ゆ
つ

帆ぱ

ん

よ

り

極
き
よ
く

地ち

突と

つ

進し

ん

ま

で

は

雨う

雪せ

つ

暴ば

う

風ふ

う

等と

う

が

絶た

え

ず

襲

來

し

う

ら

い

し

て

天

候

て

ん

こ

う

が

頗
す
こ
ぶ

る

不ふ

定て

い

で

あ

つ

た

が

、

幸
さ
い
は
ひ

に

も

健け

ん

康か

う

狀
じ
や
う

態た

い

は

極き

は

め

て

佳

良

か

り

や

う

で

あ

つ

た

。 

三

月
ぐ
わ
つ

十

七

日に

ち

鯨
ホ
エ
ー
ル
ス

灣わ

ん

に

到た

う

着
ち
や
く

し

た

。

其そ

の

翌

日

よ

く

じ

つ

猛

烈

ま

う

れ

つ

な

る

吹

雪

ふ

ゞ

き

中ち

う

荷

物

に

も

つ

を

根こ

ん

據き

よ 

tasaka
ノート
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地ち

へ

運

搬

う

ん

ぱ

ん

し

た

爲た

め

、
雪せ

つ

盲ま

う

症
し
や
う

に

罹か

ゝ

つ

た

者も

の

が

多お

ほ

か

つ

た

。
此こ

の

雪

盲

症

せ
つ
ま
う
し
や
う

と

い

ふ

の

は

雪ゆ

き

の

爲た

め

光

線

く
わ
う
せ
ん

の

反

射

は

ん

し

や

が

強つ

よ

い

の

と

又ま

た

、

一

つ

に

は

吹ふ

雪ゞ

き

や

濃

霧

の

う

む

の

際さ

い

微

細

び

さ

い

な

る

雪

片

せ

つ

ぺ

ん

の

結

晶

け
ん
し
や
う

が

眼

中

が

ん

ち

う

に

入は

い

つ

て

角

膜

か

く

ま

く

を

侵を

か

し

て

充

血

じ

う

け

つ

を

起お

こ

し

羞し

う

明

流

め

い

り

う

涙れ

い

。
其そ

の

疼

痛

と

う

つ

う

が

却な

か

々〱

甚
は
な
は
だ

し

く

な

つ

て

來き

て

、
遂つ

ひ

に

は

視し

力
り
よ
く

に

障

碍

し
や
う
が
い

を

與あ

た

へ

る

や

う

に

な

つ

て

來く

る

の

で

あ

る

。
點て

ん

眼が

ん

注

意

ち

う

い

す

れ

ば

、
大

概

た

い

が

い

五

日か

乃

至

な

い

し

、
十

日か

位
く
ら
ゐ

で

全ぜ

ん

治ぢ

す

る

、
そ

こ

で

之こ

れ

を

豫よ

防ぼ

う

す

る

爲た

め

に

藍ら

ん

色
し
よ
く

の

眼が

ん

鏡
き
や
う

を

用も

ち

ゐ

た

の

で

あ

る

が

内な

い

部ぶ

よ

り

發は

つ

生せ

い

す

る

水す

ゐ

蒸
じ
や
う

氣き

は

鏡
き
や
う

面め

ん

に

氷
ひ
や
う

結け

つ

し

て

半は

ん

透と

う

明め

い

と

な

り

、

作さ

業げ

ふ

上
じ
や
う

不ふ

便べ

ん

を

感か

ん

じ

折を

り

々〱

眼

鏡

め

が

ね

を

外は

づ

し

た

爲た

め

此こ

の

不

幸

ふ

か

う

に

か

ゝ

つ

た

の

で

あ

る

。 

南な

ん

極
き
よ
く

圈け

ん

に

入は

い

つ

て

最
も
つ
と

も

心

配

し

ん

ぱ

い

し

た

の

は

凍と

う

傷
し
や
う

で

あ

つ

た

が

、

之こ

れ

は

初
は
じ
め

か

ら

非ひ

常
じ
や
う

の

注

意

ち

う

い

を

以も

つ

て

外

部

ぐ

わ

い

ぶ

に

現あ

ら

は

れ

て

居ゐ

る

部

分

ぶ

ゝ

ん

は

必
か
な
ら

ず

豫

防

藥

よ

ぼ

う

や

く

た

る

石

樟

せ
き
し
や
う

軟

膏

な

ん

こ

う

を

塗

擦

と

さ

つ

す

る

こ

と

に

し

、
手

袋

て

ぶ

く

ろ

は

其

上

そ

の

う

へ

へ

纏ま

と

ふ

こ

と

に

し

た

。
勿も

ち

論ろ

ん

濕し

つ

氣き

あ

る

被ひ

服ふ

く

類る

ゐ

は

一

切さ

い

皮

膚

ひ

ふ

に

接せ

つ

せ

な

い

や

う

に

し

た

。
そ

れ

が

爲た

め

か

凍

傷

と
う
し
や
う

に

罹か

ゝ

つ

た

者も

の

は

先ま

づ

殆
ほ
と
ん

ど

無な

か

つ

た

と

云い

つ

て

も

よ

い

位
く
ら
ゐ

で

あ

つ

た

。
只た

ゞ

武た

け

田だ

學が

く

術
じ
ゆ
つ

部ぶ

長
ち
や
う

が

破は

損そ

ん

せ

る

磁

石

じ

せ

き

を

修

繕

し

う

ぜ

ん

す

る

と

て

、
過

あ
や
ま

つ

て

金

属

き

ん

ぞ

く

の

一

端た

ん

に

指

端

し

た

ん

を

觸ふ

れ

た

の

で

輕

度

け

い

ど

の

凍

傷

と
う
し
や
う

に

罹か

ゝ

つ

た

位
く
ら
ゐ

の

も

の

で 

tasaka
ノート
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之こ

れ

も

數す

う

日じ

つ

に

し

て

全

治

ぜ

ん

ぢ

し

た

。 

齒

痛

し

つ

う

患

者

く
わ
ん
じ
や

は

第だ

い

一

次じ

の

時と

き

と

同お

な

じ

く

第だ

い

二

次じ

航

海

か

う

か

い

に

於お

い

て

も

割

合

わ

り

あ

ひ

に

多お

ほ

か

つ

た

が

、

之こ

れ

は

矢や

張は

り

何い

づ

れ

も

主し

ゆ

と

し

て

氣

候

き

こ

う

と

食

物

し
よ
く
も
つ

と

の

關

係

く
わ
ん
け
い

が

大
お
ほ
ひ

に

同

病

ど
う
び
や
う

を

誘

發

い

う

は

つ

す

る

原

因

げ

ん

ゐ

ん

を

爲な

し

た

事こ

と

と

思お

も

ふ

。
け

れ

ど

も

皆み

な

重

症

ぢ
う
し
や
う

に

は

至い

た

ら

な

い

で

大

抵

た

い

て

い

三

四

回
く
わ
い

の

充

填

じ

う

て

ん

治

療

ち

れ

う

や

五

六

日

間

に

ち

か

ん

の

含

嗽

が

ん

そ

う

で

全

治

ぜ

ん

ぢ

し

た

。
元

ぐ
わ
ん

來ら

い

雪ゆ

き

を

嚙か

む

と

云い

ふ

こ

と

は

勿

論

も

ち

ろ

ん

齒は

の

爲た

め

に

は

甚
は
な
は

だ

善よ

く

な

い

が

我わ

が

隊た

い

の

計け

い

畫
く
わ
く

と

し

て

は

氷
こ
ほ
り

を

嚙か

み

雪ゆ

き

を

舐な

む

る

が

如ご

と

き

は

易ゐ

々ゝ

た

る

條で

う

項こ

う

の

一

つ

で

不ふ

衛ゑ

い

生せ

い

も

敢あ

え

て

す

る

の

止や

む

を

得え

な

い

の

で

あ

つ

た

。

是こ

れ

が

爲た

め

武た

け

田だ

學が

く

術
じ
ゆ
つ

部ぶ

長
ち
や
う

は

前

齒

ま

へ

ば

を

損そ

ん

じ

全

快

迄

ぜ
ん
く
わ
い
ま
で

に

は

月

餘

ぐ

わ

つ

よ

を

費
つ
ひ
や

し

た

。
殊こ

と

に

篏

金

齒

が

ん

き

ん

し

の

者も

の

は

口く

ち

を

開ひ

ら

く

事こ

と

さ

へ

極

地

き

よ

く

ち

に

於お

い

て

は

餘よ

程ほ

ど

注

意

ち

う

い

を

要え

う

す

る

事こ

と

を

知し

つ

た

。
余よ

は

試
こ
ゝ
ろ
み

に

篏が

ん

金き

ん

前ぜ

ん

齒し

を

數す

う

秒べ

う

間か

ん

露ろ

出
し
ゆ
つ

し

た

が

其そ

の

疼

痛

と

う

つ

う

は

劇

甚

げ

き

じ

ん

で

而し

か

も

唇
く
ち
び
る

を

閉と

づ

る

際さ

い

篏が

ん

金き

ん

に

氷

着

ひ
や
う
ち
や
く

せ

ん

と

し

た

。 

今

回

こ
ん
く
わ
い

の

探

檢

た

ん

け

ん

に

際さ

い

し

て

は

、

葡ぶ

萄ど

う

酒し

ゆ

は

時と

き

々〲

適て

き

度ど

に

用も

ち

ゐ

た

が

。

其そ

の

他た

の

ア

ル

コ

ー

ル

類る

ゐ

は

絶

對

ぜ

つ

た

い

に

禁き

ん

止し

し

て

居ゐ

た

。 

歸き

還
く
わ
ん

の

途

中

と

ち

う

ウ

エ

リ

ン

ト

ン

に

於お

い

て

安

田

や

す

だ

木

工

も

く

こ

う

が

脚

氣

か

つ

け

を

發は

つ

し

た

爲た

め

同

人

ど

う

に

ん 

tasaka
ノート
４１３頁　探検隊衛生報告第二次の齒痛患者 酒精類は絶對禁止
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は

同ど

う

地ち

か

ら

郵い

う

船せ

ん

で

歸き

國こ

く

さ

す

る

こ

と

ゝ

し

た

。 

四

十

五

年ね

ん

四

月
ぐ
わ
つ

二

日か

ウ

エ

リ

ン

ト

ン

を

出
し
ゆ
つ

發ぱ

つ

し

て

六

月
ぐ
わ
つ

二

十

日か

芝し

ば

浦う

ら

海か

い

岸が

ん

歸き

着
ち
や
く

ま

で

は

病
び
や
う

人に

ん

等と

う

皆か

い

無む

に

て

一

同ど

う

何い

づ

れ

も

非

常

ひ

じ

や

う

な

る

元

氣

げ

ん

き

で

あ

つ

た

。 

衛ゑ

い

生せ

い

狀
じ
や
う

態た

い

の

大だ

い

體た

い

は

上
じ
や
う

記き

の

如ご

と

く

で

あ

る

。

言い

ふ

迄ま

で

も

な

く

我わ

が

探た

ん

檢け

ん

隊た

い

の

一

行か

う

は

最

初

さ

い

し

よ

か

ら

何い

づ

れ

も

強

健

き
や
う
け
ん

の

者

許

も
の
ば
か
り

を

選

抜

せ

ん

ば

つ

し

た

の

で

は

あ

る

が

何な

に

し

ろ

長

途

ち

や

う

と

の

航

海

か

う

か

い

と

い

ひ

飲

食

物

い
ん
し
よ
く
ぶ
つ

の

如ご

と

き

も

新

鮮

し

ん

せ

ん

な

る

も

の

は

容

易

よ

う

い

に

攝せ

つ

取し

ゆ

す

る

こ

と

が

出

來

で

き

ず

、

加く

わ

ふ

る

に

氣き

候こ

う

風ふ

う

土ど

等と

う

の

關
く
わ
ん

係け

い

も

著
い
ち
じ
る

し

く

變

化

へ

ん

く

わ

が

あ

る

の

で

少
す
く
な

か

ら

ず

困

難

こ

ん

な

ん

し

た

。

が

然し

か

し

一

行か

う

中ち

う

一

人に

ん

の

病

歿

者

び
や
う
ぼ
つ
し
や

も

な

く

又ま

た

甚
は
な
は

だ

し

き

大た

い

患
く
わ
ん

者じ

や

も

な

く

、
無ぶ

事じ

歸き

還
く
わ
ん

し

得え

た

の

は

衛ゑ

い

生せ

い

部ぶ

長
ち
や
う

た

り

し

余よ

（

三

井ゐ

所し

や

氏し

）

等ら

の

最も

つ

も

滿ま

ん

足ぞ

に

感か

ん

ず

る

所
と
こ
ろ

で

あ

る

。 

 

tasaka
ノート
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第
八
章 

開
南
丸
氷
海
進
航
設
備 

 日に

本ほ

ん

南な

ん

極
き
よ
く

探た

ん

檢け

ん

隊た

い

の

用よ

う

船せ

ん

と

し

て

、
偉ゐ

大だ

い

な

る

効か

う

果く

わ

を

奏さ

う

し

た

開か

い

南な

ん

丸ま

る

は

、
如い

何か

な

る

構か

う

造ぞ

う

の

船ふ

ね

で

あ

る

か

是こ

は

一い

つ

般ぱ

ん

社し

や

會
く
わ
い

の

知し

ら

ん

と

欲ほ

つ

す

る

所
と
こ
ろ

と

思お

も

ふ

か

ら

茲こ

ゝ

に

其そ

の

大だ

い

要え

う

を

紹せ

う

介か

い

す

る

。 

同ど

う

船せ

ん

は

素も

と

報ほ

う

效か

う

義ぎ

會
く
わ
い

が

伊い

勢せ

の

國く

に

大お

ほ

湊
み
な
と

の

市い

ち

川か

は

造ぞ

う

船せ

ん

所じ

よ

に

命め

い

じ

て

明め

い

治ぢ

四

十

三

年ね

ん

度ど

に

造つ

く

ら

し

め

た

も

の

で

あ

る

。
そ

れ

を

同ど

う

會
く
わ
い

か

ら

買か

い

受う

け

て

探た

ん

檢け

ん

船せ

ん

と

し

て

使し

用よ

う

し

た

の

で

あ

る

。
買か

い

受う

け

の

際さ

い

に

は

蒸
じ
よ
う

汽き

機き

關
く
わ
ん

は

附つ

い

て

居ゐ

な

か

つ

た

の

で

大お

ほ

阪さ

か

の
賴よ

り

田た

鐵て

つ

工こ

う

場
じ
や
う

よ

り

購か

う

入に

ふ

し

て

備
そ
な
へ

附つ

け

る

事こ

と

と

し

た

。 

先ま

づ

大た

い

要え

う

を

述の

べ

る

と

、
三

本ぽ

ん

檣
マ
ス
ト

ス

ク

ー

ナ

ー

型か

た

木も

く

造ざ

う

重ぢ

う

甲か

ん

板ぱ

ん

船せ

ん

に

し

て

、
之こ

れ

に

十

八

馬ば

力り

き

の

蒸
じ
よ
う

汽き

補ほ

助じ

よ

機き

關
く
わ
ん

を

据す

ゑ

附つ

け

た

の

で

あ

る

。
船せ

ん

體た

い

の

重ぢ

う

要え

う

寸す

ん

法ぽ

ふ

は

下し

も

の

如ご

と

く

で

あ

る

。 

長
な
が
さ

（

垂す

ゐ

線せ

ん

間か

ん

） 
 

 
 

壹

百

呎
ふ
い
ー
と 

tasaka
ノート
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幅は

ゞ 

（

肋ろ

く

骨こ

つ

の

外
ぐ
わ
い

面め

ん

に

て

）  

貳

拾

五

呎
ふ
い
ー
と

九

吋
い
ん
ち 

深
ふ
か
さ 

（

龍り

う

骨こ

つ

上
じ
や
う

面め

ん

よ

り

梁
り
や
う

端た

ん

ま

で

） 

拾

貳

呎
ふ
い
ー
と

九

吋
い
ん
ち 

總そ

う

噸と

ん

數す

う

（

石い

し

川か

は

島じ

ま

に

て

修し

う

繕ぜ

ん

後ご

の

總そ

う

噸と

ん

數す

う

）

貳

百

四

噸と

ん 

試
こ
ゝ
ろ
み

に

之こ

れ

が

構か

う

造ぞ

う

に

就つ

い

て

、

梗か

う

概が

い

を

述の

べ

る

と

、

下し

も

の

如ご

と

く

で

あ

る

。 

龍り

う

骨こ

つ

は

槻
け
や
き

材ざ

い

幅は

ゞ

拾

吋

半

い
ん
ち
は
ん

、

深ふ

か

さ

拾

壹

吋
い
ん
ち

に

し

て

肋ろ

く

骨こ

つ

は

槻
け
や
き

材ざ

い

幅は

ゞ

五

吋
い
ん
ち

深ふ

か

さ

拾

吋
い
ん
ち

の

二

材ざ

い

合あ

は

せ

と

爲な

し

各か

く

心し

ん

距き

よ

拾

九

吋
い
ん
ち

と

す

、
内な

い

龍り

う

骨こ

つ

は

槻
け
や
き

材ざ

い

拾

吋
い
ん
ち

半は

ん

角か

く

に

し

て

側そ

く

内な

い

龍り

う

骨こ

つ

は

松ま

つ

材ざ

い

深
ふ
か
さ

八

吋
い
ん
ち

幅は

ゞ

拾

吋
い
ん
ち

灣わ

ん

曲
き
よ
く

部ぶ

縦じ

う

通つ

う

材ざ

い

は

松ま

つ

材ざ

い

厚あ

つ

さ

參

吋
い
ん
ち

半は

ん

幅は

ゞ

拾

吋
い
ん
ち

半は

ん

五

枚ま

い

通ど

ほ

り

と

す

。 

 

龍り

う

骨こ

つ

翼よ

く

板は

ん

は

檜
ひ
の
き

材ざ

い

厚あ

つ

さ

四

吋
い
ん
ち

幅は

ゞ

拾

吋
い
ん
ち

四

分ぶ

ん

の

一

舷げ

ん

側そ

く

厚あ

つ

板い

た

は

槻
け
や
き

材ざ

い

厚あ

つ

さ

參

吋
い
ん
ち

半は

ん

幅は

ゞ

拾

壹

吋
い
ん
ち

外
ぐ
わ
い

部ぶ

腰こ

し

板い

た

は

檜
ひ
の
き

材ざ

い

厚あ

つ

さ

參

吋
い
ん
ち

四

分ぶ

の

一

幅は

ゞ

四

拾

吋
い
ん
ち

に

し

て

、

其そ

の

他た

の

外
ぐ
わ
い

板は

ん

は

檜
ひ
の
き

材ざ

い

厚あ

つ

さ

參

吋
い
ん
ち

幅は

ゞ

八

吋
い
ん
ち

と

す

。 

 

梁は

り

は

松ま

つ

材ざ

い

九

吋
い
ん
ち

角か

く

に

し

て

艙さ

う

口こ

う

及
お
よ
び

檣
ま
す
と

前ぜ

ん

後ご

の

梁は

り

は

松ま

つ

材ざ

い

九

吋
い
ん
ち

半は

ん

角か

く

と

す

。

梁
り
や
う

柱ち

う

は

栂と

が

材ざ

い

六

吋
い
ん
ち

半は

ん

角か

く

に

し

て

各か

く

梁は

り

毎ご

と

に

之こ

れ

を

設も

う

く

。 

 

以

上

い

じ

や

う

は

同ど

う

船せ

ん

構か

う

造ぞ

う

の

梗

概

か

う

が

い

で

あ

る

が

、

同ど

う

船せ

ん

は

邦

人

は

う

じ

ん

に

取と

り

て

は

未

知

み

ち

の

海

洋

か
い
よ
う 

tasaka
ノート
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な

る

南な

ん

極
き
よ
く

氷
ひ
や
う

海か

い

に

向む

か

つ

て

突と

つ

入に

ふ

す

る

の

で

あ

る

か

ら

、

石い

し

川か

は

島じ

ま

造ぞ

う

船せ

ん

所し

よ

に

託た

く

し

て

、

能あ

た

ふ

べ

き

だ

け

氷
ひ
や
う

海か

い

突と

つ

入に

ふ

に

就つ

い

て

の

設せ

つ

備び

を

し

た

。 

 

先ま

づ

外
ぐ
わ
い

部ぶ

の

裝さ

う

置ち

か

ら

述の

べ

て

見み

る

と

船ふ

ね

の

全ぜ

ん

身し

ん

約や

く

四

分ぶ

一

位
く
ら
ゐ

、
船せ

ん

首し

ゆ

兩
り
や
う

側が

は

に

、
二

吋
い
ん
ち

半は

ん

の

厚

板

あ

つ

い

た

を

、
水

平

線

す

い

へ

い

せ

ん

よ

り

龍り

う

骨こ

つ

に

至い

た

る

間
あ
い
だ

打う

ち

付つ

け

、

又ま

た

同お

な

じ

厚あ

つ

さ

の

板い

た

を

水

平

線

す

い

へ

い

せ

ん

へ

、

艫と

も

ま

で

一

様や

う

に

張は

つ

た

。
此

板

こ

の

い

た

は

半

分

は

ん

ぶ

ん

水

中

す

ゐ

ち

う

に

入い

り

、

半

分

は

ん

ぶ

ん

水

上

す
ゐ
じ
や
う

に

在あ

る

譯わ

け

で

あ

る

。

而し

か

し

て

此

板

こ

の

い

た

を

張は

れ

る

部

分

ぶ

ゝ

ん

に

は

、
コ

ー

ル

タ

を

塗ぬ

つ

た

。
厚

板

あ

つ

い

た

を

張は

つ

た

部ぶ

分ゞ

ん

の

下

部

か

ぶ

は

、
龍り

う

骨こ

つ

ま

で

全ぜ

ん

部ぶ

兩
り
や
う

側が
は

に
、
其そ

の

船せ
ん

體た
い

保ほ

護ご

の
爲た

め
、
氷

こ
ほ
り

の
衝あ

た

り
の
激は

げ

し
き
と 

tasaka
ノート
４１７頁　開南丸氷海進航設備外部の装置 氷の衝る個處へ厚板
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思お

も

は

る

ゝ

箇か

所し

よ

に

、
そ

れ

〱

又ま

た

件
く
だ
ん

の

厚あ

つ

板い

た

を

張は

り

、
そ

れ

以い

外
ぐ
わ
い

の

部ぶ

分ゝ

ん

に

は

一

吋
い
ん
ち

板い

た

二

枚ま

い

づ

ゝ

を

張は

つ

た

。 

 

斯か

く

厚あ

つ

板い

た

を

張は

つ

た

上う

へ

へ

、

更さ

ら

に

毛フ

イ

製ル

紙ト

を

張は

り

、

其そ

の

上う

へ

に

鐵て

つ

板ぱ

ん

を

張は

る

こ

と

に

し

た

。

而し

か

し

て

船

首

せ

ん

し

ゆ

よ

り

四

分ぶ

ん

一

の

處
と
こ
ろ

へ

は

、

八

分ぶ

ん

一

吋
い
ん
ち

の

鐵て

つ

板ぱ

ん

を

底て

い

部ぶ

ま

で

張は

り

詰つ

め

、

尙な

ほ

厚

板

あ

つ

い

た

を

張は

つ

た

部ぶ

分ゝ

ん

へ

は

、

す

べ

て

相そ

う

當た

う

の

鐵て

つ

板ぱ

ん

を

張は

つ

た

。 

 

船

首

材

ス

テ

ー

ム

の

外そ

と

に

、

高た

か

さ

十

尺

許

し
や
く
ば
か

り

の

鐵て

つ

鑄い

物も

の

を

、

防ぼ

う

護ご

の

爲た

め

に

裝さ

う

置ち

し

た

。

之こ

は

海

水

か

い

す

ゐ

の

結け

つ

氷
ひ
や
う

を

裁

斷

さ

い

だ

ん

せ

む

が

爲た

め

で

あ

る

。 

 

鐵

板

て

つ

ぱ

ん

を

張は

る

に

は

、
捻ね

じ

釘く

ぎ

（

長な

が

さ

二

寸す

ん

の

鐵て

つ

裝さ

う

釘て

い

）
を

、
一

枚ま

い

に

百

二

十

本ぽ

ん

を

捻ね

じ

込こ

ん

だ

。
處

と
こ
ろ

が

第だ

い

一

次じ

航か

う

海か

い

中ち

う

激げ

き

浪ら

う

の

爲た

め

に

船

首

せ

ん

し

ゆ

の

方は

う

が

兩
り
や
う

側が

は

と

も

、
二

十

四

枚ま

い

の
鐵て

つ

板ぱ

ん

は

水

中

す
ゐ
ち
ゆ
う

に

奪
う
ば
ひ

取と

ら

れ

て

終し

ま

つ

た

。 

 

そ

れ

か

ら

氷

海

ひ
よ
う
か
い

突

入

と

つ

に

ふ

の

裝

置

さ

う

ち

の

一

つ

と

し

て

、

中

檣

メ
ー
ン
マ
ス
ト

に

圓ゑ

ん

形け

い

の

見

張

所

み

は

り

じ

よ

を

造つ

く

つ

た

。

之こ

れ

は

必

要

ひ

つ

え

う

の

場ば

合あ

ひ

に

高

處

か

う

し

よ

よ

り

四

方は

う

を

眺な

が

め

ん

が

爲た

め

で

あ

る

。 

 

次つ

ぎ

に

内

部

な

い

ぶ

の

構

造

か

う

ぞ

う

に

就つ

い

て

述の

べ

て

見み

る

と

、

後

部

こ

う

ぶ

甲

板

下

か

ん

ぱ

ん

し

た

に

新あ

ら

た

に

上

等

室

キ

ヤ

ビ

ン

を

設も

う

け

て

、

之こ

れ

を

幹か

ん

部

室

ぶ

し

つ

に

宛あ

て

た

。

又ま

た

從じ

う

來ら

い

の

海

圖

チ

ヤ

ー

ド

室ル
ー
ム

は

狭

隘

き
や
う
わ
い

で

あ

つ

た

の

で

、
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稍や

や

大お

ほ

き

く

改

築

か

い

ち

く

し

た

。
又ま

た

帆

力

は
ん
り
よ
く

の

補

助

ほ

じ

よ

と

し

て

蒸
じ
よ
う

汽き

機き

關
く
わ
ん

を

据す

ゑ

附つ

け

た

。
其そ

の

位

置

ゐ

ち

は

中

帆

檣

メ

ー

ン

マ

ス

ト

を

船ふ

ね

の

全

長

ぜ
ん
ち
や
う

の

五

分ぶ

ん

三

の

位

置

ゐ

ち

と

し

て

、
機き

關
く
わ
ん

は

五

分ぶ

ん

三

の

後

部

こ

う

ぶ

に

据す

ゑ

付つ

け

た

の

で

あ

る

。

即
す
な
は

ち

五

分ぶ

ん

三

後こ

う

部ぶ

に

機き

關
く
わ
ん

室し

つ

と

上

等

室

キ

ヤ

ビ

ン

と

が

設も

う

け

ら

れ

た

譯わ

け

で

あ

る

。

而し

か

し

て

五

分ぶ

ん

三

表

方

お
も
て
か
た

五

分ぶ

ん

一

位
く
ら
ゐ

の

處
と
こ
ろ

は

船

具

室

せ

ん

ぐ

し

つ

に

宛あ

て

ら

れ

、
殘の

こ

る

五

分ぶ

ん

二

即
す
な
は

ち
船せ

ん

具ぐ

室し

つ

の

後

方

こ

う

は

う

に

は

、
鐵

製

て

つ

せ

い

の

用

水

罐

よ
う
す
ゐ
く
わ
ん

（

二

十

噸

量

と

ん

り

よ

）
を

備

付

そ

な

へ

つ

け

、
其そ

の

餘よ

室し

つ

即
す
な
は

ち

水

罐

す
ゐ
く
わ
ん

と

機

關

き

く

わ

ん

室し

つ

と

の

間
あ
ひ
だ

へ

、

食

糧

し
よ
く
り
や
う

其そ

の

他た

の

器

具

き

ぐ

を

收お

さ

め

る

事こ

と

と

し

た

。 

 

以

上

い

じ

や

う

は

甲

板

下

か

ん

ぱ

ん

か

の

構

造

か

う

ぞ

う

、
荷

積

に

づ

み

の

工

合

ぐ

あ

い

等と

う

を

示し

め

し

た

も

の

で

あ

る

が

、
之こ

れ

を

更さ

ら

に

二

段だ

ん

と

な

し
（

甲

板

か

ん

ぱ

ん

よ

り

船

底

せ

ん

て

い

ま

で

深ふ

か

さ

十

三

呎
ふ
い
ー
と

）
船

具

室

せ

ん

ぐ

し

つ

の

上

段

じ
や
う
だ
ん

を

、
下

級

か

き

う

船

員

室

せ

ん

ゐ

ん

し

つ

と

な

し

、

普

通

ふ

つ

う

隊

員

室

た

い

ゐ

ん

し

つ

に

兼

用

け

ん

よ

う

し

た

。 

上

甲

板

じ
ゆ
う
か
ん
ぱ
ん

は

前

檣

ぜ

ん

せ

う

の

後

部

こ

う

ぶ

へ

學が

く

術

室

じ
ゆ
つ
し
つ

を

設も

け

け

、
中

檣

ち

う

せ

う

の

後

部

こ

う

ぶ

へ

炊

事

室

す

ゐ

じ

し

つ

を

設も

う

け

、
炊

事

室

す

ゐ

じ

し

つ

の

前

部

ぜ

ん

ぶ

に

五

噸と

ん

量
り
や
う

の

水

槽

す

ゐ

そ

う

六

個こ

を

備
そ
な
へ

附つ

け

、
後

檣

こ

う

せ

う

の

後

部

こ

う

ぶ

へ

は

海

圖

室

か

い

づ

し

つ

を

設も

う

け

、
其そ

の

後

方

こ

う

ほ

う

約や

く

六

尺
し
や
く

を

隔へ

だ

て

操

舵

室

そ

う

だ

し

つ

を

定さ

だ

め

た

の

で

あ

る

。
氷

海

ひ
や
う
か
い

に

乘の

り

入い

る

爲た

め

出

來

で

き

得う

る

丈だ

け

堅

牢

け

ん

ろ

う

と

云い

ふ

事こ

と

に

意い

を

用も

ち

ゐ

た

の

は

言い

ふ

ま

で

も

な

い

の

で

あ

る

。

tasaka
ノート
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先ま

づ

大

體

だ

い

た

い

の

裝さ

う

置ち

は

以い

上
じ
や
う

の

如ご

と

く

で

あ

る

が

、
第だ

い

一

次じ

航

海

か

う

か

い

に

於お

い

て

、
南な

ん

緯ゐ

七

十

四

度ど

以い

南な

ん

に

航か

う

入に

ふ

し

た

爲た

め

、

船せ

ん

首し

ゆ

の

裝さ

う

置ち

さ

れ

て

あ

る

鐵て

つ

索さ

く

（

徑け

い

四

吋
い
ん
ち

）
二

本ほ

ん

は

、
凍と

う

結け

つ

し

た

。
そ

れ

が

激

浪

げ

き

ら

う

に

打う

た

た

る

ゝ

爲た

め

に

壓あ

つ

力
り
よ
く

加ゝ

は

は

り

、
ホ

プ

ス

テ

ー

の

激は

げ

し

き

動ど

う

搖え

う

に

よ

つ

て

、
遂つ

い

に

此

鐵

索

こ

の

て

つ

さ

く

は

切

斷

せ

つ

だ

ん

し

、
鐵

帶

て

つ

た

い

も

亦ま

た

寒

氣

か

ん

き

の

爲た

め

に

切

斷

せ

つ

だ

ん

し

た

。
爲た

め

に

直
ち
よ
く

立り

つ

し

て

居ゐ

る

柱
は
し
ら

は

傾

斜

け

い

し

や

を

示し

め

し

、

復

航

ふ

く

か

う

に

は

意い

外
ぐ
わ
い

の

日に

つ

子し

を

費
つ
い
や

し

た

の

で

あ

る

。

復

航

ふ

く

か

う

の

航か

う

海

中

か

い

ち

う

は

、
應お

う

急

修

繕

き

う

し

う

ぜ

ん

を

加く

は

へ

つ

ゝ

、
不

完

全

ふ

く

わ

ん

ぜ

ん

な

が

ら

シ

ド

ニ

ー

港か

う

に

引

返

ひ

き

か

へ

し

、

兎と

も

角か

く

同

港

ど

う

か

う

の

ヂ

ブ

リ

ー

船

渠

ド

ッ

グ

に

入い

る

こ

と

に

し

た

次

第

し

だ

い

で

あ

る

。 

 

偖さ

て

シ

ド

ニ

ー

港か

う

の

船

渠

ド

ッ

ク

に

於を

け

る

修

繕

し

ゆ

ぜ

ん

の

重お

も

な

る

箇

所

か

し

よ

を

示し

め

す

と

、
我わ

が

船

員

側

せ

ん

ゐ

ん

が

は

で

は

、

氷

山

ひ
や
う
ざ
ん

の

流な

が

れ

來く

る

際さ

い

は

、
船

腹

せ

ん

ふ

く

の

幅

員

ふ

く

ゐ

ん

廣ひ

ろ

き

部

分

ぶ

ゝ

ん

が

衝

突

點

し
よ
う
と
つ
て
ん

で

あ

ら

う

と

考
か
ん
が

へ

、
水す

ゐ

平へ

い

線せ

ん

の

み

に

衝

突

し
よ
う
と
つ

防

衛

ぼ

う

ゑ

い

の

設

備

せ

つ

び

を

す

れ

ば

よ

か

ら

う

と

て

、

其そ

の

積つ

も

り

で

修

繕

し

う

ぜ

ん

工

事

こ

う

じ

を

起お

こ

し

た

。

而し

か

し

て

殘の

こ

れ

る

鐵て

つ

板ぱ

ん

は

其

儘

そ

の

ま

ゝ

と

す

る

筈は

ず

で

あ

つ

た

。 

 

處
と
こ
ろ

が

次

第

し

だ

い

に

作

工

さ

こ

う

す

る

う

ち

、
乾

燥

か

ん

さ

う

の

結

果

け

つ

く

わ

、
殘の

こ

れ

る

捻ね

じ

釘く

ぎ

は

、
全

部

用

ぜ

ん

ぶ

よ

う

に

立た

た

ぬ

も

の

と

な

つ

て

居ゐ

る

こ

と

を

發

見

は

つ

け

ん

し

た

。

即す
な
は

ち

其そ

れ

等ら

の

釘く

ぎ

は

、

錆

付

さ

び

つ

い

て

居ゐ

る

爲た 

tasaka
ノート
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め

鐵て

つ

板ぱ

ん

か

ら

脱だ

つ

離り

せ

ず

、

其そ

の

儘ま

ゝ

で

あ

つ

た

が

、

よ

く

見み

る

と

寒か

ん

氣き

の

爲た

め

緊き

ん

縮
し
ゆ
く

し

て

、

船せ

ん

材ざ

い

か

ら

は

離は

な

れ

て

居ゐ

る

。

且か

つ

其そ

の

釘く

ぎ

頭
か
し
ら

は

す

べ

て

除ぢ

よ

去き

よ

せ

ら

れ

て

居ゐ

た

。 

 

そ

こ

で

ス

テ

ー

を

三

本ぼ

ん

新あ

ら

た

に

打う

ち

付つ

け

た

。
之こ

れ

は

經け

い

驗け

ん

に

鑑
か
ん
が

み

た

結け

つ

果く

わ

で

あ

る

。
又ま

た

鐵て

つ

帶た

い

も

新あ

た

ら

し

く

裝さ

う

置ち

し

た

。
此こ

れ

等ら

の

工こ

う

事じ

は

十

分ぶ

ん

堅け

ん

牢ら

う

を

期き

し

て

施
ほ
ど
こ

し

た

。
且か

つ

修し

う

繕ぜ

ん

の

結け

つ

果く

わ

母ぼ

國こ

く

石い

し

川か

は

島じ

ま

で

打う

つ

た

大

頭

釘

ダ

ン

プ

二

本ほ

ん

だ

け

は

、
少す

こ

し

も

損そ

ん

せ

ず

、
依

然

い

ぜ

ん

堅

牢

け

ん

ら

う

な

の

で

、
鐵て

つ

板は

ん

の

打

付

う

ち

つ

け

は

、
此こ

の

大

頭

釘

ダ

ン

プ

三

本ぼ

ん

に

二

吋

半

い
ん
ち
は
ん

の

捻ね

じ

釘く

ぎ

二

本ほ

ん

の

割

合

わ

り

あ

ひ

で

打

込

う

ち

こ

ん

だ

。 又ま

た

乾

船

渠

ド

ラ

イ

ド

ツ

ク

に

入は

い

つ

た

結

果

け

つ

く

わ

、
船

首

せ

ん

し

ゆ

の

下

部

か

ぶ

の

鋭え

い

形け

い

の

箇

所

か

し

よ

が

、

氷
こ
ほ
り

の

爲た

め

非

常

ひ

じ

や

う

に

損

傷

そ
ん
し
や
う

を

受う

け

て

居ゐ

る

の

を

發は

つ

見け

ん

し

た

の

で

、
此こ

の

箇か

所し

よ

に

は

能あ

た

ふ

丈だ

け

の

修

繕

し

う

ぜ

ん

を

完
ま
つ
た

ふ

す

る

に

力つ

と

め

た

。 

 

第だ

い

一

次じ

航

海

か

う

か

い

の

時と

き

は

、
三

月
ぐ
わ
つ

八

日か

頃ご

ろ

か

ら

氷
こ
ほ
り

を

切き

つ

て

走は

し

つ

た

の

で

あ

つ

た

が

、
其そ

の

際さ

い

目め

に

入い

る

處
と
こ
ろ

は

船ふ

ね

の

水

平

線

す

ゐ

へ

い

せ

ん

の

み

で

あ

つ

た

か

ら

、
上

記

じ

や

う

き

の

如ご

と

く

下

部

か

ぶ

の

損

傷

そ
ん
し
や
う

は

氣き

付つ

か

な

か

つ

た

の

で

あ

る

が

、
漸ぜ

ん

々〱

と

氷
ひ
や
う

海か

い

航か

う

海か

い

者し

や

の

經け

い

驗け

ん

談だ

ん

を

聞き

く

と

、
全ぜ

ん

容よ

う

積せ

き

の

七

分ぶ

は

水

中

す

ゐ

ち

う

に

在あ

る

譯わ

け

ゆ

ゑ

、

上

部

じ

や

う

ぶ

よ

り

も

下

部

か

ぶ

の

方は

う

が

大

切

た

い

せ

つ

で

あ

る 

tasaka
ノート
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と

云い

ふ

事こ

と

な

の

で

、
其そ

の

言げ

ん

に

鑑
か
ん
が

み

、
船

首

せ

ん

し

ゆ

の

四

分ぶ

ん

一

へ

は

、
全ぜ

ん

部ぶ

鐵て

つ

材ざ

い

を

張は

る

こ

と

に

し

た

。 

 

凡す

べ

て

の

作さ

く

具ゞ

に

は

凡す

べ

て

新あ

た

ら

し

き

材

料

ざ

い

れ

う

を

用も

ち

ゐ

た

、
作さ

く

具ゞ

破

損

は

そ

ん

の

時と

き

は

、
應お

う

急き

う

修し

う

繕ぜ

ん

を

施
ほ
ど
こ

せ

ば

よ

い

の

で

あ

る

が

、
極

寒

ご

く

か

ん

の

海

上

か
い
じ
や
う

に

在あ

つ

て

は

修

繕

し

う

ぜ

ん

思お

も

ふ

に

任ま

か

せ

ぬ

か

ら

、
凡す

べ

て

新あ

た

ら

し

き

物も

の

を

用も

ち

ふ

る

こ

と

に

し

た

。 

 

帆ほ

は

、
風

力

ふ
う
り
よ
く

烈は

げ

し

く

し

て

、
總そ

う

帆は

ん

を

揚や

う

展て

ん

す

る

の

必

要

ひ

つ

え

う

を

認み

と

め

な

い

上う

へ

、
操

縦

さ

う

じ

う

に

も

不ふ

便べ

ん

な

の

で

、
第だ

い

二

次じ

航

海

こ

う

か

い

に

は

三

角

帆

ス
リ
ー
コ
オ
タ
ー
セ
ー
ル

を

使

用

し

よ

う

す

る

こ

と

に

し

た

。
之こ

れ

も

第だ

い

一

次じ

航

海

か

う

か

い

に

於お

い

て

得え

た

る

經

驗

け

い

け

ん

の

著
う
ち
じ

る

し

い

も

の

と

謂い

は

ね

ば

な

ら

ぬ

。 

 

シ

ド

ニ

ー

に

於お

け

る

修し

う

理り

に

就つ

い

て

は

、

丹た

ん

野の

一

等と

う

運う

ん

轉て

ん

士し

、

淸し

水み

づ

機き

關
く
わ
ん

長
ち
や
う

を

始は

じ

め

、

船

員

せ

ん

ゐ

ん

一

同ど

う

の

熱

誠

ね

つ

せ

い

な

る

汗あ

せ

が

多た

大だ

い

の

貢

献

こ

う

け

ん

を

な

し

た

事こ

と

は

云い

ふ

ま

で

も

無な

い

。 

 

斯か

く

て

修

繕

し

う

ぜ

ん

を

終を

へ

し

開か

い

南な

ん

丸ま

る

は

明め

い

治ぢ

四

十

四

年ね

ん

十

一

月
ぐ
わ
つ

十

九

日に

ち

を

以も

つ

て

再
ふ
た
ゝ

び

シ

ド

ニ

ー

よ

り

南な

ん

極
き
よ
く

氷
ひ
や
う

海か

い

に

向む

か

ひ

し

が

、
無ぶ

事じ

南な

ん

緯ゐ

七

十

八

度ど

三

十

一

分ぷ

ん

西

經

せ

い

け

い

百

六

十

四

度ど

三

十

分ぷ

ん

な

る

鯨

灣

ホ
エ
ー
ル
ス
ベ
イ

に

本

隊

ほ

ん

た

い

を

上
じ
や
う

陸り

く

せ

し

め

し

の

み

な

ら

ず

、
更さ

ら

に

東

航

と

う

か

う

し

て

、
南

緯

な

ん

ゐ

七

十

六

度ど

五

十

八

分ぷ

ん

西

經

せ

い

け

い

百

五

十

四

度ど

五

十

分ぷ

ん

な

る

エ

ド

ワ

ー

ド

七

世せ

い

州し

う

の

一

灣わ

ん

に 

tasaka
ノート
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沿え

ん

岸が

ん

隊た

い

を

上
じ
や
う

陸り

く

せ

し

め

、
更さ

ら

に

東

航

と

う

か

う

し

て

西

經

せ

い

け

い

百

五

十

一

度ど

二

十

分ぷ

ん

南

緯

な

ん

ゐ

七

十

六

度ど

六

分ぷ

ん

に

到い

た

つ

て

歸き

路ろ

に

就つ

き

再
ふ
た
ゝ

び

鯨

灣

ホ
エ
ー
ル
ス
ベ
イ

に

立

寄

た

ち

よ

つ

て

本

國

ほ

ん

ご

く

に

歸き

還
く
わ
ん

し

た

の

で

あ

る

。

而し

か

し

て

歸き

還
く
わ
ん

後ご

石

川

島

い

し

か

は

じ

ま

船

渠

ド

ツ

ク

に

入い

れ

て

船

體

せ

ん

た

い

を

檢け

ん

せ

し

に

氷

海

ひ
や
う
か
い

に

於お

い

て

、

此
か
く
の

の

如ご

と

き

大

航

海

た

い

か

う

か

い

を

爲な

せ

し

に

拘か

ゝ

は

ら

ず

、
船

體

せ

ん

た

い

に

は

殆
ほ
と
ん

ど

何

等

な

ん

ら

損

傷

そ
ん
し
や
う

す

る

所
と
こ
ろ

が

な

か

つ

た

の

で

あ

る

。 

tasaka
ノート
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第
九
章 

南
極
圈
航
海
概
要 

 

南な

ん

極
き
よ
く

探た

ん

檢け

ん

船せ

ん

『

開か

い

南な

ん

丸ま

る

』
は

、
第だ

い

一

次じ

航か

う

海か

い

に

於お

い

て

南

緯

な

ん

ゐ

七

十

四

度ど

十

六

分ぷ

ん

ま

で

往い

つ

て

引ひ

き

還か

へ

し

、
更さ

ら

に

第だ

い

二

次じ

航か

う

海か

い

に

於お

い

て

、
南

緯

な

ん

ゐ

七

十

八

度ど

三

十

一

分ぷ

ん

に

達た

つ

し

て

歸き

還
く
わ
ん

し

た

の

で

あ

る

か

ら

往

復

わ

う

ふ

く

を

合が

つ

す

れ

ば

、

都

合

つ

が

ふ

四

回
く
わ
い

南な

ん

氷
ひ
や
う

洋や

う

を

航か

う

海か

い

し

た

の

で

あ

る

。

け

れ

ど

も

其そ

の

航

海

か

う

か

い

の

模

様

も

や

う

の

精

細

せ

い

さ

い

に

就つ

い

て

は

、

到

底

た

う

て

い

茲こ

ゝ

に

述の

べ

盡つ

く

す

事こ

と

は

出

來

で

き

ぬ

か

ら

此こ

の

項こ

う

に

は

只た

ゞ

第だ

い

二

次じ

航

海

か

う

か

い

に

於お

け

る

南な

ん

極
き
よ
く

圈
ゝ
わ
ん

航か

う

海か

い

の

概

要

が

い

え

う

に

就つ

い

て

余よ

（

野の

村む

ら

船せ

ん

長
ち
や
う

）

の

所

見

し

よ

け

ん

を

述の

べ

て

見み

や

う

。 

先ま

づ

第だ

い

二

次じ

航

海

か

う

か

い

に

於お

い

て

濠が

う

洲し

う

シ

ド

ニ

ー

を

出
し
ゆ
つ

發ぱ

つ

し

た

の

は

、
明

治

め

い

ぢ

四

十

四

年ね

ん

十

一

月
ぐ
わ
つ

十

九

日に

ち

で

あ

る

が

其そ

の

際さ

い

に

は

ジ

ャ

ク

ソ

ン

灣わ

ん

口こ

う

の

マ

ツ

グ

バ

リ

ー

燈

臺

と

う

だ

い

（

南

緯

な

ん

ゐ

三

十

三

度ど

五

十

一

分ぷ

ん

、

東と

う

徑け

い

百

五

十

一

度ど

十

八

分ふ

ん

）

を

距さ

る

東

方

と

う

は

う

、

六

海

里

か

い

り

の

所
と
こ
ろ

に

於お

い

て

、

船ふ

ね

を

回

轉

く
わ
い
て
ん

せ

し

め

、

羅ら

針し

ん

自

差

じ

さ

測

定

法

そ

く

て

い

は

ふ

を

行
お
こ
な

ひ

、

而し

か

し

て

其そ

の

後の

ち

南な

ん

東と

う

に

向む

か

ひ

進

行

し

ん

か

う

し

、

オ

ー

ク

ラ

ン

ド

島た

う

（

南

緯

な

ん

ゐ

五

十

度ど

二

十

分ぷ

ん

、

東と

う

徑け

い

百

六

十

六

度ど

二

十

五

分ふ

ん

）

の 

tasaka
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北

端

ほ

く

た

ん

に

向む

け

航

海

か

う

か

い

し

た

の

で

あ

る

。
（

此こ

の

島し

ま

は

十

二

月
ぐ
わ
つ

三

日か

午ご

後ゝ

五

時じ

三

十

分ぷ

ん

に

至い

た

つ

て

見み

た

）
此こ

の

時と

き

、
波は

浪ら

う

澎ぼ

う

湃は

い

し

て

船せ

ん

體た

い

の

動

搖

ど

う

え

う

頗
す
こ
ぶ

る

激

烈

げ

き

れ

つ

で

あ

つ

た

が

、
兎と

も

角か

く

此こ

の

島し

ま

の

北

東

端

ほ

く

と

う

た

ん

を

目

的

物

も

く

て

き

ぶ

つ

と

し

、
羅ら

針し

ん

の

自じ

差さ

及
お
よ
び

時じ

辰し

ん

儀ぎ

の

遅

速

差

ち

そ

く

さ

を

確た

し

か

む

る

事こ

と

を

得え

た

の

で

あ

る

。
其

後

そ

の

ご

の

航

海

か

う

か

い

に

於お

い

て

は

、
天

候

て

ん

こ

う

は

甚
は
な
は
だ

し

く

不ふ

良
り
や
う

と

云い

ふ

で

も

な

か

つ

た

、

半は

ん

晴せ

い

位
ぐ
ら
ゐ

で

あ

つ

た

。
時と

き

々〲

驟ス

コ

雨ー

ル

の

襲し

う

來ら

い

が

あ

り

、
又ま

た

風か

ぜ

は

北

東

ほ

く

と

う

位ゐ

の

和

風

わ

ふ

う

が

多お

ほ

か

つ

た

。

そ

れ

か

ら

南

極

な
ん
き
よ
く

方

面

は

う

め

ん

を

指さ

し

て

行

進

か

う

し

ん

し

た

の

で

あ

る

。 

前ぜ

ん

後ご

四

回
く
わ
い

通つ

う

過く

わ

の

經け

い

驗け

ん

に

依よ

る

と

、
南

緯

な

ん

ゐ

五

十

度ど

か

ら

五

十

五

度ど

ま

で

の

間
あ
ひ
だ

は

、
天て

ん

候こ

う

最
も
つ
と

も

不ふ

定て

い

で

あ

つ

て

且か

つ

多お

ほ

く

は

險

惡

け

ん

あ

く

で

あ

る

こ

と

を

實

驗

じ

つ

け

ん

し

た

。 

十

二

月
ぐ
わ
つ

七

日か

第だ

い

二

次じ

航

海

か

う

か

い

に

於お

い

て

、
開か

い

南な

ん

丸ま

る

が

此

邊

こ

の

へ

ん

を

通

過

つ

う

か

う

し

た

時と

き

は

夜

間

や

か

ん

が

殆ほ

と

ん

ど

二

時

間

じ

か

ん

許ば

か

り

で

あ

つ

た

。
波な

み

が

非

常

ひ

じ

や

う

に

高た

か

く

、
船ふ

ね

の

動

搖

ど

う

え

う

甚
は
な
は
だ

し

く

、
傾

斜

け

い

し

や

は

二

十

五

度ど

位
ぐ
ら
ゐ

の

程

度

て

い

ど

で

あ

つ

た

。 

九

日に

ち

正

午

し

や

う

ご

の

位

地

ゐ

ち

は

南

緯

な

ん

ゐ

六

十

度ど

二

十

四

分ふ

ん

、
東と

う

徑け

い

百

六

十

九

度ど

四

十

分ぷ

ん

で

あ

つ

た

。

此こ

の

線せ

ん

に

向む

か

つ

た

最
も
つ
と

も

早は

や

き

英

國

え

い

こ

く

の

南な

ん

極
き
よ
く

探た

ん

檢け

ん

家か

ロ

ツ

ス

の

航

路

か

う

ろ

は

、
最

も
つ
と

も

我わ

が
開か

い

南な

ん

丸ま

る

の

航

海

か

う

か

い

の

月

日

つ

き

ひ

に

近ち

か

い

時と

き

で

あ

る

故ゆ

ゑ

、

余よ

は

大

層

た

い

そ

う

都

合

つ

が

ふ

が

好よ

い

と

心
こ
ゝ
ろ

密ひ

そ

か

に 
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考
か
ん
が

へ

て

居ゐ

た

。
（

英

國

製

え

い

こ

く

せ

い

三

千

百

七

十

三

號が

う

の

地

圖

ち

づ

に

依よ

る

と

、

ロ

ツ

ス

は

十

二

月
ぐ
わ
つ

二

十

三

日に

ち

に

通つ

う

過く

わ

し

て

居ゐ

る

、
）
ロ

ツ

ス

線せ

ん

に

入は

い

つ

た

日ひ

、
即

す
な
は

ち

十

日か

に

は

砂す

な

の

如ご

と

き

細こ

ま

か

き

雪ゆ

き

が

降

來

ふ

り

き

た

つ

た

。
午

後

ご

ゝ

六

時じ

頃ご

ろ

の

氣

溫

き

を

ん

は

華

氏

く

わ

し

三

十

一

度ど

を

示し

め

し

、
海

水

か

い

す

ゐ

の

溫を

ん

度ど

華

氏

く

わ

し

三

十

二

度ど

に

降く

だ

り

、
十

一

日に

ち

に

至い

た

る

と

雪

降

續

ゆ

き

ふ

り

つ

ゞ

き

、
海

水

か

い

す

ゐ

の

色い

ろ

は

淡た

ん

白は

く

色
し
よ
く

に

變へ

ん

化く

わ

し

て

來き

た

。

此こ

の

色い

ろ

を

以も

つ

て

も

氷

海

ひ
や
う
か
い

の

略ほ

ぼ

近ち

か

き

事こ

と

を

知し

り

得う

る

の

で

あ

る

。 

十

二

月
ぐ
わ
つ

十

一

日に

ち

頃ご

ろ

よ

り

流

氷

り
う
ひ
や
う

ボ

ツ

〱

と

現あ

ら

は

れ

、

追お

ひ

々〱

增ぞ

う

加か

の

模

様

も

や

う

を

呈て

い

し

た

。

海

水

か

い

す

ゐ

の

溫お

ん

度ど

は

華

氏

く

わ

し

三

十

度ど

位
く
ら
ゐ

で

あ

つ

た

か

ら

、
常つ

ね

に

注

意

ち

う

ゐ

を

怠
お
こ
た

ら

な

か

つ

た

が

、
此こ

の

前

後

ぜ

ん

ご

の

天

候

て

ん

こ

う

は

多お

ほ

く

密み

つ

霧む

で

、

北

風

き

た

か

ぜ

が

強つ

よ

か

つ

た

。

此こ

の

附

近

ふ

き

ん

に

至い

た

る

と

午

前

ご

ぜ

ん

一

時じ

頃ご

ろ

よ

り

夜よ

が

明あ

け

始は

じ

め

、
二

時じ

頃ご

ろ

よ

り

確た

し

か

に

晝ひ

る

と

な

っ

た

。
而し

か

し

て

午

後

ご

ゞ

十

二

時じ

頃ご

ろ

に

至い

た

る

も

尙な

ほ

夕

刻

い

ふ

こ

く

の

如ご

と

く

、
甲

板

カ

ン

パ

ン

上
じ
や
う

に

て

新

聞

紙

し

ん

ぶ

ん

し

を

讀み

み

得え

ら

る

ゝ

位
く
ら
ゐ

で

あ

つ

た

。
此こ

の

附ふ

近き

ん

を

航

海

か

う

か

い

し

た

時と

き

は

、
第だ

い

一

次じ

航

海

か

う

か

い

に

於お

い

て

氷

山

ひ
や
う
ざ
ん

の

增ぞ

う

加か

し

た

地

點

ち

て

ん

で

あ

つ

た

か

ら

、
一

層そ

う

注

意

ち

う

ゐ

を

拂は

ら

つ

た

。
大

氣

た

い

き

の

溫を

ん

度ど

華

氏

く

わ

し

三

十

三

度ど

、
海

水

か

い

す

ゐ

の

溫を

ん

度ど

華

氏

く

わ

し

三

十

度ど

、
晴せ

い

雨う

計け

い

二

十

九

吋
イ
ン
チ

を

示し

め

し

た

。 

tasaka
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此こ

の

附

近

ふ

き

ん

の

海

上

か
い
じ
や
う

に

は

、
鯨

く
じ
ら

の

群む

れ

を

爲な

し

て

遊

泳

い

う

え

い

せ

る

者も

の

頗
す
こ
ぶ

る

多お

ほ

く

、
海う

み

燕
つ
ば
め

等と

う

の
水

禽

す

ゐ

き

ん

も

多お

ほ

い

。
正

午

し

や

う

ご

頃ご

ろ

か

ら

氷

山

ひ
や
う
ざ
ん

に

遭さ

う

遇ぐ

う

し

た

。
次

第

し

だ

い

に

其

數

そ

の

す

う

を

增ぞ

う

加か

し

來く

る

の

で

あ

る

。
之こ

れ

よ

り

我わ

が

開か

い

南な

ん

丸ま

る

は

氷

海

ひ
や
う
か
い

を

航か

う

行〱

せ

ね

ば

な

ら

ぬ

。 

此こ

の

日ひ

は

多お

ほ

く

の

氷
ひ
や
う

塊
く
わ
い

に

出

遇

で

あ

ふ

た

。
而し

か

し

て

夜よ

の

八

時じ

頃ご

ろ

か

ら

殆ほ

と

ん

ど

海か

い

上
じ
や
う

一
面め

ん

氷
こ
ほ
り

な

ら

ざ

る

は

な

く

、
純

然

じ
ゆ
ん
ぜ
ん

た

る

氷
ひ
や
う

海か

い

と

な

つ

た

の

で

、
始は

じ

め

て

船ふ

ね

の

機

關

き

く

わ

ん

準

備

じ

ゆ

ん

び

を

命め

い

じ

た

。 爾じ

後ご

引ひ

き

續つ

ゞ

き

氷

海

ひ
や
う
か
い

を

航か

う

走さ

う

し

た

が

、
越こ

え

て

十

五

日に

ち

頃ご

ろ

よ

り

全
ま
つ
た

く

不ふ

夜や

の

海う

み

と

な

つ

た

。
即

す
な
は

ち

午

後

ご

ゝ

十

二

時じ

に

太

陽

た

い

や

う

が

出で

る

が

、
其そ

の

日に

ち

沒ぼ

つ

時じ

に

於お

け

る

微び

弱
じ
や
く

な

る

光

線

く
わ
う
せ
ん

を

夜よ

と

認み

と

む

べ

き

位
く
ら
ゐ

の

も

の

で

あ

る

。 

寒か

ん

暖だ

ん

計け

い

の

示し

め

す

所
と
こ
ろ

に

據よ

る

と

、
此

邊

こ

の

へ

ん

の

溫を

ん

度ど

は

氣き

溫を

ん

華く

わ

氏し

三

十

度ど

、
海か

い

水す

ゐ

溫を

ん

華く

わ

氏し

三

十

一

度ど

位
く
ら
ゐ

で

あ

つ

て

。

晴せ

い

雨

計

う

け

い

は

二

十

九

吋
イ
ン
チ

五

十

位
く
ら
ゐ

で

あ

つ

た

。 

此こ

の

日ひ

の

正

午

し

や

う

ご

船ふ

ね

の

位

置

ゐ

ち

は

南

緯

な

ん

ゐ

六

十

四

度ど

三

十

五

分ふ

ん

、

東と

う

徑け

い

百

七

十

度ど

で

あ

つ

た

。 

尙な

ほ

此こ

の

日ひ

高た

か

さ

三

百

尺
し
や
く

程ほ

ど

水

面

す

ゐ

め

ん

に

現
あ
ら
は

れ

居ゐ

る

氷

山

ひ
や
う
ざ
ん

に

遭そ

う

遇ぐ

う

し

つ

ゝ

航

海

か

う

か

い

し

た

が

、 
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其そ

の

附

近

ふ

き

ん

に

は

小せ

う

群ぐ

ん

氷
ひ
や
う

が

現あ

ら

は

れ

て

居ゐ

た

。 

十

七

日に

ち

頃ご

ろ

よ

り

良

好

り
や
う
か
う

の

天て

ん

候こ

う

と

て

は

、
一

日じ

つ

も

無な

か

つ

た

。
海う

み

は

氷

塊

ひ
や
う
く
わ
い

の

爲た

め

に

波な

み

は

高た

か

く

な

い

、

羅ら

針し

ん

自

差

じ

さ

の

變

化

へ

ん

く

わ

あ

る

爲た

め

磁

極

じ

き

よ

く

の

地

點

ち

て

ん

を

越こ

し

て

か

ら

は

船

首

せ

ん

し

ゆ

を

北ほ

く

東と

う

少せ

う

東と

う

の

針

路

し

ん

ろ

で

目

的

地

も

く

て

き

ち

方

向

は

う

か

う

と

爲な

る

。

以

前

い

ぜ

ん

の

測そ

く

定

法

て

い

は

ふ

に

依よ

る

と

四

度ど

西に

し

の

自

差

じ

さ

で

あ

つ

た

が

、

偖さ

て

今い

ま

此こ

の

邊へ

ん

に

於お

い

て

太

陽

た

い

や

う

の

方

向

は

う

か

う

で

測

定

そ

く

て

い

し

て

見み

る

と

、

三

十

一

度ど

二

十

分ぷ

ん

東
ひ
が
し

自

差

じ

さ

の

起お

こ

り

し

を

發は

つ

見け

ん

し

た

。
兎と

に

角か

く

、
南

極

な
ん
き
よ
く

の

航

海

か

う

か

い

は

時じ

々ゝ

刻こ

く

々〱

細さ

い

心し

ん

の

注

意

ち

う

い

を

拂は

ら

は

ね

ば

な

ら

ぬ

の

で

あ

る

。 

二

十

日か

頃ご

ろ

よ

り

、

氷

山

ひ
や
う
ざ
ん

は

築ち

く

港か

う

防ば

う

波は

堤て

い

の

如ご

と

き

形
か
た
ち

の

物も

の

が

現あ

ら

は

れ

た

。

此こ

の

氷

山

ひ
や
う
ざ
ん

は

氷

堤

ひ
や
う
て
い

の

缺け

つ

落ら

く

し

て

成な

れ

る

も

の

と

は

知し

れ

る

も

、
こ

れ

を

見み

た

る

時と

き

に

は

、

頗
す
こ
ぶ

る

驚

愕

き
や
う
が
く

の

感か

ん

を

起お

こ

し

た

。 

 

二

十

一

日に

ち

頃ご

ろ

よ

り

、
赤あ

か

く

焼や

け

た

る

雲く

も

が

出で

た

。
其そ

の

雲く

も

の

疎
ま
ば
ら

な

る

處
と
こ
ろ

に

奇

麗

き

れ

い

な

る

靑せ

い

色
し
よ
く

の

雲く

も

が

現あ

ら

は

れ

出い

で

た

。
そ

れ

は

午ご

前ぜ

ん

一

時じ

頃ご

ろ

の

こ

と

で

あ

る

。
海

上

か
い
じ
や
う

は

氷
こ
ほ
り

が

非ひ

常
じ
や
う

に

多お

ほ

く

な

つ

て

、

一

面め

ん

の

氷

海

ひ
や
う
か
い

と

な

り

、

雪ゆ

き

は

霏

々

ひ

ゝ

と

し

て

降ふ

り

積つ

も

つ

た

の

で

あ

る

。 

tasaka
ノート
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そ

こ

で

目

的

も

く

て

き

の

方

向

は

う

こ

う

に

汽き

力
り
よ
く

を

以も

つ

て

航か

う

走さ

う

を

續つ

ゞ

け

た

。
此こ

の

日ひ

正

午

し

や

う

ご

の

位

地

ゐ

ち

は

南

緯

な

ん

ゐ

六

十

六

度ど

四

十

一

分ぷ

ん

十

四

秒べ

う

、

東

經

と

う

け

い

百

七

十

八

度ど

で

あ

つ

た

。 

 

斯か

く

て

午

前

ご

ぜ

ん

よ

り

午

後

ご

ゞ

に

渉わ

た

り

、
雪ゆ

き

非

常

ひ

じ

や

う

に

烈は

げ

し

く

な

り

、
船ふ

ね

は

絶

大

ぜ

つ

だ

い

の

注

意

ち

う

い

を

拂は

ら

ひ

つ

ゝ

進

行

し

ん

か

う

し

た

。
所

と
こ
ろ

が

氷

塊

ひ
や
う
く
わ
い

の

爲た

め

に

、
目

的

も

く

て

き

航

路

か

う

ろ

を

進す

ゝ

む

事こ

と

が

出

來

で

き

な

い

の

で

、
船ふ

ね

の

方は

う

で

言い

ふ

所
と
こ
ろ

の

避ひ

航か

う

を

し

て

漸
や
う
や

く

一

時じ

氷

海

ひ
や
う
か
い

を

脱だ

つ

す

る

こ

と

が

出

來

で

き

た

。

然し

か

る

に

幸
さ
い
は
ひ

に

も

最も

早は

や

不ふ

夜や

の

境
き
や
う

に

な

つ

た

の

で

、

航

海

か

う

か

い

に

は

非ひ

常
じ
や
う

に

好か

う

都つ

合が

ふ

で

あ

つ

た

。 

 

所
と
こ
ろ

で

我わ

が

探た

ん

檢け

ん

隊た

い

の

一

部ぶ

の

者も

の

か

ら

シ

ド

ニ

ー

大だ

い

學が

く

教け

う

授じ

ゆ

デ

ビ

ッ

ト

氏し

よ

り

聞き

い

た

と

云い

ふ

の

で

、
余よ

に

對た

い

し

航か

う

路ろ

上
じ
や
う

の

註ち

う

文も

ん

が

あ

つ

た

が

、
余よ

の

意

見

い

け

ん

と

し

て

日

本

人

に

ほ

ん

じ

ん

は

日に

本ほ

ん

人じ

ん

と

し

て

相

當

さ

う

た

う

の

航

海

か

う

か

い

の

能

力

の
う
り
よ
く

を

有い

う

し

て

居ゐ

る

以い

上
じ
や
う

は

、
是ぜ

非ひ

共と

も

、
他

國

人

た

こ

く

じ

ん

の

説せ

つ

に

随
し
た
が

は

ね

ば

な

ら

ぬ

と

云い

ふ

の

は

、
航

海

者

か

う

か

い

し

や

と

し

て

頗
す
こ
ぶ

る

迷

惑

め

い

わ

く

の

話
は
な
し

で

あ

る

。
勿

論

も

ち

ろ

ん

其

説

そ

の

せ

つ

は

參さ

ん

考か

う

と

は

す

る

が

、
船

長

せ
ん
ち
や
う

と

し

て

是ぜ

非ひ

共と

も

之こ

れ

に

随
し
た
が

ふ

と

云い

ふ

こ

と

は

出

來

で

き

な

い

と

、

斷だ

ん

然ぜ

ん

拒

絶

き

よ

ぜ

つ

す

る

こ

と

を

通

知

つ

う

ち

し

た

。

そ

れ

に

も

拘か

ゝ

は

ら

ず

學

術

部

が

く

じ

ゆ

つ

ぶ

よ

り

猶な

ほ

絶た

え

ず

申

來

ま

を

し

き
た

る

に

は

、

少す

こ

し

く

閉

口

へ

い

こ

う

し

た

が

、

今い

ま

や

此こ

の

開か

い

南な

ん

丸ま

る

の

航

海

k
a

う

か

い

は

、 

tasaka
ノート
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列れ

つ

國こ

く

人じ

ん

環
く
わ
ん

視し

の

中う

ち

に

行
お
こ
な

つ

て

居ゐ

る

も

の

で

あ

る

か

ら

、
此こ

の

船ふ

ね

に

長
ち
や
う

た

る

身み

と

し

て

は

愼し

ん

重
ち
や
う

に

其そ

の

信し

ん

ず

る

所
と
こ
ろ

に

進す

ゝ

ま

ね

ば

な

ら

ぬ

と

、

回

答

く
わ
い
と
う

し

て

や

つ

た

。

此こ

の

場

合

ば

あ

ひ

南

進

な

ん

し

ん

は

不

可

能

ふ

か

の

う

で

あ

る

か

ら

、

例れ

い

の

避ひ

航か

う

を

以も

つ

て

氷

圍

ひ

や

う

ゐ

を

脱

出

だ
つ
し
ゆ
つ

し

、

氷

海

ひ
や
う
か
い

を

傳つ

た

ひ

つ

ゝ

南

方

な

ん

は

う

に

出

口

で

ぐ

ち

も

あ

る

や

と

、
先ま

づ

船

首

せ

ん

し

ゆ

を

東

方

と

う

は

う

に

進す

ゝ

め

つ

ゝ

、
探さ

ぐ

り

〱

進す

ゝ

ん

だ

が

、
な

か

〱

出

口

で

ぐ

ち

と

言い

つ

て

は

無な

い

、
僅わ

づ

か

二

、
三

哩
マ
イ
ル

乃

至

な

い

し

四

五

哩
マ
イ
ル

、
入

込

い

り

こ

め

る

所
と
こ
ろ

が

あ

つ

て

も

、
矢や

張は

り

依い

然ぜ

ん

と

し

て

氷

海

ひ
や
う
か
い

で

あ

る

、
そ

こ

で

ズ

ン

〱

東

方

と

う

は

う

に

向む

か

ひ

、
遂つ

い

に

經け

い

度ど

百

八

十

度ど

の

線

内

せ

ん

な

い

、

在

右

さ

い

う

を

縫ぬ

ひ

つ

ゝ

廿

九

日に

ち

に

至い

た

り

氷
こ
ほ
り

の

隙

間

す

き

ま

よ

り

南

方

な

ん

ぱ

う

へ

の

道み

ち

を

發は

つ

見け

ん

し

た

。 

 

段だ

ん

々〱

と

南

進

な

ん

し

ん

し

て

、
薄

氷

海

は
く
ひ
や
う
か
い

を

航

海

か

う

か

い

す

る

こ

と

約や

く

一

晝ち

う

夜や

、
茲こ

ゝ

に

始は

じ

め

て

非ひ

常
じ
や
う

に

稀き

薄は

く

な

る

氷
こ
ほ
り

の

海う

み

に

出で

る

こ

と

を

得え

た

。 

 

さ

て

開か

い

南な

ん

丸ま

る

の

目

的

も

く

て

き

と

す

る

到

着

點

た
う
ち
や
く
て
ん

は

鯨

灣

ホ
エ
ー
ル
ス
わ
ん

で

あ

る

が

、

南

極

な
ん
き
よ
く

地

方

ち

は

う

は

羅ら

針し

ん

に

差さ

を

生
し
や
う

ず

る

か

ら

、
陸り

く

岸が

ん

を

見み

ず

し

て

直
た
ゞ
ち

に

目

的

も

く

て

き

の

方

向

は

う

こ

う

に

船

首

せ

ん

し

ゆ

を

向む

け

る

は

危

險

き

け

ん

で

あ

る

。

兎と

も

角か

く

も

、

南
み
な
み

ヴ

ヰ

ウ

ク

ト

リ

ア

州し

う

沿

岸

え

ん

が

ん

に

船ふ

ね

を

寄よ

せ

て

、

充

分

じ

う

ぶ

ん

、
時じ

自じ

、
兩

差

り

や

う

さ

を

確

定

か

く

て

い

し

た

上う

へ

で

、

目

的

も

く

て

き

の

地

點

ち

て

ん

に

航か

う

す

る

の

が

、

恐お

そ

ら

く

普

通

ふ

つ

う

航

海

者

か

う

か

い

し

や

の

當た

う

然ぜ
ん 

tasaka
ノート
４３１頁　南極圏航海概要依然たる氷海 一旦船を南ヴヰクトリア州に寄するの方針
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取と

る

べ

き

方

法

は

う

は

ふ

で

あ

る

所
と
こ
ろ

か

ら

、

余よ

は

其そ

の

方

針

は

う

し

ん

を

執と

つ

た

。 

 
其そ

の

頃こ

ろ

の

天

候

て

ん

こ

う

は

、
稀ま

れ

な

る

程ほ

ど

の

好

晴

か

う

せ

い

で

あ

つ

て

、
波な

み

も

又ま

た

穏お

だ

や

か

で

あ

つ

た

。
然し

か

し

風か

ぜ

が

無な

い

爲た

め

に

、

汽

走

き

さ

う

を

繼

續

け

い

ぞ

く

し

た

。 

 

や

が

て

、
目

的

も

く

て

き

と

す

る

地ち

の

附

近

ふ

き

ん

に

至い

た

り

、
又ま

た

非ひ

常
じ
や
う

な

る

氷
ひ
や
う

海か

い

に

出で

遇あ

つ

た

。
船ふ

ね

は

其そ

の

爲た

め

思お

も

ふ

地ち

點て

ん

に

向む

け

進し

ん

航か

う

す

る

こ

と

が

出

來

で

き

な

い

の

で

、
氷

塊

ひ
や
う
く
わ
い

を

避さ

け

つ

ゝ

東

方

と

う

は

う

又ま

た

は

北

方

ほ

く

は

う

に

避ひ

航か

う

を

續つ

ゞ

け

、
約や

く

十

日か

間か

ん

を

費
つ
い
や

し

て

進す

ゝ

ん

だ

が

、
其そ

の

時と

き

の

苦く

心し

ん

は

全

く

ま

つ

た

普ふ

通つ

う

人じ

ん

の

想さ

う

像ざ

う

以い

外
ぐ
わ
い

で

、

船

體

せ

ん

た

い

の

危き

險け

ん

と

云い

ふ

も

の

は

實じ

つ

に

甚
は
な
は

だ

し

か

つ

た

の

で

あ

る

。 

 

一

月
ぐ
わ
つ

十

五

日に

ち

漸
や
う
や

く

氷
ひ
や
う

圍ゐ

を

脱

出

だ
つ
し
ゆ
つ

し

て

、
辛か

ら

ふ

じ

て

目

的

も

く

て

き

と

す

る

南

方

な

ん

は

う

に

進す

ゝ

む

こ

と

を

得え

た

の

で

あ

る

。
翌よ

く

日じ

つ

午ご

前ぜ

ん

五

時じ

頃ご

ろ

よ

り

大た

い

陸り

く

續つ

ゞ

き

の

氷
ひ
や
う

堤
く
わ
い

を

發は

つ

見け

ん

し

て

十
時じ

頃こ

ろ

氷
ひ
や
う

堤て

い

に

近ち

か

づ

き

見み

る

と

、
灣わ

ん

の

形
か
た
ち

を

爲な

し

て

居ゐ

て

、
幸

さ
い
は

ひ

上

陸

じ
や
う
り
く

し

得う

べ

し

と

思お

も

は

る

ゝ
箇か

所し

よ

が

あ

つ

た

の

で

、
船ふ

ね

を

近
ち
か
づ

け

た

。
其そ

の

位ゐ

地ち

は

南

緯

な

ん

ゐ

七

十

八

度ど

十

九

分ふ

ん

、
西

經

せ

い

け

い

百

六

十

二

度ど

二

十

分ぷ

ん

で

あ

る

。 

 

所と
こ
ろ

が

一

部ぶ

の

者も

の

を

上

陸

じ
や
う
り
く

せ

し

め

て

研

究

け

ん

き

う

の

結

果

け

つ

く

わ

、

愈い

よ

々〱

上じ
や
う

陸り

く

地ち

と

し

て

は

不ふ

適て
き 

tasaka
ノート
４３２頁　南極記上陸地の踏査
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當と

う

と

決け

つ

し

た

の

で

、
一

ト

先ま

づ

船ふ

ね

は

灣わ

ん

を

出い

づ

る

事こ

と

と

な

つ

た

。
其そ

の

時と

き

隊た

い

よ

り

船ふ

ね

を

東

方

と

う

は

う

に

進す

ゝ

め

や

う

と

云い

ふ

註

文

ち

う

も

ん

も

あ

つ

た

が

、
突

然

と

つ

ぜ

ん

の

變へ

ん

更か

う

で

東

方

と

う

は

う

に

往ゆ

く

も

、

上
じ
や
う

陸り

く

の

箇か

所し

よ

あ

る

や

否
い
な
や

不ふ

明め

い

で

あ

る

。

若も

し

不ふ

可か

能の

う

の

場ば

合あ

ひ

に

は

再
ふ
た
ゝ

び

西

方

せ

い

は

う

へ

往ゆ

か

ね

ば

な

ら

ぬ

。

彼

是

か

れ

こ

れ

す

る

中う

ち

時じ

期き

を

失し

つ

し

上
じ
や
う

陸り

く

せ

ず

に

歸か

へ

る

事こ

と

と

な

ら

ぬ

と

も

限か

ぎ

ら

ぬ

。
所

と
こ
ろ

で
此こ

の

地ち

點て

ん

よ

り

約や

く

三

十

哩
マ
イ
ル

西

方

せ

い

は

う

に

良
り
や
う

好か

う

の

上
じ
や
う

陸り

く

場ば

所し

よ

た

る

鯨

灣

ホ
エ
ー
ル
ス
ベ
イ

の

あ

る

事こ

と

を

知し

た

の

で

、

其そ

の

方は

う

面め

ん

に

船ふ

ね

を

進す

ゝ

め

た

が

、
約や

く

六

時じ

間か

ん

許ば

か

り

後の

ち

に

其

處

そ

こ

に

到た

う

着
ち
や
く

し

た

。
此こ

の

時と

き

同ど

う

灣わ

ん

内な

い

に

繋け

い

留り

う

し

て

居を

る

諾

威

ノ
ー
ル
エ
ー

の

探た

ん

檢け

ん

船せ

ん

フ

ラ

ム

號が

う

に

邂

逅

か

い

ご

う

し

た

。
我わ

が

が

開か

い

南な

ん

丸ま

る

は

直
た
ゞ
ち

に

フ

ラ

ム

號が

う

の

碇

泊

て

い

は

く

し

居を

る

所
と
こ
ろ

よ

り

約や

く

二

哩
マ
イ
ル

東

方

と

う

は

う

の

野や

氷
ひ
や
う

上
じ
や
う

に

錨
い
か
り

を

投な

げ

船ふ

ね

を

繋

留

け

い

り

う

せ

し

め

た

。

時と

き

に

午ご

後ゞ

十

一

時じ

過す

ぎ

で

あ

つ

た

。

其そ

の

位ゐ

地ち

は

南な

ん

緯ゐ

七

十

八

度ど

三

十

一

分ぷ

ん

西

經

せ

い

け

い

百

六

十

四

度ど

三

十

分ぷ

ん

で

あ

る

。
此

處

こ

ゝ

に

て

突と

つ

進し

ん

隊た

い

の

上
じ
や
う

陸り

く

を

辛か

ら

う

じ

て

終を

は

り

、
一

月
ぐ
わ
つ

十

九
日に

ち

上
じ
や
う

陸り

く

隊た

い

員ゐ

ん

と

袂
た
も
と

を

別わ

か

ち

少す

こ

し

く

沖お

き

に

出で

て

石

炭

せ

き

た

ん

の

移
う
つ
し

換か

へ

等と

う

を

行
お
こ
な

ひ

、

充

分

じ

う

ぶ

ん

の

準

備

じ

ゅ

ん

び

を

爲な

し

、

初は

じ

め

て

東と

う

方は

う

探た

ん

檢け

ん

の

航か

う

路ろ

に

向む

か

つ

た

が

、

其そ

の

目も

く

的て

き

は

エ

ド

ワ

ー

ド

七

世

州

せ

い

し

う

に

探た

ん

檢け

ん

支し

隊た

い

を

上
じ
や
う

陸り
く

せ
し
め
た
上う

へ

、
船ふ

ね

の
往ゆ

け
る
所

と
こ
ろ

迄ま
で

東
ひ
が
し

に
往い

つ
て
見み

る
と
云い

ふ

考
か
ん
が

へ
で
あ
つ
た
。
即

す
な
は

ち 

tasaka
ノート
４３３頁　南極圏航海概要フラム號との邂逅 船の往ける處まで往かん
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西せ

い

經け

い

百

四

十

度ど

附ふ

近き

ん

迄ま

で

探た

ん

檢け

ん

し

た

い

と

云い

ふ

考
か
ん
が

へ

で

あ

つ

た

。 

 
斯か

く

て

沿え

ん

岸が

ん

を

航か

う

進し

ん

し

た

が

、
天て

ん

候こ

う

は

普ふ

通つ

う

で

あ

る

。
沿え

ん

岸が

ん

の

氷
ひ
や
う

堤て

い

よ

り

二

三

哩
マ
イ
ル

を

隔へ

だ

て

ゝ

航か

う

行〱

し

た

。
又ま

た

氷
ひ
や
う

堤て

い

の

缺け

つ

落ら

く

す

る

光
く
わ
う

景け

い

を

屢し

ば

々〱

船ふ

ね

か

ら

目も

く

擊げ

き

し

た

。
此こ

の

氷
ひ
や
う

堤て

い

の

落お

ち

る

音お

と

は

宛さ

な

が

ら

大た

い

砲は

う

を

發は

な

つ

如ご

と

き

音お

と

で

實じ

つ

に

物も

の

悽す

ご

い

も

の

で

あ

る

。
氷

こ
ほ
り

が

落お

ち

た

時と

き

は

白は

く

波は

濛ま

う

々〱

と

し

て

上の

ぼ

り

、
何な

に

が

何な

に

や

ら

能よ

く

見み

え

な

い

が

、
程ほ

ど

な

く

大だ

い

氷
ひ
や
う

塊
く
わ
い

が

水み

づ

を

潜く

ゞ

つ

て

浮う

か

ん

で

來く

る

。
之こ

れ

が

遂つ

い

に

沖お

き

に

流な

が

れ

て

往ゆ

く

の

で

あ

る

。
そ

れ

が

爲た

め

氷
ひ
や
う

堤て

い

に

餘あ

ま

り

近ち

か

く

接せ

つ

し

て

航

海

か

う

か

い

す

る

こ

と

の

危

險

き

け

ん

な

る

を

實じ

つ

見け

ん

し

た

。

其

後

そ

の

ご

エ

ド

ワ

ー

ド

七

世

州

せ

い

し

う

沿

岸

え

ん

が

ん

の

野や

氷
ひ
や
う

岸ぎ

し

（

南な

ん

緯ゐ

七

十

六

度ど

五

十

八

分ふ

ん

半は

ん

西

經

せ

い

け

い

百

五

十

四

度ど

五

十

分ぷ

ん

）
に

船ふ

ね

を

繋け

い

留り

う

し

た

。
其そ

の

時と

き

ア

レ

キ

サ

ン

ド

ラ

山さ

ん

脈
み
や
く

の

一

部ぶ

を

探

檢

た

ん

け

ん

し

や

う

と

云い

ふ

事こ

と

に

爲な

り

、
隊た

い

員ゐ

ん

船せ

ん

員ゐ

ん

は

二

組く

み

に

爲な

り

て

上
じ
や
う

陸り

く

し

た

。

一

部ぶ

は

東と

う

方は

う

に

向む

か

ひ

一

部ぶ

は

西

方

せ

い

は

う

に

向む

か

つ

た

。

東

方

と

う

は

う

に

向む

か

つ

た

者も

の

は

氷
こ
ほ
り

の

龜き

裂れ

つ

の

大お

ほ

き

い

の

が

あ

つ

て

進す

ゝ

む

こ

と

を

得え

な

い

と

云い

つ

て

引ひ

き

返か

へ

し

て

來き

た

が

、
西

方

せ

い

は

う

へ

向む

か

つ

た

者も

の

は

中な

か

々〱

歸か

へ

つ

て

來こ

な

い

。
そ

こ

で

非ひ

常
じ
や
う

に

心し

ん

配ぱ

い

し
て
船せ

ん

員ゐ

ん

に
命め

い

じ
て
搜さ

う

索さ

く

せ
し
む
る
事こ

と

と
し
た
が
、
夜よ

に
入は

い

つ
て
行ゆ

く

衛ゑ

の
案あ

ん

じ
ら
れ
た 

tasaka
ノート
４３４頁　南極記氷堤に接近する危險 エドワード七世州の上陸
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西せ

い

方は

う

に

向む

か

ひ

し

隊

員

た

い

ゐ

ん

も

歸か

へ

り

搜さ

う

索さ

く

隊た

い

も

續つ

ゞ

い

て

還か

へ

つ

て

來き

た

。 

 
開か

い

南な

ん

丸ま

る

は

一

同ど

う

を

搭た

ふ

載さ

い

し

て

更さ

ら

に

東

北

と

う

ほ

く

に

進す

ゝ

ん

だ

。

斯か

く

て

約や

く

一

晝ち

う

夜や

の

航こ

う

海か

い

を

爲な

し

た

後の

ち

引

返

ひ

き

か

へ

す

こ

と

に

し

た

が

、
其そ

の

最さ

い

終し

う

の

到た

う

着
ち
や
く

點て

ん

は

西

經

せ

い

け

い

百

五

十

一

度ど

二

十

分ぷ

ん

南な

ん

緯ゐ

七

十

六

度ど

六

分ぷ

ん

で

あ

る

。
エ

ド

ワ

ー

ド

七

世せ

い

州し

う

の

上
じ
や
う

陸り

く

地ち

點て

ん

と

此こ

の

最さ

い

終し

う

航か

う

進し

ん

點て

ん

と

の

間
あ
ひ
だ

は

、

海か

い

上
じ
や
う

大た

い

小せ

う

の

氷
ひ
や
う

塊
く
わ
い

充じ

う

滿ま

ん

し

て

、

中な

か

に

は

氷
ひ
や
う

島た

う

と

名な

づ

く

べ

き

程ほ

ど

の

も

の

も

あ

り

、

船ふ

ね

の

危き

險け

ん

は

非ひ

常
じ
や
う

で

あ

つ

た

。
今い

ま

少す

こ

し

遠と

ほ

く

航

海

か

う

か

い

を

續つ

ゞ

け

て

、
此こ

の

地ち

附ふ

近き

ん

の

研け

ん

究き

う

も

し

て

見み

た

か

つ

た

が

、
此こ

の

邊へ

ん

は

實じ

つ

に

夥
お
び
た
ゞ

し

い

氷
こ
ほ
り

で

、
氷

ひ
や
う

海か

い

に

進し

ん

入に

ふ

す

る

が

最さ

い

後ご

、
最も

早は

や

引ひ

き

返か

へ

す

の

は

非ひ

常
じ
や
う

の

困こ

ん

難な

ん

で

あ

る

上う

へ

、
石せ

き

炭た

ん

飲い

ん

料れ

う

水す

ゐ

等と

う

の

缺け

つ

乏ぼ

う

し

來き

た

つ

た

點て

ん

も

あ

る

の

で

、

斷だ

ん

然ぜ

ん

引ひ

き

返か

へ

す

こ

と

に

し

た

の

で

あ

る

。

其そ

の

鯨
ホ
エ
ー
ル
ス

灣ベ

イ

ま

で

引ひ

き

返か

へ

す

途と

中ち

う

南な

ん

緯ゐ

七

十

七

度ど

五

十

分ぷ

ん

西

經

せ

い

け

い

百

五

十

八

度ど

四

十

分ぷ

ん

の

地

點

ち

て

ん

に

於お

い

て

一

つ

の

灣わ

ん

形け

い

を

な

せ

る

場ば

所し

よ

に

船ふ

ね

を

寄よ

せ

て

、
二

隻せ

き

の

端

艇

ボ

ー

ト

を

以も

つ

て

氷
ひ
や
う

塊
く
わ
い

附ふ

着
ち
や
く

の

岩が

ん

石せ

き

大た

い

小せ

う

數す

う

十

個こ

を

採さ

い

集し

ふ

し

、
尙な

ほ

海か

い

底て

い

の

測そ

く

量
り
や
う

も

爲な

し

、
氷

ひ
や
う

堤て

い

の

割わ

れ

目め

の

隙す

き

を

透と

う

し

て

、
氷

こ
ほ
り

と

海か

い

水す

ゐ

と

の

相あ

ひ

映え

い

發は

つ

せ

る

狀
じ
や
う

態た

い

な

ど

視し

察さ
つ

し
つ
ゝ
此こ

の

灣わ
ん

内な
い

に
約や

く

一
日じ

つ

半は
ん

を
費

つ
ひ
や

せ
し
後の

ち

、
無む

數す
う

の
鯨げ

い

群ぐ
ん

に
送さ

う

迎げ
い

さ
れ
て
根こ

ん

據き
よ

地ち

鯨

灣

ホ
エ
ー
ル
ス
ベ
イ

に

tasaka
ノート
４３５頁　南極圏航海概要開南丸最終の到着點 氷島 海底の測量
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引ひ

き

戻も

ど

し

た

の

で

あ

る

。 

 
是こ

れ

よ

り

は

鯨

灣

ホ
エ
ー
ル
ス
ベ
イ

陸り

く

上
じ
や
う

隊た

い

員ゐ

ん

の

引ひ

き

揚あ

げ

で

あ

る

。
此こ

の

灣わ

ん

に

引ひ

き

返か

へ

し

て

見み

る

と

、
最さ

い

初し

よ

上
じ
や
う

陸り

く

の

個か

處し

よ

は

全ぜ

ん

部ぶ

流り

う

失し

つ

し

灣わ

ん

形け

い

が

頓と

み

に

變へ

ん

じ

て

居を

る

。

此こ

の

日ひ

は

又ま

た

天て

ん

候こ

う

が

險け

ん

惡あ

く

に

し

て

灣わ

ん

口こ

う

に

て

、
船ふ

ね

は

屢し

ば

々〱

避ひ

航か

う

し

た

。
之こ

れ

は

恰
あ
だ
か

も

二

月
ぐ
わ
つ

三

日か

で

あ

つ

た

が

、
漸

や
う
や

く

引

揚

ひ

き

あ

げ

に

適

當

て

き

た

う

な

る

小

灣

形

せ

う

わ

ん

け

い

の

所
と
こ
ろ

に

、

船ふ

ね

を

寄よ

せ

た

、

其そ

の

位ゐ

置ち

は

南な

ん

緯ゐ

七

十

八

度ど

卅

四

分ふ

ん

卅

秒べ

う

、

西

經

せ

い

け

い

百

六

十

四

度ど

四

十

二

分ぷ

ん

で

あ

る

。 

 

翌よ

く

四

日か

午ご

前ぜ

ん

十

時じ

愈い

よ

々〱

引ひ

き

揚あ

げ

を

終を

は

つ

た

。
天

候

て

ん

こ

う

さ

へ

好よ

く

ば

灣わ

ん

内な

い

の

測そ

く

量
り
や
う

も

沿え

ん

岸が

ん

の

探た

ん

檢け

ん

も

試
こ
ゝ
ろ

む

る

筈は

づ

で

あ

つ

た

が

、
晝ひ

る

よ

り

非ひ

常
じ
や
う

の

降か

う

雪せ

つ

と

な

り

、
咫し

尺せ

き

を

辧べ

ん

せ

ず

、
爲た

め

に

船ふ

ね

を

沖お

き

に

と

流な

が

さ

ゞ

る

を

得え

な

か

つ

た

。
其そ

の

後の

ち

ヴ

ヰ

ク

ト

リ

ア

州し

う

の

方

面

は

う

め

ん

に

向む

か

ひ

、

ペ

ン

グ

イ

ー

ン

鳥て

う

及お

よ

び

鑛
く
わ
う

石せ

き

類る

ゐ

採さ

い

取し

う

の

爲た

め

船ふ

ね

を

進す

ゝ

め

た

。 

 

二

月
ぐ
わ
つ

十

一

日に

ち

に

至い

た

り

、
コ

ー

ル

マ

ン

島た

う

沿

岸

え

ん

が

ん

に

船ふ

ね

を

寄よ

せ

や

う

と

苦く

心し

ん

し

た

が

、
何な

に

分ぶ

ん

流り

う

氷
ひ
や
う

烈は

げ

し

く

、
天て

ん

候こ

う

荒あ

ら

く

、
北ほ

く

東と

う

の

風か

ぜ

に

て

波は

浪ら

う

非ひ

常
じ
や
う

に

高た

か

く

船ふ

ね

を

寄よ

せ

る

こ

と

が

出

來

で

き

な

い

。
二

三

日に

ち

適て

き

當た

う

の

天て

ん

候こ

う

を

待ま

つ

積
つ
も
り

で

あ

つ

た

が

、
到た

う

底て

い

恢
く
わ
い

復ふ

く

の

見み

込こ

み

が

無な

い

上う

へ

、

飲い

ん

料れ

う

水す

ゐ

の

缺け

つ

乏ば

う

等と

う

の

爲た

め

、

船ふ

ね

は

空く

う

船せ

ん

と

な

る

の

憂
う
れ
ひ

も

あ

る

。 
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此こ

の

場ば

合あ

ひ

若も

し

天

候

て

ん

こ

う

の

劇げ

き

變へ

ん

等と

う

に

遭そ

う

遇ぐ

う

せ

ば

、
更さ

ら

に

〱

危き

險け

ん

な

の

で

、
遂つ

い

に

殘ざ

ん

念ね

ん

な

が

ら

、

船せ
ん

首し
ゆ

を
新

西

蘭

ニ
ユ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

に
向む

け
て

直
ち
よ
く

航か
う

す
る
こ
と
に
決け

つ

し
た
。
之こ

れ

は
二

月
ぐ
わ
つ

十
四
日か

の
こ
と
で
あ
る
。 

 

此こ

の

地ち

點て

ん

よ

り

以

後

い

ご

、
歸き

航か

う

は

逆
ぎ
や
く

風ふ

う

の

爲た

め

に

目も

く

的て

き

の

航か

う

路ろ

を

取と

る

こ

と

能あ

た

は

ず

、
餘よ

程ほ

ど

東

方

と

う

は

う

に

流な

が

さ

れ

つ

ゝ

航

海

か

う

か

い

し

た

。
其そ

の

詳

細

し
や
う
さ
い

は

後こ

う

日じ

つ

發は

つ

表ぺ

う

す

る

が

、
兎と

に

角か

く

第だ

い

二

次じ

航

海

か

う

か

い

は

、
第だ

い

一

次じ

航

海

か

う

か

い

に

讓ゆ

づ

ら

ざ

る

危

險

き

け

ん

な

る

航

海

か

う

か

い

で

あ

つ

た

。
新

西

蘭

ニ
ユ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

に

船ふ

ね

の

着
ち
や
く

し

た

の

は

、

三

月
ぐ
わ
つ

二

十

三

日に

ち

で

あ

つ

た

。 

 

偖さ

て

新

西

蘭

ニ
ユ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

に

到た

う

着
ち
や
く

後ご

の

開か

い

南な

ん

丸ま

る

は

、
非ひ

常
じ
や
う

に

同ど

う

地ち

人じ

ん

の

歡
く
わ
ん

迎げ

い

を

受う

け

た

が

、
其そ

の

中う

ち

に

同ど

う

地ち

の

貴き

婦ふ

人じ

ん

達た

ち

の

參さ

ん

觀
く
わ
ん

申
ま
を
し

込こ

み

が

あ

つ

た

、
此こ

の

婦ふ

人じ

ん

達た

ち

が

開か

い

南な

ん

丸ま

る

に

來き

た

つ

て

云い

ふ

に

は

、

最さ

い

初し

よ

斯か

ゝ

る

船ふ

ね

は

探

檢

た

ん

け

ん

の

資し

格か

く

な

し

と

思お

も

ふ

た

の

に

、
今こ

ん

回
く
わ
い

南な

ん

極
き
よ
く

に

於お

い

て

、
フ

ラ

ム

號が

う

に

遭あ

つ

た

と

云い

ふ

の

で

、

大
お
ほ
ひ

に

其そ

の

勇い

う

氣き

に

感か

ん

じ

た

。
夫そ

れ

故ゆ

ゑ

船ふ

ね

は

麁そ

末ま

つ

で

も

、
此こ

の

絶

大

ぜ

つ

だ

い

な

る

勇い

う

氣き

に

感か

ん

じ

、

觀み

た

い

と

切せ

つ

望ぼ

う

す

る

に

至い

た

つ

た

の

だ

と

の

事こ

と

で

あ

つ

た

が

、

其そ

の

中う

ち

に

は

七

十

三

歳さ

い

の

老ら

う

婆ば

も

居ゐ

た

。
其そ

の

老ら

う

婆ば

が

云い

ふ

に

は
『

妾
わ
ら
は

は

老

年

ら

う

ね

ん

で

あ

る

が

、
船ふ

ね

な

ど

に

は

一

度ど

も

乘の

つ

た

こ

と

が

な

い

又ま

た

見み

た

い

と

も

思お

も

つ

た

こ

と

は

無な

か

つ

た

が

、 
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今

度

こ

ん

ど

は

是

非

ぜ

ひ

見み

た

い

と

思お

も

つ

た

。

幸
さ
い
は
ひ

に

快
こ
ゝ
ろ
よ

く

見み

せ

て

戴
い
た
ゞ

き

、

非ひ

常
じ
や
う

に

愉ゆ

快
く
わ
い

で

あ

る

』

と

云い

つ

て

居ゐ

た

。 

 

一

同ど

う

は

開か

い

南な

ん

丸ま

る

を

記き

念ね

ん

の

爲た

め

に

撮さ

つ

影え

い

し

た

が

、

此こ

の

貴き

婦ふ

人じ

ん

達た

ち

の

有い

う

力
り
よ
く

者し

や

は

、

別わ

か

る

ゝ

に

臨の

ぞ

ん

で
『

日に

本ほ

ん

人じ

ん

は

海か

い

事じ

上
じ
や
う

頗
す
こ
ぶ

る

優い

う

秀し

う

な

る

技き

倆
り
や
う

を

有い

う

し

て

居い

る

』
と

云い

つ

た

。

此こ

の

淑
し
ゆ
く

女ぢ

よ

の

一

言げ

ん

は

、
一

行こ

う

の

最
も
つ
と

も

嬉う

れ

し

く

思お

も

ふ

所
と
こ
ろ

で

あ

る

。
何な

ん

と

な

れ

ば

船せ

ん

員ゐ

ん

等ら

が

最さ

い

初し

よ

此こ

の

航か

う

海か

い

の

任に

ん

に

當あ

た

る

べ

く

蹶け

つ

起き

し

た

理り

由い

う

は

、

要え

う

す

る

に

世せ

界か

い

か

ら

此こ

の

一

語ご

を

贈お

く

ら

れ

た

い

が

爲た

め

で

あ

つ

た

か

ら

で

あ

る

。 
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第
十
章 

南
極
探
檢
後
援
事
業
の
梗
概 

  

抑
そ
も
そ

も

南な

ん

極
き
よ
く

探た

ん

檢け

ん

事じ

業げ

ふ

の

普
あ
ま
ね

く

天て

ん

下か

に

發は

つ

表ぺ

う

さ

れ

た

の

は

、
實じ

つ

に

明め

い

治ぢ

四

十

三

年ね

ん

七

月
ぐ
わ
つ

五

日か

東と

う

京け

い

神か

ん

田だ

錦き

ん

輝き

館
く
わ
ん

に

於お

い

て

行
お
こ
な

ひ

た

る

第だ

い

一

回
く
わ
い

發は

つ

表ぺ

う

演え

ん

説ぜ

つ

會
く
わ
い

で

あ

つ

た

。

此こ

の

演え

ん

説ぜ

つ

會
く
わ
い

開か

い

催さ

い

に

就つ

い

い

て

は

、
實じ

つ

に

下し

も

の

如ご

と

き

經け

い

過く

わ

が

あ

る

。
最さ

い

初し

よ

白し

ら

瀬せ

中ち

う

尉ゐ

は

、
成せ

い

功こ

う

雑ざ

つ

誌し

社し

ゃ

々〱

長
ち
や
う

村む

ら

上か

み

俊
し
ゆ
ん

藏ぞ

う

（

濁だ

く

浪ら

う

）
氏し

に

對た

い

し

、
是ぜ

非ひ

此こ

の

企き

畫
く
わ
く

を

實じ

つ

行か

う

し

た

い

が

、
何な

に

卒と

ぞ

充じ

う

分ぶ

ん

の

應お

う

援ゑ

ん

を

仰あ

を

ぎ

た

い

と

の

事こ

と

で

あ

つ

た

。
け

れ

ど

も

此

事

こ

の

こ

と

た

る

、

頗
す
こ
ぶ

る

重ぢ

う

大だ

い

の

事こ

と

で

あ

る

の

で

再

三

之

さ

い

さ

ん

こ

れ

を

拒

絶

き

よ

ぜ

つ

し

た

が

、
中ち

う

尉ゐ

の

懇こ

ん

嘱ぞ

く

頻し

き

り

な

る

よ

り

、
然し

か

ら

ば

一

臂ぴ

の

勞ら

う

を

吝を

し

ま

ず

と

石い

し

川か

は

半は

ん

山ざ

ん

氏し

を

介か

い

し

て

報ほ

う

知ち

新し

ん

聞ぶ

ん

社し

ゃ

に

該が

い

擧き

よ

全ぜ

ん

部ぶ

の

引ひ

き

受う

け

方か

た

を

交か

う

渉せ

う

す

る

と

、

報ほ

う

知ち

社し

ゃ

は

會
く
わ
い

議ぎ

の

結け

つ

果く

わ

到た

う

底て

い

引ひ

き

受う

け

難が

た

し

と

回
く
わ
い

答た

う

し

た

の

で

あ

る

。
仍よ

つ

て

次つ

ぎ

に

人ひ

と

を

以も

つ

て

朝あ

さ

日ひ

新し

ん

聞ぶ

ん

社し

や

に

交か

う

渉せ

ふ

し

た

處
と
こ
ろ

、
同ど

う

社し

や

の

幹か

ん

部ぶ

諸し

ょ

氏し

は

多た

大ゞ

い

の

賛さ

ん

意ゐ

を

以も

つ

て

此こ

の

問

題

も

ん

だ

い

を

迎む

か

へ

、
一

週し

う

日じ

つ

ば

か

り

の

間
あ
ひ
だ

種し

ゆ

々〲

考か

う

慮り

よ

す

る

所
と
こ
ろ

が

あ

つ

た

が

、
結け

つ

局
き
ょ
く

主し

ゅ

催さ

い

者し

や

た

る

こ

と

を

肯か

へ

ん

じ

な

い

。

最さ

い

初し

よ

村む

ら

上か

み

氏し

は

考
か
ん
が

へ

た

。 
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雑ざ

つ

誌し

は

其そ

の

勢せ

い

力
り
よ
く

假た

と

令ひ

大だ

い

な

る

も

新し

ん

聞ぶ

ん

紙し

の

如ご

と

く

日

刊

に

つ

か

ん

の

物も

の

に

あ

ら

ず

、
此か

く

の

如ご

と

き

事じ

業げ

ふ

を

遂

行

す

ゐ

か

う

せ

ん

に

は

新し

ん

聞ぶ

ん

社し

や

に

依よ

り

し

方か

た

、
白

瀬

し

ら

せ

氏し

の

利り

益え

き

な

る

べ

し

と

、
之こ

れ

に

因よ

り

新し

ん

聞ぶ

ん

社し

や

交か

う

渉せ

ふ

開か

い

始し

と

な

つ

た

の

で

あ

る

。
然し

か

る

に

新し

ん

聞ぶ

ん

社し

や

と

の

交か

う

渉せ

ふ

は

失し

つ

敗ぱ

い

に

終を

は

つ

た

の

で

、

甚
は
な
は

だ

困こ

ん

却
き
や
く

し

た

。
金か

ね

こ

そ

募ぼ

集し

ふ

せ

ざ

れ

、
賛さ

ん

成せ

い

員ゐ

ん

等ら

は

餘よ

程ほ

ど

知ち

人じ

ん

間か

ん

に

依い

賴ら

い

し

て

あ

る

の

に

、
此こ

の

儘ま

ゝ

止や

め

て

は

實じ

つ

に

そ

れ

ら

の

人ひ

と

々〲

に

對た

い

し

て

面

目

め

ん

も

く

が

な

い

。
今い

ま

は

騎

虎

き

こ

の

勢
い
き
ほ
ひ

又ま

た

辭じ

す

べ

き

に

あ

ら

ず

と

、

二

三

知ち

人じ

ん

の

應

援

お

う

ゑ

ん

を

請こ

ひ

東

奔

西

走

と

う

ほ

ん

せ

い

さ

う

を

開

始

か

い

し

す

る

に

至い

た

つ

た

の

で

あ

る

。 

 

今い

ま

は

最も

早は

や

之こ

れ

を

天

下

て

ん

か

公

衆

こ

う

し

う

に

訴
う
つ
た

へ

て

、
四し

方は

う

志し

士ゝ

の

援

助

ゑ

ん

じ

よ

を

俟ま

つ

の

外ほ

か

な

し

と

、
從じ

う

來ら

い

の

賛さ

ん

成せ

い

者し

ゃ

た

る

小

松

原

こ

ま

つ

ば

ら

文

相

ぶ

ん

さ

う

、
千ち

頭が

み

淸き

よ

臣を

み

、
伊い

澤さ

は

修し

う

二じ

、
横よ

こ

山や

ま

理り

學が

く

博は

か

士せ

、
の

外ほ

か

に

新あ

ら

た

に

辻つ

じ

新し

ん

次じ

、
關せ

き

淸せ

い

英え

い

、
長

谷

場

は

せ

ば

議

長

ぎ

ち

や

う

、
三み

浦う

ら

梧ご

樓ら

う

、
大お

ほ

石い

し

正ま

さ

巳み

、
寺

内

て

ら

う

ち

正

毅

せ

い

き

、
肝

付

き

も

つ

き

兼

行

け

ん

か

う

、

江え

原ば

ら

素そ

六ろ

く

、
箕

浦

み

の

う

ら

勝

人

か

つ

ん

ど

、

等と

う

の

諸し

よ

氏し

を

訪と

ひ

大
お
ほ
ひ

に

賛

助

さ

ん

じ

よ

の

諾だ

く

を

得え

、
又ま

た

田

中

た

な

か

弘

之

ひ

ろ

ゆ

き

、

佐さ

々ゝ

木き

安や

す

五ご

郎ら

う

櫻
あ
く
ら

井ゐ

熊く

ま

太た

郎ら

う

の

諸し

よ

氏し

も

大
お
ほ
い

に

力
ち
か
ら

を

盡つ

く

さ

ん

と

誓

言

せ

い

げ

ん

さ

れ

た

の

で

、

茲こ

ゝ

に

勢
い
き
ほ
ひ

を

得え

て

大お

ほ

隈く

ま

老ら

う

伯は

く

に

面

會

め
ん
く
わ
い

を

求も

と

め

、
發は

つ

表ぺ

う

演え

ん

説ぜ

つ

會
く
わ
い

出
し
ゆ
つ

席せ

き

の

諾だ

く

を

得う

る

に

至い

た

つ

た

。
斯か

く

て

七

月
ぐ
わ
つ

五

日か

の

發は

つ

表ぺ

う

演え

ん

説ぜ

つ

會
く
わ
い

は

開か

い

催さ

い

さ

れ

た

。 
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當た

う

日じ

つ

の

盛せ

い

况
き
や
う

、
幾い

く

多た

名め

い

士し

の

應お

う

援ゑ

ん

演え

ん

説ぜ

つ

等と

う

の

詳

細

し
や
う
さ
い

は

茲こ

ゝ

に

改
あ
ら
た

め

て

述の

べ

る

ま

で

も

な

い

、

聽
ち
や
う

衆し

う

は

堂ど

う

に

溢あ

ふ

れ

、
門

外

も
ん
ぐ
わ
い

に

溢あ

ふ

れ

、
窓ま

ど

を

破や

ぶ

つ

て

入

來

い

り

き

た

る

者も

の

さ

へ

あ

つ

た

。
斯か

く

て

此こ

の

壯

擧

さ

う

き

よ

は

廣ひ

ろ

く

日

本

に

ほ

ん

の

隅す

み

々〱

ま

で

も

知し

れ

渡わ

た

る

に

至い

た

つ

た

。

突

如

と

つ

ぢ

よ

と

し

て

此こ

の

大だ

い

壯さ

う

擧き

よ

が

發は

つ

表ぺ

う

さ

れ

た

の

で

あ

る

か

ら

、
新し

ん

聞ぶ

ん

社し

や

界か

い

に

は

寧む

し

ろ

驚

愕

き
や
う
が
く

の

聲こ

ゑ

を

以も

つ

て

迎む

か

へ

ら

れ

た

。

本ほ

ん

事じ

業げ

ふ

は

斯か

く

て

國こ

く

民み

ん

的て

き

事じ

業げ

ふ

と

し

て

歩ほ

を

進す

ゝ

む

る

に

至い

た

つ

た

の

で

あ

る

。 

 

此こ

の

日ひ

後こ

う

援ゑ

ん

會
く
わ
い

組そ

織し

き

發は

つ

表ぺ

う

の

議ぎ

あ

り

、
南な

ん

極
き
ょ
く

探た

ん

檢け

ん

後こ

う

援ゑ

ん

會
く
わ
い

は

此こ

の

日ひ

を

以も

つ

て

呱

々

こ

ゝ

の

聲こ

ゑ

を

揚あ

げ

た

の

で

あ

る

。
先ま

づ

幹

事

か

ん

じ

と

し

て

田

中

た

な

か

弘

之

ひ

ろ

ゆ

き

、

櫻
さ
く
ら

井ゐ

熊く

ま

太た

郎ら

う

、
佐さ

々ゝ

木き

安や

す

五

郎ら

う

押

川

お

し

か

は

方は

う

義ぎ

、
三

宅

み

や

け

雄

二

郎

ゆ

う

じ

ら

う

の

諸し

よ

氏し

之こ

れ

に

當あ

た

る

事こ

と

と

な

り

、
村む

ら

上か

み

俊
し
ゆ
ん

藏ぞ

う

氏し

は

本

會

ほ
ん
く
わ
い

の

専

任

せ

ん

に

ん

幹

事

か

ん

じ

た

る

こ

と

を

諾だ

く

し

、
堀ほ

り

内う

ち

靜せ

い

宇う

氏し

は

事じ

務む

長
ち
や
う

、
神か

み

谷や

幸か

う

吉き

ち

氏し

は

會
く
わ
い

計け

い

掛
が
ゝ
り

と

爲な

り

活

動

く
わ
つ
ど
う

を

開

始

か

い

し

す

る

こ

と

ゝ

な

り

、
事じ

務む

所し

よ

を

成せ

い

功こ

う

雑ざ

つ

誌し

社し

や

に

置お

く

事こ

と

と

な

つ

た

。
其そ

の

翌

日

よ

く

じ

つ

佐

々

木

さ

ゝ

き

、

村

上

む

ら

か

み

、
白し

ら

瀬せ

の

三

氏し

は

相

携

あ
ひ
た
づ
さ

へ

て

、
大

隈

お

ほ

く

ま

伯は

く

を

訪と

ふ

た

。
之こ

れ

は

大お

ほ

隈く

ま

伯は

く

を

會
く
わ
い

長
ち
や
う

と

仰あ

を

が

ん

と

す

る

が

爲た

め

で

あ

る

。

伯は

く

は

之こ

れ

に

向む

か

つ

て

快

諾

く
わ
い
だ
く

を

與あ

た

へ

、

充

分

じ

う

ぶ

ん

の

援

助

ゑ

ん

じ

よ

を

約や

く

さ

れ

た

の

で

あ

る

。 
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爾じ

來ら

い

天て

ん

下く

わ

の

同ど

う

情
じ
や
う

は

湧わ

く

が

如ご

と

く

、
寄き

附ふ

金き

ん

の

募つ

の

り

に

應お

う

じ

て

集
あ
つ
ま

る

額が

く

多た

大ゞ

い

を

算さ

ん

し

大
お
ほ
ひ

に

前ぜ

ん

途と

の

好

望

か

う

ぼ

う

を

示し

め

し

た

。 

 

大お

ほ

隈く

ま

伯は

く

爵
し
や
く

は

、
新

あ
ら
た

に

後こ

う

援ゑ

ん

會
く
わ
い

長
ち
や
う

と

し

て

伯は

く

邸て

い

に

都と

下か

新し

ん

聞ぶ

ん

社し

ゃ

の

重お

も

な

る

人

々

ひ

と

〲

を

招ま

ね

き

、

同

情

ど
う
じ
や
う

を

求も

と

め

、
伯は

く

指

名

し

め

い

の

下も

と

に
『

國こ

く

民み

ん

』『

日に

ち

々〱

』『

や

ま

と

』
、『

中

央

ち

う

あ

う

』
、『

報

知

ほ

う

ち

』
五

社し

や

を

委

員

い

ゐ

ん

に

選ゑ

ら

び

將

來

し
や
う
ら
い

の

應

援

お

う

ゑ

ん

を

託た

く

し

た

。
そ

は

實じ

つ

に

七

月
ぐ
わ
つ

十

四

日か

の

事こ

と

で

あ

つ

た

。
記き

者し

ゃ

一

同ど

う

は

之こ

れ

に

對た

い

し

て

能あ

た

ふ

丈だ

け

の

應

援

お

う

ゑ

ん

を

承
し
よ
う

諾だ

く

さ

れ

た

。 

 

時と

き

に

大

阪

お

ほ

さ

か

東

京

と

う

け

い

の

朝

日

あ

さ

ひ

新

聞

社

し

ん

ぶ

ん

し

ゃ

は

、

憤

然

ふ

ん

ぜ

ん

と

し

て

起た

ち

、

此こ

の

大

事

業

だ

い

じ

げ

ふ

の

有

力

い
う
り
ょ
く

な

る

應

援

者

お

う

ゑ

ん

し

や

た

る

べ

く

申
ま
を
し

込こ

ん

で

來き

た

。

先ま

づ

、

大

阪

お

ほ

さ

か

よ

り

は

代だ

い

表へ

う

者し

ゃ

鳥と

り

居ゐ

素そ

川せ

ん

氏し

來き

た

り

、

東

京

と

う

け

い

よ

り

は

杉す

ぎ

村む

ら

縦じ

う

横わ

う

氏し

立た

ち

會あ

ひ

、
早

稲

田

は

せ

だ

な

る

伯は

く

邸て

い

に

於お

い

て

會
く
わ
い

長
ち
や
う

大お

ほ

隈く

ま

伯は

く

村む

ら

上か

み

幹か

ん

事じ

並
な
ら
び

に

白し

ら

瀬せ

中ち

う

尉ゐ

と

會
く
わ
い

見け

ん

し

て

義

金

ぎ

き

ん

募

集

ぼ

し

ふ

の

事こ

と

を

約や

く

し

、
越こ

え

て

數す

う

日じ

つ

、
兩

紙

り

や

う

し

は

同

時

ど

う

じ

に

之こ

れ

が

發は

つ

表ぺ

う

を

な

し

た

。
忽

た
ち
ま

ち

見み

る

義ぎ

金き

ん

の

集
あ
つ
ま

る

や

潮
う
し
ほ

の

如ご

と

く

、
空

前

く

う

ぜ

ん

の

盛

况

せ
い
き
や
う

を

呈て

い

し

た

。

此こ

の

間
あ
ひ
だ

一

方ぱ

う

に

は

白し

ら

瀬せ

中ち

う

尉ゐ

最さ

い

初し

ょ

の

計け

い

畫
く
わ
く

の

小せ

う

規き

模も

に

過す

ぐ

る

を

説と

く

者も

の

多お

ほ

く

、
之こ

れ

に

對た

い

す

る

擴
く
わ
く

張
ち
や
う

案あ

ん

現あ

ら

は

れ

、

随
し
た
が

つ

て

豫よ

算さ

ん

資し

金き

ん

增ぞ

う

額が

く

の

必

要

ひ

つ

え

う

に

迫せ

ま

ら

れ

た

。 

tasaka
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斯か

く

て

後こ

う

援ゑ

ん

會
く
わ
い

成な

り

、
新し

ん

聞ぶ

ん

記き

者し

ゃ

賛さ

ん

し

、
一

般ぱ

ん

の

同ど

う

情
じ
や
う

集あ

つ

ま

り

、
朝あ

さ

日ひ

紙し

義ぎ

金き

ん

募ぼ

集し

ふ

の

擧き

よ

あ

る

に

至い

た

つ

て

、

兎と

も

角か

く

何な

に

事じ

業げ

ふ

に

も

最さ

い

要う

う

と

す

る

資し

金き

ん

の

調

達

て

う

だ

つ

は

爲な

し

得え

ん

と

す

る

ま

で

に

至い

た

つ

た

が

、
資し

金き

ん

如

何

い

か

に

集あ

つ

ま

る

も

第だ

い

二

の

問

題

も

ん

だ

い

は

用

船

よ

う

せ

ん

で

あ

る

。
此

用

こ

の

よ

う

船せ

ん

問

題

も

ん

だ

い

は

實じ

つ

に

後こ

う

援ゑ

ん

會
く
わ
い

の

一

大

苦

心

だ

い

く

し

ん

を

注そ

ゝ

い

だ

も

の

で

、
同ど

う

時じ

に

本ほ

ん

事じ

業げ

ふ

の

一

大だ

い

難な

ん

關
く
わ
ん

で

あ

つ

た

の

だ

。 

 

用

船

よ

う

せ

ん

に

就つ

い

て

は

中ち

う

尉ゐ

は

最

初

さ

い

し

よ

函

館

は

こ

だ

て

に

一

船せ

ん

を

約

束

や

く

そ

く

し

た

と

の

事こ

と

で

あ

つ

た

が

、

そ

れ

は

事じ

情
じ
や
う

あ

つ

て

發は

つ

表ぺ

う

演え

ん

説ぜ

つ

會
く
わ
い

前ぜ

ん

に

解か

い

約や

く

し

た

。
處

と
こ
ろ

が

發は

つ

表ぺ

う

前ぜ

ん

二

日か

、
秀

島

ひ

で

し

ま

海

軍

か

い

ぐ

ん

大

佐

た

い

さ

の

紹

介

せ

う

か

い

で

、
船せ

ん

長
ち
や
う

野の

村む

ら

直な

ほ

吉き

ち

氏し

が

該が

い

擧き

よ

に

參さ

ん

加か

の

申
ま
を
し

込こ

み

を

な

し

來き

た

り

、
發は

つ

表ぺ

う

會
く
わ
い

當た

う

日じ

つ

に

は

、

其そ

の

自
み
づ
か

ら

任に

ん

ず

る

航

路

か

う

ろ

の

大た

い

略
り
や
く

的て

き

説せ

つ

明め

い

を

試
こ
ゝ
ろ

み

た

。
船

長

せ
ん
ち
や
う

は

其そ

の

後ご

白し

ら

瀬せ

中ち

う

尉ゐ

の
案あ

ん

以

上

い

じ

や

う

更さ

ら

に

堅け

ん

固ご

な

る

船

舶

せ

ん

ぱ

く

を

得う

る

の

必

要

ひ

つ

え

う

を

唱と

な

へ

出だ

し

た

の

で

、

先ま

づ

横よ

こ

濱は

ま

に

繋

留

中

け

い

り

う

ち

う

な

る

『

孟ま

う

春
し
ゆ
ん

號が

う

』
實

査

じ

つ

さ

の

爲た

め

、
村

上

む

ら

か

み

専

任

せ

ん

に

ん

幹

事

か

ん

じ

と

共と

も

に

之こ

れ

に

赴
お
も
む

い

た

が

、
同

船

ど

う

せ

ん

は

老

艦

ら

う

か

ん

に

し

て

迚と

て

も

長

途

ち

や

う

と

の

航

海

か

う

か

い

に

耐た

へ

得う

べ

く

も

な

い

の

で

、
此こ

の

度た

び

は

肝き

も

付つ

き

中ち

う

將
し
や
う

に

話は

な

し

て

見み

る

と
『

磐ば

ん

城
じ
や
う

艦か

ん

』
が

善よ

か

ろ

う

と

の

事こ

と

で

あ

つ

た

。
同

艦

ど

う

か

ん

は

佐さ

世せ

保ぼ

軍ぐ

ん

港か

う

に

廢は

い

艦か

ん

と

し

て

繋け

い

船せ

ん

中ち

う

な

の

で

、

之こ

れ

ぞ

絶

好

ぜ

つ

か

う

の

船ふ

ね

な

ら

め

と

、

池い

け

邊べ

朝あ

さ

日ひ

主し

ゆ

筆ひ

つ

、

杉

村

す

ぎ

む

ら

幹

事

か

ん

じ 

tasaka
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（

當た

う

時じ

新あ

ら

た

に

後こ

う

援ゑ

ん

會
く
わ
い

幹か

ん

事じ

に

就

任

し

う

に

ん

）
村む

ら

上か

み

専せ

ん

任に

ん

幹か

ん

事じ

等と

う

協

議

き

ふ

ぎ

の

末す

ゑ

、
之こ

れ

が

貸か

し

下さ

げ

方か

た

を

財
た
か
ら

部べ

海か

い

軍ぐ

ん

次じ

官
く
わ
ん

に

諮は

か

つ

た

。
次じ

官
く
わ
ん

は

大
お
ほ
ひ

に

好

意

か

う

い

を

表へ

う

し

、
政

府

せ

い

ふ

の

許き

よ

否ひ

は

兎と

も

角か

く

、
先ま

づ

船

體

せ

ん

た

い

の

實じ

つ

査さ

を

爲な

せ

と

の

事こ

と

に

、
野

村

の

む

ら

船

長

せ
ん
ち
や
う

は

早

速

さ

つ

そ

く

佐

世

保

さ

せ

ぼ

に

急

行

き

ふ

か

う

し

、
一

應お

う

調

査

て

う

さ

の

末す

ゑ

先ま

づ

適て

き

船せ

ん

な

る

こ

と

を

認み

と

め

て

歸か

へ

つ

た

。

仍よ

つ

て

更さ

ら

に

其そ

の

筋す

じ

に

對た

い

し

て

貸

下

か

し

さ

げ

交

渉

か

う

せ

ふ

を

開

始

か

い

し

す

る

と

、

海

軍

省

か

い

ぐ

ん

せ

う

の

意

見

い

け

ん

で

は

同

艦

ど

う

か

ん

は

略ほ

ぼ

貸か

し

下さ

げ

て

も

宜よ

ろ

し

か

ら

ん

と

の

内

意

な

い

い

で

あ

る

併し

か

し

直
ち
よ
く

接せ

つ

海か

い

軍ぐ

ん

省
し
や
う

か

ら

の

貸

下

か

し

さ

げ

は

法は

ふ

規き

上
じ
ゃ
う

不ふ

可か

な

の

で

、

先ま

づ

手て

續
つ
ゞ
き

上
じ
や
う

之こ

れ

が

保ほ

管
く
わ
ん

轉て

ん

換
く
わ
ん

を

爲な

さ

ね

ば

な

ら

ぬ

と

い

ふ

話
は
な
し

で

あ

る

。

そ

こ

で

遞て

い

信し

ん

省
し
や
う

又ま

た

は

東と

う

京け

い

府ふ

廰
ち
や
う

へ

向む

か

ひ

、
池

邊

い

け

べ

、
村

上

む

ら

か

み

佐

々

木

さ

ゝ

き

、
其そ

の

他た

の

交こ

う

渉せ

ふ

委

員

い

ゐ

ん

は

、
保ほ

管
く
わ
ん

轉て

ん

換
く
わ
ん

を

交

渉

か

う

せ

ふ

す

る

と

、

制せ

い

規き

な

か

〱

面

倒

め

ん

だ

う

に

て

急

場

き

ふ

ば

の

こ

と

に

は

間ま

に

合あ

は

な

い

。
抑

そ
も
そ

も

之こ

れ

が

行

詰

ゆ

き

つ

ま

り

の

第だ

い

一

難

關

な
ん
く
わ
ん

で

あ

つ

た

の

だ

。 

 

於

是

乎

こ
ゝ
に
お
い
て
か

、
神か

奈な

川が

は

縣け

ん

廰
ち
や
う

へ

も

交

渉

か

う

せ

う

し

た

處
と
こ
ろ

が

不ふ

結け

つ

果く

わ

で

あ

る

。
委い

員ゐ

ん

等ら

は

更さ

ら

に
文も

ん

部ぶ

省
し
や
う

に

交か

う

渉せ

ふ

し

た

。
文も

ん

部ぶ

省
し
や
う

の

云い

ふ

所
と
こ
ろ

で

は

、
善よ

い

事こ

と

で

は

あ

る

が

、
學が

く

術
じ
ゅ
つ

探た

ん

檢け

ん

と

い

ふ

と

政

府

せ

い

ふ

の

事

業

じ

げ

ふ

と

な

る

の

虞お

そ

れ

あ

る

故ゆ

ゑ

六

ヶ

し

か

ら

む

と

、

之こ

れ

も

結

局

け
つ
き
よ
く

拒き

ょ

絶ぜ

つ

で

あ

る

。 
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此こ

の

間
あ
ひ
だ

一

方ぱ

う

に

は

委い

員ゐ

ん

等ら

は

是ぜ

非ひ

共と

も

曩さ

き

に

後ご

藤と

う

男だ

ん

の

内

意

な

い

ゝ

を

知し

り

得え

た

る

こ

と

と

て

、

後ご

藤と

う

男だ

ん

と

交か

う

渉せ

ふ

を

重か

さ

ね

ん

も

の

と

、
恰

あ
だ
か

も

男だ

ん

が

富

山

と

や

ま

、
福ふ

く

井ゐ

、
地ち

方は

う

巡
じ
ゅ
ん

回
く
わ
い

中ち

う

で

あ

つ

た

の

で

、

男だ

ん

の

歸き

京け

う

を

一

日に

ち

千

秋

せ

ん

し

う

の

思お

も

ひ

で

待

暮

ま

ち

く

ら

し

て

居ゐ

た

。 

 

處
と
こ
ろ

が

茲こ

ゝ

に

一

大だ

い

障

碍

し
や
う
が
い

が

突

如

と

つ

ぢ

よ

と

し

て

起お

こ

つ

た

、
障

碍

し
や
う
が
い

と

は

何な

ん

ぞ

。
云い

ふ

ま

で

も

な

く

、

彼か

の

大だ

い

水す

ゐ

害が

い

で

あ

る

。 

 

此こ

の

間
あ
ひ
だ

に

も

絶た

え

ず

、
義ぎ

金き

ん

及
お
よ
び

物ぶ

つ

品ぴ

ん

の

募

集

ぼ

し

ふ

を

し

た

。
後こ

う

援ゑ

ん

會
く
わ
い

は

主し

ゆ

と

し

て

物

品

ぶ

つ

ぴ

ん

の

寄き

贈ぞ

う

を

受う

く

る

事こ

と

と

爲な

し

、
現

金

げ

ん

き

ん

は

概
お
ほ
む

ね

朝あ

さ

日ひ

新し

ん

聞ぶ

ん

社し

や

に

於お

い

て

募ぼ

集し

ふ

し

た

。
又ま

た

此こ

の

間
あ
ひ
だ

に

於お

い

て

後こ

う

援ゑ

ん

會
く
わ
い

で

は

東と

う

京け

い

及
お
よ
び

横よ

こ

濱は

ま

等と

う

に

於お

い

て

盛さ

か

ん

に

演え

ん

説ぜ

つ

會
く
わ
い

を

開か

い

催さ

い

し

た

。
先ま

づ

大お

ほ

隈く

ま

伯は

く

を

始は

じ

め

、

三み

宅や

け

雄い

う

次じ

郎ら

う

田た

中な

か

弘ひ

ろ

之ゆ

き

、

佐さ

々ゝ

木き

安や

す

五ご

郎ら

う

、
福ふ

く

本も

と

日に

ち

南な

ん

、

村む

ら

上か

み

濁だ

く

浪ら

う

、

櫻
さ
く
ら

井ゐ

熊く

ま

太た

郎ら

う

、
野の

依よ

り

秀ひ

で

一い

ち

、
高た

か

橋は

し

秀ひ

で

臣お

み

、
鵜う

澤ざ

は

總そ

う

明め

い

、
江え

原は

ら

素さ

う

六ろ

く

、
小を

川が

は

運う

ん

平ぺ

い

其そ

の

他た

の

諸し

よ

士し

の

顏か

ほ

揃そ

ろ

ひ

で

、
各お

の

々〱

懸け

ん

河が

の

辧べ

ん

を

振ふ

る

つ

た

。
府ふ

下か

各か

く

大だ

い

學が

く

出
し
ゆ
つ

身し

ん

の

雄い

う

辧べ

ん

家か

及
お
よ
び

在ざ

い

校か

う

中ち

う

の

能

辧

の

う

べ

ん

家か

を

以も

つ

て

組そ

織し

き

せ

る

丁て

い

未び

倶く

樂ら

部ぶ

員ゐ

ん

も

各

所

か

く

し

ょ

に

演え

ん

説ぜ

つ

會
く
わ
い

を

開ひ

ら

い

て

活
く
わ
つ

動ど

う

し

て

呉く

れ

た

。

粟も

み

山や

ま

博
ひ
ろ
し

、

寺て

ら

田だ

四し

郎ら

う

、

大お

ほ

井ゐ

靜し

づ

雄を

、

横

田

よ

こ

た

稔
み
の
る

、

加

藤

か

と

う

正

人

ま

さ

ん

ど

、

甲

斐

か

ひ

惟

一

こ

れ

い

ち

、

稲ゐ

の

毛け

利り

榮え

い

、

福ふ

く

岡を

か

良
り
や
う

朗す

け

、
宮み

や

澤さ

は

胤た

ね

男を

、
稲い

な

田た

直
ち
よ
く

道だ

う

等と

う

の

丁て

い

未び

倶く

樂ら

部ぶ

諸

士

し

ょ

し

は

大
お
ほ
ひ

に

活
く
わ
つ

動ど

う

し

て

呉く

れ

た

。 

tasaka
ノート
４４５頁　南極探検後援事業の梗概各所の演説會
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日に

本ほ

ん

力り

き

行か

う

會
く
わ
い

其そ

の

他た

の

有い

う

志し

學が

く

生せ

い

が

集あ

つ

ま

つ

て

大だ

い

道だ

う

演え

ん

説ぜ

つ

も

し

て

呉く

れ

た

。
栗

山

く

り

や

ま

恒

子

つ

ね

こ

と

云い

ふ

婦ふ

人じ

ん

は

銀

座

ぎ

ん

ざ

街

頭

か

い

と

う

に

夜

店

よ

み

せ

を

出だ

し

、
其そ

の

收し

う

益え

き

を

寄き

附ふ

し

て

呉く

れ

た

。
社し

や

會
く
わ
い

の

同

情

ど
う
じ
や
う

と

關
く
わ
ん

係

者

け

い

し

や

の

努ど

力
り
よ
く

と

は

此か

く

の

如ご

と

く

で

あ

つ

た

が

、
磐ば

ん

城
じ
や
う

艦か

ん

問も

ん

題だ

い

は

依い

然ぜ

ん

と

し

て

繼

續

け

い

ぞ

く

し

て

居ゐ

る

。
一

方は

う

後ご

藤と

う

男だ

ん

は

、
一

度ど

歸き

京
き
や
う

し

た

が

直た

ゞ

ち

に

關
く
わ
ん

西さ

い

地ち

方は

う

へ

出
し
ゆ
つ

張
ち
や
う

し

た

。
是こ

ゝ

に

於お

い

て

村む

ら

上か

み

幹か

ん

事じ

は

野の

村む

ら

船せ

ん

長
ち
や
う

と

共と

も

に

是ぜ

非ひ

共と

も

男だ

ん

と

交か

う

渉せ

ふ

せ

ん

も

の

と

、
大

阪

お

ほ

さ

か

方

面

は

う

め

ん

に

出
し
ゆ
つ

張
ち
や
う

し

た

。
時と

き

に

志し

州し

う

鳥と

羽ぱ

町
ち
や
う

立り

つ

商せ

う

船せ

ん

學が

く

校か

う

に

、
生せ

い

徒と

練れ

ん

習し

ふ

用よ

う

と

し

て

使

用

中

し

よ

う

ち

う

の

舊き

う

軍ぐ

ん

艦か

ん

、

天あ

ま

城ぎ

艦か

ん

が

あ

る

と

の

報ほ

う

に

、
行い

つ

て

見み

て

居を

る

う

ち

、
水

害

す

ゐ

が

い

の

爲た

め

に

、
遂つ

ひ

に

男だ

ん

と

會
く
わ
い

見け

ん

の

機き

を

逸い

つ

し

た

。
天あ

ま

城ぎ

艦か

ん

は

結け

つ

局
き
よ
く

船せ

ん

體た

い

老ら

う

朽き

う

、
よ

つ

て

又ま

た

元も

と

の

磐ば

ん

城
じ
や
う

艦か

ん

に

逆
ぎ
や
く

戻も

ど

り

し

て

、
洪こ

う

水ず

ゐ

最さ

い

中ち

う

歸き

京
き
や
う

し

た

る

村

上

む

ら

か

み

幹

事

か

ん

じ

は

、
神か

奈な

川が

は

縣け

ん

廰
ち
や
う

に

出
し
ゆ
つ

頭と

う

し

、
保ほ

管
く
わ
ん

轉て

ん

換
く
わ
ん

の

件け

ん

を

交か

う

渉せ

ふ

す

る

と

、
知ち

事じ

大
お
ほ
ひ

に

好

意

か

う

い

を

表へ

う

し

、
態わ

ざ

々〱

事じ

務む

官
く
わ
ん

出
し
ゆ
つ

京
き
や
う

の

上う

へ

、
内な

い

務む

省
し
や
う

に
交か

う

渉せ

ふ

の

勞ろ

う

を

採と

り

呉く

れ

た

る

等と

う

の

事こ

と

も

あ

つ

た

。
併し

か

し

兎と

に

角か

く

捗は

か

々〲

し

く

な

い

の

で

、
池い

け

邊べ

朝あ

さ

日ひ

主し

ゆ

筆ひ

つ

始は

じ

め

、
當た

う

事じ

者し

や

一

同ど

う

は

非ひ

常
じ
や
う

の

苦

心

く

し

ん

を

以も

つ

て

此こ

の

間
あ
ひ
だ

に

處し

よ

し

た

。
此こ

の

時と

き

山や

ま

縣が

た

有あ

り

朋と

も

、

淸き
よ

浦う
ら

奎け
い

吾ご

、
長は

谷せ

場ば

純
じ
ゆ
ん

孝か
う

、
頭と

う

山や
ま

滿ま
ん

、
杉す

ぎ

山や
ま

茂し
げ

丸ま
る

、
牟む

田だ

口く
ち

元げ
ん

學か
く

、
關せ

き

淸き
よ

秀ひ
で

、
等と

う

の
諸し

よ

士し

大
お
ほ
ひ

に 
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同ど

う

情
じ
や
う

を

寄よ

せ

、
其そ

の

結け

つ

果く

わ

磐ば

ん

城
じ
や
う

艦か

ん

の

問

題

も

ん

だ

い

は

二

度ど

閣か

く

議ぎ

の

問

題

も

ん

だ

い

と

爲な

つ

た

程ほ

ど

で

あ

つ

た

が

、

同

艦

ど

う

か

ん

は

假よ

し

貸か

し

下さ

げ

と

な

る

も

大
お
ほ
ひ

に

修

復

し

う

ふ

く

を

爲な

さ

し

む

べ

し

と

の

當た

う

局
き
よ
く

者し

や

の

意い

嚮か

う

が

知し

れ

た

の

で

、

後こ

う

援ゑ

ん

會
く
わ
い

も

其そ

の

費ひ

用よ

う

の

多た

大だ

い

な

る

爲た

め

到

底

た

う

て

い

絶

望

ぜ

つ

ぼ

う

と

決け

つ

し

。

遂つ

ひ

に

同

艦

ど

う

か

ん

は

殘

念

ざ

ん

ね

ん

乍な

が

ら

斷

念

だ

ん

ね

ん

す

る

こ

と

に

な

つ

た

。 

 

元
ぐ
わ
ん

來ら

い

極

地

き

ょ

く

ち

に

向む

か

ふ

べ

き

探

檢

た

ん

け

ん

用

船

よ

う

せ

ん

の

資

格

し

か

く

と

し

て

は

木も

く

造ざ

う

の

一

級き

う

船せ

ん

に

し

て

堅け

ん

固ご

の

船せ

ん

體た

い

を

有い

う

し

、
補ほ

助じ

よ

汽き

罐
く
わ
ん

附つ

き

で

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ

。
種し

ゅ

々〲

詮

索

せ

ん

さ

く

し

た

が

適て

き

船せ

ん

が

な

い

、

そ

こ

で

新し

ん

造ぞ

う

案あ

ん

が

出で

て

、
工こ

う

學が

く

士し

小こ

池い

け

通み

ち

次じ

郎ら

う

氏し

に

托た

く

し

て

設

計

せ

つ

け

い

を

爲な

し

、
又ま

た

大お

ほ

湊
み
な
と

か

ら

市い

ち

川か

は

造ぞ

う

船せ

ん

所じ

ょ

員ゐ

ん

を

招ま

ね

き

て

相

談

そ

う

だ

ん

し

た

事こ

と

も

あ

つ

た

が

、

迚と

て

も

時じ

日じ

つ

多お

ほ

く

を

要え

う

し

て

豫よ

定て

い

の

日に

つ

子し

内な

い

に

は

新し

ん

造ぞ

う

は

出

來

で

き

ぬ

と

決け

つ

し

た

。 

 

一

方ぱ

う

白し

ら

瀬せ

中ち

う

尉い

等ら

は

一い

っ

般ぱ

ん

同ど

う

情
じ
や
う

者し

や

の

注ち

う

意い

を

諒
り
や
う

と

し

、
學が

く

術
じ
ゅ
つ

部ぶ

を

置お

き

て

小を

倉ぐ

ら

、
碧あ

を

海み

、
武た

け

田だ

氏し

等ら

に

嘱
し
ょ
く

托た

く

し

、
計け

い

畫
く
わ
く

に

就つ

い

て

種し

ゅ

々〲

研け

ん

究き

う

す

る

所
と
こ
ろ

が

あ

つ

た

。
杉す

ぎ

村む

ら

氏し

堀ほ

り

内う

ち

氏し

も

大
お
ほ
ひ

に

助じ

よ

言ご

ん

を

與あ

た

へ

た

。
斯か

く

の

如ご

と

く

し

て

準
じ
ゅ
ん

備び

お

さ

〱

怠
お
こ
た

り

な

か

つ

た

が

、
肝

要

か

ん

え

う

の

用よ

う

船せ

ん

が

出

來

で

き

な

い

の

で

、
八

月
ぐ
わ
つ

中ち

う

の

出
し
ゆ
つ

發ぱ

つ

は

不ふ

可か

能の

う

と

な

り

。
隊た

い

員ゐ

ん

出
し
ゆ
つ

張
ち
や
う

所じ

よ

の
移い

轉て

ん

其そ

の

他た

で

、

わ

け

も

な

く

貴き

重
ち
や
う

の

日じ

つ

時じ

を

空く

う

費ひ

す

る

の

餘よ

儀ぎ

な

き

に

立た

ち

到い

た

つ

た

。 
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時と

き

に

大お

ほ

阪さ

か

に
『

第だ

い

七ひ

ち

平へ

い

安あ

ん

丸ま

る

』
と

い

ふ

船ふ

ね

あ

り

と

の

事こ

と

に

、

出
し
ゆ
つ

張
ち
や
う

臨り

ん

檢け

ん

し

た

が

、
不ふ

適て

き

當た

う

と

認み

と

め

て

、
之こ

れ

も

止や

め

と

爲な

つ

た

。
結け

つ

局
き
ょ
く

之こ

れ

は

一

應お

う

幹か

ん

部ぶ

會
く
わ
い

を

開ひ

ら

く

に

如し

か

ず

と

な

し

、
會

く
わ
い

長
ち
や
う

大お

ほ

隈く

ま

伯は

く

邸て

い

に

幹か

ん

事じ

其そ

の

他た

の

協き

ふ

議ぎ

會
く
わ
い

が

開ひ

ら

か

れ

た

。
此こ

の

時と

き

豫よ

算さ

ん

上
じ
や
う

の

議ぎ

論ろ

ん

が

あ

つ

た

。
豫よ

算さ

ん

表へ

う

は

第だ

い

一ゝ

ち

、
第だ

い

二

、
第だ

い

三

、
の

三

通つ

う

作さ

く

製せ

い

さ

れ

、
押

川

お

し

か

は

、
杉す

ぎ

村む

ら

、
堀

内

ほ

り

う

ち

、

の

三

氏し

豫よ

算さ

ん

委い

員ゐ

ん

に

當あ

た

つ

た

が

、
結け

つ

果く

わ

費ひ

目も

く

は

頗
す
こ
ぶ

る

尨ぼ

う

大だ

い

と

な

り

、
殊こ

と

に

水す

ゐ

害が

い

中ち

う

の

事こ

と

と

て

茲こ

ゝ

に

端は

し

な

く

も

種し

ゆ

々〲

の

議ぎ

論ろ

ん

が

現
あ
ら
は

れ

た

。

然し

か

る

に

後こ

う

援ゑ

ん

會
く
わ
い

に

て

は

白し

ら

瀬せ

中ち

う

尉ゐ

が

、

既す

で

に

天

下

て

ん

か

に

聲せ

い

言げ

ん

せ

る

處
と
こ
ろ

も

あ

り

、
此こ

の

儘ま

ゝ

斯か

く

の

如ご

と

き

壯さ

う

擧き

よ

を

延え

ん

期き

す

る

が

如ご

と

き

事こ

と

を

爲な

す

に

忍し

の

び

ず

と

な

し

、
兎と

に

角か

く

小せ

う

規き

模も

設せ

つ

計け

い

の

遠ゑ

ん

征せ

い

案あ

ん

を

用も

ち

ゐ

、
用よ

う

船せ

ん

の

方は

う

は

白し

ら

瀬せ

中ち

う

尉ゐ

と

野

村

の

む

ら

船

長

せ
ん
ち
や
う

と

に

一

任に

ん

す

る

こ

と

に

決け

つ

し

た

。
是こ

ゝ

に

於お

い

て

中ち

う

尉ゐ

は

船せ

ん

長
ち
や
う

を

し

て

名な

古ご

屋や

方は

う

面め

ん

に

出
し
ゆ
つ

張
ち
や
う

せ

し

め

、
又ま

た

大お

ほ

阪さ

か

木き

津つ

川が

は

の

天て

ん

照せ

う

丸ま

る

を

も

實じ

つ

査さ

せ

し

む

る
等と

う

、
極

き
よ
く

力
り
よ
く

奔ほ

ん

走さ

う

し

た

の

は

實じ

つ

に

九

月
ぐ
わ
つ

中ち

う

の

事こ

と

で

あ

つ

た

。 

 

中ち

う

尉ゐ

、
船せ

ん

長
ち
や
う

等ら

の

報ほ

う

に

基
も
と
づ

き

田た

中な

か

幹か

ん

事じ

堀ほ

り

内う

ち

事じ

務む

長
ち
や
う

等ら

大お

ほ

阪さ

か

に

出
し
ゆ
つ

張
ち
や
う

し

、
種し

ゆ

々〲

船

舶

せ

ん

ぱ

く

を

調て

う

査さ

し

、

又ま

た

大お

ほ

阪さ

か

朝あ

さ

日ひ

社し

や

に

向む

か

つ

て

船せ

ん

舶ぱ

く

其そ

の

他た

に

就つ

き

交か

う

渉せ

ふ

を

開か

い

始し

し

つ

ゝ 
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あ

つ

た

が

、

此こ

の

期き

間か

ん

は

殆
ほ
と
ん

ど

數す

う

週

間

し

う

か

ん

、

一

同ど

う

の

心

痛

し

ん

つ

う

は

血ち

を

吐は

か

ん

計ば

か

り

で

あ

つ

た

。

然し

か

る

に

此こ

の

時と

き

に

當あ

た

り

、
第だ

い

二

報ほ

う

效か

う

丸ま

る

來き

た

る

の

飛ひ

報は

う

を

耳み

ゝ

に

し

た

。
そ

こ

で

村む

ら

上か

み

氏し

は

、
白し

ら

瀬せ

氏し

を

伴
と
も
な

つ

て

郡ぐ

ん

司じ

氏し

を

訪と

ひ

、
交か

う

渉せ

ふ

を

開か

い

始し

し

た

る

處
と
こ
ろ

、
翌

日

よ

く

じ

つ

に

至い

た

り

、
も

の

ゝ

見み

事ご

と

に

拒き

ょ

絶ぜ

つ

さ

れ

て

終し

ま

つ

た

。
是こ

ゝ

に

於お

い

て

村む

ら

上か

み

幹か

ん

事じ

は

憤

然

ふ

ん

ぜ

ん

と

し

て

蹶け

つ

起き

し

、
拒き

よ

絶ぜ

つ

書し

よ

を

請う

け

取と

る

と

同ど

う

時じ

に

第だ

い

二

報ほ

う

效か

う

丸ま

る

に

趣
お
も
む

き

、
郡ぐ

ん

司じ

大た

い

尉ゐ

に

面め

ん

し

て

徹て

つ

宵せ

う

心し

ん

肝か

ん

を

披ひ

瀝れ

き

し

、
再さ

い

熟
じ
ゆ
く

考か

う

の

承

諾

し
よ
う
だ
く

を

得え

た

の

で

あ

る

。
之こ

れ

よ

り

翌よ

く

日じ

つ

大お

ほ

隈く

ま

伯は

く

と

大た

い

尉ゐ

と

の

會
く
わ
い

見け

ん

と

な

り

、
結け

つ

局
き
よ
く

契け

い

約や

く

は

成せ

い

立り

つ

し

て

、
第だ

い

二

效か

う

効か

う

丸ま

る

は

後こ

う

援ゑ

ん

會
く
わ
い

の

手て

に

歸き

し

た

の

で

あ

る

。
此こ

の

時と

き

に

當あ

た

つ

て

後こ

う

援ゑ

ん

會
く
わ
い

と

朝あ

さ

日ひ

新し

ん

聞ぶ

ん

社し

ゃ

と

は

出
し
ゆ
つ

發ぱ

つ

の

時

期

じ

き

に

關
く
わ
ん

し

て

意い

見け

ん

を

異こ

と

に

し

て

居ゐ

た

。
後こ

う

援ゑ

ん

會
く
わ
い

で

は

白し

ら

瀬せ

中ち

う

尉ゐ

が

天て

ん

下か

に

誓

言

せ

い

ご

ん

し

た

る

所
と
こ
ろ

も

あ

り

、
武ぶ

士し

道だ

う

の

面め

ん

目も

く

上
じ
や
う

十
一

月
ぐ
わ
つ

末ぱ

つ

を

以も

つ

て

出
し
ゆ
つ

發ぱ

つ

せ

し

む

べ

し

と

云い

ひ

。
朝あ

さ

日ひ

新し

ん

聞ぶ

ん

社し

ゃ

で

は

一

層そ

う

設せ

つ

備び

を

完
く
わ
ん

全ぜ

ん

に

し

て

、
明め

う

年ね

ん

を

以も

つ

て

出
し
ゆ
つ

發ぱ

つ

せ

し

む

べ

し

と

言い

つ

た

。
兩

り
や
う

者し

や

意い

見け

ん

を

主し

ゆ

張
ち
や
う

し

て

止や

ま

な

か

つ

た

結け

つ

果く

わ

、

竟つ

ひ

に

朝あ

さ

日ひ

新し

ん

聞ぶ

ん

社し

ゃ

よ

り

義ぎ

金き

ん

全ぜ

ん

部ぶ

を

後こ

う

援ゑ

ん

會
く
わ
い

長
ち
や
う

大お

ほ

隈く

ま

伯は

く

に

交か

う

附ふ

し

、
伯は

く

は

責

任

せ

き

に

ん

を

以も

つ

て

船ふ

ね

を

出
し
ゆ
つ

發ぱ

つ

せ

し

む

る

事こ

と

と

爲な

つ

た

の

で

あ

る

。 
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斯か

く

て

第だ

い

二

報ほ

う

效か

う

丸ま

る

は

直た

ゞ

ち

に

石い

し

川か

は

島じ

ま

造ぞ

う

船せ

ん

所じ

ょ

の

船

渠

内

ド

ッ

グ

な

い

に

入い

り

補ほ

助じ

よ

汽き

鑵
く
わ
ん

を

据す

ゑ

置お

き

、
其そ

の

他た

の

修し

う

復ふ

く

、
改

く
わ
い

築ち

く

、
並

な
ら
び

に

設

備

せ

つ

び

を

整と

ゝ

へ

つ

ゝ

あ

る

際さ

い

、
東と

う

郷が

う

大た

い

將
し
や
う

は

之こ

れ

に
『

開か

い

南な

ん

丸ま

る

』

と

命め

い

名〱

し

、

三み

宅や

け

博は

か

士せ

は

自

己

じ

こ

の

意い

匠
し
や
う

に

成な

れ

る

南

十

星

サ
ウ
ザ
ル
ン
ク
ロ
ッ
ス

の

探た

ん

檢け

ん

旗き

を

翻
ひ
る
が

へ

さ

し

め

た

の

は

、

人ひ

と

の

知し

る

處
と
こ
ろ

で

あ

る

。 

 

其そ

の

後ご

十

一

月
ぐ
わ
つ

二

十

二

日に

ち

開か

い

南な

ん

丸ま

る

の

試し

運う

ん

轉て

ん

と

爲な

り

、
二

十

四

日か

、
二

十

五

日に

ち

の

兩
り
や
う

日じ

つ

芝し

ば

浦う

ら

に

於お

い

て

公

衆

こ

う

し

う

の

船

内

せ

ん

な

い

縦

覧

じ

う

ら

ん

と

爲な

り

、

二

十

六

日に

ち

大お

ほ

隈く

ま

伯は

く

邸て

い

に

於お

い

て

隊

員

た

い

ゐ

ん

一

同ど

う

の

盛さ

か

ん

な

る

告こ

く

別べ

つ

式し

き

と

爲な

り

、

同ど

う

日じ

つ

午ご

後ゝ

日ひ

比ゞ

谷や

公こ

う

園ゑ

ん

に

於お

け

る

國こ

く

民み

ん

的て

き

送そ

う

別べ

つ

會
く
わ
い

と

爲な

り

、

越こ

え

て

二

十

八

日に

ち

隊た

い

員ゐ

ん

一

同ど

う

の

皇
く
わ
う

城
じ
や
う

遙え

う

拜は

い

及
お
よ
び

芝し

ば

浦う

ら

埋う

め

立た

て

地ち

に

於お

け

る

日

本

に

ほ

ん

本

土

ほ

ん

ど

と

の

告

別

式

こ

く

べ

つ

し

き

と

爲な

つ

た

の

で

あ

る

。
此こ

の

日ひ

芝

浦

し

ば

う

ら

に

會
く
わ
い

せ

し

者も

の

は

無む

慮り

よ

五

萬ま

ん

と

註ち

う

せ

ら

れ

流

石

さ

す

が

に

廣ひ

ろ

き

埋

立

地

う

め

た

て

ち

も

人ひ

と

を

以も

つ

て

埋
う
づ
ま

つ

た

程ほ

ど

で

あ

る

、
會

く
わ
い

長
ち
や
う

大お

ほ

隈く

ま

伯は

く

は

や

お

ら

、
壇だ

ん

上
じ
や
う

に

現
あ
ら
は

れ

て

百
ひ
や
く

發ぱ

つ

の

空

砲

く

う

は

う

は

一

發ぱ

つ

の

實

彈

じ

つ

だ

ん

の

如し

か

ざ

る

旨む

ね

の

大だ

い

演え

ん

説ぜ

つ

を

爲な

し

て

一

同ど

う

を

奬
し
や
う

勵れ

い

し

、
白し

ら

瀬せ

氏し

は

誓ち

か

つ

て

目

的

も

く

て

き

を

達た

つ

せ

ん

事こ

と

を

期き

す

る

旨む

ね

を

述の

べ

て

降か

う

壇だ

ん

し

、
來ら

い

賓ひ

ん

、
幹

事

か

ん

じ

及
お
よ
び

丁て

い

未び

倶く

樂ら

部ぶ

員ゐ

ん

の

諸

士

し

ょ

し

も

各お

の

々〱

熱

辧

ね

つ

べ

ん

を

揮ふ

る

つ

て

此こ

の

行か

う

を

壯
さ
か
ん

に

し

た

。

翌よ

く

二

十

九

日に

ち

、

開か

い

南な

ん

丸ま

る

は

愈い

よ

々〱

品し

な

川か

は

灣わ

ん

を

出
し
ゆ
つ

發ぱ

つ

し

た

。 

tasaka
ノート
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萬ば

ん

里り

の

波は

濤た

う

を

凌し

の

ぐ

べ

く

、
意い

氣き

天て

ん

を

衝つ

い

て

出
し
ゆ
つ

發ぱ

つ

し

た

。
顧

か
へ
り
み

る

に

過く

わ

去こ

半は

ん

歳さ

い

の

間
あ
ひ
だ

、

後こ

う

援ゑ

ん

事じ

業げ

ふ

に

從じ

う

事じ

せ

る

者も

の

が

晝ち

う

夜や

兼け

ん

行か

う

の

苦く

心し

ん

は

實じ

つ

に

容よ

う

易い

な

る

も

の

で

な

か

つ

た

。

或あ

る

者も

の

は

此こ

の

奔ほ

ん

走さ

う

の

爲た

め

其そ

の

母は

ゝ

の

重ぢ

う

患
く
わ
ん

に

艱な

や

め

る

を

も

顧
か
へ
り
み

る

の

暇
い
と
ま

な

く

、

或あ

る

者も

の

は

全ぜ

ん

然〱

此こ

の

夏か

季き

の

暑あ

つ

さ

を

感か

ん

知ち

し

な

か

つ

た

程ほ

ど

一

心し

ん

不ふ

亂ら

ん

に

奔ほ

ん

走さ

う

し

た

の

で

あ

る

。 

 

此こ

處ゝ

に

特と

く

筆ひ

つ

す

べ

き

は

、
此こ

の

事じ

業げ

ふ

の

當た

う

初し

よ

よ

り

筆ふ

で

を

揃そ

ろ

へ

て

、
此そ

の

事じ

業げ

ふ

の

發は

つ

展て

ん

を

援ゑ

ん

助じ

よ

せ

ら

れ

た

東と

う

京
き
や
う

の

各か

く

新し

ん

聞ぶ

ん

社し

や

通つ

う

信し

ん

社し

や

及
お
よ
び

全ぜ

ん

國こ

く

の

各か

く

新し

ん

聞ぶ

ん

通つ

う

信し

ん

社し

や

の

厚か

う

意い

で

あ

る

。
次つ

ぎ

に

は

義ぎ

金き

ん

募ぼ

集し

ふ

上
じ
や
う

に

於お

け

る

朝あ

さ

日ひ

新し

ん

聞ぶ

ん

社し

や

の

多た

大だ

い

な

る

盡じ

ん

力
り
よ
く

で

あ

る

。
米べ

い

國こ

く

布ハ

哇ワ

イ

南な

い

洋よ

う

等と

う

海か

い

外
ぐ
わ
い

に

於お

け

る

邦は

う

字じ

新し

ん

聞ぶ

ん

の

好か

う

意ゐ

で

あ

る

。
是こ

れ

等ら

の

同ど

う

情
じ
や
う

が

一

般ぱ

ん

人じ

ん

心し

ん

を

動う

ご

か

し

た

る

の

効か

う

は

實じ

つ

に

測は

か

る

べ

か

ら

ざ

る

も

の

が

あ

る

。
日に

本ほ

ん

力り

き

行か

う

會
く
わ
い

の

直

接

ち
ょ
く
せ
つ

間

接

か

ん

せ

つ

の

盡じ

ん

力
り
よ
く

、
全ぜ

ん

國こ

く

各か

く

種し

ゆ

學が

く

校か

う

職
し
よ
く

員ゐ

ん

並
な
ら
び

に

生せ

い

徒と

諸し

よ

君く

ん

の

同ど

う

情
じ
や
う

地ち

方は

う

靑せ

い

年ね

ん

會
く
わ
い

在ざ

い

郷が

う

軍ぐ

ん

人じ

ん

團だ

ん

の

應お

う

援ゑ

ん

、
天

下

て

ん

く

わ

の

富ふ

う

豪が

う

及
お
よ
び

江こ

う

湖こ

幾い

く

萬ま

ん

同ど

う

情
じ
や
う

者し

や

の

厚か

う

意い

、

堅け

ん

確か

く

な

る

森

村

も

り

む

ら

銀

行

ぎ

ん

か

う

が

無

料

む

れ

う

に

て

義ぎ

金き

ん

取と

り

扱
あ
つ
か
ひ

を

爲な

し

呉く

れ

し

好か

う

意い

等と

う

數か

ぞ

へ

來き

た

れ

ば

盡つ

く

る

處
と
こ
ろ

が

な

い

。 
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斯か

く

て

開か

い

南な

ん

丸ま

る

は

、
歡

く
わ
ん

呼こ

聲せ

い

裡り

に

品し

な

川が

は

灣わ

ん

を

出
し
ゆ
つ

發ぱ

つ

し

た

が

、
さ

て

後こ

う

援ゑ

ん

會
く
わ
い

に

於お

い

て

は

、

船ふ

ね

の

出
し
ゆ
つ

發ぱ

つ

以い

後ご

募ぼ

金き

ん

が

非ひ

常
じ
や
う

に

困こ

ん

難な

ん

と

な

つ

た

。
そ

れ

は

國こ

く

民た

み

一

般ぱ

ん

が

最も

早は

や

船ふ

ね

が

出
し
ゆ
つ

發ぱ

つ

し

た

か

ら

、

義ぎ

金き

ん

寄き

贈ぞ

う

の

必ひ

つ

要え

う

は

あ

る

ま

い

と

考
か
ん
が

へ

た

が

爲た

め

で

あ

る

。 

 

け

れ

ど

も

出
し
ゆ
つ

發ぱ

つ

の

際さ

い

に

は

、
一

萬ま

ん

圓ゑ

ん

の

借
し
や
く

財ざ

い

を

も

な

し

、
船せ

ん

具ぐ

其そ

の

他た

に

未み

拂
は
ら
ひ

の

額か

く

も

少す

く

な

く

な

い

ま

ゝ

で

、

出
し
ゆ
つ

發ぱ

つ

を

し

た

の

で

あ

る

か

ら

、
此こ

の

結け

つ

末ま

つ

を

付つ

け

る

丈だ

け

で

も

是ぜ

非ひ

共と

も

相そ

う

當た

う

の

募ぼ

金き

ん

を

せ

ね

ば

な

ら

ぬ

。
そ

こ

で

、
後こ

う

援ゑ

ん

會
く
わ
い

で

は

大
お
ほ
ひ

に

苦く

心し

ん

し

た
結け

つ

果く

わ

全ぜ

ん

國こ

く

の

小せ

う

學が

く

校か

う

に

向む

か

つ

て

募ぼ

金き

ん

の

勸
く
わ
ん

誘い

う

狀
じ
や
う

を

發は

つ

す

る

こ

と

ゝ

し

、
又ま

た

一

方ぱ

う

に

は

大お

ほ

隈く

ま

伯は

く

邸て

い

送

別

さ

う

べ

つ

の

光
く
わ
い

景け

い

及お

よ

び

開か

い

南な

ん

丸ま

る

品し

な

川が

は

灣わ

ん

出
し
ゆ
つ

發ぱ

つ

の

光

景

く
わ
う
け
い

の

活
く
わ
つ

動ど

う

寫し

や

眞し

ん

に

若
じ
や
く

干か

ん

の

外
ぐ
わ
い

國こ

く

探た

ん

檢け

ん

隊た

い

に

關
く
わ
ん

す

る

幻げ

ん

燈と

う

を

加く

は

へ

て

、
そ

れ

を

以も

つ

て

東と

う

京
き
や
う

宇う

つ

都の

宮み

や

其そ

の

他た

に

於お

い

て

興こ

う

業げ

ふ

す

る

こ

と

ゝ

し

た

。 

 

然し

か

る

に

斯か

か

る

活
く
わ
つ

動ど

う

の

み

で

は

、
到

底

た

う

て

い

多

額

た

が

く

の

義

金

ぎ

き

ん

を

得う

る

こ

と

は

、
不ふ

可か

能の

う

な

の

で

、
再

ふ
た
ゝ

び

議ぎ

會
く
わ
い

に

建け

ん

議

案

ぎ

あ

ん

を

提て

い

出
し
ゅ
つ

し

、
政

府

せ

い

ふ

よ

り

今

後

こ

ん

ご

に

要え

う

す

る

資

金

し

き

ん

の

下

附

か

ふ

を

得え

ん

と

し

て

、
其そ

の

運

動

う

ん

ど

う

を

開

始

か

い

し

す

る

こ

と

に

決け

つ

し

た

。
而し

か

し

て

此こ

の

運

動

う

ん

ど

う

に

は

、
村

上

む

ら

か

み

、
堀

内

ほ

り

う

ち

、

天あ

ま

生な

目め

、

武た

け

見み

等ら

の

諸

士

し

ょ

し

が

當あ

た

る

こ

と

ゝ

な

り

、

東と

う

奔ほ

ん

西せ

い

走さ

う

し

て

、

大お
ほ
ひ

に

盡じ

ん

力り
よ
く

し
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た

。 

 
處

と
こ
ろ

で

四

十

四

年ね

ん

二

月
ぐ
わ
つ

八

日か

に

至い

た

り

開か

い

南な

ん

丸ま

る

は

波は

濤た

う

恙
つ
ゝ
が

な

く

新

西

蘭

ニ
ウ
ヂ
ー
ラ
ン
ド

に

到た

う

着
ち
や
く

し

、
同ど

う

十

一

日に

ち

南な

ん

極
き
ょ
く

に

向む

か

つ

て

出
し
ゆ
つ

帆ぱ

ん

し

た

の

で

、
後こ

う

援ゑ

ん

會
く
わ
い

の

一

同ど

う

は

大
お
ほ
ひ

に

勇

氣

い

う

き

を

得え

た

が
併し

か

も

亦ま

た

前ぜ

ん

途と

不ふ

安あ

ん

の

念ね

ん

を

も

抱い

だ

か

ざ

る

を

得え

な

か

つ

た

。
そ

れ

は

新

西

蘭

ニ
ユ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

ま

で

は

幸
さ
い
は

ひ

無

事

ぶ

じ

に

到た

う

着
ち
ゃ
く

し

て

も

、
そ

れ

よ

り

以

南

い

な

ん

の

氷
ひ
や
う

海わ

い

は

、
本ほ

ん

邦ぽ

う

人じ

ん

が

未い

ま

だ

曾か

つ

て

往い

つ

た

事こ

と

の

な

い

渺べ

う

茫ぼ

う

た

る

未

知

み

ち

の

海

洋

か

い

よ

う

で

あ

る

か

ら

豫
あ
ら
か
じ

め

覺か

く

悟ご

は

し

て

居を

る

も

の

ゝ

、
如

何

い

か

な

る

事じ

變へ

ん

が

生
し
や
う

ぜ

ぬ

と

も

限か

ぎ

ら

ぬ

の

で

、
今い

ま

更さ

ら

の

如ご

と

く

何い

づ

れ

も

危

懼

き

ぐ

の

念ね

ん

を

懐い

だ

い

た

。
け

れ

ど

も

斯か

く

て

あ

る

べ

き

場

合

ば

あ

ひ

で

な

い

か

ら

、
一

層そ

う

勇い

う

氣き

を

鼓

舞

こ

ぶ

し

て

、
議

會

ぎ

く

わ

い

の

運う

ん

動ど

う

に

努ど

力
り
ょ
く

し

た

。 

 

さ

て

議

院

ぎ

ゐ

ん

の

方は

う

で

は

、

小こ

久く

保ぼ

喜き

七

氏し

が

主し

ゆ

と

な

つ

て

盡じ

ん

力
り
よ
く

し

呉く

れ

、

長は

せ

谷ば

純
じ
ゆ
ん

孝か

う

、

佐さ

々ゝ

木き

安や

す

五ご

郎ら

う

、

吉よ

し

植う

え

庄
し
や
う

一

郎ら

う

、

高た

か

木ぎ

正せ

い

年ね

ん

の

諸

士

し

ょ

し

も

大
お
ほ
ひ

に

努ど

力
り
よ
く

し

て

呉く

れ

た

の

で

、

此こ

の

建

議

け

ん

ぎ

案あ

ん

は

三

月
ぐ
わ
つ

二

十

一

日に

ち

、
滿ま

ん

場
じ
や
う

一

致ち

を

以も

つ

て

衆し

う

議ぎ

院ゐ

ん

を

通つ

う

過く

わ

し

た

。
是こ

ゝ

に

於お

い

て

直た

ゞ

ち

に

政

府

せ

い

ふ

に

向む

か

ひ

、

補ほ

助じ

ょ

金き

ん

（

豫よ

算さ

ん

額が

く

五

萬ま

ん

三

千ぜ

ん

圓ゑ

ん

）
の

下

附

か

ふ

を

迫せ

ま

つ

た

處
と
こ
ろ

が

、
政

府

せ

い

ふ

は

何ど

う

し

て

も

下

附

か

ふ

を

肯が

へ

ん

ぜ

な

い

。

最

後

さ

い

ご

に

は

田

中

た

な

か

、

村

上

む

ら

か

み

、

押

川

お

し

か

は

、

佐

々

木

さ

ゝ

き

の 
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四

幹

事

か

ん

じ

に

、
野

村

の

む

ら

船

長

せ
ん
ち
や
う

、
高た

か

木ぎ

正
し
や
う

年ね

ん

氏し

も

加く

は

は

つ

て

、
總そ

う

理り

大だ

い

臣し

ん

官
く
わ
ん

舎し

や

に

赴
お
も
む

き

、
下

附

か

ふ

の

請

願

せ

い

が

ん

を

し

た

が

遂つ

ひ

に

承
し
よ
う

諾だ

く

さ

れ

な

か

つ

た

。 

 

斯か

く

て

あ

る

う

ち

、
五

月
ぐ
わ
つ

一

日に

ち

、
一

通つ

う

の

電で

ん

報ぽ

う

は

濠が

う

洲し

う

發は

つ

で

白

瀬

し

ら

せ

中

尉

ち

う

ゐ

か

ら
後こ

う

援ゑ

ん

會
く
わ
い

へ

向む

け

て

來き

た

。
其そ

の

電

文

で

ん

ぶ

ん

に

據よ

る

と

、
開か

い

南な

ん

丸ま

る

は

三

月
ぐ
わ
つ

十

一

日に

ち

、
南な

ん

緯ゐ

七

十

四

度ど

十

六

分ぷ

ん

、
東

經

と

う

け

い

百

七

十

二

度ど

七

分ふ

ん

の

地

點

ち

て

ん

ま

で

到た

う

達た

つ

し

た

が

、
恐お

そ

る

べ

き

結け

つ

氷
ひ
や
う

の

爲た

め

、
コ

ー

ル

マ

ン

島た

う

を

眼

前

が

ん

ぜ

ん

に

見み

な

が

ら

上
じ
や
う

陸り

く

す

る

能あ

た

は

ず

、
恨

う
ら
み

を

呑の

ん

で

濠ゴ

ー

洲シ

ウ

シ

ド

ニ

ー

港か

う

に

引

返

ひ

き

か

へ

し

て

來き

た

と

の

事こ

と

で

あ

る

。 

 

そ

こ

で

後こ

う

援ゑ

ん

會
く
わ
い

で

は

直た

ゞ

ち

に

大お

ほ

隈く

ま

伯は

く

邸て

い

に

緊き

ん

急き

ふ

會
く
わ
い

議ぎ

を

開ひ

ら

い

た

處
と
こ
ろ

が

、
猛

烈

ま

う

れ

つ

な

る

結け

つ

氷
ひ
や
う

の

爲た

め

に

南な

ん

極
き
よ
く

大た

い

陸り

く

に

上
じ
や
う

陸り

く

し

得え

な

か

つ

た

こ

と

は

遺

憾

ゐ

か

ん

の

至
い
た
り

で

あ

る

が

、
然し

か

し

此こ

の

地

點

ち

て

ん

ま

で

開か

い

南な

ん

丸ま

る

の

到た

う

達た

つ

し

得え

た

事こ

と

は

、
船

員

せ

ん

ゐ

ん

の

技ぎ

能の

う

が

、
能よ

く

陸
じ
や
う

上り

く

隊た

い

員ゐ

ん

を

し

て

南な

ん

極
き
よ
く

洲し

ゆ

へ

上
じ
や
う

陸り

く

せ

し

め

得う

べ

き

事こ

と

を

證
し
よ
う

明め

い

し

た

も

の

で

あ

る

の

で

、
直

た
ゞ
ち

に

左さ

の

決

議

け

つ

ぎ

を
し

た

。 一

、

南な

ん

極
き
よ
く

探た

ん

檢け

ん

後こ

う

援ゑ

ん

會
く
わ
い

は

飽あ

く

ま

で

南な

ん

極
き
よ
く

探た

ん

檢け

ん

隊た

い

一

行か

う

を

援

助

ゑ

ん

じ

よ

し

、
同ど

う

一

行か

う

を

し

て

一

層そ

う

設せ

つ

備び

の

完
く
わ
ん

成せ

い

と

學が

く

術
じ
ゆ
つ

的て

き

研け

ん

究き

う

の

充じ

う

實じ

つ

と

を

な

さ

し

め

ん

こ

と

を

期き

す

。 

tasaka
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一

、

南な

ん

極
き
よ
く

探た

ん

檢け

ん

隊た

い

一

行か

う

を

し

て

、
本

年

ほ

ん

ね

ん

解か

い

氷
ひ
や
う

の

時

期

じ

き

を

待ま

ち

、
同ど

う

一

行か

う

が

定さ

だ

む

る

根こ

ん

據き

よ

地ち

よ

り

更さ

ら

に

南な

ん

極
き
よ
く

圈か

ん

に

於お

け

る

目も

く

的て

き

地ち

點て

ん

に

向む

か

ひ

進

行

し

ん

か

う

せ

し

め

ん

こ

と

を

期き

す

。 

一

、

滿ま

ん

天て

ん

下か

の

同ど

う

情
じ
や
う

に

訴
う
つ
た

へ

更さ

ら

に

同ど

う

一

行か

う

に

對た

い

す

る

後

援

こ

う

ゑ

ん

の

實じ

つ

を

擧あ

げ

ん

こ

と

を

期き

す

。 

 

處
と
こ
ろ

が

此こ

の

第だ

い

二

次じ

計け

い

畫
く
わ
く

を

實じ

つ

行か

う

す

る

に

は

、
更さ

ら

に

非

常

ひ

じ

や

う

な

る

費

用

ひ

よ

う

を

要え

う

す

る

。
最

初

さ

い

し

ょ

の

計

畫

け
い
く
わ
く

通ど

ほ

り

に

事こ

と

が

進

行

し

ん

か

う

す

る

も

、
尙な

ほ

却な

か

々〱

責

任

せ

き

に

ん

は

重ぢ

う

大だ

い

で

あ

る

の

に

、
一

た

び

目

的

も

く

て

き

を

達た

つ

す

る

を

得え

ず

し

て

歸き

還
く
わ
ん

し

、
外

ぐ
わ
い

國こ

く

の

物ぶ

つ

價か

の

高た

か

き

場

所

ば

し

よ

に

於お

い

て

、
總そ

う

員ゐ

ん

が
半は

ん

年ね

ん

以い

上
じ
や
う

も

滞た

い

在ざ

い

し

、
そ

れ

か

ら

再
ふ
た
ゝ

び

糧
り
や
う

食
し
よ
く

、
被

服

ひ

ふ

く

其そ

の

他た

の

必ひ

つ

需じ

ゅ

品ひ

ん

を

準
じ
ゅ
ん

備び

し

て

、
第だ

い

二

次じ

計け

い

畫
く
わ
く

を

實じ

つ

行か

う

す

る

と

す

れ

ば

、
そ

の

困

難

こ

ん

な

ん

は

一

方か

た

で

は

な

い

、

殆
ほ
と
ん

ど

新あ

ら

た

に

探た

ん

檢け

ん

隊た

い

を

組

織

そ

し

き

し

て

、
出

し
ゆ
つ

發ぱ

つ

せ

し

む

る

程ほ

ど

の

資し

材ざ

い

を

要え

う

す

る

、
處

と
こ
ろ

が

一

旦た

ん

募

集

ぼ

し

ふ

し

た

後の

ち

の

事こ

と

で

あ

る

か

ら

全

國

ぜ

ん

こ

く

の

重お

も

な

る

有い

う

志し

者し

や

か

ら

は

、
既す

で

に

一

回
く
わ
い

義ぎ

金き

ん

が

仰あ

を

い

て

あ

る

し

、
又ま

た

も

義ぎ

金き

ん

を

受う

く

る

と

云い

ふ

は

頗
す
こ
ぶ

る

困

難

こ

ん

な

ん

な

事こ

と

で

あ

る

。
そ

こ

で

大
お
ほ
ひ

に

當

惑

た

う

わ

く

し

て

居を

ゐ

た

が

、
兎と

も

角か

く

五

月ぐ
わ
つ

上じ
や
う

旬じ
ゆ
ん

市

村

座

い

ち

む

ら

ざ

に

於お

い

て

嘉か

悦ゑ

つ

孝た

か

子こ

、

栗く

り

塚つ

か

龍り

う

子こ

、

有あ

り

地ぢ

男だ

ん

夫ふ

人じ

ん

、 

tasaka
ノート
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林
は
や
し

田だ

文ふ

み

子こ

、

鳩は

と

山や

ま

春は

る

子こ

、

三み

輪わ

田だ

眞ま

佐さ

子こ

、
鈴す

ゞ

木き

や

す

子こ

、

高た

か

田だ

博は

か

士せ

夫ふ

人じ

ん

、
天あ

ま

野の

博は

か

士せ

夫ふ

人じ

ん

、
棚た

な

橋は

し

絢あ

や

子こ

、

岡を

か

田だ

博は

か

士せ

夫ふ

人じ

ん

、

柳
や
な
ぎ

谷や

夫ふ

人じ

ん

等と

う

の

發ほ

つ

企き

で

、

寄き

附ふ

演え

ん

劇げ

き

の

開か

い

催さ

い

を

行
を
こ
な

ひ

、
又ま

た

六

月
ぐ
わ
つ

二

十

三

日に

ち

に

板い

た

垣が

き

伯は

く

、
三み

宅や

け

碩せ

き

夫ふ

氏し

等ら

の

盡じ

ん

力
り
よ
く

で

、
國こ

く

技ぎ

館
く
わ
ん

に

於お

い

て

夏な

つ

場ば

所し

よ

大お

ほ

相す

撲ま

ふ

の

興こ

う

業
ぎ
や
う

を

し

て

居ゐ

た

が

、

此こ

の

際さ

い

野の

村む

ら

船せ

ん

長
ち
や
う

は

事じ

情
じ
や
う

報ほ

う

告こ

く

の

任に

ん

を

帶お

び

、

多た

田ゞ

書し

ょ

記き

と

共と

も

に

七

月
ぐ
わ
つ

十

五

日に

ち

日に

つ

光
く
わ
う

丸ま

る

で

歸き

朝て

う

し

た

。 

 

之こ

れ

よ

り

前さ

き

、
後こ

う

援ゑ

ん

會
く
わ
い

で

は

、
到

底

た

う

て

い

尋

常

じ
ん
じ
や
う

の

努

力

ど

り

ょ

く

で

は

第だ

い

二

次じ

の

出
し
ゆ
つ

發ぱ

つ

は

覺お

ぼ

束つ

か

な

し

と

思お

も

ひ

、
七

月
ぐ
わ
つ

七

日か

大お

ほ

隈く

ま

會
く
わ
い

長
ち
や
う

は

府

下

ふ

か

の

各か

く

新し

ん

聞ぶ

ん

社し

ゃ

通つ

う

信し

ん

社し

ゃ

の

代だ

い

表へ

う

者し

ゃ

を

早

稲

田

わ

せ

だ

の
自じ

邸て

い

に

招せ

う

待だ

い

し

て

今

後

こ

ん

ご

の

募ぼ

金き

ん

事じ

業げ

ふ

に

就つ

い

て

、
各か

く

社し

や

の

盡じ

ん

力
り
よ
く

を

依い

賴ら

い

し

た

。
先ま

づ

南な

ん

極
き
よ
く

探た

ん

檢け

ん

の

經け

い

過く

わ

と

、
政

府

せ

い

ふ

が

補ほ

助じ

よ

金き

ん

を

與あ

た

へ

ざ

る

事こ

と

を

陳ち

ん

じ

、
更さ

ら

に

勵れ

い

聲せ

い

一

番ば

ん

し

て
『

船ふ

ね

は

小せ

う

な

り

と

雖
い
へ
ど

も

、
日

本

に

ほ

ん

の

國こ

く

旗き

を

掲か

ゝ

げ

其そ

の

名

誉

め

い

よ

を

代だ

い

表へ

う

せ

る

開か

い

南な

ん

丸ま

る

は

今い

ま

や

シ

ド

ニ

ー

の

船

渠

ド

ッ

グ

に

在あ

り

、
廿

七

名め

い

の

勇

士

い

う

し

は

シ

ド

ニ

ー

郊か

う

外
ぐ
わ
い

に

天て

ん

幕ま

く

生せ

い

活
く
わ
つ

を

行
お
こ
な

ひ

居を

れ

り

、
今い

ま

に

し

て

糧
り
や
う

道だ

う

を

絶た

ち

、
此こ

の

世

界

的

せ

か

い

て

き

事

業

じ

げ

ふ

の

勇

士

い

う

し

を

見

殺

み

こ

ろ

し

に

す

る

は

、
實じ

つ

に

日

本

に

ほ

ん

の

耻

辱

ち

じ

よ

く

な

り

、

予よ

は

曾か

つ

て

何

事

な

に

ご

と

に

も

泣な

き

し

事こ

と

な

け

れ

ど

泣な

か

ぬ

辦

慶

べ

ん

け

い

も

此

事

こ

の

こ

と

の

み

に

は

泣な

か

ざ

る

を

得え

ず

』

と

て

深ふ

か

く

嘱
し
よ
く

托た

く

す

る

所
と
こ
ろ

が

あ

つ

た

。 

tasaka
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斯か

く

て

、

東と

う

京
き
や
う

各か

く

新

聞

社

し

ん

ぶ

ん

し

ゃ

側が

は

で

は

、

南な

ん

極
き
ょ
く

探た

ん

檢け

ん

聯

合

れ

ん

が

ふ

應

援

團

お

う

ゑ

ん

だ

ん

な

る

も

の

を

組

織

そ

し

き

し

、

呉く

れ

、
其そ

の

幹

事

か

ん

じ

と

し

て

日

本

に

ほ

ん

電

報

で

ん

ぽ

う

通

信

社

つ

う

し

ん

し

ゃ

の

權ご

ん

藤と

う

震し

ん

二

氏し

、
讀よ

み

賣う

り

新し

ん

聞ぶ

ん

社し

ゃ

の

足あ

だ

立ち

荒あ

ら

人ん

ど

氏し

、

日に

ち

々〱

新し

ん

聞ぶ

ん

社し

ゃ

の

鵜う

崎さ

き

熊く

ま

吉き

ち

氏し

の

三さ

ん

氏し

を

擧あ

げ

。
大

お
ほ
ひ

に

此こ

の

事じ

業
ぎ
や
う

に

盡じ

ん

力
り
よ
く

し

て

呉く

れ

ら

れ

た

。

都
み
や
こ

の

後ご

藤と

う

長
ち
や
う

榮え

い

氏し

報

知

は

う

ち

の

奥お

く

田だ

信の

ぶ

俊と

し

氏し

や

ま

と

の

宮

本

み

や

も

と

氏し

日

本

に

ほ

ん

の

早は

や

川か

は

茂も

一い

ち

氏し

等と

う

も

以

上

い

じ

や

う

三

氏し

と

連

絡

れ

ん

ら

く

を

取と

り

盡じ

ん

力
り
よ
く

し

て

呉く

れ

ら

れ

た

。 

 

後こ

う

援ゑ

ん

會
く
わ
い

に

て

は

そ

れ

よ

り

し

て

常
じ
や
う

任に

ん

幹か

ん

事じ

二

名め

い

を

置お

く

事こ

と

と

爲な

り

、

從じ

う

來ら

い

の

村

上

む

ら

か

み

幹

事

か

ん

じ

の

外ほ

か

更さ

ら

に

田

中

た

な

か

幹

事

か

ん

じ

が

常
じ
や
う

任に

ん

幹か

ん

事じ

に

就し

う

任に

ん

し

た

。
而し

か

し

て

之こ

れ

と

同

時

ど

う

じ

に

全

國

ぜ

ん

こ

く

に

大た

い

擧き

よ

遊い

う

説せ

い

を

開

始

か

い

し

し

た

。
先ま

づ

第だ

い

一

に

七

月
ぐ
わ
つ

十

四

日か

を

以も

つ

て

、
神か

ん

田だ

錦き

ん

輝き

館か

ん

に

後こ

う

援ゑ

ん

大だ

い

演え

ん

説ぜ

つ

會
く
わ
い

を

開ひ

ら

き

、
大お

ほ

隈く

ま

伯は

く

、
鵜う

崎さ

き

鷺ろ

城
じ
や
う

、
伊い

藤と

う

龜か

め

雄を

、
三み

宅や

け

雪せ

つ

嶺れ

い

、
佐さ

々ゝ

木き

照せ

う

山ざ

ん

、
田た

中な

か

舎し

や

身し

ん

、
村む

ら

上か

み

濁だ

く

浪ら

う

、

福ふ

く

本も

と

日に

ち

南な

ん

、
野の

村む

ら

船せ

ん

長
ち
や
う

等ら

諸

士

し

ょ

し

の

演

説

え

ん

ぜ

つ

が

あ

つ

た

。

此こ

の

時と

き

よ

り

後こ

う

援ゑ

ん

會
く
わ
い

事じ

務む

所し

ょ

を

神か

ん

田だ

錦き

ん

輝き

館か

ん

内な

い

に

移う

つ

し

而し

か

し

て

田

中

た

な

か

、
佐

々

木

さ

ゝ

き

、

兩
り
や
う

幹

事

か

ん

じ

は

大

阪

お

ほ

さ

か

、
神か

う

戸べ

、

京

都

き

や

う

と

、

名

古

屋

な

ご

や

方

面

は

う

め

ん

に

向む

か

つ

て

遊い

う

説ぜ

い

募ぼ

金き

ん

の

爲た

め

出
し
ゆ
つ

發ぱ

つ

し

た

。 

 

折を

り

か

ら

箱

根

は

こ

ね

滞

在

中

た

い

ざ

い

ち

う

の

大お

ほ

隈く

ま

伯は

く

を

訪と

ふ

て

、
村む

ら

上か

み

、
栗も

み

山や

ま

、
兩

り
や
う

氏し

相

談

さ

う

だ

ん

の

結

果

け

つ

く

わ

、
全

國

ぜ

ん

こ

く

に

丁て

い

未び

倶く

樂ら

部ぶ

有

志

い

う

し

の

大だ

い

活
く
わ
つ

動ど

う

を

行
お
こ
な

ふ

協き

ふ

議ぎ

を

爲な

し

、

東

北

と

う

ほ

く

六

縣け

ん

及お

よ

び

北

海

ほ

つ

か

い

道だ

う 

tasaka
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（

七

月
ぐ
わ
つ

二

十

日か

よ

り

九

月
ぐ
わ
つ

二

十

日か

ま

で

）
方

面

は

う

め

ん

に

は

、
栗も

み

山や

ま

博
ひ
ろ
し

、
寺て

ら

田だ

四

郎ら

う

、
加

藤

か

と

う

正

人

ま

さ

ん

ど

、

都つ

ゞ

筑き

懋つ

と

鎮む

、
稲い

な

田だ

直
ち
よ
く

道だ

う

、
佐さ

藤と

う

榮え

い

志し

其そ

の

他た

の

有い

う

志し

諸し

よ

氏し

野の

村む

ら

船せ

ん

長
ち
や
う

と

共と

も

に

遊

説

い

う

せ

い

し

、
關

く
わ
ん

西さ

い

中

國

ち

う

ご

く

山

陰

さ

ん

ゐ

ん

（

八

月
ぐ
わ
つ

上

旬

じ
や
う
じ
ゆ
ん

よ

り

九

月
ぐ
わ
つ

下

旬

げ

じ

ゆ

ん

ま

で

）
方

面

は

う

め

ん

に

は

、
齊

藤

徳

藏

さ

い

と

う

と

く

ざ

う

、
猪

野

ゐ

の

毛げ

利り

榮え

い

、
小こ

松ま

つ

良
り
や
う

朗ら

う

、
吉よ

し

田だ

實
み
の
る

、
後ご

藤と

う

國く

に

彦ひ

こ

、
河か

は

岡を

か

潮て

う

風ふ

う

其そ

の

他た

の

有い

う

志し

諸し

よ

氏し

出
し
ゆ
つ

演え

ん

し

、
大

お
ほ
ひ

に

募ぼ

金き

ん

運う

ん

動ど

う

に

努つ

と

め

た

。
此こ

の

遊い

う

説ぜ

い

に

次つ

い

で

丁て

い

未び

倶く

樂ら

部ぶ

の

主し

ゆ

催さ

い

で

、

上
じ
や
う

宮ぐ

う

教け

う

會
く
わ
い

、
牛う

し

込ご

め

高か

う

等と

う

演え

ん

藝げ

い

館
く
わ
ん

赤あ

か

坂さ

か

三さ

ん

槐
く
わ
い

堂だ

う

、
靑せ

い

年ね

ん

會
く
わ
い

館
く
わ
ん

、
早わ

稲せ

田だ

大だ

い

學が

く

、
日に

本ほ

ん

大だ

い

學が

く

、
明め

い

治ぢ

大だ

い

學が

く

、
法は

ふ

政せ

い

大だ

い

學が

く

、

中ち

う

央あ

う

大だ

い

學が

く

、

品し

な

川が

は

東と

う

海か

い

寺じ

等と

う

に

於お

い

て

盛
さ
か
ん

に

後こ

う

援ゑ

ん

演ゑ

ん

説ぜ

つ

會
く
わ
い

を

催
も
よ
ほ

し

た

。 

 

後こ

う

援ゑ

ん

會
く
わ
い

本ほ

ん

部ぶ

に

於お

い

て

は

、
村む

ら

上か

み

幹か

ん

事じ

、
專

も
つ
ぱ

ら

任に

ん

に

當あ

た

り

各か

く

地ち

遊い

う

説せ

い

者し

や

と

連れ

ん

絡ら

く

を

取と

り

て

、
之こ

れ

が

活
く
わ
つ

動ど

う

を

敏び

ん

活
く
わ
つ

な

ら

し

む

る

に

鋭ゑ

い

意ゐ

し

、
又ま

た

全ぜ

ん

國こ

く

各か

く

種し

ゆ

學が

く

校か

う

、
役

場

や

く

ば

等と

う

に

向む

か

つ

て

募ぼ

金き

ん

運う

ん

動ど

う

を

開か

い

始し

し

、

再さ

い

擧き

よ

計け

い

畫
く
わ
く

に

必ひ

つ

要え

う

な

る

物ぶ

つ

品ぴ

ん

の

準
じ
ゆ
ん

備び

を

爲な

す

事こ

と

を

努つ

と

め

た

。

此こ

の

際さ

い

各か

く

地ち

に

出
し
ゆ
つ

張
ち
や
う

中ち

う

の

人ひ

と

々〲

よ

り

は

、
演え

ん

説ぜ

つ

會
く
わ
い

の

熟い

づ

れ

も

盛せ

い

會
く
わ
い

な

る

由よ

し

の

電で

ん

報ぽ

う

は

あ

つ

た

が

、
寄き

附ふ

金き

ん

は

之こ

れ

と

正
し
や
う

比ひ

例れ

い

し

て

直
た
ゞ
ち

に

集あ

つ

ま

り

來く

る

も

の

で

な

い

の

で

、
物ぶ

つ

品ぴ

ん

の

購か

う

入に

ふ

上
じ
や
う

少す

く

な

か

ら

ざ

る

困こ

ん

難な

ん

を

し

た

。
け

れ

ど

も

兎と

も

角か

く

同ど

う

年ね

ん

十

一

月
ぐ
わ
つ

の

中ち

う

旬
じ
ゆ
ん

に

は
隊た

い

員ゐ

ん

を

し

て

濠ガ

ウ

洲シ

ウ

シ

ド

ニ

ー

よ

り

再
ふ
た
ゝ

び

極
き
よ
く

地ち

に

出
し
ゆ
つ

發ぱ

つ

せ

し

め

ね

ば

な

ら

ぬ

の

で

、 

tasaka
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野の

村む

ら

船せ

ん

長
ち
や
う

は

、

米こ

め

、

大だ

い

豆づ

、

豌ゑ

ん

豆ど

う

、

醬
し
よ
う

油ゆ

味

噌

み

そ

、

奈な

良ら

漬づ

け

、

鹽し

ほ

鮭さ

け

、

鑵
く
わ
ん

詰づ

め

類る

ゐ

、

椎し

い

茸た

け

、

干か

ん

瓢ぺ

う

、

等と

う

を

用よ

う

意い

し

、
船せ

ん

具ぐ

の

方は

う

で

は

、

ホ

ー

セ

ー

ル

、

メ

イ

ン

セ
ー

ル

、

船せ

ん

用よ

う

測そ

く

量
り
や
う

器き

械か

い

其そ

の

他た

の

必ひ

つ

要え

う

品ひ

ん

を

買か

い

入ゝ

れ

、

九

月
ぐ
わ
つ

十

六

日に

ち

の

日に

つ

光
く
わ
う

丸ま

る

で

出
し
ゆ
つ

發ぱ

つ

し

た

。 

 

そ

れ

か

ら

又ま

た

第だ

い

一

回
く
わ
い

の

探

檢

た

ん

け

ん

の

時と

き

、

開か

い

南な

ん

丸ま

る

に

搭と

う

載さ

い

し

た

輓ひ

き

犬い

ぬ

三

十

頭と

う

の

う

ち

、

廿

九

頭と

う

ま

で

死し

亡ば

う

し

た

の

で

、
此こ

の

犬い

ぬ

を

も

補ほ

充じ

う

せ

な

く

て

は

な

ら

ぬ

、
其そ

處こ

で

小を

川が

は

運う

ん

平ぺ

い

氏し

の

盡じ

ん

力
り
よ
く

と

、

樺か

ら

太ふ

と

廰
ち
や
う

及お

よ

び

其そ

の

他た

有い

う

志し

者し

や

の

盡じ

ん

力
り
よ
く

と

に

依よ

つ

て

、

樺か

ら

太ふ

と

犬い

ぬ

三

十

頭と

う

に

、

犬い

ぬ

の

世せ

話わ

係
が
ゝ
り

と

し

て

ア

イ

ヌ

人じ

ん

橋は

し

村む

ら

矢や

八

附つ

き

添そ

ひ

、
取と

り

寄よ

せ

る

こ

と

ゝ

な

つ

た

。
而し

か

し

て

犬い

ぬ

も

人ひ

と

も

程ほ

ど

な

く

來ら

い

着
ち
や
く

し

た

。 

 

以い

上
じ
や
う

食
し
よ
く

料れ

う

品ひ

ん

船せ

ん

具ぐ

、
輓ひ

き

犬い

ぬ

等と

う

の

補ほ

充じ

う

の

外ほ

か

、
防ば

う

寒か

ん

服ふ

く

を

新し

ん

調て

う

し

、
學が

く

術
じ
ゆ
つ

器き

械か

い

を
買か

い

入い

れ

、
尙な

ほ

幾い

く

多た

の

補ほ

充じ

う

品ひ

ん

を

も

完
く
わ
ん

全ぜ

ん

に

し

た

。
此こ

の

時と

き

の

防ば

う

寒か

ん

服ふ

く

は

、
新し

ん

式し

き

の

物も

の

を

調
と
ゝ
の
へ

る

こ

と

に

し

た

。
大だ

い

天て

ん

幕ま

く

一

着
ち
や
く

は

岡を

か

部べ

安や

す

次じ

郎ら

う

氏し

の

寄き

附ふ

品ひ

ん

を

持も

ち

往ゆ

く

事こ

と

と

し

た

。
此こ

の

折を

り

は

曩さ

き

に

野の

村む

ら

船せ

ん

長
ち
や
う

と

共と

も

に

歸き

朝て

う

中ち

う

な

り

し

多た

田ゞ

書し

よ

記き

の

シ

ド

ニ

ー

に

出
し
ゆ
つ

發ぱ

つ

す

る

際さ

い

で

あ

つ

た

の

で

、
此こ

れ

等ら

の

貨く

わ

物も

つ

は

其そ

の

船せ

ん

便び

ん

に

て

送さ

う

附ふ

し

て

、
同ど

う

一

行か

う

は

新あ

ら

た

に

學が

く

術
じ
ゆ
つ

部ぶ

員ゐ

ん

に

加

入

か

に

ふ

し

た

る

農の

う

學が

く

士し

池い

け

田だ

政ま

さ

吉き

ち

氏し

、

エ

ム

、

パ

テ

ー

會く
わ
い

社し

や

長ち
や
う

梅ゝ

め

屋や

庄し
や
う

吉き

ち

氏し 
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の

義ぎ

侠け

う

に

よ

り

加か

入に

ふ

し

た

る

活
く
わ
つ

動ど

う

寫し

や

眞し

ん

撮さ

つ

影え

い

技ぎ

師し

田た

泉
い
づ
み

保や

す

直な

ほ

氏し

、
及お

よ

び

輓ひ

き

犬い

ぬ

係
が
ゝ
り

の
橋は

し

村む

ら

ア

イ

ヌ

の

三

名め

い

で

あ

つ

た

。
樺か

ら

太ふ

と

犬い

ぬ

二

十

九

頭と

う

と

共と

も

に

十

月
ぐ
わ
つ

十

四

日か

熊く

ま

野の

丸ま

る

で

出
し
ゆ
つ

發ぱ

つ

し

た

。 

 

乘
じ
よ
う

船せ

ん

に

際さ

い

し

横よ

こ

濱は

ま

に

滞た

い

在ざ

い

中ち

う

、
犬い

ぬ

一

頭と

う

は

突と

つ

然ぜ

ん

病
び
や
う

氣き

に

罹か

ゝ

つ

て

斃た

を

れ

た

。
萬ま

ん

朝て

う

支し

局
き
よ
く

主し

ゆ

任に

ん

曾そ

我が

部べ

一

紅こ

う

氏し

は

探た

ん

檢け

ん

隊た

い

の

事こ

と

に

就つ

き

て

は

從じ

う

來ら

う

何な

に

く

れ

と

な

く

世せ

話わ

を

な

し

呉く

れ

居ゐ

た

る

が

、
此こ

の

際さ

い

も

獣じ

う

醫い

を

し

て

檢け

ん

診し

ん

せ

し

め

た

る

處
と
こ
ろ

、
其そ

の

結け

つ

果く

わ

、
之こ

れ

は

縧で

う

蟲ち

う

が

發は

つ

生せ

い

し

た

る

爲た

め

で

、
他た

の

壯さ

う

健け

ん

な

る

犬い

ぬ

に

も

藥
く
す
り

を

與あ

た

ふ

る

に

如し

か

ず

と

の

事こ

と

に

、
其そ

の

言げ

ん

に

随
し
た
が

ひ

た

る

に

、
今こ

ん

回
く
わ
い

は

途と

中ち

う

に

於お

い

て

一

頭と

う

も

斃た

を

る

ゝ

事こ

と

な

く

、
悉

こ
と
〲

く

使し

命め

い

を

全
ま
つ
た

ふ
し

た

。 

 

斯か

く

て

十

一

月
ぐ
わ
つ

十

九

日に

ち

に

至い

た

り

、
開か

い

南な

ん

丸ま

る

は

再
ふ
た
ゝ

び

南な

ん

征せ

い

の

途と

に

上の

ぼ

る

べ

く

濠が

う

洲し

う

シ

ド

ニ

ー

港か

う

を

出
し
ゆ
つ

帆ぱ

ん

し

た

が

、
然し

か

し

募ぼ

金き

ん

は

尙な

ほ

大
お
ほ
ひ

に

不ふ

充じ

う

分ぶ

ん

な

の

で

、
各か

く

新し

ん

聞ぶ

ん

社し

や

應お

う

援ゑ

ん

團だ

ん

諸し

よ

君く

ん

等ら

の

助じ

よ

力
り
よ
く

を

得え

て

、
盛さ

か

ん

に

之こ

れ

に

從じ

う

事じ

し

た

。
東と

う

京
き
や
う

市し

及
お
よ
び

横よ

こ

濱は

ま

市し

等と

う

に

於お

け

る

募ぼ

金き

ん

に

就つ

い

い

て

は

武た

け

見み

喜き

三

氏し

の

功こ

う

は

少す

く

な

く

な

い

、

全ぜ

ん

國こ

く

の

學が

つ

校か

う

役や

く

場ば

等と

う

に

向む

か

つ

て

の

運

動

う

ん

ど

う

に

就つ

い

て

は

大お

ほ

島し

ま

茂し

げ

夫を

氏し

の

勞ら

う

は

多た

大だ

い

で

あ

る

。 
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一

般ぱ

ん

に

對た

い

す

る

募ぼ

金き

ん

に

努つ

と

む

る

一

方ぱ

う

、
後こ

う

援ゑ

ん

會
く
わ
い

に

て

は

、
華く

わ

族ぞ

く

會
ゝ
わ
い

館か

ん

に

於お

い

て

府

下

ふ

か

の

富ふ

う

豪が

う

諸し

よ

士し

を

招せ

う

待た

い

し

、
義ぎ

金き

ん

を

請こ

ふ

た

、
此こ

の

時と

き

は

大お

ほ

隈く

ま

伯は

く

會
ゝ
わ
い

長
ち
や
う

と

し

て

自
み
づ
か

ら
此こ

の

會
く
わ
い

合が

ふ

に

赴
お
も
む

き

、
其そ

の

結け

つ

果く

わ

、
森も

り

村む

ら

市い

ち

左ざ

衛ゑ

門も

ん

、
村む

ら

井ゐ

吉き

ち

兵べ

衛ゑ

の

諸し

よ

氏し

、
衆し

う

に

先せ

ん

じ

て

多た

額た

く

の

寄

附

き

ふ

を

申
ま
を
し

込こ

み

、
三み

つ

井ゐ

家け

か

ら

は

又ま

た

も

澤た

く

山さ

ん

の

寄き

附ふ

を

さ

れ

た

。
實じ

つ

業げ

ふ

之の

日に

本ほ

ん

社し

や

長
ち
や
う

增ま

す

田だ

義ぎ

一い

ち

氏し

も

自
み
づ
か

ら

寄

附

き

ふ

を

さ

れ

た

上う

へ

大
お
ほ
ひ

に

斡あ

つ

旋せ

ん

の

勞ら

う

を

執と

つ

て

呉く

れ

ら

れ

た

。 

 

此こ

の

際さ

い

柴し

ば

田た

種た

ね

吉き

ち

氏し

は

布ハ

哇ワ

イ

に

赴
お
も
む

い

て

募ぼ

金き

ん

運う

ん

動ど

う

に

從じ

う

事じ

し

、
明め

う

能の

う

文ぶ

ん

氏し

は

臺た

い

灣わ

ん

に

赴
お
も
む

い

て

募ぼ

金き

ん

事じ

業げ

ふ

に

從じ

う

事じ

し

た

。
又ま

た

同ど

う

情
じ
や
う

あ

る

早は

稲せ

田だ

、
慶け

い

應お

う

、
兩

り
や
う

大だ

い

學が

く

野や

球き

う

選せ

ん

手し

ゆ

の

發は

つ

企き

で

、
早は

稲せ

田だ

グ

ラ

ウ

ン

ド

に

於お

い

て

、
ベ

ー

ス

ボ

ー

ル

大た

い

會
く
わ
い

を

催
も
よ
ほ

し

た

。
之こ

れ

は

相さ

う

當た

う

の

入に

ふ

場
じ
や
う

者し

や

が

あ

つ

た

。
又ま

た

歌か

舞ぶ

伎き

座ざ

に

於お

い

て

、
寄き

附ふ

演え

ん

藝げ

い

會
く
わ
い

が

催
も
よ
ほ

ふ

さ

れ

た

。
此こ

の

時と

き

も

嘉か

悦ゑ

つ

孝た

か

子こ

女ぢ

よ

史し

等ら

女ぢ

よ

流り

う

有い

う

志し

の

主し

ゆ

催さ

い

で

、
極

き
よ
く

力
り
よ
く

盡じ

ん

力
り
よ
く

せ

ら

れ

、
本ほ

ん

會
く
わ
い

よ

り
は
天あ

ま

生な

目め

一い

ち

治ぢ

氏し

擔た

ん

任に

ん

し

て

奮ふ

ん

闘た

う

努ど

力
り
よ
く

し

た

。
二

條で

う

公こ

う

爵
し
や
く

夫ふ

人じ

ん

、
戌ぼ

申し

ん

婦ふ

人じ

ん

會
く
わ
い

員ゐ

ん

諸し

よ

姉し

も
此こ

の

際さ

い

大
お
ほ
ひ

に

盡つ

く

さ

れ

た

。

之こ

れ

は

翌よ

く

四

十

五

年ね

ん

二

月
ぐ
わ
つ

六

、

七

兩
り
や
う

日じ

つ

で

あ

つ

た

。 

 

又ま

た

讀よ

み

売う

り

新し

ん

聞ぶ

ん

社し

や

の

主し

ゆ

催さ

い

で

、

桃と

う

中ち

う

軒け

ん

雲く

も

右

衛ゑ

門も

ん

の

浪な

に

花は

節ぶ

し

會
く
わ
い

を

、

本ほ

ん

郷が

う

座ざ

に

於お

い 

tasaka
ノート
４６１頁　南極探検後援事業の梗概富豪の應援
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て

開ひ

ら

き

。
其そ

の

揚
あ
が
り

高だ

か

を

寄き

贈ぞ

う

せ

ら

れ

た

。
之こ

れ

は

三

月
ぐ
わ
つ

二

日か

で

あ

つ

た

。
斯か

く

の

如ご

と

く
幾い

く

多た

同ど

う

情
じ
や
う

者し

や

の

應お

う

援ゑ

ん

的て

き

活
く
わ
つ

動ど

う

に

よ

つ

て

、
日ひ

を

重か

さ

ね

つ

ゝ

あ

る

う

ち

に

も

、
後こ

う

援ゑ

ん

會
く
わ
い

に

て

は

絶た

え

ず

開か

い

南な

ん

丸ま

る

の

消せ

う

息そ

く

を

待ま

ち

焦こ

が

れ

つ

ゝ

あ

つ

た

の

で

あ

る

。 

 

處
と
こ
ろ

へ

宛
あ
だ
か

も

三

月
ぐ
わ
つ

九

日か

に

至い

た

り

、
濠ガ

ー

洲シ

ウ

タ

ス

マ

ニ

ア

島た

う

の

ホ

バ

ー

ト

よ
り

諾

威

ノ
ー
ル
エ
ー

南な

ん

極
き
よ
く

探た

ん

檢け

ん

家か

ア

ム

ン

ド

セ

ン

氏し

が

、
デ

ー

リ

ー
・
ク

ロ

ニ

ク

ル

紙し

に

寄よ

せ

た

る

記き

事じ

中ち

う

に

、
同ど

う

氏し

の

探た

ん

檢け

ん

船せ

ん

フ

ラ

ム

號が

う

が

日に

つ

本ぽ

ん

の

南な

ん

極
き
よ
く

探た

ん

檢け

ん

隊た

い

と

、
鯨

ホ
エ
ー
ル
ス

灣わ

ん

に

於お

い

て

出

逢

で

あ

ふ

た

が

、
此こ

の

隊た

い

は

一

月
ぐ
わ
つ

十

六

日に

ち

を

以も

つ

て

、
無ぶ

事じ

上
じ
や
う

陸り

く

し

た

と

い

ふ

事こ

と

を

報ほ

う

道だ

う

し

た

。
此こ

お

意い

外
ぐ
わ
い

の

吉き

つ

報ぽ

う

を

得え

て

後こ

う

援ゑ

ん

會
く
わ
い

で

は

、
非ひ

常
じ
や
う

に

喜
よ
ろ
こ

ん

だ

。
勿も

ち

論ろ

ん

前ぜ

ん

回
く
わ
い

に

於お

け

る

航か

う

海か

い

上
じ
や
う

の

經け

い

驗け

ん

も

あ

り
、
氣き

候こ

う

さ

へ

好よ

く

ば

、
必

か
な
ら

ず

や

上
じ
や
う

陸り

く

は

爲な

し

得う

べ

し

と

信し

ん

じ

て

居ゐ

た

が

、
今い

ま

外
ぐ
わ
い

國こ

く

の
探た

ん

檢け

ん

家か

よ

り

此こ

の

報ほ

う

道だ

う

を

得え

て

、
此こ

の

大だ

い

苦く

心し

ん

の

事じ

業げ

ふ

に

裏う

ら

書が

き

を

さ

れ

た

る

の

感か

ん

を

起お

こ

し

非ひ

常
じ
や
う

に

喜
よ
ろ
こ

ん

だ

の

で

あ

る

。 

 

斯か

く

て

三

月
ぐ
わ
つ

二

十

四

日か

に

至い

た

つ

て

、

一

通つ

う

の

電で

ん

報ぱ

う

は

來き

た

つ

た

。

其そ

の

電で

ん

報ぱ

う

に

據よ

る

と

、

探た

ん

檢け

ん

隊た

い

は

南な

ん

極
き
よ
く

洲し

う

に

上
じ
や
う

陸り

く

し

、
探た

ん

檢け

ん

を

終を

へ

し

後の

ち

、
人じ

ん

船せ

ん

共と

も

に

恙
つ
ゝ
が

な

く

、
二

十

三
日に

ち

無ぶ

事じ

新

西

蘭

ニ
ウ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

ウ

エ

リ

ン

ト

ン

港か

う

に

着ち
や
く

し

た

と

の

事こ

と

で

あ

る

。

そ

こ

で

一

同ど

う

は

又ま
た 

tasaka
ノート
４６２頁　南極記意外の吉報
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も

大
お
ほ
ひ

に

喜
よ
ろ
こ

ん

だ

が

、
偖さ

て

之こ

れ

と

共と

も

に

種し

ゆ

々〲

の

問も

ん

題だ

い

を

生
し
や
う

ず

る

。
船ふ

ね

が

既す

で

に

新

西

蘭

ニ
ウ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

に

着つ

い

た

以い

上
じ
や
う

は

、
最も

早は

や

國こ

く

民み

ん

に

向む

か

つ

て

、
義ぎ

金き

ん

の

寄き

贈ぞ

う

を

仰あ

を

ぐ

こ

と

は

遠ゑ

ん

慮り

よ

せ

ね

ば

な

ら

ぬ

。

然し

か

る

に

今こ

ん

後ご

支し

拂は

ら

ふ

べ

き

物も

の

は

船せ

ん

員ゐ

ん

の

給き

ふ

料れ

う

、
隊た

い

員ゐ

ん

の

手て

當あ

て

、

借
し
や
く

財ざ

い

の

返へ

ん

濟ざ

い

、
其そ

の

他た

澤た

く

山さ

ん

あ

る

。
そ

こ

で

今こ

ん

後ご

は

一

行か

う

の

撮さ

つ

影え

い

し

來き

た

れ

る

活
く
わ
つ

動ど

う

寫し

や

眞し

ん

の

力
ち
か
ら

に

依い

賴ら

い

し

、
専

も
つ
ぱ

ら

之こ

れ

を

以も

つ

て

是こ

れ

等ら

の

費ひ

用よ

う

を

辧べ

ん

ず

る

事こ

と

に

せ

ん

け

れ

ば

な

ら

ぬ

と

決け

つ

心し

ん

し

た

の

で

あ

る

。 

 

之こ

れ

よ

り

一

個か

月
ぐ
わ
つ

半は

ん

程ほ

ど

を

經へ

て

探た

ん

檢け

ん

隊た

い

の

一

部ぶ

は

日に

つ

光
く
わ
う

丸ま

る

便び

ん

で

歸き

朝て

う

し

た

。
即

す
な
は

ち
白し

ら

瀬せ

隊た

い

長
ち
や
う

、
武た

け

田だ

學が

く

術
じ
ゆ
つ

部ぶ

長
ち
や
う

、
池い

け

田だ

學が

く

士し

、
村む

ら

松ま

つ

書し

よ

記き

、
田た

泉
い
づ
み

活
く
わ
つ

動ど

う

寫し

や

眞し

ん

技ぎ

師し

等ら

の

一

行か

う

は

要え

う

務む

を

帶お

び

、

開か

い

南な

ん

丸ま

る

に

先
さ
き
だ

つ

て

歸き

朝て

う

し

た

の

で

あ

る

。 

 

日に

つ

光
く
わ
う

丸ま

る

が

長な

が

崎さ

き

へ

着つ

く

と

、

東と

う

京
き
や
う

か

ら

電で

ん

報ぽ

う

が

あ

つ

て

、

東と

う

宮ぐ

う

殿で

ん

下か

（

今き

ん

上
じ
や
う

陛へ

い

下か

）

が

早は

稲せ

田だ

大だ

い

學が

く

及お

よ

び

大お

ほ

隈く

ま

伯は

く

邸て

い

に

行
ぎ
や
う

啓け

い

あ

ら

せ

ら

る

ゝ

に

就つ

き

南な

ん

極
き
よ
く

洲し

う

に

於お

い

て

の

採さ

い

集し

ふ

品ひ

ん

を

携
た
づ
さ

へ

、
陸り

く

路ろ

急い

そ

ぎ

て

上
じ
や
う

京
き
や
う

せ

よ

と

の

こ

と

で

あ

つ

た

。
そ

こ
で

武た

け

田だ

學が

く

術
じ
ゆ
つ

部ぶ

長
ち
や
う

一

人に

ん

は

、

長な

が

崎さ

き

に

於お

い

て

下げ

船せ

ん

し

、

採さ

い

集し

ふ

品ひ

ん

及お

よ

び

寫し

や

眞し

ん

等と

う

を

携
た
づ
さ

へ

て

、

急き

ふ

遽き

よ

上
じ
や
う

京
き
や
う

し

た

。 



―（464）― 

 

 

斯か

く

て

五

月
ぐ
わ
つ

十

七

日に

ち

東

宮

と

う

ぐ

う

殿

下

で

ん

か

に

は

、
桂

か
つ
ら

公

爵

こ
う
し
や
く

を

随
し
た
が

へ
て

早は

稲せ

田だ

大だ

い

學が

く

及
お
よ
び

大お

ほ

隈く

ま

伯は

く

邸て

い

に

行
ぎ
や
う

啓け

い

あ

ら

せ

ら

れ

た

が

、
其そ

の

際さ

い

忝
か
た
じ
け
な

く

も

本ほ

ん

邦ぱ

う

未み

曾そ

有う

の

壯さ

う

擧き

よ

た

る

南な

ん

極
き
よ
く

探た

ん

檢け

ん

の

採さ

い

集し

ふ

品ひ

ん

を

台た

い

覧ら

ん

あ

ら

せ

ら

れ

、
且か

つ

慰ゐ

勞ら

う

の

御お

言こ

と

葉ば

を

さ

へ

給た

ま

は

つ

た

の

は

、

誠
ま
こ
と

に

該が

い

事じ

業げ

ふ

の

光
く
わ
う

榮え

い

と

謂い

は

ね

ば

な

ら

ぬ

。 

 

一

方ぱ

う

日に

つ

光
く
わ
う

丸ま

る

に

て

歸き

朝て

う

の

白し

ら

瀬せ

隊た

い

長
ち
や
う

の

一

行か

う

は

、
五

月
ぐ
わ
つ

十

六

日に

ち

横よ

こ

濱は

ま

に

着
ち
や
く

し

、
直た

ゞ

ち

に

入に

ふ

京
き
や
う

し

た

。
而し

か

し

て

開か

い

南

丸

な

ん

ま

る

は

新

西

蘭

ニ
ウ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

ウ

エ

リ

ン

ト

ン

港か

う

解か

い

纜ら

ん

後ご

無ぶ

事じ

赤せ

き

道だ

う

を

通つ

う

過く

わ

し

、
六

月
ぐ
わ
つ

五

日か

小を

笠が

さ

原は

ら

島じ

ま

に

着
ち
や
く

し

て

、
電で

ん

報ぱ

う

を

後こ

う

援ゑ

ん

會
く
わ
い

に

送お

く

つ

て

來き

た

。
此こ

の

電で

ん

報ぱ

う

を

以も

つ

て

推お

す

と

、
小を

笠が

さ

原は

ら

島し

ま

か

ら

館た

て

山や

ま

若も

し

く

は

横よ

こ

濱は

ま

へ

到た

う

着
ち
や
く

す

る

の

が

、
大

抵

た

い

て

い

一

週し

う

間か

ん

位
く
ら
ゐ

の

後の

ち

で

あ

る

こ

と

が

、
想さ

う

像ぞ

う

さ

れ

る

の

で

、
村む

ら

上か

み

幹か

ん

事じ

其そ

の

他た

の

諸し

よ

氏し

は

横よ

こ

濱は

ま

に

赴
お
も
む

き

堀ほ

り

内う

ち

事じ

務む

長
ち
や
う

は

館た

て

山や

ま

に

赴
お
も
む

き

、

互
た
が
ひ

に

入に

ふ

船せ

ん

を

待ま

ち

受う

け

て

居ゐ

た

。 

 

處
と
こ
ろ

が

開か

い

南な

ん

丸ま

る

の

着
ち
や
く

す

る

頃こ

ろ

に

當あ

た

り

、
非ひ

常
じ
や
う

な

る

暴ぼ

う

風ふ

う

雨う

が

起お

こ

つ

た

。
爲た

め

に

少す

く

な

か

ら

ず

危

惧

き

ぐ

の

念ね

ん

を

以も

つ

て

待ま

ち

受う

け

て

居ゐ

た

が

、

幸
さ
い
は
ひ

に

し

て

六

月
ぐ
わ
つ

十

八

日に

ち

、

延え

ん

着
ち
や
く

な

が

ら

も

無ぶ

事じ

に

房ぼ

う

洲し

う

館た

て

山や

ま

に

入に

ふ

港か

う

し

、

其そ

の

翌よ

く

日じ

つ

を

以も

つ

て

横よ

こ

濱は

ま

へ

廻
く
わ
い

航か

う

し

來き

た

つ

た

。 

 

横よ

こ

濱は

ま

で

は

新し

ん

聞ぶ

ん

記き

者し

や

團だ

ん

、

後こ

う

援ゑ

ん

會
く
わ
い

員ゐ

ん

、

隊た

い

船せ

ん

員ゐ

ん

の

家か

族ぞ

く

親し

ん

友い

う

及お

よ

び

一

般ぱ

ん

の

公こ

う

衆し

う

の 

tasaka
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歡
く
わ
ん

迎げ

い

が

あ

つ

た

が

、
六

月
ぐ
わ
つ

二

十

日か

に

は

品し

な

川が

は

灣わ

ん

に

廻
く
わ
い

航か

う

し

、
出

し
ゆ
つ

發ぱ

つ

の

地ち

た

る

芝し

ば

浦う

ら

埋う

め

立た

て

地ち

に

歸き

還
く
わ
ん

し

て

、
茲こ

ゝ

に

盛せ

い

大だ

い

な

る

歡
く
わ
ん

迎げ

い

の

式し

き

が

行
お
こ
な

は

れ

た

。
此こ

の

式し

き

に

は

會
く
わ
い

長
ち
や
う

大お

ほ

隈く

ま

伯は

く

、

其そ

の

他た

朝て

う

野や

の

名め

い

士し

も

多た

數す

う

臨り

ん

席せ

き

し

、
會

く
わ
い

衆し

う

約や

く

五

萬ま

ん

人に

ん

と

註ち

う

せ

ら

れ

た

。
兎と

に

角か

く

非ひ

常
じ
や
う

の

盛せ

い

會
く
わ
い

で

あ

つ

た

。
斯か

く

て

式し

き

場
じ
や
う

を

去さ

る

や

隊た

い

員ゐ

ん

一

同ど

う

は

、
隊た

い

長
ち
や
う

と

共と

も

に

二

重ぢ

う

橋ば

し

外
ぐ
わ
い

に

至い

た

り

、
皇

く
わ
う

城
じ
や
う

を

拜は

い

し

て

後の

ち

歸き

路ろ

に

就つ

い

た

。
此こ

の

夜よ

盛さ

か

ん

な

る

提
ち
や
う

燈ち

ん

行
ぎ
や
う

列れ

つ

は

早は

稲せ

田だ

大だ

い

學が

く

其そ

の

他た

の

學が

く

生せ

い

約や

く

五

千せ

ん

人に

ん

に

依よ

り

て

行
お
こ
な

は

れ

た

。
東と

う

京
き
や
う

市し

中ち

う

は

爲た

め

に

非ひ

常
じ
や
う

な

る

壯さ

う

觀
く
わ
ん

を

極き

は

め

た

。 

 

さ

て

田た

泉
い
づ
み

技ぎ

師し

が

携
た
づ
さ

へ

歸か

へ

つ

た

活
く
わ
つ

動ど

う

寫し

や

眞し

ん

は

、

光
く
わ
う

線せ

ん

の

不ふ

足そ

く

な

る

極
き
よ
く

地ち

で

撮さ

つ

影え

い

し

た

爲た

め

に

、
現げ

ん

像ぞ

う

に

も

少す

く

な

か

ら

ざ

る

困こ

ん

難な

ん

を

感か

ん

じ

た

が

、
エ

ム

、
パ

テ

ー

會
く
わ
い

社し

や

顧こ

問も

ん

吉よ

し

本も

と

氏し

の

盡じ

ん

力
り
よ
く

に

よ

つ

て

、
一

般ぱ

ん

公こ

う

衆し

う

の

觀
く
わ
ん

覧ら

ん

に

供
き
よ
う

し

得う

る

ま

で

の

鮮せ

ん

明め

い

な

る

も

の

と

な

つ

た

。
よ

つ

て

赤あ

か

坂さ

か

萬ば

ん

歳ざ

い

館
く
わ
ん

に

於お

い

て

、
新し

ん

聞ぶ

ん

記き

者し

や

諸し

よ

士し

を

招ま

ね

き

、
試し

驗け

ん

的て

き

の

撮さ

つ

影え

い

を

行
お
こ
な

う

た

。
然し

か

る

に

突と

つ

然ぜ

ん

靑あ

を

山や

ま

御ご

所し

よ

か

ら

大お

ほ

隈く

ま

伯は

く

邸て

い

へ

御お

ん

申
ま
を
し

越こ

し

あ

り

、
六

月
ぐ
わ
つ

二

十

五
日に

ち

同ど

う

御ご

所し

よ

に

於お

い

て

、

南な

ん

極
き
よ
く

に

て

撮さ

つ

影え

い

し

來き

た

り

し

活
く
わ
つ

動ど

う

寫し

や

眞し

ん

を

、

皇
く
わ
う

太た

い

子し

殿で

ん

下か

（

今き

ん

上
じ
や
う

陛へ

い

下か

）

皇
く
わ
う

太た

い

子し

妃ひ

殿で

ん

下か

（

皇
く
わ
う

后ご

陛へ

い

下か

）

皇
く
わ
う

孫そ

ん

殿で

ん

下か

の

御お

三さ

ん

方か

た

（

皇
く
わ
う

太た

い

子し

殿で

ん

下か

二

皇
く
わ
う

子し

殿で

ん

下か

） 
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並
な
ら
び

に

各か

く

宮み

や

殿で

ん

下か

の

台た

い

覧ら

ん

に

供
き
や
う

し

奉
た
て
ま
つ

る

こ

と

ゝ

な

つ

た

の

で

、
當た

う

日じ

つ

大お

ほ

隈く

ま

伯は

く

、
押お

し

川が

は

、
田た

中な

か

、
佐さ

々ゝ

木き

、
村む

ら

上か

み

の

各か

く

幹か

ん

事じ

、
白し

ら

瀬せ

隊た

い

長
ち
や
う

、
野の

村む

ら

船せ

ん

長
ち
や
う

武た

け

田だ

學が

く

術
じ
ゆ
つ

部ぶ

長
ち
や
う

等ら

は

、
エ

ム
、

パ

テ

ー

會
く
わ
い

社し

や

の

活
く
わ
つ

動ど

う

寫し

や

眞し

ん

技ぎ

師し

を

率ひ

き

ゐ

て

參さ

ん

内だ

い

し

、
忝

う
や
〱

し

く

台た

い

覧ら

ん

に

供
き
よ
う

し

奉
た
て
ま

つ

た

。
其そ

の

時と

き

恭
か
た
じ
け
な

く

も

五

百

圓ゑ

ん

の

御ご

下か

賜し

金き

ん

が

あ

つ

た

。 

 

そ

れ

よ

り

浅あ

さ

草く

さ

國こ

く

技ぎ

館
く
わ
ん

に

於お

い

て

、
活

く
わ
つ

動ど

う

寫し

や

眞し

ん

及お

よ

び

採さ

い

集し

ふ

品ひ

ん

展て

ん

覧ら

ん

會
く
わ
い

の

興こ

う

行
ぎ
や
う

を

開か

い

催さ

い

す

る

こ

と

ゝ

な

り

、
六

月
ぐ
わ
つ

二

十

八

日に

ち

よ

り

開か

い

會
く
わ
い

し

た

。
然し

か

る

に

翌よ

く

二

十

九

日に

ち

に

至い

た

り

、

恭
か
た
じ
け
な

く

も

、
山や

ま

階
し
な
の

宮み

や

、
伏ふ

し

見み

の

宮み

や

、
久く

に

邇の

宮み

や

、
賀か

陽
や
う
の

宮み

や

、
華く

わ

頂
て
う
の

宮み

や

の

各か

く

若わ

か

宮み

や

殿で

ん

下か

の

台た

い

覧ら

ん

あ

り

、

後こ

う

援ゑ

ん

會
く
わ
い

は

少す

く

な

か

ら

ず

、

面め

ん

目も

く

を

施
ほ
ど
こ

し

た

。 

 

國こ

く

技ぎ

館
く
わ
ん

の

興こ

う

行
ぎ
や
う

後ご

、
後こ

う

援ゑ

ん

會
く
わ
い

は

各か

く

地ち

に

於お

い

て

興こ

う

行
ぎ
や
う

を

試
こ
ゝ
ろ

み

る

事こ

と

と

爲な

り
、
京

き
や
う

都と

、
大お

ほ

阪さ

か

、
神か

う

戸べ

、
名な

古ご

屋や

等と

う

の

方は

う

面め

ん

に

向む

か

つ

て

一

組く

み

、
北ほ

く

海か

い

道だ

う

方は

う

面め

ん

に

向む

か

つ

て

一

組く

み

、
今い

ま

一

組く

み

は

九

州し

う

方は

う

面め

ん

其そ

の

他た

に

向む

か

ひ

、

弘ひ

ろ

く

興こ

う

行
ぎ
や
う

を

開か

い

催さ

い

し

た

。
又ま

た

探た

ん

檢け

ん

船せ

ん

「

開か

い

南な

ん

丸ま

る

」
を

前ぜ

ん

持も

ち

主ぬ

し

報は

う

效か

う

義ぎ

會
く
わ
い

に

賣う

り

戻も

ど

す

事こ

と

と

し

た

。
大た

い

正
し
や
う

貳

年ね

ん

五

月
ぐ
わ
つ

十

九

日に

ち

、
畏お

そ

れ

多お

ほ

く

も

、
今き

ん

上
じ
や
う

陛へ

い

下か

は

後こ

う

援ゑ

ん

會
く
わ
い

が

此こ

の

國こ

く

家か

的て

き

事じ

業げ

ふ

の

爲た

め

、
殆

ほ
と
ん

ど

滿ま

ん

三

年ね

ん

間か

ん

苦く

心し

ん

惨さ

ん

憺た

ん

、
有あ

ら

ら

ゆ

る

艱か

ん

難な

ん

と

戰ふ

る

つ

て

努ど

力
り
よ
く

し

つ

ゝ

あ

る

事こ

と

を

聽き

こ

し

召め

さ

れ

、

金き

ん

貳

千

五

百

圓ゑ

ん

を

御ご

下か

賜し 
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あ

ら

せ

ら

れ

た

。 

 
元

ぐ
わ
ん

來ら

い

探た

ん

檢け

ん

隊た

い

の

經け

い

費ひ

問も

ん

題だ

い

は

孰い

づ

れ

の

國く

に

に

於お

い

て

も

困こ

ん

難な

ん

と

し

て

居ゐ

る

所
と
こ
ろ

で

あ

る

。
英え

い

國こ

く

の

探た

ん

檢け

ん

家か

シ

ヤ

ツ

ク

ル

ト

ン

氏し

は

五

年ね

ん

前せ

ん

に

探

檢

た

ん

け

ん

を

終し

う

了
り
や
う

し

た

に

拘か

ゝ

は

ら

ず

、
尙な

ほ

借
し
や
く

財ざ

い

は

少す

く

な

か

ら

ず

遺ゐ

存そ

ん

し

居を

り

、
同ど

う

國こ

く

の

ス

コ

ツ

ト

氏し

は

死し

に

至い

た

る

ま

で

三

十

萬ま

ん

の

借
し
や
く

財ざ

い

を

負お

ふ

て

心し

ん

痛つ

う

し

て

居ゐ

た

と

云い

ふ

事こ

と

で

あ

る

に

、
我わ

が

後こ

う

援ゑ

ん

事じ

業げ

ふ

が

探た

ん

檢け

ん

隊た

い

の
歸き

還
く
わ
ん

後ご

一

年ね

ん

有ゆ

う

餘よ

に

し

て

、
將ま

さ

に

終し

う

局
き
よ
く

に

近ち

か

づ

か

ん

と

し

つ

ゝ

あ

る

は

喜
よ
ろ
こ

ぶ

べ

き

事こ

と

で

あ

る

。 

 

顧
か
へ
り
み

れ

は

明め

い

治ぢ

四

十

三

年ね

ん

六

月
ぐ
わ
つ

、
南な

ん

極
き
よ
く

探た

ん

檢け

ん

の

賛さ

ん

助じ

よ

員ゐ

ん

募ぼ

集し

ふ

に

從じ

う

事じ

し

て

よ

り

以い

來ら

い

、

大た

い

正
し
や
う

二

年

の

今こ

ん

日に

ち

に

至い

た

る

ま

で

滿ま

ん

三

箇か

年ね

ん

以い

上
じ
や
う

を

費
つ
ひ
や

し

た

る
、
日に

つ

本ぽ

ん

開か

い

闢
び
や
く

以い

來ら

い

未み

曾そ

有い

う

の

壯さ

う

擧き

よ

南な

ん

極
き
よ
く

探た

ん

檢け

ん

の

事じ

業げ

ふ

は

、
斯か

く

の

如ご

と

く

に

し

て

兎と

に

角か

く

終し

う

局
き
よ
く

に

近ち

か

づ

い

た

が

、
偖さ

て

此こ

の

事じ

業げ

ふ

は

如

何

い

か

な

る

効か

う

果く

わ

を

我わ

が

國こ

く

家か

に

及お

よ

ぼ

し

た

か

と

云い

ふ

に

、

實じ

つ

に

下し

も

の

如ご

と

き

効か

う

果く

わ

あ

り

し

事こ

と

と

信し

ん

ず

る

。 

一

、

開か

い

南な

ん

丸ま

る

が

、

船ふ

ね

と

し

て

は

達た

つ

し

得う

べ

き

最さ

い

南な

ん

方ぱ

う

に

達た

つ

し

（

南な

ん

緯ゐ

七

十

八

度

三

十

壹

分ぷ

ん

）

本ほ

ん

邦ぱ

う

の

航か

う

海か

い

史し

上
じ
や
う

に

特と

く

筆ひ

つ

大た

い

書し

よ

す

べ

き

新し

ん

記

錄

レ

コ

ー

ド

を

作つ

く

り

た

る

事こ

と

。 
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二

、

本ほ

ん

邦ぱ

う

航か

う

海か

い

者し

や

の

技ぎ

倆
り
や
う

を

弘ひ

ろ

く

世せ

界か

い

に

認み

と

め

し

め

た

る

事こ

と

。 

三

、

平へ

い

和わ

の

時じ

代だ

い

に

決け

つ

死し

的て

き

探た

ん

檢け

ん

を

試
こ
ゝ
ろ

み

、

本ほ

ん

邦ぱ

う

人じ

ん

の

士し

氣き

を

鼓こ

舞ぶ

せ

し

め

し

事こ

と

。 
四

、

學が

く

術
じ
ゆ
つ

上
じ
や
う

に

稗ひ

益え

き

す

る

所
と
こ
ろ

少す

く

な

か

ら

ざ

り

し

事こ

と

。 

五

、

本ほ

ん

邦ぱ

う

人じ

ん

に

世せ

界か

い

的て

き

の

思し

想そ

う

を

普ふ

及き

ふ

せ

し

め

た

る

事こ

と

。 

六

、

本ほ

ん

邦ぱ

う

人じ

ん

の

體た

い

力
り
よ
く

が

極
き
よ
く

寒か

ん

の

地ち

に

堪た

へ

得う

る

事こ

と

を

證
し
よ
う

明め

い

せ

る

事こ

と

。 

七

、

氷
ひ
や
う

海か

い

の

航か

う

海か

い

に

就つ

い

て

少す

く

な

か

ら

ざ

る

經け

い

驗け

ん

を

得え

し

事こ

と

。 

八

、

本ほ

ん

邦ぱ

う

人じ

ん

の

探た

ん

檢け

ん

に

關
く
わ
ん

す

る

趣し

ゆ

味み

性せ

い

を

養

成

や

う

せ

い

せ

し

め

た

る

事こ

と

。 

九

、

極
き
よ
く

寒か

ん

の

地ち

に

於お

け

る

衛ゑ

い

生せ

い

狀
じ
や
う

態た

い

に

就つ

い

て

研け

ん

究き

う

を

重か

さ

ね

得え

た

る

事こ

と

。 

十

、

極
き
よ
く

寒か

ん

地ち

旅り

よ

行か

う

用よ

う

の

防ぼ

う

寒か

ん

具ぐ

、

糧
り
や
う

食
し
よ
く

、

犬い

ね

橇そ

り

等と

う

に

就つ

き

研け

ん

究き

う

を

爲な

し

得え

た

る

事こ

と

。 

以い

上
じ
や
う

の

如ご

と

き

効か

う

果く

わ

は

必
か
な
ら

ず

や

あ

り

し

事こ

と

と

信し

ん

ず

る

。
茲こ

ゝ

に

謹
つ
ゝ
し

ん

で

此こ

の

事じ

業げ

ふ

に

對た

い

し

直
ち
よ
く

接せ

つ

間か

ん

接せ

つ

に

同ど

う

情
し
や
う

を

寄よ

せ

ら

れ

た

る

滿ま

ん

天て

ん

下か

の

諸し

よ

士し

に

向む

か

つ

て

感

謝

か

ん

し

や

の

意い

を

表へ

う

す

る

も

の

で

あ

る

。 

 

南 

極 

記 

大
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南
極
記 

デ
ジ
タ
ル
復
刻
版
（
第
三
版
） 

平
成
二
十

四
年
一
月
二
十

八
日
発
行 

編
集
者 

田
阪
茂
樹 

発
行
者 

岐
阜
大
学
総
合
情
報
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー 

岐
阜
県
岐
阜
市
柳
戸
一
番
一 

 

文

章

は

、

南

極

記

（

大

正

二

年

十

二

月

十

五

日

発

行

、

発

行

者

大

隈

重

信

、

編

集

者

南

極

探

検

後

援

会

、
発

行

所

南

極

探

検

後

援

会

）
を

、
国

立

国

会

図

書

館

近

代

デ

ジ

タ

ル

ラ

イ

ブ

ラ

リ

ー

か

ら

ダ

ウ

ン

ロ

ー

ド

し

て

復

刻

し

た

。 

写

真

、

ス

ケ

ッ

チ

図

、

カ

ラ

ー

絵

画

、

日

本

探

検

区

域

図

の

図

画

は

、

南

極

記

復

刻

版
（

昭

和

五

十

九

年

九

月

四

日

発

行

、
編

集

者

南

極

探

検

後

援

会

、
発

行

者

湯

川

武

弘

、
発

行

所

白

瀬

南

極

探

検

隊

を

偲

ぶ

会

）
に

掲

載

さ

れ

て

い

る

も

の

を

、

ス

キ

ャ

ナ

ー

で

取

り

込

み

復

刻

し

た

。 

湯

川

武

弘

氏

に

は

、
デ

ジ

タ

ル

復

刻

版

へ

の

図

画

の

掲

載

に

つ

い

て

格

別

の

ご

高

配

を

賜

り

、

こ

こ

に

感

謝

申

し

上

げ

ま

す

。 

tasaka
日付印 (赤)

tasaka
日付印 (赤)



  




